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  第１話：ワンオペは辛いのよ

  第1话　一个人做很辛苦耶

  「呃～空斗先生？柚月空斗先生？」

  「えーと、空斗さん？柚月　空斗さん？」

  

  我醒过来的地方，是个所有东西都一片雪白的房间。陌生的天花板……不对，这算不上是天花板吧。

  　すべてが真っ白な部屋。俺が目を覚ましたのはそんな部屋だった。知らない天井……いや、天井ねえな。

  

  「啊，你醒来了吗？」

  「あ、目が覚めましたね？」

  

  而在我眼前的是个陌生的少女……少女？

  　そして目の前には見知らぬ少女。……少女？

  

  「不管怎么看都是少女吧！！」

  「どう見ても少女ですよ！！」

  

  少女（暂定）愤慨地如此说道，不对，是可疑人物。

  　憤慨した様子でそう言う少女（仮）、もとい不審人物。

  她的外表看起来的确是个十五岁左右的少女。从身高跟胸部来看或许会让人觉得她更年幼一点。虽然只是看起来而已。至少我从她身上感觉不到少女特有的天真无邪。不，十五岁的少女天真无邪这点我也有疑问，但重点不在这里。总之，该怎么说呢，就是「这不是我要的」这种感觉。

  　確かに見た目は１５歳位の少女だ。身長やお胸から見ればもう少し幼く見えるかもしれない。見えるだけだが。少なくとも彼女に少女特有の無邪気さは感じられない。いや、１５歳の少女が無邪気かについては疑問しか無いが、そういう次元じゃないんだ。とにかく、こう、なんかコレジャナイ。そんな感じだ。

  

  「初次见面，柚月空斗先生。」

  「はじめまして、柚月　空斗さん」

  

  少女（？）当场转了一圈，然后如此打招呼。

  　少女（？）はその場でくるりと回ってから、そう挨拶する。

  

  「为什么要转圈？」

  「なぜ回ったし」

  「那种事不重要吧。」

  「そんな事はどうでもいいじゃないですか」

  

  那你就不要转啊。这样不是害我忍不住盯着你那轻飘飘的裙摆看了吗？

  　じゃあ、回るなと言いたい。無駄にふわりと踊るスカートをつい目で追っちまったじゃねえか。

  不，先别管这个了。现在要先确认状况。

  　いや、その話は置いておこう。今は状況の確認が先だ。

  

  「你可以说明一下状况吧？」

  「事情を説明してもらえるんだろうな？」

  「你死了。」

  「あなたは死にました」

  

  少女（？）轻描淡写地回答我的问题。喂，也太突然了吧。

  　俺の問いにサラリと答える少女っぽい何か。いきなりだな、おい。

  

  「那根本是惨不忍睹，毫无意义！！」

  「それはもう惨たらしく、無意味に！！」

  

  然后，她又多加了不必要的补充。有必要补充吗？

  　そして、余計な補足を入れる。その補足、要るか？

  

  「咳咳。总之，我会给你新的神生。」

  「こほん。ともかく、あなたには新しい神生が与えられます」

  

  她稍微无视我疑惑的表情，继续说下去。

  　俺の疑問の表情を軽くスルーして話を続ける。

  嗯？

  　ん？

  

  「……你刚才的语气是不是有点奇怪？」

  「……今、ニュアンス何かおかしくなかったか？」

  

  我试着提出疑问，但是……

  　と、疑問を口にしてみたんだが……

  

  「我买下了你的灵魂。我希望你能协助我的工作。」

  「あなたの魂は私が買い取りました。あなたには私の仕事を手伝ってほしいと考えています」

  

  她竟然若无其事地继续说明。

  　サラリと無視して説明を続けやがった。

  

  「别想蒙混过去。给我好好回答。」

  「誤魔化してんじゃねえよ。ちゃんと答えやがれ」

  「我之后会说明！！请你遵守顺序！！」

  「その説明は後でするんです！！順番を守ってください！！」

  

  少女冒牌货听到我的抗议，有点恼羞成怒地回嘴。什么嘛，难道有剧本吗？

  　俺の抗議に逆ギレ気味に言い返す少女もどき。なんだ、台本でもあるのか？

  算了，没办法，我只好继续听下去……呃，等一下，我好像听到很糟糕的词汇。

  　まあ、仕方ないから続きを……って、ちょっと待て、さらっと酷い単語が聞こえたぞ。

  

  「那不就是人口贩卖吗？」

  「それ、人身売買ってやつじゃないのか？」

  「咦？灵魂买卖是合法的哦。是合法萝莉。」

  「え、魂の売買は合法ですよ？合法ロリです」

  

  最后那个绝对不对吧。话说回来，为什么要提到合法萝莉？

  　最後のは絶対に違うだろ。っていうか、なんで合法ロリを出した？

  

  「咳咳。总之，我要让你转生到我的世界。现在很流行吧？异世界转生。」

  「こほん。ともかく、です。あなたは私の世界に転生してもらいます。流行ってるでしょ？異世界転生」

  

  她又在打马虎眼。

  　また誤魔化しやがった。

  

  「话说回来，异世界转生虽然很流行，但那是虚构的吧。别把那种东西带进现实。」

  「というか、異世界転生は流行ってるけど、フィクションだろ。現実に持ち込んでんじゃねえよ」

  「唔……」

  「うぐ……」

  

  被我指出问题点的少女仿造品顿时语塞。

  　俺の指摘に言葉を詰まらせる少女もどき。

  不过，算了，人死不能复生。我反而该庆幸至少还有奖励关卡。

  　けど、まあ、死んだものは仕方ない。むしろボーナスステージがあるだけマシと思おう。

  

  「所以，我该做什么才好？」

  「で、俺は何をすれば良いんだ？」

  「就是这个。呃……」

  「それですよ。えーと……」

  

  我推测这名少女仿造品正在翻阅某种东西。话说，果然有手册啊。

  　ペラペラと何かを読む仕草をする推定女神。というか、やっぱりあったんだな、マニュアル。

  

  「不是推测！！是女神！！……话说，我还没自我介绍呢。我是这个世界的女神，名叫奥露榭。」

  「推定じゃありません！！女神です！！……というか、自己紹介がまだでしたね。私はこの世界の女神、オルシェと言います」

  

  自称女神的少女仿造品——奥露榭这么说的同时，翻阅手册的手也没有停下。她的表情非常拼命，看来是不知道该从哪里说起。

  　女神を名乗る少女もどき、オルシェはそう言いながらもマニュアルを捲る手を止めない。その表情は必死そのものだ。どうやら、どこから話せば良いか判らなくなったようだ。

  

  「呃，啊……有了，找到了！！呃，我要请你成为这个世界的神祇之一。」

  「えーと、あーっと……あった、ありました！！ええと、貴方にはこの世界の神の１人になってもらいます」

  

  她似乎终于找到后续了。

  　やっと続きを見つけたようだ。

  话说，喂，你口气还真大，居然说要我成为神祇。我怎么记得异世界转生物成为神的故事不多？

  　と言うか、神とは大きく出たな、おい。異世界転生物で神になる話はそこまで多くなかった気がするぞ。

  

  「啊，虽说是神，但不是下位神哦。是上位神，和我对等。」

  「あ、神と言っても、下位神じゃありませんよ。上位神です。私と対等ですよ」

  

  我没问你这个。又不是说上位神就好。

  　そういう話はしてねえよ。上位神なら良いって話じゃねえだろ。

  

  「话说，你莫名拼命耶。」

  「と言うか何か妙に必死だな」

  「没、没这回事……」

  「そ、そんな事は……」

  

  她欲言又止，相当可疑。

  　言い淀む辺りかなり怪しい。

  

  「老实说吧，好吗？」

  「正直に話せ。な？」

  

  我温柔地拍着她的肩膀，以劝导的语气说道。是说，别隐瞒了。

  　優しく肩を叩きながら諭すようにそう言う。というか、隠すな。

  

  「……有啦。」

  「……いんですよ」

  

  我直视着奥露榭的眼睛逼问，她才小声地嘟囔。

  　目を見据えて問い詰めるとオルシェがボソリと呟く。

  不，我听不到。

  　いや、聞こえねえから。

  我再次大声地问。

  　もう一度、大きな声で。

  

  「我一个人做已经很辛苦了！！请帮帮我吧，这是神的工作啊！！」

  「ワンオペはもう辛いんですよ！！手伝ってくださいよ、神の仕事！！」

  

  我再次催促她再说一次，于是女神奥露榭便溃堤般地开始诉说至今为止的各种苦行。

  　再度言うように促すと、堰を切ったように今までの苦行の数々を語り始める女神オルシェ。

  看来这个世界的运作，似乎是由奥露榭一个人负责。虽然除了奥露榭以外还有其他下位神，但他们的职责是赐予人们加护，所以不太会参与世界的运作。应该说，他们无法参与世界的运作。

  　どうやら、この世界の運用はオルシェ１人で回しているらしい。一応オルシェの他にも下位神は居るが、彼らの役目は人々に加護を与えること。世界の運用にはあまり関わらない。関われない、と言う方が正しいか。

  也就是说，几乎所有的工作都只能由奥露榭来完成。因此她几乎没有时间睡觉，完全就是黑心企业的状况。

  　つまり、殆どの作業はオルシェにしかできない。おかげでほとんど眠る暇もないようだ。完全にブラック企業のそれだな。

  不过，既然是老板，那也没办法吧。如果是员工超时工作，那当然不行，但如果是经营团队，那就没问题了。

  　まあ、でも、トップだから仕方ないよな。超過労働は従業員ならアウトだが、経営陣なら問題ない。

  ……真的是这样吗？

  　……ホントか？

  

  「问题当然大得很啊！！所以我才会募集共同经营者啊！！」

  「問題大有りに決まってるじゃないですか！！だから共同経営者を募集してるんですよ！！」

  

  别把绑架说成募集啦。

  　拉致を募集って言い換えるな。

  

  「所以，我现在开始帮忙就行了吗？」

  「で、今から手伝えば良いのか？」

  

  毕竟我听着听着也觉得他很可怜，而且反正我已经是死人了。再说既然是神，应该也不会像其他转生故事那样遭遇凄惨的下场吧。

  　流石に聞いてて可哀想になってきたし、どうせ死んだ身だからな。それに神なら他の転生モノみたいにひどい目に遭う事も無いだろうしな。

  我抱着这种想法提出协助的意愿，但奥露榭的回答却出乎我的意料。

  　そう思って協力を申し出たのだが、オルシェの答えは俺の予想とは違っていた。

  

  「不，请您先等个2000年左右。我会在这段期间散布神话，让神格固定下来。」

  「いえ、２０００年ほど待ってください。その間に神話を流布して神格を定着させますので」

  「有必要这么做吗？」

  「それ、必要か？」

  「如果不这么做，您降临的瞬间就会因为信仰不足而消灭哦？」

  「やらないと降臨した瞬間に信仰不足で消滅しますよ？」

  「……看来有必要。」

  「……必要だな」

  

  看样子，我似乎无法立刻行动。没办法，就等个2000年吧。

  　どうやら、すぐには動けないらしい。仕方ない、２０００年待つか。

  

  「那么，首先就从跟神的身体同步开始吧。等降临的准备完成，我会叫醒您，请您暂时睡一下。」

  「じゃあ、まずは神の身体との同調からですね。降臨の準備ができたら起こしますので、暫く眠っていてください」

  「嗯，交给你了。」

  「ああ、任せる」

  

  看来不进入睡眠状态就无法跟神的身体同步。而且，如果醒着的话，似乎会对神格的固定造成阻碍。

  　どうやら眠った状態でないと神の身体との同調はできないらしい。そして、起きていると神格の定着に支障があるんだとか。

  嗯，既然是这样的机制，那也没办法。我按照奥露榭的指示，进入睡眠。

  　まあ、そういう仕組なら仕方ない。言われたとおり眠りに就く。

  

  ……之后，我会对这时的判断感到后悔。

  　……後に俺はこの時の判断を後悔することになる。

 
  第２話：女とか聞いてねえ

  第2话　谁说要娶女人了

  『差不多该醒来了～』

  『そろそろ起きてくださーい』

  

  我被这道悠哉的声音唤醒后，眼前是一片漆黑的世界。

  　そんなゆるい声で目を覚ますと、そこは真っ暗な世界だった。

  

  『怎么，神格已经固定了吗？』

  『なんだ、神格の定着は終わったのか？』

  『……嗯，那个，是的。』

  『……ええ、その、はい』

  

  什么啊，说得这么含糊。

  　なんだ、歯切れが悪いな。

  

  『所以，这里是哪里？』

  『それで、ここは何処なんだ？』

  

  感觉好暗好窄……

  　やけに暗くて狭いんだが……

  而且，也发不出声音……

  　それに、声も出せねえし……

  

  『这个嘛，因为是在妈妈的肚子里啊。』

  『まあ、お母さんのお腹の中ですからねえ』

  『喂，说明清楚。』

  『おい、詳しく』

  

  我要求突然开始说些蠢话的奥露榭详细说明。

  　いきなりトンチキなことを言い始めたオルシェに詳しい説明を求める。

  

  『呃，您正在转生为人类。』

  『ええと、人間に転生してもらってるところです』

  『喂，为什么会变成这样？我不是要成为神吗？』

  『おい、どうしてそうなった。神になるんじゃなかったのか？』

  

  我记得是要我帮忙神的工作，所以才要固定神格吧？

  　確か、神の仕事を手伝えって話だったよな。そのための神格の定着じゃなかったのか？

  我这么想着反问后，她用很抱歉的声音回答：

  　そう思って問い返すと、申し訳無さそうな声が返ってくる。

  

  『这个嘛，因为出了点差错……』

  『それが、ちょっと手違いがありまして……』

  『怎么回事？』

  『どういう事だ？』

  『如果维持异世界人的灵魂，就无法适应这个世界。所以只好请您先转生为人类。』

  『異世界人の魂のままだとこの世界に順応できなくてですね。仕方なく一度人間に転生していただくことに』

  『难道是要像某个圣人一样，被处刑吗？』

  『まさか、何処かの聖人みたいに処刑されろ、と？』

  

  再死一次我可不要。虽说没有临死前的记忆，但可以想象会很痛。

  　流石にもう一度死ぬのは嫌だぞ。死の直前の記憶がないとはいえ、痛いのは想像できる。

  

  『不，就算维持原样也没问题。因为是以神的身体作为人类出生……』

  『いえ、そのままでも大丈夫です。神の身体で人として生まれるようにしていますので……』

  『那样没问题吗？』

  『大丈夫なのか、それ？』

  『没问题哦，没有问题！！』

  『大丈夫ですよ、問題ありません！！』

  

  ……我只感到不安。

  　……不安しかねえ。

  总之，似乎必须先在这个世界生下父母。不过，既然不那样做就不行，那也没办法。

  　ともかく、一度この世界の親から生まれる必要があるらしい。まあ、そうしないと駄目ってんならしょうがないか。

  

  之后过了几个月，我在这个世界诞生了。

  　それから数ヶ月の時が過ぎ、俺はこの世界に生まれ落ちた。

  

  「王妃大人，是可爱的女孩子哦！！」

  「王妃様、可愛い女の子ですよ！！」

  

  ……是女孩子没错。

  　……女の子として。

  

  『喂，这是怎么回事！！』

  『おい、どういう事だ！！』

  

  我一边发出初生的哭声，一边用心电感应向奥露榭抗议。我可没听说是女孩子。

  　産声を上げながら念話でオルシェに抗議する。女の子とか聞いてねえぞ。

  

  『咦？因为是神的身体，所以是女孩子哦。』

  『え？そりゃあ神の身体ですから女の子ですよ？』

  『为什么神就是女孩子？』

  『なんで神なら女の子なんだ？』

  『因为这个世界只有女神。』

  『この世界には女神しか居ませんから』

  『……我可没听说。』

  『……聞いてねえぞ』

  『因为，你没问啊。』

  『だって、訊かれませんでしたし』

  

  奥露榭毫不愧疚地回答。你是哪来的铁路迷魔王啊。

  　悪びれる様子もなく、そう答えるオルシェ。どこの鉄道好きの魔王だよ。

  

  『总之，你必须是女孩子。』

  『ともかく、貴方は女の子である必要があるんです』

  『我无法接受……』

  『納得いかねえ……』

  

  就在我这么抗议的时候，我被泡进产汤里，洗去血污，然后被交给像是母亲的人物。

  　そうこうしているうちに産湯に漬けられ、血を洗い流し、母親らしき人物に渡される。

  ……嗯？

  　……ん？

  ……嗯嗯！？

  　……んん！？

  

  『喂，怎么看都是小孩子耶？』

  『なあ、どう見ても子供にしか見えないんだが？』

  『是吗？11岁要当母亲已经足够……』

  『そうですか？１１歳ですから母親になるには十分……』

  『这是哪来的战国时代啊！？』

  『どこの戦国時代だよ！？』

  

  看来我的母亲是11岁。父亲是前○利家还是什么吗？

  　どうやら俺の母親、１１歳らしい。父親は前○利家か何かかな？

  

  『称呼父亲为萝莉控，实在令人不敢恭维。他只是跟自己的女儿结婚而已哦。』

  『父親をロリコン呼ばわりするのは感心しませんね。ただ自分の娘と結婚しただけですよ？』

  『那更过分了吧！！』

  『もっと酷えじゃねえか！！』

  『顺带一提，那个女儿也是父亲和姐姐的孩子哦～』

  『ちなみに、その娘も父親とその姉の子供ですよ～』

  『你们到底重复了多少次近亲相奸啊！？』

  『どんだけ近親相姦繰り返してんだよ！？』

  

  这倒是有点出乎我的意料。看来这个国家的王族近亲通婚是理所当然的。这样没问题吗？

  　それはちょっと想定外だったな。どうやら、この国の王族は近親婚が当たり前らしい。それ、大丈夫なのか？

  

  『没问题哦，不会发生遗传方面的问题。』

  『大丈夫ですよ、遺伝的問題は起こらないようになってます』

  『那就好……吧？』

  『それならいい……のか？』

  『不然我就不能放心地欣赏近亲相奸了。』

  『じゃないと安心して近親相姦を見れませんしね』

  『原来是你害的！！』

  『お前のせいか！！』

  

  奥露榭这家伙，似乎是为了欣赏近亲相奸，才把近亲通婚可能引发的各种问题都处理掉了。这家伙真是可怕。

  　どうやらオルシェの奴、近親相姦見たさにインブリードの結果起こる諸々の問題を起きないようにしたらしい。なんてやつだ。

  

  于是，近亲相奸在这个世界是稀松平常的行为。

  　そんなわけで、この世界では近親相姦が普通に行われている。

  话虽如此，基本上好像还是王族比较多。毕竟贵族必须透过婚姻来巩固与其他家族的关系。平民则是以恋爱结婚居多，再加上经济方面的问题，所以很少近亲通婚。也是啦，要是让女儿怀孕，然后连女儿也怀孕，要扶养的小孩就太多了。

  　と言っても基本は王族が多いらしいけどな。貴族は婚姻で他家との結び付きを強める必要があるからな。平民の方は恋愛結婚が多いのと経済的な問題で少ないようだ。まあ、娘を孕ませて、さらにその娘も、となると養う子供が多くなり過ぎるからな。

  

  在我跟奥露榭交谈的期间，我被带往了另一个房间。看来这里似乎是王妃的私人房间。真不愧是王妃，房间相当豪华。

  　オルシェと話をしている間に色々と処置をされて個室に移される。どうやら王妃の私室らしい。さすがは王妃、かなり豪華な部屋だ。

  

  「莱娜，你的名字就叫莱娜。是从我的名字拉塞莱娜取来的。」

  「ラナ、貴方の名前はラナよ。私の名前、ラゼラナから取ったの」

  

  看似母亲的年幼少女一边这么说，一边怜爱地把我抱起来。她的名字似乎叫拉塞莱娜。虽然她胸部也是一片平坦，看起来实在不像生过我的人，不过这个女孩就是我的母亲。虽然也是同父异母的姐姐。

  　そう言いながら愛おしそうに俺を抱えあげる母親らしき幼い少女。名前はラゼラナと言うらしい。胸も真っ平らでとても俺を産んだようには見えないんだが、母親なんだよな、この娘。腹違いの姉でもあるけど。

  

  「来，我要喂奶喽。」

  「さあ、お乳をあげますからね」

  

  那个女孩露出小小的胸部，要求我吸。这种压倒性的悖德感是怎么回事？

  　その娘が小さな胸をさらけ出して俺に吸えと要求してくる。なんだこの圧倒的な背徳感。

  

  「呃，这个……」

  「え、えっと……」

  「只要让嘴巴碰到，自然就会吸了。」

  「口に触れさせれば自然と吸うものですよ」

  

  看到我迟迟没有吸奶，拉塞莱娜不安地环顾四周。然后侍女把乳头按在我嘴上，给了我建议……真没办法。

  　一向にお乳を吸わない俺に不安そうに周りを見回すラゼラナ。そして乳首を押し付けるようにアドバイスする侍女。……仕方無いな。

  

  「喝了，我喝了！！」

  「飲んだ、飲んだわ！！」

  

  我一吸住胸部，光是这样就让她大为兴奋。然后甜味在口中扩散开来。是母乳。不，我从懂事以来第一次喝，所以不知道味道，但既然是从胸部流出来的，那就是母乳吧。糟糕，好像会上瘾。

  　俺が胸に吸い付くと、それだけで大はしゃぎだ。そして口の中に広がる甘い味。母乳だ。いや、物心ついてから飲むのは初めてだから味なんか知らないが、胸から出てるんだから母乳だろう。やばい、癖になりそう。

  

  「嗯♡」

  「んぅ♡」

  

  拉塞莱娜被我吸住胸部，发出甜美的声音。就说悖德感……

  　俺に胸を吸われて甘い声を上げるラゼラナ。だから、背徳感が……

  

  「吸得还挺用力的呢。」

  「結構、強い力で吸うのですね」

  

  看来我一不小心就吸得太忘我了。不过，为了活下去，这算是正确的行为。啊，肚子好像有点饱了。

  　うっかりと夢中になって思いっきり吸ってしまっていたようだ。いや、まあ、生きるためには正しい行為ではあるんだが。あ、ちょっとお腹いっぱいになってきたかも。

  

  「嗝。」

  「けぷっ」

  

  吃饱的我松开嘴巴，吐出一口气。啊，开始想睡了……

  　満腹になった俺は口を離して息を吐く。あ、眠くなってきた……

  就这样，我诞生到新的世界。

  　こうして俺は新しい世界に生まれ落ちたのだった。

  

 
  第３話：邪教の儀式を夢に見るんだが

  第3话　我梦见了邪教仪式

  「伟大的邪神榭菈啊，请接受我的祈祷。」

  「偉大なる邪神シエラよ、我が祈りを受け止め給え」

  

  昏暗的房间中，少女正一心一意地献上祈祷。她的身体一丝不挂，无论是小巧的胸部，还是没有长毛的秘处，全都暴露在摇曳的烛光下。

  　薄暗い部屋。その中で一心に祈りを捧げる少女。その身体には一切の服を纏っていない。慎ましい胸も、毛の生えていない秘所も、全てがゆらゆらと揺れる蝋燭の光の下に晒されている。

  在她下方，是一名被压在身下的年幼少年。而少女紧闭的秘裂，正摩擦着少年连皮都还没剥开的阴茎。

  　その下には組み敷かれた少女よりも幼い少年の姿がある。そして、まだ皮さえも剥けていない陰茎に少女のピタリと閉じた陰裂が擦り付けられている。

  

  「啊、哈♡一抖一抖的真可爱♡」

  「あ、はっ♡ビクビクしてて可愛い♡」

  

  每当少女扭腰，少年的阴茎就会一颤一颤地痉挛。阴茎与秘裂接触的部分，被粘稠的液体濡湿，也发挥出润滑液的作用。

  　少女が腰を揺する度に少年の陰茎がビクビクと痙攣する。陰茎と陰裂が接している部分はヌラヌラと粘度の高い液体で濡れ、それが潤滑液の役割も果たしている。

  

  ——这是什么——

  ――なんだ、これは――

  

  我的意识虽然存在，却无法干涉任何状况。简直就像在看电影一样。

  　俺の意識はあるが、状況に一切の干渉ができない。まるで映画でも見ているかのようだ。

  说是电影，其实也是色情电影。

  　映画と言ってもポルノ映画だが。

  

  就在这时，少女跨坐在少年身上，剥开阴茎，露出龟头。接着，一口气压下腰部。

  　そうしているうちに、少女は少年の上に立ち、陰茎を剥き、亀頭を露出させる。そして、そこに一気に腰を落とした。

  

  「呀啊♡」

  「ひあぁっ♡」

  

  少年口中发出女孩子般的悲鸣。接着，有种子宫被撑开的感觉。阴茎被秘裂吞没的瞬间，那股压迫感传到我身上。

  　少年の口から女の子のような悲鳴が上がる。そして、胎内を押し広げるような感覚。陰茎が陰裂に飲み込まれた瞬間、その圧迫感が俺に伝わってきた。

  

  ——这是什么——

  ――なんだ、これ――

  

  阴茎在阴道内摩擦的触感，以及腹部麻痹的感觉逐渐扩散开来。

  　陰茎が膣内を擦る感触と、お腹が痺れたような感覚が広がっていく。

  好舒服……

  　気持ち、良い……

  

  「啊，哈♡你的小鸡鸡好舒服♡」

  「あ、はっ♡キミのおちんぽ、気持ちいい♡」

  

  少女说出猥亵的话语。与此同时，子宫一带隐隐作痛，涌起一股难以忍受的快感。

  　少女が卑猥な言葉を口にする。それと同時に子宮の辺りが疼いて、耐え難いほどの快感が沸き起こる。

  然而，还没有结束。

  　だが、それで終わりじゃない。

  

  「怎么样？你舒服吗？」

  「どう、かな？キミは気持ちいい？」

  「呜啊，总觉得小鸡鸡的前端……嗯嗯♡」

  「うあぁ、なんか、おちんちんの先っぽが……んんっ♡」

  

  少女扭动腰部，少年的腰部也跟着痉挛。那仿佛从下方往上顶的动作，激烈地摩擦着阴道内。

  　少女が腰を振るのに併せて少年の腰が痙攣する。下から突き上げるようなその動きに、腟内が激しく擦られる。

  

  「嗯♡好可爱的表情♡再多让我看看？」

  「んっ♡可愛い顔♡もっと、見せて？」

  

  她一边这么说，一边与少年接吻。

  　そう言いながら口づけを交わす。

  在这段期间，少女也不断撞击腰部，性器官彼此摩擦的快感向我袭来。

  　その間も少女は腰を打ち付け、性器同士が擦れ合う快感が俺に襲いかかる。

  

  「小穴里面充满了你的小鸡鸡的触感♡」

  「おまんこの中、キミのおちんぽの感触でいっぱい♡」

  

  少女以淫荡的语气如此低喃，那仿佛要融化般的甜美声音，让阴道内的阴茎产生剧烈反应。

  　少女は淫らな声色でそう囁き、その蕩けそうな甘い声に膣内の陰茎が激しく反応する。

  

  「呼嗯♡已经要去了吗？」

  「ふぅん♡もうイッちゃうんだ？」

  

  敏感地察觉到这点的少女，以嗜虐的语气如此低喃。

  　それを敏感に感じ取った少女が嗜虐的な声色でそう囁く。

  

  「那么，就让你去吧♡」

  「じゃあ、イかせてあげる♡」

  

  然后更加激烈地撞击腰部。

  　そして一層激しく腰を打ち付ける。

  当然，从那里产生的快感，对少年来说实在太过强烈，难以承受。

  　当然、そこから生み出される快感は少年が耐えるのにはあまりにも強烈なものだった。

  

  「啊啊♡不行，不行，不行♡」

  「ああっ♡だめ、だめ、だめぇっ♡」

  

  他一边发抖一边痉挛，背部拱成弓形后达到高潮。

  　ビクビクと震えながら痙攣し、背中を弓なりに反らせて絶頂する。

  话虽如此，看起来只是个五岁左右的少年，根本不可能射精。他只是不断痉挛，然后瘫软倒下。

  　とはいえ、見た感じまだ５歳前後と言ったところの少年だ。射精なんてできるわけがない。ただただ痙攣し、くたりと崩れ落ちる。

  

  「啊，哈，高潮了呢。真可爱♡」

  「あ、は、イッちゃったんだね。可愛い♡」

  

  少女一边抚摸少年的头一边亲吻。她把舌头伸进少年嘴里，粘稠地蹂躏着。蹂躏年幼少年口腔的感觉传了过来。

  　そんな少年の頭を撫でながら口づけ。差し込んだ舌で口の中をねっとりと蹂躙する。幼い少年の口内を蹂躙する感覚が伝わってくる。

  

  「噗哈♡真美味♡」

  「ぷはっ♡美味しかった♡」

  

  少女露出满足又淫荡的表情。而且，我对那张脸有印象。我记得，她是我的国家的大神官。

  　満足そうな、それでいて淫蕩な表情を浮かべる少女。そして、その顔には見覚えがあった。確か、俺の国の大神官だ。

  在我出生那年，年仅六岁就晋升大神官的天才少女。因为她在诞生祝福时有来，所以我记得。我记得她现在应该是七岁。

  　俺が生まれた年に若干６歳で大神官の位に上り詰めた天才少女。生誕の祝福の時に来たから覚えている。今は確か７歳だったはずだ。

  名字是爱夏・雷耶尔吧。没想到那个大神官居然会沉浸在邪教的仪式中……

  　名前はアーシャ・レイエルだったか。まさかその大神官が邪教の儀式に浸っていたとは……

  

  「榭菈大人，您看到了吗？」

  「シエラ様、見ていてくださいましたか？」

  

  爱夏对刚高潮的少年的阴茎结束口交，以恍惚的表情看向这边。

  　イッたばかりの少年の陰茎に対する口奉仕を終えたアーシャが恍惚の表情でこちらを見る。

  正确来说，是看向邪神像那边。

  　正確には邪神像の方を。

  我的快感余韵也逐渐变淡……

  　俺の方も次第に快感の余韻も薄れていき……

  嗯？我记得榭菈是我的神名吧？

  　ん？シエラって確か、俺の神名じゃなかったか？

  

  「……奥露榭，说明。」

  『……オルシェ、説明』

  「是。那个，呃……」

  『はい。その、ええと……』

  「说明！」

  『説明！！』

  『对不起，那个，我一时兴起，就要求信徒和我发生性行为……』

  『すみません、その、つい出来心で信者に性行為を要求しまして……』

  

  喂，这是怎么回事？

  　おい、どういう事だ？

  

  『那个，一开始的时候，我有好好地宣扬神名哦？』

  『その、最初の方はちゃんと神名を広めていたんですよ？』

  『那为什么会变成这样？』

  『それがどうしてこうなった？』

  『呃呃，那个，我想要看看小女孩的性行为……』

  『ええと、その、幼女の性行為が見たくなりまして……』

  『喂——！？』

  『おぉいっ！？』

  

  你这家伙，竟然做出这种事！？

  　おま、なんて事を！？

  

  『我、我要你重来！！』

  『や、やり直しを要求するぅっ！！』

  『对不起，没办法！！』

  『ごめんなさい、無理です！！』

  

  喂，你竟然说得这么理直气壮！？

  　清々しいな、おい！？

  

  『那个，这个世界没有余力让我重新确立神格，也没有余力再创造一尊神了啊！？』

  『その、今から新しく神格を定着し直す余裕と、神を１柱作る余裕はこの世界にはなくてですね！？』

  『那为什么还要用我的名字！？用自己的名字啊！？』

  『じゃあ、なんで俺の名前を使ったっ！？自分の名前でやれよっ！？』

  『我才不要！！这样我不就变成邪神了吗！！』

  『嫌ですよ！！私が邪神になっちゃうじゃないですか！！』

  『我已经是邪神了啊！？』

  『俺が邪神になってるじゃねえか！？』

  

  这家伙真是糟透了！？

  　こいつ、最悪だ！？

  

  就这样，我被邪神仪式传来的性行为影像和感觉折磨着。当然，每次侍女都会看到我尿裤子……不对，是潮吹的痕迹。」

  　こうして俺は度々邪神の儀式で送られてくる性行為の映像と感覚に苛まれることになった。当然、その度にお漏らしならぬ潮噴きの跡を侍女に見られる事になるわけで。

  

  「莱娜大人，您又……」

  「ラナ様、また……」

  

  呜呜，可恶，奥露榭那家伙，给我记住！！

  　うう、ちくしょう、オルシェのやつ、覚えてやがれ！！

  

 
  第４話：初めては父様と

  第4话　第一次和父亲一起

  我在这个世界已经度过了六年。在这段期间，我每次入睡都会持续收到淫荡的祈祷。而且尽是执着于女孩子的感觉。

  　俺がこの世界に生まれ落ちて６年が経過した。その間、眠る度に淫らな祈りが届けられ続けていた。しかも女の子の感覚ばかり執拗に。

  

  「咕呜，嗯♡」

  「くぅ、ん♡」

  

  拜此所赐，每次醒来时，那里总是会发疼，让我不由自主地伸手。而且，明明没有实际体验过，我却已经学会了熟练的技巧。

  　おかげで、目が覚めた時にはいつもあそこが疼いていて、ついつい手が伸びてしまう。そして俺は、実際に体験したこともないのに既に熟練の技を身に着けてしまっていた。

  一开始我当然也抵抗过。可是，从那天起已经持续了五年。如今我甚至迫不及待地等着有人来帮我破处。想要，快点，插进阴道……

  　最初の方は当然、俺も抗っていた。けど、それがあの日から５年も続いているのだ。今では処女膜を破ってくれる日を今か今かと待ちわびている位だ。ほしい、早く、膣内に……

  

  某一天。到了差不多该就寝的时间，我的双亲来到我身边。基本上照顾我的工作是由侍女负责。当然，喂奶是由母亲负责，不过那也是很久以前的事了。

  　そんなある日。もうそろそろ寝るかという時間になって俺の所に両親が訪れた。基本的に俺の世話は侍女が担っている。もちろん、お乳は母親が与えていたが、それももう随分と昔の話だ。

  

  「父亲大人，母亲大人，两位在这个时间过来有什么事吗？」

  「父様、母様、このような時間にどのような御用でしょうか」

  

  当了六年女孩子……而且还是公主，遣词用字自然也习惯了。我自然地做出符合公主身份的应答。

  　６年も女の子……しかもお姫様をやっていれば言葉遣いも慣れてくる。俺は自然にお姫様らしい受け答えをする。

  

  「嗯。今天是来教导莱娜性教育的。」

  「うん。今日はラナの性教育をしに来たんだ」

  「莱娜也六岁了吧？我想差不多是时候体验初体验了。」

  「ラナも６歳でしょう？そろそろ初めてを経験してもいい時期かと思って」

  

  其实这个国家不太重视处女，重要的是生产经验。因此，就算有性经验，只要没有生产经验，就会被当成前个世界的处女看待。而一般认为在结婚前应该先舍弃处女或处男之身。因此，几乎所有人都在这个年纪就完成了初体验。

  　実はこの国、処女性はあまり重要視されない。代わりに重要なのは出産経験だ。なので性交経験があっても出産経験がなければ前の世界での処女と同じ扱いがされる。そして結婚までには処女や童貞を捨てておくべきという考え方が一般的だ。そのため、ほとんどの人間はこの位の年で初体験を済ませる。

  

  「父亲愿意当我的对象吗？」

  「父様がお相手してくださるのですか？」

  

  这一天终于来了。我用充满期待的眼神看着父亲，这么问道。

  　ついにこの日が来た。俺は期待に満ちた視線を向けながら、そう訊く。

  我的父亲瓦特・阿修罗夫特是这个国家——阿修罗夫特王国的国王。我出生时他24岁，所以现在是30岁。他和拉塞莱娜王后相差13岁，所以拉塞莱娜王后是瓦特父王在12岁时怀上的孩子。而拉塞莱娜王后也在11岁时生下了我，所以是在10岁时怀上的。看来这个国家的女性有早婚的倾向。

  　俺の父親、ヴァート・アッシュロフトはこの国、アッシュロフト王国の国王だ。俺が生まれた時は２４歳だったので、今は３０歳。ラゼラナ母様とは１３歳差なのでラゼラナ母様はヴァート父様が１２歳の時に孕ませた子という事になる。そのラゼラナ母様も１１歳で俺を産んでいるから１０歳の時に孕んだ、と。どうにもこの国では出産年齢が低い傾向にあるようだな。

  

  『因为你不觉得小孩子生小孩很棒吗？』

  『だって、子供が子供を産むなんて最高だと思いませんか？』

  

  你・的・子・女！！

  　お・ま・え・の・せ・い・か！！

  不过，毕竟是这个女神做的事，事到如今也没什么好惊讶的。我可能答应得太快了。

  　まあ、この女神のやる事だし今更な気もするが。手伝いを引き受けたの、ちょっと早まったかもしれない。

  

  『先不说这个，现在要谈的是性教育！！榭菈也想要小鸡鸡吧？』

  『そんな事より、今は性教育ですよ！！ほら、シエラさんも早くおちんぽ欲しいですよね？』

  『呃，这个嘛，当然，想要，但是……』

  『いや、まあ、そりゃあ、欲しい、けど……』

  

  被吊了那么久胃口，各方面都快到极限了。我可没有做错什么。

  　あれだけお預け喰らえば、色々と限界も来るってもんだ。俺は何も悪くない。

  

  「我当然也一起哦。」

  「もちろん私も一緒よ」

  

  可能是以为我专心和奥露榭进行念话而紧张，拉塞莱娜王后一边这么说，一边从背后抱住我，然后瞬间脱下我的衣服。这神速是怎么回事？而且她自己也在不知不觉间脱下衣服，平坦的胸部贴在我的背上，或者该说是后脑勺。

  　オルシェとの念話に集中していた俺を緊張していると勘違いしたのか、そう言いながらラゼラナ母様が背後から俺を抱き寄せる。そして一瞬で俺の服を脱がせる。何だこの早業。しかも、いつの間にか自分も服を脱いでるし。ペタン、と平たい胸が背中というか後頭部に当たる。

  

  「来，跟父亲的鸡鸡打声招呼。」

  「ほら、父様のおちんぽにご挨拶なさい」

  

  ……刚才好像冒出了一个非常猥亵的词汇？呃，不过，这在梦里是常听到的词汇。

  　……今、なんかすげえ卑猥な単語が飛び出さなかったか？いや、まあ、夢の中ではよく聞く単語ではあるんだが。

  不，接吻是没关系。虽然没关系……

  　いや、キスするのは良いんだ。良いんだが……

  

  「来，说说看。鸡鸡。」

  「ほら、言ってみて。おちんぽ」

  

  竟然要我说！？

  　言わせるのかよっ！？

  我感觉到自己的脸瞬间变得通红。但是，我因为已经在梦里看过好几次大家听到我这么说都很开心，所以知道……

  　顔が一瞬で真っ赤になるのが判る。けど、そう言うとみんな喜ぶのは夢で何度も見てるから判っていて……

  

  「请快点把父亲的鸡鸡给我♡」

  「父様のおちんぽ、早くください♡」

  

  我害羞地这么说。一说出口就更加兴奋，可以感觉到爱液从胯间流了出来。

  　はにかみながらそう口にする。口に出すと一層興奮して、股の間から愛液が零れ出てくるのが判る。

  

  「呵呵，莱娜的小穴，已经变成这样了。已经做好让鸡鸡进入的万全准备了呢。来，自己说明看看，小穴。」

  「ふふ、ラナのおまんこ、もうこんなになってるわ。おちんぽを入れる準備は万端ね。ほら、自分で説明してみて、おまんこ、よ」

  

  连、连这个也要我说吗……

  　そ、それも言わせるのか……

  可是，不这么说的话，瓦特拉夫似乎不会插进来。好想要，现在马上……

  　けど、言わなければ挿れて貰えそうにない。欲しい、今すぐ……

  

  「我、我的小穴，已经准备好，让父亲的肉棒，插进来了……」

  「わ、私のおまんこ、父様のおちんぽ、入れる準備、できて、ます……」

  

  我一边这么说，一边自己把穴口撑开。这是怎样？直接说出口，感觉好害羞。可是……

  　そう言いながら自分で広げてみせる。なんだ、コレ。直接口に出してみると、すっごく恥ずかしい。けど……

  

  「你兴奋了吗？」

  「興奮する？」

  

  我点头回应拉榭琳娜母亲的问题。而且，至今不断献上的淫靡祈祷鲜明地浮现脑海……

  　ラゼラナ母様の問いにコクリと頷く。それに、今まで延々と捧げられた淫らな祈りが鮮明に思い出されて……

  因为瓦特拉夫的肉棒就插在那个地方，我的理性一瞬间就飞到九霄云外。

  　そんな所にヴァート父様がおちんぽを出したものだから、俺の理性は一瞬で吹き飛んでしまった。

  

  「父亲的肉棒，好棒♡」

  「父様のおちんぽ、素敵です♡」

  

  啾，我吻了上去，让舌头爬上去。做法在不断送来的祈祷中看过好几次了。我一心一意地舔舐，仿佛在临摹一般。

  　ちゅ、と口づけして舌を這わせる。やり方は延々送られてくる祈りで何度も見ている。それをトレースするように一心に舐めしゃぶる。

  另一只手伸向小穴。咕啾咕啾的水声响起，爱液弄湿了床铺。

  　もう片方の手はおまんこに伸ばす。クチュクチュと水音が響き、愛液がベッドを濡らす。

  

  「哎呀，莱娜真积极呢♡」

  「あら、ラナは積極的ね♡」

  「呜，莱娜，再激烈一点，没错……」

  「くぅ、ラナ、もっと激しく、そう……」

  

  被这么一说，我感觉到自己满脸通红。但是，子宫附近更让我感觉到一阵抽痛。

  　そう指摘されて顔が真っ赤になるのを感じる。けど、それ以上に子宮の辺りがきゅん、と疼くのも感じてしまう。

  拉塞莱娜王后从后方温柔地玩弄我的胸部。来回抚摸的指头碰到了乳头，快感逐渐攀升。然后，瓦特王父痛苦地按住我的头。啊，这是马上就要射了的反应。

  　そんな俺の胸をラゼラナ母様が後ろから優しく弄ってくれる。撫で回す指が乳首に触れ、じわじわと快感が登ってくる。そして、ヴァート父様は苦しそうにしながら頭を押さえつけてきた。あ、これ、もうすぐ出るやつだ。

  

  「噗哈♡那个，请放进父亲的嘴里♡」

  「ぷはっ♡あの、父様の、お口に、ください♡」

  

  我这么说完，再次把小鸡鸡含进嘴里。我用舌头在前端来回舔弄，偶尔在嘴里摩擦。舌头碰到的小鸡鸡开始阵阵痉挛。差不多到极限了吗？

  　そう口にして再びおちんぽを口に収める。舌で先端をこね回すようにしながら、時折口内に擦り付ける。舌に触れるおちんぽがビクビクと痙攣し始めた。そろそろ限界かな？

  

  「唔，要射了！！」

  「くぅ、出すぞ！！」

  

  瓦特王父的小鸡鸡喷出粘稠的液体。那是我在梦中尝过好几次的味道。我咕嘟咕嘟地咽下那些液体。这也有点诀窍呢。

  　ヴァート父様のおちんぽから粘っこい液体が噴き出す。夢の中で何度も味わったあの味だ。俺はそれをコクコクと喉を鳴らしてそれを飲み込む。これもちょっとコツがあるんだよな。

  

  「呼啊♡呼啊♡」

  「はぁ♡はぁ♡」

  

  我张开嘴，证明自己一边喘气一边喝光了。然后，我就这样推倒瓦特王父。我想要小鸡鸡，还有小妹妹……

  　荒く息を吐きながら飲み干した証として口を開いてみせる。そして、そのままヴァート父様を押し倒す。おちんぽ、おまんこに欲しい……

  我任凭子宫发疼，用小妹妹摩擦瓦特王父的小鸡鸡。瓦特王父的小鸡鸡转眼间就被我的爱液濡湿。不过，在那之前已经被我的唾液濡湿了。」

  　子宮が疼くのに身を任せてヴァート父様のおちんぽにおまんこを擦り付ける。ヴァート父様のおちんぽが見る見るうちに俺の愛液で濡れていく。まあ、それ以前に俺の唾液で濡れてるんだけどな。

  

  「就这样把腰放低看看？」

  「そのまま、腰を落としてごらん？」

  

  我用前端摩擦阴道口，瓦特父亲就一边抚摸我的腰一边这么说。我顺着他的催促，让小弟弟逐渐吞没小穴。途中，我感觉到有阻止入侵的膜，但这时还是不要犹豫，一口气做完比较好。这样可以少受点痛。

  　先端を膣口に擦りつけていたらヴァート父様が俺の腰を撫でながらそう言う。俺は促されるままにおちんぽをおまんこで飲み込んでいく。途中、侵入を阻む膜に触れるのを感じるが、ここは躊躇わずに一気にやった方が良い。その方が痛みが少なくて済む。

  

  「唔，嗯！！」

  「くぅ、んっ！！」

  

  我用上体重一口气压下腰部。噗哧一声，有种东西被切开的感觉，瓦特父亲的小弟弟吞没到小穴深处。不过，即使如此还是没有完全吞没。破瓜的证明从结合处沿着瓦特父亲的小弟弟流下。

  　体重をかけて一気に腰を落とす。ぶちっ、と何かが切れる感覚があってヴァート父様のおちんぽがおまんこの奥まで飲み込まれた。けど、それでも全部は飲み込みきれない。接合部からは破瓜の証がヴァート父様のおちんぽを伝って流れ落ちる。

  

  「呼，呼……」

  「はぁ、はぁ……」

  「莱娜，你很努力呢。真了不起。来，我来帮你恢复吧。」

  「頑張ったわね、ラナ。偉いわ。さあ、回復してあげましょう」

  

  虽然有种麻麻的痛，但没有到无法忍受的地步。拉榭菈母亲从背后抱住这样的我，对我施加恢复魔法。魔法立刻发挥效果，疼痛逐渐消退。相对地，撑开腹部的压迫感变强了。」

  　痺れるような痛みがあるが、耐えられないほどじゃない。そんな俺をラゼラナ母様が背後から抱きしめ、回復魔法をかけてくれる。それはすぐに効果を発揮し、次第に痛みが引いていく。その代わり、お腹を押し広げる圧迫感が強くなってきた。

  

  「我要动了哦，父亲♡」

  「動きますね、父様♡」

  

  这样一来，子宫的疼痛感就更加强烈。我像是受到酥麻的感觉引导，开始缓缓地动起腰。

  　そうなってくると、より強く感じるのは子宮の疼きだ。ゾクゾクとした感覚に導かれるようにゆっくりと腰を動かし始める。

  一开始是前后。过了一会儿后慢慢抬起腰部，再落下来。然后是上下运动。每次肉棒在小穴里进出，肉壁就会被摩擦，快感在全身上下奔流。。

  　初めは前後に。暫くしたらゆっくりと腰を上げて、落とす。そして、上下運動。おちんぽがおまんこの中を出入りする度に膣壁が擦られ、快感が体中を駆け巡る。

  

  「哈啊、嗯♡这样、好舒服、父亲♡」

  「はぁ、ん♡これ、気持ちいいです、父様♡」

  

  我任由快感摆布，贪婪地摆动腰部。这是在梦中重复过无数次，已经牢记在心的行为。信徒们的各种技巧驱使着我的身体。

  　快楽に身を任せて貪るように腰を振る。夢の中で何度も何度も繰り返し覚え込まされた行為だ。信者たちのあらゆるテクニックが俺の身体を突き動かす。

  

  「咕，好厉害的动作！！你能做得更激烈吗？」

  「くぅ、なんて動きだ！！もっと激しく、できるかい？」

  「好的、父亲♡」

  「はい、父様♡」

  

  我按照瓦特父亲的吩咐，激烈地摆动腰部。不过，这并非只是粗暴的动作，而是为了榨取精液的动作。我一边在动作和紧缩程度上掌握缓急，一边摆动腰部。

  　ヴァート父様に言われるままに激しく腰を動かす。けど、ただ乱暴な動きではなく、精液を搾り取るための動きだ。動きと締め付けに緩急を付けながら腰を振る。

  

  「呜啊、你真厉害、莱娜！！」

  「うぁ、じょうずだよ、ラナっ！！」

  

  瓦特父亲因为我的腰部动作而露出快乐的表情。他配合我的腰部动作，从下方往上顶。每次顶起来，我轻盈的身体就会弹起，然后像是被重力拉扯一般，深深地吞下肉棒。每次瓦特父亲的肉棒都会像深深地吻上我的子宫口一样，压在我身上。不行了，我忍不住了。

  　俺の腰使いに顔を快楽に歪ませるヴァート父様。俺の腰の動きに合わせて下から突き上げる。その度に軽い俺の身体は跳ね上げられ、そのまま重力に引っ張られる様にして深くおちんぽを飲み込む。その度にヴァート父様のおちんぽが俺の子宮口に深く口付けでもするかのように押し付けられる。駄目だこれ、我慢ができない。

  我看了看瓦特父亲，他看起来也快到极限了。从在阴道内膨胀起来的肉棒也能感受到这一点……

  　ヴァート父様を見ればそちらももう限界が近そうに見える。それは、膣内で大きく膨らんだおちんぽからも感じられて……

  

  「父亲大人，请射出来♡射在小穴里面♡」

  「父様、出してください♡おまんこの奥に、いっぱい♡」

  

  我在濒临极限的瓦特父亲耳边轻声呢喃，同时用力挺腰，让肉棒整个没入穴内。就在这个瞬间，小穴深处有什么东西迸裂开来。

  　限界が近いヴァート父様の耳元でそう囁く。それに併せるようにして腰を思いっきり叩きつけ、膣奥までおちんぽを飲み込む。その瞬間、おまんこの奥で何かが弾けた。

  

  「咕呜呜呜呜呜呜！！」

  「くぅぅぅぅぅぅっ！！」

  「哈啊啊啊啊啊啊啊啊♡」

  「はぁぁぁぁぁぁぁぁっ♡」

  

  朝着子宫猛烈射精，让我也达到高潮。我发出漫长的高潮叫声，瘫倒在瓦特父亲身上。啊，哈，好舒服♡

  　子宮めがけて勢いよく叩きつけるような射精に、俺も絶頂に達した。長い長い絶頂の声を上げ、ヴァート父様の上にくたりと倒れる。あ、は、気持ちよかった♡

  

  在那之后，瓦特父亲和拉榭莱娜王妃每晚都教我各种玩法。可是，这时候的我根本没想到，这居然会引发那样的事情。

  　それからヴァート父様とラゼラナ母様は毎晩いろいろなプレイを教えてくれた。けど、それが、まさかあんな事を引き起こすとは、この時の俺は考えてもいなかったのだった。

  

 
  第５話：真夜中に侵入者が現れた

  第5话　半夜出现入侵者

  事情发生在瓦特父亲与拉塞莱娜母亲出国的期间。

  　それは、ヴァート父様とラゼラナ母様が外遊で不在の時に起きた。

  

  我感觉到有人进入房间，于是醒了过来。那个人蹑手蹑脚地慢慢靠近我的床，接着爬上床，用手掐住我的脖子。

  　俺は部屋に誰かが入ってくる気配を感じて目を覚ます。その人物は足音を忍ばせながらゆっくりと俺のベッドに近付いてくる。そして、ベッドに上がると俺の首に手をかけた。

  这时响起「啪」的一声，入侵者的手被弹开。我好歹也是神，不会因为这点程度就死掉。不过，我也没有被掐住脖子的嗜好。

  　バチン、と何かが弾ける音がして侵入者の手が弾かれる。これでも神だから、この程度で死んだりはしない。けど、だからといって首を絞められ続ける趣味もないからな。

  我坐起身子，盯着入侵者。平常应该在房内的守卫毫无反应，代表他们也是一伙的吧。不过，这件事之后再说。

  　身を起こして侵入者を見据える。いつもは居るはずの見張りが無反応ということは彼らもグルか。けど、それはまだ後回しだ。

  

  「你是谁？」

  「誰ですか？」

  

  我这么问入侵者。没有回答啊。没办法，我施展照明魔法，不让光芒透出房外。

  　侵入者にそう問いかける。答えは、無いか。仕方がないので外に光が洩れないようにして明かりの魔法を使う。

  在房内的，是第二王妃蕾缇雅。

  　そこに居たのは、第二王妃のレティーアだった。

  

  「蕾缇雅义母？」

  「レティーア義母様？」

  

  蕾缇雅・艾希洛夫特，今年十四岁，是这个国家的第二王妃。她在我两岁时，十岁嫁过来，至今尚未有子嗣。明明第一王妃拉塞莱娜母妃除了我之外，还有两个孩子。然而蕾缇雅义母却……

  　レティーア・アッシュロフト。今年で１４になるこの国の第二王妃だ。俺が２歳の時、１０歳で嫁いできた彼女には未だ子供が居ない。第一王妃であるラゼラナ母様には俺の他にも２人の子供が居るというのに、だ。

  

  「这是怎么回事？」

  「これは、どういう事ですか？」

  「都是你不好。都是因为你诱惑那个人，最近他都不来我的寝室了……」

  「貴方が、いけないのよ。貴方のせいで、貴方があの人を誘惑するせいで、最近はあの人、寝所に来てもくれない……」

  

  看来瓦特父亲对我的性教育太过热心，把蕾缇雅义母晾在一旁。

  　どうやら、ヴァート父様が俺の性教育に熱心すぎて、レティーア義母様を放ったらかしにしているらしい。

  ……不，这样不行吧。

  　……いや、それは駄目だろ。

  既然迎娶了王妃就有义务要宠幸对方。而且明明一次都没让对方怀孕，却把对方晾在一旁，只顾着跟女儿做爱，这样实在说不过去。

  　妃に迎えたのであれば抱く義務がある。しかも、まだ一度も子供を孕ませてもいないというのに放ったらかして娘とのセックスに夢中なのは流石にいただけない。

  再加上正室拉塞莱娜母妃也是瓦特父亲的女儿。考虑到这一点，第二王妃蕾缇雅义母会对瓦特父亲只顾着我而产生危机感，也是无可奈何的事。

  　更に、正妻であるラゼラナ母様はヴァート父様の娘でもある。それを考えればヴァート父様が俺の相手ばかりしている事に第二王妃のレティーア義母様が危機感を抱くのも仕方がないと言える。

  之后再好好训斥父亲一顿。

  　父様には後でキツく説教するとして。

  

  「蕾缇雅义母，请你冷静。」

  「落ち着いてください、レティーア義母様」

  

  首先得先处理蕾缇雅义母的事。不管有什么理由，企图杀害身为第一公主的我，是非常不妙的事。

  　まずはレティーア義母様への対処が先だ。どんな理由であれ第一王女の俺を殺そうとしたというのは非常に拙い。

  

  「杀了我也没有意义。就算我死了，如果被问罪为杀害公主，就没有意义了！！」

  「私を殺しても意味がありませんよ。私が居なくなっても王女殺しの罪に問われては意味がないでしょう！！」

  「没这回事！！大神官大人说过，只要把你献给邪神榭拉大人，就能怀上孩子！！」

  「そんなことはないわ！！大神官様は貴方を邪神シエラ様の生贄に捧げれば子を授かることができると仰ったもの！！」

  

  原来如此，幕后黑手是大神官啊……那个萝莉大神官！！

  　なるほど、黒幕は大神官か。……あのロリっ子大神官め！！

  话说回来，为什么我非得被当成祭品献祭不可啊？这全都是奥露榭的错！！

  　というか、何が悲しくて自分への生贄に捧げられねばならぬのか。それもこれもオルシェのせいだ！！

  

  『冤枉啊！！』

  『濡れ衣ですよ！！』

  『少骗人了！！是你把我变成邪神的吧！！』

  『ウソつけ！？お前が俺を邪神に仕立てたんじゃねえか！！』

  『只是偶然！是巧合！是不可抗力！！你是在说哪时候的事！！请你说清楚是宇宙尤尔绕了几圈的时候！！』

  『たまたまです！偶然です！不可抗力です！！いつの話ですか！！惑星ユエルが何回回った時の話か言ってください！！』

  『你是小孩子吗！？』

  『駄々っ子か！？』

  

  附带一提，宇宙尤尔就是我们居住的这颗星球。

  　ちなみに惑星ユエルは俺たちが住んでるこの大地の事だ。

  啊，跟奥露榭争论也没用。先处理蕾缇雅岳母吧。我先用魔法束缚住正在大闹的蕾缇雅岳母，然后把手放在她的肚子上确认状态值。我明明做了不少次，却没有怀孕，这表示她身上应该有某种妨碍怀孕的技能。

  　っと、オルシェと言い争ってても仕方ないんだった。まずはレティーア義母様の方だな。とりあえず暴れるレティーア義母様を魔法で拘束する。そして、お腹に手を当ててステータスを確認する。一応それなりにヤッてるはずなのに孕んでないって事は、どこかに妊娠を阻害しているスキルがあるはずだ。

  

  〔精子杀手〕

  ［精子殺し］

  

  ……这名字也太糟糕了吧。

  　……ひどい名前だな、おい。

  总之，这肯定是原因。

  　ともかく、これが原因なのは確かだ。

  看来蕾缇雅岳母的阴道酸性度相当高，在受精前就会把精子全部杀死。这样不管我再怎么努力，都没办法怀孕。而且这是技能等级赋予的，一般的魔法甚至无法治疗。

  　どうやらレティーア義母様の膣内は酸性度が結構高く、受精前に尽く精子を殺してしまう様だ。これではいくら頑張っても妊娠なんてできない。しかも、それがスキルレベルで付与されているから並の魔法では治療すらできない。

  不过，那是一般魔法。能够自由运用技能的我，可以轻易消除这种魔法。

  　けど、それは並の魔法の話。スキルを自由にできる俺なら簡単にこれを消すことができる。

  

  「放开我！！你想对我做什么！？」

  「放しなさい！！私をどうするつもり！？」

  「我什么都不会做，蕾缇雅岳母。」

  「どうもしませんよ、レティーア義母様」

  

  不，就某种意义来说，我确实会对她做些什么。不过，是往好的方向。。

  　いや、ある意味ではどうにかはするか。けど、まあ、いい方に、だ。

  

  「比起那个，我有治疗不孕的魔法，你要不要用？」

  「そんな事より、不妊を治療する魔法があるのですが、どうします？」

  

  我充满自信地这么告诉她。怎么样，你无法抗拒这个诱惑吧。

  　俺は満を持してそう伝える。どうだ、この誘惑には勝てまい。

  

  「不可能！就算是大神官大人，也没办法施展那种魔法……」

  「無理よ！大神官様でもそんな魔法は……」

  「我没有说谎。我确实办得到。」

  「嘘ではありません。私にはそれができます」

  

  我直视蕾缇雅岳母的双眼这么告诉她。我们视线交错，接着蕾缇雅岳母突然别开视线。很好，我赢了。

  　レティーア義母様の目を真っ直ぐ見つめてそう伝える。交差する視線。そして、ふい、と逸らされるレティーア義母様の目。よし、勝った。

  

  「你真的、办得到吗？」

  「本当に、できるの？」

  

  我点头回应蕾缇雅岳母的问题。不过，她得先放弃暗杀我才行。

  　レティーア義母様の問いに頷きで返す。まあ、けど、それには俺の暗殺を諦めてくれるのが先だけどな。

  

  「我放弃！！」

  「諦めるわ！！」

  

  秒答！？

  　即答！？

  不，算了，能够脱离生命危险，我应该要坦率地感到高兴。

  　いや、まあ、命の危機から脱したのは素直に喜ぶべきだが。

  总之，这下问题解决了。

  　ともかく、これで問題は解決だ。

  之后再想办法处理护卫和大神官，先解开蕾缇雅岳母的束缚吧。

  　通した護衛と大神官は後でどうにかするとして、まずはレティーア義母様の拘束を外すか。

  我解开蕾缇雅岳母身上的束缚魔法，接着把手放在她的肚子上，消除技能。

  　俺はレティーア義母様にかけた拘束魔法を解き、続いてお腹に手を当ててスキルの削除を行う。

  这么一来，她应该就能顺利怀孕了。

  　これで妊娠に問題はなくなったはずだ。

  

  「请你确认一下，刺痛感应该已经减轻了。」

  「確認してください。ピリッとした感じが減ってるはずです」

  

  蕾缇雅婆婆照我说的把手指插进小穴确认，没多久就露出笑容。

  　俺に言われるままおまんこに指を突っ込んで確認するレティーア義母様。程なくしてその表情が綻んでいく。

  

  「谢、谢谢你，莱娜。可是，说到底那个人……」

  「あ、ありがとう、ラナちゃん。けど、そもそもあの人が……」

  

  就算蕾缇雅婆婆能够怀孕，瓦特父亲不来她的寝室也没意义。不过，就算要花上一番工夫，我也要把他带过来。因为没有尽到丈夫职责的瓦特父亲完全就是错的。

  　レティーア義母様が妊娠できるようになったとしてもヴァート父様が寝所に通わなければ意味はない。まあ、それは引っ張ってでも連れてくるけどな。夫の勤めを果たさないヴァート父様が全面的に悪いんだから。

  只不过，每次都要打瓦特父亲的屁股送他出门也很麻烦。嗯，既然这样……

  　ただ、まあ、毎回ヴァート父様の尻を叩いて送り出すってのも面倒なんだよな。ふむ、それなら……

  

  「那我来教你掳获他的手段吧？」

  「じゃあ、虜にするための手管、教えてあげましょうか？」

  「请务必教我！！」

  「ぜひ！！」

  

  既然如此，只要让他常来就行了。机会难得，我就教她攻陷父亲的技巧吧。我这么一说，她就全力做出答应的回应。

  　なら、通うようにすればいい。せっかくだから父様を落とす為のテクニックを教えよう。そう伝えたら承諾する旨の答えが全力で返ってきた。

  喂，你上钩上得真快啊。

  　食いつき良いな、おい。

  

  ※　※　※

  　※　※　※　

  

  「对对，就是这种感觉。」

  「そうそう、そんな感じ」

  

  首先用假阳具练习口交。顺带一提，让对方舒服的舔法固然重要，但外表也很重要。

  　ディルドーを使ってまずは口淫の練習だ。ちなみに気持ちよくするための舐め方も重要だが、見た目も大事だ。

  首先亲吻小鸡鸡的前端。很多男性都很喜欢亲这里，当然瓦特父亲也是。

  　まずはおちんぽの先端に口付け。ここにキスをするとすごく喜んでくれる男の人は多い。もちろんヴァート父様も大好きだ。

  接着用双手握住肉棒，一边抚摸一边由下往上舔。

  　次に両手でおちんぽを持って、撫で擦りながら下から上に舐め上げるように舌を這わせる。

  等沾满唾液之后，再含进嘴里。这时候把前端在嘴里摩擦会很有效。

  　一通り唾液塗れにしたら、今度は口に含む。ここでは先端を口の中に擦り付けたりすると効果的だ。

  

  「嗯，呼♡哈，啊♡」

  「ん、ふっ♡は、あっ♡」

  

  蕾缇雅义母一边喘气一边练习口交。

  　吐息を漏らしながら口奉仕の練習をするレティーア義母様。

  

  「眼睛要往上瞧，也不要忘记用手玩弄阴蒂。」

  「目は上目遣いで、手で玉を弄るのも忘れずに」

  

  她照我的话，专心致志地继续服务。长相略显稚嫩的蕾缇雅义母往上瞧的模样破坏力超群。这样瓦特父王也会被秒杀吧。

  　俺の言葉の通りに、一心不乱に奉仕を続ける。若干幼い顔立ちのレティーア義母様の上目遣いは破壊力抜群だ。これならヴァート父様もイチコロだろう。

  不过，光是这样还不够。

  　けど、これだけじゃまだ不十分だ。

  

  「接下来是这边。」

  「次はこっち」

  

  我用手指沿着紧闭的后庭滑动。紧度非常惊人。光是一根手指就这么紧，插进第二根就会非常紧。如果不是我的手，说不定会被挤烂。

  　背後に周り、ピタリと閉じたおまんこを指でなぞる。その締め付けはものすごくきつい。指１本でこれだ。２本目を挿れたらかなりキツキツ。俺の手じゃなかったら潰れてたかもしれない。

  

  「稍微放松一点，配合插入的东西……对对。」

  「少し力を抜いて。膣内に挿入してるものに合わせて……そうそう。」

  

  我教蕾缇雅义母如何以适当力道收缩。蕾缇雅义母学得很快，很快就掌握诀窍。学会控制力道的蕾缇雅义母，无论什么尺寸的家伙都能适当地缩回来。这……应该算是相当厉害的名器吧。

  　レティーア義母様に適切な力の込め方を教え込んでいく。レティーア義母様は物覚えがよく、すぐにコツを掴んでいく。力加減を覚えたレティーア義母様のおまんこは、どんな大きさのものでも適切に絞めつけ返してくる。これ……かなりの名器なのでは。

  

  「啊，呼♡像这样吗？」

  「あ、ふっ♡こんな、かんじ？」

  「嗯、嗯，你很厉害。」

  「う、うん。すっごく上手」

  

  之后蕾缇雅义母就像吸水的棉花般，接连吸收我教她的技巧。这样瓦特大伯父应该也会乖乖去蕾缇雅义母的房间吧？

  　それからレティーア義母様は俺が教えたテクニックをまるで真綿が水を吸うように次々と吸収していった。これならヴァート父様もレティーア義母様の部屋にちゃんと通うようになるのでは？

  

 
  第６話：お仕置きしないとな

  第6话　得惩罚一下才行

  好啦，蕾缇雅干妈的问题这样就解决了。等父亲回来之后，我立刻安排他去抱蕾缇雅干妈。只要和拉榭莱娜干妈说一声，一次就能搞定。

  　さて、レティーア義母様の問題はこれで解決だな。父様が帰ってきたらすぐに抱くように仕向けよう。ラゼラナ母様に話を通せば一発だ。

  

  比起这个，大神官才是问题。那个萝莉似乎打算把我当成活祭品。而且还是献给我。

  　それよりも問題は大神官だな。あのロリっ子、どうやら俺を生贄にするつもりらしい。しかも、俺への。

  这是哪门子的惩罚游戏啊！

  　なんの罰ゲームだよ！！

  

  「奥露榭，事情就是这样，告诉我爱夏的下落。」

  『という訳だオルシェ、アーシャの居場所を教えてくれ』

  

  大神官爱夏・雷耶尔。表面上是术神库凌的大神官，实际上却是邪神的大神官。

  　大神官アーシャ・レイエル。表向きは術神クーレの大神官という事になっているが、その実態は邪神の大神官だ。

  不过，那个邪神其实就是我！

  　まあ、その邪神は俺だけどな！！

  这一切全都是奥露榭的错。所以，你得帮我找人。

  　それもこれも全部オルシェが悪い。という訳で、探すの手伝え。

  

  「咦？只要看MAP不就一目了然？」

  『え？ＭＡＰを見れば一発じゃ？』

  「……原来有这种功能啊？」

  『……こんな機能あったのか』

  

  用来使用神明功能的控制台，上面有MAP功能。而且还有搜寻功能等各种功能。

  　神としての機能を使うためのコンソール。そこにＭＡＰ機能があった。しかも、検索機能とか色々と付いてる。

  唔，要是我一开始就知道……

  　く、これを最初から知っていれば……

  

  「这样就不会被看到自慰了。」

  『オナニー見られる事も無かったのに？』

  「没错没错……呃，不对啦！」

  『そうそう……って、違うっ！！』

  

  不，的确只要使用警报功能，就能知道女仆接近之类的事情！

  　いや、確かにアラート機能とか使えばメイドの接近とかも知る事はできるが！！

  不过，最近每晚都受到瓦特父王的疼爱，所以没有必要？

  　まあ、最近は毎晩ヴァート父様に可愛がってもらってたから必要なかったし？

  呃，不是这样啦！例如王都迷路事件，有很多事都能防范于未然吧！

  　って、そうじゃねえ！！王都迷子事件とか、防げたのが色々あるだろ！！

  ……不，我趁她能走路后到处乱跑，觉得有趣也是不对的。

  　……いや、歩けるようになったのを良いことに面白がって色んな所を歩き回った俺も悪いんだが。

  总之，现在要先找出邪神的神殿。

  　ともかく、今は邪神の神殿を探すのが先だ。

  

  「随便搜寻一下，就会出现邪神的隐藏神殿耶。我觉得这样不太好。」

  『邪神の隠し神殿とか普通に検索で出るのな。どうかと思う』

  「哎呀，毕竟是榭菈小姐的神殿嘛。」

  『まあ、シエラさんの神殿ですし？』

  「……我可不这么认为。」

  『……不本意なんだが？』

  

  算了，毕竟是我的神殿，这也没办法。呃，我的神殿也太多了吧！

  　まあ、俺の神殿なのは仕方ない。って、多いな俺の神殿！！

  光是王都就有两位数耶！

  　王都だけで２桁はあるぞ！？

  其他地区也几乎都盖满了，每个村子至少都有一个。

  　他にも、辺境にごっそりあるっていうか、村に１つはないか、これ。

  

  「毕竟娼妇们也信仰邪神嘛。」

  『まあ、娼婦とかも信仰してますからねぇ』

  「淫魔国之类的地方，一个区域甚至有两座神殿耶。」

  『淫魔国とか１区画に２神殿くらいあるんだが？』

  「毕竟那是国教嘛。」

  『まあ、国教ですしねぇ』

  「我可没听说……」

  『聞いてねえ……』

  

  算……算了，现在我是大神官。看样子，爱夏似乎在王都地底大神殿。这什么危险的名字啊？位置是……喂，那不是在王城正下方吗！

  　ま、まあ、今は大神官だ。どうやら、アーシャは王都地下大神殿とやらに居るらしい。なんだこの不穏な名前は。位置は……おい、王城の真下じゃねえか！！

  难怪我会经常梦到爱夏的仪式。别在那么近的地方举行邪教仪式啊！

  　道理でやたらアーシャの儀式を夢に見るわけだ。すぐ近くで邪教の儀式とかヤってんじゃねえよ！！

  不过，既然在城里就方便了。因为要出城很麻烦。

  　けど、城の中ってんなら都合がいい。城の外に出るのは面倒が多いからな。

  

  「毕竟要是她迷路，会引发大骚动嘛。」

  『迷子になって大騒ぎされますしね？』

  「啰唆，别挖出来！」

  『やかましいわ、掘り返すんじゃねえ！！』

  

  咳咳。

  　こほん。

  总之，我按照MAP的标示往前走。MAP可以显示3D或2D，甚至还能显示路线。这东西还真方便，有了这个，就算在某车站的地下迷宫应该也不会迷路……这个也能看到迷宫吗？

  　ともかく、ＭＡＰの表記に従って歩いていく。ＭＡＰは３Ｄでも２Ｄでも表示できる上に、経路まで表示してくれる。便利だな、これ。これなら某駅の地下迷宮でも迷わないかもしれない。……これ、ダンジョンも見れるのか？

  

  『可以哦？未攻略区域和隐藏通道都看得一清二楚。』

  『見れますよ？未踏破区域も隠し通路もバッチシです』

  『这根本是作弊吧！？』

  『ひでぇチートじゃねえか！？』

  

  不管怎样，多亏作弊，我顺利抵达目的地。

  　ともあれ、チートのおかげで迷うことなくたどり着けた。

  在昏暗的房间里，大神官爱夏・雷耶尔就在那里。

  　薄暗い部屋の中。そこに大神官アーシャ・レイエルは居た。

  ……而且还是全裸跨坐在正太身上。

  　……全裸でショタっ子に跨った姿で。

  

  「哎呀，蕾缇雅大人好像失败了呢。」

  「あら、レティーア様は失敗したようですね」

  

  一看到我，爱夏便如此说道。

  　俺の姿を認めるなり、そう口にするアーシャ。

  另外，她依然持续摆动腰部。

  　なお、腰振りは継続中。

  

  「……你要说话还是摆动腰部，选一个吧。」

  「……喋るか腰を振るかどっちかにしやがれ」

  「……哈啊♡」

  「……はぁん♡」

  

  居然选择摆动腰部！？

  　腰振る方を選ぶのかよ！？

  她的动作越来越快，下面的正太也随着她的动作喘息越来越急促。

  　その動きは次第に早くなっていき、それに併せて下のショタっ子の息もどんどん荒くなっていく。

  

  「啊啊♡爱夏大人，我，已经……」

  「あぁっ♡アーシャさま、ぼく、もう……」

  「已经，要去了？好啊，我也要……去了啊啊啊啊啊啊啊啊啊♡」

  「もう、イキそう？いいよ、私もイ……くぅぅぅぅぅぅぅぅぅ♡」

  

  正太和爱夏的身体猛然一震。射精……还没来吗？

  　びくん、と身を震わせるショタっ子とアーシャ。射精は……まだできないか。

  是说，你让公主等你，自己却沉溺于享乐，到底在想什么啊？

  　って、おまえ、王女を待たせて享楽に耽るとか何考えてんの？

  

  「……结束了吗？」

  「……終わりましたか？」

  「嗯。那么，我重新自我介绍。没错，唆使蕾缇雅小姐的人就是我。虽然计划失败了，不过以结果来说并没有问题。因为你主动来当榭拉大人的祭品了。」

  「ええ。では、改めて。そう、レティーア様をけしかけたのは私です。それは失敗したようですが、結果的には問題ありません。貴女がご自分からシエラ様の生贄に捧げられるに来たのですから」

  

  不，所以说为什么我非得悲惨地成为祭品不可啊？

  　いや、だから何が悲しくて自分への生贄に捧げられにゃならんのか。

  

  「你疯了吗？」

  「正気？」

  「嗯，我很正常。你才是，不觉得一个人闯进来很愚蠢吗？我可是大神官哦。」

  「ええ、正気ですよ。貴女こそ１人で乗り込むなんて馬鹿なことをしたと思いませんか？私は大神官なのですよ」

  

  爱夏这样说完，打算对我施放某种魔法。

  　そう言って、何らかの魔法を俺に向かって放とうとするアーシャ。

  

  「……驳回。」

  「……却下」

  

  但是，那并没有发挥任何效果。

  　けど、それは何の効果も発揮しなかった。

  因为她对我申请了拘束魔法，我当然要驳回啊。

  　だって、俺に対する拘束魔法を申請してくるんだもん。却下するに決まってんじゃん。

  

  「哎……哎呀？」

  「あ、あら？」

  

  在那之后，爱夏好几次试图施放魔法，当然，我不会允许。

  　それから、幾度も魔法を放とうとするアーシャだが、当然、俺が許可するわけはない。

  

  「那么，你说的愚蠢是指什么？」

  「で。何が馬鹿なこと、かな？」

  

  我带着满脸笑容悠然靠近。爱夏很焦急。

  　満面の笑みで悠然と近付く俺。焦るアーシャ。

  无法使用魔法的话，就算是大神官也只是个十二岁的少女。而且正太的小鸡鸡还插在里面，所以她也无法逃走。

  　魔法が使えなければ大神官と言えど１２歳の少女。しかもショタっ子のちんぽがずっぷり入ったままなので逃げることもできない。

  

  「做好觉悟了吗，大神官大人？」

  「覚悟はよろしいですか、大神官様？」

  「做……做好了……」

  「よ、よくな……」

  

  在我磨磨蹭蹭的期间，我的手已经逼近爱夏。很遗憾，她已经逃不掉了。

  　もたもたしているうちに俺の手がアーシャに迫る。残念、もう逃げられない。

  

  「吃我这招，捏乳头之刑，快乐魔法MAX！！」

  「くらえ、乳首抓りの刑、快楽魔法ＭＡＸ付き！！」

  「咕咿♡♡♡」

  「くひぃっ♡♡♡」

  

  ……就这样，大神官一下子就被打倒了。南无。

  　……こうして、大神官はあっさりと沈んだのだった。なむ。

  

  『顺带一提，把这快乐魔法设定成我专用神圣魔法的奥露榭，之后要接受惩罚哦。』

  『ちなみに、この快楽魔法を俺の専用神聖魔法に設定したオルシェは後でお仕置きな？』

  『等等！？』

  『ちょっ！？』

  『放心，只是稍微失禁而已。』

  『大丈夫、ちょっと失禁するだけだ』

  『才不是放心的程度！？』

  『大丈夫じゃないですよ！？』

  

  另外，奥露榭接受惩罚的结果，听说海水的水位好像因为她的失禁而上升了1公分左右。不过，这只是小事。

  　なお、そのお仕置きの結果、オルシェの失禁で海の水位が１ｃｍほど上昇したとかしないとか。まあ、些細な問題だ。

  

  『这可不是小事！？』

  『大問題ですけど！？』

  

 
  第７話：父様達が帰ってきたので

  第7话　父亲他们回来了

  好啦。

  　さて。

  对大神官的惩罚结束之后过了几天，我心神不宁地在王城等待双亲。因为今天是他们回来的日子。

  　大神官へのお仕置きを終えて数日後、俺はソワソワしながら王城で両親を待っていた。今日は２人が帰ってくる日だからな。

  顺便说一下，爱夏在那之后发誓绝对服从我。嗯，因为要是反抗，刻在子宫附近的淫纹就会给予她激烈的快感。

  　ちなみにアーシャはあれから俺に絶対服従を誓った。うん、逆らうと子宮の辺りに刻んだ淫紋が激しい快楽を与えるからね。

  ……虽然被说是圣痕让我有点无法接受。

  　……聖痕とか言われたのがなんか納得行かないけど。

  

  「哎呀，毕竟是信仰的榭拉小姐的神纹嘛～」

  『まあ、信仰してるシエラさんの神紋ですからねー』

  「我真想质问为什么是淫纹。」

  『それがなんで淫紋なのか問い詰めたい』

  「请……请不要再处罚我了！如果是圣痕那不就好了吗！总比被叫成男根好吧！」

  『お、お仕置きはもう許してくださいよっ！？聖痕なら良いじゃないですか！！男根って呼ばれるよりマシでしょう！？』

  「出局。」

  『アウト』

  「噫♡」

  『ひぃん♡』

  

  顺便说一下，奥露榭身上也确实刻上了。悔改吧。

  　ちなみに、オルシェにもしっかりと刻みました。悔い改めよ。

  

  「我……我有在后悔。」

  『こ、後悔はしてますよ』

  「比起后悔，悔改更重要哦。」

  『悔いるよりも改める方が大事だからな？』

  「呜呼♡」

  『くふぅ♡』

  

  嗯，就像这样发动。

  　と、まあ、こんな感じで発動する。

  因为是女神奥露榭，所以只有这种程度，如果是爱夏，光是稍微反抗就能高潮三次。

  　女神であるオルシェだからこの程度で済んでるが、アーシャではちょっと反抗を考えただけで３回はイける。

  总之，因为这样，大神官已经不会再有什么企图了。因为光是企图就会受到高潮地狱袭击，什么也无法思考。」

  　とまあ、そんなわけで、もう大神官が何か企むことはあるまい。企もうとしただけでイき地獄に襲われて何も考えられなくなるからな。

  

  「我没想到莱娜大人是榭拉大人的使徒。居然把使徒大人当成活祭品，实在非常失礼……」

  「ラナ様がシエラ様の使徒とは思い至りませんでした。その使徒様を生贄になど大変な失礼を……」

  「啊，是……」

  「あ、はい……」

  

  嗯，看样子她不会企图反抗。

  　うん、この様子だと反抗を企む事は無さそうだな。

  不过，我可不是使徒哦？

  　けど、使徒じゃないからな？

  为什么我非得悲惨地当别人的跑腿不可？

  　何が悲しくて自分の使いっぱしりをしなければならないのか。

  

  「公主殿下，国王陛下回来了。」

  「姫様、国王様が帰還されました」

  

  在我和爱夏交谈时，侍女前来报告瓦特拉父王和拉塞莱娜母后回国了。

  　アーシャとそんなやり取りをしているうちにヴァート父様とラゼラナ母様が帰国したとの報告が入る。

  话虽如此，其实只是先遣队前来通知而已。不过，因为要准备迎接，所以时间相当紧迫。侍女们呼唤我前往城门。

  　と言っても、まだ先触れが来ただけだけどな。けど、出迎えのための準備があるので割とギリギリだ。侍女達に呼ばれて城門に向かう。

  

  「父王、母后，欢迎回来。」

  「父様、母様、おかえりなさい」

  

  我以淑女之礼迎接走下马车的双亲。

  　馬車から降りてくる両親をレティーア義母様と淑女の礼で迎える。

  在那之后，我和蕾妮雅义母的感情变得相当好。我的弟弟和妹妹——拉塞尔和榭莉也在旁边。

  　あれからレティーア義母様とも随分と仲良くなった。隣には俺の弟と妹、ラゼルとシェリーも居る。

  

  「「欢迎回来。」」

  「「おかえりなさい」」

  

  嗯嗯，能好好打招呼，真了不起。

  　うんうん、ちゃんと挨拶できて偉いな。

  

  『您很疼爱他们呢。』

  『随分可愛がってますね？』

  『嗯，因为他们很可爱嘛。』

  『まあ、可愛いからな』

  『那么，拉塞尔弟弟的破处会由榭菈小姐来负责咯？』

  『じゃあ、ラゼルくんの筆おろしはシエラさんがやるんですよね？』

  『呼啊！？』

  『ふぁっ！？』

  

  呃，虽然在贵族中，男孩的破处的确有时是由年龄相近的姐姐来负责……

  　いや、確かに貴族では男の子の場合は年の近い姉とかが筆おろしをやる場合もあるが……

  拉塞尔的……

  　ラゼルの……

  

  『啊，子宫在发疼了？在发疼了吧！？』

  『あ、子宮疼きました？疼きましたよね！？』

  『吵死了！？』

  『やかましいわ！？』

  

  嗯，的确在发疼。这样啊，拉塞尔也差不多到那个年纪了吗……

  　まあ、確かに疼いたけどさ。そうか、ラゼルもそろそろそういう歳か……

  

  『你刚刚回想起爱夏小姐的仪式了吧？』

  『今、アーシャさんの儀式を思い出しましたね？』

  『喂，不要一一吐槽啊！呃，我的确是回想起来了啦。』

  『ええい、いちいちツッコむなよ！？いや、確かに思い出したけどさ』

  『真好呢，正太逆奸！！呼……呼！！』

  『良いですよね、ショタっ子逆レイプ！！はぁ、はぁ！！』

  『你这个淫乱女神！！』

  『この淫乱女神め！！』

  『好过分！？』

  『ひどいっ！？』

  『你先好好反省一下自己吧！！』

  『一度自分を顧みやがれ！！』

  

  顺便说一下，贵族的女孩子几乎百分之百是由父亲夺去处女之身。男孩子的话，如果有年纪相近的姐姐就由姐姐，没有的话就由侍女来破处。这种场合通常也会由会使用避孕魔法的人和父亲在旁见证。不过，贵族几乎都会使用避孕魔法，所以几乎只有父亲在场。」

  　ちなみに、貴族の女の子はほぼ１００％父親が処女を奪う。男の子の場合は年の近い姉が居れば姉が、居なければ侍女が筆おろしをする。その場合も、避妊魔法が使える者と父親が立ち会うのが通例だ。まあ、貴族の場合はだいたい避妊魔法が使えるからほとんど父親だけだけどな。

  

  『先让榭拉小姐和爸爸做一次，然后是拉塞尔的破处呢。呼……呼……』

  『まずはシエラさんがお父さんとやってるところを見せて、それからラゼルくんの筆おろしですね。はぁ、はぁ……』

  『我现在就想把邪神的称号让给你。』

  『今すぐ邪神の称号を譲り渡したい』

  『好过分！？』

  『ひどいっ！？』

  『到底是谁比较过分啊！？』

  『酷いのはどっちだよっ！？』

  

  不过，在那之前得先让蕾缇雅养母大人怀孕。在蕾缇雅养母大人确实怀孕之前，瓦特父亲大人必须只和蕾缇雅养母大人做才行。

  　まあ、でも、その前にレティーア義母様の妊娠が先だけどな。確実に妊娠するまでヴァート父様はレティーア義母様の相手だけをしてもらわないと。

  

  『只要使用榭拉小姐的怀孕魔法，一次就能成功了吧？』

  『シエラさんの妊娠魔法を使えば一発では？』

  『毕竟之前一直吊着她，至少得好好陪她一个月才行吧。』

  『今までずっとお預けしてたんだから、せめて一ヶ月位はちゃんと相手しないと駄目だろ』

  『嗯，这么说也对～』

  『まあ、それはありますね～』

  

  毕竟不能让蕾缇雅岳母大人受到轻视。不管是从政治上、家庭上，还是性方面。

  　レティーア義母様を蔑ろにさせるわけにはいかないからな。政治的にも、家族的にも、性的にも。

  让妻子开心是丈夫的义务。

  　妻を喜ばせるのは夫の義務です。

  

  『性方面？』

  『性的に？』

  『性方面。话说回来，为什么怀孕魔法会是我的专用魔法？』

  『性的に。それはそれとして、妊娠魔法が俺の専用魔法なのはどういうわけだ？』

  『因为榭菈教徒在强暴时会用到。』

  『シエラ教徒がレイプする時に使うからですね』

  『为什么会变成那样……』

  『どうしてそうなった……』

  『是我传授的（得意）。』

  『私が授けました（どやぁ）』

  『好，我要惩罚你。』

  『よし、お仕置きな』

  『呀♡』

  『ひあっ♡』

  

  又是你搞的鬼啊。这家伙该怎么办呢？

  　またお前のせいか。こいつ、どうしてくれよう。

  算了，总之，这家伙的惩罚就之后再说，现在蕾缇雅岳母大人的事比较重要。

  　まあ、とりあえず、こいつのお仕置きは後でするとして。今はレティーア義母様の方が重要だ。

  

  「母亲大人，其实……」

  「母様、実は……」

  

  我悄悄地把蕾缇雅岳母大人的事告诉拉塞莱娜女王。结果……

  　俺はレティーア義母様の件をラゼラナ母様にそっと耳打ちする。その結果……

  

  「你、这、家、伙，我有话要跟你说……」

  「あ・な・た。ちょっとお話が……」

  「什、什么事呢，拉塞莱娜……」

  「な、なにかな、ラゼラナ……」

  

  瓦特父亲大人被拉塞莱娜女王散发的气场吓得畏畏缩缩。拉塞莱娜女王生气时很可怕。

  　ラゼラナ母様から立ち上るオーラにたじたじのヴァート父様。怒った時のラゼラナ母様は怖いからね。

  事情就是这样，瓦特父亲大人被好好地惩罚了。这都要怪他没有尽到丈夫的责任。

  　というわけで、ヴァート父様はしっかりとお仕置きされましたとさ。夫の役割を果たさないヴァート父様が悪い。

  

  「事情就是这样，在蕾缇雅怀孕之前，我们先暂停。」

  「というわけで、レティーアさんが孕むまで私達はお預けです」

  「我讨厌没有尽到丈夫责任的父亲大人。」

  「夫の役割を果たさない父様は嫌いです」

  「……是。」

  「……はい」

  

  除了拉塞莱娜女王之外，连我都这么说了，瓦特大公也只能点头。好啦，这样蕾缇雅大嫂的面子就保住了。

  　ラゼラナ母様に加えて俺のダメ押し。これには流石にヴァート父様も頷くしか無い。さて、これでレティーア義母様のフォローは大丈夫かな。

  

  

 
  第８話：真っ二つだ！！

  第8话　一刀两断！！

  在那之后过了约一个月。

  　あれから一月程が経った。

  蕾缇雅干妈顺利怀上瓦特爸比的孩子，我的性教育也再度开始。

  　レティーア義母様は無事ヴァート父様の子供を妊娠し俺の性教育も再開された。

  不过在蕾缇雅干妈怀孕时，瓦特爸比说「这下那个小穴暂时不能用了」，这句话我们可没漏听。

  　レティーア義母様の妊娠が判明した時、ヴァート父様が「これであのおまんこもしばらくお預けか」と言ったのを俺達は聞き逃さなかったが。

  是的，我和母亲大人两人好好地榨干了他。

  　ええ、母様と２人でしっかりと搾り取ってやりましたとも。

  

  然后，这时候我身边也开始忙碌起来。因为我将要进入贵族小学就读。

  　そして、その頃には俺の周りも慌ただしくなってきていた。俺が貴族幼年学校に入学するからだ。

  这个国家的贵族从六岁开始就要进入贵族小学就读，其中也包含我们这些王族。主要目的是学习读写计算，还有魔法。因为贵族家的当家必须具备这些能力。当然我也已经修完了。不过读写有外挂，计算也只是一般的算术，所以没问题。

  　この国では貴族は６歳から貴族幼年学校に通うことになっている。その中には俺達の様な王族も含まれる。読み書き計算、それに魔法を覚えるのが主な目的だ。貴族家当主ともなれば、それらは必須だからな。もちろん俺も履修済み。まあ、読み書きはチートがあるし、計算は普通に算数レベルだ。問題ない。

  

  有趣的是魔法的课程。虽然一言以蔽之就是魔法，但其实有好几种。

  　面白かったのは魔法の授業だ。一言で魔法と言ってもいくつか種類がある。

  

  首先是神圣魔法。

  　まずは神聖魔法。

  这是向我们这些神明祈祷，让我们行使魔法的魔法。我的情况是自动化，除了要注意的祈祷之外，其他的都会自动处理。

  　これは俺達神様に祈りを捧げて魔法を行使してもらう奴だな。俺の場合は自動化されてて、要注意以外の祈りは自動的に処理される。

  顺带一提，关于强暴犯的怀孕魔法，一开始我设定为要注意，但是因为实在太多，所以设定为默认拒绝。

  　ちなみにレイプ犯の妊娠魔法は最初は要注意に設定していたが、あまりにも多いのでデフォルト拒否に設定した。

  谁受得了啊！！

  　やってられるか！！

  

  接着是术式魔法。

  　次に術式魔法。

  这是让名为发动体的特殊宝石读取术式后发动的魔法。发动体一般不会直接外露，而是嵌入某种道具中随身携带。

  　これは発動体と呼ばれる特殊な宝石に術式を読み込ませて発動する魔法だ。発動体は裸のままではなくて何らかの道具に埋め込んで持ち歩くのが一般的だ。

  在我们的世界，会让人联想到魔杖，不过最常使用的道具居然是盾牌。许多人会把小型圆盾当作发动体。

  　俺達の世界だとどうしても杖を想像するが、一番多いのはなんと盾。小型のバックラーを発動体にしている者が多い。

  这也是术式魔法师中冒险者占多数的原因之一。因为魔法师很容易陷入毫无防备的状态。不熟练的人发动魔法时需要言语或动作，所以能遮住嘴巴或手部的盾牌也很重要。

  　これは、術式魔法使いに冒険者が多いのも一因だな。魔法使いはどうしても無防備になりやすいからな。未熟な者は発動に言葉や身振りが必要なので、口元や手元を隠せるのも大きい。

  

  其他还有精灵魔法。

  　他には精霊魔法なんてのもある。

  这是直接拜托精灵发动魔法的方式。精灵管理着这个世界的气象，不过活动需要能量。以供给能量为代价，拜托精灵实现愿望。

  　これは精霊に直接魔法の発動を依頼する方式だ。精霊はこの世界の気象を管理しているのだが、その活動にはエネルギーが要る。そのエネルギーを供給する代わりにその余剰分でお願いを聞いて貰う形だな。

  基本上，很多人只能使用契约的单一属性，不过其中也有和复数精灵缔结契约，能使用复数属性的人。

  　基本的に契約した１属性しか使えない者が多いが、中には複数の精霊と契約して複数の属性を操れる者も居る。

  由于精灵魔法必须拜托精灵，所以无法在无法发出精灵语的环境中使用。这是和熟练后只要在心中祈祷就能使用的神圣魔法，以及不需要动作或言语的术式魔法最大的不同。

  　精霊魔法は精霊にお願いする関係上、精霊語を発声できない環境では使用できない。これは習熟すれば心の中で祈るだけで済む神聖魔法や、身振り手振りが不要になる術式魔法との大きな違いだ。

  ……精灵语是摩斯密码，这件事就当作没看到吧。

  　……精霊語がモールス信号なのは見なかったことにした。

  

  至于魔法以外的课程，历史就有点麻烦了。

  　魔法以外の授業だと歴史がちょっと厄介だった。

  

  『看纪录不就等于作弊了吗？』

  『ログを見るのはズルじゃないですかね？』

  『可是，教科书上没有的内容也全部都记录下来了嘛。』

  『だって、教科書に載ってないような内容も全部記録されてるんだもん』

  『就算你装可爱，我也不会答应哦。』

  『可愛く言っても駄目ですよ？』

  『啧！』

  『チッ』

  

  不过，就算扣掉这点，以故事来说也相当有趣，所以我还是记得一些。

  　まあ、それを差し引いても、物語として結構面白かったからある程度は覚えてるんだけどな。

  

  不过，嗯，这点程度的事情，其他贵族也办得到。大半贵族在入学前就已经学过一定程度的知识。因此，就算有人从入学开始就懂得读写计算和历史，也不会让人太惊讶。

  　けど、まあ、その程度は他の貴族でも出来ている事だ。貴族の大半は入学前にある程度の勉強を済ませている。というわけで、入学当初から読み書き計算、歴史ができてもまあ、そこまで驚かれることはない。

  问题果然还是在魔法方面。

  　問題はやっぱり魔法の方だ。

  

  「首先，我们来确认各位的魔力量和魔法适性吧。」

  「まずは皆さんの魔力量と魔法適性を見てみましょう」

  

  每个人适合的魔法都不一样。

  　人それぞれ適正は違う。

  尤其精灵魔法，要是精灵不理人就完蛋了。和哪个精灵契合度高，会变得非常重要。

  　特に精霊魔法は精霊にそっぽを向かれたら終わりだからな。どの精霊と相性が良いかってのはかなり重要になる。

  相对地，术式魔法只要努力到一定程度就能勉强学会。这要看在脑中构筑术式的能力。最近流行把术式记录在卡片上，之后再输入变数部分，所以术式魔法的门槛比较低。瓶颈在于有没有钱买发动体。

  　対して術式魔法はある程度努力でどうにかなる。術式を頭の中で構築する能力次第だ。最近では術式をカードに記録しておいて、変数部分だけ後から入力するなんてのも流行ってるから、こっちのハードルは低い。発動体を買うお金があるかどうかってところがネックだな。

  神圣魔法要看和神的契合度，但基本上会回应虔诚信徒的祈祷。

  　神聖魔法は神との相性次第だが、基本的には敬虔な信徒には応えてくれる。

  

  最大的瓶颈是魔力量……也就是所谓的MP。现在MP的最大值虽然不高，但只要成长极限高，不管再怎么努力都能使用魔法。

  　最大のネックは魔力量……いわゆるＭＰだな。今ＭＰの最大量が低い分には問題ないが、成長限界が低いとどう頑張っても魔法は使えない。

  而平民的魔力量通常都偏低。话虽如此，平民能进入这间学校就读，就表示魔力量应该不低，问题在于贵族。

  　これが平民だと結構低い事が多い。とは言え、平民でここに入学している時点でそれなりの魔力量があることは判っているので、問題は貴族の方だな。

  贵族中偶尔也会出现成长极限偏低的人。而且贵族在入学时，通常不会先调查成长极限。因为反正上课时就会调查了。调查时也要收取一定的费用，所以下级贵族尤其不会先调查。

  　貴族でも時たま成長限界が低い場合がある。そして、貴族は入学時に成長限界を調べていない場合が多い。どうせ授業でやるからな。調べるのにもそれなりにお金を取られるので、下位の貴族では特に。

  

  顺带一提，我也没有先调查。不，虽然有人建议我先调查，但我以反正上课时就会调查为由拒绝了。

  　ちなみに、俺も調べていない。いや、予め調べておこうという話も出たんだが、どうせ授業で調べるからと断ったんだよ。

  ……因为我有不好的预感。

  　……嫌な予感がしたので。

  

  『反正都会知道，你还是乖乖调查比较好。』

  『どうせ判ることなんだから諦めて調べればよかったのに』

  『……』

  『……』

  

  所以，我要实际测试。

  　と、言うわけで実測。

  平民的孩子们留下不错的成绩，贵族们悲喜交加（不过上级贵族的魔力量大多都不少）之后，终于轮到我了。

  　平民の子達がそれなりの成績を残し、貴族達の悲喜こもごも（と言っても上級貴族はだいたいそれなりの量あったけど）の後、いざ俺の番。

  看来水晶被触碰时的光强和颜色，可以判断出适合的属性。在我前面调查的女孩子似乎有三种属性的适应性，她非常高兴。她似乎没有事先调查，很有下级贵族的风格。

  　どうやら水晶に触れた時の光の強さと色で適正が判るらしい。俺の１つ前に調べた女の子が３属性に適性があったようで、ものすごく喜んでた。下級貴族らしく、事前に調べていなかったようだ。

  我跟这样的孩子擦身而过，碰到了水晶。

  　そんな子とすれ違いながら水晶に触れたわけだが。

  ……是的，它坏了。在碰到的瞬间啪一声，漂亮地裂成两半。我不是来玩打西瓜游戏的啊。

  　……はい、壊れました。触れた瞬間にパリーン、ですよ。見事に真っ二つ。スイカ割りやりに来たんじゃねぇぞ。

  

  『哎呀，毕竟无法测量无限大嘛。』

  『まあ、無限大は計測できませんよねぇ』

  『至少也该出现无法测量的反应吧，为什么会裂开呢……』

  『せめて計測不能とか出てくれれば良いものを、なぜ割れるのか……』

  

  顺带一提，从一瞬间发出的光芒颜色来看，元素精灵相性是全属性。哎，毕竟元素精灵全都臣服于我嘛。

  　ちなみに一瞬光った色によると精霊相性は全属性。まあ、精霊はみんな俺に平伏してるしね？

  神圣魔法？我反倒才是回应的那一方。连祈祷都不需要！！

  　神聖魔法？むしろ俺が応える側なわけだが。祈りすら要らないね！！

  术式魔法也是，由于我自己就是发动体，所以不用发动体也能使用。哎，不过这不只限于我，而是对所有神明和元素精灵都通用。毕竟神圣魔法和元素精灵魔法都只是由神明和元素精灵们代理行使术式，就像是对奉献的MP给予的回礼。其实，奉献给神圣魔法的MP也会被元素精灵们用在活动上。

  　術式魔法も俺の場合は自分自身が発動体になるので発動体を使わずに使える。まあ、それは俺だけじゃなくて神と精霊全般に言える事だがな。神聖魔法や精霊魔法は神々や精霊達が代理で術式を行使してるだけだしね。奉納されたＭＰに対する返礼品みたいなもんだ。実は、神聖魔法で奉納されたＭＰも精霊達の活動に使われてたりする。

  

  『所以，其实直接发动的术式魔法在MP效率上比较好。』

  『だから、実は直接発動する術式魔法の方がＭＰ効率は良いんですよね』

  『是啊。只是，那种魔法很难操控术式，要是弄错就会失控，相当危险。』

  『まあな。ただ、アレは術式の扱いが難しくて、間違えると暴走とかして結構危ないんだよな』

  『因此，由神明或元素精灵代理实行的神圣魔法或元素精灵魔法才会受到重视。』

  『そのせいで代理実行してくれる神聖魔法とか精霊魔法とかの方が重宝されるんですよね』

  『就算失败也不会爆炸或跑出魔物嘛。』

  『失敗しても爆発したり魔物が出てきたりしないもんな』

  

  一旦术式魔法失败，就会产生魔力累积处。结果，就会发生爆炸或是魔物出现大肆破坏的事态。

  　術式魔法を失敗すると魔力溜まりが発生する。結果、爆発したり魔物が出てきて大暴れしたりする事態が起きる。

  顺带一提，魔物的产生是基于神所制定的法则。

  　ちなみに、魔物が発生するのは神が定めた理によるものだ。

  自然也会产生魔力累积处。自然形成的魔力累积处规模庞大，若是放着不管，难保不会引起大爆炸。而消除魔力累积处的方法就是产生魔物。魔力累积处会形成魔力核，再以魔力核为核心形成魔物。魔物具有远离魔力累积处的特性，所以这样就能让魔力浓度均一化。

  　魔力溜まりってのは自然にも発生する。自然にできる魔力溜まりは規模も大きく放置すれば大爆発を引き起こしかねない。それを解消するのが魔物の発生だ。魔力溜まりから魔力核を作り、それを核にして魔物を形成する。魔物には魔力溜まりから離れる性質を持たせているので、これで魔力濃度を均一化させることができるってわけだ。

  另外，如果魔力累积处过于庞大，产生的魔物就会引发大移动。这就是被称为大暴走的现象。虽然也会对人类造成不小的损害，但还是比魔力累积处引起大爆炸的损害要来得少。

  　なお、魔力溜まりがあまりにも大きいと発生した魔物が大移動を起こす。これが大暴走と呼ばれる現象だ。これにより人にも少なからず被害が出るが、それでも魔力溜まりが大爆発を起こすよりは被害が少ないからな。

  

  『从这个角度来看，最近流行的卡片式魔法很不错呢。』

  『そういう意味では最近流行りのカード式は良いですよね』

  『是啊，因为术式事先就建构好了，所以不太会发生失败。』

  『ああ、あらかじめ術式が構築してあるから失敗が起きにくいしな』

  

  问题是，如果在盾的发动体上加装读卡插槽，感觉会变成决斗。

  　問題は盾の発動体にカード読み込みスロットを付けると、なんかデュエルしそうな感じになる事だな。

  啊，如果故意让魔物读取失败的术式，应该也能召唤出魔物吧。不过召唤出来的魔物不会听从人的指示，所以没办法用来决斗之类的。

  　あ、意図的に失敗する術式を読み込ませると魔物も呼び出せるよな。まあ、呼び出した魔物は人の指示なんか聞かないからデュエル的な何かは無理だけどな。

  

  『这样不行啦！！』

  『駄目じゃないですか！！』

  『嗯，不行吧。一个不小心就会爆炸，自己也会受到伤害。』

  『まあ、駄目だよな。下手すると爆発して自分がダメージ受けるし』

  『……请不要把这件事传出去哦？』

  『……広めないでくださいよ？』

  『我才不会传出去咧！？』

  『広めねえよ！？』

  

  闲话休提。好了，差不多该面对现实了。

  　閑話休題。さて、そろそろ現実を見ようか。

  后来，老师把我叫过去，用更大的检测器调查我的魔力量和适性。

  　その後、俺は先生に呼び出され、もっと大きな計測器で魔力量と適正を調べることになった。

  另外，我也顺便记一下，那个检测器也裂成两半了。

  　なお、その計測器もまっぷたつに割れたことを記しておく。

 
  第９話：余の顔を見忘れたか？

  第9话　忘了朕的长相吗？

  虽然发生了一点小麻烦，不过我的校园生活应该会顺利进行下去吧……

  　ちょっとしたトラブルはあったものの、俺の学校生活は順調に進むかと思われたのだが……

  

  「你明明是平民，却这么嚣张。」

  「貴女、平民のくせに生意気でしてよ」

  

  嗯，我一不小心就撞见了现场。

  　うん、うっかりそんな現場に居合わせちゃったんだ。

  我记得那个女孩是雷米鲁瓦侯爵家的布兰琪娜吧，看起来很强势的金发电钻。是说，我还是第一次看到电钻头。

  　あの娘は確かレミルヴァ侯爵家のブランジーナだっけか。気の強そうな金髪ドリルだ。というか、ドリルとか初めて見たわ。

  然后，那个电钻头女孩和跟班们一起包围着看似平民的少女。这是什么反派千金老套的状况啊。

  　で、そのドリル娘が取り巻きと一緒に平民らしき少女を囲んでいる。なんだこの悪役令嬢物のテンプレみたいな状況。

  

  「请、请还给我！！那本书是妈妈留给我的……」

  「か、返してください！！その本はお母さんが私に残してくれた……」

  「上级光魔法的指南书，对平民来说太奢侈了。」

  「上級光魔法の指南書だなんて、平民には過ぎた本ですわ」

  

  完全就是老套。

  　完全にテンプレ。

  我说你啊，再这样下去可是会被架上断头台哦？没有面包的话吃蛋糕不就好了？——你没这么说吧？

  　おまえ、そんな事してるとギロチンとかかけられるぞ？パンが無ければケーキを食べればいいじゃない、とか言ってないよな？

  总之，霸凌这种事看了实在不太舒服。去阻止她们吧。

  　ともかく、イジメは見ていてあまり気持ちい物じゃない。止めるか。

  

  「那边的，这种行为以贵族来说并不值得称赞哦。」

  「そこの貴方、その行為は貴族として褒められたものではありませんよ」

  「……啊？对我这个侯爵千金摆出这种态度，你以为你是谁啊？」

  「……は？侯爵令嬢である私にその態度、貴女、何様のつもりですの？」

  

  我是公主殿下啊，混账。

  　王女様だよ馬鹿野郎。

  

  『对女孩子用混账不太好吧？』

  『女の子に野郎はなくないですか？』

  『那很重要！？』

  『そこ、重要！？』

  

  奥露榭不知为何发出奇妙的吐槽，不过我想不到什么话可以代替笨蛋，现在就先不管她吧。

  　何故かオルシェから妙なツッコミが入ったが、馬鹿野郎に代わる言葉なんて思いつかないから今は置いておこう。

  啊，跟班已经注意到了，正慌忙地想要阻止她。

  　あ、取り巻きの方は気付いたな。慌てて止めようとしている。

  不过，金发电钻却完全没发现。

  　けど、全く気付かない金髪ドリル。

  

  「你们该不会想站在这个无礼之徒那边吧？被雷米瓦尔侯爵家盯上，你们以为自己还能活下去吗？」

  「貴女達、まさかこの不届き者の味方をしようと言うんじゃないでしょうね？レミルヴァ侯爵家に睨まれて生きていけると思っておりますの？」

  

  她反而说出这种话，不过跟班根本没在听。

  　逆にそんな事を言っているが、取り巻きは聞く耳なんて持っちゃいない。

  嗯，被王家盯上才是大问题。跟班的两人露出「这家伙就别管了」的表情，开始迅速离开。

  　うん、王家に睨まれた方が大問題だよな。取り巻きの２人が“こいつ、もう放っておこう”って顔してそそくさと離れ始めた。

  嗯，真是聪明的判断。

  　まあ、賢明な判断だな。

  

  「我要去向父亲大人告状。好了，报上名来！！」

  「お父様に言いつけてあげるわ。さあ、名乗りなさい！！」

  

  布兰琪娜重新面向我，如此说道。被她这么一说，有多少人敢报上名来呢？

  　改めて俺に向き直り、そう言い放つブランジーナ。そう言われて名乗れるやつがどれほど居るというのか。

  不过，我会报上名来就是了。

  　まあ、俺は名乗るけどな。

  

  「我是莱娜・阿修洛夫，布兰琪娜・雷米瓦尔大人。」

  「ラナ・アッシュロフトですわ、ブランジーナ・レミルヴァ様」

  「阿修洛夫家啊，我记住了……嗯？阿修洛夫？」

  「アッシュロフト家ですわね。覚えましたわ……ん？アッシュロフト？」

  

  嗯，终于注意到了吧？

  　うん、やっと気付いたね？

  听到我的名字，金发电钻脸色发青。她环顾四周，跟班已经不在附近。逃跑的速度真快。

  　俺の名前を聞いた金髪ドリルの顔が真っ青になっている。周りを見回すが既に近くに取り巻きは居ない。さすがの逃げ足である。

  

  「那、那、那个，您、您该不会是公主殿下吧？」

  「そ、そ、その、もしかして王女殿下、でしょうか？」

  「不是该不会，我就是公主。」

  「もしかしなくても王女です」

  

  我向惊慌失措的布兰琪娜补上最后一刀。

  　オロオロするブランジーナに止めの一言をかけてやる。

  啊，她跪倒在地上了。

  　あ、崩れ落ちた。

  

  「小、小、小、小的真是失礼了！！」

  「た、た、た、大変な失礼をば！！」

  

  金发电钻就像约定俗成一般跪拜在地。不过，周遭的学生们倒是没说「公主怎么可能出现在这种地方！！」这种话。

  　お約束のように平伏する金髪ドリル。と、周囲の生徒たち。流石に“こんな所に王女様が居るものか！！”とは言わなかったか。

  

  『不，这里是小学，公主出现在这里也不奇怪吧。』

  『いや、幼年学校なんだから居てもおかしくないでしょ』

  『嗯，这么说也对。』

  『まあ、それもそうだな』

  『话说回来，大家的脚都快受不了了吧？』

  『それより、そろそろみんな脚が辛そうなんだけど？』

  

  再怎么说，把周遭无关的人也卷进来就太过分了。我告诉他们可以放轻松一点。

  　と、流石に周囲の関係ない人達まで巻き込むのはやりすぎだな。俺は周囲に楽にするように伝える。

  不过，金发电钻除外。

  　ただし、金髪ドリルは除く。

  

  「小、小的的性命任凭处置，但请放过我的家族……」

  「わ、私の身はどのようにしていただいても構いませんので、お家だけは……」

  

  布兰琪娜颤抖着说道。

  　ガタガタと震えながらそう口にするブランジーナ。

  嗯，她确实给家族添了麻烦。

  　まあ、普通に家に迷惑かかるやつだよなぁ。

  不过，因为小孩子闯的祸而毁掉整个家族，会造成政治上的严重混乱，领民也会很困扰。

  　けど、子供のやった事で家を取り潰したりしたら政治上の混乱が大きいからな。領民とかが普通に困る。

  如果侯爵是恶德贵族就另当别论，但侯爵是个普通的优秀领主。

  　侯爵が悪徳貴族とかなら別だが、侯爵は普通に良い領主なんだよな。

  

  『把她当成性奴隶吧，性奴隶！！每天晚上都让她在床上表演自慰秀！！』

  『性奴隷にしましょう、性奴隷！！毎晩ベッドの上でオナニーショーをやらせるんですよ！！』

  『闭嘴，没用女神。』

  『黙れ駄女神』

  『等一下，别叫我废女神！！这样简直就像废天使一样不是吗！！』

  『ちょっと、駄女神呼ばわりは止めてくださいよ！！それじゃまるで駄天使みたいじゃないですか！！』

  

  因为你就是个废女神啊。

  　だって、駄目な女神だろ、お前。

  顺带一提，废天使是沉迷于逛妓院而堕落的天使。特征是头上的光环会像快坏掉的萤光灯一样闪烁。

  　ちなみに駄天使は娼館通いにハマって堕落した天使な。頭の輪っかが切れかけた蛍光灯みたいに点滅してるのが特徴。

  或许是因为天使是雌雄同体，所以对鸡鸡的攻击特别没辄。然后，许多堕落的天使来到地上后，就会把工作丢到一边，沉迷于逛妓院。与其说是堕落，不如说是没用的天使，所以才叫废天使。由于被神抛弃，头上的萤光灯也快坏了。

  　天使って両性具有なせいか、ちんぽを責められるのにやたら弱いんだよな。で、地上に降りると仕事そっちのけで娼館通いにハマるやつが多数。堕落したって言うより駄目な天使なんで駄天使。神に見放されてるので頭の蛍光灯も切れかけ。

  话说回来，原来那是萤光灯啊……

  　ってか、アレ蛍光灯なんだ……

  言归正传。

  　閑話休題。

  

  不过，奴隶听起来不错呢。

  　けど、まあ、奴隷ってのは悪くないな。

  机会难得，就让那个女学生当我的奴隶吧。

  　せっかくだし、そこの女生徒の奴隷にしてしまおう。

  我记得，有犯罪奴隶制度吧。只要让她当自己瞧不起的少女的奴隶生活一年，应该就会反省了吧。

  　確か、犯罪奴隷制度はあったよな。一年間くらい自分が馬鹿にした少女の奴隷になって生活すれば反省もするだろう。

  好，就这么办。

  　よし、そうしよう。

  

  「我知道了，罪行就只算在你一个人身上吧。从现在开始的一年里，你就当那个女孩的性奴隶。」

  「解りました、罪は貴女のみに留めましょう。貴女は今から一年間、そこの女の子の性奴隷になるのです」

  「性奴隶……」

  「性奴隷……」

  

  我一说出这句话，周围就骚动起来。

  　俺がそう口にすると、周囲がザワっとなる。

  ……咦？

  　……あれ？

  呜哇，我说错了！？

  　うあ、間違えた！？

  可恶，都是奥露榭害的，害我说成性奴隶而不是犯罪奴隶！！

  　ちくしょう、オルシェのせいで犯罪奴隷じゃなくて性奴隷って言っちまったじゃねえか！！

  　你要怎么负责！！

  　どうしてくれるんだよ！！

  

  『我可不管哦！！是榭菈小姐自己说出口的不是吗！！』

  『私は知りませんよ！！口に出したのはシエラさんじゃないですか！！』

  『还不是因为你主张她是性奴隶，她才会跟着说！！』

  『お前が性奴隷とか主張したせいでつられたんだろうが！！』

  

  　我跟奥莉珍以念话展开丑陋的争执。

  　念話で醜い言い争いを繰り広げる俺とオルシェ。

  

  「我知道了！！」

  「わかりました！！」

  

  　然后，金发电钻听到我们的对话后立刻回答。

  　そして、それを聞いて即答する金髪ドリル。

  你别懂啊！？

  　わかるなよっ！？

  我做出宣言，金发电钻也接受了。因为我拥有审判权，所以这会被视为正式的宣言。这下子已经无法取消了……

  　俺が宣言して、金髪ドリルが受け入れた。俺には裁判権があるからこれは公式なものとして扱われる。これ、もう取り消せないよな……

  完全搞砸了。该怎么办……

  　完全にやっちまった。どうしよう……

 
  第１０話：もう結婚すればいいのに

  第10话　干脆结婚不就好了

  　敬启者，女神大人。我不小心把同学变成了同学的性奴隶。

  　拝啓、女神様。ついうっかりで同級生を同級生の性奴隷にしてしまいました。

  

  『干得好！！』

  『ぐっじょぶです！！』

  『少啰嗦！！』

  『どやかましいわっ！！』

  

  　后来，我急忙向瓦特父亲说明事情经过，但不知为何，已经进城的侯爵哭着感谢我，瓦特父亲也称赞我做得好，于是就变成现在这样了。

  　その後、大慌てでヴァート父様に事の次第を説明したんだけど、既に登城していた侯爵からは何故か泣いて感謝され、ヴァート父様からはよくやったと褒められ、今に至る。

  为什么会变成这样？

  　どうしてこうなった。

  

  「那、那个，莱娜公主……」

  「あ、あの、ラナ王女……」

  

  当然，为此感到困惑的不只有我。不知为何被迫把同学变成性奴隶的少女缇卡也是。

  　もちろん、これに戸惑っているのは俺だけじゃない。何故かクラスメイトを性奴隷にする羽目になってしまった少女、ティカもそうだ。

  

  「我该怎么办才好呢……」

  「私はどうすれば良いのでしょう……」

  「从自慰的帮手到性交的对象，我什么都愿意做。不然我也可以和魔兽做给你看。」

  「オナニーの手伝いからセックスのお相手まで如何様にでも。なんなら魔獣とセックスだってしてみせますわ」

  「呜呜呜，布兰吉娜大人，请不要这样！！为什么要把头伸进我的裙子里面呢！！」

  「ふえぇ、ブランジーナ様、止めてくださいよう！！なんでスカートの中に頭を突っ込むんですか！！」

  「什么布兰吉娜大人，我是你的性奴隶，所以请别客气，叫我母猴子……」

  「ブランジーナ様、だなんて。私は貴女の性奴隷なのですから、どうか遠慮なくメスザル、と……」

  

  然后，金发卷发不知为何也兴致勃勃。这家伙该怎么办？

  　そして、何故かノリノリの金髪縦ロール。こいつどうしてくれよう。

  话说，什么母猴子啊，母猴子。

  　というか、メスザルはないだろう、メスザルは。

  顺带一提，雌猴指的是全年发情期的小型人型动物——发情猴的雌性。这种魔物在奇幻世界中经常出现，定位类似哥布林。当然也有雌性，但雄性会袭击其他种族并让对方怀孕。顺带一提，生出来的百分之百是发情猴。这种动物真是不像话。

  　ちなみに、メスザルというのは年中発情期の小型人型動物、ハツジョウザルのメスを指す言葉だ。ファンタジーでよく見るゴブリンの様な立ち位置の魔物だな。当然メスも居るが、オスは他種族を襲って孕ませることがある。ちなみに生まれるのは１００％ハツジョウザル。そんなろくでもない動物だな。

  雌性很少袭击其他种族，但并非完全不会。不过，它们大多会跟同种族的雄性疯狂交配。顺带一提，生出来的百分之百是发情猴。这种动物真是不像话。

  　メスは他種族を襲うことはめったに無いが、全くないわけでもない。まあ、大体は同種族のオスとヤりまくってるけどな。ちなみに生まれるのはやっぱり１００％ハツジョウザル。ろくでもない。

  

  『哎呀，我有段时期迷上了哥布林。可是，这个世界的哥布林是从魔力聚集处诞生的吧？虽然会成群结队，但基本上不会繁殖，所以就算可以强奸，也无法让对方怀孕……』

  『いやぁ、一時期ゴブリン物にハマってまして。けど、この世界のゴブリンって魔力溜まりから生まれるでしょう？群れにはなるけど基本的に繁殖はしないからレイプはできても孕ませができなくて……』

  『犯人果然是你！！』

  『やっぱりお前が犯人か！！』

  

  既然已经知道犯人是谁，就回到正题吧。

  　犯人が判明したところで閑話休題。

  金卷发纵卷发因为自己被称作雌猴而沉浸在喜悦中，让我有点退避三舍。

  　自分をメスザル呼ばわりして悦に浸る金髪縦ロールに若干引く。

  话说回来，不要钻进我的裙子试图舔我的下面！！

  　というか、スカートに潜り込んでクンニしようとするな！！

  

  「呼、呼，你随时都可以拿我来手淫哦！！」

  「はぁ、はぁ、いつでもオナニーに使っていただいて良いのですよ！！」

  

  不行，这家伙得快点想个办法才行。

  　駄目だこいつ早くなんとかしないと。

  

  「加油？」

  「がんばれ？」

  「公主殿下！？请不要把事情都丢给我！！」

  「ひめさまぁっ！？丸投げしないでくださいよぅ！！」

  

  缇卡紧抓着我不放。

  　縋り付いてくるティカ。

  可是，你和金卷发是隔壁班的哦。

  　けど、君と金髪縦ロールは隣のクラスだから、ね？

  

  『附带一提，布兰吉娜在刚才上课时一直舔着缇卡的小妹妹，是永久保存版哦。呼哈呼哈……』

  『ちなみに、ブランジーナはさっきの授業の間ずっとティカのおまんこを舐めてました。永久保存版です。はぁはぁ……』

  『你这没用女神，不要偷窥啦！』

  『覗きやってんじゃねえよ、この駄女神がぁっ！！』

  『嗯呀♡』

  『んひあっ♡』

  

  奥露榭那家伙，自从和我轮流工作后，就一直把多出来的时间用在偷窥和自慰上！

  　オルシェの奴、俺と交代で仕事をするようになって空き時間ができたのを良いことに、それをずっと覗きとオナニーに使ってやがる！！

  不要在别人工作的时候一直自慰啦！

  　ひとが働いてる横でずっとオナニーしてんじゃねえよ！！

  

  『咦——要这么说的话，榭菈小姐不也老是在和瓦特爸爸做爱吗～』

  『えー、それを言ったらシエラさんだってヴァートパパとセックスばかりしてるじゃないですか～』

  『那、那是王族的义务。』

  『あ、アレは王族の義務だから』

  

  被戳到痛处的我，把这件事彻底抛到脑后。

  　痛いところを突かれて思いっきり棚に上げる俺。

  没办法啊，因为很舒服嘛。

  　仕方ないだろ、気持ちいいんだから。

  

  「好了，要开始上课了哦，缇卡大人。」

  「さ、授業が始まりますよ、ティカ様」

  「呜噎噎，拜托不要在上课时一直舔我啦！」

  「ふえぇ、授業中ずっと舐めるのはもう勘弁してぇ！！」

  

  我目送着被金卷发拖走的缇卡，也回到了教室。

  　金髪縦ロールに引きずられていくティカを見送って俺も教室に戻る。

  性奴隶都是那么主动的吗？

  　性奴隷ってあんなに自分からグイグイ行くものだっけ？

  

  『哎，刚接受过性教育的女孩子，大家都是那种感觉吧？』

  『まあ、性教育を受けたばかりの女の子だとみんなあんな感じじゃないですか？』

  『真的假的……』

  『マジか……』

  

  下一堂课刚好是自习，我便确认起纪录视频。这么说来，缇卡已经上过性教育课了呢。毕竟她不是处女嘛。缇卡是平民，所以是在神殿上吧。

  　ちょうど次の授業が自習だったので、記録映像を確認してみる。そう言えばティカももう性教育は済ませてるんだよな。非処女だったもんな。ティカは平民だから神殿か。

  我出于好奇，偷看了一下缇卡的纪录。

  　興味本位でティカの記録を覗き見てみる。

  

  （哈啊♡神官大人♡再、再多顶几下小穴♡）

  （はぁん♡神官様ぁ♡もっと、もっとおまんこの奥突いてぇ♡）

  

  视频中，映出缇卡跨坐在神官身上的模样。

  　そこには、神官の上に跨って腰を振るティカの姿が映し出されていた。

  结合处流出大量的精液。啊，神官拿起药水。是说，地上已经躺着好几个空瓶了。精力旺盛啊！！

  　接合部からは大量の精液。あ、神官がポーションに手を付けた。っていうか、もう何本も空き瓶が転がってるな。絶倫か！！

  

  『哦，长得那么文静，却相当淫乱呢。』

  『へぇ、あんな大人しそうな顔して、かなりの淫乱ですねぇ』

  『有点吓到我了。』

  『ちょっとびっくりだな』

  

  这么说来，缇卡也住在金发卷发女的家里吧。毕竟在那起事件之后，侯爵就成了缇卡的监护人。也就是说，她晚上也是那种感觉吗？

  　そう言えばティカも金髪縦ロールの家で生活してるんだっけ。あの事件以降、侯爵がティカの後見人になってるしな。って事は、夜もあんな感じなのか？

  我有点在意，便确认起纪录。视频中……

  　ちょっと気になって記録を確認する。そこには……

  

  （在学校，不是说过、要我别这样吗！！）

  （学校では、止めてって、いったよね！！）

  （呀啊♡再多、再多疼爱这只母猴子吧！！）

  （ひあっ♡もっと、もっとこのメスザルにお情けを！！）

  （母猴子我、有那么舒服吗！！）

  （そんなにっ、気持ちいいの、このメスザル！！）

  （嗯哈啊♡再往里面顶♡）

  （んはぁっ♡もっと奥を抉ってください♡）

  

  缇卡戴着假阳具，从背后激烈地侵犯着金发卷发女。喂，你玩得很起劲嘛。是说，这完全就是逆转了嘛！！

  　ペニバンを付けて背後から金髪縦ロールを激しく犯すティカの姿が。ノリノリだな、おい。っていうか、完全に逆転してんじゃねえか！！

  啊，不对，因为金发卷发女是性奴隶，所以没关系吗？他们是在侯爵宅邸里做这种事的吧？

  　あ、いや、金髪縦ロールの方が性奴隷だから良いのか。これ、侯爵邸でやってるんだよな？

  

  『侯爵大人好像也认可了哦？他很高兴地说：「女儿说想要怀爸爸的小宝宝了。」』

  『侯爵様も公認らしいですよ？“娘がパパの赤ちゃん孕みたいって言ってくれるようになった”と喜んでました』

  『对领民来说，他是个好领主呢……』

  『領民にとっては良い領主なんだけどなぁ……』

  

  我对侯爵的印象有点改变了。这么说来，侯爵的妻子已经过世了吧？以继室来说，缇卡是没问题的吗？那个家族没有继承人呢。

  　ちょっと侯爵のイメージが変わっちゃったよ。そう言えば侯爵の嫁はもう亡くなってたんだったか。後妻としてはアリなのか？跡取り居ないんだよな、あの家。

  嗯，就当作没问题吧。

  　うん、問題ない事にしよう。

  还有……

  　それと……

  

  「你们要永远相亲相爱哦。」

  「末永く仲良くな」

  「呜噎噎，为什么啊！！」

  「ふえぇ、なんでですかぁっ！！」

  

  下一节的下课时间，我对缇卡说「你死心吧」。

  　次の休み時間、俺はティカに諦めろ、と伝えたのだった。

  是说，你不是玩得很起劲吗？

  　っていうか、お前ノリノリじゃねえか。

  快点结婚啦。

  　もう結婚しろよ。

  

 
  第１１話：捏造じゃねえか！！

  第11话　根本是捏造的！！

  「神官大人，再来♡」

  「神官様ぁ、もっとぉ♡」

  「我也要，我也要大鸡鸡♡」

  「わたしにも、わたしにもおちんぽくださいっ♡」

  「啊啊嗯，我也要♡」

  「あぁん、わたしにもぉ♡」

  

  神官轮流将鸡鸡插入三名五～六岁的女孩体内，女孩们也接受了插入。这是我经常作的梦。

  　５～６歳の女の子３人に代わる代わるちんぽを突き入れる神官。それを受け入れる女の子たち。いつも見る夢だ。

  神官的圣印上刻着榭菈的纹章。与都市不同，周边的小村庄大多只有一座小神殿。这里也是只有一名神官的小神殿。

  　神官の聖印にはシエラの紋章が刻まれている。都市部と違って周辺の小さな村では小神殿がひとつ、という所も多い。ここも神官１人が居るだけの小さな神殿。

  这个村子的女孩们也都是肉棒姐妹吧。

  　この村も女の子達はみんな竿姉妹なんだろう。

  

  「呼啊，呼啊♡」

  「はぁ、はぁ♡」

  「再多教我一点♡」

  「もっと、もっと教えて下さい♡」

  「我也要，我也要♡」

  「私も、私にもぉ♡」

  

  刚学会性事的少女们贪婪地渴求着快乐。这也是经常看到的光景。有人自己跨坐在神官身上扭动腰部，有人用紧闭的肉缝摩擦神官的身体，有人让神官的手指刺激阴蒂沉溺于快乐之中。三人都看起来非常舒服。是相当有淫乱的资质吗……

  　性を覚えたばかりの少女たちは貪欲に快楽を貪る。これもよく見る光景だ。自ら上に跨り腰を振る者。ピッタリと閉じたワレメを神官の身体に擦り付ける者。神官の指をクリに導いて快楽に耽る者。３人共すごく気持ちよさそうにしている。よほど淫乱の素質があるのか……

  

  「下个月那个孩子就要开始性教育了♡」

  「来月にはあの子の性教育が始まるからぁ♡」

  「我想学会不输给姐姐们的性技♡」

  「お姉様方に負けないくらいの性技を身に着けたいんですぅ♡」

  「我也要，我也要♡」

  「わたしも、わたしもぉ♡」

  

  ……更正，好像是在抢正太。

  　……訂正、ショタっ子の取り合いだったようだ。

  在只有一名神官的村子，帮男孩脱处的对象就是年纪相近的女孩。听说可爱的男孩竞争率相当高。因此，焦急的女孩们为了连日磨练性技，才会主动上门。

  　神官が１人しか居ないような村では男の子の筆おろしの相手は年の近い女の子がするからな。可愛い男の子の競争率は結構高いらしい。というわけで焦った女の子たちが連日性技を磨くために押しかけているようだ。

  神官，加油啊。

  　神官、頑張れ。

  

  「榭菈大人，请赐予我活力！！」

  「シエラ様、私に活力を！！」

  

  神官咏唱了我专用的神圣魔法——精力增强的祈祷文。这个祈祷自动获得承认。结果神圣魔法被实行，神官的鸡鸡恢复了活力。嗯，在这种状况下，没有理由不承认。

  　神官が俺の専用神聖魔法である精力増強を祈る言葉を唱えた。その祈りは自動的に承認される。結果、神聖魔法が実行されて神官のちんぽに活力が戻った。まあ、この状況でそれを承認しない理由はないな。

  神官将恢复活力的鸡鸡再次插入少女们的阴道内。少女们依然精神饱满，轮流跨坐在神官身上激烈地摆动腰部。

  　活力を取り戻したちんぽを少女たちの膣内に再びねじ込む神官。少女たちはまだまだ元気いっぱいで、代わる代わる神官の上に跨っては激しく腰を振っている。

  真的要加油啊，神官。

  　ホント頑張れ、神官。

  

  『愈是小村子，榭菈教的信徒就愈多，你知道这是为什么吗？』

  『小さな村になるほどシエラ教の信者が増える理由、判りますよね？』

  『是因为你把这魔法设定成我的专用神圣魔法吧？』

  『お前がこの魔法を俺の専用神聖魔法にしたからだよな？』

  『因为有需求，所以信仰增加，这不是很好吗？』

  『需要のおかげで信仰が増えたんだから良いじゃないですか』

  『给我用更正当的方式推广！！』

  『もっと真っ当に広げやがれ！！』

  

  实际上，这个国家的国教虽然是军神拉维尔，但因为这个状况，信徒人数是榭拉教遥遥领先。在都市区，娼妇几乎都是榭拉教徒；在村落区，只有一名神官是榭拉教徒，所以整个村子都是榭拉教徒的情况也不稀奇。啊，我说的当然是正经的榭拉教徒，不是榭拉教色情狂。如果把那些人也算进去，信徒人数还会继续增加。这个国家没问题吗……

  　実際、この国の国教は軍神ラヴェルだが、この状況のせいで信者数はシエラ教が断トツにトップだ。都市部では娼婦のほとんどが、村落部ではたった１人の神官がこの感じなので村全体がシエラ教徒なんて事も珍しくない。あ、一応真っ当な方のシエラ教徒な。シエラ教エロリストの方じゃなくて。そっちを加えると信徒数はまだまだ増える。大丈夫か、この国……

  

  『应该没问题吧？啊，下一个影像要来了。』

  『大丈夫じゃないですかね？あ、そろそろ次の映像が来ますよ』

  

  被少女们榨取的神官影像淡出，景色迅速切换。这次是看起来很富裕的家庭的一个房间。是贵族吗？

  　少女たちに搾り取られる神官の映像がフェードアウトし、さっ、と景色が切り替わる。今度は裕福そうな家の一部屋だ。貴族かな？

  

  「姐姐，小鸡鸡……」

  「姉さま、おちんちんが……」

  

  少年躺在床上，他的小鸡鸡勃起到令人感到疼痛……呃，好大啊！

  　ベッドの上で寝そべる少年。そのちんぽは痛いほどに勃起して……って、でけえな！？

  

  「呵呵，这是榭拉大人的魔法。这么一来，你的小鸡鸡就能让姐姐怀孕了。」

  「ふふ、シエラ様の魔法よ。これで貴方のおちんちんはお姉ちゃんを孕ませることができるようになったわ」

  

  姐姐一边这么说，一边怜爱地抚摸弟弟的小鸡鸡。她轻轻吻了一下，然后直接含进嘴里，舌头的运用方式是熟练的娼妇。

  　そう言いながら愛おしそうに弟のちんぽを撫でる姉。軽く口づけしてからそのまま咥え始める。その舌使いは熟練の娼婦のそれだ。

  不过，比起这个，有句话我不能漏听。

  　けど、それよりも俺には聞き逃がせない言葉があった。

  

  『……喂，这是怎么回事？』

  『……おい、どういう事だ？』

  『啊啊，是强制精通和排卵诱发的魔法呢。是无论多么年幼都能生小孩的魔法哦。』

  『ああ、強制精通と排卵誘発の魔法ですね。どんなに幼くても子供を作れるようになる魔法ですよ』

  『你为什么要做那种魔法？』

  『なんでそんな魔法を作った？』

  『小孩子生小孩不是很棒吗？』

  『子供が子供を作るって最高じゃないですか』

  『这个没用的女神……』

  『駄目だこの駄女神……』

  『你又说我是没用的女神了！？』

  『また駄女神って言いましたね！？』

  『除了没用的女神之外，我还能怎么形容你！！所以，反正这个魔法也……』

  『駄女神以外に言い様がないだろうが！！で、どうせこの魔法も……』

  『当然是榭菈小姐专用的神圣魔法哦。』

  『もちろんシエラさんの専用神聖魔法ですよ？』

  『我知道啦，你这个混账！！』

  『わかってたよ、ど畜生！！』

  

  我放弃吐槽，将意识转回姐弟身上。

  　ツッコミを諦めて姉弟の方に意識を戻す。

  姐姐主动跨坐在成长为大鸡鸡的弟弟身上。她缓缓地沉下腰，大鸡鸡便噗滋一声地撑开媚肉，钻了进去。不，真要说的话，应该是媚肉吞下鸡鸡比较正确。

  　大人ちんぽに成長した弟に自ら跨る姉。ゆっくりと腰を落とせば、ずぷり、と大人ちんぽが媚肉を押し広げながらねじ込まれていく。いや、どちらかと言えば媚肉がちんぽを飲み込んでいる、という方が正しいか。

  

  「呼啊♡姐姐的小妹妹粘答答的，又热，非常舒服♡」

  「はぁっ♡姉さまのおまんこ、トロトロで、熱くて、すっごく気持ちいいです♡」

  「啊哈，○○○○的小鸡鸡也很舒服哦？」

  「あはっ、○○○○のおちんぽも、すっごく気持ちいいよ？」

  

  不过，在他们呼唤名字时突然出现杂音。怎么了？故障了吗？

  　けど、名前を呼ぶところでいきなりノイズが入った。何だ、故障か？

  

  『突然出现杂音了耶？是哪里故障了吗？』

  『いきなりノイズがかかったぞ？どこか故障したのか？』

  『啊啊，是为了保护隐私哦。』

  『ああ、プライバシー保護のためですよ』

  『……脸和性器都看得一清二楚耶？』

  『……顔と性器は丸見えなんだが？』

  

  这根本不是什么藏头不藏尾，而是脸和性器官都看得一清二楚，连马赛克都没打。应该先遮起来的地方是名字吧！！

  　頭隠して尻隠さず、どころじゃねえ。顔も性器も丸見えでモザイクすらかかってない。先に隠すところがあるだろう、名前よりも！！

  

  『要是遮起来就没办法卖了啊。没问题的，要卖的时候会以那个世界的基准打上马赛克。』

  『そこが隠れたら売り物にならないじゃないですか。大丈夫ですよ、売る時にはその世界の基準でモザイクとかがかかりますから』

  『不是这个问题！？话说回来，要卖是什么意思！！』

  『そういう問題じゃねえ！？っていうか、売るってどういう事だよ！！』

  『咦，可以卖到很高的价钱哦。』

  『え、結構高く売れるんですよ？』

  『……那就没办法了。』

  『……なら、仕方ねえな』

  

  我一边这么说，一边看着奥莉榭给我看的销售量，决定对一切睁一只眼闭一只眼。资源是很重要的。有这么高的销售量，就能让世界变得更好。这是必要经费……

  　そう言いながらオルシェが見せてくれた売上を見て、俺は全てに目を瞑ることにする。リソースって大事だよね。これだけの売上があれば、世界をもっとより良くできる。これは必要経費なんだ……

  

  『榭菈小姐是这么说服自己，将事情正当化的。』

  『と、言い聞かせて正当化するシエラさんでした』

  『唔呃……』

  『うぐ……』

  『顺带一提，榭菈小姐的色情视频是最有人气的哦。』

  『ちなみに、シエラさんのエロ動画が一番人気ですよ？』

  『这是怎么回事啊你！？』

  『どういう事だてめぇっ！？』

  

  我第一次听说耶！？

  　初耳なんだがっ！？

  

  『销售量有这么多哦。当然，这也没办法吧？』

  『このくらいの売上があるんですよ。当然、仕方ないですよね？』

  『唔呃呃……』

  『うぐぐ……』

  

  我看着她这么说而给我看的销售量，僵在原地。要是没有这个销售量，日子就难过了……

  　そう言って見せられた売上に固まる俺。この売上がないと、辛いよなぁ……

  

  『没、没办法了。』

  『し、仕方ねえな』

  

  我这么说，从销售纪录上别开目光。既然事情都变成这样了，就干脆豁出去吧，嗯。

  　そう言って販売履歴から目を逸らす。もうこうなったら開き直ろう、うん。

  

  「啊啊嗯，○○○○的精液好烫！！灌进姐姐的小穴里了！！」

  「あぁん、○○○○のおちんぽ汁、熱いっ！！お姉ちゃんのおまんこにいっぱい入ってきてるっ！！」

  「啊啊♡射了、射了♡」

  「あぁっ♡でる、でるぅ♡」

  

  我再度将意识拉回姐弟的痴态。弟弟正好将精液注入姐姐的子宫，两人明明都未满十岁，子宫却已注入精液，毫无疑问会怀孕。不过，这并非一次就结束。姐姐在精疲力竭地躺在床上喘气的弟弟身上再度开始摆腰。她是魔鬼吗？

  　再び姉弟の痴態に意識を戻す。ちょうど弟が姉の子宮に精液を注ぎ込んだところだった。２人共まだ１０歳にも満たないのに、その子宮には精液が注がれ、間違いなく妊娠している。けど、一度出しただけで終わりじゃなかった。力なくベッドに横たわり荒く息を吐く弟の上で再び腰を振り始める姉。鬼か。

  

  『才刚射完的肉棒毫不留情地进攻呢。』

  『出したばかりのおちんぽを容赦なく攻め立てますねぇ』

  『那还真狠。』

  『アレは、エグいな』

  『就像蕾缇雅小姐刚怀孕后，为了性教育而侵犯瓦特先生时的榭菈小姐呢。』

  『レティーアさんが孕んだ直後の性教育でヴァートさんを犯した時のシエラさんみたいですよね』

  『我有那么激烈吗？』

  『俺、そんなに激しくやったっけ？』

  『你看，这个。』

  『ほら、これ』

  

  奥露榭这么说着，给我看的是色情视频的包装。

  　そう言ってオルシェが見せてきたのはエロ動画のパッケージだった。

  呃，这是……

  　って、これ……

  

  『这是什么？「淫乱公主激烈榨取父亲的精液的幼穴」。』

  『なんだ、この“淫乱王女、父親の精液を激しく搾り取る幼膣”って』

  『这是榭菈小姐演出的作品哦。』

  『シエラさんの出てる作品ですよ？』

  『我摆过这么猥亵的姿势吗？』

  『俺、こんな卑猥なポーズとったっけ？』

  

  封面上的我毫不吝惜地裸露身体，以非常淫荡的表情笑着。我可不记得自己有对着镜头摆过这么色情的姿势啊！？

  　その表紙の俺は裸体を惜しげもなく晒し、とても淫らな表情で笑いかけていた。こんなカメラ目線でエロいポーズとった記憶なんかねえぞ！？

  

  『这是在地球流行的深度伪造哦。』

  『地球で流行りのディープフェイクってやつですよ？』

  『这根本是捏造的吧！！』

  『捏造じゃねえか！！』

  『没问题的，下次我会好好拍的。』

  『大丈夫ですよ、次からはちゃんと撮りますから』

  『我才不干！？』

  『やらねえよ！？』

  『销售量会差这么多哦。』

  『売上がこれくらい違ってきますが』

  『唔……』

  『うぐ……』

  

  既然销售量被当作人质，不对，是被当作金质，那我也无可奈何。没办法，这也是为了世界。

  　売上を人質ならぬ金質に取られたらどうしようもねぇ。仕方ない、これも世界のためだ。

  就这样，我的业务追加了色情视频的包装摄影。可恶。

  　こうして、俺の業務に新たにエロ動画のパッケージ撮影が追加されたのだった。ちくしょう。

 
  第１２話：野良神殿

  第12话　野神殿

  「……」

  「……」

  「啊，莱娜大人，您今天是怎么了？」

  「あ、ラナ様。今日はどうされたんですか？」

  

  坐在布兰吉娜身上的缇卡这么说道。

  　と、ブランジーナの上に座ったまま、そう口にするティカ。

  我才想问你到底是怎么了。

  　お前が“どうされたんですか”だよ。

  

  「没什么，只是来看看情况，对吧？」

  「いえ、ちょっと様子を、ね？」

  

  我脸颊抽搐着这么回答。呃，这到底是要我怎么接话啊。

  　頬を引きつらせながらそう答える俺。いや、これにどんな言葉をかけろっていうんだよ。

  

  「这样啊。我一开始也很困惑，不过现在已经习惯了。你说是吧，母猴子小姐？」

  「そうなんですね。私も最初は戸惑ってたんですが、今ではもう慣れてしまいましたわ。ねえ、メスザルさん？」

  「是的♡请再多骂骂母猴子布兰吉娜♡」

  「はいぃ♡もっとメスザルのブランジーナを罵ってくださいませ♡」

  

  啊，好的。这里已经没问题了。

  　あ、はい。ここはもう大丈夫だな。

  

  「这、这样啊。祝你们永远幸福哦？」

  「そ、そう。末永くお幸せにね？」

  

  我这么说完，正打算回到自己的教室时，一名女学生朝我走了过来。

  　そう口にして自分の教室に戻ろうとした時、１人の女生徒が俺に近付いてきた。

  周围的跟班……应该说是见习骑士们一阵哗然，但我伸手制止了他们。顺带一提，见习骑士中混着一名已经成年的正式骑士，这是秘密。她的成长速度非常缓慢，在同僚的骑士之间被称为萝莉老太婆……

  　周囲の取り巻き……と言う名の騎士見習い達がざわり、となるが、俺はそれを手で制する。ちなみに騎士見習いの中に１人、成人済みの正式な騎士が混じってるのは秘密だ。彼女はとても成長が遅く、同僚の騎士たちの間ではロリババアと……

  

  「咳咳。」

  「こほん」

  

  她清了清嗓子，回以锐利的视线，我连忙移开视线。

  　咳払いと共に鋭い視線が返ってきて慌てて目を逸らす。

  言归正传。

  　閑話休題。

  

  「呃，您有什么事吗？」

  「ええと、何かご用でしょうか？」

  

  这位女学生是这个班级的特待生，也就是平民。有很多人想活用这难得能跟王族说话的机会。最糟的情况下，也有可能利用这点进行暗杀，所以周围的人会警戒也是没办法的事。

  　女生徒はこのクラスの特待生。つまり平民だ。めったにない王族と話す機会を活用しようとする者は多い。最悪、それを利用した暗殺もあり得るから周囲が警戒するのも仕方がない。

  

  「请问，莱娜大人已经让国王陛下的小鸡鸡插进小穴里，让陛下在阴道内射精了吗！！」

  「その、ラナ様はもう国王様のおちんぽをおまんこに挿れていっぱい膣内射精して貰ったのでしょうか！！」

  「咳、咳！！」

  「げほっ、げほっ！！」

  

  这女孩问了什么问题啊！？

  　なんてこと訊きやがるこの娘！？

  

  「是、是啊，怎么了吗？」

  「え、ええ。それが何か？」

  

  附带一提，在这个世界，性方面的话题并不是禁忌。这种对话还满自然的。跟别国公主的会面也都会正常地谈论性教育，之前在茶会上，某位千金也炫耀过父亲的小鸡鸡……

  　ちなみにこの世界では性的な話をするのはタブーではない。こういった会話は割と自然にやったりする。他国の姫との会合でも普通に性教育の話はするし、この前もお茶会でどこぞの令嬢が父親のちんぽ自慢を……

  啊，话题扯远了。

  　っと、話が逸れたな。

  

  少女追根究柢地问我是怎样的感觉。因为胡思乱想也没用，所以我就告诉她被注入精液的时候很舒服，还有自己也扭腰磨蹭舒服的地方会很舒服之类的事……

  　少女はどんな感じなのか、とか根掘り葉掘り訊いてくる。変に意識してもしょうがないので精液を注がれる時が気持ちいいとか、自分からも腰を振って気持ちいい所に擦り付けるのが良いとか、そういう話を……

  可恶，这是什么羞耻Play啊。可恶，既然这样，我也要揭发你的性癖！！

  　ちくしょう、なんだこの羞恥プレイは。くそう、こうなったらお前の性癖も暴いてやる！！

  我这么想，于是看了她的状态……咦，处女？

  　と、思ってステータスを見てみたら……あれ、処女？

  

  「你是艾丝托娜同学吗？你还没接受性教育吗？」

  「アストナさん、でしたか？貴女はまだ性教育を受けていませんの？」

  

  我有点在意，忍不住问出口。

  　気になってつい口に出して訊いてしまった。

  

  「你、你怎么知道？」

  「な、なぜそれを？」

  「对不起，因为我觉得这实在是很令人佩服……」

  「すみません、あまりにこう、純粋に感心されるもので……」

  「那个，父亲不会使用避孕魔法，至于神官大人，呃，因为捐款太高了，我们付不出来……」

  「その、父は避妊の魔法を使えませんし、神官様は、その、お布施が高くてお支払できず……」

  

  我勉强掩饰不小心问出来的问题，但是之后又冒出了不能当作没听到的话。

  　うっかり訊いてしまった事をどうにかごまかした俺だが、その後に聴き逃がせない言葉が飛び出してきた。

  一般而言，平民当中父亲不会使用避孕魔法的情况，是由居住地区的神官进行性教育。这种情况的费用是由国家负担，因为性教育很重要。贵族或富裕家庭有时会雇用神官由父亲来教导，但那是雇用契约，不能称为捐款。所谓的捐款是性教育的谢礼，最糟的情况是完全不付也无所谓，因为费用本身是由国家负担。

  　平民では父親が避妊魔法を使えない場合、居住地区の神官が性教育を行うのが一般的だ。その場合の料金は国費で賄われる。性教育は大事だからな。貴族や裕福な家では神官を雇って父親が相手をする場合はあるが、それは雇用契約であってお布施とは呼ばない。お布施というのは性教育のお礼の事で、最悪、全く払わなくても問題はない。料金自体は国から出ているんだからな。

  

  「那个，捐款是谢礼，所以如果手头不宽裕，最糟的情况是不付也无所谓。」

  「その、お布施はお礼だから、お金に余裕がなければ最悪払わなくても問題はないはずですよ」

  

  说起来，捐款是在做爱之后才付，所以应该不会在事前要求。我闻到缺德神官的味道了。

  　そもそも、ヤッた後に払うものだから事前に要求される事もないはずだ。これ、悪徳神官の匂いがするな。

  

  「我可以问是哪间神殿吗？」

  「どこの神殿か訊いても？」

  「是西三号地区的奥露榭大人的神殿。」

  「西３番地区のオルシェ様の神殿です」

  

  ……嗯？奥露榭的神殿？

  　……ん？オルシェの神殿？

  

  「我想奥露榭大人应该不会回应人们的祈祷……」

  「オルシェ様は人の祈りには応えてくださらないと思うのだけれど……」

  

  那不是流浪神殿吗？

  　それ、野良神殿じゃねえか？

  本来在人类世界回应祈祷是下位神的工作，榭拉是例外。所以奥露榭不可能亲自与人类接触。虽然跟性有关的状况另当别论，不过那家伙干涉人类时基本上都是以榭拉的身份在活动。当然，王都里没有奥露榭的神殿，那绝对是诈欺。

  　本来、人の世界で祈りに応えるのは下位神の仕事だ。例外はシエラ。だから、オルシェが人の相手をするわけがない。エロ絡みは別だけど、あいつ人に干渉する時は基本的にシエラとして活動してたからな。当然、オルシェの神殿なんて王都に存在しない。絶対詐欺だよそれ。

  

  「如果是西三号地区，那边有榭拉教的神殿吗？」

  「西３番地区でしたらシエラ教の神殿がありませんか？」

  「那个……那附近娼馆有点多……」

  「その、あの辺りはちょっと娼館が多くて……」

  

  噢，因为风评不好吗？

  　ああ、ガラが悪いのか。

  虽然榭拉在一部分人之间被称为淫邪神，但并没有被这个国家认定为邪教。不，偶尔也会有进行邪教仪式的家伙，不过大部分都是正经的信徒和神官。

  　一部では淫邪神なんて言われてるシエラだが、別段、この国で邪教認定されているわけではない。いや、時たま邪教の儀式をしてる連中も居はするが、大半は真っ当な信者と神官だ。

  然而，由于都市区的神殿位于娼馆附近，所以信徒不太方便前往。如果有其他神殿，无论如何都会流向那边。看准这点的家伙们有时会开设流浪神殿，这是某个大神官说过的话。

  　けど、都市部では娼館の近くにあったりしてちょっと立ち寄り辛い。他の神殿があればどうしてもそちらに流れてしまう。それに目をつけた連中が野良神殿を開いたりする事がある、と、どこぞの大神官が言っていたな。

  ……不过，那位大神官是假装信仰其他神明，却在背地里进行邪教仪式的榭拉信徒，我可没忘记差点被当成活祭品的事。

  　……まあ、あの大神官は別の神を信仰するふりをして裏で邪教の儀式をしてる方の駄目なシエラ信者だが。生贄に捧げられかけた事を俺は忘れていないぞ。

  

  「那间神殿有点可疑呢。谢谢你告诉我这件事。这是王都大神殿的介绍信，你可以去那边接受性教育。捐款只要一般的金额就好，没有也没关系。只是，那里只会帮你施加避孕魔法，所以教育本身必须拜托父亲才行……」

  「その神殿、少々怪しいですわね。教えていただいてありがとうございます。これは王都大神殿の紹介状です。こちらで性教育を受けられるとよろしいですわ。お布施も常識的な金額ですし、無くても構いません。ただ、あそこは避妊魔法しかかけてくれないので教育自体はお父様にお願いしないといけませんが……」

  「正合我意！」

  「望むところです！！」

  

  我在交付介绍信时有告诉她注意事项，却得到超乎想象的回答。

  　紹介状を渡す際に注意事項を伝えたのだが、想像の斜め上の答えが帰ってきた。

  正合她意吗……

  　望むところかー。

  我以温暖的眼神看着以非常灿烂的笑容如此回答的艾丝托娜。话说起来，她刚刚也问了和父亲之间的行为是什么感觉。这家伙，是铁打的吗？

  　ものすごくいい笑顔でそう答えたアストナを生暖かい目で見つめる俺。そう言えば、さっきもやたらと父親との行為がどんな感じか訊いてきてたよな。こいつ、筋金入りか。

  

  「我原本以为要接受性教育之后才能做，没想到居然可以请父亲教导我性教育！然后如果顺利的话，还可以直接怀上父亲的小孩……呼嘿嘿。」

  「性教育を受けてからと思ってたけど、まさか父様から性教育をしてもらえるなんて！！そしてあわよくばそのまま父様の子供を……ぐへへ」

  

  艾丝托娜扭动着身体沉浸在糟糕的妄想中。不行啊这个孩子，必须快点想个办法。

  　くねくねと身をくねらせながらアレな妄想に浸るアストナ。駄目だこの子、早くなんとかしないと。

  话说回来，她应该还要过个四五年才能生小孩吧？你才六岁耶。就算是这个世界，初潮也差不多在十岁左右吧？

  　というか、あと４～５年は子供はできないんじゃないか？まだ６歳だろお前。この世界でも流石に初潮は１０歳前後だろ？

  

  「只要事先告诉爱夏小姐，她应该能用魔法让你随心所欲地怀孕吧？」

  『アーシャさんに言っておけば魔法で妊娠も思いのままでは？』

  『我怎么可能承认那种魔法！！你以为自己几岁了！！』

  『そんな魔法承認するわけねえだろ！！何歳だと思ってんだ！！』

  『咦？魔法可以安全地生下孩子哦？』

  『え？魔法なら安全に出産までいけますけど？』

  『问题不在那里！？』

  『そういう問題じゃねえっ！？』

  

  再怎么说，这个年纪怀孕都不行吧。会更新这个世界的最低生产年龄纪录。

  　いくらなんでもこの歳で妊娠は駄目だろ。この世界の最低出産年齢の記録を更新してしまう。

  

  『咦？最低生产年龄纪录是五岁哦？』

  『え？最低出産年齢の記録は５歳ですよ？』

  『什么意思！？』

  『どういう事だよっ！？』

  『榭菈教的仪式生下的孩子已经……』

  『シエラ教の儀式で出産した子が既に……』

  『又是你搞的鬼！！』

  『またお前のせいか！！』

  

  奥露榭那家伙真是的，老是做些不正经的事。

  　まったく、オルシェの奴はホントろくな事をしやがらねぇ。

  不过，野神殿啊。他们好像在做很恶质的生意，我实在无法坐视不管。这下子该轮到特务骑士司妲莉亚・艾尔格兰兹出场了吧？

  　しかし、野良神殿か。あくどい商売してるみたいだし、流石にちょっと見過ごせないな。これは特務騎士スターリア・エルグランツの出番かな？

 
  第１３話：特務騎士スターリア・エルグランツが遭遇した性教育について

  第13话　特务骑士司妲莉亚・艾尔格兰兹遭遇的性教育

  特务骑士司妲莉亚・埃尔格兰兹。她是莱娜公主的贴身骑士。来历不明，只是在骑士团挂个名，以公主之名执行特务任务的骑士。

  　特務騎士スターリア・エルグランツ。ラナ姫付きの騎士の名前だ。素性不明、騎士団に籍のみ置いているだけの、姫の名で特務に就く騎士。

  不过，她的真面目是我的克隆人之一。其实我为了在无法以公主身份行动时做准备，拥有好几个备用的身体。基本上是使用设计的人工智能进行自律运作，但有事时也可以转移过去进行操作。最近我也习惯了同时操纵好几个身体，随时都能让几个人动起来。刚开始的时候，只能在我本体睡觉时操纵，还有各种各样的限制。

  　けど、その正体は俺の写し身の１人だ。実は俺、王女として動けない時のための予備のボディをいくつか持ってるんだ。基本は設計した人工知能を使っての自律稼働だが、有事には乗り移って操作する事もできる。最近は複数の身体を動かすのにも慣れてきたので、常時何人かを動かす事もできるようになってきた。最初の頃は俺の本体が寝てる間しか動かせなかったりとか、色々と制約もあったんだけどな。

  于是我将意识转移到司妲莉亚身上。

  　というわけでスターリアに意識を移す。

  

  「啊啊，要出来了！！」

  「ああっ、出るっ！！」

  「嗯哈啊！？」

  「んはぁっ！？」

  

  从下面往上顶的感觉让我口中发出喘息声。身体下方射精完的少年……

  　下から突き上げられる感覚に口から喘ぎ声が漏れる。身体の下では射精して果てる少年が……

  喂，等等！？

  　って、おいっ！？

  

  『好，奥露榭，给我说明一下情况』

  『ようし、オルシェ、事情を説明してもらおうか』

  『我、我有先暖好身体哦？』

  『か、身体を温めておいたんですよ？』

  

  你是哪来的猴子啊，喂！？

  　どこの猿だ、おい！？

  

  『所以，实话呢？』

  『で、本当のところは？』

  『我想说在意识转移的瞬间刚好在做爱的话会很有趣』

  『意識を移した瞬間にヤッてる最中だったりすると面白いかなって』

  『好，给我跪下！！』

  『よし、そこに直れ！！』

  『咿嗯♡』

  『ひぃん♡』

  

  我惩罚完奥露榭后站起身。啊，精液……

  　オルシェにお仕置きしてから立ち上がる。あ、精液が……

  拔出肉棒后，精液从穴内溢出。我到底射了多少啊？

  　ちんぽを抜くとまんこから精液が零れ出る。どんだけ出したんだよ。

  环顾四周，尸横遍野……应该说，瘫软的正太小孩堆得跟山一样。这下该怎么办啊……

  　周囲を見れば死屍累々……というか、ぐったりとしたショタっ子が山のように転がってる。どうすんだよ、これ……

  

  「骑士大人，辛苦您了。」

  「騎士様、お疲れさまでした」

  

  我正这么想，女神官她们便俐落地开始收拾。喂，这里是神殿吗！？

  　そう思っていたら女神官達がテキパキと片付け始めた。って、おい、神殿かよ、ここ！？

  

  『因为司妲莉亚对外宣称自己住在神殿嘛～』

  『スターリアは神殿に住んでることになってますからねー』

  

  嗯，实际上她也真的住在神殿。是王都大神殿吗？

  　まあ、実際に神殿に住んでは居るんだがな。王都大神殿だったっけ？

  

  『是啊。』

  『ですね』

  『算了，这不重要。总之我现在想先去洗澡……嗯？』

  『まあ、それはいいや。とりあえず今は風呂に入りたい。……ん？』

  『……哎呀？』

  『……おや？』

  

  我打算去浴室清洗粘答答的身体，结果已经有人先到了。呃……

  　ベタつく身体を洗おうと風呂に向かうと先客が居た。って……

  

  「父亲大人的肉棒好棒♡」

  「父様のおちんぽ、素敵です♡」

  「艾丝托娜的穴穴也很舒服哦。」

  「アストナのまんこも気持ちいいぞ」

  

  我还以为是谁，结果是艾丝托娜啊！！

  　誰かと思ったらアストナじゃねえか！！

  ……这么说来，我有写介绍信给她嘛。

  　……そういや紹介状書いたんだっけ。

  

  「咿♡骑士大人！？」

  「ひあっ♡騎士様！？」

  「我先来洗过澡了。」

  「お先にお風呂を頂いています」

  

  艾丝托娜的父亲将肉棒插在女儿体内，向我打招呼。

  　娘にちんぽを突っ込んだまま挨拶してくるアストナの父親。

  顺带一提，大神殿的浴场是混浴。大神殿主要祭祀的是军神拉维尔。军神司掌的是战争，战场上没有余力在意男女之别，所以浴场跟更衣室都是男女混合。当然，性行为也是开放的。一边做一边看也很正常，搞不好还会在大厅乱交……这个世界的宗教没问题吧？

  　ちなみに大神殿の浴場は混浴だ。大神殿で主に祀られているのは軍神ラヴェル。軍神が司っているのは戦い。戦場では男女の別を気にしている余裕なんて無い。なので浴場も脱衣場も男女混合だ。もちろんセックスもオープン。見せ合いながらするのも普通だし、下手したら広間で乱交だってやる。……大丈夫か、この世界の宗教。

  

  「别在意，你在进行性教育吗？」

  「気にするな。性教育中か？」

  「是的。她是个可爱的孩子，说将来要嫁给父亲。」

  「はい。将来は父様のお嫁さんになる、なんて言ってて可愛い娘ですよ」

  「不对，是想怀上父亲的小宝宝。」

  「違います、赤ちゃんを孕みたい、ですよ父様」

  

  我也装出一副拉维尔信徒的模样，表现得毫不在意。不，其实我超级在意的啊！？

  　俺もラヴェルの信徒らしく気にしてない風に振る舞う。いや、めっちゃ気にしてるけどな！？

  在我装模作样的期间，父亲依然从背后抓住艾丝托娜的腰，咕噗咕噗地抽插着。艾丝托娜也配合着父亲的动作，自己扭动腰部。两人交缠着舌头，简直就像一对恋人。嗯，女儿是认真的。这绝对不是小孩子可爱的愿望，她是真心想怀孕。

  　そうしている間にも背後から腰を掴んでぐぷぐぷと突き入れる父親。それに併せるように自分から腰を振るアストナ。舌を絡めてまるで恋人のようだ。うん、娘の方は完全に本気だな、これ。小さな子供のかわいい望みとかじゃ絶対にねえ。ガチで孕む気だ。

  实际上，她似乎也贿赂了神官，让神官假装帮她施加了避孕魔法。状态栏上并没有显示施加了避孕魔法的记号。

  　実際、神官に袖の下握らせて避妊魔法をかけたフリだけさせたみたいだしな。ステータスに避妊魔法がかかっている事を示す印が付いてない。

  ……就当作没看到吧。反正她这个年纪也不可能怀孕。

  　……見なかったことにしよう。どうせまだこの年じゃ妊娠は無理だ。

  

  「哈嗯♡再多教教我爸爸的小鸡鸡♡」

  「はぁん♡もっと、もっと父様のおちんぽを教えて下さい♡」

  「好，爸爸会加油的。」

  「ようし、父様頑張っちゃうぞ」

  

  爸爸以「爸爸会加油的」的气势，顶着女儿的子宫。我大概在阴道内射精了好几次，每次插入，结合处就会溢出精液。这间浴室就是这种感觉，所以偶尔会有精液漂浮在水面上。

  　パパ頑張っちゃうぞ、のノリで娘の子宮を突き上げる父親。何回か膣内射精したのか、接合部からは精液が突き入れる度に溢れ出てくる。ここの風呂、こんな感じだから時たま精液とか浮いてるんだよな。

  

  『不过司妲莉亚的身体也沾满精液了。』

  『まあ、スターリアの身体も精液まみれですし？』

  『我有好好冲洗干净！！……虽然没用。』

  『ちゃんとしっかりかけ湯したわ！！……無駄だったけど』

  

  「啊啊嗯，再往小穴深处，子宫♡」

  「あぁん、もっとおまんこの奥、子宮にぃ♡」

  「这里吗？艾丝托娜和妈妈一样，同一个地方会很敏感呢。」

  「ここかい？アストナは母さんと同じところが感じるんだね」

  「别提那个女人！！」

  「あの女の話はしないで！！」

  

  这女儿居然说「那个女人」。

  　あの女とか言い出したよこの娘。

  

  『毕竟她母亲外遇，怀了其他男人的孩子，离家出走了嘛～』

  『まあ、母親は浮気して他所の男の子供を孕んで家を出ていきましたからねー』

  『所以才会恋父吗？』

  『それでファザコンに？』

  『不，那方面是她与生俱来的资质。』

  『いえ、そっちは本人の生まれながらの資質ですねー』

  

  嗯，我有这种感觉。

  　うん、まあ、そんな気はしてたよ。

  我望向两人，他们的行为越来越激烈。艾丝托娜被从背后顶着，发出娇喘；父亲则专心地贪求女儿的身体。

  　二人に視線を向ければ、行為は段々と激しさを増してきている。背後から突き上げられながら嬌声を上げるアストナ。一心不乱に娘の身体を貪る父親。

  

  「啊啊，艾丝托娜，我要射在里面了！！」

  「ああ、アストナ、膣内に出すぞ！！」

  「来吧，爸爸♡哈啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊♡」

  「来て、父様♡はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ♡」

  

  艾丝托娜因为子宫入口被顶而达到高潮，阴道肉的收缩紧紧夹住肉棒，父亲忍不住将精液射进子宫。子宫里面因为精液而变得满满的啊。

  　子宮の入り口を突かれて絶頂に達するアストナ。その膣肉の収縮でちんぽを絞め上げられ、たまらず子宮に精液を吐き出す父親。子宮の中、精液でタプタプじゃねえか。

  

  「呼，好舒服♡」

  「はぁ、気持ちよかった♡」

  「真不愧是我引以为傲的女儿。」

  「流石は私の自慢の娘だな」

  

  艾丝托娜全身无力地靠在父亲身上，父亲则是摸着她的头。艾丝托娜委身于父亲，呼吸急促。

  　ぐったりと身体を預けるアストナの頭を撫でる父親。身を委ねて、荒く息を吐くアストナ。

  

  『父女间令人莞尔的亲密接触呢。』

  『微笑ましい父娘の触れ合いですネ』

  『哪里有莞尔的要素？』

  『どこに微笑ましい要素が？』

  『很色？』

  『エロエロしい？』

  『不是在说这个……』

  『そう言う話じゃねえんだよ……』

  

  不知不觉间人也变多了，到处都传来娇喘声。

  　気がつけば人も増えてきた。そこかしこから聞こえてくる嬌声。

  ……嗯？娇喘声？

  　……ん？嬌声？

  

  『啊，男生们的性教育开始了呢。』

  『あぁ、男の子たちの性教育が始まったんですね』

  

  不知不觉间，好几个年长的女生围在男生身边，而且还有好几个团体。有时会混进其他团体，也有一个女生独占好几个男生……

  　気がつけば複数の年上の女の子達が男の子に群がっていた。しかも、そのグループが複数。時折別のグループに混じったり、一人で複数の男の子を専有してる子が居たり……

  

  『榭菈小姐要不要也去混一混？』

  『シエラさんも混じって行っては？』

  『不，不用了。毕竟不管过多久，我都没办法去调查。』

  『いや、いい。いつまで経っても調査に行けそうにないし』

  

  绝对会玩一整天吧。真是的。

  　絶対一日中やりっ放しになるに決まってるじゃねえか。まったく。

  

 
  第１４話：それは神の怒りに触れた

  第14话　触怒了神

  我离开王都大神殿，前往西三号地区。在大路上前进一段距离后，确实可以看到神殿风格的建筑物。不过，我已经确认过那并非向国家申请为神殿的建筑物，也就是违法营业。

  　王都大神殿を出て西３番地区に向かう。大きめの通りを進むと、確かに神殿風の建築物が見えてきた。けど、国に神殿として申請された建物ではないのは確認済みだ。つまり、違法営業ってわけだな。

  我直接走进里面，发现内部的装潢确实就是神殿。奥露榭的神像也确实安置在里头。

  　そのまま中に入ると、確かに作りは神殿そのものだ。オルシェの神像もちゃんと安置してある。

  ……嗯？胸部是不是有点大？

  　……ん？なんか胸盛ってねえ？

  

  『咦？这点程度还是有的啦。』

  『え？アレくらいはありますよう』

  『闭嘴，幼儿体型。』

  『黙れ幼児体型』

  

  奥露榭好像说了什么，不过你不管怎么看都是洗衣板吧。我捏过所以很清楚哦。

  　オルシェが何か言ってるが、お前どう見てもぺったんこだろ。摘んだから知ってるんだぞ？

  

  『呜……』

  『うぐ……』

  

  顺带一提，其他宗教设施中也有合祭奥露榭的场所，但神像的胸部全都是洗衣板。虽然身高多少有垫高就是了。就这层意义来说，也散发出一股冒牌货的味道。

  　ちなみに他の宗教施設にはオルシェが合祀されている場所もあるが、神像のお胸は軒並みぺったんだ。身長はいくらか盛ってあるが。そう言う意味でも地味に偽物臭い。

  

  「请问您来我们神殿有何贵干呢？」

  「我が神殿にどのような御用でしょうか？」

  

  我踏进里面还不到一分钟，就有一个穿着神官风格服装的男人前来搭话。衣服上缝着像是奥露榭神纹的图案，不过形状有点不同。是为了在被起诉时可以找借口开脱吗？

  　足を踏み入れて１分もしないうちに神官風の服を着た男が声をかけてきた。服にはオルシェの神紋っぽい模様が縫い付けられているが、若干形が違う。訴えられた時に言い逃れするためだろうか。

  

  「您想要性教育实习吗？本神殿也聚集了许多可爱的男孩子，这边的孩子您觉得如何呢？」

  「性教育実習をお望みでしょうか？当神殿では可愛い男の子も多数取り揃えております。こちらの子などいかがでしょう？」

  

  神官打扮的男人拿出一本画有裸体少年的书。不对，那不是薄本，而是名册。上面详细记载了从鸡鸡尺寸到性感带等资讯。

  　神官風の男が取り出したのは裸の少年の写し絵が載っている本だった。いや、薄い本とかじゃなくて、名簿な。ちんぽのサイズから性感帯まで事細かに記載されている。

  顺带一提，性教育实习就是所谓的破处。

  　ちなみに性教育実習はいわゆる筆おろしの事だな。

  

  是说，你干嘛突然推荐我这个？

  　というかお前、なんでいきなりそれを勧めた？

  神殿里确实有女性会来寻求处子之身的少年，但神殿应该也会治疗伤患。司妲莉亚现在虽然变装成平民，但应该还有其他理由吧！！

  　確かに神殿に初物の少年を求めてくる女性は居るが、神殿では怪我の治療とかもやってるはずだ。今のスターリアが平民に変装して居るとはいえ、他にも理由は考えられるだろ！！

  

  「失礼了，那么您是需要性教育辅助吗？没问题，本神殿也能理解寻求年幼女孩的女性。」

  「失礼しました、でしたら性教育補助でしょうか？大丈夫ですよ、幼い女の子を求める女性にも当神殿は理解があります」

  

  他边说边拿出画有年幼女孩的名册给我看。不，别再扯到色情了，不是那种事。

  　そう言いながら今度は幼い女の子の写し絵が載った名簿を見せてくる。いや、エロから離れろよ。そう言う事じゃないんだよ。

  再说，为什么会有名册？太奇怪了吧。

  　そもそも、なんで名簿があるんだよ。おかしいだろ。

  因为这种实习是从委托神殿进行第一次性行为开始，所以不会制作名册。基本上只有一次，顶多也就几次而已。」

  　というのも、この手の実習は初めての性行為を神殿に依頼する所から始まる。なので名簿なんて作ったりはしない。基本的に１回限りか、多くて数回だからな。

  

  『你是职业处男吗？』

  『職業童貞ですかねー？』

  『这什么充满吐槽点的职业……』

  『何だそのツッコミどころ満載の職業は……』

  

  嗯，简单来说，她只是假装自己是处女吧。又或者是，这是客人也已经理解这点的性服务？

  　まあ、つまるところ童貞のフリをしてるだけだろうな。もしくは、客もそれを折り込み済みの性風俗ってところか？

  

  「您是要接受性教育的人吗？是小孩吗？您该不会要说自己吧？如果是这样，费用会稍微高一点……」

  「性教育を受ける側でしょうか？お子さんですか？まさかご自身とは言いませんよね？その場合、少々お高くなってしまいますが……」

  

  别把人说得像是万年处女一样啦。是说，这个异常的高价是怎么回事？尤其是父母进行性教育的费用更是异常。这是那个吗？因为父母进行性教育的状况下，对象会自动变成父母，所以没办法接客吗？

  　人を万年処女みたいに言うんじゃねえよ。というか、何だこの法外な値段は。特に親が性教育を行う場合の金額が異常だ。これはアレか、親が性教育を行うケースだと自動的に相手が親になって客が取れないからか。

  是说，为什么这家伙老是把事情往色情的方向带啊？

  　っていうか、なぜエロにばっかり持っていくんだ、こいつ？

  

  「你难道不觉得我是来治疗或解咒的吗？」

  「治療や解呪に来たとは思わないのか？」

  「奥露榭大人不会回应这种祈祷。本神殿只负责性教育。」

  「オルシェ様はそのような祈りには応えていただけませんので。当神殿では性教育のみを担っております」

  

  咦？难不成这里真的是奥露榭的神殿？奥露榭的确不会回应这方面的祈祷，而且就只有在色情行为上特别贪心。

  　あれ、もしかしてホントにオルシェの神殿なのか？確かにオルシェはその手の祈りには応えないし、エロい行為にだけは貪欲だ。

  

  『很好，奥露榭，给我从实招来。』

  『よし、オルシェ、白状するんだ』

  『冤枉啊！？要搞的话当然会用榭拉小姐的名字啊！！』

  『濡れ衣ですよっ！？やるならシエラさんの名前でやるに決まってるじゃないですか！！』

  『喂，你这家伙！？做好觉悟吧！！』

  『おいこら、てめぇ！？覚悟しやがれ！！』

  『咿！？』

  『ひぃっ！？』

  

  虽然只有一瞬间，但我刚才彻底怀疑了奥露榭的参与度，但这次似乎没有关系。既然如此，就算毁了这里也没问题。

  　一瞬というか、思いっきりオルシェの関与を疑ったが今回は無関係らしい。それなら潰しても問題ないな。

  

  『榭菈小姐，机会难得，要不要进去确认一下？』

  『シエラさん、せっかくなので中を確認しませんか？』

  『为什么？他根本就是黑的吧？』

  『なんでだ、完全に黒だろ？』

  『说不定还有其他恶行啊！！』

  『他にも悪事を働いてるかもしれないじゃないですか！！』

  『看纪录不就好了？』

  『ログで確認すればよくねえ？』

  『事件不是发生在纪录里，而是现在正在发生啊！！』

  『事件はログで起きてるんじゃない、今起きてるんですよ！！』

  『所以，你真正的想法是？』

  『で、本音は？』

  『机会难得，我想看看职业正太。』

  『せっかくだし職業ショタを見てみたいです』

  

  很好，有罪。

  　よし、有罪。

  话虽如此，还是想掌握证据。既然身为骑士，没有证据就不能逮捕。公主的话不需要证据，但没有理由来这里。应该说，她会说「你又迷路了」，不原谅我。不，有MAP，所以不会再迷路了哦。

  　とはいえ、証拠は押さえておきたいよな。騎士の身分である以上、証拠もなしに逮捕はできない。王女なら証拠は要らないが、ここに来る理由がない。というか、また迷子になるからと許してもらえない。いや、ＭＡＰあるからもう二度と迷わないけどな？

  

  「那、那么，性教育实习一小时套餐……」

  「じゃ、じゃあ、性教育実習１時間コースで……」

  『第三页的男生比较好！！』

  『３ページ目の子がいいです！！』

  『……』

  『……』

  「就、就第三页的男生……」

  「さ、３ページ目の子で……」

  

  可恶，超丢脸的。奥露榭那家伙，给我记住。我。

  　くそう、すっげえ恥ずかしい。オルシェのやつ、覚えてやがれ。

  

  「好的，一位客人～～」

  「はい、一名様ご案内～～」

  

  我被带到完全像是性风俗店的假神殿里。里面完全是性风俗店。这样确实可以辩称是假的风俗店。不过，这里并没有登录为风俗店就是了。

  　まんま性風俗のノリで神殿もどきの中に案内される。中は完全に性風俗の店そのものだ。これならたしかになんちゃって風俗として言い逃れできるかもしれない。まあ、風俗店としても登録されてないんだけどな、ここ。

  

  『我记得登录的是私塾吧。』

  『確か、私塾とかでしたよね、登録』

  『私塾是？』

  『私塾、とは』

  『可能是专门教人如何色诱的补习班吧～？』

  『エッチなお勉強専門の塾とかですかね～？』

  『谁要你讲得那么好听。』

  『誰が上手いことを言えと』

  

  我们穿过名为咨询烦恼、实为牛郎店的房间，来到包厢。那里有个少年……不对，是看起来不像少年的某种东西。当然，和肖像画也长得完全不像。

  　お悩み相談という名目のホストクラブもどきを抜け、個室へ。そこには一人の少年……には見えないナニカが居た。もちろん絵姿とは似ても似つかない。

  这是诈欺吧。

  　詐欺だな。

  

  『饶……』

  『ゆ……』

  『饶？』

  『ゆ？』

  『饶不了你们～！！绝对、绝对饶不了你们！！』

  『許せませ～ん！！絶対に、絶対にです！！』

  

  哦，她气炸了。

  　おう、荒ぶっておられる。

  看来期待落空对她造成了不小的打击。

  　期待を裏切られたのがよほどショックだったらしい。

  

  『把我的期待还来！！把这种店沉了吧！！』

  『私のワクワクを返せ！！もうこんな店、沈めてしまいましょう！！』

  

  说到海之女神奥露榭的神罚，固定都是大海啸。不过，这里并不面海。亚修鲁夫王国的王都姑且是位于河中的沙洲，所以并非完全没有水……

  　海の女神たるオルシェの神罰と言えば大津波が定番だ。けど、ここは海に面しては居ない。一応、アッシュロフト王国の王都は川の中州にある。なので水がまったくないわけじゃないんだが……

  

  『住手，要是大海啸逆流而上，灾情会很惨重！！』

  『やめれ、津波が川を逆流してきたら被害が甚大になるだろうが！！』

  『可是、可是！！』

  『だって、だって！！』

  

  真是的。

  　ったく。

  你可别因为自己的私怨而让国家沉没哦？

  　お前の都合で国を沈められたらたまったものじゃないぞ？

  

  『不然榭菈小姐就动手吧！！』

  『じゃあ、シエラさんがやってくださいよ！！』

  

  我安抚大吵大闹的奥露榭时，她开始这么说。

  　喚くオルシェをなだめていたらそんな事を言い始めた。

  也对，榭菈原本是天空之神，神罚是雷电，这样确实可以精准地摧毁那间店。

  　まあ、確かに本来は天空の神であるシエラの神罰は雷だ。それならピンポイントに店を潰せないこともない。

  

  『只要让所有人变成不举或ED就好了！！』

  『全員不感症とかＥＤとかになってしまえば良いんです！！』

  『喂，这是怎么回事！！』

  『おい、こら、どういう事だ！！』

  『咦？榭菈小姐的特殊神罚其2——「变得无法做爱」啊？』

  『え、シエラさんの特殊神罰その２、“エッチできなくなる”ですけど？』

  『看来需要接受神罚的是你吧？』

  『どうやら神罰が必要なのはお前みたいだな？』

  『咿！？』

  『ひいっ！？』

  

  我决定给奥露榭严厉的惩罚。

  　オルシェにはきついお仕置きをするとして。

  至于冒充奥露榭神殿的假神殿，我已经通报了公所。当然，因为违反神殿法和风俗营业法，所以被勒令关闭了。一开始就该这么做才对。

  　オルシェの神殿を騙る偽神殿についてはお役所に通報しておいた。当然、神殿法と風営法のダブル違反で取り潰された。最初からこうしておけば良かったんだよ。

 
  第１５話：不完全燃焼らしい

  第15话　好像有点不完全燃烧

  「邪恶毁灭了。」

  「悪は滅びた」

  

  我远远地确认宪兵们踏进伪神殿，感到心满意足。

  　偽神殿に踏み込む官憲の皆様。それを遠目に確認して満足する俺。

  

  『……呢。』

  『……です』

  『嗯？怎么了？』

  『ん？どうした？』

  『这样子不完全燃烧啦！！』

  『不完全燃焼ですよっ！！』

  

  不过，奥露榭似乎不满意。毕竟她期待的是逆奸正太嘛。

  　だが、どうやらオルシェはお気に召さないらしい。まあ、ショタっ子を逆レイプするのを期待していたからな。

  

  『就算榭菈小姐允许，观众们也不会允许这种事的！！』

  『シエラさんが許しても視聴者の皆さまが許しませんよ、こんなの！！』

  『谁是观众啊！？』

  『誰だよ、視聴者！？』

  『当然是期待榭菈小姐害羞地跨坐在正太身上的那些人啊！！』

  『もちろんシエラさんが恥ずかしがりながらもショタっ子に跨るのを期待してた人たちですよ！！』

  『那只有你吧！？』

  『それ、お前だけだろうがっ！？』

  

  我不管说着莫名其妙的话的奥露榭，打算快点回去……

  　わけのわからない事を言うオルシェは放っておいて、さっさと帰……

  

  『……您不觉得需要预演吗？』

  『……予行演習が必要だと思いませんか？』

  

  但是，奥露榭对打算回去的我这么说。

  　だが、帰ろうとした俺にオルシェがそう声をかける。

  

  『预演什么啊？』

  『何だよ、予行演習って？』

  『当然是预演榭菈小姐对拉塞尔弟弟逆……不对，是性教育的时候啊，这不是当然的吗！！』

  『シエラさんがラゼルきゅんを逆レ……じゃなかった、性教育する時の予行演習ですよ、決まってるじゃないですか！！』

  『当然个头啦！？』

  『決まってないが！？』

  

  她刚刚想说逆奸对吧！？

  　今、逆レイプって言おうとしただろ！？

  话说，别用「弟弟」这种称呼。

  　というか、きゅんとか言うな。

  

  『不过，您会进行性教育对吧？』

  『でも、性教育はするんですよね？』

  『……这个嘛，呃，那个？』

  『……それは、その、だな？』

  『您会进行对吧？』

  『するんですよね？』

  『……是的。』

  『……はい』

  

  唔，不小心就想到那件事了。我一边感受着自己涨红的脸颊，一边无力地回答。

  　くぅ、うっかり思い浮かべちまったじゃねえか。顔が真っ赤になるのを感じながら弱々しく答える俺。

  

  『那么，现在你正在使用别的身体，不正是个好机会吗？』

  『じゃあ、別の体を使ってる今がチャンスじゃないですか』

  『你要我怎么做啊！？』

  『どうしろっていうんだよ！？』

  『……榭拉小姐的神殿就在附近吧？』

  『……近くにシエラさんの神殿がありますよね？』

  

  ……的确。

  　……あるな。

  呃，你该不会……

  　って、お前まさか……

  

  『我刚才查了一下，好像正好有小正太来解放哦？』

  『今調べたんですが、ちょうどショタっ子が筆おろしに来てるみたいですよ？』

  『你到底在查什么啊！？』

  『なに調べてるんだよ、お前！？』

  

  也就是说，是要我现在去解放他吗？

  　それは、つまり、アレか？今から筆おろしに行け、と？

  

  『YES小正太GO Touch！！』

  『ＹＥＳショタっ子ＧＯタッチ！！』

  『不要GO啦！？』

  『ＧＯするんじゃねえよ！？』

  『没问题的，这在这个世界是合法的。』

  『大丈夫ですよ、この世界では合法です』

  『……』

  『……』

  

  嗯，这么说也没错啦。而且这还是神殿的正式工作。好，就别想太多了。

  　まあ、それはそうなんだよな。しかも神殿の公式な仕事だしな。よし、色々と考えるのは止めよう。

  我放弃前往大神殿，转换方向。穿过红灯区，前往榭拉神殿。

  　大神殿に向かうのを止め、方向転換する。歓楽街を抜け、シエラ神殿へ。

  

  「打扰了。」

  「邪魔をするぞ」

  「大小姐，欢迎回来！！」

  「おかえりなさいませ、お嬢様！！」

  「……」

  「……」

  

  这又是怎么回事？

  　これはこれで、どうなんだ？

  看到神官们穿着像是把神官服和女仆装加起来除以二，再拿掉局部布料的服装现身，我哑口无言。

  　神官服とメイド服を足して２で割って局部の布を取っ払ったような衣装で現れた神官達の姿を見て絶句する俺。

  

  『呵呵，这是我的精心杰作哦！！』

  『ふふん、力作ですよ！！』

  『犯人果然是你啊。』

  『やっぱり犯人はお前か』

  

  这再怎么说也太擦边球了吧？

  　流石にちょっと際ど過ぎじゃねえ？

  呃，不过，确实是大饱眼福啦。

  　いや、まあ、眼福だけどさ。

  比起这个，现在得先破处。

  　それより今は筆下ろしだ。

  我经过一群胸部平平的女孩子……走向神殿深处。

  　慎ましい胸の女の子たちがずらりと並ぶ……所を通り過ぎて神殿の奥へ向かう。

  

  「您要找破处的对象吗？」

  「筆下ろしの相手を希望ですか？」

  「……对。」

  「……ああ」

  

  我直接被带到年轻女性一字排开的地方。

  　そのまま、ずらりと若い女性が並んでいる所に案内される。

  没错，在神殿破处还挺受欢迎的。尤其是可爱的男孩子来的时候，竞争率特别高。

  　そう、神殿での筆下ろしは割と人気が高い。特に可愛い男の子が来ている日はかなりの倍率になる。

  

  『没问题的，我会好好安排让您被选上。』

  『大丈夫ですよ、ちゃんと選ばれるようにしておきますから』

  『那不是作弊吗？』

  『それ、ズルじゃねえの？』

  『您在说什么呢？这样我的工作效率会大幅改变哦？这是为了世界。』

  『なに言ってるんですか、それで私の仕事の能率がかなり変わるんですよ？これは世界のためなんです』

  『这太强词夺理了吧！？』

  『詭弁すぎるだろう！？』

  

  话虽如此，这家伙要是自慰被干扰，工作效率真的会大幅下降。

  　とはいえ、こいつ自慰を邪魔されたらホントに能率がガクッと下がるからな。

  说是为了世界也不算说谎。

  　世界のためってのもあながち嘘じゃない。

  

  『而且，事前练习很重要吧？』

  『それに、予行演習は大事ですよね？』

  『唔……』

  『う……』

  

  算、算了，这也是为了拉塞尔嘛。

  　ま、まあ、ラゼルのためだしな？

  我这么告诉自己，排进队伍。然后就这样接过抽签用的签，在等候室等待结果出炉。

  　そう自分に言い聞かせて列に並ぶ。そして、そのまま抽選のくじを受け取って待合室で決まるのを待つ。

  

  「司妲莉亚大人，您抽中了。」

  「スターリア様、ご当選です」

  

  嗯，我想也是。

  　まあ、だろうな。

  我按照预定当选，前往神殿深处。那里有个年纪和拉塞尔差不多的少年。他的五官端正，说是少女也不奇怪，身材纤细。和身高较高的司妲莉亚相比，两人看起来像母子也不奇怪。

  　予定通り当選した俺は神殿の奥へと向かう。そこには、ラゼルと同じくらいの歳の少年が居た。少女と言っても通りそうな整った顔立ちに細身の身体。身長が高めのスターリアと比べると親子に見えてもおかしくはない。

  

  「那、那个，请多指教……」

  「あ、あの、よろしくおねがいします……」

  「……好。」

  「……ああ」

  

  我先施展避孕魔法，脱下衣服。司妲莉亚身材高挑，身体紧实纤细，长相也十分漂亮。至于胸部……嗯，很平坦。不过，确实具备女性的柔软。

  　まずは避妊魔法をかけて服を脱ぐ。スターリアは身長が高く身体は引き締まっていて細身。そして、顔はかなりの美人だ。胸は……まあ、まっ平らだな。けれど、ちゃんと女性的な柔らかさを備えている。

  

  「呃，那个……」

  「え、と、その……」

  

  少年满脸通红，不时偷瞄我的裸体。这、这样不会有点害羞吗？

  　顔を真っ赤にしながらチラチラと裸体に目を向ける少年。ちょ、ちょっと恥ずかしくないか、これ？

  

  『很好哦，很纯洁呢，呼呼！！』

  『いいですよ、ういういしいですね、はぁはぁ！！』

  『吵死了！？』

  『やかましいわ！？』

  『好了好了，别管那个了，来性教育！！』

  『ほらほら、そんな事より性教育ですよ！！』

  『哦、哦……』

  『お、おう……』

  

  奥露榭无视我的抗议，催促我继续。少年目瞪口呆地看着我。也对，不好好进行性教育，对这孩子也不好。

  　俺の抗議をサラリと流して続きを促すオルシェ。キョトンとした目でこちらを見つめる少年。そうだよな、ちゃんと性教育しないとこの子にも悪いよな。

  我暂时无视站在外野的奥露榭，坐在床上。然后，我缓缓张开双腿，让少年看清楚。

  　外野のオルシェは一旦無視してベッドに腰掛ける。そして、少年に見えるようにゆっくりと脚を開く。

  

  「这里就是女生的重要部位。」

  「ここが女の子の大事な所だ」

  

  语毕，我用手指将裂缝撑开。我听见了吞咽口水的声音。

  　そして、そう言って指で割れ目を押し開く。ごくり、と唾を飲む音が聞こえた。

  来吧，性教育的时间到了。

  　さあ、性教育の時間だ。

  

 
  第１６話：流石にやり過ぎだ

  第16话　做得太过火了

  「该、该怎么做……」

  「ど、どうすれば……」

  『嗯嗯，果然会这样呢。』

  『うんうん、そうなるよねぇ』

  

  少年面对女孩的重要部位，整个人僵住了。

  　女の子の大事な部分を前にして固まる少年。

  奥露榭不知为何一副很满足的样子。如果她没有自慰，看起来倒是很像女神。

  　そして、なぜかほっこりしてるオルシェ。これで自慰りながらとかじゃなければ女神っぽいんだけどなぁ。

  

  『您是什么意思！！』

  『どういう意味ですか！！』

  『就是字面上的意思啊！！』

  『そのまんまだろうが！！』

  

  至少等我手指停下来再说吧。

  　せめて指の動きを止めてから言って欲しいものである。

  

  「那、那个……」

  「そ、その……」

  「先舔舔看。」

  「まずは舐めてみろ」

  「嗯、嗯。」

  「う、うん」

  

  我让他看滴着爱液的小穴，如此说道。少年乖乖地听从我的指示，战战兢兢地开始舔舐。

  　愛液を垂れさせているおまんこを見せつけるようにしてそう伝える。少年はそれに素直に従い、おずおずと舌を這わせ始める。

  

  『居然一开始就口交，榭菈小姐也真大胆呢。』

  『いきなりクンニなんて、シエラさんもやりますね』

  『咦？』

  『へ？』

  『一般来说，不是先接吻吗？』

  『普通、キスとかじゃないですか？』

  『……啊！』

  『……はっ！』

  

  呜咕，不小心就……

  　うぐ、つい……

  因、因为瓦特父从一开始就舔了，向我祈祷的女信徒们也做了同样的事。

  　だ、だって、ヴァート父様は最初から舐めてくれてたし、俺に祈りを捧げる信者の女の子達だってそれをさせてたし。

  

  『毕竟她是个会向榭菈小姐祈祷的淫乱女孩嘛。』

  『そりゃあ、シエラさんに祈りを捧げるほど淫乱な子ですからねぇ』

  『……orz。』

  『……ｏｒｚ』

  『先别管这个了，继续吧。』

  『そんな事より続きですよ』

  『说、说得也是。』

  『そ、そうだな』

  

  我摸了摸专心舔舐小穴的少年的头。回过神来，司妲莉亚的小穴已经湿成一片，差不多可以了吧。

  　一心不乱にまんこを舐める少年の頭を撫でてやる。気がつけばもうスターリアのまんこはビショビショになっている。そろそろ良いだろう。

  

  「接下来换我。」

  「次は、私がしてやる」

  

  她边说边换成69的姿势，舌头爬上少年还包着皮的小鸡鸡。

  　そう言いながら６９の体勢に移り、少年のまだ皮を被ったままのちんぽに舌を這わせる。

  虽说是69，但因为体格差距，少年的脸部位置在司妲莉亚的腹部附近。

  　まあ６９と言っても体格差があるから、少年の顔の位置はスターリアのお腹の辺りになってしまうが。

  

  「呜、啊啊！？」

  「う、ああっ！？」

  

  未知的快感让少年大叫并抱住腹部。这么一来，两人的身体便紧贴在一起，司妲莉亚的胸部……很平坦，所以不会被压到。

  　未知の快感に叫び声を上げお腹に抱きつく少年。そうすると２人の体は密着し、スターリアの胸……は平たいから押し付けられたりはしないか。

  总之，身体紧贴在一起，感受彼此的体温。

  　ともかく、身体が密着し、互いの体温を感じる。

  

  「啊、啊、啊、啊、啊……」

  「あ、あ、あ、あ、あ……」

  

  每当司妲莉亚的舌头爬过，少年的腰部就会剧烈摇晃。差不多了吧。她用舌头剥开皮，顺便一并舔舐。

  　スターリアが舌を這わせる度に腰をガクガクと揺らす少年。そろそろかな。ついでに、とばかりに舌で皮を剥いてやる。

  

  「咿啊啊啊啊啊啊啊啊啊♡」

  「ひあぁぁぁぁぁぁぁぁっ♡」

  

  少年身体一颤，达到高潮。因为还没精通，所以没有精液。他抱住腹部的手臂失去力气，瘫软下来。

  　ビクン、と身体を跳ねさせて絶頂に達する。精通はまだだから精液は出ない。お腹に抱きついていた腕から力が抜け、くたりとなる。

  不过，含在司妲莉亚嘴里的小鸡鸡依然保持坚挺。

  　けど、スターリアの口の中に含まれたちんぽだけは未だに硬さを保っている。

  

  「你先别动，我先示范给你看。」

  「そのままじっとして居ろ。最初は私が手本を見せてやる」

  

  她边说边跨到少年身上，然后吞下小鸡鸡，让洞口变得容易看见。爱液直流的穴口轻易吞下小孩鸡鸡，最后连根部都全部纳入阴道内。

  　そう言いながら少年に跨る。そして、穴が見え易い様にしながらちんぽを飲み込んでいく。愛液を垂れ流すまんこはあっさりと子供ちんぽを飲み込み、ついには根本まで全部膣内に収まってしまった。

  

  「啊啊，感觉比嘴巴里面还要滑溜溜的……」

  「あぁっ、なんか、お口よりもにゅるにゅるしてて……」

  

  从下方仰望我的少年脸颊泛红，呼吸急促，表情仿佛被热气冲昏了头脑。

  　下から見上げる少年の頬は上気していて、息は荒く、熱に浮かされたような表情をしている。

  

  「我要动了」

  「動くぞ」

  

  但是，我可不能这样就满足。

  　けど、俺としては流石にこれじゃあ満足できない。

  不、不对，不是这样的，我得让他知道，必须要好好动起来才行……

  　い、いや、違うぞ、ちゃんと動かないと駄目だって事を教えてやらないと……

  

  『你是在跟谁解释呢？』

  『誰に言い訳してるんですかね？』

  『吵、吵死了！？不要突然跟我说话啊！？』

  『う、うるせー！？急に話しかけてくるなっ！？』

  『哎呀，因为男孩子实在是太纯真了，等我回过神来就已经高潮了呢～然后我稍微冷静了一下，发现榭菈小姐正在找借口，所以就忍不住吐槽了』

  『いやぁ、あまりにも男の子の反応が初々しくて、気がついたらイッちゃってたんですよね～。それでちょっと冷静になってみたら、丁度シエラさんが言い訳してたから、ついツッコミをですね』

  『糟透了！？』

  『最悪だ！？』

  

  可能是因为一边进行着这样的对话，我好像有点粗暴地动起了腰。

  　そんなやり取りをしながらだったせいか、ちょっと乱暴に腰を動かしてしまっていたらしい。

  

  「啊、啊，姐姐，再慢一点！？」

  「あっ、あっ、おねえちゃん、もうちょっとゆっくりっ！？」

  「啊……」

  「あ……」

  「呀啊啊！？」

  「ひあぁっ！？」

  

  啊——有点做过头了啊。

  　あー、ちょっとやり過ぎちまったか。

  

  『真是的，榭菈小姐太淫乱了～』

  『まったくもう、シエラさんは淫乱なんですから～』

  『所以你给我停下手指再说这种话！！』

  『だから、そういうのはその指を止めてから言いやがれ！！』

  『可是，看到他那种表情……嗯嗯♡』

  『だって、あんな顔見せられたら……んんっ♡』

  『“嗯嗯♡”个头啊！？』

  『“んんっ♡”じゃねえんだよ！？』

  

  不过，该怎么办呢？这样下去也学不到东西啊。

  　しかし、どうしたもんかな。このまま続けても勉強にならないぞ。

  

  『让男孩子动不就好了？』

  『男の子に動いて貰えばいいんじゃないですかね？』

  『就是这个！！』

  『それだ！！』

  

  奥露榭偶尔也会派上用场嘛。

  　オルシェもたまには役に立つな。

  

  「这次就换你动动看。」

  「今度は、お前が動いてみろ」

  「嗯、嗯……」

  「う、うん……」

  

  我听从奥露榭的建议，让少年开始动起来。司妲莉亚改变姿势，让少年在下面，变成正常位。

  　オルシェの助言に従い少年に動いてもらう事にする。スターリアが下になる様に体勢を変えて、正常位へ。

  

  「这、这样吗？」

  「こ、こう、ですか？」

  

  少年手撑在床上，拼命地开始扭腰。虽然动作还很笨拙，让人有点着急，但这样也……

  　ベッドに手をついて必死で腰を振り始める少年。まだまだ拙くてちょっともどかしいけど、これはこれで……

  

  「嗯♡对，你、你很厉害哦？」

  「んっ♡そう、だ、上手だぞ？」

  

  看到少年拼命扭腰的模样，子宫附近开始阵阵发疼。啊——糟糕，这样好像要去了……

  　必死に腰を振る姿を見てると、子宮の辺りがキュンキュンと疼いてくる。あーやば、これ、ちょっとイキそ……

  

  『哈啊、哈啊♡拼命扭腰的正太，哈啊哈啊♡』

  『はぁ、はぁ♡必死に腰を振るショタっ子、はぁはぁ♡』

  『气氛全毁了！？』

  『台無しだ！？』

  『啊啊，要去了，要、去了♡』

  『ああ、イキます、い、くっ♡』

  

  唔，为什么我得听奥露榭的高潮声啊？而且身体还确实地高潮了，总觉得好不甘心。

  　くう。何が悲しくてオルシェの絶頂声なんか聞かなきゃならないのか。しかも、身体の方はしっかりと絶頂してるのがなんか悔しい。

  司妲莉亚的身体猛然一跳，肉穴紧紧地夹住少年的肉棒。这似乎成了最后一击……

  　スターリアの身体がビクン、と跳ねる。膣肉がきゅう、と絞まり、少年のちんぽを圧迫する。それがトドメになったようで……

  

  「啊啊，不行，不行♡」

  「ああっ、だめ、だめぇっ♡」

  

  少年在司妲莉亚的肉穴内阵阵颤抖，迎来高潮。他的小鸡鸡喷出大量的精液……精液！？

  　スターリアの膣内でビクビクと震え、絶頂する少年。その子供ちんぽからは大量の精液が……精液っ！？

  

  『啊，我有让他可以射精的服务♡』

  『あ、サービスで射精できるようにしておきました♡』

  『是你干的好事吗！？』

  『お前の仕業かっ！？』

  

  精液咕嘟咕嘟地注入阴道深处。是说，量好多啊！？

  　膣奥にトクトクと注ぎ込まれる精液。ってか、量多いなっ！？

  

  『我故意多射一点的。』

  『つゆだくで』

  『别讲得这么轻松。』

  『つゆだく言うな』

  

  看来他射出了非比寻常的大量精液，没射完的份从结合处溢了出来。然后少年瘫软在司妲莉亚身上。这未免做得太过火了吧。

  　尋常じゃない量の精液が噴き出したらしく、入り切らなかった分が接合部から零れ出る。そして、スターリアに身を預けてぐったりとしている少年。流石にやり過ぎだろ。

  ……这样没问题吗？

  　……大丈夫だろうな、これ？

 
  第１７話：侵攻

  第17话　侵略

  「公主大人……公主大人……」

  「姫様……、姫様……」

  「嗯？」

  「んぅ？」

  

  我的意识突然清醒过来。我记得昨天在意识回到身体之后，因为瓦特大人的性教育，我一不小心就榨干了他……

  　急速に意識が覚醒する。確か昨日は意識を身体に戻した後、ヴァート父様との性教育でついつい思いっきり搾り取ってしまって……

  我感觉自己的脸一下子变得通红。昨天我用比平时更加下流的话语央求他，光是回想起来就让我感到羞耻。

  　かあっ、と顔が真っ赤になるのを感じる。昨日はいつにも増してはしたない言葉でおねだりをしてしまった。思い出すだけで恥ずかしい。

  

  『“爸爸的小鸡鸡好舒服♡再往里面插深一点♡”是这样吗？』

  『“父様のおちんぽ気持ちいい♡もっと奥、抉ってぇ♡”でしたっけ？』

  『别说了啊！？』

  『言うんじゃねえよ！？』

  『你跨在瓦特爸爸身上，使劲地扭着腰呢』

  『ヴァートパパに跨って思いっきり腰振ってましたもんねぇ』

  『呜呜……』

  『うう……』

  『之后你又用后入体位激烈地抽插，一边抓着床单，一边发出淫荡的喘息声』

  『その後もバックで激しく突かれて、シーツを掴みながらはしたない喘ぎ声を上げてましたし』

  『呜呜呜呜呜……』

  『ううううう……』

  『还主动索吻，真是的，好激烈好激烈』

  『自分からキスを求めたりして、もう、激しいこと激しいこと』

  『呜……』

  『くぅ……』

  『视频那边也是盛况空前。销售额也，你看，这么多』

  『動画の方も大盛況ですよ。売上も、ほらこんなに』

  『……干脆杀了我吧』

  『……いっそ殺せ』

  

  我满脸通红地趴在地上。不过，我也不能一直睡下去。我慢慢地坐起身。啊，鸡巴还插在里面……

  　顔を真っ赤にして突っ伏す俺。とはいえ、いつまでも寝てるというわけにはいかない。ゆっくりと身体を起こす。あ、まだ挿入したまま……

  我的鸡巴拔了出来，精液和爱液从下面流了出来。液体顺着腿流到床上，留下了一片水渍。呜呜，这么多……

  　ぬぽん、とちんぽが抜け、まんこから精液と愛液が零れ出る。それが脚を伝ってベッドにシミを作る。うう、こんなに……

  

  「公主大人，该做早上的工作了……」

  「姫様、朝のお勤めを……」

  

  女仆对我这么说。在女仆的催促下，我开始舔瓦特父亲的鸡鸡。早上口交似乎是女孩子的嗜好，几年前开始，作为性教育的一部分，安慰瓦特父亲的鸡鸡就变成了我的工作。不过，最近像今天这样在晚上做完之后一起睡在同一个床上的情况也变多了。

  　そんな俺にメイドがそう告げる。メイドに促されるまま、ヴァート父様のちんぽに舌を這わせる俺。朝フェラは女の子の嗜みらしく、数年前から性教育としてヴァート父様のちんぽを慰めるのは俺の仕事になっている。まあ、最近は今日みたいに割と夜にヤッたまま一緒のベッドで寝る事も多いからな。

  

  「啊哈♡有莱娜姐姐的味道♡」

  「あはっ♡ラナねえさまのお味がする♡」

  

  我专心地舔着瓦特父亲的鸡鸡时，旁边传来了这样的声音。一看，榭莉也在不知不觉间舔着瓦特父亲的鸡鸡。这么说来，榭莉好像也作为性教育的一环，开始参加早上的口交了。

  　一心にヴァート父様のちんぽを舐めていると隣でそんな声がした。見れば、いつの間にかシェリーもヴァート父様のちんぽに舌を這わせている。そう言えば性教育の一環でシェリーも朝フェラに参加する事になったんだっけか。

  我和榭莉从两侧攻击瓦特父亲的鸡鸡。首先仔细地用舌头舔去粘在鸡鸡上的精液和爱液。话虽如此，今天是一直插着的状态，所以并没有干掉而变得麻烦。

  　俺とシェリーで両側からヴァート父様のちんぽを責める。まずは丁寧に舌を這わせてちんぽにこびりついた精液と愛液を舐め取る。と言っても今日は挿入しっぱなしだったから乾いて面倒な事になってたりはしないが。

  虽然舔自己的爱液感觉有点微妙，但这也是嗜好的一部分。

  　自分の愛液を舐めるのはちょっと微妙だが、これも嗜みだしな。

  

  「没错没错，做得很好。」

  「そうそう、上手よ」

  

  拉塞莱娜母亲抚摸着仔细地舔着瓦特父亲的鸡鸡的我们的头。榭莉光是这样就开心地绽放笑容。嗯，我也不觉得讨厌。

  　丁寧にヴァート父様のちんぽを舐めしゃぶる俺達の頭をラゼラナ母様が撫でてくれる。シェリーなんかはそれだけで嬉しそうに頬を綻ばせる。まあ、俺も悪い気はしない。

  

  「今天我也久违地加入吧。」

  「今日は久しぶりに私も混ざろうかしら」

  

  拉塞莱娜王妃边说边把脸凑了过来。瓦特王父的鸡鸡受到三面夹攻，开始抽搐抖动。

  　そう言いながらラゼラナ母様が顔を寄せてくる。３方から舌で責められ、ビクビクと痙攣を始めるヴァート父様のちんぽ。

  这么说来，我和拉塞莱娜王妃成了竿姐妹呢。

  　そう言えば俺、ラゼラナ母様と竿姉妹になったんだよな？

  

  『竿姐妹就是种姐妹吧？』

  『竿姉妹で種姉妹ですね？』

  『不要把普通的姐妹说成种姐妹啦。』

  『普通の姉妹を種姉妹とか言うんじゃねえよ』

  

  只有拉塞莱娜王妃的母亲不同，但就这层意义来说，我们三姐妹舔着同一根鸡鸡。不过，我们也是母女就是了。

  　ラゼラナ母様だけは母親が違うが、そういう意味では三姉妹で同じちんぽを舐めてるんだよな。まあ、母娘でもあるが。

  

  「你们三个今天也很可爱。我可以射在你们嘴里了吗？」

  「３人とも、今日もかわいいよ。そろそろお口に出してもいいかな？」

  

  不知何时醒来的瓦特王父这么说，摸了摸我们的头。

  　いつの間にか目を覚ましていたヴァート父様がそう言って俺たちの頭を撫でる。

  

  「「「好滴♡」」」

  「「「ふぁい♡」」」

  

  我们这么回答，同时张开嘴巴。瓦特王父朝着我们的嘴巴射出精液。

  　そう答えながら口を開く。そこめがけて精液を吐き出すヴァート父様。

  

  「啊，只有莱娜姐姐有好多，好奸诈！！」

  「あ、ラナねえさまだけいっぱいずるい！！」

  「是啊，也分给我们一点。」

  「そうね、私達にも分けて」

  

  或许是因为我在正中间，大部分的精液都射进了我的嘴里。拉塞莱娜王妃和榭莉轮流吸吮着精液。

  　真ん中に居たせいか、精液の大半は俺の口の中に放り込まれた。それをラゼラナ母様とシェリーが代わる代わる吸い取っていく。

  

  「噗哈♡嗯，好好吃♡」

  「ぷはっ♡ん、おいしっ♡」

  「啊——妈妈的比较多！！榭莉也分我一点！！」

  「あー、かあさまの方が多いっ！！シェリーにも頂戴！！」

  「好好好。」

  「はいはい」

  

  榭莉从拉塞莱娜王妃的嘴里抢走精液吸吮着。瓦特王父见状，鸡鸡又胀大了起来。

  　ラゼラナ母様の口から奪い取るように精液を啜るシェリー。それを見ていたヴァート父様のちんぽがムクムクと大きくなる。

  

  「榭莉，精液还有很多哦？」

  「シェリー、精液はまだいっぱいあるぞー？」

  「不要！我想要母亲大人的嘴里！！」

  「や！かあさまのお口の中のが欲しいの！！」

  

  但是，榭莉很干脆地拒绝了。瓦特森父亲明显露出失望的表情。

  　けど、あっさりシェリーに拒否される。明らかに落胆した様子のヴァート父様。

  

  「那、那么，莱娜？莱娜不会说不要吧？」

  「じゃ、じゃあ、ラナ？ラナは要らないなんて言わないよな？」

  「真拿你没办法……」

  「仕方がないなぁ……」

  「啊，榭莉果然也想要！！」

  「あ、やっぱりシェリーも欲しい！！」

  「榭莉！！」

  「シェリー！！」

  

  我一开始舔，榭莉似乎就羡慕起来，也跟着吸起了瓦特森父亲的鸡鸡。真是的，真拿她没办法。

  　俺が舐め始めると、羨ましくなったのかシェリーもヴァート父様のちんぽにしゃぶりついてくる。まったく、仕方がないなぁ。

  话说回来，瓦特森父亲也太高兴了吧。

  　というか、ヴァート父様も喜び過ぎだ。

  

  「哎呀，老公？难道没有我的份吗？」

  「あら、あなた？私にはないのかしら？」

  

  看吧，拉塞莱娜王妃冰冷的声音传来了。

  　ほら、ラゼラナ母様から底冷えのする声が聞こえてきただろ。

  

  「当、当然拉塞莱娜是第一啦！！」

  「も、もちろんラゼラナが一番だよ！！」

  「是吗，那就好。那我就不客气了。」

  「そう、それなら良かったわ。じゃあ、遠慮なく」

  「咕呜！？」

  「くぅっ！？」

  

  拉塞莱娜王妃以猛烈的气势进攻瓦特森父亲。榭莉……嗯，识相地闭嘴了。

  　すごい勢いでヴァート父様を責め立てるラゼラナ母様。シェリーは……うん、空気読んで黙ってるな。

  没过多久，瓦特森父亲就向拉塞莱娜王妃的嘴里吐出大量的精液。

  　程なくしてラゼラナ母様の口に大量の精液を吐き出すヴァート父様。

  如果是一如往常的话，接下来会给我和拉塞莱娜王妃各来一发，然后就去处理公务……

  　いつも通りならここから俺とラゼラナ母様に一発ずつ注いでから公務に……

  本来应该是这样的，但今天情况却不同。

  　というところだったんだが、今日は様子が違った。

  

  「陛下，大事不好了！！」

  「陛下、一大事です！！」

  

  门外传来士兵呼唤瓦特拉父亲的声音，而且听起来相当急迫。发生什么事了？

  　扉の向こうで兵士がヴァート父様を呼ぶ声がする。しかも、その声はかなり切羽詰まっているようだ。何事？

  

  「报告！约修玛圣教国的军队越过国境了！！」

  「ヨシュマ聖教国の軍が国境を超えてきたとの報告が！！」

  

  ……啊？

  　……は？

  意思是他们要侵略吗？

  　それって、侵略って事か？

  我连忙确认MAP。的确有红色的标记，看来是真的。

  　慌ててＭＡＰを確認する。確かに居るな、なんか赤いのが。

  

  『哦～～侵略得相当彻底呢。』

  『おー、かなりガッツリ侵攻してきてますねぇ』

  『是啊。』

  『だなぁ』

  

  MAP上显示有为数众多的士兵越过国境，正在进攻。确认情报后，发现他们显示为约修玛圣教国侵略军。错不了，是约修玛圣教国的军队。

  　ＭＡＰ上にはかなりの数の兵士が国境を超えて侵攻してきている様子が表示されている。情報を確認するとヨシュマ聖教国侵略軍と表示される。間違いない、ヨシュマ聖教国の軍隊だ。

  

  『我不太喜欢那个国家呢。』

  『あの国、あまり好きじゃないんですよねぇ』

  『毕竟他们信仰虚构的神明嘛。光是这样倒还好，他们还禁止人民信仰其他神明，把异教徒当成迫害的对象。』

  『あそこ、架空の神を信仰してるからなぁ。それだけなら良いんだけど、他の神を信仰するのを禁じてて、異教徒として迫害してるのがなぁ』

  『欺负信徒的国家，不可原谅！！』

  『信者達をいじめてる国なんて、許せませんよね！！』

  『哎，虽然你没有信徒就是了。』

  『まあ、お前の信者は居ないけどな？』

  『我、我被当成更上位的神明来敬拜哦！！』

  『わ、私はさらに上位の神として敬われてますから！！』

  

  不过，说奥露榭没有信徒也不太正确。人们姑且还是知道祂是创造神，也认为祂是信仰的众神之上的存在。只是因为就算祈祷，奥露榭也不会回应，所以没有信徒能称作教徒。就这层意义来说，奥露榭跟虚构的神没什么差别。

  　まあ、信者が居ない、というのは適切じゃない。一応、創造神とは認識されているし、信仰している神々の上位存在とは考えられている。ただ、祈ってもオルシェが応えないから教徒と呼べる者達が居ないだけだ。そういう意味では架空の神と大して変わらないよな、オルシェは。

  

  『啊——太过分了！！居然把奥露榭跟那种莫名其妙的神相提并论！！』

  『あー酷い！！あんなよくわからない神と一緒にするなんて！！』

  『全身穿着紧身衣，没有眼睛、鼻子、耳朵，连毛都没有的光滑脸孔？只有嘴巴对吧？』

  『全身タイツに目も鼻も耳も、ついでに毛も無いツルンとした顔だったっけ？口だけはあるんだよな？』

  『没错！！那几乎就是奔○人了嘛！！』

  『そうですよ！！ほとんどペ○シマンじゃないですか！！』

  『别说是奔○人。祂姑且还是有长翅膀的吧？』

  『ペ○シマン言うな。一応、翅が生えてるだろ？』

  『不然就是飞○人了！！』

  『じゃなきゃフェ○トゥ○ですよ！！』

  『呃，虽然的确很像啦！』

  『いや、確かに似てるけどさ！？』

  

  再继续下去就危险了，还是别说了。

  　これ以上は危ないな、止めておこう。

  总之，现在就是那些家伙攻过来了吧？这不是很严重吗！！

  　ともかく、今はそんな連中が攻めてきてるんだよな？大事じゃねえか！！

  

  「你们就待在这里。」

  「お前たちはここに居ろ」

  

  瓦特父亲说完就离开了房间。不过，我实在没办法放着这个状态不管。

  　そう言ってヴァート父様が部屋を出ていく。けど、流石にこの状態を放っておくわけには行かないよな。

  

  「我、我去一下厕所……」

  「ちょ、ちょっとトイレ……」

  

  我这么说完就冲进厕所。这里的话就能一个人独处了。就算偷偷溜出去也不会被发现。

  　そう言ってトイレに駆け込む俺。ここなら１人になれる。こっそり抜け出してもバレないからな。

  

 
  第１８話：侵略軍

  第18话　侵略军

  「讨伐约修玛神的敌人！！」

  「ヨシュマ神の敵を討て！！」

  「别让侵略者越雷池一步！！」

  「侵略者を寄せ付けるな！！」

  

  国境边缘的堡垒已经开战了。

  　すでに国境沿いの砦では戦いが始まっていた。

  约修玛圣教国位于亚修鲁特王国西边。话虽如此，国境线南侧是河川，而且溪谷深邃，水流湍急，因此实质上只有西北部接壤。国境没有墙壁之类的屏障，相对地沿着国境线设置了数座堡垒。

  　ヨシュマ聖教国はアッシュロフト王国の西にある国だ。と言っても国境線の南側は川で、しかも渓谷が深く流れが急なため実質接しているのは北西部のみだが。国境に壁の類いは無く、その代わりに国境線に沿っていくつかの砦が設置してある。

  这次被攻打的是通往王都街道上的堡垒，看来对方打算直接直捣王都。

  　今回攻められているのは王都への街道沿いにある砦だ。どうやら直接王都を狙おうというつもりらしい。

  

  『那么，要歼灭他们吗？』

  『で、殲滅するんですか？』

  『不，那边交给军队。』

  『いや、そっちは軍に任せる』

  

  攻打堡垒的士兵很多，但就地形上来说，无法全部用来攻打堡垒。而且，既然进攻的地点有限，数量就失去了意义，只能被迫逐次投入战力。只要花点时间，王都的援军也会赶来，因此没必要对付他们。

  　砦を攻めている兵士は多いが、地形上その全てで砦を攻めることはできない。そして、攻める場所が限られてしまえば数は意味をなさない。ただただ戦力の逐次投入を強いられるだけだ。時間をかければ王都からの援軍も来る。なので、こちらを相手にする必要はない。

  问题在于绕过最北堡垒的部队。这边尚未被王国军发现，堡垒规模小，驻留人数也少。这样下去，那座堡垒可能会被从背后奇袭攻陷。

  　問題は最北の砦を迂回している部隊の方だ。こちらはまだ王国軍には発見されておらず、砦は小規模で駐留している人数も少ない。このままだと背後からの奇襲でそっちの砦が落とされる可能性がある。

  再加上行进路线上的村庄正遭受袭击，实在不能置之不理。

  　その上、進路上にある村が襲撃を受けている。放置は流石にできない。

  

  「规模大概是中队吧。」

  「規模は中隊ってところか」

  

  圣教国的军队驻扎在村子外头，不过有十名干部等级的人马占据了村子中央的广场。广场中央聚集了五名左右的女性，年龄从二十岁到十岁不等，而且所有人都赤身裸体。

  　聖教国の軍は村の外に駐屯していた。だが、幹部クラスの１０人程度が村の中央の広場に陣取っている。その中央には５人ほどの女性が集められていた。上は２０歳から下は１０歳。しかも、みんな裸だ。

  

  『是SENKA吗？』

  『ＳＥＮＫＡですかね？』

  『你干嘛那么开心啊？』

  『なに嬉しそうにしてんだよ』

  『因为是强暴啊，强暴！！』

  『だってレイプですよ、レイプ！！』

  『喂，你这样太差劲了吧！？』

  『最悪だな、おい！？』

  

  奥露榭就先放着不管吧。强暴实在不能坐视不管。如果是沦为俘虏的军人，那也就无可奈何，但他们只是普通人，我得介入才行。

  　オルシェは一旦放っておこう。流石にレイプは見過ごせない。捕虜になった軍人とかなら仕方ないが、彼らは一般人だ。介入するぞ。

  对方持有武器，要是随便给他们时间，他们可能会挟持村民当人质。必须一口气打倒他们。

  　相手は武器を持っている。下手に時間を与えれば村人を人質にされかねない。まとめて倒す必要があるな。

  

  『神罚。』

  『神罰』

  

  也就是说，神罚是最适合的。从天而降的闪电烧灼恶徒们。我的神罚可以进行细微的控制，跟某人粗枝大叶的神罚不同。

  　つまり神罰が最適だ。天から稲妻が降り注ぎ悪漢達を焼く。俺の神罰は細かなコントロールが可能だからな。大雑把な誰かさんの神罰とは違う。

  

  『啊——！！你又说我尿裤子了对吧！？』

  『あー！！またおもらしって言いましたねっ！？』

  『发生的现象跟尿裤子的时候一样吧？』

  『起きてる現象は漏らした時と一緒だよな？』

  『好过分！？』

  『酷いっ！？』

  

  算了，先不管奥露榭尿裤子的事。

  　まあ、オルシェのおもらしは置いておいて。

  看到广场落雷的军队开始行动，打算闯进村子。不过，我可不能让他们得逞。

  　広場の落雷を見た軍が動き出す。村に押し入ってくるつもりだな。けど、それをやらせるわけにはいかないな。

  

  『神……』

  『神ば……』

  『啊——！！请等一下！！』

  『あー！！ちょっと待って下さい！！』

  『……干嘛？』

  『……なんだよ』

  

  我正打算实行神罚，奥露榭就慌慌张张地阻止我。有什么问题吗？

  　俺が神罰を実行しようとしたら慌ててオルシェが止めてきた。何か問題でもあったか？

  

  『里面有两个幼女，请排除她们。』

  『中に２人ほど幼女が居ます。対象から外してください』

  『喂。』

  『おい』

  『怎么可以杀害幼女呢？』

  『幼女を殺すなんてとんでもない』

  『呃，你的话乍听之下很正经，但对方可是侵略军哦。那些幼女也不是俘虏吧？』

  『いや、言ってる事は一見まともだけど、相手は侵略軍だからな？その幼女も捕虜とかじゃないだろ？』

  『就算是这样，幼女和正太也不行。不过，这次没有正太就是了。』

  『それでも幼女とショタっ子はだめです。まあ、今回はショタっ子居ませんけど』

  『你这个没用女神。』

  『この駄女神め』

  

  话虽如此，杀害孩童的确会让我良心不安。就排除她们吧。

  　とは言え、たしかに子供を殺すのは寝覚めが悪い。対象から外すか。

  

  『我早就料到会有这种事，所以事先写好了幼女保护程序。』

  『こんな事もあろうかと幼女保護プログラムを組んでおきました』

  『你是不是把这种热情用在经营世界上会比较好？』

  『お前はもう少しその情熱を世界運営に向けた方が良いんじゃないか？』

  『为了保护幼女和正太，我会努力的哦。不过仅限于美形。』

  『幼女とショタっ子を守るためならがんばりますよ？ただし美形に限る』

  『糟透了！』

  『最悪だ！？』

  

  真是的，我无法理解为什么我被当成邪神，这家伙却被晾在一旁……是因为这家伙在里头吗？

  　ホント、こいつを差し置いて俺が邪神扱いされているのが解せないな。……こいつが中に入ってたからか。

  

  『里面没有人哦。』

  『中に人なんか居ませんよ？』

  『因为没用女神不是人。』

  『駄女神は人じゃないからな』

  『请不要加上没用两个字啦！』

  『駄を付けるのは止めてくださいよ！！』

  『你给我好好反省自己平常的言行。』

  『自分の普段の言動を省みやがれ』

  『唔唔唔……』

  『ぐぬぬ……』

  

  好了，就在我们这么一来一往的时候，圣教国的军队毁灭了。看来对方的神并没有保护他们。

  　さて、そうこうしているうちに、聖教国の軍は壊滅した。向こうの神は守ってはくれなかったみたいだな。

  

  『毕竟祂是妄想中的神嘛。』

  『まあ、妄想上の神ですからねぇ』

  『别说是妄想啦。』

  『妄想言うなよ』

  『信者得救哦，脚。』

  『信じる者は掬われるんですよ、足を』

  『那句话是回力镖哦。』

  『それ、ブーメランだぞ？』

  『我、我才没那么过分……』

  『わ、私はそんな酷いことは……』

  『没那么过分？』

  『してない、と？』

  『♪～（´ε｀）』

  『♪～（´ε｀）』

  

  算了，奥露榭的恶行就先搁着吧。

  　まあ、オルシェの悪行については置いておこう。

  在因神罚而倒地的士兵们中，有两个人还有生命反应。我朝那里转移过去。

  　神罰で倒れ伏した兵士たちの中に生命反応が２つ。そこを目指して転移する。

  

  『她们在厕所里。』

  『トイレのなかにいる』

  『怎么突然说这个？』

  『なんだいきなり』

  『没有，说到转移，这是惯例吧。』

  『いえ、転移と言えばお約束かな、と』

  『不是石头？』

  『石じゃなくて？』

  『不是石头。』

  『石じゃなくて』

  『不需要那种惯例。』

  『そんなお約束は要らん』

  

  倒不如说，她们至今为止都待在厕所里才对。因为神罚也能远距离发动嘛。不过，这就先搁着吧。

  　むしろ今までトイレの中に居た、という方が正しいが。神罰は遠隔でも発動できるからな。まあ、それは置いておこう。

  那么，留在战场上的还有少女骑士和……巫女？

  　さて、戦場に残っていたのは少女騎士と……巫女？

  

  『是巫女吗？太好了，骑士是处女哦！』

  『巫女、ですかねぇ？やった、騎士の方は処女ですよ！！』

  『照你这种说法，巫女好像不是处女？』

  『その言い方だと巫女の方は処女じゃないみたいだが？』

  『不是处女呢。这个巫女好像睡过很多男人哦。』

  『非処女ですね。随分と男を咥え込んでるみたいですよ、この巫女』

  『真的假的……』

  『マジか……』

  『你看，称号是处男杀手。』

  『ほら、称号に童貞殺しが』

  『真的假的啊～』

  『まじかー』

  

  顺带一提，她们并没有穿着那套衣服。为了保险起见，我只让她们吞下而已。

  　ちなみに、例の服を着ていたりはしない。念の為。ただ単に咥え込みまくってるだけだ。

  不过，在这个世界，六岁左右就会有初体验，所以不是处女也没什么好奇怪的，但处男杀手就……不符合巫女的形象啊。

  　まあ、この世界だと６歳前後で初体験するから処女じゃないのは別におかしくはないんだが、童貞殺しはなぁ。巫女のイメージには合わないな。

  

  『不过，在榭菈小姐的世界里，步行巫女基本上都是非处女吧？』

  『まあ、シエラさんの世界でも歩き巫女とかは普通に非処女がデフォですし？』

  『是女忍者的那个吗……』

  『くノ一のアレか……』

  『这么一想，巫女的正装应该是全裸才对吧？』

  『そう考えると巫女の正装は全裸が正しいですかね？』

  『又不是NINJA。穿衣服会降低防御力吧。』

  『ＮＩＮＪＡじゃねえよ。服着ると防御が下がるやつだろ、それ』

  『不行吗？』

  『駄目ですかね？』

  『不行吧？』

  『ダメダヨ？』

  『至少榭菈小姐的巫女可以。』

  『シエラさんの巫女だけでも』

  『当然更不行啊！！』

  『もっと駄目に決まってるだろうが！！』

  

  真是的，奥露榭还是一样不能大意。这家伙是打算像这样把我变成邪神吧。

  　ったく、オルシェは相変わらず油断ならねえ。こうやって俺を邪神にするつもりなんだからな、こいつは。

  

  『比起那个，这些女孩该怎么办呢？』

  『それよりも、この娘たち、どうするんですかねー？』

  『呃，作为俘虏……』

  『いや、捕虜として……』

  『你打算怎么说明？』

  『どう説明するつもりですか？』

  『……我本来打算歼灭她们，所以没想过这个问题。』

  『……殲滅するつもりだったから考えてねぇんだよ』

  

  带回城里当然不成问题，话虽如此，也不能把她们留在这里。

  　城に連れて帰るのは問題外だが、かと言ってここに残していくわけにもいかないしなぁ。

  

  『那就强奸她们吧。』

  『じゃあ、レイプしましょう』

  『为什么啊！？』

  『なんでだよ！？』

  『既然是俘虏，强奸也没关系吧？你这么说过吧？』

  『捕虜ならレイプしても良いんですよね？言ってましたよね？』

  『呃，我是说过啦……』

  『いや、言ったけどさぁ……』

  

  但我没想过要强奸。

  　俺がレイプするのは想定してねえ。

  

  『应该说，那是奥露榭的兴趣吧。』

  『というか、オルシェの趣味だろ、それ。』

  『只要让她们堕落成眷属，带回城里也没问题吧。』

  『快楽堕ちさせて眷属にしてしまえば連れ帰っても問題ないじゃないですか』

  『回答我的问题。』

  『俺の質問に答えろ』

  『嗯，是我的兴趣。』

  『まあ、趣味ですが』

  

  「果然啊。是说，我才不想收眷属呢。」

  　やっぱりか。というか、眷属とか抱え込みたくねえよ。

  

  『那就没办法了。不然，就把他当成敌兵卖给奴隶商人吧。』

  『仕方ありませんね。じゃあ、敵兵として奴隷商人に売ってしまいましょう』

  「那样也不太好吧？」

  『それはそれでどうなんだ？』

  『不是刚好有个奴隶商人吗？』

  『居るじゃないですか、丁度いい奴隷商人が』

  「啊，那个啊……」

  『あー、あれか……』

  

  嗯，是没错，影写身上就有奴隶商人。不过，那是为了和平地收购奴隶而准备的，不是用来做这种用途的。

  　うん、まあ、写し身に居るけどさ、奴隷商人。けど、アレは穏便に奴隷を買い取るために用意したのであって、こういう用途じゃないんだけどなぁ。

  

  『如果还有其他方法，那倒没关系。』

  『他に手があるなら良いですけど？』

  「嗯，不过这是最轻松的方法了。」

  『まあ、一番楽ではあるんだよなぁ』

  『这样就能看到酷杀的场面了。』

  『これでクッ殺が見れますね』

  「我就知道你会这么说。」

  『どうせそんな事だろうと思ったよ』

  

  话虽如此，我也想不出其他好方法。没办法，就用奴隶这个方案吧。

  　とは言え、他に良い手が思いつかないのも事実なんだよな。仕方ない、奴隷案で行くか。

  

 
  第１９話：腹筋はなにも悪くない

  第19话　腹肌一点错都没有

  既然方针已经决定，我便重新转向因为失禁而腿软的两人。

  　方針も決まったので、改めておもらしして腰を抜かしている２人に向き直る。

  

  「约修玛大人，为什么您不救我呢！！约修玛大人！！」

  「ヨシュマ様、なぜ助けてくださらないのですか！！ヨシュマ様ぁ！！」

  「唔，别过来，怪物！！」

  「くっ、寄るな、化け物！！」

  

  嗯，真是典型的反应。

  　うん、テンプレだな。

  问题是，向神祈祷的是骑士，讲话难听的是巫女。这是怎么回事？

  　問題は、神に祈りを捧げているのが騎士で、口が悪いのが巫女って事だが。どういう事なの？

  

  「我、我相信你们的神！！所以救救我吧！！」

  「お、お前たちの神を信じる！！だから助けてくれ！！」

  「等一下，巫女大人！？约修玛神的巫女可以做这种事吗！？」

  「ちょっ、巫女様！？ヨシュマ神の巫女がそんな事でいいんですか！？」

  「吵死了！！巫女这种东西，终究只是舔假神官鸡鸡的工作，也就是性处理人员！！面对真正的神，怎么可能有什么作为！！」

  「やかましい！！巫女なんて所詮は似非神官のちんぽを舐めるのが仕事なだけの性処理係じゃねえか！！本物の神相手に何かできるわけ無いだろ！！」

  「巫女大人！！不、不是鸡鸡，是圣根才对！！」

  「巫女様！！ち、ちんぽではなく聖根ですよ！！」

  

  这样好吗，巫女？还有，骑士订正的地方也不对吧。

  　それで良いのか巫女。あと、騎士も訂正するのそこじゃない。

  话说回来，约修玛教竟然用那种名字称呼神官的鸡鸡，没问题吗？

  　というか神官のちんぽの事をそんなアレな名前で呼んでるんだな、ヨシュマ教。大丈夫か？

  ……啊，跟我们家主神没什么两样嘛。

  　……あ、うちの主神も大して変わらないか。

  

  『太过分了！？』

  『酷いっ！？』

  『不然，你要怎么称呼？』

  『じゃあ、お前ならなんて呼ばせるんだ？』

  『咦？呃，性剑・王者之剑……之类的吧？』

  『え？えっと、性剣エクス・カリ・バー……とかですかね？』

  『好，同罪。不如说罪更重。王者之剑是什么鬼？』

  『はい、同罪。むしろ、もっと罪が重いわ。なんだよエクス・カリ・バーって』

  『为什么！？这名字不错啊！！无罪！！』

  『何故っ！？いい名前じゃないですか！！無罪ですよ！！』

  『哪里是啊。不如说，真亏你敢以为这样就能被原谅呢？』

  『どこがだよ。むしろ、よくそれで許されると思ったな？』

  

  这个没用的女神真是的。

  　まったくこの駄女神は。

  算了，现在要讨论的是这两个人的处置。先把没用的女神放到一边吧。

  　まあ、今はこっちの２人の処遇の話だ。駄女神は一旦脇に置いておこう。

  呃，巫女是顺从，骑士是反抗。那么……

  　えっと、巫女は恭順、騎士は反抗、と。

  

  「喂，你也不想被杀的话就快道歉！！」

  「おら、おめーも殺されたくなかったら謝れ！！」

  「我、我才不要！！与其被异教徒玷污，我宁愿……」

  「い、嫌ですよ！！異教徒に汚されるくらいならいっそ……」

  「有什么关系，这可是舍弃处女之身的好机会哦？」

  「良いじゃねえか、処女捨てるいい機会だぞ？」

  「处、处女之身是要献给重要的人……」

  「しょ、処女は大切な人に……」

  

  就在我们交谈的时候，两人在我们眼前开始争吵。

  　そうこうしているうちに目の前で言い争いを始める２人。

  话说回来，在这个世界，会想守护处女之身的人还真稀……

  　というか、処女を守るとかこの世界じゃ珍し……

  

  「少骗人了，你只是被前未婚夫看到腹肌，结果被吓到而已吧？我可是知道的哦，那个在见面时因为腹肌而让小鸡鸡萎缩，最后撕毁婚约的软脚虾家伙的传闻，就是指你的前未婚夫吧。」

  「嘘つけ、元婚約者に腹筋見られてドン引きされただけじゃねえか。知ってるぞ、顔合わせの時に腹筋でちんぽ萎えて婚約破棄したフニャチン野郎の噂、お前の元婚約者の事だろ」

  「你、你为什么会知道！？」

  「な、なんで知ってるんですか！？」

  

  ……南无阿弥陀佛。

  　……南無。

  然后就因为拒绝性教育，而把处女之身给憋坏了啊，真可怜。我是觉得腹肌很棒啦。

  　それで性教育拒否して処女を拗らせたのか、かわいそうに。俺は良いと思うんだけどなぁ、腹筋。

  

  『咦？榭菈小姐是腹肌控吗？』

  『あれ、シエラさんって腹筋フェチですか？』

  『不，虽然不是那样，但你不觉得那样也挺不错的吗？』

  『いや、別にそういうわけじゃないけど、それはそれで有りだと思わねえ？』

  『嗯，以反差萌来说是可行的吧？……不过仅限于贫乳。』

  『まあ、ギャップ萌え？としてはアリですかねー？……ただし貧乳に限る』

  

  哦、哦哦，别执着于这点。算了，胸部的话题就先放一边吧，绝对会离题的。我可是从拉塞莱娜女王身上学到了教训。

  　お、おう。拘るな、そこ。まあ、胸の話は置いておこう。絶対脱線する。俺はラゼラナ母様で学んだんだ。

  

  「你们差不多讨论出结论了吧？」

  「そろそろ話はまとまったか？」

  

  我向持续争论的两人问道。不过就算没有结论，也确定要沦为奴隶就是了。

  　言い争いを続ける２人にそう訊く。まあ、纏まってなくても奴隷堕ちは確定なんだがな。

  

  「嗯，决定了。我们两个要当性奴隶，所以饶我们一命吧。」

  「ああ、決まったぜ。アタシら２人、性奴隷になるから命は助けてくれ」

  「为什么只限定性奴隶啊？」

  「なんで性奴隷限定なんだよ」

  

  一般来说不是战争奴隶或犯罪奴隶吗？

  　普通は戦争奴隷か犯罪奴隷じゃないのか？

  

  「啊？因为咱们绝对会被国家舍弃吧？那个国家不可能会付赔偿金的。」

  「あ？だって、絶対ウチら国に切り捨てられるだろ？あの国が賠償金なんて払ってくれるわけねーし」

  「巫女大人，注意你的用词！」

  「巫女様、言い方！？」

  「你不也是因为碍事才会被丢进这种任务里吗？」

  「おめーだって厄介者だからこんな任務に放り込まれたんじゃねえか」

  「这、这个……」

  「そ、それは……」

  

  啊～原来如此，意思是就算失败了也无所谓吗？

  　あー、なるほど、失敗するなら失敗しても、という事か。

  

  『哎，大概就是肉盾吧？虽然被保护的人被榭菈小姐轻松地烧成焦炭就是了。』

  『まあ、肉の壁要員ですかねー？守られる方はシエラさんにあっさり消し炭にされてますケド』

  『啊～好像有个家伙带着奇怪的魔道具？』

  『あー、なんか変な魔道具持ってるやつ居たな？』

  『是攻城兵器吧。虽然坏掉了。』

  『攻城兵器ですよね。壊れましたけど』

  『……太脆弱了。』

  『……脆すぎるんだよ』

  

  谁想得到会被一发雷电打坏啊？

  　まさか雷一発で壊れるとは思わないじゃん？

  我望向巫女身后冒着烟的魔道具。顺带一提，持有者被我插在嘴里，化为了焦炭。我本来以为他没参加广场上的轮奸，结果他正在享受巫女的滋味。

  　と、巫女の背後で煙を噴いてる魔道具を見る。ちなみに、その持ち主は巫女の口の中にちんぽ突っ込んだまま消し炭になりました。広場のレイプに参加してないと思ったら巫女でお楽しみ中だったらしい。

  

  「而且你也看到了吧，我们国家的神官怎么可能有本事把我们烧成焦炭，只留下我们两个？」

  「それに見たろ、ウチらだけを残して消し炭にするなんて芸当、国の神官共にできるか？」

  「这、这个……」

  「そ、それは……」

  「那不是他们的冒牌神具，而是真正的神力。反抗他们只是白费力气」

  「アイツラの似非神具じゃねえ、本物の神の力だ。逆らうだけムダムダ」

  「的、的确……」

  「た、たしかに……」

  「不，这不能成为成为性奴隶的理由」

  「いや、それ性奴隷になる理由になってないし」

  

  虽然差点被她糊弄过去，但问题在于性奴隶。奥露榭原本就打算这么做，但我可不打算啊？

  　うっかり流されかけたけど、問題は性奴隷の話だ。オルシェは元からそのつもりだったけど、俺はそうじゃないからな？

  

  「毕竟我除了性爱之外一无是处，这家伙除了腹肌之外也一无是处吧？」

  「だって、アタシはセックスくらいしか取り得ないし。こいつも腹筋くらいしか取り得ないだろ？」

  「好过分！？」

  「酷いっ！？」

  

  ……再怎么说也不至于只有腹肌吧？

  　……流石に腹筋だけって事はないだろ？

  

  「毕竟，你是处女嘛」

  「だって、処女じゃん」

  「处女更不可能成为性奴隶啊！？」

  「処女なら余計に性奴隷とか無理ですよっ！？」

  「没事的，只有第一次会痛」

  「大丈夫、痛いのは最初だけだって」

  「你在说什么啊！？」

  「なに言ってるんですかねっ！？」

  

  ……怎么说呢，我有点同情这个骑士了。

  　……なんだろう、ちょっとこの騎士に同情してしまった。

  

  『快让他成为性奴隶吧！！让他说出“明明是处女却从一开始就很有感觉”这种话吧！！』

  『早く性奴隷にしましょうよ！！“処女なのに最初から感じちゃう”とか言わせましょうよ！！』

  『……真可怜』

  『……かわいそうに』

  『可怜？』

  『かわいそう？』

  『我是在骑士和你的脑袋之间做取舍啦。你自己想清楚。』

  『騎士が可哀想なのとお前の頭が可哀想なのをかけたんだよ。わかれよ』

  『太过分了！？』

  『酷い！？』

  

  过分的是你的思考吧？

  　酷いのはお前の思考だろう？

  不过，再这样下去村民会来查看情况。总之先移动到奴隶商人的所在处吧。

  　とはいえ、このままだと村人が様子を見に来るな。とりあえず奴隷商人の所に移動するか。

  

 
  第２０話：その音は要らねえ！？

  第20话　那个声音不需要吧！？

  「什么，这、这里是！？」

  「な、こ、ここはっ！？」

  

  骑士被瞬间改变的景色吓了一跳。嗯，看到他吓一跳，我做这些事也值得了。巫女则是一副「这点程度的事，我当然办得到」的表情，看起来并不惊讶。

  　一瞬で変わった景色に驚く騎士。うん、驚いてくれるとやりがいがあるよな。巫女の方は驚いた様子はない。それくらいはやるだろうって顔だ。

  这里是位于王都的奴隶商人店铺的其中一间房间，是我们进行奴隶买卖时使用的房间。不过，我只有在第一次见面时来过这里。

  　ここは王都にある奴隷商人の店の一室。俺達が奴隷売買をする際に使う部屋だ。まあ、俺は最初の顔見せの時に来たっきりだがな。

  

  「嗨，榭菈大人。您会来这里，表示需要我的力量对吧？」

  「やあ、シエラ様。ここに来たって事は僕の力が必要って事で良いのかな？」

  

  一名少女感应到我的来访，走进了房间。帕鲁・艾尔贝里多，是我的分身之一，也是个新锐奴隶商人。年龄是十五岁，现在是假想人格。哎呀，我实在不想演独角戏啊。

  　俺の来訪を感知し、一人の少女が部屋に入ってくる。パル・エルベリド。俺の写し身の１人にして新進気鋭の奴隷商人だ。年齢は１５歳、今は仮想人格が入っている。いや、流石に一人芝居はしたくねえんだよ。

  

  「是啊，我想把这两人当成奴隶卖掉……不过需要经过各种手续，就先寄放在这里吧。」

  「ああ、この２人を奴隷として売りたいんだが……色々と手順が必要でな。一旦ここで預かってくれ」

  

  名义上，我打算说我们抓到了别国的间谍，为了进行盘问，所以将他们奴隶化。不过，为此我必须以公主的身份造访这里。因为之后的处理会留下官方纪录，如果直接在这里处理，就会和我刚才在厕所里的状况产生矛盾。

  　一応、名目としては他国の工作員を捕縛したという話で行くつもりだ。尋問のために奴隷化処理をする、という話だな。けど、そのためには王女としてここを訪れる必要がある。なぜなら、この後の処理は公式記録に残るからだ。このままここで処理をすると俺がトイレの中に居たという状況と齟齬が出てしまう。

  因此，我必须先回厕所一趟。我对两人施加拘束魔法后，回到厕所。

  　と、言うわけで一旦トイレに戻らないといけない。２人に拘束魔法を施してトイレに戻る。

  

  『我在厕所里。』

  『トイレのなかにいる』

  『呃，每次转移都不需要那种旁白啦。』

  『いや、転移の度にそのナレーション要らないから』

  

  我吐槽奥露榭的捣乱，然后走出厕所。是不是待太久了？

  　オルシェの茶々入れにツッコミを返して、トイレを出る。ちょっと長居し過ぎたかな？

  我心想「不在的事应该没穿帮吧」，于是看向在外面待命的女仆……

  　不在はバレてないよな、と思って外で控えていたメイドの方を見ると……

  

  「那个，莱娜公主。那种事请您稍微压低声音……」

  「その、ラナ姫様。ああいった事はもう少し声を抑えていただければ……」

  「咦？」

  「へ？」

  

  女仆迅速凑过来，对我耳语。这是怎么回事？

  　すすっと寄って来て、そう耳打ちするメイド。どういう事だ？

  

  『为了避免被怀疑，我有好好播放自慰的声音。』

  『怪しまれないようにちゃんと自慰の音を流しておきました』

  『那可不是厕所用的拟声词哦！？』

  『トイレ用擬音じゃねえんだぞ！？』

  

  这不是反效果吗！！

  　逆効果じゃねえか！！

  

  『可是，不在的事没有穿帮哦？毕竟我有好好使用榭拉小姐自慰时的声音。』

  『でも、不在はバレませんでしたよ？ちゃんとシエラさんが自慰してる時の音声を使いましたし』

  『多管闲事！？』

  『余計なお世話だっ！？』

  『嗯咿！？』

  『んひぃっ！？』

  

  奥露榭这家伙，之后给我记住。我一边将神力送进子宫内的神力式跳蛋稍微惩罚她，一边在心里发誓，之后要好好地训她一顿。

  　オルシェめ、後で覚えてやがれ。ひとまず子宮内の神力式ローターに神力を送って軽くお仕置きしつつ、後で改めてしっかりとお説教しようと固く心に誓う。

  

  好了，因为奥露榭的关系，话题偏移了不少，回到正题吧。我回到房间时，第一报已经传来了。由于来自背后的奇袭消失，圣教国判断作战失败，开始撤退。王国军也已经开始撤退，父亲大人似乎会留下最低限度的部队，然后返回。这样我就放心了。

  　さて、オルシェのせいでだいぶ脱線したが、本題に戻ろう。俺が部屋に戻ると既に第一報が届いていた。背後からの奇襲が無くなったため、聖教国は作戦失敗と判断して撤退を開始したらしい。王国軍も既に撤収を始めていて、最低限の部隊を残して父様も帰還するようだ。これでこっちは一安心だな。

  外出限制也顺利解除，我大摇大摆地来到街上。当然有护卫跟着，司妲莉亚也在。

  　無事に外出制限も解除されたので大手を振って街に出る事ができる。もちろん護衛は付くが、そこはスターリアが居るからな。

  

  「我收到抓到间谍的报告了……」

  「間諜を捕らえたとの報告がありましたが……」

  「是！奴隶商人的店里已经做好施术的准备。」

  「はっ！奴隷商人の店にて施術の準備は整っております」

  

  虽然是场闹剧，但这种对话是必要的。我假装从司妲莉亚那里收到报告，前往帕鲁的店。那里有刚才见过的巫女和骑士，当然已经让他们无法说话了。

  　茶番だが、こういうやり取りは必要だ。スターリアから報告を受けている体でパルの店に向かう。そこには先程ぶりの巫女と騎士が居た。もちろん言葉は喋れないようにしてある。

  不过巫女看起来没有反抗的意思。

  　まあ、巫女の方は逆らう気は無さそうだけどな。

  

  「巫女是莱菲丽丝，骑士是米兰达・艾尔尼斯，年龄都是八岁。」

  「巫女がラフィリス、騎士がミランダ・エルイスだそうです。年齢は共に８歳」

  「巫女没有姓氏呢。」

  「巫女に名字は無いのですね」

  「嗯，因为我是孤儿出身的性处理巫女。」

  「まあ、アタシは孤児上がりの性処理巫女だからな」

  「嗯嗯——！！嗯嗯嗯！！」

  「んんーっ！！んんんっ！！」

  

  我只让巫女……莱菲丽丝的嘴巴能够张开说话。她非常配合，所以应该没问题。她也老实地回答了我的问题。骑士……米兰达则继续被绑着嘴巴。这家伙必须在缔结奴隶契约之后才能松绑，否则不知道会说出什么话来。

  　巫女……ラフィリスの方だけ口を開放して喋れるようにしてやる。彼女は非常に協力的だから問題はないだろう。俺の質問にも正直に答えている。騎士……ミランダの方は猿轡を噛ませたままだ。こいつは奴隷契約の後じゃないと駄目だな。何を喋るかわかったもんじゃない。

  

  「那么，我该怎么做才好？」

  「それで、アタシは何をすれば良いんだ？」

  「你们必须先成为公主殿下的奴隶。」

  「お前達はまず、姫様の奴隷になってもらう」

  

  审问敌兵之际，将对方收为王族的奴隶是我们这里的惯例。身为公主的我成为主人，这一点没有问题。不过，实际的管理是由军方进行就是了。这次则是交给被认定为御用店铺的帕尔的店家。

  　敵兵の尋問を行う際に王族の奴隷にするのはうちの慣例だ。姫である俺が主となる事に問題はない。まあ、実際の管理は軍なりで行うんだけどな。今回は御用達に認定されているパルの店に任せる事になっている。

  我在莱菲丽丝和米兰达身上刻下奴隶印记，再以神圣魔法束缚她们的灵魂。这个魔法本身是普遍使用的魔法，所以由我来使用也没有问题。只不过，神圣魔法使用的奴隶纹涂料是由国家管理，因此必须留下纪录。

  　ラフィリスとミランダに奴隷の印を刻み、神聖魔法でその魂を縛る。この魔法自体は一般的に使われるものなので俺が使っても問題ない。ただ、神聖魔法に使用する奴隷紋の塗料は国の管理なので、記録をつける必要がある。

  

  「没问题，确实缔结了奴隶契约。」

  「問題ないよ。ちゃんと奴隷契約は出来てる」

  

  刻在子宫附近的奴隶纹开始发出淡淡的光芒。如同帕尔的确认，这是奴隶契约完成的证明。这下子，两人都成为我的奴隶了。

  　子宮の辺りに刻んだ奴隷紋が淡く光を放ち始める。パルが確認した通り、奴隷の契約が完了した証だ。これで２人共俺の奴隷になったわけだ。

  接着，我将限定管理权限赋予帕尔。因为我想把两人的处置全权交给帕尔处理。

  　続けて限定管理権限をパルに与える。２人の扱いはパルに丸投げするつもりだからな。

  

  「唔，杀了我！！」

  「クッ、殺せ！！」

  

  米兰达确认契约成立后，一脸不甘心地这么说。虽说契约限制了能说的内容，但没想到她一开始就这么说。

  　契約が成立した事を確認したミランダが悔しそうにそう言う。契約で喋れる内容を制限しているとは言え、最初がそれとはな。

  

  『榭菈小姐榭菈小姐，刚刚那句话得分很高哦！！』

  『シエラさんシエラさん、今のは得点高いですよ！！』

  

  奥露榭当然非常开心。你真的很喜欢这种事耶。

  　当然、オルシェは大喜びだ。ホントこういうの好きだよな、お前。

  不过，要是她一直这么叛逆，我也会很伤脑筋。就算交给帕尔处理，这种奴隶也很难应付。毕竟必须随时用奴隶纹监视，根本无法放松。在军中管理时，会由复数人轮流负责，但那也仅限于拥有重要情报的奴隶。大部分的奴隶都会被处死，或是迅速用交换人质或赎金的方式解决。」

  　けど、いつまでもこう反抗的で居られても困るんだよな。パルに任せるにしてもこういう奴隷は扱いに困る。常々奴隷紋で監視していなければならないのでは気が休まらないからな。軍で管理する場合は複数人が交代で当たるんだが、それも重要な情報を持ってる場合だけなんだよな。大抵は処刑するかさっさと人質交換なり身代金なりで解決してしまう。

  

  『那样太浪费了！！』

  『そんなもったいない！！』

  

  奥露榭看穿了我的心思，出声抗议。呃，就算你这么说，我也很为难啊。话虽如此，这些家伙知道我的许多秘密，不能放她们走。而且她们作为人质的价值也不高，所以无法期待赎金或交换人质。处死她们又有点……毕竟当初是为了什么才救她们的？这下子就尴尬了。

  　そんな俺の心の内を読んだオルシェが抗議する。いや、お前の都合で言われてもなぁ。とは言え、こいつらは色々と俺の秘密を知っている。解放するわけにもいかないんだよな。それに、人質としての価値も少ないので身代金も人質交換も見込めないしな。処刑するのは、流石にちょっと。なんのために助けたのかって話にもなるしな。

  

  「欸，我有个提议。」

  「なあ、ちょっと提案があるんだが」

  

  正当我思考着该怎么办时，莱菲丽丝请求发言。看来她似乎有什么想法。

  　どうしようかと思案していたら、ラフィリスが発言の許可を求めてきた。どうやら何か考えがあるらしい。

  

  「这家伙的调教，可以交给我吗？」

  「こいつの調教、アタシに任せてくれないか？」

  「……啊？」

  「……は？」

  「其实我以前也做过巫女的教育工作。」

  「実はアタシ、巫女の教育もやってたんだよな」

  

  看来莱菲丽丝在圣教国也调教过见习巫女……更正，是进行过巫女的教育。从贞淑的贵族之女到一无所知的孤儿之女，她用她的手段让许多人堕落为性处理巫女。真是个不得了的家伙……

  　どうやら、ラフィリスは聖教国で巫女見習いの調教……もとい教育も行っていたらしい。貞淑な貴族の娘から何も知らないような孤児の娘まで、その手管で何人も性処理巫女に堕としたんだとか。とんでもない奴だな……

  

  『这个主意不错！！』

  『良いですね、それ！！』

  『奥露榭赞成的话，总觉得好像有点不能这么做耶？』

  『オルシェが賛成してるとちょっとやっちゃ駄目なような気がしてくるんだが？』

  『为什么！？』

  『何故っ！？』

  『因为我很信任你，你绝对会做出什么不正经的事。』

  『お前の事は信頼してるからな、絶対ろくでもない事やらかすって』

  『我才不需要这种信任！？』

  『そんな信頼は要りませんよっ！？』

  

  这是她至今为止累积起来的行动所造成的结果，也就是所谓的自作自受。不管怎样，嗯，交给莱菲丽丝洗脑似乎是最省事的方法。

  　今までに積み重ねた行動の結果だな。自業自得ってやつだ。ともあれ、まあ、ラフィリスに洗脳を任せるのが一番手っ取り早そうではあるんだよな。

  

  「我知道了。莱菲丽丝，就交给你了。帕尔，麻烦你见证。」

  「わかりました。ラフィリス、貴女に任せます。パル、見届けをお願いしますね」

  

  我这么说完，便离开了帕尔的店。不过，接下来我得转移到帕尔身上观察情况，莱娜必须先回城里才行。

  　そう告げてパルの店を後にする。まあ、と言ってもここからはパルに乗り移って様子を見るんだけどな。ラナとしては一旦城に帰らないといけない。

  

  『在厕所继续自慰对吧！！』

  『トイレで自慰の続きですね！！』

  『我才不会做那种事咧！？』

  『やらねえよっ！？』

  

  我严正警告说出危险发言的奥露榭。要是她下次再做同样的事，我可不会原谅她哦？

  　不穏な事を言うオルシェにしっかりと釘を差しておく。次同じ事やったら絶許だからな？

  

 
  第２１話：ちょっとおしい

  第21话　有点可惜

  我将意识移向帕尔。没问题，这次不是在做爱……是我。

  　パルに意識を移す。大丈夫、今度はセックス中とかじゃなかった。……俺は。

  

  「巫女大人～不要、哈啊♡舔那里♡」

  「巫女さまぁ、そこ、はぁ♡舐めないでぇ♡」

  

  米兰达发出娇喘。另外，她被舔的是腹肌。为了以防万一。

  　甘い声を上げるミランダ。なお、舐められているのは腹筋である。念の為。

  

  『以防什么万一！？』

  『なんの念の為ですか！？』

  『呃，你想想，要是误以为是乳头或淫核之类的，会很困扰吧？』

  『いや、ほら、乳首とか淫核とかと勘違いすると困るだろ？』

  

  话说回来，这实在太重口味了，让我有点退避三舍。为什么会变成这样？

  　というか、マニアック過ぎて若干引く。どうしてこうなったんだ？

  

  『啊——这个嘛，米兰达小姐的腹肌自卑情结发作了。莱菲莉丝小姐听到后说「既然如此，就用腹肌让她舒服吧」……』

  『あー、それはですね。ミランダさんが腹筋コンプレックスを発症しまして。それを聞いたラフィリスさんが“それなら、腹筋で気持ちよくさせてやる”と……』

  『为什么会变成这样？』

  『どうしてそうなった？』

  『于是用唾液画起淫纹。』

  『唾液で淫紋を書き始めまして』

  『为什么会变成这样！？』

  『どうしてそうなったっ！？』

  

  难怪她从刚才开始就一直舔着心型的部位。

  　どーりでさっきからハート型に舐めてるわけだ。

  

  『要施加淫纹吗？』

  『淫紋を施しますか？』

  『啥？』

  『は？』

  

  我呆呆地望着这一幕，脑内突然以念话的形式传来奥露榭以外的声音。这是什么？

  　その様子をボーッと眺めていた俺の脳内に念話の形で唐突に聞こえてくるオルシェとは違う声。なんだ、これ？

  

  『已经施加淫纹了。』

  『淫紋を施しました』

  『不是，我什么都还没说耶！？』

  『いや、俺まだ何も言ってないんだが！？』

  

  就在我纳闷是怎么回事的时候，对方这么回答，米兰达的腹肌开始发光。接着，唾液的痕迹逐渐变成粉红色的淫纹。奥露榭，给我说明！！

  　なんだろうと思っているうちにそんな応答が返って来て、ミランダの腹筋が輝き始める。そして唾液の跡がピンク色の淫紋に変わっていく。オルシェ、説明！！

  

  『等一下，为什么说得好像我是犯人一样！！』

  『ちょっと、なんで私が犯人みたいに言うんですか！！』

  『……那到底是谁干的？』

  『……じゃあ、誰がやったんだ？』

  『我不知道啦！！不是你自己干的吗！？』

  『知りませんよ！！自分でやったんじゃないんですか！？』

  『不，我才不会搞这种东西！？话说，这是什么啊！』

  『いや、こんなもの仕掛けねえよ！？ってか、何だよこれ！』

  『是自动应答系统对吧？』

  『自動応答システムですよね？』

  『……说清楚。』

  『……詳しく』

  

  看来这似乎是自动回应祈祷的一种系统。不过，我可没听过这种信息哦？

  　どうやら、自動で祈りに応えるシステムの一種らしい。けど、こんなメッセージ聞いたこと無いぞ？

  

  『那是回应寻求淫纹的祈祷的系统……啊。』

  『それは、淫紋を求める祈りに応えるやつ……あ』

  『啊？』

  『あ？』

  『呃——那个，就是寻求淫纹的心意到达一定数值时，就会授予淫纹的系统，对吧？』

  『えーと、その、淫紋を求める心が一定値に達すると淫紋を授けるシステムが、ですね？』

  『是谁准备了这种东西？』

  『誰がそんな物を用意した？』

  『……是我，嗯。』

  『……わたしです、はい』

  『有罪！！』

  『有罪！！』

  『哔呀！？』

  『ぴぎゃっ！？』

  

  犯人果然是奥露榭啊。证明结束。

  　やっぱり犯人はオルシェだったか。証明終了。

  

  『不过，我明明没有许可，为什么还会执行？』

  『けど、俺が許可してないのに実行されたのはなんでだ？』

  『啊——这个嘛，因为我觉得很麻烦，所以就设定成自动承认了。这次是因为地点很近，所以才会听到信息吧——』

  『あー、それはですね。面倒になって自動承認にしたんですよ。今回は場所が近かったからメッセージが聞こえたんですねー』

  『不，这样不行吧。』

  『いや、駄目だろ』

  

  我关掉了隐藏在选单深处的设定。会放在这么深的地方，应该是故意的吧？

  　俺はメニューの深いところに隠されていた設定をオフにする。こんな深いとこに配置してるあたりわざとだよな？

  

  『啊啊，淫纹……』

  『ああ、淫紋が……』

  『要干的话，就在自己身上干。』

  『やるなら自分とこでやれ』

  『我才不要！！这样名字不就会被记载下来了吗！！』

  『嫌ですよ！！名前が載っちゃうじゃないですか！！』

  『……啥？』

  『……は？』

  『你看这里，榭菈的淫纹！！』

  『ほらここ、シエラの淫紋って！！』

  『……喂。』

  『……おい』

  

  呃，所以是怎样？意思是至今刻下的淫纹全都记载着我的名字吗？

  　ってえと何か？今まで刻まれた淫紋全てに俺の名前が載ってる、と？

  

  『这不是当然的吗？』

  『当然じゃないですか』

  『好，今晚我可不会让你睡哦？』

  『よし、今夜は寝かさないからな？』

  『呀♡那不就是……♡』

  『きゃっ♡それって……♡』

  『AV的销售所得还没报完税吧？』

  『ＡＶの売上分の確定申告、終わってないんだよな』

  『那不是文书工作吗！？』

  『書類仕事じゃないですか！？』

  

  算了，奥露榭的处罚就之后再说，现在得先确认俘虏的动向才行。

  　まあ、オルシェの処罰は後だ。今は捕虜の動向を確認しないとな。

  莱菲丽丝依旧舔着米兰达的腹肌，然后……

  　ラフィリスは変わらずミランダの腹筋を舐め続けている。そして……

  

  『咿♡啊♡不、不行♡呀♡不行♡哈啊♡』

  『ひっ♡あっ♡だ、だめっ♡やぁっ♡だめぇ♡はぁんっ♡』

  

  她的喘息声变得更加强烈。

  　喘ぎ声がより一層強くなる。

  

  『因为腹肌已经变得跟阴蒂一样敏感了嘛。』

  『そりゃあ、腹筋が淫核並の感度になってますからね』

  『为什么只限腹肌！？』

  『何故腹筋限定！？』

  『因为位置跟子宫上面有点偏差。』

  『位置が子宮の上からちょっとずれてるからですね』

  『啊——』

  『あー』

  

  也就是说，部位判定不是子宫而是腹肌吗？

  　つまり、部位判定が子宮じゃなくて腹筋になった、と？

  

  『是啊——』

  『ですねー』

  『糟透了！？』

  『最悪だ！？』

  

  咦？什么？也就是说，这家伙今后每次笑的时候……

  　え？なに？って事は、こいつこれから笑う度に……

  

  『都会高潮呢——』

  『絶頂ですねー』

  『太差劲了吧！？不能想想办法吗？』

  『最低だな！？どうにかできないのか？』

  『重新画不就好了吗——』

  『描き直せば良いんじゃないですかねー』

  『哦哦，原来如此……呃，那是——』

  『ああ、なるほど……ってそれ』

  『榭菈小姐画的。』

  『シエラさんが』

  『果然啊！！』

  『やっぱりか！！』

  

  话虽如此，因为腹肌崩坏而高潮也太可怜了。没办法。

  　とは言え、流石に腹筋崩壊で絶頂は可哀想過ぎる。仕方ない。

  

  「可以让我来一下吗？」

  「ちょっといいかい？」

  

  我这么说着，触碰米兰达的淫纹，然后将它移到正确的位置。

  　そう言ってミランダの淫紋に触れる。そして、それを正しい位置へ。

  

  「咿啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊♡」

  「ひああああああああぁぁぁぁぁぁっ♡」

  

  米兰达瞬间腰部一挺，达到高潮。噗咻一声喷出爱液，全身痉挛。之后她也妖艳地扭动腰部，双脚不断磨蹭……好色啊。

  　瞬間、腰を跳ね上げて絶頂する。ぷしっ、と愛液を噴き出し、全身を痙攣さるミランダ。その後も艶かしく腰をくねらせ、脚を擦り合わせ続けている。……えろいな。

  

  「呜哇，好色。这就是传说中的淫纹效果吗？」

  「うっわ、エッロ。これが噂の淫紋の効果か？」

  

  不，你画的淫纹是让腹肌崩坏的。

  　いえ、貴女が描いた淫紋は腹筋崩壊の方です。

  不管怎样，这下子她就不会每次笑的时候都高潮了。

  　ともあれ、これで笑う度に絶頂するのは避けられたわけだ。

  

  「淫纹真的存在耶……」

  「ほんとに出るんだな、淫紋って……」

  

  莱菲丽丝感动地说道。

  　感動するようにそう言うラフィリス。

  不过，下次就不会再出现了。这原本就只是传闻，应该没问题吧。

  　まあ、もう次は出ないけどな。元々は噂程度の話だし大丈夫だろう。

  

  『真可惜……』

  『もったいない……』

  『你自己来，好吗？』

  『自分でやれ、な？』

  『……是。』

  『……はい』

  

  不过在那之前，奥露榭还有惩罚等着她就是了。

  　まあ、その前にオルシェにはお仕置きが待ってるけどな。

  

  「那么，接下来要做什么？」

  「で、この後は何をするんだい？」

  

  为了回到正题，我用帕尔的语调询问莱菲丽丝。我听说要调教她，却没问清楚详情。目前就只是在她身上刻了淫纹而已。

  　話を本筋に戻すためにパルの口調でラフィリスに問いかける。調教するとは聞いてたけど、詳しくは聞いてなかったからな。今の所、淫紋を刻んだだけだし。

  

  「啊——我想夺走她的处女。」

  「あー、処女を奪ってやろうと思ってな」

  「等、巫女，听我说，咿啊♡」

  「ちょ、巫女さ、きいてな、ひあっ♡」

  

  嗯，这内容很妥当。米兰达似乎也准备万全，这样应该就没问题了吧。

  　まあ、妥当な内容だな。ミランダの方も準備は万端な様だし、これなら問題はないだろ。

 
  第２２話：それカウントするんだ？

  第22话　那个也算吗？

  「不过，你打算怎么夺走处女的第一次？」

  「けど、どうやって処女を奪うつもりだい？」

  

  莱菲丽丝当然是女孩子，米兰达也是女孩子，当然没办法插入。

  　もちろんラフィリスは女の子だ。そしてミランダも女の子。当然だが挿入はできない。

  

  『说起来，米兰达小姐如果长着小鸡鸡，夺走的就不是第一次，而是处男了呢——』

  『そもそも、ミランダさんにおちんぽが生えてたら奪うのは処女じゃなくて童貞になりますしねー』

  

  问题不在这里啦。总之，女孩子之间没办法插入。OK～？

  　そういう問題じゃないんだよ。ともかく、女の子同士じゃ挿入はできない。おーけー？

  

  「我有为了这种时候准备的道具哦。」

  「そんな時のための道具があるんだよ」

  

  莱菲丽丝边说边拿出双头假阳具。喂，居然直接拿出这么露骨的东西。

  　そう言ってラフィリスが取り出したのは双頭ディルドーだった。思いっきり直接的なの来たな、おい。

  

  『不行！！要是这么做，夺走处女第一次的对象就会是假阳具了！！』

  『いけません！！そんな事したら処女を奪った初めての相手がディルドーに！！』

  『才不会好吗！？』

  『ならねえよ！？』

  『咦，会啊？』

  『え、なりますけど？』

  『……啥？』

  『……は？』

  

  奥露榭边说边秀出一份资料。呃，这是什么？奥露榭秀出的是一名女孩的性经验履历，上面写着她至今为止跟什么样的对象做过。然后，上面写着「第一次的对象：双头假阳具」……

  　そう言ってオルシェが１つのデータを見せる。って、何だこれ。オルシェが提示してきたのは一人の女の子の性体験の履歴だ。今までどんな相手とセックスしたかが書かれている。そして、そこには“初めての相手：双頭ディルドー”と……

  

  『不要留下这种纪录啦！？』

  『こんな記録残すなよっ！？』

  『这很重要吧？』

  『重要じゃないですか？』

  『……』

  『……』

  

  话说回来，假阳具跟按摩棒这种东西居然会被算进第一次的对象里……

  　というか、ディルドーとかバイブって初体験の相手にカウントされるんだ……

  顺带一提，我的第一次对象应该是瓦特父王。不过，以贵族来说，对象是父亲也很正常。

  　ちなみに俺の場合はヴァート父様になってるハズだ。まあ、貴族としては相手が父親なのは普通だな。

  

  『呃，咦？为什么变成震动棒了！？』

  『って、あれ？なんでバイブになってんだ！？』

  『那是因为这是帕鲁先生的情报吧——？』

  『それはパルさんの情報だからじゃないですかねー？』

  『哦，原来如此。』

  『ああ、なるほど』

  

  呃，帕鲁的性玩具也太多了吧！？

  　って、パルの相手道具が多いな！？

  

  『先别说这个了，请快点阻止她啦！！』

  『そんな事より、早く止めてくださいよ！！』

  

  听奥尔榭这么说，我一看，莱菲丽丝正好把双头假阳具插入自己的小穴。

  　オルシェに言われて見れば、ちょうどラフィリスが双頭ディルドーを自分のまんこに挿入しているところだった。

  

  「可以等一下吗？」

  「ちょっと待ってくれるかい？」

  

  莱菲丽丝在准备万全、正要插入的时候被我阻止，对我露出讶异的表情。

  　準備万端、さあ挿入という所で俺に止められ、怪訝な表情を向けるラフィリス。

  不过，阻止是阻止了，但要怎么做？我可什么都没想哦？

  　けど、止めたは良いけど、どうするんだ？俺は何も考えてないぞ？

  

  『请使用榭菈小姐的专用神圣魔法，这样就能长出小鸡鸡了。』

  『シエラさんの専用神聖魔法を使ってください。それでおちんぽが生えます』

  『喂，我第一次听说耶？』

  『おい、初耳なんだが？』

  

  听她这么一说，我一看，我的神圣魔法里记载着男根生成魔法。

  　言われて見てみれば、俺の神聖魔法に男根生成魔法が載っていた。

  

  『好，奥尔榭，之后我要处罚你。』

  『よしオルシェ、後でお仕置きな』

  『咿！？』

  『ひぃっ！？』

  

  算了，现在是这边比较重要。毕竟再这样下去，她很可能会把假阳具插进去。

  　まあ、今はこっちだ。このままだとディルドーを突っ込みかねないからな。

  

  「我要使用魔法咯。」

  「魔法を使うよ」

  

  说完，我便行使神圣魔法。因为我用不着祈祷之类的。」

  　そう言って神聖魔法を行使する。俺の場合、祈りとかは要らないからな。

  

  「呜哇，这是什么？这不是小鸡鸡吗！！」

  「うわ、なんだ、これ？ちんぽじゃねえか！！」

  「你就用这个吧。」

  「それを使うと良い」

  「这个好厉害啊，到底是怎么……咿♡」

  「すげえな、これ。どうなって……ひぁっ♡」

  

  莱菲丽丝一碰到我长出来的鸡鸡，它就瞬间抖了一下。嗯，看来相当敏感，你要小心哦。

  　ラフィリスが生えたちんぽに触れた瞬間にビクン、と震える。うん、かなり敏感だから気をつけな？

  

  「哈，连感觉都有啊。这可真不妙。那么，假阳具要怎么办？插进屁眼吗？」

  「はぁ、感覚まであるのか。やべえなこれ。それで、ディルドーはどうするんだ？尻穴にでも突っ込むか？」

  

  被这么一问，我突然惊觉自己完全没想过这个问题。该怎么办？

  　そう訊かれてハッとする。全く考えてなかった。どうするんだ？

  

  『啊——我不是分析师，所以对屁眼有点……』

  『あー、私アナリストじゃないのでお尻の穴はちょっと……』

  『不要把喜欢屁眼的人叫分析师啦！！给我向所有分析师道歉！？』

  『尻穴好きをアナリストって言うんじゃねえよ！！全アナリストに謝れ！？』

  

  我试着询问奥露榭，结果得到一个很过分的答案。

  　オルシェに訊いてみたら酷い答えが返ってきた。

  我还是第一次听到这种称呼。不要乱用啦。

  　そんな呼び方初めて聞いたわ。妙な使い方してんじゃねえよ。

  

  『咦？不是吗？』

  『え？違うんですか？』

  『不是啦！！』

  『違うわっ！！』

  

  奥露榭，你之后给我下跪道歉。差不多该提升惩罚的内容了吧？

  　オルシェは後で土下座な。そろそろお仕置きの内容をレベルアップした方が良いかな？

  

  『咿！？』

  『ひぃっ！？』

  

  算了，奥露榭的事情之后再说，现在先集中精神吧。总之，既然不用假阳具，那就拔掉吧？

  　まあ、オルシェの事は全部後だ。今はこっちに集中しよう。とりあえずディルドーは使わないなら抜いてもらうか？

  

  『塞进榭菈小姐的屁眼不就好了吗？』

  『シエラさんに突っ込めば良いんじゃないですかね？』

  『我不要！？』

  『嫌だが！？』

  

  喂，你振作得也太快了吧。话说，为什么我非得要混进这种悲惨的状况里不可啊？

  　立ち直り早いな、おい。というか、何が悲しくて混ざらなきゃいけないのかと。

  

  『可是，帕尔小姐的身体好像插进去了耶？』

  『でも、パルさんの身体は挿れたそうですけど？』

  『……啥？』

  『……は？』

  

  听她这么一说，我才发现自己的爱液顺着腿流了下来。而且，一旦意识到这件事，子宫的疼痛感就变得愈发强烈。

  　言われて気付いたが、愛液が脚を伝ってぽたぽたと落ちていた。そして、意識してしまえば子宮の疼きを強く感じる様になってくる。

  

  『来吧，现在是帕尔的身体，坦率一点不是更好吗？』

  『ほら、今はパルさんの身体なんですし、正直になった方が良いんじゃないですかね？』

  『你这家伙，其实很享受吧？』

  『お前、楽しんでるだろ？』

  『你在说什么呢？』

  『なんの事ですかねー？』

  

  这家伙……

  　こいつ……

  不过，我确实已经忍耐不住了。

  　とは言え、我慢できないのも事実なんだよな。

  ……

  　……

  

  「那就插进我的身体里吧」

  「それは、僕の中に挿れてくれ」

  

  我决定放弃抵抗。

  　俺は抵抗するのを諦める事にした。

  我一边说，一边掀起她的裙子。她的内裤……没穿。

  　そう言いながらスカートを捲る。下着は……穿いてなかった。

  但是，我的身体已经热得不行，根本顾不上这些了。

  　けど、そんな事はどうでもいい位に身体が火照っている。

  我想要，快点……

  　はやく、ほしい……

 
  第２３話：シエラの祝福

  第23话　榭菈的祝福

  「哈、啊♡」

  「は、あっ♡」

  

  米兰达……不，帕尔的身体上躺着米兰达。虽然她的身体强调着腹肌，但整体来说十分柔软。如果要打个比方，就像是猫科动物那般柔韧的肌肉吧。看来她的瞬间爆发力应该很高。

  　俺……いや、パルの身体の上にミランダが寝そべる。腹筋ばかりが強調されているが、その体は柔らかい。例えるならネコ科の獣のようにしなやかな筋肉、と言ったところか。瞬発力は高そうだ。

  

  『啊……』

  『あっ……』

  『……你干了什么好事？』

  『……何をやらかした？』

  

  奥露榭以米兰达干了什么坏事为前提在说话，不过她确实干了什么好事吧。好了，快给我老实招来。

  　オルシェが何かをやらかした前提で話をしているが、まあやらかしたのは間違いないだろう。さあ、素直に白状しやがれ。

  

  『不，那个，是称号……』

  『いえ、その、称号が……』

  『称号？』

  『称号？』

  

  也就是说跟状态有关吗？

  　って事はステータス絡みか？

  我这么想着，于是看了看自己的状态，但没有异常。也就是说，是米兰达吗？

  　と思って俺のステータスを見てたが異常はない。って事はミランダか？

  

  “女豹”。

  “女豹”

  

  ……喂。

  　……おい。

  

  『这个称号是怎么回事……』

  『何だこの称号……』

  『不，因为榭菈小姐说她是猫科动物。』

  『いえ、シエラさんがネコ科の獣とか言うから』

  『不要推卸给别人，好吗？』

  『他人のせいにするな、な？』

  

  那么，效果是……不，抱歉，我看了就知道了。米兰达长出了豹耳和豹尾。

  　それで、効果は……いや、悪い、見れば判るわ。ミランダに豹の耳と尻尾が生えてる。

  

  「这、这是什么啊！？」

  「な、なんですか、これぇ！？」

  「哦，这个直接长出来了吗……」

  「へぇ、これ直に生えてんのか……」

  「呀啊♡」

  「ひあぁっ♡」

  

  米兰达被莱菲丽丝握住尾巴，发出了甜腻的声音。这样与其说是女豹，不如说是小猫吧。

  　ラフィリスにしっぽを握られたミランダが甘い声を上げる。これじゃ女豹って言うより仔猫だな。

  ……啊，称号变成了小猫。是对我脑中的想法起了反应吗？

  　……あ、称号が仔猫に変わった。俺の思考に反応してるのか？

  然后，莱菲丽丝见状，说出了冲击性的一句话。

  　そして、それを見たラフィリスが衝撃の一言を発する。

  

  「这该不会是榭菈的祝福吧？」

  「こりゃあ、もしかしてシエラの祝福ってやつか」

  「那不就是邪神吗！！」

  「邪神じゃないですか！！」

  

  别说是邪神啊！？

  　邪神言うな！？

  话说奥露榭，榭菈的祝福是怎么回事啊？

  　ってかオルシェ、シエラの祝福ってどういう事だ、あ？

  

  『……我想稍微增加兽耳的数量。』

  『……ちょっと、ケモミミを増やしたくて』

  『所以你就用我的名字，把中意的女孩变成兽人？』

  『気に入った娘を俺の名前で獣人にした、と？』

  

  看来她似乎是利用我的权能，让她们后天性地变成兽人。然后，因为这个效果还残留着，所以身体才会对我的感想产生反应，进而产生变化。

  　どうやら、俺の権能を使って後天的に獣人にしてたらしい。で、それが残ってて俺の感想に反応して身体が変化した、と。

  

  『也因为这样，就连先天性的兽人，都被当成榭菈小姐的眷属……』

  『おかげで先天的な獣人までシエラさんの眷属扱いされる国も……』

  『全都是你害的啊！！』

  『全部お前のせいじゃねえか！！』

  

  给我向全体兽人道歉！！

  　全獣人の皆様に謝れ！！

  

  『牛兽人之类的就没有被当成榭菈小姐的眷属……』

  『牛獣人とかはシエラさんの眷属扱いされてませんよう……』

  『因为是巨乳啊！！』

  『巨乳だからな！！』

  

  另外，虽然她们是巨乳，但因为是牛头复乳，所以外表看起来不太性感。不过对于有特殊癖好的人来说，或许就另当别论了。

  　なお、巨乳だが牛頭で複乳なので見た目はあまり性的ではない。特殊な趣味の方々にとっては別かもしれないが。

  同样地，狗头的地精也跟犬兽人和狼兽人不同。这边的人也不会被当成我的眷属。也就是说，兽耳兽尾似乎就是被误认为我的眷属的条件。

  　同じ様に犬頭のコボルドも犬獣人や狼獣人とは別枠だ。こっちも俺の眷属扱いはされない。つまり、ケモミミしっぽが俺の眷属と間違えられる条件のようだ。

  ……不，问题不在这里。

  　……いや、そういう問題じゃなくてだな。

  

  『该怎么惩罚奥露榭呢？差不多该来个役满和牌了吧？』

  『オルシェのお仕置き、ホントどうしようかな？そろそろ数え役満なんだが？』

  『咿！？』

  『ひぃっ！？』

  

  真期待之后的发展。不过，这件事先摆一边。

  　この後が楽しみだな。まあ、それはそれとして。

  

  「差不多可以插了吧？」

  「そろそろ挿れてくれないかい？」

  

  嗯，身体已经到极限了。我对正在用米兰达的尾巴玩耍的莱菲丽丝这么说。米兰达从刚才开始就一直高潮，但我却一直被晾在一边，差不多要忍到极限了。

  　うん、身体の方が限界なんだよな。ミランダの尻尾で遊んでいるラフィリスにそう告げる。ミランダはさっきからちょくちょく絶頂しているが、俺はずっとお預けでそろそろ我慢の限界なんだよ。

  

  「咦？不，我还没准……哔♡♡♡」

  「へ？いや、まだ心の準……びぃっ♡♡♡」

  「咕♡」

  「くぅ♡」

  

  米兰达出其不意地插入，对我来说则是期待已久。

  　ミランダには不意の、俺にとっては待ち望んだ挿入が来た。

  

  「呜哇，这就是鸡鸡的感觉吗……不妙，腰会动起来♡」

  「うわ、これがちんぽの感覚か……やべえな、腰が動いちまう♡」

  「咕、呜♡」

  「く、うっ♡」

  

  米兰达因为淫纹的效果而忘了破处的痛楚，扭动着身子。当然，她这么做会让莱菲丽丝的鸡鸡被紧紧夹住。毕竟米兰达的腹肌依然健在。结果，莱菲丽丝受到快感侵袭，腰部激烈地抽动。

  　淫紋の効果で破瓜の痛みも忘れて身をくねらせるミランダ。当然そんな事をすればラフィリスのちんぽは激しく締め付けられる。なにせ、ミランダの腹筋は健在なのだ。結果、快感に襲われたラフィリスの腰が激しく動く。

  

  「哈、啊♡啊♡不、啊♡这么、激烈♡」

  「は、あっ♡あっ♡や、あっ♡そんな、はげしっ♡」

  「没办法啊，我的腰停不下来♡」

  「しょうがねえだろ、腰が止まんねんだよっ♡」

  

  莱菲丽丝顺从本能摆动腰部。当然，我体内的双头假阳具也激烈地抽动。假阳具连接着莱菲丽丝的下面，爱液从她的小穴滴滴答答地流下。不仅如此，上面的米兰达的爱液和破处的血也滴了下来。然后……

  　本能のままに腰を振るラフィリス。当然、俺の膣内の双頭ディルドーも激しく動くわけで。ディルドーで繋がっているラフィリスのまんこから愛液がポタポタと流れ落ちてくる。その上、上のミランダの愛液と破瓜の血も零れ落ちてくる始末。そして……

  

  『喂，我的神力好像增加了耶？』

  『なあ、なんか俺の神力が増えてるんだが？』

  『因为爱液和破处的血被当成献给榭菈小姐的祭品了呢～』

  『愛液と破瓜の血がシエラさんへの生贄扱いになってますね～』

  『你这家伙……』

  『お前……』

  

  可恶，就是因为这样才会被当成淫邪神啦！！

  　ちくしょう、そんなだから淫邪神扱いされるんだよ！！

  两人娇喘连连，我的神力增加，淫纹的效果也跟着增强。两人娇喘连连……这是什么循环啊。

  　２人が喘ぐ。俺の神力が増える。影響で淫紋の効果が強くなる。２人が喘ぐ……何だこのループ。

  就在我们这样做的时候，两人的呼吸也逐渐变得急促，看来差不多快到极限了。

  　そうしているうちに少しずつ２人の息が荒くなっていく。そろそろ限界も近いみたいだな。

  

  「哈、啊♡男、男根……」

  「はっ、あっ♡だ、男性器が……」

  「是小弟弟吧？」

  「おちんぽ、だろ？」

  「小弟弟……进到里面了♡」

  「おちんぽが……奥にぃ♡」

  

  为什么要让她改口？不，我也不是不能理解这样比较兴奋啦。

  　何故言い直させたし。いや、その方が興奮するのは解らなくもないが。

  

  「喂喂，你一说出小弟弟，里面就突然缩得更紧了♡」

  「おいおい、おちんぽって言った瞬間、急に締め付けが強くなったじゃねえか♡」

  「不、不要说出来♡」

  「い、言わないでぇ♡」

  

  嗯，我也注意到了。隔着肚子都能感觉到子宫在收缩。

  　うん、それは俺も気付いたわ。お腹越しに子宮がキュンキュンしてるもんな。

  莱菲丽丝俯视着米兰达和我，好像在想什么不正经的事情……？

  　そんなミランダと俺を見下ろすラフィリス。なんか碌でもないことを考えているような……？

  

  「来，你也来服侍主人的胸部吧。」

  「ほら、ご主人さまの胸にも奉仕してやるんだ」

  

  果然！！

  　やっぱりか！！

  莱菲丽丝一边这么说，一边在阴道内刺激着我。不、不，这实在有点……

  　そう言いながら膣内をグリグリと刺激するラフィリス。い、いや、流石にそれは要らな……

  

  「咕嗯♡」

  「くぅんっ♡」

  

  我正打算拒绝，米兰达却露出陶醉的表情，一口含住我的乳头。糟糕，这好像会让人上瘾……

  　と、拒否しようとしたが、蕩けた表情のミランダに乳首を思いっきり咥えられてしまった。やべえ、これ、ちょっと癖になりそう……

  

 
  第２４話：欲求不満

  第24话　欲求不满

  我感觉到米兰达骑在我身上，腹部用力收缩。每当从背后插入，淫纹就会发出炽热的光芒，将那股热度传到我身上。

  　俺の上に乗ったミランダのお腹がきゅう、と収縮するのを感じる。背後から突かれる度に淫紋が熱く輝き、その熱を俺に伝えてくる。

  不过，我也无暇顾及那些了。双头假阳具激烈地刺激子宫入口，挖着肉穴。糟糕，这样相当舒服……

  　まあ、俺もそれどころじゃないんだけどな。双頭ディルドーが子宮の入り口を激しく責め立て、膣肉をえぐる。やば、これ、かなり気持ちいい……

  或许是因为帕尔的身体已经记住假阳具的滋味，整个肉穴都像是要紧紧抱住似地蠢动着。

  　パルの身体がディルドーの味を覚えているからか、膣肉全体が抱きしめるように蠢いている。

  再加上米兰达吸着我的乳头，这、这个相当舒服。

  　その上、ミランダは俺の乳首に吸い付いてるわけで。これが、その、かなり気持ちいい。

  

  「咿啊♡」

  「ひぁっ♡」

  「哈啊，嗯♡」

  「はぁ、んっ♡」

  

  米兰达从背后被子宫顶着发出娇喘，松开乳头。结果，湿润的乳头暴露在空气中，我也跟着发出甜美的声音。

  　背後から子宮を突かれたミランダが嬌声を上げ、乳首を口から離す。結果、濡れた乳首が外気に晒され、俺も釣られて甘い声を上げる。

  糟糕，这真的会让人上瘾。下次跟瓦特父王做爱时也来拜托他试试吧……

  　やばい、これ、ホント癖になりそう。今度ヴァート父様とセックスする時にもおねだりしてみようか……

  呃，我在想什么啊！？

  　って俺、何考えてるんだ！？

  看来是快乐让我的脑袋融化，不小心染上了粉红色的思考。好险好险，得小心一点……

  　快楽で脳が蕩け、ついついピンク色の思考に染まってしまっていたようだ。危ない危ない、気をつけないと……

  

  「哈啊♡不行，腰停不下来♡」

  「はぁっ♡だめ、腰、止まらないっ♡」

  「咕嗯♡」

  「くぅんっ♡」

  「咿嗯♡」

  「ひぃん♡」

  

  就在我正要重振精神时，莱菲丽丝抓着米兰达的腰，激烈地顶了过来。

  　と、気を取り直そうとしたのもつかの間、ラフィリスがミランダの腰を掴んだまま激しく腰を打ち付けてくる。

  肉棒在米兰达的阴道内激烈进出，同时双头假阳具也在我和莱菲丽丝的阴道内肆虐。到了这个地步，已经无法抵抗快感了。

  　ちんぽがミランダの膣内を激しく出入りする。同時に双頭ディルドーも俺とラフィリスの膣内で暴れまわる。こうなってしまえばもう快楽に抗うことはできない。

  我用双手抓住床单，忍耐着快感。米兰达抱住我，莱菲丽丝的手则环住米兰达的腰。三人都已经濒临极限。

  　俺はシーツを両手で掴んで快楽に耐える。ミランダは俺に抱きつき、そのミランダの腰にはラフィリスの腕が回される。３人共もう限界が近い。

  

  「呜，有什么、涌了上来……呜呜呜呜呜呜呜呜♡」

  「くぅ、何かが、上って……くぅぅぅぅぅぅぅぅ♡」

  「呀♡好烫，好多，不行啊啊啊啊啊啊啊♡」

  「ひあっ♡熱いのが、いっぱい、だめぇぇぇぇぇぇぇ♡」

  「呜♡」

  「くぅっ♡」

  

  最先迎来极限的是莱菲丽丝。被创造出来的肉棒当然具有射精能力，将多到不可思议的精液注入米兰达的阴道内。

  　最初に限界を迎えたのはラフィリスだった。創り出されたちんぽは当然射精能力を持っている。ありえないほどの精液をミランダの膣内に注ぎ込んでいく。

  米兰达也几乎同时高潮。被注入阴道内的感觉刺激着雌性的本能，她扭动着阴道肉，想将肉棒的精液榨干到最后一滴。

  　それを受けたミランダもほぼ同時に絶頂する。膣内に注ぎ込まれる感覚に雌の本能を刺激され、ちんぽから最後の一滴まで精液を搾り取ろうと膣肉を蠢かせる。

  被米兰达锻炼出来的腹肌紧紧夹住，莱菲丽丝重复了两三次射精，将精液注入米兰达的阴道内，甚至是更深处的子宫内。

  　鍛えられた腹筋に締め上げられたラフィリスは二度三度と射精を繰り返し、ミランダの膣内、ひいてはその奥の子宮内に精液を注ぎ込んでいく。

  

  「哈啊♡最、棒♡」

  「はぁ♡最っこう♡」

  「呜、呼♡这样、不行……♡」

  「く、ふっ♡これ、だめぇ……♡」

  

  两人喘着粗气，浑身瘫软。相对的，我则有点欲求不满。帕尔的身体似乎总是进行着稍微激烈一点的自慰。

  　荒く息を吐き、ぐったりとなる２人。対する俺はちょっと欲求不満だ。パルの身体はいつももう少し激しい自慰をしていたらしい。

  

  『啊——因为之前用的是魔导震动棒呢。』

  『あー、魔導バイブとか使ってましたからねぇ』

  『这么说来，这次用的只是假阳具呢……』

  『今回のはただのディルドーだったな、そういえば……』

  

  由于身体的欲求不满太过严重，我解除了附身。毕竟她都快高潮了。虽然很想继续下去，但我对帕尔身体的性感带并不熟悉。这种时候还是交给本人会比较好吧。

  　身体の欲求不満が酷いので憑依を解く。絶頂寸前だったからな。このまま続きをしたいところだが、俺はパルの身体の性感帯には詳しくない。ここは本人に任せた方が良いだろう。

  

  「唔，呼♡果然还是有点不够呢……」

  「く、ふっ♡やっぱり、ちょっと物足りないな……」

  

  帕尔一边这么说，一边取出应该是爱用的魔导震动棒，自己插入。

  　そう言いながら愛用と思われる魔導バイブを取り出し、自ら挿入するパル。

  呜哇，这还真是激烈啊……

  　うわ、かなり激しいな、これ……

  

  『榭菈小姐榭菈小姐，偷窥自慰是不错，但本体那边也得处理才行哦。』

  『シエラさんシエラさん、自慰を覗くのも良いですけど、本体の方も対応しないと駄目ですよ？』

  『咦……？』

  『へ……？』

  

  我看着帕尔自慰时，奥露榭突然说出这种话。

  　パルの自慰を見ていたら、オルシェがそんな事を言いだした。

  被她这么一说，我便将意识转移到本体。虽说在某种程度上已经习惯并列行动，但在做爱时果然还是有很多地方顾不到。

  　言われて意識を本体に移す。並列行動もある程度慣れたとは言え、セックス中は流石に色々と気が回らないんだよな。

  

  「早安，莱娜。」

  「おはよう、ラナ」

  

  我睁开眼睛，发现自己在瓦特父亲的怀里。看来瓦特父亲是使用转移魔法，只让自己回来。这个转移魔法就是身为国王的瓦特父亲亲自率领军队的理由。能够进行军队规模的大规模转移的人有限。瓦特父亲的这个能力即使说是这个国家最顶级的也不为过。

  　目を開けると、俺はヴァート父様の腕の中に居た。どうやらヴァート父様は転移魔法を使って自分だけ戻ってきたらしい。この転移魔法が王であるヴァート父様が軍を自ら率いる理由だ。軍隊規模の大規模転移ができる人間は限られる。ヴァート父様のそれはこの国でも最上位と言っても過言じゃない。

  

  『不过榭菈小姐也办得到就是了。』

  『まあ、シエラさんにもできますけどね』

  『拿我来比较好像不太好吧。』

  『流石に俺を比較に出すのはどうかと』

  

  拿神明来比较，瓦特大爸爸未免太可怜了。

  　神を比較対象にしたら流石にヴァート父様が可哀想だろ。

  算了，这件事之后再说。现在……

  　まあ、その話は後だ。今は……

  

  「父亲，你为什么要把肉棒插进睡着的我的小穴里？」

  「父様、なんで寝てる私のおまんこにおちんぽを突っ込んでるのですか？」

  

  嗯，关于回过神来就已经插入的那件事。

  　うん、気がついたら既に挿入済みだった件について。

  为了以防万一，我回到王城后应该立刻就躺上床了，但回过神来却变成这样。

  　念の為、俺は王城に帰ってすぐにベッドに入ったはずだったんだが、気がついたらこれだよ。

  

  「听说莱娜在厕所自慰。」

  「ラナがトイレで自慰していたと聞いてね」

  「……」

  「……」

  

  女仆吗？干脆杀了她算了……

  　メイドか。いっそ殺せ……

  

  「而且，内裤被爱液弄得湿答答的，我觉得很可怜。」

  「それに、あんなに愛液で下着を濡らしていたら可哀想だと思ってね」

  

  听她这么一说，我猛然环顾四周。脚边有揉成一团的内衣裤，而且有点湿，如实述说着原本的状态。

  　そう言われてハッと辺りを見回す。足元の辺りに丸められた下着がある。それはほんのり湿っていて、どんな状態だったのかを如実に物語っていた。

  

  「唔♡」

  「くぅっ♡」

  「莱娜，你勒这么紧的话，我会射出来的哦？」

  「ラナ、そんなに締め付けたら出てしまうよ？」

  

  我因为害羞而忍不住缩紧了双腿，瓦特父亲好像也马上就要射精了。老实说，我也有一点……不，是相当欲求不满，所以确实希望他们能做到最后，但现在更重要的是……

  　恥ずかしさでつい締め付けてしまう。ヴァート父様もすぐに出してしまいそうな感じだ。まあ、正直に言うと俺もちょっと、いや、かなり欲求不満だったから最後までして欲しいのは確かなんだが、今はそれよりも……

  

  「父亲大人，那个，您的胸部……」

  「父様、その、お胸を……」

  

  嗯，胸口附近有点痒痒的，对吧？

  　うん、ちょっと、胸の辺りがウズウズとしてて、な？

  

  「莱娜喜欢被吸奶吗？」

  「ラナはお乳を吸われるのが好きなのかな？」

  「哈啊♡那样、好棒♡」

  「はぁっ♡それ、いいっ♡」

  

  瓦特父一边这么说，一边把我的肉棒拔出来，吸住我的胸部。

  　そう言いながら俺からちんぽを抜き、胸に吸い付くヴァート父様。

  我的胸部立刻窜过一阵酥麻，让我的口中发出快乐的呻吟。哎呀，这真的好舒服啊……

  　とたんに胸に甘い痺れが走り、俺の口から快楽の声が漏れる。いや、ホント気持ちいいんだよ、これ……

  

  『我把敏感度调成3000倍了～』

  『感度３０００倍にしましたからねー』

  『犯人就是你吗啊啊啊啊啊啊！！』

  『犯人はおまえかぁぁぁぁぁぁっ！！？』

  

  难怪我觉得特别敏感，可恶！！

  　道理でやたら感じると思ったよ、ちくしょう！！

  

  「呀、啊♡那样、不行、咿♡要去了、要去了啦啊啊啊啊啊啊啊啊♡」

  「や、あっ♡それ、だめ、ひっ♡いく、いくぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅ♡」

  

  乳头被用力吸住，让我达到高潮。爱液从阴道内喷出，身体不断抽搐。

  　乳首を思いっきり吸われて絶頂に達する俺。膣内から愛液が噴き出し、身体をビクビクと痙攣させる。

  糟糕，这感觉，会让人上瘾……

  　ヤバ、これ、癖になりそ……

  

  「冷静下来了吗？」

  「落ち着いたかい？」

  

  瓦特父这么说着，摸了摸我的头，我点了点头。不过，瓦特父还有……

  　そう言ってヴァート父様に頭を撫でられ、コクリと頷く。でも、ヴァート父様はまだ……

  我这么想着，打算把手伸向瓦特父的肉棒，但瓦特父接下来的话，让我的手停了下来。

  　そう思ってヴァート父様のちんぽに手を伸ばそうとするが、続くヴァート父様の言葉に俺の手が止まる。

  

  「接下来，要配合拉塞尔的脱处。」

  「続きは、ラゼルの筆おろしと合わせて、だな」

  

  你说、什么……

  　なん、だと……

  这一刻终于来了吗？

  　ついにその時が来たか。

  

  『榭菈小姐一直都很想要呢～洗澡的时候也做过过度的肌肤接触……』

  『シエラさん、ずっと狙ってましたからねー。お風呂の時とかも過剰にスキンシップを……』

  『别说了！？』

  『言うな！？』

  

  哎呀，不过，这是事实啊。

  　いや、まあ、事実だけどさぁ。

  不管怎样，既然如此，那就另当别论了。

  　ともあれ、それなら話は別だ。

  

  「我们立刻出发吧，父亲！！」

  「今すぐ行きましょう、父様！！」

  

  我倏地站起，连衣服都忘了穿就往性教育用寝室跑去。

  　すく、と立ち上がった俺は服を着るのも忘れて性教育用寝室に向かうのだった。

  

 
  第２５話：ラゼルの性教育

  第25话　拉瑟尔的性教育

  我全裸地在走廊上奔跑。没错，我要化身为风。

  　全裸で廊下を走る。そう、俺は風になるんだ。

  

  『你这样下去会撞破窗户哦。』

  『そのままだと窓、割れますけど？』

  『呜哇！？』

  『うわっ！？』

  

  我不小心全力冲刺，差点产生冲击波。好险好险。我急忙放慢速度，慢慢地跑。我得控制在人类的范畴内才行。

  　うっかり全速力で走って衝撃波が発生しかける。あぶないあぶない。慌ててスピードを落とし、ゆっくりと走る。一応、人の範疇に抑えないとな。

  

  「母亲大人！拉塞尔！」

  「母様！ラゼル！」

  

  我冲进房间，发现拉塞莱娜女王已经脱下衣服，和拉塞尔都在房里。该不会已经结束了吧……？

  　部屋に駆け込むと既に服を脱いだラゼラナ母様とラゼルが居た。もしかして、もう終わった……？

  

  『还没哦～你这样会不会太拼命了？』

  『まだですよ～。必死すぎじゃないですかね？』

  『少、少啰嗦……』

  『う、うるせぇ……』

  

  可是我一直在等耶。

  　だってさぁ。ずっと待ってたんだぞ？

  不管怎样，我总算是赶上了。

  　ともあれ、無事間に合った。

  呃，瓦特大父呢？

  　っと、ヴァート父様は？

  

  「女孩子全裸在外走动，实在太不知羞耻了。」

  「女の子が裸で出歩くのは流石にはしたないぞ？」

  

  瓦特大父说着走进房间……全身光溜溜的。

  　そう言って部屋に入ってきたヴァート父様は……全裸だった。

  嗯，女仆的视线刺得我好痛。

  　うん、メイドさんの視線が痛いんだけど？

  

  「你们两个同罪。」

  「お二人共、同罪です」

  

  呜呼。

  　ぐふっ。

  算了，被这么一说，我也无法反驳。不过，幸好是在王宫里。如果是在街上，那就是全裸的公主了。

  　まあ、そう言われると反論できないんだよなぁ。まあ、王宮内だっただけまだましだけどな。これが街中とかだったら裸の王女様だ。

  

  『听你这么说，感觉她好像会拿鞭子。』

  『そう聞くとムチとか持ってそうですね？』

  『那是女王吧。』

  『それは女王様だろ』

  

  呃，现在不是吐槽奥露榭的时候。

  　っと、オルシェにツッコミ入れてる場合じゃなかった。

  

  「不说这个了，快帮拉塞尔破处！！」

  「それよりも、ラゼルの筆下ろしを！！」

  

  我探出身子。拉塞尔满脸通红。好可爱。

  　ずい、と乗り出す俺。顔を真っ赤にするラゼル。かわいい。

  

  『榭菈小姐也完全是个女孩子了呢。』

  『すっかりシエラさんも女の子ですねぇ』

  『毕竟接受了那么久的女性感觉……』

  『流石にアレだけ女の子の感覚を受け取るとな……』

  

  毕竟有六年的时间以女性身份生活，再加上那个祈祷，性方面已经完全习惯这边了。习惯真是可怕。

  　女の子として過ごした６年間があるからな。その上あの祈りだからな。性的にはすっかりこっちの方に慣れちまってるんだよな。慣れって怖いわ。

  

  「来，先让我示范给你看。」

  「ほら、まずはお手本を見せなさい」

  

  瓦特父王边说边从背后抱起我。当然，下面就是瓦特父王的鸡鸡。然后，拉塞尔紧盯着我的小穴。感受到他的视线，我的腹部深处一阵阵发疼。爱、爱液……

  　そう言いながらヴァート父様が背後から俺を抱き上げる。もちろん、その下にはヴァート父様のちんぽ。そして、俺のまんこに釘付けになるラゼル。その視線を感じ、お腹の奥がキュンキュンと疼く。あ、愛液が……

  爱液滴落，啪嗒啪嗒地落在瓦特父王的鸡鸡上。瓦特父王，快点……

  　たらりと愛液がこぼれ、ヴァート父様のちんぽにぽたぽたと落ちる。ヴァート父様、早くぅ……

  

  「拉塞尔，你要看仔细哦。」

  「ラゼル、よく見ておくんだよ」

  

  瓦特父王边说边把鸡鸡插进我的小穴。他慢慢地推开穴肉，把鸡鸡插进来。

  　そう言いながらヴァート父様が俺のまんこにちんぽをねじ込んでくる。ゆっくりと膣肉を押し広げ、押し入ってくるヴァート父様のちんぽ。

  

  「来，拉塞尔也准备一下。」

  「さあ、ラゼルも準備なさい」

  

  眼前，拉瑟莱娜母王正在套弄拉塞尔的鸡鸡，做好准备。拉塞尔的鸡鸡还包着皮，真要说的话，大小比较适合叫小鸡鸡。至少帮他剥掉皮吧。

  　目の前ではラゼラナ母様がラゼルのちんぽを扱き、準備を整えている。まだ皮を被っているラゼルのは、どっちかというとおちんちんと呼んだ方が良さそうなサイズだ。せめて皮くらいは剥いてやるか。

  我探出身子，含住拉塞尔的鸡鸡。

  　身を乗り出してラゼルのちんぽを咥える。

  

  「呜哇，莱娜姐姐！？」

  「うあっ、ラナ姉さまっ！？」

  

  我只用舌头剥开皮。因为每晚都会收到这方面的知识作为祈祷，所以已经预习完毕了。

  　口の中で舌だけを使って皮を剥いていく。この手の知識は毎晩祈りとして送られてくるから予習はバッチリだ。

  

  「啊♡啊♡啊啊啊啊啊啊啊♡」

  「あっ♡あっ♡あああああああっ♡」

  

  拉塞尔的身体抽动了一下。因为还没精通，所以没有射出精液，但我知道他已经高潮了。不过，第一次的时候，刺激果然还是太强了。

  　びくん、と身を震わせるラゼル。精通はまだだから精液こそ出ないが、絶頂した事がわかる。まあ、初めての時は刺激強いよな。

  

  「差不多该动了。」

  「そろそろ動くぞ」

  

  我专心地舔着拉塞尔的小弟弟，瓦特父亲则从背后突刺而来。他就这样趴着，激烈地撞击腰部。

  　ラゼルのちんぽを一心不乱に舐めしゃぶっていたら、背後からヴァート父様が突き上げてきた。そのまま四つん這いになって激しく腰を打ち付けてくる。

  

  「嗯嗯♡」

  「んんっ♡」

  

  阴道内被掏挖的感觉，以及嘴里的小弟弟的味道，两者都提高了我的快感。

  　腟内を抉られる感覚と口の中のちんぽの味。その両方が俺の快感を高めていく。

  

  「嗯♡呼♡啾噗♡嗯嗯♡」

  「んっ♡ふっ♡ちゅぷっ♡んんっ♡」

  「啊♡啊♡啊♡不行♡姐姐♡」

  「あっ♡あっ♡あっ♡だめっ♡姉さまっ♡」

  

  我每次动舌头，拉塞尔就会发出诱人的声音。这可不妙，比想象中还要舒服。难怪村里的女孩们会争先恐后地抢夺他。

  　俺が舌を動かす度にラゼルが悩ましい声を上げる。やばいなこれ、想像以上だ。そりゃあ村娘達が争奪戦するわけだ。

  

  「莱娜，你的小穴比平常还要紧哦？」

  「ラナ、いつにも増しておまんこの中がきゅんきゅんしてるぞ？」

  「嗯嗯♡」

  「んんっ♡」

  

  这个嘛，因为等了很久嘛。

  　そりゃあ、まあ、待ちわびてたし、な？

  瓦特父亲从背后激烈地撞击腰部。嗯，毕竟刚刚没有射精嘛。瓦特父亲一边玩弄着胸部尖端，一边冲刺。

  　ヴァート父様が背後から激しく腰を打ち付ける。まあ、さっき射精してなかったからなぁ。胸の先端を弄りながらスパートを掛けてくるヴァート父様。

  

  「哈、啊，差不多要射了！！」

  「はっ、あっ、そろそろ出すぞ！！」

  

  瓦特父王一边这么说，一边进攻子宫入口，他的肉棒似乎也差不多到极限了。我也开始能隐约判断这种事了呢。

  　そう言いながら子宮の入り口を攻め立てるヴァート父様のちんぽはそろそろ限界みたいだ。こういうのも何となく判るようになってきたんだよな。

  

  「噗哈♡父王，请进到……里面♡」

  「ぷはっ♡父様、中に……中にくださいっ♡」

  

  我用娇滴滴的声音央求，自己也扭动腰部。快点、快点……

  　甘い声でねだり、自分からも腰を振る。はやく、はやく……

  

  「得让拉塞尔看看才行呢。」

  「ラゼルに見せてやらないとな」

  

  瓦特父王这么说，抱起我的身体。接合处暴露在拉塞尔眼前，我的小穴滴着爱液的模样被他看见了。虽然想叫他别看，但也不能这样啊。

  　そう言いながらヴァート父様は俺の身体を抱えあげる。接合部がラゼルの目に晒され、俺のまんこが愛液を垂れ流しているのを見られてしまう。見ないでと言いたいがそうもいかないんだよな。

  

  「拉塞尔，你要好好看着……」

  「ラゼル、ちゃんと見てて……」

  「好的，王姐……」

  「はい、姉さま……」

  

  我一边自己扭腰，一边对拉塞尔这么说。因为这是性教育啊……

  　自ら腰を振りながらラゼルにそう伝える。これは、性教育だからな……

  拉塞尔用热切的眼神看着我的小穴。糟糕，已经……

  　ラゼルが熱に浮かされたような目で俺のまんこを見る。やばい、もう……

  

  「不行，要去了呜呜呜呜呜呜呜呜呜呜呜♡」

  「だめ、いくぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅ♡」

  「咕呜，要射了！！」

  「くぅ、でるっ！！」

  

  视线成了最后一根稻草，让我达到高潮。穴肉紧紧夹住瓦特父王的肉棒，这成了扳机，让瓦特父王的肉棒喷出精液。

  　視線が止めになって絶頂に達する。きゅ、と膣肉がヴァート父様のちんぽを絞め上げ、それがトリガーとなってヴァート父様のちんぽから精液が噴き出す。

  

  「呼，好、好烫♡」

  「は、あ、熱い♡」

  

  瓦特父王拔出肉棒后，没完全进去的精液就和爱液一起流了出来。拉塞尔目不转睛地盯着这副模样。

  　ヴァート父様がちんぽを抜くと、入り切らなかった精液が愛液と一緒にこぼれ出てくる。その様子に釘付けになるラゼル。

  

  「来，拉塞尔也试试看吧。」

  「さあ、ラゼルもやってみなさい」

  

  瓦特父亲对拉塞尔这么说。接下来要实践了，这一刻终于来了。

  　ヴァート父様がそうラゼルに声をかける。次は実践というわけだ。やっと、この時が来た。

  我一听到这句话，立刻把拉塞尔推倒。

  　その言葉を聞いた俺は、即座にラゼルを押し倒していた。

 
  第２６話：妊娠

  第26话　怀孕

  我跨坐在拉塞尔身上，自己撑开穴口。啊，瓦特父王的家伙还插在里面。得先用净化魔法清理干净才行。

  　ラゼルの上に跨って自分で膣穴を広げる。あ、ヴァート父様のが膣内に入ったままだった。浄化の魔法を使って一旦きれいにしないとな。

  瓦特父王露出悲伤的表情，但我当作没看见。现在是拉塞尔的性教育时间。

  　ヴァート父様が悲しそうな顔をしたけど、見なかったことにする。今はラゼルの性教育の時間だからな。

  

  「你、说、谁？」

  「あ・な・た？」

  

  嗯，瓦特父王就交给拉瑟琳娜母妃吧。她一定会好好榨干他的。

  　うん、ヴァート父様はラゼラナ母様に任せよう。きっとしっかりと搾り取ってくれるだろう。

  

  「我要插进去咯，拉塞尔。」

  「挿れますよ、ラゼル」

  「好、好的……」

  「は、はい……」

  

  我缓缓地把腰压在拉塞尔身上。粘膜彼此接触，拉塞尔的小鸡鸡进入穴内。虽然比瓦特父王小很多，但看到他被穴肉包覆而逐渐陶醉的表情，比想象中还要舒服。嗯，难怪村里的女孩会迷上他。

  　ゆっくりとラゼルの上に腰を落としていく。粘膜同士が触れ、腟内にラゼルのちんぽが入ってくる。ヴァート父様より全然小さいけど、こう、膣肉で包まれていくにつれて蕩けていく顔を見るのは思った以上に気持ちいい。うん、村娘達が夢中になるわけだよな。

  

  『机会难得，要不要来个逆种马姿势？』

  『せっかくだし、逆種付けプレスしません？』

  『那是什么？』

  『なんだ、それ？』

  『就像这样，把男生的双脚抬起来，女生再用跟种马姿势一样的骑乘体位……』

  『こう、男の子の両足を持ち上げてですね、女の子側が種付けプレスと同じように騎乗位の要領で……』

  『我才不要！？』

  『嫌だがっ！？』

  

  为什么我非得用那么羞耻的姿势做爱不可？要是拉塞尔变成被虐狂，你要怎么负责！！

  　何が悲しくてそんなアレな体勢でヤらにゃならんのだ。ラゼルがドＭになったらどうしてくれる！！

  

  『我觉得用骑乘体位做爱的时候就已经差不多了耶？』

  『騎乗位でヤってる時点で大差ないと思いますけど？』

  『呜……』

  『うぐ……』

  

  嗯，算了，这次就用普通的骑乘位吧。我把手放在拉塞尔的肚子上，开始摆动腰部。当然，我也没忘记要紧紧夹住他。我一边施加压力，一边摆动腰部，肉壁便缠住肉棒，粘膜彼此摩擦。

  　ま、まあ、今回は普通の騎乗位で。ラゼルのお腹に手を乗せて腰を振り始める。もちろん、しっかりと絞め付けることも忘れない。きゅ、と圧力をかけながら腰を振れば膣肉がちんぽに絡みつき、粘膜同士が擦れ合う。

  

  「王姐，不行♡湿湿滑滑的，好温暖♡」

  「姉さま、だめぇ♡ヌルヌルして、あったかくてぇ♡」

  「拉塞尔，你也试着摆动腰部。」

  「ラゼル、貴方も腰を動かしてみて」

  「嗯，嗯♡」

  「うん、うんっ♡」

  

  拉塞尔按照我的指示，向上挺腰。呼，好舒服……

  　言われた通りに腰を突き上げるラゼル。はぁ、気持ちいい……

  

  「接下来，教他正常位。」

  「次は、正常位を教えてあげて」

  「是、是的，母后。」

  「は、はい、母様」

  

  因为太舒服了，我忍不住摆动腰部，结果被拉瑟莱娜母后指正了。不过，让她体验各种体位确实比较好。

  　気持ち良すぎて腰振りまくってたら、ラゼラナ母様からダメ出しをされてしまった。まあ、いろんな体位を経験させた方が良いのは確かだからな。

  

  「拉塞尔，接下来由你来插。」

  「ラゼル、次はラゼルから挿れてみて」

  

  我一边说，一边自己撑开小穴给他看。我一炫耀，拉塞尔就目不转睛地盯着看。视线……

  　そう言いながら自分でまんこを広げて見せる。見せつけるようにしたらラゼルの目が釘付けになった。視線が……

  

  「快、快点。」

  「は、早くなさい」

  「是、是的！！」

  「は、はいっ！！」

  

  那个，一直被盯着看，实在很难为情。我催促他快点插入，拉塞尔便压在我身上。不过，他迟迟无法插入。真没办法。

  　その、ずっと見つめられるのは流石に恥ずかしい。早く挿入するように促すとラゼルが俺に覆いかぶさってくる。けど、なかなか挿入できていない。仕方ないな。

  

  「是这里哦。」

  「ここ、ですよ」

  

  我把手放在拉塞尔的肉棒上，引导至穴内。肉棒滑溜地全部进入穴内，拉塞尔没多久就开始摆动腰部。

  　ラゼルのちんぽをに手を添え、膣内に導く。にゅるん、と全部が膣内に収まり、程なくしてラゼルが腰を振り始める。

  

  「嗯♡呼♡对、对了，就是那里♡」

  「んっ♡ふっ♡そ、う、そこ♡」

  「这里吗？」

  「ここ、ですか？」

  「没错，再用力一点♡」

  「そう、もっと♡」

  

  我引导拉塞尔去碰触舒服的地方，于是他便贪婪地吸收着知识。

  　気持ちいいところに当たるように誘導してやると、ラゼルは貪欲に知識を吸収していく。

  

  『这是姐姐的性感带的知识。』

  『姉の性感帯の知識ですけどね』

  『不要说出来啦。』

  『言うんじゃねえよ』

  

  不过，虽然没有错，但被这么一说，感觉就……

  　まあ、間違ってないが、改めて言われると、こう……

  

  「姐姐、姐姐，好舒服♡呼啊啊啊啊啊啊♡」

  「姉さま、姉さま、気持ちいい♡ふぁぁぁぁぁぁ♡」

  

  拉塞尔抱着我，拼命地扭动腰部。我用脚缠住拉塞尔的腰，让身体的密合度一口气增加。糟糕，好舒服……

  　俺に抱きついたまま必死で腰を振るラゼル。そんなラゼルの腰に脚を絡めると一気に密着度合いが増す。やばい、気持ちいい……

  在我们做着这些动作时，拉塞尔的动作逐渐激烈起来，不久后便开始抽搐，达到高潮。虽然精液还没射出来，但这样也……

  　そうしているうちに次第にラゼルの動きが激しくなり、程なくしてビクビク、と痙攣して絶頂に達した。精液はまだ出ないけど、これはこれで……

  我将把身体靠在我身上的拉塞尔的头抱过来，他的嘴巴正好来到乳头附近。乳头碰到嘴唇，一股令人焦躁的感觉袭来。

  　俺に体を預けるラゼルの頭を抱き寄せると、ちょうどラゼルの口が乳首の辺りに来る。乳首が唇に触れ、もどかしい感覚に襲われる。

  

  「就这样吸♡」

  「そのまま、吸って♡」

  「呼啊、呼啊……」

  「ふぁ、ふぁい……」

  

  拉塞尔露出慵懒的表情，沉浸在高潮的余韵中，但还是照我说的拼命吸吮乳头。糟糕，这样好舒服……

  　けだるげな表情で絶頂の余韻に浸りながらも言われるままに必死に乳首に吸い付くラゼル。やばい、これ、すっごく気持ちいい……

  

  『要试着挤出奶水吗？』

  『お乳、出してみます？』

  『不、不，这实在是……』

  『い、いや、それは流石に……』

  

  我有一瞬间差点输给诱惑，但还是设法打消了念头。再怎么说，这样也太变态了吧？

  　一瞬、誘惑に負けそうになったが、なんとか思い留まる。流石にそれは、変態的じゃないか？

  

  「拉塞莱娜的奶水，很好喝哦。」

  「ラゼラナのお乳、美味しいぞ」

  「真是的……」

  「もう……」

  

  ……我本来以为没人会这么做，结果真的有人做了，而且还是父母。这下该怎么办才好？

  　……と思ったらやってる人居たよ。しかも、両親。どうしてくれよう。

  

  『话说回来，为什么奶水会出来？奥露榭，你一定做了什么吧！？』

  『と言うか、なんでお乳が出てんだよ。オルシェ、お前何かやったろ！？』

  『冤枉啊！！』

  『濡れ衣ですよ！！』

  『真的吗！？』

  『本当だろうなっ！？』

  

  要是敢说谎，我可不会放过你……

  　嘘だったら承知しないから……

  

  「呵呵，接下来会是男孩子还是女孩子呢？」

  「ふふ、次は男の子と女の子、どっちかしら」

  

  ……咦？

  　……へ？

  在我逼问奥露榭的时候，突然听见了出乎意料的台词。我调查了一下状态列，上面写着「怀孕中」。呜哇，真的假的！？

  　オルシェを問い詰めていたらちょっと想定外のセリフが聞こえてきた。ステータスを調べてみたら妊娠中って書いてある。うわ、マジだ！？

  

  「恭、恭喜？」

  「お、おめでとうございます？」

  「我想要弟弟……」

  「僕、弟がほしいなぁ……」

  

  拉塞尔似乎比较想要男孩子。我们家只有拉塞尔一个男孩子，所以他的地位有点低。不过很遗憾，是女孩子。只要看状态列就知道了。

  　ラゼルは男の子のほうが良いらしい。うち、男の子はラゼルだけで肩身狭いからなぁ。けど、残念、女の子だ。ステータス見たら一発なんだよな。

  

  『比起那种事，你有没有什么话要说？』

  『そんな事より、何か言う事は？』

  『……对不起。』

  『……ごめんなさい』

  

  奥露榭这么一说，我便开口道歉。嗯，这次难得地无罪释放……

  　そうオルシェに指摘され、謝る俺。うん、今回は珍しく無罪だったよ……

  

 
  第２７話：神力回収

  第27话　回收神力

  虽然拉塞莱娜女王的冲击告白让性教育的进度延宕，但还是顺利地进行了。我教了拉塞尔各种体位之后……

  　ラゼラナ母様の衝撃告白はあったものの性教育は滞りなく行われた。ラゼル相手にいろんな体位を教え込んだ俺は……

  

  『我感觉身体状况好得不得了耶？』

  『なんか、すげえ体調良いんだが？』

  

  不知为何，我的状况好得不得了。顺带一提，拉塞尔已经累瘫了。毕竟彻夜做爱，虽然还没精通所以不会射精，但光是不断高潮就已经消耗掉相当多的体力了。身体状况变好的我反而奇怪。

  　何故か絶好調なんだよな。ちなみにラゼルはもうぐったりしてる。流石に夜通しだとな。精通もまだだから射精こそしないけど、ひたすら絶頂するだけでもかなり体力を消耗するからな。元気になってる俺がおかしいんだよ。

  

  『那是因为做爱可以收集神力啊。』

  『そりゃあ、エッチすると神力が集まりますからね？』

  『我第一次听说。』

  『初耳だが？』

  『在榭菈的神像前做爱可以收集神力对吧？』

  『シエラさんの神像の前でエッチしてると神力集まりますよね？』

  『……虽然我并不情愿。』

  『……不本意だけどな』

  『这是一样的道理。因为榭菈是神，不是神像。』

  『それと同じですよ。神像どころか神そのものですからね』

  『听你这么一说……话说回来，为什么做爱可以收集神力？』

  『そう言われると……って、そもそもなんでエッチすると神力集まるんだ？』

  『因为我是这么设定的。』

  『そう設定しましたからねー』

  『犯人果然是你！！』

  『やっぱり犯人はお前か！！』

  

  神可以透过与权能相关的供品收集神力。以我来说就是天空，但这样太过笼统，很难收集神力。因此神可以设定替代手段。榭菈的情况，似乎就是做爱。

  　神は権能に関連する供物を通して神力を集める事ができる。俺の場合は空だが、それだと漠然としていて神力が集まりにくい。なので代替手段を設定する事ができるようになっている。シエラの場合、それがセックスって事のようだ。

  顺带一提，奥露榭的情况是只要在祭坛前献上舞蹈就好。我也比较希望是这样！？

  　ちなみにオルシェの場合は祭壇の前で踊りを捧げれば良いらしい。俺もそれの方が良かったんだが！？

  

  『谁都不愿意做呢……』

  『誰も、やってくれないんですよね……』

  『啊——』

  『あー』

  

  以奥露榭的情况来说，顶多只有祈祷航海平安的时候会来。不过，每天出海捕鱼也没办法每次都来祈祷，所以一年大概只能请他们祈祷一次。结果，神力收集力是我压倒性地强。多亏神殿以性教育为名的性风俗，几乎每天都能收到神力。」

  　オルシェの場合、航海の無事を祈る時くらいだからな。けど、毎日の漁の度に踊ってもいられないから、だいたい年一くらいしか祈りを捧げてもらえない。結果、神力収集力は俺の方が圧倒的だ。神殿で行われる性教育と言う名の性風俗のお陰でほぼ毎日神力が届くからな。

  

  「姐姐，我已经不行了……」

  「姉さま、流石にもう無理です……」

  

  我一边跟奥露榭说话，一边抚摸拉塞尔的鸡鸡，但他似乎已经无法勃起了。不，我只是不小心摸着摸着就继续下去了……

  　オルシェと話しながらラゼルのちんぽを撫でていたんだが、流石にもう勃たないようだ。いや、ついついやってただけで続けたいわけじゃ……

  

  「差不多该睡了。」

  「そろそろ寝なさい」

  

  我边说边摸摸他的头，不久后他便开始发出鼾声。嗯，第一次也没办法。

  　そう言いながら頭を撫でてやると、程なくして寝息を立て始めた。まあ、初めてじゃしょうがないよな。

  

  「哥哥，你已经硬不起来了？」

  「兄様、もう勃たないんですか？」

  

  早上来侍奉的榭莉一脸不可思议地这么问。虽然她的语气听起来有点遗憾，但也不能继续勉强他。

  　朝の奉仕に来ていたシェリーが不思議そうにそう訊いてくる。少し残念そうな響きがあるが、かと言ってこれ以上無理させるのもな。

  

  「侍奉爸爸吧。」

  「奉仕は父様にしましょうね」

  

  我边说边带他去找瓦特父王。瓦特父王他……

  　そう言いながらヴァート父様の方に連れて行く。そんなヴァート父様は……

  

  「已经，不行了……」

  「もう、無理……」

  「你还会射吧？」

  「まだ出ますよね、あなた？」

  

  被拉塞莱娜母后逆种马式按压。不，嗯，已经种马完毕了吧？

  　ラゼラナ母様に逆種付けプレスされていた。いや、うん、もう種付け完了してるよな？

  

  「榭莉也想做！！」

  「シェリーもやりたいです！！」

  

  然后，榭莉看到这一幕，对逆种配法产生了兴趣。

  　そして、それを見たシェリーが逆種付けプレスに興味を持つ。

  别这样啊。被女儿逆种配法实在是……

  　やめて差し上げろ。流石に娘に逆種付けプレスされるのは……

  

  『不过，拉塞莱娜小姐也是女儿就是了。』

  『まあ、ラゼラナさんも娘ですけどね？』

  『对哦……』

  『そうだったわ……』

  

  仔细想想，拉塞莱娜母亲也是瓦特父亲的女儿。因为拉塞莱娜母亲在力量关系上完全占上风，所以我完全忘了。也就是说，瓦特父亲既是父亲，也是祖父。

  　よく考えたらラゼラナ母様もヴァート父様の娘だったわ。力関係的にラゼラナ母様の方が完全に上位だから、すっかり忘れてた。って事はヴァート父様は父親かつ祖父になるんだよな。

  

  『而且还是祖母的弟弟呢。』

  『更に、祖母の弟ですねー』

  『太复杂了吧……』

  『ややこし過ぎるだろ……』

  

  不过，父亲就是父亲。

  　まあ、父様は父様って事で。

  

  『你放弃思考了吧？』

  『考えるのを止めましたね？』

  『因为再想下去会变得更复杂，所以想也没用。』

  『その先も色々と複雑だろうからな。考えるだけ無駄だ』

  『嗯，的确是这样呢～』

  『まあ、確かにそうですね～』

  『你以为是谁害的……』

  『誰のせいだと……』

  

  这是奥露榭为了看近亲相奸才做的吧？

  　オルシェが近親相姦見たさにやった事だよな？

  

  『哎呀，先别管这个了。』

  『まあ、そんな事は置いておいて』

  『别想撇开啊。』

  『置いておくなよ』

  『榭莉小姐正打算对拉塞尔先生逆雷呢。』

  『シェリーさんがラゼルさんを逆レしようとしてますけど？』

  

  ……欸？

  　……へ？

  我顺着她的话看向榭莉，她正好在模仿拉塞莱娜母亲对瓦特父亲做的，打算抬起拉塞尔的脚。

  　言われてシェリーを見ればちょうどラゼラナ母様がヴァート父様にしてるのを真似てラゼルの脚を持ち上げようとしてるところだった。

  

  「榭莉，你对父亲做吧。」

  「シェリー、それは父様にしてあげて」

  「莱娜！？」

  「ラナっ！？」

  

  瓦特父亲，抱歉了，为了保护拉塞尔，你得当牺牲品。」

  　ヴァート父様、悪いけどラゼルを守るため生贄になってくれ。

  

  「不行，榭莉要再长大一点才行。」

  「だめよ、シェリーはもう少し大きくなってからね」

  

  我本来是这么想的，但是好像还塞不进榭莉的穴中。这也是理所当然的。

  　と、思ったが、シェリーのまんこだとまだ入らないらしい。そりゃそうか。

  

  『只要稍微努力一下，就能用神的加护插入了哦？』

  『ちょっと頑張れば神の加護で挿入できますけど？』

  『我才不需要那种加护！？』

  『そんな加護は要らねえが！？』

  

  看来榭莉的年纪也行。但是我觉得还太早了。至少要等到和我的初体验差不多的年龄……

  　どうやらシェリーの年齢でも行けるらしい。けど、まだ早いと思うんだ。せめて俺の初体験と同じくらいの年齢まで……

  

  『你只是不想输给她吧？』

  『それ、負けたくないだけですよね？』

  『……你在说什么呢？』

  『……何のことかな？』

  

  我才没有因为觉得被抢先一步而心情不好之类的……

  　別に、先を越される気がして気分が良くないとかそんな事は……

  就在我打算找借口的时候。

  　と、俺が言い訳をしようとしたちょうどその時。

  

  「所以，瓦特就由莱娜来负责吧？」

  「だから、ヴァートの相手はラナがしてあげてね？」

  「好的……欸？」

  「はい。……へ？」

  

  我不由得回答了，但是，这是要我逆种施肥给瓦特父亲吗？

  　思わず返事をしてしまったけど、それ、俺がヴァート父様を逆種付けプレスするって話か？

  

  『就是这么回事。要不要让他怀孕呢？』

  『そういう話ですね。妊娠できるようにしましょうか？』

  『不用你多管闲事！？』

  『要らない世話だが！？』

  

  我觉得怀孕还太早了。毕竟她都还没来初潮。

  　まだ、妊娠は早いと思うんだ。初潮まだだし。

  

  『哦，你是想再享受一阵子不用担心怀孕的内射性交吗？』

  『ああ、もうしばらく妊娠の心配がない中出しセックスを楽しみたい、と？』

  『注意你的说法！？』

  『言い方っ！？』

  

  不，这个嘛，内射很舒服……我不否认。

  　いや、まあ、生中出しが気持ち良いのは……否定しない。

  顺便一提，我从拉榭莉娜母亲那里继承了逆种施肥给瓦特父亲的职责，一直做到父亲的精液射不出来为止。非常舒服。

  　ちなみに、ラゼラナ母様から引き継いだヴァート父様への逆種付けプレスは父様の精液が出なくなるまでやった。すごく、気持ちよかった。

  神力也增加了非常多。

  　神力は、すごく増えてた。

  

 
  第２８話：軍議

  第28话　军事会议

  「……莱娜？」

  「……ラナ？」

  「嗯♡什么事，父亲？」

  「んっ♡なん、ですか、父様？」

  「不、不……没什么。」

  「い、いや……なんでもない」

  

  为了避免误会，我先说清楚，现在正在开军事会议，不是在床上。我只是坐在瓦特父亲的大腿上。

  　誤解が無いように言っておくが、今は軍議の真っ最中だ。ベッドの中とかじゃない。ただ、ヴァート父様の膝の上に乗っているだけだ。

  

  『如果只是坐在插进去的东西上，那倒还好～』

  『挿入してるのをただ乗ってるだけ、と言うならですけどね～』

  『没办法啊，因为瓦特父亲的精液停不下来。』

  『仕方ないだろ、ヴァート父様の精液が止まらなくなったんだから』

  

  事情的开端要追溯到今天早上。我像平常一样在床上准备进行早上的勤务，但瓦特父亲的鸡鸡没有勃起。看来是因为连续几天都用逆种配压榨精液的关系。所以，嗯，我只好用魔法让它勃起，可是……

  　事の発端は今朝まで遡る。いつものようにベッドで朝のお勤めをしようとしたんだが、ヴァート父様のちんぽが勃たなかった。どうやら、数日にわたって逆種付けプレスで搾り取ったのが悪かったらしい。で、まあ、仕方がないので魔法で勃たせることにしたんだが……

  

  『谁叫你要灌注那么多神力。』

  『あんなに神力を注ぐから』

  『我还以为是ED，所以很着急。』

  『ＥＤにしちゃったかと思って焦ったんだよ』

  

  嗯，因为着急，所以灌注了一点……不，是相当大量的神力。多亏如此，瓦特父亲的鸡鸡才会溢出精液，停不下来。做得太过火了。

  　まあ、焦ってちょっとばかり……いや、かなりガッツリ神力を注いじゃったんだよな。そのおかげでヴァート父様のちんぽからは精液が溢れて止まらなくなってしまった。やりすぎである。

  因为这样下去会影响到公务，我只好变成鸡鸡套。这也是没办法的事，总不能让怀孕中的拉塞莱娜母亲做这种事，而且榭莉也还做不到。

  　このままじゃ公務に支障があるって言うんで、仕方なくちんぽケースになる事にしたわけだ。仕方ないだろ、流石に妊娠中のラゼラナ母様にヤらせるわけにもいかないし。それに、シェリーにはまだ無理だしな。

  

  『不过，要是硬是停下来，结果完全ED的话也很麻烦呢。』

  『まあ、無理に止めて完全にＥＤになったら大変ですしね』

  

  嗯，所以现在我正在赞不绝口地插着肉棒。不过，也有其他人插着女儿参加军事会议，所以应该没问题吧。虽然我一开始听到的时候，觉得这会议也太异常了。

  　まあ、そういうわけで、今、絶賛ちんぽケース中ってわけだ。まあ、娘に挿入したまま軍議に参加してるやつは他にも居るし、大丈夫だろ。最初聞いた時は、どんな異常な会議だよ、とか思ったが。

  

  『至今为止也经常插着拉塞莱娜小姐开会呢～』

  『今までもラゼラナさんに挿入したまま会議とか結構ありましたしねー』

  『是啊。这样当然能生第四个人了。不如说，我惊讶的是至今为止都没能怀孕。』

  『まあな。そりゃあ、４人目もできるわ。むしろ良く今までできなかったなと驚いたレベルだな』

  

  实际上，也经常听到喘息声。真亏他们能在这种状况下开会，就某种意义来说，我很佩服他们。

  　実際、それなりに喘ぎ声聞こえるんだよな。よくこんな状況で会議とかできるなとある意味感心するわ。

  

  「莱娜？那个，稍微手下留情……」

  「ラナ？その、少し手加減を……」

  「哈，嗯♡父王，请专心开会……嗯嗯♡」

  「は、んっ♡父様、軍議に集中してくださいませ……んんっ♡」

  「话是这么说……」

  「そうは、言うけどなぁ……」

  

  嗯，我有自觉，我相当缓急有致地缩紧。哎呀，因为精液不断注入子宫嘛……

  　うん、まあ、かなり緩急つけて絞めつけてる自覚はある。いや、だって、こう、絶え間なく精液が子宮に注がれてるからさぁ……

  

  『回收的神力比使用时还多，这下不就变成永动机了吗？』

  『神力も使った以上に回収できてますし、これは永久機関になるのでは』

  『我才不要那种永动机！？』

  『嫌だよそんな永久機関！？』

  

  嗯，神力方面的确很划算。

  　うん、まあ、確かに神力的には美味しいけどな？

  

  「陛下，约修玛圣教国似乎还没放弃侵略。」

  「陛下、ヨシュマ聖教国はまだ侵略を諦めていない様子」

  「他们再次将部队集中于国境。」

  「再び国境に部隊を集中させております」

  「真是学不乖。」

  「まったく、懲りないことですな」

  

  顺带一提，军事会议的内容是关于那个可疑宗教国家的事。那些家伙还没放弃啊。原本以为他们暂时不会攻打过来，没想到这么快就做好再次侵略的准备了。

  　ちなみに、軍議の内容は例の怪しい宗教国家の件だ。あいつら、まだ諦めてないんだよな。しばらくは攻めて来ないだろうと思ってたら、意外と早く再侵攻の準備を整えやがった。

  

  「啊嗯♡」

  「ぁん♡」

  「哦，失礼了。」

  「っと、失礼しました」

  

  刚才的娇喘声是米尔克雷尔边境伯爵千金发出来的。米尔克雷尔边境伯爵是与约修玛圣教国接壤的边境伯爵家，也是这次会议的中心人物。他的女儿露修娜・米尔克雷尔今年十二岁，因为是初次上阵，所以参加了这次的军事会议，不过现在跟我一样成了父亲的肉棒保险套。不过我的情况是被逼急了，所以状况有点不同。

  　今の喘ぎ声はミルクレイル辺境伯令嬢だな。ミルクレイル辺境伯はヨシュマ聖教国と国境を接する辺境伯家で、この会議の中心人物だ。その娘は今年１２歳になるルシュナ・ミルクレイル。初陣ということで今回の軍議に参加しているが、今は俺と同じで父親のちんぽケースになっている。まあ、俺の場合は切羽詰まった理由だからちょっと状況が違うけどな。

  

  「好了，露修娜，别再喘气了，专心开会。」

  「ほら、ルシュナ、喘いでいないで軍議に集中しなさい」

  「好～♡」

  「はぁい♡」

  

  被父亲从下面往上顶，她发出了甜腻的叫声。看来她根本没听进去。不过这次是初次上阵，几乎只是装饰，所以应该没问题吧。

  　父親に下から突き上げられ、甘い声を上げている。あれは半分も頭に入っていないな。まあ、今回は初陣で、ほぼお飾りだから問題はないだろうけどな。

  

  「那么，这次莱娜公主也会从军吗？」

  「それで、今回はラナ王女も従軍されるので？」

  「给你添麻烦了。」

  「面倒をかけるな」

  

  嗯，毕竟瓦特父亲是这种状态，我也只能以肉棒保险套的身份从军了。虽然以初次上阵来说年纪还太小，不过我的战力没有问题，所以应该不要紧。

  　うん、まあ、ヴァート父様がこの状態だからな。俺もちんぽケースとして従軍せざるをえない。初陣にはかなり早い年齢だが、まあ、俺の場合は戦力的には問題ないから大丈夫だろ。

  

  『反倒是瓦特先生才是装饰品呢～』

  『むしろヴァートさんの方がお飾りですよね～』

  『唔……』

  『うぐ……』

  

  算了，瓦特大人的工作是以部队移动为主，应该没问题。

  　まあ、ヴァート父様の仕事は部隊の移動がメインだからな。問題はあるまい。

  

  「现在我军在国境线布阵，牵制敌军。只要一有动静，马上就会联络……」

  「現在は我が軍を牽制として国境沿いに展開させております。何か動きがあればすぐ連絡が来ますゆえ……」

  「只要我传送军队过去就行了吧？」

  「私が軍を転移させればよいわけだな」

  

  原本应该是攻击方能自由决定时期，比较有利，但瓦特大人的能力可以即时传送战力，那就另当别论了。只要不发动大规模闪电战，马上就会重整态势。上次的奇袭就是看准这点，却被我察觉，抢先击溃。」

  　本来は攻撃する側の方が時期を自由に決めれる分だけ有利なはずだが、戦力を即時移送できるヴァート父様の能力があれば話は別だ。よほどの電撃戦を仕掛けない限りすぐに体勢を立て直されてしまう。前回はそれを意図した奇襲だったが、俺が察知して先に潰したからな。

  

  「嗯♡陛下，那些家伙，由我们，对付♡」

  「んっ♡陛下、奴らの相手は、我々だけで、もっ♡」

  「露修娜，大意是兵家大忌。只要陛下出动军队，就能从容应战。」

  「油断は大敵だぞ、ルシュナ。陛下が軍を動かしてくださればそれだけ余裕を持って戦うことができる」

  「可是……嗯♡」

  「ですが……んっ♡」

  「不该犯下勉强出兵，导致折损兵力的愚蠢错误。懂吗？」

  「無理して兵を失う愚を犯すべきではない。判るな？」

  「是，父亲大人……♡」

  「はい、父様……っ♡」

  

  至少在说话的时候，别再往上顶了。

  　喋ってる間くらい突き上げるのは止めてやれよ。

  顺带一提，米尔克莱家是边境伯爵。为了防备敌国，拥有许多军事上的裁量权。边境伯爵军是其中最强大的军队，允许保有其他贵族家无法比拟的战力。嗯，为了守护国境，这是必要的权限。

  　ちなみに、ミルクレイル家は辺境伯だ。敵国への備えとして多くの軍事的裁量権を持っている。辺境伯軍はその最もたるもので、他の貴族家と比べ物にならないだけの戦力を保有する事が許されている。まあ、国境を守るためには必要な権限だ。

  露修娜说的就是这件事吧。

  　ルシュナが口にしたのはその事だろう。

  

  『露修娜小姐说的可是娇喘声哦？』

  『ルシュナさんが口にしたのは喘ぎ声ですよ？』

  『不是那个意思啦！？』

  『そういう事じゃねえんだよ！？』

  

  呃，好吧，她的确也发出了娇喘声。

  　いや、まあ、確かに喘ぎ声も上げてたけどな。

  顺带一提，她之所以对边境伯军有信心，似乎也跟她的姐姐有关。她的姐姐虽然是妾生的，继承权很低，但实力在同辈中算是相当高强。而露修娜很仰慕姐姐，想让她立下功绩的意图应该也包含在内。

  　ちなみに、彼女が辺境伯軍に自信を持っているのには彼女の姉の存在もあるようだ。彼女の姉は妾腹のため継承権こそ低いが、その実力は同世代の中ではかなり高い。そして、ルシュナは彼女を慕っている。功績を挙げさせたいという意図もあるのだろう。

  

  「话说回来，我想换个话题。听说莱娜公主俘虏了圣教国的贵族和巫女……」

  「ところで話は変わりますが、ラナ王女が聖教国の貴族と巫女を捕虜にしたとの話でしたが……」

  「嗯，我有收到报告。她们就在这里。」

  「うむ、その報告は受けている。ここへ」

  

  瓦特父王打了个信号，莱菲丽丝和米兰达便走进会议室。这么说来，审问的结果也会上达为议题吧。可是，有必要把她们两人带来吗？

  　ヴァート父様が合図をすると、ラフィリスとミランダが会議室に入ってくる。そういえば尋問の結果も議題に上っていたな。けど、２人を連れてくる必要はあったのか？

  

  『看来是有人希望直接听她们说呢～』

  『どうやら直接話を聞きたいという要望があったようですね～』

  『不能在审问时旁听吗？』

  『それ、尋問に立ち会うんじゃだめだったのか？』

  『这个嘛，似乎是有好几个贵族提出要求哦。』

  『それが、複数の貴族から要望が上がったようですよ』

  『原来如此……』

  『なるほど……』

  

  也就是说，因为要求的人实在太多，干脆就在军事会议上进行。也对，敌国的情报在进行军事会议时也是重要的要素。

  　つまり、あまりにも要望が多かったから、それならいっそのこと軍議の場で、という話になったわけだな。まあ、敵国の情報は軍議を進める上でも重要な要素だからな。

  

  「小鸡鸡、请给我小鸡鸡♡」

  「おちんぽ、おちんぽをくださいっ♡」

  

  ……更正，带这些家伙过来有意义吗？

  　……訂正。こいつらを連れてきて意味はあったのか？

  米兰达那家伙完全变成小鸡鸡狂了。到底要怎么做才会变成这样啊？大家应该都吓到了吧。

  　ミランダのやつ、完全にちんぽ狂いになってるじゃねえか。何やったらこんな事になるんだよ。みんなドン引きしてるだろ。

  

  『莱菲莉丝小姐好像做得有点过火了呢～』

  『ちょっとラフィリスさんがやり過ぎたみたいですね～』

  『这样没问题吗？』

  『大丈夫なのか、それ？』

  『没问题的，我只是要她说出用神力取得的情报。』

  『大丈夫ですよ、神の能力で得た情報を喋らせるだけですから』

  『说得也是。』

  『それもそうか』

  

  实际上，几乎被舍弃的米兰达和莱菲莉丝并没有什么重要的情报。不过，既然没有，捏造就好，所以我安排了让她们两人说出从MAP和纪录取得的情报。

  　実際、ほぼ切り捨てられたミランダやラフィリスは大した情報を持ってはいなかった。けど、無ければ捏造すれば良いわけで、ＭＡＰやらログやらで得た情報を２人の口から喋らせる手筈になっている。

  

  「来，想要小鸡鸡就回答我们的问题。」

  「ほら、ちんぽが欲しけりゃ訊かれたことに答えな」

  「好滴……♡」

  「ふぁい……♡」

  

  以米尔克莱边境伯为首，众人各自提出问题，按照安排，莱菲莉丝以小鸡鸡为饵，逼米兰达开口。莱菲莉丝偶尔会把小鸡鸡插进去当作奖励，不过——

  　ミルクレイル辺境伯を始めとした面々がそれぞれ質問し、手筈通りラフィリスがちんぽを餌にミランダに喋らせるという体をとる。時折ご褒美としてラフィリスがちんぽを突っ込みながら、だがな。

  

  「哈啊♡再来、再来♡」

  「はぁん♡もっと、もっとぉ♡」

  

  哎呀，这下子事情变得很糟糕呢。不过，算了，反正已经得到充分的情报，就当作是件好事吧。

  　いやあ、かなり酷いことになったよな。けど、まあ、十分な情報は渡せたし良しとしよう。

  就这样，军事会议闭幕。之后只要对方一有动作，就只要蹂躏他们，是个简单的工作。

  　こうして軍議は幕を閉じた。後は向こうが動いたら蹂躙するだけの簡単なお仕事だな。

  

  

 
  第２９話：全部乗馬のせい

  第29话　全都是骑马害的

  在那之后过了三天。当然，我一直插着没拔出来。没办法啊，毕竟还没消下去。

  　あれから３日が経った。もちろん、ずっと挿れっ放しだ。仕方ねえだろ、まだ収まってねえんだから。

  

  『因为精液会转换成神力被吸收，所以不会溢出来，有点遗憾。』

  『精液が神力に変換されて吸収されるから、溢れなくてちょっと残念です』

  『不，精液滴得到处都是也太那个了。』

  『いや、流石に精液垂れ流しはちょっと』

  『那样不是很好吗！！』

  『それが良いんじゃないですか！！』

  

  奥露榭还是一如既往地糟糕。

  　相変わらずオルシェは最悪だな。

  

  「嗯嗯♡」

  「んんっ♡」

  「莱娜真的很喜欢爸爸的小鸡鸡呢。」

  「ラナは本当にお父さんのおちんぽが好きね」

  

  在公务的空档，我趁着休息时间稍微扭了扭腰，结果被拉榭菈王后这么说道。

  　公務の合間、小休憩の間ちょっと腰を揺すっていたらラゼラナ母様にそんな言葉をかけられる。

  不，我并不是喜欢……

  　いや、好きってわけじゃ……

  正当我打算否定的时候，鸡巴又用力地顶了一下肉穴。

  　と、否定しようとした所でごりゅ、っとちんぽが膣肉を抉る。

  

  「啊嗯♡」

  「あんっ♡」

  

  唔，发出了奇怪的声音。不，嗯，这个嘛，是不讨厌啦。

  　くぅ、変な声出た。いや、うん、まあ、嫌いじゃないわ。

  

  「陛下，敌人行动了。」

  「陛下、敵が動きました」

  

  正当我们说着机会难得，要不要来点性爱的时候，就收到了这个消息。看来敌人似乎行动了。既然已经做好万全的出阵准备，接下来就等瓦特大父到来，这种情况下实在没办法说「先来点性爱再走」。

  　せっかくだから、とちょっとセックスでもしようかと話していた所でその連絡は来た。どうやら敵が動いたらしい。出陣の準備を万全に整えて後はヴァート父様待ちの状況、とあっては流石に“ちょっとセックスしてから”とは言えないな。

  

  「陛下，请。」

  「陛下、どうぞ」

  

  我骑上准备好的马，往军队的中心移动。毕竟转移是以瓦特大叔为中心发动的。魔法阵以瓦特大叔为中心展开，从中溢出光芒。当光芒消退时，周围的景象已经完全变成了别的地方。

  　用意された馬に乗り、軍の中心へと移動する。転移はヴァート父様を中心に発動するからな。魔法陣がヴァート父様を中心に展開し、そこから光が溢れ出す。その光が収まった時には、周囲の光景が全く別のものに変わっていた。

  

  「全军，前进！」

  「全軍、進め！」

  

  在瓦特大叔的号令下，部队开始进军。但是……

  　ヴァート父様の号令で部隊が進軍を開始する。の、だが……

  

  「嗯♡父亲，好晃……」

  「んっ♡父様、揺れが……」

  

  就是这个。真是的，每当马一动，里面就会被掏空，太难受了。

  　これだ。もうね、馬が動く度に奥が抉られて、切なすぎるんだよ。

  

  「嗯♡呼♡哈♡啊♡」

  「んっ♡ふっ♡はっ♡あっ♡」

  「莱娜？稍微控制一下……」

  「ラナ？少し手加減を……」

  「不行♡」

  「だめっ♡」

  

  不，我做不到。因为，这个，太舒服了！！

  　いや、無理なんだよ。だって、これ、気持ち良すぎるっ！！

  而且，那个。因为刚才憋着，身体已经完全进入做爱模式了。

  　それに、あれだ。さっきお預けだったからな。完全にヤる時のモードになってるんだよ、身体が。

  

  「父亲，请稍微忍耐一下。」

  「父様、少し我慢ください」

  

  说完，我紧紧抱住瓦特大叔，配合马的摇晃激烈地摆动腰部。啊，这个果然很舒服。

  　そう言ってヴァート父様にしがみつき、馬の揺れに合わせる様にして腰を激しく振る。あ、やっぱりこれ、気持ちいい。

  

  「嗯♡唔♡啊♡啊♡啊♡呼，唔♡啊♡」

  「んっ♡くっ♡あっ♡あっ♡あっ♡ふ、うっ♡あっ♡」

  「莱、莱娜，你是不是有点太激烈了？稍微控制一下……」

  「ら、ラナ、少し、激しすぎはしないか？もう少し抑えては……」

  「嗯♡做不到♡」

  「んっ♡無理っ♡」

  

  因为，行军的速度相当快，摇晃得很激烈……

  　だって、それなりの速度で行軍してるから、揺れが激しくて……

  

  「嗯嗯♡」

  「んんっ♡」

  

  我稍微高潮了。当然，阴道肉也紧紧地夹住瓦特父王的肉棒。

  　軽く絶頂する。当然、膣肉できゅっ、とヴァート父様のちんぽを絞めつける事になるわけで。

  

  「莱、莱娜，好激烈……」

  「ら、ラナ、激しっ……」

  「咕呜呜呜呜呜呜♡」

  「くぅぅぅぅぅぅっ♡」

  

  子宫入口被撞了一下，我便达到高潮。可惜的是，因为一直都在射精，所以缺乏新的刺激。

  　こん、と子宮の入り口を突かれ、絶頂に達する。惜しむらくは、射精はずっとしっ放しなので新たな刺激に乏しいところだろうか。

  

  「莱娜，还是稍微休息一下……」

  「ラナ、やはり少し休んで……」

  「陛下，看到敌军了！！」

  「陛下、敵軍が見えました！！」

  

  才刚想说稍微休息一下再来做爱……就在这时，很不巧地遇到了敌人。总觉得今天运气不太好啊。

  　ちょっと休んでセックスでも……という所でタイミング悪く会敵する。なんか今日はどうも星の廻りが悪いな。

  

  「全军，突击！！」

  「全軍、突撃！！」

  

  我从与我方军队对峙的敌军侧面发动攻击。原本势均力敌的战况，因此变得对我方有利。不久之后，敌人开始四散败逃，战斗以我们的胜利告终。

  　味方の軍と相対している敵軍の側面から攻撃を加える。拮抗していた戦況はそれでこちらに有利に傾いた。程なくして敵は散り散りに敗走を開始し、戦いは俺たちの勝利で終わった。

  

  「真没意思啊。」

  「あっけなかったな」

  「是啊……嗯♡」

  「ですね。……んっ♡」

  

  或许是因为胜利的亢奋，瓦特父王的肉棒变得更大了。

  　勝利の高揚からか、ヴァート父様のちんぽが一段と大きくなる。

  

  「稍微休息一下。」

  「しばし休む」

  

  一回到我方阵地，瓦特父王就如此告知，然后抱着我冲进帐篷。接着他只脱掉铠甲，仿佛连衣服都懒得脱一般，把我推倒在床上。

  　自陣に戻るなりヴァート父様はそう告げると、俺を抱えたまま天幕に駆け込む。そして鎧だけ外すと、服を脱ぐのも億劫とばかりにベッドに俺を押し倒した。

  

  「莱娜，舒服吗？」

  「ラナ、気持ちいいかい？」

  「是的，父亲♡」

  「はい、父様♡」

  

  我被推倒在床上，用肉棒使劲地在阴道里挖掘。我被压在阵地用的有些硬的床上，阴道深处被顶了好几次。

  　ベッドに押し倒され、力任せに膣内をちんぽで抉られる。陣地用の少し硬いベッドに押し付けられ、膣奥を何度も突かれる。

  

  「哈、啊♡父亲，再来♡」

  「はっ、あっ♡父様、もっとっ♡」

  「很舒服哦，莱娜。」

  「気持ちいいよ、ラナ」

  

  我敞开衣服，露出胸部。瓦特父亲的手粗鲁地来回抚摸那里。他来回玩弄着挺立的乳头，从那里扩散出甜美的麻痹感。

  　服をはだけ、胸を晒す。そこをヴァート父様の手が荒々しく撫で回す。ピンと尖った乳首を弄り回されるとそこから甘い痺れが広がっていく。

  而且，精液不断被注入子宫，身体已经快要高潮了。瓦特父亲抓住我的腰，开始激烈地撞击腰部。

  　その上、精液は延々と子宮に流し込まれてるわけで、身体はもう絶頂寸前だ。そんな俺の腰を掴んだヴァート父様が激しく腰を打ち付け始める。

  

  「父亲，好激烈♡再深一点♡」

  「父様、激しっ♡もっと、奥ぅ♡」

  「嗯，莱娜喜欢这里呢。」

  「ああ、ラナはここが好きだからね」

  「那里，不行♡」

  「そこ、だめぇっ♡」

  

  深处的舒服地方被顶到，有什么东西窜上背脊。已经……

  　奥の気持ちいいところを突かれて何かが背筋を駆け上がってくる。もう……

  

  「要去了呜呜呜呜呜呜呜呜呜♡」

  「イクぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅ♡」

  「咕，缩住了……」

  「くっ、絞まる……」

  

  噗通一声，注入了格外大量的精液。哈啊，太棒了……

  　どくん、と一際大量の精液が注がれる。はぁ、最高っ……

  

 
  第３０話：暗殺未遂

  第30话　暗杀未遂

  在那之后，敌人直到早上都没有动静，一直到现在。

  　あの後、結局朝まで敵に動きはなく、今に至る。

  当然，我们一直都在做。

  　もちろん、ずっとヤってた。

  

  「父亲大人，请您稍微睡一下。」

  「父様、少し寝てください」

  「嗯，那我就睡一下吧。」

  「ああ、そうさせてもらおうかな」

  

  瓦特拉父抱着我，就这样睡着了。最近一直都是这个姿势呢。

  　繋がったまま俺を抱きまくらにして眠るヴァート父様。ここのところずっとこの体勢なんだよな。

  结果我们睡到中午过后，敌人似乎也没有动静。既然这样，撤退应该也没问题吧。

  　結局それから昼過ぎまで眠っていたが、敵に動きはないようだ。これなら撤収でもいいかな。

  我原本是这么想的，但事件在午餐时发生了。

  　そう思っていたのだが、事件は昼食の時に起きた。

  

  「唔……」

  「ぐっ……」

  

  瓦特拉父将像是三明治的料理送进嘴里，突然吐血了。

  　サンドイッチの様な料理を口に運んだヴァート父様が突然血を吐いたのだ。

  

  『榭菈小姐，是毒！！而且是高致死性的毒！！』

  『シエラさん、毒ですよ！！しかも、即効性が高いやつ！！』

  『唔，我太大意了！！』

  『くっ、油断した！！』

  

  瓦特拉父的身体状况越来越差。用神眼一看，发现毒正在全身循环。这是分秒必争的紧急事态。

  　ヴァート父様の体調がどんどん悪くなっていく。神眼で見れば毒は体中に巡っている。一刻を争う緊急事態だ。

  

  「父亲大人，请振作！！」

  「父様、しっかり！！」

  

  我立刻对他施加治愈魔法。但是，毒扩散得很快，治愈赶不上。

  　すぐさま治癒魔法をかける。けど、毒の回りが早くて治癒が追いつかない。

  

  『榭菈小姐，请使用房中治愈！！』

  『シエラさん、房中治癒を使ってください！！』

  『啥？』

  『は？』

  『快点！！』

  『早くっ！！』

  

  虽然有很多地方可以吐槽，但现在不是时候。我立刻发动房中治愈。一直维持着连接状态是不幸中的大幸。

  　ツッコミどころはいくつもあるが、今はそれどころじゃない。直ぐに房中治癒を発動させる。常時繋がってたのが不幸中の幸いだな。

  治愈之力从连接处流入，转眼间就驱逐了毒素。

  　接合部から治癒の力が流れ込み、瞬く間に毒を駆逐していく。

  

  「父亲大人、父亲大人♡」

  「父様、父様っ♡」

  「莱、莱娜公主……？」

  「ら、ラナ姫様……？」

  「这是为了治疗，不要妨碍我。」

  「治癒のためなのです、邪魔をしないで」

  

  嗯，我知道你想说什么，但现在不是说这个的时候。为了把毒素完全清除，我将治愈之力传遍瓦特父亲的全身。

  　うん、言いたい事は判るが、今はそれどころじゃないんだよ。一欠片の毒も残らないように治癒の力を行き渡らせる。

  

  「父亲，胸部……」

  「父様、胸を……」

  「莱娜公主！？」

  「ラナ姫様っ！？」

  「这是必要的！！」

  「必要なことなのです！！」

  

  不，我说真的。犯人是奥露榭，证明完毕。

  　いや、マジでそうなんだよ。犯人はオルシェ。証明終了。

  

  『好过分！？』

  『酷いっ！？』

  『因为，写下这个步骤的人是你吧！！』

  『だって、この手順書いたのお前だろ！！』

  『嗯，是这样没错……』

  『まあ、そうですけど……』

  

  总之，我将手从衣服的缝隙间伸入，注入治愈之力，覆盖住瓦特父亲的身体。没过多久，瓦特父亲体内的毒素就完全消失了。

  　ともかく、服の隙間から胸に手を導いて、そこからヴァート父様の体を覆うように治癒の力を注ぎ込んで行く。程なくしてヴァート父様の身体から毒は消えて無くなった。

  

  「这样应该就没问题了。」

  「これで大丈夫なはずです」

  

  我这么说着站了起来。虽然接合处有精液溢出，但瓦特父亲的鸡鸡已经完全恢复了。嗯，毕竟我消耗了力量治疗嘛。

  　そう言って立ち上がる。接合部から精液がこぼれ出るが、ヴァート父様のちんぽはすっかり元に戻っていた。まあ、治癒に力を消費したからな。

  

  『好了，奥露榭，你给我说明一下情况。』

  『さてオルシェ、事情を説明してもらおうか』

  『那个，预算……』

  『その、予算が……』

  『这跟预算没关系吧？』

  『予算は関係ないよな？』

  『哈呜！？是、是啊，比起这个，还是先找出下毒的犯人……』

  『はうっ！？そ、そうですよ、それよりも毒を盛った犯人を……』

  『这我已经找出来了，而且报复也结束了。』

  『それなら既に特定できてるし、報復も終わってるぞ』

  

  奥露榭试图转移话题，但她的意图在我预料之中。

  　話を逸らそうとするオルシェだが、その手は予想済みだ。

  下毒的是随军厨师，但这家伙的家人被当成人质，所以就先不追究了。下达指示的家伙和其上司，还有厨师的家人被当成人质的那些人全都死了。喏，外面不是有打雷的声音吗？

  　毒を盛ったのは従軍料理人だが、こいつは家族を人質に取られてたからとりあえず保留。指示を出したやつとその上層部、あと料理人の家族を人質に取っていた連中は全員死んだ。ほら、外で雷の音が聞こえるだろう？

  啊，我有留下一部分主谋哦。毕竟之后还得直接去报复他们呢。

  　あ、首謀者の一部は残してるぞ。後で直接報復に行かないといけないからな。

  

  『咿！？』

  『ひぃっ！？』

  『不过，在那之前得先接受奥露榭的惩罚吧？』

  『まあ、その前にオルシェのお仕置きだよな？』

  『你、你都得救了，这样不是很好吗！！要是没有那个，瓦特先生早就死了！！』

  『た、助かったんだから良かったじゃないですか！！あれがなければヴァートさんは死んでましたよ！！』

  『呃，嗯，话是这么说没错，但应该有其他方法……』

  『いや、まあ、それはそうなんだが、もっと方法をだな……』

  『要进入体内的话，那个是最适合的哦！！』

  『体内にアクセスするにはあれが最適なんですよ！！』

  

  呃，嗯，瓦特父亲得救了，就结果来说是件好事啦。

  　いや、まあ、ヴァート父様が助かったから結果的には良いんだがな。

  

  『对吧？』

  『でしょう？』

  『不过，惩罚还是要追加的。』

  『まあ、それはそれとしてお仕置きは追加な』

  『好过分！？』

  『酷いっ！？』

  

  算了，看在瓦特父亲的面子上，就原谅你吧。

  　まあ、ヴァート父様の命に免じて直ぐにお仕置きするのは許してやる。

  毕竟现在还得去对付主谋才行。

  　今は首謀者の相手もしなきゃいけないからな。

  

  「这里就交给你了。」

  「ここは任せます」

  

  我留下这句话便走出帐篷，前往主谋所在的地方。话虽如此，他也不是敌国的人。那家伙是王国的贵族。

  　そう言い残して天幕を出て首謀者の所に向かう。といっても敵国じゃない。そいつ、王国の貴族なんだよな。

  

  「是、是谁！？」

  「だ、誰だっ！？」

  「是你打算杀掉的对象哦，盖洛・阿瓦尔斯塔伯爵。」

  「貴方が殺そうとした相手ですよ、ゲロル・アヴァルスタ伯爵」

  

  没错，那顿饭是为了暗杀我。虽然他听说我要从军，但似乎没想到我会一直待在军队里。拜此所赐，我没办法把料理分给其他人。

  　そう、あの食事は俺を暗殺するためだったんだ。俺が従軍する事は伝わっていたが、まさかずっと繋がりっ放しだとは思わなかったらしい。お陰で分けて料理を出せなかったんだよ。

  

  「你、你这是……」

  「な、何を……」

  「神域纪录公开。」

  「神域記録開示」

  「这、这是！？」

  「こ、これは！？」

  

  嗯，因为全部都有纪录啊。

  　うん、全部記録残ってるからな？

  没错，你干的坏事，全部都有纪录。

  　そう、お前の悪事の全部が、だ。

  

  「暗杀前任伯爵，夺取伯爵之位。把从军厨师的家人当成人质，企图暗杀我，还对父亲下毒。」

  「前伯爵を暗殺し、伯爵位を奪ったこと。従軍料理人の家族を人質にして私を暗殺しようとし、父様に毒を盛ったこと」

  「什么！？」

  「なっ！？」

  「暗杀国王未遂，是极刑呢。」

  「国王暗殺未遂は、極刑ですね」

  

  嗯，不过暗杀公主也是极刑就是了。不管怎么样，罪状已经很充分了。

  　うん、まあ、王女暗殺も極刑だけどな。ともあれ、罪状としては十分だ。

  

  「那、那么，只要现在在这里杀了你……」

  「そ、それなら今ここでお前を殺せば……」

  「神，都看在眼里哦。」

  「神は、見ていますよ」

  

  嗯，虽然祂平常不会看，但事后可以回顾。就像现在这样。而且，说祂在看也没错。毕竟祂正在看着现在这个状况。神＝我。

  　まあ、常には見てはいないんだよな。ただ、後から見返すことはできる。今やってるようにな。それに、見ているというのも間違いじゃない。今この状況は見てるしな。神＝俺だし。

  

  『邪神大人在看。』

  『邪神様が見てる』

  『吵死了！？』

  『やかましいわっ！？』

  

  不要多嘴啦。追加惩罚。『』

  　余計な茶々を入れるんじゃねえよ。お仕置き追加な。

  

  『好过分！？』

  『ひどい！？』

  

  不，这是自作自受哦。

  　いや、自業自得だからな？

  

  『放、放着那边不管没关系吗？』

  『あ、あっちは放置でいいんですか？』

  『嗯，应该没关系吧。』

  『まあ、大丈夫だろ』

  

  一般来说，应该不会想到被整成这样还能逃掉吧。

  　ここまでされて逃げられるとは考えないだろ、普通。

  

  「……到此为止了吗？」

  「……ここまでか」

  

  正如我所料，盖洛立刻就认罪了。在这个神确实存在的世界里，神的名讳格外有分量，甚至足以让坏人认罪。

  　想定通り、あっさり観念するゲロル。神が実在するこの世界において、神の名は割と重い。それこそ、悪人でも観念するくらいには。

  所以，我要把这家伙交给父亲大人。

  　というわけで、こいつは父様に突き出そう。

  

  「啊，对了对了，我还知道你跟敌国私通。」

  「あ、そうそう、敵国と内通してるのも判ってますからね」

  

  嗯，这件事也有确实记录在纪录上。虽然我不会一直盯着纪录看，但只要看了就会知道。

  　うん、それもちゃんとログに書いてあったんだよな。いつも見てるわけじゃないけど、見たら判るんだよ。

  好啦，再来就只剩下前伯爵的女儿……这家伙的侄女的问题了。

  　さて、あとは前伯爵の娘……こいつの姪の問題だけだな。

  

 
  第３１話：諦めって大事だよね

  第31话　放弃是很重要的

  「叔叔，今天也请您使用我吧……我会努力怀孕的……」

  「おじさま、今日も使ってください……孕むまでがんばります、から……」

  

  她掀起裙摆，露出隐藏在底下的部分。她下半身什么都没穿，小穴还插着假阳具。打开门走进来的十五岁少女，立刻就采取了这样的行动。好色。

  　スカートの裾をたくし上げ、その下に隠された部分を晒す。その下には何も穿いておらず、まんこにはディルドーが刺さっている。扉を開けて入ってきた１５歳位の少女は、すぐさまそのような行動に出た。エロい。

  

  「……咦？」

  「……え？」

  

  然后，她看到下跪的伯爵，整个人僵住了。嗯，这也是当然的。话说回来，她打算让伯爵怀孕吗？在我的国家，做爱是没关系，但没结婚就让对方怀孕可是不行的哦。

  　そして、土下座する伯爵を見て固まる。まあ、そうなるよな。と言うか、孕ませようとしてたのか。うちの国、セックスするのは別に良いけど、結婚もせずに孕ませるのだけはアウトだぞ？

  

  『她打算用「因为怀孕了，所以要结婚」的方式进行吧？』

  『孕んだから結婚します、って方向にするつもりだったんじゃ？』

  『不过，这家伙打算让侄女当拉塞尔的妻子吧？』

  『でも、こいつこの姪をラゼルの嫁にするつもりだったんだよな？』

  『啊，是托卵吧？』

  『あ、托卵ですね？』

  『完全出局了。』

  『完全にアウトだな』

  

  好，死刑。

  　よし、死刑。

  

  「咿！？」

  「ひっ！？」

  

  啊，不小心说出口了。要决定的人是父亲吧。当然，我也会强烈建议死刑。

  　あ、つい口に出してたわ。決めるのは父様だよな。もちろん、俺は死刑を進言するけど。強く。

  

  『榭菈小姐如果拜托瓦特爸爸，他应该会听榭菈小姐的话，判你死刑吧——？』

  『シエラさんがおねだりしたら、ヴァートパパの事だから言う事聞いて死刑にしてくれるんじゃないですかねー？』

  『真是个讨厌的请求啊，喂……』

  『嫌なおねだりだな、おい……』

  

  总之，要决定的是瓦特父亲。关于伯爵的处置。」

  　ともかく、決めるのはヴァート父様だ。伯爵の処遇については、な。

  

  『啊，弟弟那边已经抓到了哦——』

  『あ、弟さんの方は既に確保済みですよー』

  『……还真快啊。』

  『……早いな』

  『因为正太陷入危机，所以我命令拉威尔出动神殿骑士团。』

  『ショタっ子の危機なのでラヴェルに命じて神殿騎士団を動かしました』

  『喂，这公私不分也太严重了吧。话说回来，你弟弟是十三岁吧？』

  『公私混同甚だしいな、おい。と言うか、弟って１３歳だったよな？』

  『没问题，勉强可以。』

  『大丈夫、ギリギリ行けます』

  

  到底是哪里勉强，哪里可以啊……

  　何がどうギリギリで、何がどう行けるというのか……

  算了，比起这个——

  　まあ、それよりも、だ。

  

  「初次见面，前阿瓦尔施塔伯爵千金，玛蕾穆小姐。我是莱娜・阿修洛夫特。」

  「はじめまして、前アヴァルスタ伯爵令嬢、マレム様。私はラナ・アッシュロフトです」

  「公、公主殿下……」

  「お、王女殿下……」

  

  玛蕾穆听到我的名字后露出胆怯的表情。嗯，毕竟她应该知道舅舅的企图，会有这种反应也是理所当然的。

  　俺の名前を聞いて怯えた表情を見せるマレム。うん、まあ、叔父の企みを知ってただろうしな。そりゃあまあ、この反応にはなるか。

  

  「我抓住你弟弟了。放心……」

  「弟さんの身柄は確保しました。安心……」

  「拜、拜托你，千万不要对我的弟弟出手！！」

  「お、お願いします、弟だけは！！」

  

  啊，她误会成那个意思了吗？我的说法有点不妥，得订正一下才行……

  　あ、そっち方面に勘違いしちゃったか。ちょっと言い方がまずかったな。訂正しないと……

  

  「不，我不是那个意思……」

  「いえ、そうではなく……」

  「我的身体要怎么用都无所谓！！」

  「私の身体はどう使っていただいても構いませんので！！」

  

  ……我正想订正，她却突然张开双腿，说随我处置！？

  　……訂正しようとしたら、いきなり女の子が股を開いて“好きにして”とか言ってきたんだが！？

  

  『不错嘛，来侵犯她吧！！』

  『良いですね、犯しましょう！！』

  『为什么啊！？』

  『なんでだよ！？』

  

  奥露榭理所当然地赞成。这个没用女神。

  　そして、当然の様に賛成するオルシェ。駄女神め。

  

  『不然我帮你长出小鸡鸡也可以哦！！哈啊！哈啊！』

  『何ならおちんぽ生やしても良いですよ！！はぁ！はぁ！』

  『我才不要！？』

  『嫌だが！？』

  

  别叫我长啊！！我好歹也下定决心在这个世界以女性的身份活下去了啊！？

  　生やすのを勧めてくるな！！一応俺、この世界で女の子として生きていく決心をしてるんだが！？

  ……虽然内心还是男性成分居多就是了。

  　……まあ、内心はまだ男の部分も多いんだけどさ。

  

  『这种难以割舍的感觉真不错，让我热血沸腾。我可以拿你当配菜吗？』

  『その振り切れない感じ、良いです。滾ります。オカズにしてもいいですか？』

  『别闹了！？』

  『止めやがれ！？』

  

  这个没用的女神真是……

  　ホントにこの駄女神は……

  

  『不过，这些条件得等你不再用男性第一人称说话之后再说。』

  『まあ、でも、そういうのは一人称の“俺”を止めてからですねー』

  『呜……』

  『うぐ……』

  『还有，等你能自然地说出“鸡鸡”之后再说……』

  『あと、“おちんぽ”をサラリと言えるようになってから……』

  『这反而不行吧！？』

  『それはむしろ駄目だろうっ！？』

  

  第一个条件我还能理解，第二个条件不行吧。这是哪个世界的女性条件啊。

  　最初のは判るが、次のはダメだろう。どこの世界の女の子の条件だよ。

  

  『咦？你不是能自然地说出拉塞莱娜小姐吗？』

  『え？ラゼラナさんとか平然と言ってますけど？』

  『这个嘛，呃，是没错啦，但那是例外……』

  『それあ、まあ、そうだけどさ、アレは例外というか……』

  

  拉塞莱娜母妃完全不会犹豫。那绝对是瓦特父王的兴趣。

  　ラゼラナ母様、一切躊躇しないからなぁ。絶対ヴァート父様の趣味だよ、あれ。

  我深深地叹了口气。

  　深い溜め息を１つ吐く俺。

  

  「那、那个，可以快点把鸡鸡插进小穴吗？」

  「あ、あの、早くおまんこにおちんぽを挿入してくれませんか？」

  

  ……咦，奇怪的是我吗？

  　……あれ、俺の方がおかしいのか？

  我被能自然地说出鸡鸡的女孩子吓到了。看来在这个世界，我是少数派。

  　平然とおちんぽとか言う女の子に愕然となる俺。どうやらこの世界では俺の方が少数派のようだ。

  

  『哼哼。』

  『ふふん』

  『……这么说来，创造这个世界的奥露榭。那还真是遗憾。』

  『……そういえば、この世界作ったのオルシェだったわ。そりゃ残念だわ』

  『什么意思！？』

  『どういう意味ですか！？』

  

  就是字面上的意思！！

  　そのまんまの意味だよ！！

  不过，既然她要成为这个世界的女孩子，那不这么说也不行吧……

  　まあ、この世界の女の子になるなら言えなきゃ駄目なのかなぁ……

  

  「这、这就是所谓的放置PLAY吧？哈啊♡哈啊♡」

  「そ、その、放置プレイ、ですかね？はぁ♡はぁ♡」

  

  ……我跟奥露榭说话的时候一直把她晾在一边，结果她居然自己兴奋起来了？这姑娘是不是已经没救了？

  　……オルシェと話してる間ずっと放置してたら、なんか一人で興奮し始めたんだが？この娘、もう駄目じゃないか？

  

  「那个，我是个女的……」

  「その、私、女なのですが……」

  

  姑且抗议一下吧。

  　一応、抗議しておくか。

  我可是公主，OK？

  　私、王女、おーけー？

  

  「……您不长吗？」

  「……生やせませんの？」

  「我不想长啊！！」

  「生やしたくねえんだよ！！」

  

  哎呀，糟糕，不小心就直接……

  　っと、ヤベ、つい素で……

  

  「那么，就由我来帮公主长……」

  「では、私が生やして姫様を……」

  「我才不要啊！？」

  「嫌だがっ！？」

  

  我本来是想掩饰不小心直接说出的话，结果她却说出了完全不是这个意思的话。为什么是我被侵犯啊？

  　うっかり素で喋ったのを誤魔化そうとしたんだが、返ってきた言葉はそれどころの話じゃなかった。なんで俺の方が犯されようとしてんの？

  

  「……您没有用过肉棒震吗？」

  「……肉バイブは使っておりませんの？」

  「肉、棒震……？」

  「肉、バイブ……？」

  

  然后又说出了令人不安的话。

  　そして続く不穏な言葉。

  那是什么？我第一次听说。

  　何だそれ、初耳だが？

  

  『啊，贵族的女儿会用精通前的正太奴隶和去势的男奴隶……』

  『ああ、貴族の娘が精通前のショタ奴隷や去勢した男奴隷を……』

  『啊，我不想听，我不想听……』

  『あー、聞きたくない、聞きたくない……』

  

  这个国家的贵族是怎么回事啊。

  　どうなってるんだ、この国の貴族は。

  

  『不过，几乎都会施加避孕魔法，由父亲来负责就是了』

  『まあ、殆どは避妊魔法かけてお父さんが相手をするんですけどね』

  『我觉得这样也不太好……』

  『それもどうかと思うが……』

  『如果跟父母关系不好，或者排行三女以下的话，父母也不会来负责……』

  『親と仲が悪かったり三女以下とかだと親が相手をしてくれない事もあって……』

  『啊啊，确实如此。也就是说，这个女孩因为和叔叔关系不好，所以才这么做的？』

  『ああ、確かにそれは。つまり、この娘は叔父と関係が悪いので使ってた、と？』

  『不，是同学。她每次和弟弟见面都会做。』

  『いえ、級友が。彼女の方は弟さんと面会の度にヤってましたし』

  『是这样啊……』

  『そっちか……』

  

  既然如此，她和弟弟做就好了吧。

  　もう、弟とヤってれば良いんじゃないかな。

  

  「……只要让她和马尔斯做给你看就行了吗？」

  「……マルスとのセックスを見せればいいですか？」

  

  我正在思考，玛蕾穆就脱口说出完全不相干的话。

  　そんな事を考えてたら斜め下の内容を口走るマレム。

  为什么你会得出这个结论！？

  　どうしてその結論に至った！？

  

  『咦？因为榭菈小姐是这么说的。』

  『え？シエラさんがそう口にしたからですけど？』

  『咦？她说了？』

  『え、口に出してた？』

  『她确实说了。』

  『しっかりと』

  『唔咕……』

  『うぐ……』

  

  这样啊——她说了啊……算了，就这样吧。

  　そうかー、口に出してたかー……もう、それでいいや。

  

  「那么，请让我看看她和弟弟做。」

  「では、弟さんとのセックスを見せてください」

  「是配种做爱对吧！！当然可以！！」

  「種付けセックスですよね！！もちろん！！」

  

  我放弃思考，这么一说，玛蕾穆不知为何就用闪闪发亮的眼神开始主张怀孕。听起来反倒像是求之不得？难道这家伙……

  　俺が考えるのを止めてそう言うと、なぜかキラキラとした目で妊娠を主張し始めるマレム。むしろ望むところみたいに聞こえるんだが？もしかしてこいつ……

  

  「是配种对吧！！？」

  「種付け、ですよね！！？」

  

  玛蕾穆再次强调，像是在确认。这家伙果然想怀弟弟的孩子吧？她的眼神在说绝对会怀孕哦。

  　念を押すように再びそう言うマレム。やっぱりこいつ、弟の子供妊娠したいんじゃねえか。目が絶対に妊娠するって言ってるぞ。

  

  「……算了，就这样吧。」

  「……もう、それでいいです」

  

  总之我想逃离这个状况。这么想的我放弃抵抗，这么回答。

  　とにかくこの状況から逃げ出したい。そう思った俺は抵抗するのを止めてそう答えたのだった。

  

 
  第３２話：他に選択肢はないらしい

  第32话　好像没有其他选择

  「那么，公主殿下，我们快点到马尔斯身边吧！！」

  「では、姫様、早くマルスのもとに！！」

  

  玛蕾穆呼吸急促地逼近。你未免太兴奋了吧。

  　ふんす、ふんす、と鼻息荒く迫ってくるマレム。興奮し過ぎでは。

  

  『榭菈小姐在拉塞尔先生被抓时也是这种感觉哦？』

  『シエラさんもラゼルさんの時こんな感じでしたよ？』

  『不，再怎么说也太……』

  『いや、流石に……』

  『在此播放证据影像。』

  『ここで証拠映像です』

  『咳噗……』

  『ごふっ……』

  

  哦，我的表情好夸张啊……

  　おぅ、すげえ顔してるな、俺……

  

  「说得也是，我来带路吧。」

  「そうですね、案内しましょう」

  

  我立刻当作没看见，继续话题。嗯，我完全没看见。呃，地点是在哪里来着？

  　俺はサクッと見なかった事にして話を進める。うん、俺はまったくさっぱり何も見なかった。ええと、場所はどこだったかな？

  阿瓦尔斯塔伯爵领地是米尔克雷尔边境伯爵领地的邻居，目前正在伯爵领地和边境伯爵领地的领境城镇。我为了下达指示，特地以疗养的名义滞留在这个城镇。相对地，玛蕾穆的弟弟马尔斯则被囚禁在阿瓦尔斯塔伯爵领地的领都别邸。

  　アヴァルスタ伯爵領は絶賛戦闘中のミルクレイル辺境伯領のお隣さんで、現在地はその伯爵領と辺境伯領との領境の街だ。指示を出すためにわざわざ療養という名目でこの街に滞在していたのだ。対して、マレムの弟であるマルスはアヴァルスタ伯爵領の領都にある別邸に囚われている。

  

  『要传送神殿骑士团吗？』

  『神殿騎士団を転送します？』

  『不，太麻烦了，我们直接飞过去吧。』

  『いや、面倒だからこっちから飛ぼう』

  

  神殿骑士团是和领主不同指挥系统的部队。他们不仅突袭领主的别邸，还抓住了前任领主的儿子，这就是现状。如果他们离开领都，事情应该会闹大吧。

  　神殿騎士団は領主とは別の指揮系統の部隊だ。それが領主別邸を急襲した上に前領主の息子の身柄を押さえたのが現状。それが領都を出ようとすれば大事になるだろう。

  原本就已经是一触即发的状况……不对！？

  　ただでさえ一触即発……になってねえっ！？

  我姑且确认了一下传送地点，只见包围别邸的领地军正高举双手欢呼耶？

  　転移先を一応確認してみれば、別邸を囲んでる領軍、諸手を挙げて大喜びしてるんだが？

  

  『领军好像站在前领主那边耶～？』

  『領軍、前領主側みたいですねー？』

  『啊～』

  『あー』

  

  算了，这件事不重要。我立刻带着玛蕾穆转移到领都。

  　まあ、それはら話は早いか。早速マレムを連れて領都に飛ぶ。

  

  「小姐！」

  「お嬢！！」

  「……小姐？」

  「……お嬢！？」

  

  我一转移到领军面前，就立刻听到这样的声音。小姐……

  　領軍の前に転移したら、真っ先にそんな声が飛んできた。お嬢って……

  

  「等一下，这个称呼……」

  「ちょっと、その呼び方は……」

  「先别管那个了，那家伙终于遭到天谴了呢！」

  「そんな事より、ついにあいつに神罰が下ったんですね！！」

  

  玛蕾穆对称呼方式提出抗议，但领军那群人却兴奋得听不进去。他们现在都在讨论盖洛在神的名义下被定罪的事情。他们至今应该一直很想行动却无法行动，心里很焦急吧。如果领军发动政变，伯爵家本身也有可能被抄家。不过，如果是神殿骑士团奉神意行动，那就另当别论了。毕竟他们不能加害神所指定的保护对象。

  　呼び方に対してマレムが抗議するが、領軍の連中は興奮気味で聞いちゃいない。ゲロルが神の名の下に断罪された話で持ちきりだ。今まで動きたくても動けずに歯痒い思いをしていたのだろう。領軍がクーデターを起こせば伯爵家自体がお取り潰しになる可能性もある。だが、神意で神殿騎士団が動いたなら別だ。神が保護対象と定めた者を害する訳にはいかないからな。

  

  「对了，你现在立刻准备！！我要在公主面前和马尔斯做爱！！」

  「そうでした。今すぐ準備なさい！！姫様の前でマルスとセックスします！！」

  

  做爱个头啦。说得好像我要求她做一样。

  　します、じゃねえよ。まるで俺がそれを求めたみたいじゃねえか。

  

  『咦？你确实有要求吧？』

  『あれ、求めたのは確かですよね？』

  『不，那是玛蕾穆的要求吧？』

  『いや、マレムの要望だよな？』

  『是指怀孕吗？』

  『それは妊娠の方では？』

  『……好像是这样。』

  『……そうだった、かもな』

  

  唔，好像是这样。不小心说溜嘴的人是我。

  　くぅ。そうだった、うっかり口走ったのは俺だった。

  我望向远方。

  　遠い目をする俺。

  

  「姐姐！」

  「姉さま！！」

  「马尔斯！」

  「マルス！！」

  

  没过多久，马尔斯就从宅邸里冲了出来。看来是神殿骑士团将姐姐来访一事转告给他了。姐弟俩抱在一起。嗯，真是美丽的光景啊。要不是我正准备转为骑乘位强奸的话。

  　程なくしてマルスが屋敷から駆け出してくる。神殿騎士団経由で姉の来訪を伝えられたようだ。抱き合う姉弟。うん、美しい光景だな。騎乗位レイプに移行しようとさえしてなければ。

  

  「姐姐！？」

  「姉さま！？」

  「种！！怀孕！！哈啊哈啊！！」

  「子種！！妊娠！！はぁはぁ！！」

  

  这家伙没救了，得快点想想办法才行。

  　ダメだこいつ、早くなんとかしないと。

  

  『逆奸！！逆奸！！』

  『逆レイプ！！逆レイプ！！』

  『没救了，你这个没用女神，得快点想想办法才行。』

  『ダメだこの駄女神、早くなんとかしないと』

  『好过分！？』

  『酷いっ！？』

  『过分的是你的存在吧！？』

  『酷いのはお前の存在だがっ！？』

  

  竟然有女神会对逆奸感到兴奋，这算什么？

  　逆レイプに興奮する女神とか、どうなんだ？

  真是的，没用女神。

  　まったく、駄女神め。

  那么，他们俩的情况……

  　さて、２人の様子は……

  

  「姐姐……？」

  「姉さま……？」

  「公主殿下说，马尔斯可以怀她的孩子……更正，是说，要我们做爱让她看看。」

  「姫様がマルスの赤ちゃん孕んで良いと……もとい、マルスとの子作りセックスを見せろ、と」

  

  玛蕾穆维持着骑乘位姿势说道。别更正，一开始的说法才对。」

  　騎乗位のままそう言うマレム。言い直すな、最初ので合ってる。

  

  「咦，可、可是……」

  「え、で、でも……」

  「马尔斯你不想让我怀孩子吗！？」

  「マルスは私に赤ちゃん孕ませたくないんですか！？」

  「这个，呃……」

  「それは、その……」

  「而且，只要让我们做爱，我们就能得到原谅了哦！？」

  「しかも、子作りを見せれば私たちは許されるんですよ！？」

  「不，神已经得到原谅了……」

  「いえ、神が既に許されたと……」

  「Shut up！！」

  「シャラップ！！」

  

  玛蕾穆无论如何都想在我面前怀弟弟的孩子，周遭的人则感到困惑。嗯，也是啦。毕竟要别人看自己做爱什么的……

  　どうしても俺の前で弟の赤ちゃんを孕みたいマレム。困惑する周囲。まあ、そうだよな。子作りを他人に見せろとかは……

  

  「在这里做有点……」

  「ここでするのはちょっと……」

  「公主殿下要求在此处做爱。」

  「姫様はこの場で子作りをする事をお求めです」

  「我才没有求你这么做！？」

  「求めてませんよっ！？」

  

  居然要到这种程度吗！？

  　そのレベルの話かよっ！？

  是说，不要若无其事地捏造事实！！

  　と言うか、しれっと捏造するな！！

  

  「那个，再怎么说也不要在寝室……」

  「その、流石に寝室で……」

  「不，必须在民众面前炫耀……咳咳，必须在民众面前进行，否则就没有意义了。」

  「いえ、広く民の前で見せつけ……こほん、民に判るように行わねば意味がありません」

  「不，不需要做到那种程度……」

  「いえ、そこまでは……」

  「必须！！」

  「必要なのです！！」

  

  我明明说不用做，玛蕾穆却强烈主张必须这么做。

  　やらなくて良いと言うのに力強く必要だと主張するマレム。

  你其实只是想在大家面前做吧。

  　お前、実は公衆の面前でヤりたいだけだろ。

  

  『应该说，她想在许多证人面前，炫耀自己跟弟弟生孩子，制造既成事实吧。』

  『と言うより、多くの証人の前で弟との子作りを見せつけて既成事実を作りたいんじゃないですかね』

  『啊——』

  『あー』

  『而且，如果那是王族的命令……』

  『しかも、それが王族の命令であれば……』

  『就不会有人来干涉婚事了。』

  『婚姻に横槍は入らないってわけか』

  

  原来如此。仔细想想，这个国家的姐弟可以生孩子，也可以结婚。

  　なるほど。よく考えればこの国では普通に姉弟で子作りはできるし、結婚もできたな。

  也就是说，这是对弟弟的婚约对象的一种牵制。既然如此……

  　つまり、弟に婚約を申し込もうとする相手に対する牽制か。それなら……

  

  「我可以帮你们向国王进言结婚的事，所以也可以在室内……」

  「私があなた達の結婚を進言しても構いませんよ。なので室内でも……」

  「不，必须在外面！！」

  「いいえ、外でする必要があるんです！！」

  

  你果然只是想在外面做而已吧！！

  　やっぱり外でやりたいだけじゃねえか！！

 
  第３３話：頑張る方向性に問題しかない

  第33话　努力的方向很有问题

  「啊，哈♡马尔斯的小弟弟，好舒服♡」

  「あ、はっ♡マルスのおちんぽ、気持ちいい♡」

  

  玛蕾穆在众目睽睽之下，跨坐在弟弟身上扭腰摆臀。

  　衆人環視の中、弟の上に跨って腰を振るマレム。

  另外，地点是领都的中央广场。明明不用在城镇中心做这种事吧……

  　なお、場所は領都の中央広場である。なにもそんな街の中心でヤらなくても良かろうに……

  摆在广场正中央的特大号床铺看起来相当诡异。

  　広場のど真ん中に置かれたキングサイズのベッドがかなりシュールだ。

  

  「请、大家、看过来♡我、成为、马尔斯的、妻子了♡」

  「見て、ください、ませ♡私、マルスの、妻に、なりましたわ♡」

  

  她一边被弟弟从下方顶上来，一边用染上欢愉色彩的声音如此宣言。

  　下から突き上げられながら快楽の色に染まった声でそう宣言する。

  

  「「「「「唔哦哦哦哦哦哦哦哦哦！！！！！」」」」」

  「「「「「うおおおおおおおおお！！！！！」」」」」

  

  领民们以如雷的掌声迎接她。呃，我明白他们脱离暴政的统治而感到喜悦，但这种状况实在是……

  　そして、万雷の拍手でそれを迎える領民。いや、そりゃあ圧政から開放されて喜んでるのは判るが、流石にこの状況は……

  你们这些家伙，敬爱的前领主的孩子们在晴空下全裸做爱，你们都没有疑问吗？

  　お前ら、敬愛する前領主の子供同士が晴れ空の下で全裸になってセックスしてるのに疑問を感じないの？

  

  「「「「「公主殿下，万岁！！！！！」」」」」

  「「「「「王女殿下、バンザイ！！！！！」」」」」

  

  领民们不知道我的这种心情，也对我送上如雷的掌声。

  　俺のそんな気持ちを知らない領民たちは俺にも万雷の拍手を送ってくる。

  嗯，也是啦。我当然也待在能够看见两人行为的特等席。因为是说要让我看嘛。当然，我的身影也会映入民众的眼帘。

  　うん、まあ、そうだね。もちろん俺も２人の行為が見れる特等席にいる。俺に見せるって話だったからね。当然、民衆の目には俺の姿も映るわけで。

  而且，两人的行为被当成是我的命令。真搞不懂。

  　しかも、２人の行為は俺の命令という事になっている。解せぬ。

  

  「王姐，我已经……」

  「姉さま、僕、もう……」

  「射出来、射出来♡把马尔斯的小宝宝的精华，注入子宫里♡」

  「出して、出してぇ♡子宮にマルスの赤ちゃんの素、注いでぇ♡」

  「啊啊♡」

  「ああっ♡」

  

  榭菈一边在弟弟身上娇喘，一边要求子宫内射精。马尔斯回应她的要求，像是要亲吻子宫一般，将肉棒插入阴道深处，然后射精。

  　弟の上で喘ぎながら子宮内射精をねだる。それに応えて子宮に口付けするかのように膣奥までちんぽをねじ込んで射精するマルス。

  

  『她还真是忠于欲望呢。』

  『彼女、欲望に忠実ですねぇ』

  『真的。』

  『ホントにな』

  『里面、呼呼♡』

  『なかだし、はぁはぁ♡』

  『你也是啊。』

  『お前もな』

  

  这个没用女神还是一如往常。

  　相変わらずこの駄女神は平常運転だ。

  

  『请看，那边有个被气氛影响的幼女，正在逆奸弟弟哦！！』

  『見てください、あっちで雰囲気に当てられた幼女が弟を逆レしてますよ！！』

  『呜哇……』

  『うわぁ……』

  

  仔细一看，到处都有逆奸弟弟的身影。那边还有个被两个姐姐袭击的正太。幼女跨坐在还无法射精的弟弟身上，扭动着腰部。周遭的大人也没有要阻止的意思。不过仔细想想，因为性教育的关系，家人在家里也经常做那档事。

  　見れば、そこかしこで弟を逆レする姿が見受けられる。あっちなんて姉２人に襲われてるショタ居るし。まだ射精もできないような年齢の弟の上に跨って腰を振る幼女。周囲の大人はそれを止めようともしていない。まあ、よく考えれば家では性教育で家族でヤることも多いわけで。

  可是，这里是野外耶……

  　けど、な？ここ、野外なんよ……

  另外，神力理所当然地不断累积。呃，累积神力是件好事哦。

  　なお、当然のように神力がぎゅんぎゅん貯まっている。いや、まあ、貯まるのはとてもいい事だよ？

  

  『从旁观者的角度来看，就像是邪教的仪式呢～』

  『端から見ると邪教の儀式ですね～』

  『你以为是谁害的……』

  『誰のせいだと……』

  

  主要是奥尔榭的错，真是感谢她。

  　主にオルシェのせいです、本当にありがとうございました。

  

  『榭菈小姐明明也很喜欢～』

  『シエラさんだって好きなくせに～』

  『这是冤枉好吗？』

  『濡れ衣なんだが？』

  『咦？』

  『え？』

  

  咦什么咦，别把我跟你混为一谈。

  　え、じゃねえよ。お前と一緒にするな。

  

  『你看了这个之后还能这么说吗？』

  『これを見てもそう言えますか？』

  

  我出言抗议，奥露榭却意外地反驳我。不，不管她给我看什么……

  　俺が抗議すると、オルシェが心外とばかりに反論してくる。いや、何を見せられたとしても……

  

  “拉塞尔的小鸡鸡好舒服♡”

  “ラゼルのおちんぽ、気持ちいいっ♡”

  

  咳噗……

  　ごふっ……

  奥露榭给我看的是前几天和拉塞尔做爱的视频。视频中，我一脸舒服地在拉塞尔身上摆腰。

  　オルシェが見せてきたのは先日のラゼルとのセックスの映像だ。そこには気持ちよさそうにラゼルの上で腰を振る俺が映っている。

  

  『证明完毕～』

  『証明終了ですね～』

  『唔……』

  『ぐぅ……』

  

  虽然很想叫她把视频删掉，但这个视频的销售额可是相当可观啊……

  　消せ、と言いたいがこれの売り上げ、かなりの額なんだよなぁ……

  

  『好不甘心，一抖一抖。』

  『悔しい、ビクンビクン』

  『不要加上奇怪的旁白！？』

  『変なナレーションを入れるんじゃねえ！？』

  『嗯咿♡』

  『んひぃっ♡』

  

  奥露榭像是故意这么说，我将跳蛋传送到她的子宫里。这不能怪我。

  　誂うようにそう言うオルシェの子宮の中にローターを転送する。俺は悪くない。

  

  『啊，哈♡嗯嗯♡』

  『あ、はっ♡んんっ♡』

  『……』

  『……』

  

  咦，她该不会反而觉得开心吧？

  　あれ、もしかしてむしろ喜んでねえ？

  

  『我可没有因为省下自己动手的工夫而高兴哦？近亲做爱啊哈♡』

  『自分で手を動かす手間が省けたとか思ってませんよ？近親セックスはぁはぁ♡』

  『这家伙，该怎么处置她呢……』

  『こいつ、どうしてくれよう……』

  

  奥露榭一边看着玛蕾穆和马尔斯做爱，一边扭动身体。看来我的惩罚只帮她自慰而已。可恶。

  　マレムとマルスのセックスを眺めながら悶えるオルシェ。どうやら俺のお仕置きは自慰の手助けにしかなってないらしい。ちくしょう。

  

  「姐姐，姐姐，停不下来啦♡」

  「姉さま、姉さま、止まらないよぅ♡」

  「啊哈♡马尔斯的精液好舒服♡再来♡」

  「あはっ♡マルスのせーえき、気持ちいいっ♡もっとぉ♡」

  

  我望向两人，接合处已经涂满白浊液，看不出究竟射精了几次。

  　２人の方を見れば、もう何回射精したのか判らないくらい接合部が白濁液で塗れていた。

  

  『请看，着床了哦！！』

  『見てください、着床しますよ！！』

  『也太快了吧！？』

  『早すぎるんだが！？』

  

  奥露榭边说边让我看玛蕾穆子宫内的影像。的确着床了，但未免太快了。一般来说，从射精到受精最快也要将近一小时，之后着床还要花上几天。为什么开始做爱还不到三十分钟就着床了！？

  　そう言いながらオルシェが見せてきたのはマレムの子宮内の映像だ。確かに着床してるんだが、あまりにも早すぎる。普通、射精してから受精するまで早くても１時間弱、そこから着床するまで数日はかかるはずだ。なんでヤり始めて３０分も経たないうちに着床してんだよ！？

  

  『我很努力！！』

  『頑張りました！！』

  『你的努力，能不能用在别的地方啊……』

  『お前のその頑張り、別の事に活かせねえかなぁ……』

  

  具体来说，就是经营世界。

  　具体的には世界の運営に。

  

  「啊，哈♡马尔斯的精液，射了好多到肚子里♡」

  「あ、はっ♡マルスのせーし、お腹にいっぱい出てる♡」

  「姐姐，姐姐♡」

  「姉さま、姉さまぁ♡」

  

  马尔斯紧抓着姐姐，持续在子宫内射精。玛蕾穆则用爱的固定技回应弟弟。居然露出一脸幸福的表情……

  　姉にしがみつき、子宮の中に射精を続けるマルス。そんな弟にだいしゅきホールドで返すマレム。幸せそうな顔しやがって……

  

  「胸部，也吸我的胸部♡」

  「胸も、胸も吸ってぇ♡」

  「姐姐的奶，好好喝♡」

  「姉さまのお乳、おいしい♡」

  

  马尔斯回应玛蕾穆的期望，吸吮她的胸部。仔细一看，玛蕾穆的胸部居然已经流出母乳了。明明才刚着床……

  　マレムの望みに応えるようにその胸に吸い付くマルス。見ればマレムの胸からはもう母乳まで出てやがる。着床したばかりだというのに……

  

  『我很努力！！』

  『頑張りました！！』

  『你这个人真是……』

  『お前ってやつは……』

  

  不管几次我都要说，希望你把努力用在别的地方。我说真的。

  　何度でも言うが、その頑張りは別の事に使ってほしい。マジで。

  我望着马尔斯吸吮姐姐平坦的胸部，专心一意地喝着母乳，感慨万千地这么想。

  　姉の薄い胸に吸い付き、一心不乱に母乳を飲むマルスを眺めながらしみじみとそう思う俺。

  

  『啊，这么说来，我做了新的广告哦～』

  『あ、そういえば、新しいＣＭ作ったんですよ～』

  

  奥露榭不晓得是否明白我的心情，边这么说边让我看我和瓦特父王性交的广告集锦。虽然很不甘心，但质量相当好。

  　俺の心情を知ってか知らずか、そう言いながらオルシェが見せてきたのは俺とヴァート父様のセックスの総集編ＣＭだ。悔しいがその出来はかなり良い。

  

  『把那份努力贡献给世界的经营……』

  『その頑張りは世界の運営に……』

  『我有啊。』

  『貢献してますけど？』

  

  嗯，多亏了广告，营业额的确提升了……

  　うん、確かにＣＭのおかげで売り上げは上がってるんだよなぁ……

  

 
  第３４話：撤収

  第34话　撤退

  「哈啊♡哈啊♡再、再用力一点♡」

  「はぁ♡はぁ♡もっと、もっと突いてぇ♡」

  

  玛蕾穆从背后被抓住双臂，激烈地被突刺着。那平坦的胸部，以及被弟弟的鸡鸡插入的小穴，全都一览无遗。

  　背後から両腕を掴まれ、激しく突かれるマレム。その薄い胸も、弟のちんぽを突き挿れられているおまんこも、すべてが丸見えだ。

  ……话说回来，虽然我不会说哪里没长毛，但为什么这么光滑？

  　……と言うか、どこがとは言わないがなんでツルツルなんだ？

  

  『咦？阴毛吗？』

  『え？陰毛ですか？』

  『我明明就故意不说了！！』

  『敢えて言わなかったのに！！』

  

  顺带一提，拉榭菈娜王妃也没有长毛，不过那是体质问题。拉榭菈娜王妃今年17岁，但外表看起来还像是十来岁的少女。啊，我指的不是宗教上的年龄，而是实际年龄哦。

  　ちなみにラゼラナ母様も生えてないけど、アレは体質だ。ラゼラナ母様は今年で１７歳だが、見た目はまだ１０代前半でも通じるからな。あ、そう言う宗教じゃなくて実年齢な？

  要是跟我站在一起，看起来就像一对姐妹。

  　俺と並んでいたら普通に姉妹に見えるんだよな。

  

  『什么看不看的，我们本来就是姐妹啊？』

  『見えるも何も姉妹ですよね？』

  『……是这样没错。』

  『……そうだったわ』

  

  仔细想想，拉榭菈娜王妃虽然是生下我的亲生母亲，但也是同样由瓦特大父的精子所生的姐妹。这在这个世界是相当常见的关系，主要是奥露榭害的。

  　よくよく考えたらラゼラナ母様は俺を生んだ実の母親だが、同じヴァート父様の子種で生まれた姉妹でもあるんだよな。この世界では割とよくある関係だったりする。主にオルシェのせいだ。

  ……该不会没长毛也是奥露榭害的吧？

  　……まさか、生えてないのもオルシェのせいじゃないだろうな？

  

  『不是哦～玛蕾穆小姐的那里只是剃过而已。』

  『違いますよ～マレムさんのアレは剃ってるだけです』

  『原来有长啊……』

  『生えてはいたのか……』

  

  看来这世界女性的体质似乎不是不会长毛。我好像放心了，又好像没有……

  　どうやら、この世界の女性が生えない体質と言うわけではないらしい。安心したような、そうでないような……

  

  『啊，榭菈小姐是体质上不会长毛，所以请放心。』

  『あ、シエラさんは体質的に生えないので安心してくださいね』

  『这样真的可以放心吗？』

  『それはホントに安心して良いのか？』

  『不需要处理杂毛，轻松又愉快哦。女神全都是这样的规格。』

  『ムダ毛の処理が不要なのは楽でいいですよ？女神は全部その仕様です』

  『你该不会……』

  『おまえ、まさか……』

  

  这么说来，奥露榭也没有长毛呢。你该不会是觉得处理杂毛很麻烦，所以才故意不长毛的吧？

  　そういえばオルシェも生えてなかったな。まさか、ムダ毛処理が面倒で生えないようにしたわけじゃないよな？

  

  『……』

  『……』

  『被我说中了吗？』

  『図星か』

  

  喂，滥用职权也该有个限度吧。

  　職権乱用もいいとこだな、おい。

  

  「啊啊♡射在阴道里好舒服♡」

  「あぁん♡膣内射精気持ちいいっ♡」

  

  两姐弟还在广场上交合。是说，他们打算做到什么时候啊？

  　広場ではまだ姉弟の交わりが続いていた。と言うか、いつまでやる気なんだ？

  

  『差不多已经过了半天了呢。』

  『そろそろ半日くらい経ちますね』

  『太阳都完全下山了……』

  『思いっきり日が暮れてるしな……』

  

  在月光和篝火的照耀下，姐弟俩依旧在交合。等我回过神来，周围已经摆满了摊贩，呈现出祭典般的景象。

  　月明かりと篝火に照らされた中で交わり続ける姉弟。気がつけば周りには屋台が立ち、祭りか何かの様相を呈してきている。

  

  『就命名为榭菈祭吧。』

  『シエラ祭と名付けましょう』

  『我才不要！？』

  『嫌だがっ！？』

  

  为什么要把冠上我的名字的祭典，办成围绕着近亲相奸的祭典啊？

  　なんで近親相姦を囲む祭りに俺の名前を冠しなければならないのか。

  

  『榭菈小姐也是近亲相奸的恩赐哦。』

  『シエラさんも近親相姦の賜物ですよ』

  『这是两码子事吧！？』

  『それとこれとは別の問題だがっ！？』

  『可是榭菈小姐也很喜欢和弟弟做爱对吧？』

  『でも、シエラさんも弟とのセックス大好きですよね？』

  『……』

  『……』

  

  奥露榭故意让我看证据视频，让我有点火大。你给我记住！

  　これ見よがしに証拠映像を見せてくるオルシェに軽くイラッとする。後で覚えてろよ？

  

  「又要、又要出来了，姐姐♡」

  「また、また出ます、姉さまっ♡」

  「哈啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊♡」

  「はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ♡」

  

  被注入精液后，玛蕾穆发出格外高亢的娇喘声，迎来高潮。马尔斯则像是要覆盖住姐姐一般，精疲力尽地倒在她身上。玛蕾穆也喘着粗气，维持着被弟弟推倒的姿势，一动也不动。看来她的体力也到极限了。

  　精液を注がれ、一際高い嬌声を上げて絶頂するマレム。その姉に覆いかぶさるようにぐったりと倒れるマルス。マレムも荒い息を吐きながら弟に押し倒された体勢のままピクリとも動かない。流石に体力の限界か。

  

  『只要让她恢复，就能继续做下去哦？』

  『回復させれば続きさせられますけど？』

  『你是魔鬼吗！？』

  『鬼かっ！？』

  

  再继续做下去就太残忍了。

  　流石にこれ以上ヤらせるのは酷だろう。

  

  「我、我原谅你们的行为。」

  「あ、あなた達の行為をもって許しとします」

  

  事情告一段落后，我终于说出了结束的话语。终于说出口了……

  　一段落ついたので終わりの言葉を述べる。やっと言えた……

  周围的狂热气氛逐渐冷却，开始有一两个人踏上归途。玛蕾穆他们似乎是由伯爵家的佣人带回去。也是，做了将近半天，再怎么说也不可能自己走回家吧。

  　次第に周りの熱狂も冷めていき、ひとり、ふたりと家路につき始める。マレム達は伯爵家の使用人が連れて帰るようだ。まあ、半日近くヤってれば流石に自分で歩いて帰るのは無理だろう。

  

  『不过，因为榭菈小姐的加护在运作，所以不管做了多少次，隔天醒来都会神清气爽。』

  『まあ、シエラさんの加護が働いてるのでどれだけヤっても翌日にはスッキリ目覚めるんですけどね』

  『喂，这是怎么回事……』

  『おい、どういう事だ……』

  『咦？榭菈小姐不是有做爱就会变健康的加护吗？』

  『え？シエラさんにはセックスすると健康になる加護がありますよね？』

  『看来有必要和你好好谈谈呢。』

  『お前とはじっくりと話し合いをする必要があるようだな』

  

  虽然因为数量过于庞大，我连看都不想看，但我的加护似乎有很多不正经的东西。好好地“谈谈”吧。

  　膨大過ぎて見る気にもならなかったが、俺の加護にはかなり碌でもないものが多そうだ。しっかりと“話し合い”をしよう。

  

  『一边用跳蛋强振，一边滔滔不绝地训话，这不叫谈话吧！？』

  『ローターを強振動にしながら滾々とお説教を浴びせるのは話し合いとは言わないんですけどっ！？』

  『你有立场抱怨吗？』

  『なにか文句を言える立場かな？』

  『……非常抱歉。』

  『……すみませんでした』

  

  奥露榭秒速全裸下跪。知道就好。

  　秒で全裸土下座するオルシェ。わかればよろしい。

  

  “叮咚”。

  “ピコンっ”

  

  我望着奥露榭下跪，脑中便响起这样的声音。看来瓦特父王醒了。在近亲相奸祭典期间，我也一直监控着瓦特父王的身体状况，看来他已经恢复到能够起床的程度了。

  　土下座するオルシェを眺めていると、そんな音が脳内に響く。どうやらヴァート父様が目を覚ましたらしい。近親相姦祭りの間もヴァート父様の体調はモニターしていたが、体力も起きることができる程度には回復したようだな。

  

  「那么，我先回去了。」

  「では、私は戻ります」

  

  我这么说完，便离开领都。我在途中回收了给罗尔，前往瓦特父王的所在之处。

  　そう告げて領都をあとにする。途中でゲロルを回収してヴァート父様の所へ。

  

  「公主殿下……这人是？」

  「姫様……その者は？」

  

  我一靠近瓦特父王的帐篷，果然还是被怀疑了。毕竟我拖着一个可疑的大叔，这也无可厚非。

  　ヴァート父様の天幕に近付くと流石に不審がられるな。まあ、怪しいおっさんを引き摺りながらだから仕方ないか。

  

  「他是这次毒杀未遂的主谋。」

  「今回の毒殺未遂の首謀者です」

  「什么！？喂，来人啊，把这家伙抓起来！」

  「なんですと！？おい、誰かこいつを捕らえよ！」

  

  听到守卫的声音，士兵们纷纷聚集过来，将给罗尔压制住。虽然他本来的目标是我，但实际上却成了对国王下毒。这下子免不了极刑吧。

  　見張りの声でわらわらと兵士たちが集まり、ゲロルを取り押さえる。まあ、俺を狙ったものではあるが、実際は王に毒を盛った形だからな。流石に極刑は免れないだろう。

  

  『这样榭菈小姐的毒杀未遂不就变成双重役满了吗？』

  『それ、シエラさんへの毒殺未遂が加わってダブル役満じゃないですかね？』

  『……说得也是。』

  『……それもそうだな』

  

  因为毒对我无效，所以我完全忘了。对公主下毒一般来说是重罪吧。

  　俺には毒が効かないからすっかり忘れてたわ。王女に毒を盛ったら普通に重罪だよな。

  

  「可以请教一下事情的来龙去脉吗？」

  「事情をお伺いしても？」

  「好的。」

  「はい」

  

  把格鲁罗带走之后，一名文官对我如此说道。算了，不说明一下果然不行吧。

  　ゲロルを連行した後、文官の一人がそう声をかけてくる。まあ、流石に説明なしとは行かないか。

  之后，我为了说明事情的来龙去脉而被带到其他帐篷，等到被释放时，瓦特大老已经再次进入梦乡。

  　その後、俺は事の顛末を説明するために別の天幕に連れて行かれ、解放されたのは再びヴァート父様が眠りに就いた後だった。

  ……是不是应该晚一点再把格鲁罗带来呢？

  　……ゲロルを連れてくるのは後にすればよかったかな。

 
  第３５話：徹夜明けのご奉仕

  第35话　熬夜的侍奉

  「唉，真是倒霉……」

  「はぁ、ひどい目に遭った……」

  

  在说明各种事情时，不得不提到转移魔法，真是倒霉透顶。不过，既然移动了那么长的距离，也没有其他方法可以说明。于是，我突然被要求接受转移魔法的检查，等我注意到时，已经快到早上了。

  　色々と事情を説明するにあたり、転移魔法の話をしなければならなくなったのが運の尽き。まあ、あの距離を移動した以上、他に説明のし様がないからな。そんなわけで急遽転移魔法の検査まで入り、気がつけばほとんど朝方だ。

  顺带一提，我能使用转移魔法这件事本身没有问题，因为我是瓦特大人的孩子。其实拉塞莱娜夫人也学会了转移魔法，所以这并不是什么稀奇的事。问题在于，我的能力是瓦特大人的等级。不过，我本来就打算之后再公开这件事，所以没关系。我接受检查时，数值姑且是瓦特大人的孩子应有的数值，飞到星球背面这件事则是保密。总之，虽然比预定时间早了一点，但我现在也登记为军方的转移魔法士了。军方的人非常高兴。

  　ちなみに俺が転移魔法を使えること自体は問題ない。ヴァート父様の子供だからな。実はラゼラナ母様にも発現しているから珍しい話でもない。問題は、その能力がヴァート父様級だったって事だ。まあ、これについてはそのうち明かすつもりだったから良いんだけどな。一応、検査に出るのはヴァート父様の子供として不自然じゃない値だ。星の裏側まで飛べるのは内緒にしてある。ともかく、少々予定よりは早くなったが、これで俺も軍の転移魔法士として登録されたわけだ。軍の連中は大喜びしてたな。

  至于格罗尔，由于有记录魔法和神殿骑士团的证词，他毫无疑问会被送上法庭。明天……应该说已经是今天了。瓦特大人的身体状况恢复后，就会调整审判的日期。

  　ゲロルの方は記録魔法と神殿騎士団の証言で問題なく法廷行きだ。明日……というかもう今日か。ヴァート父様が目を覚ましたら裁判の日程を調整する手筈になっている。

  

  「瓦特大人……还在休息呢。」

  「ヴァート父様は……まだお休みですね」

  

  躺在床上的瓦特大人还在睡。话虽如此，他好像已经醒过一次，状态检查也没有问题。

  　ベッドのヴァート父様はまだ眠ったままだ。とは言え、一度は起きたらしいしステータスチェックにも問題はない。

  

  『没问题？』

  『問題ない？』

  『……你到底想说什么？』

  『……何が言いたい？』

  『你勃起了吧？』

  『勃起してますよね？』

  『我明明就刻意不提了……』

  『あえて触れなかったのに……』

  

  嗯，毕竟我曾经徘徊在生死边缘嘛。生命力或许因此变强了。

  　まあ、うん、一度生死の境を彷徨ったからな。それで生命力が強くなっているのかもしれない。

  

  『只是晨勃吧？』

  『ただの朝勃ちですよね？』

  『……嗯，也可以这么说吧？』

  『……まあ、そうとも言うかな？』

  『那就有事情要做喽？』

  『なら、ヤる事がありますよね？』

  『可是我很困耶。』

  『俺、眠いんだが？』

  『安抚爸爸的小鸡鸡是女儿的工作哦～』

  『パパのちんぽを鎮めるのは娘の役目ですよ～？』

  『唔，居然趁机得意忘形……』

  『くぅ、ここぞとばかりに調子に乗りやがって……』

  

  不过，嗯，说得也是，处理瓦特爸爸的晨勃是我的工作。

  　けど、まあ、そうだよな、ヴァート父様の朝勃ちを処理するのは俺の役目だ。

  

  「……真拿你没办法。」

  「……しかたありませんね」

  

  我这么说完，就脱掉瓦特爸爸的睡衣。眼前出现晨勃的小鸡鸡。我轻轻抚摸，然后吻上前端。

  　そう口にしてからヴァート父様の寝巻きを脱がせる。ぷるん、と目の前に現れる朝勃ちちんぽ。それを軽く撫でてから先端に口付けする。

  

  「嗯……啾♡」

  「んっ……ちゅっ♡」

  

  我就这样用手捧着鸡鸡，让舌头爬上去。从舌头往上，仔细地舔吮。舔吮。

  　そのままちんぽに手を添えて舌を這わせる。舌から上へ、丁寧に丁寧に舐めしゃぶる。

  

  「呼，啊♡」

  「は、あっ♡」

  

  闻习惯的味道让下腹部发热。我的身体已经知道瓦特爸爸的小鸡鸡是什么味道，瞬间就进入发情状态。

  　嗅ぎ慣れた匂いに下腹部が熱くなるのを感じる。既にヴァート父様のちんぽの味を知っている俺の身体は、一瞬で発情状態に変わる。

  

  「嗯♡」

  「んっ♡」

  

  我把手伸进内裤，发出「咕啾」的淫荡水声。内裤湿掉的感觉让我感到不快，于是我灵巧地用单手脱掉内裤。一边侍奉一边脱内裤，对我来说已经是家常便饭了……嗯，毕竟我平常都是在早餐前做这件事嘛。

  　下着に手を潜らせれば、くちゅり、と淫らな水音が鳴る。下着が湿っていく感覚に不快感を感じ、片手で器用に脱がせていく。奉仕しながら下着を脱ぐのはもう俺にとっては朝飯前だ。……まあ、いつも朝飯前にやってる事だしな。

  脱掉内裤后，小穴暴露在空气中。冰凉的感觉让我微微颤抖，爱液沿着大腿滴落。

  　下着を脱げばまんこが外気に曝される。ひやりとした感覚に軽く身震い。たらりと脚を伝って愛液が零れ落ちる。

  

  「呼啊♡嗯♡呼♡」

  「は、あっ♡んっ♡ふっ♡」

  

  我一边舔着瓦特父亲的肉棒，一边用手指在小穴上滑动。我发出咕啾咕啾的声音搅动阴道，甜美的感觉在下腹部扩散开来。

  　ヴァート父様のちんぽを舐めながらまんこに指を這わせる。くちゅくちゅと音を鳴らしながら腟内をかき回すと、甘い感覚が下腹部に広がっていく。

  

  「嗯♡啾噜♡」

  「んっ♡じゅるっ♡」

  

  我吸吮瓦特父亲肉棒上溢出的预射液。熟悉的味道在口中扩散开来，下腹部开始发疼。

  　ヴァート父様のちんぽから溢れ出てきた先走りを啜る。口の中に味わい慣れた味が広がっていき、下腹部が疼き始める。

  

  「失礼了。」

  「失礼、致しますわ」

  

  我一边这么说，一边跨坐在瓦特父亲身上，一口气沉下腰。熟悉的肉棒沉入阴道内，拨开阴道肉侵入深处。

  　そう言いながらヴァート父様の上に跨がり、一気に腰を落とす。慣れ親しんだちんぽが膣内に沈み、膣肉をかき分けて膣奥まで侵入する。

  

  「呼啊♡嗯嗯♡」

  「は、あっ♡んんっ♡」

  

  　直达阴道深处的感觉让我轻微高潮，身体颤抖。不过，侍奉才刚开始。我把手放在瓦特父亲的肚子上，扭动腰部。先慢慢地前后移动，然后逐渐加快速度激烈地抽送。接着就这样提升速度，发出肉与肉碰撞的啪啪声激烈地上下移动。

  　膣奥に届く感覚に軽く絶頂し、身震い。けど、まだ奉仕は始まったばかりだ。ヴァート父様のお腹に手をついて腰を振る。まずはゆっくりと前後に。次第に勢いをつけて激しく。そしてそのまま速度を上げ、パンパンと肉がぶつかる音を立てて激しく上下に。

  

  「啊，嗯♡哈，啊♡啊♡啊♡啊♡」

  「あっ、んっ♡は、あっ♡あっ♡あっ♡あっ♡」

  

  我一边发出甜美的声音一边扭动腰部。如果像在撞击似的激烈抽送，肉与肉碰撞的声音就会响彻整个帐篷。

  　甘い声を上げながら腰を振る。叩きつけるように激しくすれば、天幕中に肉と肉がぶつかる音が響き渡る。

  

  「莱娜，很舒服哦。」

  「ラナ、気持ちいいよ」

  

  不知何时醒来的瓦特父亲抚摸我的胸部。嗯，激烈到这种程度，再怎么说都会醒吧。

  　いつの間にか目を覚ましていたヴァート父様が俺の胸を撫でる。まあ、流石にここまで激しくすれば起きるか。

  

  「早安，嗯♡瓦特父亲……呼啊♡」

  「おはようございます、んっ♡ヴァート父様……ふぁっ♡」

  

  乳头被他来回搓揉，我发出甜美的吐息。瓦特父亲对我的弱点了如指掌，他的爱抚让我差点就要高潮了。

  　くりくりと乳首をこね回され、甘い吐息を漏らす。俺の弱点を知り尽くしたヴァート父様の愛撫で軽くイキそうになる。

  

  「父、父亲……」

  「と、父様……」

  「先去一次吧。」

  「一度イこうか」

  「好的，父亲……嗯嗯♡」

  「はい、父様……んんっ♡」

  

  瓦特父亲说完就抓住我的腰，开始激烈地向上顶。瓦特父亲粗暴的抽送让阴道肉流下欢喜的泪水。

  　そう言ったヴァート父様は俺の腰を掴んで激しく突き上げ始める。ヴァート父様の荒々しい突き上げに膣肉が歓喜の涙を流す。

  

  『虽然讲得很诗情画意，但那是爱液吧？』

  『詩的に言ってますけど愛液ですよね？』

  『我知道啦，可恶！！』

  『わかってるよちくしょう！！』

  

  我已没有余力应付奥露榭的催促。快感在全身上下奔窜，无论何时高潮都不奇怪。

  　オルシェのちゃちゃ入れに対応してる余裕がない。体中を快感が駆け巡り、いつ絶頂してもおかしくない状況だ。

  

  「我要射了，莱娜。」

  「出すよ、ラナ」

  

  这时瓦特父亲做出致命宣言。

  　そこにヴァート父様のトドメ宣言。

  

  「好、的♡请射在里面♡请射在子宫里，父亲♡」

  「は、いっ♡なかにっ♡子宮に、ください、とうさまぁっ♡」

  「我要射了！！」

  「だすぞっ！！」

  「呼啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊♡」

  「ふあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ♡」

  

  他将肉棒插进最深处，将大量精液注入其中。受到炙热的迸发，我也高潮，发出欢愉的声音。

  　最奥まで突き挿れられ、そこに大量の精液が注ぎ込まれる。熱い迸りを受けて俺も絶頂し、歓喜の声を上げる。

  

  「呼啊♡呼啊♡呼啊♡」

  「はぁっ♡はぁっ♡はぁっ♡」

  

  我委身于瓦特父亲，沉浸在高潮的余韵之中。一大早的体内射精果然很舒服。不对，因为熬夜的关系，也不能算是一大早。」

  　ヴァート父様に身を委ね、絶頂の余韻に浸る。やっぱり朝イチの膣内射精は気持ちいいよな。いや、徹夜してるから朝イチともちょっと違うが。

  

  「很舒服哦，莱娜。」

  「気持ちよかったよ、ラナ」

  「是的，父亲。身体方面不要紧吗？」

  「はい、父様。お体の方は大丈夫ですか？」

  「嗯，托你的福，已经完全好了。」

  「ああ、おかげでもうすっかり良くなったよ」

  

  虽然已经确认过他正在恢复，但为了以防万一，我还是直接询问。毕竟能看到状态是秘密，确认反而比较自然。

  　回復しているのはは確認済みだが、念のため直接訊く。まあ、ステータスが見れるのは秘密だからな。むしろ確認する方が自然なはずだ。

  虽然想再来一战，但得先谈一谈才行。

  　もう一戦、と行きたいところだがまずは話をしないとな。

  

  「父亲，我有事要报告。」

  「父様、ご報告があります」

  

  我维持着结合的状态，如此说道。因为有很多事情必须报告。

  　繋がったまま、そう口にする。色々と報告しないといけない事があるからな。

  

  「说吧。」

  「聞こうか」

  「是。」

  「はい」

  

  就这样，做完必要的报告后，似乎相当疲惫的我，一下子就睡着了。看来我真的到了极限。顺带一提，后来在会议中，我好像一直在瓦特大人的大腿上睡觉。当然，我们一直维持着结合的状态。

  　そうして必要な報告を終えた後、かなり疲れていたらしい俺はあっさりと眠りに落ちた。流石に限界だったようだな。ちなみに、その後の会議中、俺はずっとヴァート父様の膝の上で眠っていたらしい。もちろん繋がったままだけどな。

 
  第３６話：軍議の議題

  第36话　军事会议的议题

  一醒来，我就感到腹部有压迫感。啊，又跟瓦特父王在结合的状态下睡着了吗？

  　目が覚めると、お腹の中に圧迫感を感じる。ああ、またヴァート父様と繋がったまま寝てたのか。

  

  「嗯♡父王的大鸡鸡，一大早就这么有精神呢♡请快点把父王的精液射进莱娜的穴子里♡」

  「んぅ♡父様のおちんぽ、朝から元気ですね♡早くラナの膣内に父様の精液を出してくださいませ♡」

  

  我顺从甜蜜的疼痛感道早。在这么做的时候，意识也逐渐变得清晰……

  　甘い疼きに任せて朝の挨拶をする。そうしているうちに次第に意識がはっきりしてきて……

  

  「哈哈，陛下真是幸福啊。」

  「はは、陛下は果報者ですな」

  

  听到这样的声音，我的意识一口气清醒过来。这里不是床铺吧？

  　そんな声が聞こえてきて一気に意識が覚醒した。ここ、ベッドじゃないんだが？

  

  「早安，莱娜。现在正在开军事会议哦。」

  「おはよう、ラナ。今は軍議の最中だよ」

  

  放眼望去，军队的重镇都到齐了。认知到这点，我的脸一口气涨红。

  　見渡せば軍の重鎮が勢揃いしている。それを認識し、一気に顔が真っ赤になる。

  

  「父王，请也让我喝精液♡」

  「父様、私にも精液を飲ませてくださいませ♡」

  「我也要像公主殿下一样射在穴子里♡」

  「私も、姫様みたいに腟内に♡」

  

  然后，大概是被我触发了，到处都开始上演起撒娇祭典。不过，有在做的不是只有我，算是幸运吧……算是吗？

  　そして、俺に触発されたのかそこかしこで始まるおねだり祭り。まあ、ヤッてるのが俺だけじゃないのが幸いか。……幸いか？

  

  『刚才的撒娇，我收下了。哈啊哈啊！！』

  『今のおねだり、いただきました。はぁはぁ！！』

  『闭嘴，废物女神。』

  『黙れ駄女神』

  

  然后奥露榭理所当然地把刚才的发言录成视频卖出去。可恶啊……

  　そして当然のようにさっきの発言を動画に撮って売り捌くオルシェ。おのれ……

  

  「话说回来，战况如何了？」

  「ところで、戦いはどうなりました？」

  

  我像是要掩饰般改变话题。呃，不过，我有在MAP上掌握状况，所以没必要问，只是想改变话题而已。」

  　取り繕うように話を変える。いや、まあ、ＭＡＰで把握してるから訊く必要はないんだけど、話題を変えたいんだよ。

  

  「嗯♡莉娜姐姐把他们打得落花流水，啊♡」

  「んっ♡リーナ姉さまが、蹴散らしました、あっ♡」

  

  露修娜一边被父亲从下面往上顶，一边自豪地说道。真希望她能专心喘气或摆架子其中一项。

  　例によって父親に下から突き上げられながらルシュナが誇らしそうにそう言う。喘ぐのかドヤるのかどちらかにしてほしい。

  

  「没人要你发言吧？现在专心享受鸡鸡。」

  「発言は求められていないだろう？今はちんぽに集中しなさい」

  「好、好的，父亲♡」

  「は、はい、父様♡」

  

  被米尔克雷尔边境伯责备后，露修娜专心喘气。原来她倒向那边了！？

  　ミルクレイル辺境伯に窘められ、喘ぐのに集中するルシュナ。そっちに倒すんかいっ！？

  顺带一提，如同露修娜刚才所说，圣教国军已被边境伯的长女莉娜击溃。她现在也正率领军队努力扫荡残敌，和努力侍奉爸爸鸡鸡的露修娜大不相同。不过，莉娜虽是长女，却是妾室之女，爵位继承权较低，所以无法参加军事会议。

  　ちなみに先程ルシュナが言った様に聖教国軍はミルクレイル辺境伯の長女リーナが蹴散らした。今も軍を率いて残敵掃討に勤しんでいる。パパのちんぽへの奉仕に勤しんでいるルシュナとは大違いだ。まあ、リーナは長女とは言え妾腹だからな。爵位の継承権が低いから軍議には参加できない。

  顺带一提，蕾缇雅义母大人的孩子是侧室之子，所以能像平常一样获得王位继承权。毕竟侧室和妾室的待遇不同。

  　ちなみにレティーア義母様の子供は側室だから通常通りに王位継承権が与えられる。側室と妾は扱いが別だからな。

  

  「那么，下一个议题是关于莱娜。」

  「さて、次の議題はラナに関してだ」

  「我吗？」

  「私、ですか？」

  

  我一边用穴肉稍微夹紧鸡鸡，一边反问。发生什么事了吗？

  　軽く膣肉でちんぽを絞めつけながら聞き返す。なんかあったっけ？

  

  『不是关于转移魔法吗？』

  『転移魔法に関してじゃないですかねー？』

  『啊——』

  『あー』

  

  这么说来，确实有这件事。我的身份已经登录在军队里，就算在军事会议上讨论也不奇怪。

  　そういえばそんな話もあったな。たしかに俺の扱いはもう軍に登録されている。軍議の議題に上がってもおかしくはない。

  

  「虽然已经通知大家了，不过莱娜要加入军队。」

  「既に周知は行ったが、ラナが軍に所属する事になった」

  「听说转移魔法的性能足以匹敌陛下。」

  「転移魔法は陛下に匹敵するとか」

  「哦哦！」

  「おお！」

  

  一提到转移魔法的性能，整个房间就骚动起来。因为瓦特父亲的转移能力相当高，能与之匹敌，就等于运输能力加倍。

  　転移魔法のスペックの話になると部屋が騒然となる。ヴァート父様の転移能力はかなり高いからな。それに匹敵する時点で輸送能力が倍になったようなものだ。

  

  「为了这件事，我想暂时离开战线，去王都的结界登录莱娜。」

  「それに際して、王都の結界にラナを登録するために一度戦線を離れようと思う」

  「是！以现在的战况来说，应该没问题。」

  「はっ！今の戦況であれば問題ないかと」

  

  光靠边境伯军就足以维持战线，后援的军队也有其他指挥官。毕竟国王会从军也只是为了转移。

  　戦線は辺境伯軍だけでも十分に維持可能だし、後詰めの軍も指揮官は別に居る。王が従軍してるのも転移のためだけだからな。

  

  「接着是莱娜的所属单位，近卫军可以吗？」

  「続いてラナの所属だが、近衛軍で良いな？」

  「这样不就不能活用公主的力量了吗？」

  「それでは姫様の力が活用できないのでは？」

  「可是，将王族配置在近卫以外的地方……」

  「ですが、王族を近衛以外に配置は……」

  「只要和国王轮流执行任务不就好了吗？」

  「王と交代で任務に就いていただければよいのでは？」

  「什么，这样不就不能和莱娜一起执行任务了吗！！」

  「な、それではラナと一緒に任務ができないではないか！！」

  「父亲……」

  「父様……」

  

  我好像听到了不纯的动机？

  　なんか不純な動機が聞こえたが？

  

  『就是说啊！！必须一起执行任务，让小鸡鸡插进去！！』

  『そうですよ！！一緒に任務に就いておちんぽ挿入してもらわないと！！』

  『喂！？』

  『おいっ！？』

  

  怎么有个不纯的废柴女神在啊。

  　なんか、不純な駄女神が居るな。

  

  『好过分！？』

  『酷いっ！？』

  『哎，事到如今也无所谓了。』

  『まあ、今更だけど』

  『唔……』

  『ぐう……』

  

  算了，我已经放弃奥露榭了，所以先不管她。正常来想，我和瓦特父亲一起行动的话，有两个人在就没有意义了。

  　まあ、オルシェについてはもう諦めてるから置いておいて。普通に考えると俺とヴァート父様が一緒に行動したら２人居る意味がないからな。

  

  「父亲大人，请您自重。」

  「父様、自重してください」

  「呜呜……」

  「うう……」

  

  随着瓦特森父亲变得消沉，他体内的肉棒也跟着萎缩。

  　意気消沈するヴァート父様に合わせて膣内のちんぽが萎んでいく。

  

  「父亲大人，请您别在中途就萎缩。」

  「父様、途中で萎えないでくださいませ」

  「抱、抱歉……」

  「す、すまん……」

  

  我无可奈何，只好用阴道温柔地对待他。这是为了在射精后让瓦特森父亲的肉棒再度勃起而学会的技巧。

  　仕方がないので膣肉で優しく扱いてやる。射精直後のヴァート父様のちんぽをまた勃たせるために覚えたんだよな。

  

  「咕呜……」

  「くぅっ……」

  「好啦。那么，我的所属单位是近卫，没有问题吧？」

  「さて。では、私の所属は近衛で問題ありませんね？」

  「是！」

  「はっ！」

  

  嗯，我也跟瓦特森父亲一样没办法随时从军，所以待遇要是跟瓦特森父亲不同就伤脑筋了。就这层意义来说，近卫比较方便。基本上会是隶属近卫，必要时再外派到必要单位的形式吧。虽然对瓦特森父亲很抱歉，但只能请他忍耐了。

  　まあ、俺もヴァート父様と一緒で常に従軍できるわけじゃないから、ヴァート父様と同じ扱いじゃないと困るからな。そういう意味では近衛の方が自由が効く。基本は近衛に所属しつつ必要になった時に必要な部署に出向する形になるだろう。ヴァート父様には悪いが、そこは我慢してもらうしかない。

  不管怎样，今天的军事会议结束了。也就是说——

  　ともあれ、これで今日の軍議は終わりだ。と、いう事は。

  

  「那、那个，莱娜……？」

  「そ、その、ラナ……？」

  「父亲大人，我们回床上吧？」

  「父様、ベッドに戻りましょう？」

  

  再来就是处理这股发疼的感觉。

  　あとは、疼いてるこっちの方の対処だな。

  

 
  第３７話：転移魔術師を登録する方法

  第37话　登录传送魔法师的方法

  「父亲，来继续吧！！」

  「父様、さあ続きをしましょう！！」

  

  我一回到帐篷就将瓦特父亲推倒在床上。不，其实连接到床上时，瓦特父亲就维持着结合状态帮我搬到了床上。

  　天幕に戻るなりヴァート父様をベッドに押し倒す。いや、まあ、ベッドまでは繋がったままヴァート父様が運んでくれたんだけどな。

  

  「我已经忍不住了。」

  「私、もう我慢ができませんの」

  「啊，嗯……」

  「あ、ああ……」

  

  我在困惑的父亲身上解开衣服的扣子。脱掉上衣后，可以看到他下面什么都没穿。

  　戸惑う父様の上で服のボタンを外していく。上着を脱いで見れば、その下には何も着ていなかった。

  ……父亲？

  　……父様？

  

  「哎呀，那个……抱歉。」

  「いやあ、その……すまん」

  

  瓦特父亲虽然很擅长脱衣服，但不擅长穿衣服啊。幸好这个世界没有和服之类的服装。

  　ヴァート父様、脱がすのは得意だけど着せるのは苦手なんだよな。この世界に着物とかなくて良かったわ。

  

  『有哦？』

  『ありますけど？』

  『有吗！？』

  『あるの！？』

  『和服色情是基本。』

  『着物エロは基本では』

  『喂，给我详细说明。』

  『おい、詳しく説明しろ』

  『♪～～（ε』

  『♪～～（ε』

  

  奥露榭那家伙，只是因为色情目的才推广和服的吧？

  　オルシェのやつ、エロ目的だけで着物広めやがったな？

  在这个大陆上没听过，所以是在别的大陆吗？说起来的确有点在意，之后再调查看看吧……

  　この大陸では聞いたことないから別の大陸だろうか。ちょっと気になると言えば気になるな。後で調べてみるか……

  

  「莱、莱娜？差不多该放慢步调……」

  「ら、ラナ？そろそろペースを……」

  

  啊……

  　あ……

  瓦特父亲的抗议让我回过神来。等我注意到时，自己已经在瓦特父亲身上尽情地扭动腰部榨取精液。从结合部位溢出的精液量说明了行为的激烈程度。

  　ヴァート父様の抗議で我に返る。気がついたらヴァート父様の上で思いっきり腰を振って精液を搾り取ってた。接合部から零れる精液の量が行為の激しさを物語っている。

  

  「请再注入子宫一些♡」

  「もう少し、子宮に注いでくださいませ♡」

  

  嗯，我是不会停的。

  　まあ、止めないけど。

  我用胸部摩擦瓦特父亲的腰部，发出啪嚓啪嚓的淫荡声响，用阴道肉摩擦瓦特父亲的肉棒。

  　ヴァート父様に胸を擦り付けるようにして腰を振る。ぱちゅん、ぱちゅんと淫らな音を鳴らし、膣肉にヴァート父様のちんぽを擦り付ける。

  

  「啊，哈♡好舒服，父亲♡」

  「あ、はっ♡気持ち、いいです、父様♡」

  「唔，好紧……教蕾缇雅技巧的是莱娜吗？」

  「くぅ、絞まる……レティーアにテクを教えたのはラナだったか？」

  「……父亲？」

  「……父様？」

  「莱、莱娜，好痛，会痛啊！？」

  「ら、ラナ、痛い、痛いんだがっ！？」

  

  嗯，我觉得在做的时候提到其他女人的名字不太好吧。就算是第二王妃也一样！！

  　うん、してる最中に他の女の名前を出すのはどうかと思うんだ。たとえ第二王妃だったとしても！！

  

  「抱、抱歉……」

  「す、すまん……」

  「我会榨干你的，榨到你不会提到其他女人的名字♡」

  「他の女の名前が出ないくらい、搾り取ってあげますね♡」

  「呜呜」

  「ううっ」

  「哈啊啊啊啊啊啊♡」

  「はぁぁぁぁぁぁ♡」

  

  身体因为不知道是第几次的射精而颤抖。

  　もう何度目かもわからない射精に身体を震わせる。

  

  『完全上瘾了呢。』

  『完全に癖になってますねぇ』

  『……嗯，毕竟很舒服。』

  『……まあ、気持ちいいし』

  『请收下我害羞的表情！哈啊哈啊！！』

  『照れ顔いただきました！はぁはぁ！！』

  『别录啊！？』

  『録画するんじゃねえ！？』

  

  奥露榭这家伙……

  　オルシェめ……

  

  之后我榨取了几次精液，稍微休息一下。我靠在瓦特父亲身上，大口喘气。哎呀，真满足。

  　それから数回精液を搾り取り小休憩。ヴァート父様に身を預けて荒く息を吐く。いやあ、満足したわ。

  

  「我可是大病初愈啊……」

  「これでも病み上がりなんだけどなぁ……」

  「我倒觉得你反而更有精神了。」

  「むしろ、元気になっていると思いますけど」

  

  主要是下半身。不过房中术反而应该会让体力恢复，所以应该不会发生腹上死。」

  　主に下半身とか。まあ、房中術のせいで体力はむしろ回復してるはずだから腹上死とかは無いはずだ。

  

  「好，今天可不会让你睡哦！！」

  「ようし、今日は寝かせないぞ！！」

  「不，陛下，您必须尽快完成登录。」

  「いえ、陛下、早急に登録の方をしていただかないと」

  

  正当我打算再打一场时，部下阻止了我。这么说来，我必须在王都登录为传送术师才行。

  　さてもう一回戦、というところで部下に止められる。そういえば王都に転移術師として登録しないといけないんだっけ。

  

  王都位于河川的沙洲上。说是沙洲，其实是个半径长达二十公里的巨大沙洲，或许该说是岛屿。那条河本身是深达数公里的深邃溪谷，而且沙洲边缘还建有高耸的城墙，可说是天然要塞。至少从河川进攻是不可能的。

  　王都は川の中州にある。と言っても半径２０ｋｍもある巨大な中州なので、むしろ島と言った方がいいかもしれない。その川自体も高さ数ｋｍにも及ぶ深い渓谷になっていて、その上、中州の縁には高い城壁が建っているので天然の要塞と言ってもいい。少なくとも川から攻め込むのは無理だ。

  沙洲内部以同心圆状建造了城墙，城墙内是一片广大的农地。而且，从那里延伸出的道路只通往王都。这是因为南北两方的桥梁连接的道路筑有高墙，没有通往农地的道路。也就是说，从沙洲外侧只有通往王都的道路。虽然构造有些神秘，但包含王都在内的整个沙洲都是古代遗迹，应该是沿用了古代遗迹，才将王都和王室直辖领地建在这里吧。

  　中州の中は同心円状に城壁が作られており、そこには農地が広がっている。そして、そこからの道は王都にしか通じていない。というのも南北にある橋から続く道には高い壁が築かれていて農地に出るための道がないからだ。つまり、中州の外からは王都に向かう道しかないのだ。微妙に謎な作りだが、王都を含む中州全体が古代の遺跡で、それを流用して王都と王家直轄領としたせいだろうな。

  然后，因为是沿用遗迹，所以和转移登录有关。遗迹具备转移阻碍和防空结界，不登录就无法转移。由于路径只限于桥梁，因此转移在军中具有非常高的重要性。毕竟连王族都得被派出去，军队当然会催促。……不过，我倒是能免费通行。因为没有结界能阻止神。

  　そして、遺跡を流用している事が転移登録の話に繋がってくる。遺跡には転移阻害と防空結界が備わっており、登録せずに転移する事ができないのだ。経路が橋に限られる関係で軍における転移の重要性は非常に高い。王族でさえ駆り出されるくらいだからな。軍が急かすわけである。……まあ、俺はフリーパスなんだけどな。神を止められる結界なんて無いからな。

  话虽如此，不登录就会有各种不便，所以还是得登录。

  　とは言え登録せずに転移すると色々と不都合があるわけで、登録しないといけない事に変わりはない。

  

  「好了，请快点。」

  「さあ、お急ぎください」

  

  我让随军女仆迅速帮我换装，然后在瓦特大人的转移下飞到王城。接着前往地下……咦，我是不是在哪里看过这里？

  　従軍メイドに手早く着替えさせられ、ヴァート父様の転移で王城に飛ぶ。そこから地下の方に向かって……あれ、ここってなんか見たことねえか？

  

  『是榭菈小姐的地下大神殿呢。』

  『シエラさんの地下大神殿ですね』

  『怎么回事！』

  『どういう事だよ！？』

  

  不管怎么看，都是萝莉大神官爱夏进行可疑仪式的神殿。

  　どう見てもロリっ子大神官アーシャが怪しい儀式をしていた神殿だ。

  

  「怎么了吗？」

  「どうかされましたか？」

  

  当然，爱夏也在那里。

  　当然、アーシャもそこに居る。

  

  「我要把莱娜登录到结界。」

  「ラナを結界に登録するのだ」

  「那么，要使用转移魔术吗？」

  「では、転移の魔術が？」

  「嗯。」

  「うむ」

  「……」

  「……」

  

  ……嗯，爱夏那家伙相当怀疑呢。算了，因为她知道我的真面目，所以这也没办法。

  　……うん、アーシャの奴かなり怪しんでるな。まあ、俺の正体を知ってるから、その辺は仕方ないか。

  

  『要统一口径。』

  『口裏を合わせるように』

  『是……是的！』

  『は、はいっ！！』

  

  像这种时候，神谕就很方便。收到我的神谕后，爱夏若无其事地继续进行仪式。

  　こういう時に神託は便利だよな。俺の神託を受けたアーシャは何事もなかったように作業を進める。

  

  「来，请跨上这个假阳具。」

  「さあ、このディルドーに跨ってください」

  「……啊？」

  「……は？」

  

  爱夏打开仪式厅的地板，出现一个假阳具……

  　アーシャが儀式の間の床を開くとディルドーが……

  喂，这是怎么回事！

  　って、おい、どういう事だ！？

  

  「♪～（ε」

  『♪～（ε』

  「好，你在那里躺下。」

  『よし、そこになおれ』

  

  奥尔修，又是你吗！

  　オルシェ、またお前か！！

  

  「不，那个，就是呢？从基因开始识别并登录个体的系统呢？」

  『いえ、その、ですね？遺伝子から個体識別をして登録するシステムをですね？』

  「那个，只要用唾液之类的东西就可以了吧？」

  『それ、唾液とかでいいやつだよな？』

  「没问题，男性用的是飞机杯哦！」

  『大丈夫です、男の人用はオナホですよ！！』

  「我并不是在担心那种事！」

  『そんな心配はしてないが！？』

  

  看样子这是奥尔修推广的技术。是说，瓦特父王也做了那种事吗？

  　どうやらこれはオルシェが広めた技術らしい。と言うか、ヴァート父様もやったのか、それ。

  

  「莱娜？男性用的是飞机杯哦。」

  「ラナ？男用はオナホだからね？」

  「我并不是在担心那种事！」

  「そんな心配はしていませんよ！！」

  

  瓦特父王，希望你不要也说出像奥尔修那种话！

  　ヴァート父様もオルシェみたいなことを言わないでいただきたい！！

  

 
  第３８話：後悔

  第38话　后悔

  「嗯、咕、呼♡」

  「ん、く、ふっ♡」

  

  我跨坐在登录装置上，然后坐了下来。以尺寸来说，大概比瓦特爸爸小，比拉塞尔大。

  　登録装置に跨がり、腰を下ろす。サイズ感としてはヴァート父様より小さくてラゼルより大きいくらい。

  

  『这范围相当广呢。』

  『それ、かなり範囲広いですよね？』

  『没办法啊，毕竟没有比较对象。』

  『仕方ないだろ、比較対象が無いんだから』

  

  毕竟我用这副身体插入过的只有那两个人嘛。不过真要说的话，她的尺寸比较接近瓦特爸爸，所以也算是相当大的了。

  　この身体で挿入したことあるのはその２人だけだからな。まあ、どっちかというとヴァート父様に近いサイズだから、それなりに大きい方だな。

  

  「呃，这样就可以了吗？」

  「ええと、これで良いのですか？」

  「没问题。因为已经确实地流出爱液了，所以没有问题。」

  「大丈夫です。しっかりと愛液が出ているので問題ありません」

  

  唔，被这么一说，感觉好害羞哦！

  　くぅ、なんかそう言われると恥ずかしいぞ！？

  

  『毕竟榭菈小姐的小妹妹总是湿答答的嘛！！』

  『まあ、シエラさんのおまんこはいつも濡れ濡れですからね！！』

  『别说得那么难听啦！？』

  『人聞きの悪い事言うなよっ！？』

  

  这样简直就像是我一年到头都在发情一样。

  　まるで俺が万年発情してるみたいじゃねえか。

  

  「已经可以拔出来咯？」

  「もう抜いていただいて大丈夫ですよ？」

  「啊，好。」

  「あ、ああ」

  

  因为得到许可，我便抬起腰部，拔出假阳具。

  　ＯＫが出たので腰を上げてディルドーを抜く。

  

  『呜哇，小妹妹好像很舍不得地吸着假阳具呢！！好色哦！！』

  『うわぁ、おまんこが名残惜しそうにディルドーに吸い付いてますよ！！えっろいですね！！』

  『吵死了，不要实况转播啦！？』

  『やかましいわ、実況するんじゃねえ！？』

  

  话虽如此，登录已经完成了。这么一来，就算转移到王都也不会被怀疑。

  　とは言え、登録は完了だ。これで王都に転移してもおかしいとは思われない。

  

  「好了，今天是庆祝的日子。不管想要什么，我都会给你当作奖励。」

  「さあ、今日はお祝いだ。ご褒美になんでも好きなものをあげるよ」

  「把精液注入子宫如何？」

  「精液を子宮に注いであげてはいかがでしょう」

  

  瓦特老头把我抱起来夸奖。

  　ヴァート父様が俺を抱えあげて褒めてくれる。

  是说爱夏不要乱讲话！！

  　と言うかアーシャは妙なこと言い出すんじゃねえよ！！

  

  「就是说啊，平常都把精液注入子宫，根本算不上奖赏！」

  『そうですよ、いつも子宮に注いでるからご褒美になりませんよ！！』

  「我不是那个意思！」

  『そういう事じゃねえんだよ！？』

  

  算了，我确实每天都在子宫注入精液。

  　まあ、確かに毎日子宮には注いでもらってるけどさ。

  

  「果然还是怀孕……」

  『ここはやっぱり妊娠……』

  「不会怀孕啦！」

  『しないからな！？』

  

  不好意思，我还不打算变得不能骑乘独角兽。

  　悪いけど、まだユニコーンに乗れなくなるつもりはない。

  话说回来，这个世界的独角兽不是处女鉴定机。和我所知的独角兽不同，就算不是处女也能骑乘。只不过，一旦怀孕就无法骑乘。是不是和这个世界比起是否为处女，更重视有没有怀孕经验有关呢？

  　そういえば、この世界のユニコーンって処女判定機じゃないんだよな。俺の知ってるユニコーンと違って、処女じゃなくても乗ることができる。ただし、一度妊娠を経験すると乗れなくなる。この世界で処女かどうかよりも妊娠経験の有無が重視されてるのと関係があるのかな。

  

  「啊，那是因为处女厨的话，独角兽就无法强奸。」

  『ああ、それはですね、処女厨だとユニコーンがレイプできないからですよ』

  「喂，这是什么意思！」

  『おい、どういう事だよ！？』

  「独角兽要是处女厨，强奸后处女膜破掉不就完蛋了吗？」

  『ユニコーンが処女厨だと、レイプして処女を破ったらおしまいじゃないですか』

  「……所以呢？」

  『……それで？』

  「难得有角，太可惜了。」

  『せっかく角があるのにもったいないな、と』

  「……」

  『……』

  「所以，为了能尽情强奸，独角兽把有没有怀孕经验当作条件。这样就算用角刺破处女膜也没问题！」

  『なので、思う存分レイプできるように妊娠経験の有無を条件にしました。これで角で処女膜を破っても問題ないですね！！』

  「糟透了！」

  『最悪だ！？』

  

  奥露榭创造的生物真的都没什么好东西耶。像是发情猴和凝胶水滴怪之类的……

  　ほんと、オルシェが創った生物にロクなの居ねえな。ハツジョウザルとかゼラチナス・ティアードロップとか……

  啊，凝胶水滴怪是一种史莱姆类的生物，会粘在洞窟或遗迹的天花板上，一发现女冒险者就会掉下来，只会融解衣服。

  　あ、ゼラチナス・ティアードロップは洞窟とか遺跡とかの天井に張り付いてて、女の子の冒険者を見かけると落ちてくるスライム的な生物な。服だけ溶かすやつ。

  

  『那东西很棒耶。因为是透明的，所以可以仔细观察它蹂躏小穴内部的模样。』

  『アレは良いですよね。透明だからおまんこの中を蹂躙してるところがじっくりと見れますし』

  『给我创造更像样的生物啦！』

  『もっとマシな生き物作りやがれ！？』

  『咦～？小吉拿可是很有良心的生物哦。它只会啜饮爱液，不会杀害冒险者……』

  『えー？ゼラティちゃんは良心的な生き物ですよ？愛液を啜るだけだから冒険者を殺すこともないですし……』

  『你也稍微考虑一下装备被融解的事情吧。没有装备很危险耶。』

  『溶かされた装備の事を少しは考えてやれよ。装備なしだと危険だろ』

  『它会好好护卫冒险者到城镇，所以很安全哦。』

  『ちゃんと街まで護衛してくれるから安全ですよ？』

  『那不是护卫，是因为不进神殿就拿不到吧！』

  『アレは護衛してるんじゃなくて、神殿に来ないと取れないからだろ！！』

  

  凝胶水滴怪一旦潜入小穴就出不来。它会潜入子宫，所以无法把它挖出来。要除掉它只能到神殿向神祈祷。不过，它有保护宿主的习性，以护卫来说算是相当强的种类，所以确实比穿着普通铠甲还安全。

  　ゼラチナス・ティアードロップは一度おまんこに潜り込んだら出て来ない。子宮の中まで潜り込むから掻き出すことができないのだ。取り除くには神殿で神に祈るしか無い。まあ、宿主を守る習性があるし護衛としてはかなり強い部類だから、普通の鎧を着るより安全なのは確かだけどな。

  

  『是史莱姆战士呢。』

  『スライムファイターですね』

  『的确有那种把凝胶水滴怪穿在身上当铠甲的人。虽然缺点是会溶掉衣服，导致全身赤裸，而且透明的凝胶水滴怪还会让皮肤一览无遗……』

  『居るんだよなぁ、鎧代わりにゼラチナス・ティアードロップを着込んでるやつ。デメリットは服を溶かすから服を何も着れなくなる事と透明だから肌が丸見えになる事など、それなりにあるんだが……』

  『可是对资金不足的新手来说，性能已经好到破表了。而且它还会分解精液，可以拿来代替避孕工具。』

  『資金に余裕がない駆け出しにとっては破格の性能なんですよね。その上、精液を分解するから避妊具代わりにもなりますし』

  『相对地，装备解除时必须捐钱给神殿就是了！』

  『その代わり装備解除に神殿への寄進が必要になるけどな！！』

  『不过，它还是无法取代避孕魔法。尤其是插入的那一方，据说会没有插进小穴的感觉。』

  『まあ、避妊魔法の代わりにはなりませんよね。特に挿入してる方はおまんこに挿入してる感じがしないって言いますし』

  『毕竟硬物是插进凝胶水滴怪嘛。』

  『まあ、どっちかというとゼラチナス・ティアードロップに突っ込んでるからな』

  

  而且，史莱姆盔甲有个致命的弱点。那就是凝胶水滴怪会参与战斗，导致使用者毫无经验。因此，绝大多数的人在赚到一定程度的钱后，就会去神殿请人摘除凝胶水滴怪，购买正常的装备。

  　それに、スライムアーマーには致命的な弱点がある。戦うのがゼラチナス・ティアードロップだから一切経験にならない事だ。なので、ある程度お金を稼いだら神殿で取り除いてもらって真っ当な装備を買う奴がほとんどだ。

  

  『啊～因为有媚药的关系，本人无法正常活动。本人一直在跟快感搏斗，类似这样？所以只会累积上床的经验。』

  『あー、媚薬のせいで本人はまともに動けませんからね。本人はずっと快楽との戦いをしてる、みたいな？エッチの経験値ばかりが貯まっていきますね』

  『不，那只是被玩弄而已吧。根本算不上任何经验。顶多只会对媚药产生抗性。』

  『いや、アレはただただ翻弄されてるだけだろ。何の経験にもなってないぞ。せいぜい、媚薬に強くなるくらいだ』

  「凝胶水滴怪的春药是越习惯效果越强，所以这边的抗性完全派不上用场。」

  『ゼラチナス・ティアードロップの媚薬は慣れてくる度に強力になるから、そっちでは全然耐性役に立たないんですけどね』

  「没错。而且要是戴太久会变成快乐成瘾，所以关键在于要如何尽快存到钱。」

  『それな。それに、あまり長い間着けてると快楽中毒になるから、如何に早くお金を貯めるかが勝負になる』

  

  顺便说一下，因为史莱姆中毒而堕落风尘的家伙其实有一定数量。从这层意义来看也算是一种赌博，但是出手的女孩子却络绎不绝。

  　ちなみにスライム中毒になって娼館堕ちするやつが割と一定数居る。そういう意味でもギャンブルなんだが、手を出す女の子が跡を絶たないんだよな。

  

  「因为很舒服嘛，凝胶水滴怪。」

  『気持ちいいですからね、ゼラチナス・ティアードロップ』

  「是那种问题吗？」

  『そういう問題か？』

  

  的确，无法忘怀快乐而再度对凝胶水滴怪出手的家伙也相当多。就像是只要陷进去一次就无法脱身的沼泽。

  　確かに、快楽が忘れられずに再度ゼラチナス・ティアードロップに手を出すやつも割と多い。一度引っかかったら抜け出せない沼みたいなものだ。

  

  「……话说回来，你差不多该面对现实了吧？」

  『……ところで、そろそろ現実を見た方が良いんじゃないですか？』

  「你是指爱夏的子宫里面有凝胶水滴怪吗？」

  『それはアーシャの子宮内にゼラチナス・ティアードロップが居る事か？』

  

  有啊，为什么？从刚才开始状态值就一直显示着。这家伙到底在做什么？

  　居るんだよなぁ、何故か。さっきからステータスにずっと出てる。ホント何やってるんだ、こいつ？

  而且，不是在阴道内而是在子宫内。看起来也不像是当成避孕工具在使用……

  　しかも、膣内じゃなくて子宮内なんだよな。避妊具として使ってるわけでもなさそうだし……

  

  「要问问看吗？爱夏小姐，爱夏小姐？」

  『訊いてみます？アーシャさん、アーシャさん？』

  「喂！笨蛋！别这样！」

  『こら、バカ、やめろ！？』

  

  我慌忙阻止却为时已晚，奥尔修已经对爱夏说话了。我说你啊，神谕可不是免费的哦！

  　慌てて止めるも手遅れ。既にオルシェはアーシャに声をかけていた。お前なあ、神託はタダじゃねえんだぞ！？

  话虽如此，既然做了也没办法，快点问吧。因为只有三分钟，可别超过时间哦。

  　とは言え、やったものは仕方ない。早く訊いてしまえ。３分以内だからな、超過するなよ？

  

  「奥尔修大人！请……请问有什么事？」

  『オルシェ様！？な、なんでしょう？』

  「为什么要把凝胶水滴怪放进子宫里？」

  『なんでゼラチナス・ティアードロップを子宮に入れてるんですか？』

  「咦？因为很舒服。」

  『え？気持ちいいからです』

  「啊，是。」

  『あ、はい』

  「……」

  『……』

  

  早知道就不问了。我关掉神谕，中断对话。啊啊啊，浪费成本……

  　訊くんじゃなかった。俺は神託をオフにして会話を断ち切る。あああ、コストの無駄……

  我带着深深的后悔，离开了地下大神殿。

  　俺は深い後悔を残しながら地下大神殿をあとにしたのだった。

 
  第３９話：目が覚めると

  第39话　醒来后

  『咿啊啊啊啊啊啊♡对不起，对不起♡』

  『ひぁぁぁぁぁぁっ♡ごめんなさい、ごめんなさいぃ♡』

  『吵死了，给我好好反省！！』

  『やかましい、反省しやがれ！！』

  

  我先对闯祸的奥露榭进行惩罚。震动的跳蛋在子宫内肆意乱窜，让奥露榭的身体不断弹跳。

  　とりあえずやらかしたオルシェにお仕置きをする。振動するローターが子宮内を縦横無尽に暴れまわり、オルシェの身体を跳ねさせる。

  

  『呜呜呜，那种程度的成本，只要拍一部榭拉小姐的视频就能回本了不是吗！！』

  『うぅぅ、あのくらいのコストならシエラさんの動画一本でペイできるじゃないですか！！』

  『为什么我得为了你闯的祸去拍视频啊！！』

  『なんでお前のやらかしのために動画を撮らにゃならんのかと！！』

  

  我教训了胡言乱语的奥露榭。干脆直接在奥露榭的子宫上施以火烙……

  　訳のわからないことを宣うオルシェにお灸を据える。いっそ、オルシェの子宮に直接お灸を……

  

  『我会死掉的！？』

  『死んじゃいますよっ！？』

  『没事的，女神不会因为这点小事就死掉。』

  『大丈夫、女神はそのくらいじゃ死なない』

  『问题不在那里吧！？』

  『そういう問題じゃないんですけどっ！？』

  

  嗯，这当然是玩笑话。毕竟我没有那方面的兴趣。

  　まあ、流石に冗談だ。その手の趣味はないからな。

  我好好地教训了奥露榭，把累积的工作处理完后，意识回到了身体上。

  　しっかりとオルシェにお仕置きをして、溜まってる仕事を片付けてから身体に意識を戻す。

  ……嗯？

  　……ん？

  这股压迫感是……以瓦特父亲来说有点小，但也不是拉塞尔的尺寸。怎么回事？

  　この圧迫感は……ヴァート父様にしては少し小さいが、ラゼルサイズでもない。なんだ？

  我缓缓睁开眼睛，眼前是……

  　ゆっくりと目を開けると、そこには……

  

  「姐姐，莱娜姐姐！！」

  「ねえさま、ラナねえさま！！」

  「……榭莉？」

  「……シェリー？」

  

  妹妹榭莉压在熟睡的我身上，把肉棒插进了我的小穴里。

  　寝ている俺に覆いかぶさって俺のおまんこにおちんぽをねじ込んでいたのは妹のシェリーだった。

  ……喂，为什么会长出来啊？

  　……っておい、なんで生えてるんだよ？

  

  『应该是榭菈小姐的魔法吧～？』

  『シエラさんの魔法じゃないですかね～？』

  『我什么都没做啊！？』

  『何もしてないが！？』

  『会不会是榭菈小姐的信徒干的呢？』

  『シエラさんの信者が使ったんじゃないですか？』

  『是谁干的好事啊！？』

  『誰だよそんな事したの！？』

  

  好，之后再好好审问一下嫌疑犯吧。

  　よし、あとで容疑者を問い詰めるか。

  

  「啊，莱娜姐姐，你醒了吗？」

  「あ、ラナねえさま、起きた？」

  「……你在、做什么、呢？」

  「……何を、してるん、です、か？」

  

  我一边压抑着因为碰到舒服的地方而差点发出的娇喘，一边询问榭莉在做什么。

  　時折、気持ちいい所に当たって甘い声が漏れそうになるのを抑えながらシェリーに何をしているのかを訊く。

  

  『做什么？当然是做爱啊～？』

  『何ってセックスじゃないですかねー？』

  『我想问的不是这个啦！？』

  『そういう事を訊きたいんじゃねえんだよ！？』

  

  为什么会变成这样啊！！

  　なんでこんな事になってるのかと！！

  

  「莱娜姐姐的阴道里面好舒服♡」

  「ラナねえさまの腟内、気持ちいいです♡」

  

  不过，榭莉没有回答我的问题，只是继续扭动着腰部。糟糕，这孩子非常厉害……

  　けど、シェリーは俺の質問には答えずに腰を振り続ける。やば、この子すごく上手……

  

  「姐姐，我可以射在姐姐的阴道里面吗？」

  「ねえさま、ねえさまの腟内にだしてもいいですか？」

  「嗯♡哈♡……欸？啊，呃，可以、是可以……」

  「んっ♡はっ♡……え？あ、え、いい、ですけど……」

  

  啊，不小心就同意了。话说，要射了吗？

  　あ、うっかり許可しちゃった。と言うか、出るのか？

  榭莉才四岁耶？

  　シェリーはまだ４歳だぞ？

  

  『要射了哦？因为这是魔法小鸡鸡嘛～』

  『出ますよ？魔法のおちんぽですからね～』

  『那样没问题吗……？』

  『大丈夫なのか、それ……？』

  

  在我们交谈的期间，榭莉似乎迎来了极限，我感觉到小穴里面开始膨胀起来。

  　そうこう言ってるうちにシェリーは限界を迎えたようで、おまんこの中で膨らんできているのを感じる。

  

  「哈啊啊♡要出来了，要出来了♡」

  「はぁぁ♡出る、出ちゃう♡」

  「咕嗯♡好热……」

  「くぅん♡熱いっ……」

  

  噗咻，大量的精液注入小穴深处。啊啊，好舒服……

  　どくん、と大量の精液がおまんこの奥に注がれる。ああ、気持ちいい……

  我用腿缠住榭莉的腰，不让她抽身。咻咻，咻咻，精液一而再再而三地注入阴道深处。阴道肉反复痉挛，将鸡巴里的精液榨干至最后一滴。

  　脚をシェリーの腰に絡めて抜けないようにする。びくん、びくん、と何度も何度も震えて精液が膣奥へと注ぎ込まれていく。膣肉が痙攣を繰り返し、最後の一滴までおちんぽから精液を搾り取る。

  

  「哈啊♡姐姐的小穴，从榭莉的小鸡鸡榨取了满满的精液♡」

  「はぁっ♡ねえさまのおまんこ、シェリーのおちんぽからせーえきをいーっぱい搾り取ってますっ♡」

  「别、别说了……」

  「い、言わないで……」

  

  我一边感觉到自己脸红，一边把榭莉抱过来。

  　顔が赤くなるのを感じながらシェリーを抱き寄せる。

  

  「姐姐的小奶子……」

  「ねえさまのちっぱい……」

  

  榭莉回抱住我，把脸埋进我的胸口说道……嗯？她刚才说什么？

  　俺を抱き返したシェリーは胸に顔を埋めながらそう言って……ん？今、なんて？

  

  「姐姐的小奶子好好吃♡」

  「ねえさまのちっぱい美味しい♡」

  

  榭莉再次这么说，吸吮我的胸部。喂，是谁教榭莉说这种话的！！

  　再びそう口にして俺の胸に吸い付くシェリー。おい、誰だシェリーにこんな言葉教えたやつは！！

  

  『根据纪录，是瓦特先生。』

  『ログだとヴァートさんになってますね』

  『瓦特父亲，你在搞什么啊！？』

  『何やってんだよヴァート父様！？』

  

  好，去跟拉塞莱娜王后告状吧。因为只要提到拉塞莱娜王后的小胸部，她就会变得非常可怕。

  　よし、ラゼラナ母様に告げ口しておこう。ラゼラナ母様、小さな胸の件に触れるとものすごく怖いからな。

  

  「姐姐？榭莉？」

  「姉さま？シェリー？」

  

  就在我决定要惩罚瓦特父亲的时候，拉塞尔也醒来了。不对，拉塞尔那家伙，应该更早之前就醒了。虽然他的鸡巴变大了，但怎么看都不像是晨勃。

  　俺がヴァート父様へのお仕置きを決意していると、ラゼルも起きてくる。いや、ラゼルのやつ、もっと前から起きてたな。おちんぽが大きくなってるが、どう見ても朝勃ちって雰囲気じゃない。

  

  「你刚才偷看对吧？」

  「覗いてましたね？」

  「呜、呜呜……」

  「う、うう……」

  「拉塞尔好色哦。」

  「ラゼルにいさまのエッチ」

  

  两人一起责备拉塞尔，让他畏缩了起来。不过，他的小鸡鸡依然坚挺着。

  　２人がかりで責められ、たじたじになるラゼル。けど、おちんぽはずっと勃ったままだけどな。

  

  「哥哥，已经变成这样了……」

  「にいさま、もうこんなになって……」

  「拉塞尔，你想要谁来安慰你呢？」

  「ラゼル、どっちに慰めてほしいですか？」

  

  我觉得有点好玩，于是也跟着起哄。拉塞尔满脸通红的样子实在太可爱了，真伤脑筋。

  　ちょっと面白くなって俺も乗っかってみる。顔を真赤にしてるラゼルが可愛いのが悪い。

  

  「你们两个一起……」

  「ふたり、一緒に……」

  

  听到我的问题，拉塞尔垂下视线这么回答。真是个贪心鬼。这时候应该再稍微捉弄他一下，让他自己决定要选谁才……

  　俺の質問に伏し目がちにそう答えるラゼル。欲張りさんめ。ここは一つ、もう少しからかってどっちが良いかを……

  　

  「我知道了！姐姐，我们一起舔哥哥的小鸡鸡吧？」

  「わかりました！ねえさま、にいさまのおちんぽ、一緒になめなめしよ？」

  「咦、咦咦？」

  「え、ええ」

  

  不过，榭莉突然这么对我说，害我一不小心就答应了。于是，我就这样被迫和榭莉一起用嘴巴服侍拉塞尔的小鸡鸡。

  　けど、不意打ちでシェリーにそう言われてうっかり了承してしまう。こうして、俺はシェリーと一緒にラゼルのおちんぽにお口で奉仕する羽目になったのだった。

  

 
  第４０話：犯人にはお仕置きが必要だと思うんだ

  第40话　我觉得犯人需要接受惩罚

  「「啾♡」」

  「「ちゅっ♡」」

  

  我和榭莉一起吻上拉塞尔的肉棒，然后从两侧伸出舌头舔舐。

  　シェリーと一緒にラゼルのちんぽに口付けをする。それから、そのまま両側から舌を這わせて舐めしゃぶる。

  

  「姐、姐姐，榭莉……」

  「ね、姉さま、シェリー……」

  

  刚才一直偷窥我和榭莉做爱的拉塞尔，肉棒已经快要爆发了。它一边颤抖着，一边诉说着自己已经濒临极限。

  　さっきまで俺とシェリーのセックスを覗いていたラゼルのちんぽはもう爆発する寸前だ。ビクビクと震えながら限界が近いことを訴えている。

  

  「不、不行♡」

  「だ、だめぇっ♡」

  

  没过多久，勃起到发疼的肉棒就一颤一颤地达到高潮。

  　程なくして、痛いほどに勃起したちんぽがビクンと震えて絶頂に達する。

  

  「咦，哥哥的肉棒，还没有射精呢。」

  「あれ、にいさまのおちんぽ、まだせーえき出ないんだね」

  

  榭莉看到后，小声地嘟囔道。

  　それを見たシェリーがそんな事をぼそりと呟く。

  好过分，居然对5岁的男孩子说这种话！！

  　ひどい。５歳の男の子になんて事を！！

  

  「拉、拉塞尔？没事的，再过5～6年，拉塞尔也……」

  「ら、ラゼル？大丈夫ですよ、あと５～６年もすればラゼルも……」

  「咦？要花这么久吗？」

  「え？そんなにかかるの？」

  

  我试图安慰拉塞尔，榭莉却老实地说出感想。

  　フォローしようとした俺の言葉に素直な感想を述べるシェリー。

  别再补刀了……

  　追い打ちはやめてさしあげろ……

  

  「榭、榭莉？生孩子是在10岁左右哦？拉赛莱那母妃生下我的时候，也才11岁吧？」

  「しぇ、シェリー？子作りは１０歳前後でするものよ？ラゼラナ母様も私を産んだのは１１歳だったでしょ？」

  「是这样啊。」

  「そうなんだね」

  「是这样哦？」

  「そうなのよ？」

  

  所以，拉塞尔也别沮丧了。我试图安慰他，结果……

  　だから、ラゼルも落ち込むなよ。と、フォローをしていたら……

  

  『用魔法让他射精不就好了？』

  『魔法で射精できるようにすれば良いんじゃ？』

  『我不要！？』

  『嫌だがっ！？』

  

  奥露榭用玩笑话回应我试图安慰拉塞尔的话。

  　慰めようとする俺の言葉にふざけた事を返すオルシェ。

  要是那么做，我岂不是每天都要被妹妹和弟弟弄得全身精液吗……是说，是谁让榭莉长出那根肉棒的？

  　そんな事をしたら妹と弟に毎日精液まみれにされるだろ……って、そういえば誰がシェリーに生やしたんだ？

  

  「话说回来，榭莉，那根肉棒是怎么来的？」

  「ところでシェリー、そのおちんぽはどうしたのですか？」

  「是女神大人给我的！」

  「女神さまがくれたの！」

  

  我抱着这个想法询问榭莉，结果却听到出乎意料的名字。下位神们不可能做出这种事，所以犯人自然就缩小范围了。

  　そう思ってシェリーに訊いてみたら、予想外の名前が出てきた。下位神達がそんな事をするわけはないから、犯人は自ずと絞られるな。

  ……好，奥露榭，让我问你一些问题吧。

  　……よし、オルシェ、話を聞こうか。

  

  『不，那个，我有点事……』

  『いえ、その、ですね？私、ちょっと用事が……』

  『正好，我也有事要找你。』

  『ちょうど良かった、俺も用事ができたところだったんだ』

  

  爱夏，抱歉我怀疑你。我找到犯人了。

  　アーシャ、疑って悪かったな。犯人は見つかったよ。

  

  「榭莉、拉塞尔、姐姐大人，我要睡一下哦。」

  「シェリー、ラゼル、姉さま、少し眠りますね」

  「可以插小穴吗？」

  「おまんこつかってていい？」

  「不，那个，这个……」

  「いえ、その、それは……」

  「不行吗？」

  「だめ？」

  「……没关系。」

  「……かまいませんわ」

  

  我为了前往神界而打算睡一下，榭莉却跑来提出要求。看到她用那种表情拜托，我哪有办法拒绝。

  　神界に行くために眠ろうとしたら、シェリーがおねだりをしてきた。そんな顔でお願いされたらダメって言えないだろ。

  

  『榭菈小姐也是个色女呢。』

  『シエラさんもスキモノですねぇ』

  『……没逃走这点倒是值得称赞。』

  『……逃げなかったのだけは褒めてやる』

  『糟糕了！！』

  『しまったっ！！』

  

  居然还有余力插科打诨，奥露榭你真有余裕。

  　茶々を入れてくるとは余裕だな、オルシェ。

  总之，我让肉体进入睡眠状态前往神界。

  　と、いうわけで肉体を睡眠状態にして神界へ。

  

  「好了，麻烦你说明一下情况。」

  「さて、事情を説明してもらおうか」

  「那个，榭莉小姐说想做内射性交，所以……」

  「その、ですね？シェリーさんが中出しセックスしたい、と言っていたので……」

  「那为什么变成生小孩了啊！？」

  「それでどうして生やす方向にしたんだよっ！？」

  「因为瓦特先生的小鸡鸡应该没办法吧……」

  「流石にヴァートさんのおちんぽは無理があるかな、と……」

  「那也不能变成生小孩啊！？」

  「だからって生やす方向にしてんじゃねえよ！？」

  「因、因为榭莉小姐的愿望是内射性交嘛？」

  「ほ、ほら、シェリーさんの望みは中出しセックスですし？」

  「这算什么借口！！」

  「言い訳になってねえっ！！」

  

  所以，我要惩罚奥露榭。该用什么好呢……

  　という訳で、オルシェにはお仕置きだ。何が良いかな……

  

  「既、既然要惩罚，就让她失去处女……」

  「せ、せっかくですから処女喪失を……」

  「原来如此。」

  「なるほど」

  

  以眼还眼，以牙还牙，以鸡鸡还鸡鸡。就是这么回事。

  　目には目を、歯には歯を、ちんぽにはちんぽを、だな。

  

  「等等，为什么要生小孩啊！？」

  「ちょっと、なんで生やすんですか！？」

  「失去处男？」

  「童貞喪失？」

  「我才不要在失去处女前，就因为榭菈小姐的肉穴而失去处男！！」

  「嫌ですよ、処女の前にシエラさんのおまんこで童貞を無くすとか！！」

  「放心吧，第一次的对象是这个假屌。」

  「安心しろ、初めての相手はこのオナホだから」

  「我没办法放心啊！？」

  「安心できないんですけどっ！？」

  「放弃吧？」

  「諦めろ？」

  「嗯咿！？」

  「んひぃっ！？」

  

  我将长在奥露榭身上的鸡鸡毫不留情地插进假屌，当然子宫的跳蛋也全速运转。

  　オルシェに生やしたちんぽを容赦なくオナホにねじ込む。もちろん子宮の方のローターもフル稼働だ。

  

  「呀啊♡不行、不行♡要出来了，有什么要出来了♡」

  「ひあぁっ♡だめ、だめぇっ♡出ちゃう、なんか出ちゃうぅっ♡」

  

  奥露榭一边摇晃腰部一边持续射精。邪恶毁灭了。

  　腰をガクガクと揺らしながら射精を続けるオルシェ。悪は滅びた。

  

  「还以为要死了……」

  「しぬ、かと……」

  「看来还有余力啊。要再来一发吗？」

  「まだ余裕がありそうだな。おかわり要るか？」

  「不，已经……嗯咿♡」

  「いや、もう……んひぃっ♡」

  

  由于她看起来还很从容，我便再次火力全开地进攻。顺便也用跳蛋刺激乳头吧。

  　まだまだ余裕そうだったので再度フルパワーで責め立てる。ついでに乳首の方もローター責めやっとくか。

  

  「顺便……呀啊♡」

  「ついでに、じゃ……ひあぁっ♡」

  「在你反省之前，就这样咯？」

  「反省するまでそのままな？」

  「哈啊♡等、等……嗯咿♡不行、不行♡」

  「はあっ♡ま、まっ……んひぃ♡だめ、だめぇっ♡」

  「快反省吧，好吗？」

  「反省しろ。な？」

  「咿呜呜♡啊啊♡哈呜♡啊嗯♡呀啊♡」

  「ひぅぅ♡あぁ♡はぅ♡あんっ♡ひあっ♡」

  

  我设定成不习惯的缓急变化，然后就放着不管。虽然她看起来没有反省的意思，但不处罚她的话，她又会得意忘形。」

  　慣れないように緩急をつける設定にして放置する。反省はしない気もするが、お仕置きしないとそれはそれで調子に乗るからな。

  

  「咿呜呜♡嗯哈啊♡哈呜♡又、又跑出来了♡哈啊啊啊啊♡」

  「ひぅぅ♡んはぁっ♡はぅっ♡また、でちゃっ♡はぁぁぁぁっ♡」

  

  我以不断高潮的奥露榭为背景音乐，处理工作……处罚奥露榭是无所谓，但这段期间的工作全都落到我身上了。我得一边听这个一边工作吗……

  　絶頂を繰り返すオルシェをＢＧＭに仕事を片付ける。……オルシェをお仕置きするのは良いんだが、その間の仕事が全部俺に降ってくるんだよな。これ、聞きながらかぁ……

  就这样，为了处罚奥露榭，我一整天都忙于工作。

  　こうして、オルシェにお仕置きをするため、俺は一日中仕事に忙殺される羽目になったのだった。

  顺带一提，我醒来时榭莉亚还在侵犯我的小穴。我的肚子被精液弄得湿答答的……为什么会变成这样？

  　ちなみに、起きたらシェリーはまだ俺のまんこを犯し続けてた。お腹、精液でタプタプになってるんだが……どうしてこうなった。

  

 
  第４１話：犯人はやっぱりオルシェ

  第41话　犯人果然是奥露榭

  魔法效果终于结束，榭莉的鸡鸡也消失不见，如今正趴在我身上呼呼大睡。

  　やっと魔法の効果が切れてシェリーのちんぽも消え、今では俺の上で寝息を立てている。

  毕竟只要停止供给魔力，就无法维持太久。

  　まあ、魔力を供給していた原因を止めればそんなに長くは持続はできない。

  

  『呜呜，子宫、子宫……』

  『うう、子宮が、子宮がぁ……』

  

  奥露榭摸着肚子，一脸怨恨。不过，这算是她自作自受。

  　お腹を擦りながら恨めしそうにしているオルシェだが、まあ自業自得だな。

  话说回来，我一直待在神界，所以有点睡不……嗯？

  　しかし、ずっと神界に居たから微妙に眠れな……ん？

  

  「……父亲大人，您在做什么？」

  「……父様、何をしているのですか？」

  「哎呀，啊哈哈……」

  「いやぁ、あはは……」

  

  我心想「待在神界，肉体的脑部没有休息，所以有点睡不着」，瓦特父亲就钻进我的被窝。拉塞尔和榭莉也钻进来了，事到如今，连瓦特父亲也来凑热闹，这是在干嘛？

  　神界に居て肉体の脳の方は休んでいたので微妙に寝れないな、と思っていたらベッドにヴァート父様が潜り込んできた。ラゼルもシェリーも潜り込んでるから今更だが、ヴァート父様まで何やってんだ？

  

  「那个，拉塞琳娜有孕在身……」

  「その、ラゼラナが身重だから……」

  「所以您要把鸡鸡插进女儿的肉穴吗？」

  「それで娘のおまんこにおちんぽをねじ込むんですか？」

  「哎呀，不插进去就睡不着。」

  「いやぁ、挿れてないと眠れなくて」

  

  这么说来，瓦特父亲经常在插入拉塞琳娜母亲的状态下入睡。拉塞琳娜母亲和蕾缇雅母亲都有孕在身，所以他才来找我吗……

  　そういえば、ヴァート父様は寝る時ラゼラナ母様に挿入したまま寝る事が多かったな。ラゼラナ母様もレティーア義母様も妊娠してるから俺の所に来たのか……

  

  「真拿您没办法。只有今天哦？」

  「仕方ありませんわね。今日だけですよ？」

  「咦？」

  「え？」

  「您该不会要说，直到母亲大人生产为止吧？」

  「まさか、母様の出産が終わるまでとか言いませんよね？」

  「不行吗？」

  「だめかな？」

  「虽然很想说不行，但只有这次哦。」

  「だめ、と言いたいところですが、今回だけですからね」

  

  而且蕾缇雅干妈和拉塞莱娜王妃之后应该会轮流帮我口交。

  　次からはきっとレティーア義母様とラゼラナ母様でローテーションしてくれるだろうし。

  

  「咦？」

  「え？」

  「咦什么咦？」

  「え？ではありません」

  「不行吗？」

  「だめかい？」

  「……就算戳子宫口也不行。」

  「……子宮の入り口を小突いてもダメです」

  

  呃，是很舒服啦！

  　いや、気持ちいいけど！

  我好不容易说服她，当天晚上用瓦特父王的肉棒套入睡，然后隔天……

  　なんとか説得し、その日はヴァート父様のおちんぽケースをやって眠り、そして翌日……

  

  「……父王？」

  「……父様？」

  

  我坐在坐在王座上的瓦特父王腿上。

  　俺は玉座に座るヴァート父様の膝の上に居た。

  

  「来，莱娜也差不多该学学王族的工作了吧？」

  「ほら、ラナもそろそろ王の仕事を覚える時期だろう？」

  「没必要把肉棒插进小穴吧？」

  「おちんぽをおまんこに挿れる必要はありませんわよね？」

  「没理由不插吧？」

  「挿れない理由もないだろう？」

  「……」

  「……」

  

  瓦特父王是不是有点太宠她了？

  　少しヴァート父様を甘やかし過ぎだろうか。

  

  『反而是榭菈小姐发出娇喘声吧？』

  『むしろシエラさんが甘い声を上げてますよね？』

  『吵死了。』

  『やかましいわ』

  

  先不管奥露榭的吐槽。不过，学学王族的工作确实很重要。话虽如此，今天只有一个人要谒见。我记得是王都大神殿的神官吧？

  　オルシェのちゃちゃ入れは無視するとして。まあ、王族の仕事を覚えるのは大事だよな。と言っても、今日は謁見が１件あるだけだが。確か王都大神殿の神官だったっけ？

  

  「初次见面，我是普雷司柯・达涅。」

  「お初にお目にかかります、プレスコ・ダネと申します」

  

  随着这句有点高傲的问候现身的人……是半兽人吗？

  　そんな、どこか尊大な挨拶と共に現れたのは……オークかな？

  身材肥胖、脸上挂着下流笑容的男人——普雷司柯。呃，不过，以貌取人不太好……

  　でっぷりと太った身体にいやらしい笑みを浮かべた男、プレスコ。いや、まあ、見た目で判断するのは良くな……

  

  「今天是来请莱娜公主成为老夫的爱人的。」

  「今日はラナ姫をワシの愛人にしたく参りました」

  

  就跟外表一样啊！！

  　見た目通りじゃねえか！！

  是说，我绝对不要好吗？

  　と言うか、絶対に嫌だが？

  

  「恕我拒绝。」

  「お断りします」

  

  不不，区区一介神官，凭什么向王族提出要求啊。

  　いや、一介の神官が王族に何を要求してんだよ。

  

  「老夫可是受到神明的宠爱哦？证据就是，老夫能够使用神罚的咒文。」

  「ワシは神の寵愛を受けておるのですぞ？その証拠に、ワシには神罰の呪文が使えるのです」

  「你这家伙，竟敢对国王使用魔法？」

  「貴様、王に魔法を向けるか？」

  

  眼看普雷司可将手掌朝向我们，周遭顿时一阵哗然，骑士们纷纷拔剑。

  　俺達に掌を向けるプレスコに周囲がざわつき、騎士たちが剣を構える。

  然而，普雷司可却毫无惧色。

  　だが、プレスコはそれに怯んだ様子はない。

  

  「哦，意思是你不怕受到神罚吗？」

  「ほう、それは神罰を恐れぬということですかな？」

  

  他露出无畏的笑容……不对，是下流的笑容。

  　そう言って不敵な笑みを……いや、ゲスい笑みを浮かべている。

  到底是谁把神官的力量交给这种家伙的啊？

  　誰だよ、こんな奴に神官の力渡したの。

  

  『对不起，是奥露榭大人强烈要求……』

  『すみません、オルシェ様から強く要求されて……』

  『哦？』

  『ほう？』

  『咿！？』

  『ひぃっ！？』

  

  商神多拉回答了我的问题。犯人果然是奥露榭啊。是说，原来这家伙是商神多拉的神官啊。商神在大神殿里头的权力应该没那么大吧？

  　俺の質問には商神ドーラが答えてくれた。やっぱり犯人はオルシェだったようだな。と言うかこいつ、商神ドーラの神官だったのか。商神って大神殿でもそんなに権力強くないよな？

  

  『主要是因为受到我的宠爱……』

  『私の寵愛を受けているのが大きく……』

  『为什么要选这种家伙？』

  『なんでこんな奴を？』

  『奥露榭大人说，希望他能担任配种普雷司要员……』

  『オルシェ様から種付けプレス要員に欲しい、と……』

  『奥露榭？』

  『オルシェ？』

  『咿！？只、只是一时兴起而已！！』

  『ひぃっ！？ちょ、ちょっとした出来心だったんです！！』

  『那么，已经不需要他了吧？』

  『じゃあ、もう要らないな？』

  『那、那个……』

  『そ、その……』

  『已・经・不・需・要・他・了・吧？』

  『い・ら・な・い・な？』

  『……是的。』

  『……はい』

  

  这家伙，真是的，完全不干好事。

  　全く、ホントろくな事しないな、こいつ。

  

  「接受神罚吧！」

  「神罰を受けよ！」

  

  普雷司可正好在地面上咏唱起神圣魔法。对象是……啊，是我吗？虽然我一瞬间慌了手脚，但对象是我就没问题了。因为下位神的神罚对我无效。

  　地上では丁度プレスコが神聖魔法を唱えたところだった。対象は……あ、俺か。一瞬慌てたが対象が俺なら問題はない。下位神の神罰は俺には効かないからな。

  魔法发出「啪啷」一声，被弹开了。

  　パリン、という音がして魔法が弾かれる。

  

  「……啊？」

  「……は？」

  

  普雷司可因为神罚无效化而愣住了。

  　神罰が無効化され、ポカンとなるプレスコ。

  

  「你才应该接受神罚……」

  「あなたこそ神罰を……」

  

  我打算对普雷司可回敬以神罚，但是……

  　そんなプレスコに対し、お返しに神罰を執行しようとしたのだが……

  

  『啊！不行，在这种室内！！』

  『あっ！だめですよ、こんな屋内で！！』

  

  奥露榭阻止了我。的确，在这里打雷有点不妙。

  　オルシェに止められてしまった。確かに、ここで雷はちょっとやばいな。

  

  『那个，夺走神官的力量如何？』

  『その、神官の力を奪っては？』

  『啊，还有这一招啊。』

  『あ、その手があったか』

  

  因为拥有上位神的权限，所以能够剥夺神官的力量。好。

  　上位神の権限があるから神官の力の剥奪はできるんだよな。よし。

  

  「咳咳，我要剥夺神官的力量！」

  「こほん、神官の力を剥奪します！」

  「是，应该办得到那种事……啊？」

  「はっ、そのような事ができるはず……は？」

  

  我宣告的瞬间，普雷司可失去了神圣魔法。

  　俺が宣言した瞬間、プレスコから神聖魔法が失われる。

  

  「神罚！神罚！神罚！？」

  「神罰！神罰っ！神罰ぅっ！？」

  「抓住他！」

  「捕らえよ！」

  「是！」

  「はっ！」

  

  普雷司可拼命咏唱魔法名，但魔法当然没有发动。他因为瓦特父王的命令而被轻易抓住，送进牢里。好，邪恶消灭了。

  　必死に魔法名を唱えるプレスコだが、当然魔法は発動しない。ヴァート父様の命令であっさりと捕らえられ、牢に送られる。よし、悪は滅びた。

 
  第４２話：冒険者になり……たかった

  第42话　我本来想成为冒险者

  「打扰了——！！」

  「たのもー！！」

  

  我气势汹汹地穿过那栋建筑物的大门。视线纷纷朝我投来，每个人都对我投以讶异的目光。这种视线真舒服。

  　俺は勢いよくその建物の扉をくぐる。ぎろり、と俺に向けられる視線。誰も彼もが訝しげな視線を向けてくる。心地良い視線だ。

  

  「我是来当冒险者的！」

  「冒険者になりに来た！」

  

  我这么说道，然后把登记表交给冒险者酒吧柜台后的柜台小姐。

  　そう言って冒険者の酒場のカウンター越しに受付のお姉さんに登録用紙を渡す。

  今天的我不是公主，而是立志成为冒险者的村姑。话虽如此，也只是变装而已，我用魔法把人尽皆知的公主那头夜空般的蓝紫色头发，以及朝霞般的鲜红眼睛都变成普通的颜色，所以不可能会穿帮。完美。

  　今日の俺は王女の姿じゃなくて冒険者志望の町娘だ。と言っても変装しているだけだが、王女として知れ渡っている夜空のような紫紺の髪も、朝焼けのような真紅の瞳も魔法で普通の色に変えているからバレる事はあるまい。完璧だな。

  

  「那个，你还没成年吧？冒险者登录必须等到十二岁成年之后才能……」

  「あの、まだ成人してませんよね？冒険者登録は１２歳になって成人してからじゃないと……」

  

  柜台小姐一脸抱歉地对这样的我说道。糟了……

  　そんな俺に、申し訳無さそうにそう言うお姉さん。しまった……

  

  『完美……噗噗噗。』

  『完璧……ぷぷぷ』

  『吵死了！！』

  『やかましいわ！！』

  『咿呀！？』

  『ひにゃあっ！？』

  

  我迁怒似地对奥露榭进行一如往常的惩罚后，无精打采地离开了酒吧。可恶，年龄限制真是盲点……

  　八つ当たり気味にオルシェにいつものお仕置きをしてから、すごすごと酒場をあとにする。くそぅ、年齢制限とは盲点だったわ……

  

  事情的开端是一本书。拉塞尔拜托我念最近流行的冒险故事给他听，我当然二话不说就答应了。然后我念给他听……

  　事の発端は一冊の本だった。最近流行りの冒険譚をラゼルが読んでほしいとお願いしてきたのだ。もちろん俺は二つ返事で了承した。そうして読み聞かせて……

  

  『一边玩弄小鸡鸡对吧？』

  『おちんちんを弄りながらですよね？』

  『不要多嘴啦！？』

  『余計な茶々を入れるんじゃねえよ！？』

  

  咳咳。

  　こほん。

  总而言之，我在朗读拉塞尔和榭莉的书时，自己也变得想体验那样的冒险。说到异世界转生，果然就是冒险者吧。

  　ともかく、ラゼルやシェリーに本を読み聞かせていたら、こう、自分もそんな冒険をしてみたくなったのだ。やっぱり異世界転生って言ったら冒険者だよな。

  

  『所以你只是稍微变装一下，就打算去登录冒险者，结果吃了闭门羹。』

  『それで軽く変装しただけで冒険者登録しようとして門前払いを食らった、と』

  『别说了啦！？』

  『言うんじゃねえっ！？』

  

  我被奥露榭吐槽，于是吼了回去。可恶，现在回想起来还是好丢脸。我忘记自己是六岁的小女孩了。

  　オルシェにツッコミを入れられて怒鳴り返す。くそぅ、いま思い返しても恥ずかしい。自分が６歳の幼女だったのを忘れてたわ。

  实际上，以战斗能力来说，我拥有十足的战斗能力。而且，因为有军籍，所以也能同行参与军队的讨伐任务。不过，总觉得这样不对。

  　実際のところ、戦闘能力で言えば十分に戦える能力を持っている。その上、軍籍もあるから軍の討伐任務にも同行はできる。けど、なんかそれは違うんだよ。

  

  『那么，你打算怎么做？要用公主特权成为名誉冒险者吗？』

  『で、どうするんですか？王女特権で名誉冒険者になります？』

  『不，那也不对吧？』

  『いや、それも違うだろ？』

  

  奥露榭难得提出正经的提议。不过，很遗憾，我想避免这么做。感觉就像是贵族的公子哥儿靠金钱和人脉的力量成为冒险者，该怎么说呢，就算有实力，感觉还是不对。」

  　オルシェにしては珍しくまともな提案をしてくる。けど、残念ながらそれは避けたい。それはなんか貴族のボンボンが金とコネの力で冒険者になるような感じで、なんというか、いくら実力が伴っててもなんか違う感じがするんだよな。

  

  『那么，要制作分身吗？』

  『じゃあ、写し身でも作ります？』

  『就是这个！！』

  『それだ！！』

  

  我表示NO后，奥露榭又提出了正经的提议。

  　ＮＯを伝えると、またしてもオルシェがまともな提案をしてきた。

  仔细想想，我之前都只用奥露榭创造的分身，现在也该自己创造一个了。

  　よくよく考えるとオルシェが創った写し身ばっかり使ってたんだよな。ここらでひとつ俺用に自作するのも悪くないな。

  

  『那么，名字就叫纳梅尔・夏布・钦波斯基……』

  『じゃあ、名前はナメール・シャブール・チンポスキーで……』

  『开什么玩笑！？』

  『ふざけんなっ！？』

  

  我才刚觉得她正常一点，马上又来这招！！

  　まともだと思った途端にこれだよ！！

  我急忙从奥露榭手中抢过操作终端。这家伙真的输入了……

  　俺は慌ててオルシェから操作端末をふんだくる。こいつ、ほんとに入力してやがったよ……

  

  『这个名字不行。』

  『この名前は却下な』

  『那么……』

  『じゃあ……』

  『我不需要奥露榭的提案。』

  『オルシェの案は要らねえ』

  『好过分！？』

  『ひどいっ！？』

  

  奥露榭想提出替代方案，但我立刻拒绝。我不会再上当了。

  　オルシェが代案を出そうとするが即座に断る。もう騙されないぞ。

  毕竟她的命名品味全都一个样。我已经不想再从过去的纪录追溯回去修正名字了，司妲莉亚和帕尔的名字原本都很糟糕。

  　だって軒並みそのネーミングセンスじゃねえか。俺はもう過去ログから遡って名前を修正する作業はゴメンだぞ。スターリアもパルも元は酷い名前だったからな。

  

  『那么，什么样的名字才好？』

  『じゃあ、どんな名前ならいいんですか？』

  『这个嘛……蕾奈・维塔如何？』

  『そうだな……レネ・ヴィータとかどうだ？』

  『会不会太普通？』

  『普通すぎません？』

  『我可不想要奇怪的名字。』

  『奇抜な名前はノーサンキューなんだよ』

  

  奥露榭对我的提议不太满意。她还没放弃奇怪的名字吗？

  　俺の提示した名前に不満気なオルシェ。まだ奇抜な名前を諦めてなかったのか。

  我抢在奥露榭多管闲事之前输入名字。接下来是外貌，年龄十二岁，头发是海蓝宝石色，眼睛是祖母绿……

  　オルシェが余計な事をする前に名前を入力する。次は容姿だな。年齢は１２歳、髪はアクアマリン、瞳はエメラルドグリーンで……

  

  『哦哦，你很讲究呢。』

  『ほうほう、かなり拘りますね』

  『毕竟这可是我的分身啊。』

  『そりゃあ、俺の写し身になるわけだしな』

  『不过，既然是要上床，那当然还是可爱一点比较好。』

  『まあ、エッチするんですから可愛いに越したことはないですよね』

  『我想要的是冒险耶？』

  『俺は冒険がしたいんだが？』

  『就当作是夏日冒险之类的？』

  『一夏の冒険、的な？』

  『闭嘴。』

  『黙れ』

  

  这家伙马上就扯到色情方面了。你的脑袋里就只有色情吗？

  　すぐエロ方面に話を持ってくな、こいつ。お前の頭の中にはエロしか無いのか。

  算了，就当作没听见奥露榭的胡言乱语吧。接下来是身高和体型。

  　まあ、オルシェの戯言は無視して、と。次は身長と体型だな。

  

  『……胸部的尺寸没办法设定得比A罩杯大吗？』

  『……胸のサイズがＡより大きくできないんだが？』

  『不需要吧？』

  『不要ですよね？』

  『体型的差异再稍微多一点……』

  『もうちょっと体型の差異をだな……』

  『不需要吧？』

  『不要ですよね？』

  『……没用的女神。』

  『……駄女神め』

  

  我调整了体型，但身高和胸部的数值都设定在一定值以上，无法再往上调整。具体来说，就是奥露榭的身高和胸部尺寸。尤其是胸部，她坚持不让我设定出比她还大的胸部。呃，我对胸部尺寸没有执着，所以是无所谓啦。

  　体型を弄っていたが、身長も胸もある一定値から上の値が設定できなくされていやがった。具体的にはオルシェの身長と胸のサイズ。特に胸については頑なに自分より大きな胸を作らせないんだよな。いや、胸のサイズに拘りはないから良いんだけどさ。

  

  『胸部的敏感度倒是可以设定成3000倍哦。』

  『胸は感度の方なら３０００倍にできますよ？』

  『我才不要！？』

  『しねえよっ！？』

  

  我立刻拒绝了奥露榭的奇怪提议。

  　変な提案をするオルシェに即座にＮＯで返す。

  呃，那样就不能冒险了吧。

  　いや、それ冒険できないだろ。

  

  『呿。』

  『ちぇ』

  『你到底想要我做什么？』

  『お前は何をさせたいんだ？』

  『做色色的事啊。』

  『エッチですけど？』

  『居然秒答！？』

  『即答かよっ！？』

  

  她还是一样满脑子色情。

  　相変わらずエロい事しか考えてやがらねえ。

  

  『我想要的是热血沸腾的冒险耶。我可不是为了色情才编辑女体的哦。』

  『俺は血湧き肉躍る冒険がしたいんだよ。エロ目的で女体エディットしてるわけじゃねえからな？』

  『不能是爱液涌出子宫发疼的冒险吗？』

  『愛液湧き子宮疼く冒険じゃだめですかね？』

  『当然不行啊。』

  『駄目に決まってるだろ』

  

  听了我的希望后，她居然给我这种答案。这个没用女神还是一样，老是想些不正经的事。

  　俺の希望を聞いた答えがこれだよ。相変わらずろくな事考えねえな、この駄女神は。

  

  『那么，职业要怎么设定？』

  『それで、クラス構成はどうするんですか？』

  『骑士已经有了……斥候之类的如何？』

  『騎士は既に居るし……斥候とかどうかな？』

  

  在体型完成时，奥露榭这么问我。

  　体型が完成した辺りでオルシェがそう訊いてくる。

  由于要制作的是成长到一定程度的身体，因此能力与技能也能设定在不会不自然的范围内。

  　作成するのはある程度成長した身体なので、能力や技能も不自然にならない範囲で設定できる。

  这次因为是冒险者，所以我决定以斥候来创造。因为冒险故事中出现的斥候女孩很帅气……

  　今回は冒険者という事で斥候で創る事にした。冒険譚に出てくる斥候の女の子がかっこよくてな……

  

  『要不要设定成魔法少女？』

  『魔法少女にしません？』

  『我第一次听到有这种职业？』

  『そんなクラス初耳だが？』

  『变身时会变成全裸哦。』

  『変身する時に全裸になれますよ？』

  『我才不要！？』

  『嫌だがっ！？』

  

  我操作清单选择职业时，奥露榭说出莫名其妙的话。那是什么职业啊？再怎么说也太不自然了吧。呃，哇，真的创造出来了。每次变身都要经过全裸也太惨了。

  　クラスを選ぼうとリストを操作してたらオルシェが意味不明な事を言い出した。なんだよそのクラス。流石に不自然だろ。って、うわ、ホントに創ってるし。変身する度に全裸経由とか酷すぎる。

  

  『你不要浪费资源！！』

  『お前、リソースの無駄使いしてんじゃねえよ！！』

  『因为，这不是很有浪漫感吗！！战败后被强暴的魔法少女！！』

  『だって、ロマンじゃないですか！！敗北してレイプされる魔法少女！！』

  『给我考虑一下世界观！？』

  『世界観を考えやがれ！？』

  

  创造职业也不是免费的哦。你以为我为了赚取那些资源，演了多少色情视频！！

  　クラス創るのもタダじゃないんだぞ。そのリソースを稼ぐために俺がどれだけエロビデオに出演してると思ってるんだ！！

  我带着怒气训斥奥露榭。

  　と、そんな怒りも込めてオルシェを嗜める。

  

  『奇幻世界里有魔法少女未免太奇怪了吧。这种设定去现代风格的世界里搞啦。』

  『流石にファンタジー世界に魔法少女が居たらおかしいだろ。そう言うのは現代風の世界でやれよ』

  『那，就先重置这个世界……』

  『じゃあ、この世界を一度リセットして……』

  『别闹了，笨蛋。』

  『やめろ馬鹿』

  

  我稍微训了她一下，她却回了我一个超乎想象的答案。怎么可以因为这种理由就毁灭现在的人类呢？这家伙真的老是做些不正经的事，真伤脑筋。

  　ちょっと説教したら斜め下の回答が返ってきた。そんな理由で今居る人類を滅ぼされてたまるか。ホントこいつはろくな事をしないから困る。

  

  『唔唔唔……』

  『ぐぬぬ……』

  『不过，会用魔法还是比较好吧。』

  『まあ、でも、魔法は使えた方が良いか』

  

  我无视于奥露榭的低吟，调整技能。机会难得，就让她当个会用魔法的斥候吧。魔法盗贼……咳咳，是被奥露榭的感性感染了吗？

  　唸るオルシェは無視してスキルを調整する。せっかくだから魔法が使える斥候にしてみよう。マジカルシーフ……げふん。オルシェの感性が感染ったかな？

  

  『没有那么糟糕吧？』

  『そこまで酷くありませんけど？』

  『你给我先回顾一下自己至今为止的言行再来说这种话。』

  『お前は今までを振り返ってから言いやがれ』

  

  会说出魔法少女这种话的家伙，我才不想被她这么说。

  　魔法少女とか言い出す奴には言われたくねえ。

  总之，这样就完成了。好，重新出发冒险吧！

  　ともかく、これで完成だな。よし、改めて冒険に出発だ！

  

 
  第４３話：考えてなかったわ

  第43话　我完全没想过

  「打扰了——！！」

  「たのもー！！」

  

  我气势十足地穿过那栋建筑物的大门。视线纷纷朝我转来，每个人都对我投以讶异的目光。真是舒畅的视线。

  　俺は勢いよくその建物の扉をくぐる。ぎろり、と俺に向けられる視線。誰も彼もが訝しげな視線を向けてくる。心地良い視線だ。

  

  「我是来当冒险者的！」

  「冒険者になりに来た！」

  

  我这么说完，便把登录申请书交给冒险者酒馆柜台后的服务小姐。

  　そう言って冒険者の酒場のカウンター越しに受付のお姉さんに登録用紙を渡す。

  ……这次没问题了。我顺利地把申请书交给柜台小姐，完成冒险者登录。赢了。

  　……今度は大丈夫だ。無事、登録用紙を受け付けてもらい、冒険者登録される。勝ったな。

  服务小姐对我说「你那种说话方式现在很流行吗？」之类的话，但我没放在心上。

  　受付のお姉さんに「その言い方、流行ってるのかしら？」みたいな事を言われたが気にしない。

  

  『马尾，哈啊哈啊。』

  『ポニテ、はぁはぁ』

  『可恶，给我记住……』

  『おのれ、覚えてろよ……』

  

  唯一的失算只有发型。我明明设定成短发，却在不知不觉间变成了马尾。我想你们应该听不懂我在说什么，但全都是奥露榭的错。

  　唯一の誤算は髪型だけだ。ショートカットに設定してたはずなのにいつの間にかポニテになっていた。何を言っているかわからないと思うが全部オルシェが悪い。

  她趁着我登录到地上的短暂空档，擅自变更了我的发型。可恶。算了，至少不是名字，这样就算不错了吧。

  　地上に登録するほんの僅かな隙を突いて勝手に髪型を変更しやがったのだ。おのれ。まあ、名前じゃなかっただけ良かったと思おう。

  

  「说明到此为止。另外，在升上下级之前，必须有中级以上的冒险者陪同承接委托。这点还请见谅。」

  「説明は以上になります。なお、下級にランクアップするまでは中級以上の冒険者が依頼に同行する事になります。ご了承ください」

  

  看来初级冒险者时期会有人负责保护。顺带一提，升格为下级冒险者的条件是完成三件委托，所以并不困难。感觉就像是新手标志。

  　どうやら初級冒険者のうちはお守りが付くらしい。ちなみに下級冒険者への昇格条件は依頼を３件達成することなので、そう難しくはない。いわゆる初心者マークって感じだな。

  

  『真要说的话，比较像是临时驾照吧。』

  『どっちかって言うと仮免ですかねー』

  『啊——』

  『あー』

  

  顺带一提，如果在初级冒险者的期间犯下致命的失误，资格也有可能遭到剥夺。真的就像是临时雇用一样。而且，负责保护的中级冒险者也负责监视。因此，即使是中级，也会挑选值得信赖且有实绩的冒险者。

  　ちなみに初級冒険者の期間に致命的なミスをやらかすと資格を剥奪されたりする事もある。ホントに仮採用って感じだな。そして、お守りの中級冒険者はそれを監視する役でもある。なので、中級でも信頼と実績のある冒険者が選ばれる。

  升格为下级冒险者后，似乎也有人会直接组成队伍，可以说今后的冒险者生活就决定于此时。

  　下級冒険者に昇格した後はそのままパーティを組む場合もあるらしく、ここで今後の冒険者生活が決まると言っても良い。

  这样听起来，会让人担心新人会不会被吃掉，不过负责保护的冒险者是冒险者公会连同人格一起选定的，所以不太可能遇到奇怪的家伙。不过，偶尔也会有和分部负责人勾结的情况就是了。

  　こう聞くと新人が食い物にされないか心配になってくるが、お守りの冒険者は冒険者組合が人格を含めて選定しているので、そうそう変なやつに当たる事はない。まあ、時折、支部の担当者とかと癒着してる様な場合もあるけどな。

  

  『新人冒险者也会被性骚扰呢。』

  『新人冒険者が性的に食い物にされたりとかもありますねー』

  『既然知道就阻止啊。』

  『知ってるなら止めろよ』

  『我觉得干涉人界不太好。』

  『あまり人界に干渉するのはどうかと』

  『真心话呢？』

  『本音は？』

  『野外做爱很棒呢。』

  『野外エッチって良いですよね』

  『……』

  『……』

  

  我早就猜到会是这样了。这么说来，之前也发生过新人冒险者被卖到妓院的事件呢。

  　どうせそんな事だろうと思ったよ。そう言えば、この前も新人冒険者が娼館に売り飛ばされてた事件があったな。

  

  『那件事真是太好了，比起剑，她更擅长使用小鸡鸡呢。』

  『アレは良かったですよね。剣よりもおちんぽの扱いの方が上手くなっていって』

  『结果她好像成了娼妇？』

  『結局、娼婦になったんだっけ？』

  『是啊～』

  『ですねー』

  

  然后她发迹后告发此事，与公会职员一起将许多冒险者一网打尽。

  　そうして成り上がって告発、一斉摘発で組合職員と一緒にそれなりの数の冒険者が捕まったんだったな。

  

  『她掌握了贵族的常客，这占了很大的因素。现在她可是经营好几间妓院的优秀经营者呢。』

  『貴族の太客を掴んだのが大きかったですね。今じゃ複数の娼館を経営する敏腕経営者ですよ』

  『她的才能在那方面开花结果了吗～』

  『そっちの方に才能が開花しちゃったかー』

  『因为那女孩的口交会让人上瘾呢。』

  『あの娘のフェラは癖になりますからね』

  

  ……话题扯远了。

  　……話がだいぶそれたな。

  总之，我的冒险者生活就此开始。首先得跟中级冒险者见面。

  　ともかく、これで俺の冒険者生活が始まったわけだ。まずは中級冒険者との顔合わせだな。

  

  「哦～你就是新人啊。」

  「ふーん、あんたが新人ね」

  

  出现在我面前的，是将金发绑成双马尾的神官服少女。她大概十四岁左右，背后跟着一名看起来很懦弱的红发少年。

  　俺の前に現れたのは金髪をツーサイドアップにした神官服の少女だった。１４歳くらいだろうか、背後に気弱そうな赤髪の少年を伴っている。

  

  「我是莉妮娅，是负责保护你的中级冒险者。啊，他是亚基尔，只是个提行李的，不用在意他。」

  「アタシはリーニャ。あんたのお守りをする中級冒険者よ。あ、こっちはアジル。ただの荷物持ちだから気にしないで」

  

  被称作亚基尔的少年低头行礼。中级以上的冒险者让下级冒险者拿行李的情况并不少见。不过，这名少年的情况有些不同。因为他拥有收纳技能，能拿的行李比其他冒险者还多。

  　アジルと呼ばれた少年がペコリと頭を下げる。中級以上の冒険者が下級の冒険者を荷物持ちにする事は割と多い。けど、この少年の場合は少し事情が異なる。彼は収納スキルを持っているため、他の冒険者よりも多く荷物を持つ事ができるのだ。

  

  「啊——我是蕾奈。蕾奈・维塔。」

  「あー、俺はレネ。レネ・ヴィータだ」

  

  我伸出手说道。这个世界也有握手的文化。并不会互相握住性器。

  　そう言って手を差し出す。こっちの世界でも握手の文化はある。別に性器を握り合ったりとかはしない。

  

  「维塔？」

  「ヴィータ？」

  

  我报上名字后，莉妮亚对我的姓氏感到疑惑……嗯？姓氏？

  　俺が名乗ると、家名の部分でリーニャが首を傾げる。……ん？家名？

  

  『冒险者中很多人没有姓氏呢——』

  『冒険者だと家名がない人も多いですねー』

  『啊——是这样吗？』

  『あー、そうだったか』

  

  基本上只有贵族、神官或富裕的商人拥有姓氏。顺带一提，贵族的姓氏是继承自父母，神官的姓氏是神明赐予，商人的姓氏则是用钱买来的。

  　家名は基本的に貴族か神官か裕福な商人しか持っていない。ちなみに貴族の家名は親から継ぐもの、神官の家名は神から与えられるもの、商人の家名は金で買うものだ。

  

  贵族从出生时就获准使用姓氏。

  　貴族は生まれた時から家名を名乗る事が許される。

  神官在听见神的声音时，神殿会赐予姓氏。基本上，同宗派的人多半会使用相同的姓氏。就像是宗派名一样。偶尔也会有神直接赐予姓氏的情况，这种时候就会成为独立的宗派。宗派改变的话，姓氏也会跟着改变。

  　神官は神の声を聞いた時に神殿より家名が与えられる。基本的には宗派で同じ家名を名乗る事が多い。宗派名みたいなものだな。時たま神から直接家名を与えられる場合もあり、その場合は独立した宗派になる。宗派が変わると家名も変わる。

  商人虽然会将商号作为姓氏，但商号必须花钱购买，继承时也必须支付费用。没有店面的商人既没有商号，也没有姓氏。顺带一提，只有店长可以使用姓氏，家人必须继承店面才能使用姓氏。

  　商人は屋号を家名にするが、屋号は購入に金銭が必要で、相続の際にも金を払う必要がある。店を持っていない商人には屋号もないため、家名もない。ちなみに家名を名乗れるのは店主のみで、家族は店を継がないと家名を名乗る事ができない。

  

  也就是说，冒险者之中只有神官或贵族子女才会使用姓氏。

  　つまり、冒険者で家名を名乗っているとしたら神官か貴族の子女くらいってわけだ。

  

  『要现在就让榭菈小姐成为神官吗？』

  『今からシエラさんの神官って事にします？』

  『我不要！』

  『嫌だが！？』

  

  神官确实有姓氏，但我只有赋予蕾娜术式魔法。如果我加入，她就能使用各种魔法，但这样会产生各种问题。虽然也不是不能事后追加庇护，但这样一来榭菈就确定是神官了。为什么我非得要悲惨到向自己祈祷不可啊？

  　確かに神官は家名を持ってるが、レネには術式魔法しか付与してないんだよな。俺が入ってればどの魔法も使えるけど、色々と齟齬が出るからな。一応、後付けで加護を与えることもできなくはないんだが、それだとシエラの神官確定だからな。何が悲しくて自分に祈りを捧げにゃならんのか。

  不过，该怎么办呢？事到如今，我可不能取消她使用姓氏这件事。

  　しかし、どうしたものか。流石に家名を名乗ったのを今更無しにはできないぞ。

  

  『我有个好主意。』

  『私にいい考えがあります』

  『这主意不行吧！』

  『だめなやつじゃねえか！』

  『好过分！』

  『ひどいっ！？』

  『那你说说看？』

  『じゃあ言ってみ？』

  『只要把名字改成灵魂的名字。』

  『魂の名前って事にすれば』

  『我的灵魂名字是榭菈耶！』

  『魂の名前はシエラだが！？』

  

  没错，蕾奈・维塔的能力值也会显示为蕾奈・榭菈・维塔。

  　そう、レネ・ヴィータもステータス的にはレネ・シエラ・ヴィータって表示されてるんだよな。

  呃，不对，我不是这个意思。我实在不想设定这么糟糕的设定。

  　って、いや、そうじゃなくて。流石にそんな痛い設定にはしたくないんだが。

  

  『那不然，取名为蕾奈维塔之类的？』

  『じゃあ、レネヴィータって名前にするとか』

  『这也不太好……』

  『それも流石に……』

  

  不是这样，也不是那样——我和奥露榭讨论了仅仅0.05秒，终于得出结论。毕竟在神明的世界中，对话在现实世界中只是一瞬间。应该不会让人觉得可疑吧。

  　ああじゃない、こうじゃない、とオルシェと話し合うこと僅か０．０５秒。ついに結論が出た。神の世界での会話は現実世界ではほんの僅かな時間だからな。特に不審には思われていないだろう。

  

  「她只是贫穷骑士爵家的三女。」

  「貧乏騎士爵の３女なんだよ」

  

  我敷衍地如此回答。

  　誤魔化すようにそう答える。

  骑士爵姑且算是贵族，但并非世袭，而是任命骑士时所赐予，仅限一代的爵位。其配偶和子女的待遇几乎与平民无异，但例外地能够以家名自称。这应该算是最安全的吧。

  　騎士爵は一応は貴族だが、世襲ではなく騎士を拝命した者に与えられる一代限りの爵位だ。その配偶者や子女は平民とほとんど変わらない扱いだが、例外的に家名を名乗る事ができる。この辺りが無難なところだろう。

 
  第４４話：初めての依頼

  第44话　第一次的委托

  离开王都南门，搭乘马车摇晃了五个小时，终于渡过整座桥。好长啊。明明是早上离开王都，现在却已经中午了。

  　王都の南門を出て馬車に揺られること５時間、やっと橋を渡り切る。長いわ。王都を出たのは早朝だったはずなのにもう昼になっている。

  

  王都所在的沙洲直径约四十公里，从王都南门（严格来说是东南门，但都称为南门）到沙洲的另一端约十五公里，从那里到河面还有二十公里左右，因此桥的全长约达三十五公里。而且河川的溪谷深度到水面为止约一至两公里，这也深得超乎常理，再加上包围沙洲的城墙和连接桥的侧壁也有数百米高，因此整座桥的高度高达三公里。无论怎么想，这都是超乎常理的尺寸。

  　王都のある中州は直径が４０ｋｍほどあり、王都の南門（厳密には南東だが、南門と呼ばれる）から中州の端までが約１５ｋｍ、そこから更に川幅が２０ｋｍ程あるので橋の全長は約３５ｋｍにも及ぶ。しかも川は渓谷の深さが水面までで１～２ｋｍほどと、こちらも規格外に深く、更に中州を囲む城壁と繋がっている橋の側壁も高さ数百メートルほどあるので、橋全体の高さは３ｋｍに届くほど。どう考えても規格外のサイズだ。

  河川在接近王都所在的沙洲前，也形成了不自然的巨大瀑布，从那里开始的陡峭溪谷一直延伸到沙洲前方的河川汇流处。这明显不是自然的地形。

  　川の方も王都のある中州に差し掛かる直前で不自然に巨大な滝になっており、そこから切り立った渓谷が中州の少し先の川が合流しているあたりまで続いている。明らかに自然の地形じゃない。

  

  『王都其实海拔很高呢。』

  『王都って、実は標高が高いんですよね』

  『是啊。虽然待在王都完全感觉不到……』

  『そうなんだよなぁ。王都に居ると全然そうは感じないんだが……』

  

  从溪谷的深度也能得知，王都的海拔高达数公里。在这么高的位置，空气应该会变得稀薄，但我却丝毫没有这种感觉。看来这里和妨碍传送的结界一样，展开了调整气压的结界。

  　渓谷の深さからもわかる通り、王都の標高は数ｋｍにもおよぶ。これだけ高い位置にあると空気が薄くなりそうなものだが、薄いとは微塵も感じない。どうやら転移妨害の結界と同じ様に気圧調整の結界が展開されているらしい。

  我好像能够理解亚修尔特王国为何自称是古代魔导帝国的后裔了。

  　アッシュロフト王国が古代魔導帝国の末裔を自称するのもわかる気がするな。

  

  「接下来才是重头戏。」

  「ここからが本番よ」

  

  莉妮娅轻轻伸展身体，拍了拍我的背。

  　軽く背伸びをしながらリーニャが俺の背中を叩く。

  毕竟到目前为止，我们只是在桥上搭乘马车而已。由于桥本身也用石墙围住，老实说，我完全没有冒险的感觉。

  　実際、ここまでは橋の上を馬車で走ってただけだからな。橋自体も石壁で囲まれているので正直に言って冒険したという意識は欠片もない。

  我重新望向背后，只见桥的出口附近有个半埋在地下的巨大圆环。那其实是巨大的魔导式门扉，一旦发生紧急状况，就会展开对物理・魔法的结界，防止敌人进入桥内。」

  　改めて背後を見れば橋の出口付近に半分地面に埋まった巨大な輪っかが見える。その正体は巨大な魔導式扉で、有事には対物理・魔法結界が展開されて橋の中に敵が入るのを防ぐ仕組みだ。

  

  『实际上，那也是连接王都侧大门的传送门。』

  『実際にはアレ、王都側の門に繋がる転移門でもあるんですけどね』

  『不过，如果没人会用，就只是普通的门。』

  『まあ、誰も使えなければただの門だよ』

  

  在遥远的过去，似乎可以使用那道传送门瞬间移动到王都。毕竟移动35公里，不管怎么想都很麻烦。不过，操作传送门的技术失传已久，如今似乎只能启动防卫用的结界。」

  　遥か昔には、あの転移門を使って王都まで一瞬で移動できていたらしい。まあ、３５ｋｍも移動するのはどう考えても面倒だからな。けど、それを操作する技術は失われて久しく、今では防衛用の結界くらいしか動かせない状態という事らしい。

  

  『不过榭菈小姐可以启动。』

  『まあ、シエラさんは動かせますけどね』

  『那当然。』

  『そりゃあなあ』

  

  只要使用神力，总会有办法的。」

  　神の力をもってすればどうとでもできるからな。

  

  「出城时的检查很简单，但回城时会仔细检查。回王都时要把这点算进去。」

  「出る時の検査は簡易的なものだが、戻る時にはしっかりと検査されるからな。王都に戻る時はそれを計算に入れておけよ」

  

  莉妮亚对走下马车的我如此忠告。

  　馬車から降りた俺にリーニャがそう忠告する。

  马车的下车处位于离城门稍远的地方。这里同时也是进入王都的盘查处，马车的营运也由国家负责。牵引马车的是魔导式的人工马，这也是国家的所有物。

  　馬車の降車場は門から少し離れた場所にある。王都に入るための検問所を兼ねており、馬車の運営も国が担っている。馬車を牽いているのは魔導式の人工の馬で、これも国の所有物だ。

  经过魔道具的简易检查，离开盘查处后，眼前是一片还算宽广的城镇。据说原本是向等待盘查的人们做生意的商人们所创立的城镇，围绕着盘查处展开。

  　魔道具による簡易的な検査を終え検問所を出ると、そこにはそれなりに広い街が広がっていた。元々は検問待ちの人々を相手に商売していた商人たちが創った街らしく、検問所を囲むように広がっている。

  

  「这附近没问题，不过越过围绕城镇的围墙后，空气会变得稀薄，你要小心哦。」

  「この辺りは大丈夫だが、街を囲む塀を越えた辺りからは空気が薄くなるわ。気をつけるのよ」

  

  妨碍传送的结界只到盘查处附近，不过调整气压的结界范围比那还要广一些，展开至有围绕城镇的围墙附近。不过，或许该说城镇的大小是配合调整气压的结界决定的比较正确。范围的差异，大概也和妨碍传送的结界是圆筒状，而调整气压的结界是球状有关吧。

  　転移妨害の結界は検問所の辺りまでだが、気圧調整の結界はそれより若干広い。街を囲む塀がある辺りまで展開されている。まあ、気圧調整の結界に合わせて街の広さが決まったと言う方が正しいかもしれない。範囲の違いについては転移妨害の結界が円筒状で気圧調整の結界が球状なのも関係しているのだろう。

  话说回来，莉妮亚和外表或说话方式相反，其实相当亲切呢。

  　それにしても、リーニャは見かけと言うか喋り方に反して割と親切だな。

  

  「怎么了？表情怪怪的。」

  「なに、変な顔して？」

  「不，没什么。」

  「いや、なんでもない」

  

  我以不至于冷淡的态度回应莉妮亚的问题，然后前往冒险者的酒吧。因为王都的冒险者酒吧几乎都是中州农地的委托，没有外头的委托。如果要在外面活动，就必须在这边的酒吧承接委托。

  　リーニャの問いにそっけなくならないギリギリくらいの態度で返して冒険者の酒場に向かう。王都の冒険者の酒場は中州の農地での依頼がほとんどで外での依頼は無いからな。外で活動するならこっちにある酒場で依頼を受ける必要がある。

  

  「护卫委托从下级开始吗？没有魔物讨伐之类的吗？」

  「護衛依頼、は下級からか。魔物討伐とかはないのか？」

  「魔物是从中级开始的。战斗类的话顶多只有驱逐害兽吧？」

  「魔物は中級からよ。戦闘系だと害獣退治くらいじゃない？」

  

  魔物是有魔力核的野兽，害兽是没有魔力核的野兽。发情猴就是定位相当于哥布林的野兽，而害兽则是定位相当于半兽人。魔物整体来说比害兽还要强大，因此不会出现下级以下的冒险者能承接的委托。

  　魔物は魔力核を持った獣、害獣は魔力核を持たない獣だ。いわゆるゴブリンポジションの獣はハツジョウザルで害獣になる。魔物は害獣よりも総じて強力なので、下級以下の冒険者には依頼が来ることはない。

  

  「驱逐发情猴应该不错吧？金属大猩猩就太勉强了。」

  「ハツジョウザル退治が良いんじゃないかしら。メタルゴリラは流石に無理だし」

  

  金属大猩猩是定位相当于食人魔或半兽人的野兽。因为不会让人怀孕，所以比较接近食人魔吧。虽然不是打不倒的对手，但让初学者对付这种对手很不自然。附带一提，它们不会把人压扁。

  　メタルゴリラはいわゆるオーガとかオークポジの獣だ。孕ませたりしないからオーガの方が近いかな。倒せない相手じゃないが、初心者が相手をするのは不自然だな。ちなみに、ぺっちゃんこになったりとかはしない。

  

  「还是说，你要趁现在先对付人类？」

  「それとも、今のうちに人の相手しとく？」

  

  在我犹豫是否要承接发情猴的委托时，莉妮亚这么问我。

  　ハツジョウザルの依頼を渋っていると、リーニャがそう問いかけてきた。

  人类啊。

  　人、か。

  既然要从事冒险者的工作，有时也会碰上盗贼。如果无法与人战斗，根本就不用谈了。所以才要我做好杀人的心理准备吧。

  　冒険者の仕事をする以上、盗賊の相手をする事もある。人を相手に戦えないのでは話にならない。人を殺す覚悟をしておけ、という話だろう。

  

  『HAHAHA，人类这种东西只要一扭就断了！』

  『ＨＡＨＡＨＡ、人間なんて一捻りですよ！』

  『喂，这样真的好吗，女神？』

  『おい、それで良いのか、女神』

  『咦？除了幼女、少女和正太以外都不需要吧？』

  『え？幼女と少女とショタっ子以外は要らなくないですか？』

  『你这个没用的女神真是糟透了！？』

  『最悪だよこの駄女神！？』

  

  不过，嗯，我觉得累积对人战斗的经验比较好。毕竟我拥有前世的记忆，对于与人类战斗还是有抗拒感……

  　しかし、まあ、対人戦の経験は積んでおいた方がいい気はするな。やっぱり前世の記憶がある分、人間と戦うことには忌避感が……

  

  『之前，你不是歼灭了一大群吗？』

  『この前、大量に殲滅してましたよね？』

  『……是有这么一回事。』

  『……そんな事もあったなぁ』

  

  就是神罚的时候吧。经她这么一说，的确是这样。

  　神罰の時だな。言われてみればそうだ。

  ……剿灭盗贼吗？

  　……盗賊退治でいいかぁ。

  

  「说得也是，就先从这个开始吧。」

  「そう、だな。まずはそこからにしよう」

  「那就这么决定了。这附近和这附近应该正好适合吧。没问题的，这种等级的盗贼比森林山猫还弱。」

  「じゃあ、決まりね。この辺と、この辺あたりがちょうどいいかしら。大丈夫よ、このレベルの盗賊はフォレストリンクスよりは弱いから」

  

  我答应后，莉妮娅就帮我挑选了初级冒险者也能完成的委托。

  　承諾するとリーニャが初級でもやれそうな依頼を見繕ってくれる。

  话说回来，森林山猫是还满弱的害兽吧。比它还弱是怎样？不过，野生动物通常都比人类强，所以要说的话，的确是这样没错。

  　と言うか、フォレストリンクスって割と弱めの害獣だよな。それより弱いのはどうなのか。まあ、普通は野生動物の方が人間よりは強いから、そういうものか、と言われたらそうだけど。

  

  『咦？这根本是误差吧？全部都是杂碎。』

  『え？誤差じゃないですかね？全部雑魚ですよ』

  『你这个没用的女神，真是糟透了！？』

  『ホント最悪だな、この駄女神！？』

  

  以神的基准来说，龙族确实算是杂碎啦。但身为女神，说这种话不太好吧。

  　神の基準じゃ確かにドラゴンだろうと雑魚だろうけどさ。それを言うのは女神としてどうなのか。

  

  「不、不是啦，因为人类比较聪明啊……」

  「い、いや、ほら、人間の方が知恵が回るから……」

  「咦？森林山猫比较聪明吧。」

  「え？フォレストリンクスの方が賢いでしょ」

  

  在我应付奥露榭的期间，亚基尔则在支援盗贼。不过，他的支援也被莉妮娅俐落地砍倒了。也是啦，聪明的家伙怎么可能当盗贼呢。

  　俺がオルシェの相手をしているうちに、こっちではアジルが盗賊のフォローをしていた。けど、そのフォローもリーニャにバッサリと斬り捨てられる。まあ、賢いやつが盗賊なんてやるわけないよなぁ。

  

  「那么，你赶快去接委托吧。」

  「じゃあ、さっさと依頼受けてきなさい」

  

  接委托的主体终究是我。因此，我从张贴的委托中选了一个拿走。嗯，哪个都无所谓吧。

  　あくまで依頼を受ける主体は俺だ。という訳で張り出されていた依頼から一つを選んで持っていく。まあ、どれでも大丈夫だろ。

  

  『这是在立旗呢！』

  『フラグですね！』

  『别说这种可怕的话啦！？』

  『怖いこと言うなよ！？』

  

  我一边用念话回应奥露榭的捣乱，一边把告示拿到酒馆的柜台。冒险者证记录下委托的承诺状态后，接委托就完成了。之后，我叫来莉妮娅她们，让酒馆的工作人员告诉她们委托的详细情报。

  　オルシェの茶々入れに念話で返事をしながら酒場のカウンターに張り紙を持っていく。冒険者証に依頼の受諾状態を記録して依頼の受諾は完了だ。その後、リーニャ達も呼んで酒場の従業員から依頼の詳細情報を教えてもらう。

  根据内容，有时也有保密的必要，因此这类谈话会在包厢进行。因此，冒险者的酒馆似乎也准备了这类包厢。

  　内容によっては内密にする必要もあるので、この手の話は個室で行われる。そのため、冒険者の酒場にはこの手の個室が用意してあるようだ。

  

  「那么，这是盗贼团的情报吧。」

  「さて、盗賊団の情報だったな」

  

  我点头回应工作人员的确认。

  　従業員の確認に頷いて返す。

  已经由其他专门负责侦查的冒险者调查过威胁度，确认对方是初级冒险者也能应付的对手。虽然报酬相对较少，但对初级冒险者来说，数量才是重点。

  　既に偵察を専門とする別の冒険者が脅威度を調べ、初級でも問題ない相手だと確認されている。その分報酬も少ないが、初級にとっては数の方が大事だからな。

  那么，到底是什么样的盗贼团呢……

  　さて、どんな盗賊団なのか……

  

  「这些家伙专门绑架美少年。」

  「こいつらは美少年ばかりを拐う盗賊団だ」

  

  ……为什么会变成这样？

  　……どうしてこうなった。

  

 
  第４５話：冒険開始……のはずが

  第45话　冒险开始……本应如此

  「是、是哦……都是美少年，对吧？」

  「へ、へえ……美少年ばかり、ね？」

  

  一听到美少年这个词汇，莉妮亚就反应过度。你这家伙，该不会……

  　美少年、という単語を聞いた途端に過剰に反応するリーニャ。お前、まさか……

  

  『看状态栏就知道了吧？』

  『ステータス見ればわかりますよ？』

  『啥？……啊——』

  『は？……あー』

  

  原来如此，是〔美少年捕食者〕啊。当然是指性方面的意思。附带一提，亚基尔那边则写着〔莉妮娅的肉棒按摩器〕。这也太惨了。什么叫做帮忙拿行李啊。

  　なるほど、［美少年喰い］ね。もちろん性的な意味でだ。ちなみに、アジルの方には［リーニャの肉バイブ］と書いてある。これはひどい。何が荷物持ちだよ。

  

  『也就是说，盗贼也是同类吗？』

  『って事は、盗賊の方も同類なのか？』

  『不，不是。他们似乎纯粹是把他们当成商品。』

  『いえ、違いますね。純粋に商品として狙っているようです』

  『什么啊，不是吗……』

  『なんだ、違うのか……』

  『咦，榭菈小姐该不会很期待吧？』

  『え、もしかしてシエラさん期待してました？』

  『才没有！？』

  『してないがっ！？』

  『没问题的。被卖掉之后，他们就会成为失去双亲的大小姐的肉棒按摩器，或是嫁不出去的姐姐的肉棒按摩器，确实地遭遇色色的对待。』

  『大丈夫ですよ。売り払われた先で親を亡くしたお嬢様の肉バイブとか、行き遅れたお姉さまの肉バイブとかになって、しっかりとエロい目に遭ってますから』

  『那是什么没问题啊！？』

  『何が大丈夫なんだよそれっ！？』

  

  奥露榭那家伙，最近莫名地得意忘形。果然还是得好好惩罚她……

  　オルシェのやつ、最近妙に調子に乗ってやがるんだよな。やっぱりしっかりとお仕置きを……

  

  「（吸口水）」

  「（じゅるり）」

  

  我正在思考这些事，莉妮亚吸口水的声音将我的意识拉回现实。对了，我正在说明委托内容。」

  　そんな事を考えていた俺の意識はリーニャの涎を啜る音で現実に引き戻される。そうだった、依頼の説明中だったわ。

  

  「委托内容是逮捕或歼灭这个盗贼团。虽然不包含救助受害者，但如果有行踪的线索，我会高价收购。」

  「依頼内容はこの盗賊団の捕縛、もしくは殲滅です。被害者の救済は含まれておりませんが、行方の手がかりがあれば高く買い取ります」

  「如果有受害者呢？」

  「被害者が居た場合は？」

  「希望您尽可能地保护受害者。」

  「可能であれば保護していただきたい」

  「……那偷吃呢？」

  「……つまみ食いは？」

  「……就睁一只眼闭一只眼吧。」

  「……目を瞑りましょう」

  

  这是哪门子的交涉啊！？在这个世界里，被救出的绑架受害者被反过来强奸是被允许的吗！？

  　何の交渉だよ！？なにか、この世界では救い出した誘拐の被害者の逆レイプが認められてるのか！？

  

  『啊——其实还满被允许的呢。』

  『あー、割と認められてますね』

  『居然被允许了！？』

  『認められてるのかよ！？』

  『如果是女孩子，只要不让她怀孕就OK。如果是男孩子，就没什么特别的限制。』

  『女の子なら孕ませなければＯＫです。男の子には特に制限無いですね』

  『糟透了！？』

  『最悪だ！？』

  『作为谢礼，大概会分给1成吧。』

  『お礼に１割みたいなものですよ』

  『又不是捡到失物！？』

  『落とし物じゃねえんだがっ！？』

  

  虽然也有可能是受害者遭到强奸，但竟然还被追着强奸。

  　下手すればレイプ被害に遭ってる事も考えられるんだが、そこに更に追いレイプとか。

  

  『啊，前提是双方同意。还有，如果被绑架的是贵族，有时也会因为另附条件而无法被允许。』

  『あ、あくまで合意があればですよ。あと、誘拐されたのが貴族とかだと別途条件が付いて認められない場合もありますね』

  『问题出在这里吗……？』

  『そういう問題なのか……？』

  

  哎，毕竟是异世界嘛。处女膜几乎不被重视，小孩子之间乱交也很常见。之前还被叫去参加贵族千金的茶会，所有人一起反过来强奸我弟……啊，离题了。回到委托的话题吧。

  　ま、まあ、異世界だからな。処女性もほぼ重要視されないし、子供同士の遊びで乱交とかも普通にあるしな。この前なんて、貴族の令嬢のお茶会に呼ばれて全員で弟さんを逆レイプ……っと、話が逸れた。依頼の話に戻そう。

  

  『啊——那次相当受到好评呢。特别是榭菈小姐在男孩子身上激烈地扭动腰部，发出甜美的喘息声，男孩子也一直喊着「公主、公主」……』

  『あー、アレはかなり好評でしたよね。特にシエラさんが男の子の上で激しく腰を振りながら甘い喘ぎ声を上げて、男の子の方も“姫様、姫様”って……』

  『我不是说要回到话题上了吗！？』

  『話を戻すって言ったよなっ！？』

  

  奥露榭真是的。

  　まったく、オルシェめ。

  言归正传，那个盗贼团似乎是在王都南方，王家直辖领地的边缘地带活动。刚好是下山后即将进入平原的森林附近。那一带的确很适合藏人。

  　さて、話を戻すと、その盗賊団は王都の南、王家直轄領のギリギリ端の辺りで活動しているらしい。丁度峠を下り終えて平野に出る直前の森の辺りだ。確かにあの辺りは人が潜むのには向いている。

  

  『光听就能知道，真厉害。』

  『聞いただけで判るなんてすごいですね』

  『因为我有好好学习王国的地理。』

  『そりゃあ、王国の地理はしっかりと勉強しているからな』

  

  尤其自从转移地点曝光后，为了参加军事行动，我必须掌握地理环境。我已经掌握主要地形了。

  　特に転移の件が判明してからは軍事行動に参加するために地理の把握は必須になったからな。主要な地形は把握してるぞ。

  

  『明明看MAP就能知道？』

  『ＭＡＰ見れば一発なのに？』

  『姑且啦。而且这副身体的记忆力很好。』

  『一応、な。それに、この身体の記憶力はかなり良いしな』

  『啊～很快就记住色色的词汇了呢。』

  『あー、エッチな言葉もすぐ覚えちゃいましたしね？』

  『你很烦耶！』

  『やかましいわ！？』

  

  嗯，这我无法否认。因为拉塞莱娜母后要我记住……

  　まあ、それは否定できないんだけどさ。だって、ラゼラナ母様が覚えろって……

  呃，不对。总之为了这个委托，我必须下山到山脚。

  　って、そうじゃない。とりあえず、この依頼のためには麓まで降りなければならないわけだ。

  

  「下山要花上几天呢。」

  「麓まで数日がかりになるわね」

  「嗯，必须好好准备才行。」

  「ああ、しっかりと準備をしておかないとな」

  

  几天分的粮食、寝具、十一呎棒、其他各种物品。尤其治疗药和解毒药很重要。

  　数日分の食料、寝具、１１フィートの棒、その他諸々。特に治療薬と解毒薬は重要だ。

  

  『咦？用魔法回复不就好了吗？』

  『え？魔法で回復すれば良くないですか？』

  『是神圣魔法吧？』

  『神聖魔法、だよな？』

  『是啊。』

  『ですけど？』

  『当然不行啊，你这笨蛋。』

  『駄目に決まってるだろうこのバカ』

  

  蕾奈才不是榭菈的神官啦！？

  　レネはシエラの神官じゃねえんだよ！？

  

  「啊——回复的话我倒是可以哦？毕竟我是军神拉维尔大人的神官。」

  「あー、回復ならアタシやれるけど？軍神ラヴェル様の神官だし」

  「你是神官剑士吗？不过，你应该是主攻手吧？」

  「神官剣士だったっけか？けど、そっちはメインアタッカーだろ？」

  「哼哼，可以不要太小看我吗？一边战斗一边回复对我来说根本是小菜一碟！」

  「ふふん、アタシをあまり舐めないでくれるかしら。戦いながら回復飛ばすくらい余裕よ！」

  

  看来莉妮娅对回复相当有自信，还放话说一边战斗一边回复也是小事一桩。

  　どうやらリーニャは回復にかなりの自信があるみたいだな。戦闘しながらの回復も余裕だと言い放つ。

  

  『我反而想更小看你呢。舔舔。』

  『むしろもっと舐めたいですね。ペロペロ』

  『好，废柴女神，你稍微闭嘴一下。』

  『よし駄女神、ちょっと黙ろうか』

  

  然后，奥露榭对奇怪的地方起了反应。这个废柴女神真的没在说正经话。

  　そして、変な所に反応するオルシェ。ホント碌なこと言わねえな、この駄女神。

  

  「不过，有备无患吧？」

  「でも、備えておいて損はないだろ」

  「哼，你似乎比我想象中还要可靠呢。」

  「ふん、思ったよりもしっかりしてるみたいね」

  

  虽然途中奥露榭乱插嘴，不过考虑到今后的事，我决定好好准备。毕竟我也不会一直待在这个队伍里。为了不让自己莫名地自大，养成准备的习惯应该比较好。

  　途中オルシェの変なチャチャが入ったが、今後の事も考えて準備はしっかりしておくことにする。俺もずっとこのパーティに居るわけじゃないからな。変に慢心したりしないためにも準備の癖は付けておいたほうが良いだろう。

  莉妮娅似乎也只是在试探我，之后的准备进行得很顺利。

  　リーニャも俺を試しただけだった様で、その後の準備はつつがなく進む。

  

  「好了，准备好了吗？」

  「さて、準備はいいわね？」

  「嗯。」

  「ああ」

  

  太阳即将下山时，我们离开城镇开始走下山路。一般来说应该要先过夜再出发，但这次还要兼作我的研修，为了训练，我们决定不先过夜，而是在山路上露营。

  　日が暮れかけた頃、俺達は街を出て山道を下りはじめた。普通なら一泊してからになるのだろうが、今回は俺の研修を兼ねている。訓練の為にも一泊せずに山道の途中で野営を行う事になっているのだ。

  

  「先由蕾娜来守夜。为了以防万一，我会启动守夜用的魔道具，但那终究只是辅助。」

  「まずはレネから見張りね。念のために見張りの魔道具を起動するけど、あくまでサポートよ」

  「嗯，我知道。」

  「ああ、わかっている」

  

  不过，我也会使用MAP，所以不会发生万一，但毕竟我是斥候，还是得好好尽到守夜的职责……

  　まあ、俺もＭＡＰを使うから万が一はないんだが、一応斥候だからな。ちゃんと見張りの役割は……

  

  「那么，你就努力守夜吧。来，亚基尔，你过来这边。把衣服脱掉。来，快点把鸡鸡掏出来。」

  「じゃあ、見張り頑張りなさいね。さ、アジル、アンタはこっちよ。服を脱いで。ほら、早くちんぽ出しなさい」

  「是。」

  「はい」

  「……啥？」

  「……は？」

  

  莉妮亚把守夜的工作交给我后，就带着亚基尔进账篷，立刻开始脱他的衣服。这家伙，难道想在这里做吗？

  　俺に見張りを任せたリーニャはテントににアジルを連れ込むと、すぐに脱がせにかかる。こいつ、まさかここでやる気か？

  

  「喂，现在不是到下一次守夜为止的休息时间吗？」

  「おい、今は次の見張りまでの休憩じゃないのか？」

  「我不是说要用魔道具吗？本来根本不需要守夜。来，亚基尔，快点舔舔……啊嗯♡」

  「魔道具使うって言ったでしょ。本来は見張りなんて必要ないのよ。ほらアジル、早く舐めなさい。……あんっ♡」

  

  莉妮亚一边这么说，一边自己也脱掉衣服，带着亚基尔进账篷，开始让他舔自己的小穴。这些家伙，平常都在做这种事吗……

  　そう言いながら自分も服を脱いでテントに連れ込んだアジルにまんこを舐めさせ始めるリーニャ。こいつら、いつもこんな事してやがったのか……

  

 
  第４６話：驚愕の事実

  第46话　惊愕的事实

  「嗯嗯♡那边，再把舌头伸进去一点♡」

  「んんっ♡そこ、もっと舌入れなさいっ♡」

  「像这样吗？」

  「こう、でふか？」

  「对，再、再激烈一点♡」

  「そう、よ、もっと、激しくっ♡」

  

  ……我根本无法集中精神！？

  　……集中できねぇっ！？

  帐篷里的灯光让我大致能看清他们在做什么。莉妮娅跨坐在亚基尔的脸上舔舐着，但到底是阴道还是阴蒂就不得而知了。

  　テントの中の明かりで何をしているのかはだいたいわかる。リーニャがアジルの顔面に跨って舐めさせてるのだ。膣内なのか淫核なのかは流石にわからないが。

  

  「周围没有……敌人。」

  「周囲に敵は……居ないな」

  

  我确认MAP，没有敌人。

  　ＭＡＰを確認する。敵は居ない。

  话虽如此，就算知道也不能偷懒不看守，这就是最痛苦的地方。毕竟普通冒险者是无法使用MAP的。

  　とはいえ、わかっていても見張りをサボれないのが辛いところ。普通の冒険者にはＭＡＰは使えないからな。

  

  「嗯♡进来了♡」

  「んっ♡はいって、きたっ♡」

  「咕呜……」

  「くぅっ……」

  

  就在我满心都是微妙的心情时，莉妮娅他们终于正式开始了。莉妮娅跨坐在被推倒的亚基尔身上，手撑着他的腹部开始扭动腰部。

  　こっちが微妙な気持ちでいっぱいになっているうちについにリーニャ達は本格的におっ始めやがった。押し倒したアジルの上に跨がり、お腹に手をついて腰を振り始める。

  

  「啊，哈，你的小弟弟果然很舒服♡顶到最里面了♡」

  「あ、はっ、アンタのちんぽ、やっぱり気持ちいい♡奥まで届いてるっ♡」

  「这、这么激烈吗！？」

  「そ、そんなに、激しくっ！？」

  「来吧来吧，你也好好地往上顶。」

  「ほらほら、アンタもちゃんと突き上げなさいよ」

  「好、好的！」

  「は、はいっ！」

  

  亚基尔听从莉妮娅的指示，配合她下腰的动作从下方往上顶。隔着帐篷看到两人的身影重叠，偶尔还能看到从腰部到腰部的缝隙间露出的小弟弟……呃，好长！？

  　リーニャに言われるまま、リーニャが腰を落とすのに併せて下から突き上げるアジル。テント越しに見える二人の影が重なり、時折跳ね上がる腰と腰の隙間にちんぽが見える……って、長っ！？

  

  『那个会抵达子宫呢。想用小穴含住吗？』

  『アレは子宮まで届きますね。おまんこで咥えたくなりました？』

  『才不想！？』

  『ならないがっ！？』

  

  虽然粗细与年龄相符，但长度却连大人都相形见绌。被那个顶的话，确实会很舒服……不对啦。看守期间的休息，可不是那种休息啦！？

  　太さは年齢相応だが、長さは大人顔負けだ。確かにアレで突かれたら気持ちよさそう……ってそうじゃねえよ。見張りの間の休憩って、そういう休憩じゃねえんだよ！？

  

  「没错，就这样，里面♡」

  「そう、そのまま、なかにっ♡」

  「好、好的，射了！」

  「は、はい、出しますっ！」

  「可以哦♡可以♡去了，去了♡去了呜呜呜呜呜呜♡」

  「いいよっ♡いいっ♡いく、いくっ♡いっくぅぅぅぅぅぅ♡」

  「咕呜，缩紧了……啊啊！？」

  「くぅっ、絞まって……ああっ！？」

  「啊，哈♡里面，射了好多呢……♡」

  「あ、はっ♡なか、いっぱい出したわね……♡」

  

  影子一瞬间静止，随后两人就这样身体一震，达到高潮。莉妮娅的影子瘫软倒下，两道影子重叠在一起。终于结束了吗？

  　影が一瞬ピタリと止まった直後、そのまま体を震わせて絶頂に達する二人。リーニャの影がくたりと倒れ、２つの影が重なり合う。やっと終わったか。

  

  「来，再打一场吧。」

  「さ、もう一戦やるわよ」

  「好、好的。」

  「は、はい」

  

  还没结束吗！？

  　まだ終わらないのかよっ！？

  

  『简直像是凌辱色情动画的女主角会说的台词呢。』

  『まるで凌辱エロアニメのヒロインみたいなセリフですね』

  『还没，结束吗……不对啦！？』

  『まだ、終わらないの……ってそうじゃねえよっ！？』

  『说来说去榭菈小姐也很配合呢。』

  『なんだかんだ言ってシエラさんもノリ良いですよね』

  『吵死了。』

  『やかましい』

  

  在我和奥露榭进行着无聊的对话时，蕾奈被分配到的看守时间结束了。结果，什么都没来啊。

  　オルシェとくだらないやり取りをしている間に、レネに割り当てられた見張りの時間が終わる。結局、何も来なかったな。

  

  「换班的时间到了哦？」

  「交代の時間だが？」

  「呼欸？」

  「ふぇ？」

  

  我走进账篷告知换班，结果莉妮亚正在舔亚基尔的鸡鸡……果然很长啊。

  　交代を告げにテントに入ると、リーニャがアジルのちんぽを舐めしゃぶってるところだった。……やっぱり長いな。

  

  「啊，我们有使用魔道具所以没关系……要加入吗？」

  「ああ、アタシ達は魔道具使ってるから大丈夫よ。……混ざる？」

  「不要好吗！？」

  「嫌だがっ！？」

  

  看来她们真的打算把看守交给魔道具，继续“休息”。真的假的。

  　ほんとにこいつら見張りを魔道具任せにして、このまま“休憩”を継続するつもりらしい。マジか。

  

  「看你那厌恶的样子……难道你是处女？都这个年纪了？」

  「その嫌がり方……アンタ、もしかして処女？その歳で？」

  「不、不是……」

  「い、いや……」

  

  我拒绝之后，她们问起我是不是处女。蕾奈才12岁，这个年纪还是处女有点丢脸。再怎么说也……

  　俺が拒否したら、処女なのかと問われた。レネは１２歳だから、この歳で処女というのはちょっと恥ずかしい。流石にそんな事は……

  

  『创造时，有确认过经验了吗？』

  『創る時、経験済にチェック入れました？』

  『……咦？』

  『……へ？』

  

  这么说来，的确没有确认过。难道……

  　そういえばチェック入れてないな。まさか……

  

  『啊，是处女呢。』

  『あ、処女ですね』

  『不会吧！？』

  『嘘だろっ！？』

  

  坏消息，蕾奈明明才12岁却是处女。糟糕，搞砸了。这个世界基本上6岁左右就有经验才正常。到12岁还是处女，代表她是个非常糟糕的女人。

  　悲報、レネ１２歳なのに処女。やべえ、やっちまった。この世界では基本的に６歳くらいで経験するのが普通だ。１２歳まで処女と言うのはかなりヤバい女という事を意味する。

  

  「那、那个……」

  「そ、その……」

  「我不会多说什么，你在这里体验一下就行了。」

  「何も言わないわ。ここで経験すればいいのよ」

  

  唔，完全被同情了。可是，继续当处女实在太可怜，或者该说太丢脸了……

  　くぅ、完全に同情されてやがる。けど、このまま処女ってのは流石に可哀想と言うか、恥ずかしいというか……

  

  「啊，难道你是处女教的人？」

  「あ、もしかして処女教の人？」

  「才不是！」

  「違うっ！」

  

  见我迟迟不肯答应，她怀疑我是不是处女教的信徒……拜托，别把我跟那些怪人混为一谈。

  　俺が渋っていると、処女教なんじゃないかと疑われた。……流石にあのおかしい人達と一緒にはしないで欲しい。

  所谓的处女教，就是一群过度崇拜处女，甚至主张一辈子都要保持处女之身，而且还强迫他人遵从的异常分子。自己要保持处女之身是个人自由，强迫他人就完全逾矩了。

  　処女教ってのは処女を崇拝するあまり一生処女で居ようとか言い出して、しかもそれを他人に強要する異常者集団だ。自分が処女を貫くのは自由だが、他人にそれを強要したら完全にアウトだろ。

  

  「好、好啦，我做就是了。」

  「わ、わかった、やる」

  

  我可不想被当成处女教的信徒。没办法。

  　流石に処女教扱いされるのは嫌だしな。仕方ない。

  

  『嘴上这么说，其实你很想用小穴含住那根大鸡鸡吧？』

  『とか言って、あの長いちんぽをおまんこで咥え込みたいんですよね？』

  『才不是！？』

  『違えよっ！？』

  『可是，你接下来就要含进去了吧？』

  『でも、今から咥え込むんですよね？』

  『注意你的措辞！？』

  『言い方っ！？』

  

  就算结果一样，措辞还是要注意一下吧。稍微委婉一点……

  　結果的に同じだとしても、言い方ってものがあるだろ。もう少しオブラートに包んでだな……

  

  『你想用下面的嘴巴品尝又长又硬又壮的东西？』

  『長くて固くて逞しいモノを下のお口で味わってみたい？』

  『这跟刚才的有什么区别！？』

  『何一つ変わってないが！？』

  『那我该怎么说才好？』

  『じゃあ、どう言えば良いんですか？』

  『……处女好逊，之类的？』

  『……処女カッコワルイ、とか？』

  『……』

  『……』

  『……』

  『……』

  

  好，这个话题到此为止。来，做爱做爱。

  　はい、この話、終わり。さ、セックスセックス、と。

  我为了掩饰这微妙的气氛，强行结束对话，开始脱衣服。

  　俺は微妙な空気を誤魔化すようにそう話を打ち切り、服を脱ぎ始めたのだった。

  

 
  第４７話：女の子だもの

  第47话　因为我是女孩子

  首先得脱掉铠甲。话虽如此，如果直接脱掉，再穿回去时会非常麻烦。而解决这个问题的就是这个。

  　まずは鎧を脱ぐ。と言っても普通に脱いだら着なおすのが非常に大変だ。それを解決するのがこれ。

  

  【瞬间着脱】

  ［瞬間着脱］

  

  使用这个魔法，就能在一瞬间将装备收纳到异空间。另外，内衣裤不包含在装备之内。真搞不懂。

  　この魔法を使うと装備を異空間に一瞬で格納できる。なお、下着は装備に含まれない。解せぬ。

  

  『哎呀，毕竟这是为了想看冒险者在野外做羞羞事才实装的魔法嘛。』

  『まあ、冒険者の野外エッチを見たくて実装した魔法ですし？』

  『你真的很差劲耶！』

  『ホント最低だな！？』

  

  总之，我用魔法将装备收纳到异空间。

  　ともあれ、魔法で装備を異空間に収納する。

  

  〈居然把装备收纳起来，太夸张了。〉

  〈それを収納するなんてとんでもない〉

  

  ……你刚刚说了什么？

  　……今、なんて言った？

  不知为何，我收到了奇怪的错误信息，只有裤子没有收纳进去。我完全搞不懂这是什么意思！

  　妙なエラーメッセージが流れて何故かズボンだけが収納されなかった。意味がわからんのだが！？

  

  『哦，没有接触到铠甲的衣服是无法收纳的哦。』

  『ああ、鎧に接してない服は収納できませんよ？』

  『……啥？』

  『……は？』

  『因为如果铠甲底下什么都没穿会很痛，所以衣服才能收纳。』

  『服を収納できるのは鎧の下に何も付けないと痛いから、ですから』

  『也就是说？』

  『つまり？』

  『如果没穿铠甲，做羞羞事时脱掉的衣服就会维持原样。』

  『鎧を着けてないならエッチの時に脱いだ服はそのままですね』

  『你是要我裸体战斗吗？』

  『裸で戦え、と？』

  『衣服只是装饰品哦。』

  『服なんて飾りですよ』

  『烂透了！』

  『最悪だ！？』

  『不过，如果是露出肌肤会有危险的地方，或是非常难脱的裤子，就可以当作特例收纳。』

  『まあ、肌を露出すると危険な場所とか、脱ぐのが非常に難しいズボンとかでは特例で収納できますけどね』

  『居然浪费了高度的状况判断系统……』

  『高度な状況判断システムを無駄使いしやがって……』

  

  奥露榭这家伙，真的没在做正经事。难怪我觉得很多冒险者服装很难脱掉，原来是这么回事啊。不管怎么说，消失的只有上半身的皮甲，下面的运动内衣和下半身的衣服都还在。也就是说，我得自己脱掉才行。

  　オルシェのやつ、ホントろくな事しねえな。道理で冒険者の服に脱ぎにくいのが多いと思ったよ。こういう事か。ともあれ、消えたのは上半身の革鎧だけ。その下のスポーツブラや下半身の服はそのままだ。つまり、こっちは自分で脱がないといけない。

  

  『脱掉！脱掉！』

  『脱ーげ！脱ーげ！』

  『吵死人了！？』

  『やかましいわっ！？』

  

  奥露榭的拍手节奏好烦人。你这家伙……

  　オルシェの手拍子が煩い。お前……

  

  「你在做什么？难道是吓到了？」

  「何やってんの？もしかしてビビってる？」

  

  因为奥露榭的关系，我脱到一半停了下来，莉妮娅一脸不可思议地探头看着我的脸。不、不是，我才没有吓到……

  　オルシェのせいで脱ぐ手が止まっていたらリーニャが俺の顔を不思議そうに覗き込んできた。い、いや、ビビってるとかじゃ……

  

  『你吓到了吗？』

  『ビビってます？』

  『还不都是你害的！？』

  『お前のせいだろうがっ！？』

  

  真是的，奥露榭这家伙。

  　ったく、オルシェめ。

  我脱掉运动内衣，接着把手伸向裤子。熟练地脱下裤子后，从下面露出了可爱的内裤……

  　スポーツブラを脱ぎ、続いてズボンに手をかける。慣れた手付きで脱げば下からは可愛らしい下着が……

  

  「哦，明明是处女却穿着性感的内裤呢。」

  「へぇ、処女なのにエロい下着穿いてるじゃない」

  「！！？」

  「っ！！？」

  

  上面明明穿着普通的运动内衣，下面穿的却是重要部位完全敞开、相当大胆……应该说干劲十足的内裤。

  　上は普通のスポーツブラだったのに、下に穿いてたのは大事なところがバッチリ開いているかなり攻めた……と言うかヤる気満々の下着だった。

  

  『奥露榭，是你搞的鬼吗！？』

  『オルシェ、お前の仕業か！？』

  『哼哼，发型是障眼法，真正的内裤是那边哦！！』

  『ふふん、髪型はダミー、本命はそっちですよ！！』

  『咕呜。』

  『ぐぬぅ』

  『因为跟平常穿的内裤一样，所以你没注意到吧？』

  『普段穿いてる下着と一緒だったから気付かなかったでしょう？』

  『我才没穿！？别乱造谣！？』

  『穿いてないが！？風評被害は止めやがれっ！？』

  『啊，你最近好像没穿内裤呢。』

  『ああ、最近、下着は穿いてないんでしたっけ』

  『我不是那个意思……咦？这么说来，我最近的确没穿呢。』

  『そういう意味じゃ……あれ？そう言えば最近穿いてなかったな』

  

  咳咳。算了，既然她没注意到，那我也没什么好说的。

  　こほん。いや、まあ、気付かなかったのは確かだから何も言うまい。

  

  「好了，快点跨上来吧。」

  「ほら、早く跨がりなさいよ」

  「等、等一下，先让我亲一下小鸡鸡……」

  「ちょ、ちょっとまて。まずはおちんぽにキスを……」

  「……你是处女吧？该不会是性向有问题吧？」

  「……処女、なのよね？もしかして、別の方向に拗らせてる？」

  「咦？」

  「へ？」

  

  我亲了亲混杂着爱液与精液的小鸡鸡，结果她吓了一大跳。咦？这不正常吗？我可是正常地亲了拉塞莱娜女王陛下的丈夫瓦特大人的小鸡鸡耶……

  　愛液と精液が混じったちんぽに口付けをしたらどん引かれた。え？普通じゃないのか？俺、普通にラゼラナ母様に挿入中のヴァート父様のちんぽにキスとかしてたんだが……

  

  『不过，都十二岁了还保有处女之身，这种性向有问题的女生我可不干。』

  『まあ、１２歳にもなって処女残してるような拗らせ女子はやりませんね』

  『是这个意思啊……』

  『そっちか……』

  

  毕竟都十二岁了还保有处女之身，就代表她没有接受过父母的性教育。因此，许多人对性行为抱持着特别的感情。像是命中注定的王子殿下之类的，这种故事很常见。特别是贵族，除非是受到严重冷落，否则不可能还是处女。

  　まあ、１２歳にもなって処女って事はつまり、親から性教育受けてないって事だからな。そのせいで性行為に特別な感情を抱く者は多い。運命の王子様と、みたいな話はよく聞くやつだ。特に貴族の場合はよっぽど冷遇されてるのでもない限りは処女って事は無いからな。

  ……我好像说了像是贵族家三女的话。

  　……俺、貴族の三女みたいなこと言ったな。

  

  「咦？啊，不是，我有接受过性教育哦？只是父亲大人的太大，插不进去而已……」

  「え、あ、いや、普通に性教育は受けてるぞ？父様のが大きくて入らなかっただけで……」

  「啊……这、这种案例确实存在呢。」

  「あー……あ、あるわね、そういうケース」

  

  很好，成功了！幸好我有好好听之前来参加茶会的女孩子说过的话。谢谢你，因为爸爸的小鸡鸡插不进去而感到困扰的女孩！虽然我忘了你的名字。

  　よし、通った！この前、お茶会に来てた女の子が言ってた話をちゃんと聞いててよかった。ありがとう、パパのおちんぽが挿入できなくて困ってた子！名前は忘れたけど。

  

  「放心吧，亚基尔的小鸡鸡虽然很长，但并不粗，肯定能插到子宫的。」

  「大丈夫よ、アジルのちんぽは長いけど太さはそれほどでもないから。ちゃんと子宮まで届くわ」

  「啊、啊啊……」

  「あ、ああ……」

  

  莉妮娅虽然这么安慰他，但亚基尔可是听得一清二楚哦？看吧，亚基尔都沮丧了。拜此所赐，他嘴里的小鸡鸡也逐渐萎缩。

  　そうリーニャがフォローしてくれるが、それはアジルに刺さるぞ？ほら、アジル落ち込んでるだろ。お陰で口の中のちんぽがだんだんと萎んで行く。

  不、不是，这很正常好吗？别说得那么难听啊？

  　い、いや、年相応だからな？そんなに言ってやるな？

  

  『毕竟小鸡鸡的尺寸可是个严重的问题呢。』

  『まあ、おちんぽのサイズは深刻な問題ですからね』

  『跟奥露榭的胸部一样。』

  『オルシェの胸と一緒だな』

  『要打仗吗？要打仗对吧？』

  『戦争ですか？戦争ですね？』

  『冷静点啊笨蛋！？』

  『落ち着けこのバカ！？』

  

  我不小心踩到了奥露榭的地雷。幸好她是奥露榭，如果是拉塞莱娜母妃的话我可就小命不保了。得小心点才行。

  　うっかりオルシェの地雷を踏み抜いてしまった。オルシェだったから良かったものの、これがラゼラナ母様だったら命が危ない。気をつけよう。

  

  『我就不算数吗！？』

  『私は良いんですか！？』

  『事到如今还说这个？』

  『今更だろ』

  『好过分！？』

  『酷いっ！？』

  

  不过，奥露榭的话就能用玩笑带过，损害比较小。

  　まあ、オルシェならギャグで済むからな。被害は少ない。

  但是，这样下去就没办法继续了。真是的，没办法……

  　けど、このままじゃ続きができないな。ったく、仕方ない……

  

  「啾♡啾噗、啾噜♡嗯♡呼♡」

  「ちゅ♡ちゅぷ、じゅるっ♡んっ♡ふっ♡」

  「咕唔！？」

  「くぅっ！？」

  「哦，挺厉害的嘛。」

  「へぇ、やるじゃない」

  

  亚基尔接受我的口交后，肉棒转眼间就恢复硬度。毕竟这是母亲大人传授的技巧，要是这样还无法变大，我都要怀疑他是否阳痿了。

  　俺のフェラを受けたアジルのちんぽは見る見る硬さを取り戻していく。母様仕込みのテクだからな。これで大きくならないヤツは不能を疑うレベルだ。

  

  『技巧固然重要，但表情才是关键。她根本就是母狗嘛。这绝对能卖个好价钱！！』

  『テクもですけど、その表情ですよ。完全にメスじゃないですか。絶対高く売れますよ、これ！！』

  『别说我像母狗！？至少要跟女孩子……』

  『メス言うな！？せめて女の子と……』

  『要看吗？』

  『見ます？』

  『……的确是母狗。』

  『……メスだな』

  

  奥露榭让我看的影像中，蕾妮一脸陶醉地舔着肉棒……好色情啊。

  　オルシェが見せてきた映像には、うっとりとした顔でちんぽを舐めしゃぶるレネの姿が映っていた。……エロいな。

  

  『对吧？』

  『でしょ？』

  『唔，无法否定……』

  『くぅ、否定できねぇ……』

  

  算了，这也没办法，毕竟是女孩子嘛！！

  　まあ、しかたないよね、女の子だしね！！

  我决定不再深入思考，专心舔口中的肉棒。

  　俺は深く考えるのを止め、口の中のちんぽに集中する事にしたのだった。

  

 
  第４８話：女冒険者の破瓜

  第48话　女冒险者的破瓜

  我用双手包住肉棒，缓缓地舔舐着。从下往上，一次又一次。偶尔会含住前端，将舌头伸入尿道。舌尖碰触到刚才注入莉妮娅阴道深处的精液残渣，那味道在口中扩散开来。下一瞬间，子宫一阵抽痛。

  　竿を両手で包み込み、ゆっくりと舌を這わせる。下から上に、何度も何度も。時折その先端を口に含み、尿道に舌を差し込む。舌先にさっきリーニャの膣奥に注いでいた精液の残りが触れ、口の中いっぱいにその味が広がる。次の瞬間、子宮がきゅん、と疼く。

  

  「啊啊，那、那里是！？」

  「あぁ、そ、そこはっ！？」

  

  这股刺激成了导火线，精液再次喷涌而出。精液蹂躏着口腔，那股劲道让肉棒从嘴里飞了出来，让我的脸沐浴在精液之雨中。

  　その刺激が引き金になって、どぷっ、と再び精液が噴き出す。口の中を精液が蹂躙し、その勢いで口から飛び出したちんぽが俺の顔に精液の雨を降らせた。

  

  「嗯……」

  「んっ……」

  

  我用手指捞起喷在脸上的精液，送入口中。在嘴里咕啾咕啾地与唾液混合，品尝味道后，咕嘟一声喝干。

  　顔にかかった精液を指で掬い、口に運ぶ。それを口の中でクチュクチュと唾液と絡めて味わい、ごくりと飲み干す。

  

  「又射出浓稠的精液了啊……」

  「まだ、濃いの出るんだな……」

  「嗯，这就是亚基尔的优点嘛。」

  「まあ、それがアジルの取り柄だからね」

  

  明明已经注入了那么多莉妮娅的阴道深处，这精液却依旧十分浓厚。缠绕在喉咙的精液填满胃部，身体逐渐发热。

  　アレだけリーニャの膣奥に注いだっていうのに、その精液はまだ十分に濃厚だ。喉に絡みつく精液が胃を満たし、身体が熱くなっていく。

  

  「来，嘴巴已经够了，快点把处女丢掉吧。」

  「ほら、お口はもう良いから早く処女捨てちゃいなさいよ」

  

  我顺着莉妮亚的催促跨上亚基尔，双手撑在他的胸膛上。左手维持原样，右手则伸向亚基尔的鸡鸡，抵在穴口上。蕾奈的身体虽然是处女，但我已经知道插入的方式了。我直接缓缓地沉下腰，一口气插入。

  　リーニャに促されるままにアジルに跨がり、その胸に手をつく。左手はそのままで右手をアジルのちんぽに伸ばし、それを膣口に宛てがう。レネの身体こそ処女だが、俺は既にちんぽの挿入の仕方を知っている。そのままゆっくりと腰を落とし、一気に挿入する。

  

  「……好痛！？」

  「……ったあっ！？」

  

  糟糕，我忘记处女膜的事一口气插下去了。也对，既然是处女，那就有处女膜嘛。

  　やべ、処女膜の事忘れて一気にやっちまった。そうだよな、処女なら処女膜あるよな。

  

  『HAHAHA！你太习惯做爱，都忘记了吧？』

  『ＨＡＨＡＨＡ！ヤり慣れすぎて忘れてましたね？』

  『呜咕……』

  『うぐ……』

  

  处女的证明从结合处流下，阵阵刺痛折磨着身体深处。呜，这还挺痛的啊……

  　接合部から処女の証が流れ落ち、ズキズキとした痛みが身体の奥を苛む。くぅ、これ、結構来るな……

  莱娜的第一次是拉榭莉娜母皇帮我治愈的。不过，这次没有。该说比想象中还痛吗？这还挺难受的啊。

  　ラナとしての初めてはラゼラナ母様が治癒をかけてくれたからな。けど、今回はそれがない。思ったより痛いっていうか、かなり厳しいぞ、これ。

  

  「好了，快点动起来。只要动起来，过不久就不会觉得痛了。」

  「ほら、早く動きなさいよ。痛いのなんて動いてればそのうち忘れるわよ」

  「不，可是，那个……」

  「いや、だけど、なあ……」

  「要我帮你治愈吗？」

  「治癒、かけましょうか？」

  

  我接受亚基尔的提议，让他帮我治愈。温暖的魔力从结合处扩散开来……

  　そう申し出るアジルの言葉に甘え、治癒をかけてもらう。接合部から暖かな魔力が広がってきて……

  嗯？难道说鸡鸡发动了治愈魔法？？

  　ん？もしかしてちんぽから治癒魔法発動してる？

  

  「你真的很灵巧呢。能从鸡鸡发动治愈魔法的只有你了。」

  「ホント、アンタ器用よね。ちんぽから治癒魔法使えるのアンタくらいよ」

  「这、这是神明的……」

  「こ、これは神様が……」

  

  ……嗯？

  　……ん？

  

  『奥露榭？』

  『オルシェ？』

  『我早就料到会有这种事，所以事先授予了小鸡鸡治愈魔法。』

  『こんな事もあろうかとおちんぽヒールを授けておきました』

  『喂！？』

  『おいっ！？』

  『多、多亏了这个，破处的疼痛缓和了不少，所以不是很好吗！！』

  『お、お陰で破瓜の痛みが和らぐんだから良いじゃないですかっ！！』

  『用普通的治愈魔法不就好了！？』

  『普通の治癒魔法でいいだろっ！？』

  『我想说直接对患部发动会比较好！！』

  『患部に直接発動した方が良いかと思ったんですよ！！』

  『就算这样，你也不用把魔法当成另一种魔法，浪费成本吧！？』

  『だからって別魔法にして無駄にコスト使ってるんじゃねえ！？』

  

  她以为魔法字段一个要多少钱啊，真是的。算了，既然都做了，那也没办法。就算现在消除，消耗掉的成本也不会回来。

  　魔法枠一ついくらすると思ってるんだ、まったく。まあ、やっちまったものはどうしようもねぇ。今から消しても消費したコストが戻ってくるわけじゃないしな。

  亚基尔的治愈魔法……小鸡鸡治愈的效果让疼痛逐渐缓和。不过，这命名真的很糟糕。

  　アジルの治癒魔法……おちんぽヒールの効果で次第に痛みが和らいでくる。しかし、ホントに酷いネーミングだ。

  

  『小鸡鸡治愈有什么不好？』

  『良いじゃないですか、おちんぽヒール』

  『我本来就不期待你的命名品味，所以算了。』

  『お前にネーミングセンスは期待してないから、もういいよ』

  『好过分！？』

  『ひどいっ！？』

  

  ……先别管奥露榭，专心做爱吧。我无视抗议的奥露榭，开始扭动腰部。

  　……オルシェは放っておいてセックスに集中するか。抗議するオルシェを無視して腰を動かし始める俺。

  

  「啊，嗯♡啊♡啊♡嗯嗯♡」

  「あ、んっ♡あっ♡あっ♡んんっ♡」

  「哈，啊，蕾妮，小姐，好激烈……」

  「は、あっ、レネ、さん、激し……」

  

  我在亚基尔身上扭动腰部。只要没有疼痛，就是我的天下了。我用瓦特父王和拉塞莱娜母后传授的扭腰技巧贪求快乐。

  　アジルの上で腰を跳ねさせる。痛みさえ無くなればこっちのものだ。ヴァート父様とラゼラナ母様に仕込まれた腰使いで快楽を貪る。

  

  「嗯嗯♡再来，再、再来……♡」

  「んんっ♡もっと、だ、もっと……♡」

  「呜啊啊，小穴缠住肉棒……」

  「うあぁ、おまんこがちんぽに絡みついてきて……」

  

  当然，我并非只是单纯地摆腰而已。我一边用穴肉适度地夹紧，一边像是在用肉棒摩擦舒服的地方般抽送。蕾奈的小穴似乎是相当厉害的名器。她用肉壁缠住亚基尔的肉棒，给予他刺激。亚基尔的肉棒虽然符合年纪的粗细，但因为很长，所以能抵达深处。我将肉棒含进深处后，它就像亲吻子宫入口般地轻轻顶了一下。

  　もちろんただ腰を振るだけじゃない。膣肉で適度に絞めつけながら気持ちいい所にちんぽを擦り付けるようにして動く。レネのまんこはかなりの名器らしい。アジルのちんぽにひだが絡みつくようにして刺激を与えている。アジルのちんぽは年相応の太さだが、長いから奥まで届く。根本まで咥え込めば子宮の入り口に口付けするように小突いてくる。

  

  「啊，呼♡里面♡顶到了♡你感觉得到吗？」

  「あ、はっ♡奥っ♡当たってるの♡わかる、か？」

  「是、是的！子宫吸住肉棒前端，好舒服、哦！」

  「は、はい！先っぽに子宮が吸い付いてきて、きもちいい、ですっ」

  

  每当我摆腰，亚基尔的肉棒就会喷出精液。堪称精力旺盛也不为过的大量精液被吐进阴道内，没完全进去的部分从结合处溢出。

  　俺が腰を振るたびにアジルのちんぽから精液が噴き出す。絶倫と言っても過言じゃないほどの量の精液が膣内に吐き出され、入り切らなかった分が接合部から溢れ出る。

  

  「啊，呼♡射这么多♡是想让我怀孕吗？」

  「あ、はっ♡こんなに出して♡妊娠させる気か？」

  「不、不是，那个，避孕魔法……」

  「い、いえ、その、避妊魔法は……」

  「我知道，只是说说而已……嗯嗯♡」

  「わかってる、言ってみただけだ……んんっ♡」

  

  当然，我有使用避孕魔法，所以不会怀孕。不过，光是说出怀孕两个字，子宫就一阵刺痛。这比想象中还要舒服。

  　もちろん避妊魔法は使ってるから妊娠はしない。けど、妊娠と口にしただけで子宮がキュンと疼く。これ、思ったより気持ちいい。

  

  『下次对瓦特先生用用看？』

  『今度ヴァートさんに使ってみます？』

  『不，再怎么说……』

  『いや、流石に……』

  

  要是我说想怀孕的话，肯定会被纳为侧室吧。瓦特父王肯定会在我初潮来的同时就中出，让我怀上他的孩子。消息来源是拉塞莱娜母后。

  　妊娠したいなんて言おうものなら絶対側室にされるだろ。初潮と同時に生中出しされてヴァート父様の子供を孕まされるに決まってる。ソースはラゼラナ母様。

  

  『啊，我记得说“想生爸爸的宝宝”之后就成为正室了吧？』

  『ああ、“パパの赤ちゃん生みたい”って言ったら正室になったんでしたっけ？』

  『没错没错。在初潮来之前每天被中出，第一次排卵就怀孕了。』

  『そうそう。初潮来るまで毎日生中出しされて、初めての排卵で妊娠したらしい』

  『真让人兴奋呢。』

  『滾りますネ』

  『不要拿我的父母兴奋好吗？』

  『俺の両親で興奮するんじゃねえ』

  『也有爸爸和姐姐的性爱对吧？然后那个时候怀上的就是榭菈小姐。』

  『パパとお姉ちゃんのセックスでもありますよね？そして、その時にデキたのがシエラさん、と』

  『不要把现实摆在我面前好吗！？』

  『現実を付きつけるなっ！？』

  『嗯，这是常有的事。』

  『まあ、よくあることですよ』

  

  这在贵族中确实不是什么稀奇事，所以榭菈有很高的概率是“爸爸和姐姐的女儿”。不过……

  　確かに貴族じゃそう珍しい話じゃないから、高確率で“パパとお姉ちゃんの娘”だったのは確かだけどな。

  

  「你明明是第一次，却挺熟练的嘛。」

  「アンタ、初めてのくせになかなかヤるわね」

  「……这、这是想象训练。」

  「……い、イメージトレーニングだ」

  

  我正在亚基尔身上扭腰摆臀，莉妮娅突然这么一说，我连忙找借口蒙混过去。这个嘛，嗯，因为我很熟练啊。

  　アジルの上で腰を振っていたらリーニャにそんな言葉を浴びせかけられて慌てて誤魔化す。そりゃあ、まあ、慣れてるからな。

  

  「算了，没关系。我也差不多要加入咯。」

  「まあ、いいわ。そろそろアタシも混ざるわよ」

  「嗯嗯！？」

  「んんっ！？」

  

  莉妮亚边说边跨坐在亚基尔的脸上，把小穴贴在他嘴上。亚基尔虽然痛苦地呻吟，但被莉妮亚骑在脸上的瞬间，我感觉到我体内的肉棒又变硬了。完全被调教成这样了啊。

  　そう言いながらリーニャはアジルの顔の上に跨がり、口にまんこを押し付けた。苦しそうに呻くアジルだが、リーニャに顔面騎乗位された瞬間に俺の中のちんぽが硬さを増したのを感じる。すっかり調教されてるな。

  

  「来，你也来。」

  「ほら、アンタも」

  

  确认亚基尔开始用舌头侍奉后，这次轮到我夺走他的嘴唇。舌头侵入口中，舔去残留在嘴里的精液。

  　アジルが舌で奉仕を始めたのを確認して今度は俺の唇を奪ってきた。舌が口内に侵入して、口の中に残っていた精液を舐め取る。

  

  「嗯♡」

  「んっ♡」

  

  莉妮亚咕噜一声，咽下精液与唾液混合的液体。这家伙，动作还真熟练啊。

  　精液と唾液が混じった液体を喉を鳴らして飲み下すリーニャ。こいつ、手慣れてやがるな。

  

  「噗哈♡嗯，真美味♡」

  「ぷはっ♡んっ、美味し♡」

  

  莉妮亚的嘴与我之间架起一座混合唾液与精液的桥梁，同时露出艳丽的笑容。我从阴道口舀起精液，让莉妮亚含在嘴里。然后，这次轮到我了，我将舌头伸进她的嘴里。

  　俺の口との間に唾液と精液が混じった橋を架けながら艶やかな笑みを浮かべるリーニャ。俺はそんなリーニャの口に膣口から掬い取った精液を含ませる。そして、今度はこちらの番とばかりにその口に舌を差し込んだ。

 
  第４９話：精液交換

  第49话　交换精液

  精液、爱液、唾液和血液混合的味道在口中扩散。我直接用舌头在莉妮亚的嘴里搅拌，舀起精液喝下去。

  　口の中に精液と愛液と唾液と血が混じった複雑な味が広がる。そのままリーニャの口内を舌でかき回し、精液を掬い取って飲み込む。

  

  「咕嘟、咕嘟……噗哈♡」

  「こく、こく……ぷはっ♡」

  

  这次精液确实地架起一座桥，然后噗滋一声断掉。

  　今度はしっかりとした精液の橋が架かり、プツン、と切れる。

  

  「很行嘛♡」

  「やる、じゃない♡」

  「还好啦。」

  「まあ、な」

  

  莉妮亚舀起精液塞进我的嘴里，像是要回敬我一般，用嘴唇覆盖住我的嘴唇。她的舌头侵入我的口中，夺走我舌头上的精液。不过这次她没有喝下去，而是再次用嘴唇覆盖住我，把精液送进我的嘴里。

  　お返しとばかりに精液を掬い取って俺の口にねじ込み唇を重ねてくるリーニャ。舌が口内に侵入し、俺の舌の上の精液を奪い取る。けど、今度はそれを飲み込まずに再び唇を重ね、俺の口内に精液を送り込んでくる。

  

  「嗯♡啾♡啾噗♡」

  「んっ♡ちゅっ♡ちゅぷっ♡」

  「嗯嗯♡」

  「んんっ♡」

  

  我们偶尔会吸进空气，同时让舌头交缠，每次都会交换精液。感觉味道变淡时，就用手伸向连接处，从那里补充精液。该说是幸运吗？亚基尔现在也持续吐出精液，从连接处不断喷出没完全进入的精液。

  　時折空気を吸い込みながら舌を絡め合い、その度に精液をやり取りする。味が薄くなってきたと感じたら接合部に手を伸ばし、そこから精液を補充する。幸いというか、アジルは今も精液を吐き出し続けていて、接合部からは入り切らなかった精液がとめどなく噴き出している。

  在我们做着这些事的时候，一阵酥麻的感觉窜上背脊。

  　そうしているうちにゾクゾクとしたものが背筋を駆け上がってくる。

  

  「不行，要、去了♡」

  「だめ、だ、いくっ♡」

  「我、我也……嗯嗯♡」

  「あ、アタシも……んんっ♡」

  「哈啊啊啊啊啊啊啊啊啊♡」

  「はぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ♡」

  

  我和莉妮亚同时达到高潮，盛大地喷出爱液。亚基尔的脸和腹部被爱液弄得粘糊糊的，我们瘫软倒下。

  　俺とリーニャが同時に絶頂に達し、盛大に愛液を噴き出す。アジルの顔とお腹を愛液でベトベトにしながらくたりと倒れ込む俺達。

  

  「哈、啊，好舒服♡」

  「は、あ、気持ちよかった♡」

  「是、啊……」

  「そう、だな……」

  

  我从亚基尔身上抬起腰，用舌头舔舐粘糊糊的肉棒。就在我进行口交清理时，从亚基尔脸上下来的莉妮娅也把脸凑过来，开始舔舐肉棒。

  　アジルの上から腰を上げ、ベトベトになったちんぽに舌を這わせる。そうして俺がお掃除フェラをしていたら、アジルの顔の上から降りたリーニャも顔を寄せてきてちんぽに舌を這わせ始めた。

  

  「嗯♡啾♡」

  「んっ♡ちゅっ♡」

  「啾噗♡啾啪♡」

  「ちゅぷっ♡ちゅぱっ♡」

  

  我们从两侧用舌头舔舐肉竿，把沾满精液、爱液和破瓜血迹的肉棒清理干净。在这期间，亚基尔的肉棒也不断吐出精液，将我们的脸染成一片白浊。

  　竿に両側から舌を這わせ、精液と愛液と破瓜の血塗れのちんぽをきれいにする。その間もアジルのちんぽは精液を吐き出していて、俺達の顔を白濁に染めていく。

  

  「真是没节操的肉棒啊。」

  「節操のないちんぽだな」

  「是啊。不过，是最棒的肉棒吧？」

  「そうね。けど、最高のおちんぽでしょ？」

  「……嗯，是不坏。」

  「……まあ、悪くはない」

  

  我们一边交谈，一边舔舐肉棒上的白浊。每当我们的气息吹过，肉棒就会抖动几下，降下白浊之雨。

  　そんな言葉を交わしながらちんぽを伝う白濁を舐め取っていく。俺達の吐息がかかる度にちんぽがビクビクと震え、白濁の雨を降らせる。

  

  「这样会没完没了的。」

  「これじゃキリがないな」

  「是啊。那么，就由我来把它清理干净吧。」

  「そうね。じゃあ、こっちからキレイにしてしまおうかしら」

  

  莉妮娅说完便将嘴唇从肉棒上移开，开始舔舐我的脸。这、这个，比想象中还要痒……

  　そう言うとちんぽから唇を離し、俺の顔を舐め始める。こ、これ、思ったより擽ったい……

  

  「嗯嗯！？」

  「んんっ！？」

  

  舔完沾在我脸上的精液后，莉妮娅这次夺走了我的嘴唇。她就这样将嘴里的精液含在舌头上，开始与我的舌头交缠。

  　俺の顔にかかった精液を舐め終わったリーニャが今度は唇を奪いに来る。そのまま口の中の精液を舌に乗せ、俺の舌と絡め始める。

  

  「啾♡啾噗♡啾咕♡」

  「ちゅ♡ちゅぷ♡ちゅく♡」

  「咕啾♡啾噗♡」

  「くちゅ♡じゅぶっ♡」

  

  唾液和精液混合在一起的独特味道，让子宫一阵抽痛。

  　唾液と精液が混ざり合った独特の味に、子宮がきゅんと疼く。

  

  「不行，还不能射。」

  「だめよ、まだお預け」

  

  莉妮亚注意到我的视线，抢走肉棒，舔去沿着肉杆溢出的精液。

  　俺の視線に気付いたリーニャがちんぽを奪い取り、竿を伝って溢れる精液を舐め取る。

  

  「……太狡猾了。」

  「……ずるい」

  

  我心想「既然不能用子宫喝，至少也要从莉妮亚的嘴里抢过来喝」，于是反过来吻莉妮亚，从她嘴里夺走精液喝下。用唾液咽下粘在喉咙上的精液，吞进胃里。

  　子宮で飲めないならせめて、とばかりにリーニャに口付けをし返し、口の中から精液を奪い取って飲み込む。喉に絡みつく精液を唾液で飲み下し、胃に収める。

  

  「莉妮亚小姐……」

  「リーニャさん……」

  

  几乎化为精液服务器的亚基尔发出可怜的声音。嗯，毕竟他几乎一直被吊着胃口。

  　半ば精液サーバーと化していたアジルが情けない声を上げた。まあ、ほぼお預けにされているようなものだからな。

  

  「真拿你没办法，就允许你用我们的嘴唇玩弄肉棒吧。」

  「仕方ないわね、アタシ達の唇でおちんぽを扱くのを許してあげる」

  「喂！？」

  「おいっ！？」

  

  我出声抗议，但肉棒立刻被塞进我们两人的嘴唇之间。亚基尔就这样用我们的嘴唇玩弄肉棒。每玩弄一次，精液就咻咻咻地飞溅出来，弄脏帐篷的地板。

  　と、抗議するも即座に唇と唇の間にちんぽがねじ込まれる。そのまま俺たちの唇を使ってちんぽを扱くアジル。その度に精液がびゅくびゅくと飛び出し、テントの床を汚していく。

  

  「……」

  「……」

  「……可以吸哦？」

  「……吸っていいわよ？」

  

  我看着飞溅的精液，莉妮亚就对我说出这种话。不、不是，我并不是想吸……

  　飛び散る精液を眺めていたらリーニャがそんな事を言い出した。い、いや、吸いたかったわけじゃ……

  

  『咦？你明明露出那么饥渴的表情！？』

  『え？あんなに物欲しそうな顔をしておいて！？』

  『我、我有露出那种表情吗？』

  『そ、そんな顔してたか？』

  『我这就提出证据。』

  『証拠を提出しますね』

  『……不会吧！？』

  『……嘘だろ！？』

  

  不管怎么看，他都是一副想要精液想得不得了的表情。大概是因为那不是我原本的脸，该怎么说呢，实在是色到不行。看到这种表情，当然会想侵犯他啊！

  　どう見ても精液が欲しくて仕方ないって顔してやがる。俺本来の顔じゃないからか、もう、なんというかエロくて仕方ない。こんなの見てたら犯したくなるだろ！

  

  『嘿嘿嘿。』

  『ニヤニヤ』

  『你这混蛋……』

  『にゃろう……』

  

  奥露榭嘿嘿嘿地笑着说道，虽然让我有点火大，但惩罚就等之后再说。现在重要的是精液。

  　ニヤニヤと口に出して言うオルシェにイラッとするけど、お仕置きとかは後回しだ。今は精液だよ。

  

  「啾噗♡」

  「ちゅぷっ♡」

  

  我吸吮着亚基尔垂着精液的肉棒，将肉棒含到喉咙深处，啜饮着流进来的精液。

  　精液を垂れ流すアジルのちんぽにしゃぶりつく。喉奥までちんぽを咥え込み、流し込まれる精液を啜る。

  

  「嗯咕♡嗯咕♡嗯咕♡」

  「んくっ♡んくっ♡んくっ♡」

  

  我抓住他的腰，咕嘟咕嘟地喝着精液。粘稠的精液注入喉咙深处的感觉十分舒服。接下来就用子宫……

  　腰を掴み、喉を鳴らして精液を飲み込む。ねばっこい精液が喉奥に注がれる感覚が心地良い。次は子宮で……

  就在我推倒亚基尔，正要跨坐上去的时候，MAP有了反应。

  　と、アジルを押し倒して上に跨がろうとした所でＭＡＰが反応する。

  

  「啊……」

  「あ……」

  

  莉妮娅原本用诧异的表情望着依依不舍的我，但听到魔道具随后响起的声音，她瞬间绷紧了表情。

  　名残惜しそうな俺を怪訝な表情で眺めていたリーニャだが、直後に鳴った魔道具の音を聞いて一瞬にして表情を引き締めた。

  

  「有什么东西正在靠近。」

  「何かが近付いてるわね」

  

  她立刻施展清净魔法，瞬间取出装备穿上。我也仿效她，但发现胯下附近凉飕飕的。

  　即座に清浄魔法をかけると、瞬間着脱で装備を取り出して纏う。俺もそれに倣ったが、股の辺りがスースーするのに気付いた。

  对哦，我正常地脱掉了内裤和裤子。

  　そうか、下着とズボンは普通に脱いだんだった。

  

  「没时间穿了。」

  「着てる暇は無いわよ」

  「……没办法。」

  「……しかたない」

  

  下次就穿上有护腿和护腰的裤子吧。我如此下定决心，光着下半身准备战斗。

  　次からは脛当てや腰鎧の付いた脱ぎ辛いズボンを穿こう。俺はそう心に決めながら、下半身裸のまま戦闘準備をするのだった。

  

 
  第５０話：初戦闘

  第50话　初战

  这是我第一次用这副身体战斗。我举起武器，慎重地寻找敌人的位置。不过，我用MAP就能全部看光光就是了。

  　この身体で戦うのは初めてだ。武器を構え、慎重に敵の位置を探る。まあ、ＭＡＰで全部見えてるんだけどな。

  敌人是森林山猫，是会成群狩猎的猫科动物。附带一提，所有能力值都比山贼高。不，山贼之所以弱并不是因为敌人的能力值，而是因为比森林山猫强的山贼会转职成山贼（强）。不过，也有很多家伙即使转职了，还是老样子，没什么长进。

  　敵はフォレストリンクス。群れで狩りをするネコ科の獣だ。ちなみに全てのステータスが山賊より高い。いや、別に山賊が弱いのはエネミーデータだからとかじゃなくて、フォレストリンクスより強くなった山賊は山賊（強）にクラスチェンジするからだ。まあ、クラスチェンジしても下っ端のままだったりする奴も多いが。

  

  「也要注意背后哦？」

  「ちゃんと背後も警戒しなさいよ？」

  

  莉妮娅这么建议我。实际上，森林山猫已经兵分两路，有一部分绕到背后了。它们很聪明，比山贼聪明。不过，如果头脑聪明的话，一般来说就不会成为山贼了，所以这也是没办法的事。

  　リーニャがそう助言してくれる。実際、フォレストリンクスは二手に分かれて一部が背後に回っている。頭がいい。山賊より頭がいい。まあ、頭が良ければ普通は山賊なんかにはならないのでそれも仕方がない。

  

  「看得见吗？」

  「見える？」

  「我要用魔法。」

  「魔法を使う」

  

  我立刻使用红外线视觉的魔法。就算再怎么擅长隐藏身形的野兽混入黑暗之中，只要使用红外线视觉就能轻易捕捉到。

  　即座に赤外線視覚の魔法を使う。いかに身を隠すのが上手い獣が夜闇に紛れていたとしても、赤外線視覚を用いれば捉えるのは簡単だ。

  

  视野切换成红外线。我参考MAP确认敌人所在的方向，看见前方有三只森林山猫。然后，我用MAP确认到有两只潜伏在背后。

  　視界が赤外線に切り替わる。ＭＡＰを参考に敵の居る方向を確認すると、前方に３体のフォレストリンクスが見える。そして、２体が背後に潜んでいるのがＭＡＰで確認できた。

  

  「前方有三只，后方有两只，是森林山猫。」

  「前方に３、後方に２。フォレストリンクスだ」

  「哇，好麻烦……」

  「うわ、面倒……」

  

  森林山猫并非魔物，而是普通的野兽，但它们是会袭击人类的害兽。一旦遇上，基本上就要讨伐……话虽如此，这对新手来说是很难对付的对手。它们会成群狩猎，而且头脑聪明，还会使用复杂的战术。

  　フォレストリンクスは魔物ではなく普通の獣だが、人を襲う害獣だ。遭遇したら討伐するのが基本……とは言え駆け出しには厳しい相手。群れで狩りをする上に頭も良いから複雑な戦術も使ってくるからな。

  

  『感觉就像一群鬣狗大小的狮子。』

  『ハイエナサイズのライオン、って感じですね』

  『这是什么比喻？』

  『何だその例え』

  『因为它们会成群狩猎不是吗？』

  『群れで狩りをするじゃないですか？』

  『鬣狗也会成群结队吧？』

  『ハイエナも群れ作るだろ』

  『因为鬣狗群是女尊男卑。』

  『ハイエナの群れは女尊男卑なので』

  『这是什么坚持啊！？』

  『どういう拘りだよ！？』

  『而且森林山猫不像鬣狗那样，雌性没有鸡鸡。』

  『それに、フォレストリンクスはハイエナみたいにメスにおちんぽ生えてないですし？』

  『呃，所以我说这是什么坚持啊！？』

  『いや、だからどういう拘りだよっ！？』

  

  先不管奥露榭那莫名其妙的坚持。

  　オルシェの意味不明な拘りは置いておいて。

  

  『顺带一提，鬣狗的雌性会用鸡鸡生小孩哦。』

  『ちなみに、ハイエナのメスはおちんぽから子供を生むんですよ？』

  『我不是说先不管了吗！？』

  『置いておくって言ったよなっ！？』

  

  咳咳。

  　こほん。

  前方的三只森林山猫正全速冲来。不过，你们知道吗？

  　前方にいる３体のフォレストリンクスは全速力で駆けてくる。けど、な？

  

  「看招！！」

  「そこっ！！」

  

  我用MAP看得见它们从背后逼近。

  　背後から来てるのは見えてるんだよ。ＭＡＰで。

  我朝从背后逼近的两只射出小刀。小刀精准地贯穿它们的喉咙，一击就夺走它们的性命。

  　背後から迫る２匹にナイフを投げる。それは狙い通りそれぞれの喉を貫き、一撃で死に至らしめる。

  

  「很有一套嘛。那么，这边也是！」

  「やるじゃない。じゃあ、こっちも！」

  

  就在我解决掉两只的时候，剩下的三只已经和莉妮娅短兵相接。她用盾牌挡下突击，化解攻击。巧妙地牵制住两只，朝最后一只挥下战槌，准确地击溃要害，解决掉敌人。不愧是中级冒险者。

  　俺が２体を仕留めた頃には残りの３体はリーニャに接敵していた。突撃を盾で止め、攻撃をいなす。２体をうまく牽制して最後の１体にハンマーを振り下ろし、的確に急所を潰して仕留める。流石は中級冒険者といったところか。

  

  『不要说击溃要害这种话啦！会让人想入非非耶！！』

  『止めてくださいよ急所を潰すとか言うの！ヒュンってなるじゃないですか！！』

  『你身上没有什么会让人想入非非的东西吧！？』

  『お前にヒュンってなるような何かはないだろ！？』

  『是没有！！但心情上会！！』

  『無いですけど！！気分がですね！？』

  『吵死了！！是说，除了鼠蹊部以外，还有其他要害吧！！』

  『やかましいわ！！と言うか、鼠径部以外にも急所はあるだろうが！！』

  

  奥露榭还是一样时不时就对我胡乱干涉。

  　オルシェは相変わらずちょいちょい変なちょっかいかけてくるよな。

  

  打倒三只后，就变成一对一了。和刚才以为没被发现的两只不同，眼前的这只森林山猫果然没有露出破绽。莉妮娅很快就解决掉另一只森林山猫，进入观战模式。嗯，毕竟这个委托本来也包含要让我看清敌人的意思嘛。

  　３体が倒れて１対１になる。気付かれていないと思っていたさっきの２体と違って、目の前の１体は流石に隙を見せてくれない。リーニャは早々にもう１体のフォレストリンクスを仕留めて観戦モードだ。まあ、本来は俺の見極めの意味も含む依頼だからな。

  

  「果然没办法一击解决啊。」

  「流石に一撃は無理か」

  

  我瞄准要害攻击了好几次，但都没有造成致命伤。因为和原本的身体不同，性能被压抑住了。

  　何度か急所を狙って攻撃をするが、致命傷には至らない。本来の身体と違ってスペック抑えめだからな。

  

  『就说了，不要瞄准要害……』

  『だから、急所を狙うとか……』

  『吵死了！？我知道了啦，脖子和眼睛之类的可以吧！！』

  『やかましいわ！？わかったよ、首筋とか目とかって言えば良いんだろ！！』

  『很乖，很好。』

  『素直でよろしい』

  『你以为你是谁啊！？』

  『何様だよ！？』

  『是神哦。』

  『神様ですよ？』

  『我不是那个意思啦！？』

  『そういう話じゃねえんだよ！？』

  

  我一边和奥露榭进行愚蠢的对话，一边持续攻击，却迟迟无法解决掉它。再不快点就糟了。

  　オルシェとバカなやり取りをしながら攻撃を続けるけど、なかなかに仕留めきれない。急がないと拙いんだけどな。

  

  『话说，只要使用外挂技能，一击就能解决了吧？』

  『と言うか、チート使えば一撃ですよね？』

  『这样会对之后的活动造成影响吧！！』

  『それじゃあこの後の活動に支障が出るだろ！！』

  

  如果今后也要继续当冒险者，就不能让别人看到神的力量。

  　これからも冒険者やるなら、神の力を見せるわけにはいかないからな。

  

  「可、恶！！」

  「こ、のっ！！」

  

  在不知道第几次的攻击中，我给予它致命伤。呼，总算解决了。

  　何度目かの攻撃で致命傷を与える。ふぅ、なんとかなったか。

  

  「没办法偷袭的话，战斗力就会大幅下降呢。」

  「奇襲できないと戦闘力がガクッと落ちるわね」

  「……这是个课题。」

  「……課題だな」

  

  毕竟我的能力是专门给予致命伤……平常的攻击力很低。如果能随时偷袭就好了。

  　スペック的に致命打特化だからな……通常時の攻撃力は低いんだよ。常に奇襲できれば良いんだがな。

  不管怎样，总算赶上了。

  　ともあれ、なんとか間に合ったか。

  

  「比起这个，下一批要来了。」

  「それよりも、次が来るぞ」

  「下一批？」

  「次？」

  「有2只半兽人猪怪。」

  「オークボアが２」

  「唔……不是半兽人吗？」

  「う……オークじゃなくて？」

  「是半兽人猪怪。其中一只正在怀孕，另一只也处于受精状态。」

  「オークボアだな。１体は妊娠中、もう１体も受精状態」

  「这下糟了……」

  「最悪じゃない……」

  

  半兽人猪怪是类似半兽人的有害野兽。半兽人是魔物，半兽人猪怪则是动物。差别在于有没有繁殖能力。因为半兽人猪怪和魔物不同，是动物，所以会正常地生孩子。

  　オークボアはオークに似た害獣だ。オークは魔物だが、オークボアは動物。違いは繁殖能力の有無。オークボアは魔物と違って動物だからな。普通に子作りする。

  

  『我注意到了，半兽人是魔物，所以可以强暴却不能怀孕。而且，也不能只让它们移动到女生附近。』

  『私、気付いたんですよね、オークって魔物だからレイプはできても孕ませられないって。それに、女の子だけ狙って移動させるわけにもいきませんし』

  『毕竟要是魔物开始追着女孩子跑，那可就惨了。』

  『まあ、魔物が女の子追いかけ始めたら大惨事だからな』

  『所以，我试着创造了一下。』

  『で、創ってみました』

  『创造个头啦！？』

  『創ってみました、じゃねえだろっ！？』

  

  结果诞生出最糟糕的生物。母的半兽人野猪在受精后会生出小鸡鸡，然后袭击女孩子，用从背后长出的触手抓住对方，把小鸡鸡塞进子宫，把对方变成肉铠。之后再把受精卵送进变成肉铠的女孩子子宫里，让受精卵成长。这就是它的习性。

  　出来上がったのは最悪の生き物だ。オークボアのメスは受精するとちんぽが生えてくる。そして、女の子を襲って背中から生えた触手で捕らえてちんぽを子宮までねじ込んで肉鎧にする。その後、そのまま受精卵を肉鎧にした女の子の子宮に送り込んで育てさせるんだ。

  

  『顺带一提，公的和母的在做爱时并不会像鬣狗那样把小鸡鸡塞进去哦。因为小鸡鸡是在受精后才会长出来。』

  『ちなみに、オスとメスがセックスする時はハイエナみたいにおちんぽに突っ込んだりはしませんよ？生えてくるのは受精してからなので』

  『就算是鬣狗也不会把小鸡鸡直接塞进去啦。它们在做爱时会把小鸡鸡缩回去，好好变成女性的性器官哦。虽然生小孩时会变回小鸡鸡就是了。』

  『ハイエナだってちんぽのまま突っ込まれるわけじゃねえよ。あれ、ヤる時は引っ込んでちゃんと女性器になるからな？生む時はちんぽだけど』

  『咦，是这样吗？』

  『あれ、そうでしたっけ？』

  

  虽然话题扯远了，不过半兽人野猪有两只，而且都是母的。而且其中一只正在受精，另一只则正在怀孕。也就是说，我们得在有女孩子变成肉铠的状态下，和另一只半兽人野猪战斗。真的是最糟糕的状况。幸好在遭遇前打倒了森林山猫。

  　だいぶ話が逸れたが、そのオークボアが２体居る。しかも両方メスだ。その上、１体は受精中でもう１体は妊娠中ときてる。つまり、肉鎧にされた女の子が居る状態で俺達を肉鎧にしようとしてくるもう１体と戦わなければならないって事だ。ホント、最悪の状況だよ。遭遇前にフォレストリンクスを倒せてよかった。

  

 
  第５１話：討伐

  第51话　讨伐

  其中一只半兽人猪怪正在以受精状态大肆送卵子，另一只则已经着床，被抓住的女孩肚子已经隆起。

  　オークボアのうち１体は受精状態で絶賛卵子を送り込む準備中、もう１体はすでに着床済で捕らえられている女の子のお腹はぽっこりと膨らんでいる。

  

  『不过，因为有半兽人猪怪的粗大鸡鸡插在里面，没有怀孕的女孩肚子也鼓起来了！』

  『まあ、オークボアのぶっといおちんぽ入ってるから、妊娠してない子もお腹は膨らんでるんですけどね！』

  『这种事不要说得那么得意！？』

  『自慢気に言う事じゃねえっ！？』

  

  奥尔修真是个没在创造好东西的家伙。

  　ほんとにオルシェはロクなモノ創らねえな。

  被抓住的两个女孩分别是九岁和十七岁左右。顺带一提，九岁女孩已经怀孕了。她隆起的肚子下方呈现半兽人猪怪的鸡鸡形状，看得出是插入状态。话说回来，怀孕之后也继续插入啊。

  　捕まっているのは９歳と１７歳くらいの女の子。ちなみに９歳の方が妊娠中だ。ぽっこりしたお腹の下がオークボアのちんぽの形に膨らんでいて、挿入状態なのが判る。と言うか、妊娠した後も挿入は続けるのな。

  

  『不过，这样比较能牢牢固定住吧？』

  『まあ、その方がしっかりと固定できますし？』

  『真心话呢？』

  『本音は？』

  『这样比较色嘛！』

  『その方がエロいじゃないですか！』

  

  这个没用女神太糟糕了吧！？

  　最悪だこの駄女神！？

  这种事不要说得那么得意！？

  　ドヤ顔で言うことじゃねえだろ！？

  

  『放心吧，因为半兽人猪怪的体液影响，肚子不会破裂。』

  『大丈夫ですよ、オークボアの体液の影響でお腹が破裂したりはしませんから』

  『问题不在这里吧！？』

  『そういう問題じゃねえんだよっ！？』

  

  这个世界虽然不重视处女，却很重视怀孕的经验。尚未着床的女孩已经生了三个小孩，所以还好，但已经着床的女孩是第一次怀孕。真可怜……

  　この世界、処女性は重要視されないが、妊娠の経験は重要視される。未着床の子は既に子供を３人産んでるからそこまででもないが、着床済の子は初妊娠だ。可哀想に……

  

  『哎呀，如果怀孕的是半兽人猪妖的小孩，就算不是第一次怀孕，应该也会很辛苦吧？』

  『いやぁ、オークボアの子供を孕んだとか言ったら初妊娠じゃなくても辛いんじゃないですかね？』

  『创造它们的人是你耶！』

  『創ったのはお前だが！？』

  

  这个没用的女神怎么说得一副事不关己的样子啊？总之，十七岁的女孩很可能在着床前获救。得快点救她才行。

  　何を他人事みたいに言ってるんだ、この駄女神は。ともかく、１７歳の子の方は着床前に助けられる可能性が高い。早いところ助けてやらないとな。

  

  「咕呵呵呵呵。」

  「グフフフフ」

  

  半兽人猪妖发出下流的笑声。不过，那家伙是母的耶……

  　オークボアがいやらしい声を上げて笑う。けど、アレ雌なんだよなぁ……

  

  『简直就像配种大叔呢！』

  『まるで種付けオジサンみたいですネ！』

  『创造它们的人是你吧。』

  『そう創ったのはお前だろ』

  

  顺带一提，虽然它们直立行走，但只是普通的动物。刚才那也不是笑声，而是叫声。它们会袭击人类是出于本能，女孩在生产完后也会正常获释，不会被当成粮食。因为它们是草食性嘛。

  　ちなみに、直立してるがこいつらはただの動物だ。さっきのも笑い声じゃなくて鳴き声なんだよなぁ。人を襲うのも本能だし、女の子も出産が終わったら普通に解放される。別に食糧にされたりなんて事もない。だってコイツラ、草食だし。

  

  『你看嘛，蚊子不也是只有雌蚊会吸血吗？』

  『ほら、蚊だって血を吸うのはメスだけじゃないですか』

  『你从哪里学到这种小知识的啊……』

  『ホント、何処から仕入れてくるんだそんな豆知識……』

  

  就是因为你用这种知识创造出没用的东西，我才会应付不来啊。

  　それを基にろくでもない物を創るから、手に負えないんだよなぁ。

  

  「那边那只还没怀孕，先解决掉它！」

  「そっちの１体は未妊娠だ。先に始末するぞ！」

  「我知道啦！！」

  「わかってるわ！！」

  

  虽然很可怜，但怀孕的话就不会被粗暴对待。不过，怀孕前会受到什么样的对待就不得而知了。怀孕前的女孩的急迫性更高。

  　可哀想だが、妊娠してるなら手荒には扱われない。だが、妊娠前ならどう扱われるかは判らないからな。より緊急性が高いのは妊娠前の娘の方だ。

  

  「上吧！」

  「行くぞ！」

  

  首先是固定住她的触手，必须迅速砍断。怀孕的半兽人猪笼往后退，怀孕前的半兽人猪笼则往前站。嗯，我想也是。

  　まずは固定している触手だ。手早く切り落とす必要がある。妊娠中のオークボアが後ろに下がり、妊娠前のオークボアが前に出る。まあ、そうなるよな。

  我绕到背后砍断触手。砍断两根、三根，最后砍断最后一根，半兽人猪笼就只剩下鸡鸡固定住女孩了。不愧是奥尔修的保证，即使在这种状态下，女孩也不会被甩下来……那根鸡鸡到底有多强啊？

  　背後に回り触手を斬り落とす。２本、３本と斬り落としていき、最後の１本を斬り落とすとオークボアのちんぽだけで固定された状態になる。オルシェがお墨付きを出しただけあって、その状態でも女の子が振り落とされることはない。……どれだけ強いちんぽなんだよ、アレ。

  

  『哼哼♪』

  『ふふん♪』

  『不，这不是值得骄傲的事。』

  『いや、自慢するところじゃねえから』

  

  先别管奥尔修了，集中精神救出女孩吧。受精卵还在半兽人猪笼体内，现在还来得及。

  　オルシェは放っておいて女の子を助ける方に集中しよう。まだ受精卵はオークボアの中にある。今ならまだ間に合う。

  

  「我来压制住它，你去救受害者！」

  「こっちで抑えるわ、貴女は被害者を！」

  「知道了！」

  「わかった！」

  

  莉妮娅用盾牌猛击压制住半兽人猪笼。我趁机冲上去，把半兽人猪笼从女孩身上扯出来。

  　リーニャがシールドバッシュでオークボアを押さえつける。その隙に俺はオークボアを駆け上がり、女の子からちんぽを引きずり出す。

  

  「呼咿！？」

  「フヒィ！？」

  「嗯哈啊♡」

  「んはぁっ♡」

  

  半兽人猪笼的鸡鸡从阴道中被扯了出来。女孩的口中发出有些娇艳的悲鸣，但请原谅我。总比怀孕好。」

  　ずるり、と膣肉からオークボアのちんぽが引きずり出される。女の子の口から若干艶の乗った悲鳴が上がったが、許してほしい。妊娠するよりはマシだろう。

  

  「快离开！！」

  「離れろ！！」

  「好！！」

  「ああ！！」

  

  在我抱着女孩子离开的同时，莉妮娅用锤子朝半兽人猪怪的头部挥下。

  　俺が女の子を抱えて離れるのと同時にリーニャがハンマーをオークボアの頭に振り下ろす。

  

  『我一瞬间还以为你要去小鸡鸡了，结果咻地一下就过去了。』

  『一瞬、おちんぽに行くかと思ってひゅん、ってなりましたよ』

  『我根本没有可以咻的鸡鸡和蛋蛋吧！？』

  『なるようなちんぽも玉もねえだろ！？』

  『只是比喻啦。顺带一提，蛋蛋和卵巢原本就是从同一个东西成长起来的结果，不过会感到卵巢发疼的时候，真要说的话是希望被侵犯的时候呢！』

  『ものの例えですよぅ。ちなみに玉と卵巣は元々同じものから成長した結果ですけど、卵巣が疼くのはどっちかというと犯して欲しい時ですよね！』

  『我现在不需要那种知识！？』

  『今はその知識いらねぇ！？』

  

  现在就先别管奥露榭的无用知识吧。必须收拾掉剩下的1只才行。在1只被打倒的时间点，半兽人猪怪就开始企图逃走了。不过，我可不能让它逃走。

  　オルシェの無駄知識は今は放っておこう。残る１体を片付けないといけない。１体が倒された時点でオークボアは逃走を図っている。けど、それをさせる訳にはいかない。

  我暂且把女孩子放在地上，为了堵住退路而全力绕到它背后。

  　女の子を一旦地面に横たえ、退路を塞ぐ様に全力で回り込む。

  

  「别想逃！」

  「逃がすか！」

  「干得好！就这样压制住它！」

  「よくやったわ！そのまま抑えて！」

  

  半兽人猪怪因为突然出现的我而停下脚步。这时莉妮娅从背后挥下锤子。

  　急に現れた俺にオークボアが足を止める。そこに背後からリーニャがハンマーを振り下ろす。

  然而，半兽人猪怪转过身来，让她的手臂停了下来。这只半兽人猪怪似乎是活得很久的个体，似乎也因为这样而熟知这边的习性。它领悟到自己逃不掉，便毫不犹豫地开始拿自己的孩子当盾牌。」

  　けれど、オークボアが振り向いたことでその腕が止まる。こっちのオークボアは長く生きた個体らしく、それだけこちらの習性を知っているらしい。逃げられないと悟ると躊躇いもなく自らの子供を盾にし始めた。

  

  「嗯、呼♡」

  「ん、ふっ♡」

  

  半兽人猪怪将女孩面向我们，开始缓缓后退。每当半兽人猪怪一动，被摇晃的女孩便发出娇喘。因为受到春药影响，就连轻微的摇晃都会转换成快感。正当我心想这下麻烦了的时候——

  　俺達に女の子を向けたままジリジリと後退を始めるオークボア。オークボアが動く度に揺らされる事になる女の子から甘い声が漏れる。媚薬の影響で僅かな揺れすらも快楽に変換されているからだ。厄介な事になったな、と思ったその時。

  

  「呀啊啊啊啊啊啊！」

  「やああああああ！」

  

  绕到背后的亚基尔发动魔道具，风刃砍断半兽人猪怪的触手。

  　背後に回っていたアジルが魔道具を発動し、風の刃がオークボアの触手を斬り飛ばす。

  

  「趁现在！」

  「今よ！」

  「好！！」

  「おう！！」

  

  女孩随着半兽人猪怪获得解放的肉棒动作被甩来甩去。我冲上前去，抱起女孩狠狠地踹了半兽人猪怪的腹部一脚。

  　ぶるん、と解放されたオークボアのちんぽの動きに合わせて女の子が振り回される。そこに駆け寄り、女の子を抱きかかえると思いっきりオークボアの腹を蹴る。

  

  「嗯、咕……啊啊嗯♡」

  「ん、ぐっ……あぁん♡」

  

  肉棒从阴道内滑出，胎盘和半兽人猪怪的孩子也跟着从子宫内被拖出来。半兽人猪怪的脐带，不只连着受害者，也连着半兽人猪怪的肉棒啊……

  　ずるり、と膣内からちんぽが引き抜かれ、それに併せて子宮の中から胎盤とオークボアの子供が引きずり出される。オークボアのへその緒、被害者だけじゃなくオークボアのちんぽにも繋がってるんだよな……

  

  「接招吧——！！！」

  「くらぇぇぇ！！！」

  

  女孩离开后，莉妮亚的战槌立刻击中半兽人猪怪的腹部。半兽人猪怪受到冲击后退了一、两步，直接倒地不起。

  　女の子が離れた直後、その腹にリーニャのハンマーが叩き込まれる。衝撃で１、２歩後退し、そのまま倒れ込むオークボア。

  

  「别忘了打烂它的头。」

  「忘れずに頭を潰すのよ」

  

  莉妮亚边说边朝半兽人猪怪的头部挥下战槌。毕竟有人会装死嘛。

  　そう言いながら頭にハンマーを振り下ろすリーニャ。まあ、死んだふりする奴は居るしな。

  

  「好，死了吧。」

  「よし、死んだわね」

  

  确认半兽人魔猪已死，我们松了一口气。

  　オークボアが絶命したのを確認し、一息つく俺達。

  十七岁的女孩被抓住的时间还不长，所以还没那么严重，但九岁的女孩被半兽人魔猪抓走的时间很长，因此被下了大量的媚药，现在还一边玩弄着胯间，一边瘫软无力。

  　１７歳の子はまだ捕らわれて間もないからそこまでじゃないが、９歳の子の方は長いことオークボアに捕まっていたからな。その分媚薬漬けになっていたせいで、未だに股間を弄りながらぐったりとしている。

  

  「鸡鸡，插我的小穴……」

  「おちんぽぉ、おちんぽ挿れてぇ……」

  

  这该怎么办啊……

  　これ、どうするよ……

  

 
  第５２話：疑似精液

  第52话　拟似精液

  「来，要来取素材咯。」

  「さ、素材を取るわよ」

  

  莉妮亚放着正在翻搅小穴的女孩子不管，走向被我们讨伐的半兽人。所谓的素材，就是半兽人模拟睾丸里的东西。只要用炼金术分离出具有镇痛效果和催淫效果的特殊液体，就能制作出镇痛剂和催淫剂。

  　まんこをかき回してる女の子を放置して討伐したオークボアに向かうリーニャ。素材というのはオークボアの疑似睾丸の中身だな。鎮痛効果と催淫効果のある特殊な液体で錬金術で分離すれば鎮痛剤と催淫剤を作る事ができる。

  

  「放着被害者不管好吗？」

  「被害者は放置しておいて良いのか？」

  「她没有生命危险。比起这个，素材的新鲜度比较重要。」

  「命の危険はないわ。それより素材の鮮度のほうが大事よ」

  

  这样好吗……

  　いいのか、それで……

  

  『哼哼，我可是有让被强暴的女孩不会受到影响哦！』

  『ふふん、レイプされた娘には影響がないようにしましたからね！』

  『这种努力发挥在别的地方啦！？』

  『その努力はもっと別のところに発揮しろよっ！？』

  

  我一如往常地吐槽奥尔修，然后开始采集。话说回来，采集是要做什么？

  　オルシェにいつものツッコミを入れて採取に向かう。と言うか、採取って何するんだ？

  

  「把脐带扯掉之后，就要像这样玩弄小鸡鸡。」

  「へその緒を抜いたら、こうやっておちんぽを扱くのよ」

  「啥！？」

  「はあっ！？」

  

  莉妮亚一边说，一边扯断连结胎儿和小鸡鸡的脐带，毫不犹豫地开始玩弄半兽人小鸡鸡，也就是半兽人模拟小鸡鸡。话说回来，原来这样就能采集啊……

  　そう言いながらちんぽから胎児に繋がったへその緒を抜き、躊躇いもなくオークちんぽもといオークボアちんぽを扱き始めるリーニャ。と言うか、採取ってそれで行けるんだ……

  

  『哼哼，我可是有让半兽人模拟小鸡鸡就算被杀掉也能射精哦！就是所谓的最后一发！！』

  『ふふん、オークボアは殺されても射精できるようにしておきましたからね！最期の一発って奴ですよ！！』

  『你真的烂透了啦！？』

  『ホント最悪だなお前っ！？』

  

  难怪会建议先分离再杀掉。因为要是因此怀孕，那可受不了。

  　そりゃあ引き離してから殺すのが推奨されるわけだ。それで孕まされたらたまったものじゃないからな。

  话说回来，像这样把兽人的小兄弟拿在手里把玩，感觉超诡异的……

  　と言うか、こう、倒した獣のちんぽを扱くのはすげえシュールなんだが……

  

  「来，好好把玩它。」

  「ほら、ちゃんと扱く」

  「哦、哦哦……」

  「あ、ああ……」

  

  我照着她的吩咐把玩小兄弟。它的前端依然持续喷出拟似精液，完全没有要停止的迹象。

  　言われるままにちんぽを扱く。そのちんぽの先端からはまだ疑似精液が噴き出していて、止まる様子はない。

  

  『嗯，至少能撑个三十分钟。』

  『まあ、３０分は堅いですね』

  『也太久了吧！？』

  『長ぇよっ！？』

  

  为什么要设计成这样……

  　どうしてそんな仕様にしたし……

  总之，我持续把玩小兄弟，直到拟似精液完全喷完，再把精液装进水袋。我用这种方式从半兽人猪鞭身上采取媚药时，正在自慰的女孩靠了过来。难不成……

  　ともあれ、疑似精液が枯れるまでちんぽを扱き、疑似精液を水袋に詰める。そうやってオークボアちんぽから媚薬を採取していたら自慰していた女の子が近寄ってきた。まさか……

  

  「小兄弟、小兄弟……」

  「おちんぽ、おちんぽぉ……」

  「等等！亚基尔，抓住那女孩！」

  「ちょっと！アジル、その子捕まえてて！」

  「好、好的……」

  「は、はい……」

  

  亚基尔从背后架住靠近半兽人猪鞭的女孩。这就是所谓的鸡鸡中毒吗……

  　オークボアちんぽに近づく女の子をアジルが羽交い締めにする。これがちんぽ中毒ってやつか……

  

  「啊，小妹妹♡」

  「あ、おまんこ♡」

  「咿呀♡」

  「ひあっ♡」

  

  正当我这么想时，女孩吸住了我裸露在外的小妹妹。怎么了，突然这样……

  　と、思っていたら女の子が俺のむき出しのまんこに吸い付いてきた。なんだ、いきなり……

  

  『啊，吸收半兽人猪鞭的拟似精液后，就会想舔小妹妹哦。』

  『ああ、オークボアの疑似精液を吸収すると、おまんこを舐めたくなるんですよ』

  『为什么要设计成这样！？』

  『なんでそんな仕様にしたっ！？』

  

  女孩吸住我正在榨取拟似精液的小妹妹。等等，舌、舌头……

  　疑似精液を搾り取る俺のおまんこに吸い付く女の子。ちょ、し、舌……

  

  「喂，手别停下来！」

  「ほら、手を止めない！」

  「小妹妹♡」

  「おまんこぉ♡」

  「嗯嗯♡」

  「んんっ♡」

  

  我一边忍耐着下半身传来的甜美疼痛，一边把玩着肉棒。这得持续三十分钟以上吗……

  　下半身から送られてくる甘い疼きに耐えながらちんぽを扱く。これ、３０分以上も続くのか……

  

  「啾噜、啾噜♡」

  「じゅる、じゅるっ♡」

  「哈、啊♡」

  「は、あっ♡」

  

  女孩子发出声音啜饮着爱液，我则喘息着，模拟精液喷涌而出。莉妮娅则默默地将那些装进水袋。这是什么混沌的景象……

  　音を立てて愛液を啜る女の子。喘ぐ俺。噴き出す疑似精液。それを黙々と水袋に詰めるリーニャ。なんだこのカオス……

  

  「哈、啊……♡」

  「は、あっ……♡」

  「啊哈♡」

  「あはっ♡」

  

  等到收集完模拟精液时，我已经累得精疲力尽了。真是有够惨的……

  　疑似精液を集め終わった頃には俺はもうかなりぐったりとしていた。ひどい目に遭った……

  

  「啊，还有一只……」

  「あ、もう１体……」

  「那边不用了。因为还有受精卵，要是随便拿出来的话，可是会怀孕的哦。」

  「そっちはいいわ。受精卵が残ってるから下手に取り出せば孕まされるわよ」

  

  这么说来，好像还有另一只……我正打算走向另一只时，莉妮娅阻止了我。这样啊，因为还有受精卵，所以不能用吗？

  　そう言えばもう１体居たっけ……と思ってもう１体の方に向かおうとした俺をリーニャが止める。そうか、受精卵が残ってると使えないのか。

  

  「毕竟也有从混入受精卵的模拟精液中孵出半兽人的情况呢。」

  「受精卵が混入していた疑似精液からオークボアが孵ったって話もあるくらいだからね」

  

  那是什么啊，好可怕。是说，那样的话，尸体放着不管不是不太好吗？

  　なにそれ怖い。と言うか、それだと死体を放置は拙くないか？

  

  「尸体要烧掉哦。当然，那边的胎儿也是。」

  「死体は焼却するわよ。もちろん、そっちの胎児もね」

  「呜哇，那个还活着吗……」

  「うわ、アレまだ生きてるのか……」

  

  刚才拔出来的胎儿似乎还活着，它正爬着想要去某个地方。那样很不妙吧。

  　さっき抜いた胎児はまだ生きてるらしい。這いながらどこかに行こうとしてる。ヤバいだろ、あれ。

  

  『生命力真旺盛！』

  『生命力旺盛ですね！』

  『才不是那种等级的！？』

  『そう言うレベルじゃねえっ！？』

  

  收拾完半兽人魔猪的胎儿，再把另一具尸体烧掉。之后就是治疗两名被害者。如奥尔修所说，两人的身体都没有异常。不仅如此，身体还健康到令人惊讶。

  　オークボアの胎児を始末し、もう１体の死体を焼却する。その後は被害者２人の治療だ。オルシェが言った通り２人とも身体に異常はない。それどころか驚くほど健康体だ。

  

  『因为半兽人魔猪的触手会输送营养。』

  『オークボアの触手から栄養が送られてましたからね』

  『那个触手也兼作点滴用啊……』

  『アレ、点滴用も兼ねてるんだ……』

  

  这么说来，触手拔掉后的痕迹看起来就像印章注射器……

  　そう言えば触手外した痕がハンコ注射みたいになってたっけ……

  

  「谢、谢谢你们。」

  「あ、ありがとうございます」

  

  我对十七岁的女孩施展恢复体力的魔法后，她就冷静下来了。毕竟她并没有怀孕。

  　１７歳の方の女の子は体力回復の魔法をかけたらだいぶ落ち着いてきた。妊娠したわけでもないからな。

  问题是九岁的女孩。

  　問題は９歳の子の方だ。

  

  「小鸡鸡、我想要小鸡鸡♡」

  「おちんぽ、おちんぽ欲しいよぅ♡」

  

  她现在依然一边翻搅着小穴，一边渴求着小鸡鸡。媚药的效果相当显著啊……

  　いまだにまんこをかき回しながらちんぽを求めている。媚薬の効果がかなり効いてるな……

  

  「就这样移动……不行吗？」

  「このまま移動するのは……むりか」

  「是啊。至少榭菈大人要是有神官在……」

  「そうね。せめてシエラ様の神官でも居れば……」

  

  ……嗯？

  　……ん？

  为什么话题会变成我的神官？

  　なんで俺の神官の話になるんだ？

  

  『哦，因为强制高潮的魔法可以解除半兽人魔猪的媚药。』

  『ああ、強制絶頂の魔法でオークボアの媚薬は抜けますからね』

  『奥尔修，你又创造出奇怪的魔法了吗……』

  『オルシェ、また変な魔法創ったのか……』

  『讨厌啦，我很久以前就创造了。』

  『いやですねぇ、創ったのはかなり昔ですよ』

  『你承认自己创造了啊？』

  『創ったことは認めるんだな？』

  『糟糕！？』

  『しまった！？』

  

  看来要惩罚她了。

  　お仕置き決定だな。

  我用强制高潮的魔法对奥尔修处以连续高潮之刑。邪恶毁灭了。

  　強制絶頂の魔法でオルシェを連続絶頂の刑に処す。悪は滅んだ。

  

  『嗯咿♡』

  『んひぃっ♡』

  

  ……邪恶消灭了。那么，问题在于那个被下了春药的女孩吧。

  　……悪は滅んだ。さて、問題は媚薬漬けの女の子の方だな。

  

 
  第５３話：逆レの時間だ

  第53话　逆蕾的时间到了

  「那么，这些家伙要怎么办？」

  「それで、こいつらはどうするんだ？」

  

  尽管在意外遭遇战中救助了被害者，但我们还在执行委托，不能轻易回去。该怎么办呢？

  　予想外の遭遇戦で被害者を救助したものの俺達は依頼の最中。簡単に戻るわけにもいかない。どうしたものか。

  

  「放心，我已经联络过了。」

  「大丈夫よ、既に連絡はしたから」

  

  莉妮娅这么说着，拿出冒险者证。仔细一看，那角落附近正闪烁着红光。

  　そう言ってリーニャが取り出したのは冒険者証だ。見ればその角の辺りが赤く点滅している。

  

  「这有紧急联络功能，也能传达简单的状况。」

  「緊急用の連絡機能があるのよ。簡単な状況も伝えられるわ」

  

  仔细一看，它正发出「意外遭遇战，有救助者」的讯号。冒险者证比我想象中还要高科技呢。

  　見れば「予定外の遭遇戦、救助者あり」を示す信号が発せられている。思ったよりハイテクだな、冒険者証。

  

  「鸡鸡、鸡鸡～」

  「おちんぽ、おちんぽぉ」

  「等、等等，请救救我啊！？」

  「ちょ、ちょっと、助けてくださいよ！？」

  

  我正一边佩服一边看着冒险者证时，听见了这样的惨叫声。

  　感心しながら冒険者証を見ていたらそんな悲鳴が聞こえてくる。

  仔细一看，亚基尔被一个九岁女孩压在身下。她的手正拉着他的裤子，露出他的鸡鸡。

  　見ればアジルが９歳の女の子に組み敷かれていた。ズボンを引きずり下ろされ、ちんぽが露出している。

  

  「我知道了，我知道了！！」

  「わかりました、わかりましたから！！」

  

  亚基尔似乎放弃了，他用收纳魔法收起裤子，露出下半身。女孩扑了上去，发出「滋啵滋啵」的声音舔舐着。

  　観念したのかアジルはズボンを収納魔法でしまい、下半身を露出する。そこに女の子が飛びついた。ぺろぺろぴちゃぴちゃと音を立てながら舐めしゃぶる女の子。

  

  「呜、呜呜……」

  「う、うう……」

  「嗯♡啾♡啾噜♡啾啵♡」

  「んっ♡ちゅっ♡じゅるっ♡じゅぽっ♡」

  

  女孩用连娼妇都相形见绌的技巧服侍着亚基尔的鸡鸡。

  　娼婦顔負けのテクニックでアジルのちんぽに奉仕する女の子。

  

  「不，这孩子是娼妇哦？」

  「いや、この子娼婦よ？」

  「……啥？」

  「……は？」

  

  啊，真的耶。我看了状态列，她变成娼妇了。根据纪录，她好像是在前往王都的娼馆途中。不过，她这个年纪就当娼妇，是发生什么事了吗？

  　あ、本当だ。ステータスを見たら娼婦になっている。ログによると王都の娼館に向かう途中だったみたいだな。しかし、この歳で娼婦って何があったんだ？

  

  「只是因为喜欢做爱吧？」

  「エッチが好きだっただけなんじゃないの？」

  「是这样吗？会不会是被当成奴隶，硬是被强迫的？」

  「そういうものか？奴隷にされて無理やりとかじゃ？」

  「要是做出那种事，榭菈大人会降下神罚哦。」

  「そんな事したらシエラ様の神罰が下るわよ？」

  「……啥？」

  「……は？」

  

  这是什么意思？

  　どういうことだ？

  

  『嗯嗯♡』

  『んんっ♡』

  『我会停手，所以你快说，好吗？』

  『止めてやるから喋れ、な？』

  『请不要停手♡』

  『止めないでくださいっ♡』

  『……你要是说了，我就继续。』

  『……喋ったら続けてやるが？』

  『因为对幼女做出过分的事，当然需要惩罚吧？』

  『そりゃあ、幼女に無体な事をすれば罰は必要ですよね？』

  『你为什么不自己动手？』

  『なぜ自分でやらない？』

  『如果可以让大陆沉没，我就会动手哦。不过只有幼女可以得救哦。』

  『大陸沈めてよければやりますけど？幼女以外は助かりませんよ？』

  『……』

  『……』

  

  嗯，好吧，我就承认这是必要的处置。这家伙的神罚还真是随便啊。

  　ま、まあ、必要な措置と認めよう。ホント、こいつの神罰は大雑把だよな。

  

  『不过，只有在太过分的情况下哦。毕竟基本上都是应该靠我们自己解决的问题。』

  『まあ、あまりに酷い場合だけですよ。基本的には自分達の手で解決すべき問題ですしね』

  『既然这样，那好吧。』

  『それなら、まあ、いいか』

  『比起这个，继续吧♡』

  『それより、続きぃ♡』

  『啊——好好好。』

  『あー、はいはい』

  

  我再次开始对奥露榭施加责罚，将意识拉回蕾奈身上。在那边，亚基尔已经被压倒在地，正被逆奸着。

  　オルシェへの責めを再開して意識をレネに戻す。そちらでは既にアジルが組み敷かれて逆レイプされていた。

  

  『嗯嗯♡这是逆种马式体位，又叫亚马逊式体位。』

  『んんっ♡逆種付けプレス、またはアマゾンポジションって奴ですね』

  『……你在做什么？』

  『……何をやってる？』

  『正好可以拿来当作配菜……哈嗯♡』

  『オカズにちょうど良くて……はぁんっ♡』

  『这家伙太差劲了吧！？』

  『最悪だこいつ！？』

  

  不要反过来偷窥别人自慰啊。你有被惩罚的自觉吗？什么叫做配菜啊……

  　逆レ覗いて自慰行為に耽るんじゃねえよ。お仕置きされてる自覚はあるか？なんだよオカズって……

  算了，奥露榭的事情就先放一边吧。

  　まあ、オルシェの事は置いておこう。

  

  「……这样好吗？」

  「……いいのか？」

  「总比发疯要好。我姑且有用魔道具警戒着。」

  「発狂するよりはマシよ。一応魔道具で警戒はしてるわ」

  「这样啊。」

  「そうか」

  

  我向莉妮娅确认，她似乎容许逆奸。不过，要是她发疯也很麻烦。这么说来，另外一位……正偷瞄着逆奸呢。不过，这边的状况没那么糟糕，所以她应该不至于发疯吧。

  　リーニャに確認したが、逆レイプは容認するようだ。まあ、発狂されても面倒だしな。そういえばもう一人の方は……逆レをちらちら見てるな。まあ、こっちはそこまでひどい状況じゃなかったから発狂寸前ってわけでもないんだろう。

  

  「那、那个，自从和丈夫死别后就没碰过了……」

  「そ、その、夫と死に別れてからご無沙汰で……」

  「哦、哦。」

  「お、おう」

  「虽然是半兽人猪头，但久违的鸡鸡让身体感到饥渴……」

  「オークボアとはいえ、久々のおちんぽで身体が疼いてしまって……」

  「哦……」

  「おう……」

  「等那孩子结束之后，你可以在帐篷里和亚基尔搞一发哦。」

  「あの子が終わったらテントの中でアジルをファックしていいわよ」

  「哦、哦！？」

  「お、おうっ！？」

  「可以吗！？」

  「いいんですかっ！？」

  

  听着17岁女孩的借口，不知不觉间已经搭好帐篷的莉妮娅擅自开始说这种话。这样好吗？亚基尔的意愿呢？

  　１７歳の女の子の言い訳を聞いていたら、いつの間にかテントを張り終わったリーニャが勝手にそんな事を言い始める。いいのか、それで？アジルの意思は？

  

  「亚基尔是我的东西，所以没关系。」

  「アジルは私のものだからいいのよ」

  「哦、哦……」

  「お、おう……」

  

  你们是什么关系啊？

  　どういう関係だ、それ？

  

  『因为是肉跳蛋啊——？』

  『肉バイブですからねー？』

  『这么说来是这样没错……』

  『そう言えばそうだったわ……』

  

  你把这当成借跳蛋的感觉吗……

  　バイブを貸すくらいの感覚で言ってんのか……

  不，一般根本不会借还跳蛋吧！？

  　いや、バイブの貸し借りとか普通しねえよっ！？

  

  『咦？肉跳蛋的借还好像还满常见的哦？』

  『え？肉バイブの貸し借りは割とするみたいですよ？』

  『你明明是处女，为什么会知道这种事啊？』

  『お前、処女のくせになんでそんな事知ってるんだよ』

  『这个嘛，因为我有偷看啊？』

  『まあ、覗いてますし？』

  『这家伙竟然给我理直气壮起来了……』

  『こいつ、開き直りやがった……』

  

  算、算了，就当作是这么回事吧。

  　ま、まあ、そういうものだという事にしておこう。

  

  「如果你想要的话，我可以借你哦？」

  「貸して欲しいなら貸すわよ？」

  「不，我才不要！？」

  「いや、要らないが！？」

  

  就在我们如此交谈的时候，刚刚逆奸亚基尔的女孩子已经高潮了，接着换十七岁的女孩子用小穴吞下亚基尔的鸡鸡。是说，逆种马挤压术还在继续啊……

  　そんなやり取りをしているうちにアジルを逆レイプしていた方の女の子は絶頂に達し、それと入れ替わるように１７歳の女の子がアジルのちんぽをまんこで飲み込む。というか、逆種付けプレスは継続なんだ……

  结果，被两个女孩子轮流逆奸的亚基尔，直到王都的回收部队抵达前一刻才获得解放。

  　結局、代わる代わる２人の女の子に逆レイプされたアジルが解放されたのは王都から回収部隊が到着する直前だった。

  ……是说，时机未免太巧了，其实你们是在等他们结束吧？

  　……と言うか、あまりにもタイミングが良かったんだが、実は終わるの待ってたんじゃないか？

  

 
  第５４話：異世界流、高山病のエロい治し方

  第54话　异世界流高山病的色情疗法

  「鸡鸡、鸡鸡……」

  「ちんぽ、ちんぽぉ……」

  

  回收部队抵达之后，九岁女孩仍像是在说梦话一般，不断嚷着要鸡鸡。看来她病得不轻。

  　回収部隊が到着した後も、９歳の子の方はちんぽを求めてうわ言のように喚いている。重症だな。

  

  「没事的，马上就会结束。」

  「大丈夫ですよ、すぐ済みますからね」

  

  不过回收部队也已经习惯了，他们毫不留情地将振动棒塞进九岁女孩的穴中。

  　けど、回収部隊の方も慣れたもの。容赦なく９歳の子のまんこにバイブをねじ込む。

  

  「嗯咿♡」

  「んひぃっ♡」

  

  接着，他们将发出惨叫高潮的女孩绑在狮鹫上，开始运送。居然毫不留情地裸体吊着人家，真是无情。

  　そして、そんな悲鳴を上げて絶頂に達する女の子をそのままグリフォンに括り付けて運び始める。裸吊りとか容赦ないな。

  

  「因为穿上衣服会罹患高山症。」

  「服を着せると高山病になりますからね」

  「……啥？」

  「……は？」

  「女孩子只要裸体，就能因为榭菈大人的庇佑而不会罹患高山症。」

  「女の子は裸だとシエラ様の加護で高山病にはなりません」

  「……」

  「……」

  

  好，来听听她的说明吧。

  　よし、説明を聞こうか。

  

  『其实，哈♡就算不是裸体，嗯♡就算在做爱时穿着衣服，啊♡也没关系哦？』

  『別に、はっ♡裸じゃなくても、んっ♡セックス中なら着衣でも、あっ♡大丈夫ですけど？』

  『你到底是想娇喘还是说明，选一个吧。』

  『喘ぐか説明するかどっちかにしようか』

  『哈啊♡这样，好舒服♡再来，再来♡』

  『はぁっ♡これ、きもちいいっ♡もっと、もっとぉ♡』

  『喂！？』

  『うぉいっ！？』

  

  这家伙居然毫不犹豫地选择娇喘。

  　こいつ、躊躇いなく喘ぐ方を選びやがった。

  

  『……〔强制绝顶〕。』

  『……［強制絶頂］』

  『呀啊啊啊啊啊啊啊啊♡』

  『ひあぁぁぁぁぁぁぁっ♡』

  『……然后呢？』

  『……それで？』

  『呜呜，强制进入贤者时间好过分。』

  『うう、強制賢者タイムとか酷い』

  『吵死了，快给我说明！！』

  『やかましい、いいから説明しやがれ！！』

  

  我强制让她高潮，进入贤者时间解除兴奋状态。这下子总算能好好说话了。

  　強制的に絶頂させ、賢者タイムに突入させて興奮状態を解除する。これでやっとまともに話ができる。

  

  『你看，天空不就是榭菈小姐的领域吗？』

  『ほら、空ってシエラさんの領域じゃないですか』

  『嗯，是啊。』

  『まあ、そうだな』

  『高山症也是榭菈小姐的领域哦。』

  『高山病もシエラさんの領分なんですよ』

  『嗯，我也不是不能理解。』

  『まあ、わからなくもない』

  『高山症就是稍微运动一下就会喘不过气来对吧？』

  『高山病って言ったらちょっとの運動で息が切れるやつですよね？』

  『嗯，也有那种层面。』

  『まあ、そういう面もあるな』

  『然后，说到登山运动，不就是在帐篷里做爱吗？』

  『で、登山で運動と言ったらテントでセックスじゃないですか』

  『原来如……喂，你那是什么偏见啊！？』

  『なるほ……っておい、何だその偏見は！？』

  『所以，我在山里做爱的时候，都会注意不要得高山症！』

  『というわけで、山でのエッチ中は高山病にならないようにしました！』

  『听我说话啊！？』

  『話を聞けぇっ！？』

  『比起那个，快点……』

  『それより早くぅ……』

  

  奥露榭这家伙，真的是为所欲为啊。不过，再继续惩罚她也只是让奥露榭开心而已……

  　オルシェのやつ、ホントやりたい放題だな。しかし、これ以上お仕置きしてもオルシェを喜ばせるだけだし……

  正当我在寻找有没有什么好魔法的时候，一个魔法吸引了我的目光。

  　と、なにか良い魔法がないかを探していると、一つの魔法が目に止まる。

  

  『……〔禁止绝顶〕。』

  『……［絶頂禁止］』

  『呼欸！？』

  『ふぇっ！？』

  『原来有这种魔法啊。』

  『こんな魔法あったんだなぁ』

  『好过分！？那不是就算快高潮了也高潮不了的魔法吗！！』

  『酷いっ！？それ、イきそうになってもイけなくなるやつじゃないですか！！』

  『所以，你就暂时保持这样吧。』

  『というわけで、しばらくそうしてろ』

  『不要啊！！我的自慰生活啊！！？』

  『いやぁっ！！私の自慰ライフがぁっ！！？』

  

  谁管你啊，给我好好反省。

  　知るか、反省しやがれ。

  好了，就先放着奥露榭不管。

  　さて、オルシェはこのまま放置するとして。

  

  「那么，我们就先告辞了。」

  「では、我々はこれで」

  

  回收部队的成员们一边这么说，一边回收被害者。他们已经很习惯了呢。

  　そう言いながら被害者を回収していく回収部隊の方々。慣れたものだな。

  

  「好了，虽然发生了很多事，但还是继续吧。」

  「さ、色々あったけど続けるわよ」

  「我不会再射了啦。」

  「もう出ませんよぅ」

  「我是说要继续下山啦，你这色鬼肉棒！！」

  「下山を続けるって言ってんのよこの色ボケ肉バイブっ！！」

  

  莉妮亚的「继续」一词令亚基尔感到战栗。嗯，从他至今为止的行动来看，也是理所当然的反应。

  　リーニャの“続ける”という言葉に戦慄するアジル。まあ、今までの行動見てればなぁ。

  话虽如此，我们还在休息途中。要下山得先睡一觉再说。顺带一提，莉妮亚一进账篷就一边说要进行睡前运动，一边把亚基尔推倒了。

  　といっても、俺達は休憩の途中だったからな。下山するのは一眠りしてからだ。ちなみに、リーニャはテントに入るなり寝る前の運動とか言いながらアジルを押し倒した。

  

  「你果然还是要做嘛。」

  「やっぱりヤるんじゃないですかぁ」

  「你嘴上这么说，自己还不是硬梆梆的。」

  「そう言いながらアンタもおっ勃ててるじゃないの」

  「哈嗯♡」

  「はぅんっ♡」

  

  ……

  　……。

  结果我们醒来时已经过了中午。我们有些疲倦地收起帐篷，再次开始下山。我们沿着道路往山脚前进，但身体果然还是很沉重。

  　結局、俺達が起きたのは昼を過ぎてからだった。若干だるそうにしながらテントを畳み下山を再開する。街道を麓に向かって進んでいるのだが、流石に身体が重いな。

  

  「啊——你也把衣服脱掉比较好吧？」

  「あー、アンタも服脱いだ方が良いんじゃない？」

  「……」

  「……」

  

  一脱衣服身体状况就会变好，总觉得难以接受。莉妮亚她们已经习惯了，但我在那么激烈的战斗中之所以没有喘气，似乎是因为我脱掉了下半身。一旦穿上衣服就变成这样了。虽说是经过整修的道路，但海拔依然很高，光是走路就令人喘不过气。从途中的旅店开始，人潮就增加了，不过也有零星几个脱了衣服的女孩子。

  　服を脱ぐと体調が良くなるのはなんか納得いかねぇ。慣れてるリーニャ達は別にして、俺があれだけの戦闘をしても息を切らさなかったのは下を脱いでいたかららしい。服を着たらこの有様だ。整備された道とはいえ、標高が高い事に変わりはないため、歩いてるだけでも流石に息が苦しい。途中の宿場を過ぎた辺りから人が増えてきたのだが、脱いでいる女の子もちらほら居る。

  

  「女孩子真好呢。男人必须在双方同意之下，用铁路便当的方式侵犯幼女，否则无法得到榭拉大人的庇佑。」

  「女の子は良いですよねぇ。男は幼女を合意の上で駅弁で犯してるとかじゃないとシエラ様の加護を受けられないんですよ」

  「如果是你，光是脱衣服就能得到庇佑了吧？」

  「アンタなら脱ぐだけでも行けるんじゃないの？」

  「我十岁前的时候确实办得到。」

  「年齢一桁の頃はいけたんですけどねぇ」

  

  原来你办得到啊。话说回来，旅店里的女孩子都是这样吗？为了治疗高山症而和幼女做爱，怎么想都太疯狂了吧。喂，奥露榭？

  　行けたのかよ。と言うか、宿場に居た女の子はそれか。高山病の治療には幼女とセックスとか、頭おかしいとしか思えないんだが。なあ、オルシェ？

  

  『我明明想高潮的说……』

  『イきたいのにぃ……』

  『谁叫你在我进入贤者时间的时候开始自慰。』

  『せっかく賢者タイムにしてやったのに自慰始めるからだろ』

  『因为是幼女铁路便当式做爱啊！？』

  『だって、幼女の駅弁セックスですよっ！？』

  『吵死了！？』

  『やかましいわっ！？』

  

  没错，只要有钱就能雇用幼女来预防高山症。有钱的商人经过这条道路时一定会雇用，所以旅店里随时都有幼女待命。因此，也有许多幼女是靠这个方法赚钱。被欧克野猪袭击的似乎也是其中一人。

  　そう、お金を持っていれば幼女を雇って高山病対策ができる。金持ちの商人とかがこの街道を通る時は必ず雇うし、宿場には治療のために幼女が常駐している。というわけで、それで稼いでる幼女も多い。オークボアに襲われたのもそんな子の一人らしい。

  

  『话说回来，欧克野猪的雄性怎么样了？』

  『そう言えば、オークボアの雄はどうなったんだ？』

  

  如果有受精的雌性，应该会有雄性存在。

  　受精した雌が居るならどこかにさせた雄が居るはずだ。

  

  『哦，雄性在怀孕时大多会死掉。』

  『ああ、雄なら孕ませた時にたいてい死にますよ』

  『……啥？』

  『……は？』

  『雄性是类似小牛的完全野兽，但被雌性反过来压住时，通常会被压扁。』

  『雄はうり坊みたいな感じの完全な獣なのですが、メスに逆レされてたいてい潰されます』

  『……』

  『……』

  

  好可怜……无论是人还是野兽，雄性都是严苛的世界。

  　切ねぇ……人も獣も雄には厳しい世界だ。

  

  『咦？雌性除了幼女和少女以外，我也很难接受啊。尤其是巨乳。』

  『え？別に雌も幼女とか少女以外には厳しいですよ？特に巨乳とか』

  『……』

  『……』

  

  这个没用女神真的很过分耶。

  　ほんと酷い駄女神だな。

  

 
  第５５話：盗賊団

  第55话　盗贼团

  之后我们花了约半天的时间走下山路。从山路转为平地的那一带森林也十分茂密，不难理解为何盗贼经常藏匿于此。

  　それから半日ほどかけて山道を下る。山道から平地に変わる辺りは森も深く、盗賊が潜んでいる事も多いのも頷ける。

  嗯，果然有。

  　まあ、居るよなぁ。

  

  「如何？」

  「どう？」

  「有。」

  「居るな」

  「有必要穿成这样吗！？」

  「この格好、必要ですかぁっ！？」

  「有必要。」

  「必要よ」

  

  我们拟定的作战计划是以亚基尔为诱饵，引出盗贼团。因此我让亚基尔穿上短裤。

  　俺達が立てた作戦はアジルを囮に使い盗賊団を誘き出すというものだ。そのためにアジルには短パンを穿かせている。

  

  『哎，虽然正太就是要穿短裤，但他的年龄是不是有点太大了？』

  『まあ、ショタには短パンですけど、ちょっと年齢が上過ぎませんか？』

  『我也是这么想，但还是上钩了。』

  『俺もそう思ったんだが、釣れちゃったんだよなぁ』

  『无法理解，无法理解！！』

  『解せぬ、解せぬぅ！！』

  『算了，只要人数够多就行了吧？』

  『まあ、数さえ揃えれれば良いんじゃないか？』

  

  毕竟亚基尔的外表也不差，要被盯上也十分……

  　まあ、アジルも見た目は悪くないからな。狙われるには十分……

  

  『他的小鸡鸡确实不错。』

  『確かに、良いおちんぽでしたね』

  『没错没错，虽然还很细，但长度已经能抵达子宫……呃，不是这样啦！？』

  『そうそう、まだ細いんだけど長さは子宮に届くほどで……って、そうじゃねえんだが！？』

  『看来您很享受呢？』

  『ずいぶんお楽しみでしたね？』

  『少啰嗦！？』

  『やかましいわっ！？』

  

  总之，能钓到盗贼团是很大的收获。不过，因为整个MAP都看得一清二楚，就算不特地引诱也能知道他们的所在位置，但没有传达手段。要是蕾奈知道就太不自然了。

  　ともかく、盗賊団が釣れたのは大きい。まあ、ＭＡＰで丸見えだから別に釣らなくても居場所は判ってるんだが、伝える手段がないからな。レネが知ってたら不自然だ。

  

  「敌人呢？」

  「敵は？」

  「右边4人，左边4人，正面2人。」

  「右に４、左に４、正面に２だ」

  「有看起来很强的吗？」

  「強そうなのは居る？」

  「正面。」

  「正面だな」

  

  正面的两人是盗贼团的头目和其亲信，种族是牛兽人。虽然姑且算是女性，但头完全是牛，而且是巨乳双峰，而且还是在肚子上。

  　正面の２人が盗賊団のボスとその側近。種族は牛獣人だ。一応女性だが頭は完全に牛だし、巨乳だけど複乳で、しかも腹にあるんだよなぁ。

  

  『牛不弄成巨乳不行吧？』

  『流石に牛は巨乳にしないとだめじゃないですか？』

  『那为什么会变成那样？』

  『それでどうしてああなった？』

  『你不觉得以种族来说，巨乳是不可原谅的吗？』

  『種族的に巨乳とか、許せないと思いません？』

  『那就别弄啊！！』

  『じゃあ作るなよ！！』

  『不是，你想嘛，让牛头或马头来强暴不是固定桥段吗？』

  『いや、ほら、牛頭とか馬頭にレイプさせるのって定番じゃないですか』

  『不要只为了强暴就创造种族啊！？』

  『レイプのためだけに種族作るんじゃねえっ！？』

  

  半兽猪人也勉强算是踩线出局，牛兽人和马兽人好歹是亚人吧！？

  　オークボアでもギリギリアウトだが、牛獣人とか馬獣人は一応亜人なんだが！？

  

  『没什么，只是性欲比较强而已哦。要不要强暴，端看那个人的性格而定——』

  『別に、ちょっと性欲強いだけですよ？レイプするかどうかはその人の性格次第ですねー』

  『这么说也对。』

  『それもそうか』

  『不过，牛兽人男性不太会对牛兽人女性发情就是了。』

  『まあ、牛獣人の男は牛獣人の女にあまり欲情しないんですけどね』

  『那不就没救了吗！？』

  『駄目じゃねえか！？』

  

  真亏那种种族能存续下来……

  　よく種族として存続できるな、それ……

  

  『会拿人类娼妇当炮灰……』

  『人間の娼婦とかを当て馬に使って……』

  『是牛吧？』

  『牛だよな？』

  『……』

  『……』

  『……』

  『……』

  

  算了，现在剿灭盗贼比较重要。

  　まあいい、今は盗賊退治の方が大事だ。

  

  「要从哪边开始打？」

  「どちらから倒す？」

  「从正面吧。只要打倒头目，剩下的就只是乌合之众。」

  「正面から、かな。頭を倒せば後は烏合の衆だからな」

  

  以人数为优先，还是先击溃强敌，是宗教派别分歧的地方。

  　数を減らすのを優先するか、強敵を先に潰すかは宗派が分かれるところだ。

  

  『先杀补师不是吗？』

  『まずは回復役から殺すのでは？』

  『喂，你杀意好强啊！？』

  『殺意高いな、おいっ！？』

  『咦，基本上是这样吧？』

  『え、基本では？』

  『那是哪个世界的常识啊！？』

  『どこの世界の基本だよ！？』

  『就是这个世界啊？』

  『この世界ですが？』

  

  这里真的是那么杀气腾腾的世界吗……

  　そんな殺伐とした世界だったっけ、ここ……

  不过，只要有补师在，敌人就会不断复活。以战略来说，这应该没有错……

  　まあ、でも、回復役が居ると敵が何度でも起き上がってくるからな。戦略として間違ってはないんだよなぁ……

  

  『啊，可是，补师基本上都是用神圣魔法吧？』

  『あ、でも、回復って基本は神聖魔法だよな？』

  『？？是啊？』

  『？？そうですね？』

  『也就是说，也会有失败的时候吧？』

  『という事は、失敗することもあるよな？』

  『是、是啊，祈祷没有传达给神明……啊！？』

  『ま、まあ、祈りが届かない事は……はっ！？』

  『没错没错，就是偶尔会连续发生祈祷没有传达给神明的事吧？』

  『そうそう、まあ、たまたま連続で祈りが届かない事もあるよな？』

  『你是魔鬼吗！？』

  『鬼ですかっ！？』

  

  因为盗贼神官信仰的对象是我嘛。

  　だって、盗賊の神官、信仰してるの俺だしな。

  

  『是、是信徒哦。』

  『し、信者ですよ？』

  『是你扭曲的我的形象吧？』

  『お前が歪ませた俺のイメージだよな？』

  『是幼女哦！？』

  『幼女ですよ！？』

  『这才是你的真心话吗！？』

  『そっちが本音かよ！？』

  

  榭拉神官是个幼女啊。其他人都还是大人，为什么只有这个女孩……

  　シエラ神官、幼女なんだよなぁ。他の連中は大人なのに、なんでこの娘だけ……

  

  『因为她是奴隶吧？』

  『奴隷だからじゃ？』

  『哦，这个啊。』

  『ああ、これかぁ』

  

  原来如此，她被当成奴隶使唤啊。既然如此，我就想救她了。

  　なるほど、奴隷にされてこき使われてるのか。それなら助けてやりたいよな。

  

  『顺带一提，她好像是个男孩子气的女孩哦。』

  『ちなみにボクっ娘らしいですよ？』

  『好，去救她吧。』

  『よし、助けよう』

  

  嗯，这一定要救才行。话虽如此，以奴隶身份被迫战斗的她，现在是讨伐对象，该怎么办才好呢？

  　うん、それは助けないとだめだな。とはいえ、奴隷として戦わされている今の状態じゃ普通に討伐の対象だし、どうしたものかな。

  

  『去救她不就好了吗？』

  『助けに行けばよいのでは？』

  『蕾莉亚去救她不是很不自然吗？』

  『レネが助けに行くのは不自然じゃねえ？』

  『所以，只要榭菈小姐去救她就行了。』

  『だから、シエラさんが助けに行けばいいんですよ』

  『……原来还有这招啊。』

  『……その手があったか』

  

  也对，没必要非得用蕾奈的身体行动不可。

  　そうだよな、何もレネで活動する必要はないんだよな。

  我暂时回到原本的身体，再转移到森林里。蕾奈等人正好正在突击盗贼团的头目。左右两边的盗贼发现后，连忙想追上去……

  　意識を一度本来の身体に戻し、そこから森の中に転移する。向こうでは丁度レネ達が盗賊団のボスに突撃したところだ。それに気付いた左右の盗賊達が慌てて追いかけようとするが……

  

  「失礼一下。」

  「少々失礼いたしますわ」

  

  我立刻歼灭其中一边，也就是有假小子的那三个盗贼，顺便解除他们的奴隶纹。

  　そのうちの片方、ボクっ娘が居る方の盗賊３人を即座に殲滅し、併せて奴隷紋も解除する。

  

  「不……不会吧……」

  「う、うそ……」

  

  少女一脸茫然地抬头看着我。

  　呆然とした顔で俺を見上げる少女。

  

  『你要毫不留情地杀掉盗贼吗？』

  『盗賊は容赦なく殺すんですね？』

  『因为那三个人确定是坏人嘛。』

  『３人は確定で悪人だったしな』

  『不过，反正都是巨乳，无所谓。』

  『まあ、巨乳だからどうでもいいですけど』

  『你的判断标准是不是怪怪的？』

  『お前の判断基準、おかしくねえ？』

  『先别管这个了，重点是那个假小子！』

  『そんな事よりボクっ娘ですよ！』

  『……』

  『……』

  

  好吧，我承认应该先关心假小子。

  　まあ、ボクっ娘のケアが先なのは認めよう。

  

  「……女神大人？」

  「……女神様？」

  「什么事？」

  「はい？」

  「您是来救我的吗？」

  「ボクを助けに来てくれたんですか？」

  「是……是啊……」

  「え、ええ……」

  

  嗯，我确实是来救她的。这没什么好隐瞒的，善良的信徒有难，出手相助是理所当然。

  　まあ、助けに来たのは確かだしな。別に隠すことじゃないし、善良な信徒が困っているなら助けるのは当然だ。

  

  『只是忠于欲望而已吧？』

  『欲望に忠実なだけでは？』

  

  ……唯独你没资格说我。

  　……お前にだけは言われたくないんだが？

  

 
  第５６話：聖水

  第56话　圣水

  「女神大人，我的小穴……怎么样……♡」

  「女神さま、どうですか、ボクのおまんこぉ……♡」

  「呃，嗯，你的小穴紧紧吸住我的手指，非常棒哦。」

  「え、ええ、指にきゅうきゅうと吸い付いてきて素敵ですよ？」

  

  事情为什么会变成这样……

  　どうして、こうなった……

  我救了被强盗掳走的假小子，到这边为止都还好，但不知为何，她却以答谢为由，跟我做了爱。

  　盗賊に奴隷にされていたボクっ娘を助けたまでは良かったのだが、何故かお礼と称してエッチすることになってしまった。

  说真的，事情为什么会变成这样？

  　ホント、どうしてこうなった？

  

  『因为献给榭拉小姐的供品就是性行为嘛。』

  『シエラさんへの供物といえば性行為ですからね』

  『可恶的奥露榭……』

  『おのれオルシェ……』

  『比起这个，你可以解除禁绝顶令吗？』

  『それより、絶頂禁止を解いてくれませんかね？』

  『我拒绝。』

  『断る』

  『好过分！！不能自慰根本是折磨人！！』

  『酷い！！自慰できないなんて生殺しですよ！！』

  『别偷看不就好了？』

  『覗かなければいいだけだろ？』

  『她可是难得一见的假小子幼女耶！？』

  『せっかくのボクっ娘幼女なのにっ！？』

  『这是惩罚，当然要禁止啊！！给我稍微反省一下！！』

  『罰なんだから当然だろ！！少しは反省しろ！！』

  『我之后会反省的！！』

  『後で反省しますから！！』

  『现在做不到的事，之后怎么可能做到！？』

  『今できないものが後でできるわけ無いだろ！？』

  

  ……奥露榭就先别管了，现在得先应付假小子。

  　……オルシェはもう放置しよう。今はボクっ娘の相手をするのが先だ。

  

  「请再多玩弄一下我的里面♡」

  「もっと、ボクの奥を弄ってくださいっ♡」

  

  假小子紧抓着我，摇晃着腰部。呃，她的名字是蕾拉吧。她有着一头蓝银色的鲍伯短发，以及毫无起伏的身体。年龄是7岁，所以比我大一岁。

  　俺にしがみつきながら腰を揺するボクっ娘。ええと、名前はレーラか。青銀のショートボブに起伏のない身体。年齢は７歳だから俺のひとつ上だな。

  

  「呼，啊♡好舒服♡再多、再多玩弄一下我的阴道♡」

  「は、あっ♡気持ちいいっ♡もっと、もっとボクの腟内をかき回してぇ♡」

  

  子宫上方的淫纹散发出妖异的光芒，从那里传来的快感让蕾拉越来越兴奋。

  　子宮の上には淫紋が刻まれ妖しく光っている。そこから送られる快感がレーラを昂ぶらせていく。

  

  「不、行♡我、我、要、泄、了♡」

  「だ、めっ♡ボク、ボク、もう、い、くぅ♡」

  

  蕾拉一边猛烈地摇晃着腰部，一边用爱液沾湿我的手指。我每次用手指搅弄，就会发出咕啾咕啾的淫荡水声。

  　腰をガクガクと揺らしながら俺の指を愛液で濡らすレーラ。俺が指を掻き回す度にじゅぷじゅぷと淫らな水音が聞こえる。

  

  「啊，呼♡女神大人，我、泄了……♡」

  「あ、はっ♡女神さま、ボク、イッちゃった……♡」

  

  蕾拉用心神荡漾的表情看着我。糟糕，好色……

  　蕩けた顔で俺を見るレーラ。やっべ、エロ……

  

  「女神大人，可以给我圣水吗……」

  「女神さま、ボクに聖水をいただけませんか……」

  

  就在我因为太过色情而看得入迷时，她提出了奇怪的要求。圣水是指那个吧，奥露榭的尿失禁……

  　あまりのエロさに見とれていたら、変な要求が来た。聖水ってあれだろ、オルシェのおもらし……

  

  『请不要说尿失禁！！』

  『おもらしって言わないでくださいよっ！！』

  『那要怎么说啊？』

  『じゃあ、なんだって言うんだよ』

  『就是那个啊，神圣的小便……』

  『それは、アレですよ。聖なるお小水と言うか……』

  『不就是尿失禁吗！！』

  『おもらしじゃねえか！！』

  

  说起来，之所以会把神的尿失禁称为圣水，是因为奥露榭以前坚持尿失禁就是圣水。其他女神也觉得很困扰吧。

  　そもそも、神のおもらしを聖水って言うのは、オルシェが昔おもらしを聖水って言い張ったせいだ。他の女神たちもいい迷惑だよな。

  

  『呜呜，居然挖出我的黑历史……』

  『うう、黒歴史を掘り起こすなんて……』

  『是你自己要找奇怪的借口吧。』

  『お前が変な言い訳したせいだろ』

  『是自慰时把我叫出来的人类不好！！』

  『自慰中に呼び出す人間たちが悪いんですよ！！』

  『那不是大洪水，反而是好事吧……』

  『それは、大洪水の方じゃなくてむしろ良かったな……』

  

  毕竟奥露榭要是失禁的话，就会引发洪水。她只是稍微漏了一点，所以才得以用圣水来形容吧。不过，光是稍微漏一点就形成了盐湖，就某种意义而言算是大灾难。

  　オルシェが盛大におもらしすると洪水が起きるからな。ちょっと漏れただけだから聖水って言えるレベルで済んだんだろう。まあ、ちょっとで塩湖ができてるからある意味で大惨事だが。

  

  『多亏如此，王室才能以神的恩宠为根据，这不是很好吗？』

  『お陰で神の恩寵を王統の根拠にできたんだからいいじゃないですか』

  『可是，你把那个国家丢着不管耶。』

  『でも、お前あの国ほったらかしだよな？』

  『哎，神就是这样的存在。』

  『まあ、神とはそういうものですよ』

  『你最好认真向其他女神道歉。』

  『お前は本気で他の女神たちに謝った方がいい』

  

  总觉得有非常同意的念力从下位神界传来耶。奥露榭真是一如往常。

  　なんか、下位神界からものすごく同意の念が飛んできたな。安定のオルシェ。

  

  『气死我了——！！』

  『むきーっ！！』

  

  哎，先不管奥露榭了。蕾拉从刚才就拼命想解除禁欲令，放着不管也没问题。

  　まあ、オルシェはおいておこう。さっきから必死に絶頂禁止を解除しようとしてるし、放っておいても大丈夫だ。

  更重要的是，呃，是圣水吧。唔唔，被她用这种闪闪发亮的眼神看着，我无法拒绝啊……

  　それよりも、ええと、聖水だったな。ううん、こんなキラキラとした目で見られたら断れないよなぁ……

  

  「好……好的，我不介意。」

  「え、ええ、かまいませんよ」

  「谢谢您！！」

  「ありがとうございますっ！！」

  

  蕾拉说完，就吸住我的小穴。不……不对，那里……不是……

  　そう言うなり、俺のまんこに吸い付くレーラ。い、いや、そこ、ちが……

  

  「呼……唔……♡」

  「ふ、うっ……♡」

  「啾噜♡啾噜♡」

  「じゅるっ♡じゅるっ♡」

  

  这位假小子拼命将舌头伸进小穴，吸吮爱液。唔，刚才的行为也让我湿了，所以爱液停不下来……

  　必死にまんこに舌を差し込み、愛液を啜るボクっ娘。くぅ、さっきの行為で俺も濡れてたから愛液が止まらねえ……

  

  「唔嗯♡」

  「くぅんっ♡」

  「呀啊♡」

  「ひあっ♡」

  

  爱液猛烈地喷出，弄湿了蕾拉的脸。仔细一看，她腹部的淫纹变得更加耀眼了。呜呜，我搞砸了……

  　勢いよく愛液が噴き出し、レーラの顔を濡らす。見ればお腹の淫紋はより一層輝きを増している。うう、やっちまった……

  

  「哈啊♡女神大人的印记……♡」

  「は、あっ♡女神さまの印が……♡」

  

  蕾拉一边抚摸着腹部，一边幸福地微笑。她靠在树上，气喘吁吁的模样完全就是事后。这下子，我没办法找借口了……

  　お腹を擦りながら幸せそうに微笑むレーラ。木に身体を預け、荒く息を吐く姿は完全に事後だ。これ、言い訳効かないな……

  

  「你做了什么……」

  「あんた、何して……」

  

  嗯，没办法找借口了。

  　うん、言い訳効かないな。

  没错，莉妮亚她们在我们做这种事的时候打倒了盗贼团，然后过来确认这边的伏兵。那些家伙倒在附近，取而代之的是正在袭击（看起来像）女孩子的我们。

  　そう、そんな事してる間に盗賊団を倒したリーニャ達がこっちの伏兵を確認しに来てたんだよな。まあ、そいつらはその辺に倒れてるんだが、代わりにそこには女の子を襲ってる（ように見える）俺達が居たってわけだ。

  

  「魔物也……」

  「魔も……」

  「笨蛋，快住手！！」

  「バカッ、止めなさい！！」

  

  莉妮亚阻止了想要说些什么的亚基尔。也对，亚基尔会以为我是魔物也没办法。虽然我的身体是幼女，但背上长着漆黑的翅膀，头上长着狼耳，屁股上也长着狼尾巴。

  　何か言おうとしたアジルをリーニャが止める。まあ、アジルが魔物と思うのも仕方はない。俺の姿は身体こそ幼女だが、その背中には漆黒の翼があるし、頭には狼の耳が、尻には狼の尻尾がそれぞれ生えているからな。

  

  「榭菈大人，快低下头！！没想到您竟然会降临……」

  「シエラ様よ、頭を下げなさい！！まさか、顕現なさるなんて……」

  

  知道我的模样的莉妮亚立刻低下头。不过，蕾拉却用询问我该如何是好的眼神看着我。抱歉，要服从吗？

  　俺の姿を知っていたリーニャはすぐに頭を下げる。けど、レネの方はどうすべきか問うような視線を俺に向けている。ごめんな、従って？

  蕾拉回应我的视线，跪了下来。

  　俺の視線に応えて跪くレネ。

  

  「……」

  「……」

  「……」

  「……」

  

  好了，该怎么办呢……

  　さて、どーすっかなぁ……

  

 
  第５７話：危険な母乳

  第57话　危险的母乳

  「那么，您为何会在此显现……？」

  「それで、御身は何故顕現を……？」

  

  嗯，也对，会感到疑问也很正常。而且我还在这种地方袭击女孩子（看起来像）。」

  　うん、まあ、疑問には思うよね。しかも、こんなところで女の子襲ってる（ように見える）わけだし。

  

  「我听到了信徒的愿望。」

  「信徒の願いを聞いたのです」

  

  嗯，这并没有错。

  　うん、間違ってはない。

  

  「那、那个，是想吸榭菈大人的爱液吗？」

  「そ、その、シエラ様の愛液を啜りたい、と？」

  

  啊。

  　あ。

  呃，嗯，我确实是在做这种事没错！！

  　いや、まあ、確かにやってる事はそうだけど！！

  

  「……因为信徒受到了不当的对待。」

  「……信徒が不当に扱われていましたので」

  「女神大人，请吸我的奶♡」

  「女神様ぁ、ボクのお乳、吸ってぇ♡」

  

  蕾拉一瞬间就让我想进一步辩解的努力化为乌有。

  　更なる言い訳しようとする俺の努力を一瞬で無に帰すレーラ。

  可以稍微闭嘴一下吗！？

  　ちょっと黙っててくれないかなっ！？

  

  「我、我忍不住……啊♡」

  「がまん、できな……あっ♡」

  「那、那个，请。」

  「そ、その、どうぞ」

  「好、好的。」

  「え、ええ」

  

  我一瞬间考虑过要让她闭嘴，但看到她的模样后改变了主意。莉妮娅也看到这副惨状，让出了位置。

  　一瞬黙らせようと考えたが、その姿を見て考えを改める。リーニャもその惨状を見て譲ってくれた。

  嗯，也对，说得也是，衣服被奶水浸湿很可怜呢。

  　うん、まあ、そうだよな、お乳が服に染みてるのは可哀想だよな。

  蕾拉撩起裙子，淫纹闪闪发光。她的胸部附近有两个因为溢出母乳而形成的水渍。由于是神官服，没有胸垫，所以一览无遗。再怎么说，就这样放着不管也太可怜了。

  　スカートをたくし上げ、淫紋を輝かせているレーラ。その胸の辺りには母乳が溢れた結果出来上がった染みが２つ。神官服なので胸当ても無いから丸見えだ。流石にこのまま放置は気が引ける。

  不过，也有不懂得察言观色的家伙。

  　けど、空気を読めない奴も居るもので。

  

  『您让她怀孕了吗！？您让她怀孕了吧！？』

  『孕ませたんですか！？孕ませたんですねっ！？』

  『闭嘴回去工作。不然的话，一辈子禁止高潮哦？』

  『黙って仕事に戻れ。じゃないと一生絶頂禁止だぞ？』

  『太过分了！！难得幼女怀孕了！！』

  『酷いっ！！せっかく幼女が妊娠したのに！！』

  『才没有好吗！？』

  『してねえがっ！？』

  

  奥露榭看到蕾拉垂着母乳，莫名兴奋地逼近我。

  　母乳を垂れ流すレーラを見てやたらと興奮して詰め寄ってくるオルシェ。

  别说得这么难听，我才没有怀孕！！……应该没有吧？

  　人聞きの悪い。妊娠とかしてねえからな！！……してねえよな？

  为了以防万一，我向蕾拉确认后松了口气。太好了，她没有怀孕。

  　念のため確認してホッと胸を撫で下ろす。良かった、妊娠“は”してない。

  

  『这是怎么回事啊，「母乳体质」。我刚才明明没有这种体质啊？』

  『なんだろうなぁ、“母乳体質”って。さっきまではなかったんだが？』

  『喝了会觉得很舒服，会变得想成为榭拉小姐的信徒，然后就会分泌出那种奶水了呢～』

  『飲むと気持ちよくなってシエラさんの信者になりたくなるお乳が出てくる様になるやつですねー』

  『好可怕！？』

  『怖っ！？』

  

  那是什么洗脑药？绝对很危险吧。有这么危险的东西，岂不是会直接冲向邪神吗？还是消除掉吧。

  　何だその洗脳薬。ヤベえやつだろ、絶対。そんな危ないやつあったら邪神まっしぐらじゃねえか。消しとこ。

  

  『啊啊，太可惜了！！』

  『ああ、もったいないっ！！』

  『吵死了！！你老是做些奇怪的事！！』

  『うるせぇ！！変な事ばっかりしやがって！！』

  

  奥露榭逼近我，试图阻止我消除母乳的奇怪效果。

  　母乳の変な効果を消そうとする俺を止めようと詰め寄るオルシェ。

  虽然她有点生气，但想生气的人是我。

  　若干キレ気味だが、キレたいのはこっちなんだが。

  话说回来，催淫效果怎么没消失？

  　と言うか、催淫効果の方が消えないんだが？

  

  『消除那种效果太离谱了。』

  『それを消すなんてとんでもない』

  『好，那我就不消除高潮禁止了。』

  『よし、絶頂禁止を消すのはやめよう』

  『好过分！？』

  『酷いっ！？』

  

  谁叫你要做奇怪的事，给我反省。」

  　変な事をするからだ、反省しろ。

  

  『呜、呜呜……』

  『う、うう……』

  

  好了，差不多该想办法处理蕾拉了。

  　さて、そろそろレーラをどうにかしてやらないとな。

  我脱下蕾拉的衣服，她便一脸陶醉地抬头看着我。我一边夺去她的双唇，一边抚摸她平坦的胸部。虽然她的胸部平坦又平滑，但没有一丝肌肉，非常柔软。这就是所谓的Q弹肌肤吧。

  　服を脱がせてやると蕩けた顔で見上げてくるレーラ。その唇を奪いながら平らな胸を撫でてやる。真っ平らでなだらかな胸だけど、筋肉質な所は欠片もなくてふにゃりと柔らかい。ぷにっぷにの肌、って奴だ。

  不过，因为乳头流出母乳，所以有点粘粘的。是说，味道也太香甜了吧。

  　先端から母乳が流れ出ているせいで若干ベタベタするけどな。つか、匂い甘ったるすぎだろ。

  

  「嗯、呼……♡」

  「ん、ふっ……♡」

  「不行，我已经忍不住了！！」

  「だめ、もう我慢できない！！」

  

  蕾娜发出甜美的声音，莉妮亚闻到味道后推倒了亚基尔。这是什么大惨剧……

  　レネが甘い声を漏らし、匂いに当てられたリーニャがアジルを押し倒す。何だこの大惨事……

  

  「哈啊♡女神大人，快点……♡」

  「はぁっ♡女神様、はやくぅ……♡」

  

  被我来回抚摸胸部的蕾拉也开始发出甜美的声音。她的表情陶醉，眼神湿润，露出某种期待的神色。

  　胸を撫で回されていたレーラも甘い声を漏らし始めている。その顔は蕩け、瞳は潤み、何かを望むように期待の色を浮かべていた。

  我含住那小小的蓓蕾，回应她的期待……好甜！？

  　その望みに応えるようにその小さな蕾を口に含む。……甘っ！？

  

  『对吧？那是我的自信之作。好喝到可以开咖啡厅哦。』

  『でしょう？自信作なんですよ、それ。カフェだって開ける美味しさですよ』

  『哪里需要哺乳咖啡厅啊。是说，你就不能把力量用在其他地方吗……』

  『授乳カフェとかどこに需要があるんだよ。というか、お前はもっと他の事に力を使えないのか……』

  

  这家伙真的老是做这种东西……

  　ホントにこういうのばっかり作りやがって……

  我在心中抱怨，同时继续吸吮蕾拉的乳房。淫纹的光芒更加强烈，我知道子宫在发疼。

  　心の中で愚痴りながらレーラの乳を吸い続ける。淫紋が輝きを増し、子宮が疼いているのが判る。

  

  「呼啊啊……舌头好舒服♡」

  「ふぁあ……舌、気持ちいいです♡」

  

  爱液沿着蕾拉的双腿滴落，她一边颤抖着腰部……这样就高潮了吗？只是被吸奶而已耶！？

  　レーラの脚を伝って愛液が滴り落ちていく。ガクガクと腰を揺らしながら……これはイきそうなのか？乳を吸われただけで！？

  

  『被信仰的女神吸奶，当然会高潮啊。』

  『信仰する女神にお乳を吸ってもらえたら、そりゃあ絶頂モノですよ』

  『那是什么状况啊……』

  『どんな状況だよ、それ……』

  

  不过，她的脸上确实浮现了恍惚的表情……而且神力不断累积。每次吸奶就会累积神力，这让我心情很复杂耶？

  　まあ、たしかに顔には恍惚の表情を浮かべてるけどさ。……あと、神力はギュンギュン貯まっていく。乳を吸う度に神力が貯まるの、すげえ複雑なんだが？

  

  「啊，呼啊♡不行♡我、我要高潮了♡」

  「あ、はあっ♡だめっ♡ボク、ボクもうイっちゃうっ♡」

  

  蕾拉的身体一震，瘫软在地。呜哇，只是被吸奶就高潮了……

  　びくん、と身を震わせて崩れ落ちるレーラ。うわぁ、乳を吸っただけで絶頂しやがった……

  

  「呼，好舒服♡」

  「はぁ、気持ちよかったぁ♡」

  

  蕾拉稚嫩的脸上浮现淫靡的表情，喘着粗气。瘫坐在地面上的她，爱液不断滴落……啊，不对，这是失禁吧。

  　幼い顔に淫靡な表情を浮かべ荒く息を吐くレーラ。ぺたりと座り込んだ地面には愛液がちょろちょろと……あ、いや、これはお漏らしの方か。

  不过，一脸恍惚地流着各种液体的模样很不妙啊。尤其是胸部的母乳，这样下去根本无法过正常的生活吧。

  　しかし、恍惚の表情でいろんな液体を垂れ流してるのはヤバいな。特に胸の母乳が酷い。このままじゃ普通の生活送れないだろ。

  

  「呼，再用力顶♡」

  「はぁっ、もっと突き上げなさいっ♡」

  「好、好的！这样吗？」

  「は、はいっ！こう、ですかっ？」

  「没错♡很好，再用力一点♡」

  「そう、よ♡いいわよ、もっと♡」

  

  实际上，也有被这股气味刺激而发情的家伙。

  　実際、この匂いに当てられて発情してる奴らも居るしなぁ。

  

  『平常只要封印起来就好了吧？话说，可以让我高潮吗？』

  『普段は封印しておけばいいのでは？ところで絶頂させてくれませんかね？』

  『你办得到吗？』

  『できるのか？』

  『办得到哦。一直流个不停也很伤脑筋不是吗？话说回来，可以让我高潮吗？』

  『できますよ。垂れ流しっぱなしは困るじゃないですか。ところで絶頂させてくれませんかね？』

  『……原来如此？这样就行了吗？』

  『……なるほど？これでいいかな？』

  『这样就可以了。话说回来，可以让我高潮吗？』

  『それで大丈夫ですね。ところで絶頂させてくれませんかね？』

  『……』

  『……』

  

  奥露榭，你是不是变成奇怪的BOT了？

  　なんか変なＢＯＴになってないか、オルシェ？

  

  『就算我想高潮也完全高潮不了啊！！难得看到伪娘幼女的色情画面耶！！』

  『イキたくても全然イケないんですよっ！！せっかくのボクっ娘幼女のエロ見てるのに！！』

  『那是你自作自受吧？』

  『自業自得だろ？』

  『就算是这样，这也太过分了！！让我高潮啦！！我很难受耶！！』

  『だからってこれは酷いですよ！！イかせてくださいよ！！辛いんですよっ！！』

  『啊——我知道了啦，去吧，真是的！！』

  『あー、わかったよ、イけよ、もうっ！！』

  『嗯咿咿咿咿咿咿咿咿咿咿♡谢谢您————♡』

  『んひぃぃぃぃぃぃぃぃぃっ♡ありがとうございますぅぅぅぅぅぅぅぅっ♡』

  

  随后，奥露榭一边盛大地潮吹一边高潮。啊，我不小心强制让她高潮了……算了，没差。

  　直後、盛大に潮を噴きながら絶頂するオルシェ。あ、ついつい強制絶頂かけちまったわ。……まあ、いいか。

 
  第５８話：催淫効果恐るべし

  第58话　催淫效果太可怕

  「信徒啊，今后也要继续努力（作为神官）。」

  「信徒よ、これからも励みなさい（神官として）」

  「是，我会努力（做爱）。」

  「はい、励みます（エッチを）」

  

  ……总觉得好像发生了什么不幸的误会，不过就别在意了吧。

  　……なにか不幸なすれ違いがあった気もするが、気にしないことにしよう。

  我告诉她们封印母乳的方法后，便拍动翅膀消失在天际。现场只剩下冒险者组和蕾拉。」

  　俺は母乳を封印する方法を伝えると、翼を羽撃かせて天へと消える。残されたのは冒険者組とレーラだけだ。

  

  「所以，你们打算做到什么时候？」

  「それで、いつまでヤってるつもりだ？」

  「咦？我原本也想加入的说……？」

  「え？ボクも混ざろうかと思ってたんですけど……？」

  

  受到母乳气味影响的两人打算停止做爱，结果不知为何连蕾拉也说要加入。为什么会变成这样……

  　母乳の匂いにあてられた２人がヤッているのを止めようとしたら、なぜかレーラまで混ざると言い出した。どうしてそうなる……

  

  『在那之前，只有母乳吗？榭菈小姐的神气也有催淫效果……』

  『それ以前に、母乳だけですかね？シエラさんの神気にも催淫効果が……』

  『没有！！……没有吧？奥露榭，你没有加上奇怪的效果吧？』

  『ねえよ！！……ねえよな？オルシェ、変な効果付けてないよな？』

  『开玩笑的，开玩笑的啦！所以，请你解除那个禁止高潮的姿势啦！？』

  『冗談、冗談ですって！だから、その絶頂禁止の構えは解いてくださいよ！？』

  

  很好，只有母乳的效果。

  　よし、母乳の効果だけだな。

  话说，因为附身在蕾娜身上，所以我知道这个气味很不妙。实际上，爱液也沿着腿流了下来。身体变得火热，呼吸也逐渐变得急促……

  　と言うか、レネの身体に憑依したから判るが、この匂いはヤバい。実際、愛液が脚を伝って流れ落ちてるしな。身体が熱くなり、だんだん息が荒くなって……

  

  「「「啾噗♡啾噜♡舔♡」」」

  「「「じゅぷっ♡じゅるっ♡れろ♡」」」

  

  回过神来，我们三人已经一起吸吮着亚基尔的肉棒。我们接住偶尔喷出的精液，舔舐，用舌头从彼此的嘴里抢夺。

  　気がついたら３人してアジルのちんぽにしゃぶりついていた。時折噴き出す精液を受け止め、舐め取り、互いの口内から舌で奪い合う。

  蕾拉才七岁，和十几岁的蕾奈她们不同，亚基尔的肉棒对她来说太长了。舔舐肉杆是没问题，但实在无法全部含进嘴里。

  　１０代前半のレネたちと違って７歳のレーラにとってはアジルのちんぽは長すぎる。竿を舐める分には問題ないが、流石に口には全部入らない。

  

  『用到喉咙里不就进去了吗？就像下面的嘴巴用到子宫里一样。』

  『喉まで使えば入るのでは？下のお口で子宮まで使えば入るのと一緒で』

  『你这家伙，才刚解除禁令就偷懒吗？再一次……』

  『おまえ、絶頂解禁したからって早速サボりか？もう一度……』

  『我、我也有好好工作哦！！』

  『し、仕事もちゃんとやってますよ！！』

  

  不，我知道可以进去哦？毕竟瓦特父王的肉棒，就连六岁的我都能含进嘴里。在这个世界，年纪越小，性交、怀孕和生产的风险就越低。

  　いや、まあ、入るのは知ってるよ？６歳の俺の口にだってヴァート父様のぶっといちんぽが入るわけだし。この世界、若ければ若いほどセックスも妊娠も出産もリスク低いんだよな。

  

  「也差不多该让我用用那根肉棒了♡」

  「そろそろボクにもそのおちんぽ、使わせてください♡」

  「……真拿你没办法。」

  「……仕方ないわね」

  

  莉妮娅允许要求肉棒的蕾拉。听到莉妮娅这么说，蕾拉喜孜孜地跨坐在亚基尔身上。

  　ちんぽを要求するレーラにリーニャが許可を出す。それを聞いたレーラは喜々としてアジルに跨った。

  

  「哈、啊♡虽然没有那么粗，但插到最里面好舒服♡」

  「は、あっ♡太さはそんなに無いけど、奥まで届いて気持ちいいっ♡」

  

  亚基尔的肉棒轻易地被蕾拉的阴道吸了进去，她很熟练呢。

  　アジルのちんぽが驚くほど簡単にレーラの膣内に吸い込まれていく。手慣れてるな。

  

  『她果然被用来处理盗贼团的性欲吗？』

  『やっぱり盗賊団の性欲処理に使われたりしてたのか？』

  『咦？那个盗贼团没有男人啊？』

  『え？あの盗賊団、男居ませんけど？』

  『是这样吗？』

  『そうなのか？』

  『蕾拉小姐的情况，感觉是在神殿的性教育中，觉醒了肉棒的好处呢～所以她才会向榭菈小姐发誓，成为神官。』

  『レーラさんの場合は神殿での性教育でおちんぽの良さに目覚めた感じですね～。そこでシエラさんに誓いを立てて神官になったんですよ』

  『发誓？』

  『誓い？』

  『如果是小女孩的话，只要亲吻榭菈小姐的神官的小鸡鸡，誓言就成立了。』

  『幼女の場合はシエラさんの神官におちんぽキスをすれば誓いが成立しますね』

  『喂！？』

  『おぉいっ！？』

  

  为什么是亲小鸡鸡啊！？

  　なんでおちんぽキスなんだよっ！？

  呜哇，真的只有小女孩的入教仪式是亲小鸡鸡……之后给我走着瞧，奥露榭。。

  　うわ、ホントに幼女だけ入信の儀式がおちんぽキスになってやがる……後で覚えてろよ、オルシェ。

  

  『不过，她为什么会落入盗贼团手里？』

  『けど、なんでそれが盗賊団に捕まってたんだ？』

  『好像是在修行之旅的途中，前去击退盗贼团却失败了。』

  『修行の旅の途中で盗賊団退治に向かって失敗したみたいですね』

  『啊——』

  『あー』

  

  我本来想象成村子遭到袭击……之类的最糟糕的情况，但看来并没有发生这种事。从日志来看，她之后被施加了隶属魔法，被盗贼团当成奴隶使唤。

  　村が襲われて……みたいな最悪の想像をしていたが、流石にそれは無かったようだな。ログを見る限りだと、その後は隷属の魔法をかけられて盗賊団にこき使われていたようだ。

  

  『所以，因为没有男人，所以她才没有被当成自慰套。』

  『だから、男は居ないからオナホになんてされてないんですって』

  『我说的“使唤”不是那个意思啦。』

  『“こき使われる”はそういう意味じゃねえよ』

  『啊、啊、啊哈哈～』

  『あ。あ、あはは～』

  

  这个没用的女神真是的。

  　まったく、この駄女神は。

  好了，把视角转回蕾拉这边吧。不，我之所以会陪奥露榭说话，并不是因为小鸡鸡和舌头被蕾拉和莉妮娅独占，所以闲得发慌的关系哦……？

  　さて、レーラの方に視点を戻そうか。いや、オルシェの相手をしてたのは別に、ちんぽと舌をレーラとリーニャに専有されてて暇だったから、ってわけじゃないからな……？

  

  「啊、哈♡这个，顶到最里面了，好舒服♡」

  「あ、はっ♡これ、奥まで届いて、気持ちいいっ♡」

  「唔咕、唔咕咕……」

  「むぐ、むぐぐ……」

  「来，好好动动舌头。」

  「ほら、ちゃんと舌動かしなさい」

  

  ……好闲啊。不过，这样一看，不管怎么看都是逆奸。幼女在被骑在脸上的男孩身上扭腰摆臀。她的表情因快感而陶醉，看得出是自愿接受鸡鸡。她主动将亚基尔被遮住的双手引导至自己的胸部，要求他玩弄那平坦的胸部，这副模样完全就是淫乱幼女。

  　……暇だな。しかし、こうして見ると、どう見ても逆レイプだ。顔面騎乗位をされている男の子の上で腰を振る幼女。その表情は快楽に蕩けていて、自ら望んでちんぽを受け入れているのが判る。視界を塞がれたアジルの手を自らの胸に導き、その平らな胸を弄るように要求している姿は淫乱幼女そのものだ。

  

  『啊，原来你有淫乱幼女的自觉啊。』

  『あ、淫乱幼女って自覚はあったんですね』

  『啥？』

  『は？』

  『这是证据影像。』

  『証拠映像です』

  『……』

  『……』

  

  奥露榭边说边播放影像。画面上是我在瓦特父王身上扭腰摆臀，同时要求他抚摸胸部。我的表情因快感而陶醉，享受着鸡鸡顶在子宫入口的滋味……

  　そう言いながらオルシェが映像を再生する。そこに映っていたのはヴァート父様の上で腰を振りながら、胸を撫で回すように要求する俺。その表情は快楽に蕩け、子宮の入り口を突くちんぽの味を堪能していて……

  ……

  　……。

  好，就当作没看见吧。

  　よし、見なかった事にしよう。

  

  「哈啊、嗯♡鸡鸡好像在亲吻我的子宫入口♡」

  「はぁ、んっ♡おちんぽ、ボクの子宮の入り口にキスしてるみたい♡」

  「嗯，来，你也别一个人自慰，加入我们吧。」

  「ん、ほら、アンタも一人で自慰してないで混ざりなさいよ」

  「大姐姐，吸我的奶♡」

  「お姉さん、ボクのお乳、吸ってぇ♡」

  

  回过神来，我似乎也把手指插进小穴里搅动。毕竟我实在忍不住了，于是就恭敬不如从命加入他们。

  　気がつけば俺もまんこに指を突っ込んでかき回していたらしい。流石に我慢ができなかった。お言葉に甘えて混ざる事にする。

  我脱掉衣服，跨坐在亚基尔身上吸吮蕾拉的胸部。蕾拉从下方搓揉我的乳头，莉妮亚则从背后搅弄我的小穴。糟糕，这实在太舒服了……

  　服を脱ぎ捨て、アジルに跨ってレーラの胸を吸う。そんな俺の乳首をレーラが下からこね回し、背後からリーニャがまんこを掻き回す。ヤバい、これかなり気持ちいい……

  

  「嗯嗯嗯♡」

  「んんんっ♡」

  

  在口中扩散的甜美滋味令我微微高潮。

  　口の中に広がる甘ったるい味に軽く絶頂する。

  

  「啊、哈♡已经泛滥成灾了♡」

  「あ、はっ♡もう大洪水じゃない♡」

  

  莉妮亚一边用我的小穴演奏淫荡的水声，一边用她小小的突起摩擦我的背部。

  　リーニャが俺のまんこで淫らな水音を奏でながら背中にその小さな突起を擦りつけてくる。

  

  「嗯嗯♡哥哥的精液在我的阴道内射得满满的♡」

  「んんっ♡おにーさんのせーえき、ボクの腟内にいっぱい出てるっ♡」

  

  从蕾拉的小穴逆流而上的精液气味刺激着我的鼻腔。

  　レーラのまんこから逆流してきた精液の匂いが鼻孔を擽る。

  

  「姐姐也多吸吸我的乳头嘛♡」

  「おねーさんも、もっとボクの乳首吸ってぇ♡」

  

  稚嫩却充满魅力的声音让我更加兴奋。

  　幼いくせに艶の乗った声が興奮を高めていく。

  

  「唔咕、唔咕咕！唔咕咕咕！！」

  「むぐ、むぐぐ！むぐぐぐっ！！」

  

  被蕾拉的神圣魔法弄得无法停止高潮的亚基尔，只能不断将精液射进幼小的阴道内。

  　レーラの神聖魔法で絶頂が止まらなくなったアジルは、ただただ幼い膣内に精液を吐き出し続けている。

  

  「「「哈啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊♡」」」

  「「「はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ♡」」」

  

  蕾拉使出强制高潮的魔法，三人的娇喘声完美地重叠在一起。糟糕，这太舒服了！！

  　トドメとばかりにレーラが強制絶頂の魔法を使い、綺麗に３人の嬌声が重なる。やば、これ、気持ちいい！！

  之后蕾拉施展精力旺盛的魔法，淫乱的宴会直到朝阳升起时才宣告结束。

  　その後、レーラが絶倫の魔法をかけ、淫らな宴が終りを迎えたのは朝日が昇り始める頃だった。

  

  「这样就行了。」

  「これでよし、と」

  

  蕾拉一施展封印母乳的魔法，周围甜腻的气味便一口气消失了。这魔法不只能停止母乳，还能抑制催淫效果啊。

  　レーラが母乳を封印する魔法をかけると、周囲から甘ったるい匂いが一気に消える。これ、母乳を止めるだけじゃなくて催淫効果も抑えるんだな。

  

  「对了，这边有没有盗贼？」

  「そういえば、こっちに盗賊居なかった？」

  

  莉妮娅一边穿衣服准备就寝，一边像是想起什么似地这么问蕾拉。这么说来，她好像是来查看这边伏兵的情况。明明是来查看情况，却一直做到这个时间，母乳的效果真是可怕。

  　服を着て寝る準備をしながら、思い出したようにリーニャがレーラにそう訊く。そういえば、こっちに居る伏兵の様子を見に来たんだっけ。それなのにこんな時間までヤり続けるとは、母乳の効果恐るべし。

  

  「女神大人把他们消灭了，把我从奴隶的身份中拯救出来。」

  「女神様が消し飛ばしてくれて、ボクを奴隷から救ってくれたんです」

  「原来如此。那么，这边已经没问题了吗？」

  「なるほど。じゃあ、こちらはもう大丈夫かしら」

  「……是啊。」

  「……そうだな」

  

  我稍微别开目光，也跟着附和。因为大屠杀不好，所以才把他们消灭掉的。连尸体都没留下，果然很不自然吗……？

  　若干目を逸らしながら俺も相槌を打つ。スプラッタは良くないから消滅させたんだよな。死体も残ってないのは流石に不自然だったか……？

  

  『因为是巨乳，而且所有人都是不可能改过自新的大坏蛋，所以消灭掉很妥当。』

  『巨乳だし全員が更生不可能レベルの極悪人なので、消滅が妥当ですよ』

  『……』

  『……』

  

  我本来以为连灵魂一起消灭掉太过火了，但奥露榭似乎觉得没有问题。

  　魂ごと消し飛ばしたのはやりすぎだったか、と思ったがオルシェ的には問題ないらしい。

  那绝对是前者占了很大的比重吧。你为什么对巨乳这么严苛啊？

  　それ、絶対前者の比重がでかいだろ。お前、なんでそんなに巨乳に厳しいんだ？

  呃，虽然我也觉得巨乳没有性魅力，但再怎么样也不会像奥露榭那样，想以巨乳为理由排除掉巨乳哦？

  　いや、まあ、俺も巨乳には性的魅力を感じないが、流石にオルシェみたいに巨乳を理由に排除しようとまでは思わないぞ？

  

  『呃，这个嘛，以前有稍微玩过……这件事就别提了。』

  『いや、まあ、昔ちょっと。……その話は良いんですよ』

  『……』

  『……』

  

  这家伙绝对有在做什么。之后稍微调查一下好了。总觉得就这样放着不管绝对不妙……

  　こいつ、絶対何かやってるな。後でちょっと調べるか。このまま放置してたら絶対に拙い気がするんだよな……

  

 
  第５９話：その対価には……

  第59话　作为代价……

  呜，腰好痛……

  　う、腰が……

  在那之后我小睡片刻，接着开始收拾帐篷，腰实在是痛得不得了。有点做过头了。

  　あれから一眠りしてから片付けをしてるんだが、流石に腰が痛い。ちょっとヤり過ぎたな。

  

  「那个，可以带我一起去吗？」

  「その、ボクも連れて行ってくれませんか？」

  

  我揉着腰收拾帐篷时，蕾拉这么说道。因为一起参加乱交派对，我们之间有种奇妙的连带感，不过话说回来，我们是初次见面。

  　腰を擦りながらテントを片付けていると、レーラがそんな事を言い出した。一緒に乱交に参加したから妙な連帯感があったが、そういえば初対面だったわ。

  

  『收拾帐篷……？』

  『テントの処理……？』

  『没有人提到晨勃的事哦？』

  『誰も朝勃ちの話はしてないからな？』

  

  不，我有注意到亚基尔晨勃啦。

  　いや、アジルが朝勃ちしてるのには気付いてたけどな。

  

  「不行吗？」

  「だめ、ですか？」

  「可以啊。」

  「いいわよ」

  

  莉妮娅点头答应蕾拉仰望而来的询问。莉妮娅一旦许可，就等同于决定。不过话说回来，她答应得还真干脆。

  　レーラの上目遣いの問いかけに頷くリーニャ。リーニャが許可を出せば決定と同義だ。それにしても、やけにあっさりと許可を出したな。

  

  「我正想要榭菈大人的神官呢。」

  「シエラ様の神官は欲しかったところなのよね」

  

  啊啊，这么说来她有说过这件事呢。

  　ああ、そういえばそんな事を言ってたな。

  

  『榭菈小姐的神圣魔法有很多无法替代的呢～』

  『シエラさんの神聖魔法は換えが効かないのが多いですからねー』

  

  虽然我无法接受那些几乎都跟色情有关！

  　それの殆どがエロ絡みなのは納得行かないがな！

  不管怎样，有了专属补师真是大有帮助。接下来就去歼灭残党吧。

  　ともあれ、専属ヒーラーが入ったのはでかいな。このまま残党の殲滅に移ろう。

  

  「状况如何？」

  「状況は？」

  「几乎没剩下多少战力了。」

  「ほとんど戦力は残っていないな」

  

  在蕾拉的带领下，我们立刻对基地展开强袭。话虽如此，因为之前花了一些时间办事，所以现在才来，已经晚了一天左右。我原本以为对方会严加戒备，没想到戒备相当松散。而且现在只剩下几个人。

  　レーラの案内で直ぐにアジトを強襲する。といっても、ヤッてた時間があるから１日ほどタイムラグがある。警戒されてると思っていたが、かなり緩いな。そもそも数人しか残っていない。

  

  「看来我们杀掉的那些人是主力呢。」

  「アタシ達が殺ったのが主力だったみたいね」

  「嗯，那些人不在了，所以现在只有三个看守。」

  「うん、あの人達が居なくなったから見張りの３人だけだよ」

  

  这样就轻松了。目前被抓住的男孩们身边没有看守。大概是判断只要守住入口，他们就不会逃走吧。虽然这个判断并没有错……

  　それなら楽勝だな。現状、捕まっている男の子達の周りには見張りは居ない。入り口さえ押さえていれば逃げられる事はないという判断だろう。間違っては居ないが……

  

  「要上咯。」

  「やるわよ」

  「了解。」

  「了解」

  

  面对如此大意的对手，要歼灭他们根本是轻而易举。接下来只要保护被害者，委托就完成了。

  　まあ、油断しまくりの相手の殲滅なんてあっという間だよな。これで後は被害者を保護すれば依頼は完了だ。

  

  「事情就是这样，救了你们的人是我们。我们会以强暴作为报酬，这样可以吧？」

  「と、言うわけで、貴方達を助けたのはアタシ達よ。助けた報酬代わりにレイプするけど良いわよね？」

  「我知道。请尽管强暴我吧。」

  「判っています。どうぞレイプしてください」

  

  喂！？呃，虽然确实是这么一回事，但这种说法也太……！

  　って、おい！？いや、確かにそういう話だったけど、言い方！

  于是，对方干脆地答应了逆奸。不，因为是双方同意，所以是和奸吗？

  　そして、あっさり了承される逆レイプ。いや、合意の上だから和姦か？

  

  「一、二、三……正好一个人奸三个呢。」

  「ひ、ふ、み……ちょうど一人頭３人ってところね」

  

  被抓的男孩有八人。如果包含亚基尔，一个人奸三个。

  　捕まっていた男の子は８人。アジルを含めれば１人あたり３人ずつの計算だ。

  ……咦？我也要吗？

  　……あれ、俺も相手するのか？

  

  「如果不需要的话，就由我来……」

  「いらないならボクが……」

  

  跨坐在一个人身上，同时含着另外两个人的鸡鸡的蕾拉这么问道。呃，你还能同时应付更多人吗？

  　１人に跨って残り２人のちんぽを頬張っていたレーラがそう訊いてくる。いや、お前それ以上同時に相手できるの？

  

  「咦？我还可以用腋下哦？」

  「え？まだ脇とか使えるよ？」

  

  腋下……

  　脇って……

  

  「我也可以再应付一个人哦？只要用嘴巴就好了吧？」

  「アタシもあと１人くらいは相手できるわよ？口だけで扱けば良いんでしょ？」

  

  蕾拉的发言让我退避三舍，莉妮亚也接着这么回答。你们还真有精神耶，我的腰还在痛耶……

  　レーラの発言にドン引きしてたら続いてリーニャもそう答える。元気だな、お前ら。こっちはまだ腰が痛いってのに……

  

  「有榭菈大人的回复魔法，疲劳可以恢复哦？」

  「シエラ様の回復魔法があるから疲労は回復できるよ？」

  「……既然如此……」

  「……それなら」

  

  好、好吧，有回复魔法的话应该没问题。

  　ま、まあ、回復があればいけるな。

  嗯，飞来的批准委托是绝伦魔法，这件事就当作没看到吧。疲劳一口气消失，腰痛也好了。看来跟性爱有关的疲劳和疼痛都能一起回复。会不会太万能了？

  　うん、飛んできた承認依頼が絶倫魔法だったのは見なかった事にしよう。一気に疲労が抜け、腰の痛みも取れる。セックス絡みの疲労やら痛みやらをまとめて回復できるらしい。万能すぎないか？

  

  『限定于性爱的话，成本会大幅减少呢。』

  『セックス絡みに限定するとコストがっつり減るんですよね』

  『真的假的！？』

  『マジか！？』

  

  呜哇，是真的。一限定于性爱，成本就大幅减少了。这个系统是怎么回事？

  　うわぁ、マジだ。エロに限定した途端にコストががっつり減る。どうなってんだこのシステム。

  

  『毕竟生殖行为是人类繁荣的关键嘛。』

  『まあ、生殖行為は人類繁栄の要ですしね』

  『呃，是这样没错啦……』

  『いや、そうだけどさぁ……』

  

  这样的话，避孕魔法的成本会那么便宜，不是很奇怪吗？

  　それだと避妊魔法のコストが安いのはおかしくねえ？

  

  『避孕不简单的话，大家就不会积极做爱了吧？』

  『避妊が簡単じゃないとエッチを積極的にヤッてくれないじゃないですか』

  『……避孕魔法的成本之所以低，跟系统无关吧？』

  『……避妊魔法のコストが低いのはシステムとは別件だな？』

  『唔……』

  『うっ……』

  『你做了什么？』

  『何をやった？』

  『……不需要丰胸魔法吧？』

  『……豊胸魔法とか要らないですよね？』

  『……』

  『……』

  

  她把丰胸魔法的成本调得超高了吗？就我确认的结果，所有跟巨乳有关的魔法，成本都被调高到最大值。呃，不过，这的确不需要啦。

  　豊胸魔法のコストをバカ高くしたのか。確認した限りでは巨乳絡みの魔法が軒並みコスト最大まで引き上げられてる。いや、まあ、確かに要らないけどさぁ。

  

  『这应该没什么问题吧？』

  『別に問題ないですよね？』

  『嗯，关于这点是没问题。』

  『まあ、これに関してはな』

  

  毕竟无法使用丰胸魔法也不会造成困扰嘛。避孕魔法明显重要多了。只有这点，就算在奥露榭也不会出错。虽然我觉得她的动机相当不正当。

  　豊胸魔法が使えなくて困ることはないからなぁ。避妊魔法とかの方が明らかに重要だ。こればかりはオルシェでも間違ってはいない。動機がかなり不順な気もするがな。

  

  「唔！」

  「うっ」

  「唔啊！」

  「うあっ」

  

  我集中精神和奥露榭对话，结果一名男孩忍不住喷出精液。紧接着又有一个人喷出精液，将我的脸染成一片白。」

  　オルシェとの話に集中していたら、男の子の１人が我慢できずに精液を噴き出した。続けてもう１人も精液を噴き出し、俺の顔を白く染める。

  

  「啊啊，你那么用力勒住的话……」

  「ああっ、そんなに絞めたらっ」

  

  然后，我的膣肉也因为精液的气味而勒紧阴道内的肉棒，这成了最后一根稻草，让最后一人也喷出精液。

  　そして、精液の匂いで俺の膣肉もきゅっ、と膣内のちんぽを絞めつけ、それがトドメになって最後の１人も精液を噴き出す。

  

  「唔哇，大姐姐也很厉害呢。」

  「うわぁ、お姉さんもやるね」

  「蕾奈也跟上来了呢。」

  「レネもノッてきたわね」

  

  嗯，毕竟机会难得嘛。不好好享受一下就太浪费了。」

  　まあ、せっかくだしな。楽しまないともったいないかな、と。

  

  「我也不能输呢！」

  「ボクも負けてられないね！」

  「接下来才是重头戏呢。」

  「ここからが本番よね」

  

  另外两人似乎也还有干劲。不过，盗贼已经击退了，应该没问题吧。

  　２人もまだまだやる気らしい。まあ、盗賊は退治済みだし大丈夫だろ。
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  各位知道什么叫大意吗？没错，人就是会大意的生物。不，虽然也不仅限于人就是了。

  　油断、という言葉をご存知だろうか。そう、人は油断する生き物だ。いや、別に人に限らずとも油断はするけどな。

  当然，我并不是说还有盗贼留下来。盗贼确实全数歼灭了。盗贼是这样没错。

  　もちろん、盗賊が残っていたとかいう話じゃない。盗賊は確実に全員殲滅した。盗賊は、な。

  不过，我想说的是——

  　まあ、何が言いたいかというと、だな。

  

  「对不起，我做了。只是一时兴起。」

  「すみません、デキました。出来心だったんです」

  

  当然，不是我。既不是莉妮亚，也不是蕾拉。更不是被抓住的男孩子们和亚基尔变性。

  　もちろん、俺じゃない。リーニャでもなければ、レーラでもない。ついでに捕まっていた男の子たちやアジルが性転換したわけでもない。

  那么，这声音的主人是谁呢？我们稍微回溯一下时间吧。奥露榭有在录影，所以没问题。

  　じゃあ、この声の主は誰なのか。ちょっと時間を遡ってみよう。動画はオルシェが録画しているので問題ない。

  

  ※　※　※

  　　※　　※　　※　　

  

  先看看莉妮亚吧。

  　まずはリーニャから見てみよう。

  

  「嗯嗯♡你的鸡鸡挺不错的嘛♡」

  「んんっ♡あんた、良いちんぽ持ってるじゃない♡」

  

  莉妮亚跨坐在男孩身上，扭动着腰部。她的双手分别握着其他少年的鸡鸡，偶尔含在嘴里发出猥亵的声音，啜饮着预射液。

  　男の子に跨がり、腰を振るリーニャ。その両手には別の少年のちんぽをそれぞれ握っており、時折、口に含んでは卑猥な音を立てて先走りの汁を啜っている。

  

  「嗯，呼♡你憋很久了吗？」

  「ん、ふ♡溜まってる？」

  「因、因为，我一直被关在这里……」

  「だ、だって、ずっとここに捕まってたから……」

  「也没有人愿意陪我……」

  「誰も相手してくれなかったし……」

  

  嗯，毕竟被当成商品嘛。也就是所谓的“不准对商品出手！！”。

  　まあ、商品扱いだからなぁ。いわゆる“商品に手を出すな！！”ってやつだな。

  

  『毕竟牛兽人女性喜欢的也是牛兽人嘛。』

  『まあ、牛獣人の女性の好みは牛獣人ですしね』

  『男方几乎都不喜欢牛兽人女性，真过分。』

  『男の方は殆どが牛獣人の女性は好みじゃないのにな。酷い話だ』

  『哎，毕竟喜欢牛兽人的话就不会袭击人类了嘛～』

  『まあ、好みが牛獣人だと人間を襲ってくれませんからね～』

  『别让他们袭击啊！？』

  『襲わせるなよ！？』

  

  怎么看都是被害者。不能把好球带放宽吗？

  　どう見ても被害者だ。ストライクゾーンを広くするんじゃだめだったのか。

  

  『幅度也是有限度的哦。』

  『幅にも限界はあるんですよ』

  『把好球带往牛兽人那边啦！？』

  『牛獣人側に寄せてやれよ！？』

  

  ※　※　※

  　　※　　※　　※　　

  

  她们聊了这些。

  　こんな話してたなぁ。

  到此为止都很正常，没什么奇怪的地方。姑且不论轮流侵犯三个男孩这件事是不是很奇怪。

  　ここまでは普通だ。特におかしいところはない。３人の男の子を代わる代わる犯してるのがおかしくないかは置いておいて。

  莉妮娅的脸被精液弄得一片白，以及男孩们被榨干都不奇怪，毕竟这是在双方同意下进行的强暴。

  　リーニャが顔を精液で真っ白にしてるのも、男の子達が搾り取られてるのもおかしくはないな。合意の上でレイプ中だしな。

  双方同意的强暴……

  　合意のレイプとは……

  算了，这跟现在无关，先不管吧。

  　まあ、そこは今は関係ないから置いておこう。

  

  ※　※　※

  　　※　　※　　※　　

  

  那么，接下来看看蕾拉吧。

  　さて、次はレーラを見てみよう。

  

  「嗯嗯♡再多插我的小穴♡」

  「んんっ♡もっとボクのおまんこ、突いてぇ♡」

  

  被抓来的男孩大约十岁左右，因为大家都被搞过了。相对的，蕾拉才七岁。虽说要求的是侵犯，但配种压力感好强。

  　捕まっていた男の子はだいたい１０歳前後。みんな精通してるからな。対してレーラは７歳。レーラから犯す事を要求しているとはいえ種付けプレス感が凄い。

  ……啊，现在变成逆配种压力了。

  　……あ、今、逆種付けプレスになった。

  

  「嗯呼♡大哥哥，我的小穴怎么样？」

  「んふっ♡おにーさん、ボクのおまんこ、どう？」

  

  蕾拉边说边抓住男孩的脚，用腰部撞击。这段期间，另外两个男孩也用蕾拉的腋下玩弄着肉棒。呜哇，真的在用耶。

  　そう言いながら男の子の脚を掴み、腰を打ち付ける。その間にも残る２人の男の子はレーラの脇を使ってちんぽを扱いていた。うわ、ホントに使ってるよ。

  

  「「呜呜！？」」

  「「ううっ！？」」

  

  用腋下的男孩们忍不住将精液射在腋下。我还是第一次看到有人在这种地方射精。

  　脇を使っていた男の子たちが我慢できずに精液を脇の中に吐き出す。こんなとこで射精してるの初めて見た。

  

  「啊，哈♡接下来射在我的嘴里吧？」

  「あ、はっ♡次はボクのお口に出してね？」

  

  蕾拉露出不像是七岁孩子的淫荡表情，一边这么说道，一边更激烈地玩弄被她压在身下的男孩。她不只是用腰部撞击，还用阴道壁摩擦，用阴道肉以缓急的力道夹住，做出确实榨取的动作。

  　７歳とは思えない淫靡な表情でそう言いながら、組み敷いた男の子への責めを激しくする。ただ腰を打ち付けるだけじゃなく、膣壁に擦り付けたり、膣肉で緩急をつけて絞めつけたり、的確に搾り取る動きをしている。

  

  「啊啊，那里不行♡」

  「ああっ、そこはだめぇっ♡」

  「啊，哈♡葛格的精液，咕嘟咕嘟地射进我的小穴深处♡」

  「あ、はっ♡おにーさんのせーえき、ボクのおまんこの奥に、どくどくって入ってくるぅ♡」

  「咕，啊♡被榨取了♡」

  「く、あっ♡搾り取られるっ♡」

  

  蕾拉用熟练娼妇般的技巧，从正在逆种配压的男孩身上榨取精液。呜哇，一瞬间就结束了。

  　まるで熟練の娼婦のような手管で逆種付けプレス中の男の子から精液を搾り取るレーラ。うわぁ、一瞬だったな。

  

  『这就是所谓的「一骑绝尘」吧！』

  『こうかはばつぐんだ、ってやつですね！』

  『好过分。为什么会变成这样……』

  『ひでぇ。どうしてこうなった……』

  『是看穿弱点（性方面）的魔法造成的吧。』

  『弱点看破（性的）の魔法のせいですね』

  『那是什么魔法……？』

  『何だその魔法……？』

  『是榭菈小姐的神圣魔法啊？』

  『シエラさんの神聖魔法ですけど？』

  『好，之后再讨论吧？』

  『よし、後で話し合おうな？』

  

  ※　※　※

  　　※　　※　　※　　

  

  到这边为止都没问题吧。啊，这件事我可没忘记哦？

  　ここまでも問題はないな。あ、この件は忘れてないからな？

  

  『咿！？』

  『ひぃっ！？』

  『等这边的事情解决后，我们再好好谈谈吧？』

  『こっちの件が解決したらしっかりと話し合おうな？』

  『能不能想办法往相爱的方向发展呢？』

  『愛し合う方向でどうにかなりませんかね？』

  『嗯，没办法。』

  『うん、ならないな』

  『呜呜……』

  『ううっ……』

  

  算了，奥露榭的事就先搁着吧。

  　まあ、オルシェの事は今は置いておいて。

  

  ※　※　※

  　　※　　※　　※　　

  

  最后是我。

  　最後は俺だな。

  

  「啊啊♡别这么用力勒我♡」

  「あぁっ♡そんなに絞めつけないでっ♡」

  「嗯嗯，嘴里好温暖♡」

  「んんっ、お口の中、あったかいっ♡」

  

  一群男生从前后贯穿我，蕾奈，还不断摆动腰部。我也用喉咙和小穴套弄着两个男生的肉棒。他们射了好几次精液，将我的脸和背部染成一片白。当然，嘴里和小穴里也沾满了精液。

  　俺、と言うかレネを前後から貫き、腰を振る男の子たち。俺も喉とまんこを使って２人の男の子のちんぽを扱いている。何度か外にも吐き出された精液は俺の顔と背中を真っ白に染めている。もちろん口の中も、まんこの中も精液まみれだ。

  不过，这里也……咦？亚基尔跑哪去了？

  　けど、ここも問題は……あれ？アジルどこ行った？

  

  「啊哈♡小哥的肉棒在我体内一抽一抽的♡」

  「あはっ♡にいちゃんのおちんぽ、うちの中でビクビクって♡」

  「呜啊啊♡要被榨干了♡」

  「うあぁっ♡搾り取られるぅ♡」

  

  亚基尔被推倒，跨坐在他身上的是个拥有老鼠般耳朵和尾巴的兽人女孩。就、就是这家伙——！？

  　アジルを押し倒して跨っているのはネズミのような耳と尻尾を持った獣人の女の子だった。こ、こいつだーっ！？

  

  ※　※　※

  　　※　　※　　※　　

  

  我将焦点放在亚基尔身上，再度确认状况。看来他趁我应付那两人时，袭击了正在排队的亚基尔。从能力值来看，他似乎不是盗贼，因此搜敌技能没有反应。

  　アジルにフォーカスして再度状況を確認しよう。どうやら俺が２人の相手で手一杯になっているうちに順番待ちしていたアジルを襲ったらしい。ステータスを見る限りは盗賊ではないようだ。そのせいで索敵には反応しなかった模様。

  

  「人家、人家被射了那么多，会怀孕的♡」

  「うち、そんなに出されたら孕んじゃうぅ♡」

  「呜啊啊！？好窄、好紧，这样我受不了啦！？」

  「うあぁ！？狭くて、キツくて、こんなの我慢出来ないっ！？」

  

  咻咻——亚基尔在鼠耳女孩的子宫内射精。下一秒，鼠耳女孩的肚子逐渐隆起。尽管如此，女孩仍抱着隆起的肚子，扭腰摆臀贪求快感。她的外表年约六岁，因此悖德感更加强烈。

  　びゅく、びゅく、とネズミ耳の女の子の子宮内に射精するアジル。次の瞬間、ネズミ耳の女の子のお腹が膨らんでいく。にも関わらず、膨らんだお腹を抱えながらも快楽を貪るように腰を振る女の子。見た目が６歳くらいだから背徳感が酷い。

  

  『不过，鼠兽人即使成年，外表也依然年轻，与实际年龄相差甚远。她十四岁就成年了，也已经有十多个孩子了。』

  『まあ、鼠獣人は成人しても若い見た目のままなので、実年齢とはかけ離れてますけどね。彼女も１４歳で既に成人してますし、子供も十人以上居ますよ』

  『我刚才好像听到了什么奇怪的话？』

  『今、おかしな話が聞こえたんだが？』

  『因为鼠兽人半天就能生孩子，孩子会接二连三地出生。顺带一提，孩子出生时外表约三岁，即使长大成人，外表也只会维持在六岁左右。』

  『鼠獣人は半日で子供を生みますからね。ポコポコ生まれてきますよ。ちなみに子供は３歳くらいの姿で生まれてきて、成長しても成年の間は６歳位の見た目にしかなりません』

  

  居然是合法萝莉的鼠类……

  　合法ロリ枠、鼠かよ……

  

  『咦？在我的世界，萝莉是合法的哦？』

  『え？私の世界ではロリは合法ですよ？』

  『是这样没错。』

  『そうだったわ』

  

  以现代地球的知识来说，我的脑袋有点当机……

  　現代地球の知識で話すと若干頭がバグるな……

  

  『顺带一提，鼠兽人的寿命大约三十年，超过二十岁就会急速老化，所以也不是萝莉老太婆的种族。』

  『ちなみに鼠獣人の寿命は３０年くらいで、２０を超えると急激に老けるので別にロリババア種族でもないですね』

  『好短！？』

  『短っ！？』

  『可以生产的年龄是十岁到二十岁左右，十四岁的她差不多要面临高龄生产的危险了。』

  『出産可能年齢は１０歳～２０歳くらいで、１４歳の彼女はそろそろ高齢出産の危険があります』

  

  在这个世界，凡人种超过二十岁之后，生产时伴随的危险性也会大幅上升。相反地，年纪小到刚来月经的年龄也能安全地生下小孩。也就是说，年纪越小越能安全地生下小孩。以我们家来说，十四岁的蕾缇雅婆婆比十七岁的拉塞莱娜婆婆更能安全地生产。如果只限于凡人种，年龄与身体成长程度的关系就跟地球世界的人类一样，但因为医疗技术不发达，而且年纪越小越能得到诸神的庇佑，所以跟地球人类相比，生产时的危险性完全不同。

  　この世界、ヒト種でも２０を超えると途端に出産に伴う危険が跳ね上がる。逆に下は初潮を迎えたばかりの年齢でも安全に子供を産むことができる。つまり、若ければ若いほど安全に子供を産める仕様だ。うちの場合だと１７歳のラゼラナ母様より１４歳のレティーア義母様の方が安全に出産できる事になる。ヒト種に限れば年齢と身体の成長度合いの関係は別に地球世界の人類と変わらないんだが、医療技術が発展していないのと若ければ若いほど出産に神々の加護が付く関係で地球人類と出産に関する危険性が全然違う。

  顺带一提，拉塞莱娜婆婆的神官人数比蕾缇雅婆婆还要多，但原因不是正室与否，而是年龄。知道这件事的时候，我真的很惊讶。我到现在还是不习惯二十几岁就被说是高龄产妇，忍不住就会以地球的基准来思考，然后陷入混乱。

  　ちなみにレティーア義母様よりもラゼラナ母様の方が控えている神官の数が多いんだが、その理由が正妻かどうかよりも年齢の方だと知った時には流石に驚いた。２０代で高齢出産って言われるのには未だに慣れない。つい地球の基準で考えて混乱するんだよな。

  而鼠兽人的话，人生只有三十年，超过十五岁就是高龄产妇了。超过二十岁后，似乎会急速老化。不只是高龄产妇的问题，连种族的寿命都很短，真令人哀伤。牛兽人也很惨，但鼠兽人也差不多啊。

  　それが鼠獣人になると人生３０年、１５を超えたら高齢出産である。２０歳を超えると急激に老けるらしい。高齢出産の問題だけじゃなくて種族としての寿命まで短いとか切ねぇ。牛獣人も酷かったが、鼠獣人も大概だよな。

  

  『嗯，毕竟老鼠再怎么样都不会是萝莉老太婆的类型嘛。』

  『まあ、鼠にロリババア枠は流石にないですからね』

  『你跟老鼠有什么仇吗？』

  『お前、鼠になにか恨みでもあるのか？』

  『我跟耳朵被咬掉的机器人没有关系哦。』

  『別に耳を齧られたロボットとは無関係ですよ？』

  『要是有关系，我就会处罚你了。』

  『関係あったら流石に処すわ』

  

  因为会增加许多危险，我实在无法坐视不管。

  　色々と危険が増すからな。それは流石に看過できねぇ。

  

  『所以，这孩子为什么会混在乱交的人群中？』

  『で、この子、なんで乱交に混ざってたんですっけ？』

  『啊——我现在正要问她。』

  『あー、それは今から訊くところだ』

  

  鼠兽人和牛兽人的悲哀，以及奥露榭个人的问题，现在就先搁在一旁吧。因此，才会演变成开头的那句话。这家伙到底是什么人？

  　鼠獣人と牛獣人の悲哀とか、オルシェの個人的な問題は今は脇に置いておこう。そんなわけで冒頭のセリフに繋がるわけだ。こいつ、何者なんだ？

  

 
  第６１話：出産が早すぎる

  第61话　太早生产了

  「伊修娜！」

  「イシュナ！」

  「亚拉托尔大人！」

  「アラクトールさま！」

  

  正当我心想「来审问吧」的时候，其中一个被合法逆奸（笑）的男孩冲向了鼠女。看来鼠女和他是相关人士。

  　さて取り調べを、と思ってたら合法逆レイプ（笑）されてた男の子の１人が鼠娘に駆け寄ってきた。どうやら鼠娘は彼の関係者だったらしい。

  

  「我马上就会生下来，请您稍等一下。」

  「すぐ産みますのでしばらくお待ち下さいね」

  「好、好的……」

  「う、うん……」

  

  不过，看来现在是生产的时候了。因此，感动的重逢也暂时中断。太糟蹋了。

  　けど、どうやら出産のタイミングだったらしい。お陰で感動の再会も一旦中断されてしまう。台無し過ぎる。

  好了，差不多该看看状态了。

  　さて、そろそろステータス見るか。

  

  『原来如此，她好像是威格尔商会雇用的护卫。』

  『なるほど、彼女はウェネル商会に雇われている護衛みたいですね』

  『是啊。看来她是来救继承人亚拉托尔的。』

  『だな。どうやら跡取りであるアラクトールを助けに来たらしい』

  『嗯嗯。而且还是父亲的情妇，和儿子亚拉亲也有关系。』

  『ふむふむ。しかも父親の愛人で息子であるアラクきゅんとも関係してる、と』

  『别叫我亲。不过，和父亲是炮兄弟啊……』

  『きゅん言うな。しかし、父親と穴兄弟か……』

  『唉，这是常有的事。』

  『まあ、よくある話ですね』

  『是吗？』

  『そうか？』

  『榭菈小姐和拉榭菈小姐也是炮姐妹，拉塞尔亲和瓦特先生也是炮兄弟吧？』

  『シエラさんだってラゼラナさんと竿姉妹ですし、ラゼルきゅんだってヴァートさんと穴兄弟ですよね？』

  『别把拉塞尔叫成亲。好吗？』

  『ラゼルをきゅんとか言うな。な？』

  『是！？』

  『はひっ！？』

  

  我好像不小心流露出杀意了。奥露榭好像也稍微流露了一点，不过这都是些小事吧。

  　ちょっとうっかり殺意が漏れていたらしい。オルシェが若干漏らしたような気もするが、まあ些細な問題だろう。

  

  『不过，嗯，这样啊。的确挺普通的。』

  『けど、まあ、そうか。確かに割と普通だな』

  『啊，还有榭莉小姐也透过榭菈小姐和他们是炮兄弟。』

  『あ、あとシェリーさんもシエラさんを通して穴兄弟ですね』

  『咳噗！？』

  『ごふっ！？』

  

  可恶，白白受了打击……

  　ちくしょう、無駄にダメージを受けちまった……

  经她这么一说，确实是这样没错……

  　言われてみたら確かにそうなんだよなぁ……

  就在我们如此这般的时候，生产也顺利结束，鼠女伊修娜重新转向我们。生了超过十胎，果然很熟练。

  　そうこうしているうちに無事出産も終わり、改めて俺たちに向き直る鼠娘ことイシュナ。流石に１０人以上産んでいると慣れたものだな。

  

  『毕竟鼠兽人是连野战生产都办得到的种族嘛！』

  『まあ、鼠獣人は野戦出産も可能なスペックですからね！』

  『不要把野外性爱说成野战啦。』

  『野外プレイを野戦って言うんじゃねえよ』

  

  鼠兽人只要一做爱，当天就会生，要是不小心在森林里做爱，就只能当场生产了。当然，没有余力找助产师，那当然只能靠自己习惯了。

  　鼠獣人、ヤッたらその日のうちに生まれてくるから、うっかり森の中でプレイして孕んだらその場で産むしかなくなる。当然、助産師なんて呼んでる余裕はない。そりゃあ慣れるしかないわな。

  

  『听说鼠兽人一到可以生产的年龄，就会为了训练野外出产而体验野外性爱，当场怀孕。』

  『鼠獣人は出産可能年齢になったら野外出産の訓練のために野外プレイを経験してその場で孕むらしいですよ』

  『哦……』

  『おぅ……』

  『顺便一提，一般都是怀爸爸的孩子。』

  『ちなみにパパの子供を孕むのが一般的ですね』

  『原来很常见啊……』

  『一般的なのか……』

  『在这个世界很普通哦。』

  『この世界では普通ですよ？』

  

  也是啦，拉塞莱娜王后也是瓦特大人的女儿嘛。本来以为只有王室会这样，但贵族家也偶尔会看到。

  　まあ、ラゼラナ母様もヴァート父様の娘だしなぁ。王家だけかと思ったら貴族家でもちらほら見かけるし。

  啊，现在先不管鼠兽人的性爱状况。我们看过状态列，但莉妮亚她们看不到，得想办法息事宁人……

  　っと、鼠獣人のセックス事情は今は良いんだよ。俺たちはステータスを見たけどリーニャ達は見れないからな。どうにか穏便に……

  

  「伊修娜！伊修娜！」

  「イシュナ！イシュナ！」

  「嗯嗯♡我里面，有亚拉克特大人的小鸡鸡♡」

  「んんっ♡うちの中に、アラクトールさまのおちんぽがっ♡」

  

  ……发生什么事了？

  　……何が起きた？

  

  「这个鼠妹好像是这孩子的亲戚。她一生产完，就上演起感动的重逢戏码。」

  「この鼠っ娘はこの子の関係者だったみたいね。出産が終わるなり感動の再会をもう一度とばかりにおっ始めたわ」

  「这、这样啊……」

  「そ、そうか……」

  

  伊修娜被刚出生的女儿吸奶，同时子宫被激烈地顶着。这是多么超现实的光景啊。

  　産んだばかりの娘に乳を吸われながら激しく子宮を突かれるイシュナ。どんなシュールな光景だよ。

  

  『不过，鼠兽人生产完的当天就能怀上下一个孩子，所以也常有同一天出生但父亲不同的姐妹。』

  『まあ、鼠獣人は産んだその日に次の子を孕めますからねー。父親違いだけど同じ誕生日の姉妹とかも普通に居ますよ』

  『哦、哦……』

  『お、おう……』

  

  听说性欲强的夫妻也常在当天不小心怀上第二个孩子。鼠兽人太可怕了……

  　性欲が強い夫婦だとうっかりその日に２人目を仕込んだりする事も多いらしい。鼠獣人恐るべし……

  

  「伊修娜！伊修娜！今天一定要怀上我的孩子！」

  「イシュナ！イシュナ！今日こそ僕の子を孕んで！」

  「好的♡让我怀上，亚拉克特大人的种♡」

  「はい♡うちの中に、アラクトールさまの子種をっ♡」

  

  噗、噗，精液注入子宫。不过，以现在的怀孕率来说……

  　とぷっ、とぷっ、と子宮に精液が注ぎ込まれる。けど、現在の妊娠率では……

  

  「嗯♡交给我♡」

  「んっ♡ボクに任せて♡」

  

  不过，这时魔法支援了她。虽然她正被人从背后顶着子宫。他们还在做啊……

  　けど、そこに魔法で支援が入る。バックから子宮を突かれながらだけどな。まだヤり続けてたのか……

  

  「我、我、我要怀孕了♡」

  「うち、うち、孕んじゃうぅ♡」

  「生下来，生下我的孩子！！」

  「産んで、僕の子供産んでぇ！！」

  

  伊修娜的肚子浮现淫纹，同时卵子聚集起精液。噗，精子钻进卵子，然后在伊修娜的子宫着床。

  　イシュナのお腹に淫紋が浮かび、同時に卵子に精液が群がっていく。とぷん、と卵子の中に精子が潜り込み、それがイシュナの子宮に着床する。

  

  『……哇，成长太快了吧？』

  『……うわ、成長早すぎねぇ？』

  『毕竟只要十个小时就会出生了嘛。』

  『まあ、１０時間で生まれてきますからねぇ』

  『哇啊……』

  『うわぁ……』

  

  凡人种应该要花上十个月才能出生的孩子，以人类约数百倍的速度成长。

  　ヒト種なら十月十日かけて成長するはずの子供は、ヒトの約数百倍のスピードで成長していく。

  在那之后的几个小时，亚拉克特一直和伊希丝妲做。看着她那逐渐变大的肚子，我有点担心她会不会出事。

  　それから数時間、アラクトールはイシュナとヤり続けていた。だんだんと大きくなっていくお腹を見てるとちょっと大丈夫か心配になってくるんだが？

  

  『讨厌啦，我有好好地让她可以玩怀孕Play，不会有问题的。』

  『いやですねぇ、妊娠プレイできるようにちゃんと大丈夫にしてますよ』

  『你对这种事还真是无微不至耶……』

  『お前、そういうのばっかり手厚いよな……』

  

  不过，实际上真的没问题也很厉害就是了。但是，还没出生就已经满肚子精液……

  　まあ、実際ホントに大丈夫なのが凄いよな。けど、生まれる前から精液まみれなのは……

  

  『是女儿，所以没问题哦。』

  『娘だから問題ないですよ？』

  『问题不在那里吧。』

  『そういう問題じゃねえだろ』

  

  真是的，这个没用女神……

  　まったく、この駄女神は……

  

  「哈啊嗯，我的小宝宝又……」

  「はぁん、うちの赤ちゃん、また……」

  「加油！我会和伊希丝妲的小宝宝一起养大的……」

  「頑張って！僕、イシュナの赤ちゃん一緒に育てるから……」

  「嗯嗯，生下来……」

  「んんっ、産まれ……」

  

  在我们交谈的期间，伊希丝妲平安无事地生下女儿，大概是安心了吧，她和亚拉克特一起发出鼾声。两个女儿也安分地睡着，只有满肚子精液这点令人在意。

  　そうしているうちにイシュナは無事娘を出産し、安心したのかアラクトールと一緒に寝息を立て始めた。２人の娘も大人しくすやすやと眠っている。精液まみれなのだけがアレだがな。

  

  「差不多该睡了，我困得不得了……」

  「そろそろ寝るわよ。流石に眠いわ……」

  「嗯嗯♡啊、啊啊……」

  「んんっ♡あ、ああ……」

  「我还要……啊嗯♡那里，再用力一点♡」

  「ボクはまだ……あんっ♡そこ、もっと突いてぇ♡」

  

  至于在等待期间乱交的其他人，莉妮娅最先倒下，接着是把精液射在蕾奈体内的少年倒下。蕾拉似乎还打算继续使用魔法。莉妮娅的周围陆续倒下精疲力尽的少年们……

  　待っている間に乱交していた他の連中はといえば、リーニャが最初にダウンし、続いてレネの中に精液を吐き出した少年がダウンする。レーラは魔法を使ってまだまだ続けるらしい。リーニャの周りにはぐったりとした少年達が次々とダウンしていき……

  

  「啊嗯♡你们也和我一起享受吧♡」

  「あんっ♡キミ達も、もっとボクと楽しもっ♡」

  

  更正。少年们被强制唤醒，被蕾拉榨干了。合掌。

  　訂正。少年達は強制的に目覚めさせられてレーラに搾り取られている。合掌。

  

  『是榭菈小姐的魔法造成的吧？』

  『シエラさんの魔法のせいですよね？』

  『创造魔法的人是你哦？』

  『創ったのはお前だけどな？』

  『那不是关系到人们的幸福吗？有什么关系呢？』

  『それが人の幸せに繋がってるんだから良いじゃないですか』

  

  在罪过被推到自己身上的瞬间，奥露榭立刻翻脸不认账。这个重复魔法的混账垃圾女神。虽然我觉得被榨干的人应该很难受……

  　罪が自分の方に向いた瞬間、あっさりと掌を返すオルシェ。このダブスタクソ駄女神め。搾り取られている方はたまったもんじゃないとは思うが……

  

  「啊啊嗯♡再多、再多给我精液吧♡」

  「あぁんっ♡もっと、もっとボクにせーえき、ちょうだいっ♡」

  

  ……算了，没差。

  　……ま、いいか。

 
  第６２話：目覚めの数発

  第62话　醒来后的几发

  我的脑中闪过尸横遍野这个词汇。一睁开眼睛，蕾拉睡在我和精液被榨干的男孩子们正中央的模样便映入眼帘。

  　死屍累々、という言葉が頭をよぎる。目を覚ましたら精液を搾り取られた男の子たちの真ん中で眠るレーラの姿が目に飛び込んできた。

  

  「嗯嗯♡再多射一点精液进来，射在我里面♡」

  「んんっ♡もっとせーえき、ボクの中に出してぇ♡」

  

  看来她连在梦中都在做爱。无意识地扭动腰部的模样真色啊。

  　どうやら夢の中でもヤッてるようだ。無意識に腰を振ってるのエロいな。

  

  『呜呜呜，为什么榭菈小姐总是能储存那么多神力……』

  『うぎぎ、なんでシエラさんにばっかりそんなに神力が……』

  『嗯，这个嘛，神力会不断累积呢。』

  『うん、まあ、ぎゅんぎゅん貯まるよな、神力』

  

  毕竟几乎没有人会一整天都在向神祈祷，但一整天都在做爱的人倒不少。而且奥露榭不会传授神圣魔法，所以特别少人祈祷。拜此所赐，奥露榭总是神力不足。

  　まあ、丸一日神に祈りを捧げるようなヤツはほとんど居ないが、丸一日ヤりまくってるヤツはそれなりに居るからな。それに、オルシェは神聖魔法を授けてくれないから特に祈るやつが少ない。おかげでいつもオルシェは神力不足だ。

  

  『呜呜，以前我明明可以尽情使用榭菈小姐聚集的神力！』

  『うう、昔はシエラさんに集まる神力を使い放題だったのに！』

  『你花掉的份全都算成借款了哦。』

  『使い込んだ分は全部借金につけてるからな？』

  『好过分！？明明是我要你用色色的方式聚集神力的！！』

  『酷いっ！？エロで集まるようにしたのは私なのに！！』

  『不，你本来就不该乱花啊。不然我把色色之神的地位让给你好了？』

  『いや、そもそも使い込むなよ。何なら、エロ神の地位を渡そうか？』

  『不，我不需要那个。』

  『いや、それは要らないので』

  『你先收下再说啊！？不管怎么想，色色之神都是你吧。虽然我完全不想当就是了。』

  『それを真っ先に受け取れよ！？どう考えてもエロの神はお前だろうが。まったくもって不本意なんだが』

  『这种事情等你把小鸡鸡从我嘴里拔出来再说吧。』

  『そういうのはおちんぽを咥え込むのをやめてから言ってほしいものですね』

  『……啊，插着插着就忘了。』

  『……あ、挿れっぱなしだったわ』

  

  这么说来，我们做完就睡着了。我起身抽出还插在里面的肉棒，精液从张开的小穴中滴落。射了好多出来啊。

  　そういえばヤったまま寝てたんだた。起き上がり、挿入したままだったちんぽを引き抜くと、ぽっかりと開いたまんこから精液がごぽりと零れ落ちていく。ずいぶん出されたな。

  

  「嗯？啊，早安。啊，好浪费！」

  「んぅ？あ、おはよーございます。っと、もったいない！」

  「咿唔♡」

  「ひぅっ♡」

  

  这时，蕾拉正好醒来，开始吸吮从小穴中滴落的精液。

  　そこに、丁度目を覚ましたレーラがまんこから零れた精液を啜りにくる。

  

  「我来帮你把这里也弄干净♡」

  「ここも、綺麗にしてあげますねっ♡」

  「等、住手……咿唔♡」

  「ちょ、やめ……ひうっ♡」

  

  蕾拉的舌头妖艳地舔着我的淫核，给予我甜美的刺激。

  　レーラの舌が艶めかしく俺の淫核を舐め回し、甘い刺激を与えてくる。

  

  「啊哈♡射了好多精液出来♡」

  「あは♡せーえきいっぱい出てきた♡」

  

  我腹部使力忍耐快感，导致注入体内的精液从小穴中溢出。蕾拉再次发出声音吸吮精液。

  　快感に耐えようとお腹に力が入ったのか、注ぎ込まれた精液がまんこから溢れ出してくる。それをレーラが再び音を立てて啜る。

  我们做着这种事，下面的男生的肉棒自然无法避免地再次恢复硬度。

  　そんな事をしていれば下に居た男の子のちんぽが再び硬度を取り戻すのを避けることはできず。

  

  「你想插我的小穴吗？」

  「ボクのオマンコに挿れたいですか？」

  

  男生看到这一幕，点头回应蕾拉的问题。

  　それを見たレーラのそんな問いにコクコクと頷きを返す男の子。

  

  「来吧，塞进去♡」

  「ごーい、せーりつだねっ♡」

  

  蕾拉将肉棒吞进去，然后一边吸吮我的小穴中的精液，一边扭腰。真灵巧。

  　ずぷっ、とレーラがちんぽを飲み込む。そして、俺のまんこから精液を啜るのを続けながら腰を振る。器用だな。

  

  「嗯♡肉棒在亲吻我的子宫入口♡」

  「んっ♡おちんぽ、ボクの子宮の入り口にキスしてるっ♡」

  「哈啊♡这、好紧……」

  「はぁっ♡これ、すごく、キツくて……」

  

  蕾拉用她的小穴套弄着肉棒，发出了女孩子般的声音。

  　レーラの小さなまんこでちんぽを扱かれ、女の子みたいな声が上がる。

  

  「对、对不起，我要射了！」

  「ご、ごめんなさいっ、出ちゃいますっ」

  「可以哦♡把精液射进我的子宫♡」

  「いいよ♡ボクの子宮に、せーえき注ぎ込んで♡」

  

  极限很快就来临了。

  　限界はすぐに訪れた。

  不知道是这句话成了导火线，还是因为阴道肉紧紧地夹住的关系，男孩的蛋蛋猛然一缩，噗咻一声将精液注入蕾拉体内。」

  　その言葉が引き金になったのか、キツく絞めた膣肉のせいかは判らないが、男の子の金玉がきゅ、と上がり、どぷり、と精液がレーラの中に注ぎ込まれていく。

  

  「啊，哈♡好多精液射进来了♡」

  「あ、はっ♡せーえき、いっぱい入ってきてるっ♡」

  

  蕾拉一口气沉下腰，将肉棒插进最深处，像是在亲吻子宫口似地将精液吞下肚。

  　腰を一気に落としてちんぽを奥までねじ込み、子宮口でキスをするようにして精液を飲み込むレーラ。

  男孩的身体一颤一颤地抖动着，持续射出精液。他的表情因快乐而陶醉，这……

  　びくびくっ、と身体を震わせて精液を吐き出し続ける男の子。その顔は快楽に蕩けていて、これは……

  

  『啊啊嗯，男孩的母脸，好棒，好棒哦！！』

  『ああんっ、男の子のメス顔、いい、いいですよっ！！』

  

  我就知道。

  　だろうと思ったよ。

  奥露榭一边重复播放男孩高潮时的表情，一边自慰。

  　男の子がイく時の顔を何度も再生しながら自慰をするオルシェ。

  

  『你那是什么眼神？你自己不也正在享受吗？』

  『なんですか、その目は。自分だってお楽しみ中じゃないですか』

  『不、不是，这是蕾拉她……』

  『い、いや、これはレーラが……』

  『好狡猾！我也想让可爱的幼女吸吮小穴啊！』

  『ずるいです！私だってかわいい幼女におまんこ啜ってほしいんですけど！』

  『那不是女神可以说出口的欲望吧！？』

  『女神が口にしていい欲望じゃねえっ！？』

  

  喂，这个没用女神还是老样子。

  　相変わらずの駄女神っぷりだな、おい。

  就在我们奥露榭进行着这样的对话时，莉妮亚也醒来了。应该说，她其实不久前就醒了，只是因为和我对上眼才过来搭话。

  　と、そんな会話をオルシェとしていたらリーニャも起きてくる。と言うか、ちょっと前から起きてたんだが、目が合ったから話しかけてきたというか。

  

  「咦，你们还在做吗？」

  「あれ、まだヤッてんの？」

  「这么说来，大姐姐你不是也在榨取亚基尔先生的精液吗？」

  「そういうおねーさんだってアジルさんの精液搾り取ってるじゃないですか」

  「哎呀，这就像是早上的例行公事啦。」

  「まあ、これは朝のルーティンみたいなものよ」

  「我第一次听说有这种例行公事啊！？」

  「そんなルーティン、初耳なんですけどっ！？」

  「这都要怪你害人家晨勃吧？我可是帮你处理掉了，要感谢我哦！」

  「アンタが朝勃ちさせてるのが悪いんでしょ？処理してあげてるんだから感謝しなさいよね！」

  「太不讲理了吧！？」

  「理不尽っ！？」

  

  不管怎么看，这八成都是在享受。亚基尔的反驳照例被封杀了。

  　どう見てもお楽しみ８割だな。アジルの反論は例によって封殺されている。

  结果，我们就在睡醒的男孩中找来几个同意的人，一直闹到中午过后……

  　結局、起きてきた男の子の中で同意した子たちを交えて昼過ぎまで乱痴気騒ぎは続き……

  

  「我们为了照顾孩子都没睡，你们倒是挺悠哉的呢……」

  「うち達が子育てで寝てないのに、いい気なものですね……」

  

  伊修娜和亚拉克特都挂着黑眼圈，向我们抱怨道。

  　目の下に隈を作ったイシュナとアラクトールに文句を言われる。

  嗯，我有时是会听到婴儿的哭声啦。抱歉。

  　うん、時々赤ちゃんの鳴き声は聞こえてた。すまん。

  

  「我要施魔法咯。完全育儿辅助！」

  「魔法かけますね。完全育児補助！」

  「「啊，轻松多了。」」

  「「あ、楽になった」」

  

  ……刚才那个魔法是什么？

  　……なんだ、今の魔法？

  

  『哦，这个魔法可以在短时间内入睡，长时间清醒也不会疲劳，长时间保持相同姿势或没吃饭也不会影响健康，就算彻夜不眠也不会头痛或想睡。』

  『ああ、短時間で眠れて、長時間起きていても疲れず、長時間同じ姿勢でいても食事を抜いても健康に影響がなく、完徹しても頭痛も眠気もしなくなる魔法ですね』

  『怎么听起来像是黑心企业专用的魔法？』

  『なんだそのブラック企業御用達みたいなの』

  『限定在育儿期间才能使用，所以不能用在工作上哦。』

  『子育て中限定ですから、仕事には使えませんよ？』

  『……那就算了。以奥露榭来说，你这次创造的魔法还算正常嘛。』

  『……なら、いいか。オルシェにしてはまともな魔法創ったじゃねえか』

  『因为育儿太辛苦的话，就不会再生孩子了嘛。』

  『子育てが辛いと子作りをしなくなりますからねー』

  『结果还是为了这个啊……』

  『結局それか……』

  

  算了，只要育儿变得轻松，那就算了。

  　まあ、結果的に子育てが楽になるならいいか。

  尽管发生了这样的小骚动，我们还是在中午过后离开基地，傍晚时分抵达位于王都南方的城镇——雷赛克。

  　そんなちょっとした騒動はあったものの、昼過ぎにはアジトを発ち、夕方には王都の南にある街、レセックにたどり着いた。

  

 
  第６３話：依頼完了

  第63话　委托完成

  「花了好长一段时间呢——」

  「ずいぶんと時間がかかりましたねー」

  

  在雷赛克镇上报告任务完成时，她对我说了这句话。

  　レセックの街で依頼の完了報告をした際にかけられた言葉がこれである。

  我不能说……因为这几天都在做那档事，我不能说……

  　言えない……数日ヤりまくってたせいだとは、言えない……

  

  「放心吧，不会影响到测验的。」

  「安心して、試験には影響はしないわ」

  

  莉妮亚若无其事地说道。不，几乎都是你们害的哦？

  　しれっとそう言うリーニャ。いや、ほとんどお前らのせいだからな？

  要是影响到测验，我可是会发飙的。

  　影響したらキレるぞ、流石に。

  

  「那么，接下来要怎么做呢？」

  「では、次の依頼はどうされますか？」

  

  在完成任务的同时，我们接下了下一个任务。因为条件是达成三件任务。

  　完了と同時に次の依頼を受ける。３件達成が条件だからな。

  然后，之后的任务也顺利地过关，终于成为独当一面的冒险者……

  　そして、その後の依頼は順調にクリアし、ついに一人前の冒険者に……

  

  『顺利？』

  『順調？』

  『算、算了，就当作没看到你们去采集媚药的原料，结果不小心耽溺于乱交一整天的事吧。』

  『ま、まあ、媚薬の原料を取りに行ってうっかり丸一日乱交に耽った話は見なかったこととする』

  

  嗯，算了，这也没办法。没想到只是空手摸一下就会变成那样……

  　うん、まあ、仕方ないよな。まさか、素手で触っただけであんなになるとは……

  

  『哎呀，跨在鸡鸡上扭腰的榭拉小姐，真的好色哦。』

  『いやあ、おちんぽに跨って腰を振るシエラさん、すごくエッチでしたよね』

  『真亏你和朋友做爱还能高潮呢……』

  『お前、よく知り合いでヌけるよな……』

  『咦？榭拉小姐不会因为我的裸体而高潮吗？』

  『え？シエラさんは私の裸でヌいたりしないんですか？』

  『不会啊！？』

  『しないが！？』

  

  真是的，别把我跟你这种变态混为一谈。

  　まったく、お前みたいな変態と一緒にしないでほしいよな。

  

  『那么，榭莉小姐的裸体呢？』

  『じゃあ、シェリーさんの裸でも？』

  『咦？完全会兴奋啊？』

  『え？全然興奮するが？』

  『双重高潮对吧！？』

  『ダブスタですよね！？』

  『跟奥露榭比起来就不行吧？』

  『オルシェと比べたらダメだろ？』

  『你不会说你不会对我感到兴奋吧！？』

  『それ、私じゃ興奮しないだけとか言いませんよね！？』

  『听你这么一说，好像是这样没错。』

  『そう言われるとそうだな』

  『好过分！？』

  『酷いっ！？』

  

  奥露榭听到我的回答后大受打击。哎呀，如果只有外表的话，我倒是很喜欢啦。但内在实在是……

  　自分で言ってショックを受けるオルシェ。いやあ、見た目だけなら良いんだけどなぁ。中身がどうしても、な。

  奥露榭听到我的回答后显得很沮丧。哎，没办法，毕竟不会感到兴奋嘛。好了，先别管奥露榭了。

  　そんな俺の答えを聞いていじけるオルシェ。まあ、興奮しないものは仕方がないよな。さて、そんなオルシェは置いておいて。

  

  「姐姐，快点玩弄我的小穴♡」

  「おねーさん、はやくボクのおまんこ、弄ってぇ♡」

  「哦，好。」

  「あ、ああ」

  

  我钻进旅馆的床铺后，立刻脱掉衣服和蕾拉抱在一起。旅馆的房间是两人一间，所以其他人也正在享受。

  　宿のベッドに潜り込むなり服を脱いで抱き合う俺とレーラ。宿の部屋は２人ずつで分かれたから向こうは向こうでお楽しみ中だ。

  我从背后抱住蕾拉，将手指伸向她的小穴。

  　レーラを背後から抱きとめ、まんこに指を伸ばす。

  

  「姐姐，你比较想要小鸡鸡吗？」

  「おねーさん、おちんぽの方が良かったですか？」

  

  蕾拉转过头来这么问道。然后，她向我申请了双性人魔法。不，不用勉强长出来啦！

  　振り向きながらレーラがそう訊いてくる。そして、レーラから申請されるふたなり魔法。いや、無理に生やさなくていいから！

  

  「嗯嗯♡」

  「んんっ♡」

  

  我堵住她的嘴唇，缠上舌头，表示不需要。同时，我激烈地动着伸进小穴里的手指，搅动阴道内部。

  　不要、とばかりに唇を塞ぎ、舌を絡める。同時にまんこに潜り込ませた指を激しく動かし、腟内を掻き回す。

  

  「嗯，呼♡啊♡哈♡再来……♡」

  「ん、ふっ♡あっ♡はっ♡もっとぉ……♡」

  

  蕾拉露出陶醉的表情要求我继续。她的阴道紧紧吸住我的手指，发出啾噗啾噗的声音。挺立的乳头显示出她的兴奋程度。

  　トロン、とした顔で続きを要求するレーラ。膣肉が指に吸い付き、ちゅぱちゅぱと音を立てる。ツン、と尖った乳首が彼女の興奮度合いを示している。

  

  「我的子宫好难受♡」

  「ボクの子宮、切なくなっちゃうっ♡」

  

  蕾拉似乎觉得腹部附近很痒，频频来回抚摸。她口中吐出甜美的气息，肌肤泛起红潮。

  　お腹の辺りが疼くのか、しきりに撫で回す。口から甘い吐息が洩れ、肌が紅潮していく。

  

  「胸部、胸部也♡」

  「胸、胸もぉ♡」

  

  我依照她的要求用手指搓揉乳头。硬硬的触感很舒服。

  　請われるままに指で乳首をこね回す。コリコリとした感触が心地良い。

  

  「呼啊、嗯♡我喜欢这样♡」

  「はぁ、んっ♡それ、すきぃ♡」

  

  蕾拉扭动着身躯委身于快感，弄湿了胯间。

  　身をくねらせながら快楽に身を任せ、股を濡らすレーラ。

  

  「大姐姐也♡」

  「おねーさんにも♡」

  

  蕾拉说完后，把脚伸向我这边，将自己的双腿夹进我的双腿之间。淫核与大腿互相摩擦，快感窜过全身。

  　そう言うとレーラがこちらを向いて脚の間に自分の脚をねじ込んでくる。淫核と太腿が擦れ合い、快感が身体を駆け抜ける。

  

  「呼、呜♡请好好品尝我色色的小豆豆♡」

  「ふ、うっ♡ボクのえっちなお豆、しっかりと味わってくださいね♡」

  

  大腿被爱液濡湿，动作渐渐变得圆滑。每当蕾拉摇晃身体，乳头就会摩擦到腹部附近，感觉非常痒。

  　太腿が愛液で濡れ、動きが段々と円滑になっていく。レーラが身体を揺らす度にお腹の辺りに乳首が擦れ、すごく擽ったい。

  

  「呼啊♡大姐姐的小咪咪好好吃♡」

  「ふぁっ♡おねーさんのちっぱい、美味しいですっ♡」

  

  我的乳头则位于蕾拉的脸部附近，因此她轻易地将乳头含入口中。被她啾啾地吸吮，甜美的麻痹感从乳头扩散开来。话说回来，她居然说小咪咪……

  　逆に俺の乳首はレーラの顔の辺りにあったため、容易く口に含まれてしまう。ちゅうちゅうと吸われるとそこから甘い痺れが広がっていく。と言うか、ちっぱい言うｎ……

  

  「咕嗯♡」

  「くぅんっ♡」

  

  乳头突然被咬，我发出甜美的叫声。因为现在很敏感……

  　いきなり歯を立てられ甘い声を上げてしまう。いま、敏感、だから……

  

  「哈♡哈♡哈♡哈、嗯♡」

  「はっ♡はっ♡はっ♡は、んっ♡」

  「咕呜♡」

  「くぅっ♡」

  

  我们互相摇晃腰部，逐渐提升快感。接着我任凭高涨的情绪驱使，将姿势变成蕾拉压在我身上，用手指拨弄蕾拉的秘裂处。蕾奈虽然十二岁，但和七岁的蕾拉做这种事，实在有股犯罪的味道……才怪。

  　互いに腰を揺すり、快感を高めていく。それから昂ぶった感情に任せて覆い被さるような体勢に変わり、レーラの秘裂を指で掻き回す。レネが１２とはいえ、７歳のレーラ相手は流石に犯罪臭が……しないな？

  在这个世界，和小孩做性行为并不是犯罪。我也被这个世界的规则荼毒得很严重了。

  　この世界じゃ別に子供相手の性行為は犯罪じゃないしなぁ。俺もずいぶんこの世界のルールに毒されたものだ。

  

  「姐姐，这次换我帮你♡」

  「おねーさん、今度はボクがしてあげるね♡」

  

  我们交换姿势，这次换蕾拉拨弄我的小穴。她舔了一下手指，毫不留情地将手指插入深处，精准地刺激我找到的弱点。

  　体勢を入れ替えて今度はレーラが俺のまんこを掻き回す。ペロリとひと舐めした指を容赦なく奥までねじ込み、探り当てた弱点を的確に刺激してくる。

  

  「哈、啊♡」

  「は、あっ♡」

  

  我上下起伏单薄的胸部，因涌上的快感而娇喘。

  　薄い胸を上下させながらこみ上げてくる快感に喘ぐ。

  

  「这次♡一起♡拨弄♡我的小穴♡」

  「今度はっ♡一緒にっ♡ボクのおまんこっ♡掻き回してっ♡」

  

  我们直接变成69的姿势，互相拨弄对方的穴肉。由于蕾拉的身高比较矮，穴穴的位置就在我的腹部上方。相对地，蕾拉则是窥视着我的小穴，同时用手指拨弄。

  　そのまま６９の体勢になって互いの膣肉を掻き回す。レーラの方が背が低い分、膣穴が俺の腹の上辺りに来る。対するレーラは俺のまんこを覗き込むようにしながら指で掻き回す。

  

  「嗯嗯♡姐姐的手指，插进我的深处♡」

  「んんっ♡おねーさんの指が、ボクの奥にっ♡」

  「哈、啊♡嗯嗯♡」

  「は、あっ♡んんっ♡」

  

  我们互相发出淫荡的水声，不断拨弄小穴。接着，我渐渐有种某种东西往上冲的感觉……

  　互いに淫らな水音をさせながらまんこを掻き回し続ける。次第に何かが駆け上るような感覚があり……

  

  「「哈啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊♡」」

  「「はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ♡」」

  

  我们俩都仰着背达到高潮。糟糕，这果然，非常舒服……

  　２人して背を仰け反らせながら絶頂に達する。ヤバい、これ、やっぱり、すっごく気持ちいい……

  

  『昨晚玩得很开心吧？』

  『昨晩はお楽しみでしたね？』

  

  嗯，是啊，虽然被第二天流出血泪的奥露榭挖苦了。啊，嗯，我记得你好像正好在那时候进入紧急应对？嗯，我录下了昨天玩的视频，你可以去校舍后面自慰哦？

  　うん、まあ、翌日血涙を流したオルシェに嫌味は言われたけどな。ああ、うん、丁度タイミングよく緊急対応が入ったんだっけ？うん、昨日のプレイの録画はしてあるから校舎裏で自慰していいぞ？

  

  『校舍后面是哪里啊？！』

  『校舎裏ってどこですかぁっ！？』

  

  嗯，是啊，看来是反效果？

  　うん、まあ、逆効果だったようだな？

  另外，她好像很享受视频。

  　なお、動画はしっかり楽しんだらしい。

  

 
  第６４話：良い夢を

  第64话　祝你有个好梦

  我在昏暗的房间里俯瞰着整个房间，好久没有这种感觉了。

  　薄暗い部屋の中。全体を俯瞰するこの感覚は久々だ。

  

  『这又是……？』

  『これは、また、か？』

  

  毫无疑问是信徒的那档事。

  　まず間違いなく信者からのアレだ。

  房间里有三个女孩子和两个男人。其中一个女孩子大约十七岁，其他两个大约六～七岁。男人的年纪是三～四十岁。其中一个男人已经把鸡鸡插进两个小女孩中比较年长的那个女孩的下面。那个女孩似乎已经习惯了，自己扭着腰贪图快感。

  　部屋にいるのは女の子が３人と男が２人。女の子のうち１人は１７歳くらい。残る２人は６～７歳くらいだ。対する男は３～４０台。１人は幼女２人のうち年上の方の子に既にちんぽをねじ込んでいる。その子の方も慣れているのか、自分から腰を振りながら快楽を貪っているようだ。

  另一个小女孩被十七岁左右的女孩从背后抱住，双腿被掰开。看样子她们是母女。这就是那个吧。

  　年下の方の子の方は１７歳くらいの子に背後から抱かれ、脚を開かされている。これはアレだな、２人は母娘だな。

  

  「妈妈，我也可以像姐姐一样把鸡鸡放进小妹妹里面吗？」

  「かあさん、わたしもおねえちゃんみたいにおちんぽをおまんこにいれるの？」

  「可以哦。客人现在就要把鸡鸡放进凯蒂的小妹妹里面，让你变成女人。」

  「そうよ。今からお客様がケティのおまんこにおちんぽを入れて、女の子にしてくれるの」

  

  母亲一边说，一边把女儿紧闭的还没被男人碰过的幼小阴道撑开，让男人看。

  　そう言いながら母親は娘のピタリと閉じていたまだ男を知らない幼膣を広げ、男に見せつける。

  

  「不愧是玛莉，女儿的教育很完美吗？」

  「流石はメリーだな。娘の教育は完璧ってか？」

  

  男人露出下流的笑容，把鸡鸡抵在小女孩的幼小阴部上。他直接缓缓地把鸡鸡插进去，粉红色的柔肉逐渐埋没在前端。

  　下卑た笑みを浮かべながらその幼いまんこにちんぽを宛がう男。そのままゆっくりと押し込めばピンク色の柔肉に先端が埋没していく。

  

  「第一次果然很紧，我要一口气插进去了哦。」

  「流石に初モノはキツイな。一気にぶち込むぞ」

  「可以，把处女膜打破，让凯蒂变成女人吧。」

  「いいわ、処女膜をぶち破ってケティを女にしてあげて」

  

  凯蒂的母亲玛丽代替女儿答应了失去处女的行为。不过当事人因为第一次感受到肉棒的压力，根本无暇顾及此事。

  　ケティの代わりに母親のメリーが処女喪失を承諾する。まあ、当人は初めて感じるちんぽの圧力でそれどころじゃないしな。

  

  「唔、嗯……」

  「く、んっ……」

  

  肉棒的前端碰到了处女膜。幼小的穴穴光是吞下龟头就已经承受不住了。但男人毫不在意，一口气将肉棒插入。

  　ちんぽの先端に処女膜が触れる。幼い膣穴は亀頭を飲み込んだだけでもういっぱいいっぱいだ。だが、男はそんな事はお構いなしとばかりに一気にちんぽを突き入れる。

  

  「啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊！？」

  「ああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁっ！？」

  

  肉膜被撕裂的感觉让凯蒂发出惨叫。此时另一个女孩吸住了凯蒂的胸部。

  　肉の膜が引き裂かれる感覚に悲鳴を上げるケティ。そんなケティの胸にもう１人の女の子が吸い付く。

  

  「啾♡怎么样？稍微分散注意力了吗？」

  「ちゅっ♡どう？少しは気が紛れた？」

  「嗯嗯、姐姐，那里……」

  「んんっ、おねえちゃん、そこ……」

  

  凯蒂似乎已经被调教过了，坦率地接受了胸部给予的快感。这段期间，男人将肉棒插入凯蒂的穴穴深处。失去处女的证明从结合处流出，弄脏了床铺。

  　既に調教済みなのか、ケティは素直に胸から与えられる快感を受け入れている。その間にも男はケティの膣奥にちんぽをねじ込んでいく。接合部からは処女を失った証の血が流れ落ち、ベッドを汚す。

  

  「凯蒂有个好姐姐，真幸福呢。」

  「ケティちゃんもいいお姉さんを持って幸せだね」

  「奈莉已经是个独当一面的娼妇了呢。在照顾妹妹的同时，小穴也紧紧地含着肉棒不放呢。」

  「ネリーちゃんの方はもう一人前の娼婦だね。妹の世話をしながらもまんこはしっかりとちんぽを咥え込んで放さないよ」

  

  正在吸吮凯蒂胸部的女孩——姐姐奈莉，似乎从一年前就开始当娼妇，已经很习惯服侍男人。她一边吸吮凯蒂的胸部，一边不忘用阴道夹紧肉棒。

  　ケティの胸を吸っている女の子、姉のネリーは１年前から娼婦をやっているらしく、男への奉仕には慣れたものだ。ケティの胸を吸いながらも膣肉でちんぽを締め付けるのを忘れていない。

  

  「好啦，凯蒂也差不多习惯了吧？这次就从后面来吧。」

  「さて、そろそろケティちゃんも慣れたよね？今度はバックからやらせてもらおうかな」

  

  侵犯凯蒂的男人将她抱起，直接翻转身体，然后将身体压在床上，从背后激烈地进攻。接着，凯蒂口中开始发出快乐的呻吟。

  　ケティを犯していた男は彼女を持ち上げると、そのままぐるりと体勢を入れ替える。そして、ベッドに身体を押し付けながら背後から激しく責め始める。

  

  「咿、啊♡啊♡啊♡啊♡啊♡」

  「い、あっ♡あっ♡あっ♡あっ♡あっ♡」

  「哈哈，不愧是梅莉的女儿，已经很有感觉了。」

  「はは、メリーの娘だけあってもう感じてやがるぜ」

  

  男人从背后激烈地顶着阴道深处，凯蒂口中开始发出快乐的呻吟。男人以几乎要改变腹部形状的气势进攻，肉棒无法完全塞进阴道内，甚至侵入了子宫。

  　背後から膣奥を激しく突かれ、ケティの口から快楽の声が漏れ始める。腹の形が変わるんじゃないかというくらいの勢いで突き入れる男。ちんぽは膣内だじゃ収まりきらず、子宮の中にまで侵入している。

  

  「啊、哈♡凯蒂也喜欢子宫吗？」

  「あ、はっ♡ケティも子宮、気に入った？」

  「嗯，姐姐♡子宫里面被用力顶着，好舒服♡」

  「うん、おねえちゃん♡しきゅーのなかずんずんってされるの、きもちいい♡」

  

  姐妹俩牵着彼此的手，被顶着子宫深处，脸上浮现快乐的表情。

  　互いの手を繋ぎながら子宮の奥を突かれる姉妹。その顔には快楽の表情が浮かんでいる。

  

  「要射了！！」

  「出すぞっ！！」

  「我也要射了！！」

  「俺も、出るっ！！」

  

  侵犯两人的男人们几乎同时达到高潮，将精液注入狭窄的子宫中。

  　２人を犯していた男達がほぼ同時に絶頂に達し、狭い子宮の中に精液が注ぎ込まれていく。

  

  「小艾的房间里，有好多好多的精液……♡」

  「あかちゃんのへや、せーえきがいっぱい……♡」

  「哈、啊♡哈……♡」

  「は、あっ♡はっ……♡」

  

  姐姐毕竟已经习惯了，还有余力抚摸自己的腹部，品尝精液的触感。相对地，妹妹才刚经历过破瓜之痛，只能痛苦地喘息。不过她不愧是立志成为娼妓的女孩，声音已经开始变得娇媚。

  　姉の方は流石に慣れたもので、自らのお腹を撫でて精液の感触を味わう余裕がある。対する妹は破瓜を経験したばかりという事もあり、苦しげに喘いでいる。けれど娼婦を志すだけはあってその声には艶が乗り始めている。

  

  「喂，玛莉也差不多该加入了吧。」

  「おい、メリーもそろそろ混ざれよ」

  「别强人所难，你们都知道我怀孕了吧？」

  「無茶言わないで、私が孕んでるのは知ってるでしょ？」

  

  一名男子催促母亲玛莉加入，但玛莉似乎不太有意愿。仔细一看，她的肚子稍微隆起，看得出已经怀孕。

  　男の１人が母親のメリーも混ざるように促すが、メリーの方はあまり乗り気ではないようだ。よく見ればそのお腹は少し膨れており、妊娠していることが判る。

  

  「没关系吧，已经进入稳定期了。」

  「大丈夫だろ、もう安定期に入ってるんだし」

  「我说你啊……」

  「あのねぇ……」

  「我会付追加费用，可以吧？」

  「追加料金払うからさ、いいだろ？」

  「……只有这次哦。」

  「……今回だけよ」

  

  或许是被追加费用冲昏了头，玛莉很干脆地答应。她就这样将奈莉抱到肚子上，开始摩擦淫核。

  　追加料金に目が眩んだのか、あっさりと承諾するメリー。そのままネリーを腹の上に抱き、淫核を擦り合わせ始める。

  

  「妈妈，那里，不行♡」

  「かあさん、それ、だめぇっ♡」

  「哈哈，看啊，女儿的爱液弄湿了母亲的小穴。」

  「はは、見ろよ、娘の愛液が母親のまんこを濡らしてるぜ」

  「玛莉也已经湿答答的了。肚子里已经有另一个女儿，真是难以置信啊。」

  「メリーだってもうびしょびしょじゃねえか。これで腹の中にはもう１人娘が居るってんだから信じられないよな」

  

  从女儿幼小的穴孔中滴落的爱液沿着双腿，流进母亲的穴中。男人们看着这一幕，纷纷对母女俩说出猥亵的话语。看来肚子里的似乎是女孩子。

  　娘の幼い膣穴から零れ落ちた愛液が脚を伝い、母親のまんこに流れ込む。それを見ながら男達は口々に母娘に卑猥な言葉を投げかける。どうやら腹の中にいるのは女の子らしい。

  

  「那么，也得把鸡鸡牛奶分给那女孩才行呢！」

  「じゃあ、その娘にもちんぽミルクを分けてやらないとな！」

  

  一名男子边说边毫不留情地将鸡鸡插入玛莉体内。另一名男子则是让躺在母亲肚子上的女孩含住自己的鸡鸡。

  　そんな言葉をかけながら容赦なくちんぽをメリーにねじ込む男。もう１人の男はといえば母親の腹の上に居る娘の口にちんぽを咥えさせている。

  

  「舌头用得越来越好了呢。」

  「良い舌使いになってきたな」

  

  男子大概已经和奈莉做过好几次了吧，他对年幼的女孩说出这种话。至于奈莉，她似乎因为受到称赞而感到开心，红着脸吸吮着鸡鸡。

  　男はもう何度もネリーを抱いているのだろう、そんな言葉を幼い女の子に投げかける。対するネリーはと言えば、褒められたのが嬉しかったのか頬を染めながらちんぽにしゃぶりついている。

  

  「如何，鸡鸡好吃吗？」

  「どうだ、ちんぽは美味いか？」

  「好滋，哦♡」

  「おいひい、れふっ♡」

  

  奈莉真的像是觉得美味似地吸吮着鸡鸡。另一名男子则是抓住奈莉的腰，将鸡鸡插入位于下方的母亲穴中。每当鸡鸡插入穴内，她的肚子就会摇晃，让我开始担心她会不会破水。

  　本当に美味しそうにちんぽにしゃぶりつくネリー。そのネリーの腰を掴みながら下に居る母親のまんこにちんぽを突き入れるもう１人の男。ちんぽが膣奥を突く度に腹が揺れていて、破水しないか心配になってくるな。

  不过，不会啦。毕竟这个世界对孕妇的加护非比寻常。

  　まあ、しないんだが。この世界の妊婦に対する加護は尋常じゃないからな。

  

  「嗯♡呼♡啊♡咕♡呀♡」

  「んっ♡ふっ♡あっ♡くぅ♡ひあっ♡」

  

  每当子宫被顶，玛莉就会发出娇喘，而奈莉听见她的声音，爱液的分泌量也跟着增加。

  　子宮を突かれる度に甘い声を漏らすメリー。そして、その声を聞いてより一層零れ出る愛液の量が増えるネリー。

  

  「「哈啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊♡」」

  「「はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ♡」」

  

  母女俩一同迎来高潮，因快感而浑身颤抖。

  　母娘揃って絶頂を迎え、快楽に身を震わせる。

  

  「妈妈，我也想要更多肉棒♡」

  「かあさん、わたしももっとおちんぽほしい♡」

  「好啊，不过你得先把母亲沾满爱液的肉棒舔干净。」

  「いいぜ、まずは母親のまん汁まみれのちんぽを綺麗にしな」

  「好滴♡啾♡舔♡」

  「ふぁい♡ちゅっ♡れろっ♡」

  

  在两人高潮的余韵中，凯蒂也爬了起来，重新加入这场行为。她按照指示，用嘴巴含住沾满精液与母亲爱液的肉棒，接着用舌头仔细地舔去上面的液体。

  　そうしているうちに絶頂の余韻に浸っていたケティも起き出してきて再び行為に加わる。言われた通りに精液と母親の愛液に塗れたちんぽに口付けをし、続いて舌で丁寧に舐め取っていく。

  

  「来，这是给凯蒂这个乖孩子的肉棒奖励。」

  「ほうら、いい子のケティにちんぽのご褒美だ」

  「啊啊♡肉棒进来了♡」

  「あぁん♡おちんぽ、はいってくるぅ♡」

  

  凯蒂专心地舔着肉棒，另一个男人也把肉棒插进她的肉穴里。明明才刚失去处女，凯蒂就被肉棒前后贯穿，露出淫荡的表情因快感而喘息。

  　一心不乱にちんぽを舐めしゃぶるケティのまんこにもう１人の男がちんぽをねじ込む。処女を失ったばかりだというのに前後からちんぽで貫かれ、淫らな表情を浮かべて快楽に喘ぐケティ。

  

  「凯蒂，你做得很好，我们也会帮忙的♡」

  「ケティ、上手よ。私達も手伝ってあげる♡」

  「我来吸你的胸部♡」

  「お胸、吸ってあげるね♡」

  「嗯嗯♡」

  「んんっ♡」

  

  母亲与姐姐用嘴唇与舌头爱抚凯蒂稚嫩的胸部。凯蒂因胸部传来的甜美快感而扭动身躯，但还是拼命用嘴巴与肉穴服侍肉棒。

  　そんなケティの幼い胸を母親と姉が唇と舌で愛撫する。胸に与えられる甘い快楽に身悶えながらも、必死に口とまんこでちんぽに奉仕するケティ。

  结果，淫乱的宴会一直持续到隔天早上。

  　結局、淫らな宴は翌朝まで続いたのだった。

  

  『有作个好梦吗？』

  『いい夢は見れましたか？』

  

  奥露榭对着满身大汗的我这么说道。果然是你干的好事啊。

  　汗だくで起きた俺にオルシェがそう声をかけてくる。やっぱりお前の仕業か。

  

  『我才想说你最近很安分……』

  『最近大人しかったと思ったら……』

  『咦——？我是为了榭菈小姐才这么做的哦？』

  『えー？シエラさんのためにやったんですよ？』

  『你知道说这种话的人，从来没有为对方着想过吗？』

  『そう言う奴が相手のためを思ってた試しがないって知ってるか？』

  『讨、讨厌啦，啊哈哈，怎么可能会有那种事嘛……』

  『い、いやだなぁ、あはは、そんなわけないじゃないですか……』

  『这种蠢话等你停止玩弄小穴之后再说！！』

  『そういう戯言はまんこを弄る手を止めてから言いやがれっ！！』

  

  这个没用的女神真是的！！

  　まったく、この駄女神はっ！！

  

  ＝＝＝＝＝＝

  ＝＝＝＝＝＝

  

  闲话，或者该说是出差版的留言

  余談、あるいはコメント出張版

  

  凯蒂「妈妈，你有拿到很多钱吗？」

  ケティ「かあさん、おかね、いっぱいもらえた？」

  玛莉「还拿到了很多延长费哦。」

  マリー「延長料金もたっぷりよ」

  奈莉「啊——凯蒂拿到好多钱！我第一次的时候明明只有一半！」

  ネリー「あー、ケティたくさん貰ってる！私の初めての時は半分だったのに！」

  玛莉「奈莉第一次的时候因为很痛，所以没办法好好做嘛。」

  マリー「ネリーの初めての時は痛がって上手くできなかったじゃない」

  奈莉「唔——」

  ネリー「むー」

  

  莱娜『喂，处女不是要加钱吗？』

  ラナ『なあ、処女って割増料金じゃないのか？』

  奥露榭『啊——因为大多都会很痛，没办法好好做嘛——』

  オルシェ『あー、たいてい痛がってちゃんとできない事が多いですからねー』

  莱娜『啊啊，处女好像不怎么受到重视？』

  ラナ『ああ、処女ってあんまり重要視されないんだっけ？』

  奥露榭『是啊～啊，不过，比起有生产经验的玛莉小姐，没有怀孕经验的两人会比较贵哦。』

  オルシェ『そうですね～。あ、でも、経産婦のマリーさんよりも妊娠未経験の２人の方が割増料金にはなりますよ？』

  莱娜『话说回来，没有怀孕经验好像很重要？』

  ラナ『そういや妊娠未経験は重要視されるんだったな』

  奥露榭『不过，相反地，超过20岁却连一个孩子都没有的话，就会被叫做丧女。』

  オルシェ『まあ、逆に２０超えて１人も生んでないと喪女呼ばわりされますけど』

  莱娜『这社会也太严苛了吧！？』

  ラナ『すげえ世知辛いな！？』

  奥露榭『男生也一样哦～顺带一提，就算到了20岁连一个孩子都没有，也不会因此就变成魔法师。』

  オルシェ『それは男の子も同じですけどね～。ちなみに１人も孕ませずに２０になったからといって魔法使いになれたりはしません』

  莱娜『我完全没想到这一点……』

  ラナ『その発想はなかったわ……』

  

 
  第６５話：国際会議

  第65话　国际会议

  「会议、吗？」

  「会議、ですか？」

  

  瓦特拉爸爸一边把鸡鸡插进刚醒来的我嘴里，一边说出这句话。看来他要参加其他国家的会议。

  　目を覚ました俺にちんぽをねじ入れながらヴァート父様が口にしたのはそんな内容だった。どうやら、他国で会議があるらしい。

  

  「对啊。所以啊，我希望莱娜也能跟去开会……」

  「そうなんだよ。それでね、ラナにも会議について来て欲しいんだけど……」

  「因为母亲大人有孕在身，对吧。」

  「母様が身重だから、ですね」

  

  在亚修洛特王国，参加重要会议时，夫妻一起出席是正式的礼节。尤其在前往他国时，这是必须的。理由有很多，但主要是因为过去有笨蛋中了美人计。然后，如果妻子因为某些原因无法出席，就由女儿或姐妹代为出席。

  　アッシュロフト王国では重要な会議には夫婦で出るのが正式な作法だ。特に他国に出向く場合にはこれは必須となっている。理由は色々とあるが、過去にハニートラップに引っかかったおバカさんが居たから、というのが大きい。そして、妻が何らかの理由で出れない場合には娘や姉妹がその代役を務める事になっている。

  

  『未婚女性的话，父亲也可以。』

  『未婚女性の場合は父親も可、ですけどね』

  『如果父亲不在呢？』

  『それ、居ない場合はどうなるんだ？』

  『我记得好像是由国家指定的人选。』

  『確か、国が指定した人物とかになってた気がしますよ』

  『嗯，因为是监视员，所以谁都可以吧。』

  『まあ、監視役だから誰でも良いっちゃ良いのか』

  

  虽然离题了，但拉榭菈娜伯母和蕾缇雅义母都有孕在身，所以必然由我或榭莉代为出席。然后，考虑到滞留期间的性需求，我也只能去了。

  　話が逸れたが、ラゼラナ母様もレティーア義母様も身重なので、必然的に俺かシェリーになる。で、まあ、滞在中の性処理も考えれば俺が行くしか無いわけだ。

  

  『嗯，只要好好撸，就不会中美人计了。』

  『まあ、しっかり抜いてればハニートラップにも引っかからないですしね』

  『喂，你也太露骨了吧。』

  『身も蓋もないな、おい』

  

  于是，我也和瓦特拉爸爸一起参加会议。

  　そんなわけで、俺もヴァート父様と一緒に会議に参加する事になったわけだ。

  

  「好了，准备好了吗？」

  「さて、準備はいいかい？」

  「爸爸？有必要插着鸡鸡转移吗？」

  「父様？おちんぽを挿れたまま転移する必要はありますか？」

  

  嗯，这倒是无所谓，但不知为何，我在马上插着瓦特拉爸爸的鸡鸡。在国内也就算了，在其他国家这样没问题吗？

  　うん、それは良いんだけど、何故か馬の上でヴァート父様のちんぽを挿れられたままなんだよな。国内ならいざしらず、他国でこれ、大丈夫なのか？

  

  『基本上会尊重各国的规矩。』

  『基本的にはそれぞれの国の作法が尊重されますからね』

  『插着鸡鸡出席会议的规矩是……』

  『ちんぽ挿れたまま会議に出席する作法とは……』

  『谒见的时候也是插着的吧？那是正式的规矩哦。』

  『謁見の時とかも挿れたままですよね？アレ、正式な作法ですよ？』

  『不会吧……』

  『嘘だろ……』

  

  为了以防万一，我调查了一下，结果是真的。未成年的王族女性规定要在插着父亲鸡鸡的状态下参加会议。真的假的……

  　念のため調べてみたが本当だった。未成年王族女性は父親のちんぽを挿れた状態で会議等に参加する決まりになってる。マジか……

  

  『顺带一提，义务只限于未成年期间，所以到了12岁就会免除，但未婚的话，到15岁左右为止，插着爸爸的鸡鸡参加会议是很正常的。』

  『ちなみに義務は未成年の間だけなので１２歳になれば免除されますが、未婚だと１５歳位まではパパのおちんぽ挿れて参加するのが普通ですね』

  『不要说得像是「到XX岁为止都和爸爸一起洗澡」一样。』

  『“ＸＸ歳まではパパとお風呂入ってました”みたいなノリで言うんじゃねえよ』

  

  不，嗯，虽然在茶会之类的场合，也像是经常一起洗澡一样，谈论着性爱的话题……

  　いや、まあ、お茶会とかでも割とお風呂一緒に入ってるみたいなノリでセックスの話してるけどさぁ……

  

  『嗯，就是这样，所以请放弃吧。』

  『まあ、そういうわけなので諦めてください』

  『咕呜呜……』

  『ぐぬぬ……』

  

  算了，没办法。

  　まあ、仕方ない。

  于是，我们就在插入瓦特拉爸爸的鸡鸡的状态下，转移到会议的主办国。由于瓦特拉爸爸的传送距离有限，因此我们利用古代遗物进行传送。通过像是水镜的传送门后，景色便一口气改变。

  　そんなわけで、ヴァート父様のちんぽを挿れたまま会議の開催国に転移する羽目になった。流石にヴァート父様の転移で届く距離ではないので、転移には古代の遺物を利用することになっている。水鏡のようなゲートを通過すると、一気に景色が変わる。

  

  「有点热呢。」

  「少し暑い、ですね」

  

  会议的举办地点在南瑟兰杰诺大陆，正好位于我们所居住的亚尔芙拉大陆的行星另一侧，由于没有像王都那样的气候控制系统，所以有点热。

  　会議の開催場所は南セランゼノ大陸。俺達が住んでいるアルヴェーラ大陸とは丁度惑星の反対側にあたる位置だが、王都の様な気候制御システムがないのでちょっと暑い。

  

  『毕竟这里稍微靠近赤道，气候控制也并不完美，与原本海拔就高的王都气候截然不同。除此之外还有许多理由……』

  『まあ、若干赤道寄りですしね。気候制御も完璧で、もともとの標高も高い王都とは気候は全然別物ですよ。それ以外にも理由は色々とありますが……』

  『毕竟我国因为神秘遗迹的功能，气候相当稳定。』

  『うちの国、謎の遺跡の機能で気候が割と安定してるからなぁ』

  

  我国国内也有靠近赤道的地区，但由于散布于国内的遗迹影响，气候相对稳定，感觉不冷也不热。

  　うちの国内にも赤道に近い地域はあるが、国内に点在している遺跡の影響で比較的気候は安定している。寒くもなく暑くもなく、といった感じだ。

  相对地，这次的主办国瓦拉阿尔特联合帝国，这类遗迹很少。再往南一点就是亚兰巴德圣统王国，那一带的气候很舒适……

  　対して今回の開催国であるヴァラアルト連合帝国にはその手の遺跡は少ない。もう少し南に行くとアランバルド聖統王国があって、その辺りの気候は過ごし易いんだが……

  

  『因为是尿裤子之国嘛。』

  『おもらしの国、だからなぁ』

  『请不要说尿裤子啦！？』

  『おもらしって言わないでくださいよ！？』

  

  就是那个奥露榭搞出湖来的国家吧。那个国家基本上信仰双神，感觉就是奥露榭跟另一尊神。奥露榭不愿意授予魔法，所以这也是没办法的事。嗯，总之就是奥露榭色彩强烈，让我在另一种意义上想避免。

  　例のオルシェがやらかした湖がある国だな。あの国は２神信仰が基本で、オルシェともう一柱、という感じで神を信仰している。オルシェは魔法を授けてくれないから仕方ないよな。まあ、そんな感じでオルシェ色がやたらと強いので別の意味で遠慮したい。

  

  『这次的参加国里面，有那个国家吗？』

  『今回の参加国には入ってるんだっけ？』

  『这个嘛，南瑟兰杰诺大陆参加的，就是大陆西部的那两个国家，以及大陆东北的小型国家群。』

  『そうですね。南セランゼノ大陸で参加しているのは大陸西部のその２国と大陸北東の小国家群です』

  

  南瑟兰杰诺大陆还有另一个国家，但那边似乎不参加。嗯，因为跟这次的议题没有直接关系嘛。

  　南セランゼノ大陸にはもう一つ国があるんだが、そこは不参加らしい。まあ、今回の議題と直接関係してないからだな。

  在亚尔维拉大陆，有亚修洛特王国与东方的阿奇翁诸岛联合；南方的格拉多纳大陆，则有大陆东北部的亚克格林德联邦。除了我们以外，全都是位置跟某个国家相近的国家。啊，不对……

  　アルヴェーラ大陸ではアッシュロフト王国と東のアーキオン諸島連合、その南にあるグラドーナ大陸からは大陸北東部のアークグリード連邦。ウチ以外は全部とある国と近い位置にある国々だ。あ、いや……

  

  『约修玛圣教国不参加啊。』

  『ヨシュマ聖教国は不参加なんだな』

  『毕竟那边现在没有那种余力嘛～』

  『あそこは今、そんな余裕ないですしねー』

  

  在亚尔维拉大陆上，与那个国家邻近的国家是位于其西方的亚修洛特王国。当然，那个国家也与这次的议题大有关系。不过，那个国家因为与我国的战争而元气大伤，其实应该是最想参加的国家，却几乎没有余力关注他国。因此，就算想参加也办不到。

  　アルヴェーラ大陸でその国と近いのはアッシュロフト王国よりもその西にあるヨシュマ聖教国だ。当然、あの国も今回の議題には大いに関係している。けど、ウチとの戦争でボロボロだからな、あの国。本当は一番出たいところなんだろうが、他国に目を向ける余裕はないに等しい。そういうわけで、参加したくてもできないわけだ。

  好了，基本上这颗行星上有四大块大陆。分别是我国所在的亚尔维拉大陆、位于其南方的格拉多纳大陆，以及与这两块大陆东西相邻的南北瑟兰泽诺大陆。也就是说，这次的议题是位于北瑟兰泽诺大陆的某个国家。

  　さて。基本的にこの惑星には大きく４つの大陸がある。うちの国があるアルヴェーラ大陸、その南にあるグラドーナ大陸、そして、それらの大陸と東西を接する南北セランゼノ大陸だ。つまり、今回の議題は北セランゼノ大陸にあるとある国、という事になる。

  

  『不过，最积极的顶多只有与之接壤的瓦拉阿尔特联合帝国，毕竟其他国家都隔着海洋。』

  『まあ、一番積極的なのは地続きのヴァラアルト連合帝国くらいですけどね。他の国は海を挟んでますし』

  『再来就是基于教义的关系，约修玛圣教国吧。』

  『あとは、教義の関係でヨシュマ聖教国だな』

  

  毕竟那个国家禁止信仰自己捏造出来的神以外的信仰，基本上与包含我国在内的信仰这个世界的神明的国家关系都不好，处于与周围所有国家都处于战争状态。就算参加会议，也不晓得会不会采取协调路线。

  　まあ、あの国は自分たちがでっち上げた神以外の信仰を禁じてるからな。うちも含め、この世界の神々を信仰している国とは基本的に折り合いが悪い。周囲のすべての国と戦争しているような状態だ。会議に参加しても協調路線を取れたかは怪しいけどな。

  

  『啊，北瑟兰泽诺大陆的北部呢？』

  『あ、北セランゼノ大陸の北部は？』

  『因为那个国家的国土整体都被冰封住了嘛。和其他国家没什么交流。』

  『あそこは国土全体が氷に閉ざされてますからね。他の国とはあまり関係を持ってないんですよ』

  『啊……嗯，这样啊。』

  『あー、まあ、そうか』

  

  北瑟兰吉诺大陆有两个国家。和那个国家直接接壤的是位于北部的国家，但因为中间隔着险峻的山脉，而且那个国家本身也被冰封住了，所以几乎没有交流。

  　北セランゼノ大陸には２つの国がある。問題の国と直接国境を接しているのはその北部にある国だが、間に険しい山脈があるのと、その国自体が氷に閉ざされているため交流自体が殆どない。

  

  『不过就算有交流，那个国家也不会成为这次的对象吧～』

  『まあ、交流があってもあそこは今回の対象にはならなかったでしょうけどね～』

  『嗯，我想也是。』

  『まあ、だろうな』

  

  这次会议的主题，是那个问题国家向周围的国家宣战。严格来说，对象还有更多国家，但现状是直接接壤的国家都静观其变。」

  　今回の会議の主題は、その問題の国が周囲の国々に宣戦を布告した事だ。厳密にはもう少し多くの国が対象となったが、直接国境を接していない国々は静観しているのが現状だな。

  

  『嗯，就是那件事呢。』

  『まあ、あの件、なんですよね』

  『是啊。』

  『そう、だな』

  

  然后，我们当然也掌握了宣战的理由。因为那个国家将榭拉定为国教。

  　そして、当然ながら俺達はその理由についても把握している。なぜなら、その国はシエラを国教に定めているからだ。

  

  『不过，就感情上来说，我是很想赞成对方啦。』

  『まあ、感情的には向こうに賛成したいところではあるんだけどな』

  『嗯，我想也是～』

  『まあ、ですよね～』

  

  话虽如此，身为被宣战国家的公主，我确实不能接受宣战。我想先看看周围的国家会如何应对，再决定要怎么行动。就这层意义来说，这次参加会议可说是顺水推舟。

  　とはいえ、宣戦布告された国の姫としての俺はそれを受け入れるわけにはいかないのも確かだ。まずは周囲の国々がどう対応するのかを見てから、どう動くか決めたいところ。そういう意味では今回の会議参加は渡りに船だと言える。

  ……要是没有这身打扮就好了。

  　……この格好さえなければなぁ。

  

  『在可爱系的裙子里面含着小鸡鸡，感觉很色呢。』

  『かわいい系のスカートの中でおちんぽ咥え込んでるの、エロいですよね』

  『闭嘴！？』

  『黙れよ！？』

  

  嗯，毕竟这是未成年王族的正装，所以是相当可爱系的轻飘飘礼服。而且，据说里面没穿内裤。

  　うん、まあ、未成年王族の正装だから、結構かわいい系でフリフリのドレスなんだよな。そのくせ、下着着けてないっていう。

  这比想象中还要羞耻啊……

  　これ、思ったより恥ずかしいぞ……

 
  第６６話：その暴言は見過ごせない

  第66话　我无法忽视这种胡言乱语

  「初次见面，我是莱娜・阿修洛夫。」

  「初めまして。ラナ・アッシュロフトですわ」

  

  我深深鞠躬后，撩起裙子用嘴叼住。这姑且算是我国正式的问候方式。原本是为了表示裙子底下没有藏武器才这么做的。据说，从若隐若现的地方发动攻击才是精髓。

  　深々とお辞儀をした後、スカートをたくし上げて口で咥える。一応これ、うちの国の正式な挨拶なんだよな。元々はスカートの下に武器を仕込んでない事を示すために行っていたものだ。見えそうで見えないところを攻めるのがミソ、らしい。

  问题是，我现在没穿内裤，而且肚子里装满了精液……

  　問題は、今下着を穿いていないのと、お腹の中が精液でいっぱいな事で……

  一不小心就会走光、垂下来……

  　気を抜くと、見える、垂れる……

  

  「做得很好，莱娜。」

  「よくできたね、ラナ」

  

  我勉强完成动作，回到自己的座位。

  　なんとかこなして自席に戻る。

  瓦特父王抱起这么说并走回来的我，让我坐在他的大腿上。他若无其事地把手伸进裙子底下，再次把他的鸡鸡放进我的小穴里。虽然从旁人的眼光来看很难判断，但我的礼服设计成可以轻松取出鸡鸡。

  　そう言って戻ってきた俺をヴァート父様が抱え、膝の上に。さり気なくスカートの下に手を入れて再びヴァート父様のちんぽをまんこにＩＮ。うちの国の礼服は傍目には判り辛いが、ちんぽも楽に取り出せるようになっている。

  

  「嗯♡」

  「んっ♡」

  

  总觉得比起打招呼的时候，现在插着反而更让我安心耶？

  　なんか、挨拶してた時よりむしろ挿れてる今の方がホッとしてるんだが？

  

  『嘻嘻嘻。』

  『にやにや』

  『你想说什么？』

  『何が言いたい？』

  『你被养得这么好色了啊？』

  『エッチに育ちましたねぇ？』

  『呜呜呜……』

  『うぐぐ……』

  

  可恶，奥露榭笑嘻嘻的样子让人莫名火大。既然这样，我就直接把跳蛋塞进子宫里。

  　くそぅ、オルシェがニヤニヤしてるのがやたらムカつく。こうなったら子宮に直接ローターをぶち込んでくれる。

  

  『太不讲理了！？』

  『理不尽っ！？』

  

  呼，邪恶毁灭了。

  　ふう、悪は滅びた。

  我处罚完奥露榭之后，再次把意识转回地上。反正小兄弟也已经习惯，就先大致看看参加者吧。

  　オルシェにお仕置きをした後、再び地上に意識を向ける。ちんぽも馴染んできた事だし、一通り参加者を見ておくか。

  

  「哼，就是因为这样，我才看不惯认同邪神信仰的国家。」

  「ふん、これだから邪神信仰を認めている国は」

  

  我抱着这种想法环视周围，结果有个男人讲出了相当胡闹的话。

  　そう思って見回していると、１人の男がかなりふざけた言葉を吐いた。

  ……啊？

  　……あ？

  我转头看向那边，发现是个脑袋相当空的男人。他是瓦拉阿尔特联合帝国的元帅，达雷尔・巴雷尔。姑且算是这次会议的主办国的大人物。

  　そちらに目を向けてみれば、かなり頭の薄い男が居た。ヴァラアルト連合帝国の元帥、ダレル・バレルだ。一応、今回の会議のホスト国のお偉いさん。

  瓦拉阿尔特联合帝国是将榭拉指定为邪神的国家之一，和认同我们这种不会危害人类信仰的国家关系有点差。不过，倒没有约修玛圣教国那种中二病全开，信仰自创神明的国家那么严重。毕竟那边和信仰我们这些实际存在的神明的国家全都处不来。

  　ヴァラアルト連合帝国はシエラを邪神に指定している国の１つだ。うちのように人に危害を加えないような信仰は認めている国とは若干仲が悪い。まあ、中二病全開の自作オレオレ神を信仰しているヨシュマ聖教国ほどじゃないがな。あそこは俺達のような実在の神を信仰している国全部と折り合いが悪いからな。

  话题扯远了，不过嘛，对于将我指定为邪神的国家来说，信仰相当虔诚的家伙会有这种反应很正常。但是，要是直接被投以恶意，我确实会觉得很不舒服。

  　話はズレたが、まあ、俺を邪神指定している国で信仰が厚いヤツとしては普通の反応だ。けど、直接悪意を向けられたら気分が悪いのは確かだよな。

  

  『神罚，要来吗？』

  『神罰、行くか』

  『在这种地方射击会出大事的！？』

  『こんな所で撃ったら大事ですよっ！？』

  『放心吧，这种时候有个正好派得上用场的家伙。』

  『安心しろ、こういう時に丁度いいやつがある』

  

  我将意识转向达雷尔，神罚便立刻生效。达雷尔瞬间露出惊愕的表情。他似乎注意到了。顺带一提，这是让他失去所有阴毛的神罚。现在他内裤里的毛发应该变得很凄惨吧。活该。

  　俺がダレルに意識を向けると神罰が効果を表す。その瞬間、愕然とした表情に変わるダレル。気付いたようだな。ちなみに、陰毛を全て失う神罰だ。今頃、下着の中で抜け落ちた毛が酷いことになっているだろう。ざまぁ。

  

  『榭菈小姐，上面！上面！』

  『シエラさん、上！上！』

  『嗯？艾力克吗？』

  『ん？エリックか？』

  『你在说什么莫名其妙的话啊？我是说头啦，头。』

  『何をワケの解らないことを言ってるんですか。頭ですよ、頭』

  『嗯？』

  『ん？』

  『不是榭菈小姐的头，是那边那个男人的头。』

  『シエラさんのじゃなくて、あっちの男の方ですよ』

  『……啊。』

  『……あ』

  

  嗯，他变得很稀疏哦。原本就稀疏的头发，现在只留下侧面的一部分，感觉很凄惨哦。

  　うん、ハラリとね？ただでさえ薄かった頭が、ね？側面の一部分だけを残して、無惨な感じに、ね？

  

  「啊、啊、啊……头发，我的头发！？」

  「あ、あ、あ……髪が、私の髪がぁ！？」

  

  抱歉，我本来只想让他失去下面的毛发。没想到会变成这样……

  　なんか、すまん。下の毛だけのつもりだったんだ。こんな事になるとは……

  

  「可恶的邪神……」

  「おのれ、邪神め……」

  

  你还说啊。下次要怎么对付你呢？干脆让你失去生育能力……

  　まだ言うか。次はどうしてくれようか。いっその事、種無しに……

  

  「请到此为止。」

  「そこまでにしていただきたい」

  

  我正打算夺走他的生殖能力，却听到一道可爱的声音。我立刻停下正要按下执行键的手。

  　生殖能力を奪ってやろうかと思っていたら、可愛らしい声が聞こえてきた。既の所で実行ボタンを押す手が止まる。

  

  「我不知道在你们的国家是怎么看待的，但在我们的国家，榭菈大人是奥露榭大人的姐妹神。你刚才的发言等同于侮辱我们的神。」

  「あなた方の国ではどうかは知らないが、我々の国ではシエラ様はオルシェ様の姉妹神なのだ。我々の神への侮辱にも等しい発言だぞ」

  

  我望向声音传来的方向，那里站着一位十五岁前半的短发女孩。她是亚兰巴德圣统王国的宰相——阿尔梅雅・瓦西斯・艾姆莱特。是那个尿裤子之国的女孩。

  　声のする方を見れば、１０代前半のショートカット女の子が居た。アランバルド聖統王国の宰相、アルメア・ヴァシス・エイムライトか。例のおもらしの国の娘だな。

  

  『请不要说我是尿裤子之国！！』

  『おもらしの国とか言わないでくださいよ！！』

  『嗯，对你来说，那是个重要的国家呢。』

  『まあ、お前にとっては大事な国だよな』

  

  毕竟那是少数信仰奥露榭的国家。毕竟奥露榭信仰相当小众啊。

  　なにせ、数少ないオルシェを信仰してくれる国だ。オルシェ信仰、かなりマイナー扱いだからなぁ。

  

  「哼，这种连加护都给不了的小神……」

  「ふん、そんな加護も与えることもできない小神なぞ……」

  

  嗯，这就是奥露榭在一般国家的待遇……

  　まあ、これが普通の国でのオルシェの扱い……

  

  『不可原谅！就来大干一场吧！』

  『許せません！ヤッちゃいましょう！』

  『呃，你、等……』

  『ちょ、おま、待……』

  

  不过，这番发言当然惹怒了奥露榭。

  　けど、この発言は当然オルシェの怒りを買う。

  奥露榭对达雷尔的发言怒火中烧，不听我的制止，连同我的手一起按下了我所触碰的按钮。啊……

  　ダレルの発言に怒り心頭のオルシェは、俺の静止も聞かずに俺が指をかけていたボタンを俺の手ごと押し込む。あ……

  达雷尔的生殖能力，结束通知。」

  　ダレルの生殖能力、終了のお知らせ。

  

  『活该！！好——机会难得，就向全世界昭告吧！！』

  『ざまぁ！！よーし、せっかくだし全世界に周知しちゃいましょう！！』

  

  不仅如此，奥露榭接着按下了神谕的按钮。呃，那会消耗成本啊！？

  　それだけに留まらず、続けてオルシェは神託のボタンを押す。いや、それ、コストがっ！？

  我还来不及阻止，奥露榭的神谕便传到了地上。不过，奥露榭的信徒＝收讯者很少，相对地成本也很便宜，这算是不幸中的大幸吧。虽然是无谓的成本。

  　止める間もなくオルシェの神託が地上に流れる。まあ、オルシェの信徒＝受信者が少なく、その分コストが安いのがせめてもの救いか。無駄コストだが。

  

  「刚才，我接到了神谕。达雷尔元帅，你的小鸡鸡再也不会勃起了。」

  「今、神託がありました。ダレル元帥、あなたのおちんぽは二度と勃ちません」

  

  坐在阿尔梅雅身旁、年约六岁的少女开口了。她是希蕾雅・维达・阿兰巴尔多，阿兰巴尔多圣统王国的女王。啊，对哦，她们可以接到神谕。不过，小鸡鸡……

  　アルメアの隣りに座っていた６歳位の少女が口を開く。シーレア・ウィタ・アランバルド。アランバルド聖統王国の女王だ。ああ、そうか。彼女達は神託を受け取れるんだよな。けど、おちんぽて。

  

  『真不错呢，用冷静的声音说出小鸡鸡。』

  『いいですよね、冷静な声で言うおちんぽ』

  

  是你害的吗？你这个没用女神真是差劲透顶。

  　お前のせいか。最低だな、駄女神。

  啊，这件事没有让整个邻国都知道吧？

  　あ、隣国全体に周知されてねえ、これ？

  

  『哈哈哈，活该！！顺便把头顶的毛囊死掉的事也昭告天下吧！！』

  『はっはっは、ざまぁみろですよ！！ついでに頭頂部の毛根が死んだことも周知してやりましょう！！』

  『住手，不要把资源浪费在没用的事情上！？』

  『やめろ、無駄なことにコストを使うな！？』

  

  再怎么说，这件事还是得阻止。达雷尔的丑闻怎样都无所谓，但我不想把资源浪费在这种事情上。

  　流石にそれは止める。別にダレルの醜聞はどうでもいいが、そんな事に無駄なコストを使いたくない。

  

  『那，只对希蕾雅宝贝说可以吗？』

  『じゃあ、シーレアたんだけなら良いですか？』

  『嗯，这样就好。还有，不要叫我「宝贝」。』

  『まあ、それなら。あと、“たん”とか言うな』

  『叫「亲亲」会很奇怪吧？』

  『“きゅん”じゃおかしいですよね？』

  『我不是那个意思。』

  『そういう事じゃねえんだよ』

  

  希蕾雅被叫「亲亲」的话……啊，她很高兴？这样啊，被神直接搭话，不管被怎么称呼都会很高兴吧，信徒就是这样。嗯，那就好。」

  　シーレアも“たん”とか呼ばれたら……あ、喜んでる？そうか、神から直接声をかけられたらどんな呼ばれ方だとしても嬉しいよな、信者は。まあ、なら良いか。

  

  「顺带一提，头顶的毛也不会再长出来了。」

  「ちなみに、頭頂部の毛も二度と生えてきません」

  

  然后，我在会议中暴露了严重的秘密。不过，就算不是众所皆知，还是能用嘴巴说吧。

  　そして、会議中に暴露される酷い秘密。まあ、全周知じゃなくても口で伝える事はできるよな。

  咦，阴毛呢？

  　あれ、陰毛は？

  

  『那件事我原谅你，这是武士的仁慈。』

  『そちらは許してあげました、武士の情けです』

  『你才该原谅他一辈子秃头吧！？』

  『むしろ、一生てっぺんハゲの方を許してやれよ！？』

  

  算了，反正两边都半斤八两。

  　まあ、どっちもどっちという話もあるが。

  啊，会议还严重脱轨了。还有，达雷尔晚上确认后，对于自己变得无法勃起一事感到愕然。奥露榭则不用说，她开心地认为这是达雷尔自作自受。

  　あ、会議は盛大に脱線した事を付け加えておく。あと、ダレルは夜に確認して、勃たなくなった事に愕然としてた。オルシェが自業自得だと大喜びしていたのは言うまでもない。

  

 
  第６７話：宣戦布告の理由

  第67话　宣战布告的理由

  「嗯♡父亲，您在，啊♡勾引，嗯♡女仆，对吧？」

  「んっ♡とうさま、給仕に、あっ♡色目、んっ♡使って、いました、ね？」

  「不、不是，那个，呃……」

  「い、いや、それは、だな……」

  「我不，嗯♡听您，辩解♡」

  「言い訳は、んっ♡許しませんっ♡」

  「莱、莱娜？这么激烈……」

  「ら、ラナ？そんなに激しく……」

  「妈妈，把嗯♡交给我，了♡」

  「かあさまから、はっ♡まかされて、んっ♡います、から♡」

  

  嗯，果然，他挡下了我设下的桃色陷阱之后，就直接在床上开始惩罚了。绝对不能花心。

  　うん、まあ、案の定仕掛けられたハニートラップを防いだ後、そのままベッドでお仕置きに移行したわけだ。浮気ダメ、絶対。

  我将瓦特父亲推倒在床上，用阴道套弄着肉棒。我得榨干他，让他再也不敢对其他女人出手。

  　ヴァート父様をベッドに押し倒して膣肉でちんぽを扱く。他の女に手を出す気が起きないくらいに搾り取らないとな。

  

  「嗯♡比起女儿的小穴，嗯♡父亲更想，嗯♡把肉棒，插进，啊♡其他女人的小穴，里吗？」

  「んっ♡とうさまは、娘のおまんこより、あっ♡他の女のおまんこに、んっ♡おちんぽを、挿れるん、あっ♡ですか？」

  「咕唔！？」

  「くぅっ！？」

  

  我将瓦特父亲的手拉向胸部。被他用熟练的手法来回抚摸，感觉非常舒服。不过……

  　ヴァート父様の手を胸に導く。慣れた手付きで胸を撫で回されるのはすごく心地良い。けど……

  

  「父亲，现在是，惩罚，哦？」

  「とうさま、今はお仕置き、ですよ？」

  「呜……」

  「う……」

  「请好好服侍我吧？」

  「ご奉仕、してくださいね？」

  「啊、嗯……」

  「あ、ああ……」

  

  瓦特父亲用手指搓揉着乳头，让我能够更加舒服。不过，他肉棒在阴道里的尺寸也变大了一圈。瓦特父亲，你挺喜欢我的胸部的嘛。不过，最喜欢的还是拉榭莉亚王妃的胸部。那平缓的起伏，小巧而含蓄的……

  　ヴァート父様の指が乳首をこね回す。俺が気持ちよくなるように、だ。けど、膣内のちんぽも一段大きくなった。ヴァート父様、割と俺の胸好きだよな。まあ、一番はラゼラナ母様の胸だけどな。あのなだらかで起伏のない、ささやかで慎ましやかな……

  

  「咿唔！？」

  「ひうっ！？」

  

  我打了个冷颤。嗯，还是别碰这个话题比较好。

  　ぞくり、と寒気がした。うん、この話題には触れない方が良いな。

  

  「莱娜？」

  「ラナ？」

  「……没事。」

  「……なんでもありません」

  

  她微微发抖，再次开始扭腰。

  　軽く身震いして腰を振るのを再開する。

  

  「话说回来，父亲？你射在里面了吧？」

  「というか、とうさま？膣内に出しましたね？」

  「呃，那个……」

  「いや、その……」

  

  呃，这个嘛，我可是被榨干了，不射出来的话我会很困扰的。

  　いや、まあ、搾り取ってるんだから出してもらわないと困るわけだが。

  

  「没关系哦？请再多射一些在我的……女儿的小穴里吧？」

  「いいんですよ？もっと私の……娘のおまんこに注いでくださいね？」

  「你、你真的打算榨干我吗？」

  「ほ、ホントに搾り取るつもりか？」

  「当然♡」

  「とーぜんです♡」

  

  于是，多亏被榨干了，隔天的瓦特父亲完全进入了贤者模式。

  　というわけで、たっぷりと搾り取ったおかげで、翌日のヴァート父様は完全に賢者モードでした。

  

  『是谁硬让进入贤者模式的瓦特先生的小鸡鸡勃起，然后插进去的呢？』

  『その賢者モードのヴァートさんのおちんぽを無理やり勃たせて挿入してるのは誰ですかね？』

  『这姑且算是正式的作法吧？』

  『一応、正式な作法だし？』

  『可是你却很起劲地摇着腰呢？』

  『それにしてはノリノリで腰を揺すってますよね？』

  

  虽然我也觉得有点勉强，但就算扣掉这点，奥露榭那副不怀好意的笑容也让我有点不爽。

  　我ながら苦しいかも、とは思ったが、それを差し引いてもニヤニヤと笑うオルシェには若干どころじゃなくイラッとする。

  所以惩罚的时间到了。

  　というわけでお仕置きの時間だ。

  

  『……哦，你胆子不小嘛？』

  『……ほう、いい度胸だな？』

  『咿！？我、我是处——哦！！而且，每次都把跳蛋传送到子宫，这样不会太单调了吗！？』

  『ひっ！？お、おーぼーですよ！！それに、毎回毎回子宮にローターを転送して、ワンパターンが過ぎませんかね！？』

  『……是啊，那么，稍微改变一下风格吧？』

  『……そうだな、じゃあ、ちょっと趣向を変えてみようか？』

  『嗯咿！？』

  『んぎぃっ！？』

  

  奥露榭以「单调模式太逊了」为由，企图逃避惩罚。来这招啊。不过，既然如此，只要改变做法就行了。于是，我试着直接对淫核通电。完毕。

  　ワンパターンカッコ悪い、みたいな切り口でお仕置きから逃れようとするオルシェ。そう来たか。けど、それならやり方を変えればいいだけだよね。と、いうわけで淫核に直接電流を流してみました。まる。

  

  『什么高潮射线！？你是魔鬼吗！？』

  『アクメビームとか鬼ですか！？』

  『……你说什么？』

  『……なんて？』

  

  我刚刚好像听到了什么危险的单词？

  　いま、なんか不穏な単語が聞こえたんだが？

  

  『高潮射线啊，你不知道吗？』

  『アクメビームですよ、知らないんですか？』

  『不知道！？』

  『知らないが！？』

  『那是一种光束，只要击中淫核或子宫，就能让女孩子高潮。请你好好学习，至少要学到这点程度。』

  『淫核とか子宮に当たっただけで女の子を絶頂させる事ができる光線ですよ。ちゃんと勉強してくださいよ、それくらい』

  

  那是什么？我第一次听说。话说，我才不想学那种东西！

  　何だそれ、初耳だよ。と言うか、そんな勉強したくないが！？

  ……呃。

  　……って。

  

  『你好像登录了什么？』

  『なんか、登録されてるんだが？』

  『为了无知的榭菈小姐，我登录了这个。』

  『無知なシエラさんのために登録してあげました』

  

  好想揍她，那张得意洋洋的表情。话说，你不要若无其事地登录奇怪的魔法啦！！

  　殴ってやりたい、そのドヤ顔。というか、しれっと変な魔法を登録してるんじゃねえよ！！

  

  『话说，效果几乎跟强制高潮没两样耶？』

  『と言うか、効果が強制絶頂と殆ど変わらないんだが？』

  『这是形式美！！』

  『様式美です！！』

  『不需要那种形式！？』

  『そんな様式は要らねえ！？』

  

  居然浪费成本！！

  　無駄にコストを使いやがって！！

  

  「……莱娜？可以不要扭腰吗？」

  「……ラナ？あまり腰を振らないで欲しいんだけど？」

  「……啊。嗯♡」

  「……あ。んっ♡」

  

  她有点兴奋过头，对地上的身体也产生了影响。

  　ちょっとエキサイトし過ぎて地上の身体にも影響が出てしまった。

  噗滋一声，精液注入子宫，让我稍微高潮了一下。是不是做得有点过火了？

  　どぷり、と子宮に注ぎ込まれて軽く絶頂する。ちょっとヤり過ぎたかな。

  

  「咳咳，还请适可而止。」

  「こほん。程々にお願いします」

  「「……是。」」

  「「……はい」」

  

  唔，被骂了。看来是做得有点激烈了。

  　むぅ、怒られてしまった。流石にちょっと激しかったか。

  好了，说到会议的内容，首先是由军师拉背包・亚杭这个男人接下达雷尔的职位。看来他后来就卧病在床了。

  　さて、会議の内容はといえば、まず初めにダレルの後任を軍師とか言う肩書きのラバック・ヤハンという男が務めることが発表された。どうやらあの後寝込んだらしい。

  

  『他好像因为再也勃不起来而大受打击呢。活该。』

  『勃たなくなったのが相当ショックだったみたいですね。ざまぁ、ですよ』

  『别说得那么开心啦，没用女神。』

  『嬉しそうに言うんじゃねえよ、駄女神』

  『请不要叫我没用女神啦！』

  『駄女神とか言わないでくださいよ！？』

  『是谁为了形式美而浪费了无谓的经费啊？』

  『様式美とやらで無駄なコストを使ったのは誰かな？』

  『唔呃！』

  『うぐっ！？』

  

  算了，先不管没用女神。

  　まあ、駄女神は置いておこう。

  下一个议题是宣战布告。因为昨天的骚动，几乎没谈到正题。

  　次の議題は宣戦布告の件だ。昨日の騒ぎで殆ど本題に触れられなかったからな。

  

  「对方是以绑架行为为由……」

  「相手国は誘拐行為を理由としていますが……」

  

  说到绑架他国人民，首先会想到的是奴隶商人掠夺人口。非法入侵他国的奴隶商人绑架国境附近的居民，当作奴隶贩卖。这是相当常见的事情。不过，被宣战的国家中，只有瓦拉尔特联合帝国与我们接壤。当然，也有可能是海盗……

  　他国に対する誘拐、と言うと先ず思いつくのは奴隷商人による略奪だ。違法に他国に侵入した奴隷商人が国境付近の住民を誘拐し、奴隷として売り捌く。割とよくある話ではある。けど、宣戦布告された国の中で地続きなのはヴァラアルト連合帝国だけだ。もちろん海賊、という線もあるが……

  

  「我想不到可能的人选。」

  「心当たりはありませんな」

  

  不过，这次不是那种事情。话虽如此，也不是经由瓦拉阿尔特联合帝国的陆路。邻接的陆地宽度可说像陆峡一样狭窄，不是无法管制的广大范围。

  　まあ、今回はそういう話じゃない。かと言ってヴァラアルト連合帝国経由の陸路でもない。接している陸地は陸峡と言ってもいい狭さなのだ。取り締まれないような広さではない。

  那么，要说是什么事情的话——

  　じゃあ、どういう話か、と言うと。

  

  「……是召唤淫魔吧。」

  「……淫魔召喚、ですわね」

  

  嗯，是召唤魔法呢。

  　うん、召喚魔法なんだよねぇ。

  

 
  第６８話：そんな仕様？

  第68话　是这种设计？

  淫魔召唤。

  　淫魔召喚。

  不过，召唤这种事，正常来想就是诱拐吧。

  　まあ、召喚って普通に考えて誘拐だよな。

  

  「可、可是，那是淫魔自愿留在那里吧？」

  「し、しかし、アレは淫魔が自ら望んで留まっているのであろう？」

  「说诱拐也太过分了……」

  「誘拐というのはあまりにも……」

  

  我投下的震撼弹发言，让会议现场一片哗然。被召唤来的淫魔确实是依照自己的意志留在那里……看起来是这样。

  　俺の投下した爆弾発言に会議の場が騒然となる。確かに召喚された淫魔は自分の意志でそこに留まっている……ように見える。

  看起来是这样啦。

  　見えるんだけどな。

  

  「因为召唤魔法的效果，淫魔没有小鸡鸡牛奶就活不下去。还有，因为契约的关系，淫魔无法违逆召唤者。」

  「召喚魔法の効果で、おちんぽミルクがないと生きていけなくなるのです。あと、契約のせいで逆らえないのです」

  

  奥露榭……

  　オルシェ……

  还有，后面才是重点哦。

  　あと、後ろの方が本題だからな？

  淫魔这个种族，并不是所有人都淫乱。会渴求精液也是召唤魔法的效果。实际上淫魔是淫邪神的……也就是崇拜我的种族。虽然有蝙蝠翅膀可以飞上天空，或是长着尾巴之类的特征，但并不会吸食精气维生，也会正常进食。

  　淫魔、とは言うが何も全員が淫乱だとか、そういう種族じゃない。精液を求めるのも召喚魔法の効果によるもの。実際は淫邪神……つまるところ俺を崇拝しているだけの種族だ。蝙蝠の羽根を持ち空を飛べるだとか、尻尾が生えているだとか、それっぽい特徴はあるが、別に精気を吸って生きていたりはしない。食事だって普通にする。

  

  『不过在生小孩时，会是不特定对象的自由性爱就是了。』

  『子供を作る時は特定の相手を作らないフリーセックスですけどね？』

  『……』

  『……』

  

  这、这个嘛，这部分是文化差异。不过，我原本以为奥露榭会淫乱化，或是叫我多做一点。

  　ま、まあ、その辺は文化だから。けど、アレだな。オルシェなら淫乱化とかむしろもっとやれって言うかと思ったんだけどな。

  

  「因为精液被身体吸收之后就没办法怀孕了啊！？没办法让肚子变大不是最糟糕的吗！！」

  『だって、精液が身体に吸収されて孕まなくなるんですよ！？ボテ腹にできないとか最悪じゃないですか！！』

  「重点是那个吗！？」

  『そこかよっ！？』

  

  这家伙到底在强调什么啊？

  　何を力説してんだ、こいつは。

  总而言之，透过淫魔召唤的魔法进行绑架在淫魔国已经成为社会问题，所以他们说实在无法坐视不管。于是，才会做出这次的宣战布告。因为我收到很多希望我帮忙的祈祷，所以知道这件事。

  　ともかくだ。淫魔召喚の魔法による誘拐が淫魔国では社会問題になってて、流石に看過できないと言う話になってるんだよな。それで、今回の宣戦布告に至ったわけだ。助けて欲しいという祈りがいっぱい届いてたから知ってはいた。

  

  「话说回来，莱娜大人是从哪里得知这件事？」

  「ところで、ラナ様はそれをどこで？」

  「……我国的大神官有接获神谕。」

  「……我が国の大神官に神託がありました」

  

  嗯，瓦特父亲露出一副没听说过的表情，不过我还是当作没看到吧。只要随便对爱夏发出神谕就行了吧。

  　うん、ヴァート父様が聞いてないって顔したけど、見なかった事にする。アーシャには適当に神託飛ばしておけばいいだろ。

  

  「这样不会太随便了吗？」

  『雑すぎません？』

  「你先反省一下自己现在对尿尿国的女王做了什么，再来说这种话吧？」

  『今お前がおもらしの国の女王にやってる事を省みてから言おうな？』

  「请不要说我是尿尿国！！」

  『おもらしの国って言わないでくださいよ！！』

  

  这次的问题其实还满严重的，所以我才允许她行使神谕，但是奥露榭那家伙却利用这一点，从刚才开始就一直让幼女说出淫秽的词汇。

  　今回の問題は割と深刻だから神託の行使を許してるけど、それを良いことにさっきから幼女に淫語ばっかり言わせてやがるんだよな、オルシェのやつ。

  

  「把小鸡鸡牛奶注入小妹妹里会怀孕才是自然的。如果没办法让肚子变大，就不知道是为了什么才进行无套内射了。」

  「おちんぽミルクをおまんこに注がれたら孕むのが自然なのです。ボテ腹にならないのであれば、なんのために生で中出ししているのかわかりません」

  「……」

  「……」

  

  喂，这已经离题了吧！？

  　おい、これもう脱線してるだろ！？

  

  「咳咳。奥露榭大人也说，用魔法绑架他人，强迫他人服从，这种行为简直不可饶恕。」

  「こほん。魔法で誘拐し、無理やり従わせるなど言語道断、とオルシェ様も言っておられます」

  

  我有种强烈的无力感。

  　圧倒的手遅れ感。

  不管怎么样，这下子应该就能让所有人明白原因了。必须尽快将淫魔召唤指定为禁咒，并向全国发出公告。同时，也要保护被召唤出来的淫魔少女们。

  　ともあれ、これで何が原因かは共有できたはずだ。一刻も早く淫魔召喚を禁呪に指定し、国中に触れを出してもらわなければならない。同時に、召喚された淫魔の娘達の保護もだ。

  就在我们即将达成共识的时候……

  　そういう話で纏まりかけていたところだったんだが……

  

  「要我们相信这种事？」

  「それを信じろ、と？」

  

  只有瓦拉阿尔特联合帝国不相信这件事。也就是说，他们无法相信认同榭拉信仰的国家所发出的神谕。因为有前任者的事，所以神谕的措辞相当委婉，还包了好几层糖衣。

  　ヴァラアルト連合帝国だけがこの話を信用しなかったんだよな。シエラ信仰を認めている国の神託は信じられない、といったところだな。前任者の件があるから、かなり婉曲的でオブラートを何重にも包んだ感じだったが。

  

  『嗯——要让下位神们使用神谕？』

  『うーん、下位神達に神託を使わせます？』

  『如果是毁灭性的信徒奥露榭就算了，只向这个国家发出神谕的话，他们可能会误以为自己很特别。话虽如此，向所有人发出神谕的成本又太高了……』

  『信者が壊滅的なオルシェならともかく、この国にだけ神託送ったら自分たちが特別だと勘違いするからなあ。かと言って、全送信はコストが……』

  『日子真难过呢。』

  『世知辛いですねぇ』

  『别说得好像事不关己一样！！』

  『他人事みたいに言ってんじゃねえよ！！』

  『咿呀！？』

  『ひにゃぁっ！？』

  

  啊，不小心就动手了。因为奥露榭说得好像事不关己一样，我忍不住就……

  　あ、ついやっちまった。オルシェがあんまりにも他人事みたいに言うもんだからつい……

  

  『唔……榭拉小姐，你已经完全能熟练地使用高潮光束了呢！』

  『ぬぐぅ……シエラさん、すっかりアクメビームを使いこなしてきましたね！』

  『我又不是想用才用的！？』

  『やりたくてやってるんじゃないが！？』

  『啊，对了对了。我顺便把淫魔的尾巴改成会射出高潮光束了！！』

  『あ、そうそう。ついでなので淫魔の尻尾からアクメビームが出るようにしておきましたよ！！』

  『那不是顺便该做的事吧！？』

  『ついででやる事じゃねぇっ！？』

  

  你啊，问题发生的时候你在做什么啊！？

  　おまえ、この問題が起きてる真っ最中に何やってんだ！？

  

  『难得创造了这个技能，不用的话不是很浪费吗？』

  『せっかく創ったんだし、使わないともったいないじゃないですか』

  『就算这样，也不该免费吧！！为什么可以无限发射啊！！』

  『だからって、ノーコストにしてんじゃねえよ！！なんで撃ち放題なんだよ！！』

  『……因为很便宜，所以就……』

  『……安かったので、つい』

  『……为什么这么便宜？』

  『……なんでこんなに安いんだ？』

  

  这成本低到让人觉得「骗人的吧」耶。这是怎么回事啊！！

  　嘘だろ、というくらいにコスト低いぞ、これ。どういう事だよ！！

  ……话说回来，淫魔的编辑成本每个都很低耶？

  　……というか、淫魔の編集コストどれもこれも安くね？

  为什么要做成这样啊？

  　何でバランス取ってるんだ、これ。

  

  『呵呵呵，其实只要把淫魔基本套组的某个特征拿掉，编辑成本就会变得超便宜的！！』

  『ふっふっふ、実は淫魔基本セットのとある特徴を削ったら、編集コストが激安になったんですよ！！』

  『……这个吗？』

  『……これか』

  

  嗯，巨乳被拿掉，改成了贫乳。淫魔只有贫乳。多亏如此，编辑成本全都变成1／10000了。竟然可以减少这么多……

  　うん、巨乳が削られて、貧乳が付与されている。淫魔、貧乳しか居ねえ。そのおかげで編集コストが全部１／１００００になってる。こんなに減るんだ……

  

  『不过原本就有贫乳的精灵就没办法了呢——』

  『元から貧乳が付いてるエルフとかじゃ無理なんですけどねー』

  『就算看其他世界，也没有巨乳的精灵……』

  『他の世界見ても巨乳のエルフが居ないのって……』

  『如果要给精灵巨乳，就要这个价格。』

  『エルフに巨乳を付けるとこのくらいのお値段に』

  『这游戏太难了。』

  『無理ゲーが過ぎる』

  

  这个成本只能设置一颗恒星和一颗行星，而且行星顶多只能设置一座小岛，连卫星都设置不了哦。

  　このコストじゃ恒星と惑星一つずつ、しかも惑星も小さな島一つが精一杯で衛星すら設置できんぞ？

  

  『愚蠢之人配置巨乳精灵的世界是这边。』

  『愚か者が巨乳のエルフを配置した世界がこちらになります』

  『不到三分钟就灭亡了啊！！』

  『３分保たずに滅んでるじゃねえか！！』

  

  首先，只能配置一人，无法繁殖，想要强行繁殖而配置的半兽人不小心打死了精灵。发现精灵濒死，慌慌张张地想要消除半兽人，却为时已晚——感觉就像这样。然后，因为没有足够成本重新配置，什么都没办法做，就收到游戏结束的通知。到此为止所花的时间不到三分钟。太悲哀了。

  　まず、一人しか配置できずに繁殖ができず、無理やり繁殖させようと配置したオークにうっかり殴られてエルフ死亡。死にかけてるのに気付いて慌ててオークを消そうとしたけど手遅れ、って感じだ。で、新たに配置するコストが足りずに何も作れず終了のお知らせ。ここまでに要した時間が３分満たず。哀れ過ぎる。

  

  『只要半兽人还留着，就能跟自己繁殖了说。』

  『オークだけでも残ってれば自分と繁殖できたんですけどねぇ』

  『是啊，连下位神都没办法创造出来……』

  『ああ、下位神すら作れなかったんだっけ……』

  

  神与被造物的交配是被允许的。也有世界是让下位神与人交配，创造出半神。当然，自己跟人交配也无所谓。话虽如此，对象是半兽人的话，我实在不想。」

  　神と被造物の交配は認められてはいる。下位神と人を交配させて半神創ってる世界とかもあるしな。もちろん、自分が交配しても別に構わない。とはいえ、オーク相手は流石に嫌だが。

  

  『这么说来，榭菈小姐不生小孩吗？』

  『そういえば、シエラさんは子作りはしないんですか？』

  『……之后再说。』

  『……そのうち、な』

  

  或许是因为提到半神的话题，奥露榭的好奇心全开，这么问道。

  　半神の話題が出たからか、オルシェが好奇心全開でそう訊いてきた。

  嗯，也是啦，既然都变成女孩子了，当然会想体验看看怀孕的感觉。应该说，我总觉得初潮来了之后，就会被某个人给怀孕。

  　うん、まあ、女の子になったからには妊娠は経験してみたいよな。というか、初潮が来たら誰かしらには孕まされそうな気はしている。

  

 
  第６９話：神託

  第69话　神谕

  会议毫无进展。说到底，都是因为奥露榭的神谕没有可信度。

  　会議は平行線を辿っていた。結局はオルシェの神託に信憑性がないのが悪いんだよな。

  ……咦，奥露榭怎么没有反驳？

  　……あれ、オルシェから反論がないな？

  

  『啊……』

  『あ……』

  

  我这么想着看向奥露榭，发现她正好在搬东西。

  　そう思ってオルシェを見たら、丁度何かを運んでいるところだった。

  ……奥露榭？

  　……オルシェ？

  

  『呃，那个，就是说……』

  『いや、その、ですね？』

  『你买了什么？』

  『何を買った？』

  『呃，这个，就是说……？』

  『えっと、これは、ですね……？』

  『你　买　了　什　么？』

  『な　に　を　か　っ　た？』

  『洗衣机……』

  『クリウォッシュマシンを……』

  

  ……什么？

  　……なんて？

  

  『是洗衣机！！是用在女孩子身上，让她们因为阴蒂被搓揉而感到舒服的机器哦！！』

  『クリウォッシュマシンですよ！！淫核をコネコネして女の子を気持ちよくする機械ですよ！！』

  『喂——！？』

  『おぉいっ！？』

  

  为什么买了那种东西！！

  　なんでそんなものを買ったし！！

  

  『这个嘛，因为榭菈小姐要用……啊。』

  『そりゃあ、シエラさんに使おうと……あ』

  『……哦？』

  『……ほう？』

  

  我需要稍微跟她解释一下吧？

  　ちょっとハナシアイが必要だな？

  

  『不、不是，那个，为什么，你的手在那边抓来抓去的呢……？』

  『い、いや、その、なんでそんな、手をワキワキ、させてるんですか、ね……？』

  『因为奥露榭似乎希望我用啊。』

  『そりゃあ、オルシェが俺に使って欲しいらしいからな？』

  『不，正好相反，话说请不要打开箱子啊！？』

  『いや、逆、っていうか、箱開けないでくださいよっ！？』

  『这是惩罚哦～？』

  『おしおきだべ～？』

  『微妙地老旧……不，没事，所以请不要那样做！？』

  『微妙に古……いや、なんでも、だからそれはやめっ！？』

  

  我将奥露榭固定在机器上，然后按下开关。她的双脚自动张开，腰部往前挺，摆出猥亵的姿势。接着机器的手臂降了下来，强行剥下她的内裤。

  　オルシェを機械に据え付け、スイッチを入れる。自動で脚が開き、腰を突き出すような卑猥なポーズへ。そこへ機械の腕が降りてきて、強引に下着を剥ぎ取る。

  

  『这种东西一般都是先从内裤上开始的吧！？』

  『こういうのはまず下着の上からというのが相場でっ！？』

  『啊，抱歉，我调成强凌辱模式了』

  『あ、悪い、強凌辱モードにしてたわ』

  『你是故意的吧！？不，等等，等……嗯咿！？』

  『わざとですよね！？いや、ちょ、まっ……んひぃっ！？』

  

  如同强凌辱这个名字一样，机械手臂前端的细指突然从外皮上捏住了奥尔修的淫核。然后，直接用力一捏，将外皮一口气捏开，露出充血的小豆豆。

  　強凌辱という名にふさわしく、アームの先の細い指がオルシェの淫核を皮の上からいきなり抓り上げる。そして、そのまま力を込めると一気に皮が捲れ、充血したお豆が露出する。

  

  『咕唔♡怎么，突然……咿唔！？』

  『くぅっ♡そんな、いきなり……ひぅっ！？』

  

  显现出来的小豆豆又遭到了机械手臂的袭击。好几根前端装着刷子的手指聚集在一起，如同字面意思一般用力摩擦着淫核，给予强烈的刺激。

  　顕になったお豆にさらなるアームが襲いかかる。ブラシのような先端を付けた指が何本も群がり、文字通りゴシゴシと淫核を擦り上げ強い刺激を与える。

  

  『咿♡啊♡嗯嗯♡哈啊♡咕咿♡』

  『ひっ♡あっ♡んんっ♡はぁっ♡くひぃっ♡』

  

  不过，这副模样实在不能让信徒看到啊。不过，平时的自慰模样也不能让他们看到就是了。

  　しかし、信者にはとても見せられない姿だな。まあ、いつもの自慰姿とかも見せれないけどな。

  

  『等，住，住手……咿啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊♡』

  『ちょ、と、とめっ……ひぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ♡』

  

  啊，高潮了。奥尔修高潮了，爱液噗哧一声喷了出来。

  　あ、イッたな。ぷしっ、と愛液を噴き出して絶頂するオルシェ。

  

  『哈，啊……嗯嗯嗯！？等，住，住手，咿嗯♡』

  『は、あっ……んんんっ！？ちょ、と、とめ、ひぃんっ♡』

  

  不愧是机械，毫不留情。高潮了也不停止。

  　さすが機械だけはあって容赦ねえ。イッても止まらないとは。

  

  『怎么，嗯咿♡会，说，哈♡这♡』

  『そんな、んひっ♡言って、ない、はっ♡でぇっ♡』

  『不过，这个，你是想用在我身上的吧？』

  『でもこれ、俺に使おうとしてたんだよな？』

  『那，那个……哈♡』

  『そ、それ……はっ♡』

  『自作自受吧？』

  『自業自得だな？』

  『咿♡嗯嗯♡』

  『ひっ♡んんっ♡』

  

  这台淫核洗衣机不管怎么洗都只会一直摩擦淫核，真是粗暴啊……

  　イッてもイッても淫核だけ擦り続けるクリウォッシュマシン。荒々しいな……

  

  『咿唔♡好、好强……嗯呀♡』

  『ひぅっ♡強……んひぁっ♡』

  『……啊。』

  『……あ』

  

  这么说来，我刚刚是用强凌辱模式。呃，是叫“慢慢凌辱”吗？

  　そういえば、強凌辱にしたままだったわ。ええと、“じっくり凌辱”とか？

  

  『咕唔，嗯♡不、不是，啊♡这样、好♡嗯嗯♡』

  『くぅ、んっ♡や、それ、はっ♡それ、でっ♡んんっ♡』

  

  刷子的动作从粗暴转为执拗。我将刷子前端插入剥开的淫核与包皮的缝隙间，仔细地、仔细地摩擦。

  　ブラシの動きが荒々しい感じから一転、執拗な動きに変わる。アームの先端を剥いた淫核と皮の隙間に差し込み、丁寧に丁寧に擦る。

  

  『咕唔，嗯♡啊♡啊♡啊♡』

  『くぅ、んっ♡あっ♡あっ♡あっ♡』

  『呜哇……』

  『うわぁ……』

  

  至今为止都是用让人怀疑会不会痛的激烈力道摩擦，现在却变成缓慢且执拗的仔细动作。多亏如此，我才能稍微从容一些……

  　今までは痛いんじゃないかってくらいの激しい勢いで擦ってたのが、ゆっくりとした、それでいてしつこい位に丁寧な動きに変わる。おかげでオルシェにも若干の余裕は出たんだが……

  

  『嗯嗯♡快、快住手……啊啊♡』

  『んんっ♡もう、止め……あぁん♡』

  『喂，别喘气。』

  『ええい、喘ぐな』

  『不讲理……嗯嗯♡』

  『理不じ……んんっ♡』

  

  因为力道减弱，喘息声反而莫名地留在耳中。明明是奥露榭，却莫名地色。

  　激しさがなくなった分、喘ぎ声が妙に耳に残る。オルシェのくせに妙にエロい。

  

  『话说回来，这个花了多少钱？』

  『ところで、これ、いくらしたんだ？』

  『……啊啊♡』

  『……。ああんっ♡』

  『别用喘气蒙混过去。说吧？』

  『喘いでごまかすな。な？』

  『……』

  『……』

  

  我用威胁的语气逼问，奥露榭便拿出一张纸。

  　ドスを効かせた声で問い詰めるとオルシェが一枚の紙を出してくる。

  ……

  　……。

  

  『好，奥露榭半年没有零用钱。』

  『よし、オルシェは半年お小遣い無しな』

  『好、好过分♡』

  『ひど、いいっ♡』

  

  再次变回强凌辱后，奥露榭的声音逐渐被摩擦淫核的声音盖过。不过，反正我也不接受反驳就是了。

  　再び強凌辱に変えるとオルシェの声は淫核を擦る音にかき消されていく。まあ、どうせ反論は受け付けないけどな。

  

  『好啦，拉维尔，你在吗？』

  『さて、ラヴェル、居るか？』

  『是。那、那个，奥露榭大人呢？』

  『は。あ、あの、オルシェ様は？』

  『放着不管就好。』

  『放って置いて良い』

  

  我暂时不管持续喘息的奥露榭，把军神拉维尔叫了出来。我一呼唤，拉维尔就立刻现身。他在这时朝奥露榭看了一眼，我便告诉他不用在意。

  　喘ぎ続けているオルシェは一旦放置して軍神のラヴェルを呼び出す。俺が呼ぶとラヴェルはすぐに現れた。その際に一瞬オルシェに目を向けるが、気にしなくて良いと伝える。

  

  『比起这个，可以麻烦你下达神谕吗？』

  『それより、神託を頼めるか？』

  

  要是停止给奥露榭零用钱半年左右，就算扣掉浪费掉的部分，还是得花上全发送神谕的费用。嗯，这样正好。

  　オルシェのお小遣いを半年ほど止めれば無駄遣い分を引いても全送信の神託のコストは出るんだよな。うん、ちょうどよかった。

  

  『嗯嗯嗯嗯嗯♡』

  『んんんんんっ♡』

  

  奥露榭，机会难得，你就再享受一下吧。

  　オルシェ、せっかくだからお前はもうしばらくそれを楽しんでような。

  

  

 
  第７０話：なんかモブっぽくないメイドが居た

  第70话　有个不像路人甲的女仆

  『啊，哈啊♡』

  『あ、はぁっ♡』

  

  嗯，不愧是价格高昂的货色，防水性能也很完美。就连失禁都能完全对应。

  　うん、さすが高かっただけあるな、防水も完璧だ。おもらしにも完全対応か。

  

  『呼♡呼♡呼♡』

  『ふぅっ♡ふぅっ♡ふぅっ♡』

  

  急促的喘息声莫名地煽情，明明只是个奥露榭。

  　荒く息を吐くのが妙にエロい。オルシェのくせに。

  ……算了，奥露榭就先放着不管，来看看神谕的情况吧。

  　……まあ、オルシェはこのまま放っておいて神託の様子を見よう。

  

  『不得使用淫魔召唤，那等于是诱拐淫魔。』

  『淫魔召喚を使ってはならん。アレは淫魔を誘拐しているのだ』

  

  嗯，总之就是把这种内容传送给全世界。只有传送给联邦帝国才会造成问题，既然如此，传送给全世界就好了。当然这需要成本，不过奥露榭的零用钱解决了所有问题。

  　と、まあ、こんな内容を全世界に送ったわけだ。連合帝国だけに送るから問題になるのだ。それなら全世界に送れば良い。もちろんコストは掛かるが、オルシェのお小遣いが全てを解決してくれた。

  

  『呜、呜呜……』

  『う、うう……』

  『来吧，难得都买了，就好好享受吧？』

  『ほら、せっかく買ったんだから楽しもうな？』

  『呀啊啊♡』

  『ひあぁっ♡』

  

  好啦，把意识拉回会议吧。神谕的隔天，会议的现场一片哗然。

  　さて、会議に意識を戻そう。神託の翌日、会議の場は騒然としていた。

  

  「贵国也收到神谕？」

  「貴国にも神託が？」

  「贵国也是吗？」

  「貴国もか」

  

  看来各国似乎都无法忽视母国传来的神谕通知。拜此所赐，包含联邦帝国在内，会议也朝着禁止淫魔召唤的方向进行。

  　それぞれの母国から届いた神託の知らせは流石に無視できないようだな。お陰で連合帝国も含めて淫魔召喚を禁止する方向で話が進んでいく。

  

  「我说莱娜，差不多该停止扭腰了吧……」

  「その、ラナ？そろそろ腰を振るのを止めてくれると……」

  「嗯♡不行哦，父亲大人，你刚刚也看着女仆，对吧？」

  「んっ♡だめですよ、父様、さっきもメイドを見てました、よね？」

  「我、我没有……」

  「そ、そんな事は……」

  「来，把精液全部吐出来哦？不然我就要向母亲大人告状。」

  「さ、全部精液を吐き出してくださいね？でないと母様に言いつけます」

  

  在这种状况下，联合帝国居然还不忘美人计，真是令人佩服。而且刚才的女仆还是个年纪和我差不多的小女孩。

  　こんな状況でもハニートラップを忘れない連合帝国には頭が下がるよ。しかも、さっきなんて俺と変わらないくらいの年の幼女メイドだったし。

  

  『小女孩女仆！？』

  『幼女メイド！？』

  

  奥露榭对小女孩女仆起了反应，身体发出喀哒一声。你明明被绑着，却很努力嘛？

  　そして、幼女メイドに反応したオルシェがガタ、と音を立てる。お前、拘束されてるのに頑張るな？

  

  『既然要高潮，我比较想看小女孩女仆的性爱视频！！』

  『どうせなら幼女メイドのセックス動画でイキたいんですけど！！』

  

  太差劲了！？

  　最低だ！？

  话说回来，哪可能那么刚好就有小女孩女仆的性爱视频……

  　と言うか、そんな都合よく幼女メイドのセックス動画なんて……

  

  『有了！！』

  『ありました！！』

  

  居然有哦！？

  　あるのかよっ！？

  不过，她姑且也算是美人计的成员。对方是……圣统王国的书记官啊。这么说来，确实有个家伙对联合帝国的发言格外友善呢。

  　まあ、一応ハニートラップ要員だしな。相手は……聖統王国の書記官か。そういえば、やけに連合帝国に好意的な発言してた奴が居たな。

  

  『你们看啊，这女孩！！被鸡鸡插进去，小腹娇艳地抽动着，不觉得很色吗！？哈啊哈啊！！』

  『見てくださいよ、この娘！！おちんぽ突っ込まれてお腹が艶めかしく脈動してるのとか、すっごくエッチだと思いませんか！？はぁはぁ！！』

  

  奥露榭一边接受淫核按摩，一边对小女孩女仆的痴态兴奋不已。不过，这名女仆女孩虽然没有腹肌，但全身都练出了柔韧的肌肉，散发出非比寻常的氛围。

  　淫核マッサージを受けながら幼女メイドの痴態に大興奮のオルシェ。しかしこのメイド娘、腹筋が割れてるとかじゃないんだが全体的にしなやかな筋肉がついてて只者じゃない雰囲気がある。

  

  『她是忍者呢。』

  『忍者ですね』

  『忍者！？』

  『忍者！？』

  

  我看了她的状态，确实是忍者。这样啊，原来有忍者存在。

  　ステータスを見れば、たしかに忍者になっている。そうか、居るんだ忍者。

  

  『咦？忍者（巫女）是什么？』

  『あれ？忍者（巫女）ってなんだ？』

  『哦，是行走巫女。』

  『ああ、歩き巫女ですね』

  

  所谓的游历巫女，就是不属于特定神殿的巫女。话虽如此，实际上听不见神之声的人也很多。他们的目的就是假借神事之名，跟权贵发生性行为来拉拢关系。

  　歩き巫女は特定の神殿に属さない巫女の事だ。と言っても、実際は神の声が聞こえない者も多い。彼らの目的は神事と称して有力者と性行為をして取り入る事だ。

  

  『哎，算是间谍吧。』

  『まあ、スパイですね』

  『的确，游历巫女跟忍者也算某种间谍啦……』

  『確かに歩き巫女も忍者もある種のスパイではあるけどさぁ……』

  

  问题在于是哪个国家的间谍。游历巫女就算隶属于国家，也几乎不会为国家工作。这就表示，她真正的所属国并非联合帝国。

  　問題はどこのスパイか、という話だ。歩き巫女なら国に所属してても国で働いてることは殆どない。ということは本当の所属は連合帝国ではない。

  

  『是约修玛圣教国的间谍吧。因为无法行动，所以才从弱点下手。』

  『ヨシュマ聖教国のスパイですね。動けないから搦め手できたってところですか』

  『那个国家还是老样子。该怎么处置呢……』

  『あの国は相変わらずだな。どうしてくれよう……』

  

  因为约修玛圣教国敌视不信仰他们创作的神的国家。特别是库列巴司女王国……他们认定该国的淫魔之王是魔王。周边国家如果能帮忙击溃，对他们来说当然再好不过。

  　ヨシュマ聖教国は彼らの創作した神を信奉しない国を敵視してるからな。特にキュルバス女王国……彼らの言うところの淫魔国の王である淫魔王に至っては魔王認定している。そりゃあ、周辺国が潰してくれるなら都合が良いだろうな。

  

  「父亲大人，刚才的女仆跟圣教国是一伙的。」

  「父様。さっきのメイド、聖教国の息がかかってます」

  「……」

  「……」

  「不，我可不是出于嫉妒才这样诬赖哦。」

  「いえ、嫉妬からの言いがかりとかではないですよ？」

  「我当然相信你。不过，那个国家也真缠人。」

  「もちろん、信じているさ。しかし、あの国もしつこいな」

  「就是说啊。」

  「ですね」

  「……话说回来，可以请你别再扭腰了吗？」

  「……ところで、腰を振るのを止めてくれないかい？」

  「……这我办不到。」

  「……それはできない相談ですね」

  

  ……而且精液还在流呢。为了不中她的美人计，得榨干她才行。

  　……まだ、精液出てるしな。ハニトラに引っかからないように搾り取らないと。

  

  『榭菈小姐，你嘴上这么说，看起来却很舒服呢。』

  『そんな事言いながらシエラさん、すごく気持ちよさそうですよね？』

  『才、才没有呢？』

  『そ、ソンナコトナイヨ？』

  『来，说说看你的小鸡鸡很舒服嘛。』

  『ほら、おちんぽ気持ちいい、って言ってみてくださいよ』

  『……』

  『……』

  『来嘛，小鸡鸡，小鸡鸡。』

  『ほら、おちんぽですよ、おちんぽ』

  

  奥露榭笑嘻嘻地煽动我，让我有点火大。看来有必要惩罚她一下。

  　ニヤニヤとしながら煽ってくるオルシェにイラッとする。これはお仕置きが必要だな。

  

  『来嘛来嘛，小鸡鸡……』

  『ほらほら、おちんぽ……』

  『既然你那么喜欢小鸡鸡，那其他的话就不需要了吧？』

  『そんなにちんぽが好きなら、それ以外の言葉は要らないな？』

  『……咦？』

  『……へ？』

  『你不是做了个很不正经的魔法吗？』

  『お前が作ったろくでもない魔法に、ちょうどいいのがあったよな？』

  『难、难道……』

  『ま、まさか……』

  『是语言强制吗？』

  『言語強制だったか？』

  『不——！？』

  『いーやー！？』

  

  语言强制是只能说出特定单词的魔法。老实说，我不知道这能用在什么地方。如果只是要让人闭嘴，沉默魔法就足够了。就算要让人说谎，也只能重复特定单词，所以马上就会被发现。既然如此，使用洗脑魔法还比较确实。

  　言語強制は特定の単語しか喋れなくする魔法だ。正直何に使うのか判らない。喋れなくするだけなら沈黙の魔法で十分だしな。嘘をつかせるにしても、特定の単語を繰り返す事しかできないからすぐに気付かれてしまう。それなら洗脳の魔法を使う方が確実だ。

  也就是说，顶多只能用来恶作剧。

  　つまり、嫌がらせくらいにしか使えないんだよ。

  

  『小鸡鸡！小鸡鸡！！小鸡鸡！？』

  『ちんぽ！おちんぽ！！おちんぽ！？』

  『比想象中还要烦人啊！？』

  『思った以上に鬱陶しいな！？』

  

  嗯，订正一下，就算想恶作剧也用不了。只会变得很烦人，反而会觉得自己在恶作剧……解开吧。

  　うん、訂正。嫌がらせとしても使えない。ただ鬱陶しくなるだけだ。むしろ自分に嫌がらせしてる気分になってくる。……解くか。

  

  『呼、呼，榭菈小姐，你太过分了，居然做出这种事。居然只能用小鸡鸡说话，这是什么性癖啊！』

  『はぁ、はぁ。酷いですよシエラさん、こんな仕打ちをするなんて。おちんぽしか言えなくするなんてどんな性癖ですか！！』

  『是你做的耶。』

  『作ったのはお前だが？』

  『呜咕……』

  『うぐ……』

  『限定只能用色情词汇的也是你吧？』

  『エロ単語に限定したのもお前だよな？』

  『可、可是，选择小鸡鸡的是榭菈小姐吧？那是榭菈小姐的性癖吧？』

  『で、でも、おちんぽを選んだのはシエラさんですよね？そこはシエラさんの性癖ですよね？』

  『在那之前连喊好几次的是你耶。也就是说，那是你的性癖吧？』

  『直前に連呼してたのはお前だが？つまりはお前の性癖だよな？』

  『呜咕咕咕……』

  『うぐぐぐ……』

  

  奥露榭垂头丧气。不过，我不会同情她。因为是打算把罪推给别人的家伙不好。

  　がくり、と項垂れるオルシェ。けど、同情はしない。人に罪をなすりつけようとする奴が悪いからな。

  嗯，就别管垂头丧气的奥露榭了。反正她是在等我理她。比起这个，问题在于那个女仆。在她做出更多多余的事情之前，有必要先处理一下。

  　まあ、項垂れてるオルシェは放っておこう。どうせ構い待ちだ。それより問題はあのメイドの方だよ。これ以上余計な事する前に対処する必要があるな。

  

 
  第７１話：対決

  第71话　对决

  「请问您找我有什么事呢？」

  「何か御用でしょうか？」

  「你是不是在勾引我父亲？」

  「貴女、父様に色目を使っていたでしょう？」

  

  于是，我试着把她叫了出来。我自认这个理由还算正当。

  　と、言うわけで呼び出してみた。理由としては真っ当なところではないかと自負している。

  

  『感觉好像病娇的恋父女哦？』

  『なんか、ヤンデレファザコン娘みたいですね？』

  『别说了啦！？』

  『言うなよっ！？』

  

  呃，其实我也稍微这么觉得。总之，这个理由已经够充分了。当然，我已经事先安排好了。周围都是我国的士兵和联邦军的士兵。我告诉他们她是约修玛圣教国的行走巫女后，他们便欣然协助我。毕竟那个国家被所有人讨厌。

  　いや、俺もちょっとそう思ったけどさぁ。ともあれ、理由としては十分だ。もちろん根回しは実施済。周囲はうちの兵と連合帝国の兵で固めてある。彼女がヨシュマ聖教国の歩き巫女だと伝えたら喜んで協力してくれた。あの国、全方位に嫌われてるからな。

  

  「哎呀，您在说什么呢？」

  「はて、なんの事でしょうか」

  「别找借口了，我已经知道你是约修玛圣教国的间谍了。」

  「言い訳は見苦しいですわ。貴女がヨシュマ聖教国のスパイである事は掴んでいますのよ？」

  「您这是血口喷人，您有证据吗？」

  「言いがかりですね。証拠はあるのですか？」

  

  于是我试着逼问她，但安娜蜜拉始终装傻到底。不过，我可是握有王牌。

  　というわけで問い詰めてみたわけだが、アナミラはあくまでしらを切り続ける。けど、こっちにはちゃんと切り札があるんだよな。

  

  「好久不见了，安娜蜜拉。」

  「久しぶりだな、アナミラ」

  「……莱菲丽丝学姐。」

  「……ラフィリス先輩」

  

  嗯，是啊，她和之前俘虏的莱菲丽丝是熟人。看到安娜蜜拉的状态后，我吓了一跳。

  　うん、まあ、前に捕虜にしたラフィリスの知り合いだったんだよな。アナミラのステータス見て驚いたわ。

  

  『用假阳具夺走安娜蜜拉的处女，教她怎么做爱的人，就是莱菲丽丝小姐呢～』

  『アナミラさんの処女をディルドーで奪ってセックスを仕込んだの、ラフィリスさんだったんですよね～』

  『世界真小啊。』

  『世の中狭いよな』

  

  于是，她就以无可挑剔的证据之姿登场了。

  　というわけで、この上ない証拠としてご登場いただいたわけだ。

  

  「学姐，你背叛了我们这件事是真的吧？」

  「裏切ったというのは本当だったんですね、先輩」

  「真希望你能说我是觉醒了真实的信仰。」

  「真実の信仰に目覚めたと言って欲しいもんだな」

  

  ……光听这句话，她就像是被邪教洗脑的人啊，喂。

  　……それだけ聞くとカルトに洗脳された人みたいだな、おい。

  

  『嗯，确实是色情宗教呢。』

  『まあ、エロ宗教ではありますよね』

  『你哪来的脸说这种话啊，元凶。』

  『どの口で言ってやがる、元凶』

  

  虽然很想处罚奥露榭，但这件事就之后再说吧。难得的师徒对决，错过就太可惜了。

  　オルシェにお仕置きしたいところだが、それは後回しだ。せっかくの師弟対決、見逃すのはもったいない。

  

  「只要知道这家伙，你马上就会懂了。」

  「お前もすぐに分かるさ。こいつを知れば、な」

  「这、这个……」

  「な、それは……」

  

  莱菲丽丝说完，便撩起裙子，露出雄伟的鸡鸡。

  　そう言ってラフィリスがスカートをたくし上げると、そこには立派なちんぽが。

  ……不，别拿出来啊！

  　……いや、出すなよ！？

  

  『咦？你叫她出来是打算做吧？』

  『え？ヤるつもりで呼び出したんですよね？』

  『为什么啊！』

  『なんでだよ！？』

  『因为女忍者要是被发现潜入，就只有被强暴一途啊。』

  『そりゃあ、潜入がバレた女忍者の末路はレイプしかないからですよ』

  『这是什么道理啊！』

  『どういう理屈だよ、それ！？』

  『被洗脑的女忍者袭击，是固定桥段呢。』

  『洗脳された先輩女忍者に襲われるのとか定番ですよね』

  『还以为是哪来的色情视频呢。』

  『どこのエロ動画かと』

  

  奥露榭的存档里确实是有这种视频啦。奥露榭看太多色情视频了。

  　確かにそんな動画がオルシェのアーカイブにあったのは見たけどさぁ。オルシェはエロ動画の見過ぎだな。

  

  『咦？国际法也有写啊。』

  『え？国際法にも書いてありますよ？』

  『啥！』

  『は！？』

  

  ……哦，这个啊。上面写着，就算强暴被捕的间谍也无所谓。真的假的。

  　……ああ、これか。捕縛されたスパイはレイプしても構わないって書いてある。マジかよ。

  几乎所有国家都批准了基本法。虽然细节要由各国之间商量决定，但还是有基本的基准。而基准上明确地记载着——

  　殆どの国が批准している基本法。細かな話は国同士で相談して決めるものだが、そのベースとなるものがある。そこにしっかりと明記されていた。

  

  『不过约修玛圣教国没有批准就是了。』

  『まあ、ヨシュマ聖教国は批准してないんですけどね』

  『……啊。』

  『……あ』

  

  嗯，说得也是。那个国家几乎跟所有国家为敌，而且还将对方视为异教徒，所以当然不会有什么关于俘虏的条约。」

  　まあ、そうだよな。あの国、殆どの国に喧嘩売ってて、しかも相手国を異教徒扱いしてるから捕虜に関する条約も何もないんだよな。

  

  「那是邪神的法吗！！」

  「それは邪神の法ですか！！」

  「是榭菈神的神技哦。」

  「シエラ神の御業だよ」

  

  啊，话题进展了。安娜蜜拉看到莱菲丽丝的鸡鸡，僵住了一阵子。不过，一般来说，看到认识的女性胯下长出鸡鸡，当然会僵住吧。

  　あ、話が進んだ。アナミラ、ラフィリスのちんぽを見て暫くフリーズしてたんだよな。まあ、普通は知ってる女性の股間にちんぽが生えてたら固まるよな。

  话说回来，可以不要把鸡鸡说成我的神技吗？

  　というか、ちんぽを俺の御業とか言わないでほしいんだが？

  

  『咦？不是榭菈小姐的魔法吗？』

  『え？シエラさんの魔法では？』

  『是你创造出来的吧！！』

  『おまえが創ったんだろ！！』

  

  奥露榭那家伙，竟然像呼吸一样地创造出来。不过，这个状况真的没问题吗？

  　息をするように擦り付けやがって、オルシェの奴め。しかし、この状況ホントに大丈夫なのか？

  周围除了我国的近卫之外，还有联合帝国的士兵在。在这种状况下强奸……

  　周囲はうちの国の近衛はもちろん、連合帝国の兵も控えている。そんな中でレイプとか……

  

  『咦？各位对于这个发展没有任何疑问吗？』

  『え、皆さんこの展開に何も疑問を持ってませんけど？』

  『真的假的……』

  『マジか……』

  『在众目睽睽之下强奸可是间谍的基本哦。』

  『スパイは衆人環視の中でレイプするのが基本ですよ？』

  『呜哇……』

  『うわぁ……』

  

  嗯，如果这是正常的话就好。我也默默地在一旁看着吧。

  　まあ、それが普通なら良いか。俺も黙って見守ろう。

  

  「你应该知道间谍会受到什么样的对待吧？」

  「スパイがどういう扱いを受けるかは知っているだろう？」

  「是啊，你已经告诉我很多次了。」

  「ええ、散々教えられましたから」

  「那么，你做好觉悟了吧？」

  「では、覚悟はできているな？」

  「哎呀，我也是用身体潜入敌营的哦？」

  「あら、私も身体を使って潜入している身ですのよ？」

  

  安娜玛利亚「咻」地解开女仆装的绳子，莱菲丽丝也「唰」地脱下衣服。

  　しゅるり、とメイド服の紐を解くアナミラ。対するラフィリスもぱさり、と服を脱ぎ捨てる。

  两具年幼的裸体显露出来，一边是连毛都还没长的细缝，另一边则是直冲天际的凶恶物体。就某种意义来说，两者可说是对照组。

  　顕になった幼い裸体２つ。方や毛も生えていない一筋の割れ目。方や天を衝く凶悪なモノ。ある意味で対照的だな。

  

  『胸部都很小巧可爱哦。』

  『お胸はどちらも慎ましくて可愛いですよ？』

  『这个年纪就发育得很好，真令人吃惊。』

  『この年齢でデカかったらびっくりだわ』

  『啊，成长预测也是AAA哦。』

  『あ、成長予測もＡＡＡですよ？』

  『为什么连这种地方都调查了啦！？』

  『なんでそんなとこまで調べてんだよっ！？』

  

  安娜玛利亚七岁，莱菲丽丝八岁。嗯，以这个年龄来说，胸部算是普通。不过，成长似乎很令人绝望。

  　アナミラは７歳、ラフィリスは８歳。うん、まあ、胸はこの年齢としては普通。けど、どうやら成長は絶望的らしい。

  不过，这种事怎样都好啦。现在重要的是这场对决的结果。

  　まあ、そんな事はどうでもいいんだよ。今重要なのはこの対決の行方だ。

  双方都在观察对方的反应。正如安娜玛利亚所说，她也是用身体让许多男人着迷的美人计高手。相对地，莱菲丽丝也是对许多幼女伸出毒手的前教育人员。

  　互いに相手の出方を伺う。アナミラが言った通り、彼女もその身体で多くの男を落としてきたハニートラップの達人。対するラフィリスも多くの幼女をその毒牙にかけた元教育係だ。

  

  「我很清楚你的弱点哦。」

  「お前の弱点はよく知ってるぞ？」

  「你以为我会一直停留在以前吗？」

  「私がいつまでも昔のままだと？」

  

  两人互瞪着。先行动的是安娜玛利亚。

  　睨み合う２人。先に動いたのはアナミラの方だった。

  

  「摆弄小弟弟可是我的拿手好戏哦！」

  「おちんぽの扱いは私の得意分野ですよ！」

  

  莱菲丽丝从正面推倒安娜蜜拉，将小弟弟含进嘴里。居然突然就上啊……

  　真正面からラフィリスを押し倒してちんぽを口に含む。いきなり行ったな……

  

  「我没教过你吗？要先亲吻小弟弟才行啊！」

  「教えなかったか？ちんぽには先ずキスしてからだ、ってな！」

  

  但是，莱菲丽丝立刻将腰一缩，从小弟弟的根部将它拔出，然后用嘴巴拍打它。

  　けれど、すぐに腰を引いて口からちんぽを抜くラフィリス。そして、その口をちんぽで叩く。

  

  「是这样没错呢。」

  「そう、でしたね」

  

  安娜蜜拉暂时拉开距离，边这么说边擦拭嘴唇。看来是要重整态势了。

  　一旦距離を取って、そう言いながら唇を拭うアナミラ。仕切り直し、といったところだな。

  

 
  第７２話：２コマ

  第72话　两格

  「这样可以吗？」

  「これで、良いですか？」

  「你变得很熟练了嘛。」

  「上手になったじゃないか」

  

  莱菲丽丝满意地看着亲吻鸡鸡的安娜蜜拉。

  　ちんぽにキスをするアナミラを満足そうに眺めるラフィリス。

  接着安娜蜜拉开始口交。她仔细地舔舐肉竿，让舌头爬上顶端后，再含住尖端。然后用舌头包覆住肉棒，激烈地舔舐，最后连喉咙深处都含了进去。接着她把喉咙当作小穴激烈地套弄。

  　そこからアナミラのお口奉仕が始まる。竿を丁寧に舐め、上まで舌を這わせたら先端を口に含む。そして舌で包み込むように舐めしゃぶり、ついには喉奥まで。そして喉をまんこに見立てて激しく扱く。

  

  『她连喉咙都当成小穴了呢。』

  『喉まんことはやりますね』

  『那个，再怎么说都很辛苦吧。』

  『あれ、流石に辛いんだよな』

  『有减轻呕吐感的魔法哦？』

  『嘔吐感を軽減する魔法、ありますよ？』

  『……啊？』

  『……は？』

  『榭菈小姐的专用魔法中，有一种叫作喉性器化的魔法，可以减轻呕吐感，反而让人感受到快感……』

  『シエラさんの専用魔法で喉性器化というものがあってですね、嘔吐感を軽減してむしろ快感を感じるように……』

  『……奥露榭？』

  『……オルシェ？』

  『咿！？』

  『ひぃっ！？』

  

  之后得好好惩罚奥露榭。机会难得，就让她亲身体验一下那个魔法吧。

  　オルシェには後でお仕置きだな。せっかくだからその魔法を体感してもらおう。

  在我们交谈的期间，莱菲丽丝似乎射出了第一次的精液。

  　そんなやり取りをしている間にラフィリスは最初の射精に至ったようだ。

  

  「我要射了，喝下去哦？」

  「出すぞ、飲めよ？」

  「嗯嗯♡」

  「んんっ♡」

  

  莱菲丽丝按住安娜蜜拉的头射精，相对地，安娜蜜拉则若无其事地喝下精液。

  　ラフィリスがアナミラの頭を押さえて射精し、対するアナミラはそれを何事もなく飲み込んでいく。

  

  『……喂，这个要怎么赢啊？』

  『……なあ、これ、どうなったら勝ちなんだ？』

  『先高潮的人就输了之类的？』

  『先にイッた方が負け、とかですかね？』

  『莱菲丽丝刚才射精了吧？』

  『今、ラフィリス射精したよな？』

  『这么说来是呢。不过，那是为了责备而射精，所以不算数吧？』

  『そういえばそうですね。けど、アレは責めるための射精だからノーカンでは？』

  『完全搞不懂判断标准……』

  『判断基準がわからねえ……』

  

  射精方一旦高潮就算输，所以不能把射精作为进攻手段，这样对鸡鸡方很不利。但要是规定怀上孩子就算输，那另一方的胜利标准就无法判断了。比如在规定时间内能否让对方怀孕之类的？

  　イッたら負け、だと射精を攻めに取り入れられない分、ちんぽ側が不利だ。かと言って孕んだら負けだと逆側の勝利基準が判らなくなる。時間制限を設けて制限時間内に孕ませれるかどうか、とかか？

  以地球的基准来说，让对方怀孕的一方很不利，但在这个世界里，只要射在阴道里，其实很快就会怀孕。

  　地球基準だと孕ませる側が不利だが、この世界だと膣内に出したら割とすぐ妊娠するからな。

  

  『这样的话，射在嘴里不就没意义了吗？』

  『それだと、お口に出す意味がなくなっちゃいませんか？』

  『嗯，确实没有不射在里面的理由』

  『まあ、中出ししない理由はないな』

  『那可真是浪费呢』

  『それはもったいないですね』

  『……是这个问题吗？』

  『……そういう問題か？』

  『如果规定插入就输的话，没长鸡鸡的一方就不能用小穴进攻了』

  『挿入されたら負け、とかだと生えてない側がおまんこを攻めに使えませんしね』

  『不是，你听我说啊！？』

  『いや、聞けよ！？』

  

  奥尔修的基准还是一如既往地奇怪。

  　相変わらずオルシェの基準はおかしいな。

  不管怎么说，必须要想个办法来决定胜负才行。

  　ともあれ、どうにかして勝敗を決めなければいけないわけで。

  

  「……你们两位，打算怎么分出胜负呢？」

  「……あなた方、どう勝敗をつけるつもりですか？」

  「高潮到昏过去的一方输吧？」

  「絶頂して気絶した方が負けですけど？」

  「高潮到昏过去的一方输吧？」

  「絶頂して気絶した方が負けだが？」

  

  ……原来如此。

  　……なるほどね。

  

  「如果用正常的方式把人打晕的话……」

  「それ、普通に殴って気絶させたら……」

  「算犯规输掉呢」

  「反則負けですね」

  「算犯规输掉呢」

  「反則負けだな」

  

  这是共通的认知吗？

  　それ、共通認識なのか？

  

  「在决斗性爱中很常见呢」

  「決闘セックスだと普通ですね」

  「在怀上孩子性爱中就另当别论了」

  「孕ませセックスだと別だがな」

  「在怀上孩子性爱中，先怀孕的那一对就赢了呢」

  「孕ませセックスなら先に孕んだペアが勝ちですね」

  

  这什么蠢比赛啊……

  　なんだその頭悪そうな競技……

  

  「不过，这训练法的发源地是学姐想出来的就是了。」

  「まあ、先輩が考えた訓練法が発祥ですけどね」

  「不过，是上面的人说想搞出人命的性爱就是了。」

  「孕ませセックスは上の連中が孕ませたいって言い出したからだけどな」

  

  原来想出这招的人是你哦！！而且约修玛圣教国果然不是什么好东西！！

  　考案者お前かよ！！そしてやっぱり碌でもないなヨシュマ聖教国！！

  

  『我开始觉得稍微认同那个国家的存在也无妨了。』

  『ちょっとあの国の存在を認めても良い気がしてきました』

  『那个国家是奥露榭，是妄想中的神明之首。因为没有神圣魔法，所以她就趁机大搞特搞。』

  『あの国じゃオルシェ、妄想上の神の筆頭だけどな。神聖魔法もないから反論できないのを良い事に』

  『我还是不原谅他们！！』

  『やっぱり許しません！！』

  

  别马上变成手拿花束的奥露榭啦。一扯上色情，她就会抛下各种东西不管……

  　すぐテノヒラクルーするな、オルシェは。エロが絡むと色々放り投げるし……

  

  『不过，仔细想想，这场战斗有意义吗？』

  『しかし、よくよく考えたらこの戦い、意味あるか？』

  『啧，要是没发现就好了。』

  『ちっ、気付かなければよかったのに』

  

  这个没用女神咂嘴了哦。

  　舌打ちしたよ、この駄女神。

  仔细想想，性爱战斗本来就没有意义。在把莱菲丽丝带来，发现她是间谍的当下，比赛就结束了……把她抓起来不就好了吗？

  　よく考えれば、そもそもセックスバトルする意味は無いよな。ラフィリス連れてきてスパイだということが明らかになった時点で試合終了だよ。……捕縛して終わりでよくね？

  

  『怎么能阻止比赛呢！！』

  『それを止めるなんてとんでもない！！』

  『闭嘴啦！？』

  『黙れよっ！？』

  

  我一不小心就被奥露榭煽动了。结束了，结束了。

  　うっかりオルシェにノせられてたわ。終了だ、終了。

  我这么想着，正要开口下令逮捕她，但很遗憾，我来不及了。

  　そう思って捕縛を命じようと口を開きかけた俺だが、残念ながらそれは間に合わなかった。

  

  「要去♡要去♡要去啦啊啊啊啊啊啊♡」

  「イク♡イク♡イクぅぅぅぅぅぅぅ♡」

  「真是的，你还是老样子，最深处前面一点的地方很敏感。」

  「まったく、膣奥の少し手前が弱いのは変わってないな」

  

  嗯，弱点被狠狠地戳中，胜负瞬间就分晓了。

  　うん、思いっきり弱点を突かれてあっさり勝負がついてたんだよな。

  

  『是「瞬间沦陷2格」呢。』

  『即堕ち２コマですね』

  『举例方式……』

  『例え方……』

  『不过，她至今为止都握有主导权，所以才能避开弱点。』

  『まあ、今まで主導権を握ってるから避けれてただけですしね』

  

  骑乘位虽然巧妙地避开了弱点，但对知道弱点的对手来说，只要戳中那里，瞬间就结束了。是这个意思吧。

  　騎乗位で上手いこと避けてた弱点だけど、弱点を知ってる相手からすればそこを突けば一瞬で終わり、というわけか。

  

  「所以才要你锻炼吧？」

  「だから鍛えろ、と言っていただろう？」

  「♡」

  「っ♡」

  「机会难得，就重新锻炼你吧。我也还没满足呢。至少在射出3发之前，你可要陪我哦。」

  「せっかくだから、鍛え直してやろう。アタシもまだ満足できてないしな。せめて３発出すまでは付き合ってもらうぞ」

  

  莱菲丽丝把肉棒插进趴在床上昏厥的安娜蜜拉体内，仿佛要追击一般。在失去意识的状态下被戳中弱点的安娜蜜拉，只能做出像是痉挛的反应。不过，她的膣肉像是在欢迎肉棒似地紧紧夹住。

  　ベッドに突っ伏して気絶しているアナミラに追い打ちとばかりにちんぽを突き入れるラフィリス。意識のないまま弱いところを突かれたアナミラは、ただ痙攣するように反応する事しかできない。けれど、その膣肉はちんぽを歓迎するように締め付けている。

  ……话说，真的要搞到射出3发吗？

  　……と言うか、ホントに３発出すまでヤるのか？

  

  『是活套套呢。』

  『生オナホですね』

  『别说什么套套啦。』

  『オナホとか言うな』

  

  不过，莱菲丽丝实际上也把失去意识的安娜蜜拉当成套套在用。就像在用套套一样。

  　まあ、実際ラフィリスは意識を失ったアナミラをオナホでも相手にするかのように使ってるんだよな。

  

  『没有反应很无聊吧？』

  『反応ないのはつまらなくね？』

  『有道理，不过请仔细看看她的腹部一带。』

  『一理ありますが、お腹の辺りをよく見てください』

  『……嗯？』

  『……ん？』

  『隐约可见的肌肉，随着肉棒的抽插而蠢动，不觉得很色吗？』

  『薄っすらとした筋肉が、おちんぽに突かれる度に蠢動してるのが見えますよね？すっごくエッチだと思いませんか？』

  『你观察得还真仔细啊，那种地方……』

  『よく見てるな、そんなとこ……』

  『而且，莱菲莉丝小姐渐渐无法抵抗肉棒带来的快感，她的表情也很色呢！』

  『それに、おちんぽの快楽にだんだん抗えなくなっていくラフィリスさんの表情もエッチですよね！』

  『……』

  『……』

  

  奥露榭对色情的执着令我佩服，真的。

  　オルシェのエロに対する執念には感心するよ、ホント。

  总而言之，我们成功制伏了安娜蜜拉。等她醒来后得问清楚她的目的才行。

  　ともあれ、アナミラの拘束には成功した。起きたら目的を訊かないとな。

  

 
  第７３話：我慢には限界というものがある

  第73话　忍耐也是有限度的

  「嗯……♡」

  「ん……♡」

  

  我跨坐在仰躺在床上的瓦特父亲身上，沉下腰去。瓦特父亲那根熟悉的肉棒拨开膣肉，进入深处。

  　ベッドで仰向けになったヴァート父様の上に跨がり、腰を落としていく。慣れ親しんだヴァート父様のちんぽが膣肉をかき分け、奥まで入ってくる。

  

  「你今天比平常还要积极呢。」

  「今日はいつにも増して積極的だね？」

  「那个，因为很多原因……」

  「その、色々と……」

  

  在安娜蜜拉醒来之前还有点时间，所以我先回房间一趟，然后在瓦特父亲的要求下做了爱，不过……

  　アナミラが起きるまで時間があるので一度部屋に戻ってきた俺は、ヴァート父様に求められるままにセックスに及んだわけだが……

  

  『说谎是不好的哦。是榭菈小姐自己主动勾引你的吧？』

  『嘘はよくありませんね。シエラさんの方から思いっきり誘ってましたよね？』

  『我、我没有……』

  『そ、そんな事は……』

  『用那种表情脱光衣服，任谁都会袭击你哦。』

  『あんな表情で服をはだけさせてたら、誰だって襲いますよ？』

  『我有露出那种表情吗？』

  『そんな表情、してたか？』

  『证据视频在这里。』

  『証拠映像がここに』

  『……』

  『……』

  

  这雌性的表情是怎样？原来我露出这种表情啊……

  　何だこのメスの顔。こんな顔、してたんだな……

  

  『不过，你和安娜蜜拉小姐还有莱菲莉丝小姐做爱时一直在自慰，所以才会变成这样呢。』

  『まあ、アナミラさんとラフィリスさんのセックス中にずっとオナニーしてたら、こうもなりますよね』

  『喂！』

  『ちょ！？』

  『证据视频在这里。』

  『証拠映像がここに』

  『……』

  『……』

  

  糟糕，我下意识地玩弄起小穴了。

  　やべ、無意識にまんこ弄ってたわ。

  

  『你跪着玩弄小穴和乳头，也是下意识的吗？』

  『膝立ちになっておまんこと乳首を弄り回してたのも無意識、と？』

  『……没办法啊，毕竟都看到那种东西了。』

  『……仕方ねえだろ、あんなの見せられたら』

  

  呃，安娜蜜拉明明已经昏过去了，我的身体却贪心地渴求着快乐，而且奥露榭还把意识集中在腹部，所以动作才会那么妖艳。

  　いや、アナミラが気絶してるのに身体は貪欲に快楽を貪ってて、しかもオルシェがお腹に意識を集中させるから、あまりにも艶めかしい動きが、だな。

  

  『用整个腹部包裹住肉棒的这种动作，真的很色情呢』

  『お腹全体でおちんぽを包み込むように動いてたの、エロかったですよね』

  『别说了，这会让我想起来的……』

  『言うな、思い出しただろ……』

  

  腹部深处传来一阵阵的疼痛，我忍不住激烈地摆动腰部。

  　お腹の奥がきゅん、と疼くのを感じて思わず激しく腰を振る。

  

  「莱、莱娜？你突然这么积极地动起来的话……」

  「ら、ラナ？急にそんな積極的に動いたら……」

  「没关系。请把精液射在我的里面♡」

  「かまいません。一度膣内に、出して下さいませ♡」

  

  老实说，腹部深处已经疼得不行了。好想快点把精液射在阴道深处……

  　正直、奥が疼いて仕方ない。早く膣奥に精液ほしい……

  

  『一边自己玩弄胸部一边摆动腰部，这实在是太色情了！啊啊，真是的，一脸陶醉的表情，腹部也蠢动得这么厉害……』

  『自分から胸を弄り回しながら腰を振ってるの、エロすぎですよ！ああ、もう、トロンとした顔でお腹もこんなに蠢動して……』

  『喂，别让我看啊！？』

  『ちょ、見せるなよ！？』

  

  连我自己看了都觉得色情。这就是小女孩会有的表情吗？我产生了这种感觉。

  　自分で見てもエロい。これが幼女のする表情か、って感じだ。

  

  「莱娜，你这样用小穴抱紧的话……」

  「ラナ、そんなにおまんこで抱きしめたら……」

  「请把父亲的精液，满满地注入女儿的子宫♡」

  「娘の子宮に、父様の子種汁をたっぷりと注いでくださいませ♡」

  「咕呜！」

  「くぅっ！」

  

  被我记下来的台词流畅地从口中说出，被这番话刺激到兴奋的瓦特父亲迎来了极限。我将肉棒拔到极限，然后一口气沉下腰部，这股刺激让瓦特父亲的肉棒迸出精液。

  　覚え込まされた言葉がすらすらと俺の口から紡がれ、それによって興奮を刺激されたヴァート父様が限界を迎える。ギリギリまで引き抜いて一気に腰を落とすと、その刺激でヴァート父様のちんぽから精液が迸る。

  

  「哈啊啊啊啊啊♡父亲的精液，好多♡」

  「はぁぁぁぁぁ♡父様のせーえき、いっぱい♡」

  

  腹部深处被精液填满的感觉让我达到了高潮。感觉被压抑的快感一口气涌了上来。身体颤抖着，阴道肉更加蠢动着榨取精液。

  　お腹の奥が精液で満たされる感覚で絶頂に達する。おあずけされていた快感が一気に来た感じだ。体が震え、膣肉が更に蠢いて精液を搾り取っていく。

  

  『无意识地幸福地抚摸着肚子，好色哦！！哈啊哈啊！！』

  『無意識に幸せそうにお腹を撫でてるの、エロいですね！！はぁはぁ！！』

  『呜……』

  『う……』

  

  呃，那个，因为体内射精果然很舒服，所以忍不住就……

  　いや、その、やっぱり膣内射精は気持ち良くて、つい……

  

  「这次就由父亲来做吧。」

  「今度は父様がしてあげよう」

  「啊♡」

  「あっ♡」

  

  瓦特父王说完后，这次换成他压在我身上。他直接把体重压在我身上，把肉棒插进我的阴道深处。

  　そう言って今度はヴァート父様が俺に覆いかぶさる体勢に。そのまま体重をかけて膣奥にちんぽをねじ込んでくる。

  

  「哈♡啊♡父亲的肉棒，插到深处了♡」

  「はっ♡あっ♡とうさまのおちんぽが、奥にっ♡」

  「舒服吗，莱娜？」

  「気持ちいいかい、ラナ？」

  「是的♡父亲的肉棒，亲吻着莱娜子宫的入口，非常舒服♡」

  「はい♡父様のおちんぽ、ラナの子宮の入り口にキスしてて、すっごく気持ちいいです♡」

  「莱娜的子宫也吸着父亲的肉棒，非常色情哦。」

  「ラナの子宮も父様のちんぽに吸い付いてきて、すっごくエッチだよ」

  「……真是的♡」

  「……もうっ♡」

  

  瓦特父王的话让我对自己的状态有所自觉，阴道深处一阵阵发疼。当然，这会给予激烈进出的肉棒刺激……

  　ヴァート父様の言葉で自分の状態を自覚させられ、膣奥がきゅんきゅんと疼く。当然、それは激しく出入りするちんぽに刺激を与える結果となり……

  

  「莱娜的小穴非常色情呢。它会紧紧抱住父亲的肉棒哦？」

  「ラナのおまんこはすっごくエッチだね。父様のちんぽを抱きしめてくるよ？」

  「请别说了♡您这么说的话……」

  「言わないでくださいませ♡そんなに言われたら……」

  

  从阴道深处涌上的快感让全身颤抖。我用脚缠住瓦特父王的腰，为了忍耐那股快感，手也绕到他的脖子上。因为肌肤紧贴，乳头被瓦特父王插入的动作摩擦，快感更加增加。

  　膣奥から上がってくる快感に身体全体が震える。ヴァート父様の腰に脚を絡め、その快感に耐えるように首にも手を回す。肌が密着したことでヴァート父様の突き入れる動きで乳首が擦れ、より快感が増していく。

  

  「哈♡啊♡啊♡啊♡哈、嗯♡啊♡」

  「はっ♡あっ♡あっ♡あっ♡はっ、んっ♡あっ♡」

  「莱娜连娇喘声都很可爱呢。」

  「ラナは喘ぎ声までかわいいね」

  「请、不要♡说这种话♡」

  「言わ、ないでっ♡ください、ませっ♡」

  

  快感让呼吸变得急促。我也主动扭腰，积极地贪求快感，用整个肉穴套弄肉棒。

  　快感で息があがっていく。自分からも腰を振って積極的に快感を貪り、膣肉全体を使ってちんぽを扱く。

  

  「哈♡啊♡父亲大人的、肉棒、好舒服♡」

  「はっ♡あっ♡父様の、おちんぽ、きもち、よくてっ♡」

  「差不多要射了哦，莱娜。」

  「そろそろ出すぞ、ラナ」

  「好的♡请射在、请射在、里面♡」

  「はいっ♡奥に、奥にせーえき、くださいませっ♡」

  「咕呜！！」

  「くぅっ！！」

  「哈啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊♡」

  「はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ♡」

  

  子宫口吸住肉棒，吞下注入的精液。精液发出咕嘟咕嘟的声音填满子宫，难以言喻的幸福感包裹全身。

  　子宮口がちんぽに吸い付き、注ぎ込まれた精液を飲み込んでいく。精液がこぽこぽと音を立てて子宮を満たしていき、得も言われぬ幸福感が身体全体を包み込む。

  ……没办法啊，因为女孩子的身体就是赢不过肉棒。」

  　……仕方ないだろ、女の子の身体はちんぽに勝てないように出来てるんだから。

  

  『我什么都没说哦？』

  『何も言ってませんよ？』

  『唔……』

  『ぐ……』

  『您看起来很舒服，真是太好了。』

  『気持ちよさそうでなによりです』

  『……』

  『……』

  

  奥尔榭得意地调侃我，但之后再处罚她。现在我想沉浸在这样的幸福感之中。

  　オルシェがにまにまして誂ってくるが、そのお仕置きは後だ。今はこの幸福感に浸っていたい。

  

  『不愧是榭菈小姐，真是个色女呢。』

  『さすがはシエラさん、どエロさんですね』

  

  收回前言，我果然还是无法原谅你。

  　前言撤回、お前はやっぱ許さん。

  

  『咿呀啊！？』

  『ひぎゃあっ！？』

  

  正所谓祸从口出，奥尔榭要是不那么得意忘形，就不会尝到苦头了。

  　雉も鳴かずば撃たれまい、オルシェも調子に乗らなければ痛い目見ずに済んだのにな。

  

  『住手、请住手！？子宫、子宫啊！！？』

  『止めて、止めてください！？子宮が、子宮がぁっ！！？』

  『你就暂时这样好好反省吧。』

  『お前はそのまま暫く反省していろ』

  

  就这样，我丢下被激烈快感折磨的奥露榭，开始与瓦特父王的第三回合战。

  　そうして激しい快楽に苛まれるオルシェを放置して、俺はヴァート父様との３回戦を始めるのだった。

 
  第７４話：コスパの良い神罰

  第74话　CP值很高的神罚

  报告是在黎明时分传来的。内容是说为了共享安娜蜜拉醒来后获得的情报，要召开紧急会议。

  　その報告が来たのは明け方の事だった。目を覚ましたアナミラから得られた情報を共有するため、緊急会議が開かれるという内容だ。

  我冲完澡后换上正装，前往会议室。

  シャワーを浴びてから正装に着替えて会議室に向かう。

  

  「嗯♡」

  「んっ♡」

  

  一抵达会议室，瓦特父王便抱起我的身体，把我放在平时的位置上。他看起来像是让女儿坐在大腿上的父亲，但肉棒当然已经插进我的小穴里。

  　会議室に着くとヴァート父様が俺の身体を抱え上げ、いつものポジションに。見た目には娘を膝の上に座らせている父親だが、当然ちんぽは俺のまんこにしっかりと挿入されている。

  

  「这样就到齐了吧？」

  「これで揃いましたかな？」

  

  如同主持会议的文官所言，我们似乎是最后到的。在就座的同时，会议便开始了。

  　進行役の文官が口にした通り、どうやら俺たちが最後だったようだ。席に着くと同時に会議が始まる。

  

  「这就是从俘虏身上获得的所有情报。」

  「これが捕虜から得られた情報の全てです」

  

  将听到的内容统整起来的纸上，记载着圣教国的所有计划。

  　聞き取った内容をまとめた紙には聖教国の計画の全てが記されている。

  

  『不过，严格来说是用神力获得的情报就是了。』

  『まあ、厳密には神の力で手に入れた情報ですけど』

  『毕竟安娜蜜拉也不晓得计划的全貌嘛。』

  『アナミラも計画の全貌は知らなかったしなあ』

  

  安娜蜜拉知道的内容只有针对我们的工作，之后的事情她并不知情。

  　アナミラが知っている内容は俺たちに対する工作だけだ。その先は知らされていなかった。

  

  「舰队已经在海上了吗……」

  「既に艦隊は海の上ですか……」

  

  趁淫魔国的战力被引到联合帝国和其他国家时，圣教国的舰队会从防守薄弱的海域发动突袭。这就是他们的计划，而且舰队已经出发了。

  　淫魔国の戦力を連合帝国や他の国に引き付けている間に聖教国の艦隊が手薄になった海域から急襲する。それが奴らの計画だった。そして既に艦隊は出発済みだ。

  

  『就算知道这些，也已经无计可施了呢。』

  『これ、判明してもどうしようもないですよね』

  『嗯，有点来不及了』

  『まあ、ちょっと間に合わないな』

  

  如果是在出发前，我还可以用传送的方式袭击港口，但海上就无计可施了。因为传送至海上会伴随危险。

  　出発前なら転移で港を襲う手も使えるが、海の上はどうしようもない。海上への転移は危険が伴うからな。

  

  『顶多只能警告淫魔国了』

  『淫魔国への警告がせいぜいですかね』

  『之后就是神罚……』

  『後は神罰だが……』

  『拜托了』

  『お願いします』

  『喂！？』

  『おいっ！？』

  

  一说到神罚，你就会立刻把话题转到我身上啊，奥露榭。尤其是当我没零花钱的时候。

  　神罰の話になるとすぐこっちに話を振るんだよな、オルシェ。特にお小遣い無しにしてから。

  

  『因为成本很高啊！受害范围会变大啊！？』

  『だって、コスト高いんですよ！被害範囲大きくなりますよっ！？』

  『毕竟你有很多大招嘛……』

  『お前、大技多いしなぁ……』

  

  奥露榭的神罚真的有很多粗犷的招式。一个弄不好，大陆可能会沉入海底。而我这边的话，小招是雷，大招是暴风雨，其他还有从小规模到大规模都能覆盖的龙卷风等各种各样的招式。奥露榭的招式都是跟海有关的，所以就连最小规模的招式都能让岛屿沉没，成本相当高……

  　オルシェの神罰は本当に大味な技が多い。下手すると大陸が海に沈みかねないんだよな。俺の場合は小技だと雷、大技だと嵐や大雨、他にも小規模から大規模までカバーできる竜巻と色々と揃ってる。オルシェの場合は海に関係するものばかりなので、一番小規模な技でも島を沈めるとかそれなりにコストの高いヤツで……

  

  『啊，说到海的话，还有那个吧。』

  『あ、海ならアレがあるだろ』

  『那个？啊，难道是……』

  『アレ？あ、もしかして……』

  『没错，厕所。』

  『そう、トイレ』

  『请不要说厕所啦！？』

  『トイレって言わないでくださいよっ！？』

  

  呃，可是，那个。

  　いや、だって、なあ。

  神罚的名字叫“大涡之大祸”。涡和祸很容易混淆。效果是将特定范围内的船只拖入海中。只是，那个外观啊……

  　神罰としての名前は“大渦の大禍”。渦と禍で割と紛らわしい。効果としては特定範囲内の船を海に引きずり込むというものだ。ただ、その見た目がなぁ……

  

  『看起来就像是在冲马桶啊』

  『トイレ流してるようにしか見えないんだよな』

  『好过分！？』

  『酷いっ！？』

  

  毕竟奥露榭发动神罚的开关是“拉起不知从哪冒出来的绳子”。。

  　特にオルシェの神罰は発動スイッチが“どこからか現れた紐を引く”だからな。

  

  『别废话了，赶紧冲』

  『いいからさっさと流せよ』

  『好过分！？』

  『言い方が酷いっ！？』

  

  要是靠近陆地，大漩涡就无法发动了。这样会波及到与神罚无关的人们。没多少时间了。

  　陸に近付いたら大渦が発動できないからな。神罰の影響が関係ない人たちにまで及んでしまう。あまり時間はないぞ。

  

  『啊啊，真是的，我知道了！！』

  『ああ、もう、わかりましたよ！！』

  

  有些不高兴的奥露榭拉起从天花板出现的绳子，发动了“大漩涡大祸”。突然出现在海上的漩涡吞没了舰队，漩涡消失时，只剩下船只的残骸和几个气泡浮在海面上……气泡？

  　若干不機嫌なオルシェが天井から現れた紐を引くと“大渦の大禍”が発動する。海に突然現れた渦が艦隊を飲み込んでいき、渦が消えた時には船の残骸といくつかの気泡が浮かぶだけになっていた。……気泡？

  

  『……那些气泡是什么？』

  『……あの気泡は何だ？』

  『咦？是幼女和正太啊？』

  『え？幼女とショタっ子ですけど？』

  

  奥露榭理所当然地回答道。这家伙，居然干了这种事。

  　当然、とばかりに答えるオルシェ。こいつ、やりやがったな。

  

  『那个救济措施，花了你多少成本？』

  『その救済措置、いくらコストかけた？』

  

  不自然的现象发动成本很高。只有幼女和少年被气泡包裹着获救，这要花多少钱……

  　不自然な現象は発動コストが高い。幼女と少年だけが気泡に包まれて救われるみたいなのはどれだけコストがかかるか……

  

  『咦？我从巨乳和中年身上夺走了空气和浮力，所以几乎没花什么成本啊？』

  『え？巨乳と中年から空気と浮力を奪ったから殆どコストかかってませんけど？』

  『喂，太过分了吧！？』

  『酷えなおいっ！？』

  

  这真的很不可思议。无论多么不自然的现象，只要与巨乳扯上关系，成本不但便宜，有时甚至还会变成正面效果。至于贫乳的幸运则因为成本低廉，所以加加减减之后，不只不会变成零，有时甚至还会变成正面效果。虽然不及巨乳，但中年与少年的关系也差不多，所以实际上几乎只花到神罚程度的成本。这个系统，完全可以看出开发者的性癖好。

  　これ、ホント不思議なんだよな。どんなに不自然な現象でも巨乳に対する不幸はコストが安いどころか下手するとプラスになるんだよ。貧乳に対する幸運はコスト安めなので、合わせるとプラマイゼロどころか下手するとプラスになる。巨乳ほどではないにせよ中年と少年も似たような関係なので、実質ほとんど神罰分のコストしかかかってない。このシステム、開発者の性癖が透けて見えるよな。

  

  『啊，幼女与正太已经变成无力状态，会自动漂流到淫魔国。』

  『あ、幼女とショタっ子は無力化された状態で淫魔国に自動で流れ着くようにしておきました』

  『……』

  『……』

  

  不管怎么看都是饵食，真是感谢。

  　どう見ても餌食です、本当にありがとうございました。

  ……算了，幼女与正太成为淫魔大姐姐们的饵食也是没办法的事。毕竟都侵略人家了，当然得接受报应。

  　……まあ、幼女とショタっ子が淫魔のお姉様方の餌食になるのは仕方ない。侵略を行ったのだから、その報いは受けないとな。

  

  『啊，刚才的情报已经以神谕传送过去了。』

  『あ、今の情報は神託で投げておきました』

  『哦、哦。』

  『お、おう』

  

  的确，我这边也从圣统王国的女王那边得知刚才那件事。为了确认真伪，传令兵们慌慌张张地跑来跑去，一下子变得手忙脚乱。

  　確かに、こちらでも聖統王国の女王から今の話が共有されている。バタバタと真偽確認のための伝令が走り、一気に慌ただしくなる。

  

  「又是奥露榭神的神谕吗？」

  「またオルシェ神とやらの神託ですかな？」

  「虽然可信度不高，但毕竟有前例。还是确认一下吧……」

  「信頼性は低いですが、前例はありますからな。確認はしますが……」

  

  虽然也有一部分人不相信。不过，毕竟是不会降临在自己身上的神谕，所以无法相信也是没办法的事。

  　一部信用してない連中も居るが。まあ、自分たちには来ない神託だからな。信じられないのも仕方はない。

  

  『气死我了——！不可原谅！神罚！神罚的时间到了！！』

  『むきー！許せません！神罰です！神罰の時間です！！』

  『呃，你都是用成本很高的神罚，所以别闹了。』

  『いや、お前の神罰コストでかいのばかりだからヤメロ』

  『可是、可是——！！』

  『だって、だってぇっ！！』

  

  别为了这种无关紧要的事情浪费神罚。尤其奥露榭在陆地上的神罚，成本可是会增加五成耶！？

  　こんなどうでもいい事で無駄に神罰を使うな。特に陸でのオルシェの神罰はコストが５割増しなんだぞ！？

  

  『唉，把手从那条绳子上放开！！……嗯？绳子？』

  『ええい、その紐から手を離せ！！……ん？紐？』

  『……？绳子怎么了吗？』

  『……？紐がどうかしましたか？』

  

  奥露榭把手放在绳子上的模样，让我回想起某件事。这么说来，有个很适合的神罚呢。

  　紐に手をかけるオルシェの姿に何かがフラッシュバックする。そういえば、ちょうどいい神罰があったな。

  

  『奥露榭，你拉一下那边的金色绳子看看。』

  『オルシェ、そっちの金色の紐を引いてみろ』

  『咦？这个吗？』

  『え？これですか？』

  

  奥露榭一拉那条唯一一条颜色鲜艳的绳子，就响起「咕当」一声，装着金币的盆子掉到刚才说她坏话的人们头上。

  　一つだけ色が派手な紐をオルシェが引くと、ぐわん、という音が鳴りオルシェの悪口を言っていた者達に金ダライが落ちる。

  

  「这、这是什么？」

  「な、何だこれは？」

  「从哪里冒出来的？」

  「どこから出てきたんだ？」

  

  突然出现的盆子让会议现场一片哗然。虽然外观很那个，但依然是不可思议的现象。天花板是石造的，没有盆子冒出来的空间。

  　突然現れた金ダライに会議の場が騒然とする。見た目はアレだが、不思議な現象に変わりはないからな。天井は石造りだから金ダライが出てくる余地はない。

  

  『这是什么！？』

  『なんですかこれっ！？』

  『成本0的泛用神罚。』

  『コスト０の汎用神罰だ』

  

  这个没有成本呢。盆子从某处掉下来，不管怎么看都是相当不可思议的现象。可是……

  　これ、コスト無いんだよなぁ。どこからともなく金ダライが降ってくるとか、どう見てもかなり不思議な現象だと思うんだが。

  

  「这是奥露榭神的神罚！！」

  「オルシェ神の神罰です！！」

  「你说……什么……」

  「なん、だと……」

  

  圣统王国的女王主张这是神罚，会议室又是一阵骚动。这下子奥露榭的怒火应该稍微平息了吧。

  　聖統王国の女王が神罰だと主張し、また会議室が騒がしくなる。これで少しはオルシェの怒りも収まったかな。

  

  之后，由于奥露榭得意忘形地不断敲打金椰胡，使得奥露榭的神像底下追加了金椰胡，以金椰胡之神的名号广为人知，不过这又是另一段故事了。

  　その後、オルシェが調子に乗って金ダライを落としまくったせいで、オルシェの神像の下に金ダライが追加され、金ダライの神として名が広まる事になるのだが、それはまた別の話だ。

  

  『这真的不是我愿意的啊！？』

  『不本意なんですけどっ！？』

  

  嗯，是她自作自受。

  　まあ、自業自得だよな。

 
  第７５話：解決

  第75话　解决

  约修玛圣教国的干涉已经明朗，事情也朝着与淫魔国和解的方向发展。首先是禁止召唤淫魔，还有归还被绑架的少女们。

  　ヨシュマ聖教国の関与が明らかになった事で淫魔国と和解する方向に話が進んでいく。まずは淫魔召喚の禁止と誘拐された娘たちの返還だな。

  

  「用神谕传达位置如何？」

  『神託で位置を伝えては？』

  「你以为要花多少钱啊？」

  『いくらかかると思ってるんだ』

  「让榭菈小姐传达不就好了吗？神直接传达就是神谕哦。」

  『シエラさんが伝えればいいのでは？神が直接伝えれば神託ですよ？』

  「别强人所难啊！」

  『無茶言うな！？』

  

  那的确是广义上的神谕，但谁会相信我是神啊？

  　確かに広義の神託だが、誰が俺を神だと信じるというのか。

  

  「让爱夏小姐传达不就好了吗？」

  『アーシャさんに伝えればいいのでは？』

  「原来还有这招。」

  『その手があったか』

  

  嗯，确实可以以那家伙收到神谕为由来传达。只要事先准备好协助者，这方面就轻松多了。

  　まあ、確かにあいつが受けた神託って体で伝えればいいんだよな。人間に協力者を用意しておくとその辺楽だな。

  

  「这是违法神谕呢。」

  『脱法神託ですね』

  「注意你的说法！」

  『言い方に気をつけろ！？』

  

  那样讲不就搞得好像我在做坏事吗？再怎么说都是合法的，合法。

  　それだとなんか悪い事してるみたいじゃねえか。あくまで合法だよ、合法。

  不过，神明获得肉体的状况很罕见，一般来说，显现比神谕更花钱。再加上还需要证明自己是神，所以无法轻易实现。就这层意义来说，我现在的立场算是异常状况。

  　まあ、神が受肉してる状況が珍しいからな、普通は顕現の方が神託よりコストがかかる。その上、自分が神であることを証明する必要があるわけで。そう簡単には実現できない。そう言う意味では今の俺の立ち位置はイレギュラーではある。

  

  「能和大神官搭上线真是及时雨呢。」

  『大神官にコネができたのは渡りに船でしたね』

  「只是偶然罢了。」

  『ただの偶然だけどな』

  

  嗯，确实很方便。不管怎么样，这样就有解决的头绪了。

  　まあ、便利ではあるよな。ともあれ、これで解決は見えてきたな。

  

  「这样就能专心和瓦特先生做爱了！」

  『これでヴァートさんとのセックスに集中できますね！！』

  『不，我并不是为了集中精神做爱才想解决这个问题的……』

  『いや、セックスに集中するために問題を片付けようとしたわけじゃ……』

  『可是你的腰动得越来越激烈了呢？』

  『その割には腰使いが激しくなりましたよね？』

  『……』

  『……』

  

  问题解决之后，我的确不用再把资源分配给思考了，但那只是结果论……

  　問題が片付いたから思考にリソースを割り振らなくて良くなったのは確かだが、それは結果論であってだなぁ……

  

  「莱、莱娜？现在是会议中哦？」

  「ら、ラナ？会議中だよ？」

  「请别在意，嗯♡请、快♡」

  「気にしないで、んっ♡ください、ませっ♡」

  

  我一边享受着肉穴被掏挖的感觉，一边扭动腰部。毕竟腹部深处一直有种痒痒的感觉。

  　膣肉を抉る感覚を堪能しながら腰を振る。ずっとお腹の奥がムズムズしてたんだよな。

  

  「差不多该把父亲的大鸡鸡奶水射进深处了♡」

  「そろそろ、父様のおちんぽミルクを奥にくださいませ♡」

  

  小穴一抽一抽地发疼，渴望着精液。子宫入口吸住鸡巴前端，索求着射精。

  　まんこがキュンキュンと疼いて精液を欲しがっている。子宮の入り口がちんぽの先端に吸い付き、射精をねだる。

  

  『您也用嘴巴索求过了吧？』

  『お口でもおねだりしましたよね？』

  『……』

  『……』

  『不愧是榭菈小姐，淫乱幼女呢。』

  『流石はシエラさん、淫乱幼女ですね』

  『够了，给我闭嘴！？』

  『ええい、黙りやがれっ！？』

  『呀啊！？太不讲理了！！？』

  『ひぎゃあっ！？理不尽っ！！？』

  

  我直接将快感打进奥尔修的子宫，让她闭嘴。真是的，这样我没办法集中精神啊。

  　オルシェの子宮に直接快感を打ち込んで黙らせる。まったく、集中できないだろうが。

  

  「莱娜，我差不多要回去了哦？」

  「ラナ、そろそろ戻るよ？」

  

  等我注意到时，会议已经在不知不觉间结束了。看来各国似乎要各自搜索受害者，并适时交换情报。

  　と、気がつけばいつの間にか会議は終わっていた。どうやら各国でそれぞれ被害者の探索を行い、適宜情報を交換する事になったようだ。

  我稍微交换了情报后，回到房间。

  　若干の情報交換を行い部屋に戻る。

  

  「父亲，快点、快点用莱娜的小穴♡」

  「父様、早く、早くラナのおまんこを使ってくださいませ♡」

  

  我脱掉衣服，爬上床用手指撑开小穴。刚才请他注入的精液和爱液一起流了出来。

  　服を脱ぎ捨て、ベッドに上って指でまんこを広げて見せる。さっき注いでもらった精液が愛液と一緒に零れ出る。

  

  「真是个让人拿你没办法的女儿啊。」

  「仕方ない娘だね」

  

  瓦特父王一边这么说，一边压在我身上。他直接把体重压在我身上，一口气把肉棒捅进阴道深处。我用脚缠住他的腰，自己也扭动腰部。

  　そう言いながらヴァート父様が俺に覆いかぶさる。そのまま体重をかけてちんぽを一気に膣奥までねじ込んでくる。その腰に脚を絡め返し、自分でも腰を振る。

  

  「嗯♡父王的肉棒，好舒服♡」

  「んっ♡父様のおちんぽ、気持ちいいです♡」

  

  我撑起身体，用手环住他的脖子，用面对面的体位激烈地挺腰。肉棒摩擦着阴道深处的舒服地方，让我发出甜美的声音。

  　体を起こし、首に手を回して対面座位で激しく腰を打ち付ける。膣奥の気持ちいい所をちんぽが擦り、甘い声が漏れる。

  

  「哈，啊♡啊，嗯♡呼啊♡嗯♡」

  「は、あっ♡あ、んっ♡ふぁっ♡んっ♡」

  「莱娜的小穴紧紧地夹着，好舒服啊。」

  「ラナのおまんこがきゅうきゅうに締め付けてきて、気持ちいいよ」

  「是的♡父王的肉棒也顶到最里面了♡」

  「はいっ♡父様のおちんぽも、奥に当たってます♡」

  

  房间里响起噗滋噗滋的淫荡水声，流出的爱液在床单上留下污渍。子宫发疼，主张着想要精液。」

  　じゅぷじゅぷと淫らな水音が部屋に響き、零れ出た愛液がベッドにシミを作る。子宮が疼き、精液を欲しいと主張してくる。

  

  「父王♡请再注入更多精液♡」

  「父様っ♡せーえき、もっと注いでくださいませっ♡」

  「嗯，要射了，莱娜。」

  「ああ、出すよ、ラナ」

  「咕呜呜呜呜呜呜呜呜呜呜呜嗯♡」

  「くぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅんっ♡」

  

  肉棒的前端插进子宫口，精液咻咻咻地注入子宫。子宫收缩，把注入的精液往深处吞咽。」

  　子宮口にちんぽの先端がねじ込まれ、精液がびゅるびゅると子宮に注ぎ込まれていく。子宮が収縮し、注ぎ込まれた精液を奥に飲み込んでいく。

  

  「父王，请再注入更多精液到莱娜的深处♡」

  「父様、もっといっぱいラナの奥にくださいませ♡」

  「嗯，交给我吧。」

  「ああ、任せなさい」

  

  瓦特父亲把我推倒在床上，像在打我一样地进攻阴道深处。他用体重把那里顶到最深处，然后在里面搅动。每搅动一次，从阴道深处传来的甜美酥麻感就会窜上背脊，扩散到全身。

  　ヴァート父様が俺をベッドに押し倒し、打ち付けるようにして膣奥を責める。体重をかけて奥までねじ込み、かき回す。その度に膣奥から甘い痺れが背筋を駆け上がり、全身に広がっていく。

  

  「哈，啊♡父亲的大●鸡，好舒服♡」

  「は、あっ♡父様のおちんぽ、気持ちいい、です♡」

  

  我自然而然地这么说，同时在缠住腰部的脚上施力。虽然长度不够而无法缠住，但还是能确实地把大●鸡引导到阴道深处。身体与身体紧贴在一起，每次摇晃腰部乳头都会摩擦到。

  　自然とそう口にしながら、腰に絡めた脚に力を込める。長さが足りずに組むまでには至らないが、ちゃんと膣奥までちんぽを導く。身体と身体が密着し、腰を揺する度に乳首が擦れる。

  

  「再来，再来♡」

  「もっと、もっとっ♡」

  

  我口中漏出寻求更多快感的话语，要求更激烈的行动。瓦特父亲回应了我的要求，激烈地用腰部撞击，进攻阴道深处。

  　更なる快感を求める言葉が口から漏れ、激しい行為を要求する。それに応えたヴァート父様が激しく腰を打ち付け、膣奥を責め立てる。

  

  「莱娜，我要射了。」

  「ラナ、出すよ」

  「请射出来♡把精液，灌进女儿的子宫♡」

  「来て、下さいませ♡娘の子宮に子種汁、注いでっ♡」

  

  瓦特父亲先迎来极限，把精液灌进子宫。这种感觉让我也立刻迎来高潮。

  　ヴァート父様が先に限界を迎え、子宮に精液を注ぎ込む。その感覚ですぐに俺も絶頂を迎えてしまう。

  

  「哈啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊♡」

  「はあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ♡」

  

  我全身一震，整个人都飞了出去。快感的洪流太过强烈，身体无法自由行动。尽管如此，阴道肉还是无视我的意志蠢动着，把精液从瓦特父亲的●鸡中吸出最后一滴。」

  　びくん、と全身を震わせて身を投げ出す。あまりの快感の奔流に身体は自由に動かない。にも関わらず膣肉が俺の意思とは無関係に蠢き、ヴァート父様のちんぽから最後の一滴まで精液を吸い出していく。

  

  「哈啊♡要是迎来初潮，就会怀孕了♡」

  「はぁっ♡初潮を、迎えていたら、孕んでいる、ところですわ♡」

  

  我一边喘着粗气，一边抚摸被精液填满的腹部。瓦特父亲的肉棒明明才刚射精，却依旧保持着硬度，在我的肉穴内持续主张着自己的存在。

  　荒く息を吐きながら精液で満たされたお腹を撫でる。ヴァート父様のちんぽは射精したばかりだというのにまだまだ硬さを保っており、俺の膣内で存在を主張し続けている。

  

  「父亲的肉棒还很有精神呢♡再多让莱娜的小穴喝点精液吧♡」

  「父様のおちんぽ、まだまだ元気ですわね♡もっと、ラナのおまんこに精液を飲ませてくださいませ♡」

  

  我口中吐出要求进一步行为的话语。

  　俺の口から更なる行為を求める言葉が零れ出る。

  嗯，毕竟问题也解决了。今天就尽情享受吧。

  　うん、問題も解決したしな。今日はとことんまで楽しむとしよう。

 
  第７６話：天才

  第76话　天才

  「天才吗？」

  「天才、ですか？」

  「嗯，听说她跟莱娜同年，却以资优生的身份考上魔法大学校。」

  「うん。ラナと同い年で魔法大学校に特待生で合格したそうだよ」

  「所以才要授勋吗？」

  「それで叙勲ですか？」

  「因为以资优生的身份考上魔法大学校，代表她是个相当优秀的人才。」

  「魔法大学校に特待生で合格するのはかなりの逸材だからね」

  

  从国际会议回来后不久，瓦特父王就跟我提起了这件事。

  　国際会議から帰って暫くの事、ヴァート父様からそんな話があった。

  光是考上魔法大学校就已经很优秀了，而且她才六岁，尚未成年，却以资优生的身份考上，肯定是个相当了不起的天才。国家当然会想拉拢她。

  　魔法大学校に合格するだけでも優秀なのにまだ成人前の６歳、その上特待生としての合格というのだから、かなりの天才なのは間違いない。そりゃあ、国としては取り込んでおきたいだろう。

  而且听说那个天才还是孤儿，那就更不用说了。因为不能拉拢她的父母，所以才要让她成为贵族。据说就是这么回事。

  　件の天才は孤児という話なので尚更だ。親を懐柔というわけにもいかないので、当人を貴族にしてしまおうという話らしい。

  

  「拉塞莱娜和蕾缇雅都还在怀孕，所以希望莱娜你也能出席。」

  「ラゼラナもレティーアも妊娠中だからね、ラナに同席してもらいたいんだ」

  

  嗯，出席（坐在大腿上）是吧，我知道。毕竟对方是不惜授勋也要拉拢的对象，必须以对待一般贵族以上的礼遇来对待她。

  　うん、同席（膝の上）だよな、わかってる。なにせ叙勲してまで取り込みたい相手だからな。並の貴族と同等以上の対応は必要だ。

  虽然我觉得未成年王族女性必须让亲族的鸡鸡插进来才叫出席，实在有点问题，但这就是传统。

  　未成年王族女性は親族のちんぽを挿入して同席するのがマナーというのもどうかと思うが、そういう伝統だからな。

  

  「没问题。」

  「問題ありません」

  

  反正我已经习惯了。如果只要跟平常一样坐在大腿上就好，那倒是很轻松。

  　まあ、もう慣れたものだしな。いつも通り座ってるだけでいいなら楽なものだ。

  ……我曾经有过这么想的时期。

  　……そう思っていた時期が俺にもありました。

  

  「抬起头来。」

  「面を上げよ」

  

  嗯，我有点大意了。平常的对象都是贵族，所以无论好坏我都习惯了。所以，就算抬头看见被鸡鸡插入的穴穴，嗯，我也没有什么反应。

  　うん、ちょっと油断してたわ。いつもの相手は貴族だから良くも悪くも慣れてるわけだ。だから、まあ、見上げた先にちんぽが挿入されてるまんこがあっても、まあ、そこまで反応はない。

  但是，这次的对象不是贵族。拜此所赐，视线刺得我好痛。

  　けど、今回の相手は貴族じゃない。お陰で視線が刺さる刺さる。

  

  「嗯……」

  「ん……」

  

  少女红着脸，视线紧盯着我被鸡鸡插入的胯下。嗯，是女孩子。名字是塞丝妲，对吧。

  　頬を赤く染めながら、ちんぽが挿入された俺の股間に視線が釘付けになっている少女。うん、女の子だ。名前はセスタ、だったな。

  

  「除了勋章之外，你还会被封爵。」

  「そなたには勲章の他に爵位が与えられる事になっている」

  

  随侍在旁的官吏宣读奖励内容。看来是打算将她纳为贵族。但是……

  　傍に控えている官吏が報奨の内容を読み上げていく。どうやら貴族として取り込む方向にしたらしい。しかし……

  

  「我不要领地。」

  「領地は不要」

  

  嗯，我想也是。

  　まあ、そうだよな。

  管理领地很辛苦。如果有一定数量的文官也就罢了，没有门路的话，只会让人吃不消。

  　領地の管理は大変なんだよ。それなりの数の文官が居るならまだしも、コネもないんじゃ持て余すだけだ。

  

  「那么，和我国的贵族结婚……」

  「では、我が国の貴族と婚姻を結んで……」

  「也不要。」

  「それも不要」

  「可、可是……」

  「し、しかし……」

  「不要。」

  「不要」

  

  看来有个贵族策划将儿子送过来，企图将她纳为己有。

  　どうやら都合よく息子を送り込んで取り込もうと画策した貴族が居たようだな。

  

  「父亲大人，您知道吗？」

  「父様、ご存知で？」

  「不，我没听说。」

  「いや、聞いていないね」

  

  策划的贵族之后要处分。塞丝妲回答不要之后，有个家伙立刻露出不高兴的表情，从那部分开始调查应该很快就能查出真相。

  　画策した貴族は後で処分だな。セスタが不要と答えた直後に不機嫌そうな表情をした奴が居たから、その辺りから調べればすぐに判るだろう。

  

  「那么，你想要什么？」

  「では、何を望みますか？」

  

  塞丝妲虽然回答不需要，表情却像是有什么要求，所以我很好奇地问了。被称为天才的少女到底想要什么……

  　不要、と答えた割にはなにかありそうな表情をしていたので、気になって俺も訊いてみる。天才と呼ばれた少女がはたして何を望むのか……

  

  「鸡鸡。」

  「おちんぽ」

  「……啊？」

  「……は？」

  「我想要公主殿下的鸡鸡。」

  「姫様のおちんぽが欲しい」

  

  不，这太奇怪了。说起来，我根本就没有长啊！

  　いや、色々おかしい。そもそも俺、生えてないし！！

  

  「要鸡鸡的话我有……」

  「ちんぽならワシが……」

  「不要。」

  「不要」

  「唔，区区孤儿竟敢……！」

  「ぐ、孤児風情が！！」

  

  然后，刚才一脸不高兴的贵族多嘴插嘴，结果被塞丝妲一口回绝。喂，你真是学不乖啊。总之，先把那家伙退场吧。

  　そして、さっき不機嫌そうな表情をしていた貴族が余計な口を挟んでバッサリと切り捨てられる。懲りないな、おい。とりあえず、そいつ退場な。

  

  「把那个人抓起来。神谕有说，他是反叛者。」

  「その者を捕らえなさい。神託がありました。反逆者です」

  

  看到我的眼神，爱夏如此指示。正所谓打草惊蛇，就不会被攻击。顺便也把相关人士都找出来，把他们一并扫荡吧。能和大神官沟通真的很轻松。

  　俺の目配せを受けてアーシャがそう指示する。雉も鳴かずば撃たれまい。ついでに関係者も洗い出してあるから一通り掃除してしまおう。大神官に話を通せるのはホント楽だよな。

  

  「真是惊扰到各位了。那么，我的鸡鸡，是什么意思？」

  「騒がせましたね。それで、私のおちんぽ、とは？」

  「长出来。插进去。完美。」

  「生やす。挿れる。完璧」

  「哪里完美了！」

  「何が完璧ですの！？」

  

  我忍不住大叫。谁来帮我翻译一下。

  　思わず叫んじまったよ。誰か、通訳を頼む。

  

  「嗯。我创造了长出来的魔法。」

  「ん。生やす魔法を創った」

  

  塞丝妲注意到我无法理解，于是补充说明。长出来的魔法？不，长出来的魔法本身当然存在。那是榭菈的专用神圣魔法。但是，她并不是榭菈的神官。

  　俺が理解していないのに気付いたセスタが補足する。生やす魔法、とは。いや、もちろん生やす魔法自体は存在する。シエラの専用神聖魔法だ。だが、彼女はシエラの神官じゃない。

  

  「你创造了榭菈大人的魔法？」

  「シエラ様の魔法を創った、と？」

  「嗯。」

  「ん」

  

  爱夏也难掩惊讶的表情。嗯，毕竟她用术式魔法重现了专用神圣魔法。特别是我的魔法特别复杂，据说几乎不可能重现。难怪她能以特待生的身份考上魔法大学。

  　アーシャも流石に驚きの表情を隠せない。まあ、術式魔法で専用神聖魔法を再現したわけだからな。特に俺の魔法は複雑で再現は不可能に近いと言われている。魔法大学校に特待生で合格するわけだ。

  

  『咦？这不是塞丝妲小姐吗？』

  『あれ、セスタさんじゃないですか』

  『……你之前都在做什么？』

  『……お前、今まで何してた？』

  

  到底发生什么事才能创造出那种魔法？我正想看她的状态，就听到奥尔修从背后传来的声音。她的打扮实在太过不堪入目，我不禁发出傻眼的声音。衣服敞开，爱液流个不停……

  　何があったらそんな魔法を創り出せるのか、とステータスを見ようとしたら背後からオルシェの声が聞こえてくる。その格好があまりにもあんまりだったから、つい呆れた声が出てしまう。服ははだけてるし愛液は垂れ流してるし……

  

  『我只是在编辑榭菈小姐的视频而已啊？』

  『シエラさんの動画を編集してただけですけど？』

  『喂！？』

  『おいっ！？』

  

  奥尔修若无其事地回答我的问题。话说，原来我被当成配菜了吗！？

  　俺の問いにしれっと答えるオルシェ。と言うか、オカズ俺かよ！？

  

  『喂，这是怎么回事？』

  『どういう事だ、おい』

  『就是「渴求爸爸种的淫乱幼女公主～榨取精液的狂乱肉穴～」那件事啊？』

  『“パパの子種をねだる淫乱幼女姫　～精液を搾り取る荒ぶる膣のうねり～”の件ですよ？』

  『到底是怎么回事啊！！？』

  『どういう事だよ！！？』

  

  我不是在问你标题的事！为什么是用我身体的视频啊！！话说那标题是怎么回事！！？

  　タイトルの話を聞いてるんじゃねえよ！？なんで俺が知ってる体なんだよ！！？と言うかなんだそのタイトルは！！？

  

  『关于下一款商品，你看，已经预约了这么多。』

  『次の商品ですけど？ほら、もう予約がこんなに』

  『呜……』

  『うぐ……』

  

  营运资金吗……当初是这么约定的。嗯，既然如此，那也没办法。

  　運営資金、か……そういう約束だったな。まあ、うん、それなら仕方ない。

  

  『这样子，零用钱就能复活了吧？』

  『これで、お小遣い復活できますよね？』

  『原来这才是你的目的！？』

  『それが狙いかよ！？』

  『咦？我就是为了这个目的才努力宣传的耶？』

  『え、そのために宣伝とかも頑張ったんですよ？』

  

  唔、嗯，这个嘛，姑且算是工作。资金的募集很重要。而且，以这个价格和预约数量来看，应该能拿出零用钱的金额。这样就算零用钱复活，也十分有赚头……

  　う、うん、まあ、一応仕事ではあるな。資金集めは大事だ。それに、この値段と予約数ならお小遣い分は出る。これならお小遣いを復活しても十分黒字に……

  

  『呃，不对。你认识那个天才少女吗？难不成……』

  『って、そうじゃねえ。お前、あの天才少女を知ってるのか？まさか……』

  

  因为吐槽点太多，害我完全忘了，但现在不是谈那个的时候。难不成是奥露榭安排的吗？那个女孩！

  　色々とツッコミどころが多すぎてすっかり忘れてたが、今はその話をしてる場合じゃねえ。まさかオルシェの仕込みか、あの娘！？

  

  『你在说什么啊？她不是榭拉小姐以前救过的女孩吗？』

  『何言ってるんですか、昔シエラさんが助けた娘じゃないですか』

  『……咦？』

  『……へ？』

  

  嗯？

  　ん？

  我听奥露榭这么一说，便确认了纪录……啊。

  　オルシェに言われてログを確認する。……あ。

  上面记载的是大约两年前的事情。我记得当时我们正在四处击退国内涌现的盗贼。其中似乎也有双亲被杀，被盗贼抓住的塞丝妲。

  　そこに書かれていたのは２年くらい前の事だった。確か、あの頃は国内に涌いた盗賊を退治して回ってたんだよな。その中に両親を殺されて盗賊に捕まっていたセスタが居たっぽい。

  

  『……亏你还记得。』

  『……よく覚えてたな』

  『我不会忘记可爱的小女孩！！』

  『かわいい幼女のことは忘れません！！』

  

  嗯，抱歉在你一脸得意地说着的时候打断你，但你也不要忘记工作啊。你的记忆力不能活用在工作上吗？

  　うん、ドヤ顔で言ってるとこ悪いが、仕事のことも忘れるなよな。その記憶力は仕事に活かせないものか。

  

  『那个嘛，嗯，是另一件事。』

  『それは、まあ、別の話ですね』

  

  这个没用女神。

  　この駄女神め。

  不管怎么说，塞丝妲似乎是靠着当时的记忆找到我，然后以最短的路径爬到这里。喂，你未免太执着了吧。

  　ともあれ、どうやらセスタはあの時の記憶を頼りに俺を突き止め、最短でここまで上り詰めたらしい。すごい執念だな、おい。

  

  「就算是当小妾也好，我想被公主的鸡鸡侵犯。」

  「お妾さんでもいいので、姫様のおちんぽに犯されたい」

  「……」

  「……」

  

  我不由得看向瓦特拉的父亲。瓦特拉的父亲默默点头。嗯，也是啦，会变成这样也是理所当然。虽然说想让我怀孕的这个理由行不通，但是想被我怀孕这个理由就说得通了。她是看穿这点才这么说的吗？

  　思わずヴァート父様を見る俺。無言で頷くヴァート父様。うん、まあ、そうなるよな。これが俺を孕ませたい、だと通らないところだが、俺に孕まされたい、なら通るんだよな。そこまで見極めての発言か。

  

  「我明白了，我就把你迎为侧室吧。」

  「わかりました、貴女を側室に迎えましょう」

  

  考虑到国家利益，也只能这么回答了吧！！

  　国益を考えたらそう答えるしか無いだろ！！

 
  第７７話：神の魔法と人の魔法

  第77话　神的魔法与人的魔法

  「公主殿下，您看。」

  「姫様、見て」

  

  塞丝妲在床上把小穴掰开。把有如肌肉般紧闭的柔肉撑开后，从里面露出的穴口莫名狭窄……话说这是处女膜吗？真稀奇耶。

  　ベッドの上でくぱぁ、とまんこを広げるセスタ。筋のように閉じていた柔肉を広げると、そこから覗く膣口が妙に狭い……というかこれ、処女膜か。珍しいな。

  

  「哎呀，你还没接受过男士的小鸡鸡吗？」

  「あら、まだ殿方のおちんぽを受け入れたことが無いのですか？」

  「公主殿下，因为她没有父母……」

  「姫様、彼女にはご両親が居りませんので……」

  

  女仆立刻补充说明。对耶，不过应该有监护人在进行性教育吧？

  　すかさずメイドがそう補足する。そうだったな。けど、後見人とかが性教育を行ってるもんなんじゃないのか？

  

  「她的监护人是公主殿下哦。」

  「彼女の後見人は姫様ですよ」

  

  原来如此。

  　なるほど。

  看来塞丝妲是靠自己的力量爬到这个地位。也就是说，教导她性教育是我的职责。

  　どうやらセスタは自分の力だけでここまで上り詰めたようだ。つまり、彼女に性教育を施すのは俺の役目というわけだ。

  

  「没问题，我有看书学习。」

  「大丈夫、本で勉強はした」

  

  塞丝妲用锐利的眼神注视着我。嗯，这个世界确实有很多性教育相关的书籍。

  　きりっ、とした目で俺を見つめるセスタ。まあ、確かにこの世界は性教育関係の本は充実してるんだよな。

  

  『是啊，因为有制作色情书刊的魔法。』

  『ああ、エロ本作成の魔法がありますからね』

  『喂，奥露榭？』

  『おい、オルシェ？』

  『没、没有，这是原本就有的魔法！』

  『い、いえ、これは元からあった魔法ですよ！』

  『骗人！？』

  『嘘つけっ！？』

  『是真的！！』

  『本当ですって！！』

  

  奥露榭说完后，让我看的是记忆具现化的魔法……呃，喂！

  　そう言ってオルシェが見せてきたのは記憶具現化の魔法……って、おい！？

  

  『奥露榭？你做了什么奇怪的客制化？』

  『オルシェ？お前、なに変なカスタマイズしてるんだ？』

  『哎？呃，那个，顶多就是性器或者身体的平衡明显不对劲的话，会进行修正而已』

  『え？いや、その、性器とか身体のバランスが明らかにおかしい場合は補正するようにしたくらいですけど？』

  『真的吗？』

  『ホントか？』

  『啊，当然，如果是故意破坏平衡的话，就会维持原样。比如比腰围还大的鸡巴之类的』

  『あ、もちろん意図してバランス崩してる場合はそのままにはなりますけど。胴回りより大きなおちんぽとか』

  『喂！？不是，我是说为什么魔法名会变成“制作色情书刊”？』

  『おいっ！？って、そうじゃなくて。それでなんで魔法名が“エロ本作成”になってるんだ？』

  『哦，应该是祈祷文的影响吧？』

  『ああ、祈りの文言のせいじゃないですかね？』

  

  　嗯？

  　ん？

  　我感到疑惑，于是确认了一下，发现确实需要念出祈祷文。多亏了这一点，成本大幅下降了。原本的魔法成本很高，普通人使用的话，就算耗尽精神力和生命力也有可能无法发动，而这个魔法的话，普通人可以使用２～３次。但是，需要念出“万能的女神啊，请将我的妄想化为现实，为普罗大众提供夜晚的配菜吧”这段话。

  　どういう事だ、と思って確認したところ、確かに発声による祈りの文言が必須になっている。そのおかげでコストが大幅に下がっていた。元の魔法は普通の人間が使えば精神力を全部使い切って生命力を費やしても発動しない可能性があるほどコストが高いが、この魔法は常人なら２～３回は使えるレベルだ。ただし、［万能なる女神よ、我が妄想を具現化し、遍く人々に夜のオカズを提供したまえ］と唱える必要がある。

  

  『……算了，没办法』

  『……まあ、仕方ないな』

  

  为了将成本降低到现实的数值，追加羞耻的文句确实很有效。这是因为羞耻心可以转换为魔力。另外，消耗的不是念出祈祷文的本人，而是“接受”祈祷的女神们的羞耻心。

  　コストを現実的な値に下げるためには恥ずかしい文言を追加するのは確かに効果的だ。これは羞恥心が魔力に変換されるためだ。なお、消費されているのは唱えた当人ではなく祈りを“受け取る”女神たちの羞恥心である。

  

  『制作色情书刊之类的，根据内容不同，会产生各种感情，以成本来说会大幅增加。』

  『エロ本作成とか、内容によっては色んな感情でコスト的には大幅プラスなんですよね』

  『如果是在现代，那可是性骚扰哦。』

  『世が世ならセクハラだぞ』

  『这个世界没有那种法律吧？』

  『この世界にそんな法はありませんし？』

  

  嗯，如果没有任何意义，我也会阻止，但是女神们感情产生的能量可不能小觑。

  　まあ、何の意味もないなら俺も止めるが、女神たちの感情が生み出すエネルギーは馬鹿にできないからなあ。

  附带一提，绝望或憎恨之类的负面感情不会成为能量。

  　ちなみに、絶望や恨みのような負の感情はエネルギーにはならない。

  

  『忧郁不好，不行，绝对不行。』

  『鬱ニーよくない、だめ、絶対』

  『那么，为什么巨乳要被贫乳矫正？』

  『で、なんで巨乳が貧乳に矯正されるようになってるんだ？』

  『巨乳不好，不行，绝对不行。』

  『巨乳よくない、だめ、絶対』

  『喂！』

  『おいっ！？』

  『因为输出巨乳会浪费很多能量啊。』

  『だって、巨乳を出力すると無駄にエネルギーを消費するんですよ？』

  『……不好。』

  『……よくないな』

  

  实际上，输出巨乳会使得成本暴增，不仅会耗尽使用者的精神力与生命力，以世界经营成本来说也是负数。嗯，不行。

  　実際、巨乳を出力するとコストが馬鹿みたいに上がって使用者の精神力と生命力を使い切った上で世界運営コスト的にもマイナスになる。うん、駄目だな。

  

  「……公主殿下？」

  「……姫様？」

  

  啊，我让塞丝妲维持着张开双腿的姿势，稍微放着不管了。塞丝妲似乎也觉得有点难为情。

  　っと、くぱぁをさせたままちょっと放置してしまった。セスタも流石にちょっと恥ずかしそうにしている。

  

  「对不起，我在想事情。」

  「ごめんなさいね、ちょっと考え事を」

  「处女膜，自己破比较好吗？」

  「処女膜、自分で破った方が良い？」

  

  塞丝妲以为我在说处女膜，歪着头这么问道。唔，有点可爱呢。

  　処女膜の話だと勘違いしたセスタが首を傾げ、そう問いかける。う、ちょっとかわいいな。

  就在我不小心大意的时候。

  　と、うっかり油断していたら。

  

  『自己破处女膜是大错特错！！』

  『それを自分で破るなんてとんでもない！！』

  『奥露榭，Stay！』

  『オルシェ、ステイ！』

  

  奥露榭突然在我耳边大叫，害我吓了一跳。这样会吓到人吧。

  　耳元でオルシェが急に叫んでビクッ、となる。びっくりするだろ。

  

  『因、因为要破处的话，就只能用小鸡鸡了。』

  『だ、だって、処女膜を破るならおちんぽでないと』

  『你之前不是看过用触手跟假阳具破处的家伙吗？』

  『この前、触手とかディルドーで処女喪失する奴を見てただろ』

  『那、那是不同的情况。』

  『あ、アレは別腹なので』

  

  臭达布沙女神。

  　ダブスタ女神め。

  不过，破处是监护人的职责，这点我也明白。

  　まあ、処女膜を破るのは保護者の役目だからな。俺もそこは判ってはいるが。

  

  「那、那就由我来破。」

  「そ、それは私が破りますわ」

  「嗯，那我就长出小鸡鸡。」

  「ん、なら、おちんぽ生やす」

  

  塞丝妲说完后发动术式魔法，腹部下方就再次出现令人怀念的感觉。虽然没有蛋蛋，但确实是根雄伟的小鸡鸡。

  　そう言ってセスタが術式魔法を発動すると、お腹の下の方に懐かしい感覚が蘇ってくる。玉袋こそ無いが立派なちんぽだ。

  ……呃，等一下，这跟我的神圣魔法没什么两样啊。

  　……って、ちょっとまて、これ、俺の神聖魔法と変わらないぞ。

  

  「这是……」

  「これ……」

  「我重现了榭菈大人的魔法。」

  「シエラ様の魔法を再現した」

  

  糟糕，这孩子是天才。

  　やべえ、この子、天才だわ。

  因为没有收到我的承认委托，所以发动的魔法确实不是神圣魔法。不过，术式跟神圣魔法发动时的术式分毫不差。如果她是靠自己构筑出这个术式，那她的知识与技术可是相当了得。

  　俺に承認依頼が来なかったから発動したのが神聖魔法じゃないのは確かだ。けれども、その術式は神聖魔法で発動するものと寸分違わない。これを自力で構築したのだとしたら、かなりの知識と腕前だぞ。

  

  「我、我想要……」

  「ほ、ほしい……」

  「嗯，那我先准备一下。」

  「ん。まずは準備する」

  

  塞丝妲误会我不小心说出口的话，亲吻我的小鸡鸡。柔软嘴唇的触感相当舒服……呃，不是这样啦！

  　うっかり口走った言葉を勘違いしたセスタがちんぽに口付けをする。柔らかな唇の感触が気持ち良くて……って、そうじゃなくて！

  

  『比起挖角，现在应该先夺走处女吧？』

  『スカウトよりも、今は処女を奪ってあげるのが先じゃないですかねー？』

  『呜……这么说也对。』

  『う……それは、そうだな』

  

  没想到会被奥露榭开导。由于塞丝妲太过有才能，我一时大意了，不过教导性教育是身为监护人的我应尽的义务。而且，放着仰慕我的女孩子不管也不好。首先得集中精神教导塞丝妲才行。

  　オルシェに諭されるとは。あまりの才能にうっかりとしていたが、セスタに性教育をするのは保護者である俺の義務だ。それに、俺を慕ってくれる女の子を放ったらかしにするのは良くない。まずはセスタの性教育に集中しないとな。

  

  「我来教你。首先像这样……」

  「教えてあげますわ。まずはこう……」

  

  我这么说着，教导塞丝妲如何使用鸡鸡。或许是因为塞丝妲的知识只来自色情书刊，所以有些地方不太对。这得好好教她才行。

  　そう言ってセスタにちんぽの扱い方を教える。エロ本で得た知識しかないからなのか、セスタの知識は若干偏っているところがあるようだ。これはちゃんと教えてやらないとな。

 
  第７８話：異世界標準

  第78话　异世界标准

  「嗯♡」

  「ん♡」

  

  塞丝妲用双手包覆住肉棒，同时让舌头爬了上去。她从下往上仔细地反复舔弄，偶尔还会吸住前端，吸取预射液。

  　ちんぽを両手で包み込むようにしながら舌を這わせるセスタ。下から上に、丁寧に繰り返す。時折先端に吸い付き、先走りを吸う。

  

  「塞丝妲，你很熟练呢。」

  「上手ですわよ、セスタ」

  「嗯♡」

  「ん♡」

  

  我一摸她的头，她就开心地露出微笑。嗯，这画面太糟糕了……

  　頭を撫でてやれば嬉しそうに微笑む。うん、絵面がヤバい……

  

  『被吸着肉棒抚摸着头的幼女，这不是棒透了吗！』

  『おちんぽ吸いながら頭を撫でられて喜ぶ幼女とか、最高じゃないですかね！！』

  『闭嘴，你这个大变态废柴女神。』

  『黙れド変態駄女神』

  『可是，是榭菈小姐要她这么做的吧？』

  『でも、それやらせてるのはシエラさんですよね？』

  『不、不是，因为这姑且算是正式的礼仪……』

  『い、いや、だって、一応正式な作法だし……』

  

  嗯，我一开始也感到疑惑，但每个千金都一脸认真地回答这是礼仪。我原本以为是特地为我准备的，但能够参加军事会议的千金们，都在会议前对父亲的肉棒做过这件事……

  　うん、俺も最初は疑問に思ってたけど、どの令嬢も真顔でこれが作法だって答えるんだよな。誂ってるのかとも思ったけど、軍議に参加できる年齢の令嬢はみんな会議前に父親のちんぽにやってたし……

  

  「噗哈♡美味吗？」

  「ぷは♡美味しゅうございました？」

  「你做得很好。」

  「よくできました」

  

  塞丝妲让肉棒沾满唾液，歪着头这么说道。我摸着她的头称赞她，她就眯起眼睛露出喜悦的神情。

  　ちんぽを唾液塗れにしたセスタがそう言いながら首を傾げる。褒めて頭を撫でてやれば目を細めて喜ぶ。

  

  「这边也准备好了呢。」

  「こちらも、準備できていますわね」

  「嗯♡」

  「んっ♡」

  

  我用手指抚摸她的肉穴，她就发出甜腻的叫声。准备小妹妹的方式有好几种，这次我采用的是将跳蛋抵住淫核的方式。因为她还是处女，要把跳蛋塞进去也有困难。

  　膣肉を指で撫でてやれば甘い声を漏らす。まんこの準備をする作法はいくつかあるが、今回は淫核にローターを押し当てる方式を採用した。まだ処女だからローターを中に入れるのも厳しいからな。

  

  『用脚趾头拨弄阴蒂也很不错呢～』

  『足の指で淫核をこね回すのも捨てがたいんですけどねー』

  『那有点适合高手。』

  『ちょっと上級者向けだからな』

  

  虽然我有点怀疑高手是什么，不过用脚让舔鸡鸡的女生高潮的方式，据说适合高手。对第一次的塞丝妲来说还太早了。

  　何が上級者なのか、と思わなくもないが、ちんぽを舐めてる女の子を脚でイかせる方式は上級者向けとされている。初めてのセスタにはまだ早い。

  

  「先破处吧。请你放松。」

  「まずは膜を破りますわ。力を抜いてくださいませ」

  「嗯。」

  「ん」

  

  我抓住塞丝妲的腰，将鸡巴抵在她的阴道口。虽然我曾经请人帮我破处，但是破处还是第一次。有点紧张耶。

  　セスタの腰を掴み、その膣口にちんぽをあてがう。処女膜を破ってもらった事はあるが破るのは初めてだ。ちょっと緊張するな。

  

  「我要插了。」

  「挿れますわ」

  

  我一边说一边一口气插进去。因为这种事要是犹豫不决，只会让疼痛时间拉长。还是赶快破处再施展治愈魔法比较好。

  　そう言いながら一気に突き入れる。こういうのは下手に躊躇うと痛みを長引かせるだけだからな。さっさと破って治癒魔法をかけた方が良い。

  

  「嗯嗯！」

  「んんっ」

  

  噗滋，我感觉到某种东西被扯断的触感，鸡巴完全进入阴道内。

  　ぶちん、と何かを引きちぎるような感触があり、ちんぽが完全に膣内に収まる。

  

  『……没有完全进去吧？』

  『……収まってませんよね？』

  

  更正。虽然我一口气将鸡巴插进阴道深处，但是没有全部进去。是塞丝妲创造的鸡巴太大了。

  　訂正。一気に膣奥までちんぽをねじ込んだが全部は入りきっていない。セスタが創ったちんぽがでかすぎるんだよ。

  

  「嗯……」

  「ん……」

  

  我抱住塞丝妲，施展治愈魔法。这样疼痛应该也止住了。

  　セスタを抱き寄せ、治癒魔法をかける。これで痛みも治まったはずだ。

  

  「呼、呜……插不进、深处？」

  「ふ、う……奥まで、挿れない？」

  「有插进去哦。」

  「入っていますわよ？」

  「子宫的深处。」

  「子宮の奥」

  

  你该不会是看穿这一点才做出这种尺寸吧？

  　お前、まさかそれを見越してこのサイズに？

  

  「……一般插不进子宫里面哦。」

  「……子宮の中には、普通挿れませんわよ？」

  「怎么可能。」

  「ばかな」

  

  不，应该插不进去吧？

  　いや、挿れない、よな？

  

  『证据视频在这里。』

  『証拠映像がこちらです』

  『唔……』

  『うぐ……』

  

  更正，插得进去。

  　訂正、挿れるわ。

  

  「……或许插得进去，但是没办法突然就插进去。」

  「……挿れる、かもしれませんけれど、いきなりは無理ですわ」

  

  基本上，除非是生产的时候，否则子宫口不会那么宽……不会吧？

  　基本、出産の時でもなければ子宮口はそんなに広がらないからな。……広がらないよな？

  

  『用鸡鸡亲吻就会变宽了哦。』

  『おちんぽでキスしたら広がりますけど？』

  『喂，异世界人的身体是怎么回事！』

  『おい、どうなってるんだ異世界人の身体！？』

  

  我确认奥露榭有没有设定奇怪的规格，结果她果然有。难怪子宫那么容易高潮。

  　オルシェが変な仕様にしてないか確認したんだが、やっぱりしてやがった。どうりで子宮イキし易いと思ったよ。

  

  「没问题，行得通。」

  「大丈夫、行ける」

  「……不管会怎样我都不管哦。」

  「……どうなっても知りませんわよ」

  

  我一边这么说，一边一口气把鸡鸡扭进子宫里。塞丝妲的子宫口被鸡鸡前端亲吻，轻易地吞进鸡鸡。

  　そう言いながら一気に子宮の中にちんぽをねじ込む。ちんぽの先端に口付けされたセスタの子宮口は容易くちんぽを飲み込んでいく。

  

  「咕，呼♡」

  「く、ふっ♡」

  

  扭进子宫的鸡鸡在抵达塞丝妲子宫的最深处时突然停住。是计算好的吗？

  　ねじ込まれたちんぽはセスタの子宮の最奥に届いたところでピタリと止まる。計算済みか。

  

  「肚子，好饱♡」

  「お腹、いっぱい♡」

  

  塞丝妲抚摸吞进鸡鸡的肚子，露出陶醉的表情。不过，重头戏现在才开始。

  　ちんぽを飲み込んだお腹を撫でながら、うっとりとした表情を浮かべるセスタ。けど、本番はここからなんだよな。

  

  「我要动了哦？」

  「動きますわよ？」

  「嗯♡」

  「ん♡」

  

  我先把鸡鸡拔到最接近的程度，然后再度一口气扭进子宫的最深处。我重复了好几次这个动作。子宫口套弄着鸡鸡，快感逐渐高涨。

  　一旦ちんぽをギリギリまで引き抜き、再度一気に子宮の最奥までねじ込む。それを何度も繰り返す。子宮口がちんぽを扱き快感が高まっていく。、

  

  「嗯、呼♡塞丝妲的小妹妹跟子宫都非常舒服♡」

  「んっ、ふっ♡セスタのおまんこも、子宮も、とても気持ちいいですわ♡」

  「嗯♡公主殿下的肉棒也好棒♡」

  「んっ♡姫様のおちんぽも、最高♡」

  

  我们互相拥抱激烈地摆动腰部。塞丝妲也用脚缠住我的腰，主动摆动腰部。糟糕，这实在太舒服了，完全停不下来。

  　抱き合いながら激しく腰を振る。セスタも俺の腰に脚を絡め、自分から腰を振っている。ヤバい、これ、気持ち良すぎて全然止まらねぇ。

  

  『呵呵，榭菈小姐也成了肉棒的快乐俘虏呢。』

  『ふふん、シエラさんもおちんぽの快楽の虜ですね』

  『呜咕……』

  『うぐ……』

  

  总觉得好像被奥尔修操控了一样，虽然很不甘心，但真的很舒服。

  　なんかオルシェにノセられてるようで悔しいが、ホントに気持ちいいんだよ。

  

  「我们非常合得来♡」

  「相性、ばっちり♡」

  「没错，嗯♡是这样没错♡」

  「そう、んっ♡です、わねっ♡」

  

  糟糕，我想直接把精液注入子宫。这是什么……

  　ヤバい、このまま子宮に精液注ぎたい。なんだ、これ……

  

  「没关系。就这样射出来♡」

  「大丈夫。そのまま、出して♡」

  「咕呜♡」

  「くぅっ♡」

  

  我按照她的催促把精液注入子宫。塞丝妲的子宫受到射精刺激，有如榨取精液般收缩，带来更强烈的快乐。

  　促されるままに子宮の中に精液を注ぎ込む。射精を受けたセスタの子宮が精液を搾り取るかのように収縮し、更なる快楽を与えてくる。

  

  「嗯，子宫，好满♡」

  「ん、子宮、いっぱい♡」

  「呼啊♡呼、啊♡这是什么……」

  「はぁっ♡は、あっ♡なんですの、これ……」

  「春药魔法。」

  「媚薬魔法」

  「……什么时候……」

  「……いつの間に」

  

  看来我似乎对她施加了提高快感的魔法。难怪现在射精也停不下来。

  　どうやら快感を高める魔法をかけていたらしい。どうりで今も射精が止まらないわけだ。

 
  第７９話：そんな真理は要らねぇ

  第79话　我不需要这种真理

  「呼呜呜呜呜呜呜♡」

  「ふぅぅぅぅぅぅ♡」

  

  糟糕，这是什么情况？

  　ヤバい、何だこれ。

  光是塞丝妲用手摸了摸从她小穴拔出来的鸡巴，我就快要高潮了……

  　セスタのまんこから抜いたちんぽ、触られただけでイキそうなんだが……

  

  『就算只是吹口气也能高潮呢』

  『風が吹いただけでも絶頂できますネ』

  『烦死人了！！』

  『やかましいわ！！』

  

  不，我没开玩笑，光是塞丝妲随便摸摸我就要高潮……

  　いや、冗談じゃなくて、普通にセスタにさわさわとされるだけで絶頂し……

  

  「咕嗯♡」

  「くぅん♡」

  

  咻地喷出的白浊液将塞丝妲染成一片纯白。

  　びゅく、と噴き出した白濁がセスタを真っ白に染めていく。

  

  「嗯♡好美味♡」

  「ん♡おいし♡」

  

  她用手指捞起沾在脸上的精液，用煽情的表情舔掉。

  　顔についたその精液を指で掬い、扇情的な表情で舐め取る。

  

  「还要射吗？」

  「まだ出る？」

  「咿啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊♡」

  「ひぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ♡」

  

  塞丝妲吸住鸡巴的前端。这刺激让精液冲上尿道，将粘稠的液体喷进嘴里。

  　はむ、とセスタがちんぽの先端に吸い付く。その刺激で尿道を精液が駆け上がっていき、口の中に粘つく液体をぶちまけてしまう。

  

  「嗯咕、嗯咕……」

  「んく、んく……」

  

  塞丝妲咕嘟咕嘟地咽下精液。

  　それを喉を鳴らして飲み込むセスタ。

  

  『真优秀，前途无量！』

  『優秀ですね、将来有望ですよ！』

  『你是在说哪方面的前途无量！？』

  『何の将来の話をしてやがるっ！？』

  

  奥露榭不知为何情绪高涨。她绝对在想些不正经的事吧？

  　何故かテンション瀑上がりのオルシェ。絶対碌でもないこと考えてるな？

  

  『咦？当然是准备拍摄“淫乱双性人公主，停不下来的射精与高潮风暴”啊？』

  『え？普通に“淫乱ふたなり姫、止まらない射精と絶頂の嵐”の準備ですけど？』

  『你居然能这么轻易地想出这么多标题……』

  『お前、よくもまあそんなにポンポンとタイトル出てくるよな……』

  『哼哼，我可是经验老到呢！』

  『ふふん、場数が違いますからね！』

  『什么经验老到啊，什么！！』

  『なんの場数だよ、なんの！！』

  

  这个废柴女神真的没在干正经事。

  　本当に碌な事やってねえな、この駄女神。

  

  「公主殿下也喝吧。」

  「姫様も、飲んで」

  「嗯嗯！？」

  「んんっ！？」

  

  正当我们如此交谈时，塞丝妲将含在嘴里的精液直接灌进我口中。舌头交缠，精液的味道在口中扩散开来。

  　そんなやり取りをしていたら、セスタが口に含んだ精液を直接口の中に流し込んできた。舌が絡まり、口の中に精液の味が広がっていく。

  

  「嗯、嗯嗯♡」

  「ん、んんっ♡」

  

  我感觉得出她的脸颊泛红。精液的气味提高她的性欲，子宫阵阵发疼。唔，我没听说是两边一起……

  　頬が紅潮していくのが判る。精液の匂いが性感を高め、子宮が疼く。くぅ、両方とか聞いてねえ……

  

  『好色哦！真不错！！呼呼……』

  『エロエロですねぇ！いいですねぇ！！はぁはぁ……』

  『你这家伙，别擅自拿别人当配菜！』

  『てめぇ、人を勝手にオカズにしてんじゃねえ！？』

  

  没用女神，原本就已经这样了，各方面……

  　駄女神め、ただでさえこう、色々と……

  

  「公主殿下，我要插了。」

  「姫様、挿れる」

  「等等，现在……」

  「ちょ、今……」

  

  正当我打算抱怨时，肉棒噗滋一声被肉穴包覆。光是这样，变得敏感的肉棒就阵阵颤抖，吐出精液。

  　文句を言おうとしたところで、ぬぷん、と肉壺にちんぽが包まれる。敏感になったちんぽはそれだけでビクビクと震え、精液を吐き出す。

  

  「嗯♡公主殿下的精液，进来了♡」

  「んっ♡姫様のせーえき、入ってきた♡」

  「住、住手……嗯嗯♡」

  「や、やめ……んんっ♡」

  

  塞丝妲毫不留情地玩弄刚射精过的肉棒。她是魔鬼吗？不，应该说，这样非常难受。

  　射精したばかりのちんぽを容赦なく責め立てるセスタ。鬼か。いや、というか、これ、かなり辛い。

  

  「又、又要……唔♡」

  「ま、また……くぅっ♡」

  

  因为射精后也不会萎缩，所以一直被榨取。这是怎样……

  　射精しても萎えないからずっと搾り取られ続ける。どうなってんだ、これ……

  

  『哎呀，毕竟双性人肉棒既敏感又持久嘛～』

  『まあ、ふたなりちんぽは敏感で絶倫と相場が決まってますからね～』

  『为什么啊！』

  『なんでだよ！？』

  『这是世界的真理。』

  『世界の真理です』

  『有这种真理谁受得了啊！』

  『そんな真理があってたまるか！？』

  

  唔，因为这种理由而落得这种下场……

  　くぅ、そんな理由でこんな目に……

  

  「哈♡啊♡嗯♡啊♡」

  「はっ♡あっ♡んっ♡あっ♡」

  「唔♡」

  「くぅっ♡」

  

  塞丝妲在我身上扭动腰部。明明是第一次，却已经学会榨取的方法……她是天才吗？

  　俺の上で腰を振るセスタ。初めてのくせにもう搾り取り方を学習してやがる……天才か。

  

  「公主殿下，射出来吧♡」

  「だして、姫様♡」

  「呀，啊♡不行……嗯嗯♡」

  「や、あっ♡だめ、です……んんっ♡」

  

  每次腰部撞击，阴道肉的动作就更加熟练，我很快就到达极限。

  　腰を打ち付ける毎に上達していく膣肉の動きにあっさりと限界が訪れる。

  

  「呀♡不行♡已经，不行了♡」

  「ひあっ♡だめっ♡もう、だめぇっ♡」

  「嗯嗯♡」

  「んんっ♡」

  「要、要出来了♡咕呜呜呜呜呜呜呜呜呜呜呜呜嗯♡」

  「で、出るっ♡くぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅんっ♡」

  「呼啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊♡」

  「ふぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ♡」

  

  肉棒咻咻咻地持续吐出精液，塞丝妲的阴道肉蠢动着将它吞下。每当塞丝妲的手指抚摸肌肤，快感就窜过全身，让腰部跳了起来。

  　びゅくびゅくと精液を吐き出し続けるちんぽ。それを飲み込むように膣肉を蠢かせるセスタ。セスタの指が肌を撫でる度に身体中を快感が駆け巡り、腰が跳ね上がる。

  

  「我好像要腿软了……」

  「腰、抜けそ……」

  「嗯，满足♡」

  「ん、満足♡」

  

  塞丝妲将身体靠在我身上，沉浸在高潮的余韵中。她的体温很舒服。

  　俺に身体を預けて絶頂の余韻に浸るセスタ。その温もりが心地良い。

  虽然我沉浸在余韵中，不过——

  　と、余韻に浸っていたのだが。

  

  「莱娜公主，如果初夜已经结束，就进行结婚的仪式吧。」

  「ラナ姫様、初夜を終えたのであれば婚姻の儀式を」

  

  在一旁待命的女仆如此说道。对了，初夜之后还有结婚的仪式。

  　そう控えていたメイドに言われる。そうだった、初夜の後には婚姻の儀式があるんだった。

  不过，为什么是初夜在前面呢？

  　しかし、なんで初夜の方が先なんだろうな？

  

  『啊～好像是因为已经生米煮成熟饭，所以要向神祈祷，请神认可结婚哦？附带一提，祈祷的对象是榭菈小姐。』

  『あー、既成事実があるので結婚を認めてください、と神様にお祈りする、みたいな理由らしいですよ？ちなみに祈る相手はシエラさんですね』

  『咦？我必须让神认可自己的婚事吗？』

  『え、俺、自分に結婚を認めてもらわないといけねえの？』

  

  这根本是自导自演嘛……

  　なんだそのマッチポンプみたいなの……

 
  第８０話：仕込み

  第80话　准备

  我带着塞丝妲前往城堡的地下，也就是登记了转移魔法的那个地下大神殿。不，这里的确是我的神殿没错啦。

  　セスタを伴い城の地下に向かう。転移の登録をした例の地下大神殿だ。いや、確かに俺の神殿だけどさ。

  

  「吓到了吗？其实这里也是榭菈大人的神殿。」

  「驚いたかい？実はここはシエラ様の神殿でもあってね」

  

  先在那边等待的瓦特父王向我们说明。嗯，其实我早就知道了。

  　先に待っていたヴァート父様が説明してくれる。まあ、知ってたけどな。

  

  「而且，其实大神官爱夏是榭菈教的神官。」

  「そして、実は大神官アーシャはシエラ教の神官なのだ」

  

  ……嗯，这我也知道。

  　……うん、それも知ってる。

  

  「是……是这样吗？」

  「そ、そうなんですのね」

  「……你好像不怎么惊讶呢。」

  「……あまり驚いてないようだね」

  「不……不是，我很惊讶。哇～吓了我一跳呢～」

  「い、いえ、驚いていますわ。わーびっくりしましたわー」

  

  我以生硬的语气假装惊讶。嗯，是啊，因为这些我全都知道嘛。

  　棒読み気味に驚いたフリをする俺。うん、まあ、全部知ってたしなぁ。

  

  「不过，爱夏好慢啊。」

  「しかし、アーシャは遅いね」

  

  仪式只有王族才能参加。母亲她们因为有孕在身所以出席者只有瓦特父王。因此，她应该已经可以出来了才对……

  　儀式は王族のみで執り行う。母様達は身重なので出席者はヴァート父様だけだ。なので、もう出てきても良いはずなんだが……

  

  「陛下，发生问题了……」

  「陛下、問題が……」

  

  就在我感到讶异时，女仆冲了进来。看样子似乎发生了预料之外的状况。

  　と、訝しんでいたらメイドが駆け込んできた。どうやら想定外の事態が起きたらしい。

  我们前往瓦特父王和爱夏的房间。打开门后，映入我们眼帘的是非常凄惨的景象。

  　ヴァート父様とアーシャの部屋に向かう。扉を開いた俺達の目に飛び込んできたのはそれはそれはひどい有様だった。

  

  「这是凝胶水滴怪吗！」

  「これは、ゼラチナス・ティアードロップか！！」

  

  啊啊，嗯，一直放在子宫里的那个嘛。我其实一直很在意。

  　ああ、うん、ずっと子宮に入れてたやつな。気になってはいたんだよ。

  

  「长大了呢。」

  『育ちましたねぇ』

  「也太大了吧。」

  『育ちすぎだろ』

  

  眼前是充满整个房间的凝胶水滴怪，爱夏就飘浮在它们的中心。

  　そこには部屋いっぱいに広がったゼラチナス・ティアードロップが居た。その中心にはアーシャが浮かんでいる。

  

  「该怎么办呢～」

  『どうしたもんかなー』

  

  我以温暖的眼神望着飘浮在凝胶水滴怪中的爱夏，同时思考。要救出她的方法要多少有多少，但是再怎么说也不能在瓦特拉的父亲面前这么做。

  　ゼラチナス・ティアードロップの中に浮かぶアーシャを生暖かい目で眺めながら思案する。助け出す方法はいくらでもあるが、流石にヴァート父様の前で、というわけにはなぁ。

  

  「只要下令不就好了吗？」

  『命令すれば良いんじゃないですかね？』

  「……啊？」

  『……は？』

  「凝胶水滴怪不是被植入了服从神命令的指令吗？」

  『ゼラチナス・ティアードロップには神の命令に従うコードが仕込まれてるじゃないですか』

  「好，之后再详细告诉我吧。」

  『よし、後で詳しく話を聞かせてもらおうか』

  

  嗯，奥露榭做了什么不正经的事情，之后再追究。

  　うん、オルシェが碌でもない事をやってたのは後で追求するとして。

  

  「你……你在说什么啊？」

  『な、なんの事ですかね？』

  

  ……之后再追究。

  　……後で追求するとして。

  

  「你说了两次！？」

  『二回言いましたね！？』

  「废话，你这混账！？」

  『当たり前だ馬鹿野郎！？』

  「呀啊！？」

  『ひぎゃあっ！？』

  

  让凝胶水滴怪能在神界受到操作，到底是为了做什么？反正一定不是什么正经的事情吧。总之……

  　ゼラチナス・ティアードロップを神界から操作できるようにして何をするつもりだったのか。どうせ碌でもない事だろう。とりあえず、だ。

  

  「退下。」

  『退け』

  

  我送出意念，充满整个房间的凝胶水滴怪一口气缩小，从房间的缝隙消失到某处。喂，好厉害啊。

  　俺が思念を飛ばすと部屋いっぱいに広がっていたゼラチナス・ティアードロップが一気に縮み、部屋の隙間から何処かに消える。すげぇな、おい。

  

  「逃走了吗？快点调查是从哪里入侵的！」

  「逃げた、か。急ぎどこから侵入したか調べよ！」

  

  父亲大人这样指示，卫兵们便冲了出去。

  　父様がそう指示を出し、衛兵が駆け出してゆく。

  算了，反正应该找不到入侵路径吧。毕竟，那家伙是从爱夏的子宫入侵的……

  　まあ、侵入経路は見つからないだろうけどな。なにせ、そいつはアーシャの子宮から侵入したんだから……

  

  「……你要睡到什么时候？」

  「……いつまで寝ていますの？」

  「……啊！？」

  「……はっ！？」

  

  我踢醒爱夏，要她说明情况。

  　事情を説明してもらおうか、とばかりにアーシャを蹴り起こす。

  

  「你刚刚在做什么？」

  「なにを、して、いましたの？」

  「不，那个……」

  「いえ、その……」

  

  面对我的逼问，爱夏把视线别开。反正一定是自慰到失控了吧。

  　俺の詰問につつ、と目を逸らすアーシャ。どうせ自慰中に暴走でもしたんだろ。

  

  『对不起，我正在享受自慰……』

  『すみません、自慰を楽しんでいたら……』

  

  大概是因为不敢直接说出口，爱夏透过祈祷这样传达。

  　直接口にするのが憚られたからか、祈りを通してそう伝えてくるアーシャ。

  居然猜中了！？

  　的中かよっ！？

  

  『嗯——看来是在榭菈小姐沉溺于小鸡鸡的快乐时受到影响了呢——』

  『んー、どうやらシエラさんがおちんぽの快楽に夢中になった時に影響を受けてしまったたみたいですねー』

  『详细说明。』

  『詳しく』

  『啊！不，那个……』

  『あっ！い、いえ、その……』

  『给・我・说・清・楚。』

  『く・わ・し・く』

  『呀啊！？子宫！？请不要直接碰子宫啊！！？』

  『ひぎゃあっ！？子宮！？子宮直はやめてくださいよっ！！？』

  

  吵死了，笨蛋，这是你自作自受。

  　やかましい、自業自得だバカ。

  好啦，奥尔榭的惩罚就等之后再慢慢来。

  　さて、オルシェへのお仕置きは後でじっくりやるとして。

  

  『是这个吗……』

  『これか……』

  

  我确认凝胶水滴怪的状态后，发现传达命令的部分有安装可以将我们的兴奋传达过去的线路。这就是那个吗？

  　ゼラチナス・ティアードロップのステータスを確認したところ、命令を伝える部分に俺達の興奮が伝わるようなコードが仕込まれていた。これは、アレか。

  

  「你一边看着一边自慰时，为了在操作时偷懒，对凝胶水滴怪下了不少功夫吧？」

  『お前、見ながらオナニーする時に操作をサボるためにゼラチナス・ティアードロップに色々仕込んだだろ？』

  「呜……」

  『うぐっ……』

  「根据纪录，你的兴奋似乎传达给对方了？」

  『ログを見る限り、お前の興奮が伝わってるみたいなんだが？』

  「你……你在说什么啊……？」

  『な、なんの事ですかね……？』

  「你以为这样就能蒙混过去吗！」

  『それで誤魔化してるつもりかっ！！』

  

  看来找到犯人了。

  　犯人は見つかったようだな。

  好啦，奥露榭之后再好好处罚。

  　さて、オルシェは後でしっかりとお仕置きするとして。

  

  「站得起来吗，爱夏？」

  「立てますね、アーシャ？」

  「……是。」

  「……はい」

  「请立刻做好准备。」

  「すぐに準備をしてください」

  

  嗯，虽然对爱夏很不好意思，但塞丝妲还在等。

  　うん、まあ、アーシャには悪いがセスタを待たせてるしな。

 
  第８１話：結婚の儀式

  第81话　结婚仪式

  我回到大神殿，准备参加仪式……呃。

  　大神殿に戻り、式の準備をする。……って。

  

  『这什么打扮啊！？』

  『何だこの格好は！？』

  『很性感呢。』

  『エロいですネ』

  

  她们说这是男生用的服装，然后递给我一套非常危险的衣服。下半身是超低腰的漆黑热裤，而且侧面只有用绳子打了个×字，几乎整片肌肤都露了出来。至于内裤，几乎就是吊袜带。勉强从胯下到腰部左右各有一条绳子延伸出来，勉强固定住的状态。幸好因为是男生用的，胯下的布料稍微宽了一点。男生穿了应该也不会让蛋蛋跑出来。

  　男の子用の衣装、と言って渡されたのはかなり際どい服だった。下は超ローライズで漆黒のホットパンツ。しかも側面は紐が✕の字に結ばれているだけで肌がほぼ丸見えだ。下着はといえばほとんどスリングショット。かろうじて股間から腰にかけて左右一本ずつ紐が伸びていて、それでなんとか固定しているような状態。男の子用だから股間の布は若干広めなのが救いか。男の子が穿いても玉が飛び出す事はなさそうだ。

  比起这个，问题是遮住上半身的只有吊袜带的绳子。上衣跑哪去了？

  　それよりも問題は上半身を隠してるのがスリングショットの紐しか無い事だ。上着どこ行ったよ。

  

  『硬挺的乳头，没有遮住呢。』

  『ピンと勃った乳首、隠れてませんよね』

  『不要说乳头硬挺！？』

  『乳首勃ってるとか言うな！？』

  

  不，是硬挺没错。呜，这太丢脸了吧。怎么看都是个痴女。

  　いや、勃ってるけどさ。くぅ、これ、恥ずかしすぎだろ。どう見ても痴女じゃねえか。

  

  『好像男生泳装的挑战呢。』

  『男水着チャレンジみたいですね』

  『不要说男生泳装。』

  『男水着言うな』

  

  呃，嗯，这是男生用的没错啦。

  　いや、まあ、男の子用なんだけどさぁ。

  

  『顺带一提，成年男性是穿普通的晚礼服哦。』

  『ちなみに成人男性は普通のタキシードですよ？』

  『怎么可能会有胯下开洞的晚礼服。给我向晚礼服道歉。』

  『股間が開いているタキシードがあってたまるか。タキシードに謝れ』

  『不开洞的话，不就没办法亲小鸡鸡了吗？』

  『開いてないとおちんぽにキスできないじゃないですか』

  『为什么是以亲小鸡鸡为前提啊！？』

  『なんでおちんぽキス前提なんだよ！？』

  

  那是什么基准啊？

  　どういう基準だよ、それ。

  就在我们如此交谈时，塞丝妲似乎也准备好了。看来是勉强赶上了。

  　と、そんなやり取りをしているうちにセスタの準備も整ったようだ。どうにか間に合ったみたいだな。

  

  「塞丝妲大人准备好了。」

  「セスタ様の準備ができました」

  「嗯，等很久了吗？」

  「ん。待った？」

  

  塞丝妲在侍女的带领下进入房间。虽然她一如往常地带着困意，但脸颊好像有点红？

  　侍女に連れられてセスタが部屋に入ってくる。いつもの眠たげな表情に見えるが若干頬が赤いか？

  ……呃，这身礼服是怎么回事？虽然是以天蓝色为基调的礼服，但胸口完全敞开……应该说，从胸部到腹部像是被割开一样，重要的部分完全暴露在外。是谁想出这种礼服的！

  　……って。なんだこのドレス。空色を基調にしたドレスだが、その胸元は完全に開いている……というか、胸からお腹にかけて切り取られたようになっていて大事な部分が完全に晒されている。誰だよこんなドレス考えたやつ！

  

  『♪～（´ε｀）』

  『♪～（´ε｀）』

  『是・你・吗？』

  『お・ま・え・か』

  

  尽是做些不正经的事！！你这个没用的女神！！

  　碌でもない事ばかりしやがって！！この駄女神が！！

  

  『可爱就是正义哦。』

  『かわいいは正義ですよ？』

  『不管怎么看都很色情吧！！』

  『どう見てもエロいだろうが！！』

  『您兴奋了吗？』

  『興奮してますか？』

  『吵死了！！』

  『やかましいわ！！』

  

  呃，现在不是应付奥露榭的时候。

  　っと、オルシェの相手をしている場合じゃなかった。

  

  「……怎么样？」

  「……どう？」

  「嗯，很漂亮。」

  「ええ、綺麗ですわ」

  

  歪着头的塞丝妲很可爱。

  　こくん、と首を傾げるセスタが可愛い。

  不，哎呀，与其说非常可爱，不如说因为服装而显得很色情……

  　いや、まあ、すごく可愛いというか、衣装のせいでエロいというか……

  

  「嗯，我很高兴。」

  「ん。嬉しい」

  

  虽然表情没什么变化，但脸上浮现些许喜悦的神色。这女孩真的很可爱呢。

  　表情はあまり変わらないが、若干喜んでいるような色が浮かぶ。ホントにかわいいな、この娘。

  

  「那么，来做最后的准备。」

  「じゃあ、最後の準備する」

  「准备……呃，呀啊！？」

  「準備……って、きゃあっ！？」

  

  塞丝妲把手举到我面前，我的肚子附近就痒了起来。然后，我的小兄弟从热裤里探出头来。在膨胀变大的过程中，布料摩擦到它，让它发出了可爱的惨叫声。呃，因为这件裤子超低腰，我早就想到男生穿了可能会变成这样！！

  　セスタが手を翳すとお腹の辺りがムズムズしてくる。そして、ホットパンツから顔を出すちんぽ。むくむくと大きくなる過程で布に擦れてかわいい悲鳴を上げてしまった。いや、超ローライズだから男の子が着たらこうなるかもしれないとは思ってたけどさ！！

  

  『因为必须进行宣誓的鸡鸡之吻，所以不露出来不行呢。这就是为此设计的款式。』

  『まあ、誓いのおちんぽキスをしないといけないので、出さないとダメですよね。そのためのデザインですよ』

  『都是你害的！！』

  『お前のせいかぁっ！！』

  

  这家伙跟糟糕的服装几乎都有关系呢。之前也流行过反穿兔女郎装。

  　ヤバい服にはだいたい関わってやがるな、こいつ。この前も逆バニーとか流行らせてたし。

  

  「嗯。带我走。」

  「ん。連れて行って」

  

  塞丝妲伸出手。这种时候一般是由新娘的父亲……是我吗！

  　そう言ってセスタが手を伸ばす。こういうのは普通新婦の父が……って俺か！

  仔细想想，我才是这女孩的监护人。

  　よくよく考えたらこの娘の保護者俺だったわ。

  

  「按照习俗，如果未婚夫是父亲，就要一边摸着彼此的性器官一边走路。」

  「婚約者が父親の場合は互いの性器を触りながら歩くしきたりです」

  

  这时，侍女又追加了不得了的要求。

  　そこに侍女がとんでもない要求を付け加えてくる。

  别强人所难啦！？这样很难走路吧！？

  　無茶言うなっ！？歩きにくいだろ、これ！？

  瓦特父亲也是拉塞莱娜母亲的父亲，所以才会这么做吗……

  　ヴァート父様もラゼラナ母様の父親でもあるから、これやったのかぁ……

  

  「嗯。」

  「ん」

  「呜嗯♡」

  「くぅん♡」

  

  塞丝妲握住我长出来的小兄弟。敏感部位被触摸，让我不禁发出甜美的声音。

  　セスタが俺に生えたちんぽを握ってくる。敏感なところを触られて思わず口から漏れる甘い声。

  

  「公主殿下。」

  「姫さま」

  「呃、嗯。」

  「え、ええ」

  

  塞丝妲催促我，我也把手伸向她的淫核。那里已经充血，全力主张着塞丝妲的兴奋。

  　促されて俺もセスタの淫核に手を伸ばす。そこは既に充血していてセスタが興奮している事を全力で主張している。

  

  「嗯♡」

  「ん♡」

  「要去了，塞丝妲。」

  「行きますわ、セスタ」

  「嗯，去了♡」

  「ん、イク♡」

  

  不，那个，意思不对……

  　いや、それ、意味がちが……

  

  「呼呜呜呜呜呜呜呜♡」

  「ふぅぅぅぅぅぅぅ♡」

  

  才刚这么想，塞丝妲就高潮了。我慌忙接住她，她差点就瘫软倒下。

  　と思う間もなく絶頂するセスタ。力が抜けて崩れ落ちそうになるのを慌てて受け止める。

  

  「新娘开心高潮是常有的事。」

  「花嫁が嬉しイキするのはよくある事です」

  

  别说得像是喜极而泣。

  　嬉し泣きみたいに言うんじゃねえ。

  我再次在心中吐槽侍女意义不明的安慰。

  　侍女の意味不明なフォローに心の中で再びツッコミを入れる。

  

  「这种时候，新郎可以抱起新娘移动。」

  「そういう時は花婿が花嫁を抱え上げて運ぶ事が許されています」

  

  侍女说，父亲不是新郎的情况下，新郎要抱着新娘走在旁边。如果新郎也兼任父亲，就只要抱着新娘走。听她这么说，我正打算用公主抱的方式抱起塞丝妲……

  　父親が新郎でない場合は花婿が花嫁を抱え上げて隣を歩くらしい。新郎も兼ねている場合はただ抱えて歩くだけだ。そう言われてセスタをお姫様抱っこをしようとしたんだが……

  

  「不对，小鸡鸡要插进小穴里。请像抱起来一样插入。」

  「違います、おちんぽはおまんこの中です。抱きかかえるようにして挿入してください」

  

  侍女却否决了。

  　侍女がダメ出しをしてくる。

  呃，这不是铁路便当吗！！

  　って、これ駅弁じゃねえか！！

  看来必须用铁路便当的方式移动。这难度比公主抱还高吧？

  　どうやら駅弁で運ばなければならないらしい。これ、お姫様抱っこよりも難易度高くねえ？

  

  「嗯♡」

  「ん♡」

  「进去了呢。」

  「入りましたわね」

  

  我把肉棒插进阴道深处，抱起塞丝妲。如果没有我的能力，这应该很难吧？

  　膣奥までちんぽをねじ込んで抱え上げる。これ、俺のスペックがなければ難しかったんじゃないか？

  

  『幼女很轻，所以没问题。』

  『幼女は軽いから行けますよ』

  『你这是强人所难吧……』

  『無茶言いやがって……』

  

  就在我这么想的时候，视野一角出现了文字。呃，性爱奖励是什么鬼！？

  　と、思っていたら視界の端に何か文字が映る。って、なんだよセックスボーナスって！？

  

  『哦，和幼女做爱时会得到奖励，所以就算是力气再小的新郎也能把新娘抱起来。』

  『ああ、幼女とセックスする時はボーナスが入るので普通に抱え上げることができるんでした』

  『太扯了吧！？』

  『最悪だ！？』

  

  看来只要娶了幼女当老婆，就算是再没力气的新郎也能把新娘抱起来。另外，奖励不会问你精不精通，所以就算是六岁的新郎也没问题。

  　どうやら幼女を嫁にするならどんなに非力な新郎でも駅弁は可能らしい。なお、精通しているかは問わないので６歳の新郎とかでも大丈夫だ。

  

  『啊，和姐弟配也会得到奖励，所以就算新郎不满十二岁，新娘也不是幼女，只要新娘未满二十岁就能把新娘抱起来。』

  『あ、おねショタにもボーナスが付くので新郎が１２歳以下で新婦が幼女でなくても２０歳を超えてなければ駅弁が可能ですよ』

  『太乱来了吧！？』

  『無茶し過ぎだろう！？』

  『不过，大多都是正太会因为高潮过度而倒下就是了。』

  『まあ、大抵はショタっ子側が嬉しイキで倒れちゃう事の方が多いんですけどね』

  『所以说，高潮过度到底是什么……』

  『だから、なんだよ嬉しイキって……』

  『就是在婚礼上感动到高潮的机制。』

  『結婚式では感極まると絶頂する仕様です』

  『原来是你搞的鬼！！』

  『お前のせいか！！』

  

  这个没用女神真的没在做正经事耶！？

  　ほんと碌な事してねえ、この駄女神！？

 
  第８２話：誓いのキス

  第82话　誓约之吻

  我将塞丝妲维持插入的状态带到祭坛。每走一步就会响起「啾噗」的声音，爱液从结合处溢出。

  　挿入したままセスタを祭壇まで連れて行く。一歩歩く度にじゅぷ、という音が響き接合部から愛液が零れ出る。

  

  「嗯♡啊♡呼♡」

  「んっ♡あっ♡ふっ♡」

  

  塞丝妲环住我脖子的手臂使力，耳边的呼吸变得急促。老实说，光是这样就让我兴奋得肉棒逐渐变硬。

  　首に回したセスタの腕に力がこもり、耳元の吐息が荒くなる。正直、それだけで興奮してちんぽが固くなっていく。

  

  「啊，嗯♡」

  「あ、んっ♡」

  

  或许是因为我的肉棒在塞丝妲的深处挖洞，她口中发出甜美的声音，阴道肉也像是回礼一般紧紧地夹住。

  　俺のちんぽがセスタの奥を抉ったからか口から甘い声が漏れ、お返しとばかりに膣肉できゅうきゅうと絞めつけてくる。

  重复这种互动好几次，抵达祭坛时，塞丝妲的表情已经完全陶醉。

  　そんなやり取りを何度も繰り返しながら祭壇にたどり着いた時にはセスタの顔は完全に蕩けきっていた。

  

  「新娘请进行宣誓的肉棒之吻。」

  「新婦は誓いのおちんぽキスを」

  

  爱夏一催促，塞丝妲就含住肉棒前端亲吻，甚至把舌头伸进尿道。

  　アーシャ促されるやいなや、ちんぽの先端にしゃぶりつくようにして口付けをするセスタ。尿道に舌まで挿れる始末。

  

  『是肉棒深吻呢！为了好好回礼，得把肉棒插进喉咙深处才行。』

  『おちんぽディープキスですね！ちゃんとお返しに喉奥までちんぽをねじ込んであげないと』

  『不要创造那种意义不明的词汇！！』

  『そんな意味不明な単語を作り出してるんじゃねえ！！』

  

  话虽如此，塞丝妲创造的肉棒有点太大，塞不进塞丝妲的嘴里。只能吸住前端，好不容易才塞进去。

  　とは言え、セスタの作り出したちんぽはちょっと大きすぎてセスタの口には入り切らない。先端に吸い付くのでやっとだ。

  

  『虽然可以塞进小妹妹里面呢～』

  『おまんこの方には入るんですけどね～』

  『嗯，毕竟会生出小宝宝嘛。』

  『まあ、赤ちゃんが出てくるくらいだからなぁ』

  『人类不会从嘴巴生蛋。』

  『人間は口から卵を産んだりはしませんからね』

  『那是哪门子的恐怖片！？』

  『どんなホラーだよ！？』

  『这下子得创造深喉用的细长鸡鸡才行呢。』

  『これはディープスロート用の細長いおちんぽを創らないとだめですかね』

  「你不要做多余的事情啦！」

  『余計なことしようとするじゃねえよっ！？』

  

  奥尔榭真的是动不动就想创造奇怪的东西，不能大意。

  　ホント、すぐにオルシェは変なもの創ろうとするからな。油断ならねぇ。

  不管怎样，现在正在举行结婚仪式，没空理会奥尔榭。

  　ともあれ、今は結婚の儀式の最中だ。オルシェにかまっている場合じゃない。

  

  「嗯，鸡鸡牛奶进嘴里。」

  「ん。おくちにおちんぽミルク」

  

  塞丝妲一边用手套弄鸡鸡一边开口。看得出来她湿润的眼眸正在主张要快点让她喝。

  　ちんぽを手で扱きながら口を開くセスタ。潤んだ瞳が早く飲ませろと主張しているのが判る。

  

  「新郎在新娘嘴里射精。」

  「新郎は新婦の口に射精を」

  

  爱夏在绝佳的时机催促我射精。

  　タイミングよくアーシャが射精を促してくる。

  话说，这算仪式的一部分吗！

  　と言うかそれ、儀式のうちかよ！？

  就算突然被这么说，也不可能那么刚好就射精……

  　いきなり言われてもそうそうタイミングよく射精できるわけが……

  话虽如此，塞丝妲熟知我的弱点，毕竟是自己创造出来的，我根本无法抵抗她的手段，轻易地就让她射精了。

  　とは言え、自分が創っただけあって弱点を熟知しているセスタの手管に抵抗できるわけもなく、あっさりと射精させられてしまう。

  

  「嗯，唔……」

  「ん、く……」

  

  精液像是要染白塞丝妲的脸庞一般倾注而下。一部分也落在露出的胸部上，沿着挺立的乳头滴落。

  　セスタの顔を白く染め上げるように降り注ぐ精液。一部は露出した胸にも降りかかり、ピンと勃った乳首をなぞるように零れ落ちていく。

  

  「「好浪费……」」

  「「もったいない……」」

  

  很巧的是我和塞丝妲的声音重叠。塞丝妲用手指捞起沾在脸上的精液送进嘴里。我则是吸吮滴落在塞丝妲胸部上的精液。精液的味道在口中扩散开来。好、好喝……

  　奇しくも俺とセスタの声が重なった。セスタは顔にかかった精液を指で掬い口に運ぶ。俺はセスタの胸に零れた精液に吸い付いていた。口の中に広がる精液の味。あ、美味し……

  

  『等等，我在干什么啊！？』

  『って、何やってるんだ俺は！？』

  『已经完全记住精液的味道了呢～』

  『すっかり精液の味を覚えちゃってますね～』

  『咕唔唔……』

  『ぐぬぬ……』

  

  不，瓦特父在哺乳时确实会把精液溅到拉塞莱娜母的胸部上，我也喝过，但没想到会在这里出现……

  　いや、確かに授乳中にヴァート父様の精液がラゼラナ母様の胸にかかることはあったし、普通に飲んでもいたけど、まさかここで出てくるとは……

  

  『没关系的，这个世界的精液对幼女来说可是充满营养的。』

  『大丈夫ですよ、この世界の精液は幼女にとっては栄養たっぷりですから』

  『吵死了！！』

  『やかましいわ！！』

  

  这个世界是怎么回事啊。不，只有一个人的份的粮食，喝父亲的精液活下去的幼女故事，在这个世界确实很常听到……

  　どうなってんだよこの世界。いや、確かに一人分の食料しかない状況で父親の精液を飲んで生き延びた幼女の話とかはこの世界じゃよく聞くけどさぁ……

  

  「分我一点。」

  「おすそわけ」

  「嗯嗯！？」

  「んんっ！？」

  

  就在我想着这些事的时候，塞丝妲含着精液吻了过来。塞丝妲沾满精液的舌头缠上我的舌头，精液的味道在嘴里扩散。

  　とか考え事をしていたらセスタが精液を口に含んだまま口付けしてくる。精液まみれのセスタの舌が俺の舌に絡まり、続けて口いっぱいに広がる精液の味。

  我们互相拥抱，沉醉在精液的味道中。肉棒顶到塞丝妲的肚脐附近，被自己与塞丝妲的肌肤夹住，光是这种触感就让我快要高潮了。乳头互相摩擦，那甜美的麻痹感让我快要站不住了。

  　互いを抱きしめながらしばし精液の味に酔いしれる。ちんぽがセスタの臍の辺りに当たり、自分とセスタの肌に挟まれてその感触だけでイキそうになる。乳首が擦れ合い、その甘い痺れに立っていられなくなってくる。

  

  「啊♡」

  「あっ♡」

  

  先站不稳的人是我。我一屁股跌坐在地，分开的唇与唇之间架起一道精液的桥梁。但那也只维持了短暂的时间，因为受到冲击而喷出的精液将我跟塞丝妲染成一片白。

  　先に立っていられなくなったのは俺の方だった。ぺたん、と尻餅をつくようにして崩れ落ちる。離れた唇と唇の間に精液の橋がかかる。それも束の間、衝撃で噴き出した精液が俺とセスタを白く染め上げていく。

  然而，事情并没有就此结束。因为塞丝妲就这样把腰压在肉棒上。肉棒被轻松地吞进塞丝妲的肉穴里，再次被阴道肉包覆。

  　だが、それだけで終わりではなかった。そのままセスタがちんぽに腰を落としたからだ。にゅるん、とあっけなくちんぽはセスタのまんこの中に飲み込まれ、再び膣肉に包まれる。

  

  「嗯，插进去了。」

  「ん、挿った」

  

  塞丝妲用手臂环住我的脖子，抱住我开始摆腰。沾满精液的肌肤互相摩擦，配合阴道肉的触感，让快感逐渐升高。

  　俺の首に腕を回し、抱きつくようにして腰を振り始めるセスタ。精液まみれの肌同士が擦れ合い、膣肉の感触と合わせて快感を高めていく。

  

  「等、啊、等……嗯嗯♡」

  「ちょ、あっ、まっ……んんっ♡」

  

  等一下，我正想这么说，塞丝妲就堵住我的嘴。唾液与精液混合的味道再次扩散开来。好甜。

  　待って、と言おうとした俺の口をセスタの口が塞ぐ。再び広がる唾液と精液の混じり合った味。甘い。

  

  「嗯♡啾♡啾噗♡啾噜♡」

  「んっ♡ちゅっ♡ちゅぷっ♡じゅるっ♡」

  「嗯嗯♡嗯嗯嗯嗯♡」

  「んんっ♡んんんんっ♡」

  

  我们互相拥抱，纠缠在一起，唾液、汗水和精液都合而为一。伴随着某种东西往上冲的感觉，精液喷出，子宫同时发疼。

  　絡み合うようにして抱き合い、唾液も汗も精液も一つになっていく。何かが駆け上がっていくような感覚と共に精液が噴き出し、同時に子宮が疼いてくる。

  

  「我有好好地做好准备哦。」

  「ちゃんと準備してありますよ」

  

  爱夏这样说完后拿出假阳具。好粗。塞丝妲接过那东西，像是要推倒我般换成骑乘位，把假阳具抵在我的小穴上。

  　そう言ってアーシャが取り出したのはディルドーだ。太い。それがセスタの手に渡る。俺を押し倒す様にして騎乗位に移り、ディルドーを俺のまんこに充てがう。

  

  「等……」

  「待……」

  

  在分开的嘴巴与嘴巴之间，由唾液与精液混合而成的桥梁中断，我正要从口中发出静止的声音时，塞丝妲一口气把假阳具插进我的小穴。

  　離れた口と口の間にかかった唾液と精液の入り混じった架け橋が途切れ、口から静止の声が漏れようとしたその瞬間、セスタが一気にディルドーを俺のまんこに突き入れる。

  

  「嗯嗯嗯嗯嗯嗯嗯嗯嗯嗯嗯嗯嗯嗯♡」

  「んんんんんんんんんんんんんんっ♡」

  「哈啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊♡」

  「はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ♡」

  

  伴随着挖开膣肉的触感，高潮的波浪也一并涌来。我长出来的鸡鸡无法忍耐，把前端贴在塞丝妲的子宫口上，也就是子宫内射出大量精液。而且还不只是一次，而是重复了好几次。

  　ずりゅ、と膣肉を抉る感触と共に絶頂の波が押し寄せてくる。俺に生えたちんぽは我慢することもできずに先端が口付けをしているセスタの子宮口の中、つまりは子宮内に大量の精液をぶちまける。それも一度きりの話ではなく、何度も何度も繰り返し、だ。

  受到子宫内射精的塞丝妲也达到高潮，膣肉蠢动着，就像是要榨干最后一滴精液。不过，我的膣肉也是一样，像是要抱住插进膣内的假阳具，一次又一次地缩紧。

  　子宮内への射精を受けてセスタも絶頂に達し、まるで最後の一滴まで搾り取るかのように膣肉を蠢動させる。まあ、それは俺の膣肉も同じで、膣内にねじ込まれたディルドーを抱きしめるように何度も何度も絞めつけている。

  不久后，高潮的波浪似乎平息，塞丝妲整个人倒在我身上，把身体靠了过来。

  　やがて絶頂の波が収まったのか、セスタが倒れ込むように俺に覆い被さり、身を預けてくる。

  

  「哈……啊♡哈……啊♡」

  「は、あっ♡は、あっ♡」

  

  塞丝妲喘着气，沉浸在高潮的余韵中。她那小巧平坦却柔软的胸部与我重叠，彼此的乳头互相摩擦着彼此的肌肤。

  　荒く息を吐きながら絶頂の余韻に浸るセスタ。小さく平たいながらも柔らかい胸が重なり合い、互いの乳首が肌を擽り合う。

  就这样，我第一次的结婚仪式结束了。嗯？……第一次？

  　こうして、俺の初めての結婚の儀式が終わったのだった。ん？……初めて？

  

  『哎呀，因为是侧室嘛～至少还有一次呢。』

  『まあ、側室ですからね～。最低でもあと１回はありますよね』

  『啊……』

  『あー……』

  『不过，下次榭菈小姐或许会是新娘。』

  『まあ、次はシエラさんが花嫁かもしれないですが』

  『……要穿这件礼服吗？』

  『……このドレス、着るのかぁ』

  

  这件礼服的重要部位一览无遗，就各方面来说都让人很害羞……

  　大事なところが丸見えのドレスは、流石に色々と恥ずかしいんだが……

  

  『不久之后就会习惯了。』

  『そのうち慣れますヨ』

  『我不想习惯啊！？』

  『慣れたくねえんだが！？』

  

  话虽如此，我已经穿过好几件相当煽情的衣服了。感觉真的不久之后就会习惯，真可怕……

  　とは言え、割とエロい服はいくつか着てるしな。ほんとにそのうち慣れてしまいそうで怖い……

 
  第８３話：うちの嫁が優秀すぎる

  第83话　我家老婆太优秀

  好了，问题在这边。纪录上很正常地显示塞丝妲从我让渡给我，这是怎么回事？

  　さて、問題はこれだ。ログに普通に流れているが、セスタを俺から俺に譲渡した事になっている。ど言う事だよ。

  

  『所以，所有的幼女……』

  『だから、すべての幼女は……』

  『我不是在说这个！？』

  『そういう話をしてるんじゃねえんだよ！？』

  

  为了不吵醒睡在一旁的塞丝妲，我只在心里吐槽。呃，嗯，仪式之后当然又再战了一回……

  　傍らで眠るセスタを起こさないように心に中だけでツッコミを入れる。いや、うん、儀式の後は当然のように再戦だったよ……

  先不管这个。

  　と、それはおいておいて。

  

  『为什么让渡对象还是榭拉？』

  『なんで譲渡対象がシエラのままなのかと』

  『因为地上的名字没有意义嘛～』

  『まあ、地上での名前は無意味ですからね～』

  『不要说没有意义！？』

  『無意味言うな！？』

  

  我还挺喜欢自己的名字，毕竟是拉塞莱娜王后取的。

  　自分の名前、割と気に入ってるんだが。ラゼラナ母様から貰った名前だしさ。

  呃，重点不是这个。

  　って、そうじゃなくて。

  

  『这样让渡不就没有意义了吗？送件人和收件人都是同一个人。』

  『これ、譲渡の意味なくないか？送り元も送り先も同じなんだが？』

  『啊啊，因为必须要有仪式结束的特效嘛～形式上需要让渡的处理。』

  『ああ、儀式終了のエフェクトを出さないといけませんからね～。形式上譲渡の処理が必要なんですよ』

  『就为了这个！？』

  『それだけのために！？』

  

  呃，精液的确发光了。不过……

  　いや、確かに光ったけどさ。精液が。

  

  『咦，其他人的时候精液也会发光吗？』

  『あれ、他の人の時も精液光ってるのか？』

  『那当然。』

  『当たり前じゃないですか』

  『什么当然！』

  『当たり前とは』

  

  精液闪闪发光是当然的吗？榭拉式的婚礼都是这样吗……

  　精液がキラキラ輝く当たり前があってたまるか。シエラ式の結婚式みんなそんななのかよ……

  

  『只有对象是幼女的时候哦。』

  『相手が幼女の時だけですよ？』

  『这样也不太对吧？』

  『それもそれでどうなんだ？』

  

  到底是有多喜欢幼女啊。

  　どんだけ幼女好きなんだよ。

  

  「嗯唔♡……早安。」

  「んぅ♡……おはよう」

  

  我这么一说，塞丝妲就揉着眼睛坐了起来。

  　とかやってたらセスタが眠そうに目を擦りながら起き上がってくる。

  抱歉，吵醒你了吗？

  　悪い、起こしたか。

  呃，不要突然长出来吸吮啊！

  　って、いきなり生やしてしゃぶりつくな！？

  

  「来侍奉小鸡鸡。」

  「おちんぽにご奉仕」

  

  塞丝妲两眼发亮地这么说。

  　目をキラン、とさせながらそう言うセスタ。

  

  「等、等一下！！」

  「ちょ、ちょっとお待ちなさい！！」

  

  我按住塞丝妲的头，阻止她含住我用魔法变出来的小鸡鸡。但是，小鸡鸡含在嘴里的温热触感，让我逐渐无法抵抗。小鸡鸡很快就变大，塞满了塞丝妲的嘴巴……呃，奇怪？

  　魔法で生やしたちんぽにしゃぶりつくセスタの頭を押さえる。けど、ちんぽを口に含む生暖かい感覚に次第に抵抗できなくなっていく俺。すぐにちんぽは大きくなりセスタの口をいっぱいに……って、あれ？

  

  「噗哈。我调整成不会进到喉咙里了。」

  「ぷは。喉に入るように調整した」

  

  塞丝妲如此回答我的疑问。

  　俺の疑問にそう答えるセスタ。

  的确变细变长了……

  　確かに細長くなってる……

  

  『那个术式，可以私下转让给我吗！？』

  『その術式、横流ししてくれませんかね！？』

  『喂！？』

  『おいっ！？』

  

  奥露榭立刻上钩。

  　そして即座に食いつくオルシェ。

  私下转让是什么意思啊！？

  　横流しってなんだよ！？

  呃，不过，我确实想要这么强大的术式构筑能力……

  　いや、まあ、これだけの術式構築能力は欲しいのは確かなんだが……

  

  「塞丝妲，我们稍微谈一下……」

  「セスタ、少し話を……」

  「嗯！」

  「んっ」

  

  我正要跟她谈的时候，她就像要我专心一样，从根部到前端用舌头舔了上来。

  　と、話をしようとしたら、こっちに集中しろとばかりに竿の根本から先端にかけて舌で舐め上げてきた。

  

  「咕唔♡」

  「くぅっ♡」

  

  就这样被舔了好几次之后，我一下子就高潮了，塞丝妲的脸也染成一片白。呜呜……

  　そのまま何度も舐められているうちに、あっさりと果ててセスタの顔を白く染め上げてしまった。うう……

  

  「敏感度3000倍，超群。」

  「感度３０００倍、抜群」

  

  塞丝妲看着我，得意洋洋地说道。

  　そんな俺を見ながら自慢気にそう言うセスタ。

  很好，奥露榭，你给我待在那里。

  　よしオルシェ、そこになおれ。

  

  『您说这是我的错吗！！』

  『私が何をしたっていうんですか！！』

  『要不是你做了什么，感度3000倍也不会出现啊！！』

  『お前が何かしなきゃ感度３０００倍とか出てこねえんだよ！！』

  『呜呀啊！？』

  『ふぎゃあっ！？』

  

  邪恶被消灭了。

  　悪は滅んだ。

  好了，得叮嘱塞丝妲别乱用才行。

  　さて、と。セスタには乱用しないように言い含めておかないとな。

  

  「塞丝妲？常人是无法承受的哦？」

  「セスタ？それは常人には耐えられないのですよ？」

  「公主殿下做得到。」

  「姫様ならやれる」

  「太乱来了吧！？」

  「無茶というものですわ！？」

  

  不，真的不行哦？

  　いや、無理だからな？

  就算是我，也承受不住。光是不发疯就已经竭尽全力了。

  　いくら俺でもそれには耐えられない。発狂しないのが精一杯だ。

  

  『您马上就去了对吧？』

  『即イキでしたもんね？』

  『吵死了，闭嘴。』

  『うるさいだまれ』

  『呜呀啊！？』

  『ひぎゃあっ！？』

  

  这家伙真的学不乖耶。

  　ホントこいつ学習しないな。

  正当我和奥露榭进行着这样的对话时……

  　なんてやり取りをオルシェとやっていたんだが……

  

  「……公主殿下，您在和谁说话？」

  「……姫さま誰と話してる？」

  「……咦？」

  「……へ？」

  

  塞丝妲突然这么问，害我发出了怪声。难、难道说……

  　不意打ちでそう訊かれて変な声が出てしまった。ま、まさか……

  

  「您听见了吗？」

  「聞こえてましたの？」

  「嗯，听见了。」

  「ん。聞こえてた」

  

  这是怎么回事！？

  　どういう事だよ！？

  这是神明世界的通讯耶！？

  　これ、神の世界の通信だぞ！？

  

  「术式的模式相同。」

  「術式のパターンが同じ」

  

  居然解析了！？

  　解析したのかよ！？

  看来塞丝妲解析了我和奥露榭进行念话的魔力，听到了我们的对话。她到底有多能干啊。

  　どうやらセスタは俺がオルシェと話している念話の魔力を解析して話を聞いていたらしい。どんだけ有能なんだよ。

  

  『她真的很优秀呢，去挖角她吧！！』

  『ホント優秀ですね、スカウトしましょうよ！！』

  『是啊，和奥露榭交换。』

  『そうだな、オルシェとチェンジで』

  『好过分！』

  『ひどいっ！？』

  『你们在说什么？』

  『何の話？』

  

  哇，她若无其事地混进来了！

  　うわ、普通に混じってきた！？

  看来她不只能偷听，连对话都没问题。我老婆会不会太优秀了？

  　どうやら聞くだけじゃなくて会話も可能なようだ。うちの嫁、優秀過ぎじゃね？

  不，算了，反正我本来就打算挖角她，这样反而正好。

  　いや、まあ、どうせスカウトはするつもりだったし、むしろちょうど良いか。

  

  『塞丝妲，你想不想成为神？』

  『なあセスタ、神になる気はないか？』

  

  既然被她发现，事情就好办了。我趁机向塞丝妲提出邀约。

  　バレたのなら話は早い。俺は渡りに船、とばかりにセスタにそう持ちかけたのだった。

 
  第８４話：最適化と言う名の剥奪

  第84话　名为最佳化的剥夺

  「呼哦哦哦哦哦哦哦哦哦！！」

  「ふぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！！」

  

  被招入神界的瞬间，塞丝妲发出感叹的叹息。她紧盯着浮现在控制台上的术式，双眼闪闪发亮。

  　神界に招き入れた瞬間、セスタは感嘆の息を漏らした。コンソールに浮かぶ術式に齧り付いては目をキラキラとさせている。

  

  「哎呀，幸好我早就料到会有这种事，事先为榭菈小姐准备了眷属神呢！！」

  「いやあ、こんな事もあろうかとシエラさんに眷属神を用意しておいてよかったですね！！」

  

  塞丝妲・琉涅。这是塞丝妲的新名字。塞丝妲是她作为人类的名字，琉涅则是她作为神的名字。

  　セスタ・リュネ。それがセスタの新しい名前だ。セスタが人としての名、リュネが神としての名前になる。

  榭菈认为或许会需要将当地人收为下位神，所以事先设定好了几个下位神。掌管天空的榭菈的夜之眷属就是琉涅。

  　現地人を下位神としてスカウトする事もあるかもしれないと、シエラにはいくつか下位神を設定してある。空を司るシエラの夜の眷属がリュネだ。

  

  「说到夜之眷属，感觉非常色情，真不错呢！！」

  「夜の眷属って言うと、とてもエッチで良いですね！！」

  

  然后，奥莉尔光听到夜这个字眼，就毫不掩饰地兴奋起来。她还是一样是个没用的女神。

  　そして、夜という単語だけ聞いて興奮を隠そうともしないオルシェ。相変わらずの駄女神っぷりだ。

  

  「嗯，一如想象的遗憾女神。」

  「ん。想像通りの残念な女神様」

  「好过分！？」

  「酷いっ！？」

  

  不，我觉得这是正确的评价哦。

  　いや、正しい評価だと思うぞ。

  不过，光从简短的对话就能看出奥莉尔的遗憾之处……这任谁都做得到吧。

  　しかし、オルシェの残念さを短い会話だけでも読み取っていたとは……誰にでもできるか。

  

  「这样不会太过分吗！？」

  「酷くないですかねぇっ！？」

  「妥当。」

  「妥当」

  「你反省一下自己平常的言行吧。」

  「普段の言動を省みろ」

  「呜咕……」

  「うぐっ……」

  

  好了，先不管被打击得一蹶不振的奥露榭，我开始一一说明神界的系统。这次登录的不是下位神，而是高位神，所以有权限操作这些系统。

  　さて、打ちひしがれているオルシェは置いておいて。神界のシステムを一つ一つ説明していく。今回は下位神ではなく高位神として登録してあるのでこれらのシステムを操作する権限がある。

  

  「不够的神格，是从我的神格中消耗掉的耶！？」

  「足りない分の神格、私の神格から消費されたんですけどね！？」

  「反正神格和实际不符，所以没关系吧。」

  「実態と合ってなかった神格だから良いだろ」

  

  引发潮汐涨退的是奥露榭的力量。但是，奥露榭只有漏尿，完全没有退潮的理由。就算增加也不会减少，因此潮汐涨退就变成榭拉的眷属所引发的了。在地球是月亮引发的，所以这并不是什么奇怪的事。

  　潮の満ち引きを引き起こすのはオルシェの力という事になっていた。けど、オルシェは漏らすばかりで引く理由が皆無だからな。増えはしても減りはしない。というわけで、潮の満ち引きはシエラの眷属が引き起こす事になったわけだ。地球だと月が引き起こすわけだし別段おかしい話ではない。

  

  「拜此所赐，怀疑我实际存在的势力增加了！！」

  「おかげで私の実在を疑う勢力が勢いを増してるんですけど！！」

  「有漏尿国，所以没关系吧。」

  「おもらし国があるから大丈夫だろ」

  「请不要说我是漏尿国啦！？」

  「おもらし国とか言わないでくださいよ！？」

  「漏尿国？」

  「おもらし国？」

  

  这么说来，这件事一般并不为人所知。机会难得，我向塞丝妲说明奥露榭漏尿的来龙去脉。

  　そういえばこの話は一般には知られていないんだったな。せっかくだしセスタにオルシェがおもらしをした経緯を説明する。

  

  「为什么说出来了！！我的威严！！」

  「なんで言っちゃうんですか！！私の威厳が！！」

  「本来就没有，所以没关系。」

  「元から無いから大丈夫だよ」

  「好过分！？」

  「酷いっ！？」

  

  不过嘛，正如我所料，奥露榭的评价丝毫没有改变。对吧？没有任何问题吧？

  　まあ、想定通りオルシェに対する評価はミリも変わらなかった。な？何も問題なかっただろ？

  

  「呜、呜呜……」

  「う、うう……」

  「比起那个，这个。」

  「それよりも、これ」

  「……嗯？」

  「……ん？」

  

  塞丝妲稍微放着哭倒的奥露榭不管，把控制台给我看……嗯？

  　泣き崩れるオルシェを軽く放置してセスタがコンソールを見せてくる。……ん？

  

  「……奥露榭？」

  「……オルシェ？」

  「呜、呜呜。怎么了？还有什么事吗？」

  「う、うう。なんですか？これ以上何か？」

  「这是什么？」

  「これ、なんだ？」

  「……啊。」

  「……あ」

  

  塞丝妲让我看的是系统的隐藏领域。那里有着不曾见过的数字列……

  　セスタが見せてくれたのはシステムの隠し領域だ。そこには見た事のない数字の羅列が……

  

  「奥露榭？这个营业额和支出是怎么回事？」

  「オルシェ？何だこの売上と出費は？」

  「这、这是以正规的手续买卖的哦？」

  「ちゃ、ちゃんと正規の手順で売り買いしたものですよ？」

  「我不是在问你这个！！？」

  「そういう話をしてるんじゃねえ！！？」

  

  以奥露榭的个人户进行的交易，是我自慰视频的营业额和色情视频的购买纪录。这家伙擅自贩卖我的视频，把钱拿来买色情视频。

  　オルシェの個人口座でやり取りされていたのは俺の自慰動画の売り上げとポルノ動画の購入記録だった。こいつ、勝手に俺の動画を売りさばいてエロ動画を買う金に変えてやがったんだよ。

  

  「居然擅自贩卖偷拍的视频，你胆子很大嘛？」

  「隠し撮りを勝手に売るとはいい度胸だな？」

  「那你就光明正大地拍，然后自慰吧。」

  「じゃあ堂々と撮るので自慰してください」

  「我才不要！？」

  「嫌だがっ！？」

  

  为什么奥露榭为了买色情视频的钱，就非得拍我自慰不可？

  　なんでオルシェがエロ動画を買う金のために自慰を撮影されねばならんのか。

  

  「你明明为了营运资金就愿意拍啊！！」

  「運営資金のためには撮ってくれるのに！！」

  「那是当然的吧！！」

  「当然だろうが！！」

  

  为了维持世界的资金，和满足你性欲的资金，重量完全不同吧！！

  　世界の維持のための資金とお前の性的欲求を満たすための資金じゃ重みが全く違うだろうが！！

  总之，我将多余的资金没收，已经花掉的部分则扣押未来零用钱的份。还有，贩卖的我的视频则将收款账户转到世界经营那边。

  　ともかく、余っている資金は没収して既に使った分は未来のお小遣い分を差し押さえる。あと、販売されていた俺の動画は受取口座を世界運営の方に回す。

  

  「啊啊啊，我的私房钱……」

  「あああ、私のへそくりがぁ……」

  「要卖就卖自己的视频。」

  「売るなら自分の動画にしやがれ」

  「卖不出去啦！」

  「売れなかったんですよ！！」

  

  她已经试过了吗……

  　既に試していやがったか……

  仔细一看，奥露榭也有几部自拍视频。不过……

  　よくよく見ればオルシェの自撮り動画もいくつかある。けど……

  

  「0件。」

  「０件」

  「这可真惨。」

  「これはひどい」

  「呜、呜呜……」

  「う、うう……」

  

  坚强地活下去……

  　強く生きろ……

  不管怎样，塞丝妲从一开始就做得很好。她靠过来似乎想要我摸头，于是我就摸了摸她。好乖好乖。

  　ともあれ、セスタは最初からいい仕事をしてくれたな。頭を撫でて欲しそうに寄せてきたのでよしよししてやる。いいこいいこ。

  

  「嗯♡」

  「ん♡」

  

  塞丝妲开心微笑的样子真可爱。我一面疼爱这样的塞丝妲，一面将系统最佳化，查出奥露榭的浪费与隐藏资产。

  　嬉しそうに微笑むセスタが可愛い。そんなセスタを愛でながらシステムを最適化し、オルシェの無駄遣いと隠し資産を洗い出していく。

  

  「啊啊、啊啊啊，拜托别再查了，我的资产已经归零了啦！」

  「ああ、あああ、もうやめてください、私の資産はもうゼロですよ！！」

  「我反而想说，亏你有办法存到这么多钱……」

  「むしろ、よくこんなに溜め込んでやがったな……」

  

  呃，视频编辑的薪水有确实另外发零用钱，你就靠那个过活吧。干嘛擅自贩卖视频啊。

  　いや、動画編集の給料はちゃんとお小遣いとは別に出してるんだから、それでやりくりしろよ。なに勝手に動画売ってんだよ。

  

  「呜呜、呜呜呜……」

  「うう、ううう……」

  

  多亏没收奥尔榭秘密基地的私房钱并加上视频收益，世界经营的资金变得相当充裕。这样子暂时可以高枕无忧了吧，我原本是这么想的……

  　オルシェのへそくりを没収して動画を収益に加えたおかげで世界運営の資金にはかなりの余裕ができた。これで暫くは安泰だな、と思っていたのだが……

  在世界最佳化结束时，那件事发生了。

  　世界の最適化を終えた頃、それは起きた。

  

  「魔物狂潮。」

  「スタンピード」

  「嗯？」

  「ん？」

  「魔力异常地集中。」

  「魔力が異常に集まってる」

  「哇，真的耶。」

  「うわ、ホントだ」

  

  地点是……约修玛圣教国吗？那些家伙这次又干了什么好事！？

  　場所は……ヨシュマ聖教国か。あいつら今度は何をやらかしやがったんだ！？

  

 
  第８５話：新しい機能

  第85话　新功能

  来确认一下状况吧。约修玛圣教国聚集了异常的魔力，因此发生魔物狂潮……也就是魔物的大规模失控，导致数个村庄毁灭。尽管如此，约修玛圣教国却持续将魔物推回发生源头。

  　状況を確認しよう。ヨシュマ聖教国に異様な魔力が集まっている。それでスタンピード……つまり魔物の大暴走が発生し、いくつかの村が壊滅した。にも関わらずヨシュマ聖教国は魔物を発生源に押し返し続けている。

  在大规模失控中，将魔物推回发生源头是禁忌，因为会诞生出更强的魔物。因此，不阻碍移动并让魔物偏离路线才是常规做法。

  　大暴走において魔物を押し返すのはタブーとされる。より強い魔物が生まれるからだ。そのため、移動自体は阻害せずに道を逸らすのが定石とされる。

  虽然魔力聚集也是会诞生出更强魔物的理由，但魔力留在原地会让人伤脑筋。因为为了防止魔力聚集处爆炸，必须将魔力运送到更远的地方。

  　より強い魔物が生まれるのは魔力が集まるのも理由だが、倒されてその場に魔力が留まると困るからだ。魔力溜まりの爆発を防ぐためにはより遠くに魔力を運ばなければならないからな。

  

  「不过，如果移动目的地发生魔力聚集，那就本末倒置了，所以不会变得比某种程度更强啦～」

  「まあ、移動先で魔力溜まりが起きたら本末転倒なので、ある程度以上には強くはならないんですけどねー」

  「毕竟魔物一死就会当场释放魔力嘛。那么，无法突破的情况会怎么样？」

  「まあ、魔物は死ぬとその場で魔力をぶちまけるからな。で、突破できない場合ってどうなるんだ？」

  「会采取强制措施。」

  「強制措置ですね」

  「强制措施？」

  「強制措置？」

  「只让幼女和正太避难，然后吸光所有魔力。」

  「幼女とショタっ子だけ避難させて全魔力を吸い上げます」

  「让所有人都避难啦！」

  「全員避難させろよ！？」

  

  她的基准还是一样奇怪。不过，既然这样就没必要引发大规模失控了吧？只要让人类避难并吸光魔力……

  　相変わらず基準がおかしい。けど、それなら大暴走を起こす必要はないんじゃないか？人間を避難させて魔力を吸い上げれば……

  

  「会变成一千年内无法住人的土地就是了。」

  「１０００年は人が住めない土地になりますけどね」

  「驳回驳回。」

  「却下だ却下」

  

  从魔力累积处的产生频率来想，要是那么做的话，地上很快就会变得无法住人。

  　魔力溜まりの発生頻度から考えても、そんな事してたらすぐに地上に人が住めなくなる。

  

  「大逃杀果然是为了移动魔力？」

  「やっぱり、スタンピードは魔力の移動のため？」

  「你注意到了吗？」

  「気付いてたのか？」

  「我也有写论文。」

  「論文も書いた」

  

  看来塞丝妲对于大暴走的发生，也掌握到相当接近真相的部分。

  　どうやら、セスタは大暴走の発生についてもかなり真相に近いところまで掴んでいたらしい。

  

  「可以称赞我。」

  「褒めて良い」

  「嗯，很了不起哦。」

  「うん、偉いぞ」

  「摸摸我。」

  「撫でて」

  「好。」

  「ああ」

  「不对，摸胸部。」

  「ちがう、胸」

  「胸部！？」

  「胸！？」

  「等一下，现在不是卿卿我我的时候吧！？」

  「ちょっと、いちゃついてる場合じゃないんですけど！？」

  

  我照着要求摸了胸部后，奥露榭就吐槽了。嗯，毕竟事态紧急，这次奥露榭是对的。

  　求められるままに胸を撫でていたらオルシェからツッコミが入った。まあ、緊急事態だしな。今回はオルシェが正しい。

  

  「话说，要卿卿我我的话请在摄像头前做啦！！」

  「というか、いちゃつくならカメラの前でやってくださいよ！！」

  

  更正，果然还是奥露榭。

  　訂正、やっぱオルシェだわ。

  不过，实际上就这样放着不管的话，魔力累积处就会爆炸。的确需要尽早处理。

  　けど、実際このまま放置すると魔力溜まりが爆発するからな。早急に対処が必要なのは確かだ。

  

  「要怎么做？摧毁圣教国？」

  「どうする？聖教国を潰す？」

  「喂，你讲得真吓人耶。」

  「物騒だな、おい」

  「不过，除了幼女跟正太以外都消灭掉也无所谓就是了。」

  「まあ、幼女とショタっ子以外は消し飛ばしても別に構わないんですけど」

  「别强人所难啦！？」

  「無茶言うなよ！？」

  

  奥露榭照例以自己的性癖全开，回答塞丝妲危险的提议。要是就这样放着这家伙不管，感觉除了小孩以外的人都会从世界上消失。

  　セスタの物騒な提案に例によって自分の性癖全開で答えるオルシェ。こいつをそのまま放っておくと世界から子供以外が消えてしまいそうだ。

  不过，先不管奥露榭的主张，至少得击溃妨碍魔力移动的骑士团才行。

  　けど、オルシェの言い分は置いておいても、魔力の移動を妨害してる騎士団くらいは潰さんとなあ。

  

  「操作魔物？」

  「魔物を操作する？」

  「那种事办得到吗？」

  「そんな事できるんですかっ！！？」

  

  正当我思考着该怎么办时，塞丝妲提出了惊人的提议。魔物能够操作吗？

  　どうしたものかと考えていたらセスタが驚きの提案をしてきた。魔物って操作できるのか！？

  从连奥露榭都感到惊讶这点来看，那应该不是普通的方法……

  　オルシェまで驚いてるあたり普通の方法じゃないんだろう……

  

  「应用凝胶水滴怪的控制。」

  「ゼラチナス・ティアードロップのコントロールを応用する」

  「那个啊……」

  「あれかぁ……」

  

  凝胶水滴怪不是魔物而是动物，不过奥露榭在欲望驱使下设计的结果，就是能够从神界进行操作。她似乎是要将那种功能应用在魔物上。

  　ゼラチナス・ティアードロップは魔物ではなく動物だが、オルシェが欲望のままに設計した結果、神界から操作が可能だ。その機能を魔物に応用するらしい。

  塞丝妲启动从未见过的控制台，输入术式。不久之后，新的工具出现在我们眼前。

  　見た事のないコンソールを起動して術式を書き込んでいくセスタ。程なくして俺達の前に新しいツールが現れる。

  

  「这边是战术操作，另外也可以进行单体操作。」

  「こっちが戦術操作。あと、単体操作も可能」

  

  除了类似战术地图的画面之外，也出现了类似凝胶水滴怪的操作工具。看来前者是操纵魔物群体的控制台，后者则是指定魔物进行操纵的控制台。

  　戦術マップのような画面とは別にゼラチナス・ティアードロップと似た操作ツールも出現する。どうやら前者が群れとして魔物を操るコンソールで、後者が魔物を指定して操るコンソールらしい。

  

  「这样不就可以用半兽人强奸了吗！！」

  「オークでレイプできるじゃないですか！！」

  「喂，别忘记目的啊！？」

  「おい、目的を忘れるな！？」

  

  奥露榭在操作对象中发现兽人而兴奋起来。顺便说一下，不是兽人魔猪而是兽人，这边是雄性。不会像兽人魔猪那样，从雌性长出来的屌托卵。也就是说，可以正常地射精。不过，魔物的目的是扩散魔力，停留在原地强奸就本末倒置了吧。

  　操作対象にオークを見つけてはしゃぐオルシェ。ちなみにオークボアではなくオークだな。こっちはちゃんとオスだ。オークボアのようにメスが生やしたちんぽから受精卵を托卵したりはしない。つまり、普通に精液をぶちまけることができる。けど、魔物の目的は魔力の拡散だ。その場で留まってレイプしたら本末転倒だろうが。

  

  「呿。」

  「ちぇ」

  「倒也未必。」

  「そうでもない」

  

  塞丝妲对我的吐槽提出异议。

  　けど、セスタが俺のツッコミに異を唱える。

  

  「这里，还有这里。」

  「ここと、ここ」

  

  塞丝妲指定几个地方，那里有明显跟周围骑士不同尺寸的标记。

  　セスタが何箇所かポイントを指定する。そこには、周囲の騎士とは明らかに異なるサイズのマークが見える。

  

  「我设定了强度显示。」

  「強さを表示できるようにした」

  「那么，这些家伙是什么？」

  「で、こいつらが何なんだ？」

  「战术关键。只要击溃这里，就能瓦解战线。」

  「戦術の要。ここを潰せば瓦解する」

  

  原来如此，是以强力的骑士为中心构筑战线吗？

  　なるほど、強力な騎士を中心に戦線を構築しているってわけか。

  

  「正好是女孩子。」

  「お誂え向きに女の子」

  

  虽然年龄从幼女到十七、八岁不等，不过强力的骑士都是女孩子。的确，强奸这些家伙击溃她们的话，战线就会崩坏，可以顺利突破。」

  　幼女から１０代後半まで年齢はまちまちだが、強い騎士は軒並み女の子だ。確かにこいつらをレイプして潰せれば戦線は崩壊して上手く突破できそうだな。

  

  「……不，没必要强奸吧！！」

  「……いや、レイプする必要はないだろ！！」

  

  冷静想想，完全没有强奸的必要性。只要排除就好，反而可以说是多余。

  　冷静に考えればレイプする必要性はどこにもない。排除すれば良いだけだからむしろ余計と言ってもいい。

  

  「不过，也没有不能强奸的理由吧？」

  「でも、レイプしちゃいけない理由もないですよね？」

  「确实是这样没错……」

  「確かにそうだが……」

  「既然如此，那还是快乐一点比较好吧？」

  「それなら楽しい方が良いじゃないですか」

  「……」

  「……」

  「我觉得，杀死女孩子是不好的。」

  「私、女の子を殺すのは良くないと思うんですよね」

  「呃，不只是女孩子，杀死任何生物都……」

  「いや、女の子に限らず殺すのは……」

  「只要不是幼女和正太，我都不在意哦？」

  「別に幼女とショタじゃなければ気にしませんけど？」

  「给我在意啦！！」

  「気にしろよ！！」

  

  这家伙的伦理观还是一样有问题耶？

  　相変わらず、こいつの倫理観はどうなってるんだ？

  

  「榭菈小姐，你杀死坏人的时候不会犹豫吧？」

  「シエラさん、悪人を殺すのは躊躇いませんよね？」

  「是没错啦。」

  「そりゃあなぁ」

  「可是，就算是坏人，我对于幼女和正太还是会犹豫哦。」

  「でも、私は悪人でも幼女とショタは躊躇うんですよ」

  「这种时候就不要犹豫啦！？」

  「そこは躊躇うなよっ！？」

  

  这家伙的伦理观到底是怎样啦！？

  　ほんと、こいつの倫理観どうなってんだ！？

  

  「反正都要让对方吃苦头，比起杀死，还是强奸比较好吧？」

  「どうせ酷い目に遭わせるなら殺すよりレイプの方が良いじゃないですか」

  「这是什么判断基准啊……」

  「どういう判断基準だよ……」

  「……是浪费精神吗？」

  「……もったいないの精神？」

  

  给我向浪费精神的精神道歉。

  　もったいないの精神に謝れ。

  不过，骑士也只是听从命令而已。既然要战斗，有死亡的危险性也是无可奈何，但杀死小孩子之后的余韵确实很差。

  　まあ、しかし、騎士も命令に従ってるだけだからな。戦う以上は死の危険があるのは仕方ないが、確かに子供を殺すのは後味が悪い。

  

  「那就朝强奸的方向进行。请让少年对付艾纳温族，少女和幼女对付半兽人！！」

  「じゃあ、レイプする方向で。少年にはアルラウネを、少女と幼女にはオークを向かわせてください！！」

  「嗯。」

  「ん」

  

  塞丝妲配合奥露榭的指示操作魔物。魔物开始有条不紊地行动，集中攻击能力突出的骑士。

  　オルシェの指示に合わせてセスタが魔物を操作する。魔物が統率された動きをし始め、能力が突出した騎士を集中的に攻撃し始める。

  

  「好了，那么就先从半兽人开始享受吧～」

  「さて、じゃあまずはオークから楽しみましょうかね～」

  

  战术、战略上的行动交给塞丝妲，奥露榭兴高采烈地走向半兽人的操作面板。这家伙，不管怎么看都是邪神吧！！

  　戦術・戦略的な動きはセスタに任せ、いそいそとオークの操作コンソールに向かうオルシェ。こいつ、どう見ても邪神だろ！！

  我被当成邪神看待，真的让人无法接受耶？

  　俺の方が邪神扱いされてるのホント納得いかないんだが？

  

 
  第８６話：脱線

  第86话　脱轨

  『啊，是正太耶，是正太！！』

  『あ、ショタっ子ですよショタっ子！！』

  

  奥露榭原本打算操作半兽人而走向控制台，却在映照出战场的屏幕上发现一名看似懦弱的少年，于是被吸引到爱萝妮的操纵控制台。喂，你完全忘记当初的目的了吧。

  　オークを操作しようとコンソールに向かったオルシェだったが、戦場を映したモニターに気弱そうな少年を見つけてアルラウネの操作コンソールに吸い寄せられていく。あっさり当初の目的を忘れたな、おい。

  切换成手动操作的奥露榭，从爱萝妮身上伸出藤蔓，灵巧地脱去少年的衣服。这个废柴女神只有在扯上色情时才会发挥惊人的学习能力呢。

  　マニュアル操作に切り替えたオルシェはアルラウネの身体から生やした蔓を伸ばして器用に少年の服を剥がしていく。エロが絡んだ時に限って凄い学習能力を発揮するんだよな、この駄女神。

  

  「呜哇、呜哇，可恶！！」

  「うわ、うわ、このっ！！」

  

  看似术式魔法师的少年，被夺走兼具发动体功能的圆盾，一下子就被制伏了。

  　術式魔法使いらしい少年は発動体を兼ねたバックラーを奪い取られてあっさりと無力化されてしまう。

  

  『小正太鸡鸡，哈啊哈啊。』

  『ショタちんぽ、はぁはぁ』

  

  或许是感受到奥露榭的兴奋，爱萝妮的脸上逐渐染上愉悦的神色。藤蔓灵巧地摩擦少年的鸡鸡，转眼间就令它挺立起来。

  　オルシェの興奮が伝わったのかアルラウネの顔が愉悦に染まっていく。蔓が器用に少年のちんぽを擦り、瞬く間に起立させてしまう。

  

  『请看，已经射精了哦。』

  『見てください、もう射精してますよ』

  『我追加了分泌媚药的功能。』

  『媚薬を出す機能を追加した』

  『你在干嘛啊！！？』

  『何やってんのっ！！？』

  

  当藤蔓渗出的粘液滴落少年鸡鸡的瞬间，精液便从他的鸡鸡猛烈地喷出。看来我老婆追加了奇怪的功能。

  　蔓から染み出した粘液がちんぽに降り掛かった瞬間、少年のちんぽから勢いよく精液が噴き出す。どうやらうちの嫁が変な機能を追加していたらしい。

  

  『当然，对半兽人和哥布林也追加了怀孕功能。』

  『もちろんオークやゴブリンにも孕ませ機能を完備』

  『当然个头啦！？』

  『もちろん、じゃねえっ！？』

  

  塞丝妲一脸得意地竖起大拇指，我则吐槽她。这女孩到底在干嘛啊！？

  　やり遂げた顔でサムズアップするセスタにツッコミを入れる。ホント何やってんのこの娘！？

  

  『要插的话，我比较想插小穴。』

  『突っ込むならおまんこに欲しい』

  『我不是在吐槽这个啦！？』

  『そのツッコミじゃねえよ！？』

  

  这女孩明明没有经验，却好像很懂，对情色方面的知识了若指掌。

  　この娘、耳年増なのか経験なかったハズなのにエロ方面の知識はガッツリあるんだよな。

  在我们如此交谈的期间，奥露榭也操纵着艾纳温族持续折磨少年。

  　そんなやり取りをしている間にもオルシェはアルラウネを操って少年を責め立て続けている。

  

  『像女孩子一样可爱呢！！』

  『女の子みたいでかわいいですね！！』

  

  正如奥露榭所说，少年是后卫职业，身材纤细，相当可爱。不对，跟我们家的拉塞尔比起来，根本不能比！

  　オルシェが言うように後衛職だけあって華奢な体つきでかわいい少年だ。いや、うちのラゼルと比べれば全然だが！

  

  『榭菈小姐，你到底有多恋弟啊？』

  『シエラさん、どれだけブラコンなんですか』

  『少啰嗦。』

  『うるせぇ』

  『不过，小鸡鸡的确有点小呢。不过，虽然小，却硬邦邦的，令人会心一笑。』

  『まあ、確かにおちんぽはちょっと小さめですね。でも、小さいながらもガチガチにしてて微笑ましいですよ』

  

  别把少年差点被艾纳温族强暴的状况说成会心一笑。

  　アルラウネにレイプされかけてる状況を微笑ましいとか言うな。

  奥露榭无视我的吐槽，命令艾纳温族继续凌辱少年。

  　そんな俺のツッコミを無視してアルラウネに更なる凌辱を命じるオルシェ。

  

  「呜哇啊啊啊啊啊啊！！」

  「うわぁぁぁぁぁぁ！！」

  

  勃起的鸡鸡被艾纳温族的嘴巴包覆。温暖的口腔触感让精液轻易地流了出来，艾纳温族则咕噜咕噜地喝干精液。

  　ピン、と勃ったちんぽがアルラウネの口に包まれる。温かい口内の感触にあっさりと零れ出る精液。それをコクコクと飲み干すアルラウネ。

  

  『被幼女逆奸的少年，真不错呢！！』

  『幼女に逆レされる少年、良いですね！！』

  

  嗯，由于艾纳温族的外貌年幼，悖德感非同小可。不过，就算外表年幼，她们也是不折不扣的魔物。少年的肉棒直接被混入春药的唾液涂抹，表情逐渐变得陶醉。

  　うん、アルラウネの容姿が幼いせいで背徳感が半端ないな。けど、見た目が幼くても立派な魔物。媚薬混じりの唾液をちんぽに直接塗り込まれ、次第に表情が蕩けていく少年。

  

  「放开特蕾雅————！！」

  「トレアを放せぇぇぇぇぇぇ！！」

  

  有一名少女砍向艾纳温族。看来她跟名为特蕾雅的少年是熟人。她们看起来年纪相仿，应该是青梅竹马吧。

  　そんなアルラウネに斬りかかる少女が１人。どうやらトレアと呼ばれた少年の知り合いらしい。同い年くらいに見えるから幼馴染だろうか。

  

  『幼女来了——！！』

  『幼女キター！！』

  

  然而，她的技巧拙劣，轻易就被艾纳温族躲开。然后，奥露榭锁定下一个猎物，操纵艾纳温族的藤蔓从脚边爬来，缠住少女的脚。

  　だが、技量は拙い。あっさりとアルラウネには避けられる。そして、次の獲物をロックオンしたオルシェが操るアルラウネの蔓が足元から這い寄り、その脚を絡め取られてしまう。

  

  「呀啊！！」

  「きゃあっ！！」

  

  少女轻易就被倒吊起来，装备也被剥下。被脱到一丝不挂的少女满脸通红。

  　あえなく逆さに吊るされ、装備を剥ぎ取られる。生まれたままの姿にされて顔を真っ赤にする少女。

  

  「特蕾雅，别看！！」

  「トレア、見るなぁっ！！」

  

  尽管她提出这种不讲理的要求，但同样被藤蔓缠住的少年，光是闭上眼睛就已经竭尽全力。

  　そんな理不尽な要求をするものの、同じく蔓に絡め取られている少年には目を瞑るのが精一杯だ。

  

  『机会难得，我就来帮个忙吧——』

  『せっかくですし、お手伝いしてあげましょうかねー』

  

  奥露榭看着两人的模样，对艾纳温送出下一个指令。收到命令的艾纳温将吊着两人的藤蔓拉近，以69的姿势用新的藤蔓将两人层层缠绕。少女的蜜壶在少年的脸前，少年的肉棒在少女的脸前，各自被配置在极近距离。

  　そんな２人の様子を見ながらアルラウネに次の司令を送るオルシェ。命令を受けたアルラウネは２人を吊り下げている蔓を近付け、６９の体勢のまま新たな蔓でぐるぐる巻きにしてしまう。少年の顔の前には少女のまんこが、少女の顔の前には少年のちんぽがそれぞれ至近距離に配置される。

  

  『这是心上人的肉棒哦，请好好品尝吧。』

  『想い人のおちんぽですよー、しっかりと味わってくださいねー』

  

  奥露榭操作着艾纳温，表情简直就像恋爱的邱比特。藤蔓灵巧地将少年的肉棒塞进少女的口中。

  　まるで恋のキューピットみたいな面をしてアルラウネを操作するオルシェ。蔓が器用に少年のちんぽを少女の口にねじ込む。

  

  「嗯嗯嗯嗯嗯！！？」

  「んんんんんっ！！？」

  「呀啊♡」

  「ひあぁっ♡」

  

  少年的腰部一震，吐出精液。

  　びくん、と少年の腰が震えて精液を吐き出す。

  

  『哦，危险危险。』

  『っと、危ない危ない』

  

  奥露榭看到吐出的精液差点逆流，灵巧地上下交换两人的位置，让精液落入喉咙深处。你只有这种事很拿手呢。

  　吐き出された精液が逆流しかけてるのを見て、精液が喉奥に落ちるように２人の上下を器用に入れ替えるオルシェ。お前、こういうのだけは上手いよな。

  

  「嗯、咕……」

  「ん、くっ……」

  「呜噗……」

  「うぷっ……」

  

  少女只能将送进喉咙的精液喝光。至于少年，由于上下颠倒，从少女蜜壶中流出的爱液洒落在他的脸上。

  　喉に送り込まれる精液を飲み干すしかない少女。少年の方はと言えば上下が逆さまになったせいで少女のまんこから零れる愛液が顔に降りかかる。

  

  「嗯嗯嗯嗯嗯！！？」

  「んんんんん！！？」

  

  少女注意到这点，慌慌张张地想合上双腿。然而，现在的姿势会夹住少年的头，反而变成把小穴压在脸上。少女注意到这点，慌慌张张地想张开双腿，但她的脚被藤蔓绑住了。

  　それに気付いて慌てて両脚を閉じようとする少女。けれど、今の体勢では少年の頭を挟み込んでしまい逆にまんこを顔に押し付ける形になってしまう。それに気付いて慌てて開こうとする少女の脚を蔓が縛り付けていく。

  

  「嗯嗯！？嗯嗯嗯！！？」

  「んんっ！？んんんっ！！？」

  

  少女叼着肉棒扭动身体，但艾纳温族的藤蔓却纹风不动。

  　ちんぽを口に咥えたまま身を捩ろうとする少女だが、アルラウネの蔓はびくともしない。

  

  「嗯咕、嗯咕……」

  「んく、んくっ……」

  

  然后，嘴巴被小穴堵住的少年拼命地喝干爱液。

  　そして、まんこで口を塞がれた少年は必死で愛液を飲み干していく。

  

  『啊，就算把肉棒含到喉咙深处，或是用小穴堵住嘴巴，也不会影响到呼吸哦。』

  『あ、喉奥までおちんぽ咥え込んだり、おまんこで口を塞がれたりしてもちゃんと呼吸には影響がないようになってますからね？』

  『这是在对谁找借口啊！？』

  『誰向けの言い訳だよ！？』

  

  就如奥露榭所说，我似乎不会窒息。不对，也不是不会窒息就好了。

  　オルシェの言う通り、窒息したりは無さそうだ。いや、窒息しなければいいってわけじゃないが。

  

  『那么，接下来就插进去吧，呼呼……』

  『じゃあ、次は挿れちゃいましょうか、はぁはぁ……』

  

  让她们摆了好一阵子69的姿势后，奥露榭暂时放开她们，只让少年恢复原本的姿势。由于彼此的脸都看得见，因此浮现在脸上的羞耻神色也更加浓厚。一边沾满精液，一边沾满爱液。这的确很令人害羞。然而奥露榭不会就此罢手，她再度让两人靠近，硬是将肉棒塞进肉穴里。至今仍持续喷出精液的肉棒紧紧地抵住肉穴的入口。

  　ひとしきり６９させた後、一度離して少年だけ上下を元に戻す。互いの顔が見えるようになったせいでその顔に浮かぶ羞恥の色が一層濃くなる。方や精液まみれ、方や愛液まみれだ。確かにこれは恥ずかしい。だが、オルシェがそこで止まるわけもなく、２人を再び近付けてちんぽをまんこに無理やり充てがう。未だに精液を噴き出し続けているちんぽがまんこの入り口にピタリと当てられる。

  

  「不、不要，住手……」

  「い、いや、やめて……」

  「啊啊，不行，不行……」

  「ああ、だめ、だめぇ……」

  

  两人察觉到奥露榭打算做什么，便拼命摇头。不过，这只会让奥露榭更加兴奋。她一边喘着粗气，一边指示艾纳温族用藤蔓绑住两人，硬是将肉棒插入。

  　何をしようとしているのかに気付いてイヤイヤと首を振る２人。だが、それはオルシェを興奮させるだけだ。はぁはぁと息を荒げながら２人を蔓で縛り付けるようにアルラウネに指示し、無理やり挿入させる。

  

  「嗯啊♡」

  「んあっ♡」

  「咿呜♡」

  「ひうっ♡」

  

  两人原本就没有那么强，也没有力气抵抗，根本无法反抗。她们只能任凭艾纳温族摆布，被肉棒活塞运动，因为媚药的效果而轻易射精……

  　元々そこまで強くもなく、抵抗する力も残っていない２人には抗うすべはない。アルラウネに動かされるままにじゅぽじゅぽとピストンさせられては媚薬による効果であっさりと射精させられて……

  呃，给我等一下！！

  　って、ちょっと待て！！

  

  『奥露榭，你干嘛玩杂兵啊！！』

  『オルシェ、なに雑魚で遊んでんだよ！！』

  『咦？我没有让她们说「杂兵♡杂兵♡」啊？』

  『え？“ざーこ♡ざーこ♡”とか言わせてませんけど？』

  『我不是在说这个！？』

  『そういう話はしてねぇ！？』

  

  我们是在说要击溃推进战线的强敌吧！！

  　戦線を押し上げてる強い奴を潰すって話だったろ！！

  

  『啊。哎呀，因为有我喜欢的正太，忍不住就……』

  『あ。いやぁ、好みのショタっ子が居たもので、つい』

  『什么忍不住！』

  『つい、じゃねえよ』

  

  真是的。小兵只要用战术画面操作，总有办法应付。」

  　まったく。雑魚の方は戦術画面で操作すればどうとでもなるんだよ。

  

  『对哦。那就按照当初的预定，用半兽人袭击女骑士吧……啊，哥布林也能操纵呢。用哥布林轮奸幼女也……』

  『そうでした。じゃあ、当初の予定通りオークで女騎士を襲いますかね。……あ、ゴブリンも操れるんですね。幼女をゴブリンで輪姦というのも……』

  『够了！就算轮奸女骑士也无所谓，给我专心！！』

  『ええい、女騎士をレイプでも構わないから集中しやがれ！！』

  『我会指示哥布林轮奸，录下来。』

  『ゴブリンでの輪姦は指示して録画しておく』

  『交给你了！！那么，我要轮奸女骑士了！』

  『任せました！！じゃあ、女騎士をレイプしますかね！』

  

  ……塞丝妲刚才说了不正经的话，不过就先别管了。因为扩散魔力才是当务之急。塞丝妲将哥布林和半兽人分配给幼女，将艾纳温等女性外型的魔物分配给少年，让魔力较多的魔物突破防线，送往适当的方向。同时，她让维持战线的强悍骑士们陆续遭到孤立，逼入一对一的状况……

  　……今、嫁が碌でもない事を口走ったのは聞かないでおく。魔力の拡散の方が急務だからな。セスタはゴブリンやオークを幼女に、アルラウネなどの女性形魔物を少年に割り当てながら、魔力が多めの魔物を突破させて適切な方向に送り出していく。同時に戦線を維持している強い騎士達を次々と孤立させていき、１対１ができる状況に追い込んで……

  

  『啊，触手持有的幼女型魔物，也可以用来袭击年长的大姐姐哦。』

  『あ、触手持ちの幼女型魔物は年上のお姉さんを襲うのに使ってもいいですよ』

  『嗯。』

  『ん』

  『喂——！？』

  『おおいっ！？』

  

  塞丝妲也太从容了吧。她不仅分配了适当数量的魔物，避免留在现场的魔力过多，还回应了奥露榭的要求，只能说真不愧是塞丝妲……

  　余裕ありすぎだろ。その場に留まる魔力が多くなり過ぎないように適切な数の魔物を割り振ってる上にオルシェのリクエストにも応えてるのは流石の一言だが……

  

  『啊，中年骑士就先跳过。』

  『あ、中年はパスで』

  『嗯，歼灭。』

  『ん、殲滅する』

  

  呜哇，支撑战线的中年骑士瞬间就被歼灭了。拜此所赐，战线全面崩溃，魔物们开始顺利地移动。除了魔力量较少、像在强暴的哥布林，以及与女骑士对峙的半兽人以外。喂，干脆让战斗结束不就好了？

  　うわ、戦線を支えてた中年の騎士が一瞬で殲滅されたし。おかげで戦線は総崩れで魔物たちは順調に移動を開始できている。レイプしてるゴブリンみたいな一部の魔力量の少ない魔物と、女騎士と対峙してるオークを除いて。なあ、もう終わらせてよくねえ？

  

  『你在说什么啊，接下来才是重头戏哦！！』

  『なに言ってるんですか、ここからが本番ですよ！！』

  『嗯，强暴派对？』

  『ん、れいぷぱーてー？』

  

  这不是开始蹂躏了吗？这太惨了……

  　蹂躙始まってるじゃねえか。これはひどい……

 
  第８７話：蹂躙

  第87话　蹂躏

  我让移动的魔物形成人墙，确保一定程度的战斗空间。上位半兽人与孤立的女骑士对峙，双方都举着长枪互瞪。

  　移動する魔物で壁を作りながらある程度戦える空間を確保する。孤立させられた女騎士に対峙するのは上位のオーク。互いに槍を構えて睨み合っている。

  

  『加上小鸡鸡就是二枪流了呢！』

  『オークちんぽと合わせて二槍流ですね！』

  『不要创造奇怪的概念啦。』

  『変な概念を生み出してんじゃねえよ』

  

  奥尔盖尔米尔说的话虽然很那个，但实际上她的确把长枪和鸡鸡都加进攻击里了，该说真不愧是她吗？奥尔盖尔米尔只要扯上色情，性能就会莫名提升。以为躲开长枪，却在时间差下被鸡鸡殴打，根本是恶梦。

  　言ってる事はアレだが、実際に槍と合わせてちんぽも攻撃に組み込んでるんだから流石と言うか何と言うか。ほんとオルシェはエロが絡むと無駄にスペック上がるよな。槍を避けたと思ったら時間差でちんぽに殴られるのは悪夢でしか無い。

  魔物人墙的另一头，魔力量少得像哥布林的魔物聚集起来，轮奸幼女。这是塞丝妲的指示。幼女的前后都被哥布林的鸡鸡塞进去，痛苦地……

  　魔物の壁の向こうではゴブリンのような魔力量の少ない魔物が寄って集って幼女をレイプしている。こっちはセスタの指示によるものだ。幼女は前後からゴブリンのちんぽをねじ込まれ、苦悶に……

  

  『好舒服。』

  『悦んでる』

  『为什么啊！』

  『なんでだよ！？』

  

  嗯，她好像在主动扭腰耶？

  　うん、なんか自分から腰振ってねえ？

  

  『毕竟她平常就和外表像哥布林或半兽人的大人物做嘛～』

  『まあ、普段からゴブリンやオークみたいな容姿のお偉いさんを相手にしてますからねー』

  『圣教国烂透了。』

  『最悪だな、聖教国』

  

  她在哥布林身上扭腰，还主动用屁股撞击从背后插进来的半兽人的鸡鸡……

  　ゴブリンの上で腰を振ってたり、背後からちんぽをねじ込んでるオークに自分から腰を打ち付けてたり……

  呃，不过，既然她觉得舒服，那就算了吧？

  　いや、まあ、悦んでるから良いのか？

  

  『双手被抓住，被人从背后突刺，自己也用腰顶回去的幼女，不觉得超棒的吗！！』

  『両腕を掴まれてバックから突かれながら自分も腰を打ち付ける幼女とか最高じゃないですかね！！』

  『你一说感觉就变得很糟糕了。』

  『お前が言うとなんかダメそうな気がしてくるよな』

  『好过分！？』

  『酷いっ！？』

  

  这是你平常的所作所为吧。

  　日頃の行いだな。

  然后，问题在于女骑士那边。她正在和拿着长枪的高阶半兽人对峙……

  　で、問題は女騎士の方だ。槍を持った上位のオークと対峙してるわけだが……

  

  『好啦、好啦，差不多该死心了吧？』

  『ほら、ほら、そろそろ観念したらどうですかね？』

  

  奥露榭喜孜孜地操纵着半兽人，女骑士则是一味防守。其他骑士几乎都压制完毕了，所以奥露榭操纵着半兽人，像是在享乐般不断殴打女骑士……用鸡鸡。

  　嬉々としてオークを操るオルシェに防戦一方だ。他の騎士たちの制圧はほぼほぼ完了しているのでオルシェはオークを操ってお楽しみとばかりに女騎士を殴り続けている。……ちんぽで。

  

  「唔……我是圣骑士，不会受辱，杀了我！！」

  「くっ……私は聖騎士だ。辱めは受けん、殺せ！！」

  

  好老套啊。难道女骑士的灵魂刻着这句话吗？……奥露榭？

  　テンプレだな。女騎士は魂にこの言葉が刻まれてたりするのか？……オルシェ？

  

  『我是无辜的哦！！我什么都不知道哦！！』

  『無実ですよ！！知りませんよ！！』

  

  哎，就算是奥露榭，也不会做到那种地步吧……不会吧？

  　まあ、流石にオルシェでもそこまではしないか。……しないよな？

  

  『没事的，只是偶然。』

  『大丈夫、ただの偶然』

  『这样啊，是我多虑了吗？』

  『そうか、考え過ぎだったか』

  『等一下，你对待我的态度跟对待她不一样耶！！』

  『ちょっと、私の時と対応が違うんですけど！！』

  

  哎，这是你平常的所作所为吧。

  　まあ、日頃の行いだな。

  

  『先不说这个，圣骑士是骗人的。』

  『それはそうと、聖騎士は嘘』

  『别告诉她啊。』

  『言ってやるなよ』

  

  圣骑士是指受到神明庇佑的骑士，但是约修玛圣教国的人并没有获得神明的庇佑。也就是说，她自称圣骑士。

  　聖騎士とは神の加護を受けた騎士の事だ。だが、ヨシュマ聖教国の人間に神の加護は与えられていない。つまり、自称聖騎士という事になる。

  

  『那个国家的圣骑士是指性奴隶骑士吧。那些女孩都是被神官以仪式为名夺去贞操的见习骑士。配种挤压之类的画面很多，非常值得一看哦。在仪式中被狠狠侵犯之后，就会被当成战力兼性欲处理奴隶，被带着到处跑呢～不过就算不是骑士，也会被当成性欲处理奴隶就是了。』

  『あの国の聖騎士は性奴隷騎士の事ですね。騎士見習いが儀式と称して神官に処女を散らされた娘たちです。種付けプレスとか多くて見応え十分ですよ。儀式で散々犯された後は戦力兼性欲処理奴隷として連れ回される感じですね～。まあ、騎士じゃなくても性処理はさせられるんですけど』

  『糟透了！？』

  『最悪だ！？』

  『应该是棒透了吧？』

  『最高の間違いでは？』

  『……最糟的是你这个没用女神。』

  『……最悪なのはお前の駄女神っぷりだったわ』

  『好过分！？』

  『酷いっ！？』

  

  过分的是你的思考方式。

  　酷いのはお前の思考だよ。

  不过，不管什么时候听，约修玛圣教国的神官都很糟糕啊。是说，那些家伙到底在哪里？

  　しかし、いつ聞いてもヨシュマ聖教国の神官は酷いな。というか、あいつらどこに居るんだ？

  

  『嗯，那个国家的神官只是没有任何能力的政治家嘛～大概是在后方耀武扬威吧？』

  『まあ、あの国の神官は何の能力もないただの政治家ですからね～。後方で威張り散らしてるんじゃないですかね？』

  『真是差劲。』

  『最低だな』

  

  毕竟治愈是术式魔术师的工作嘛。神官只是使用魔道具假装引发奇迹，要是没有魔道具就只是普通人。听说在这种战斗中，他们通常都会在最后方耀武扬威。不，指挥官待在最后方这件事本身是正确的，但如果只是在耀武扬威，还不如不要在场。

  　まあ、治癒は術式魔術師の仕事だからな。神官は魔道具使って奇跡を起こせるフリしてるだけで、魔道具がなければただの人だ。こういう戦いの時にはいつも最後方で威張り散らしてることが多いらしい。いや、指揮官が最後方に居る事自体は正しいんだが、ただ威張り散らしてるだけなら居ない方がマシだ。

  结果，前线的骑士就变成慰安品了。

  　で、その結果こうして前線の騎士は慰みものになってるわけで。

  

  「太、太卑鄙了……」

  「く、卑劣な……」

  

  女骑士一边被鸡鸡打，一边瞪着半兽人。不过，我说啊……

  　ちんぽに打たれながらもオークを睨みつける女騎士。けど、なあ……

  

  『爱液流出来了。』

  『愛液垂れてる』

  『别说了。』

  『言うなよ』

  

  她的眼睛紧盯着鸡鸡不放耶。

  　ちんぽに目が釘付けなんだよなあ。

  

  「快、快杀了我，我、我才不想被当成泄欲的工具……」

  「は、早く殺せ、な、慰みものになんか……」

  

  她手上已经没有刚刚还在挥舞的长枪，马匹也不在身边，女骑士失去抵抗的手段，一屁股跌坐在地。虽然这是老梗了。

  　さっきまで振り回してたランスも既に手には無く、馬も居ない。抵抗する手段も失って尻餅をつく女騎士。定番だけどさぁ。

  

  『没穿。』

  『はいてない』

  『是为了随时都能做爱吧～？』

  『いつでもヤれるようにですかねー？』

  『最近被年轻女孩抢走性处理的角色，欲求不满。』

  『最近、若い娘に性処理役を取られて欲求不満』

  『别念出隐藏在状态资讯里的秘密啦！』

  『ステータスの秘匿情報を読み上げるのは止めてさしあげろ！？』

  

  嗯，上面写得一清二楚。

  　うん、バッチリ書いてあるんだよなぁ。

  这个女骑士十五岁，比其他女孩稍微年长。可能是因为已经有两个女儿，最近似乎很久没做过了。

  　この女騎士、１５歳で若干他の娘たちよりも年上だからな。既に娘も２人居るからか、最近ご無沙汰だったらしい。

  这个世界几乎没有处女厨，但没怀孕过的厨还满多的。

  　この世界、処女厨はほとんど居ないが妊娠未経験厨は割と多いからな。

  顺带一提，她们不是已婚，而是连自己生下的女儿是谁的孩子都不知道。那个国家真的很糟糕。

  　ちなみに既婚者とかではなく生まれた娘も誰の子供かも判らないらしい。ホントに酷いなあの国。

  

  『状态资讯上显示，第一个是被我夺去处女的神官，第二个是被我强奸时的奴隶女孩呢～』

  『ステータス上では一人目は処女を奪った神官、二人目はレイプショーをやった時の奴隷の娘になってますねー』

  

  ……嗯，只要有神圣魔法，就能立刻知道是谁的孩子。不知道的话，该说是无法使用神圣魔法的圣教国特有的问题吗？

  　……うん、神聖魔法があれば一発で誰の子か判るんだよなー。判らないのは神聖魔法が使えない聖教国特有の問題と言うか。

  

  『知道的话，感觉也挺扫兴的呢～』

  『判っちゃうのもそれはそれで興醒めですけどねー』

  『别扫兴啦。』

  『興醒めとか言うな』

  

  这个没用女神……

  　この駄女神は……

  而且，奥露榭在说这些话的同时，也没有停下玩弄女骑士的手。她就只有这方面特别优秀。真希望她能在工作上发挥这种能力。

  　そして、そんな話をしながらもオルシェは女騎士を嬲る手を止めない。こういうのばっかり優秀なんだよな。その能力をもっと仕事で発揮してほしい。

  

  「啊……」

  「あ……」

  

  被半兽人推倒后，鸡鸡一碰到女骑士的穴穴，她抵抗的力量就急遽下降了。啊，这下子没救了。

  　オークに押し倒されてちんぽがまんこに触れた途端、女騎士の抵抗する力が急激に下がった。あ、駄目なやつだ、これ。

  

  『你赢不了鸡鸡哦。』

  『おちんぽには勝てなかったよ？』

  『这我无法否认……』

  『否定できないやつだな……』

  

  毕竟她的身体真的在享受嘛。

  　実際、身体が悦んじゃってるからなぁ。

  

  『小妹妹在啾啪啾啪地吸着。』

  『おまんこちゅぱちゅぱしてる』

  『感觉她会主动把鸡鸡吸进去呢～』

  『なんか自分からおちんぽ吸い込みそうな勢いですねー』

  『这下惨了。』

  『これはひどい』

  

  女骑士的手臂被压住，只有腰部在讨好鸡鸡。鸡鸡前端在浅处进进出出，女骑士每次都会变得呼吸急促。

  　腕を押さえられたまま、腰だけがちんぽに媚を売っている。先端が浅い所に出たり入ったりして、その度に女騎士の息が荒くなっていく。

  

  「唔……快点给我个痛快……（快点侵犯我！）」

  「く、ぅ、ひと思いに……（早く犯して！！）」

  

  她的心声泄漏出来了。

  　心の声がダダ漏れである。

  

  『再等一下下哦～』

  『もーちょっとまってくださいねー』

  

  不过，奥露榭没有立刻插入，而是单手抓住女骑士的双手，指示半兽人将她吊在半空中。接着，她用空着的那只手扒下胸铠。

  　けど、オルシェはすぐには挿入せずに女騎士の両腕を片手で掴んで空中に吊るすようオークに指示を出す。そして、空いた方の手で胸鎧を剥ぎ取らせた。

  

  『圣教国的女骑士铠甲，胸部的部分可以轻易扒下来哦。』

  『聖教国の女騎士鎧は胸の部分が簡単に剥がれるようになってるんですよ』

  『这样不行吧！』

  『ダメだろそれ！？』

  

  女骑士稍微使力，胸口到腹部一带的衣物便轻易地被剥开，露出小巧的胸部。女骑士的脸颊染上羞耻之色，从淫笑着的半兽人视线中别开目光。

  　ちょっと力を込めたら簡単に胸からお腹辺りまでの部分が剥がれて慎ましい胸が顕になる。女騎士の頬が羞恥に染まり、ニヤニヤと厭らしく嗤うオークの視線から目を逸らす。

  

  『我也来疼爱一下你的胸部吧——』

  『お胸も可愛がってあげますねー』

  

  然而，奥露榭却毫不留情地指示半兽人用手指揉捏胸部。

  　だが、オルシェは容赦なく胸を指でこね回すようオークに指示を出す。

  

  「咕、嗯♡」

  「く、んっ♡」

  

  半兽人那细腻到不像半兽人的动作，让女骑士的腰开始扭动。爱液从双腿之间滴落，阴道口阵阵痉挛。

  　オークとは思えないほど繊細なその動きに女騎士の腰がくねり始める。ぽた、ぽたと愛液が脚を伝って地面に落ち、膣口がヒクヒクと痙攣する。

  

  『嗯呵呵——动作不错呢——』

  『んっふふー、いい動きですねー』

  

  奥露榭用肉棒拍打着裸露的腹部。

  　ちんぽでむき出しのお腹をペチペチと嬲らせるオルシェ。

  女骑士虽然摆动着双腿，但与其说是抵抗，看起来更像是想用双腿缠住半兽人的腰，将肉棒吞进体内。

  　女騎士は脚をばたつかせるが、抵抗するどころかどうにかオークの腰に絡めてちんぽを飲み込もうとしている様にしか見えない。

  

  『差不多该放过她了吧。』

  『そろそろ許してやれよ』

  『嗯——再一下下就好——』

  『んー、もうちょっとですかねー』

  

  奥露榭似乎在等待着什么，坚持不发出插入的指示。

  　何かを待っているのか、頑なに挿入させる指示を出そうとしないオルシェ。

  

  「快、快点，快把肉棒插进来！！」

  「は、はやくっ、早くおちんぽねじ込んでぇっ！！」

  

  女骑士终于忍不住，发出央求插入的声音。原来是在等这个啊。

  　ついに耐えれなくなったのか女騎士が挿入をねだる声を上げる。これを待ってやがったのか。

  

  『嗯呵呵——做得很好。我现在就插进去——』

  『んふふー、よくできました。いま挿れてあげますからねー』

  

  奥露榭一边这么说，一边指示半兽人插入。收到指示的半兽人仿佛反映出奥露榭的心情般嗤笑一声，将鸡鸡放到蜜壶上后，松开了双手。本以为失去支撑的女骑士会摔下来，没想到她灵巧地用双腿缠住半兽人的腰，将鸡鸡吞了进去。

  　そう言いながらオークに挿入を指示するオルシェ。指示を受けたオークはオルシェの心情を反映したかのように嗤うと、ちんぽの上にまんこを乗せたところで腕を放す。支えを失った女騎士は落下するかと思いきや器用に脚をオークの腰に絡めてちんぽを飲み込んでいく。

  

  「嗯哈♡来了♡」

  「んはぁっ♡キタッ♡」

  

  女骑士将半兽人的鸡鸡吞到几乎要胀破肚子，同时发出欢愉的声音。她将获得解放的双手绕到半兽人的脖子上，一心一意地贪求着快乐。

  　お腹が膨らむほどにオークのちんぽを飲み込みながら快楽の声を上げる女騎士。解放された両腕をオークの首に回して一心に快楽を貪る。

  

  「啊，哈♡好棒，鸡鸡好棒♡」

  「あ、はっ♡いい、おちんぽ良いっ♡」

  

  明明连子宫内都塞满了，女骑士却不仅没有感到痛苦，反而发出欢愉的声音。

  　膣内だけには収まりきらずに子宮内にまで届いているというのに苦しむどころか快楽の声を上げる女騎士。

  

  『是即坠2格呢——』

  『即落ち２コマでしたねー』

  『不愧是性奴骑士。』

  『流石は性奴隷騎士』

  『算、算了，既然她乐在其中就好。』

  『ま、まあ、悦んでるなら良いか』

  

  嗯，比起心痛，这样比较好呢。

  　うん、まあ、痛ましいよりは良いよね。

  

  『榭菈小姐嘴上这么说，却也把手指伸向了蜜壶呢。』

  『と、言いながらシエラさんもおまんこに指を伸ばしてるじゃないですか』

  『呜……』

  『う……』

  『公主殿下，要用跳蛋吗？』

  『姫さま、ローター使う？』

  『不、不用……』

  『つ、使わない……』

  

  唔……

  　くぅ……

  呃，那个，该怎么说呢。因为蜜壶里只有塞玩具，所以有点欲求不满……

  　いや、その、なんだ。まんこにはおもちゃしか挿れてなかったから、ちょっと欲求不満で……

  呃，你让我说了什么啊！！

  　って、何言わせるんだ！！

  

  『不要紧，我有录下来哦。』

  『大丈夫、録画してますよ』

  『什么不要紧啊！？』

  『何も大丈夫じゃねえっ！？』

  『一边看色情视频一边自慰的淫乱幼女女神，大概就是这种感觉吧～』

  『エロ動画を見ながらオナニーする淫乱幼女女神、って感じですかねー』

  『没问题，如果是公主大人的，一定卖得出去。』

  『大丈夫、姫さまのなら売れる』

  『那是什么意思啊，琉尼小姐！！？』

  『それどういう意味ですかリュネさんっ！！？』

  

  啊，踩到奥露榭的心灵创伤了呢，塞丝妲。嗯，也是啦，毕竟贩卖数量是0嘛。

  　あ、オルシェのトラウマを踏み抜いたな、セスタ。うん、まあ、販売数０件だったしなぁ。

 
  第８８話：想定外の事態

  第88话　意料之外的事态

  「啊、哈♡」

  「か、はっ♡」

  

  小鸡鸡被顶进子宫的女骑士痛苦地吐气。每当半兽人那根大到足以改变腹部形状的鸡鸡进出，她的肚子就会膨胀或萎缩到难以置信的地步。不管什么时候看，我都觉得那样居然没死。

  　ちんぽを子宮にまでねじ込まれた女騎士が苦しげに息を吐く。お腹の形が変わるほどにでかいオークのちんぽが出入りする度にありえないほどお腹が膨らんだり萎んだりする。いつ見ても思うんだが、あれでよく死なないよな。

  

  『幼女因为色色而死，根本不可能嘛。』

  『幼女がエッチで死ぬなんてありえないですよね』

  『你的那种思考方式才不可能。』

  『お前のその思考がありえねえよ』

  

  呃，没死是好事，不过说到底，应该要避免她受害吧……

  　いや、死なないのは良いことではあるんだが、そもそも被害に遭わないようにするとかだな……

  

  『不受害的话，不就看不到幼女被强暴了吗！』

  『被害に遭わないと幼女のレイプが見れなくなるじゃないですか！！』

  『糟透了，你这个没用女神！』

  『最悪だ、この駄女神！？』

  

  为什么这种人会当女神啊……

  　なんでこんなのが女神やってるんだろうな……

  

  『15岁不是幼女。』

  『１５歳は幼女ちがう』

  『嗯，虽然不是幼女，但还在容许范围内！』

  『まあ、幼女ではありませんが許容範囲ではありますね！』

  

  我正对女神的善性抱持疑问，塞丝妲就从其他方面吐槽。呃，的确，在这个世界15岁就算成人了。

  　女神の善性に疑問を抱いていたらセスタから別方面のツッコミが入る。いや、確かにこの世界じゃ１５歳は成人だが。

  话说回来……

  　っていうか……

  

  『你的意思是，如果不是在容许范围内就会死吗？』

  『それ、許容範囲じゃなかったら死ぬって言ってるか？』

  『咦？那么大的鸡鸡插进来还没死，不是很奇怪吗？』

  『え？あんなでかいおちんぽねじ込まれて死なないのはおかしくないですか？』

  『你讲的不是同一件事吧！』

  『言ってることが違ぇ！？』

  

  不能设法让她对那个幼女以外的人严格一点吗……

  　その幼女以外に厳しいのはどうにかならんのか……

  

  『所以，我对正太也很温柔。』

  『だから、ショタにも優しいですって』

  『没什么差别吧！』

  『あんまり変わんねえよっ！？』

  

  只是多了个正太，能有什么改变……

  　ショタが増えた程度で何が変わるというのか……

  

  『啊，先不说这个了，嘴巴又不乖了……』

  『っと、そんなことよりもお口がお留守ですよ……っと』

  

  奥露榭把我的疑问当作“这个”，干脆地略过，开始操作新的控制台。收到她的指示，周围的一只哥布林把鸡鸡伸向女骑士的脸。

  　俺の疑問を“そんなこと”とさっくり切り捨てながら新たにコンソールを操作するオルシェ。その指示を受けて周りに居たゴブリンの１体がちんぽを女騎士の顔に突きつける。

  

  「啾♡」

  「ちゅっ♡」

  

  女骑士主动亲吻出现在眼前的鸡鸡。到底是被调教成什么样子了。

  　そして目の前に現れた新しいちんぽに自分から口付けをする女騎士。どんだけ仕込まれてんだよ。

  

  『咦？榭菈小姐看到鸡鸡伸到眼前，也会亲上去吧？』

  『え？シエラさんも目の前におちんぽ出されたら口付けしますよね？』

  『才不会！？』

  『しねえよっ！？』

  『这里有证据视频哦？』

  『ここに証拠映像がありますが？』

  『呜……』

  『うぐ……』

  『公主殿下舔得很开心呢。』

  『姫さま、美味しそうに舐めてる』

  『呜……』

  『ぐぅ……』

  

  不、不是，那个，那是礼仪，应该说……

  　い、いや、まあ、それは礼儀、というか……

  

  『对吧？』

  『ですよね？』

  『不是，女儿亲吻父亲的鸡鸡只是礼仪……』

  『いや、娘が父親のちんぽに口付けするのが礼儀というだけでだな……』

  『嘿嘿嘿。』

  『にやにや』

  『你在笑什么！？』

  『なに笑ってやがる！？』

  『嗯。我也想亲公主殿下的鸡鸡。』

  『ん。私も姫さまのおちんぽにキスしたい』

  『为什么啊！？』

  『なんでだよ！？』

  『干爹？』

  『義理の父様？』

  

  呃，是没错啦。

  　いや、そうだけどさあ。

  吐槽都跟不上了……

  　ツッコミ、追いつかねぇ……

  

  『榭菈小姐比起被舔，更喜欢舔人呢。』

  『シエラさんは舐められるより舐める方が好きですもんね』

  『你这说法！？』

  『言い方！？』

  

  奥露榭仗着我吐槽不上来，擅自乱说一通。

  　俺のツッコミが追いつかないのを良いことに好き勝手言い放つオルシェ。

  话说回来，这样听起来，简直像是我自愿这么做的……

  　と言うかそれじゃあ、まるで俺が好きでやってるようじゃ……

  

  『咦？你是心不甘情不愿地在做这件事吗？』

  『え、嫌々やってたんですか？』

  

  我不会说我不甘愿啦……

  　嫌とは言わないけどさぁ……

  

  『你们两个，魔力扩散差不多要结束了。』

  『ふたりとも、そろそろ魔力拡散が終了する』

  

  就在我们如此交谈时，大部分的魔物都抵达了目的地，在那里散布魔力。这样一来，魔物们也完成了任务……

  　そんなやり取りをしているうちに大半の魔物が目的地にたどり着き、そこで魔力をばら撒く。これで魔物たちも役目を終えて……

  

  『这样就能专心强暴女骑士了！！』

  『これで女騎士のレイプに集中できますね！！』

  『喂！？』

  『おぉいっ！？』

  

  不，魔物的任务已经结束了……

  　いや、もう魔物の役目は終わって……

  

  『半兽人在让女骑士怀孕之前是不会停下来的！！』

  『オークは女騎士を孕ませるまで止まらないんですよ！！』

  『不会停下来的只有你吧！？』

  『止まらねえのはお前だっ！？』

  

  这个没用女神还是一样过分。再怎么说，既然任务已经结束了，就该结束……

  　相変わらず酷いなこの駄女神。流石に役目を終えたんだから終わりに……

  我本来是这么想的。

  　と思ったんだが。

  

  『其实，预告视频已经公开了……』

  『実は、もう予告動画を公開してまして……』

  『……啥？』

  『……は？』

  『现在停止拍摄会造成这种程度的损失……』

  『今撮影を止めると損失がこの位……』

  『……真拿你没办法。』

  『……仕方ねぇな』

  

  嗯，损失可不好。

  　うん、損失は良くないな。

  

  『公主大人，你对金钱没抵抗力？』

  『姫さま、お金に弱い？』

  『注意你的说法……』

  『言い方……』

  『榭菈是只要有钱赚就会脱的女孩哦！！』

  『シエラさんはお金の為なら脱げる子ですよ！！』

  『注意你的说法！？』

  『言い方っ！？』

  

  不，她的确脱了没错。

  　いや、確かに脱いだけどさぁ。

  呃，现在不是做这种事的时候。

  　ってそんな事してる場合じゃなかった。

  

  『好了，奥露榭，快点开始吧！！』

  『ほらオルシェ、さっさと始めるぞ！！』

  『公主大人是哥布林。』

  『姫さまはゴブリン』

  

  「再不快点拍的话，发售日就要赶不上了吧」我催促着奥露榭，塞丝妲则把哥布林的控制台递给了我。

  　早く撮影しないと発売日に間に合わないだろ、とオルシェを急かしていたらセスタが俺にゴブリンのコンソールを渡してくる。

  

  『……啊？』

  『……は？』

  『这个』

  『これ』

  

  为什么我非得操作哥布林不可啊？正当我准备抗议的时候，塞丝妲在空中投影出了新的影像。投影出来的影像……

  　なんで俺がゴブリンを操作しなければならんのか。そう抗議しようとしたらセスタが空中に新たな映像を投影する。そこに映っていたのは……

  

  『啊、啊哈哈，其实视频是同时发售两部的哦～』

  『あ、あはは、実は動画、２本同時発売なんですよね～』

  『开什么玩笑！？』

  『ふざけんなっ！？』

  

  也就是说，要我拍哥布林轮奸幼女的视频吗？

  　つまり何か、ゴブリンに幼女が輪姦される動画を撮れ、と？

  

  『没关系的，女孩子很享受哦』

  『大丈夫ですよ、女の子は悦んでますから』

  『……这不行吧？』

  『……それ、駄目じゃね？』

  『欸？』

  『へ？』

  『你看看标题』

  『タイトル読んでみろよ』

  『～被哥布林们侵犯的幼女，被强行怀上异形之子～是吗？』

  『～ゴブリン達に犯される幼女、無理やり孕まされる異形の子～ですか？』

  『哥布林反而被侵犯了啊？』

  『むしろゴブリンが逆レされてるが？』

  『……啊』

  『……あ』

  

  硬要说的话，应该是“侵犯哥布林们的幼女，强行怀上异形之子”才对。

  　どっちかと言うと“ゴブリン達を犯す幼女、無理やり孕む異形の子”だよな。

  

 
  第８９話：いい考えがある（お約束）

  第89话　我有个好主意（老套）。

  『怎怎怎、怎么办！？』

  『どどど、どうしましょう！？』

  『我有个好主意。』

  『俺にいい考えがある』

  『那肯定是会失败的主意吧！？』

  『それ絶対失敗するやつですよね！？』

  

  真没礼貌。我可是因为奥露榭很困扰，所以才想帮她一把的。这跟那个平胸的人的那件事可不一样哦。呃，虽然她的胸部确实很平啦。

  　失礼な。オルシェが困ってるから助け舟を出してやろうというのに。ぺったんこの人のアレとは違うぞ？いや、まあ、胸はぺったんこだけどさ。

  

  『那你就说说看啊！！』

  『じゃあ、言ってみてくださいよ！！』

  『奥露榭钻进幼女的身体里，然后被侵犯。』

  『オルシェが幼女の中に入って犯される』

  『我才不要！？』

  『嫌ですよっ！？』

  『就是因为不要，所以才好啊？』

  『嫌だから良いんだろ？』

  『现在不需要这种文字游戏啦！？』

  『そういう言葉遊びは今は要らないんですよっ！？』

  

  哎，严格来说，是即时准备一个幼女的身体，然后将奥露榭的意识传送到里面。这算是我所使用的几个复制身体的简易版。

  　まあ、厳密には幼女ボディをインスタントに用意してそこにオルシェの意識を転送するわけだ。俺が使ってるいくつかの写し身の簡易版だな。

  

  『为什么我非得做那种事不可啊！！』

  『なんで私がそんな事しないといけないんですか！！』

  『赶不上发售日也没关系吗？』

  『発売に間に合わなくてもいいのか？』

  『榭菈小姐也可以吧！！』

  『シエラさんでも良いじゃないですか！！』

  『说到底，这本来就是你的错吧！！别再耍任性了，快点去！！』

  『そもそも、お前のせいだろうが！！我儘言ってないでとっとと行け！！』

  『不——要——！！』

  『いーやー！！？』

  

  我将制作包装盒时使用的摄影用幼女身体拿来用，即时生成一个幼女。然后，二话不说地将奥露榭的意识传送到里面。虽然有点强硬，但因为没有时间，所以也没办法。

  　パッケージを作る時に使った撮影用幼女ボディを流用してインスタントに幼女を生成する。そして、そこにオルシェの意識を問答無用でぶち込む。ちょっと強引だが時間がないから仕方ない。

  

  「请不要过来！！不——要——！！」

  「来ないでください！！いーやー！！」

  

  确认奥露榭的意识进入幼女身体后，我让哥布林去攻击装着奥露榭的幼女。因为是生成成手无缚鸡之力的幼女，就算奥露榭在里面，应该也无法抵抗哥布林……我原本是这么想的。

  　オルシェの意識が入ったのを確認して、オルシェ入りの幼女の所にゴブリンを向かわせる。非力な幼女として生成したのでオルシェが入っていてもゴブリンに抵抗はできないだろう。……と、思ったんだが。

  

  『公主大人，好像不行。』

  『姫さま、ダメっぽい』

  『是啊……』

  『だなぁ……』

  

  怎么回事？里面的人变成奥露榭之后，就散发出一种遗憾感……

  　なんだろう、中身がオルシェになった途端に漂う残念感が……

  

  『这样的话，被哥布林逆奸的幼女还比较好。』

  『これならゴブリンを逆レイプする幼女の方がマシ』

  『就是啊……』

  『だよなぁ……』

  『好过分！！这样我不就白白被侵犯了吗！！啊咿♡』

  『酷いですよ！！私、犯され損じゃないですか！！あひっ♡』

  『……』

  『……』

  

  那么，该怎么办呢？

  　さて、どうしようか。

  总之先不管奥露榭，现在去找可能会讨厌的幼女吗？

  　とりあえずオルシェは放置するとして、今から嫌がりそうな幼女を探すか？

  

  『公主大人，加油。』

  『姫さま、ファイト』

  『……喂。』

  『……おい』

  

  我正在烦恼该怎么办时，塞丝妲指着她新复制生成的幼女身体……要我进去吗？

  　どうしたものかと悩んでいたらセスタが新しくコピーして生成した幼女ボディを指差した。……俺に入れ、と？

  

  『可是，这样下去的话，发售就无望了。』

  『でも、このままだと発売が絶望的』

  『……』

  『……』

  

  ……没办法。因为我想避免陷入资金不足的窘境。既然奥露榭派不上用场，就只能由我上了。

  　……仕方ない。資金不足に陥るのは避けたいからな。オルシェが役に立たない以上は俺がやるしか無い。

  

  『准备好了。』

  『準備できた』

  『哦、哦。』

  『お、おう』

  

  我将意识移至塞丝妲创造的幼女身体。意识进入的同时，哥布林就袭击过来。哥布林的臭东西抵到我面前……

  　セスタが創った幼女ボディに意識を移す。意識が入るのと同時に襲いかかってくるゴブリン。ゴブリンの臭いモノが突きつけられ……

  

  「为什么哥布林的小鸡鸡会有花香啊！！」

  「なんでゴブリンのちんぽからフローラルな香りがするんだよ！！」

  

  飘散出的味道完全超乎想象，害我忍不住吐槽。为什么会是这种味道啊！！

  　想像していたのとは斜め下の匂いが漂ってきてついツッコミを入れてしまう。なんでこんな匂いなんだよ！！

  

  『因为，被臭鸡鸡侵犯的幼女太可怜了嘛。』

  『だって、臭いちんぽで犯される幼女が可哀想じゃないですか』

  『就算是这样，也不该是这种味道吧！！』

  『だからってこの香りはないだろ！！』

  『公主殿下，重来。』

  『姫さま、リテイク』

  『……哦。』

  『……おう』

  

  嗯，算了，重来吧。

  　うん、まあ、やり直しだな。

  

  「不、不要……」

  「や、やめて……」

  

  既然知道是花香，那就有办法应付了。我皱着眉头，装出闻到臭味的样子，慢慢后退，试图逃离哥布林。然而，预先配置在后方的哥布林早已严阵以待。当然，无力的幼女根本无法抵抗，一下子就被抓住，按倒在地。这时，哥布林们接二连三地聚集过来。它们从左右两边将鸡鸡抵在我身上，这股味道……花香浓到这种程度，一般人都会受不了。感觉就像坐在电车里，旁边坐着一个喷了刺鼻香水的贵妇。不过，现在坐在旁边的却是哥布林。

  　フローラルな香りも判っていればなんとかなる。酷い臭いがする態で顔を顰め、ジリジリとゴブリンから逃げようと後退る。だが、後ろには予め配置していたゴブリンが待ち構えている。当然、非力な幼女では抵抗もできずにあっさりと捕まり組み伏せられてしまう。そこに次々と集まってくるゴブリン達。左右からちんぽを突きつけられ、その匂いが……フローラルな香りもここまでガッツリ匂ってくると普通に辛いな。電車の中で香水がキツイ御婦人の隣に座ったような感じだ。今は隣に居るのはゴブリンだが。

  

  「呜噗……」

  「うぷ……」

  

  哥布林硬是将鸡鸡塞进我的嘴里，然后直接将喉咙深处当成小穴侵犯。

  　ゴブリンのちんぽが無理やり口にねじ込まれる。そして、そのまま喉奥をまんこに見立てて犯される。

  

  『公主殿下，表情也很完美。』

  『姫さま、表情も完璧』

  『感觉就像被逼着闻刺鼻的香水一样……』

  『なんか、キツい香水を嗅がされてる感じでなぁ……』

  

  即使是花香，闻到这么刺鼻的味道，还是会想吐。直接闻喉咙太难受了。

  　流石にフローラルな香りでもここまでキツイと吐き気がしてくるよな。喉に直は辛い。

  

  『那么，换下一只。』

  『じゃあ、次行く』

  『等一下，太突然了吧！？』

  『ちょ、いきなり！？』

  

  喉咙深处被侵犯，背后又遭到追加的哥布林袭击。哥布林的鸡鸡猛烈地插入毫无准备的穴内，破瓜的血流了下来。

  　喉奥を犯されたまま背後から追加のゴブリンに襲われる。準備もされていないまんこにゴブリンのちんぽが勢いよく突き挿れられ、破瓜の血が流れ落ちる。

  

  「嗯嗯嗯！？」

  「んんんっ！？」

  

  突然被异物插入的感觉与痛楚令我发出惨叫。但是，侵犯喉咙深处的鸡鸡阻挠着，让我连声音都发不出来。我挣扎着想要逃走，但腰部被哥布林紧紧抓住，所以也无法如愿。不仅如此，前后都被哥布林的鸡鸡刺穿，由于双手双脚都碰不到地面的姿势，脚只能抓住哥布林的腰，手只能抓住哥布林的鸡鸡。呜，塞丝妲那家伙竟然把位置配置得这么巧妙……

  　いきなり異物をねじ込まれる感覚と痛みに悲鳴を上げる。しかし、喉奥を犯すちんぽに邪魔されて声を出すこともできない。逃れようともがくが、腰をがっちりゴブリンに掴まれていてそれも叶わない。それどころか前後をゴブリンのちんぽで串刺しにされ、両腕両脚が地面に着かない体勢なので、脚はゴブリンの腰に、手はゴブリンのちんぽに掴まるしか無い。くぅ、セスタのやつ絶妙な位置に配置しやがって……

  

  『嗯，完美。』

  『ん、完璧』

  『完美个头啦！？』

  『完璧、じゃねえよ！？』

  

  我用念话抗议，但这个无力的身体连挣脱都做不到。我被哥布林恣意玩弄，身体遭到蹂躏。一只哥布林射精，将白浊染上我年幼的身体。接着下一只哥布林出现，我失去支撑的手在空中乱抓，碰到了那只哥布林的鸡鸡，变成我替他套弄的模样。

  　念話で抗議するが、この非力な身体では抜け出すこともままならない。ゴブリンに良い様に嬲られ、身体を蹂躙される。一匹のゴブリンが射精し、幼い身体を白濁に染める。すると代わりに次のゴブリンが現れ、支えるものを失って宙を掻く手がそのゴブリンのちんぽに触れ、扱く様な形になる。

  

  「咕嘎嘎！」

  「グギャギャ！」

  「嗯嗯！？」

  「んんっ！？」

  

  嘴里含着的哥布林鸡鸡迎来极限，精液流入喉咙深处。鸡鸡被拔了出来，我终于能呼吸了。

  　口の中に入っていたゴブリンのちんぽが限界を迎え、喉奥に精液を流し込む。ずるり、とちんぽが引き抜かれ、やっとの事で息ができるようになる。

  

  「咳咳、咳咳……」

  「けほっ、けほっ……」

  「咕嘎！」

  「グギャッ！」

  「嗯噗！？」

  「んぶっ！？」

  

  然而下一瞬间，另一根鸡鸡伸了过来。太过浓郁的花香让我忍不住别过脸，但我的头被按住，被迫亲吻鸡鸡。与此同时，插入我小穴的鸡鸡膨胀起来。

  　しかし次の瞬間には代わりのちんぽが差し出される。あまりにも濃いフローラルな香りについ顔を背けるが、頭を押さえつけられて無理やりちんぽにキスをさせられる。そうしているうちにまんこにねじ込んでいるちんぽが膨らんでくる。

  

  「不、不要……」

  「い、いやっ……」

  「嘎嘎！！」

  「ギャギャっ！！」

  「嗯嗯嗯嗯嗯嗯♡」

  「んんんんんんっ♡」

  

  鸡鸡以几乎要发出「啪」一声的气势猛烈地插入深处，迎来射精。摩擦阴道壁的感觉让我的声音增添了几分妖艳，下一瞬间，大量的精液流入阴道深处。

  　パンッ、と音が出る程勢いよく奥まで突き挿れ、射精を迎える。膣肉が擦れる感覚に艶が乗った悩まし気な声が漏れ、その次の瞬間、大量の精液が膣奥に流し込まれる。

  

  「啊、啊啊……」

  「あ、ああ……」

  

  精液的量太多，我的肚子像孕妇一样鼓了起来。不，我这是怀了哥布林吧。太快了吧！？

  　あまりの量の精液にお腹が妊婦のように膨らむ。いや、これ、ゴブリンを妊娠してるな。早すぎるだろ！？

  

  「小宝宝……」

  「あかちゃん……」

  

  哥布林拔出鸡鸡的同时喷出大量精液，哥布林的幼体也同时接连出生。转眼间，发育到一定大小的哥布林幼体开始吸吮我幼小的胸部，吸起喷出的母乳。

  　ゴブリンがちんぽを引き抜くと同時に大量の精液が噴き出し、同時にゴブリンの幼体が次々と産まれ出る。そして瞬く間にある程度の大きさに育ったゴブリンの幼体は、幼い胸に吸い付き噴き出した母乳を吸い始める。

  但是，还来不及对这个事实感到绝望，哥布林的鸡鸡就再次塞进她的嘴巴和小穴里。就这样，她用年幼的身体不断重复怀孕和生产。如果是真正的幼女，心灵早就崩溃了吧。

  　けど、その事実に絶望する間もなく口とまんこに再びゴブリンのちんぽがねじ込まれる。そうして幼い身体で何度も何度も妊娠と出産を繰り返す。本物の幼女だったら心が壊れてるな、これ。

  

  『嗯，拍得不错。不愧是公主殿下，被强暴的眼神也很完美。』

  『ん、撮れ高おっけー。さすが姫様、レイプ目も完璧』

  『呜、呜呜……』

  『う、うう……』

  

  拍摄结束后，魔物们和速成幼女身体化为魔力消失。塞丝妲计算得刚刚好，魔力量没有问题。在奥露榭可没办法这样。

  　撮影を終え、魔物たちとインスタント幼女ボディが魔力になって消えていく。魔力量に問題が無いように計算されているのはさすがセスタだ。オルシェじゃこうは行かない。

  至于那些被哥布林和半兽人逆奸的真正幼女们，因为没有可以侵犯的对象，所以互相安慰彼此的身体。这样也很好卖。

  　ゴブリンやオークを逆レしていた本物の幼女達はと言えば、犯す相手が居なくなって互いの身体を慰め合っていた。これはこれで売れるな。

  

  『临时收入，真好赚。』

  『臨時収入、おいしい』

  『这样暂时可以轻松点了。』

  『これでしばらく楽になるな』

  

  另外，附带一提，附上奥露榭版本NG集的版本评价很差。

  　なお、おまけで付けたオルシェの入ったバージョンのＮＧ集が不評だった事を付け加えておく。

  

  『喘息的方式很随便。消音后也看不下去。花香是什么？……等等。』

  『喘ぎ方が雑。音を消してもヌけない。フローラルな香りって何？……などなど』

  『呜呀——！！』

  『むきゃー！！』

  

  虽然在别的意义上成为话题，不过大致上还算不错。

  　ちょっと別の意味で話題になってしまった感が無きにしもだが、まあ、概ね良しとしよう。

  

 
  第９０話：暴走

  第90话　失控

  「啊，哈♡再多用一点小猪鸡让我怀孕♡」

  「あ、はっ♡もっと、もっとオークちんぽで孕ませてっ♡」

  

  那是响彻神界的喘息声。是那个骑士的视频。

  　神界に響く喘ぎ声。例の騎士の動画だ。

  嗯，这个没用女神到底在播什么啊？

  　うん、何を垂れ流してるんだこの駄女神は。

  

  『咦？难得有生产场面，我想说一起看嘛。』

  『え？せっかくの出産シーンですし一緒に見ようかと？』

  『我可没有那种兴趣。』

  『そんな趣味はないが？』

  

  我一看画面，女骑士正被自己生下来的小鬼侵犯。呃，这再怎么说也太低级了吧？

  　画面を見れば女騎士が自分が産み落としたオークに犯されている。いや、流石に悪趣味が過ぎねえ？

  

  『咦？这很普通啊。』

  『え？普通では？』

  『普通是怎么定义的？』

  『普通の定義とは』

  『榭菈小姐不也总是含着自己做出来的小鸡鸡吗？』

  『シエラさんだって自分を作ったおちんぽをいつも咥え込んでるじゃないですか』

  『注意你的说法！』

  『言い方！？』

  

  呃，不过，这我倒是无法否认。但你注意一下说法好吗？

  　いや、まあ、そこは否定できないんだけどさぁ。もっと言い方ってものをだな。

  

  『对了，圣教国现在怎么样了？』

  『と、そう言えば聖教国ってどうなったんだ？』

  『骑士团毁灭，正被大举进攻中。』

  『騎士団が壊滅して絶賛攻め込まれ中』

  『……啥？』

  『……は？』

  

  我完全忘了，魔物正在和圣教国的骑士们战斗。魔物已经消失了，但骑士们怎么样了？我这么一问，却得到意料之外的回答。我听塞丝妲的话一看，边境伯的军队的确开始进攻了。是打着对付魔物的名目而按兵不动的家伙吧。不过，这是……

  　すっかり忘れてたが、魔物は聖教国の騎士達と戦ってたんだよな。魔物はもう消えたが、騎士たちはどうなったんだ？と思って訊いてみたら予想外の答えが返ってきた。セスタに言われて見てみれば確かに辺境伯の軍が侵攻を開始している。魔物に対処するという名目で控えていたやつだな。けど、これは……

  

  『失控了？』

  『暴走？』

  『是啊。』

  『だな』

  

  莉娜・米尔克雷尔……是边境伯的长女吧。我记得是妾生的孩子。虽然连次女都对她敬佩不已，但她毕竟只是个十三岁的少女，果然还是个孩子。

  　リーナ・ミルクレイル……辺境伯の長女だな。確か妾腹の子だ。次女が心酔しているほどの相手だが、未だ１３歳の少女。やはりまだ子供か。

  

  『十三岁已经算是成人了。』

  『１３歳は立派な成人』

  『……是这样没错呢，这个世界。』

  『……そうだったな、この世界』

  『也可以生小孩。』

  『子作りもできる』

  『就算还没成年也可以吧……』

  『成人して無くてもできるだろ……』

  『但是无法养育。』

  『育てられない』

  『……是啊。』

  『……そうだな』

  

  这个世界对这方面还挺严格的。虽然连幼女都能安全生产，但是放弃养育小孩的惩罚却相当重。明明近亲相奸和一夫多妻都OK。

  　割とこの世界、そういうのには厳しいよな。幼女でも安全に出産できる代わりに育児放棄に対するペナルティはかなり重いんだよ。近親相姦も一夫多妻もオッケーなのに。

  

  『不过，让小孩暴露在危险中的话，就会遭到神罚呢～』

  『まあ、子供を危険に晒すと神罰が下りますからねー』

  『性行为却可以？』

  『性的には許されるのに？』

  『咦？和幼女做爱在这个世界没有危险哦。』

  『え？幼女とのセックスに危険はありませんよ、この世界』

  『……是这样没错。』

  『……そうだったな』

  

  不知为何，越是年幼就越没有危险。毕竟是奥露榭顺从欲望创造出来的世界嘛……

  　何故か幼いほど危険がない仕様なんだよな。オルシェが欲望に任せて創った世界だからな……

  

  『顺带一提，高龄产妇要自己负责。』

  『ちなみに高齢出産は自己責任です』

  『不要把二十几岁说成高龄啦。』

  『２０代を高齢って言うんじゃねえよ』

  

  真的在很多方面都有BUG。不过，嗯，毕竟是不同的世界，常识不同也是理所当然的。

  　ホント、色々とバグってるわ。いや、まあ、世界が違うから常識とかが違うのは当然ではあるんだが。

  

  『所以，要怎么做？』

  『で、どうする？』

  『……该怎么办呢～』

  『……どうしようかなぁ』

  

  再怎么说，独断专行地进攻也不太妙。在还有魔物的时候，还可以当成借口，但是魔物已经消失了。

  　流石に独断専行での侵攻は拙いよな。魔物が居るうちならまだ言い訳できない事もなかったが、もう魔物は消えたしなぁ。

  

  『要阻止吗？』

  『止める？』

  『也对，还是阻止她们比较好。』

  『そうだな、止めた方がいいなぁ』

  『嗯。』

  『ん』

  

  幸好她们还没抵达对面的城镇或村庄，现在还有办法挽回。

  　未だ向こうの町や村には到達していないのが幸いか。今ならなんとか無かったことにはできる。

  

  『阻止了。』

  『止めた』

  『好快！』

  『早っ！？』

  

  我顺着她的话看过去，只见骑士们被触手缠住了……为什么是触手？

  　言われて見てみれば騎士たちが触手に絡め取られて居た。……なぜ触手？

  

  『因为她们都是女骑士？』

  『全員女騎士だったから？』

  『这算哪门子理由！』

  『理由になってないんだが！？』

  『反正半兽人也搞过了嘛。』

  『もうオークはやったし？』

  『问题不在这里吧！』

  『そういう問題じゃねえ！？』

  

  怎么回事，感觉吐槽的对象好像加倍了耶。

  　なんだろう、ツッコミ入れる相手が倍になったような気がするんだが？

  呃，好吧，我的确是轻松不少啦。

  　いや、まあ、確かに色々と楽になってるのは確かなんだけどさぁ。

  

  『你做得很好哦！』

  『いい仕事しますね！』

  『……』

  『……』

  

  这家伙一开心，我就知道没救了。

  　こいつが喜んでる時点で、なぁ。

  话说，废柴女神，不要一边玩弄阴蒂一边说话。

  　と言うか駄女神、淫核を弄りながら喋るんじゃねえ。

  

  『好过分！你很自然地就叫我废柴女神了耶！』

  『酷いっ！？ナチュラルに駄女神って言いましたねっ！？』

  『你先去照照镜子再说这种话。』

  『そう言うのは自分の姿を鏡で見てから言いやがれ』

  

  看着嘴巴和小穴被触手侵犯的女骑士们自慰的女神，我可不会说她不是废柴女神。

  　触手に口とまんこを犯されている女騎士達を見ながらクリオナしてるような女神が駄女神じゃないとは言わせねえぞ。

  

  『看到这么淫荡的景象，没有女神不会自慰的！』

  『こんなエロい光景を見せられて自慰行為をしない女神とか居ません！！』

  『给我向全女神还有我道歉！』

  『全女神と俺に謝りやがれ！！』

  

  被当成这种人，谁受得了啊。一般女神看到嘴巴和小穴被触手侵犯的女骑士，才不会高兴成那样。

  　こんなのと一緒にされたらたまったもんじゃねえ。普通の女神は口とまんこを触手に犯されてる女騎士を見て喜んだりはしねえよ。

  

  『没事，我不会插进处女的阴道』

  『大丈夫、処女のおまんこには挿れてない』

  『你这是什么顾虑啊？！』

  『どういう配慮だよ！？』

  

  问题不在这里吧？！

  　そういう問題じゃねえだろ！？

  求吐槽！！

  　求むツッコミ要因！！

  

  『你需要鸡鸡吗？』

  『おちんぽ要る？』

  『也不是这个吐槽点吧？！』

  『そのツッコミでもねえっ！？』

  

  不行，我跟不上她的思路。还是先暂时忘记这些，处理地上的问题吧。嗯。

  　ダメだ、追いつかねぇ。一旦忘れて地上の問題に対処しよう、うん。

 
  第９１話：リーナの事情

  第91话　莉娜的隐情

  「好了，你知道为什么状况会变成这样吗？」

  「さて、なぜこの様な状況になっているかわかりますか？」

  

  我先在莉娜面前降落，然后这么问道。被触手缠住的莉娜完全无法动弹……

  　リーナの前に降り立った俺はまずそう問いかける。触手に絡め取られたリーナは身動き一つ取れず……

  

  「为、为什么公主会在这里……」

  「な、なぜ姫さまがここに……」

  「啊嗯♡」

  「あんっ♡」

  「你不知道吗？你的任务应该是警戒国境……」

  「わかりませんか？あなたの任務は国境の警戒のはずで……」

  「再来♡再来插我♡」

  「もっと♡もっとズボズボしてぇ♡」

  「啊啊嗯♡」

  「あぁんっ♡」

  「「……」」

  「「……」」

  

  外野的人吵死了！？

  　外野うるせぇ！？

  处女莉娜只是被触手缠住，但周围的骑士们确实被触手侵犯了。嗯，这个嘛，该怎么说呢，要在娇喘声中对话，应该不可能吧？

  　処女のリーナは触手に絡め取られているだけだが、周りの騎士たちはしっかりと触手に犯されている。うん、まあ、なんだ、喘ぎ声の中で会話をするのは無理ゲーじゃないかな？

  

  『隔音。』

  『遮音する』

  『抱歉，拜托了。』

  『すまん、頼む』

  

  塞丝妲展开隔音结界，周围被寂静所笼罩。这下总算可以对话了。

  　セスタが遮音結界を展開し、周囲が静寂に包まれる。やっとこれで話ができる。

  ……至于视野边缘不时闪过的触手PLAY，就当作没看到吧。

  　……視界の端にチラチラ映る触手プレイは見なかった事にしよう。

  

  「咳咳。我不记得有允许你们进攻。」

  「こほん。侵攻まで許可した覚えはありませんよ」

  「可、可是……」

  「し、しかし……」

  「独断专行是违反军规的哦。」

  「独断専行は軍規違反ですよ」

  「可是，如果等待指示的话！！」

  「しかし、指示を待っていては！！」

  「没有指示的话就问吧。不过，我大概不会允许就是了。」

  「指示がなければ仰ぎなさい。まあ、許可は出ないでしょうけれど」

  

  她们被命令的是防卫国境，而不是进攻敌国。要是她们擅自采取行动，我会很困扰。乍看之下，自己思考后行动似乎很好，但实际上并非如此。在「思考」和「行动」之间，需要「获得认可」这个步骤。

  　彼女達に命じられていたのは国境の防衛であって相手国への侵攻ではない。無断でその様な行動を取られては困る。自分で考えて行動するというのは一見は良い事のように思えるが、実際にはそうではない。“考える”と“行動する”との間には“承認を得る”というワンアクションが必要だ。

  

  「是米尔克雷尔边境伯爵的指示吗？」

  「ミルクレイル辺境伯の指示ですか？」

  「不、不是的，父亲大人！！」

  「ち、違います、お父様は！！」

  

  嗯，我知道他是独断独行。不过，我得让她理解独断独行会引发什么后果。而且比起随便的惩罚，这么做应该更有效。

  　まあ、独断なのは知っているけどな。だが、独断専行が何を引き起こすのかは理解しておいてもらわないとな。それに、彼女には下手な罰よりもこっちの方が効くだろう。

  

  「不过，我必须通知米尔克雷尔边境伯爵。」

  「ですが、ミルクレイル辺境伯には伝えないわけにはまいりませんわね」

  「！！」

  「っ！！」

  

  嗯，这是当然的。毕竟部下的行动是上司的责任。

  　まあ、そりゃそうだ。部下の行動は上司の責任だからな。

  

  「只有这件事！！就算夺走我的处女也没关系！！」

  「それだけは！！私の処女なら奪っていただいても構いませんから！！」

  「你果然是处女啊。」

  「やはり、処女でしたのね」

  「啊……」

  「あっ……」

  

  嗯，我也知道这件事。实际上，女儿成年却还是处女，对贵族来说是丑闻。以地球来说，等同于放弃养育。就算是妾生的孩子，要是疏于性教育，当然会受到谴责。

  　まあ、これも知ってたけどな。実際のところ、娘が成人したのに処女だというのは貴族にとっては醜聞だ。地球で言えば育児放棄に等しい。妾の子だからと言って性教育を怠ったとあれば当然非難は免れない。

  

  「这就是你急于立功的原因吧。」

  「貴女が功を焦った理由はそれですね」

  「……」

  「……」

  

  说到底，她之所以没从父亲那边学到做爱，是她外婆的问题。

  　そもそも彼女が父親にセックスを教えてもらえてないのは母方の祖母の問題だ。

  

  『毕竟她的外婆是低等精灵嘛～』

  『彼女の祖母はローエルフですからねー』

  『那些家伙在各方面都有问题呢。』

  『あいつら、色々と問題抱えてるからなぁ』

  

  低等精灵是古代精灵制造出来的失败品。他们自己主张是高等精灵的后裔，是精灵种的原种，但事实完全不是如此，不如说是在制造其他种族的过程中产生的进化死路还比较正确。

  　ローエルフというのは古代エルフが作り出した失敗作だ。彼ら自身はハイエルフの末裔でエルフ種の原種だと主張しているがそんな事は一切なく、むしろ別の種を生み出す過程で生まれた進化の袋小路という方が正しい。

  

  『那东西很邪恶呢。』

  『アレは邪悪ですよ』

  『嗯，巨乳精灵是不被允许的呢。』

  『まあ、巨乳のエルフは許されないよな』

  

  主要是成本上的问题。古代精灵……也就是高等精灵种，是成长在六岁左右就会停止的种族。他们没有寿命，建立了高度的魔法文明，但因为试图制造出巨乳精灵而触怒奥露榭，连同文明一起被毁灭了。不过，奥露榭其实没有打算毁灭他们，只是不小心做得太过火了。低等精灵是在制造巨乳精灵的过程中产生的失败品，和高等精灵以及现在的精灵种都没有血缘关系。顺带一提，现在的精灵种也是高等精灵制造出来的种族的后裔，就血缘关系而言，是其他种族。

  　主にコスト的な意味で。古代エルフ……いわゆるハイエルフ種は６歳程度で成長が止まる種族だ。寿命を持たず、高度な魔法文明を築いていたが、巨乳のエルフを生み出そうとしてオルシェの怒りに触れ、文明ごと滅ぼされた。まあ、実際は滅ぼすつもりはなかったがオルシェがうっかりやり過ぎたんだけどな。ローエルフは巨乳エルフを生み出す過程で作られた失敗作で、ハイエルフとも今のエルフ種とも血の繋がりはない。ちなみに今のエルフ種もハイエルフが生み出した種族の末裔でハイエルフと血縁的な意味では別の種だ。

  妖精族的原型是被称为「原型妖精」的种族，她们在一年左右就会拥有六岁左右的外貌和成人程度的智能，是寿命长达一万年的长命种。然而由于原型妖精已经绝种，所以几乎没有人知道她们的存在。至于低等妖精和原型妖精一样拥有约一万年的寿命，这大概就是低等妖精被误认为妖精族原种的原因吧。

  　エルフ種の元となったのはプロトエルフと呼ばれる種族で、１年程度で６歳程度の姿と成人レベルの知能を有し、１万年ほどの寿命を持つ長命種だった。けれど絶滅しているためその存在は殆ど知られていない。ローエルフはプロトエルフ同様に１万年ほどの寿命を持つので、それがローエルフがエルフ種の原種だと誤解される原因になったのだろう。

  

  『附带一提，她们的成人年龄明明是两千岁，却在十八岁左右就变成大人的模样了呢。』

  『ちなみに、成人年齢は２０００歳なのに１８年位で大人の姿になっちゃうんですよね』

  『明明外表是大人，孩童时代却长达将近两千年，总觉得有点怪怪的。』

  『見た目は大人なのに２０００年近く子供時代が続くってなんだかなぁ』

  『非法老太婆这种东西，有谁会想要啊？』

  『非合法ＢＢＡとか誰得なのかと』

  『别说什么非法老太婆啦。』

  『非合法ＢＢＡとか言うな』

  

  这个没用女神的形容方式还是一样糟糕。应该说，那不是我们创造出来的种族，是奥露榭绝对不会创造出来的种族。

  　相変わらず表現が酷いな、この駄女神。と言うか、俺達が作った種族じゃないからな。オルシェなら絶対に作らない種族だ。

  

  『那么，为什么是处女？』

  『それで、なんで処女？』

  『哦，这个啊。由于她们的成人年龄是两千岁，所以要求其他种族也别在未满两千岁前做爱的激进派占了多数，是个有问题的种族。她的祖母也是激进派。』

  『ああ、それはなぁ。あいつら成人年齢が２０００歳なせいで他の種族にも２０００歳未満でセックスするな、と要求する過激派が多数派を占めている問題種族なんだよな。彼女の祖母もその過激派でな』

  『那会死人。』

  『それは死ぬ』

  

  该怎么说呢？除了寿命无穷的高等妖精之外，妖精族的寿命也有一千年左右，要是禁止未满两千年的繁殖，就会灭绝了。不过，因为世界的制约，超过一百人就无法生出纯种，这或许算是不幸中的大幸吧。

  　なんだよなぁ。寿命がないハイエルフを除けばエルフ種でも寿命は１０００年ほどだから、２０００年未満での繁殖を禁じられれば絶滅してしまう。まあ、世界の制約のせいで１００人を超えると純粋種が生まれなくなるのが幸いか。

  

  『制约？』

  『制約？』

  『因为她们的胸部会发育到C罩杯左右。』

  『あいつら、胸のサイズがＣくらいまで育つからな』

  『理解。』

  『理解』

  『其实我很想把她们灭绝就是了。』

  『ホントは滅ぼしてしまいたいくらいですけどね』

  

  哎，灭绝就太过火了。不过，全世界能够容许的数量是到一百人为止，再多的话世界就会毁灭。

  　まあ、滅ぼすのはやり過ぎだ。けど、世界的に許容できるのは１００人までなんだよな。それ以上増えると世界が滅ぶ。

  顺带一提，由于胸部尺寸不会遗传给混血儿，所以混血儿的人数没有限制。相对地，寿命则与人类差不多，大致上都会因为被父母禁止性行为而学坏。莉娜的母亲也是这样遇见边境伯的，但在生下莉娜之后就被母亲带走了。而这也是莉娜没有接受性教育的原因。

  　ちなみに胸のサイズはハーフには引き継がれないので、ハーフには人数の制約がない。その代わり寿命は人間と同程度。大体は親にセックスを禁止されてグレる。リーナの母親もそうして辺境伯と出会ったが、リーナを産んだ後に母親に連れ戻されている。そして、それがリーナに性教育ができていない理由でもあり。

  

  「嗯啊♡」

  「んぁ♡」

  

  就在我们进行这样的对话时，附近传来了娇喘声。咦，我不是把周围都隔音了吗？

  　と、そんなやり取りをしていたら近くから喘ぎ声が聞こえてくる。あれ、周囲の遮音してなかったっけ？

  

  『虽然没有插入，不过我正在玩弄淫核。』

  『挿入はしてないけど淫核は弄ってる』

  『啊。』

  『あ』

  

  这么说来，莉娜也只是没有插入，但毛刷触手一直都在玩弄她的淫核呢。

  　そう言えばリーナも挿入してないだけでブラシ触手が淫核をずっと弄ってるんだったわ。

  

  「咕、呜♡公主、殿下♡」

  「く、ぅ♡ひめ、さまぁ♡」

  「……不好意思，你刚刚说到哪里？」

  「……すみません。話の続きでしたね」

  「嗯唔♡」

  「んぅ♡」

  

  ……根本说不通啊！？

  　……話できねぇっ！？

  

  『阻止？』

  『止める？』

  『拜托了。』

  『頼む』

  

  塞丝妲操作控制台，触手的动作逐渐停止。好，这样就能对话了。

  　セスタがコンソールを操作すると触手の動きが止まっていく。よし、これで話ができる。

  

  「啊啊嗯♡不要停，公主大人♡」

  「あぁん♡止めないで、姫さまぁ♡」

  

  喂！？

  　おぉいっ！？

  她停止触手的动作，开始主动用淫核磨蹭触手。不行，不让她高潮一次的话，她根本听不进去。

  　触手の動きを止めたら今度は自分から触手に淫核を擦り付け始めた。ダメだ、一度イかせないと話できないな。

  

  『塞丝妲，拜托你了。』

  『セスタ、頼む』

  『嗯。』

  『ん』

  

  塞丝妲再次操作控制台，触手开始动作。它重点性地揉捏乳头与淫核，确实地刺激着要害。

  　セスタが再びコンソールを操作すると触手が動き始める。乳首と淫核を重点的にこね回し、的確に急所を責め立てる。

  

  『其实阴道深处才是要害。』

  『ホントは膣奥が急所』

  『这未免太……』

  『流石にそれは、なあ……』

  『嗯，我会加油。』

  『まあ、頑張る』

  

  用触手夺去她的处女啊。不过，她的乳头和阴蒂好像也挺敏感的，应该有办法吧。

  　触手で処女喪失はなあ。まあ、乳首と淫核もそれなりには弱いみたいだしなんとかなるだろ。

  

  「嗯♡啊♡啊♡再来，再来♡」

  「んっ♡あっ♡あっ♡もっと、もっとぉ♡」

  

  莉娜用身体磨蹭触手，喘着气。就差一步了。我正这样想，就看到一对抖动的尖耳朵映入视野。啊，该不会……

  　触手に身体を擦り付けて喘ぐリーナ。もう一息だな。と、思っていたら俺の視界にピクピクと震える尖った耳が映る。あ、もしかして……

  

  『嗯，交给你了。』

  『ん。任せる』

  

  塞丝妲察觉到我的意图，让触手轻咬耳朵。就在那个瞬间……

  　俺の意図を汲んだセスタが触手に耳を甘噛みさせる。その瞬間……

  

  「呀啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊♡不行啦啊啊啊啊啊啊啊♡」

  「ひあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ♡だめぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ♡」

  

  莉娜的身体猛然一震，达到高潮。她瘫软地靠在触手上，呼吸急促。爱液沿着双腿滴落，看起来莫名地煽情。

  　ビクン、と身体を震わせて絶頂するリーナ。くたりと触手に身体を預けて荒く息を吐く。愛液が脚を伝ってポタポタと流れ落ちてるのが妙にエロいな。

  不过，由于她已经高潮过一次，性欲也平静下来了。这下总算能谈话了。

  　けど、一度イッたから性欲は落ち着いている。これでやっと話ができるな。

 
  第９２話：ローエルフの里へ

  第92话　前往洛精灵之里

  「……能谈话了吗？」

  「……話はできそうですか？」

  「……是的。」

  「……はい」

  

  真尴尬。

  　気まずい。

  总之，继续谈下去吧。

  　とにかく、話を進めよう。

  

  「啊，那个……」

  「あ、その……」

  「什么事？」

  「なんでしょう？」

  

  我正这么想，莉娜就主动开口了。

  　と、思ったらリーナの方から話しかけてきた。

  

  「我的部下……」

  「私の部下は……」

  「……啊。」

  「……あ」

  

  嗯，我完全忘了。

  　うん、すっかりとね、わすれてたわ。

  我转头一看，她正自己跨坐在触手上扭腰，还用双手和嘴巴把射出来的模拟精液喝光。该怎么说呢，好过分。

  　目を向けてみれば自分から触手に跨って腰を振ってるわ、両手と口で扱いて出てきた疑似精液を飲み干してるわ、なんというか、酷い。

  

  『塞丝妲，可以停一下吗？』

  『セスタ、止めてもらえるか？』

  『停了。』

  『止めてる』

  『……啥？』

  『……は？』

  『停了。』

  『止めてる』

  『……』

  『……』

  

  触手的确没有动，只有少女骑士们在动。

  　たしかに触手、動いてないな。動いてるのは少女騎士達だけだ。

  

  「……触手好像停了。」

  「……触手は止まっているようですけれど」

  「……」

  「……」

  

  真尴尬。

  　気まずい。

  

  「咳咳，可以继续谈吗？」

  「こほん。話を続けても？」

  「……好的。」

  「……はい」

  

  我们就在尴尬的气氛下再度开始谈话。

  　微妙な空気のまま話を再開する。

  莉娜急于立功是因为她的母亲。她的母亲是低地精灵与人类的混血儿，但却是被强暴后生下的孩子，与双亲的关系称不上良好。

  　リーナが功を焦っているのは彼女の母親が理由だ。彼女の母親はローエルフと人間のハーフだが、レイプの結果生まれた子供で親との関係は良好とは言えない。

  不过，莉娜的祖母是自己跑去乱交派对，还嚷嚷着「不要在两千岁以下进行性行为」这种莫名其妙的话，所以是自作自受。

  　まあ、リーナの祖母がレイプされたのはわざわざ乱交パーティに自分から凸って行って“２０００歳以下で性行為するな”とか意味不明な事を喚いたせいだから自業自得だが。

  总而言之，莉娜的母亲与祖母的关系可说是非常恶劣。虽说是因为强奸而生下的孩子，但半精灵的寿命与人类相同，不到一百岁，如果禁止两千年的话，自然会变成这样。莉娜的母亲离家出走，成为了边境伯爵的爱妾，但在莉娜出生后不久就被找到，带回了洛精灵的村落。

  　ともかく、リーナの母親と祖母の関係はとても良好とは言えない状態だった。レイプで生まれた子供というのもあるが、寿命が人間同様で１００歳にも満たないハーフの子に２０００歳まで性行為禁止とか言えばそうなるよな。それでリーナの母親は家出して辺境伯の愛妾になったんだけど、リーナが産まれた直後に見つかってローエルフの里に連れ戻されてしまった。

  而那个洛精灵的村落就在圣教国。也难怪她会这么着急。

  　そのローエルフの里が聖教国にあるわけだ。まあ、焦るのも仕方がない。

  

  「不过，把部下也卷进来可不好呢。」

  「けれど、部下を巻き込むのは感心しませんね」

  「这……」

  「それは……」

  

  听到部下，莉娜望向我的背后。别看啦，事情会变得很麻烦的。

  　部下と言われて俺の背後に視線を向けるリーナ。見るな、話がややこしくなる。

  

  「如果要行动的话，你应该成为冒险者才对。」

  「動くのであれば冒険者にでもなるべきでした」

  

  话虽如此，但贵族总是会受到立场的束缚。就算主张自己是个人，但身份一旦曝光，就会引发问题。

  　とは言うものの、どうしても立場というものがついて回るのが貴族だ。いくら個人だと主張しても正体がバレれば問題にはなるんだがな。

  

  「前提是身份曝光的话。」

  「バレれば、ですけれど」

  

  幸好洛精灵的村落只是“位于国中”，并非在圣教国的管理之下。而且莉娜的祖母还被村人排挤，住在离村落稍远的地方。只要好好处理，应该能顺利解决。

  　幸い、ローエルフの里は“国の中にある”だけだ。別に聖教国の管理下にあるわけではない。その上、リーナの祖母は村八分のような状況で里からは少し離れたところに住んでいる。上手くやればどうとでもなるだろう。

  

  「总之，我们先回去吧。」

  「ともかく、一度帰還しましょう」

  

  毕竟这个状况很不妙，必须尽快撤退到国境线。

  　この状況は拙いからな。早急に国境線まで撤退する必要がある。

  

  「啊啊♡触手好舒服♡」

  「あぁん♡触手気持ちいいっ♡」

  

  我这么想着，回到莉娜的部下们那边，结果却是这样。一走出隔音结界，就听到不堪入耳的粉红色声音。

  　と、思ってリーナの部下達の所に戻ったらこれだよ。遮音結界から出たらピンク色の声が酷いこと酷いこと。

  

  「你们也要做到什么时候？」

  「あなた達も、いつまでヤっているのですか」

  

  我弹响手指，让触手消失，结果他们就用不满的目光看着我。呃，至少回国之后再做吧。

  　指を鳴らして触手を消せば不満そうな視線を向けられる。いや、せめて国に帰ってからヤれ。

  

  「我们回去吧。」

  「帰りますよ」

  「「「「「遵、遵命……」」」」」

  「「「「「は、はい……」」」」」

  

  我无视骑士们不满的目光，把他们一起转移到国内。我的传送能力已经曝光了，所以在这里使用也不会有问题。

  　不満そうな騎士達の視線を無視して、まとめて国内に転移させる。俺の転移能力は既に明らかになっているからな。ここで使っても問題はない。

  

  「请、请问，这样不会被圣教国侦测到吗……？」

  「あ、あの、聖教国に検知されるのでは……？」

  「有漏洞可钻，所以没问题的。」

  「抜け穴があるので大丈夫ですわ」

  

  这是谎话。

  　嘘である。

  实际上，圣教国的传送侦测结界连功能都没有。就跟假摄像头一样，只是把存在公开出来，作为一种抑止力。别说漏洞了，连墙壁都没有。

  　実際には聖教国の転移検知結界は機能すらしていない。ダミーカメラと同じで、存在を公言している事が抑止力になっているだけだ。抜け穴どころか壁すらない。

  当然，一般来说无从得知。因为光是施展感测系魔法就会引发国际问题，光是调查是否运作就可能成为引发国际问题的危险行为。没有国家会冒着风险调查。然而，只要使用神的能力，要神不知鬼不觉地调查很容易。不过，说起来用神的能力进行传送也不会被感测到。

  　もちろん普通ならそれを知る術はない。感知系の魔法を放つだけでも国際問題になるからな。機能しているか調査するだけでも国際問題になりかねない危険行為になる。そのリスクを冒してまで調査をする国はない。だが、神の能力を使えば気付かれずに調べるのは容易だ。まあ、そもそも神の能力で行った転移の方も感知はされないんだがな。

  附带一提，我国的传送检知结界运作得万无一失。因此即使圣教国无法得知，应该也会传到我国……如果是普通的传送。

  　ちなみに、うちの国の方は転移検知の結界は万全に機能している。なので、聖教国には通じなくてもうちの国には伝わるはずだ。……普通の転移なら。

  

  『塞丝妲，用我的模式产生模拟传送。』

  『セスタ、俺のパターンで疑似転移を発生させてくれ』

  『嗯。』

  『ん』

  

  因此，我只通知了传送的情报。我在着地点产生模拟传送魔法，送出我传送的情报。这样应该就会联络到边境伯。」

  　なので、転移したという情報だけを通知する。着地地点に疑似的に転移魔法を発生させ、俺が転移した情報を送るんだ。それで辺境伯に連絡が行くはずだ。

  

  「公主！！」

  「姫様！！」

  

  我的传送似乎正确地传了出去，边境伯领的骑士团立刻赶来。

  　俺の転移は正しく伝わったようで、すぐに辺境伯領の騎士団が駆けつけてきた。

  

  「……父亲大人。」

  「……お父様」

  「是莉娜啊。」

  「リーナか」

  

  嗯，看来是边境伯本人来了。正好。

  　ふむ、辺境伯御本人が来たようだな。ちょうどいい。

  

  「您掌握事态了吗？」

  「事態は把握していますね？」

  「是！」

  「はっ！」

  「莉娜大人就直接借走了。」

  「リーナ様はこのままお借りいたしますわ」

  「！？这、这个……」

  「っ！？そ、それは……」

  「没关系吧？」

  「かまいませんわね？」

  「……请多关照。」

  「……よろしくお願いします」

  

  看来边境伯也从我的话中察觉了我的意图。他深深低下头……就在这时，我跟他的另一个女儿四目相对。嗯，我把露修娜当成肉棒容器了。虽然我有好好地施加避孕魔法，但露修娜十二岁，有可能怀孕。」

  　どうやら辺境伯も俺の言葉で意図を察したようだ。深々と頭を下げ……ようとしてもう一人の娘と目が合う。うん、ルシュナをおちんぽケースにしてるんだよな。ちゃんと避妊魔法はかけているが。ルシュナは１２歳だから妊娠は可能だしな。

  

  「露修娜……」

  「ルシュナ……」

  「嗯♡我知道，父亲大人。」

  「んっ♡承知しております、お父様」

  

  露修娜稍微动了动身子，重新把肉棒放好并这么回答。毕竟露修娜也很担心莉娜。

  　少し身動ぎしてちんぽを入れ直しながらそう答えるルシュナ。ルシュナもリーナの事は案じていたからな。

  

  「莉娜姐姐，恕我从马上失礼了。祝你武运昌隆。」

  「リーナ姉さま、馬上から失礼いたします。ご武運を」

  「谢谢你，露修娜。」

  「ありがとう、ルシュナ」

  「希望我们能早日成为肉棒姐妹。」

  「早く竿姉妹になれることを願っております」

  「嗯。」

  「ええ」

  

  嗯，虽然我多少觉得「这样好吗？」，但这个世界的贵族姐妹是父亲的肉棒姐妹，其实还满常见的。

  　うん、それで良いのか、という気がしなくもないが、この世界の貴族は姉妹が父親の竿姉妹なのは割と普通だしなぁ。

  

  『话说，与其说是从马上，不如说是从肉棒上吧。』

  『というか、馬上からと言うよりおちんぽ上から、ですよね』

  『吵死了。』

  『やかましいわ』

  

  奥露榭还是一如往常地正常运作。多亏如此，很多事情都泡汤了。

  　そしてオルシェは相変わらずの平常運転だった。おかげで色々と台無しだ。

  

  「那么，我们走吧。」

  「では、行きますわ」

  「是，公主殿下。」

  「はい、姫様」

  

  这次我们没有转移，而是徒步前往。幸好圣教国的骑士还处于混乱中，我们很轻易地就穿越了国境。就这样走了几天，我们终于抵达了洛精灵的村落。

  　今度は転移はせずに徒歩で向かう。幸い、聖教国の騎士は未だに混乱中だ。あっさりと国境を超える事ができた。そうして歩くこと数日、ついにローエルフの里にたどり着いたのだった。

  

 
  第９３話：ローエルフの問題

  第93话　洛精灵的问题

  洛精灵的村落位于深山里，离街道和村落都很远，因此我们在路上没遇到任何人。就是这样的地方。

  　ローエルフの里は山奥にあった。街道からも人里からも離れているため途中で誰かに遭遇することもない。そんな場所だ。

  

  「这么简单就……」

  「こんなにあっさりと……」

  「如果以冒险者的身份进去，应该很容易吧。」

  「冒険者として入っていれば簡単だったでしょうね」

  

  话虽如此，如果要问我们这么少的人数能否从洛精灵手中夺回母亲，那还真不好说。毕竟洛精灵虽然不像高等精灵那么厉害，但也很擅长魔法。

  　とは言え、そんな少人数でローエルフから母親を取り返せるかと言われれば、かなり怪しいが。ローエルフはハイエルフほどではないが魔法に長けているからな。

  

  「母亲就在这里……」

  「ここに母が……」

  

  在山路上走了一阵子后，我们看到裸露的山壁上有一栋石造建筑。这里就是洛精灵的村落没错。以精灵来说，这栋建筑的风格算是文明的产物，不过……

  　山道を暫く進むと山肌に石造りの建造物が見えてくる。ここがローエルフの里で間違いない。エルフにしては文明的な建物ではあるんだが……

  

  『跟高等精灵比起来，这里很朴素耶。』

  『ハイエルフと比べると地味だよな』

  『哎，跟那种充满科幻感的建筑相比，未免太严苛了吧。』

  『まあ、あんなＳＦ感満載な建物と比べるのは流石に酷いんじゃないですかね』

  『因为高等精灵是机械嘛。』

  『メカだからなぁ、ハイエルフ』

  

  高等精灵的建筑就像金字塔，结果却是太空船，两者之间的差距就是这种谜一般的科技结晶。创造出各种精灵的生物技术，显然不是奇幻世界的居民。相较之下，虽然洛精灵的建筑风格算是文明产物，但还是属于奇幻世界，感觉很安心。

  　ハイエルフの建造物はピラミッドだと思ってたら宇宙船だった、みたいなレベルの謎技術の塊だからなぁ。各種エルフを創り出したバイオテクノロジーとか、明らかにファンタジーの住民じゃないんだよなぁ。それと比べたら文明的な建物とは言えファンタジーに収まっているローエルフは、なんというか安心感がある。

  

  『那种洗衣板精灵才不让人安心呢！！』

  『安心できませんよ、あんな駄乳エルフ！！』

  『不过，这确实是成本高到没必要的负债……』

  『まあ、確かに無駄にコストでかい負債ではあるけどさぁ……』

  

  光是平坦的精灵胸部，就足以压迫世界了。我甚至在想，干脆让同族之间无法繁殖好了。

  　胸の平たくないエルフ、というだけで世界を圧迫するからなぁ。いっそ同族同士では繁殖できなくしてしまおうかと思わなくもない。

  

  『还有这招！！』

  『その手が！！』

  『不，我只是开玩笑的哦。』

  『いや、冗談で言っただけだからな？』

  『难得有这个机会，不如让她们无法被异族强暴，就不会生小孩……』

  『せっかくなので、異種族にレイプされないと子供が産まれないように……』

  『我才没想那么过分的事哦！？』

  『そこまで酷い事は考えてねえよ！？』

  

  再怎么说，那也太过分了吧。现在光是人数超过一定数量，就无法生小孩了……

  　いくらなんでもそれは酷いだろう。今でさえ一定数以上居ると子供が産まれないのに……

  

  『只要消灭那些家伙，资源大概就会增加这么多哦。』

  『あいつら滅ぼせばだいたいこれくらいリソース増えますけど？』

  『……呜咕。』

  『……うぐ』

  

  虽说很大，但最多也只能成长到C，却光是100人就耗费这么多成本。就算只减少一半，也足以建造一座银河了……

  　大きいとは言え最大でもＣにしか育たないのに、たった１００人でこのコスト。半分に減らしただけでも銀河を１つ作れるくらいはあるな……

  

  『公主殿下，冷静。』

  『姫さま、落ち着く』

  『呜……』

  『う……』

  『就算只把上限减少到50，也能削减成本……』

  『上限を５０に減らすだけでもコストカットが……』

  『呜呜……』

  『うう……』

  

  我开始觉得好像有天使和恶魔在对我说话了。当然，奥露榭是恶魔。

  　なんか天使と悪魔に語りかけられてるような気になってきたな。もちろんオルシェが悪魔だ。

  

  『好过分！？』

  『酷いっ！？』

  『说要消灭种族的人在说什么啊。』

  『種族滅ぼせって言ってる奴が何を言っているのか』

  

  不管怎么看，你都是邪神吧。为什么我被当成邪神了？

  　どう見てもお前が邪神だろ。なんで俺が邪神扱いされているのか。

  就在我们进行这样的对话时，塞丝妲举手主张着什么。

  　というやり取りをしていたらセスタが手を上げて何かを主張してくる。

  

  『怎么了？』

  『どうした？』

  『我有个好主意。』

  『いい考えがある』

  『不是那种飞上天就会坠落的主意吧？』

  『空飛ぶと墜落するような話じゃないよな？』

  『莫名其妙。』

  『意味不明』

  『……抱歉，当我没说。』

  『……すまん、忘れてくれ』

  

  塞丝妲的话让我忍不住做出奇怪的反应。总觉得好像会失败……因为她说「有个好主意」……

  　セスタの言葉につい変な反応をしてしまった。なんか失敗しそうでなぁ。“いい考えがある”とか言うから……

  

  『所以，你想到什么了？』

  『で、何を思いついたんだ？』

  『只要让巨乳不要诞生就好了。』

  『巨乳が生まれなければ良い』

  『……办得到吗？』

  『……できるのか？』

  

  另外，奥露榭在很久以前就放弃处理这个问题了。她虽然做了很多努力，但光是设下生育限制就已经竭尽全力了。

  　なお、オルシェは大昔に匙を投げた。色々頑張ったけど出産制限をかけるので精一杯だったんだよな。

  

  『嗯。只要在未满十二岁前生小孩……』

  『ん。１２歳未満で子作りをすれば』

  『喂！』

  『おぉい！？』

  『没有其他办法了。』

  『他に手はない』

  

  毕竟低精灵是高等精灵以人工创造出来的种族，能做的事相当有限。没办法让整个种族都变成贫乳，就算让现存的个体变成贫乳，也无法让下一代继承。不过，巨乳因子是在十二～十八岁之间生成，所以只要在那之前生小孩，就可以避免巨乳因子遗传下去。

  　ローエルフはハイエルフが人工的に創り出した種族だからな。できる事はかなり限られる。種族を一気に貧乳にする事はできない。今生きている個体を貧乳にはできても次代には引き継がれないんだよ。けど、巨乳因子は１２～１８の間に生成されるので、それより前に子供を作れば巨乳因子が遺伝しない様にする事は可能だ。

  

  『这主意不错呢！顺便用强暴……』

  『良いですね！ついでにレイプでしか……』

  『别这样。』

  『それは止めれ』

  

  这个没用女神，不要马上就想做奇怪的事。

  　すぐ変な事しようとするな、この駄女神は。

  不管怎样，只要把上限改成五十人，实施刚才的修正，成本就会减少许多。问题在于那些家伙的寿命长达一万年左右。就算现在最长寿的精灵死去，空出位子，只要没发现有小孩出生，就到此为止了。一旦失败，下次要生出小孩得花上相当长的时间。而且洛精灵不信仰神也不信仰精灵，所以神谕无法轻易下达……

  　ともあれ上限を５０人に変更して、さっきの修正を実施すればだいぶコストが減るな。問題はあいつらの寿命が１万年くらい有るって事だな。今の最長命が死んで空いた席に子供が産まれたとして気付かなければそれまでだ。一度失敗すると次に子供が産めるようになるにはかなりの時間がかかる。ローエルフは神も精霊も信仰してないから神託も簡単にはできないし……

  

  『哎，只能耐心等待了。』

  『まあ、気長にですかね』

  『是啊……』

  『だなぁ……』

  

  结果似乎得等很久才会出来。洛精灵的问题就先搁置吧。

  　結果が出るのはかなり先になりそうだ。ローエルフ問題は一旦棚上げだな。

  

  「公主殿下，母亲就在那栋建筑物里。」

  「姫様、母が居るのはあの建物です」

  

  一靠近洛精灵的村落附近，就看得见各种各样的东西。在村落附近相当低的地方，几乎可以说是谷底的地方，孤零零地盖了一栋房子。那就是莉娜母亲所在的家。

  　ローエルフの里がある辺りに近付くと色々と見えてくる。里のある辺りのかなり下の方、ほとんど谷底と言ってもいい辺りにぽつんと一軒の家がある。そこがリーナの母親がいる家だ。

  

  『两座山什么的，总觉得让人很火大耶。把它夷为平地吧。』

  『２つの山とか、なんかムカつきますね。平にしてしまいましょう』

  『别闹了。』

  『ヤメレ』

  

  这个没用女神终于连山都开始嫉妒了。这样实在很不妙吧。

  　ついに山にも嫉妬し始めたよ、この駄女神。流石にそれはヤバい奴だろ。

  

  『顺便减少洛精灵的数量，可说是一石二鸟哦。』

  『ついでにローエルフも減らせて一石二鳥ですよ？』

  『就说了，别闹了。』

  『だから、ヤメレ』

  

  不要因为胸部大就想毁灭人家。虽然精灵是不被允许有巨乳，但也不能因此就毁灭人家。

  　乳がデカいからって滅ぼそうとするな。エルフで巨乳は許されないが、だからといって滅ぼすな。

  

  『要慢慢减少数量。』

  『緩やかに数を減らす』

  『好、好吧……』

  『お、おう……』

  

  塞丝妲小声地这么说。明明说的话一样，却觉得好像没问题了，这一定是错觉吧。不过，只要不是杀死的话……？

  　セスタがボソリとそう言う。言ってる事は同じなのに、なんか大丈夫な気がしてくるのはきっと錯覚だよな。けどまあ、殺すのでなければ……？

  

  『这是欺瞒！！是换汤不换药！！减少数量不都是一样的吗！！』

  『欺瞞ですよ！！言い換えですよ！！数を減らすのは同じじゃないですか！！』

  『呃，嗯，是这样没错啦……』

  『いや、まあ、そうだけどさぁ……』

  

  明明什么都没做却直接杀死，总觉得有点抗拒……

  　何もしてないのに直接殺すのはなんか抵抗が……

  

  『我认为说2000岁以下不能生小孩的笨蛋最好灭绝。』

  『２０００歳以下で子作りするなとか言うお馬鹿さんは滅んだ方が良いと思うんですよ』

  『嗯，不过把事情推给别人是不行的……』

  『まあ、他人に押し付けるのはアウトだけどさぁ……』

  『公主殿下，专心。』

  『姫さま、集中』

  

  啊，一回神，思绪就飞到其他地方去了。现在先专心救出莉娜的母亲吧。

  　っと、気がつけば思考が明後日の方向に飛んでたな。今はリーナの母親の救出に集中しよう。

  我才这么想，家门就猛然打开，有个人影从里面冲了出来。

  　そう思った矢先、家の扉が勢いよく開いて中から人影が飛び出してきた。

 
  第９４話：無情な処置

  第94话　无情的处置

  「给我站住！！」

  「待ちなさい！！」

  「不要！！」

  「嫌です！！」

  「你到底有什么不满！！」

  「何が気に入らないの！！」

  「就是禁止性交的命令！！我们又活不到两千岁！！」

  「セックス禁止命令よ！！私達は２０００歳も生きられないの！！」

  「就算是这样，命令就是命令！！大家都这么说！！」

  「それでも決まりなのよ！！みんな言ってるわ！！」

  「说这种话的只有一部分人而已！！」

  「言ってるのは一部の人達だけじゃない！！」

  「命令就是命令！！为什么要否定！！」

  「決まりは決まりなの！！なんで否定するの！！」

  「我只是说不要把你们的规矩强加在我们身上而已！！」

  「自分達のルールを押し付けないでって言ってるだけじゃない！！」

  「我们的规矩是绝对的！！」

  「私達のルールは絶対なの！！」

  「母亲大人真是不讲理！！」

  「母様のわからず屋！！」

  

  唔哇——

  　うーわ。

  在自家门前上演的争吵，内容的荒谬程度让我不禁发出这样的声音。

  　家の前で繰り広げられる言い争い。その内容のアレさ加減に、俺の口からついそんな声が漏れた。

  

  『软禁魔法被解除了。』

  『軟禁魔法、解除されてる』

  『靠自己解的吗？真有你的。』

  『自力でか、やるな』

  

  看来莉娜的母亲是靠自己解除了软禁魔法，逃了出来。虽然花了不少时间，但能够解除低等精灵的魔法，实在了不起。

  　どうやらリーナの母親は自力で軟禁魔法を解除して逃げ出したようだ。時間こそかかったが、ローエルフの魔法を解除するとはなかなかやるな。

  

  『先不说这个，把那个低等精灵杀掉吧。』

  『そんな事よりあのローエルフを殺処分にしましょう』

  

  奥露榭接着开始说起毫无关联的话题。不要没头没脑地做出这种激进发言，很恐怖耶。

  　そして、全く関係ない話を始めるオルシェ。脈絡なく過激発言をするな。怖いだろ。

  

  『因为是巨乳精灵啊！！减少一个人就能大幅降低成本！！』

  『だって、巨乳エルフですよ！！一人減らせば大幅コスト減ですよ！！』

  『你这根本是出于私怨吧！！』

  『お前のは大半が私怨だろ！！』

  

  奥露榭似乎觉得自己说得很有道理，但不管怎么看都是出于私怨。连对方是什么样的人都不知道，只因为胸部就决定要杀掉，再怎么说都不行吧。

  　尤もな事を言っているようで、どう見ても私怨だ。どういう奴かも判らないのに胸だけで殺すのを決めるのは流石にダメだろ。

  

  『巨乳当然是坏人啊！！』

  『巨乳なんて悪人に決まってるじゃないですか！！』

  『这是哪门子的偏见啊！？』

  『どんな偏見だよ！？』

  

  这个没用女神还是一样没用到不行。不要用胸部判断一个人的善恶啦。

  　相変わらず駄女神っぷりが酷い。胸で人の善悪を判断するなよ。

  

  「把那个巨乳杀了。」

  「あの巨乳、殺しましょう」

  

  结果旁边还有个激进派。原来莉娜也是反巨乳激进派啊。

  　と思ったら、隣にも居たよ過激派。リーナも反巨乳過激派だったか。

  

  「不，这实在有点……」

  「いえ、流石に……」

  「她是绑架母亲大人的犯人。」

  「母様を誘拐した犯人です」

  

  我正想说「这实在有点」，但莉娜接着这么说道。

  　流石にそれは、と窘めようとしたが、リーナは続けてそう口にした。

  啊……

  　あー。

  嗯，这个嘛，这算是正当理由，虽然杀了她有点过火。

  　うん、まあ、こっちは正当な理由だな。殺すのはやりすぎだが。

  

  『为什么！！』

  『なんでですか！！』

  『问问自己的胸部吧。』

  『自分の胸に訊いてみろ』

  『公主大人，没有的胸部是问不到的。』

  『姫さま、ない胸に訊くのは無理』

  『请不要说我没有啦！？』

  『無いって言わないでくださいよ！？』

  

  嗯，只是平而已。」

  　まあ、平たいだけだな。

  

  『呜咿咿……』

  『うぎぎ……』

  『呃，这个嘛，平胸是好事哦。』

  『いや、まあ、平たいのは良いことだよ』

  

  嗯，拉赛莱娜母亲已经彻底让我明白平胸的好处了。那种平缓的曲线很色情呢。

  　うん、ラゼラナ母様に平たい胸の良さは散々叩き込まれたからな。あのなだらかな曲線はエロいよな。

  好了，那边的没用精灵呢？

  　さて、あっちの駄乳エルフは、と？

  

  「受死吧！！」

  「覚悟っ！！」

  「「莉娜！？」」

  「「リーナ！？」」

  

  啊，莉娜忍不住冲出去了！！

  　あ、リーナが我慢できずに突撃しやがった！！

  这女孩还是一样不懂得忍耐。

  　相変わらず我慢の利かない娘だ。

  

  『真希望她只有在色色的时候才懂得忍耐。』

  『我慢できないのはエッチだけにしてほしいですよね』

  『喂，不要马上扯到色色的事啦！？』

  『ええい、すぐにエロに持っていこうとするな！？』

  

  这个没用女神还是一样满脑子粉红色呢。

  　相変わらず脳内ピンク色だな、この駄女神は。

  

  「把母亲大人还来，非法老太婆！！」

  「母様を返せ、非合法ＢＢＡ！！」

  

  至于莉娜，她已经挥剑砍过去了。

  　リーナの方はと言えば既に剣で斬りかかっている。

  等等，你的用词！

  　ちょ、言葉遣い！？

  

  『咦？那个人2039岁，是合法老太婆哦。』

  『え？その人２０３９歳だから合法ＢＢＡですよ？』

  『别用老太婆称呼人家啦！』

  『ＢＢＡから離れろよ！？』

  

  奥露榭以能力值确认年龄后如此吐槽。呃，她听不到哦。

  　ステータスで年齢を確認したオルシェがそうツッコミを入れる。いや、聞こえてないからな？

  话说回来，虽然塞丝妲的确是个老女人，但问题不在这里吧。

  　と言うか年増なのは確かだけど、そういう問題じゃないだろ。

  不过，莉娜也太鲁莽了。再怎么不济，对方也是低等精灵，魔法技术与人族无从比……咦，她打得满不错的嘛。

  　しかし、リーナも無謀だな。腐っても相手はローエルフ。魔法の技術は人族とは比べ物に……あれ、割といい戦いしてるな。

  

  『巨乳被施加了减益效果。』

  『巨乳にデバフを課した』

  『你是魔鬼吗！』

  『鬼か！？』

  

  看来塞丝妲调整了乳量，让对手的能力下降。因为对手是C罩杯，所以受到的减益效果相当大。这太过分了。

  　どうやらセスタが乳の大きさで能力が下がるように調整を入れたらしい。相手はＣカップだからかなりのデバフがかかっている。これはひどい。

  

  『呃，那其他巨乳会怎么样？』

  『って、それ他の巨乳はどうなるんだ？』

  『会受到减益效果。』

  『デバフかかる』

  『低等精灵以外的种族也有爆乳等级的吧？』

  『ローエルフ以外だと爆乳レベルも居ると思うんだが？』

  『会无法动弹，与肥胖相同。』

  『動けなくなる。肥満と同じ』

  『……』

  『……』

  

  能力的确会随着乳量下降，设定上是爆乳等级会受到与肥胖相同的减益效果。话说回来，巨乳会导致血压或胆固醇上升，这会不会太过分了？

  　確かに乳の大きさに比例して能力が下がるようになっている。爆乳レベルなら肥満と同等のデバフがかかる設定だ。と言うか、流石に巨乳で血圧とかコレステロール値が上がるのは酷くね？

  

  『运动的话，胸部也会变小。』

  『運動すれば乳も減る』

  『……那如果不运动，胸部就不会变大吗？』

  『……それ、運動しなければ乳が増えるとかはないよな？』

  『会变大的是肚子。』

  『増えるのは腹』

  

  ……太无情了。

  　……無情すぎる。

  不管怎么说，多亏了他，我才能和他打得平分秋色。这样我也不用出手帮忙了。

  　ともあれ、お陰で互角に戦えているのは確かだな。これなら俺が手を貸すまでもないか。

 
  第９５話：オルシェの隠し事

  第95话　奥露榭的秘密

  莉娜的长枪擦过女低精灵……你是不是太想瞄准胸部了？

  　リーナの槍がローエルフの女を掠める。……胸を狙いすぎじゃね？

  

  『这种下垂的胸部，就让我来杀了它吧！』

  『そんな垂れ乳、殺ってしまいましょう！！』

  

  今天的奥露榭比平常更充满杀意，和平时对女孩子说的话大不相同。

  　今日のオルシェはいつにも増して殺意が高いな。普段女の子にかけてる言葉とは大違いだ。

  

  『老太婆可不能叫孩子。』

  『ＢＢＡは子とは呼ばないんですよ』

  

  你给我好好想想自己的年龄。

  　お前は自分の年齢を顧みやがれ。

  

  『……萝莉老太婆倒是还可以接受。』

  『……ロリＢＢＡは許します』

  

  就叫你别再提老太婆了。

  　だから、ＢＢＡから離れろよ。

  

  『不，萝莉老太婆反而是我所期望的哦。经验丰富的情色技巧与年幼身体交织而成的和谐，说是至高无上也不为过……』

  『いえ、ロリＢＢＡはむしろ望むところなんですよ？経験豊富なエッチの技術と幼い身体が織りなすハーモニーは至高と言っても良く……』

  

  谁叫你热烈地谈论萝莉老太婆了！

  　誰がロリＢＢＡについて熱く語れと言ったよ！？

  是说，这个世界的幼女情色技巧都很高明吧。

  　というか、この世界の幼女は普通にエッチの技術高いだろ。

  

  『这就是所谓的浪漫哦。』

  『そこはロマンというものですよ？』

  

  ……

  　……。

  先不管奥露榭的胡言乱语了。减益效果十分显著，莉娜的长枪终于逮住了女低精灵。不，不是胸部。要是逮住胸部，她就死定了。

  　オルシェの戯言は放っておこう。デバフの効果は抜群で、ついにはリーナの槍がローエルフの女を捉える。いや、胸じゃなくて。胸を捉えてたら死んでしまう。

  

  『就这样给她最后一击！』

  『そのままトドメですよ！！』

  『你也差不多该安静下来了吧？』

  『いいかげん静かにしようか？』

  

  不，已经分出胜负了吧。冷静点。总之先给她戴上封印魔术的项圈……

  　いや、もう決着はついただろ。落ち着けよ。とにかく魔術封じの首輪を付け……

  

  「我要封住她的魔法喽。」

  「魔法は封じさせてもらいますよ」

  「为什么是口枷！？」

  「なんでボールギャグ！？」

  

  这个道具实在太夸张，让我忍不住直接回答了。呃，虽然捂住她的嘴并没有错……

  　あまりのアイテムについ素で答えてしまった。いや、口を塞ぐのは間違っては居ないが……

  

  「公主大人？」

  「姫さま？」

  「……呃，这个道具是？」

  「……いえ、その道具は？」

  「封印魔法的口塞啊？」

  「魔法封じの猿轡ですが？」

  「……」

  「……」

  

  为什么要做成这个形状？呃，虽然封住嘴巴是封印咒语的固定做法，可是……

  　なんでこの形状にしたし。いや、呪文を封じるには口を封じるのは定石ではあるんだが……

  

  『公主大人，术式魔法不需要发声。』

  『姫さま、術式魔法に発声は不要』

  『……咦？』

  『……へ？』

  『只要能投影术式就能用了。』

  『術式を投影できれば使える』

  『……』

  『……』

  

  为什么要做成这个形状！？

  　なぜこの形状にしたし！？

  

  「嗯——！嗯——！」

  「んー！んー！」

  「母亲大人！！」

  「母様！！」

  「莉娜！！」

  「リーナ！！」

  

  嘴巴被封住的低精灵大叫着，她的母亲则在背后紧紧抱住她。这景象太超现实了。

  　口を封じられて喚くローエルフ。その背後でひしっ、と抱き合う母娘。シュールすぎる。

  

  『先不说这个，快点把那对烂奶削掉吧！』

  『それよりも、早くその駄乳を削り取りましょうよ！』

  『太可怕了吧！？』

  『怖ぇよ！？』

  

  为什么你这么好战啊？

  　なんでそんなに好戦的なんだよ。

  

  『巨乳、巨乳是不行的！！』

  『巨乳は、巨乳はダメなんですよ！！』

  『呃，我知道不行啦……』

  『いや、ダメなのは判るけどさ……』

  

  你是不是隐瞒了什么？

  　お前、何か隠してるだろ？

  

  『……』

  『……』

  『老实回答我，好吗？』

  『正直に答えろ、な？』

  『……一开始为了请祂帮忙管理世界而创造出神的时候，不小心把祂弄成巨乳了。』

  『……最初に世界の管理を手伝ってもらおうと神を作った時、うっかり巨乳にしたんですよ』

  『……嗯？』

  『……うん？』

  『结果祂一秒就被胸部压死了……』

  『そしたら、秒で乳に潰されて死にまして……』

  『……啥？』

  『……は？』

  『……祂欠下的债就是这个。』

  『……その時の借金がこれです』

  『喂。』

  『おい』

  

  奥露榭拿出来的账簿，赤字大到让人有点笑不出来。

  　オルシェが出してきた帳簿は、ちょっと洒落にならないくらいの赤字だった。

  

  『为什么会变成这样？』

  『どうしてそうなった？』

  『巨乳之神的存在，除了会增加营运成本之外，切割下来的乳肉也需要处理，所以也需要成本……』

  『巨乳の神が存在している事によるランニングコストに加えて、切り離した乳肉の処分にもコストがかかりまして……』

  『该不会偶尔长出的爆乳也是？』

  『もしかして時たま爆乳とかが生えるのは？』

  『就是当时没切干净的……』

  『その時の切り取り漏れが……』

  『好，有罪。』

  『よし、有罪』

  

  因为一直隐瞒，所以光是利息就变得很不得了。为什么不早点说啊？

  　ずっと隠してたせいで利子だけでもすごい事になってる。なんで早く言わないんだよ。

  我才在想她莫名地把巨乳视为眼中钉，原来是想隐瞒自己的失败啊。这怎么看都是有罪嘛。

  　妙に巨乳を目の敵にすると思ったら自分の失敗を隠すためか。どう見ても有罪じゃねぇか。

  

  『公主大人，没事的。』

  『姫さま、大丈夫』

  『嗯？』

  『ん？』

  

  我用思念波钻着奥露榭的头惩罚她，塞丝妲就让我看了某种影像……这是？

  　オルシェの頭に思念波でグリグリとお仕置きしていたら、セスタがなにかの映像を見せてきた。……これは？

  

  『用公主大人的性爱视频十部左右就能还清。』

  『姫さまのセックス動画１０本くらいで返せる』

  『……喂。』

  『……おい』

  『史莱姆PLAY的话五部就行。』

  『スライムプレイなら５本で行ける』

  『这是怎么回事！？』

  『どういう事だよっ！？』

  

  我的史莱姆PLAY确实排在问卷调查的前几名。以这个投票数来看，可以期待有充分的销售额。问题只有我必须填补奥露榭的过失……

  　確かにアンケート上位には俺のスライムプレイが上がってる。この投票数なら十分な売上が見込めるな。問題はオルシェの不始末の穴埋めを俺がやらないといけないって事だけだが……

  

  『债务现在也还在增加。』

  『借金は今も増え続けてる』

  『顾不了那么多了吗？』

  『背に腹は代えられないか』

  

  虽然母女的事情也很令人在意，但总之先还债。没办法，就叫出凝胶水滴怪吧……

  　母娘の件も気になるが、とにかく借金を返すのが先だ。仕方ない、ゼラチナス・ティアードロップを呼び出すか……

 
  第９６話：撮影

  第96话　摄影

  「反应应该就在这附近……」

  「反応はこの辺りなんだが……」

  

  嗯，我是在追踪当时逃掉的凝胶水滴怪的反应……

  　うん、まあ、あの時に逃したゼラチナス・ティアードロップの反応を追ってきたんだが……

  

  「找不到啊。」

  「見当たらねえな」

  

  地下大神殿的深处有反应，但看不见踪影。那家伙到底在哪里啊……

  　地下大神殿の奥に反応はあるが、姿は見えず。どこに居るんだ、あいつ……

  

  『我在这里哦。』

  『居ますよ？』

  

  嗯？

  　ん？

  奥露榭的声音传来的瞬间，冰冷的块状物从天花板上掉了下来。

  　オルシェの声が聞こえたその瞬間、天井から冷たい塊が降ってきた。

  

  「嗯呀！？」

  「んひゃぁっ！？」

  

  噗通，冰冷的感觉包裹住身体。哇，完全被偷袭了……

  　とぷん、と身体を包み込むひんやりとした感覚。うわ、完全に奇襲された……

  

  「嗯，咕……♡」

  「ん、くっ……♡」

  

  这次的收录，我准备了对媚药没有抗性的幼女身体。那个身体被果冻状的块状物包裹，只有头勉强露在外面。当然，凝胶水滴怪的媚药立刻渗透了进去。

  　今回の収録にあたり、媚薬への耐性を切った幼女ボディを用意してある。その身体がゼリー状の塊に包まれ、かろうじて頭だけを出している状態だ。当然、即座にゼラチナス・ティアードロップの媚薬が染み渡ってくる。

  

  「嗯，哈♡不行，不行♡」

  「ん、はっ♡だめ、だめぇ♡」

  

  我在半透明的块状物中将手伸向小穴。充满弹性的块状物撬开肉穴，处女膜暴露在微光下。凝胶水滴怪在完全不伤及处女膜的情况下蹂躏深处。

  　半透明の塊の中でおまんこに手を伸ばす。そこでは弾力のある塊が膣肉をこじ開けていて、処女膜が薄明かりの下に晒されている。ゼラチナス・ティアードロップは処女膜を一切傷つける事なくその奥を蹂躙している。

  

  「嗯，呼♡啊♡呀♡」

  「ん、ふっ♡あっ♡やっ♡」

  

  尽管有股确实撑开肉穴的压力，但无论怎么挣扎都挖不出来，只有手指空虚地划过。那副模样简直就像在自慰一样。

  　確実に膣肉を押し広げる圧力があるにも関わらず、どんなにあがいても掻き出すことはできず、ただただ指が空を切る。その様子はまるで自ら腟内を掻き回しているようでもあり。

  

  『简直就像在自慰呢。』

  『まるでオナニーしてるみたいですね』

  『别说出来啦……』

  『言うんじゃねえ……』

  

  实际上，由于媚药会从敏感的粘膜吸收，所以挖弄肉穴和乳头的模样也像是在自慰。

  　実際、敏感な粘膜から媚薬が吸収されるため、膣肉と乳首を掻き回す姿はさながら自慰に耽るかのようでもあり。

  

  「咿啊♡」

  「ひあっ♡」

  

  尽管手指完全感受不到任何抵抗，但刺激肉穴深处的压力就跟肉棒一样。充满媚药的果冻状物体在肉穴内肆虐，溢出的爱液形成几条透明的水流。

  　指には抵抗を一切感じないにもかかわらず、膣奥を刺激する圧力はちんぽそのものだ。媚薬満点のゼリー状の塊が腟内を暴れまわり、溢れ出た愛液が幾筋もの透明な流れを作っている。

  当然，受到攻击的不只是小穴。平坦的胸部被抚摸着来回搓揉，前端的突起被拧转。能够同时攻击乳头和周围，是凝胶水滴怪才办得到的。快感在难得品尝到的感觉中逐渐扩散。乳头挺立，主张着自己感受到快乐。包覆平缓胸部的感觉和乳头被吸住的感觉同时袭来，让她快要发疯了。

  　もちろん責めるのはまんこだけじゃない。平らな胸を撫でるように捏ね回され、先端の突起を捻り上げられる。乳首とその周囲を同時に責められるのはゼラチナス・ティアードロップならではだ。滅多に味わうことのできない感覚にじわじわと快感が広がっていく。乳首はピン、と勃ち、快楽を感じている事を主張している。なだらかな胸を包み込むような感覚と乳首に吸い付かれる感覚が同時に襲ってきておかしくなりそうになる。

  

  「哈、啊♡那里，不行♡」

  「は、あっ♡そこ、だめぇっ♡」

  

  　幼小的胸部受到玩弄，眼睛逐渐变得迷濛恍惚。可以知道每次胸部受到玩弄，阴道内就会溢出淫液。在玩弄胸部的过程中，淫核逐渐肥大化，开始主张自己的存在。

  　幼い胸を責められ、目が次第にとろんと蕩けてくる。胸を責められる度に膣内から淫液が溢れてくるのが判る。そうしているうちに次第に淫核が肥大化してきて、その存在を主張し始める。

  

  『淫核好像也想要玩弄呢。过去吧。』

  『淫核も責めて欲しそうですね。行っちゃいましょうか』

  『嗯。』

  『ん』

  

  　塞丝妲操作控制台，凝胶水滴怪灵巧地剥开包皮，开始搓揉玩弄淫核。

  　セスタがコンソールを操作すると、ゼラチナス・ティアードロップは器用に包皮を剥き、こね回すようにして淫核を責め始める。

  

  「啊、呼♡那、里♡」

  「か、ふっ♡そ、こぉ♡」

  

  　有弹力的果冻状块状物用来玩弄敏感的肉芽，每次被搓揉，电击般的快感就窜过全身。

  　弾力のあるゼリー状の塊を使って敏感な肉芽を責められ、捏ね回される度に身体中を電撃のような快感が駆け回る。

  　有时像吸住肉般，有时像压扁般，受到执拗的玩弄，挣扎着想要逃脱的模样也像是在主动扭腰。

  　時に吸い付くように、時に押し潰すように執拗な責めが加えられ、逃れようともがく様は自ら腰を振っているようでもあり。

  

  『简直像在跳色色的舞蹈呢♡』

  『まるでエッチなダンスを踊ってるみたいですね♡』

  『少、啰嗦……』

  『うる、せぇ……』

  

  快感太过强烈，我甚至没有余力回应奥露榭的玩笑话。不久后凝胶水滴怪开始执拗地进攻子宫入口，从处女膜的缝隙间开始隐约可见子宫内部。一边被玩弄阴核，一边蹂躏未开通的阴道，甚至进攻阴道深处的子宫口，这种感觉实在难以言喻。阴道肉蠢动着紧抱透明肉棒，开始追求更强烈的快感。

  　あまりの快感にオルシェの軽口に対応する余裕すらない。そのうちゼラチナス・ティアードロップは子宮の入り口を執拗に責め始め、処女膜の隙間から子宮の中が見え隠れし始める。淫核を責め立てられながら未開通の膣穴を蹂躙され、あまつさえ膣奥の子宮口を責められる感覚はなかなか味わえるものじゃない。膣肉は透明な肉棒を抱きしめるように蠢き、より強い快感を求め始める。

  凝胶水滴怪回应着我的渴望，终于入侵子宫。每次被顶入子宫内，凝胶水滴怪就随之增加，肚子也逐渐膨胀。肚子简直就像怀孕般逐渐膨胀，每当凝胶水滴怪在子宫内肆虐，肚子的形状就随之改变。

  　それに応えるかの様についには子宮の中にまで侵入してくる。突かれる度に子宮内に入るゼラチナス・ティアードロップが増えていき次第にお腹が膨らみ始める。まるで妊娠したかのようにお腹が膨らんでいき、子宮内でゼラチナス・ティアードロップが暴れまわる度にお腹の形が変わっていく。

  

  「里面、不行♡小宝宝的房间、好舒服♡哈♡啊♡啊♡啊嗯♡」

  「中、だめぇ♡赤ちゃんの部屋、気持ちいいのっ♡はっ♡あっ♡あっ♡あんっ♡」

  

  嘴巴擅自发出快乐的声音，吐出甘美的气息。

  　口が勝手に快楽の声を上げ、甘い吐息が漏れ出す。

  

  『很好哦，再让我看看更色的表情♡』

  『いいですよ、もっとエッチな表情見せてくださいね♡』

  『公主殿下，好色。』

  『姫さま、えっち』

  

  我就这样动弹不得，全身遭到侵犯，被拍下我感受快感的模样。

  　そうして身動きがとれないまま身体中を犯されていき、感じているその様子を撮影されていく。

  

  「呀、啊♡大家、都♡嗯♡哈♡啊♡」

  「や、あっ♡みな、いでっ♡んっ♡はっ♡あっ♡」

  

  每当意识到自己被拍，我的脸颊就会因羞耻和快感而染红。然而折磨身体的快感却从未停歇，每次我像要寻求空气般喘息，就会发出娇喘。

  　撮られている事を意識する度に頬が羞恥と快楽で赤く染まっていく。けれれど身体を苛む快感はとどまることはなく、空気を求める様に荒く息を吐く度に喘ぎ声が漏れる。

  

  「不行、不行♡嗯嗯♡」

  「だめ、だめぇ♡んんっ♡」

  

  触手状的块状物袭向我张开的嘴巴，开始侵犯我的口腔。喉咙深处被撑开的感觉让我感到厌恶……

  　更には開いたその口に触手状の塊が襲いかかり、口内を犯し始める。喉奥を押し広げられる感覚に嫌悪感が……

  

  「♡♡♡♡♡」

  「っ♡っ♡っ♡っ♡っ♡」

  

  但厌恶感只维持了一瞬间，一切都被快感所取代。这也是凝胶水滴怪的媚药能力。

  　嫌悪感を感じたのも一瞬で、その全てが快楽に塗り替えられていく。これもゼラチナス・ティアードロップの媚薬の能力だ。

  

  『不过，幼女本来就会在喉咙深处感受到快感。』

  『まあ、元々幼女は喉奥で快感を感じるようにできてますけどね』

  『喂……』

  『おい……』

  

  不行，我没有余力吐槽。侵袭全身的快感让我快要失去意识。

  　だめだ、ツッコミを入れる余裕がない。身体中を襲う快感に意識が飛びそうになっていく。

  

  「噗哈♡哈、啊♡嗯♡啊♡」

  「ぷはっ♡は、あっ♡んっ♡あっ♡」

  

  触手状的块状物被拔出，但口中只发出快乐的声音。我的脑袋开始轻飘飘的，即使是一点刺激，也让我快要失去意识。

  　触手状の塊が引き抜かれたが、口から漏れるのは快楽の声だけだ。頭がふわふわしてきて、ちょっとの刺激でも意識が飛びそうになる。

  

  「呀、啊♡已经、不行了♡要去了、要去了♡」

  「や、あっ♡もう、だめっ♡いく、いくっ♡」

  

  我越来越没有余力，只能被快乐的浪潮玩弄。我的声音逐渐变高，同时感觉到有什么东西窜上背脊。

  　余裕がなくなってきて、ただただ快楽の波に翻弄される。次第に声が高くなっていき、同時に背筋を何かが駆け上がるのを感じる。

  啊，已经、不行了……

  　あ、もう、だめ……

  

  「要去了呜呜呜呜呜呜呜呜呜呜呜呜呜呜呜呜呜呜呜呜♡」

  「いくぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅっ♡」

  

  我全身一颤，快感在体内四处乱窜。爱液从果冻状的团块中喷出，将高潮的证据化为可视之物。

  　びくん、と全身が痙攣し身体中を快感が駆け回る。ゼリー状の塊の中に愛液が噴き出し、絶頂の証を可視化する。

  

  「哈、啊♡呀、啊♡不行♡我才刚高潮过♡」

  「は、あっ♡や、あっ♡だめっ♡イッた、ばかりっ♡」

  

  凝胶水滴怪没有因此停下，再次在阴道内肆虐。在那之后我被尽情侵犯，拍最后一段视频时，我甚至在凝胶水滴怪中自己扭起了腰。

  　それにもかかわらずゼラチナス・ティアードロップは止まらず、再び腟内で暴れ始める。それから散々犯され、最後の動画を撮る頃にはゼラチナス・ティアードロップの中で自ら腰を振るまでになっていた。

  

  『嗯。公主大人从第二段开始就一直在自己扭腰。』

  『ん。姫さま２本めの辺りからずっと自分で腰振ってた』

  『呜咕……』

  『うぐ……』

  

  呃，那个，因为很舒服嘛。

  　いや、まあ、気持ちよくて、な？

  

  『多亏如此，拍出来的质量超棒。』

  『おかげで撮れ高バッチリ』

  『哦、哦……』

  『お、おう……』

  

  嗯，感觉应该能顺利解决，太好了。

  　まあ、なんとかなりそうで良かったよ。

  

  『太棒了。』

  『最高でした』

  『你干嘛一副已经结束的感觉啊？』

  『お前、何終わった感出そうとしてるんだ？』

  『咦？』

  『へ？』

  『从现在开始到剪辑结束为止，你都没有自由时间哦。』

  『ここから編集が終わるまで、自由時間無しだからな？』

  『自慰的时间呢！？』

  『自慰の時間は！？』

  『怎么可能会有！』

  『あるわけ無いだろ！』

  

  我用特殊服装包住奥露榭的手和头以外的部位，把她绑在控制台前，以免她开始自慰。

  　オルシェが自慰を始めないように手と頭以外を特殊な服で覆い、コンソールの前に縛り付ける。

  

  『好了，工作时间到了。』

  『さあ、仕事の時間だ』

  『太残忍了！居然不能一边剪辑色情视频一边自慰！！』

  『殺生な！エロ動画を編集しながら自慰できないとか！！』

  『吵死了，你以为是谁害的！！』

  『やかましい、誰のせいでこうなってると思ってるんだ！！』

  

  够了，给我闭上嘴好好工作。

  　ええい、黙ってキリキリ働け。

  就这样，我靠着完成的视频，总算还清了债务。

  　そうして、完成した動画でなんとか借金を返し終えることができた。

  

  『卖翻了。』

  『バカ売れ』

  『心情好复杂……』

  『複雑な気分だよ……』

  

  嗯，史莱姆奸淫类作品一天内销量冠军，还被编辑部特地制作特辑，实在丢脸到家。

  　うん、なんかスライム姦ジャンル日間１位とかになって特集まで組まれる羽目になったのは流石に恥ずかしすぎる。

  给我记住，奥露榭。

  　覚えてろよ、オルシェ。

 
  第９７話：異世界召喚

  第97话　异世界召唤

  「欢迎各位异世界的战士。」

  「ようこそ、異世界の戦士様方」

  

  眼前有个坐在王座上的女人，胸部大得莫名其妙。有罪。要是奥露榭看到，肯定会立刻说『杀了她吧』。

  　目の前には玉座に座った女。胸が無駄にでかい。ギルティ。オルシェが見れば即座に『殺しましょう』とか言い出してるところだな。

  地板上有应该是用来召唤的魔法阵，周围还有倒地的术师。不管怎么看，这都是异世界召唤的现场。

  　床には召喚に使ったと思しき魔法陣。周囲には倒れている術師。どう見ても異世界召喚の現場だ。

  

  ……那么，要说为什么会变成这样，事情要回溯到不久前。

  　……さて、なんでこんな事になったかというと、話はしばらく前に遡る。

  

  ——　不久前的故事　——

  ―――　ちょっとまえのはなし　―――

  

  『异世界召唤？』

  『異世界召喚？』

  『是啊，很伤脑筋吧～』

  『そうなんですよ。困った話ですよね～』

  

  我正觉得奥露榭难得会出来接待访客，结果她一回来就说起这种事。在世界之间进行灵魂的交换时，必须支付代价。擅自召唤其他世界的人是犯罪行为。

  　珍しくオルシェが来客に対応してたと思ったら、戻ってくるなりそんな話をし始めた。世界間で魂のやり取りをする場合は対価を払う必要がある。無断で別の世界の者を召喚するのは犯罪だ。

  话虽如此，这次我们并不是加害者。

  　と言っても、今回はうちが加害者というわけじゃない。

  

  『你还记得那个巨乳精灵毁灭的世界吗？』

  『巨乳エルフで滅んだ世界の話、覚えてますか？』

  『嗯，那个撑不到三分钟的……』

  『ああ、３分保たなかったあの……』

  『严格来说是十二个世界撑不到三分钟。』

  『厳密には１２の世界が３分保たなかったんですけどね』

  『好惨……』

  『ひでぇ……』

  

  他们似乎学不乖，又想创造巨乳精灵，结果毁灭了十二个世界。十二个世界加起来撑不到三分钟真的很惨。最后一个世界在创造出来的瞬间，巨乳精灵的小脚趾就撞到豆腐的角，因为这样而死，世界毁灭。这是什么死法啊？

  　懲りずに巨乳エルフを作ろうとして１２回も世界を滅ぼしたらしい。１２世界合わせて３分保ってないのはホント酷いな。最後とか作った瞬間に巨乳エルフが豆腐の角に足の小指をぶつけて死んで滅んでいる。どんな死に方だよ。

  

  『然后，那个神最后放弃巨乳精灵，创造出了第十三个世界。但是又无法完全放弃，所以就多弄了点巨乳，结果欠了一屁股债，连夜逃走了。』

  『で、その神、最後は巨乳エルフを諦めて１３番目の世界を作ったんですけどね？諦めきれずに巨乳多めにしたら借金が嵩んで夜逃げしまして』

  『也太惨了……』

  『あまりにも酷い……』

  『而且祂似乎还留下了异世界召唤魔法，以便从其他世界窃取灵魂，好让荒废的世界恢复生机。』

  『しかも、荒廃する世界をどうにかしようと他所の世界から魂を盗むための異世界召喚魔法を残してたみたいで』

  『哇啊……』

  『うわぁ……』

  

  就我调查的结果，似乎没有从我们这边偷走灵魂……

  　一応、調べた限りではうちから盗まれた魂は無いようだが……

  

  『榭菈小姐之前的世界好像被偷走了不少灵魂。』

  『シエラさんの前の世界、結構盗まれてるようでして』

  『啊……』

  『あー……』

  

  看来访客是地球的神明。

  　来客は地球の神様だったらしい。

  

  『不过严格来说，祂并不是地球的神明。』

  『まあ、厳密に言うと地球の神様ではないんですけどね』

  『是这样吗？』

  『そうなのか？』

  『因为那个世界很广大。地球是边境中的边境。』

  『あの世界、広いですから。地球は辺境中の辺境ですよ』

  『啊……』

  『あー……』

  『不过因为是边境，所以祂好像无法顾及到每个角落，经常被偷。』

  『まあ、辺境だから目が行き届かなくてよく盗まれるらしいんですけどね』

  

  看来受害情况都集中在地球。而且不知为何，还集中在日本。我记得在我知道的故事中，召唤对象是随机的，但这里似乎没有那种随机性。几乎都是日本。

  　どうやら被害は地球に集中しているらしい。しかも何故か日本に集中している。俺の知ってる物語とかだと割とワールドワイドから召喚されていた記憶なんだが、特にそういうランダム性はないらしい。ほぼ日本。

  

  『不过，因为日本人太习惯异世界召唤，所以说明起来比较轻松吧？』

  『まあ、日本人は異世界召喚に慣れすぎてて説明が楽だからですかね？』

  『我们确实很习惯，但这两者有什么关系吗？』

  『確かに慣れてはいるが、なにか関係があるのか？』

  『因为不需要强制力来理解，所以成本很低。明明灵魂的质量没有变化，却因为加工量少而便宜，所以还满受欢迎的哦？』

  『理解に必要な強制力が要らないのでコストが安いんですよ。元の魂の質に変わりはないのに加工が少なくて済む分安いので、割と人気ですよ？』

  『总觉得心情很复杂……』

  『なんか複雑な気分だよ……』

  

  看来那种低成本，也直接反映在召唤时的魔力消耗上，再加上容易在地球附近开洞，所以经常遭受损害。」

  　どうやらそのコストの安さは召喚時の魔力消費にもダイレクトに反映されているらしく、地球付近に穴を開けやすいのも相まってよく被害に遭うのだとか。

  

  『既然知道就该想想对策啊。』

  『わかってるなら対策しろよ』

  『从中央这边很难看清楚啊。』

  『中央からは見え辛いんですよ』

  

  因为被正常交易的日本人灵魂，似乎是死后被中央回收的。除非遥远的生产地的情报大幅减少，否则回收的灵魂不会进入中央。

  　普通に取引されている日本人の魂は死んで中央に回収されたものらしいからな。遠い生産地の情報は回収される魂が大幅に減るとかでもなければ入ってこない。

  不管怎么说，都是另一个世界的事。犯人也不是我们，顶多就是注意一下而已。

  　ともあれ向こうの世界の話だ。犯人もうちじゃないし、注意はしておく、くらいの話だな。

  

  『所以，那边的神明是来提醒我们注意的吗？』

  『で、向こうの神様は注意喚起に来たのか？』

  『不，是希望我们帮忙回收被偷走的灵魂。』

  『いえ、盗まれた魂の回収を手伝ってほしい、と』

  『那件事，你们自己不做吗？』

  『それ、自分たちでやらないのか？』

  『好像人手不足。这是谢礼……』

  『手が足らないらしくて。お礼はこのくらいと……』

  

  ……真是不错的金额。

  　……良い額だな。

  嗯，没办法，毕竟是帮助别人。就帮他们一把吧。

  　まあ、仕方ない、人助けだからな。ここは一肌脱ぐか。

  

  『公主大人，对金钱没有抵抗力。』

  『姫さま、お金に弱い』

  『呜……』

  『うぐ……』

  『愿意脱衣舞吗？哈啊哈啊！！』

  『ストリップしてくれるんですか？はぁはぁ！！』

  『喂，不要加油添醋！？』

  『ええい、盛るな！？』

  

  我拉开对脱衣有所反应而开始兴奋起来的奥露榭。可恶，给我停止你的手！

  　脱ぐに反応して興奮し始めたオルシェを引き剥がす。ええい、その手の動きを止めやがれ。

  

  『下次再犯的话，我会处罚你哦。』

  『次やったらお仕置きだからな？』

  『您愿意对我做色色的处罚吗！？』

  『エッチなお仕置きしてくれるんですか！？』

  『我会把你关进什么都没有的房间，还附上贞操带。』

  『貞操帯付きで何もない部屋に放り込む』

  『请不要这样啦！？』

  『やめてくださいよっ！？』

  

  因为不这么做的话，就称不上是处罚了。

  　そうしないとお仕置きにならないからな。

  好啦，既然奥露榭也冷静下来了，就来思考作战计划吧。该怎么回收被偷走的灵魂呢……首先得去那个世界看看才行。不过……

  　さて、オルシェも落ち着いた事だし作戦を考えるか。どうやって盗まれた魂を回収するか、だが……まずはその世界に行ってみない事にはどうしようもないな。

  

  『召唤会来得很快吗——？』

  『召喚されるのが早いですかねー？』

  『要怎么召唤啊？』

  『どうやって召喚されるんだよ』

  『呃，靠气势？』

  『ええと、気合で？』

  

  别强人所难了，事情可没那么简单。我原本是这么想的，不过……

  　無茶言うな。そんな簡単な話じゃねえんだよ。と、思っていたんだが……

  

  『没问题。在通往地球的门打开时，只要拦截就行了。』

  『問題ない。地球にゲートが開く時にインターセプトすれば良い』

  『哦、哦……？』

  『お、おう……？』

  

  虽然我搞不太懂，但似乎办得到。我的老婆未免太优秀了吧。

  　よくわからないが、できるらしい。うちの嫁、優秀すぎでは。

  于是，我们和那边的神明交涉，决定设下陷阱……

  　そんなわけで向こうの神と交渉して罠を張る事になり……

  

  ——　直到现在　——

  ―――　いまにいたる　―――

  

  于是，我就被召唤过来了。

  　と、言うわけで召喚されたわけだが。

  我环顾四周，发现两名像是日本人的少女。两人都年约十六岁，胸部虽然不大，但以年龄来说，已经偏离奥露榭的喜好范围了。其中一人是短发少女，看起来活泼好动，身高偏高；另一人则是戴着眼镜，看起来文静乖巧，身高大约是平均值。

  　見回せば日本人らしい少女が２人。２人とも１６歳くらい。胸はささやかだが年齢的にはオルシェのストライクゾーンを外れてるな。片方は活発そうな短髪の少女で身長高め、もう片方は眼鏡をかけた大人しそうな少女で身長は平均くらいか。

  周围倒卧着疑似是召唤术者的尸体，而以冰冷的眼神俯视着她们的，应该就是下令召唤的这个国家的女王吧。

  　周囲には召喚したらしい術者が倒れていて、それを冷たい目で見下ろしているのが召喚を命じたこの国の女王、と言ったところか。

  

  「……嗯？看来混进了一个瑕疵品呢。」

  「……ん？ハズレが混ざったようですね」

  

  坐在王座上的女王一看到我，便不屑地这么说道。她的视线……正对着我的头顶附近。是兽耳吗？

  　玉座に座る女王はこちらを見るなり吐き捨てるようにそう言った。視線は……俺の頭の上辺りに向けられている。獣耳か。

  召唤日本人以外的人，会额外耗费成本。反过来说，就是以同样的成本，只能召唤出质量低劣的灵魂。再加上，从地球以外的地方进行召唤，难度会提高，所以会耗费更多成本。也就是说，质量会因为这些成本而更加低劣。结果，就是被召唤来的人会受到更恶劣的待遇。

  　日本人以外の召喚ではコストが余計にかかる。逆に言えば、同じコストでは質の低い魂しか呼べないという事だ。その上、地球以外からの召喚だと難易度が高くなるため余計にコストがかかる。つまり、それらのコストの分だけ質は更に下がる。結果、召喚された先での扱いは悪くなる。

  我现在的模样是兽耳和兽尾，就像是从我的神体上拆下翅膀一样。虽然头发是黑色的，但一眼就能看出不是日本人。当然，我应该会受到和被召唤来的日本人不同的待遇吧。

  　俺の今の姿は獣耳に獣尻尾。俺の神体から翼を外した様な姿だな。髪こそ黒だが一目で日本人ではないとわかる。当然、召喚された日本人とは別の扱いをされるだろう。

  

  「把这个污秽的人扔出去。」

  「この汚らわしい者を放り出せ」

  

  果不其然，宝座上的废乳瞥了我一眼后如此说道。不过，这样就好。因为我要找的人应该也受到同样的待遇。

  　案の定、玉座の駄乳は俺を一瞥してそう言い放った。けど、それでいい。何故なら俺が探している者も同じ扱いを受けたはずだからだ。

  这次的回收对象，是某位女神的灵魂。她在地球观光时被卷入事件，遭到召唤。

  　地球観光中に巻き込まれて召喚されたある女神の魂。それが今回の回収対象なのだから。

  

 
  第９８話：逃走

  第98话　逃走

  「等等，你们想对这么小的孩子做什么！？」

  「ちょっと、こんな小さな子に何する気！？」

  

  就在我鼓起干劲准备被赶出去的时候，有人出声制止了我。是跟我一起被召唤过来的那两个女孩。

  　さあ追い出されよう、と意気込んだところに待ったの声がかかる。一緒に召喚された女の子たちだ。

  

  「这和战士大人们没有关系。处分兽人混血是规定事项。」

  「戦士様方には関係のないことです。獣混じりの処分は規定事項ですので」

  

  兽人混血啊。看来这个国家似乎歧视兽人。我环顾四周，发现这里确实只有人族。虽然这本身并不是什么稀奇的事……但听她们的对话，应该是刻意排除兽人的。」

  　獣混じり、ね。どうやらこの国では獣人は差別されているらしいな。見回せば、たしかにここに居るのは人間種だけだ。それ自体は珍しいことじゃないが……話からするに意図的に排除してるんだろうな。

  

  「我说啊！！你们竟然要处分这么可爱的孩子，到底在想什么！！」

  「あのねぇ！！こんなに可愛い子を処分だなんて、何を考えてるのさ！！」

  

  主要在说话的是短发少女。相对地，戴眼镜的那位则很温顺……

  　主に喋っているのは短髪の少女だ。対して眼鏡の方は大人しいものだが……

  

  「那位也是同样的想法吗？」

  「そちらの方も同じ考えですか？」

  「啊——嗯，是啊。」

  「あー、まあ、そっすね」

  

  我总觉得她很黑心啊。可能是因为戴着眼镜吧。

  　どうにも腹黒感が拭えないんだよなぁ。眼鏡のせいかもしれないが。

  

  「我不知道你们的国家是怎么看待的，但在这个国家，兽人是受人忌讳的存在。」

  「あなた方の国ではどうかは知りませんが、この国で獣人は忌むべき者とされているのです」

  「就算是这样，也不能对这么小的孩子下手！！」

  「だからって、こんな子供を！！」

  

  短发女孩站到我面前，像是要保护我。不过，该怎么办呢？虽然被放逐出去对我来说比较方便……

  　俺を庇うように前に立ち塞がる短髪の娘。しかし、どうしたものかね。こっちとしては追放された方が都合がいいんだが……

  

  「那、那个……」

  「あ、あの……」

  「没事的。」

  「大丈夫だからね」

  

  少女们用温柔的眼神看着想要阻止她们的我。不，我就说不是了。

  　止めようとする俺に優しい目を向ける少女たち。いや、だから、違うんだよ。

  

  「没办法，只好召唤下一批了。把这些人赶出去。」

  「仕方ありませんね、次を召喚するとしましょう。この者達を追放しなさい」

  

  看来这对废乳已经放弃我们，打算召唤下一批了。呃，那个洞已经堵住了，所以你们没办法再召唤了啦。

  　どうやら駄乳は２人に見切りをつけて次を召喚するつもりのようだ。いや、その穴はもう塞いだから次は召喚できないんだがな。

  

  「呃，我说的洞不是色色的那种洞啦。」

  「いや、穴と言ってもエロい意味じゃなくて」

  「你刚刚说了什么？」

  「なにか言った？」

  

  我忍不住照平常的习惯找借口。见两人一脸狐疑地看着我，我连忙摇头回答。好险好险。

  　ついいつもの癖で言い訳が口から漏れる。怪訝そうに見る２人に慌ててふるふると首を振って答える。危ない危ない。

  这时，士兵们开始包围我们。我是很想就这样乖乖被赶出去，不要抵抗啦……

  　さて、そうしているうちに兵士たちが俺たちを囲み始めた。こっちとしては抵抗せずにこのまま追放されたいところなんだけど……

  

  「好啊，我就陪你们玩玩。」

  「いいよ、相手になってあげる」

  

  可是，有一个人超级有干劲耶。

  　１人、すげーやる気になってる奴が居るんだよなぁ。

  

  「没办法，只好强行突破了。」

  「仕方ない、強行突破するかぁ」

  

  既然如此，那就没办法了。现在就硬闯出去吧。要是抵抗得不够彻底，害她们被杀掉，我也会良心不安。

  　もうこうなったら仕方ない。ここは押し通させててもらおう。中途半端に抵抗して２人が殺されるのも後味悪いしな。

  

  「你们两个，跟我来！」

  「２人とも、ついてきて！」

  

  我用脚踢开士兵的一角，然后朝包围网的破洞冲出去。

  　蹴りで兵士の一角を薙ぎ払う。そうしてできた包囲の穴に向かって駆け出す。

  

  「呃，我说的洞是比喻啦……」

  「いや、だから穴ってのは比喩でだなぁ……」

  

  我忍不住照平常的习惯找借口，同时冲出去。她们两个似乎也掌握了状况，同时冲了出去……

  　ついつい癖で言い訳しつつ駆け抜ける。２人も状況を把握したようで同時に駆け出して……

  

  「等一下，等一下啦……」

  「ちょっと、待って、待ってって……」

  

  ……喂，眼镜，你的脚程也太慢了吧。

  　……眼鏡、足遅いな、おい。

  

  「要上喽！」

  「行くよ！」

  「喂，你拿的方式不对吧！？」

  「ちょっと、持ち方！？」

  

  短发少女觉得这样下去不妙，于是把眼镜少女扛在肩上跑了起来。虽然有强化过能力值，但从她动作流畅这一点来看，她应该很习惯扛人了。

  　このままじゃ拙いと思った短髪の娘の方が眼鏡の娘を肩に担いで走り出す。ステータスが強化されているのもあるが、動きに澱みがないあたり担ぎ慣れてるな、アレは。

  

  「前面也来了！」

  「前からも来たよ！」

  「有点麻烦呢……」

  「ちょっと面倒だね……」

  

  前方出现了一群士兵，打算夹击我们。要一一打倒他们也很麻烦，没办法。

  　挟み撃ちにするように前方から兵士の一団が現れる。いちいち倒していくのも面倒だな。仕方ない。

  

  「我要破坏墙壁了！」

  「壁、壊すよ！」

  

  我直接破坏墙壁，来到外面。外面有护城河，不过……

  　そのまま壁を破壊して外に出る。外には堀があったが……

  

  「你会飞吗？」

  「飛べる？」

  「我试试看！！」

  「やってみる！！」

  「太乱来了啦啊啊啊啊啊！？」

  「無茶よぉぉぉぉぉ！？」

  

  嗯，虽然好像听到了惨叫声，但现在不是在意那种事的时候。我当然没问题，而短发少女也轻而易举地飞越了护城河。

  　うん、まあ、悲鳴が聞こえた気がしたが、気にしている場合じゃないな。俺は当然問題ないとして、短髪の娘も軽々と堀を飛び越える。

  

  「呜哇！？」

  「うわぁ！？」

  「呀啊啊啊啊啊啊啊啊！！？」

  「ひゃあぁぁぁぁぁぁぁっ！！？」

  

  这应该是拜召唤特典所赐吧。否则一般人根本跳不了那么远。

  　召喚特典のおかげだろうな。でなければ普通の人間が飛べる距離じゃない。

  

  「真、真有你的。」

  「や、やれるものだね」

  「应该是拜能力值补正所赐吧。」

  「ステータス補正のおかげかな」

  「我、我还以为会死……」

  「し、死ぬかと思った……」

  

  嗯，也是，被倒着抱着跳远，应该会很害怕吧。如果是奥露榭，她应该已经尿裤子了。

  　うん、まあ、後ろ向きに抱えられたまま走り幅跳び、というのは生きた心地がしないだろうなぁ。オルシェならお漏らししているところだ。

  

  「呜呜，我尿出来了……」

  「うぅ、チビッたじゃない……」

  

  ……啊。

  　……あ。

  嗯，那个，抱歉。我没想到。

  　うん、まあ、なんだ、すまん。

  

  「那么，接下来要怎么办？」

  「で、これからどうするんだい？」

  

  短发少女抱着眼镜少女，这么问我。

  　眼鏡の娘を抱えたまま短髪の娘が訊いてくる。

  

  「这里也不能说安全，我们快离开吧。」

  「ここも安全とは言えませんから、早く離れましょう」

  「好。」

  「わかった」

  「喂，你先放我下来啦！！」

  「ちょっと、降ろしなさいよ！！？」

  

  我和短发少女讨论今后的方针时，被她抱着的眼镜少女开始大叫。

  　俺と短髪の娘が今後の方針について話し合っていると、抱えられたままの眼鏡の娘が喚き始めた。

  嗯，这个嘛，希望你再忍耐一下。因为士兵可能还会追上来。

  　うん、まあ、もうちょっと我慢してほしい。まだ兵士が追ってくる可能性があるからな。

  

  「至少让我换件内衣啦！！」

  「せめて下着は着替えさせてぇ！！」

  

  嗯，什么嘛，真的很抱歉。

  　うん、なんだ、マジすまん。

 
  第９９話：異世界語翻訳

  第99话　异世界语翻译

  「呜、呜呜……」

  「う、うう……」

  

  眼镜少女哭着脱下内裤，换上体育服的短裤。不是，我都道歉了。

  　泣きながらパンツを脱いで体操着のショートパンツに着替える眼鏡の娘。いや、だから悪かったってば。

  这里是城郊的贫民窟。这种地方到处都有，虽然对行政单位来说是头痛的根源，但作为藏身之处却非常方便。因为就算有异类进出，也几乎不会有人在意。

  　ここは街外れの一角、スラム街だ。どこにもこういう所はあるもので、行政側から見ると頭痛の種だが、隠れ場所としては非常に都合がいい。異分子が増えたり減ったりしても気にする者はほとんど居ないからな。

  

  「嗯♡呜……♡」

  「んっ♡うっ……♡」

  

  而这种地方，这种非法交易也是家常便饭。现在也有幼女被肥胖的男人压在身下。

  　そして、こういう場所ではこの手の非合法商売も日常茶飯事だ。今も幼い女の子が肥え太った男に組み敷かれている。

  

  「停。随便插手的话会被发现的。」

  「ストップ。下手に口出せば見つかるよ」

  

  我阻止了想要冲出去的短发少女。混入人群的诀窍就是不要做出与周围不同的行动。如果对这种司空见惯的行为发出抗议，肯定会很显眼。

  　飛び出そうとする短髪の少女を止める。紛れるコツは周囲と異なる動きをしない事だ。日常茶飯事の行為に抗議の声なんて上げれば目立つに決まっている。

  

  「啊，哈♡」

  「あ、はっ♡」

  

  幼女被注入精液，达到高潮。这也是常见的景象……

  　どぷどぷと精液を注ぎ込まれ、絶頂に達する幼女。これもよくある光景……

  

  「太好了。这是报酬。」

  「良かったわ。これ、報酬ね」

  

  不是吧！？

  　じゃねえっ！？

  买下幼女的是男方吗！？

  　買ったの幼女側かよ！？

  才没有，才没有幼女花钱买配种叔叔！！

  　ねえよ、種付けおじさんを金で買う幼女とかねえよ！！

  

  「哈、哈哈……居然是女孩子花钱买男人吗……」

  「は、はは……女の子の方がお金で男を買ってたのか……」

  「这是什么，好兴奋啊。」

  「なにそれ、興奮するんだけど」

  

  别兴奋啊，眼镜。

  　興奮するな、眼鏡。

  话说回来，别用那种「原来你知道啊」的眼神看我。我再怎么厉害也料想不到这种事。我虽然经常看到买正太的小姐姐和幼女，但买路人叔叔的幼女倒是前所未见。虽然奥露榭的色情视频收藏里好像有几部是这种题材，但那毕竟是虚构的。

  　というか、知ってたのね、みたいな目で見るな。流石にそんなの予想できんわ。ショタっ子を買ってるお姉さんや幼女は割と見るけど、モブおじ買ってる幼女とかは流石に見ねえよ。オルシェのエロ動画コレクションにはいくつかあった気はするが、アレはフィクションだからなあ。

  而且刚才的路人叔叔似乎很受欢迎，接连有幼女向他搭话。从他玩到一半的发言来看，美丑应该没有逆转才对。

  　しかもさっきのモブおじ、割と売れっ子なのか次々と幼女に声かけられてるんだよな。プレイ中の発言から別に美醜逆転してるとかじゃなさそうなのに。

  

  「对了，差不多该告诉我你们的名字了吧。」

  「それより、そろそろ名前教えて」

  

  我向目不转睛地看着路人叔叔被幼女们团团包围，有时甚至发展成多人游戏的两人询问名字。毕竟他们一个是戴眼镜，一个是短发嘛。

  　次々と幼女に群がられ、時には複数人プレイに発展する様子を食い入るように見ている２人に名前を訊く。流石に眼鏡と短髪じゃあな。

  

  「啊，嗯，我是佐佐・时乃。」

  「あ、うん、僕はささや・ときの」

  「我是澪・久世。」

  「わたしはみおんよ。くじみ・みおん」

  

  呜哦！？

  　うぉお！？

  日语和异世界语的翻译同时出现。为什么？明明其他语言都没有这种现象啊？

  　日本語と異世界語翻訳がダブルで来た。なんでだ？他の言葉じゃ無かった現象だぞ？

  

  「笹谷鸨乃，佐佐・时乃。时乃就是你的名字。」

  「笹に谷、鴇に乃でササヤ・トキノね。トキノが名前」

  

  啊，修好了。原来如此，是因为汉字的关系啊。异世界语翻译的版本太低了。我记得奥露榭说过，版本太低的话，女演员名字的翻译就会出错，让人无法享受。

  　あ、直った。そうか、漢字のせいか。異世界語翻訳のバージョンが低いせいだ。確かオルシェがそんな事を言っていた。バージョンが低いと女優名の翻訳がバグってて妙に楽しめなかった、と。

  

  「呃，我的名字有点难念，姓氏是久慈观，念作Kujimi，名字是魅和媛，念作Mion哦。」

  「ええと、わたしの字はちょっと難しくて、名字が久と慈と観でクジミ、名前の方は魅と媛でミオンよ」

  

  给我等一下！？

  　ちょっと待てぇい！？

  翻译出来的内容，刚才也太奇怪了吧！？

  　翻訳、今すげえおかしかったぞ！？

  怎么办……我完全听不懂她在说什么。没办法，只好把翻译版本升级到最新版了。

  　どうしよう……話が頭にぜんぜん入ってこない。仕方ない、最新バージョンに上げるか。

  

  「Bitch！？」

  「ビッチ！？」

  「咦？」

  「へ？」

  「嗯？」

  「ん？」

  

  我一升级异世界语翻译的版本，鸨乃就对Bitch这个单词有了反应。对哦，翻译结果会反映在旁边听的人身上。

  　異世界語翻訳のバージョンを上げていたら、鴇乃がビッチに反応した。そうか、隣で聞いてる方には翻訳が反映されるのか。

  

  「魅媛，你刚才说自己是Bitch对吧？」

  「今、魅媛、自分の事をビッチって言ったよね？」

  「谁是Bitch啊，谁啊？我可是打从出生以来就只跟这个人在一起，完全没有男性经验耶？」

  「誰がビッチよ、誰が。こちとら生まれて此の方、男性経験なんか皆無だが？」

  

  她好像陷入混乱了……没办法。

  　かなり混乱してるな……仕方ない。

  

  「大姐姐，你刚才说魅和媛是魅媛对吧？」

  「おねーさん、魅と媛で魅媛、って言ったよね？」

  「我才没说！？」

  「言ってないけど！？」

  「咦？你说了啊？」

  「え？言ってたよ？」

  「为什么魅惑和公主会变成Bitch啊！？」

  「なんでチャームとヒメでビッチよ！？」

  

  她好像很混乱。

  　混乱してるなぁ。

  因为自己说的时候不会被翻译，所以她没发现。再给她一点提示好了。

  　自分で言ってる時は翻訳されないからね、気付かないよね。もうちょっとヒントをあげるか。

  

  「妾身和妾身和妾身。实行妾身。」

  「妾は妾と妾。妾を実行」

  「「呜哇！？」」

  「「うわっ！？」」

  

  虽然对正在升级版本的我无效，但她们两人应该会听到无限次的「妾身」。

  　バージョンアップしている俺には効果はないが、２人には「妾」が無限に聞こえているはずだ。

  

  「好像出现强制结束异世界语翻译的选项了。」

  「なんか、異世界語翻訳を強制終了するって出たんだけど」

  「啊，配种叔叔的声音变成日语了。」

  「あ、種付けおじさんの声が日本語じゃなくなった」

  「难道是翻译有问题？」

  「もしかして、翻訳がおかしかった？」

  

  其实旧版本的异世界语翻译有误把一部分语言当成指令的BUG。我利用这点，输入会耗尽资源的魔法语言让异世界语翻译失控，强制结束程序。之前奥露榭抱怨女演员名字的问题时，塞丝妲三两下就修好翻译，还告诉我这件事。

  　実は古いバージョンの異世界語翻訳には言葉の一部をコマンドと誤認してしまうバグがある。それを利用してリソースを食いつぶす魔法の言葉を使って異世界語翻訳を暴走させ、強制終了させたってわけだ。前、オルシェが女優の名前問題で愚痴ってた時にさっくりそれを直したセスタが教えてくれた。

  顺带一提，世界本身的版本再旧一点，好像连整个世界都会强制结束。是毁灭的语言吗？

  　ちなみに世界自体のバージョンがもうちょっと古かったら世界ごと強制終了するらしい。滅びの言葉かな？

  不管怎样，这样就能让她明白异世界语翻译有问题了吧。

  　ともあれ、これで異世界語翻訳の問題だとは判ってもらえただろう。

  

  「大姐姐，可以让我看看你的状态吗？」

  「お姉さん、ステータス見せてくれる？」

  「咦，你听得见我说的话？」

  「あれ、キミの言葉はちゃんと聞こえるんだね」

  「难道你知道日语？」

  「もしかして、日本語知ってるの？」

  

  我知道，不过这次不是。因为我的异世界语翻译没有强制结束。

  　知ってるけど、今回のは違う。俺の方の異世界語翻訳は強制終了していないからだな。

  

  「这个这个。」

  「これこれ」

  

  我指向异世界语翻译。我的异世界语翻译有效。相对地，她们两个的异世界语翻译是灰色的。而且，上面写的版本数字也差很多。

  　と、異世界語翻訳を指差す。俺の異世界語翻訳は有効になっている。対して、２人の異世界語翻訳はグレーアウト。それに、そこに書かれているバージョンの数字も大きく違う。

  

  「难道是版本不同？」

  「もしかして、バージョンが違うの？」

  「原来如此……」

  「なるほど……」

  

  幸好她能明白。那么，来处理吧。先从启动程序开始。

  　判ってもらえたようで何よりだ。では、対処しようか。まずはそれを起動するところからだ。

  

  「按启动看看。」

  「起動を押してみて」

  「啊，播种老爹的话变成日语了。」

  「あ、種付けおじさんの言葉が日本語になった」

  「……」

  「……」

  

  这女人从刚才就莫名执着于播种老爹。不，其实我一直从背后听到就是了。

  　さっきから妙に種付けおじさんに拘るな、この女。いや、まあ、ずっと背後から聞こえてきてはいるけどさ。

  

  「魅媛，播种老爹是……」

  「魅媛、種付けおじさんって……」

  「哎呀，啊哈哈。不过，真的听起来像Bitch呢……」

  「いやぁ、あはは。でも、ホントにビッチって聞こえるのね……」

  

  嗯，是啊，就是这么回事。那么，就快点修正吧。

  　うん、まあ、そう言うことだ。じゃあ、手っ取り早く直そうか。

  

  「妾身更新自己的异世界语翻译。执行妾身。」

  「妾は自分の異世界語翻訳をアップデート。妾を実行」

  「什么？你说妾身？」

  「なに？妾って言った？」

  「妾身是？」

  「妾って？」

  

  嗯，指令不会被翻译，所以除了开头的部分以外都听不到吧。不过，这样应该就没问题了。

  　うん、コマンドは翻訳されないから最初の部分以外は聞こえないよね。でも、これでもう大丈夫なはず。

  

  「魅和媛，魅媛。」

  「魅と媛で魅媛」

  「啊，听得到吗？」

  「あ、ちゃんと聞こえる？」

  

  好，看来没问题。

  　よし、問題無いみたいだな。

  ……这样终于能进入正题了。

  　……これでやっと本題に入れる。

 
  第１００話：異世界的逃亡法

  第100话　异世界的逃亡法

  「好了，差不多该走了。」

  「さて、そろそろ移動するよ」

  

  不，我并不是因为在意那个播种叔叔而无法集中精神，而是想早点离开这座城市。毕竟追兵应该也会追来。

  　いや、種付けおじさんが気になって集中できないから、とかではなく。早めに街から抜け出したいところなんだよな。追手も来るだろうし。

  我所要找的女神恐怕已经被逐出城外了。其实我本来也想被逐出城外，好确认她被逐出城外的地点，不过……

  　おそらく目的の女神は街から追放されているはずだ。本当はどこに追放されているかを確認するためにも同じように追放されたかったんだが……

  

  「？」

  「？」

  

  嗯，算了，她露出那种天真无邪的表情，我也不好意思发脾气，而且她姑且算是担心我嘛。

  　うん、まあ、そんな無邪気な顔されたら怒るに怒れないというか、一応俺の事を心配してくれたわけだしな。

  

  「呼、呼……」

  「はぁはぁ……」

  

  嗯，先不管因为幼女骑乘位而兴奋不已的眼镜男。总之，我得先说明原委，取得同意，才能离开这座城市。

  　うん、幼女の騎乗位に興奮している眼鏡は置いておこう。とりあえず、事情を説明して街から出る事に同意してもらわないとな。

  

  「原来如此，你在寻找以前被强行召唤到这个国家的朋友吗？」

  「なるほど、キミは以前に無理やりこの国に召喚された友人を探している、と？」

  「嗯，就是这样。」

  「まあ、そうなります」

  「呜哇，那么深……」

  「うわぁ、あんなに深く……」

  

  喂，眼镜男，你要偷窥到什么时候？

  　おい眼鏡、いつまで覗いてんだ。

  

  「好了，魅媛，走咯。」

  「ほら、魅媛行くよ」

  

  鸨乃拖着想继续偷窥的魅媛离开。我们尽可能往远离王城的方向前进，躲在建筑物的阴影下。这里不愧是贫民窟，到处都传来淫秽的叫声。毕竟在这种地方，娱乐也有限，当然强暴事件也层出不穷……

  　覗きを続けたがる魅媛を鴇乃が引きずって連れ出す。できる限り王城から離れる方向に建物の影に隠れながら進むが、流石にスラム街だけあってそこかしこからエロい声が聞こえてくる。まあ、こういう場所だと娯楽も限られるからな。当然レイプも横行して……

  

  「你要当爸爸了！！」

  「お前がパパになるんだよ！！」

  

  ……

  　……。

  被几个幼女压制住，反过来被强暴的微胖型男子。呃，这是哪门子的需求啊？

  　幼女数人に押さえつけられて逆レイプされるぽっちゃり系男子。いや、どんな需要だよ。

  

  「……难道这里是性别逆转的世界？」

  「……もしかして性別逆転世界なの？」

  「这么说来，国王也是女性呢。」

  「そういえば王様も女性だったよね」

  

  呃，我可没听说这种事啊……

  　いや、そんな話は聞いてないんだけどな……

  平常的话，这时候应该会有人出来说明，但这里不是我们的世界，心电感应也传不过去，想问也问不了。

  　いつもならここで説明してくれるやつが居るんだが、ここはうちの世界じゃないからなぁ。念話も届かないから訊くに訊けない。

  

  「我有了一些情报……看来这就是原因。」

  「なにか情報は……あった。どうやら、これが理由みたいね」

  

  我看到眼镜闪了一下，空中随即显示出情报。看来这是魅媛的技能，也就是所谓的鉴定系能力。在异世界作品中，这是必备的能力。这种能力似乎会依照本人的特质进行选择……该不会只因为眼镜就选了这个吧？

  　眼鏡がキランと光ったと思ったら、空中に情報が表示される。どうやら魅媛のスキルらしい。いわゆる鑑定系能力か。異世界モノだと定番の能力だな。この手の能力は本人に合った物が選択されるらしいからな。……まさか、眼鏡だけで選択されたんじゃないだろうな？

  算了，这不重要，现在情报比较重要。我看看……

  　まあ、その辺りはどうでもいいか。今は情報が重要だ。なになに……

  

  「巨乳优待法？」

  「巨乳優遇法？」

  「好像是被判定为贫乳的人会受到冷落的法律。」

  「乳力測定で貧乳と判定された者は冷遇される法律みたいね」

  「糟透了……」

  「最悪だ……」

  

  看来贫乳的人因此而堕落成不良少女，这可真惨。

  　どうやら、それで貧乳と判定された者が不良化したらしい。これは酷い。

  

  「我知道幼女会堕落成不良少女了，但为什么是微胖型？」

  「で、幼女が不良化してるのはわかったけど、なんでぽっちゃり系？」

  「呃，等一下哦。是这个吗？」

  「ええと、待ってね。これかな？」

  

  ……

  　……。

  原来如此，胖子＝巨乳啊。看来是「肥胖者的孩子会成为巨乳」的传闻传开，才会变成那样。大概是认为女儿若是巨乳，就能过着轻松的生活吧。」

  　なるほど、デブ＝巨乳か。どうやら肥満との子供は巨乳になるという噂が広まってああなったらしい。娘が巨乳になれば楽な暮らしができるという考えか。

  

  「上面写着『这只是迷信』耶？」

  「なお迷信である、って書いてあるけど？」

  「嗯，我想也是。」

  「まあ、そんなものだよね」

  

  真是得不到回报啊。这一切都是因为创造这个世界的女神在人们心中植入巨乳信仰的关系。虽然现在是不存在的女神信仰，但原本是实际存在的女神，其影响力不容小觑。

  　報われねぇなぁ。それもこれもこの世界を作った夜逃げ女神が巨乳信仰を人々に植え付けたせいだな。今となっては居もしない女神を奉る宗教だが、元々は実在していた女神だ。その影響力は馬鹿にできない。

  

  「欸，吃太多变胖的话，不就能成为巨乳了吗？」

  「ねえ、バカ食いして太れば巨乳になれるんじゃない？」

  「变胖的话，似乎会被判定为巨乳呢。不过，因为大家相信女神赐予的巨乳因子，所以好像没有人注意到这件事。」

  「太れば巨乳判定はされるみたいね。けど、女神から与えられた巨乳因子が信じられてるから、誰もそれに気付かないみたい」

  「……」

  「……」

  

  嗯，巨乳因子本身是存在的。不过，巨乳判定不只是因子，也会对肥胖造成的巨乳产生反应。这太糟糕了。这样肥胖的神殿相关人员和掌权者就能高枕无忧了。结果，愈是贫穷的人类就愈是受到冷落。贫民窟才会变成这副德性。

  　まあ、巨乳因子自体は存在するんだがな。けど、巨乳判定の方は因子だけじゃなく肥満による巨乳にも反応する、と。これは酷い。そりゃあ肥え太った神殿関係者や権力者は安泰だろうな。結果、貧乏な人間ほど冷遇される、と。スラム街がこんな有様になるわけだ。

  只要环视贫民窟，就会发现男人不是被绑架来的有钱人家少爷，就是靠赚来的钱维持体型与精力的种马大叔。相对地，贫乳幼女占了相当大的比例。毕竟巨乳会受到优待，所以她们才不会沦落至此。

  　スラムを見渡せば男は誘拐されてきた裕福な家のボンボンか、稼いだ金で体型と精力を維持する種付けおじさんか、そのどちらかだ。対して女の子は貧乳幼女がかなりの数を占めている。巨乳は優遇されるからな。スラム堕ちなんかしない。

  

  「所以才会出现只有这里的男女比例颠倒的情况吧。」

  「それでここだけ男女逆転みたいになっているのね」

  「嗯，既然巨乳会受到优待，自然会形成接近男女比例颠倒的状况。」

  「まあ、巨乳が優遇されるなら男女逆転に近い状況にはなるよね」

  

  不过，虽然这里的女神会优待巨乳，但巨乳在全世界都是减益。因此，贫乳幼女比强壮的男人还强的情况也是屡见不鲜。结果，就形成了巨乳＞帅哥＞贫乳＞路人叔叔的权力平衡。前者是政治力，后者是战斗力的感觉。

  　でも、ここの女神が優遇してたってだけで世界的には巨乳はデバフなんだよな。なので、貧乳幼女の方が屈強な男よりも強いなんて事もザラにあるわけで。結果、巨乳＞イケメン＞貧乳＞モブおじ、みたいなパワーバランスになるわけか。前者は政治力、後者は戦闘力、って感じだ。

  

  「话说回来，你不知道被那种能力放逐的女孩会去哪里吗？」

  「ところで、その能力で追放された子がどこに行くかわからないの？」

  「啊。」

  「あ」

  

  嗯，现在不是调查巨乳优待情报的时候。对了，既然有外挂，那不就能调查了吗？

  　うん、巨乳優遇情報とか調べてる場合じゃなかったわ。そうだよな、チートがあるならそれで調べれるじゃないか。

  

  「呃，她们好像会被丢到位于南方，被称为放逐者森林的地方。」

  「ええと、南にある追放者の森、と呼ばれる所に捨てられるみたい」

  「好过分的名字。」

  「酷い名前だね」

  「好像也有魔物出没。」

  「魔物も出るみたい」

  「那已经……」

  「それ、もう……」

  

  不，应该不至于无法生存吧。女神并不是那么柔弱的生物。

  　いや、生きてないって事はないだろう。女神はそこまでヤワな生物じゃない。

  

  「放心，她们还活着。」

  「大丈夫、生きてる」

  「是啊，嗯……」

  「そうだね、うん……」

  

  不，这并不是我一厢情愿的推测。只是因为很难说明，所以就不说了。

  　いや、希望的観測じゃないんだけどな。説明が難しいから言わないけど。

  

  「我马上过去。」

  「すぐに向かう」

  「不过，得先从这里出去才行呢。」

  「まあ、まずはここから抜け出さないとダメなんだけどね」

  

  说得也是。虽然这里是贫民窟，但毕竟还是在城墙内。王都果然不是盖的，城门有守卫，要出去也不是那么简单。

  　それだよな。スラム街とはいえここは壁の中。流石に王都だけはある。門には門番が居るし、抜け出すのもそう簡単じゃない。

  

  「用你的能力不知道吗？」

  「その能力でわからないのかい？」

  「不，再怎么说也没那么方便……」

  「いや、流石にそこまで便利じゃ……」

  「啊，我知道了。」

  「あ、判るよ」

  

  知道个头啦。不过，既然知道的话就正好。我们快点出发吧。

  　判るんかい。とはいえ、判るなら好都合だ。早速向かおう。

  

  「啊啊♡」

  「あぁん♡」

  「再来♡」

  「もっとぉ♡」

  

  呃，这里是带女人上旅馆的吗！？

  　って、連れ込み宿かよ！？

  

  「呜哇……」

  「うわぁ……」

  「等、等一下……」

  「ちょ、ちょっと……」

  「呵呵，这里的地下室有转移阵哦。」

  「ふふん、ここの地下室に転移陣があるんですよ」

  

  原来如此啊。

  　なるほどなー。

  

  「可、可是，住宿的钱呢？」

  「で、でも、泊まるお金は？」

  「……啊。」

  「……あ」

  

  因为日本的钱不能用啊。不过，我早就料到会有这种事，所以准备了这个世界的钱。

  　日本のお金は使えないからな。まあ、こんな事もあろうかとこの世界のお金は用意してあるけどな。

  

  「呵呵。」

  「ふふん」

  「「是！！」」

  「「ははぁ！！」」

  

  两人对我拿出的金币五体投地。我赢了。

  　金貨を出す俺に平伏する２人。勝ったな。

  呃，不是这样。

  　って、そうじゃなくて。

  

  「不，现在不是演短剧的时候。」

  「いや、コントをやってる場合じゃなくて」

  「「说得也是。」」

  「「そうだった」」

  

  不要做蠢事，快点进旅馆吧。呃……？

  　アホなことをやってないで、早いところ宿に入ろう。ええと……？

  

  「嘿，特别室一晚！」

  「ヘイ、特別室一晩！」

  「「特别室！？」」

  「「特別室！？」」

  

  魅媛从我手中接过钱，将钱放在柜台上，说出令人不安的话。那是什么奇怪的房间名称啊？

  　俺から受け取ったお金をカウンターに置いて不穏なセリフを吐く魅媛。何だその怪しい名前の部屋は。

  

  「三位客人是吗？不管发生什么事，本店都不负任何责任，可以吗？」

  「３名様ですね。何が起こっても責任は取れませんがよろしいですか？」

  「没问题！！」

  「問題ありません！！」

  

  魅媛用力点头，回应柜台小姐令人不安的发言。不，不行吧！？

  　受付のお姉さんの不穏な言葉に魅媛だけが力強く頷く。いや、ダメだろ！？

  

  「是关于转移的事，没问题吧？」

  「転移の件よ。問題ないでしょ？」

  「「……嗯。」」

  「「……ああ」」

  

  魅媛悄悄在打算抗议的我们耳边说道。原来如此，是关于失踪事件的事啊。那的确没问题。

  　抗議しようとする俺たちに魅媛がそっと耳打ちしてくる。なるほど。行方不明事件が起きる話か。なら確かに問題はないな。

  

  「真的没问题吗？」

  「大丈夫ですか？」

  「「「没问题！！」」」

  「「「大丈夫です！！」」」

  「……那么请往这边走。」

  「……ではこちらへ」

  

  这次我们三人用力点头。柜台小姐以讶异的眼神看着我们，为我们带路。不过，没问题的只有到这里为止。

  　今度は３人で力強く頷く。そんな俺達に怪訝そうな視線を向けつつも案内してくれるお姉さん。けど、問題がないのはそこまでだった。

  

  「……」

  「……」

  「……」

  「……」

  

  嗯，这房间非常令人不安啊？

  　うん、すごく不穏な部屋なんだが？

  我和鸨乃哑口无言。不管怎么看，这都是牢房。

  　絶句する俺と鴇乃。部屋はどう見ても牢屋だ。

  

  「难道特别室是……」

  「もしかして特別室って……」

  「SM用的。」

  「そ、ＳＭプレイ用」

  「一点都不没问题……」

  「何も大丈夫じゃない……」

  

  魅媛，你算计我们啊。

  　謀ったな魅媛。

  

  「这是特别室的附加触手组……真的没问题吗？」

  「こちら、オプションの触手セットです。……本当にいいんですか？」

  「「触手组！？」」

  「「触手セット！！？」」

  「啊，没问题。」

  「あ、問題ないです」

  

  柜台小姐留下「我不管了哦」这句话后，便离开了。我们甚至被迫签下切结书。

  　知りませんからね、と言い残して立ち去るお姉さん。誓約書まで書かされたよ。

  ……魅媛小姐？

  　……魅媛サン？

  

  「我说，转移的方法是什么？」

  「なあ、転移の方法って？」

  「必须玩触手Ｐｌａｙ才能转移的房间」

  「触手プレイしないと転移できない部屋」

  「这也太糟了吧！？」

  「最悪だ！？」

  

  话说，到底要怎么想才会觉得用触手Ｐｌａｙ的方式才能设置转移魔法阵啊？

  　というか、何をどうしたら触手プレイで転移が発動する魔法陣を設置しようと思うんだ？

  

  「好像是说，把触手的粘液和爱液混合在一起，就能得到转移的触媒」

  「触手の粘液と愛液を混ぜると転移の触媒ができる、みたいよ？」

  

  原来，是这样？

  　なる、ほど？

  可是……

  　けど……

  

  「有必要玩触手Ｐｌａｙ吗？」

  「それ、触手プレイする必要ある？」

  「不玩的话触手好像就不会产生粘液」

  「プレイしないと触手が粘液を生成しないみたいね」

  「……只要一个人去玩就行了吧？」

  「……１人がやればいいよね？」

  「……是啊」

  「……そうね」

  「「「……」」」

  「「「……」」」

  

  好了，来决定谁要当祭品吧。

  　さあ、誰が生贄になるか決めようか。

  

 
  第１０１話：転移

  第101话　转移

  我觉得猜拳是种不好的文化。

  　じゃんけんは悪い文化だと思う。

  

  「等等，你真的要让这种孩子做吗？」

  「ちょっと、ホントにこんな子にさせる気？」

  

  鸨乃出声抗议，但真希望她在猜拳前就先说一声。魅媛则是双眼兴奋得闪闪发光。

  　鴇乃が抗議の声を上げてくれるが、それはじゃんけんを始める前に言って欲しかったな。魅媛に至っては完全に目が興奮してるし。

  

  「没关系，这个世界的小女孩做爱很正常哦。」

  「大丈夫、この世界じゃ幼女のセックスも普通だよぉ」

  

  关系可大了！？

  　全然大丈夫じゃないが！？

  我可是全新的身体，还是处女耶。

  　こちとらおニューのボディだから処女だって。

  

  「那个，她应该是处女吧？」

  「その、流石に処女なんじゃ？」

  「只插一点点，只插一点点就好……」

  「先っちょだけ、先っちょだけだから……」

  

  鸨乃替我缓颊，但拜托你在猜拳前就先说啊。

  　鴇乃がフォローしてくれるが、だからそれはじゃんけんの前に言え、と。

  话说魅媛，你绝对会插到底吧！！

  　と言うか魅媛、それ絶対奥まで挿れるやつだろ！！

  

  「你想帮助朋友对吧？」

  「お友達助けたいんだよねぇ？」

  

  魅媛粉碎了我的期待，她问「能换我来吗？」。

  　代わってもらえるかな、という俺の期待を魅媛が打ち砕く。

  台词完全就是反派角色会说的耶？

  　完全にセリフが悪役のそれなんだが？

  

  「要用公平的方法决定对吧？」

  「公平な方法で決めたよねぇ？」

  「我、我知道了……」

  「わ、わかった……」

  

  我觉得猜拳是种不好的文化（再）。那一点公平性都没有！！

  　じゃんけんは悪い文化だと思う（再）。あれに公平性なんか欠片もない！！

  不，哎，该说是我太弱了吗？我从来没赢过。不过，我觉得觉得猜拳公平的人脑袋有问题。所以别把那猥亵的触手靠近我……不要啊！！？

  　いや、まあ、俺が弱いだけというか勝った試しがないだけなんだが。だが、あれが公平だと思ってる奴は頭おかしいと思うね。だからその卑猥な触手を近づけるのは……いやぁっ！！？

  

  「嗯哈♡」

  「んはぁっ♡」

  

  滑溜溜地钻进衣服的触手吸住了胸部。前端张开，长满了纤毛，将整个乳头包覆起来，轻柔地摩擦。

  　にゅるん、と服に潜り込んだ触手が胸に吸い付く。くぱぁと開いた先端には繊毛がびっしりと生えていて、それが乳首全体を包み込んで細やかに擦り上げてくる。

  

  「呜、嗯♡」

  「くぅ、んっ♡」

  

  我终于站不住，跪了下来。这时追加的触手袭来，钻进短裤里。

  　ついには立っていられなくなり膝をつく。そこに追加の触手が襲いかかり、ショートパンツに潜り込んでくる。

  

  「嗯呜♡」

  「んきゅぅっ♡」

  

  快感突然袭来。触手前端吸住敏感的淫核，激烈地振动。

  　いきなり襲いかかってくる快感。敏感な淫核に触手の先端が吸い付き、激しく振動する。

  

  「呜、嗯、不行♡」

  「くぅ、ん、だめぇ♡」

  

  敏感部位受到激烈的振动。袭来的快感让爱液从阴道深处溢出，滴答、滴答地濡湿地板……

  　敏感な部分に与えられる激しい振動。襲い来る快感に膣奥から愛液が零れる。ぽた、ぽた、と床を濡らし……

  魔法阵，没有发动啊？

  　魔法陣、発動しないな？

  

  「呼、呼，接下来才是重头戏哦！」

  「はぁ、はぁ、ここからが本番ですよ！」

  

  我忍耐着快感，观察魔法阵的状况，站在背后的魅媛却说出了令人不安的话。喂，你想干嘛？

  　快感に耐えながら魔法陣の様子を伺っていると、俺の背後に立った魅媛が何か不穏な事を言い出す。おい、何する気だ？

  

  「这是会分泌粘液的触手哦。」

  「これが粘液を出してくれる触手ですよ」

  

  她手上拿着比吸住我的触手粗上好几倍的触手。前端模仿男性器，明显是打算插入……

  　その手にあるのは俺に吸い付いてる触手の何倍もの太さの触手。先端は男性器のそれを模しており、明らかに挿入する気満々なんだが……

  

  「那个、好大……」

  「それ、おっき……」

  「咕嘿嘿，只会痛一下子哦。」

  「ぐへへ、痛いのは一瞬ですよ」

  「住手……」

  「やめ……」

  

  你不是说只有前端吗！？喂，谁来阻止……

  　お前、先端だけって言わなかったか！？ちょ、誰か止め……

  

  「呜嗯！？」

  「くぅんっ！？」

  

  触手猛然钻进我的小穴。不，就说了，这副身体是第一次啊！！

  　勢いをつけて触手が俺のまんこに潜り込む。いや、だから、この身体は初めてなんだってば！！

  

  「咕、呜……」

  「く、うっ……」

  

  久违的破瓜之痛……咦，前阵子不是才发生过这种事吗？

  　久々の破瓜の痛みに……あれ、ついこの前もこんな事無かったっけ？

  不，就算是这样，这股痛楚还是无法习惯！！

  　いや、だからって慣れる痛みじゃないが！！

  

  「哈、啊♡」

  「は、あっ♡」

  

  ……咦，痛觉呢？总觉得已经舒服起来了耶？

  　……あれ、痛みは？なんか、もう気持ちよくなってきたんだが？

  

  「嗯嗯嗯♡」

  「んんんっ♡」

  

  每当触手摩擦阴道壁，快感便窜上背脊。这样、不行……

  　触手が膣壁を擦る度に背筋を快感が駆け上る。これ、だめ、だ……

  

  「哈啊♡」

  「はぁっ♡」

  「触手的快感让幼女娇喘，不觉得很色吗？」

  「触手の快感に喘ぐ幼女、かなりエロくない？」

  「魅、魅媛，别在这种地方……」

  「ちょ、魅媛、こんなとこで……」

  

  魅媛看着我被触手侵犯的样子，开始自慰。这女人……

  　俺が触手に犯される様子を見ながら自慰を始める魅媛。この女……

  

  「嘴上这么说，鸨乃还不是在自慰。」

  「そんな事言って鴇乃だって興奮してるくせに」

  「不、不是，我……」

  「い、いや、僕は……」

  

  不，你们把我当成活祭品，还敢大放厥词？

  　いや、お前ら、俺を生贄にしておいてなに好き勝手言ってやがるんだ？

  

  「喂，你们两个，真是的♡」

  「ちょ、ふたりと、もぉっ♡」

  

  我正要抗议的瞬间，触手在阴道深处轻轻一顶。这只触手是故意的吧……

  　抗議の声を上げようとした瞬間に膣奥を小突かれる。この触手、わかってやってるだろ……

  

  「嗯♡等、等等♡现在、哈啊♡」

  「んっ♡ちょ、とっ♡いま、はぁっ♡」

  

  呜，连好好说话的余力都没有……

  　くぅ、まともに喋る余裕すらねぇ……

  

  「呜嗯♡这样、不行♡」

  「くぅんっ♡これ、だめぇ♡」

  

  回过神来，我发现自己在扭腰。尾巴随着腰部的动作摇晃，口中发出娇喘。

  　気がつけば自分が腰を振っている事に気付く。尻尾が腰の動きに併せてパタパタと揺れ、口から喘ぎ声が漏れる。

  啊，不行，要去了……

  　あ、駄目、いきそ……

  

  「啊啊♡不行、不行♡要去了、要去了呜呜呜呜呜呜呜呜呜呜呜♡」

  「あぁっ♡だめ、だめぇ♡イク、イクぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅっ♡」

  

  她的腰猛然一跳，爱液随之喷出。触手也同时将白浊液体射进阴道……

  　びくん、と腰が跳ねて愛液が噴き出す。それに併せて触手も白濁した液体を膣内に放ち……

  

  「「咦？」」

  「「へ？」」

  

  回过神来，我们已经身在森林之中。

  　気が付けば俺達は森の中に居た。

 
  第１０２話：チョイスがおかしい

  第102话　选择很怪

  我环顾四周，这里是森林里，可以确定不是王都……不过这里是哪里？

  　見回せば森の中。王都ではないのは確実だが……どこだ、ここ？

  

  「魅媛，你知道这里是哪里吗？」

  「魅媛、ここがどこか判る？」

  「王都的南边。」

  「王都の南だね」

  「那么，这里是放逐者森林？」

  「じゃあ、ここが追放者の森？」

  「不是，放逐者森林还要再往北一点。」

  「ううん、それはもうちょっと北の方」

  

  看来我们似乎从放逐者森林更往南边移动了。虽然觉得转移这种事在贫民窟的旅店中，消息竟然没有传开，实在很奇怪，但若转移至放逐者森林更南边，倒也情有可原。因为一般人无法越过有魔物出没的放逐者森林回到王都，所以转移的消息才没有传开。

  　どうやら追放者の森の更に南に出たらしい。スラムの宿とはいえ人が転移したなんて話が真偽不明のままなんておかしいと思ったが、追放者の森の更に南側に転移していたのならわからなくもない。魔物が出る追放者の森を越えて王都に戻るのは普通は無理だから、転移したという情報が伝わらないんだな。

  

  「触手好像也失去力量了。」

  「触手も力を失ったみたいだね」

  「嗯♡」

  「んっ♡」

  

  魅音拔出触手，发出甜腻的叫声。喂，别突然拔出来啊。

  　ズルリと触手が引き抜かれ、甘い声が洩れる。ちょ、いきなり引き抜いてんじゃねえよ。

  

  「呜哇……」

  「うわぁ……」

  

  触手的粘液滴落，沿着脚流下。不、不是，你这样目不转睛地盯着看……

  　ごぷ、と触手の粘液が零れ、足を伝って流れ落ちる。い、いや、そんなにまじまじと見つめられたら……

  

  「嗯？嗯嗯？难道你在发情？」

  「ん？んん？もしかして発情してる？」

  「没、没有……」

  「い、いや……」

  「可是，状态栏显示你正在发情耶？」

  「でも、ステータスじゃ発情になってるけど？」

  「唔……」

  「ぐぅ……」

  

  可恶，该死的状态栏……

  　ちくしょう、ステータスめ……

  

  「先、先别管这个了，我们快点移动吧……」

  「そ、それより早く移動しよう……」

  

  我无法忍受这股尴尬的气氛，硬是转移话题。毕竟夜晚的森林很危险，就算不一定要回到村庄，至少也想回到平原。

  　居た堪れない空気に耐えられず、話題を無理やり変える。まあ、夜の森は危険だからな。村とは言わないまでも、せめて平野に出たい。

  每走一步，衣服就会发出咕啾咕啾的声音。呜呜，早知道就带换洗衣物了。奥露榭那家伙，明明放了货币，却没放衣服，到底是什么意思啊。

  　歩く度にクチュクチュと音がする。くぅ、着替え持ってくればよかった。オルシェのやつ、通貨を入れてるのに服を入れてないってどういうつもりだよ。

  

  「那个，不换衣服没关系吗？」

  「その、着替えなくて大丈夫？」

  「呜……」

  「う……」

  

  当然有关系。可是，换洗衣物……

  　大丈夫じゃない。けど、着替えが……

  不，严格来说也不是完全没有。可是，那个……

  　いや、厳密には全く無いわけじゃない。けど、なぁ……

  

  「状态栏里有泳衣耶？」

  「ステータスには水着ってあるけど？」

  

  状态栏啊啊啊啊啊！！

  　ステータスめぇぇぇぇぇ！！

  

  「呜、呜呜……」

  「う、うう……」

  「有什么问题吗？」

  「なにか問題があるのかい？」

  「……这个。」

  「……これ」

  

  没办法，我只好拿出那件“泳衣”。那个，该怎么说呢……

  　仕方がないのでその“水着”を取り出す。その、なんだ……

  

  「是绳子呢。」

  「紐、だね」

  「呜……」

  「う……」

  「是绳子呢。」

  「紐、ね」

  「呜呜……」

  「うう……」

  

  是绳子啊。算了，总比被粘液弄湿的衣服好，但就算是这样，这种……

  　紐なんだよなぁ。まあ、粘液で濡れた服よりはマシではあるんだろうが、だからといって、こんな……

  

  「可是，湿衣服会感冒哦？」

  「でも、濡れた服じゃ風邪ひくよ？」

  「你以为是谁害的……」

  「誰のせいでこうなったと……」

  

  被魅嫒这么说，总觉得难以释怀。话虽如此，也没有其他办法了。

  　魅媛に言われるのはなんだか釈然としねぇ。とはいえ他に方法もないか。

  

  「呜呜呜……」

  「ううう……」

  

  我擦干粘液，换上泳衣。虽然花了点时间才把小穴里的粘液弄干净，但总算在天黑前换好了衣服。呜呜，这几乎等于裸体吧。

  　粘液を拭き水着に着替える。ちょっとまんこの中の粘液を掻き出すのに手間取ったが、なんとか日が暮れる前には着替え終わった。うう、ほとんど裸だろ、これ。

  

  「呜哇……」

  「うわぁ……」

  

  不、不要看！！

  　み、見るなぁ！！

  可恶，为什么布料面积小到连淫核都遮不住啊！！

  　ちくしょう、なんでこんな淫核すら隠れないくらい布面積が小さいんだよ！！

  

  「好、好了，我们快点移动吧。」

  「さ、さあ、早く移動しようか」

  「是啊，太阳下山就麻烦了。」

  「そうね、日が暮れると大変」

  

  唔，明明是你们自己提议的，居然这么干脆地无视我。

  　くぅ、自分たちで提案したくせにさらりとスルーしやがって。

  不过，四处都感觉得到野兽的气息，继续这样下去，入夜后的确很危险……

  　まあ、そこかしこに獣の気配があるからな。このまま夜になるのが危険なのは確かだが……

  

  「呜、呜呜……」

  「う、うう……」

  

  抚过肌肤的风，让我意识到自己的打扮。全裸徘徊的女孩子就是这种心情吗……

  　肌を撫でる風が自分の格好を意識させる。全裸徘徊する女の子ってこんな気持ちなのか……

  

  「你会上瘾吗？」

  「癖になりそう？」

  「不会啦！？」

  「ならないけどっ！？」

  「可是你一直处在兴奋状态耶？」

  「その割にはずっと興奮状態だけど？」

  「呜咕……」

  「うぐ……」

  

  呃，嗯，我的确觉得心情怪怪的……

  　いや、まあ、妙な気分になってるのは確かだが……

  

  「不过，鸨乃也想看你兴奋的样子呢。」

  「まあ、興奮してるのは鴇乃もみたいだけどね」

  「等一下！？」

  「ちょっと！？」

  

  啊，嗯，我知道她样子有点奇怪，但刻意不提。不过……

  　あ、うん、まあ、なんか様子がおかしかったのは判ってた。あえて触れなかったけど。

  

  「我们马上就要走出森林了，就在那附近野营吧。」

  「もうすぐ森を抜けるから、その辺りで野営しよっか」

  

  魅媛用显示在眼前的MAP，指着森林外围树木稀疏的地带。那附近的确比较安全。」

  　表示させたＭＡＰで森の外縁部、木がまばらになった辺りを指す魅媛。確かにその辺りなら危険は少ないか。

  

  「话说回来，你有野营道具吗？」

  「ところで野営道具とかあるの？」

  「希望你不要看我这边。」

  「こっちを見ないでほしい」

  

  我可没有准备得那么周到，我又不是蓝色狸猫。

  　流石にそこまで用意周到じゃない。俺は青いたぬきじゃないんだ。

  

  「没问题。」

  「大丈夫よ」

  

  魅媛说完，发动魔法。瞬间，地面隆起，出现墙壁。

  　そう言うと魅媛が魔法を発動する。その瞬間、地面が隆起して壁が出現した。

  

  「……真方便。」

  「……便利だな」

  「哼哼，我用魔法技能找到这个时，就已经想好要怎么用了。」

  「ふふん、魔法スキルでこれを見つけた時から考えてたんだよね」

  

  这样就足以应付野兽了吧。再来就是……

  　これで獣対策は十分か。あとは……

  

  「不过，睡在地上不会很难受吗？」

  「でも、地面に寝るの辛くない？」

  

  嗯，这就是问题所在了。

  　うん、そこが問題だな。

  

  「希萝有带那个吧？」

  「そこはシロちゃんが持ってるよね？」

  「希萝？」

  「シロちゃん？」

  「就是这孩子。」

  「この子」

  「明明是黑毛？」

  「黒毛なのに？」

  「虽然毛是黑色，但名字的发音好像是希萝。」

  「紫に狼でシロって読むらしいよ」

  「明明是黑的，名字却是希萝……？」

  「黒なのに、紫で、シロ……？」

  

  唔……

  　ぐぅ……

  不管怎么解释，这名字都太丢脸了。奥露榭这家伙……

  　どの説明してもハズいんだよな、この名前。オルシェめ……

  

  「所以，希萝有带什么吗？」

  「で、シロちゃんはなに持ってるの？」

  「有带床吧。」

  「持ってるよね、ベッド」

  「是、是啊。」

  「ま、まあ」

  

  有是有，就是宾馆里会转的那种。把带什么物品的决定权交给奥露榭，怎么想都是个错误……

  　あるには、ある。ラブホにある回るやつだが。オルシェに持ち物の選別を任せたのはどう考えても間違いだったよ……

  

 
  第１０３話：今夜はお楽しみですね

  第103话　今晚值得期待呢

  「这是……」

  「これは……」

  「呃……」

  「えっと……」

  「怎、怎么了吗？」

  「な、なにかな？」

  

  不管怎么看，这都是爱情宾馆的那玩意儿。真的很感谢你们。因为状态栏只显示床铺，所以你们应该没想到床铺会是这种东西吧。总之，我用「这在我的世界是很普通的东西」的表情蒙混过去。嗯，我没有错。

  　どう見てもラブホのアレです、本当にありがとうございました。ステータスの表示じゃベッドとしか書かれてないからな。まさかベッドがこんな物だとは思わなかっただろう。とりあえず、うちの世界じゃ普通です、という顔で誤魔化す。うん、俺は悪くない。

  

  「这、这是床铺啊。」

  「ね、寝床だけど？」

  

  好痛苦。压倒性地痛苦。可恶，奥露榭那家伙，给我记住。

  　苦しい。圧倒的に苦しい。くそぅ、オルシェのやつ、覚えてやがれ。

  

  「是、是吗……」

  「そ、そう……」

  「来、来睡吧……」

  「ね、寝よっか……」

  

  在微妙的气氛下就寝。话虽如此，身体是另一回事，精神上并没有必要睡觉。因此，即使肉体处于睡眠状态，意识也还清醒。

  　微妙な空気のまま眠りに就く。と言っても身体は別にして精神は眠る必要は無いんだがな。なので、肉体は睡眠状態になっても意識はある。

  

  「美绪、嗯♡」

  「みお、ん♡」

  「你已经忍不住了吗？」

  「もう、我慢できないの？」

  「嗯……」

  「うん……」

  

  因此，这种对话我也全都看得一清二楚。嗯。平常的话我会在神界工作，但在其他世界可不能这么做。」

  　なので、そんなやり取りも全部見えてます。うん。いつもなら神界で仕事をするんだが、他所の世界じゃそういうわけにもいかないからな。

  

  「你看了触手Play，很兴奋吧？」

  「触手プレイ見て興奮したんでしょ？」

  「别说了♡」

  「言わないでぇ♡」

  

  跟白天的凛然表情完全不同，是谄媚的表情。摇曳的眼眸和染红的脸颊完全是雌性的表现。原来如此，两人是这样的关系啊。

  　昼間のキリッとした表情とはまるで違う媚びるような表情。揺れる瞳と朱に染まる頬は完全にメスのそれだ。なるほど、２人はそんな関係だったか。

  

  「就像平常一样，好吗？」

  「いつもみたいに、ね？」

  「好好好。这样就能让你舒服了吧？」

  「はいはい。これで気持ちよくして欲しいんだよね？」

  

  魅媛取出的是超粗的跳蛋，而且还是附有颗粒的款式。她先将跳蛋抵在鸨乃的淫核上。

  　魅媛が取り出したのは極太のバイブだ。しかも、イボイボの付いた割とエグいやつ。それをまずは鴇乃の淫核に押し当てる。

  

  「快点♡」

  「はやくぅ♡」

  

  鸨乃自己摇晃腰部，用淫核摩擦跳蛋。呜哇，好色……

  　自ら腰を揺らし、淫核をバイブに擦り付ける鴇乃。うわ、エロっ……

  

  「你想要我怎么做呢——？」

  「どうして欲しいのかなー？」

  「不要欺负我嘛♡」

  「意地悪しないでぇ♡」

  

  跟白天完全相反呢。要是奥露榭看到这一幕……嗯，年纪好像有点太大了？

  　昼間とは関係が完全に逆だな。オルシェが見れば……うん、ちょっと年齢が上過ぎるかな？

  

  「快点插进来嘛♡」

  「挿れて、はやくぅ♡」

  「喂，不要那么猴急。」

  「こら、がっつかないの」

  

  鸨乃大概是忍不住了，自己动着腰部，用穴口吸住跳蛋。呜哇，抖得那么厉害……

  　我慢ができなくなってきたのか、自分から腰を動かして膣口でバイブに吸い付く鴇乃。うわ、あんなにヒクついて……

  从穴内溢出的爱液逐渐濡湿跳蛋。亲吻般的水声在墙壁间回响，响彻整个房间。

  　まんこから溢れ出した愛液がバイブを濡らしていく。キスでもしているかのような水音が壁に反響して部屋中に響いている。

  

  「讨厌，会被听见的……」

  「やだ、聞こえちゃう……」

  「鸨乃比较喜欢这样吧？」

  「鴇乃はそっちの方が興奮するでしょ？」

  「呀♡」

  「やぁ♡」

  「没事的，他睡着了。」

  「大丈夫よ、寝てるから」

  

  魅媛在鸨乃耳边低语，被低语的鸨乃大概是想搔痒，身体颤抖了一下。鸨乃因为知道我睡着而安心，行为越来越大胆，开始玩弄自己平坦的胸部。她用手指捏住尖端，来回搓揉。不过抱歉，我全都看在眼里……

  　そう耳元で魅媛が囁き、囁かれた方の鴇乃は擽ったかったのか身震いする。俺が眠っている事に安心した鴇乃は次第に大胆になっていき、平らな胸を自ら弄り始めた。指で先端を摘み、捏ね回す鴇乃。けどごめん、見えてるんだ……

  神体的知觉就算身体睡着了，也能正常运作。淫乱的姿态和淫荡的声音全都听得一清二楚。

  　神体の方の知覚は身体が眠っていても万全に働いている。乱れる姿も淫らな音も全部筒抜けなんだよな。

  

  「啊嗯♡再、再多摩擦几下♡」

  「あんっ♡もっと、もっと擦ってぇ♡」

  「好好好，真拿你没办法。」

  「はいはい、仕方ないなぁ」

  

  鸨乃逐渐不再犹豫，开始淫荡地央求。魅媛则回应她的央求，用震动棒摩擦阴道口。

  　次第に躊躇いがなくなり、淫らなおねだりを始める鴇乃。それに応えるように膣口にバイブを擦り付ける魅媛。

  

  「那么，差不多该进入下一个阶段了。」

  「じゃあ、そろそろ次の段階に行こっか」

  「咕嗯♡」

  「くぅんっ♡」

  

  魅媛这么说，打开手上的震动棒开关。突然感受到的震动令鸨乃欢欣鼓舞，身体颤抖。

  　そう言った魅媛は手にしたバイブのスイッチを入れる。突然与えられた振動に身を震わせて歓喜する鴇乃。

  

  「你看，小穴渐渐把震动棒吞进去了。」

  「ほら、だんだんとおまんこがバイブを咥え込んで行くよ」

  「啊♡啊♡啊♡」

  「あっ♡あっ♡あっ♡」

  

  凶恶的震动棒一边震动一边被阴道口吞没。震动的颗粒翻搅阴道肉，鸨乃的娇喘声逐渐变高亢。

  　振動しながら膣口に飲み込まれていく凶悪なバイブ。振動するイボイボが膣肉を掻き回し、鴇乃の嬌声が段々と高くなっていく。

  

  「哈啊啊啊啊啊啊啊啊♡」

  「はぁぁぁぁぁぁぁぁっ♡」

  

  震动棒触碰到阴道深处的瞬间，鸨乃身体一颤，高潮了。紧实的腹部欢欣鼓舞似地颤抖，紧抱恣意乱动的凶恶震动棒。完全收进阴道内的震动棒借由马达的力量扭动蠢动，以粗暴的动作刺激阴道肉。

  　バイブが膣奥に触れた瞬間、身を跳ね上げて絶頂する鴇乃。引き締まったお腹が歓喜するように震え、暴れまわる凶悪なバイブを抱きしめる。膣内に完全に収まったバイブはモーターの力でくねくねと蠢き、乱暴な動きで膣肉を刺激する。

  

  「真是的，只有鸨乃享受，太狡猾了。」

  「もう、鴇乃ばっかり楽しんでズルい」

  

  魅媛大概是忍耐不住了，自己也脱掉衣服，以69的姿势跨在鸨乃身上。她将阴道口压在鸨乃脸上，要求她舔。」

  　我慢ができなくなったのか、自分も服を脱いで６９のような体勢になって鴇乃に跨る魅媛。膣口を鴇乃の顔に押し付け、舐めるように要求する。

  

  「尿失禁的味道♡」

  「おもらしの匂い♡」

  「嗯嗯？这张嘴会说这种话？」

  「んん？そういう事を言うのこの口？」

  「啊嗯♡那边的嘴巴♡」

  「あんっ♡そっちのお口はぁ♡」

  

  鸨乃用下面的嘴巴代替上面的嘴巴抗议被魅媛指出失禁一事。魅媛用震动棒前端刺激子宫口，像是要撬开它似地插进去。嗯，那样很不妙。

  　おもらしを指摘する上の口の代わりに下の口に抗議する。バイブの先端で子宮口を刺激し、こじ開けるようにねじ込んでいく。うん、アレはヤバい。

  

  「嗯唔♡那边，再来♡」

  「んぅ♡そこ、もっと♡」

  

  不过鸨乃似乎很习惯，子宫口吸住震动棒，反而更进一步寻求刺激。

  　けど鴇乃は慣れているのか子宮口でバイブに吸い付き、むしろさらなる刺激すら求める。

  

  「嘴巴停下来了？」

  「お口が止まってない？」

  「啾噜♡」

  「じゅるっ♡」

  「啊嗯♡」

  「あんっ♡」

  

  被魅媛指出的鸨乃吸住魅媛的淫核，发出甜美嗓音。

  　指摘された鴇乃が魅媛の淫核に吸い付き、甘い声が洩れる。

  魅媛顺着那股力道将震动棒插得更深，结果震动棒潜入子宫之中。

  　その勢いでバイブを更に奥にねじ込み、結果バイブは子宮の中に潜り込む。

  

  「咿啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊♡」

  「ひあぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ♡」

  

  震动棒在子宫中肆虐，鸨乃因快感而娇喘连连。这相当淫荡啊。鸨乃的子宫似乎已经吞入过好几次，一副习以为常的样子将震动棒吞入深处，享受快感。那股震动传至紧实的腹部，以视觉的方式传达子宫内部发生的事。

  　子宮の中で暴れまわるバイブの快感に嬌声を上げる鴇乃。これ、かなりヤッてるな。既に何度も咥え込んでいるのか鴇乃の子宮は慣れた様子でバイブを奥まで咥え込み、その快感を享受する。その振動は引き締まったお腹にまで伝わり、中で起こっていることを視覚的に伝えてくる。

  

  「鸨乃的子宫非常开心呢。」

  「鴇乃の子宮、すっごく喜んでるね」

  「别说了♡」

  「言わないでぇ♡」

  

  魅媛向贪求快感的鸨乃说道，自己也从阴道口流出爱液，弄湿鸨乃的脸。鸨乃吸住爱液，啜饮流出来的爱液。两人就这样贪求快感，逐渐兴奋起来。

  　快感を貪る鴇乃を誂う魅媛だが、自分も膣口から愛液を垂れ流して鴇乃の顔を濡らしている。そこに吸い付き、零れ出た愛液を啜る鴇乃。そのまま互いに快感を貪り、次第に高まっていく。

  

  「啊♡哈♡不行♡要去了♡我、要去了呜呜呜呜呜呜呜呜呜呜呜♡」

  「あっ♡はっ♡だめっ♡イクっ♡僕、イっちゃぅぅぅぅぅぅぅぅぅっ♡」

  「啊、哈♡鸨乃色色的声音，好有感觉♡我、也不行了啊啊啊啊啊啊♡」

  「あ、はっ♡鴇乃のエッチな声、感じるっ♡わたしも、だめぇぇぇぇぇぇっ♡」

  

  两人简直像事先说好了一般同时高潮。我们变成这种关系已经有一段时间了呢。

  　まるで示し合わせたように同時に絶頂する２人。これはこんな関係になってからもうだいぶ経ってるな。

  

  「魅魅魅魅媛也想要吧？」

  「そそろそ魅媛も欲しいでしょ？」

  「咦？想要的是鸨乃吧？」

  「え？欲しがってるのは鴇乃の方じゃない？」

  「这、个……」

  「それ、は……」

  「你想要我用这个狠狠地插你吧？」

  「コレで思いっきり突いて欲しいんだよね？」

  「……♡」

  「……♡」

  

  魅媛这么说，拿出附有双头跳蛋的阴茎套。看来她还打算继续。不，嗯，是没关系啦。只是，那个……

  　そう言って魅媛が取り出したのは双頭バイブ付きのペニバンだ。どうやらまだまだ続けるつもりらしい。いや、まあ、いいけどな？ただ、その……

  我感觉到背后两人开始第二回合，同时感觉到自己的子宫在发疼。

  　２回戦を始める２人を背後に感じながら、俺は自分の身体の子宮が疼くのを感じていた。

 
  第１０４話：便利な魔法

  第104话　方便的魔法

  「要插进去咯……」

  「挿れるよ……」

  「嗯♡」

  「んっ♡」

  

  噗滋一声，假阳具逐渐没入小穴。被爱液濡湿的肉壁一颤一颤地吸住假阳具，仿佛紧紧拥抱一般包覆住它。

  　くちゅっ、という音がしてディルドーがまんこに飲み込まれていく。愛液に濡れる膣肉がヒクつきディルドーに吸い付く。まるで抱きしめるかのようにディルドーを包み込んでいる。

  

  「嗯♡鸨乃的小穴吸得好紧，不放我走呢♡」

  「んっ♡鴇乃のおまんこ、吸い付いて放さないね♡」

  「别说了♡」

  「言わないでぇ♡」

  

  魅媛每次抽腰，鸨乃都依依不舍地牵出银丝，每次挺进，鸨乃都欢愉地颤抖。她仿佛是另一种生物般蠢动，服侍着拟似阳具。若是真枪实弹，这活生生的名器恐怕会轻易让人缴械。但魅媛用的却是没有感觉的假阳具，她无视阴道给予的刺激，蹂躏着鸨乃的深处。

  　魅媛が腰を引く度に名残惜しそうに糸を引き、突き挿れる度に歓喜に震える。まるで別の生き物かのように蠢き、疑似ペニスに奉仕する。生のちんぽならあっさり果てかねない程の名器だ。けれど相手は感覚のないペニバン。膣肉の与えてくる刺激などお構いなしに奥を蹂躙する。

  

  「哈啊♡再、再多插一点♡」

  「はぁっ♡もっと、もっと突いてぇ♡」

  

  鸨乃用娇媚的声音央求，魅媛则回应她的要求，挺腰撞击阴道深处。哇，这插法好猛。被那么深地插进去，绝对很舒服。

  　甘ったるい声でおねだりする鴇乃。それに応えるように腰を打ち付け、膣奥を責める魅媛。うわ、エグい突き方するな。あんなに奥を突かれたら絶対気持ち良いやつだ。

  

  「嗯嗯♡那边、不行♡我会疯掉♡」

  「んんっ♡そこ、だめぇ♡僕、おかしくなっちゃう♡」

  「太大声会被希萝听见哦？」

  「あんまり大きな声出すとシロちゃんに聞かれちゃうよ？」

  「呀♡不行♡」

  「やぁっ♡だめぇ♡」

  

  鸨乃嘴上说不行，但看得出她反而更加兴奋。她的声音越来越娇媚，每次挺进都溢出爱液。

  　だめ、と口では言いながら、むしろ興奮しているのが判る。声はますます甘ったるくなり、突き入れる度に愛液が溢れ出す。

  

  「明明这么湿了？」

  「こんなにとろっとろなのに？」

  「嗯嗯♡因为♡」

  「んんっ♡だってぇ♡」

  

  啪啪啪，魅媛的腰部撞击声在房内回荡。因为是用魔法创造出来的简易室内空间，所以声音听起来格外响亮。

  　パンパン、と腰を打ち付ける音が部屋の中に響く。魔法で作り出した簡易的な室内だからか妙に音が響くんだよな。

  这个房间是用创造土墙的魔法和将土变成石头的魔法创造出来的。天花板也做得十分扎实，居住性也不差。

  　この部屋は土の壁を作り出す魔法と土を石に変える魔法で作られている。しっかりと天井も作られているし、居住性も悪くない。

  看来魅媛的魔法以物质操作系居多，其他还有将石头变成肉的魔法……这是要用来做什么的？

  　魔法にはどうやら物質操作系が多いようだ。他にも石を肉に変えたりする魔法もあったり……何に使うんだ、コレ？

  

  「鸨乃，有个有趣的魔法，你要用用看吗？」

  「ねえ、鴇乃。面白い魔法があるんだけど、使ってみない？」

  「嗯唔♡……欸？」

  「んぅっ♡……へ？」

  「等我一下哦。」

  「ちょっと待ってね」

  

  魅媛说完后拔出假阳具，卸下阴茎套，取而代之的是按摩棒。享受着腰部撞击感的鸨乃显得有些不满。

  　そう言うとディルドーを引き抜き、ペニバンを外す魅媛。代わりに取り出したのはバイブだ。腰を打ち付けられる感覚を楽しんでいた鴇乃は若干不満そうにしている。

  

  「别露出那么遗憾的表情嘛，我想你一定会喜欢的。万物皆肉。」

  「そんなに残念そうな顔をしないの。きっと気に入ると思うから。万物を肉に」

  

  魅媛说完后发动魔法……嗯？刚刚是不是有点奇怪？

  　そう言うと魔法を発動させる魅媛。……ん？なんか今おかしくなかったか？

  这个疑问在下一瞬间便烟消云散，因为抵在魅媛淫核上的按摩棒和她合为一体，变成了肉棒。这是什么魔法！？

  　そんな疑問も次の瞬間には吹っ飛んでしまう。魅媛の淫核に押し当てたバイブが一体化してちんぽになったからだ。何だこの魔法！？

  

  「嗯嗯嗯嗯嗯♡」

  「んんんんんっ♡」

  「这个，好厉害！？」

  「これ、すごっ！？」

  

  魅媛一口气将肉棒插入惊讶得僵住的鸨乃体内。

  　驚いて固まっている鴇乃に一気にちんぽをねじ込む魅媛。

  居然连触感都有，外观完全就是小鸡鸡。而且形状还继承了凶恶的震动棒。被那种东西顶到深处的话……

  　感覚まであるのか、見た目は完全にちんぽだ。しかも形は凶悪なバイブのものを引き継いでいる。あんなので奥を突かれたら……

  鸨乃感觉到爱液从面积狭小的布料缝隙间溢出。几乎跟绳子一样的泳衣已经吸饱了爱液，无法再吸收更多水分。

  　とろり、と面積の小さな布の隙間から愛液が溢れるのを感じる。ほとんど紐のような水着はもうしっかりと愛液を吸いきっていて、これ以上の水分を吸収する事ができなくなっているのだ。

  鸨乃忍耐着子宫阵阵抽痛的感觉，竖起耳朵。兽耳微微颤动，收集淫靡的声音。再继续听下去，身体似乎就要觉醒了。

  　きゅんきゅんと疼く子宮の感覚に耐えながら耳を澄ます。ピクピクと動いて淫らな音を集める獣耳。これ以上聞かされ続けたら身体が覚醒してしまいそうだ。

  

  「啊哈♡这就是小鸡鸡的感觉吧♡」

  「あはっ♡これがおちんぽの感覚なんだね♡」

  「好像很柔软，又很硬，感觉好奇怪……」

  「柔らかいようで、固くて、なんか変な感じ……」

  「鸨乃的身体渴望着小鸡鸡，这我再清楚不过了♡」

  「鴇乃の身体がおちんぽを欲しがってるの、手に取るように判るっ♡」

  「别、别说了……嗯嗯♡」

  「い、言わないで……んんっ♡」

  

  被凶恶的小鸡鸡顶到阴道深处，鸨乃发出娇喘。从这里也能看出鸨乃的身体正因肉与肉摩擦的感觉而欣喜。肌肤浮现汗珠，雌性的气味浓烈到这种程度……

  　凶悪なちんぽで膣奥を突かれ、甘い声を漏らす。肉と肉が擦れ合う感覚に鴇乃の身体が喜んでいるのがここからでも判る。肌には玉のような汗が浮かび、ここまで牝の匂いが……

  

  「小希萝也差不多要醒了吧？」

  「そろそろ、シロちゃんも起きちゃったかな？」

  「咦……？呀啊♡」

  「へ……？ひゃあっ♡」

  

  被勾起好奇心而看向这边的鸨乃发出尖叫。因为她发现我的兽耳正确实地朝向那边。

  　釣れられてこちらを見た鴇乃が悲鳴を上げる。俺の獣耳がしっかりとそっちを向いているのに気付いたからだ。

  

  「因为发情状态，所以很明显哦？」

  「状態が発情になってるから、バレバレだよ？」

  「「！！？」」

  「「！！？」」

  

  被她这么一说，我和鸨乃同时身体一颤。

  　指摘されて俺と鴇乃が同時に身体をびくっ、と震わせる。

  

  「等、魅媛，住手，呀、啊♡不行♡」

  「ちょ、魅媛、とめて、や、あっ♡だめっ♡」

  

  鸨乃意识到我在听，于是用力勒紧肉棒。

  　俺に聞かれているのを意識した鴇乃がきゅ、とちんぽを絞めつける。

  

  「嗯♡鸨乃，不行♡」

  「んっ♡鴇乃、だめっ♡」

  「呀♡不行、不行、住手、不行♡」

  「ひあっ♡だめ、だめ、とめて、だめぇっ♡」

  

  焦躁与快感交织在一起，将鸨乃推上高潮。小穴一紧的瞬间，炙热的液体注入阴道深处。咦？原来还可以射精啊……

  　焦りと快感がないまぜになって鴇乃を絶頂に押し上げる。まんこがきゅっ、と絞まった次の瞬間、膣奥に熱い液体が注ぎ込まれる。あれ、射精もできるのか……

  精液浓厚的气味。不行了。我一边感受着脸颊发红，一边撑起身体。

  　濃厚な精液の匂い。もう、ダメだ。頬が赤くなるのを感じながら身を起こす。

  我从因高潮余韵而恍神的鸨乃体内拔出肉棒，精液与爱液混合的强烈气味充斥整个房间。

  　絶頂の余韻で放心している鴇乃からぬぽっ、とちんぽが抜かれ、精液と愛液が混じった強烈な匂いが部屋の中に充満する。

  

  「啊……」

  「あっ……」

  

  回过神来，我已经舔起肉棒。我吻上前端，反复亲吻肉棒，然后仔细舔舐肉竿。精液从前端喷出，我的脸染上一片白。我用手指掬起精液送入口中，啾啾地舔舐。啊，好好吃……

  　気がついたら俺はそれに舌を這わせていた。先端に口付けをしてちんぽにキスを繰り返し、それから竿を丁寧に舐める。先端から精液が噴き出し、顔を白く染めていく。それを指で掬って口に運び、ちゅぱちゅぱと舐める。あ、美味し……

  

  「你好色♡难道说，你想要肉棒？」

  「エッチなんだ♡もしかして、おちんぽ欲しい？」

  「……想要。」

  「……欲しい」

  

  我被体内涌出的甘甜痛楚推着，这么回答。手指自然而然地伸向胯间，来回拨弄肉穴。炙热的肉穴主动吸住手指，但还是觉得不够。

  　身体の奥から湧き上がってくる甘い疼きに後押しされながらそう答える。指は自然と股間に伸び、クチュクチュと膣肉を掻き回す。熱く蕩けたそこは指に自ら吸い付き、それでも物足りなさを感じていて。

  回过神来，我已经跨坐在肉棒上。

  　気がついたら自分からちんぽの上に跨っていた。

  我将手放在魅媛的腹部，缓缓压下腰部。肉穴因欢愉而颤抖，快感窜过全身。

  　魅媛のお腹に手を乗せてゆっくりと腰を落としていく。膣肉が歓喜に震えるのを感じ、全身を快感が駆け巡る。

  

  「嗯嗯♡」

  「んんっ♡」

  

  我再也忍不住，一口气压下腰部，将肉棒吞进肉穴深处。凶恶的肉棒即使如此，还是有一半露在外面。

  　我慢できなくなった俺は一気に腰を落として、ずぷ、と膣奥までちんぽを飲み込む。凶悪なちんぽはそれでも全部入り切らず、まだ半分くらい余っている。

  

  「呜哇，好紧好紧……」

  「うあ、すっごいキツキツ……」

  

  幼嫩的肉穴紧紧缠住凶恶的肉棒，魅媛浑身一震。刚射精完的肉棒将残余的精液吐进肉穴，透过子宫口注入子宫。

  　幼い膣肉が凶悪なちんぽを絞めつける感覚に魅媛が身を震わせる。射精したばかりのちんぽは残っていた精液を膣内に吐き出し、子宮口を通して子宮の中に注ぎ込んでいく。

  

  「呜哇，全部流出来了……♡」

  「うあっ、全部出ちゃう……♡」

  

  肉穴宛如其他生物般蠢动，将残留在尿道的精液全部榨干。不过，发情的我的身体无法就此满足。

  　別の生き物のように腟内が蠢き、尿道に残った精液を全部絞り取る。けど、発情した俺の身体はそれじゃあ満足しない。

  

  「嗯……嗯啊♡」

  「んっ……んあっ♡」

  「咿啊啊♡」

  「ひああっ♡」

  

  我用力压下腰部，子宫将肉棒吞进最深处。做到这个地步，肉棒才终于完全进入阴道。由于我用力过猛，肉与肉之间发出啪的一声。

  　勢いをつけて腰を落とせば子宮がちんぽを最奥まで飲み込む。そこまでして、やっとちんぽは全部膣内に収まった。勢いをつけたせいで、ぱん、と肉と肉がぶつかる音がする。

  不过，这才刚开始。我用肉棒前端摩擦子宫壁，贪求快感。我稍微拔出肉棒，再压下腰部，用子宫口套弄肉棒。

  　けど、まだまだここからだ。ちんぽの先端を子宮壁に擦りつけ、快感を貪る。ちょっと引き抜いては腰を落とし、子宮口でちんぽを扱く。

  

  「呜哇，紧到不行的小穴包覆着肉棒……不行，要疯掉了♡」

  「うぁ、キツキツのおまんこが包み込んできて……だめ、おかしくなるっ♡」

  

  我一边发出啪啪声，一边用力压下腰部，用子宫口和阴道肉刺激整根肉棒。光是这样，魅媛就立刻迎来极限。我将精液吐进子宫，肉棒却毫无萎靡的迹象。精力旺盛吗？

  　パンパンと音を立てながら腰を打ち付け、子宮口と膣肉で竿全体を刺激する。それだけで魅媛はすぐに限界を迎える。子宮の中に精液を吐き出しながら、それでもちんぽは萎える様子がない。絶倫か。

  

  「……啊？」

  「……ぁ？」

  

  鸨乃因肉与肉碰撞的声音而恢复意识，然后，她因眼前上演的光景而瞪大双眼。这也难怪，毕竟有幼女主动扭腰，将凶恶的肉棒吞进最深处。

  　肉と肉がぶつかる音で鴇乃が意識を取り戻す。そして、目の前で繰り広げられている光景に目を見張る。そりゃあ、幼女が自分から腰を振って凶悪なちんぽを最奥まで飲み込んでたらな。

  

  「啊，姐姐，你醒啦？」

  「あ、おねーさん、起きたんだ？」

  

  我在魅媛身上扭腰，望向鸨乃。

  　魅媛の上で腰を跳ねさせながら鴇乃に目を向ける。

  

  「等、那是……」

  「ちょ、それ……」

  「没事的，摸摸看。」

  「だいじょうぶ、触って」

  

  我这么说，将手引向自己的腹部。膨胀成肉棒形状的那里，仿佛在欢迎肉棒般蠢动着。

  　そう言いながら手を自分のお腹に導く。ちんぽの形に膨らんでいるそこは、ちんぽを歓迎するように蠢動していて。

  

  「啊……」

  「あ……」

  

  鸨乃似乎感受到身为雌性的喜悦，整张脸红通通的。我顺势将手伸向胸部，用手指贪图快感。无法随心所欲的这种感觉莫名令人焦躁，也令人兴奋。

  　牝としての喜びを感じているのが判ったのか、顔を真っ赤にする鴇乃。そのまま手を胸に導いてその指を使って快感を貪る。こう、自由にならないところが妙にもどかしくて興奮する。

  

  「哦，希萝想要更激烈一点吗？」

  「ふぅん、シロちゃんはもっと激しくして欲しいんだ？」

  

  魅媛似乎感受到我追求快感的渴望，抓住我的腰激烈地向上顶。那宛如把我的肉棒当成自慰套的动作，让快感在体内流窜。

  　俺が快感を求めているのを感じたのか、腰を掴んで激しく突き上げ始める魅媛。まるでオナホにするようなその動きに身体を快感が駆け巡っていく。

  

  「嗯嗯♡好激烈，啊♡嗯♡」

  「んんっ♡はげし、あっ♡んっ♡」

  

  我口中自然流泄出喘息声，表示自己即将高潮。

  　自然と喘ぎ声が口から洩れ、絶頂が近いことを伝える。

  

  「要去了吗？被肉棒在深处顶，要去了吗？」

  「イきそう？おちんぽで奥を突かれて、イッちゃいそう？」

  「嗯……好舒服♡要、去了……♡」

  「うん……きもちいい♡もう、い……くぅぅぅぅぅぅぅ♡」

  「呜啊，要射了♡」

  「うあ、出るっ♡」

  

  我坦率地脱口而出，表示自己即将高潮。阴道肉和子宫用尽全力侍奉肉棒，榨取精液。精液咻咻咻地注入子宫内，没容纳完的份逆流而出。我感受到这股感觉。

  　素直な言葉が口から飛び出し、絶頂を伝える。膣肉と子宮の全てでちんぽに奉仕し、精液を搾り取る。びゅくびゅくと子宮内に精液が注がれ、入りきなかった分が逆流してくるのを感じる。

  

  「啊啊♡这样、好舒服♡」

  「あぁっ♡これ、すっごく気持ちいい♡」

  

  魅媛因精液被榨取的感觉，脸上浮现恍惚的神情。我直接一口气拔出肉棒，残留在尿道的精液咻咻咻地喷出。我用舌头舔干净沾满精液和爱液的肉棒。鸨乃羡慕地望着这一幕。

  　精液を搾り取られる感覚に魅媛の顔に恍惚の表情が浮かぶ。そのまま一気に引き抜けば、尿道に残っている精液がびゅくびゅくと噴き出す。そこに舌を這わせて精液と愛液まみれのちんぽを綺麗にしていく。それを羨ましそうに眺める鴇乃。

  

  「时乃姐姐也来舔吧？」

  「トキノおねえさんも、舐めよ？」

  

  鸨乃这么提议后，也加入口交的行列。她不时与我交缠舌头，从两侧舔舐。

  　そう提案したら鴇乃もお掃除フェラに参加してきた。時折舌を絡ませながら両側から舐め上げる。

  

  「你们也太色了……」

  「あんた達、エロ過ぎ……」

  

  魅媛看着这幅光景，扭动腰部。看来她已经臣服于肉棒的快感了。

  　その光景を見ながら腰を揺する魅媛。どうやらちんぽの快感の虜になったらしいな。

  

  「接下来要插谁？」

  「次はどっちに挿れる？」

  「我？」

  「僕？」

  「还是……？」

  「それとも……？」

  

  我同时用手指撑开两人的小穴，挑衅魅媛。

  　そんな魅媛を挑発するように２人同時にまんこを指で広げる。

  然后，回过神来，我们三人就这样贪图快乐直到天明。

  　そうして、気が付けばそのまま３人で朝まで快楽を貪り続けていた。

  

 
  第１０５話：遭遇

  第105话　遭遇

  魔法解除后，魅媛的鸡鸡立刻变回了震动棒。这个魔法还挺方便的。

  　魔法が解ければ魅媛のちんぽはあっさりとバイブに戻った。けっこう便利だな、この魔法。

  不对，我也会使用不需震动棒就能长出鸡鸡的魔法，不过这部分我有隐蔽起来，目前也没打算使用。

  　いや、俺はバイブとか使わずにちんぽを生やす魔法も使えるが、その辺は隠蔽してるからな。今のところ使う気もないし。

  

  「接下来要长出两个吗？鸡鸡。」

  「次は２人も生やしてみる？おちんぽ」

  「不，这……」

  「いや、それは……」

  「我也、有点……」

  「僕も、ちょっと……」

  

  因为感觉好像在劈腿，所以有点……虽然我知道很舒服。

  　なんか浮気してる気分になるからちょっと、な。気持ちいいのは知ってるけど。

  

  「口交扫除很舒服呢……」

  「お掃除フェラ、気持ちよかったなぁ……」

  

  嗯，这我懂。塞丝妲第一次帮我口交扫除时，真的非常舒服。瓦特父王也常说想要我帮他做，所以我也能理解这会成为女孩的礼仪。

  　うん、それはわかる。初めてセスタにしてもらったお掃除フェラはすっごく気持ちよかった。ヴァート父様もして欲しいってよく言うし、女の子の作法になるのも納得だよな。

  

  「我、那个、和希萝一起被侵犯，总觉得有种悖德感……」

  「僕は、その、シロちゃんと一緒に犯されるのが、なんか背徳感があって……」

  

  原来如此，鸨乃属于因为悖德感而兴奋的类型啊。会对禁忌行为感到兴奋的人有一定数量。之前在茶会上，也有千金说过想在没有施加避孕魔法的情况下，和父亲进行学习性交。

  　なるほど、鴇乃は背徳感で興奮するタイプか。禁断の行為に興奮するやつは一定数居るからな。この前のお茶会でも、避妊魔法かけずに父親とお勉強セックスやりたい、とか言ってた令嬢居たし。

  

  「嗯嗯，鸨乃一直都在吸希萝的胸部嘛。」

  「うんうん、鴇乃はシロちゃんのおっぱい、ずっと吸ってたもんね」

  「可是没有母乳哦？」

  「母乳、出ないよ？」

  「好、好害羞……」

  「は、恥ずかしい……」

  

  不，嗯，我也不讨厌被吸胸部，所以没关系。

  　いや、まあ、俺も胸を吸われるのは嫌いじゃないからいいんだが。

  

  「好了，差不多该出发了。」

  「ほら、そろそろ出発するよ」

  

  我担心感想大会继续开下去，她们又会开始做那档事，于是多少有些强硬地打断话题，要她们准备出发。喂，那边的，快点收拾！！不要用渴望的眼神看震动棒！！

  　このまま感想大会を始めるとまたヤり始めかねないと感じた俺は、多少強引にでも話を打ち切って出発の準備をさせる。ほら、そこ、早く片付ける！！バイブを物欲しそうに見ない！！

  

  「哎呀，魔法真厉害。」

  「いやぁ、魔法はすごいね」

  

  以土制成的简易建筑物瞬间消失，恢复成原本的平地。魔法的确很厉害。

  　土で作成していた簡易建造物はあっさりと消えて元の平地に戻った。確かに魔法はすごい。

  我轻轻踢了地面一脚，开始朝北方前进。走了一会儿后，森林渐渐映入眼帘。

  　軽く足で地面を叩いてから北に向かって歩き始める。そうしてしばらく歩いていると、段々と森が見えてきた。

  

  「这是……」

  「これは……」

  「该怎么说呢……」

  「なんというか……」

  

  这里和昨天转移过去的森林明显不同。要说哪里不同……

  　昨日転移した森とは明らかに違っている。なにが違うかって言うと……

  

  「我没听说树会变成魔物啊。」

  「木からして魔物とか聞いてないよ、僕」

  「有点超乎想象呢。」

  「ちょっと想定以上だねぇ」

  

  嗯，树木全都是魔物。普通人不可能穿过这座森林。这已经不是森林，而是树人集团了。

  　うん、木が全部魔物。普通の人間にはこの森を抜けるのは無理だな。これ、森じゃなくてトレントの群れだよ。

  

  「等一下，有人靠近。」

  「ちょっと待って、誰か近づいてくる」

  

  正当我束手无策时，看着MAP的魅媛发出警告。似乎有人朝这里而来。

  　どうしたものかと途方に暮れていると、ＭＡＰを見ていた魅媛が警告の声を上げる。どうやらこちらに向かってくる人物が居るらしい。

  

  「与其说有人，呃，这是军队吧。」

  「誰か、というか、ええと、これ、軍隊だね」

  

  更正，不是人，而是军队。他们似乎正前往放逐者森林。我们躲在草丛里观察情况，不久后便听见行军的声音。

  　訂正、人物じゃなくて軍勢だったようだ。どうやら追放者の森に向かっているらしい。しばらく草むらに身を隠して様子を見ていると行軍の音が聞こえてくる。

  

  「人类的军队？」

  「人間の軍隊？」

  「好像是。」

  「みたいだね」

  

  身穿重铠的重装步兵，大概有一百人吧。他们正朝着森林进军，感觉不太妙。

  　重鎧に身を包んだ重装歩兵。１００人は居るだろうか。それが森に向かって進軍している。穏やかじゃないな。

  

  「前进！！」

  「進め！！」

  

  步兵们配合着像是指挥官的女性声音拔剑，朝森林突击。但是……

  　指揮官らしい女性の声に合わせて抜剣し、森に突撃する歩兵たち。けど……

  

  「呜哇……」

  「うわぁ……」

  

  战斗是单方面的。从四面八方伸过来的藤蔓，将一、两个人吊了起来。

  　戦いは一方的だった。四方八方から伸びてくる触手のような蔦に１人、２人と吊るされていく。

  

  「怎么办？」

  「どうする？」

  「先看看情况吧。」

  「様子見、かな」

  

  毕竟目前还不清楚军队的来历，不知道该不该帮助他们。

  　今のところ軍隊の素性がわからないからな。味方して良いものか悩ましい。

  

  「是人类哦？」

  「人間だよ？」

  「说不定是放逐我们的人类那种坏人啊？」

  「わたし達を追放した人達みたいな悪人かもしれないでしょ？」

  

  就是这点啊。因为魔物和人类在战斗就加入人类那一方，未免太轻率了。

  　そこなんだよな。魔物と人が戦っているからって人側に加勢するのは早計だ。

  

  「可是，那个女孩子也是……」

  「でも、女の子も……」

  「那个平胸女王也是女的吧。」

  「あの駄乳女王も女だったでしょ」

  

  如果是奥露榭，应该会说「我要舍弃巨乳」吧。但是……

  　オルシェなら巨乳は見捨てる、と言うところだろうな。けど……

  

  「不觉得有点奇怪吗？」

  「なんか、おかしくない？」

  

  树人们虽然用藤蔓吊起士兵，但看起来不像要绞杀他们。

  　トレントたちは蔦で兵士たちを吊り上げるが、絞め殺す様子は見えない。

  

  「简直就像被控制了一样。」

  「まるで制御されてるみたいだね」

  

  就是说啊。他们不是二话不说就杀了士兵，而是把他们剥个精光吊起来。而且吊的不是脖子而是身体，所以不会窒息。

  　そうなんだよな。問答無用で殺しに行くんじゃなくて、身ぐるみ剥いで吊るしている。しかも、首ではなく胴体で吊ってるから息が止まるということもなく。

  

  「是活捉吗？」

  「生け捕りにしている？」

  

  感觉他们并没有特别歧视男性或女性。虽然被剥光吊在半空中的模样很诡异，但士兵们并没有吸取他们的养分，也没有只杀男性或是侵犯女性……嗯？

  　特に男女別け隔てはない感じだな。裸にされて吊るされている様は異様ではあるが、特に養分を吸われるようなこともなく、男だけ殺されるわけでも、女が犯されるわけでも……ん？

  

  「巨乳的女人只是被吊在半空中，但贫乳的可爱女孩却被侵犯了？」

  「巨乳の女の人はただ吊るされるだけだけど、貧乳のかわいい娘だけなんか犯されてない？」

  

  我要订正，他们明显在挑人。士兵们无视吊在半空中的男人、巨乳或是长相不可爱的士兵，但贫乳的可爱女孩却另当别论。他们将藤蔓触手捆在一起插入小穴，用叶片刺激乳头。是指挥官的女人和她的跟班。

  　訂正だ、明らかに選り好みしてるな。男や巨乳や顔が可愛くない兵士は吊るしたまま無視している。だが、貧乳のかわいい娘だけは別だ。蔦触手を束ねてまんこに挿入し、葉っぱで乳首を責め立てている。指揮官の女とその取り巻きだな。

  

  「不、不要看！！现在立刻遮住眼睛！！嗯嗯♡」

  「み、見るなぁ！！今すぐ目を塞ぎなさい！！んんっ♡」

  

  剧烈搅动阴道的触手让爱液滴落。她的乳头坚挺，每次受到刺激都会微微颤抖。手脚被藤蔓束缚，连遮掩都做不到。而且周遭的士兵都紧盯着她。这太惨了。

  　激しく腟内をかき回す触手を伝って愛液が零れてくる。乳首はピンと勃ち、刺激を与えられる度にビクビクと震えている。手足は蔦で拘束され、それを隠すことすらできない。そして周りの兵士はガン見。これは酷い。

  

  「怎么办？」

  「どうする？」

  「看起来没有生命危险。」

  「命の危険はなさそうね」

  「但有尊严的危险。」

  「尊厳は危険だけどね」

  

  嗯——看来不会立刻被杀掉。

  　うーん、今すぐ殺される事はなさそうなんだよなぁ。

  

  「居然又让我受到这种屈辱……不可原谅！！」

  「私にまたこんな辱めを……許しません！！」

  

  而且，看来她不是第一次。那就不会被杀掉了。

  　そして、どうやら初めてじゃないらしい。じゃあ殺される事はなさそうだな。

  

  「先观察情况。」

  「様子見で」

  

  毕竟我们对状况一无所知，暂时观察一下应该没关系吧。另外两人也同意我的意见。

  　状況もわからないし、しばらく様子を見ていても大丈夫だろう。２人も俺の意見に同意する。

  问题是……

  　問題は……

  

  「总觉得好像在偷窥呢。」

  「なんか、覗きやってるみたいな気分だね」

  

  就是这点啊。话虽如此，我们也不知道那支军队的来历，无法判断是否该帮助他们。

  　それなんだよな。とはいえ、あの軍隊の素性もわからないしな。味方して良いものやら判断がつかない。

  ……不过，就算看到被侵犯的样子，也不一定能判断出对方的来历。

  　……犯されてる様子を見て素性が判るとは限らないが。

 
  第１０６話：トレントの繁殖方法

  第106话　特伦托的繁殖方法

  「住手，快住手！？」

  「やめ、やめなさいっ！？」

  

  触手无视骑士少女的恳求，径自蠕动。每当粗壮的触手进出，爱液便随之滴落，口中也发出娇喘。

  　騎士娘の懇願など意に介さずに触手は動く。太い触手が出入りする度に愛液が零れ、口から喘ぎ声が洩れる。

  

  「嗯♡啊♡嗯嗯♡不行♡啊♡」

  「んっ♡あっ♡んんっ♡だめっ♡あっ♡」

  

  她毫无抵抗之力，任由身体遭受蹂躏、凌辱。肌肤浮现汗珠，脸颊和身体都泛起红潮，表示她正感受着快感。周围的人群目光如炬，他们也因为动弹不得而处于半死不活的状态，其中甚至有人失禁了。

  　為す術もなく身体を蹂躙され、凌辱される。肌には玉のような汗が浮かび、頬も身体も紅潮し、快感を感じていることを示す。周囲からはギラついた視線。向こうも向こうで身動き取れないから生殺しだな。中にはもう漏らしてる奴も居る。

  

  「这种、这种……嗯嗯♡」

  「こんな、こんな……んんっ♡」

  

  每当视线投来，她的乳头便随之挺立，淫核也充血。看来女骑士大人是被看就会有感觉的类型。

  　視線を浴びる度に乳首は尖り、淫核が充血する。どうやら女騎士様は見られて感じるタイプらしい。

  

  「哇，她、她在扭腰耶？」

  「うわ、あれ、腰振ってるよね？」

  

  她在扭腰呢。

  　振ってるなぁ。

  明明被植物缠住，吊在半空中，触手还插在阴道内，她却为了追求快感而自己扭腰。咦，这已经完全变成习惯了。嗯，会动起来呢。

  　植物に絡め取られ、空中に吊るされたまま触手を腟内にねじ込まれているというのに、快楽を求めるように自分から腰を振っている。あれ、すっかり癖になってるやつだ。動いちゃうよな、うん。

  

  「好像在玩触手PLAY的小希萝……」

  「触手プレイ中のシロちゃんみたい……」

  

  咳噗！？

  　ごふっ！？

  

  「小希萝明明是处女，扭腰的动作却像职业级的呢。」

  「シロちゃん、処女だったのに腰の動きプロ級だったよね」

  「是吗？」

  「そうなの？」

  「那是为了榨取精液的动作哦。」

  「アレは精液を搾り取るための動きだよ」

  

  不、不小心就习惯了……

  　つ、つい癖で……

  

  「是、是吗？比起这个，得去看看骑士才行……」

  「そ、そうかな？それより騎士の方を見ないと……」

  

  我稍微移开视线，改变话题。说到女骑士，她被触手射出的白浊液灌注了大量，肚子鼓了起来……

  　軽く目を逸らしながら話題を変える。女騎士は、といえば触手が放った白濁液を大量に注がれてお腹が膨らんで……

  

  「啊，好像怀孕了，怀了树精的孩子。」

  「あ、トレントの子供を妊娠したみたい」

  

  啊？

  　は？

  咦？不是精液炸弹，而是真的怀孕了！？

  　あれ、精液ボテじゃなくてガチのボテ腹かよ！？

  

  「顺带一提，这次怀孕的似乎是她以前生下的个体。」

  「ちなみに今回孕ませたのは以前に彼女が産んだ個体みたいね」

  「哦……」

  「へぇ……」

  「咦？是近亲相奸吗！？」

  「え？近親相姦ってこと！？」

  

  鸨乃也太夸张了吧。虽然很少听说被树精怀孕的事，但近亲相奸本身并不是什么稀奇的事……啊。

  　鴇乃は大げさに驚きすぎだな。トレントに孕まされるのはあまり聞かないが、近親相姦自体は別に珍しい話でも……あ。

  对哦，对现代日本来说是禁忌吧。

  　そうか、現代日本だとタブーか。

  

  「希萝不惊讶呢。」

  「シロちゃんは驚いてないね」

  「怀孕生父亲的孩子是常有的事。」

  「父親の子供を妊娠するのはよくある」

  

  嗯，也是，这是文化差异。我们这个世界打从一开始，信仰的神明就鼓励近亲相奸。

  　うん、まあ、文化の違いだよね。うちの世界は最初から信仰する神々が近親相姦を推奨してるし。

  

  「这样没问题吗？」

  「それ、大丈夫なの？」

  「法律上没有问题。」

  「法律的には問題ない」

  

  还有，生物学上也没有问题。因为没有近亲相奸的风险，所以是很普通的景象。毕竟奥露榭在这件事上的行动力异常地强。

  　あと、生物学的にも問題ない。近親相姦のリスクも無いからごく普通の光景なんだよな。こういう事に関するオルシェの行動力は異常だからな。

  

  「啊，不过，好像很少听说母亲的事。因为孩子精通时，母亲已经是高龄产妇了。」

  「あ、でも、母親の話はあまり聞かないかも。子供が精通する頃には高齢出産になってるから」

  「……什么意思！？」

  「……どういう事！？」

  

  嗯，因为奥露榭是幼女至上主义。15岁后半就已经有高龄产妇的风险了。」

  　うん、オルシェが幼女至上主義なせいだな。１０代後半にはもう高齢出産のリスクがあるからな。

  

  「20岁就高龄产妇……」

  「２０で高齢出産って……」

  「也就是说，等她们成年的时候，已经生不出孩子了？」

  「成人する頃には子供産めないってこと？」

  「嗯？啊，成年的年龄是12岁哦」

  「ん？ああ、成人年齢は１２歳だよ」

  「啊，异世界……」

  「あー、異世界……」

  

  也是，只要世界不同，生态、历史和常识都会随之改变。用现代日本的常识来思考是不好的。如果把现代日本的规则强加给这里，那只会导致灭绝。

  　まあ、世界が変われば生態も歴史も常識も変わるからね。現代日本の常識で考えるのは良くないよね。現代日本のルールを押し付けたら絶滅まっしぐらだ。

  

  「嗯嗯嗯♡」

  「んんんっ♡」

  

  ……啊，我忘了。我往声音传来的方向看去，发现她们已经开始生产了。不过……

  　……あ、忘れてた。声の方を見れば既に出産が始まっていた。けど……

  

  「种子！？」

  「種！？」

  

  生出来的东西既不是人也不是树妖，而是种子。种子掉到地上之后，便从那里长出了芽。原来如此，这个世界的树妖是这样诞生的啊。

  　産まれてきたのは人でもトレントでもなく種だ。それが地面に落ちるとそこから芽が生えてくる。なるほど、この世界のトレントはこうして産まれてくるわけか。

  

  「那么，你有弄清楚那些人的来历吗？」

  「で、結局あの人たちの素性は判ったの？」

  「呃，我用鉴定知道了啊？」

  「え、鑑定で判ってるけど？」

  

  喂！？你先说啊！？

  　おいっ！？先に言えよ！？

  

  「看来是打算开垦森林的开拓团。顺带一提，他们全军覆没了。」

  「どうやら、森を切り開こうとしている開拓団みたいだね。ちなみに全敗中」

  「那么，需要帮助他们吗？」

  「で、助けるべき？」

  「他们好像已经重复了十次，应该没问题吧？」

  「もう１０回は繰り返してるみたいだし、大丈夫じゃない？」

  

  那已经变成习惯了不是吗？

  　それ、もう癖になってないか？

  

  「那么，为什么只有那个骑士被盯上？」

  「で、なんであの騎士さんだけ狙われてるの？」

  「因为魔力很多。胸部小的人，魔力不会被胸部的成长所吞噬。」

  「魔力が多いからだね。胸が小さい人は胸の成長に魔力を食われないから」

  

  原来如此。

  　なるほど。

  不光是这个世界，和我们世界使用相同系统的其他世界，对巨乳的负面效果也很大。在这个世界，为了培育胸部，魔力恐怕会消耗到濒死的程度吧。这个世界只有被称为魔石魔法的魔法，能够使用魔石的魔力，似乎也和这方面有关。因为要是有使用自己魔力的魔法，没有魔力的巨乳就会被当成劣等种。」

  　この世界に限らず、俺達の世界と同じシステムを使用している世界は巨乳に対するデバフが大きい。この世界では胸を育てるのに生きるギリギリまで魔力を食われるのだろう。この世界に魔石魔法と呼ばれる魔石の魔力を使用する魔法しか無いのもその辺が関係していそうだな。自分の魔力を使う魔法があると、魔力がない巨乳は劣等種扱いされるからな。

  

  「我们能够正常地使用魔法耶？」

  「私達は普通に魔法が使えてるけど？」

  「异世界人好像比较特别。」

  「異世界人は特別みたいだね」

  

  那些家伙会召唤异世界人，或许也和这方面有关。魔石数量有限，但如果是自己产生魔力，魔力就是无穷无尽的。」

  　あいつらが異世界人を召喚してるのはその辺も関係があるかもな。魔石には限りがあるが、自分で魔力を生み出せるなら無尽蔵だからな。

  

  「啊，好像要撤退了……」

  「あ、引き上げるみたい……」

  

  嗯，产下种子后，就干脆地放人了。太好了，看来不是要被当成营养。被解放的士兵们似乎已经没有战斗能力，他们回收了骑士，无精打采地撤退。不过，那些家伙为什么不惜落到这种下场，也要开拓森林呢？

  　うん、種を産んだ後はあっさり解放されている。良かった、栄養にされるとかじゃなくて。解放された兵士達にはもう戦う力は残っていないようで、騎士を回収してすごすごと引き上げていく。けど、なんであいつらはこんな目に遭ってまで森を開拓なんてしようとしてるんだ？

  

  「那女孩不是贫乳吗？看来老家似乎很冷落她……」

  「あの子貧乳じゃない？どうやら実家から冷遇されてるみたいで……」

  

  啊，是送她去最前线吗？

  　あー、最前線送りってやつか。

  

  「好像是因为那个转移阵，让森林对面有国家的事情曝光了。」

  「例の転移陣のせいで森の向こうに国がある事が知られちゃったからみたいだね」

  

  原来如此，所以才会成立垦荒团啊。转移阵是单向通行，没有回程的方法，所以只能开垦森林来往来两地吗？不过，却反而导致森林面积扩大，真是讽刺。

  　なるほど。それで開拓団か。転移陣は一方通行で戻る術はない。行き来するには森を切り開くしか無いってことか。しかし、そのせいで逆に森を広げる結果になってるのは皮肉だな。

  

  「那么，该怎么办？」

  「で、どうするの？」

  「嗯……」

  「うーん……」

  

  多亏了可怜的牺牲者，我们得知了森林里有树人，但这也产生了新的问题。

  　哀れな犠牲者のお陰で森にトレントが居る事は判ったけど、それはそれで新たな問題が出てきた。

  

  「我们肯定是苗床吧。」

  「私達、確実に苗床だよね」

  「「……」」

  「「……」」

  

  如果是异世界人，绝对无法承受那种数量吧。不知道会被生下多少个孩子。

  　異世界人だと、絶対にあの量じゃ済まないだろうなぁ。どれだけ産まされるか判ったものじゃないぞ。

  

  「要走完森林，似乎需要交通工具。」

  「踏破するには乗り物が必要みたいだね」

  「交通工具？」

  「乗り物？」

  「对。虽然只有女性可以骑乘，不过这附近似乎有能够在那座森林里移动的生物。」

  「そ。女性しか騎乗できないけど、あの森を移動可能な騎乗可能生物がこの近くに居るみたい」

  

  只有女性可以骑？是类似独角兽的生物吗？

  　女性のみ？ユニコーンみたいな奴か？

  

  「好像叫做半兽人哦。」

  「ジャイアントオークって言うらしいよ」

  「「……」」

  「「……」」

  

  为什么啊？光是听到这个名称，就只有不好的预感耶？

  　なんでだよ。もうその時点で嫌な予感しかしないんだが？

  

 
  第１０７話：ジャイアント・オーク

  第107话　半兽人

  「好大……」

  「でか……」

  「好大哦……」

  「でかいね……」

  「好大……」

  「でかい……」

  

  森林外围，有只生物待在那里。

  　森の外縁、その生き物はそこに居た。

  身高约五米的半兽人。确实很大只。不过，问题不在这里。

  　身長５ｍほどの巨体のオーク。確かにでかい。だが、問題はそっちじゃねぇ。

  

  「有两米吧？」

  「２ｍはあるよね？」

  「绝——对塞不进去……」

  「ぜっっっっったい入んない……」

  「比身体还粗……」

  「胴体より太いし……」

  

  问题在于那根长度将近身高一半，粗度也相衬的鸡鸡。

  　身長の半分近い長さとそれに見合う太さを持ったちんぽの方だ。

  没有鸨乃妖精般的身体，是塞不进去的吧。那根鸡鸡。

  　オナホ妖精みたいな身体でもないと入らないだろ、アレ。

  

  「所以，要骑在哪里？肩膀？背上？」

  「で、どこに乗るの？肩？背中？」

  「呃，好像是骑在鸡鸡上……？」

  「えっとね、おちんぽ……？」

  「「……啥？」」

  「「……は？」」

  

  魅媛难以启齿地回答鸨乃的疑问。

  　鴇乃の疑問に言い難そうに答える魅媛。

  什么意思啊！

  　どういう事だよ！？

  

  「呃，好像是骑在勃起的鸡鸡上。」

  「えっと、勃起したおちんぽに乗れるらしいよ」

  「咦——……」

  「えー……」

  

  这样不会很危险吗？

  　それ、危険じゃねえのか？

  

  「这样不会怀孕吗？」

  「それ、孕まされたりしない？」

  

  看来鸨乃也和我抱持着相同的疑问。毕竟是半兽人耶？而且还是巨人种耶？

  　どうやら鴇乃も俺と同じ疑問を持ったらしい。だって、オークだぞ？しかもジャイアントだぞ？

  

  「听说他们是很温厚的种族，只会逆受。不过外表和名字容易招人误解，所以大家都避之唯恐不及。」

  「温厚な種族だから逆レでしかセックスしないらしいよ。見た目と名前で誤解されて避けられてるけど」

  「……温厚？」

  「……温厚？」

  

  不是普通的被虐狂吗？

  　ただのドＭでは？

  也就是说，他们只会逆受，所以不用担心被侵犯？

  　つまり、逆レでしか繁殖しないから襲われる危険はない、と？

  我本来还担心他们可能会霸王硬上弓，看来没有这个危险。

  　無理やり挿れられる可能性も考えていたが、その危険はなさそうだな。

  

  「不过，说到底，根本没有人能容纳那根鸡鸡。」

  「まあ、そもそも、あのおちんぽが入る相手が居ないよね」

  

  那繁殖怎么办？

  　それ、繁殖どうするんだ？

  幸好没有能杀死半兽人王的对手，所以它没有寿命，数量也不会减少。但是也不会增加。这什么缺陷生物啊。

  　幸いなのはジャイアント・オークを殺せるような相手が居ない事か。寿命もないから数は減らない。けど増えもしない。なんだこの欠陥生物。

  

  「好可怜……」

  「かわいそう……」

  「那鸨乃去逆奸它怎么样？」

  「じゃあ、鴇乃が逆レイプしてあげたら？」

  「哎，不要……」

  「え、嫌……」

  

  好可怜……

  　不憫な……

  不过，我也不要。那个尺寸我进不去。

  　まあ、俺も嫌だが。流石にあのサイズは入らない。

  

  「那要怎么骑上去？」

  「で、どうやって乗るの？」

  「正常地靠近它好像也不会逃走。只要给它鸡巴吻，它好像就会马上勃起，然后只要不让它射精，不让它软掉的话……」

  「普通に近付いても逃げないらしいよ。おちんぽキスをしてあげればすぐに勃つらしいから、あとは射精させないように、萎えさせないようにしてあげれば……」

  「好难啊！？」

  「難しいよね！？」

  

  这还挺需要技巧的啊……

  　割とテクニックが要るやつだな……

  

  「预射液好像有特伦托讨厌的味道，所以至少要让它进入预射液的状态才行」

  「我慢汁にトレントが嫌う匂いがあるらしいから、最低でも我慢汁が出る状態じゃないとだめっぽいよ」

  

  难度提高了啊！？

  　難易度上がったんだが！？

  

  「只要能得到预射液……」

  「それ、別に汁だけ手に入れれば……」

  「不碰触到皮肤的话好像很容易挥发，淋上去的话或许……？」

  「肌に触れてないと揮発しやすいらしいから、浴びれば或いは……？」

  「我不要啊！？」

  「嫌だよ！？」

  

  跨在鸡巴上和淋预射液哪个更讨厌，还是不要说了吧。反正也没有其他选择。

  　ちんぽに跨るのとどっちが嫌だろうか、というのは言わないでおこう。他に選択肢があるわけでもないし。

  

  「那要上咯！！」

  「じゃあ、行くよ！！」

  

  魅媛一声令下，我们所有人从树丛中冲了出来，朝着半兽人王跑去。途中，鸨乃对我使了个眼色，我也点了点头。

  　魅媛の号令で全員で茂みから飛び出してジャイアント・オークに向かって走る。その途中、ちら、と目配せしてくる鴇乃。こくり、と頷きを返す俺。

  

  「「嘿！！」」

  「「えいっ！！」」

  「唔哇啊！？」

  「にゅわぁっ！？」

  

  我们两人同时绊倒了魅媛。魅媛顺势摔了个大跤，直接用脸撞上了半兽人王的鸡巴。

  　２人同時に魅媛の足を引っ掛ける。勢いをつけたまますっ転ぶ魅媛。そのまま顔面からジャイアント・オークのちんぽに突っ込む。

  垂下的那玩意儿，因为魅媛的亲吻而膨胀起来……

  　ぷらん、と垂れ下がったそれは、魅媛のキスでむくむくと巨大化し……

  

  「成功了吗？」

  「上手く行ったかな？」

  「好像」

  「みたい」

  「喂，你们两个！？」

  「ちょっと、あんたたちっ！？」

  

  魅媛向互相点头的我们发出抗议。但是……

  　頷き合う俺たちに抗議の声を上げる魅媛。けど……

  

  「我转移的时候玩了触手PLAY吧」

  「私、転移の時に触手プレイしたよね」

  「唔咕……」

  「うぐ……」

  

  接下来就轮到我们其中一人了吧？

  　次は２人どちらかの番だよな？

  

  「鸨乃呢？」

  「鴇乃は？」

  「我负责维持鸡巴」

  「おちんぽを維持する係だから」

  「啊……」

  「あっ……」

  

  当然，鸨乃也要一起工作。别以为只有你能逃掉哦？

  　もちろん、鴇乃にも働いてもらうに決まってるだろ。都合よく１人だけ逃げれると思うなよ？

  

  「那就这样吧」

  「じゃあ、それで」

  「糟糕了！？」

  「しまったぁっ！？」

  

  鸨乃以为自己成功躲开了，正安心的时候，突然的偷袭让她发出了惨叫。你还太嫩了啊。

  　上手く避けれたと安心していた所に来た不意打ちに悲鳴を上げる鴇乃。まだまだ甘いな。

  

  「♡」

  「♡」

  

  半兽人王接受了魅媛的亲吻，一副喜不自禁的样子，看着正在争吵的我们。但是，它并没有出手。毕竟，它希望被逆奸嘛……

  　ちんぽに魅媛のキスを受けたジャイアント・オークは満更でもない様子で言い争いを続けるこちらを見ていた。けど、手を出してきたりはしない。まあ、逆レイプ希望だからな……

  不过，这东西的压迫感还真强。

  　しかし、かなりの威圧感があるな。

  勃起的鸡鸡和垂着的时候不同，看起来相当凶恶。毕竟比人类的身体还要大嘛。虽然确实可以骑上去……

  　ぶら下げていた時と違って勃起したちんぽはかなり凶悪だ。なにせ人の体よりも大きいからな。確かに上には乗れるだろうが……

  

  「要、要怎么骑上去？」

  「ど、どうやって乗るんだ？」

  「呃……这样。」

  「えっと……これね」

  

  魅媛用外挂技能确认情报后，附在鸨乃耳边悄声说道。鸨乃瞬间满脸通红。不过，现在得让她骑上去才行。

  　と、チートで情報を確認した魅媛が鴇乃に耳打ちする。途端に顔を真っ赤に染める鴇乃。けど、ここはやってもらわないとな。

  

  「猪、猪！现在立刻跪下，让我们骑在你那丢人现眼的鸡鸡上！！」

  「ぶ、豚！今すぐ跪いてその見苦しいおちんぽに私達を乗せなさい！！」

  

  收到指示的鸨乃双手抱胸，如此说道。这样真的好吗！？

  　指示を受けた鴇乃が腕組みをしながらそう告げる。それで良いのかよ！？

  我脑中浮现这个疑问，但半兽人巨怪乖乖地跪下，顺从鸨乃有些随便的辱骂。这样真的好吗……

  　そんな疑問が浮かんだが、ジャイアント・オークは鴇乃の若干雑な罵倒に素直に従って跪く。良いんだ、それで……

  

  「让他射精之后，下次的鸡鸡之吻就轮到鸨乃咯？」

  「射精させたら次のおちんぽキスは鴇乃だからね？」

  「呜咕……」

  「うぐ……」

  

  魅媛跨在跟马腰一样高的巨大鸡鸡上，这么说道。嗯，我想也是。

  　馬の腰ほどある巨大ちんぽに跨りながらそう言う魅媛。まあ、そうなるよな。

  

  「好了，快点下个命令吧。」

  「ほら、次の命令をしないと」

  「呜咕……来、来吧，往那边的森林走去，猪！」

  「うぐ……。さ、さあ、あっちの森に向かって歩きなさい、豚！」

  

  半兽人巨怪遵从半是自暴自弃的鸨乃的命令，迈开步伐。好了，究竟会不会顺利呢……

  　半ばヤケになった鴇乃の命令に従って歩き出すジャイアント・オーク。さて、はたして上手く行くか……

  

 
  第１０８話：接近遭遇

  第108话　近距离遭遇

  「啊啊！？萎了！！快点勃起！！」

  「あぁ！？萎える！！早く勃てて！！」

  「等、等一下，要掉下去了！？」

  「ちょ、ちょっとまって、落ち、落ちる！？」

  

  ……嗯，好吧，我早就有预感会变成这样了。

  　……うん、まあ、こうなる気はしてた。

  我已经没有余力去想下一个是谁了。我一边被精液弄得全身都是，一边拼命地让肉棒勃起。虽然因为忍耐汁也一起流出来，所以树妖精没有靠近，但每次萎了就会差点掉下去，所以必须拼命地抓住肉棒才行。三个女孩子紧紧抓住巨大的肉棒。这是什么玩法啊。

  　もう、次が誰かとか考えてる余裕はなかった。精液まみれになりながらちんぽを必死で勃たせる。我慢汁も一緒に出てるからトレントは寄ってこないけど、萎える度に落ちそうになるので、ちんぽに必死でしがみつかないといけない。巨大なちんぽにしがみつく女の子３人。どんなプレイだよ、これ。

  

  「再过一会儿就能穿过树妖精地带了！」

  「もう少しでトレント地帯を抜けるから！」

  「哎？穿过就行了吗？」

  「え？抜けばいいの？」

  「不是那个穿过！？」

  「そっちの抜くじゃない！？」

  

  我完全混乱了。我已经不知道什么是什么了。这就是每次不小心射精时发生的事。虽然最后已经习惯了，但那个时候已经浑身都是精液了。好惨。

  　大混乱である。もはや何が何やら。これが、うっかり射精させる度に発生するわけだ。最後の方は慣れてきたが、もうその頃には精液まみれである。ひどい。

  尽管遭遇了这样的麻烦，我们还是设法穿过了树妖精地带。总算没有被袭击，是吗？

  　そんなトラブルに見舞われながらも、なんとかトレント地帯を抜ける。どうにか襲われずに済んだ、か。

  

  「来到这里就安全了。鸨乃，给他奖励。」

  「ここまで来れば安全よ。鴇乃、ご褒美あげて」

  「奖励？」

  「ご褒美？」

  「踩他的肉棒让他射精。」

  「おちんぽを踏んで射精させてあげて」

  「啊！？为什么是我？」

  「はっ！？なんで私？」

  「因为只有鸨乃的肉棒之吻次数最少。」

  「おちんぽキスの回数が鴇乃だけ少なかったから」

  「你数了啊！？」

  「数えてたの！？」

  

  为什么要数那种东西啊！？

  　なんで数えてんだよ、そんなの！？

  我可不记得自己吻了几次哦？

  　俺なんて何回キスしたかとか覚えてないぞ？

  

  「希萝深吻三次，小鸟则是……」

  「シロちゃんはディープが３回にバードが……」

  「不用说出来！！」

  「言わなくていいよ！！？」

  

  所以说，为什么你们要算得那么仔细啊！？

  　だから、なんでそんなに細かく数えてるんだよ！？

  

  「哎呀，因为状态栏上有显示啊。」

  「や、ステータスに載ってるのよ」

  

  为什么啊！？

  　なんでだよ！？

  看来状态栏上会显示鸡鸡吻的次数。我才不要那种状态栏。

  　どうやらステータスにおちんぽキスの回数が載ってるらしい。嫌だよ、そんなステータス。

  

  「好了，别管那些了，快给我奖励。」

  「ほら、そんな事よりご褒美あげて」

  「……真拿你没办法。」

  「……仕方ない」

  

  既然有证据，我也无法反驳。就算那是只有魅媛看得见的东西也一样……没问题吗？

  　証拠がある以上、反論はできない。たとえそれが魅媛にしか見れないもののだとしても、だ。……大丈夫か？

  不过，鸨乃似乎接受了这个说法，心不甘情不愿地用赤脚踩踏半兽人王的鸡鸡。

  　けど、鴇乃はそれで納得したらしい。嫌々、と言う風にジャイアント・オークのちんぽを生足で踏む。

  

  「噗咿咿咿咿咿咿咿咿♡」

  「ぶひぃぃぃぃぃぃぃっ♡」

  

  半兽人王瞬间射精，精液如雨般落下。呃……

  　その瞬間、一瞬で射精するジャイアント・オーク。降り注ぐ精液。って……

  

  「拜托你等我离开再踩。」

  「離れるまで待ってほしかった」

  「现在说这个也太迟了吧？」

  「今更じゃない？」

  

  ……嗯，确实所有人都沾满了精液。幸好我的衣服是绳状泳衣，因此几乎没有被弄脏。

  　……まあ、確かに全員精液まみれだしな。幸いなのは俺の服が紐状の水着だった事か。お陰でほとんど汚れてない。

  但是——

  　だが。

  

  「呜呃，糟透了……」

  「うへぇ、最悪……」

  「……我错估情势了～」

  「……見誤ったわ～」

  

  两人的衣服沾满精液，惨不忍睹。

  　２人の服は精液まみれで酷い有様だ。

  

  「……我有泳衣哦？」

  「……水着ならあるけど？」

  「是绳状的吧！？」

  「紐だよね！？」

  

  是绳状的。

  　紐だな。

  好了，你们也过来这边吧。

  　さあ、お前たちもこっち側に来い。

  

  「没有其他衣服了哦？」

  「他に服はないよ？」

  「呜咕……」

  「うぐ……」

  

  因为奥露榭只准备了细绳。顺带一提，奥露榭兴高采烈地试穿了哦？

  　オルシェが紐しか用意しなかったからな。ちなみにオルシェは喜々として試着してたぞ？

  

  「呜呜，为什么……」

  「うう、どうして……」

  「这几乎没遮住吧！？」

  「これ、ほとんど隠れてないよね！？」

  

  两人擦掉精液，换上细绳。

  　精液を拭って紐に着替える２人。

  一边是紧致的身体，一边是有些肉肉的身体。嗯，各有各的性感。不过，两边的胸部都很平。不，这样才性感。」

  　片や引き締まった身体。片や若干ぷにっとした身体。うん、まあ、それぞれにエロさがあるな。ただし、どちらも胸は平たい。いや、そこがエロいんだが。

  

  「呜，为什么会变成这样……」

  「くぅ、どうしてこうなった……」

  

  放弃吧，魅媛。

  　諦めろ、魅媛。

  

  「这样不就是变态了吗……」

  「これじゃ、変態じゃない……」

  

  别这样，一直穿着的我就像变态一样啊！？

  　やめろ、ずっと着てた俺が変態みたいだろ！？

  呜，意识到之后就越来越害羞了……

  　くぅ、意識したら恥ずかしくなってきた……

  

  「咦，希萝的乳头翘起来了？」

  「あれ、シロちゃん乳首尖ってる？」

  「喂、喂……！？」

  「ちょ、ちょっと……！？」

  

  喂鸨乃，别突然玩弄乳头啊！？

  　おい鴇乃、いきなり乳首を弄るな！？

  这家伙自从上次做过之后，感觉距离就稍微拉近了。然后鸨乃一旦变成这样……

  　こいつ、この前ヤッてから若干距離が近くなってる気がするんだよな。そして鴇乃がこうなると……

  

  「嘿？被精液喷到了？要喝吗？」

  「へぇ？精液に当てられちゃった？飲む？」

  

  魅媛也会跟着起哄。之前做到天亮的时候，也差不多是这种感觉。

  　魅媛も乗ってくるんだよな。この前、朝までした時も割とこんな感じだった。

  这两个家伙……

  　こいつら……

  

  「嘿，竟然在这种地方发情，挺游刃有余的嘛？」

  「へぇ、こんなところで盛るなんて余裕じゃない？」

  

  魅媛正要用魔法长出鸡鸡时，声音从头顶传来。

  　魅媛が魔法でちんぽを生やそうとした時、その声は頭上から聞こえてきた。

  

  「谁！？」

  「誰！？」

  

  我望向声音传来的方向，发现有个类似尾巴的东西在摇晃。是兽人吗？

  　声の方に目を向けると、何やら尻尾らしきものが揺れている。獣人、か？

  

  「……被包围了呢。」

  「……囲まれてるね」

  

  魅媛用外挂技能确认后，这么说道。不，这不重要，快停止玩弄我乳头的行为。

  　魅媛がチートで確認してそう伝える。いや、それは良いから俺の乳首を弄る手を止めろ。

  

  「喂，你到底是要说话还是调情……呜噗！？」

  「ちょっと、話をするか乳繰り合うかどちらかに……ふべっ！？」

  

  嗯，大意失荆州。鸨乃趁着我和魅媛交谈时，绕到了我的背后。

  　うん、油断大敵。俺と魅媛のやり取りに相手が気を取られているうちに鴇乃が背後に回ってたんだよな。

  

  「还想活命的话，就解除武装吧。」

  「ボスの命が惜しければ、武装解除してね」

  

  攻击发号施令的家伙是基本常识。这下形势逆转了。

  　命令出してる奴を狙うのはセオリーだよな。これで形勢逆転だな。

  ……比起这个，魅媛，你差不多该停手了吧！？

  　……それより魅媛、そろそろ手を止めやがれ！？

 
  第１０９話：頼まれた事

  第109话　拜托我的事

  「好了」

  「さて、と」

  

  狐耳少女一脸不甘地瞪着我。金发九条尾巴，跟听说的一样。

  　悔しそうな顔でこちらを睨む狐耳の娘。金髪に九本の尻尾、聞いてた通りだな。

  

  「你是灵姬吧？」

  「霊姫だよね？」

  「啊？你怎么知道我的名字！？」

  「は？なんで私の名前を知ってるの！？」

  

  毕竟我是来找她的嘛。没错，这个狐狸少女就是我在找的人，被绑架的异世界神。

  　まあ、この娘を探すために来たわけだしなぁ。そう、この狐娘こそが探していた相手。誘拐された異世界の神だ。

  

  「哎？希萝在找的就是这个狐狸少女？」

  「え？シロちゃんの探してる子ってこの狐っ娘？」

  

  嗯，就是这样。所以希望你能对她再好一点，别揪着她的脖子把她吊起来。

  　うん、そうなんだよ。だから、もうちょっと丁寧に扱ってあげてほしい。首根っこひっ捕まえてぶら下げるのはやめてあげて？

  

  「我可不认识你」

  「あんたなんか知らないけど？」

  

  嗯，也是，毕竟我们没有直接见过面。

  　うん、まあ、直接の面識はないからなぁ。

  

  「我只是受人所托」

  「まあ、依頼されただけだからね」

  「受人所托？」

  「依頼？」

  「————托我找你的」

  「――――――からの」

  

  嗯，除了灵姬以外的人都愣住了。没办法，人类听不见这个名字。

  　うん、霊姫以外はキョトンとしてるな。人間には聞き取れない名前だから仕方がないが。けど、聞き取れてしまう霊姫は……

  

  「呜欸欸！？」

  「うえぇ！？」

  

  嗯，也是，会这样也是正常的。

  　うん、まあ、そうなるよね。

  

  「她说“居然偷跑出去玩，最后还被人绑架，我要惩罚你”」

  「『お忍びで遊び回って、挙句の果てに誘拐されるなんて、お仕置きよ』だそうですよ」

  「咿！？」

  「ヒィッ！？」

  

  九条尾巴全部夹在了两腿之间。好灵活啊。不过，嗯，她应该很害怕吧。

  　九本の尻尾が全部お股に挟まれる。器用だな。けど、まあ、それほど恐ろしいんだろう。

  

  「放、放过我吧？」

  「み、見逃して？」

  「这是我的工作」

  「お仕事なので」

  「魔鬼！魔鬼！强奸犯！！」

  「鬼！鬼畜！強姦魔！！」

  「啊，我听说如果你们不听话的话，可以用鸡鸡惩罚你们哦？」

  「あ、わがまま言うようならおちんぽでお仕置きしても良いと聞いてますけど？」

  

  我好像听到了一声巨响。魅媛，Stay。

  　がたん、と言う音が聞こえた気がした。魅媛、ステイ。

  

  「你们刚才抵抗了吧？可以吧？我可以强奸狐狸娘吧？」

  「抵抗したよね？いいよね？狐っ娘レイプしてもいいよね？」

  「请冷静一点。」

  「落ち着いてください」

  

  所以说，冷静一点。如果就这样回去的话，就没有惩罚的必要……

  　だから、落ち着けと。このまま帰るならお仕置きの必要は……

  

  「有机可乘！！」

  「隙あり！！」

  

  正当我这么想的时候，灵姬一脚踢飞鸨乃逃走了。嗯，不过这是个坏棋。因为她很明显是故意放水的。鸨乃，你也是吗？

  　と思った瞬間、鴇乃を蹴飛ばして逃げ出す霊姫。うん、でもそれは悪手だ。だって、明らかにわざと力を緩めたよな。鴇乃、お前もか。

  

  「逃走了？逃走了吧？」

  「逃げた？逃げましたね？」

  「放——开——我——！？」

  「はーなーせー！？」

  

  她理所当然地在一瞬间就被抓住了。嗯，果然会这样……

  　当然のように一瞬で捕まえられる。うん、そうなるよな……

  

  「这样条件就成立了对吧？我可以强奸她对吧？哈啊哈啊……」

  「これで条件成立ですよね？レイプしてもいいですよね？はぁはぁ……」

  「没办法啊，谁叫你要抵抗呢。」

  「しかたないよな、抵抗するんだもんな」

  

  你们这些家伙……

  　おまえら……

  

  「虽然我们姑且还是包围着你们的。」

  「一応、まだ包囲されてるけど？」

  「对、对了，你们……」

  「そ、そうだ、お前たち……」

  「想强奸这个强势女孩的人过来集合～」

  「強気なこの子をレイプしたい子は集まってー」

  「哈啊！？」

  「はぁっ！？」

  「现在的话，可以免费让你们长出鸡鸡哦～？」

  「今ならもれなくおちんぽ生やしてあげるよー？」

  

  哈哈哈，再怎么说也不会上这种当……

  　はっはっは、流石にそんな罠につられ……

  

  「看来上钩了呢。」

  「クマは釣れたようね」

  

  骗人的吧！？

  　嘘だろ！？

  包围着我们的女孩们一个接一个地聚集过来了欸？

  　包囲していた娘たちが軒並み集まってきたんだが？

  

  「强奸头目……」

  「お頭をレイプ……」

  「用鸡鸡强奸……」

  「おちんぽでレイプ……」

  「哈啊哈啊……」

  「はぁはぁ……」

  

  不行，只有变态。

  　だめだ、変態しか居ない。

  

  「喂，别叫我头目……不对！！我不会抵抗！我不会抵抗的！！」

  「ちょ、お頭って呼ぶな……じゃなくて！！抵抗しない！抵抗しないから！！」

  「啊——？我听不太懂你在说什么耶——？」

  「あー？なんか人間には聞き取れないなー？」

  

  你搞错了吧！？应该说『别对我做那种事』才对吧！？

  　レイプ魔には、の間違いだろ、それ！？

  太过分了，这些家伙实在太过分了……

  　酷い、こいつらひどすぎる……

  

  「喂，快住手啦！？」

  「ちょっと、止めなさいよ！？」

  「呃——虽然有点难以启齿……」

  「えーと、言いにくいんだけど……」

  

  不过，其实委托还有后续。

  　けど、実は依頼には続きがあるんだよな。

  

  「『如果看到当地人被强暴的话就录下来』，是这样的委托。」

  「『現地人にレイプされてるなら録画してきて頂戴』と言う依頼が、ね？」

  「那个邪门歪道的狐狸精！！」

  「あの外道女狐め！！」

  

  你才是狐狸精啦。不过嘛，与其说是狐狸精，倒不如说是小狐狸比较贴切。

  　狐はお前の方だけどな。いや、まあ、女狐と言うよりはどっちかと言うと子狐って感じだが。

  

  「呃呃，我可以做吗？」

  「ええと、ヤッて良いって事でＯＫ？」

  「虽然很可怜，不过也没办法……」

  「可哀想だけど、仕方ないよね……」

  

  嗯，抱歉。我已经收了订金了。

  　うん、ごめん。もう前金を貰ってるんだ。

  

  「见钱眼开！！卑鄙小人！！救命啊——！！」

  「金の亡者！！卑怯者！！たすけてー！！」

  

  灵姬瞪着我们大叫，不过她的脚上却有好几道水痕。

  　と、こちらを睨みながら叫ぶ霊姫。けど、その脚には幾筋もの水跡が。

  ……难道说，她其实很期待？

  　……もしかして、期待してる？

  

 
  第１１０話：大乱交

  第110话　大乱交

  聚集过来的，是刚才包围我们的那群人。清一色都是兽娘，不过熊娘不在。

  　集まってきたのは俺たちを包囲していた連中だ。軒並み獣娘だな。ちなみに熊娘は居なかった。

  有狼、狸、犬、猫，那边那个是虎吗？

  　狼、狸、犬に猫、あっちは虎か？

  

  「你、你们……」

  「お、お前ら……」

  「哎呀，我一直很想侵犯头目呢。」

  「いやぁ、お頭の事、ずっと犯したいと思ってたんですよねー」

  「就说别叫我头目了！？……不对，不是那个，你们真的想侵犯我吗？」

  「だからお頭と呼ぶな！？……って、そうじゃなくて、お前ら本気で私を犯す気なのか？」

  「咦？当然是真的啊？」

  「え？本気ですけど？」

  「头目又小又可爱，大家都想和你交配哦？」

  「お頭ちっちゃくて可愛いから、みんな種付けプレスしたいと思ってましたよ？」

  「头目的小穴一定很舒服吧。」

  「絶対気持ちいいよね、お頭のおまんこ」

  

  嗯，是金发安纳。

  　うん、ジンボウアルナー。

  不过，她反而应该很高兴吧？脚边都积了一滩水了。

  　けど、むしろ嬉しいんじゃないか？足元に水たまりできてるし。

  

  「虽然装作很厌恶的样子，但其实很舒服吧？」

  「嫌がってるフリしてるけど、感じてるよね？」

  「处理部下的性欲也是头目的工作哦？」

  「部下の性欲処理もお頭の仕事だよ？」

  

  魅媛这么说，同时从背后伸手玩弄我的小穴。

  　魅媛がそう言いながらまんこに背後から手を伸ばす。

  是说，哪有这种工作啊。你们怎么想都是被性欲冲昏头了吧。

  　というか、そんな仕事があってたまるか。お前ら、どう考えても性欲で思考してるだろ。

  

  「我、我哪有……」

  「な、感じてなんか……」

  「明明都湿成这样了？」

  「こんなに濡れてるのに？」

  

  魅媛故意发出水声玩弄我的小穴。完全是一场大洪水。虽然听说她已经被调教过了，但看来被调教得很彻底。

  　くちゅり、とわざと音が聞こえるようにまんこを弄る魅媛。完全に大洪水だ。調教済みとは聞いていたが、これはかなり仕込まれてるな。

  

  「住、住手……」

  「や、やめ……」

  「这边的嘴巴可不这么想哦？」

  「こっちのお口は嫌がってないけど？」

  

  我掀起衣服，露出洪水泛滥的肉穴。嗯，这下子我也没办法否认了。

  　ぴら、と服を捲り上げると大洪水のまんこが露わになる。うん、否定するのは無理だな、これは。

  

  「头目也很期待嘛。」

  「お頭も期待してるじゃん」

  「欸，要从谁开始？」

  「ねえ、誰からヤる？」

  「我～」

  「私～」

  「我一开始就好咯。」

  「私は最初はお口が良いなぁ」

  

  她们各自讨论着要如何侵犯灵姬，接着决定好侵犯的顺序，让魅媛依序施展魔法，让我的阳具重生。

  　各々好き勝手に霊姫を犯す相談をしている。そのうち犯す順番が決まったようで順に魅媛から魔法をかけてもらってちんぽを生やす。

  

  「是真正的阳具耶！」

  「本物のおちんぽだ！」

  「哇啊，好敏感哦！」

  「うわぁ、すっごく敏感！」

  「头目，快摸快摸！」

  「お頭、触って触って！」

  

  兽娘们让灵姬握住刚长出来的阳具，开始磨蹭。至于被握住阳具的灵姬，则是熟练地开始套弄。她已经被调教过了啊……

  　生やしたちんぽを霊姫に握らせて擦り付ける獣娘たち。握らされた霊姫はといえば、慣れた手付きでそれを扱き始める。調教されてるなぁ……。

  

  「啊啊，头目的手好舒服♡」

  「あぁ、お頭の手、気持ちいい♡」

  「头目，舔我♡」

  「お頭、舐めて♡」

  「就叫你别叫我头目了！……舔。」

  「だから、お頭って呼ぶな！……れろっ」

  

  她还真的乖乖舔了啊……

  　素直に舐めるんだな……。

  九条狐狸尾巴啪哒啪哒地摇晃着。其实她很喜欢舔阳具吧。

  　９本もある狐の尻尾がパタパタっと揺れている。実はかなり好きだろ、ちんぽ舐めるの。

  

  「啾♡啾噜♡啾噗♡」

  「ちゅっ♡じゅるっ♡じゅぷっ♡」

  「头、头目的舌头好舒服♡」

  「お、お頭の舌、気持ちいいっ♡」

  「啦马啦咩啦咩啦咩啦。」

  「らまっれらめられれららい」

  

  灵姬按照魅媛的指示服侍阳具，空着的那只手下意识地伸向肉穴，抚摸穴肉。

  　仕込まれたままにちんぽに奉仕する霊姫。無意識に空いている手がまんこに伸びて膣肉を撫で始める。

  

  「头目，不用自己来，我们来帮你。」

  「おかしら、自分でやらなくてもうちらがヤッてあげますよ」

  「咿啊♡」

  「ひあっ♡」

  

  敏感的阴部被舔舐，希萝发出可爱的娇喘。不过她的腰却妖艳地左右摇摆，明显是在勾引我。

  　敏感になっているまんこを舐められてかわいい悲鳴が上がる。その割には腰が艶めかしく左右に揺れていて、明らかに誘うような動きになっている。

  

  「头目，你已经忍不住了吗？那我差不多要插进去了哦♡」

  「お頭、もう我慢出来ないんですか？じゃあ、そろそろ挿れますね♡」

  「等、等、呀♡」

  「ちょ、まっ、ひあっ♡」

  「你突然说话，嗯嗯♡」

  「そんな急に喋ったら、んんっ♡」

  

  被灵姬用嘴巴服务的兽娘，因为灵姬说话而受到刺激，无法忍耐地将白浊液喷在脸上。她因染白脸庞的液体气味而露出陶醉的表情，但没过多久，舔舐阴部的兽娘便抓住她的腰，一口气将肉棒插进去，给予她更进一步的快感。

  　口で奉仕されていた獣娘が霊姫が喋ったことによる刺激に我慢できずに顔に白濁をぶちまける。顔を白く染めるその液体の匂いにうっとりした表情を浮かべたのも束の間、まんこを舐めていた獣娘が腰を掴んで一気にちんぽをねじ込み更なる快楽を与えた。

  

  「嗯呀♡」

  「んひぁっ♡」

  

  肉棒随着啪咻一声的水声插入阴道深处。那一瞬间，她的眼神仿佛在说「我终于得到想要的东西了」。嗯，我也不是不能理解啦。

  　ぱちゅん、と言う水音とともに膣奥にちんぽがねじ込まれる。その瞬間、望んだものが得られた、とでも言いたげな色が瞳に浮かぶ。まあ、わからなくもない。

  

  「希萝也想要肉棒了呢。」

  「シロちゃんもおちんぽ欲しくなってきたんじゃない」

  「不、不是，我……」

  「い、いや、私は……」

  「你明明湿成这样了？」

  「こんなに濡らしてるのに？」

  

  我的阴部发出咕啾一声。唔，这个嘛，那个，该怎么说呢，被戳到的话，是有点……

  　くちゅ、と言う音が俺のまんこから響く。う、まあ、その、なんだ。ちょっと当てられては、いる。

  

  「来来来，希萝也一起来享受吧。」

  「ほらほら、シロちゃんも一緒に楽しんでおいで」

  

  魅媛一边这么说，一边将我推向灵姬。

  　そう言いながら俺を霊姫の方に押し出す魅媛。

  精液浓厚的香气顿时扑鼻而来。

  　途端に匂ってくる精液の濃厚な香り。

  我将遮住身体的泳衣收起来，露出裸体。

  　申し訳程度に身体を隠していた水着を収納し、裸になる。

  

  「什么，你也要加入吗？」

  「なに、あんたも混ざるの？」

  

  灵姬一脸陶醉地问道。呃，是啊，我也要加入。

  　うっとりした表情でそう訊いてくる霊姫。いや、混ざるけどさ。

  我舔掉沾在脸上的精液代替回答。呃，嗯，因为我很在意嘛。

  　答えの代わりに顔にかかっている精液を舐め取る。いや、うん、気になってたんだよ。

  

  「哇，好色♡我已经忍不住了，要插咯♡」

  「うわぁ、エロっ♡もう我慢できない、挿れるね♡」

  

  兽娘毫不客气地将肉棒插进我的小穴。她等不及了吗？

  　遠慮もなく俺のまんこにちんぽをねじ込む獣娘。待ってられなくなったか。

  

  「嗯♡不用插灵姬吗？」

  「んっ♡霊姫じゃなくていいの？」

  「因为这边的小穴看起来也很舒服嘛♡」

  「こっちのおまんこもきもちよさそうだな、って♡」

  

  她边说边用力挺腰。结果，我和灵姬抱在一起，彼此的小小胸部互相碰触。乳头互相摩擦，甜美的感觉扩散开来。

  　そう言いながら勢いよく腰を打ちつけてくる。結果、霊姫と抱き合う形になり小さな胸同士が触れ合う。乳首が擦れ合い、甘い感覚が広がる。

  

  「嗯♡」

  「んっ♡」

  「啊♡」

  「あっ♡」

  

  我们口中吐出气息，不知是谁先开始，我们互相摩擦胸部，贪求快乐。兽娘们似乎被这副模样刺激得更加兴奋，腰部动作变得更加激烈，戳着子宫入口的肉棒带来的快乐越来越难以忍受。

  　互いの口から吐息が洩れ、どちらからともなく快楽を貪るように胸を擦りつけ合う。その様子に興奮したのか獣娘たちの腰使いは一層激しくなり、子宮の入り口を小突くちんぽが与えてくる快楽に耐えるのが難し気なってくる。

  

  「嗯、哈啊♡」

  「んっ、はぁっ♡」

  「哈、啊♡」

  「はっ、あっ♡」

  「「好舒服♡」」

  「「気持ちいいっ♡」」

  

  我们不约而同地发出快乐的声音，彼此的兽耳抽搐着。性感的快乐声音对敏感的兽耳来说是无上的媚毒。

  　奇しくも快楽の声がハモり、互いの獣耳がピクピクと痙攣する。艶の乗った快楽の声は敏感な獣耳にはこの上ない媚毒だ。

  当然，侵犯我们的兽娘们也一样。

  　それは当然、俺たちを犯している獣娘たちにとっても同じようで。

  

  「舔我♡」

  「舐めてっ♡」

  「用手也好，拜托你♡」

  「手でもいいから、おねがいっ♡」

  「我也要♡」

  「こっちもっ♡」

  

  兽娘们争先恐后地握住我们的肉棒，运气好的女孩甚至把肉棒夹在我们和灵姬的嘴巴之间。

  　獣娘たちはこぞって俺たちの手にちんぽを握らせ、運良く口に近かった娘にいたっては俺と霊姫の口の間にちんぽを挟む。

  

  「啊哈♡那样好色♡」

  「あはっ♡それ、えっろ♡」

  「嗯♡不要光顾着看，好好插里面♡」

  「んっ♡あっちを見てばっかりいないでちゃんと奥を突いてぇ♡」

  

  至于在一旁观战的魅媛和鸨乃，也趁机和没抢到的兽娘做爱。

  　それを見物している魅媛と鴇乃はといえばあぶれた獣娘とちゃっかりよろしくヤッている。

  兽娘似乎还有剩，等待的期间，她们互相摩擦彼此的淫核，等待轮到自己。

  　それでもまだ獣娘は居るようで、待っている間、互いの淫核を擦り付け合いながら順番が来るのを待っている。

  看来得做上一整天了……

  　こりゃあ、丸一日コースだな……。

  

 
  第１１１話：動画

  第111话　视频

  啊，太阳已经升到头顶上了。

  　あー、太陽が真上にあるなー。

  一觉醒来，已经是中午了。嗯，从那之后已经过了整整两天了啊。

  　目が覚めたらもう昼だった。いや、うん、アレから丸二日経ってるんだよなぁ。

  

  「舔舔♡」

  「舐めて♡」

  「嗯♡啾♡啾♡」

  「んっ♡ちゅっ♡ちゅぱっ♡」

  

  嗯，鸡巴真好吃……不对，不是这样！！

  　うん、ちんぽ美味いな……って、そうじゃねぇ！！

  

  「啊，哈♡再来，再来♡」

  「あ、はっ♡もっと、もっとぉ♡」

  

  另一边的灵姬一边被从后面插入，一边自己扭动着腰。咦，那家伙不是一开始和我做的那个吗……？

  　向こうでは霊姫がバックで突かれながら自分から腰を振っている。あれ、そいつ最初にヤッてたやつじゃ……？

  这不是在无限循环吗！！

  　ループしてるじゃねえか！！

  

  「你们要搞到什么时候？」

  「いつまでやってるんですか？」

  「等等，不要含着说话……嗯嗯♡」

  「ちょっと、咥えたままで喋ったら……んんっ♡」

  

  啊，这在口中扩散的味道是……

  　あー、この口の中に広がる味が……

  呃，所以说！！

  　って、だから！！

  

  「嗯唔♡噗哈♡不是，所以说……」

  「んくっ♡ぷはっ♡いや、ですから……」

  「拜托了，也舔舔这边♡」

  「お願い、こっちも舐めて♡」

  「啾♡」

  「ちゅっ♡」

  

  我舔着她递过来的沾满精液的鸡巴，将它舔干净。嗯，真好吃……

  　差し出された精液まみれのちんぽを舐めあげて綺麗にする。ん、美味し……

  呃，所以说不是这样！！

  　って、だからそうじゃなくて！！

  

  「咳咳♡真是的，你们打算搞到什么时候？」

  「けふっ♡まったく、いつまでやるつもりですか？」

  「哎？搞到灵姬怀孕为止？」

  「え？霊姫ちゃんが孕むまで？」

  「喂！？我可没听说啊！？避孕魔法呢！！？」

  「ちょっ！？聞いてないんだけど！？避妊魔法は！！？」

  「哎？我没用啊？」

  「え？かけてないけど？」

  

  啊，她没注意到啊。

  　あ、気付いてなかったんだな。

  原来她恳求内射是以避孕为前提的吗？南无。

  　中出し懇願とかしてたのは避妊前提だったのか。南無。

  

  「没事的，我有立刻就能生孩子的魔法。」

  「大丈夫、すぐに出産できる魔法があるから」

  「完全不是没事好吗！！」

  「全然大丈夫じゃなーいっ！！」

  

  灵姬的身体已经可以怀孕了。不避孕就会怀孕。用上排卵诱发魔法就更不用说了。

  　霊姫の身体はもう妊娠できるからな。避妊しなければ孕む。排卵誘発魔法を使ってれば尚更だ。

  

  「哎？你刚才说什么？？？」

  「え？今なんて？？？」

  

  嗯，我一开始就确实地用上了。放弃吧。

  　うん、しっかりかけてたぞ。最初に。諦めろ。

  

  「头目，我们所有人……」

  「お頭、うちら全員の子供……」

  「不会生的！！」

  「産まない！！」

  

  兽娘们一听到怀孕就兴奋了起来。

  　妊娠と聞いて途端に興奮し始める獣娘たち。

  但是很遗憾，让她们怀孕的犯人不是兽娘，而是鸨乃。

  　けど、残念ながら妊娠させた犯人は獣娘の誰でもなく鴇乃なんだよな。

  

  「真、真的怀孕了……」

  「ほ、本当に妊娠してるじゃない……」

  「我会让你幸福的……」

  「し、幸せにする……」

  

  灵姬用鉴定能力确认了自己的状态，顿时愕然。

  　鑑定能力で自分の状態を確認した霊姫が愕然とする。

  相对地，鸨乃一听到自己的孩子，就红着脸这么说道。

  　対する鴇乃は自分の子供と聞いて頬を染めながらそう言った。

  但是，我说啊……

  　けど、なぁ……

  

  「不，这孩子已经有生产经验了……」

  「いや、この子既に出産経験済みだから……」

  

  灵姬并不是第一次怀孕。

  　霊姫は別に初めての妊娠というわけではない。

  嗯，她从怀孕到生产都拍成了视频。

  　うん、動画で妊娠から出産までやってたんだよな。

  

  「你、你看了？」

  「み、見たの？」

  「该说是她让我看的吗？我接委托的时候，她让我看了那段视频……」

  「見せられた、と言うか。依頼受ける時に見せられた動画がそれで……」

  「那个女人……」

  「あの女……」

  

  我没想到她会让我看一整部色情视频。一般来说，这种时候应该是照片吧？

  　まさか丸々一本エロ動画を見せられるとは思わなかったよ。普通、こういう時は写真だよな？

  

  「详细说。」

  「詳しく」

  「呃，她让我看了找东西用的视频……」

  「ええと、探す用に見せられた動画があって……」

  「呜哇，头目，你做过啤酒肚性爱吗？」

  「うわぁ、お頭、ボテ腹セックスとかやってたんですか？」

  「别看啊！？」

  「見るなぁっ！？」

  

  所有人目不转睛地盯着我播放的视频。影像中，比现在稍微年幼的灵姬露出恍惚的表情，在男人身上扭腰摆臀。她的肚子微微隆起，显示她正处于怀孕期间。好色。

  　俺が表示した動画を全員が食い入るように見ている。映像では今よりちょっと幼い霊姫が恍惚の表情を浮かべて男の上で腰を振っていた。そのお腹はぽっこりと膨らんでいて妊娠中であることを示している。エロい。

  

  「呜呜，被看到了……」

  「うう、見られた……」

  

  灵姬垂头丧气。

  　がっくりと項垂れる霊姫。

  你要坚强地活下去。

  　強く生きろ。

  

  「这样生孩子应该很轻松吧。」

  「これなら出産は余裕だね」

  

  魅媛说出最差劲的话。

  　そして、そこに最低の言葉をかける魅媛。

  嗯，毕竟她都高潮了嘛。看了那幅生产画面，任谁都会这么想。

  　まあ、あの出産シーンを見たら、な。絶頂までしてたし。

  

  「加油哦？」

  「がんばって？」

  「呜呜，我初潮都还没来……」

  「うぅ、自分は初潮がまだだからって……」

  

  呵，这就是幼女的特权。我离初潮还有四年左右的缓冲时间，暂时可以不用担心怀孕，尽情享受性爱。

  　ふ、そこは幼女の特権というやつだな。こっちは初潮まではあと４年位は猶予があるからな。もう暫くは妊娠する心配のないセックスを楽しめる。

  

  「你初潮都还没来，就那么淫乱了吗？」

  「初潮もまだなのにあんなに乱れてたの？」

  

  我正在思考这种事，魅媛就察觉到我无须在意的事，这么问道。

  　そんな事を考えていたら気付かないで良い事に気付いた魅媛がそう訊いてくる。

  呜……不，那是……

  　う…、いや、それは……

  

  「在、在我的世界，这是很普通的事……」

  「わ、私の世界では普通のことなので……」

  

  呃，这是真的哦？

  　いや、ホントの話だぞ？

  在我的世界，这个年纪就要学习性爱的方式了。

  　うちの世界だとこの年齢でセックスのやり方を習うからな。

  

  「啊，我想起来了，我记得你在视频里和爸爸做爱……」

  「あ、思い出した、確か動画でお父さんとセックスしてた……」

  「「和爸爸！！？」」

  「「お父さんと！！？」」

  

  看过我的视频的灵姬这么指出。呜，被看到了吗？

  　俺の動画を見ただろう霊姫がそう指摘する。く、見られてたか。

  

  「这、在我的世界里是很普通的事……」

  「わ、私の世界では普通のことなので……」

  「「跟爸爸做吗！？」」

  「「お父さんとするのが！？」」

  

  两人对我的话反应过度。为什么那么激动？

  　俺の言葉にいちいち過剰に反応する２人。なんでそんなに食い気味なんだ？

  

  「父亲不教孩子做爱，就是放弃育儿……」

  「父親がセックスを教えないのは育児放棄なので……」

  「「什么世界啊！！？」」

  「「どういう世界！！？」」

  

  嗯，以现代日本的感觉来说，会感到混乱吧。不过，她们好像莫名兴奋……？

  　うん、現代日本の感覚だと混乱するよな。けど、それにしては妙に興奮してるような……？

  

  「「详细说明！！」」

  「「くわしく！！」」

  

  不是，所以说为什么那么激动啊！！？

  　いや、だからなんでそんなに食い気味なんだよ！！？

  结果，灵姬像要报复似的把我的视频摊在大家面前，我也落得面红耳赤的下场。

  　結局、仕返しとばかりに霊姫に俺の動画を晒され、俺も赤面する羽目になってしまった。

  

 
  第１１２話：襲撃

  第112话　袭击

  「呜、呜呜……」

  「う、うう……」

  

  所有人一起鉴赏我的色情视频，这种残酷的惩罚让我大受打击。为什么会变成这样？

  　俺のエロ動画を全員で鑑賞する、と言うあまりにも酷い仕打ちに打ち拉がれる。どうしてこうなった。

  

  「不过，没想到头目已经有过生产经验了……」

  「しかし、お頭がすでに出産経験済みとはねぇ……」

  「你不是说你十二岁吗？」

  「１２歳って言ってませんでしたっけ？」

  「嗯，因为我是十一岁生的。」

  「まあ、産んだのは１１の時だからね」

  「「十一岁！？」」

  「「１１歳！？」」

  

  毕竟是异世界嘛。在我们的世界，超过二十岁生小孩会有很高的高龄产妇风险，所以一般会在初潮来的时候生第一个小孩。

  　異世界だからなぁ。うちの世界だと２０を超えると高齢出産のリスクが跳ね上がるから、初潮が来る頃には第一子を設けるのが一般的だ。

  不过我们神的身体成长会在十二岁～十六岁左右停止，所以可以永远生小孩。毕竟我们没有寿命嘛。顺带一提，奥露榭在十五岁左右就停止成长了。在众神之中，她算是比较年长的，所以她很在意这件事。另外，她至今仍是处女，所以有很多事情都让她很别扭。至于实际年龄……哎呀，这是企业机密。

  　まあ、俺たち神は身体の成長が１２歳～１６歳くらいで止まるから、永遠に産めるんだけどな。寿命ないし。ちなみにオルシェは１５歳くらいで止まった。神々の中では割と年増寄りなのを気にしていたりする。なお、未だに処女なので色々と拗らせてる。実年齢は……おっと、これは企業秘密だった。

  

  「咦？我们看起来像年长者吗？」

  「え、私達って年増に見えてる？」

  「不、不是，因为人类就是人类……」

  「い、いえ、人間は人間なので……」

  

  感觉上就像不会在意猫狗的外表吧？不，我并不是想玩兽奸之类……

  　感覚的には犬猫の見た目を気にしないのに近いか？いや、別に獣姦気分とかそう言うわけではなくてだな……

  

  「你在对谁解释啊？」

  「誰に言い訳してるの？」

  「没有，那个，只是觉得该解释一下。」

  「いえ、その、なんとなく」

  

  虽然现在没有人会帮我打圆场，但我已经养成找借口的习惯了。

  　チャチャ入れてくる奴は今は居ないが、どうにも言い訳が癖になってるよな。

  

  「呼，满足满足。」

  「ふぅ、満足満足」

  

  魅媛一边这么说，一边将精液灌进身旁的兽娘体内。呃，拜托，能不能别一边看我的近亲相奸视频一边做啊？

  　そう言いながら手近な獣っ娘に精液を流し込む魅媛。いや、頼むから俺の近親相姦動画を見ながらヤるのは勘弁願えないだろうか。

  我正打算开口抗议，周遭却突然嘈杂起来。怎么了？

  　と、そんな抗議をしようと口を開きかけたんだが、急に周囲がざわつき始めた。なんだ？

  

  「那家伙来了。」

  「奴が来た」

  「……那家伙？」

  「……奴？」

  

  听她这么说，我确认了一下MAP……好像有东西在耶，而且正以一定的速度接近。

  　言われてＭＡＰを確認してみたら……何か居るな。それなりの速度で近付いてくる。

  

  「那家伙是指？」

  「奴、とは？」

  「哦，有个麻烦的家伙在哦。」

  「ああ、面倒なのが居るのよ」

  

  据灵姬所说，似乎有个家伙正在四处袭击兽娘。

  　霊姫が言うには、どうやら獣娘達を襲って回っている奴が居るらしい。

  

  「再怎么样也不能放着那家伙不管就回去嘛。所以，能不能再等一下？」

  「流石にそいつを放置して帰るのは無理なのよね。だから、もうちょっと待ってくれない？」

  「嗯，无所谓。」

  「ええ、構いませんよ」

  

  也是啦，毕竟让这些女孩死掉，感觉实在不太好。

  　まあ、流石にこの娘達が死ぬのはあまり気分が良くないからな。

  那么，袭击者是什么样的家伙？

  　さて、襲撃者はどんな奴だ？

  

  「呃，不就是废天使吗！」

  「って、駄天使じゃねえか！！」

  

  有个叫天使的种族。

  　天使、というのが居る。

  那是背上长着翅膀，头上有着光环的生物。基本上是作为神的使者而被创造出来的。由于基本包有这个种族，所以很多世界都有共通点。

  　背中に羽根が生えて頭に光る輪っかがある生き物だ。基本的には神の使いとして創られる。これは基本パックがあるから割と多くの世界で共通だ。

  不过，其中也有创造兽耳天使、机械天使之类的世界，但这就先不提了。

  　まあ、中には獣耳天使だとか、メカ天使だとか創ってる世界もあるが、それは置いておこう。

  所谓的堕天使，是指反抗众神而堕落的天使。翅膀会染成黑色，头上的光环也会消失。

  　堕天使というのは神々に反旗を翻し堕落した天使を言う。翼が黒く染まり、頭の輪が消失する。

  那么，废天使又是什么？

  　では、駄天使とはなにか。

  是个因为逛过太多妓院而堕落的遗憾天使。翅膀颜色依旧，头上的光环就像快坏掉的萤光灯一样闪烁。

  　娼館通いで堕落した残念な天使だ。翼の色はそのままで、頭の輪っかが切れかけの蛍光灯のように点滅する。

  另外，天使基本上是两性偶有，所以有鸡鸡也有屄，也有胸部。而且是贫乳。天使没有巨乳的选项。

  　なお、天使は基本的に両性偶有なので、ちんぽもまんこも付いていて胸もある。なお、貧乳。天使に巨乳オプションはない。

  我记得这个世界的天使是被创造主舍弃的，理由是胸部太小。因此也有很多人成了堕天使，听说几乎都被消灭了……

  　この世界の天使は確か創造主に捨てられたんだよな。胸が小さいという理由で。それで堕天使になった者も多く、その殆どは滅ぼされたと聞いたんだが……

  

  「是废天使啊……」

  「駄天使の方だね……」

  「没错。没有胆量造反，自暴自弃地泡在妓院里学女人味道的废天使。而且还是没钱了就变成强暴犯的遗憾家伙。」

  「そうなのよ。反旗を翻す度胸もなく、自暴自棄になって娼館に入り浸って女の味を覚えた駄目な天使。その上、お金が無くなってレイプ魔になった残念な奴よ」

  

  太遗憾了。

  　残念すぎる。

  

  「如果只是普通的强暴，我就会放着不管，但是那家伙有嗜虐的兴趣……」

  「ただのレイプなら放っておいたんだけど、あいつ、嗜虐趣味があるから……」

  

  是啊，如果不是喜欢痛的家伙就办不到。如果是有同样兴趣的人彼此做就算了，对普通人要求这种事实在有点……

  　ああ、痛いのが好きな奴じゃないと無理なやつな。その手の趣味の奴同士がやるのなら良いが、普通の人にそれを求めるのはなぁ。

  

  「不过，天使没那么强吧？」

  「でも、そんなに強くないよね、天使」

  

  一般来说，不管天使有多强都敌不过神，应该不是什么了不起的对手。

  　普通、天使がどれだけ強くても神には敵わない。大した相手じゃないはずだ。

  

  「关于这点，那家伙拥有异世界转移的奖赏。」

  「それが、異世界転移特典を持ってるのよね、あいつ」

  「那就麻烦了……」

  「それは面倒だね……」

  

  异世界转移的奖赏是作弊。根据奖赏内容，有的甚至能发挥匹敌下位神或中位神的力量。

  　異世界転移特典はチートである。物によっては下位神や中位神に匹敵する力を発揮する。

  

  「所以，你拿的是什么？」

  「で、何を持ってるの？」

  「身体覆盖型的防护罩。」

  「身体被覆系のバリア」

  

  唔哇……这下麻烦了。防护罩分为空间展开型和身体覆盖型。空间展开型只要进入其中就会变得毫无防备，但身体覆盖型会紧紧包覆住身体，所以无法进入。而且拘束等招式也会失效，相当棘手。

  　うわぁ……かなり面倒なやつだな。バリア系は空間展開系と身体被覆系がある。空間展開系だと中に入ってしまえば無防備になるが、身体被服系だと身体をピッタリと覆うからそうはいかない。拘束等も無効化するからかなり面倒だ。

  

  「明明在自己的世界就不会输……」

  「自分の世界なら負けないのに……」

  「因为到了其他世界，能做的事情就会受到限制嘛。」

  「他所の世界だとできる事が制限されますからね」

  

  虽然麻烦，但身为上位神，总会有办法解决。只要剥夺异世界传送的附赠品就行了。不过，这招只适用于自己的世界。在这个没有管理者的世界，是不可能办到的。

  　面倒とはいえ上位神であればどうとでもできる。異世界転移特典を剥奪してしまえばいいからだ。けど、それができるのは自分の世界の場合。管理者の居ないこの世界では不可能だ。

  

  「好了，你们商量完了吗？」

  「さて、相談は終わったかね？」

  

  没用天使用高高在上的语气这么说。

  　偉そうな声でそう言う駄天使。

  ……

  　……。

  仔细一看，她根本是全裸嘛！

  　よく見たら全裸じゃねぇか！！

  双手抱胸飘浮在空中的没用天使身上一丝不挂，摇晃着勃起的肉棒俯视着我。变态。

  　腕組みをして空中に浮かぶ駄天使は服を一切着ていなかった。勃起したちんぽを揺らしながらこちらを見下ろしている。変態だ。

  

  「技能的代价就是不能穿衣服。」

  「スキルの代償で服を着れないのよ」

  「……」

  「……」

  

  不过，她被看光光，应该很开心吧？

  　でも、あれ、見られて喜んでるよな？

  虽然肉棒勃起这点也很有问题，但小穴也流出了爱液。不管怎么看，她都很兴奋吧。

  　ちんぽが勃ってるのもだが、まんこからも愛液が垂れている。どう見ても興奮してるだろ、あれ。

  

  「差不多该死心了吧，异界之神啊。」

  「そろそろ観念したらどうかね、異界の神よ」

  「开什么玩笑！我今天一定要消灭你！」

  「冗談じゃないわ！！今日こそ滅ぼしてあげる！！」

  

  两人瞪着彼此。一边是爱液和预射液，一边是全身精液。

  　睨み合う２人。片や愛液と先走り。片や全身精液まみれ。

  ……这画面太惨烈了。

  　……絵面が酷い。

  

 
  第１１３話：弱点

  第113话　弱点

  「受死吧！！」

  「往生せいやぁっ！！」

  

  灵姬向没用天使放出无数狐火。呃，你嘴巴真毒啊！？

  　無数の狐火を駄天使に向かって放つ霊姫。いや、口悪いな！？

  

  「那种东西怎么可能对我管用！！」

  「我にそんなものが効くわけなかろう！！」

  

  但是狐火却在没用天使的身体表面弹开，消失了。呃，这防护罩真够麻烦的。

  　けど、狐火は駄天使の身体の表面で弾かれるようにして消える。いや、面倒くさいな、バリア。

  

  「那冲击应该管用吧！！」

  「それでも、衝撃は効くでしょ！！」

  

  灵姬用狐火作为掩护冲上树干，接着又一拳打过去。这一拳的冲击让没用天使摔到了地上，但是……

  　狐火を隠れ蓑にして木を駆け上っていた霊姫は、畳み掛けるようにして拳を叩きつける。その衝撃で駄天使は地面に叩きつけられるが……

  

  「你还不明白这是白费力气吗？」

  「無駄だというのが判らないのかね？」

  

  嗯，毫发无伤。没用天使一脸没事地站了起来，而灵姬则瞪着她。

  　まあ、無傷だよな。平気な顔で立ち上がってくる駄天使を地面に降りた霊姫が睨みつける。

  

  「话说，你也做点什么啊！？」

  「てか、あんたもなんかやりなさいよ！？」

  

  哎呀，抱歉，一不小心就……

  　いやぁ、すまん。ついつい。

  好了，接下来就让我们并肩作战吧。

  　さて、ここからは共同戦線だな。

  

  「真没办法！」

  「仕方ありません、ね！」

  

  我一步冲到他背后，踢了一脚。

  　一足で駆けて背後に回り、蹴りを入れる。

  

  「我说过这是白费力气了！」

  「無駄だと言っている！」

  

  嗯，当然被防护罩挡住了……

  　まあ、当然バリアには阻まれるわけだが……

  

  「这可难说吧？」

  「それはどうかな？」

  

  我将拳头捅进失去平衡的没用天使的阴道内。嗯，插进去了。

  　体勢を崩した駄天使の膣内に拳を突き入れる。うん、挿入できた。

  

  「嗯呀！？」

  「んひぁっ！？」

  

  我的肉棒一抖，射出了精液。高潮了啊……

  　びゅくん、とちんぽが震えて精液を吐き出す。イッたか……

  

  「为、为什么……？」

  「な、なんで……？」

  

  嗯，他应该很惊讶吧。身体表面的防护罩确实无法打破，但是……

  　うん、驚いただろうな。確かに身体の表面のバリアは破れない。けど、な。

  

  「阻止侵入的膜是可以打破的。」

  「侵入を阻む膜は破れるものだからね」

  「不，那不是处女膜好吗！？」

  「いや、処女膜じゃないんだけど！？」

  

  不过，色情类技能在这方面倒是挺宽松的。

  　まあ、割とその辺の判定はガバガバだからな、エロ系スキル。

  

  「唔，放开我！？」

  「くっ、放せっ！？」

  

  从打击中恢复过来的废柴天使慌慌张张地拔出我的拳头，逃向空中。但是……

  　ショックから立ち直った駄天使は慌てて俺の拳を引き抜いて空に逃げる。けど、な。

  

  「不好意思，天空是我的领域。」

  「悪いけれど、空は私の領域なんだよね」

  

  嗯，我也是能飞的。虽然在其他世界力量会受限，但飞起来还是轻而易举。我直接绕到她背后，再次把她打落地面。

  　うん、まあ、俺も空は飛べるんだよな。別の世界だから力は限定されるが、飛ぶくらいなら造作もない。そのまま背後に回り再び地面に叩き落とす。

  

  「你竟敢为所欲为……」

  「好き勝手を……」

  「嗯，那个，怎么说呢，抱歉。」

  「うん、その、なんだ、すまん」

  

  看到站起身的废柴天使，我下意识地脱口而出。一滴血落在她的脚边。当然，她并没有受伤。因为有防护罩，就算被冲击震飞，也不会受伤。不，某种意义上来说，这也算受伤……

  　立ち上がった駄天使を見て咄嗟にそんな言葉が漏れた。その足元に血がぽたり、と落ちる。もちろん怪我とかではない。バリアがあるから衝撃で吹き飛ばせはしても怪我はさせられない。いや、ある意味は怪我なんだが……

  

  「你是处女吧。」

  「処女だったんだな」

  

  嗯，我无法防止破处。尤其是被我贯穿的时候。

  　うん、破瓜は防げないんだよ。特に俺の貫通相手では。

  好了，只有我战斗的话就不算并肩作战了。接下来也请灵姬努力吧。

  　さて、俺ばかりが戦うのは共闘じゃないよな。ここからは霊姫にも頑張ってもらおう。

  

  「好了，你知道怎么做了吧？」

  「さ、やり方は判ったよね？」

  

  我一边说，一边在灵姬身上长出鸡鸡。

  　そう言いながら霊姫にちんぽを生やす。

  

  「等、等一下！？」

  「ちょ、ちょっとっ！？」

  「你还是想亲手做吧？」

  「やっぱり、自分の手でやりたいよね？」

  「那为什么要在身上长出鸡鸡！？」

  「だからってなんでおちんぽ生やすのよ！？」

  「因为鸡鸡有贯穿功能？」

  「おちんぽに貫通機能があるから？」

  「不是这个问题吧！？」

  「そう言う問題っ！？」

  

  没办法啊，能对那家伙起作用的贯通攻击就只有鸡巴和铁拳而已。六岁的我还有可能，但灵姬的拳头再怎么样也不可能插进去。

  　仕方ないだろ、あいつに効く貫通攻撃はちんぽかフィストファックしかないんだから。６歳の俺ならまだしも、流石に霊姫の拳だと挿入は無理だからな。

  

  「还、还有长出触手这个办法……」

  「あ、あとは触手を生やす、という手も……」

  「我不要！？」

  「嫌だけどっ！？」

  

  那就只能用鸡巴了。

  　じゃあ、ちんぽしかないよな。

  

  「啊，难道说你是喜欢被插的类型？」

  「あ、もしかして挿入するより挿入される方がいいタイプ？」

  「不是！不、不是，我并不是讨厌被插……」

  「違うけどっ！？い、いえ、挿入されるのが嫌とかじゃないけど……」

  

  灵姬不知为何支支吾吾的。嗯？她在犹豫什么？

  　と、何故だか妙に歯切れの悪い霊姫。ん？何を躊躇ってるんだ？

  

  「你不是在视频里那么享受阴道内射精吗？」

  「動画じゃあんなに膣内射精を楽しんでたじゃない」

  「别提那个视频了！？」

  「あの動画の話はしないでよっ！？」

  

  嗯，也是，灵姬在那个视频里也是一直长出触手，疯狂抽插。

  　うん、まあ、生やしてひたすら腰を振る動画にも出てたんだよな、霊姫。

  

  「我知道了，我做就是了！我做就是了，不就是插进去让她屈服吗！」

  「わかったわよ、やれば良いんでしょ！やってやるわよ、たかだか挿入して屈服させるだけじゃない！」

  

  她半是自暴自弃地做好了觉悟。灵姬用锐利的目光瞪着废柴天使，嗯，不过，她的打扮有点……

  　と、半ばヤケ気味に覚悟を決める。鋭い眼光で駄天使を睨みつける霊姫だけど、うん、まあ、格好が若干……

  

  「……怎么了？」

  「……なによ」

  「不，没什么，加油吧。」

  「いや、まあ、がんばれ」

  

  嗯，毕竟必须插进去才行，没办法。

  　うん、挿入しなきゃいけないからね、仕方ないね。

  

  「你觉得我会允许你这么做吗！？在战斗中插进去……」

  「それを許すと思うか！？戦いの最中に挿入など……」

  「倒也不是。」

  「そうでもないんだよね」

  

  没用的天使对我投来傻眼的目光，仿佛在说这太不现实了。不过，要插入会动的目标确实很难。因为防护罩的关系，一般情况下是无法束缚住目标的，所以只要避开就好……

  　非現実的だ、と言わんばかりの呆れた視線を向けてくる駄天使。まあ、確かに動いている相手に挿入は難しい。バリアのせいで普通は拘束もできないから避ければ良いと言う話ではあるんだけどさ……

  

  「嗯咿！？」

  「んひぃっ！？」

  

  插入不被看作束缚。所以，只要用飞机杯触手包住肉棒，就算有防护罩也能抓住目标。而且……

  　挿入は拘束と見做されないんだよな。だから、オナホ触手でちんぽを包んでやればバリアがあっても捕まえる事はできる。それに……

  

  「咿♡嗯♡」

  「ひっ♡んっ♡」

  

  堕落成逛妓院老手的没用天使，不可能承受得住肉棒的快乐。

  　娼館通いで堕落した駄天使が、ちんぽの快楽に耐えれるわけないんだよなぁ。

  

 
  第１１４話：抗いがたい快楽

  第114话　难以抗拒的快乐

  「你看，很舒服吧？解除防护罩的话会更舒服哦？」

  「ほら、気持ちいいでしょう？バリアを解けばもっと気持ちよくなれるよ？」

  「唔，谁会听信这种甜言蜜语……」

  「くっ、誰がそんな甘言に……」

  「隔着套子可没办法哦？」

  「ゴム越しじゃイケないでしょう？」

  「这、这个……」

  「そ、それはっ……」

  「那个，可以不要擅自配音吗……」

  「あの、変なアテレコをしないでいただけると……」

  

  你们为什么这么带劲啊？

  　なんでそんなにノリノリなんだよ、お前ら。

  

  「嘿嘿？」

  「てへ？」

  「真是的，随你们高兴……」

  「まったく、好き勝手なことを……」

  

  顺带一提，刚才的小剧场是魅媛和鸨乃搞的鬼。说到底，废天使的嘴被触手堵住了，根本发不出声音。

  　ちなみに今の小芝居は魅媛と鴇乃の仕業な。そもそも駄天使、口を触手で塞がれてるから声なんか出せないんだよ。

  

  「欸？下面的嘴巴没堵住吧？从刚才开始就一直流口水呢？」

  「え？下のお口は塞いでないでしょ。さっきから涎垂らしてるよね？」

  「我可没说下面的嘴巴。」

  「下のお口のお話はしていません」

  

  不，其实我正准备让灵姬堵住下面的嘴巴。

  　いや、まあ、そっちも今から霊姫に塞いでもらうんだけどな。

  

  「所以，请加油。」

  「と、言うわけで、頑張ってください」

  「为什么是我啊！？」

  「なんで私なのよ！？」

  

  不，我忙着操纵触手耶？

  　いや、俺は触手の操作で忙しいし？

  

  「嗯嗯！！嗯嗯！！？」

  「んんっ！！んんっ！！？」

  

  啊，喉咙还挺舒服的……

  　あ、割と気持ちいな、喉……

  呃，先不管这个了。现在重要的是用触手抓住废天使。要是做得太过火会被当成攻击，所以很难拿捏分寸。

  　って、それは置いておこう。今は触手で駄天使を捕まえておくのが大事だ。やり過ぎると攻撃と見做されるから加減が難しい。

  

  「机会难得，要不要用触手侵犯胸部？」

  「せっかくだから胸も触手で犯してあげたら？」

  「啊——嗯……」

  「あー、うん……」

  「那边有困难吗？」

  「そっちは難しかったりする？」

  

  嗯，倒也不是做不到。

  　まあ、できない事はないな。

  防护罩可以抵挡拘束和攻击，应该说，可以抵挡一切不利的效果。但是，增益类的效果却能正常发挥，不然就太不方便了。毕竟，能弹开恢复魔法的防护罩根本派不上用场。

  　拘束や攻撃は通らないのがバリアだ。と言うか、ありとあらゆる不利な効果を受けない。だが、ご都合な事にバフの類は効くんだ。じゃないと不便極まりない。回復魔法を弾くバリアなんてのは正直役に立たないからな。

  话说回来，性欲增强是增益类的效果吧。

  　ところで、性欲増強ってバフなんだよな。

  

  「嗯嗯嗯嗯嗯嗯嗯♡」

  「んんんんんんんっ♡」

  

  看吧，就像这样，只是用触手稍微摩擦一下，她就变成这样了。顺带一提，做爱当然也不会受到阻碍，因为繁殖活动既不是攻击也不是减益效果。

  　ほら、この通り、ちょっと触手でちんぽを擦っただけでこの反応である。ちなみにセックスも当然ながら阻害しない。繁殖活動は攻撃でもデバフでもないからな。

  也就是说……

  　つまり……

  

  「嗯嗯♡嗯嗯嗯嗯嗯♡嗯嗯——♡」

  「んんっ♡んんんんんっ♡んんっー♡」

  

  对胸部的爱抚当然也不会受到阻碍，就算对象是触手也一样。

  　胸への愛撫も当然防がない。たとえそれが触手相手であっても、な。

  好了，接下来就是反击的回合了。

  　さあ、ここからは反撃のターンだ。

  ……我原本是这么想的。

  　……と、意気込んでいたのだが。

  

  「呐，这个鸡鸡触手，有感觉吗？」

  「ねえ、このおちんぽ触手、感覚あるの？」

  「呀啊♡」

  「ひあっ♡」

  「嗯噗……」

  「んぷっ……」

  

  魅媛把触手含进嘴里，中断了我的行为。

  　魅媛が触手を口に含んだ事でそれは中断させられてしまった。

  喂，不要突然舔触手啊！？

  　おい、いきなり触手を舐めるな！？

  魅媛的舌头妖艳地蠕动着，我因为那股触感，一下子就把精液吐了出来。

  　艶めかしく蠢く魅媛の舌の感触であっさりと精液を吐き出してしまう。

  

  「嗯噗……！？」

  「んぷ……！？」

  「啊……」

  「あ……」

  

  嗯，因为这个缘故，我忍不住把所有触手的精液都吐了出来。只有飞机杯触手例外吧？

  　うん、そのせいで、ついつい全部の触手から精液吐き出しちまった。例外はオナホ触手くらいか？

  顺带一提，其中一只触手还插在废柴天使的嘴里。当然，精液也直接注入了她的口中。由于周围触手也喷出了精液，废柴天使的体内和体外都被染成了白浊色。

  　ちなみに触手の一本は駄天使の口に突っ込んだままだ。当然、口内に精液を注ぎ込む形になる。周囲に控えていた触手からも精液を噴き出したせいで駄天使の身体は内も外も白濁に染められている。

  顺带一提，飞机杯触手虽然没有吐出精液，却紧紧地夹住阴茎，给予强烈的刺激。结果……

  　ちなみにオナホ触手は精液を吐き出さなかったが、代わりにきゅ、と絞まり強い刺激を与えてしまっている。結果……

  

  「嗯嗯♡嗯嗯嗯♡」

  「んんっ♡んんんっ♡」

  「啊——精液逆流了呢。」

  「あー、精液逆流しちゃってるね」

  

  废柴天使一下子射了出来。从飞机杯触手中吸不完的精液逆流溢出。

  　あっさり射精する駄天使。オナホ触手から吸いきれなかった精液が逆流して溢れ出してくる。

  

  「希萝，你射太多了。」

  「シロちゃん出し過ぎだよ」

  

  呃，那是我的精液吧！？

  　って、それ俺のじゃねぇっ！？

  精液确实从飞机杯触手中溢出，但那是废柴天使的精液啊……

  　確かにオナホ触手から精液は溢れてるが、それは駄天使の精液でだなぁ……

  不，算了，无所谓。赶快继续吧。

  　いや、いいよ、もう。さっさと続きをやろう。

  

  「嗯嗯♡嗯♡嗯♡」

  「んんっ♡んっ♡んっ♡」

  「哇，你这不是自己在扭腰吗？」

  「うわぁ、自分から腰振ってるじゃない」

  

  触手给予的刺激让废柴天使自己开始扭腰。她已经满脑子只有做爱了。

  　触手から与えられる刺激に駄天使は自分から腰を振り始めている。もうこれはヤることしか考えてないな。

  

  「灵姬妹妹把肉棒插进去的话，会怎么样呢？」

  「これ、霊姫ちゃんがおちんぽ挿れたらどうなるんだろ」

  「所以说，为什么是我……」

  「だから、なんで私が……」

  「说是这么说，你的肉棒倒是硬邦邦的呢？」

  「と、言う割にはおちんぽバキバキになってるよね？」

  

  正如魅渊所说，灵姬的肉棒已经进入备战状态。它滴着预射液，直挺挺地耸立着。

  　魅媛の言う通り、霊姫のちんぽはすでに臨戦態勢だ。先走りを零して天を衝く様にそそり立っている。

  见状，没用天使扭动身体想要逃跑，但是……

  　それを見た駄天使が逃げようと身を捩るが……

  

  「因为，这个，太舒服了嘛♡」

  「だって、これ、気持ちいいんだものっ♡」

  「嗯嗯嗯嗯嗯！！？」

  「んんんんんっ！！？」

  

  被触手抓住的没用天使根本逃不掉。灵姬紧紧地抓住她的腰，一口气插进她的阴道深处。

  　触手に捕まっている駄天使は逃げられない。霊姫に腰をがっしりと掴まれて一気に膣奥までねじ込まれる。

  

  「嗯嗯♡好像被榨干了一样♡」

  「んんっ♡搾り取られるみたいっ♡」

  「咕，嗯♡」

  「く、んっ♡」

  

  她想要呼吸而张开的嘴被触手堵住，无法达到目的。不仅如此，还成了触手的口腔服务……

  　息をしようと空気を求める口は、しかし触手に塞がれていて目的を果たすことができない。それどころか、触手に喉奉仕をする結果になり……

  

  「咳咳♡唔，嗯♡」

  「こふっ♡ぅ、んっ♡」

  

  精液被注入喉咙深处。啊，连阴道深处也不放过吗？

  　喉奥に精液を流し込まれる。あ、膣奥にもか。

  

  「哈啊♡这个小穴，太棒了♡」

  「はぁっ♡このおまんこ、さいっこう♡」

  

  灵姬毫不客气地将精液注入其中。

  　欠片の遠慮もなくどくどくと精液を注ぎ込む霊姫。

  

  「你对处女下手可真狠啊」

  「処女相手に容赦ありませんね」

  「因为♡这个小穴，太舒服了嘛♡」

  「だってぇ♡このおまんこ、最高に気持ちいいんだもの♡」

  

  她一边说着，一边毫不留情地开始抽插。啪嚓啪嚓的水声响起，破瓜的血时不时地滴在地上。

  　そう言いながら容赦なく腰を振り始める。ばちゅばちゅと水音が鳴り、時折破瓜の血が地面に零れ出る。

  

  「不愧是经产妇，下手真狠啊」

  「さすが経産婦、容赦ないね」

  「跟经产妇没关系吧！？」

  「経産婦関係なくないっ！？」

  

  不过，经产妇与否确实跟能否抵抗肉棒的快乐无关。就算不是经产妇，也抵抗不了。

  　まあ、確かに経産婦かどうかとちんぽの快楽に抗えるかどうかは無関係だな。アレは経産婦でなくても抗えない。

  

  「你看，你也想让肉棒也舒服起来吧？既然如此，你应该懂吧？」

  「ほら、おちんぽでも気持ちよくなりたいでしょ？だったら、わかるよね？」

  「嗯嗯♡！？」

  「んんっ♡！？」

  

  魅媛煽动似地这么说，上下套弄触手飞机杯。

  　そう煽るように言いながら触手オナホを上下させる魅媛。

  呃，这样我会射的，拜托住手。

  　いや、それ、俺もイキそうになるから止めて欲しい。

  

  「你看，想射了吧？」

  「ほら、イキたいよね？」

  

  魅媛这么问，没用天使便摇摇头。挺倔强的嘛。

  　魅媛のその問いかけにイヤイヤと首を振る駄天使。割と強情だな。

  如果她是女生，用触手刺激阴蒂就能一发解决，但天使的淫核是变成鸡鸡。

  　コレが女の子なら淫核を触手で責めれば一発なんだが、天使は淫核がちんぽに変わってるからな。

  不，等等……

  　いや、待てよ……

  

  「这样如何？」

  「これならどうかな？」

  

  我在飞机杯触手中伸出细长触手，插进尿道。这一瞬间……

  　オナホ触手の中に細い触手を生やして尿道に差し込む。その瞬間……

  

  「嗯嗯嗯嗯嗯♡嗯嗯嗯嗯嗯嗯嗯嗯嗯嗯嗯嗯♡」

  「んんんんんっ♡んんんんんんんんんんんんっっっ♡」

  

  防护罩随着剧烈高潮解除，没用天使在飞机杯触手中射出大量精液。

  　盛大な絶頂とともにバリアは解かれ、オナホ触手の中に大量の精液を吐き出したのだった。

  

 
  第１１５話：杞憂

  第115话　杞人忧天

  「什、啊……」

  「な、あっ……」

  「嗯唔♡」

  「んくっ♡」

  

  嗯，那个，该怎么说，触手和我的感觉是相通的。一口气灌注那么多精液，那个……

  　うん、その、なんだ、触手って俺と感覚繋がってるんだよな。精液一気に注がれたせいで、その……

  

  「子宫在疼吗？」

  「子宮疼いてる？」

  「不，那个……」

  「いや、その……」

  

  魅媛这么问，我别开视线。

  　そう魅媛に訊かれて目を逸らす。

  嗯，我不否认想做，但总不能放着没用的天使不管……

  　まあ、ヤりたいのは否定しないが、流石に駄天使をそのままには……

  

  「那倒不用担心。」

  「それなら大丈夫」

  

  魅媛似乎察觉到我的担忧，一脸得意地说她有个好主意。

  　俺の心配を察したのか、私にいい考えがある、とばかりにドヤ顔をする魅媛。

  不，那是失败旗标……

  　いや、それ、失敗フラグ……

  

  「妾身消除自己的施虐性，赋予魅媛绝对服从。执行妾身。」

  「妾は自分の加虐性を消去し魅媛に対する絶対服従を付与。妾を実行」

  

  我正想吐槽，魅媛就在没用天使耳边这么呢喃。

  　と、ツッコミを入れようとした次の瞬間、魅媛は駄天使の耳元でそう囁いた。

  啊——异世界语翻译的BUG啊。确实有这种事。不过，异世界人就算了，天使怎么可能没准备对策……

  　あー、異世界語翻訳のバグかぁ。あったな、そんなの。でも、異世界人ならともかく天使がその対策をしてないわけが……

  

  「很顺利啊？」

  「上手く行ったけど？」

  「骗人的吧！！？」

  「嘘でしょ！！？」

  

  呜哇，施虐兴趣消失得一干二净。真的有偷懒没更新吗……

  　うわぁ、加虐趣味が綺麗サッパリ消えてるわー。バージョンアップサボってるとかマジかよ……

  那个，也就是说……？

  　アレ、って事は……？

  

  「这是命令。在那个狐狸娘身上摆腰。」

  「命令よ。その狐娘の上で腰を振りなさい」

  「是，主人……」

  「はい、ご主人さま……」

  

  不出所料，没用天使听从魅媛的命令开始摆腰。她的腰技连娼妇都相形失色。实在不觉得她刚才还是处女。嗯，虽然她是处女，但不是处男。

  　案の定、魅媛の命令に従って腰を振り始める駄天使。娼婦顔負けの腰使いだな。さっきまで処女だったとはとても思えない。まあ、処女ではあったが童貞ではなかったからな。

  

  「你看，声音也要像妓女一样淫荡。」

  「ほら、声も。ちゃんと娼婦みたいに喘ぐのよ」

  「是、是♡啊、嗯♡嗯♡嗯♡啊、哈♡啊♡啊♡」

  「は、いっ♡あ、んっ♡んっ♡んっ♡あ、はっ♡あっ♡あっ♡」

  

  狂妄的态度不知去向，废柴天使在灵姬的肉棒上因快感而娇喘。随着上下运动，肉棒也微妙地在触手套套中摩擦，不时吐出精液。

  　不遜な態度は何処へやら、霊姫のちんぽの上で快楽に喘ぐ駄天使。上下運動に併せてちんぽの方も微妙に触手オナホの中で擦れて、時折精液を吐き出す。

  

  「好了，这样就没问题了吧？」

  「さ、これで大丈夫よね？」

  「……嗯，确实是这样没错。」

  「……まあ、確かに、そうですね」

  

  我嘴上这么说，但子宫从刚刚开始就蠢蠢欲动。

  　と、口にはしてみるものの、さっきからずっと子宮が疼いて仕方ないんだよな。

  

  「那么，那个，失礼了……」

  「では、その、失礼して……」

  

  与含蓄的语气相反，老实说，我恨不得立刻插进肉棒。

  　そんな控え目な口調とは裏腹、正直言って一刻も早くちんぽが欲しくてたまらないんだよな。

  我忍耐不住，含住魅媛的肉棒。

  　我慢出来ないとばかりに魅媛のちんぽにしゃぶりつく。

  

  「嗯、啾♡啾噜♡啾噗♡」

  「んっ、ちゅっ♡じゅるっ♡じゅぷっ♡」

  

  啊啊，精液的味道果然很棒，真想快点插进下面的嘴。

  　ああ、やっぱり精液の味、いいよな。早く下の口にも欲しい。

  我忍不住了。我顺从急躁的心，挺出屁股撑开小穴。

  　我慢できない。そんな逸る心に任せて尻を突き出しまんこを広げる。

  

  「嗯噗♡噗哈♡也请给我肉棒♡」

  「んぷっ♡ぷはっ♡こっちにも、おちんぽください♡」

  

  猥亵的话语自然脱口而出，爱液从腿间流下。

  　卑猥な言葉が自然と口から漏れ、脚を愛液が伝っていくのが判る。

  

  「鸨乃她——」

  「だってよ、鴇乃」

  「既然她这么热情地拜托，那就没办法了。」

  「こんなに熱烈にお願いされたら仕方ないよね」

  

  鸨乃边说边从后方压在我身上。肉棒撬开小穴，抵达子宫入口。

  　そう言いながら後ろから覆いかぶさってくる鴇乃。ちんぽがまんこをこじ開け、子宮の入り口にたどり着く。

  

  「嗯嗯嗯嗯嗯♡」

  「んんんんんっ♡」

  

  啊啊，这个，这个♡

  　ああ、これ、これっ♡

  鸨乃从后方插入，魅媛的鸡鸡再次被塞进我口中。

  　後ろから鴇乃に貫かれ、口には再び魅媛のちんぽがねじ込まれる。

  而另一边则是……

  　そして、向こうはと言えば……

  

  「把这边的鸡鸡也舔一舔。」

  「こっちのちんぽも舐めなさい」

  「嗯，啊♡」

  「んっ、あっ♡」

  「这边也要哦。」

  「こっちもよ」

  「嗯♡啾♡啾♡」

  「んっ♡ちゅっ♡じゅぷっ♡」

  

  我吸吮着从两侧伸出的鸡鸡，但腰部的动作并未停止。我遵照魅媛的命令，持续摆动腰部。

  　両側から差し出されたちんぽにしゃぶりつき、それでも腰の動きを止める事はない。魅媛に命令された通り腰を振り続けている。

  

  「嗯♡喂，你给我差不多……嗯嗯嗯♡」

  「んっ♡ちょっと、いい加減に……んんんっ♡」

  

  灵姬变成被逆受精的状态，真是不幸。被那么激烈地摆腰进攻，应该相当难受吧？

  　逆レされるような形になった霊姫は災難だな。あんなに腰を激しく振って責められていたらかなり辛いんじゃないか？

  实际上，我已经射精好几次，将精液吐进废柴天使体内。废柴天使每次受到射精，也会将精液注入飞机杯触手。

  　実際もう何度も気をやって駄天使の中に精液を吐き出している。駄天使の方も射精を受ける度に精液をオナホ触手に注いでいる。

  而这种感觉也传到了我身上，明明没有射精，子宫却蠢蠢欲动，仿佛想喝精液。

  　そして、その感覚が俺にも伝わってきて射精されてもいないのに子宮で精液を飲みたいとばかりに膣肉が蠢く。

  

  「啊啊♡不行啦，你这样缩紧……要出来了♡」

  「ああっ♡駄目だよ、そんなに絞めつけちゃ……でるっ♡」

  「嗯嗯嗯嗯嗯嗯嗯嗯♡」

  「んんんんんんんんっ♡」

  

  这次真的将精液注入子宫了。我全身因欢喜而颤抖，舒服的感觉窜上背脊。

  　今度は本当に子宮に精液を注ぎ込まれた。全身が歓喜に震え、背筋を気持ち良い感覚が駆け上がっていく。

  

  「啊啊♡你这么乱动的话会射出来的♡」

  「ああっ♡そんなに暴れたらでちゃうっ♡」

  「嗯噗！？……嗯唔♡嗯唔♡」

  「んぷっ！？……んくっ♡んくっ♡」

  

  这次我因为高潮时舌头的动作，刺激到魅媛的小鸡鸡。当然，精液也射进她口中，流进喉咙深处。满溢的精液味道在口中扩散，光是这样就让我再度高潮。

  　絶頂した際の舌の動きで今度は魅媛のちんぽに刺激を与えてしまったようだ。当然、精液が口の中に放たれ喉奥に流れ込んでくる。溢れた精液の味が口の中に広がっていき、それだけでまた軽く絶頂してしまう。

  

  「嗯♡呼♡嗯♡唔♡」

  「んっ♡ふっ♡んっ♡くっ♡」

  

  快感让我腰部摆动，尾巴也同时啪哒啪哒地摇晃。鸨乃温柔地抚摸尾巴根部。

  　快感で腰が動き、併せるように尻尾がぱたり、ぱたりと揺れる。その付け根を鴇乃が優しく撫でる。

  

  「嗯嗯嗯嗯嗯嗯嗯嗯♡」

  「んんんんんんんんっ♡」

  

  一阵快感窜过。糟糕，这样，不行……

  　ぞくり、と快感が奔った。やば、それ、だめ……

  

  「嗯嗯嗯嗯嗯嗯嗯嗯嗯嗯嗯嗯嗯嗯嗯嗯♡」

  「んんんんんんんんんんんんんんんんっ♡」

  

  嘴巴像是在索求精液般刺激小鸡鸡。

  　口が精液を求めるようにちんぽに刺激を与える。

  下面的嘴巴也像是紧抱不放般，紧紧勒住小鸡鸡。

  　下の口も抱きしめるようにちんぽを絞めつける。

  精液从上下灌进的感觉，让我充满幸福感。

  　上と下に注ぎ込まれる精液の感覚に幸福感でいっぱいになる。

  呃，糟糕，我将意识从废天使身上移开了。现在怎么……

  　って、しまった、駄天使から意識が逸れた。どうなって……

  

  「不要那么用力摩擦小鸡鸡♡」

  「おちんぽ、そんなに擦らないでぇ♡」

  

  我往那边看的瞬间，就听见灵姬的惨叫声。

  　と、そちらを見た瞬間に聞こえてくる霊姫の悲鳴。

  然后，废天使在她身上，一边沾满白浊液一边扭腰。看来是我杞人忧天了。

  　そして、その上で白濁に塗れながら腰を振っている駄天使。どうやら杞憂だったようだ。

  话说，如果我不下达停止命令，她该不会一直那样吧？

  　と言うか、もしかして止める命令しないとずっとあのままか？

  

 
  第１１６話：着弾

  第116话　着弹

  没用天使听从命令，一直扭着腰。这样应该不需要触手了吧？

  　駄天使は命令に従ってずっと腰を振っている。これ、もう触手要らないんじゃ？

  我这么想着，解除触手……

  　そう思って触手を解除してみたんだが……

  

  「啊啊♡小鸡鸡、小鸡鸡好舒服♡」

  「あぁん♡おちんぽ、おちんぽ切ないっ♡」

  

  ……看来没问题。

  　……大丈夫そうだな。

  没用天使在灵姬身上拼命地扭腰，同时喷洒精液。当然，那些都洒在灵姬身上……

  　駄天使は必死で霊姫の上で腰を振りながらびゅくびゅくと精液を撒き散らしている。当然、それは霊姫に降りかかり……

  

  「哈啊♡精液♡」

  「はぁっ♡せーえき♡」

  

  完全沉醉其中的灵姬也接受着精液，一脸陶醉。话说，灵姬也在把精液灌进没用天使的子宫里。这样应该很快就会怀孕吧。

  　完全にできあがってる霊姫もそれを受けてうっとりとしている。というか霊姫の方も駄天使の子宮に精液を注ぎ込んでるな。これ、すぐに妊娠しそう。

  

  「咦？你把触手收起来了吗？」

  「あれ？触手やめちゃったの？」

  

  抓着我的腰，顶着子宫的鸨乃这么问道。呃，已经不需要触手了吧。

  　俺の腰を掴んで子宮を突いていた鴇乃がそう訊いてくる。いや、もう要らないだろ、触手。

  我这么回答，然而……

  　と、答えたんだが……

  

  「那我就得用希萝的子宫来代替了。」

  「じゃあ、代わりにシロちゃんの子宮で相手をしてあげないとね」

  

  她边说边把我带到没用天使的小鸡鸡上，一口气插进阴道深处。

  　そう言いながら俺を駄天使のちんぽの上に持っていき、一気に膣奥までねじ込んだ。

  

  「嗯哈♡」

  「んはぁっ♡」

  「咿唔♡」

  「ひぅっ♡」

  

  小鸡鸡和子宫口简直像在接吻一样……

  　ちんぽと子宮口がまるでキスでもするかのように……

  

  「呀啊♡小鸡鸡♡尿道♡那里、不行♡」

  「ひあっ♡おちんぽがっ♡尿道っ♡それ、だめぇっ♡」

  

  更正，我的子宫口简直像在深吻一样吸住尿道。阴道肉整体套弄着小鸡鸡，仿佛在渴求精液般蠢动。

  　もとい、まるでディープキスでもするように尿道に吸い付く俺の子宮口。膣肉全体でちんぽを扱き、精液を求めるように蠢く。

  这、这样，还挺羞耻的……

  　こ、これ、結構恥ずかしい……

  

  「乳头也……」

  「乳首も……」

  

  我含住乳头，用舌头舔弄，想借此转移焦点。小巧的乳头坚挺地竖起，每当我用舌头弹弄，她就全身颤抖。这真好玩，快感逐渐盖过羞耻心，我开始积极进攻。

  　ごまかすように乳首に吸い付き、舌で転がす。ささやかな胸の先端はピン、と勃っていて、舌で弾く度に全身が震える。これ面白いな。だんだん羞恥より快感が大きくなってきて積極的に攻め始める俺。

  我含住一边的胸部，用手指玩弄另一边的胸部。几乎平坦的胸部中，只有乳头主张着自己的存在，我抚摸着乳头周围的小小乳晕，身体便产生有趣的反应。

  　片方の胸に吸い付きながらもう片方の胸を指で弄る。ほとんど平らな胸の中で乳首だけが存在を主張していて、その周りの小さな乳輪を撫でてやれば面白いように身体が反応する。

  

  「这样，嗯♡如何？」

  「こういうのは、んっ♡どう？」

  

  我稍微挺起身子，让胸部互相摩擦。这样一来，阴茎就会勉强卡在小穴里。我用阴道口勾住龟头，小心地不让它滑脱，用阴道肉来回抚摸龟头。

  　少し背伸びをして胸と胸を擦り合わせる。そうすると今度はちんぽがぎりぎりまんこに引っかかっているような状況になる。膣口でカリの部分を引っ掛け、抜けないように気をつけながら膣肉で亀頭を撫で回す。

  乳头互相摩擦的感觉，以及阴茎在阴道浅处摩擦的感觉，都莫名地令人焦躁难耐。

  　乳首同士で擦り合う感覚と、膣内の浅いところにちんぽが擦れる感覚が妙にもどかしい。

  

  「别那么，嗯♡猥亵地，啊♡摇晃，好吗？啊♡」

  「そんなに、んっ♡卑猥に、あっ♡揺らさないで、くれる、かし、ら？ぁっ♡」

  

  看来她的尾巴又随着快感摇晃了。下方的灵姬抚摸着我的尾巴根部。

  　どうやらまた尻尾が快感に合わせて揺れていたらしい。下に居た霊姫が俺の尻尾の付け根を撫で上げる。

  

  「嗯呀♡」

  「んひぁっ♡」

  「咿唔♡」

  「ひうっ♡」

  「等、啊啊♡」

  「ちょっ、ああんっ♡」

  

  我无法忍耐快感，于是放低腰部。乳头互相摩擦，肉棒也深入阴道深处，我发出快感的叫声。当然，废天使也品尝到这份快感，她双腿一软，腰部猛然下沉。结果，灵姬的肉棒也剧烈摩擦着废天使的阴道。

  　快感を我慢できずに腰を落とす。そうすると乳首が擦れ合い、膣奥までちんぽがねじ込まれ、快感の声が漏れる。当然、その快感は駄天使も味わうことになり、腰が抜けて勢いよく腰を落とす。結果、霊姫のちんぽも駄天使の膣肉で勢いよく擦れることになるわけで。

  

  「嗯哈♡要出来了♡」

  「んはぁっ♡出るっ♡」

  

  我在废天使的子宫中射出不晓得是第几次的浓稠精液，而接受精液的废天使也在我子宫中射出精液……

  　何度目かもわからない濃い精液を駄天使の子宮に放ち、それを受けて絶頂した駄天使が俺の子宮に精液を放ち……

  

  「啊……」

  「あ……」

  

  我还没办法怀孕，所以我的怀孕加护全都转移到废天使身上，精液理所当然地聚集在废天使的卵子上，一发就怀孕了。

  　まだ妊娠できない俺の分の妊娠の加護が全部駄天使に向かった結果、当然のように駄天使の卵子に精液が群がり、一発で妊娠する。

  异世界的精液和地球不同，具有在射出的瞬间就能让人怀孕的能力，体内射精即怀孕是家常便饭。在异世界转移很频繁的世界，也常听说有人用地球的避孕观念延后避孕，结果怀孕了。

  　地球と違って異世界の精液は放出した瞬間に妊娠させる能力を持つからな。膣内射精即妊娠はザラにある。異世界転移が活発な世界だと地球の感覚で避妊を後回しにして妊娠した、なんて話もよく聞く。

  

  「太好了，中大奖了！马上促进成长……」

  「やった、大当たり！早速成長を促進して……」

  

  魅媛确认怀孕后，欣喜若狂。

  　それを確認して大喜びする魅媛。

  不，说什么太好了啊。

  　いや、やった、じゃねえんだよ。

  如果对方是人类就算了，对方可是天使耶。天使和人类不同，会在母亲腹中成长到六岁左右，因为天使大多在空中生产。要是从肚子出来后不能马上飞，就会死掉。

  　相手が人間ならまだいいんだが、相手は天使だぞ。天使は人間と違って、ある程度活動できる６歳程度までお腹の中で成長する。なにせ天使は空中で出産する事が多いからな。お腹から出てすぐに飛べないと死んでしまう。

  不过，现在是在地上，所以应该没问题……

  　まあ、今は地上に居るからそれは大丈夫なんだが……

  

  「……好像有点太大了吧？」

  「……なんか、大きすぎない？」

  

  毕竟我施展了促进成长的法术嘛。堕天使的肚子已经膨胀到相当大的程度了。

  　成長促進なんてかけたらなぁ。ぽっこりと膨らんだ堕天使のお腹はかなりの大きさになっている。

  

  「因为她是天使啊。」

  「そりゃあ、天使だからね」

  

  我拔出鸡鸡，向两人说明。天使的规格有点特殊。

  　と、ちんぽを抜いて２人に説明する。天使の仕様はちょっと特殊だからな。

  说明时间结束时，废天使肚子里的女儿已经五岁左右了。不对，说明期间也施展了促进成长的法术。

  　説明タイムを終えた頃には駄天使のお腹の中の娘は５歳くらいになっていた。いや、説明中も成長促進かかってたんだよ。

  

  「啊，搞砸了吗？」

  「あ、やっちゃった？」

  

  不过，因为是在我的怀孕加护范围内，所以这种状态下的母子都健康无虞。而且促进成长的法术原本就有办法处理突然变大肚子的情况。

  　まあ、俺の妊娠の加護の範囲内だからこんな状態でも母子共に健康体だ。それに成長促進には急激にボテ腹になっても対応できる能力が元々あるからな。

  

  「嗯，没问题啦。只要待在我附近，就算胎位不正，生产时也会自然转为正常，脐带也不会缠住……」

  「まあ、大丈夫だよ。私の近くに居れば逆子になってても出産時は自然と正常になるし、へその緒が絡まることもないし……」

  「感觉每个家庭都该有一个呢。」

  「一家に１人欲しい感じだね」

  「而且还能拿来当飞机杯！」

  「その上オナホにもなるしね！」

  

  喂魅媛，把人当飞机杯是什么意思？

  　おい魅媛、人をオナホ扱いするとはどういう了見だ？

  

  「对啊，还能怀孕，所以是孕母……」

  「そうだよ、妊娠もできるんだから孕み袋……」

  

  鸨乃也相当过分啊！

  　鴇乃も大概酷いな！？

  这两个人还挺像的。

  　割とこの２人、似た者同士だよな。

  

  「喂，快想想办法啊。她还在扭腰耶？」

  「ちょっと、こっちどうにかしなさいよ。まだ腰振り続けてるんだけど？」

  

  啊。

  　あ。

  因为命令没有停止，所以没用天使现在也还在灵姬身上抽送。

  　命令を止めてないからだな。そのせいで駄天使は今も霊姫の上で腰を振り続けている。

  

  「噫呜♡肚子里被蹭到了♡啊啊♡小鸡鸡♡」

  「ひぅっ♡お腹の中、擦れてっ♡あぁんっ♡おちんぽがっ♡」

  

  没用天使一边抽送一边娇喘。

  　腰を振りながらそう喘ぐ駄天使。

  嗯？

  　ん？

  不对，小鸡鸡再怎么样也不会蹭到哪里……啊。

  　いや、流石にちんぽはどことも擦れて……あ。

  对哦，我记得天使是用脐带连结，所以感觉是共有的。

  　そう言えば天使はへその緒で繋がってると感覚を共有するんだっけか。

  因为没用天使一直抽送，子宫里的孩子的鸡鸡就一直蹭着子宫壁，所以快感也传过去了。

  　腰を振り続けているせいで子宮の中にいる子供のちんぽが子宮壁に擦り付けられてその快感が伝わってるんだ、アレ。

  

 
  第１１７話：特殊母娘丼

  第117话　特殊母女丼

  「这个，应该可以做那件事吧？」

  「これ、アレできるんじゃない？」

  

  我虽然说「再怎么样也不要让她扭腰啊」，但魅媛非但没有阻止，还露出想到馊主意的表情说出这种话。

  　流石に腰振るのは止めてやれよ、と言ったんだが魅媛は止めるどころか碌でもない事を思いついた顔でそんな事を言いだした。

  难不成……

  　まさか……

  

  「首先得把鸡鸡准备好呢。」

  「まずは、おちんぽを準備しないとね」

  「等、你想做什么……噫唔♡」

  「ちょ、何するつもり……ひぅっ♡」

  

  魅媛对灵姬施展魔法，鸡鸡便在废天使的肉穴内逐渐伸长。

  　魅媛が霊姫に魔法をかけると駄天使の腟内でちんぽがどんどん伸び始める。

  当然，这么一来鸡鸡就会钻进子宫……

  　当然、そうするとちんぽは子宮の中にまでねじ込まれ……

  

  「嘴巴、嘴巴♡」

  「おくち、お口にっ♡」

  

  子宫内的女儿用嘴巴含住鸡鸡前端，女儿也理所当然地吸吮鸡鸡。

  　子宮内に居る娘の口にちんぽの先端が当たる。そして、当然のようにそれに吸い付く娘。

  

  「这是、什么♡里面、被吸住了♡」

  「なに、これぇっ♡中で、吸い付かれてっ♡」

  

  废天使的女儿当然也是废天使，而且有强烈继承母体特质的倾向。无法抵抗鸡鸡的快感自是当然，如果是连被虐兴趣都被抹消，甚至知道女人欢愉的废天使女儿，含住递到眼前的鸡鸡可说是必然。

  　駄天使の娘は当然駄天使だ。それに母体の性質を強く引き継ぐ傾向にある。ちんぽの快感に抗えないのは当然として、被虐趣味が消されて女の悦びまで知ってしまった駄天使の娘であれば、差し出されたちんぽにしゃぶりつくのは必然と言える。

  ……如果被虐兴趣还留着，事情就有点危险了。

  　……被虐趣味が残ったままだと少々危険な事になっていたがな。

  

  「嗯嗯♡这种感觉、第一次♡」

  「んんっ♡こんなの、初めてっ♡」

  

  阴道肉套弄阴茎的感觉，加上子宫口勒紧的感觉，再加上龟头在六岁幼童口中滚动的感觉。这可不是一般人能体验到的。

  　竿を膣肉で扱かれる感覚に加えて子宮口が絞めつける感覚、その上に亀頭を６歳の幼い口の中で転がされる感覚。そりゃあ、普通は味わえるものじゃない。

  肚子里的女儿用娼妇般的舌技吸吮龟头，大概是忍不住了，频频用子宫壁磨蹭肉棒。当然，所有感觉都会传到母体身上。

  　まるで娼婦のような舌使いで亀頭に吸い付くお腹の中の娘は、我慢ができないのか子宮壁にしきりにちんぽを擦り付けている。当然、そのすべての感覚は母体に伝わるわけで。

  

  「呀♡不行♡住手，住手♡」

  「ひあっ♡だめっ♡とめて、とめてぇ♡」

  

  无法自主控制的快感侵袭废柴天使。

  　自らで制御できないあらゆる快感が駄天使を襲う。

  

  「如果用飞机杯触手来玩弄肉棒……」

  「これ、おちんぽをオナホ触手で責めたら……」

  

  你这家伙，竟然想出这么可怕的事……不过，我也有点好奇就是了。

  　お前、なんて恐ろしいことを……まあ、俺も気になっては居たが。

  机会难得，我用触手侵犯乳头、肉棒和口腔。

  　せっかくなので乳首とちんぽ、それに口内を触手で犯す。

  

  「嗯嗯嗯嗯嗯嗯嗯嗯嗯嗯嗯嗯嗯嗯嗯嗯♡」

  「んんんんんんんんんんんんんんんんっ♡」

  

  当然，这种感觉也会传到子宫里的女儿身上，她侍奉灵姬肉棒的舌技变得更加激烈。

  　当然その感覚は子宮内の娘にも伝わり、霊姫のちんぽに奉仕する舌使いが一層激しくなる。

  

  「呀，那个，不行♡」

  「や、それ、だめぇっ♡」

  

  结果，灵姬忍不住将精液吐出口腔，子宫里的女儿将它喝个精光。子宫里喷出爱液，女儿像是在表示她也忍不住了一般，开始玩弄自己的胸部。

  　結果、我慢ができなくなった霊姫が精液を口内に吐き出し、子宮の中の娘がそれを飲み干す。子宮の中で愛液を噴き出し、我慢出来ないとばかりに自分の胸を弄り始める娘。

  废柴天使全身抽搐，达到高潮，但腰部依然没有停。绝对服从真可怕……

  　駄天使の方はビクビクと全身を痙攣させて絶頂に達しながら、それでも腰は止めていない。恐るべし絶対服従……

  

  「嗯♡不要，动♡不要，动♡」

  「んぅっ♡うごか、はっ♡ない、でぇっ♡」

  

  就在这时，女儿在子宫里改变身体位置，变成臀位。呃，就算说在我的加护下出生时会恢复原状……

  　そうしているうちに娘は子宮の中で身体の位置を変え、逆子状態になる。いや、まあ、俺の加護で生まれる時は元に戻るとはいえ……

  

  『啊哈♡』

  『あはっ♡』

  

  我好像听见了这样的声音。灵姬在子宫里用肉棒抵住肉穴，摩擦入口处。这时没用天使的腰也恰巧往下沉……

  　そんな声が聞こえた気がした。子宮の中でちんぽにまんこを押し付け、入り口に擦り付ける。そこにタイミングよく駄天使が腰を落とし……

  

  『嗯嗯嗯嗯嗯嗯嗯嗯嗯嗯嗯嗯嗯嗯嗯嗯♡』

  『んんんんんんんんんんんんんんんんっ♡』

  「嗯嗯嗯嗯嗯嗯嗯嗯嗯嗯嗯嗯嗯嗯嗯嗯♡」

  「んんんんんんんんんんんんんんんんっ♡」

  

  灵姬的肉棒突破女儿的处女膜，一口气钻进阴道深处。尽管如此，女儿却没感受到破瓜之痛，反而还觉得有快感。

  　霊姫のちんぽが娘の処女膜を破り、一気に膣奥までねじ込まれる。にも関わらず娘は破瓜の痛みを感じておらず、むしろ快感すら感じているらしい。

  不仅如此，她甚至想将钻进阴道深处的肉棒吞进更深处。

  　それどころか、膣奥までねじ込んだちんぽを更にその奥に飲み込もうとすらしている。

  

  「嗯嗯♡这么刺激小鸡鸡♡」

  「んんっ♡そんなに、おちんぽ、刺激したらっ♡」

  

  这个动作带给灵姬难以忍受的快感……

  　その動きは霊姫に耐え難い快感を与え……

  

  「哈啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊♡」

  「はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ♡」

  

  灵姬在肉棒钻进女儿子宫的瞬间高潮，吐出精液。

  　ちんぽが娘の子宮にねじ込まれた瞬間に絶頂に達し、精液を吐き出す霊姫。

  

  「欸，发生什么事了？」

  「ねえ、何が起きてるの？」

  

  鸨乃好像不知道发生了什么事。相较之下，魅媛——

  　鴇乃には何が起きているのか判ってないようだな。対して魅媛には

  似乎看得见，一面喘气，一面用手指在阴道内搅动。

  見えているようで、はぁはぁと喘ぎながら腟内を指でかき回している。

  

  「啊，我让你看。」

  「あ、見せてあげるね」

  

  魅媛察觉到这个状况，施展透明魔法，映出没用天使的子宫，以及女儿子宫内的影像。

  　その状況に気付いた魅媛が透過の魔法をかけ、駄天使の子宮の中、そして娘の子宮内の映像を映し出す。

  

  「唔哇……」

  「うわぁ……」

  

  灵姬异常巨大的阴茎贯穿母女，直抵子宫深处，鸨乃见状也吓得退避三舍……才怪。她开始摩擦自己长出来的阴茎自慰。

  　異様に長い霊姫のちんぽが母娘を貫いて子宮の奥にまで達している姿に鴇乃もドン引きして……ないな。生えたちんぽを擦りながら自慰を始めている。

  

  「啊、嗯♡这女孩好紧♡而且……不行♡」

  「あ、んっ♡この娘きつきつでぇ♡それに……だめぇ♡」

  

  子宫内的女孩和灵姬有几分神似。毕竟是女儿嘛，当然会像。而灵姬侵犯长得像自己的女儿……让她兴奋起来了。

  　子宮内の娘はどことなく霊姫にも似ている。娘だからな。そりゃ似てるか。そして自分に似ている娘を犯している事実に霊姫は……興奮してるな。

  

  「哦，侵犯女儿的自觉让你的鸡鸡变大了呢。」

  「へぇ、娘を犯してるのを自覚した瞬間におちんぽおっきくなったね」

  

  魅媛在灵姬的狐耳旁轻声呢喃，她的阴茎又变大了。

  　魅媛が霊姫の狐耳にそう囁くと、更にちんぽが大きくなる。

  

  「灵姬妹妹的肚子里也有女儿吧？」

  「霊姫ちゃんのお腹にも、娘が居るよね？」

  

  接着，魅媛又在她耳边轻声呢喃，瞬间……

  　そして、続けてそう囁いた瞬間……

  

  「嗯哈啊♡不行，不可以、那样♡」

  「んはぁっ♡駄目っ、そんな事、だめぇ♡」

  

  灵姬一口气达到高潮，将更多精液注入女儿的子宫。

  　一気に絶頂に達して娘の子宮に更なる精液を注ぎ込む霊姫。

  这时……

  　と……

  

  「和女儿、做爱……♡」

  「娘と、セックス……っ♡」

  

  又有一个家伙兴奋起来了。

  　興奮してるヤツがここにも居たよ。

  鸨乃摩擦着自己的阴茎，剧烈地高潮，将精液喷洒在灵姬身上。

  　ちんぽを擦っていた鴇乃が盛大に絶頂して精液を霊姫に振りかける。

  看来这场戏还不会结束。

  　これはまだまだ終わりそうにないな。

  

 
  第１１８話：駄天使の完堕ち

  第118话　废柴天使完全堕落

  「啊啊♡」

  「あぁんっ♡」

  「要出来了♡」

  「出るっ♡」

  「哈啊♡」

  「はぁっ♡」

  「再来♡」

  「もっとぉ♡」

  

  没用天使和灵姬津津有味地含着兽娘们伸出的鸡鸡，不断摆腰。

  　両方から差し出された獣娘達のちんぽを美味しそうに咥えながら腰を振り続ける駄天使と霊姫。

  她们沾满精液，持续交合的脸上浮现恍惚的神色。

  　精液まみれになりながら交わり続けるその顔には恍惚の色が浮かんでいる。

  

  「和女儿做爱……」

  「娘と、セックス……」

  

  鸨乃在她们身旁吐出这句差劲透顶的话，同时以火热的视线望向灵姬的腹部。不对，她也把火热的精液洒在灵姬身上了。

  　その傍らには、そんな最低の言葉を吐きながら霊姫のお腹に熱い視線を投げかける鴇乃の姿が。いや、熱い精液もかけてるが。

  话说，她又不是天使，至少要等六年才能跟她上床哦。

  　というか、天使じゃないんだからその子とヤれるのは最低でも６年は待たないと無理だぞ。

  

  「天使可以怀孕吗？」

  「天使はデキるの？」

  「嗯，因为她们在出生时就已经是能够繁殖的状态了……」

  「まぁ、生まれた時点で既に繁殖可能な状態だからなぁ……」

  

  基本上，天使都是以能够繁殖的状态出生。相较之下，从我看到的生产视频来看，灵姬生出来的应该只是普通的婴儿。

  　天使は基本的に繁殖が可能な状態で生まれてくるからな。対して霊姫は出産動画を見た限りでは生まれてくるのは普通の赤子だったはずだ。

  

  「如、如果你们这么想侵犯我，就来我的世界吧。」

  「そ、そんなに犯したいなら、うちの世界に来ると良いわ」

  

  灵姬甩着九条尾巴这么说，言外之意是「一起养孩子吧」。你是傲娇吗！！

  　９本の尻尾をパタパタとさせながらそう言う霊姫。一緒に子育てしましょう、と言外に伝えているようなものだ。ツンデレさんか！！

  

  「那、那个……」

  「そ、その……」

  「我、我也会照顾你们的。」

  「あ、あんたたちも面倒見てあげるわ」

  

  灵姬环视周围的兽耳女孩，回答某人发出的声音。听见这句话，女孩们齐声欢呼。毕竟她好歹是头目，有责任照顾她们。

  　誰かが発したその声に周りの獣耳娘達を見回しながらそう返す霊姫。それを聞いて一斉に歓声が上がる。まあ、一応お頭だしな。責任はあるよな。

  

  「要、要负责的话，我们也有……」

  「せ、責任ならこっちにも……」

  「……嗯，毕竟我也有女儿，我会照顾她的。」

  「……まあ、娘も居るし、面倒は見るわ」

  

  我这么回答依然被我插着的没用天使。毕竟我还在她子宫里嘛，一个不好就会直接进入怀孕路线了。在出生前就怀孕也太惨了。

  　未だにちんぽを突っ込まれたままの駄天使にもそう答える。まあ、子宮内の娘にまだ突っ込んだままだしなぁ。下手するとこのまま妊娠コースだぞ。生まれてくる前に妊娠とか酷い。

  ……不过奥露榭说不定会很高兴。

  　……オルシェなら喜びかねないが。

  

  「好啦，这样事情就办完了吧？」

  「さて、これで用事は終わったよね？」

  

  事情办完的话，我想早点回去。

  　終わったなら早く帰りたいところだ。

  

  「可是，要回去的话，得去那座城堡才行吧？」

  「でも、戻るにはあの城に行かないと駄目よね？」

  

  嗯，传送门确实是在那里。不对，如果只是要回去，我也可以在这附近打开传送门……

  　まあ、ゲートは確かにあそこに有るな。いや、戻るだけならこの辺にゲートを開けることはできるが……

  

  「不能放着不管吧？」

  「放置はできないでしょ？」

  「是啊。」

  「そうだね」

  

  那个洞得堵起来才行。

  　あの穴は塞いでおかないとなぁ。

  话虽如此，以这个人数来说很困难。要一边保护兽人们，一边抵达城堡有点难。嗯……虽然有几个方法……

  　とはいえ、この人数だと厳しいな。獣人達を守りながらでは城までにたどり着くのはちょっと難しい。うーん、方法はいくつかあるが……

  

  「先将兽人送回灵姬的世界比较好吧。」

  「先に獣人だけ霊姫の世界に送るのが良いかな」

  

  其实也可以将鸨乃她们送回去，但是她们需要做各种各样的处理。

  　本当は鴇乃達も送っても良いのだが、彼女たちに関しては色々と処理をする必要があるからな。

  所以，我打开传送门，将兽人们送回去。

  　と、言うわけでゲートを開いて獣人達を送り出す。

  ……咦？

  　……と？

  将兽人们送回去之后，取而代之的是信件被送了过来。呃……？

  　獣人達を送ると、代わりに手紙が送られてきた。ええと……？

  

  「呃……」

  「げ……」

  

  嗯，看得见满满的摄影行程表呢～

  　うん、たっぷりの撮影スケジュールが見えますねー？

  

  「我看看？啊，好像挺有意思的」

  「どれどれ？あ、面白そう」

  「不，我可是孕妇……」

  「いや、わたし妊婦……」

  「她说大肚子也可以」

  「全部ボテ腹もアリ、だって」

  「不是吧？！」

  「嘘でしょっ！？」

  

  这也太惨了。我好歹也跟她说过自己怀孕了啊。

  　これはひどい。一応妊娠した事は伝えたんだけどなー。

  

  「那个女人，净给我安排这种工作！！」

  「あの女、こういう仕事ばっかり持ってくるのよ！！」

  

  嗯，我知道。史莱姆奸和大肚子玩法，她安排了不少。

  　うん、知ってる。スライム姦でボテ腹プレイとか、結構あったよな。

  

  「感觉能喝到好酒」

  「いいお酒が飲めそう」

  「未成年不能喝酒」

  「飲むな未成年」

  

  虽然在我们的世界里没有年龄限制，但在现代日本可不行。

  　うちの世界だと飲酒に年齢制限はないけど、現代日本では違うからな。

  

  「哎？在我们的世界里没问题啊？」

  「え？うちの世界なら問題ないけど？」

  「可是」

  「だって」

  「不，你们是地球人吧？」

  「いや、お前ら地球人だからな？」

  

  有些食物对异世界人来说没有影响，但对地球人来说却是毒药。

  　異世界人なら影響がない食べ物でも、地球人には毒になる事はあるからな。

  

  「嗯，没问题。为了适应我们的世界，我会改变人种的」

  「ああ、大丈夫よ。うちの世界に適応するために人種は変えるから」

  

  啊，说得也是。用地球人的身体去异世界的话，会有很多问题。

  　ああ、それもそうか。地球人のままの身体で異世界に行くのには色々と問題があるからな。

  

  「不，我只是打个比方……」

  「いや、まあ、比喩だったんだけど……」

  

  也是，那个人和魅媛确实很合得来。

  　まあ、確かにあの人と魅媛なら気は合いそうだよな。

  

  「呜呜，我只觉得问题会变成两倍……」

  「うう、なんか問題が２倍になったような気しかしない……」

  

  两倍就不错了。这种相乘效果基本上都是……

  　２倍で済むといいな。この手の相乗効果はだいたいが……

  

  「别说得这么可怕啊？！」

  「怖いこと言わないでよ！？」

  

  嗯。加油吧。

  　うん。まあ、頑張れ？

  

  「啊啊，算了，现在想也没用！！快点去揍扁胸一顿吧！！」

  「ああ、もう、今考えても仕方ないし！！さっさとあの垂れ乳をぶん殴りに行くわよ！！」

  

  灵姬如此宣言，大概是放弃思考了吧。

  　考えるのを放棄したのか、そう宣言する霊姫。

  没错，开启这个世界的传送门的就是那个女王。

  　そう、この世界に開いているゲートはあの女王なんだよな。

  所以，我们立刻出发！

  　と、言うわけで早速ＧＯ！

  我展开双翼，抱着所有人……

  　翼を広げ、全員を抱えて……

  

  「就叫你稍微控制一下力道了！！」

  「だからぁ、もう少し加減しなさいよぉ！！」

  「抱歉啦……」

  「悪かったよ……」

  

  啊。

  　あ。

  嗯，只有魅媛承受不了这种高速移动。

  　うん、魅媛だけはこの高速移動に耐えられないんだよな。

 
  第１１９話：そうはならんだろ

  第119话　没变成那样吧

  「我、我还以为自己要死了……」

  「し、死ぬかと思った……」

  

  毕竟我们是从高空直接冲进王城的嘛。虽然身体因为外挂技能而强化过，精神上却不是这样。

  　はるか上空から王城にダイブしたからな。チートで強化されているから身体的には大丈夫だが、精神的にはそうじゃない。

  

  「肉体上也很吃力好吗！？」

  「普通に肉体的にも厳しいけど！？」

  

  我自言自语道，结果马上被吐槽了。啊啊，魅媛的外挂不是肉体强化型的嘛。

  　とかひとりごちていたら即座にツッコミが入った。ああ、魅媛のチートは肉体系じゃないからな。

  不过，这突击比想象中还要华丽呢。

  　しかし、思ったより派手な突入になってしまったな。

  

  「发生什么事了！？」

  「何事だ！？」

  

  想当然耳，王城内乱成一团。毕竟墙壁被撞坏，还发出轰隆巨响，不乱才怪。

  　当然だけど城は蜂の巣を突いたような大騒ぎだ。まあ、壁は壊れてるわ轟音はしたわで騒ぎにならない方がおかしいよな。

  而且女王就在那附近，卫兵当然……

  　しかもピンポイントで女王の居る場所だからな。当然衛兵が……

  

  「异界之兽出现了！！看来只能由我亲自制裁他们了。」

  「現れましたね、異界の獣ども！！私自ら成敗するより他はなさそうです」

  

  我本来是这么想的，但卫兵一看到女王露出本性，便慌张地逃走了。毕竟不管怎么看，女王都是魔物嘛。总之，这样就不用担心卫兵了。再来就剩女王了……

  　と思ったが、本性を表した女王を見て慌てて逃げ出し始める。どう見ても魔物だからな。ともあれ、これで衛兵の事は気にしなくても良さそうだ。あとは女王だけだが……

  

  「去死吧！！」

  「死にさらせやぁっ！！」

  

  灵姬打头阵。

  　先陣を切ったのは霊姫だ。

  就说注意一下用词了。灵姬对女王应该没有怨恨……好像有。毕竟她不仅被绑架，还被放逐了。

  　だから言い方よ。霊姫は女王になんか恨みでも……ありそうだな。拉致られた挙げ句追放されたわけだし。

  灵姬放出的狐火射向女王的胸部……咦，是这种怨恨吗？

  　霊姫の放つ狐火が女王の胸に……え、そう言う恨み？

  

  「不是啦！那是传送门吧！」

  「違うから！アレ、ゲートでしょ！」

  

  ……啥？

  　……は？

  胸部？

  　乳が？

  

  「应该说，那个女人的本体是胸部。」

  「と言うか、あの女の本体、乳だよ」

  「什么意思！？」

  「どういう事！？」

  

  胸部是本体……

  　いや、乳が本体って……

  

  「是真的。那是女神留下的负面遗产，也是这个世界扭曲的象征。」

  「本当だよ。アレは女神の残した負の遺産、この世界の歪みそのものだ」

  

  据没用天使所言，创造这个世界的女神想让自己变成巨乳，结果在世界上开了一个大洞。这个国家硬是将那个洞封住，而这个国家的王族就是那个洞。真是有够乱七八糟。

  　駄天使曰く、この世界を創った女神が自分を巨乳にしようとした結果、世界に大穴を開けてしまったらしい。それを無理やり封じたのがこの国であり、それがこの国の王族なのだ、と。ホント碌でもないな。

  为了以防万一，姑且确认一下状态吧……嗯？

  　一応、念のためステータスも確認しておくか。……ん？

  好像有点奇怪？

  　なんか、おかしくねえ？

  具体来说……

  　具体的に言うと……

  

  〔左咪咪〕〔绝顶〕〔右咪咪〕

  〔ひだりちち〕〔じょおう〕〔みぎちち〕

  

  上面是这么显示的。

  　と、表示されているんだよな。

  为什么啊？

  　なんでだよ。

  总、总之先攻击左乳看看吧，反正有伤害。我这么想着。

  　と、とりあえず左乳を攻撃してみるか。ダメージ入ってるし。

  

  「啊，萎缩了……」

  「あ、萎んだ……」

  

  魔力弹命中左乳的瞬间，左乳便萎靡不振。只有一边萎缩的模样太诡异了。为什么会变成这样？一般来说不会这样吧？

  　左乳に魔力弾が命中した瞬間、しおしおと萎んでいく。片乳だけ萎んでるのがシュールすぎる。どうしてこうなった。普通そうはならんだろ。

  

  「呜哇，那个会变成那样啊……」

  「うわぁ、アレ、そうなるんだ……」

  

  同样能看见状态的魅媛也吓了一跳。

  　同じくステータスが見えている魅媛もドン引きである。

  不过，这样好像很不平衡耶，喂。

  　しかし、バランス悪そうだな、おい。

  

  「我开始觉得她很可怜了，也把右边弄萎缩吧！！」

  「流石に可哀想になってきたわね。右も萎ませてあげる！！」

  

  灵姬似乎也这么想，她一边这么说，一边朝剩下的乳房放出狐火。就在狐火如她所愿地命中右乳的瞬间……

  　霊姫も同じ事を思ったらしい。そう言いながら残った方の乳に狐火を放つ。それが狙い通り右乳に当たった瞬間……

  

  「呜哇，什么！？消失了！？」

  「うわ、何！？消えた！？」

  

  另一颗乳房萎缩的瞬间，女王也跟着融化消失。这么说来，她好像说过乳房是本体之类的……

  　もう片方の乳も萎んだ瞬間、女王が溶けて消える。そう言えば乳が本体とか言ってたっけ……

  

  「是那个吗？因为容量的关系，所以本体是背景图片之类的？」

  「アレかな、容量の都合で本体を背景画像で、みたいな？」

  

  鸨乃看着掉在地上的乳之物，这么说道。这是哪来的怀旧游戏啊……

  　鴇乃が地面に落ちた乳だったものを見ながらそんな事を言う。どこのレトロゲームだよ……

  

  「所以，这要怎么办？」

  「で、これ、どうするの？」

  

  魅媛看着掉在地上的乳之物×2，这么问道。

  　地面に落ちた乳だったもの×２を見ながらそう訊いてくる魅媛。

  呃，你问我我问谁……

  　いや、俺に訊かれても……

  

  「只能叫业者来处理了吧？」

  「業者呼ぶしかないんじゃない？」

  

  知道内情的灵姬代替我回答。

  　事情を知ってそうな霊姫が代わりに答えてくれる。

  这么说来，奥露榭好像说过，处理切离的巨乳要花上相当大的成本……这家伙姑且也算是从神身上切离的乳房吧？

  　そう言えば切り離した巨乳の処分にはかなりのコストがかかるみたいな事をオルシェが言ってたよな……こいつも一応、神から切り離した乳だよな？

  我记得奥露榭欠下的金额是……

  　確かオルシェが作った借金の額は……

  

  「有点付不出来的样子呢。」

  「ちょっと払える額じゃないわね」

  「是啊。」

  「だね」

  

  话虽如此，也不能放着不管。

  　とは言え、これを放置するのもなぁ。

  

  「……啊。」

  「……あ」

  「嗯？」

  「ん？」

  

  正当我思考着该怎么办的时候，灵姬露出厌恶的表情。

  　どうしたものかと思案していたら、霊姫が嫌そうな顔になった。

  

  「那个女人，早就料到这个状况了……」

  「あの女、これ見越してたわね……」

  

  灵姬这么说道，指向那张行程表。

  　そう言いながら例のスケジュール表を指差す霊姫。

  

  「有演出费可以填补呢。」

  「出演料で補填する、ってあるね」

  「根本就是做白工嘛！！」

  「タダ働きじゃないの！！」

  

  看来她早就料到这个状况了。

  　どうやら予め織り込み済みだったらしい。

  哦、哦，加油吧？

  　お、おう、頑張れ？

  那个人确实感觉很难搞。

  　確かに癖強そうだったもんな、あの人。

  不管怎样，这次真的解决了。我打开返回的传送门，处理业者也同时进入。

  　ともあれ、今度こそ解決だな。帰還のためのゲートを開くと入れ替わりで処理業者が入ってくる。

  确认他们进来后，我也穿过传送门。在那里将灵姬交给他们，收取报酬。

  　それを確認してから俺もゲートをくぐった。そこで霊姫を引き渡し、報酬を受け取る。

  

  「那么，希萝，你要保重哦。」

  「じゃあ、元気でね、シロちゃん」

  「啊，这不是本名吧？」

  「あ、本名じゃないんだっけ」

  「我叫榭菈。」

  「シエラ、だよ」

  「小榭菈，是吗？」

  「シエラちゃん、ね」

  「……被你叫小榭菈，感觉好怪……」

  「……ちゃん付けされると違和感が……」

  

  这么说来，我还没报上名字。我报上神明的名字，但被她叫小榭菈，总觉得不太自在。

  　そう言えばちゃんと名乗ってなかったな。と、神としての名を名乗ったが、ちゃん付けで呼ばれるとなんか落ち着かないな。

  不管怎样，工作就此结束。

  　ともあれ、これで仕事も終わりだ。

  我回到自己的世界，没想到竟然会发生那种事。

  　そうして自分の世界に帰ったのだが、まさかあんな事になっていたとは。

 
  第１２０話：オルシェのやらかし

  第120话　奥露榭搞砸了

  『好了，你给我说明一下情况吧。』

  『さて、事情を説明してもらおうか』

  

  眼前是正在下跪的奥露榭，以及挂在她脖子上的木板。木板上写着这样一句话。

  　目の前には土下座中のオルシェと首にかかった板。そこにはこう書かれていた。

  

  〔是我干的。〕

  〔わたしがやりました〕

  

  事情会变成这样当然有理由。

  　こうなったのにはもちろん理由がある。

  榭拉的神殿现在正在举行奇怪的祭典。

  　シエラの神殿で奇祭が行われてるんだよな、今。

  

  『那、那个，我一时鬼迷心窍……』

  『そ、その、魔が差しまして……』

  『哦哦？』

  『ほほぅ？』

  

  所以为什么会有幼女在强暴大叔啊？

  　それでどうして幼女がおっさんをレイプしてるんだ？

  

  『那个，我想看幼女主动扭腰摆臀的样子……所以绑架了中年男性，举行幼女强暴仪式。』

  『その、自分から腰を振る幼女が見たいと思いまして……中年男性を拉致して幼女がレイプする儀式をですね』

  

  给我用神谕做这种事啦！？

  　自分の神託でやれよ！？

  

  『那样一来，我的公众形象不就会变差了吗！！』

  『それじゃあ私のパブリックイメージが悪くなるじゃないですか！！』

  

  就算这样，也别毁损我的公众形象啊！？

  　だからって俺のパブリックイメージを毀損するなよ！？

  

  『事到如今还说这种话！！』

  『今更じゃないですか！！』

  『你以为是谁害的啊！？』

  『誰のせいだよっ！？』

  

  我忍不住出声吐槽。不，反正她能读心，出声吐槽本身并没有什么意义。

  　つい声に出してツッコミを入れてしまった。いや、どうせ心が読めるから声を出す意味自体はそんなにはないんだが。

  

  『所以，只有这样吗？』

  『で、それだけか？』

  『您是指什么？』

  『何がですか？』

  『你散播的只有这些吗？嗯？』

  『広めたのはそれだけか？ん？』

  

  奥露榭不可能只做这些事。我这么想，于是这么问她……

  　オルシェがそれだけで済ませているわけがない。そう思って訊いたんだが……

  

  『其实呢……』

  『実は、ですね……』

  

  嗯，当然不只这些。应该说……

  　うん、当然それだけじゃなかったよ。というか……

  

  『所以，我散播了过家家。』

  『というわけで、おままごとを広めました』

  『上面写着“你来当妈妈过家家～住在隔壁的好朋友怀孕了篇～”？』

  『おまえがママになるんだよごっこ～となりに住む親友が妊娠したわけ編～、と書いてあるが？』

  『简略来说就是过家家哦？顺带一提，还有“你来当妈妈过家家～目睹强奸现场篇～”』

  『略せばおままごとですよ？ちなみに、おまえがママになるんだよごっこ～とつげき隣のレイプ現場編～、もあります』

  

  这是什么游戏啊！？

  　どういう遊びだよ！？

  

  『第一个游戏是把路人当成好朋友，让他在一旁看强奸过家家。只要有人在旁边看，过家家就算成立。』

  『最初のは通行人を親友に見立ててレイプごっこを覗いてもらう遊びですね。覗いてもらえたらおままごとが成立します』

  『到底是什么游戏啊！？』

  『ホントどういう遊びだよ！？』

  『如果路上没有行人，我们通常会玩第二个游戏。这是三个人一起玩的游戏，其中一个人强奸第二个女孩子，第三个女孩子负责采访……』

  『通行人が居ない場合は後者の遊びをする事が多いですね。３人でやる遊びで、１人が２人目の女の子をレイプして、３人目がインタビュー役を……』

  『到底是什么游戏啊！？』

  『だからどういう遊びだよっ！？』

  『顺带一提，因为年龄上还不能怀孕，所以会用凝胶水滴怪代替子宫……』

  『ちなみに、年齢的に妊娠できないので代わりに子宮にゼラチナス・ティアードロップを……』

  『那不是危险的东西吗！？』

  『危険なやつだろそれっ！？』

  

  吐槽都跟不上了……

  　ツッコミが追いつかねぇ……

  话说，那不是会让人变成媚药成瘾者的玩意儿吗！！

  　というかアレ、媚薬中毒になるやつじゃねぇか！！

  

  『没事的，我有准备毒性稀释过的。』

  『大丈夫ですよ、ちゃんと毒性を薄めた奴を用意しましたから』

  

  嗯，那就好……嗯？

  　まあ、それなら……ん？

  

  『那笔花费是从哪里来的？』

  『そのコストはどこから出した？』

  『呃，这个……』

  『え、えっと……』

  

  我有种不好的预感，于是确认了一下花费的剩余量。

  　嫌な予感がしてコストの残量を確認する。

  ……果然花费被扣得一干二净！！

  　……やっぱりコストがごっそり減ってやがる！！

  

  『我出门前不是说过，不要乱花钱吗？』

  『出かける前、無駄遣いは止めろと言ったよな？』

  『毕竟有临时收入嘛。』

  『ほら、臨時収入が入りましたし？』

  『赚到钱的人是我耶！？』

  『それを稼いだのは俺だが！？』

  『再赚不就好了。』

  『また稼げばいいじゃないですか』

  『赚到钱的人是我耶！？』

  『それを稼ぐのは俺なんだがっ！？』

  

  毕竟奥露榭的卖不出去嘛。

  　だって、オルシェのじゃ売れないしな。

  

  『哎，既然买了也没办法。』

  『まあ、買ってしまったものは仕方ない』

  『那、那么……』

  『じゃ、じゃあ……』

  『既然买了，就得用啊。』

  『買った以上は、使わないとな』

  『就是说啊。既然买了……咦？榭菈小姐？你在做什么……』

  『そうですよね。買った以上は……へ？シエラさん？何を……』

  『好好享受一番吧。』

  『たっぷり楽しんでくれ』

  『那是原种的吧！？』

  『それ、原種の方じゃないですかっ！？』

  『不用客气哦。』

  『遠慮はいらないぞ？』

  『嗯咿！？』

  『んひぃっ！？』

  

  好了，奥露榭的处罚就到此为止吧。

  　さて、オルシェのお仕置きはこのくらいでいいか。

  真是的，果然应该让塞丝妲留在这里才对。我之所以让塞丝妲留在地上，是因为她负责管理我的身体……

  　まったく、やっぱりセスタにこっちに残ってもらうべきだったかな。セスタには俺の身体の管理の方を任せていたから地上に居て貰っているんだが……

  总之，得和塞丝妲商量一下减少的成本。

  　とにかく減ったコストについてセスタとも相談しないとな。

  

  『总之，我要先回地上一趟，别再做多余的事哦。』

  『とにかく。俺は一度地上に戻るから、これ以上余計な事はするなよ？』

  『嗯咿♡啊♡啊♡咿呜♡』

  『んひっ♡あっ♡あっ♡ひうっ♡』

  『……』

  『……』

  

  哎，暂时应该没问题吧。

  　まあ、暫くは大丈夫か。

  好了，就回地上吧。我集中意识，回到地上的身体……

  　さて、地上に戻るとするか。意識を集中して地上の身体に……

  

  「咕嗯♡」

  「くぅんっ♡」

  

  突然窜上背脊的感觉，让我不禁发出娇喘。

  　急激に背筋を駆け上がる感覚につい甘い声が漏れる。

  

  「啊，公主殿下，您醒了吗？」

  「あ、姫さま、起きた？」

  

  塞丝妲一边在我身上扭腰，一边用陶醉的表情这么问。

  　俺の上で腰を振りながら、蕩けた顔でそう訊いてくるセスタ。

  你这家伙，到底在干什么……

  　お前、何やって……

  

  「管理公主大人的射精」

  「姫さまの射精管理」

  

  我可不记得有拜托你做这种事！！？

  　そんな事を頼んだ覚えはないんだが！！？

  看来这边也发生了问题。

  　どうやらこっちでも問題は起きていたようだ。

 
  第１２１話：乱交事件

  第121话　乱交事件

  「刚起床来一杯」

  「起きぬけに一杯」

  「唔噗？！」

  「うぷっ！？」

  

  她用阴道含着我刚长出来的鸡巴，把乳头塞进我的嘴里。然后嘴里就流出了甘甜的母乳……

  　俺に生やしたちんぽを膣肉で咥え込んだまま俺の口に乳首を充てがう。そこからは甘い母乳が……

  母乳？！

  　母乳！？

  

  「完全营养食的魔法」

  「完全栄養食の魔法」

  「哦、哦……」

  「お、おう……」

  

  看来她开发出了能够产出含有足够营养的牛奶的魔法。不对，为什么要从乳房里挤出来啊。

  　どうやら、必要十分の栄養を備えたミルクを出す魔法を開発したらしい。いや、なんで乳から出したし。

  

  「没事的，就算扁了也能挤出奶」

  「大丈夫、平たくてもお乳は出る」

  「唔，不是这个问题……」

  「んくっ、そう言う問題じゃなくてだな……」

  「真好喝」

  「美味しい」

  「不是，所以说……好甜？！」

  「いや、だから……甘っ！？」

  

  确实很甜，而且很好喝。

  　確かに甘くてとても美味しい。

  ……不对，所以说这不是问题所在。

  　……って、いや、だからそう言う問題じゃなくて。

  

  「这样就只要尿尿就行了」

  「これならおしっこだけすればいい」

  「原来如此……？」

  「なる、ほど……？」

  

  因为没有不需要的成分，所以排出的只有水分……

  　不要な成分がないから、排出するのは水分だけ……

  等等，难不成她连那方面都照顾了？！

  　って、もしかしてそっちの世話もされたのか！！？

  

  「插着也能尿，没问题」

  「挿れたままでできる、問題ない」

  

  不，长出来的鸡巴确实只和体内的精巢相连，所以尿尿是没问题……

  　いや、確かに生やしたちんぽは身体の中の精巣にしか繋がってないからおしっこに支障はないけどさぁ……

  说个题外话，用魔法长出来的鸡巴，精巢会形成在体内……大致是在卵巢附近。严格来说是卵巢分裂后变成精巢。如果分裂不完全，好像就会导致卵巢和精巢粘在一起，引发大麻烦。

  　余談だが、魔法で生やした場合は体内……だいたい卵巣の近くに精巣ができる。厳密には卵巣が分裂して精巣に変化する。分裂が不十分だったりすると卵巣と精巣がくっついて大変なことになったりするらしい。

  

  「嗯。用奴隶的孩子实验的时候，受精卵被排了出来，结果就麻烦了」

  「ん。奴隷の子で実験した時は受精卵が排卵されて大変なことになった」

  「喂！？」

  「おぉいっ！？」

  「放心，怀孕的补偿都有确实支付。」

  「大丈夫、妊娠手当はちゃんと払ってる」

  

  ……是这种问题吗？

  　……そう言う問題か？

  顺带一提，奴隶被承认的人权会因为形态而有所不同。犯罪奴隶的人权被设定得很低，性奴隶的人权倒是意外地受到保障。

  　ちなみに奴隷に認められる人権はその形態により様々だ。犯罪奴隷の人権は低く設定されているし、性奴隷の人権は割としっかりと保証されていたりする。

  性奴隶怀孕时会给予优渥的补偿。另外，犯罪奴隶几乎不会被承认亲权，生下来的小孩会由国家照顾。

  　性奴隷が妊娠した場合は手厚い補償が与えられる。なお、犯罪奴隷の場合は子供の親権が認められないことが殆どで、生まれた子供は国で面倒を見ることになる。

  根据塞丝妲的说法，一开始是先让犯罪奴隶女体化并存活下来，之后再让性奴隶进行最终确认。

  　セスタによればまずは犯罪奴隷で安全を確認した後に性奴隷で最終確認をしたらしい。

  

  「一开始是让女体化的盗贼活下来。」

  「一番最初は盗賊を女体化させて生やしてみた」

  「哦……」

  「おう……」

  「魔法完成之后，让被害者侵犯活生生的女体化盗贼。」

  「魔法が完成した後、被害者に生やして女体化した盗賊を犯させた」

  「哦、哦……」

  「お、おう……」

  

  做了不少实验啊……

  　色々とやってるな……

  算了，盗贼好像是强暴犯，算是自作自受。倒是奴隶之后的状况令人在意。

  　まあ、盗賊はレイプ犯だったらしいので自業自得として。奴隷とかのその後が気になるところだな。

  

  「嗯。」

  「ん」

  「魔法纪录？」

  「魔法記録？」

  

  塞丝妲播放影像，喘息声随即传来。这是什么乱交视频啊。

  　と、セスタがそれを再生した途端に流れてくる喘ぎ声。なんだ、この乱交映像。

  

  「过得很开心。」

  「楽しく暮らしてる」

  「哦……」

  「おぅ……」

  

  呃，看起来是很开心啦。

  　いや、楽しそうだけどさ。

  根据塞丝妲的说法，她们从奴隶身份解放之后，似乎开始经营乱交茶馆。茶馆是什么啊。

  　話によれば奴隷の身分から解放された後、乱交喫茶を始めたらしい。喫茶とは。

  

  「对了，公主大人，国王陛下找您。」

  「そうだ。姫さま、王様が呼んでる」

  「嗯？」

  「ん？」

  

  看样子，瓦特拉的父亲似乎联络了她，要她在仪式结束后就立刻过来。这种事怎么不早点说啊。

  　どうやら儀式が終わり次第ヴァート父様の所に来るように連絡があったらしい。それは早く言え。

  我清洁身体后离开神殿。毕竟在身体沉睡的期间，我姑且是以在神殿进行仪式为由，一直待在神殿里。

  　身を清めて神殿を出る。一応、身体が眠っている間は神事で神殿に籠もるって事にしてたんだよな。

  我从榭菈的神殿前往王城。父亲似乎在会议室里。

  　シエラの神殿から王城へ。どうやら父様は会議室に居るらしい。

  我打开会议室的门，一股浓厚的性味顿时充满整个房间。

  　会議室の扉を開くと、むわっ、とした性の匂いが充満していた。

  

  「莱娜！」

  「ラナ！」

  「父亲，我回来了。」

  「父様、ただいま戻りました」

  

  瓦特拉的父亲一看到我，就中断会议站了起来。呃，你的小鸡鸡都硬得不能再硬了。因为他在开会时，会一边侵犯女儿和孙女，所以才会变成这样吧。

  　俺を見るなり会議を中断して立ち上がるヴァート父様。って。ちんぽバキバキになってるじゃねぇか。周囲では娘や孫娘を犯しながら会議をやってるから、それにあてられたな。

  

  「父亲，恕我失礼了。」

  「父様、失礼いたしますね」

  

  我立刻取出瓦特拉父亲的小鸡鸡，用嘴服侍他。他似乎忍了很久，光是用舌头舔过包皮系带，浓厚的精液就扩散到嘴里。

  　早速ヴァート父様のちんぽを取り出して口で奉仕する。よっぽど我慢していたのか舌が裏筋をなぞっただけで濃い精液が口の中に広がる。

  

  「咳咳♡父亲，这味道有点浓哦？」

  「けぷっ♡父様、ちょっと濃い、ですよ？」

  

  我记得他姑且有雇用性处理用的性奴吧？

  　確か、一応性処理用の性奴隷を雇っていたよな？

  

  「关于这件事，有些问题……」

  「それが、少々問題があってだな……」

  

  根据瓦特父亲的说法，最近似乎发生了许多避孕魔法失效的事件，因此性处理用的奴隶也变得派不上用场。毕竟要是生下私生子，事情可就严重了。这么说来，今天来参加的人之中，确实有许多年纪还不到初潮的少女。平常总是带着小女儿来的人，今天则是带着大女儿的孩子来参加。

  　ヴァート父様によれば避妊の魔法が効かなくなるような事件が多発しているらしい。それで性処理用の奴隷は使えなくなってしまったようだ。まあ、婚外子が生まれたら大変だからな。そう言えば今日はやたら初潮もまだ来ていないような歳の娘が多いな、とは思っていたんだ。いつもは下の娘を連れてきている人が代わりに上の娘の子供を連れてきてたり。

  

  「事件一开始，是在晚会上发生的。」

  「事件は初め、夜会で起きた」

  

  所谓的晚会，就是贵族的乱交派对。感觉就像是中世纪欧洲原本是跳舞的地方，现在却变成做爱的地方。第一次看到人们随着音乐扭腰摆臀时，我确实吓了一跳。不过在这个世界，处女膜并不受到重视，重要的是是否为经产妇。许多贵族会在晚会上交换彼此的女儿，借此确认状况。不过只要有伴侣，几乎所有人都会一直和伴侣做就是了。

  　夜会、というのはいわるる貴族の乱交パーティである。中世ヨーロッパとかではダンスだったところがセックスになっている感じだな。曲に合わせて腰を振ったりするのは最初見た時には面食らったものだが。まあ、この世界では処女性は重視されず、経産婦かどうかが重視されるからな。夜会でお試しとして互いの娘を交換して具合を確かめる、なんて事をやる貴族は多い。パートナーが居ればほとんどの人はパートナーとずっとヤってるみたいな感じなんだけどな。

  顺带一提，关于是否有怀孕经验……也就是是否为经产妇，每个人的意见都不一样。虽然大致上都和经产妇一样，但印象中也有不少人认为只要没有生过小孩就OK。

  　ちなみに妊娠経験があるか……いわゆる経妊婦かどうかについては人によって意見が分かれる。概ねは経産婦と同じ扱いだが、出産していなければＯＫという人はそれなりに居る印象だな。

  离题了。

  　話が逸れたな。

  理所当然地，如果在晚宴上怀孕会酿成大事件，因此会场会设置避孕的魔道具。然而，似乎还是发生了那样的事件。

  　当然だが夜会で妊娠したら大事件なので、会場には避妊の魔道具が設置される。ところが、その事件が起きてしまったらしい。

  

  「当初以为原因是魔道具的维修不良，但后来又发生了许多同样的事件。」

  「当初は魔道具の整備不良が原因と考えられていたが、それから同じ様な事件が多発してな」

  「这样啊，嗯♡是这样啊……♡」

  「そう、んっ♡なの、ですね……っ♡」

  

  我将瓦特父亲坐在椅子上的肉棒对准小穴，一口气沉下腰。肉棒噗滋一声地被肉穴包裹，压迫感一口气涌上。果然这样最能让人平静下来。

  　椅子に座ったヴァート父様のちんぽをまんこに宛てがい、一気に腰を落とす。にゅぷん、とちんぽが膣肉に包まれ圧迫感が一気に押し寄せる。やっぱりこれが一番落ち着くな。

  瓦特父亲似乎忍耐不住，在插入的同时就轻易地射精了。温热的精液在肉穴内扩散，肉穴慢了一拍后，为了挤出精液而开始蠢动。

  　我慢できなかったのか挿入と同時にあっさりと射精するヴァート父様。膣内に温かい精液が広がり、少し遅れて膣肉が精液を絞り出そうと蠢動を始める。

  

  「你累积了不少呢。」

  「随分と溜まっていたのですね」

  「虽然榭莉有帮我口交啦。」

  「シェリーに口で抜いてもらってはいたんだけどね」

  

  榭莉还不能插入，所以这也是没办法的。

  　シェリーはまだ挿入はできないからな。そこは仕方ないか。

  插入后，会议再度开始。看来魔法无法顺利运作，因此似乎发出了公告，要大家在和初潮将近的女儿做爱时要自重。因为市井之间也发生了许多女儿怀上父亲小孩的事件。

  　挿入したところで会議を再開する。どうやら魔法が上手く働かないようで、初潮が近い娘とのセックスは自重するようお触れが出たらしい。市井でも娘が父親の子供を妊娠する事件が多発しているからだ。

  由于是泛用神圣魔法引起的问题，所以爱夏也被叫来了。由于地上尚未得出避孕魔法是否为神圣魔法的结论，所以为了以防万一才这么做。呃，那确实是神圣魔法没错啦。

  　汎用神聖魔法で起きた問題という事でアーシャも呼び出されていた。避妊魔法が神聖魔法かどうかについては地上ではまだ結論は出ていないから、念のためという事か。いや、ちゃんとした神聖魔法ではあるんだがな。

  我一边扭腰一边瞥向爱夏，结果发现她正目不转睛地盯着我。是欲求不满吗？啊，不是……

  　腰を振りながらアーシャにちらりと視線を向けたらこちらをじーっと見ていた。欲求不満か？あ、いや……

  

  『奥露榭～？』

  『オルシェー？』

  『这是误会！请不要把所有事情都怪到我头上！！？』

  『誤解ですよ！？なんでも私のせいにしないでくださいよっ！！？』

  

  我原本以为又是奥露榭在偷懒，但仔细想想，避孕魔法的处理并不在奥露榭的管理范围内。严格来说，是因为奥露榭经常出错，所以才被排除在负责人之外。

  　またオルシェがサボってるんだな、と思ったが、よく考えたら避妊魔法の処理はオルシェの管理外だったな。厳密にはオルシェがやるとよくミスるから担当から外された、というか。

  

  『呜呜，好过分……』

  『うう、酷い……』

  

  既然其他神明不可能偷懒，那么事情就比想象中严重。

  　他の神がサボる訳はないので、これは思ったより大事だな。

  

 
  第１２２話：見苦しい押しつけ合い

  第122话　难看的互推

  『塞丝妲，现在是什么状况？』

  『セスタ、どういう状況だ？』

  『我有收到诸神的报告。』

  『神々からは報告受けてる』

  

  看来有人直接向塞丝妲陈情了。既然她没来奥尔修，代表诸神也知道这件事。

  　どうやらセスタに直接陳情が来たらしい。オルシェに来ないあたり神々は判ってるな。

  

  『好过分！』

  『酷い！？』

  

  唉，谁教你们平常素行不良。

  　まあ、日頃の行いが悪いからな。

  

  『现在正在调查原因。因为看不见魔术代码，所以进展不顺。』

  『現在は原因を調査中。魔術コードが見えないから難航している』

  『嗯？代码因为有契约，所以看得见吧？』

  『ん？コードは契約があるから見れるだろ？』

  

  避孕魔术的内容，因为我有支付特许权使用费，所以看得见。虽然就算看得见，我和奥尔修也无能为力，但塞丝妲就另当别论了。

  　避妊魔術の中身についてはライセンス料を払っているので見ることができる。見れたからと言って俺やオルシェにはどうこうできる訳でもないんだが、セスタなら話は別だ。

  

  『我听说看不见。』

  『見れないと聞いた』

  『呃……』

  『え、っとぉ……』

  

  ……奥尔修？

  　……オルシェ？

  

  『因为支援网站的账号不知道了……』

  『サポートサイトのアカウントがわからなくなりまして……』

  『喂。』

  『おい』

  

  看来奥尔修似乎决定谎称自己忘记登入密码，所以看不见。拜托你把情报正确传达好吗？

  　どうやら、オルシェがログインパスワードを忘れてしまったので見れないという事にしたらしい。情報は正しく伝えような？

  

  『你等一下……』

  『ちょっと待ってろ……』

  

  账号是我和奥尔修分开，所以只要使用我的账号就能顺利登入。于是我下载魔术代码交给塞丝妲。这样解析应该就能继续进行。

  　アカウントは俺とオルシェで別なので、俺のアカウントを使えば問題なくログインできる。というわけで魔術コードをダウンロードしてセスタに渡す。これで解析が進むはずだ。

  

  『晚点再处罚奥尔修吧？』

  『オルシェは後でお仕置きな？』

  『咿！』

  『ひぃっ！？』

  

  算了，这件事就先这样。」

  　まあ、それはそれとして、だ。

  

  「避孕魔术是术式魔法，所以是术式有问题吧？」

  「避妊魔術は術式魔法なのだから、術式に問題があるのだろう？」

  「主张避孕魔法是神圣魔法的，不就是你们吗？」

  「避妊魔法は神聖魔法だと主張していたのはそちらではなかったかな？」

  

  平常总是主张那是自己领域的家伙，居然会说出完全相反的言论。神殿拼命地想把责任推给魔道具协会，魔道具协会也拼命地想把责任推给神殿。知道实情的爱夏露出苦笑。

  　いつもは自分達の分野だと主張している連中が正反対の事を言ってやがる。神殿は魔道具協会に、魔道具協会は神殿に責任を擦り付けようと必死だ。実情を知っているアーシャは苦笑いをしている。

  毕竟众神对这件事都三缄其口。不，嗯，正确来说应该是还在调查，所以无法回答。

  　神々はこの件についてはだんまりだからな。いや、まあ、調査中で答えることができないというのが正しいところか。

  

  「……真是难看呢……嗯♡」

  「……見苦しいですわね。……んっ♡」

  

  坐在旁边的宰相女儿——莉多莉雅一边扭腰一边低语。嗯，互相推卸责任的模样确实很难看。

  　隣に座っていた宰相の娘、リトリアが腰を振りながらそう零す。まあ、確かに互いに責任をなすりつけ合う姿は見苦しいな。

  她才七岁。平常都是姐姐娜塔莉雅会来，不过因为那件事，今天似乎是她代为前来。在她盛装打扮的礼服底下，小穴正紧紧地含着父亲的肉棒。

  　彼女はまだ７歳。いつもは姉のナタリアが来ているが、例の件で今日は彼女が代役をしているらしい。着飾ったドレスの下では父親のちんぽをまんこでしっかりと咥え込んでいる。

  

  「真希望可以早点解决呢。因为没办法和父亲做爱，母亲和姐姐的心情一直都很差……嗯♡」

  「早く解決してほしいものですわね。父とセックスできないせいで母と姉の機嫌がずっと悪いのですもの……んっ♡」

  「是啊。」

  「そう、ですね」

  

  顺带一提，她们姐妹俩也跟我一样，母亲是父亲宰相的前妻。不过宰相是在妻子过世后才娶了女儿为妻就是了。另外，她的母亲赛德莉雅今年23岁，由于高龄产妇有难产的风险，所以需要避孕魔法。避孕魔法的副作用比想象中还严重呢。

  　ちなみに彼女達姉妹も俺と同じで母親は父親である宰相の娘だ。まあ、宰相の場合は妻を亡くした後に娘を後妻にしたからなんだけどな。なお、彼女の母であるセドリアの方は今年で２３歳、こちらはこちらで妊娠してしまうと高齢出産の危険があるので避妊魔法が必須なのだ。避妊魔法の不具合は思ったより影響が大きいな。

  

  「不过，我倒是赚到了。」

  「まあ、私は役得なのですけど」

  

  瑞秋莉亚边说边用阴道夹紧父亲的肉棒，服侍他。她已经被射了好几次，子宫里也充满了精液。

  　そう言いながら父親のちんぽを膣肉で絞めつけ、奉仕するリトリア。もう何度か射精されていて、子宮の中も精液で満たされている。

  我环视四周，贵族带来的年幼女孩们也拼命地扭腰摆臀。技术拙劣的人很多，也有女孩被不耐烦的父亲或祖父抓住腰肢，激烈地侵犯着。

  　周囲を見渡せば貴族連中が連れてきた幼い娘達も必死で腰を振っているな。まだ技術が拙い者も多く、もどかしくなった父親や祖父から腰を掴まれて激しく犯されている娘も居る。

  相较之下，瑞秋莉亚的技术相当高明。她跟其他女孩不同，腰身纤细，身材也很好。胸部虽然跟其他人一样平，但手脚修长，实在不像7岁。搞不好这个年纪就已经初潮了吧？

  　対してリトリアの方はかなりのテクニシャンだ。他の娘達と違って腰もくびれていてスタイルもいい。胸は例によってなだらかだが、手足もスラリとしていてとても７歳とは思えない。下手すると、この歳でもう初潮が来たりするんじゃないか？

  

  「我怀孕也没关系，因为之后预定会成为父亲的侧室。」

  「私は孕んでも構わないのですよ。後々父の側室になる予定ですもの」

  

  瑞秋莉亚注意到我的视线，补充道。

  　俺の視線に気付いたリトリアがそう補足する。

  哦，原来如此。如果妻子在生下几个孩子之前就年老色衰，就会有断后危机。这种时候，一般都会迎娶年轻侧室。如果女儿有两人以上，迎娶小女儿当侧室的情况也挺多的。

  　ああ、なるほど。あまり子を産まないうちに妻が高齢になると御家断絶の危機になるからな。そう言う場合は若い側室を迎えるのが一般的だ。娘が２人以上居る場合は下の娘を側室に迎える事も割と多い。

  不过我们家还有蕾缇雅义母大人在，目前没有增加侧室的打算。

  　まあ、うちの場合はレティーア義母様も居るし、今のところ側室が増える予定はないが。

  

  「差不多该停了。」

  「そろそろ止めよ」

  

  瓦特父亲一声大喝，让互相谩骂的家伙闭上了嘴。毕竟他们讲的那些话都没有建设性。顺带一提，贵族千金中有几个人吓得停止扭腰，但瑞托利亚并没有停止。嗯，真是千金的典范。

  　醜い罵り合いをしていた連中はヴァート父様の一喝で口を閉じた。まあ、何一つ建設的な話になっていなかったからな。ちなみに貴族令嬢達のうち何人かはビクッとして腰を振るのを止めてしまっているが、リトリアは特に腰を振るのを止めたりはしていない。うん、令嬢の鑑だな。

  我？我才没弱到这样就停下来。瓦特父亲似乎累积了不少，从刚才就射个不停。肚子差不多要变得水水嫩嫩了。

  　俺？このくらいで止めるほどヤワじゃないな。ヴァート父様は随分溜まっていたようで、さっきから射精が止まらない。そろそろお腹がタプタプになりそうだ。

  

  「问题在于这是不是人为造成的。」

  「問題はこれが人為的なものか否かだ」

  

  谩骂停止，房间里只剩下千金们的娇喘声后，瓦特父亲继续说道。

  　罵り合いが止まり、部屋に響く声が令嬢達の喘ぎ声だけになってからヴァート父様がそう続ける。

  嗯，要说是不是有人设计的，恐怕不是。

  　まあ、誰かがそれを仕組んだかと言えば、おそらく否なんだよな。

  因为一般的术式魔法是术式发挥效果，只有避孕魔法是「只召唤出神圣魔法的避孕魔法」的术式。也就是说，「执行的魔法本身」确实有问题。

  　普通の術式魔法は術式が効果を発揮するが、避妊魔法だけは「神聖魔法の避妊魔法を呼び出すだけ」の術式でしかないからな。つまるところ「実行している魔法自体」に問題があるのは確かだ。

  

  『魔术代码有缺陷。』

  『魔術コードに欠陥がある』

  

  塞丝妲正好在这时联络我。看来在最近的更新中，换成了有BUG的版本。我联络开发公司，但在修正之前要怎么办呢？

  　と、丁度タイミングよくセスタから連絡が来た。どうやら直近のアップデートでバグのあるバージョンに入れ替わったらしい。開発元には連絡を入れるとして、修正されるまでの間どうするかだな。

  最快的方法是将版本回溯到前一个版本，但那样也有问题。要回溯到前一个版本，必须将相关的系统全部回溯到前一个版本。但是前一个版本有别的致命BUG，那么做会产生别的问题。

  　一番手っ取り早いのはバージョンを１つ前に戻す事だが、それはそれで問題がある。前のバージョンに戻すためには関連するシステムを全部１つ前のバージョンに戻さないといけない。けど、１つ前のバージョンには別の致命的なバグがあってそれをすると別の問題が発生する。

  

  『用修正缺陷的版本替换。』

  『欠陥を修正した物に置き換える』

  

  就在我烦恼该怎么办时，塞丝妲说她能修好。真的假的？

  　どうしたものかと悩んでいたら、セスタが直せると言い出した。マジか。

  

  『不过，问题在于魔道具。』

  『でも、問題は魔道具の方』

  

  嗯？

  　ん？

  我乐观地以为这样就解决了，但似乎并非如此。在几起事件中，似乎有刻意对魔道具动手脚的案例。

  　これで解決だなー、とか楽観的に考えていたら、どうやらそうでもないらしい。いくつかの事件のうち、意図的に魔道具に手を加えたケースが有るようだ。

  

  『从第一起事件开始，有几起在版本更新前。』

  『最初の事件からいくつかはバージョンアップの前』

  

  看来避孕魔法的故障正好发生在那个时间点，所以两起事件被当成了一起事件。

  　どうやらタイミングよく避妊魔法の不具合が起きたせいで、２つの事件が１つの事件として扱われてしまっていたようだ。

  呜哇，这该怎么说明才好……

  　うわ、これどうやって説明しよう……

  

  「莱娜，怎么了吗？」

  「ラナ、どうかしたのかい？」

  「咿啊♡」

  「ひぁっ♡」

  

  她似乎因为专心思考而停下了腰部的动作。瓦特父亲隔着衣服揉捏着她的淫核。

  　ちょっと考え事に没頭していて腰が止まっていたらしい。ヴァート父様が淫核を服の上からこね回してきた。

  

  「父、父亲，不要隔着衣服……嗯♡」

  「と、父様、服の下から……んっ♡」

  

  贵族千金的衣服上，开了一个方便把手伸进去的缝隙。就算不隔着衣服，还是有很多地方可以玩弄。隔着衣服玩弄就有点违反礼仪了。

  　貴族令嬢の服には手を突っ込むためのスリットが開いている。服の上からじゃなくても色々と弄れるんだよな。服の上から弄るのはちょっとしたマナー違反だ。

  

  「所以，你在想什么？」

  「それで、何を考えていたんだい？」

  「不，嗯♡那个，啊♡我在想，嗯♡魔道具和魔法的故障，嗯♡会不会是不同的东西……嗯嗯♡」

  「いえ、んっ♡その、あっ♡魔道具と魔法の不具合は、んっ♡別なのではないか、と……んんっ♡」

  「要是在意的话，要不要调查看看？」

  「気になるなら調べてみるかい？」

  

  身为公主的我拥有事件的调查权，也可以当场定罪。听到我这么说，周围开始骚动起来。

  　王女である俺には事件の捜査権がある。その場で断罪する事も可能だ。それを聞いた周囲がざわつき始める。

  

  「公主殿下是不是太偏袒神殿了！」

  「姫様は神殿寄りではありませんか！」

  

  魔道具协会当然也发出了抗议的声音……

  　当然、魔道具協会から抗議の声が上がるが……

  

  「神殿的问题我也会好好追究的。」

  「神殿の問題の方もきちんと追求はしますよ」

  

  关于神圣魔法的问题，我预定要请诸神进行各种补偿。

  　神聖魔法の問題の方は神々から色々と補填を行う予定だ。

  算了，反正已经知道问题出在哪里了。差不多是诸神针对问题的内容与发生期间发出通知的时候了。顺带一提，刚才那个推卸责任的神官听不到神的声音。信仰心是不是有点不够啊？

  　まあ、不具合の方はもう判ってるからな。そろそろ神々から問題の内容と発生期間についてアナウンスが出ている頃だ。ちなみに、さっき責任の擦り付けをやっていた神官には神の声は聞こえていない。ちょっと信仰心が足りないんじゃないか？

  

  「神谕来了。是关于避孕魔法发生的问题以及发生期间。看来，有几起事件是发生在避孕魔法发生问题之前。」

  「神託がありました。避妊魔法に起きている問題と発生期間についてです。どうやら、事件のいくつかは避妊魔法の問題が発生する前の様ですね」

  

  算了，反正爱夏在这里，所以没问题。我透过爱夏传达神谕。真方便啊。那个神官一脸不高兴，但这是自作自受。都是信仰心不够的错。」

  　まあ、ここにはアーシャが居るから問題はないけどな。アーシャを通して神託を伝える。便利だよな。例の神官は不機嫌そうにしているが、自業自得だな。信仰心が足りないのが悪いんだよ。

  

  「你这是在推卸责任吧？如果避孕魔法是神圣魔法，那全都是神圣魔法的问题吧！」

  「責任転嫁ではないか？避妊魔法が神聖魔法なのであれば全て神聖魔法の問題であろう！」

  「哎呀，你平常不是主张避孕魔法是术式魔法吗？」

  「あら、いつもは避妊魔法は術式魔法と主張されていたのでは？」

  「呜……」

  「うぐ……」

  「顺带一提，我也有准备说明避孕魔法的术式魔法与神圣魔法之间的关系哦？」

  「ちなみに、避妊魔法における術式魔法と神聖魔法の関係についても説明する用意はありますけれど？」

  「你说什么！？」

  「なんだと！？」

  「可是，现在不是说这种话的时候吧？」

  「けれど、今はその様な話をしている場合ではないのでは？」

  

  魔导具协会的代表轻易地被爱夏驳倒。

  　あっさりとアーシャに言い負かされる魔導具協会の代表。

  嗯，抱歉在你们聊得正起劲的时候打扰，但问题不在那里。

  　うん、盛り上がっているところ悪いが、問題はそこじゃないよな。

  如果是神圣魔法的故障，那我认为犯人并不存在，但故障发生前发生的事件，就代表有犯人存在。不过，那边只要翻找纪录就行了，但是用神谕指出犯人不太好。我姑且还是得以公主的身份采取行动，将犯人揪出来才行。

  　神聖魔法の不具合であれば犯人は居ないと思っていたが、不具合発生前に起きた事件については犯人が居るという事になる。まあ、そっちはログを漁ればいいだけなんだが、犯人を神託で指摘するのは良くないんだよな。一応、王女としての行動で明らかにしないといけない。

  

  「嗯♡搜查就由我、哈♡啊♡来执行……嗯♡父亲现在……啊♡」

  「んっ♡捜査は、私が、はっ♡あっ♡行いますわ……んっ♡父様今は……あっ♡」

  

  事情就是这样，我正打算如此宣言，却被来自下方的激烈顶撞给打断。

  　というわけでそう宣言しようとしたのだが、下からの激しい突き上げで中断させられてしまう。

  真希望她不要在我说话的时候突然用力顶上来。

  　喋っている最中に思いっきり突き上げるのは止めて欲しい。

  

  「事情就是这样。今天的会议就到此结束。」

  「と、言うわけだ。本日の会議はこれで終了とする」

  

  瓦特大父接在无法继续说下去的我之后如此宣布，会议以由我进行搜查的形式做出了结论。

  　喋れなくなった俺の言葉を継ぐ形でそうヴァート父様が宣言し、俺が捜査を行うという事で話がまとまる。

  话说回来……

  　というか……

  

  「父亲，你只是想快点做吧？」

  「父様、早くヤりたいだけですよね？」

  「难得莱娜回来了，现在不是开什么会议的时候吧？」

  「せっかくラナが戻ったのだ。会議などしている場合ではないだろう？」

  

  果然啊。

  　やっぱりか。

  嗯，看来在去搜查之前，我得先陪瓦特大父才行。

  　うん、どうやら捜査に行く前にヴァート父様の相手をしないと駄目らしいな。

  

 
  第１２３話：父娘セックス耐久Ｎ時間

  第123话　父女性爱耐久N小时

  「父亲，来吧……」

  「父様、きて……」

  

  我在床上主动张开双腿，露出阴道口。爱液滴落，逐渐濡湿床铺。

  　ベッドの上で自分から脚を開き、膣口を顕にする。愛液がたらりと零れ、ベッドを濡らしていく。

  

  「莱娜，我要插进去了。」

  「ラナ、挿れるよ」

  

  瓦特父亲的肉棒撬开阴道口，将阴道内撑开。

  　ヴァート父様のちんぽが膣口をこじ開け、腟内を押し広げていく。

  

  「嗯♡」

  「んっ♡」

  

  粘膜摩擦的感觉伴随着肉棒被顶入深处，口中发出甘美的吐息。

  　粘膜が擦れる感覚と共に膣奥まで押し入れられ、口から甘い吐息が洩れる。

  

  「哈啊♡」

  「はぁっ♡」

  

  感觉子宫口和肉棒前端接吻，发出欢喜的声音。

  　子宮口とちんぽの先端が口付けをするのを感じ、歓喜の声が上がる。

  

  「父亲的肉棒，好舒服♡」

  「父様のおちんぽ、気持ちいいです♡」

  「莱娜的小穴也紧紧地夹着，太棒了。」

  「ラナのおまんこもきゅうきゅうと絞めつけてきて最高だよ」

  「真是的，请别说了……嗯♡」

  「もう、言わないでください……んっ♡」

  「咕唔，夹得好紧！」

  「くぅっ、絞まるっ！」

  

  在耳边被指出羞耻的内容，感觉腹部一紧。

  　耳元で恥ずかしい内容を指摘され、おなかがきゅうっ、となるのを感じる。

  

  「我要动了。」

  「動くよ」

  「好的，请插到最里面♡」

  「はい、奥まで突いてくださいっ♡」

  

  我一边这么说，一边用手环住瓦特父亲的脖子，主动扭腰。阴道肉和肉棒互相摩擦，快感在全身游走。

  　そう言いながらヴァート父様の首に手を回し、自ら腰を振る。膣肉とちんぽが擦れ合い、快感が体中を駆け巡る。

  

  「再、再激烈一点♡」

  「もっと、もっと激しくっ♡」

  「嗯，交给我吧。」

  「ああ、任せなさい」

  

  瓦特父亲压在我身上，同时用腰部撞击。那毫不留情的播种压力让阴道肉欢喜地颤抖，贪图着快乐般蠢动。」

  　ヴァート父様が覆いかぶさるようにしながら腰を打ち付ける。その容赦のない種付けプレスに膣肉は歓喜に震え、快楽を貪るように蠢く。

  

  「哈啊♡父亲的肉棒在和我的子宫接吻，好几次♡」

  「はぁっ♡父様のおちんぽが何度も私の子宮にキス、してますっ♡」

  「莱娜的子宫也紧紧吸着肉棒不放呢。」

  「ラナの子宮もちんぽに吸い付いて離れないじゃないか」

  「因为，很舒服嘛♡」

  「だって、気持ちいいんですもの♡」

  

  每次被顶到深处，快感就会窜上背脊。小穴溢出爱液，发出淫荡的水声。

  　奥を突かれる度に背筋を快感が駆け上がる。まんこからは愛液が溢れ、卑猥な水音を響かせる。

  

  「好舒服♡再来，再来吧，父亲♡」

  「きもちいいっ♡もっと、もっとしてください、父様っ♡」

  

  我一边发出下流的恳求，一边贪婪地挺腰。我一边委身于酥麻的感觉，一边发出娇喘。

  　はしたないおねだりをしながら貪るように腰を打ち付ける。ゾクゾクとした感覚に身を任せながら、喘ぎ声を響かせる。

  

  「啊嗯♡嗯♡啊♡啊♡嗯嗯♡啊♡啊啊♡再来♡」

  「あんっ♡んっ♡あっ♡あっ♡んんっ♡あっ♡ああっ♡もっとっ♡」

  「唔，这么激烈的话……」

  「くぅっ、そんなに激しくしたら……」

  「请射出来♡把精液，射进女儿的子宫♡」

  「出して、ください♡せーえき、娘の子宮に♡」

  

  瓦特父亲的极限已近，可以知道肉棒正一跳一跳地颤抖着。我也有自觉，子宫从刚才开始就为了精液而紧紧吸着肉棒……

  　ヴァート父様の限界が近付き、ちんぽがビクビクと震えているのが判る。俺の方も子宮がさっきから精液を求めてちんぽに吸い付いているを自覚していて……

  

  「要射了，莱娜！！」

  「出すよ、ラナっ！！」

  「好的，把父亲的精液，全部射进来♡」

  「はい、父様のせーえき、いっぱい注いでっ♡」

  

  我用脚环住瓦特父亲的腰，让身体紧贴在一起，不让一滴精液逃走。瓦特父亲的肉棒「噗通」地一跳，一边与子宫口深吻，一边将精液注入其中。

  　ヴァート父様の腰に脚を回して、一滴も逃すまいと身体を密着させる。どくん、とヴァート父様のちんぽが脈打ち、子宮口にディープキスをしながら精液を注ぎ込んでくる。

  

  「嗯♡父亲的，好多……♡」

  「んっ♡父様のが、いっぱい……♡」

  

  精液在子宫中扩散的感觉，让内心逐渐被幸福感填满。

  　子宮の中に広がる精液の感覚に心が幸福感で満たされていく。

  

  「还能再来一次吧？」

  「まだ、できますよね？」

  

  这次换成我主动扭腰。我把手放在肚子上，把那根硬邦邦的东西吞进最深处。然后就这样激烈地摆动腰部。

  　今度は自分が上になって腰を振る。お腹に手をつき剛直を奥の奥まで飲み込んでいく。そしてそのまま腰を激しく打ち付ける。

  

  「嗯♡啊♡小鸡鸡，好舒服♡」

  「んっ♡あっ♡おちんぽ、気持ちいいっ♡」

  

  我甚至忘了羞耻心，只是贪图着快乐。

  　恥じらいも忘れて身体を跳ねさせ、快楽を貪る。

  

  『感觉好像有一阵子没看到莱娜害羞的样子了？』

  『ここしばらく恥じらいを見ていない気がしますね？』

  『你很烦耶。』

  『やかましいわ』

  

  不，哎，我有自觉自己还满容易随快乐起舞的！

  　いや、まあ、割と快楽に流されている自覚はあるが！

  因为，就是很舒服嘛，这也没办法吧。

  　だって、気持ちいいんだから仕方ないだろ。

  

  「呼♡啊♡嗯♡啊♡哈♡」

  「ふっ♡あっ♡んっ♡あっ♡はっ♡」

  「莱娜，你真可爱。」

  「かわいいよ、ラナ」

  

  瓦特父王一边这么说，一边用手来回抚摸我的胸部。快感从那里慢慢扩散开来，乳头也起了反应，开始勃起。

  　そう言いながらヴァート父様の手が俺の胸を撫で回す。そこからじんわりと快感が広がっていき、乳首が反応して勃ってくる。

  

  「嗯嗯♡那里，好舒服，父王♡」

  「んんっ♡そこ、気持ちいいです、父様♡」

  

  乳头被指腹揉捏的快感，让我自然而然地扭动腰部。我用膣肉紧紧抱住鸡鸡，但还是觉得不够，于是自己来回搓揉淫核。

  　指の腹で乳首をこね回される快感に自然と腰が動く。膣肉でちんぽを抱きしめながら、それでも足りずに自分で淫核をこね回す。

  

  「再来♡再来♡」

  「もっと♡もっと♡」

  

  我任由自己沉浸在高涨的快感中。爱液从结合处流出来，刚才注入的精液也跟着溢出。

  　高まる快感に身を任せる。愛液が接合部から漏れ出し、併せてさっき注ぎ込まれた精液が溢れ出す。

  

  「嗯♡好浪费♡」

  「んっ♡もったいない♡」

  

  我用手指捞起瓦特父王肚子上那混杂着爱液与精液的液体，送进嘴里。嗯，真美味……

  　ヴァート父様のお腹の上に零れた愛液と精液が混じった液体を指で掬い、口に運ぶ。ん、美味しい……

  

  「差不多可以了吗？」

  「そろそろ、いいかい？」

  「好的，父王。请把小穴灌满♡」

  「はい、父様。おまんこにいっぱい、ください♡」

  

  我每次摆腰，肉棒就会发出水声进出小穴。我感觉到肉棒在体内脉动，就像在说它快射了，阴道的动作也逐渐变成榨取精液。」

  　俺が腰を振る度にじゅぷじゅぷと音を立ててまんこにちんぽが出入りする。射精が近いとばかりに中で脈打つちんぽを感じ、膣肉の動きが精液を搾り取るものに変わっていく。

  

  「要射了！！」

  「出るっ！！」

  「唔嗯♡来吧♡哈啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊♡」

  「くぅんっ♡きてっ♡はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ♡」

  

  填满子宫的精液感瞬间将我带往高潮。快感窜上背脊，我向后仰，全身痉挛。爱液像潮水一样喷出，再也容纳不下的精液也一起流了出来。

  　子宮を満たす精液の感覚に一瞬で絶頂まで連れて行かれる。背筋を駆け上がる快感に身をのけぞらせ、ビクビクと全身が痙攣する。潮を噴くみたいに愛液が溢れ、入り切らなくなった精液が一緒に零れ出る。

  

  「啊，哈♡肚子被爸爸的精液填满了……♡」

  「あ、はっ♡父様のせーえき、おなかいっぱいです……♡」

  「什么，我还能继续哦。」

  「なに、まだまだ行けるぞ」

  

  瓦特爸爸一边这么说，一边抓住我的腰，从下面往上顶。

  　そう言いながらヴァート父様が俺の腰を掴み、下から突き上げてくる。

  

  「啊♡嗯♡我才刚高潮，嗯哈♡」

  「あっ♡んっ♡イッた、ばかり、んはぁっ♡」

  「我会把累积的分量都灌进去。」

  「溜まっていた分、たっぷり注いであげるからな」

  

  我们就这样进入第三回合，之后也连续进行第四、第五回合，沐浴在精液之中。子宫里、身体里，连嘴里都沾满精液，逐渐充满快乐。

  　そのまま３回戦に突入し、その後も４回戦、５回戦と続け様に精液を浴びる。子宮の中も身体も口の中まで精液まみれになり、快楽に満たされていく。

  

  『好色哦！』

  『どエロさんですね！』

  『吵死了。』

  『やかましい』

  『哎呀哎呀，被从后面突刺的时候，你明明自己主动摆腰的说？』

  『おやおや、バックで突かれている時、自分から腰を打ち付けてたのに？』

  『唔咕……』

  『うぐ……』

  『明明很享受地吸着肉棒，啜饮精液的说？』

  『おちんぽを美味しそうにしゃぶって精液啜ってたのに？』

  『唔咕咕……』

  『うぐぐ……』

  『最后是全身沾满精液，嘴里还含着精液，像在炫耀一样……』

  『最後は精液まみれになりながらお口に精液をためて見せつけるように……』

  『……好，就提前惩罚她吧。』

  『……よし、お仕置きを前倒しにするか』

  『嗯咿！？』

  『んひぃっ！？』

  『你就暂时露出那张不检点的脸吧。』

  『暫くだらしない顔を晒しておくといい』

  

  雉鸡不叫就不会被射杀，奥露榭不叫就不会失禁。明明只要不嚣张就不会变成这样。

  　キジも鳴かねば撃たれまい、オルシェも鳴かねば漏らすまい。調子に乗らなければこうはならなかっただろうに。

  另外，刚才的近亲相奸视频是塞丝妲不知何时开始贩卖的。

  　なお、さっきの近親相姦の映像はセスタがいつの間にか販売していた。

  这成了相当不错的临时收入。

  　それなりの臨時収入になった。

 
  第１２４話：意外な真相

  第124话　意外的真相

  『公主大人，您看起来容光焕发？』

  『姫さま、つやつやしてる？』

  

  呃，那个，该怎么说呢？我并不是想说在子宫里灌注满满精液很舒服之类的……

  　いや、その、なんだ。子宮にいっぱい注いでもらって気持ちよかったとか、そう言うわけじゃ……

  

  『总之，先确认犯人吧。』

  『とりあえず、だ。犯人を確認しておこう』

  

  我支支吾吾地敷衍过去。不，确认犯人是很重要的，嗯。

  　言葉に詰まって誤魔化す。いや、犯人の確認は大事だよ、うん。

  于是，我确认了一下……

  　というわけで確認したんだが……

  

  『这下该怎么办啊……』

  『どうするよ、これ……』

  

  嗯，我看了纪录，犯人竟然是怀孕的女孩子们。

  　まあ、ログを見たわけなんだが、犯人はなんと妊娠した女の子達だった。

  

  『怀孕爸爸的小孩队，是吗？』

  『パパの子供を妊娠し隊、ですか？』

  『那个名字很那个的集团是怎么回事？』

  『なんだそのアレな名前の集団は』

  

  再怎么说都太过分了。看来是以三名伯爵千金为中心，召集了想怀父亲小孩的女孩，策划了这场派对。

  　いくらなんでもひどすぎる。どうやら伯爵令嬢３名が中心となって父親の子供を妊娠したい娘を集めてパーティーを企画したらしい。

  不过，因为之后发生了那起事件，所以她们也无法出面承认，大概是这样吧。

  　けど、その後に例の事件が起きたものだから名乗り出ることもできず、と言ったところか。

  

  『好，就当作是奥露榭的错吧。』

  『よし、オルシェのせいって事にしよう』

  『为什么！？』

  『なんでですか！？』

  

  呃，因为我觉得这样最能圆满收场。

  　いや、一番それが丸く収まると思って。

  

  『因为奥露榭喜欢让爸爸怀孕的女孩吧？』

  『だって、オルシェはパパの子供を妊娠する娘とか好きだろ？』

  『那当然最喜欢了！！』

  『そりゃあ大好物ですけど！！』

  『那就没问题了。』

  『じゃあ問題ないな』

  『问题可大了！！我的公众形象！！』

  『問題しかないんですけど！！私のパブリックイメージが！！』

  『事到如今还说这个？』

  『今更だろ？』

  『在人类之间，那种事情已经变成榭菈小姐的代名词了哦！！』

  『人間たちの間じゃそういうのはシエラさんって事になってるんですよ！！』

  『你考虑一下我的公众形象！！』

  『俺のパブリックイメージを考えやがれ！！』

  

  臭奥露榭……

  　オルシェめ……

  说起来奥露榭本来就没什么知名度，所以应该不要紧吧。目前她就只是个尿裤子的女神而已。

  　そもそもオルシェの知名度は殆ど無いんだから、大丈夫だろ。今のところお漏らしした女神としか認識されてないぞ。

  

  『不是尿裤子，是海啸啦！！』

  『お漏らしじゃなくて津波なんですけど！！』

  『还有冲水马桶……』

  『あとは水洗トイレ……』

  『大漩涡对吧！！？』

  『大渦ですよね！！？』

  

  呃，那个怎么看都是厕所……

  　いやぁ、アレ、もうトイレにしか見えなくて……

  

  『厕所的奥露榭小姐。』

  『トイレのオルシェさん』

  『噗呼！？』

  『ぶふっ！？』

  

  别说得像是哪来的妖怪啦，害我喷茶了！

  　どっかの妖怪みたいに言うんじゃねぇよ、噴き出しただろ！？

  我脑中顿时浮现穿着那套衣服的奥露榭。

  　思いっきりあの服着たオルシェが浮かんでしまった。

  塞丝妲那家伙，有时候就是会丢这种炸弹过来……

  　セスタのやつ、時々こういう爆弾ぶっ込んでくるんだよな……

  

  『等一下，不要把奇怪的印象散播出去啦！』

  『ちょっと、変なイメージを垂れ流さないでくださいよ！？』

  『哎，与其说是厕所，不如说是尿裤子的奥露榭吧。』

  『まあ、トイレと言うか、お漏らしのオルシェだよな』

  『更过分了！』

  『もっと酷いっ！？』

  

  呃，这个嘛，我觉得是她自作自受。之前也是……

  　いや、まあ、自業自得だと思う。この前も……

  

  『啊——！啊——！听不见——！！』

  『あー！あー！きこえないー！！』

  

  她逃走了。

  　逃げたな。

  好啦，玩笑就开到这里。

  　さて、冗談はこれくらいにして。

  问题在于这件事要怎么解决。早知道会这样，就全部推给魔法了。

  　問題はこの件をどう解決するかだな。こんな事なら全部魔法のせいにしておけばよかった。

  

  『要开一次茶会吗？』

  『一度、お茶会を開く？』

  『茶会？』

  『お茶会？』

  

  茶会啊。我不太擅长应付那种场合耶……

  　お茶会、かぁ。アレ、苦手なんだよなぁ……

  在这个世界，贵族女子的茶会常常会变成性经验告白大会。毕竟我才刚和塞丝妲结婚，当然会聊到这方面的话题。

  　この世界で貴族女子のお茶会と言えば性経験告白大会になる事が多い。俺の場合はセスタと結婚したばかりだからな。当然その話になるに決まってる。

  搞不好还会在众人面前和塞丝妲做爱。

  　下手すると、公衆の面前でセスタとのセックスを見せる事になりかねない。

  

  『没问题。别在意。』

  『問題ない。気にしない』

  『不，我会在意。』

  『いや、俺が気にするんだよ』

  

  在众人面前被看到我扭腰摆臀的模样，实在太丢脸了……

  　公衆の面前で腰振ってるの見られるとか恥ずかしすぎる……

  

  『和公主大人的性爱视频卖得很好。系列也出了这么多。』

  『姫さまとのセックス動画は売れ行き抜群。シリーズもこんなに』

  『喂——！？』

  『おぉいっ！？』

  

  我第一次听说！

  　初耳なんだが！？

  我和塞丝妲的性爱视频，什么时候出了这么多！

  　俺とセスタのセックス動画、いつの間にこんなに出てんだよ！？

  

  『不要紧，我的脸有打马赛克。』

  『大丈夫、私の顔はボカしてある』

  『我的脸不是原封不动吗！！』

  『俺の顔はそのままじゃねぇか！！』

  『因为公主大人很受欢迎。』

  『姫さまは人気だから』

  『这是什么理由啊！？』

  『どういう理由だよ！？』

  

  一般来说，这种视频不是应该遮住女生的脸吗？呃，虽然我也是女生……

  　普通、こういうのは女の子側が顔を晒すもんじゃないのか？いや、俺も女の子ではあるが……

  

  『另外，遮住公主大人的脸，对销售量的影响大概是这样……』

  『なお、姫さまの顔を隠すと売上にこのくらい影響が……』

  『呜咕……』

  『うぐ……』

  

  这个差距实在很惨。顺带一提，就算把塞丝妲的脸打马赛克，销售量也没有多大提升。无法理解。

  　流石にこの差はエグい。ちなみにセスタのボカしを外しても大して売上は上がらなかった。解せぬ。

  

  『不过，毕竟琉奈小姐的表情很贫乏嘛。虽然在一部分的狂热粉丝之间很受欢迎。』

  『まあ、リュネさんは表情が乏しいですからねぇ。一部のマニアには大人気なんですけど』

  

  说得好像我在做爱时的表情很丰富一样。

  　まるでエッチしてる俺の表情が豊かみたいに言うじゃねえか。

  

  『这是内射时的表情。这是射在嘴里时的表情，这是插进振动棒时的表情……』

  『これが私に中出ししてる時の顔。こっちがお口に出した時の、こっちがバイブを突っ込んだ時の……』

  『啊～！啊～！啊～！！够了，够了！！』

  『あー！あー！あー！！もういい、もういい！！』

  

  呜，我扮塞丝妲的时候，表情是这么淫荡吗……

  　ぐぅ、俺、セスタとしてる時こんなメス顔してたのか……

  

  『顺便一提，这是昨天在瓦特先生身上摆腰时的表情。』

  『ちなみに、こっちが昨日ヴァートさんの上で腰を振っていた時の顔ですね』

  『……好了，回到茶会的话题吧。』

  『……さあ。お茶会の話に戻ろうか』

  『咦～？再多看一点嘛！这张实在不能给你看……』

  『えー？もっと見ましょうよ！こっちなんてとても見せられない……』

  『那我就让你露出不能见人的表情。』

  『お前も見せられない顔にしてやろうか』

  『呀呜！？』

  『ぎにゃぁっ！？』

  

  谁叫你得意忘形。

  　調子に乗るからだ。

  

  『这张卖不出去。』

  『これは売れない』

  『嗯，这实在不行……』

  『まあ、流石に無理だな……』

  『啊呜……啊呜……』

  『あひ……あひっ……』

  

  不过，茶会吗？虽然心情沉重，但还是得好好谈才行。因为我想避免她们被当成犯人逮捕。

  　しかし、お茶会、か。気は重いが、ちゃんと話をしないとな。彼女達が犯人として捕まるのは避けたいからな。

 
  第１２５話：本当の欠陥

  第125话　真正的缺陷

  「承蒙邀请，深感光荣。」

  「お招きいただき光栄ですわ」

  

  代表众人致意的是雅蒂莎・兰道夫，是前述茶会的代表之一，也是伯爵千金。

  　代表して挨拶をしたのはアティシャ・ランダルフ。件の会の代表の一人で伯爵令嬢だ。

  之后是玛蒂娜・威坦、梅尼・拉达鲁姆。三人虽然都已经怀孕，但肚子还不明显。

  　その後にマティナ・ウェイダン、メイニー・ラダルムと続く。３人共既に妊娠済みだが、まだお腹は目立っていない。

  ……飘浮在她们头上的「孕」字记号，难道就没办法处理吗？

  　……あの頭上に浮かんでる［孕］ってマークはなんとかならんのか。

  

  「怎么了吗？」

  「どうかされまして？」

  「……不，没什么。」

  「……いえ、なんでもありませんわ」

  

  我慌忙把视线从头上移开。

  　慌てて頭上から目を逸らす。

  结果，掀起的裙子映入眼帘。正式的致意需要把裙子含在嘴里，不过这次是非正式的茶会，所以只是用双手掀起裙子。

  　そうすると、たくし上げたスカートが目に入る。正式な挨拶はスカートを口で咥える必要があるのだが、今回は非公式なお茶会なので両手でたくし上げるだけだ。

  或许是因为怀孕，内裤是灯笼裤。灯笼裤的情况是呈现M字开脚，用手指撑开胯下部分，这才是正确的作法，不过这次也省略了。

  　妊娠しているからか、下着はドロワーズだった。ドロワーズの場合はＭ字開脚になって股の部分を開き、膣口を指で押し広げるのが正しい作法だが、これも今回は省略している。

  另外，身份较高的一方，一般来说是不需要掀起裙子的，不过……

  　なお、身分が上の方は普通ならスカートをたくし上げる必要はないのだが……

  

  「公主大人。」

  「姫さま」

  「嗯……」

  「ええ……」

  

  因为是不讲身份的茶会，所以我也掀起裙子……好久没做，还真难为情。顺便说一下，我们这边什么都没穿。

  　無礼講という事でこちらもスカートをたくし上げる。……久々にやると恥ずかしいな。ちなみに俺達の方は何も穿いてない。

  

  「哎呀。」

  「まあ」

  「真壮观。」

  「立派ですのね」

  「好大。」

  「大きいですわ」

  

  嗯，很难为情就是了……

  　うん、恥ずかしいんだがな……

  塞丝妲是以妻子的身份参加，所以必须坐在我的大腿上含着鸡鸡，也就是所谓的「防止外遇」。因此，我已经长出了鸡鸡。

  　セスタは嫁ポジションでの参加なので、俺の膝の上でちんぽを咥え込んでいないといけない。“浮気防止”のやつだ。なので、俺は既にちんぽを生やされていた。

  

  「请不要一直盯着看……」

  「あまり見ないでくださいまし……」

  

  呃，这样很丢脸耶。

  　いや、普通に恥ずいんだよ。

  我满脸通红地坐在椅子上。

  　顔を真っ赤にしながら椅子に座る。

  

  「嗯♡」

  「んっ♡」

  

  塞丝妲坐在我的大腿上含着鸡鸡。由于体格的关系，我们采取面对面坐的体位。被温暖的肉穴包覆，我感觉到鸡鸡变得更加坚挺。

  　その上にセスタが座り、ちんぽを咥え込む。体格の関係で対面座位だ。暖かな膣肉に包まれ、ちんぽが一層硬くなるのを感じる。

  确认我们坐好之后，其他三人也各自就座。由于她们都怀孕了，所以椅子上没有准备假阳具。

  　俺達が座ったのを確認してから３人もそれぞれに座る。３人は妊娠しているので椅子にディルドーは用意されていない。

  不，如果是茶会，没有怀孕的女孩会准备假阳具。基本上未婚者会使用父亲的，已婚者或有未婚夫者则会使用对方的鸡鸡制作的假阳具。如果配偶或父亲没有参加，就由自己含着假阳具，这是礼仪。我这次是扮演男性，所以可以免除。

  　いや、お茶会だと妊娠していない女の子には用意されてるんだよ。基本的には未婚なら父親、既婚だったり婚約者が居る場合はその相手のちんぽを元に作った物を用いる。配偶者や父親と参加しない場合はそれを咥え込むのが作法だ。俺は今回は男役なので免除されているが。

  

  『欸——难得有这个机会，含着假阳具不就好了？』

  『えー、せっかくなら咥え込めばいいのに』

  『我才不要！？』

  『嫌だが！？』

  

  为什么我非得自愿含着假阳具不可？

  　なんで好き好んでディルドーを咥え込まにゃならんのか。

  

  『可是，很寂寞吧？』

  『でも、寂しいでしょう？』

  『不要说得像是嘴巴很寂寞一样！？』

  『口さみしいみたいなノリで言うんじゃねぇよ！？』

  『下面的嘴巴哦？』

  『下のお口ですよ？』

  『吵死了！？』

  『やかましいわ！？』

  

  应该说，光是塞丝妲阴道的触感就让我濒临极限了。要忍着不射精可是很辛苦的。

  　というか、セスタの膣肉の感触だけで色々と限界なんだよ。射精しないように我慢するの大変なんだぞ。

  

  『咦？男性应该可以尽情射精才对吧？』

  『え？男性はいくらでも注いで構わないはずですよね？』

  『在开始之前忍耐一下，姑且算是有礼貌的行为。』

  『一応、始まるまでは我慢するのが作法だよ』

  

  开始之后要射多少次都行，但是在开始之前射精会被视为失礼的行为。我不是很懂这之间有什么差别。

  　始まればいくらでも射精して良いが、始まる前に射精するのはマナー違反とされている。何がどう違うのかはいまいちわからん。

  

  「那么，您要跟我们谈些什么呢？」

  「それで、どの様なお話をしてくださるんですか？」

  「晚上是由谁主动邀约？」

  「夜はどちらからお誘いに？」

  「您会内射几次呢？」

  「何回くらい中出しされますの？」

  

  三名女孩在开始的信号响起的同时兴致勃勃地提出问题。然后，塞丝妲则是一板一眼地回答。呃，这样很丢脸耶！

  　始まりの合図と共に興味津々とばかりに質問してくる３人娘。そして、それに律儀に回答するセスタ。いや、恥ずかしいんだが！？

  

  「塞丝妲，你不用扭腰啦……」

  「セスタ、腰は振らなくて良いのですけれど……」

  「……实际演练？」

  「……実演？」

  

  呃，真的拜托别这样。

  　いや、マジで止めてほしい。

  三人的视线当然集中在我们身上。呜，好丢脸……

  　当然、３人の視線が俺達に集中する。くぅ、恥ずい……

  我、我想差不多该进入正题了。

  　そ、そろそろ本題に入りたいんだが。

  

  「咳咳。差不多可以进入正题……嗯嗯♡哈、啊♡」

  「こほん。そろそろ本題に入ってもよろし……んんっ♡は、あっ♡」

  「嗯♡」

  「んっ♡」

  

  就说了，这样太激烈了啦！

  　だから、激しいってば！？

  

  「嗯♡失礼了。我要进入正题了。」

  「んっ♡失礼。本題に入りますね」

  「对魔道具动手脚的人是你们。」

  「魔道具に細工したのは貴女達」

  

  喂喂喂！别突然就直捣核心啊！

  　おぉいっ！？いきなりストレートに行くんじゃねえよ！？

  三人当然都僵住了。

  　当然、３人は固まる。

  

  「请放心……嗯♡……塞丝妲，可以请你先暂停摆腰吗？」

  「安心……んっ♡してくださいな。……ちょっとセスタ、腰を振るのを一度止めていただけますか？」

  「嗯。」

  「ん」

  

  塞丝妲停止摆腰后，我大大地深呼吸让心情平静下来。呼。

  　セスタが腰を振るのを止めた後、大きく深呼吸して心を落ち着ける。ふぅ。

  不对，她抱得这么紧，平坦却柔软的胸部就压在我身上……

  　いや、そうギュッと抱きつかれると平たいながらも柔らかなお胸が押し付けられて……

  

  「公主殿下？」

  「姫さま？」

  「咳咳。请放心，我不打算公开。」

  「こほん。安心してください。公表する気はありませんわ」

  

  平常心，平常心。

  　平常心、平常心。

  实际上，这样并没有人受害。所有人都怀孕了，收为侧室。

  　実際のところ、これで被害を被った子は居ないんだよな。全員臨んだ妊娠をして側室に収まっている。

  问题是，这件事被混为一谈，和之后发生的事件一起处理。特别是发生于微妙界线上的事件。

  　問題はその後に起こった事件と混同されている事だ。特に微妙なラインで起きた事件の扱いだな。

  

  「我认为，当成魔道具的术式有问题比较好。」

  「魔道具の術式に問題があった、とするのが良いと思っていますの」

  「实际上，是有问题。」

  「実際、問題はある」

  

  嗯？怎么回事？

  　ん？どういう事だ？

  我本来打算捏造缺陷，结果变成一般的召回案件吗？

  　俺は欠陥をでっち上げるつもりだったんだが、普通のリコール案件か、これ？

  

  『因为和这次无关，所以没说，不过那个魔道具在召唤神圣魔法时，极少数情况下，处理会直接跳到奥露榭。』

  『今回とは無関係だったから言わなかったけど、あの魔道具、神聖魔法を呼ぶ時に極稀に処理がオルシェだけに飛ぶ』

  『原来如此，那么奥露榭就是犯人了。』

  『なるほど、じゃあオルシェが犯人だな』

  『等一下！』

  『ちょっとぉっ！？』

  

  不，魔道具把事情全丢给神处理是秘密，所以没什么问题吧。

  　いや、魔道具が神に丸投げしているのは秘密なんだから特に問題はないだろ。

  所以，继续说明吧。

  　というわけで、説明を続けてくれ。

  

  「那个魔道具，有极低的概率不会实行处理。」

  「あの魔道具、ごく低確率で処理が実行されないことがある」

  「那么……」

  「では……」

  「就指出这点，让事情以意外告终。」

  「それを指摘して事故で終わらせる」

  

  因为一般来说，要求会飞到所有神明那边，让某人实行，但有时候也会随机只飞到偷懒魔那边嘛。没办法。

  　普通は全ての神に要求が飛んで誰かが実行するが、ランダムにサボり魔にだけ要求が飛ぶ事があるからな。仕方ない。

  

  『呜呜，无法释怀……』

  『うぅ、釈然としません……』

  

  反正会变成是魔道具的错，所以没关系吧。因为大众形象有守住。

  　魔道具のせいになるんだから良いだろ、別に。パブリックイメージは守られるんだから。

  

  『这……是没错。』

  『それは……そうですけど』

  

  那么，就当成是这样。

  　じゃあ、そう言うことで。

  这样就解决了吧。

  　これで解決だな。

  

  「那么，继续茶会。」

  「じゃあ、お茶会の続き」

  「等……嗯嗯♡」

  「ちょ……んんっ♡」

  

  塞丝妲就像在说事情已经谈完似的，再度开始扭腰。结果，我在三人面前被榨出精液，茶会从头到尾都是我们夜晚性生活的议题。所以我才讨厌啊……

  　話は終わったとばかりに腰を振るのを再開するセスタ。結局、俺は３人の前で精液を搾り取られ、お茶会は終始俺達の夜の性活の話題で持ち切りになるのだった。だから嫌だったんだよ……

 
  第１２６話：予想外の決着

  第126话　意料之外的了结

  「那么，你是想说我们的魔道具有缺陷吗！」

  「それでは、我らの魔道具に欠陥があると言われるおつもりか！」

  

  嗯，我本来以为可以解决的，没想到却在意想不到的地方花了一笔钱。

  　うん、解決すると思ったんだけどな、思わぬ所から物入りが入った。

  

  「的确，我理解魔力路径在特定条件下会减少。但是，不是还剩下一条吗！！」

  「確かに、特定条件下で魔力のパスが減ることは理解いたしました。しかし、１本は残っているではありませんか！！」

  

  嗯，那条只连到偷懒魔啊。

  　うん、その１本はサボり魔にしか繋がってないんだよ。

  

  『等一下，你那说法！？』

  『ちょっと、言い方っ！？』

  『那么，处理实绩呢？』

  『で、対応実績は？』

  『那个，呃，没有处理过……』

  『それは、その、やってないですけど……』

  『好，证明结束。』

  『よし、証明終了』

  

  好了，回到正题吧。

  　さて、話を戻そうか。

  

  「那么，实际演练一下不就好了吗？」

  「では、実演してみればよいのではなくて？」

  

  我一边这么说，一边凑齐其他条件，在只连到奥露榭的状态下启动魔道具。魔法当然没有发动。

  　そう言いながら他の条件を揃えてオルシェにしか繋がらない状態で魔道具を起動する。当然、魔法は発動しない。

  

  『喂，这个贝儿很吵耶！？』

  『ちょっと、このベルうるさいんですけど！？』

  『亏你在那种状况下还能偷懒啊……』

  『お前、よくその状況でサボれたな……』

  『呃，那个时候和那个时候我有点乐在其中……』

  『ええと、あの時とあの時はちょっとお楽しみ中で……』

  

  也就是说，因为会妨碍自慰所以关掉警报，是吗？

  　つまり、自慰の邪魔だから警報を切っていた、と？

  

  『啊、啊哈哈……』

  『あ、あはは……』

  『这不好笑吧！？』

  『笑い事じゃないが！？』

  

  真是的，你也想想怀孕的女儿啊。

  　まったく、それで妊娠した娘の事も考えやがれ。

  在我们如此交谈的期间，魔道具周围也议论纷纷。

  　そんなやり取りをしている間に魔道具の周りでは様々な議論が飛び交っていた。

  

  「魔力确实有通过哦。」

  「間違いなく魔力は通っているぞ」

  「这是怎么回事？」

  「これはどういう事だ？」

  「难道是未知的故障？」

  「もしや未知の不具合が？」

  「是魔力在某处扩散了吗？」

  「魔力がどこかで拡散しているのか？」

  「可是，这条1号线怎么看都很正常啊？」

  「だが、この１ラインはどう見ても正常だぞ？」

  「那么，为什么没有效果呢？」

  「では、なぜ効果が出ないんだ？」

  

  嗯，会感到疑问也是当然的。不过，魔道具本身有在正常运作，只是通知被无视了而已。

  　うん、疑問に思うよな。まあ、魔道具としてはちゃんと動いているんだよ。通知を無視されているだけで。

  然而，其中一人露出像是察觉到什么的表情。呜，有不好的预感……

  　だが、その中の一人が何かに気付いたような顔をした。う、嫌な予感が……

  

  「该不会是榭菈大人的随兴之举吧？」

  「もしや、シエラ様の気まぐれでは？」

  

  喂，喂喂喂！

  　って、おぉいっ！？

  那是什么危险的词汇啊！

  　なんだその不穏な単語は！？

  

  「如果是这样，就表示怀孕是榭菈大人的旨意吗？」

  「とすれば、妊娠はシエラ様の思し召しということか」

  

  不，等一下！

  　いや、ちょっと待って！？

  为什么说得好像我期望怀孕一样啊！

  　なんで俺が妊娠を望んだみたいになってんだよ！？

  

  「以前也发生过类似的事情。当时榭菈大人有下达神谕……」

  「以前にも似たような事はあった。その時はシエラ様から神託が……」

  

  ……喂，我不记得有下达过那种神谕啊？

  　……おい。そんな神託をした覚えはないが？

  

  『呃，那个，就是那个嘛，我因为希望她能稍微怀孕一点，所以停止了魔法……』

  『いえ、その、アレですね、ちょっと妊娠して欲しくて魔法を止めた事が……』

  『然后呢？』

  『それで？』

  『因为事情闹大了，所以就用榭菈小姐的名字下达神谕……』

  『大事になったのでシエラさんの名前で神託を……』

  『用你自己的名字啦！』

  『自分の名前でやれよ！？』

  『我才不要！我的公众形象会崩坏的啊！』

  『嫌ですよ！？私のパブリックイメージが崩れるじゃないですか！！』

  『所以你才要考虑到我的公众形象啊！』

  『だから、俺のパブリックイメージの事を考えやがれっ！？』

  

  说真的，是不是该把所有事情都翻出来重新调查一遍比较好啊？

  　ホント、一度全部洗い出した方が良いんじゃないだろうか。

  不管怎样，现在要讨论的是魔道具。

  　ともあれ、今は魔道具の話だな。

  

  「不，那个，应该只是有缺陷吧……」

  「いえ、その、普通に欠陥なのでは……」

  「不不不，过去也有过这样的案例。原来如此原来如此，我怎么会没想到呢？」

  「いえいえ、過去にも事例はありましてな。なるほどなるほど、なぜこれに思い至らなかったのか」

  「毕竟神殿也有『一旦发生什么事，就去找榭菈大人』这样的教训呢。」

  「神殿にも、何か起きればシエラ様、という教訓がありますからな」

  

  我试着否定，想说至少要抵抗一下，却没能阻止话题继续下去。

  　せめてもの抵抗とばかりに否定してはみたものの、話の流れを止める事はできなかった。

  事情为什么会变成这样？

  　どうしてこうなった。

  还有，那边的神官，我已经记住你的长相了。

  　あと、そこの神官、お前の顔は覚えたからな。

  

  「既然榭菈大人都这么希望，那就没办法了。」

  「シエラ様が望まれたのであれば仕方がありませんな」

  「那么，这件事就到此为止。」

  「それでは、この件は落着ということで」

  

  事情就在我们交谈的期间得到解决，神殿和王家都愿意给予补偿。

  　そうしているうちに話もまとまり、神殿と王家から補償がなされる事になった。

  唯独在提到我的名字后，事件就轻易地解决这件事，让我有点无法接受……

  　俺の名前が出た途端に事件があっさりと片付いてしまったのだけはなんか納得が行かねぇ……

  

  『是神德呢！』

  『神徳ですね！』

  『你只是想用好听的说法蒙混过去吧？』

  『いい話にして誤魔化そうとしてるだろ、お前』

  『才才才、才没有这回事呢？』

  『そそそ、そんな事はないですじょ？』

  『稍微反省一下吧，好吗？来，数数你的罪过吧！！』

  『ちょっと反省してよう、な？さぁ、お前の罪を数えろ！！』

  『嗯叽！？子宫、子宫啊！？』

  『んぎぃっ！？子宮が、子宮がぁっ！？』

  

  我将螺旋桨传送到她的子宫内，这已经逐渐变成惯例了。这次我姑且先传送到和她谎报的人数一样。

  　もはや定番となりつつある子宮内へのローターの転送である。今回はとりあえず俺の名前を騙った数だけ転送してみた。

  不过，还是得好好惩罚她才行。虽然不知道会有多大的效果。

  　まあ、お仕置きはちゃんとしておかないとな。どれほど効くかは怪しいが。

  

  『等一下，还在增加耶！』

  『ちょっと、まだ増えていくんですけど！？』

  『呃，你到底谎报了多少人啊！』

  『いや、どれだけ騙ったんだよ！？』

  

  用螺旋桨把人打成大肚腩，到底对谁有好处啊！？

  　ローターでボテ腹とかホント誰得だよ！？

  由于她完全没有要停下来的迹象，我只好强制中断了。这家伙到底干了什么好事啊……

  　一向に止まりそうになかったので流石に強制的に中断させる。どんだけやらかしたんだよ、こいつ……

  

  『如果不是神，早就当场死亡了。』

  『神じゃなければ即死ですよ』

  『会犯下这么多罪行的人，大概也只有你了吧？』

  『そんな数の罪を犯してるのはお前くらいだからな？』

  『那可不一定哦？像是这个女人……』

  『そうでもないですよ？この女とか……』

  『呜哇！？怎么会有这么多罪行……』

  『うわっ！？なんでこんなに罪状が……』

  

  我心想再怎么说应该也不会超越奥露榭，于是看了罪犯的状态栏，结果上面记载的犯罪经历多到令人难以置信。从结婚诈欺到仙人跳，最后甚至还有强盗杀人……

  　流石にオルシェ超えはないだろうと思って罪人のステータスを見たんだが、そこにはありえないほど山のように犯罪歴が記載されていた。結婚詐欺に美人局、果ては強盗殺人まで……

  

  『呃，这个巨乳罪是什么鬼？』

  『って、なんだこの巨乳罪って』

  『有什么关系呢？这么多罪行，多一个也无所谓吧。』

  『良いじゃないですか、この数なら１つくらい増えても一緒ですよ』

  『呃，嗯，我不否认这样凑牌型很爽啦……』

  『いや、まあ、数え役満なのは否定しないが……』

  

  不过，把这种事算成罪行也太……

  　それにしても、流石にそれを罪にカウントするのは……

  

  『这个女孩隆过胸。』

  『この娘、豊胸してる』

  『好，算她一条罪。』

  『よし、罪に数えようか』

  

  毕竟这是死后灵魂的去向，跟地上的法律有各种不同也是无可奈何。事实上，隆过胸的灵魂无法直接回收再利用。不过，这与其说是巨乳罪，不如说是隆胸罪。

  　まあ、死後の魂の行方の話だからな。地上の法とは色々と異なる部分があるのは仕方ない。実際、豊胸を行った者の魂はそのままでは再利用できないんだよなぁ。ただ、巨乳罪と言うよりは豊胸罪だけど。

  

  『不过既然犯下了这么多罪行，反正也得彻底净化。』

  『まあ流石にここまで罪を犯していると、どうせ徹底浄化が必要なんですけどね』

  『这里没办法净化隆胸。』

  『豊胸の浄化はここじゃ無理』

  

  说得也是，得找业者来才行。啊啊，又要花钱了……

  　そうなんだよな。業者呼ばないと。ああ、出費がぁ……

  另外，为了节省成本，众神全体出动进行净化作业的结果，就是除了各种凶恶的犯罪之外，所有神明都下达了「绝对不能丰胸」的神谕，这又是另一段故事了。

  　なお、コスト削減のために神々総出で浄化作業を行った結果、各種凶悪な犯罪に加えて『豊胸ダメ、絶対』という神託がすべての神々から出される事になったのは別の話。

  

 
  第１２７話：避妊魔法事件の顛末

  第127话　避孕魔法事件的始末

  「公主殿下，非常感谢您！」

  「姫様、ありがとうございます！」

  

  我为了补偿避孕魔法的受害者们，和爱夏一起巡回全国，其中也有我认识的人。

  　避妊魔法の方の被害者達への補償のためにアーシャと一緒に全国を回っていたのだが、その中に見知った顔があった。

  是米尔克雷尔边境伯的千金，莉娜・米尔克雷尔。这么说来，她取回母亲后，终于开始性教育了吧。结果却马上怀孕，真是场灾难。

  　ミルクレイル辺境伯の令嬢、リーナ・ミルクレイルだ。そう言えば母親を取り戻してやっと性教育が始まったんだったか。その途端に妊娠とは災難だったな。

  

  『嗯，她很高兴。』

  『ん、喜んでる』

  『啊……』

  『あー……』

  

  嗯，我本来就觉得她有恋父情结。

  　まあ、ファザコンの気はあるとは思ってたんだよな。うん。

  她跟其他受害者一样，被迎为父亲的侧室。虽然家臣们对于迎娶侧室这件事褒贬不一……

  　彼女は他の被害者達と同様、父親の側室として迎え入れられる事になっている。妾腹の娘を側室にする事には家臣たちの中で賛否があったようだが……

  

  『但下一任当家露修娜小姐一句话就轻易地认可了。』

  『次期当主であるルシュナさんの一声であっさり認められたそうですね』

  『那家伙也太喜欢姐姐了吧。』

  『あいつ、姉好き過ぎだろ』

  『真是美丽的姐妹爱。』

  『美しい姉妹愛ですネ』

  『……』

  『……』

  

  对姐姐说「成为我的新妈妈吧」，这真的能说是姐妹爱吗……

  　姉に“新しいお母さんになってね”と言うのは、はたして姉妹愛と言って良いのだろうか……

  

  『在榭菈小姐肉体里的莱娜小姐的母亲，也是她的亲姐姐哦。』

  『シエラさんの肉体のラナさんのお母さんだって実姉ですよ？』

  『不，那只是普通的亲生母亲……』

  『いや、それは普通に実母なわけで……』

  

  不行，我开始混乱了。

  　駄目だ、混乱してきた。

  是啊，姐姐是母亲，这很普通啊……

  　そうだよな、姉が母親なのは普通だよな……

  

  『只差一岁的母女爱，真不错。』

  『１歳差の母娘愛、良いですね』

  『果然不普通！？』

  『やっぱ普通じゃねえっ！？』

  

  我差点就被骗了。

  　危うく騙されるところだったわ。

  

  『顺带一提，这次的事件中，好像也有妹妹变成母亲的例子哦。』

  『ちなみに、今回の事件で妹が母親になったりもしてるみたいですよ』

  『我已经搞不清楚什么是什么了……』

  『もう何が何やら……』

  

  如果是已经有妻子的案例，就会成为侧室。即使如此，一般还是会把她当成第二个母亲，而不是妾。

  　既に妻が居るケースでは側室に入る事になる。それでも妾と違って２人目の母として扱うのが一般的だ。

  其中也有母亲已经过世，成为继室的例子……

  　中には既に母親が鬼籍に入っていて後妻になる、なんてケースも……

  

  『双胞胎姐妹都成为父亲的侧室，互相称呼对方为母亲，真是令人兴奋呢。』

  『双子の姉妹で父親の側室に入って互いにお母さん呼びするのは滾りましたネ』

  『那是什么玩法啊……』

  『どういうプレイだよ、それ……』

  

  你真的不是故意的吗……？

  　お前、ホントにわざとやったわけじゃないよな……？

  

  『关于那件事，开发公司有提出补偿。』

  『例の件については開発元から補償が出た』

  『嗯，奥露榭不可能吧。』

  『まあ、オルシェには無理か』

  『我好像听到什么失礼的话！？』

  『なにか失礼なこと言われた気がするんですけど！？』

  

  我感觉到众神对我的话大大点头。我被部下信赖了呢，就负面意义来说。」

  　俺の言葉に神々が大きく頷いているのを感じる。部下に信頼されているな、悪い意味で。

  

  『太过分了！』

  『酷いですよ！？』

  

  要是平常有在工作，就不会发生这种事了吧。

  　普段から仕事してればこんな事にはならなかったろうに。

  

  「话说回来，令堂现在怎么样了？」

  「そう言えば、お母様はどうされていますか？」

  「她成为我的女儿，由我收养。」

  「私の娘として引き取ることになりました」

  

  这么说来，我问了被救出的她的母亲怎么样了，得到了意料之外的回答。这是怎么回事！？

  　そう言えば助けた彼女の母親はどうなったか、と訊いてみたら予想外の答えが返ってきた。どういう事だよ！？

  

  「那个……因为监禁的关系，她退化成幼儿了。再加上祖母的洗脑，必须从头开始教育。」

  「その……監禁のせいでだいぶ幼児退行していまして。あの祖母からの洗脳もあったので一から教育が必要だったのです」

  「为什么这样就能收养母亲为女儿？」

  「どうしてそれで母を娘として引き取ることに？」

  「因为需要贵族籍。」

  「貴族籍が必要だったもので」

  

  要让莉娜接受贵族教育，似乎必须收养她为养女。当初预定收养她为米尔克雷尔边境伯的养女，但好像有不少势力反对边境伯收养养女，莉娜在那起事件中怀孕成为侧室，便顺水推舟地决定了这次的事情。

  　貴族教育を受けさせるにあたり養女にする必要があったらしい。当初は父親であるミルクレイル辺境伯の養女にする予定だったのだが、辺境伯の養女にする事に反対する勢力がそれなりに居たようで、例の事件でリーナが妊娠して側室になったので渡りに船とばかりに今回の件が決まったようだ。

  因为侧室带来的孩子不会产生继承权嘛。

  　側室の連れ子なら継承権が発生しないからな。

  

  「母亲大人叫我叫她养母大人，父亲大人则比平常更兴奋。」

  「母様にお義父様と呼ばれて、お父様ったらいつも以上に興奮していました」

  

  哦、哦，这样啊，因为性教育会由父亲来做吗？不过，情报大洪水耶。『

  　お、おう。そうか、性教育は父親がする事になるからか。しかし、情報が大洪水だな。

  

  『希望大洪水只限于失禁或爱液呢。』

  『大洪水はおもらしか愛液だけにしてほしいですね』

  『失禁是你的拿手好戏吧？』

  『おもらしはお前の十八番だろ』

  『好过分！』

  『酷い！？』

  

  谁教你说了这种会最快以回旋镖的方式回敬自己的话。

  　最速でブーメランが返ってくるような事を言うお前が悪い。

  

  『顺带一提，我偷窥了那种玩法，然后失禁了。』

  『ちなみに、そのプレイを覗き見しておもらししてた』

  『露涅小姐，你为什么要爆料！』

  『リュネさん、なんでバラすんですか！？』

  『大家忙着止洪。』

  『みんな、洪水止めるのに大忙し』

  『好，说详细点。』

  『よし、詳しく』

  

  看来奥露榭尿床差点引发洪水，诸神为了调整水位而疲于奔命。似乎有女神想起了当时的事，正抱着头苦恼。嗯，得给她们特别奖金才行。

  　どうやらオルシェのおもらしで洪水が起きかけたらしく、神々が水位の調整に奔走する羽目になったらしい。その時の事を思い出したのか、頭を抱えている女神も居るな。うん、特別ボーナス出さないとな。

  

  『哪里有那么多钱啊！？』

  『どこにそんなお金があるんですか！？』

  『就扣你的零用钱啊。』

  『お前の小遣いの差し押さえだが？』

  『我已经被扣了好几年了耶！？』

  『もう何年も差し押さえられてるんですけど！？』

  

  呃，那是你自作自受吧。

  　いや、自業自得だろ。

  

  『不想被扣就穿上尿布自慰吧。』

  『嫌ならおむつでも履いて自慰しろよ』

  『那是哪门子的羞辱啊！！？』

  『どんな辱めですか！！？』

  『我觉得羞辱你也没有人会想看。』

  『お前を辱めても需要はないと思うぞ』

  『好过分！？』

  『酷い！？』

  

  光是尿布就已经够特殊了，还是奥露榭的尿布……

  　おむつってだけでも特殊なのに、それがオルシェじゃなぁ……

  不过，说不定有人有特殊的癖好。

  　まあ、特殊な趣味の奴は居ないとも限らないが。

  

  『购买数0件。』

  『購入数０件』

  『不要让我想起来啦！！？』

  『思い出させないでくださいよ！！？』

  

  塞丝妲似乎察觉到我的想法，精准地说出刺激奥露榭心灵创伤的话。喂，你下手也太狠了吧。

  　俺の考えを察したのか、セスタが的確にオルシェのトラウマを刺激する言葉を吐く。容赦ないな、おい。

  

  「公主殿下也是父王的孩子，希望您也能生个孩子。」

  「姫様もお父様の子供、産めると良いですね」

  「不、不是，那个，目前还没有这个打算……」

  「い、いえ、その、今のところその予定は……」

  

  我和奥露榭她们聊着聊着，不知不觉就聊到奇怪的话题了。

  　オルシェ達と話しているうちにいつの間にか変な話になっていた。

  虽然我和拉塞莱娜王后已经是竿姐妹，但目前并没有打算怀瓦特王父的孩子……

  　既にラゼラナ母様とは竿姉妹になっているとはいえ、ヴァート父様の子供を妊娠する予定は……

  

  『姐妹是竿姐妹……』

  『姉妹で竿姉妹……』

  『不要在奇怪的地方被戳中笑点啦！？』

  『変なところでツボに入るんじゃねぇ！？』

  

  不，我真的没有那种计划，嗯。毕竟我还没有决定要嫁给谁。」

  　いや、ホントにその予定はないんだよ、うん。一応、俺の旦那が誰になるかはまだ決まっていないからな。

  

  「这样啊。怀上父亲大人的孩子非常幸福，我也希望公主能体验看看。」

  「そうなのですね。お父様の子供を孕むのはとても幸せなので、姫様にも味わってほしかったのですが」

  「不，呃，嗯……」

  「いや、まあ、うん……」

  

  我自己就是瓦特大人的女儿拉塞莱娜王妃的孩子。

  　自分自身がヴァート父様とその娘であるラゼラナ母様の子供ではあるんだがな。

  话虽如此，这也有政治上的考量。初潮来的时候就会决定吧。

  　とはいえ、その辺は政治的な話もあるからな。初潮が来る頃には決まっているだろう。

  之后，我始终听着莉娜和她父亲夜晚的恩爱故事，回过神来，时间已经很晚了，于是结束了对米尔克莱家的访问。

  　その後は終始リーナとその父親の夜の惚気話を聞かされ、気がつけば良い時間になったのでミルクレイル辺境伯家への訪問を終えたのだった。

  边境伯？嗯，他那天不在。那个国家好像又在国境附近搞事了。

  　辺境伯？うん、その日は居なかったんだよ。例の国がまた国境付近で何かやらかしたみたいでな。

 
  第１２８話：戦火

  第128话　战火

  靠近国境的某个城镇正在燃烧。

  　国境に近いとある街。そこが燃えていた。

  话虽如此，那并不是我们国家的城镇。而是邻国……那个约修玛圣教国。

  　と言っても、うちの国の話じゃない。隣国……例のヨシュマ聖教国だ。

  这就是边境伯爵会驻守国境的原因。

  　これが辺境伯が国境に詰めている原因だ。

  

  『是内乱吗？』

  『内乱ですかねー』

  『嗯，因为那次远征失败，那个国家在各方面都摇摇欲坠。』

  『まあ、例の遠征失敗であの国は色々とガタガタだからな』

  

  执掌国家的原理派——「所有人类都应该信仰我们的神」——的向心力降低，「只要不侵犯我们的信仰，就应该认同其他宗教的存在」的融合派开始抬头。拜此所赐，国家各地都发生了内乱。

  　国を牛耳っていた“すべての人間が自分達の神を信じるべき”という原理派の求心力が低下し、“自分達の信仰が侵されない限りは他の宗教の存在を認めるべき”という融和派が台頭してきた。おかげで国のあちこちで内乱が起きている。

  现在正在燃烧的是融合派的城镇。原理派对跟随融合派的领主发动了攻击。

  　今燃えているのはそんな融和派の街だ。融和派についた領主に原理派が攻撃を仕掛けたのだ。

  

  『不过，他们没有义务帮助不信仰神的人们就是了。』

  『まあ、神を信仰しない人達を助ける義理はないんですけどね』

  『你真是差劲透顶。』

  『最低だな、お前』

  『他们应该也不想被异教的神所救吧？』

  『彼らも異教の神に助けられたくないんじゃないですかね？』

  

  嗯，他们想不想被我们所救，确实又是另一回事。

  　まあ、確かに彼らが俺達に救済されたいかはまた別の話だが。

  不过，这样好吗？好像也有幼女在耶？

  　でも、良いのか？幼女も居るみたいだが？

  

  『如果有生命危险，我会救人的哦。』

  『命の危機があれば助けますよ？』

  『真心话呢？』

  『本音は？』

  『我反而很欢迎强奸。』

  『レイプまではむしろウェルカム』

  

  这家伙真的差劲透顶。

  　ホント最低だな、こいつ。

  

  『不过，我可没有那种兴趣，所以会救那种人就是了。』

  『リョナは趣味じゃないのでそういうのは助けますけどね』

  『嗯，那倒是。』

  『まあ、流石にな』

  

  色色的可以，但有点不想碰血腥的。

  　エロいのは良いがグロいのはちょっと、な。

  

  『好了，如果想得救的话，就祈祷“奥露榭大人最棒了！”』

  『さあ、助かりたかったら“オルシェ様最高！”と祈るのです』

  『你这人也太差劲了吧！？』

  『最低だな！？』

  

  别若无其事地想把自己的信徒变成奴隶啊！？

  　しれっと自分の信者にしようとするなよ！？

  

  『欸——？要我做白工有点……』

  『えー？タダ働きはちょっと……』

  『不，你就帮帮他们吧。』

  『いや、助けてやれよ』

  『真拿你没办法……毕竟只有幼女嘛。』

  『仕方ありませんね……幼女だけですからね』

  『不，你本来就是只帮幼女吧。』

  『いや、そもそもお前、幼女しか助けてないだろ』

  

  至于使用丰乳魔法的家伙，感觉她反而积极地想把她们杀掉。

  　豊胸魔法を使ってる奴に至ってはむしろ積極的に殺しにかかってる感はある。

  

  『因为，那个，是成本高涨的原因嘛？』

  『だって、あれ、コスト圧迫の原因ですし？』

  『是没错啦。』

  『まあ、な』

  

  丰乳魔法是那个巨乳派高等精灵所创造的拟似魔法。创造出来是很好，但对精灵当然没有效果，研究也中断了。后来魔法流传到人族，直至今日。顺带一提，在信仰我们诸神的国家里，这大致上是违法的。

  　豊胸魔法は例の巨乳派ハイエルフが作り出した疑似魔法だ。作ったはいいが当然エルフには効果がなく研究も中断された。それが人族に流出し今に至る。ちなみに俺達神々を信仰する国では概ね違法。

  

  『我只是稍微派了暴徒去攻击幼女而已哦？幼女得救，巨乳也毁灭，可说是一石二鸟……不，施暴者也会死，所以是一石三鸟吧？』

  『幼女に向かう暴漢をちょいっと差し向けてるだけですよ？幼女も助かって巨乳も滅ぶので一石二鳥……いえ、ヤッた人も死ぬので一石三鳥ですかね？』

  

  毕竟使用丰乳魔法的家伙跟幼女做爱的话，会有被压死的风险啊……

  　豊胸魔法を使ってる奴とヤると腹上死のリスクがあるからな……

  

  『比起那种事，你快看那边。』

  『そんな事よりあっち見てくださいよ』

  『嗯？』

  『ん？』

  『幼女要被强暴了。』

  『幼女へのレイプが始まるところです』

  『喂，你为什么说得那么开心！？』

  『おい、なぜ嬉々として言った！？』

  

  不过，既然奥露榭没有阻止，应该没有生命危险吧。

  　まあ、オルシェが止めてない時点で命の危険はないんだろうけど。

  奥露榭所指的方向，有两名女孩和包围她们的男人们。

  　オルシェが指し示した先に居たのは２人の女の子とそれを囲む男達だ。

  

  「看吧，这就是冒渎神明之人的下场！」

  「見よ、これが神を冒涜した者達の末路だ！」

  

  看似姐妹的少女们被锁链系在一起，锁链的另一端绑在柱子上。她们的衣服被剥光，身上连一件薄布都没穿。从头发的光泽和散落在四周的装饰品来看，可以得知她们的身份十分高贵。

  　姉妹と思しき少女達は鎖で繋がれ、その鎖の先は柱に括りつけられている。服は剥ぎ取られ、その身体には薄布一枚すら身に着けていない。髪の艶や辺りに散らばっている装飾品から見ると高貴な身分である事が伺える。

  

  「现在开始对这些人施以教育！！」

  「今からこの者たちに教育を施す！！」

  

  说出这句话的是身穿神官服的胡子男。他露出下半身，一副做好万全准备要上的样子。

  　そう口にしたのは神官衣を纏った髭面の男。下半身を露出させ、ヤる準備は万端と言った感じだ。

  

  「老爸，我要这边的。」

  「親父、俺はこっちを貰うぜ」

  「要说『施以教育』。」

  「教育を施す、と言いなさい」

  「对哦，教育教育。」

  「そうだったな、教育教育、と」

  

  看似神官之子的男人毫不掩饰好色的模样，边说边抚摸年幼女孩的屁股。

  　神官の息子と思しき男は好色そうな様子を隠しもせず、そう言って幼い方の娘の尻を撫でる。

  

  「咿呜……」

  「ひぅっ……」

  

  少女因不快感而扭动身体，但被锁链系住的她无法逃走。

  　少女は不快感に身を捩るが、鎖に繋がれ逃げる事もままならない。

  

  「放心吧，我会好好用上能让你舒服的药。」

  「安心しな、ちゃんと気持ち良くなる薬は使ってやるからよ」

  「神药。」

  「神薬、だ」

  「抱歉抱歉，神药神药。」

  「わりぃわりぃ、神薬神薬、と」

  

  他边说边将粘稠的液体涂在少女的穴内。

  　そう言いながらドロリとした液体を少女のまんこに塗り込む。

  

  「咕、嗯♡」

  「く、ぅんっ♡」

  「嘿嘿，看来确实有膜呢。」

  「へへ、しっかりと膜もあるみたいだな」

  

  他边说边仔细地将药涂进去。从粘膜吸收的药会立即生效。

  　そう言いながら丹念に薬を塗り込んでいく。粘膜から吸収された薬は即効性で直ちに効果を発揮する。

  

  「哈、啊♡」

  「は、あっ♡」

  「嗯♡呀♡」

  「んっ♡やっ♡」

  

  穴口像是吸住手指般一缩，粘稠的爱液溢出流过双腿。

  　膣口は指に吸い付くようにヒクつき、とろりとした愛液が溢れて脚を伝う。

  

  「看啊，她已经开始扭腰了。」

  「見ろよ、もう腰をくねらせ始めてるぜ」

  「实在不觉得她没含过男人。」

  「男を咥え込んだ事がないとは思えねぇな」

  「这药还是一样有效。」

  「相変わらずえげつない薬だぜ」

  

  大概是重复过好几次这种事，周围的人也一副司空见惯的模样，笑嘻嘻地看着少女无法抵抗快感的模样。

  　何度もこういう事を繰り返しているのだろう、周囲の連中もいつもの光景とばかりに少女が快楽に抗えない様をニヤニヤと眺めている。

  

  「看来准备好了。」

  「準備は良いようだな」

  「是啊，万无一失。你看。」

  「ああ、万端だぜ。見ろよ」

  

  男人说完用手指撑开小穴，处女的证明，以及明明是处女却渴求着连见都没见过的肉棒而蠢动的肉壁便显露出来。

  　そう言って男が指でまんこを広げると、処女の証と、処女にも関わらず未だ知りもしないちんぽを求めてヒクヒクと蠢く膣肉が顕になる。

  

  「那么，就赐予这个不信神的人神的慈悲吧。」

  「では、この不信心者に神の慈悲を与えよう」

  

  神官与他的儿子边说边将刚直插入少女的小穴。

  　そう言いながら剛直を少女のまんこに充てがう神官とその息子。

  凌辱就此开始。

  　そうして凌辱が始まった。

  

 
  第１２９話：凌辱

  第129话　凌辱

  「不要！？姐姐，姐姐！！」

  「いやぁっ！？お姉ちゃん、お姉ちゃん！！」

  「住手！？」

  「やめてっ！？」

  

  两人抱在一起，背后却插着一根硬邦邦的东西。结合处流下了一丝鲜红……

  　２人抱き合うような形で背後から剛直をねじ込まれる。苦悶の表情と共に結合部から流れる一筋の赤い筋……

  她们的年龄分别是11岁和10岁，这个年纪还是处女有点奇怪。

  　年齢的には１１歳と１０歳なので、この年で処女なのは若干違和感を感じるな。

  

  『那个国家的贵族在这个年纪也是处女呢。可以看到处女膜破裂的同时怀孕，感觉有点赚到了呢。』

  『あの国の貴族はこの年でも処女なんですよね。処女喪失と同時に妊娠するのが見れるので、ちょっとお得感がありますね』

  『你该不会放着那个国家不管的理由是……』

  『お前まさか、あの国を放置してる理由って……』

  『你、你在说什么呢？』

  『な、なんのことですかねー？』

  

  这个女神真是差劲透了。

  　ほんと最低だよ、この女神。

  

  「不、不要！？啊！？住手，拔出来！？」

  「い、ぐっ！？あっ！？やめて、抜いてぇっ！？」

  「肚子好热……」

  「おなか、あついよぅ……」

  

  由于药物的作用，处女膜破裂的疼痛感也消失了，甚至感觉到了快感。刚才还是处女的洞穴中，处女膜破裂的血液和大量的爱液一同溢出，发出淫荡的水声。

  　薬のせいで破瓜の痛みもなく、むしろ快感すら感じている。さっきまで処女だった穴からは破瓜の血と共に大量の愛液が溢れ、淫らな水音を響かせている。

  

  『对了，妹妹的初潮比姐姐先来了呢。』

  『そう言えば、妹さんの方が初潮が先に来てるんですよね』

  『是吗？』

  『そうなのか？』

  『不过，姐姐今天也是第一次排卵。第一次做爱就在第一次排卵日第一次体内射精，第一次怀孕，今天就吃红豆饭庆祝吧。』

  『まあ、お姉ちゃんの方も今日が初めての排卵の予定なんですけどね。初セックスで初排卵日に初膣内射精で初妊娠、今日はお赤飯でお祝いですね』

  『不要庆祝第一次强奸啊！？』

  『初レイプを祝うんじゃねぇよ！？』

  

  话说，你干得不错嘛……？

  　と言うかお前、やったな……？

  被强奸的日子正好是第一次排卵，以偶然来说也太巧了。

  　レイプされる日に初排卵とか、偶然にしては出来すぎだろ。

  

  『不过，排卵日有经过调整哦？只是稍微提早了一点而已。只有妹妹怀孕的话，她不是很可怜吗？』

  『まあ、排卵日は調整しましたけどねー？ちょっと早めたくらいですよ？妹さんだけ妊娠なんて可哀想じゃないですか』

  『你的意思是，不想要的怀孕就不算可怜吗……』

  『望まぬ妊娠は可哀想じゃないというのか……』

  『怀孕是件好事哦？』

  『妊娠は望ましいことですよ？』

  『从你口中说出来，听起来就不像普通的怀孕……』

  『お前が言うと普通の意味に聞こえないな……』

  

  顺带一提，妹妹今天会排卵是因为药物的关系。那个春药里含有诱发排卵的成分。那些神官似乎就是用这种方式让中意的女孩子怀孕，再把她们变成性服务奴隶。

  　ちなみに妹の方が今日排卵してるのは薬のせいだな。例の媚薬に排卵を誘発する成分が入ってる。あの神官達はこうやって気に入った女の子を妊娠させては性奉仕奴隷に堕としているらしい。

  

  『大肚子少女努力地舔着鸡鸡，让我稍微高潮了一下。』

  『ボテ腹の少女が健気におちんぽ舐めてるのは軽くイッちゃいましたね』

  『你又来了……』

  『漏らしてた』

  『又来了……』

  『またか……』

  『为什么要说出来！？』

  『なんでバラすんですか！？』

  

  我说啊，至少在床上检查影像吧。不要在控制室里做这种事……

  　そう言う映像チェックはせめてベッドの上でやれよ。コンソールルームでヤるんじゃねぇ……

  

  『因为房间里的终端装置容量不够啊！？请买新的终端装置给我啦！？』

  『だって、部屋の端末じゃ容量が足りないんですよ！？新しい端末を買ってくださいよ！？』

  『我哪有办法花那么多钱在自慰用的终端装置上！？』

  『自慰用端末にそんなコストかけれるか！？』

  

  这个没用的女神真是的。

  　まったく、この駄女神は。

  话说回来，这家伙现在是在哪里看啊？

  　そう言えばこいつ、今どこで見てるんだ？

  

  『没问题，我有带尿布！！』

  『大丈夫です、おむつ持参してますから！！』

  『……』

  『……』

  

  是讨厌胡萝卜的人吗？

  　人参嫌いな人かな？

  话说回来，她只是有带而已……不，还是别想了。

  　と言うか持ってきてるだけ、とかじゃ……いや、考えるのは止めよう。

  

  「老爸，这家伙已经开始娇喘了。她是不是本来就很有淫乱的天赋？」

  「親父、こいつもう喘ぎ始めてるぜ。元から淫乱の素質があったんじゃねぇ？」

  「她姐姐虽然嘴上说不要，但小穴却紧紧地夹着肉棒」

  「姉の方も口では嫌がっているが媚肉はきゅうきゅうと絞めつけてきておるわ」

  

  可能是药效太强了，妹妹一边抱着姐姐一边开始扭腰。她配合着从后面传来的撞击，自己也扭动着腰，享受着肉棒顶到阴道壁上最舒服的地方。

  　薬の影響が強いのか、妹の方は姉にしがみつきながら腰を振り始めている。後ろから打ちつけられるのに合わせて自分も腰を振り、ちんぽが膣壁の気持ちいい所に当たるのを楽しんでいる。

  姐姐虽然还在抗拒，但每当肉棒快要拔出来的时候，她的阴道就会拼命地夹紧，不让肉棒拔出来。

  　姉の方は未だに嫌がってはいるが、膣肉はちんぽが抜かれそうになる度に必死で絞めつけて抜けないようにしている。

  

  「不要，不要，拔出来！？」

  「いや、いや、抜いてぇ！？」

  「你嘴上这么说，但只要我一拔出来，你就会拼命地抵抗不是吗？嗯？」

  「そうは言うが、抜こうとすれば必死に抵抗するではないか？ん？」

  「姐姐，好舒服，好舒服啊♡嗯嗯♡」

  「お姉ちゃん、きもちいい、きもちいいよぅ♡んんっ♡」

  「哈，妹妹真是诚实啊！」

  「はっ、妹の方は正直だな！」

  

  肉与肉的撞击声，淫荡的水声，以及惨叫和娇喘声。

  　肉と肉が打ち合う音、淫らな水音、そして悲鳴と喘ぎ声。

  每当腰部被撞击，互相拥抱的两人平坦的胸部就会互相摩擦，每当乳头缠在一起，就会勃起。

  　腰が打ちつけられる度に抱き合った２人の平らな胸が擦り合わされ、乳首が絡み合う度にピン、と勃っていく。

  

  「姐姐，姐姐，嗯嗯♡」

  「お姉ちゃん、お姉ちゃん、んんっ♡」

  「嗯噗！？」

  「んぷっ！？」

  

  妹妹顺从快感，贪图着姐姐的嘴唇。她把舌头伸进去，蹂躏着口腔。

  　妹の方が快楽のままに姉の唇を貪る。舌を差し込み、口内を蹂躙する。

  

  「来，再给你加点药，好好品尝吧。」

  「ほら、薬の追加だ、よく味わえ」

  

  浓稠的液体流进两人的口中。妹妹将液体灌进姐姐口中，用舌头抹开。

  　そんな二人の口にドロリとした液体が流し込まれる。それを妹の方が姉の口内に流し込み、舌で塗り込んでいく。

  

  「哈啊♡不行，要疯掉了♡」

  「はぁん♡だめ、おかしくなるよぅ♡」

  「姐姐，舒服吗？」

  「お姉ちゃん、気持ちいい？」

  「好舒服，好舒服哦♡」

  「気持ちいい、気持ちいいよぅ♡」

  

  可能是媚药的追加让姐姐也迎来极限，她也被快感吞噬，开始扭腰。

  　媚薬の追加でついに限界を迎えたのか姉の方も快楽に飲まれて腰を振り始める。

  姐妹的声音完美重叠，少女们的娇喘响彻广场。

  　姉妹の声が綺麗に重なり、広場には少女たちの嬌声が響き渡る。

  

  「神官大人，我们也可以开始了吗？」

  「神官様、俺達も始めて良いですかね？」

  「嗯，随你们高兴。」

  「ああ、好きにしたまえ」

  「呀哈——！上吧！！」

  「ひゃっはー！ヤッちまえ！！」

  

  不知从哪带过来的，周围的人也开始对年幼的女孩下药侵犯。

  　どこからか連れてきたのか、周囲の連中も幼い女の子に薬を盛って犯し始める。

  有人被种马式强奸，有人从背后突刺，其中甚至有人屈服于快感，用骑乘位扭腰。

  　種付けプレスで犯される者、背後から突かれる者、中には快楽に負けて騎乗位で腰を振る者まで居る。

  姐姐的眼中浮现绝望，似乎在其中发现了朋友……

  　その中に友人を見つけたのか姉の瞳に絶望が浮かぶが……

  

  「明明还在上课，东张西望可不好，呐！」

  「教育の最中だと言うのによそ見は良くない、な！」

  「咕嗯♡对不起，啊啊♡啊♡啊♡啊♡」

  「くぅんっ♡ごめんなさい、あぁんっ♡あっ♡あっ♡あっ♡」

  

  但立刻就被快感掩盖过去。

  　すぐに快楽に塗りつぶされていく。

  

  「差不多要射了，接好！！」

  「そろそろ出すぞ、受け取れっ！！」

  「呀唔♡啊嗯♡好激烈♡嗯♡」

  「ひゃうっ♡あんっ♡はげしっ♡んっ♡」

  「要射了！」

  「出るっ」

  「咿啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊♡」

  「ひあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ♡」

  

  妹妹先一步被阴道内射精，全身颤抖着达到高潮。

  　妹の方は一足先に膣内射精を受け、全身を震わせながら絶頂に達する。

  

  「你想想，你这个姐姐不给妹妹做榜样怎么行？你这不是被妹妹超前了吗？」

  「ほら、姉のお前が手本にならずにどうする？妹に先を越されているではないか」

  「是的……♡」

  「ふぁい……♡」

  

  啪地一声，姐姐的屁股被拍了一下，开始激烈地扭腰。

  　ぺしん、と尻を叩かれ、激しく腰を振り始める姉。

  

  「嗯♡嗯♡嗯♡啊♡啊♡啊啊♡」

  「んっ♡んっ♡んっ♡あっ♡あっ♡ああっ♡」

  「你叫得越来越好了。这个，就给你奖励吧。」

  「いい声で鳴くようになったな。それ、褒美をやろう」

  「是的♡请射在里面，请射在里面♡」

  「ふぁい♡膣内に、膣内にくださいっ♡」

  「要射了，好好品尝吧！！」

  「出すぞっ、しっかりと味わえ！！」

  「呼啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊♡」

  「ふぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ♡」

  

  姐姐浑身一颤，达到高潮。肉穴仿佛要榨出精液一般蠢动，像是要将剩下的精液也榨干一般紧紧地夹住。

  　ビクン、と痙攣し絶頂に達する姉。膣肉は精液を搾り取るように蠢き、残った精液も絞り尽くすかのように絞めつける。

  

  「哦，这真是超乎想象的名器啊。这样的话，我可以暂时疼爱她一阵子了。」

  「ほう、これは思った以上の名器だな。これならしばらくかわいがってやっても良いぞ」

  「老爸，接下来换你跟她做吧。」

  「親父、次はそっちとヤらせてくれよ」

  「也对，和妹妹比较一下口味也是别有一番乐趣。」

  「そうだな、妹と味比べするのも一興か」

  

  我抱着口中流着精液、爱液和破瓜之血混合而成的液体的少女们，交换了位置。

  　ごぽり、と精液と愛液と破瓜の血が混じった液体を垂れ流す少女たちを抱え、立ち位置を入れ替える。

  

  「啊嗯♡」

  「あんっ♡」

  「咿唔♡」

  「ひうっ♡」

  

  这次姐妹俩很顺利地吞下了肉棒，享受着快乐。

  　今度はすんなりとちんぽを飲み込み、快楽を享受する姉妹。

  

  「哦，妹妹的洞比较老实啊。很轻易地就进到深处了。」

  「ほう、妹の方が穴が素直だな。奥まですんなりと入る」

  「唔哦！？这个肉穴是怎么回事，蠢动得也太厉害了吧！」

  「うぉっ！？何だこの膣肉、すっげぇ蠢くじゃねえか！」

  

  姐妹俩的娇喘声再次响彻广场，与周围的娇声混杂在一起，演奏出淫荡的乐音。

  　再び広場に姉妹の嬌声が響き、周囲の媚声と混ざり合って淫らな音を奏でる。

  就这样，凌辱一直持续到早上。

  　こうして凌辱は朝まで続いたのだった。

  另外，姐妹俩理所当然地一次就怀孕了。

  　なお、当然のように姉妹は一発で妊娠した事を付け加えておく。

  

 
  第１３０話：凌辱の果てに

  第130话　凌辱的结局

  「我不行了……」

  「もう、無理……」

  「救救我……」

  「助けて……」

  

  男人们被玩弄到动弹不得。

  　散々犯し尽くされて身動きすらできない男達。

  嗯，不知从哪里被带来的女孩子们，全部都是淫魔族的NINJA。

  　うん、どこからともなく連れてこられた女の子達、全員淫魔族のＮＩＮＪＡだったんだよな。

  

  「咦～？已经射不出来了吗？」

  「えー？もう出ないの？」

  「来～加油♡加油♡」

  「ほーら、がーんばれっ♡がーんばれっ♡」

  「还会射吧？快射啊？来，咻咻咻♡」

  「まだ出るよね？出して？ほら、びゅっびゅして♡」

  

  淫魔族女孩们在尸横遍野的男人们身上扭腰摆臀，包围着身为被害者的姐妹。两人目瞪口呆地望着这幅光景。

  　被害者である姉妹を囲むように、死屍累々の男達の上で腰を振る淫魔族の女の子達。二人はポカン、とした顔でその光景を眺めていた。

  至于神官母女，则是被榨干精气，一副干瘪的模样。

  　神官親子に至っては精気を絞り尽くされて干からびた様になっている。

  

  『这也太惨了。』

  『これはひどい』

  『不过，我早就知道了，所以才放着不管的哦～？』

  『まあ、わかってたから放置してたんですけどねー？』

  『不，姐妹是普通的人类耶？』

  『いや、姉妹は普通の人間だが？』

  『这是两码子事。只要不夺人性命就没问题。』

  『それはそれ、これはこれ。命を奪ったりしなければセーフなので』

  『这家伙……』

  『こいつ……』

  

  还是一样过分。

  　相変わらず酷い。

  

  『所以，这是什么状况？』

  『で、これはどういう状況なんだ？』

  『是淫魔国的密探。』

  『淫魔国の密偵ですね』

  『啊～因为上次进攻过，所以是来观察情况的吗？』

  『あー、前回侵攻してきたからな。様子を見てたわけか』

  

  毕竟淫魔可以化为人类，要潜伏很容易。

  　淫魔は人間に化けることができるからな。潜伏は容易だ。

  

  『那么，为什么会变成这样？』

  『で、なんでこうなった？』

  『因为潜伏的城镇变成战场，所以撤退时顺便过来的吧。』

  『潜伏してた街が戦場になったから撤退ついでに、ってとこじゃないですかね』

  『哦、哦……』

  『お、おぅ……』

  

  撤退的同时顺便补充精气啊。不过，我觉得他们之所以会聚集到这里，应该也有奥露榭的诱导。

  　撤退ついでに精気を補充しとこうって話か。まあ、ここに集まってきたのにはオルシェの誘導もありそうな気はするんだが。

  天差不多要亮了。太阳升起后，我便看到了城镇的惨状……在奥露榭的偏袒下，幸存的人大多都是她偏爱的人。

  　そろそろ夜が明ける頃だ。日が昇ってきたので街の惨状が見えてきた。……オルシェの依怙贔屓で生き残った人にだいぶの偏りがあるな。

  

  『话说回来，侵略军和守军都全灭了耶。』

  『ところで、侵攻軍も守備兵も全滅したわけですけど』

  『虽然对我们国家来说正好……』

  『うちの国にとっては好都合ではあるが……』

  

  这是扩张领土的好机会。从地形来看，只要占领这块领地，国境的守备就会变得轻松许多。不过，放着被害者不管，我也会有点良心不安。

  　領土を広げる好機ではある。地形的に見て、この領地を押さえれば国境の守備が楽になるのは確かだ。けど、被害者を放置するのはちょっと寝覚めが悪いな。

  

  『那降临一下不就好了吗？啪地一下。』

  『じゃあ、ちょっと降臨すれば良いんじゃないですかね。ポチッとな』

  『喂，你！？』

  『ちょ、おまっ！？』

  

  就在我思索着该怎么办的时候，回过神来，我已经站在地上了。奥露榭这家伙，居然给我来这招……

  　どうしたものかと思案しているうちに気がつけば地上に降り立っていた。オルシェめ、やりやがったな……

  

  「「「「「女神大人！！？」」」」」

  「「「「「女神様！！？」」」」」

  

  嗯，我想也是，我早就知道了。

  　うん、そうなるよね、知ってた。

  因为淫魔族很崇拜榭菈嘛……

  　淫魔族はシエラを崇めてるからな……

  

  「女神大人？」

  「女神様？」

  「兽人……？」

  「獣人……？」

  

  相对地，这个国家的人类就不知道了。毕竟神明是那个样子。

  　対して、この国の人間はわからんよな。神様アレだからな。

  姐妹俩一脸呆愣地看着我……

  　姉妹はポカンとした表情で俺の方を見て……

  

  「「……全裸？」」

  「「……全裸？」」

  

  ……啊。

  　……あ。

  奥露榭那家伙，没把衣服传送过来！？

  　オルシェのやつ、服を転送しなかったな！？

  

  『嘿嘿，我忘了。』

  『てへ、忘れてました』

  『绝对是故意的吧！？』

  『絶対わざとだろ！？』

  

  唔，太丢脸了。

  　くぅ、恥ずかしすぎる。

  有没有什么办法，可以用头发遮住乳头呢……

  　こう、なんとか髪の毛で乳首だけでも隠せないものか……

  

  『这样反而更色情了。』

  『余計エロい』

  『咕呼！？』

  『ぐふぅ！？』

  

  我本来想用头发和翅膀遮住胸部，用尾巴遮住胯下，结果好像反而变得更猥亵了。老婆们狠狠地否决了我的想法。唔。

  　髪と翼で乳を、尻尾で股間を隠そうとしたんだが、なんか余計卑猥になってしまったらしい。嫁から盛大にダメ出しを食らってしまう。ぐぅ。

  然后，现场飘散着一股微妙的气氛。怎么办，感觉事情变得更难收拾了。

  　そして、漂う微妙な空気。どうしよう、余計に収集つかなくなった気がする。

  

  「女神大人，您为何降临呢？」

  「女神様。なにゆえ降臨されたのですか？」

  

  像是要打破这种气氛，NINJA中地位最高的少女这么问道……呃，要问是没关系，但可以别再扭腰了吗？那家伙差不多要死了哦。

  　そんな空気を破るようにＮＩＮＪＡの中で一番偉いと思しき少女がそう訊いてくる。……いや、訊くのは良いんだが、腰振るのは止めよう、な？そろそろ死ぬぞ、そいつ。

  

  『咦？只要待在榭菈小姐身边就不会死啊。』

  『え？シエラさんの周囲に居る限り死にませんけど？』

  『严格来说只是不会死，除了小鸡鸡以外几乎都快死了。』

  『厳密には死なないだけ。おちんぽ以外はほぼ瀕死』

  『……』

  『……』

  

  这样更过分了吧？

  　余計ひどくね？

  不过，该怎么办呢？我只是被奥露榭强行传送过来，没有特别打算降临啊……

  　しかし、どうしたものか。オルシェに無理やり転送させられただけで、特に降臨するつもりはなかったんだよな……

  

  「那、那个，呃，对、对了，因为她们两人怀孕了……」

  「そ、その、ええと、そ、そうですね、２人が妊娠しているので……」

  「「「「「所以您才降临祝福？」」」」」

  「「「「「祝福に？」」」」」

  

  呃，我可没有祝福她们被强暴后怀孕的意思哦。

  　いや、レイプで妊娠したのを祝福する意図はないんだが？

  

  「……怀孕？」

  「……妊娠？」

  「骗人……」

  「嘘……」

  

  啊。

  　あ。

  看不见状态列的姐妹们似乎因为我的话而自觉到自己怀孕了。

  　ステータスが見えない姉妹は俺の言葉で自分達が妊娠した事を自覚したようだ。

  说得也是，要是被强暴后怀孕就糟了……

  　そうだよな、レイプで妊娠したら嫌だよな……

  

  「姐姐，怀孕的话就不能做色色的事了吗？」

  「お姉ちゃん、妊娠したらもうエッチできないの？」

  「因为会对小宝宝有影响……」

  「赤ちゃんに影響があるから……」

  

  ……哎呀？

  　……おや？

  

  「不，那个，以你们的年龄来说应该没问题吧……？」

  「いえ、その、貴女達の年齢なら大丈夫かと……？」

  

  嗯，毕竟在设定上，幼女孕妇的身体很健康。如果是十几岁后半的少女也就罢了，但以她们的年龄来说，就算玩得再激烈也不会影响到怀孕。

  　まあ、設定上、幼女妊婦は丈夫だからな。十代後半ならまだしも、彼女たちの年齢なら、かなりハードなプレイをしても妊娠には影響はない。

  这是奥露榭补正的效果吧。

  　オルシェ補正のせいだな。

  

  「「太好了！！」」

  「「よかった！！」」

  「那么，首先……」

  「じゃあ、まずは……」

  「得惩罚那些让我们受苦的人！！」

  「私達を酷い目に遭わせたあの人達にお仕置きしないと！！」

  

  嗯，那些人也已经快被榨干了……啊。

  　うん、その人達もう干からびる寸前だから……あ。

  

  「而且鸡鸡也正好硬邦邦的！」

  「ちょうどよくおちんぽも勃ってるし！」

  「还能榨出更多汁来呢！！」

  「まだまだ搾り取れるよね！！」

  

  两人说完，脸上浮现妖艳的笑容。嗯，我的影响只有让鸡鸡很有精神呢。

  　そう言って妖艶な笑みを浮かべる２人。うん、俺の影響でちんぽだけは元気なんだよなー。

  ……嗯，毕竟是自作自受，算了。

  　……うん、自業自得だし、いいか。

 
  第１３１話：流石にこれは恥ずかしい

  第131话　这实在很难为情

  「姐姐，这个，已经射不出来了……」

  「おねえちゃん、これ、もう出ないよ……」

  「嗯——萎缩了。」

  「うーん。萎んじゃった」

  

  呃，放过他们吧。再怎么样也射不出来了啦。

  　いや、もう許してやれよ。流石にそれ以上は出ねぇよ。

  姐妹俩一边玩弄变得像鱼干一样的神官，一边用手指在彼此的阴部来回拨弄。事情怎么会变成这样……

  　干物のようになった神官達を弄びながら互いのまんこを指で掻き回す姉妹。どうしてこうなった……

  

  『那个春药，好像是用淫魔的爱液制成的。』

  『例の媚薬、淫魔の愛液を使ってるみたいなんですよね』

  

  淫魔的爱液是强力的春药。用在男人身上是精力剂，用在女人身上则是催情剂。他们的神药原料，八成就是淫魔的爱液。由于用量错误，才会被赋予接近淫魔的性质。用药时请遵守用法用量。

  　淫魔の愛液は強力な媚薬になる。男に使えば精力剤、女に使えば催淫剤として機能する。その愛液が彼らの言う神薬の原料だったのだろう。それを分量を間違えて使用したため、淫魔に近い性質が付与されたのだと思われる。お薬は用法用量を守って正しく使いましょう。

  对了，前阵子发生过召唤淫魔的绑架事件。」

  　そう言えば、ちょっと前に淫魔が召喚される誘拐事件があったな。

  

  「难道说，你们的目的是被绑架的少女？」

  「もしかして、貴女達の目的は誘拐された娘ですか？」

  「咦？啊，是的。」

  「え？あ、はい」

  

  被我这么一问，玩弄着干瘪男人的淫魔们连忙回答。

  　干からびた男達を弄んでいた淫魔達は俺に問われて慌ててそう答える。

  呃，嗯，可以继续哦？

  　いや、うん、続けていいぞ？

  

  「我们♡啊♡以公王♡」

  「じょおうさまのっ♡んっ♡命でっ♡」

  「我们♡啊♡在找公爵千金♡啊♡」

  「公爵令嬢をっ♡あっ♡」

  「啊哈♡」

  「あはっ♡探してましてっ♡はぁんっ♡」

  

  她们外表年幼，却是精通NINJA技术的密探。贪图快乐的同时，仍回答了我的问题。

  　見た目は幼いがＮＩＮＪＡの技を極めた密偵達だ。快楽を貪りながらも俺の問いに答えてくれる。

  看来淫魔国的公爵千金至今依然下落不明。

  　どうやら淫魔国の公爵令嬢が未だ行方不明らしい。

  

  『啊——那个啊。』

  『あー、アレですね』

  『嗯？奥露榭，你知道些什么吗？』

  『ん？オルシェ、お前何か知ってるのか？』

  『我记得召唤出来的正太很可爱。』

  『召喚したショタっ子が可愛かったので覚えてます』

  『啥？』

  『は？』

  『那个女孩明明有随时可以回去的力量，却赖着不走呢。』

  『あの娘、いつでも帰れる力があるのに居座ってるんですよね』

  『哦……』

  『おぅ……』

  

  原来如此？

  　なる、ほど？

  看来这个药和被诱拐的淫魔没有关系。

  　どうやらこの薬と誘拐された淫魔は無関係みたいだな。

  那么，这个药的原料是什么？

  　じゃあ、この薬の原料ってなんだ？

  

  『咦？淫魔的爱液不是一般都会从淫魔国出口吗？』

  『え？淫魔の愛液は普通に淫魔国から輸出されてますけど？』

  『……啥？』

  『……は？』

  

  淫魔的爱液似乎是淫魔国的特产。一般都会在观光客的店家，或是和其他国家交易的商会贩卖。那些家伙居然会买魔王指定国家的商品！

  　淫魔の愛液は淫魔国の特産品らしい。普通に観光客向けの店や他国と取引をしている商会で売っているとのこと。あいつら、魔王指定した国の商品を普通に買ってんじゃねぇよ！？

  

  「……」

  「……」

  「女神大人？」

  「女神様？」

  「啊，没事，我只是稍微想到一些事。」

  「あ、いえ、少々心当たりが」

  「「「「「真的吗！？」」」」」

  「「「「「本当ですかっ！？」」」」」

  

  嗯，现在先不管那个了。问题在于公爵千金。

  　うん、今はそっちは置いておこう。問題は公爵令嬢の方だからな。

  不过，在那之前……

  　けど、その前に……

  

  「先把这些女孩……」

  「まずはこの娘たちを……」

  「啊啊♡姐姐的手指好舒服哦♡」

  「あぁんっ♡お姉ちゃんの指、気持ちいいよぅ♡」

  「我也很舒服♡再继续玩弄我♡」

  「わたしも、気持ちいいっ♡もっと弄ってぇ♡」

  「……」

  「……」

  

  该怎么办才好？

  　どうしてくれよう。

  我丢下已经站不起来的神官们的鸡鸡不管，看着互相安慰的姐妹，不知该如何是好。这到底该怎么办才好……

  　流石にもう立たなくなった神官達のちんぽは放置し、互いに慰め合っている姉妹を見て途方に暮れる。ホントどうするんだ、これ……

  

  『只要让鸡鸡长出来不就好了吗？嘿！』

  『おちんぽ生やせば良いんじゃないですかね。えいっ！』

  『喂，等等……』

  『おいこら、待っ……』

  

  我还没来得及阻止，奥露榭就让姐妹俩长出了鸡鸡。你这家伙……

  　と、俺が静止する間もなく姉妹にちんぽを生やすオルシェ。お前……

  

  『在做任何事之前，先养成找人商量的习惯啊！？』

  『何かする前に一旦相談する癖をつけやがれっ！？』

  『咦？要是先商量的话，不就会被阻止了吗？』

  『え、相談したら止められるじゃないですか』

  『所以我才叫你先商量啊！！』

  『だから相談しろって言ってるんだろっ！！』

  

  好，来惩罚她们吧。

  　よし、お仕置きしよう。

  我二话不说地开始惩罚她们。给我好好体会商量的重要性。

  　宣言無しでいきなりお仕置きを開始する。相談の大切さを噛み締めやがれ。

  好了，先不管发出惨叫的奥露榭……

  　さて、悲鳴を上げてるオルシェは放置して……

  

  「啊啊嗯，鸡鸡好舒服哦♡」

  「あぁん、おちんぽ気持ちいいよぅ♡」

  「姐姐的鸡鸡在阴道里磨蹭，也好舒服哦♡」

  「お姉ちゃんのおちんぽも、膣内ごりゅごりゅして気持ちいいっ♡」

  

  ……

  　……。

  两人立刻将彼此的鸡鸡插入小穴，贪图着快感。

  　早速互いのちんぽをまんこに挿入し合いながら快楽を貪る２人。

  之后，我让剩下的幼女们怀孕，复兴领地，成为独立国家，但那又是另一段故事了，就先不提吧。

  　その後、残った幼女達を孕ませながら領地を再興して独立国となるのだが、それはまた別の話なので置いておこう。

  那么……

  　さて……

  

  「咳咳。这些女孩就交给神来照顾，暂时放着不管吧。」

  「こほん。この娘達は神が面倒を見るので一旦置いておきましょう」

  

  我决定主要用奥露榭的零用钱，让其他神明看顾她们。

  　主にオルシェのお小遣いで他の神に見守ってもらう事にする。

  我将按下按钮后，奥露榭子宫内的跳蛋就会震动，让她能使用一定量神力的按钮交给她。

  　押すとオルシェの子宮内のローターが振動して神力を一定量まで使えるボタンを渡しておこう。

  好了，姐妹俩就先这样吧。

  　さて、姉妹はこれでいいとして。

  

  「你是淫魔国的公爵千金吧。她似乎很中意召唤主，不打算回去。我来为你带路吧。」

  「淫魔国の公爵令嬢、でしたね。彼女は召喚主を気に入っていて、帰るつもりは無いようです。案内しましょう」

  「「「「「是！」」」」」

  「「「「「はいっ！」」」」」

  

  我根据奥露榭挤出的情报寻找公爵千金。她似乎正与召唤主一起环游世界，目前似乎在阿尔卑斯诺联合王国。

  　オルシェから絞り出した情報を元に公爵令嬢を探す。彼女は召喚主と共に世界中を旅しているようだ。今はアルブスノー連合王国に居るようだな。

  阿尔卑斯诺联合王国位于我国北方，是精灵们的国家。不过，虽说是精灵，却只有森林精灵与雪精灵，几乎没有其他精灵种。

  　アルブスノー連合王国はうちの国の北にあるエルフたちの国だ。まあ、エルフと言っても森エルフと雪エルフだけで、他のエルフ種はほとんど居ないんだけどな。

  我国与阿尔卑斯诺联合王国之间隔着细长的海洋……拉威尔湾，以及与之相连的河川，国境线十分清楚，因此几乎没有纷争。

  　うちの国とは細長い海……ラーヴェル湾とそこに繋がる川を挟んでいて国境線がはっきりしているため、争いはほとんど無い。

  这个国家的特征是几乎由平原、森林及丘陵构成，没有山岳地带。

  　国の殆どが平原と森林と丘陵で構成されていて山岳部を持たないのが特徴だ。

  呃，我可不是因为她是精灵，才说她平胸哦。

  　いや、エルフだから真っ平らって事じゃないぞ。

  ……应该没有吧？

  　……ないよな？

  奥露榭现在正在接受惩罚，所以无法确认，之后再确认吧。

  　今はオルシェがお仕置き中だから確認はできないので、後で確認しておこう。

  我轻易就找到了那个人物。MAP果然很方便。这里离那边有一段距离，我使用转移，连同淫魔们一起移动。

  　件の人物はあっさりと見つかった。ＭＡＰはやっぱり便利だよな。ここからはそれなりに距離があるので転移を使って淫魔達ごと移動する。

  

  「梅尔汀娜大人在这里……」

  「ここにメルティナ様が……」

  

  不愧是精灵之国，走在街上的女孩们胸部都一样平坦。苗条的身材配上平坦的胸部，这种搭配也别有一番情趣。最近我老是看到幼女，所以觉得十分新鲜。这一带和北部雪精灵居住的地区不同，气候温暖，大家都穿着轻薄的衣物。包覆着小巧胸部的无肩带背心自不用说，紧致的腹部和肚脐也……

  　エルフの国だけあって、街を歩いている女の子達の胸は軒並み平たい。スラリとした身体に平らな胸というのも趣があっていいよな。最近は幼女ばかり見ていたので新鮮に感じる。北部の雪エルフが住んでいる地域と違ってこの辺りは気候が温暖なのでみんな薄着だ。ささやかな胸を包むチューブトップもだが、引き締まったおなかとオヘソも……

  

  『你是肚脐控？』

  『おヘソフェチ？』

  『不，我不是那个意思……』

  『いや、そう言うわけでは……』

  『话说回来，可以不穿衣服吗？』

  『ところで、服着なくてもいい？』

  『……咿呀！？』

  『……ひにゃあっ！？』

  

  呜哦！？

  　うぉぅっ！？

  怪不得我觉得视线都集中过来了！！

  　どおりで視線が集まってる気がしたんだよ！！

  我连忙穿上塞丝妲传送过来的衣服。虽然是无肩带背心和热裤，但这样反而有可能被当成「只是没穿衣服」……

  　慌ててセスタが転送してくれた服を着る。チューブトップにホットパンツだが、逆に“服が見えてなかっただけ”と思ってもらえる可能性も……

  

  「我觉得换衣服还是在房间里比较好哦？」

  「着替えは部屋の中でした方がいいと思うよ？」

  

  ……还是不行吗？

  　……だめだったか。

  路过的森林精灵大姐姐对我耳语，我顿时满脸通红。因为要转移到有人的地方，我收起了翅膀，结果适得其反……

  　通りすがりの森エルフのお姉さんに耳打ちされて顔を真っ赤にする。人目がある所に転移するからと翼を収納していたのが裏目に出たか……

  

  「总、总之请往这边走。」

  「と、とにかくこちらです」

  

  既然已经搞砸了，那也没办法，我转换心情，为淫魔们带路。

  　やってしまったものは仕方がないので切り替えて淫魔達を案内する。

  呃，反应是在森林那边吗？

  　ええと、反応は森の方かな？

  由于森林精灵占多数，这个城镇有一半位于森林里。城镇中突然出现森林虽然有些不协调，但这个国家位于森林和平原交界处的城镇都是这种感觉。

  　森エルフが多いだけあって、この街は半分ほど森の中にある。街の中に急に森が現れるのには若干違和感があるが、この国では森林と平野の境界にある街はどこもこんな感じだ。

  进入森林走了一阵子后……

  　森に入って暫く歩くと……

  

  「啊啊嗯♡不行，我是男生啊♡」

  「あぁんっ♡だめ、僕、男の子なのにっ♡」

  「你现在是女生。证据就是小妹妹被插得很开心吧？」

  「今は女の子ですわ。その証拠に、おまんこがおちんぽを挿れられて喜んでいるでしょう？」

  

  被变成女生的召唤主，正被公爵千金用她那话儿激烈地从背后进攻。

  　女の子に変えられた召喚主を件の公爵令嬢が生やしたちんぽでバックから激しく攻め立てていた。

  前少年手撑着树干，接受那话儿的快感而喘息。

  　木に手をついてちんぽを受け入れ、快楽に喘ぐ元少年。

  嗯，这种共感性羞耻是怎么回事……

  　うん、なんだろうこの共感性羞恥……

  

 
  第１３２話：排卵

  第132话　排卵

  「来，好好地扭动腰部吧。」

  「ほら、ちゃんと腰を振ってくださいませ」

  「嗯♡不行、不行，停不下来啦♡」

  「んっ♡だめ、だめぇ、とまらないよぅ♡」

  

  面对面坐在一起互相拥抱的前男孩完全被快乐吞噬了呢——

  　対面座位で抱き合いながら腰を振る元男の子。完全に快楽に呑まれてるなー。

  

  『嗯嗯♡』

  『んんっ♡』

  『嗯？』

  『ん？』

  『嗯嗯嗯嗯♡』

  『んんんんっ♡』

  

  ……才在想怎么这么安静，一回神就发现奥露榭被塞了口塞。该不会是塞丝妲干的吧？

  　……なんか静かだなと思ってたら、気がついたらオルシェにボールギャグがつけられていた。もしかして、セスタがやったのか？

  

  『嗯。』

  『ん』

  

  ……

  　……。

  还是帮她拿掉好了。

  　流石に取ってあげようか。

  

  『在鸡鸡上扭腰的TS幼女，不是棒透了吗！！』

  『おちんぽの上で腰を振るＴＳ幼女、最高じゃないですかねっ！！』

  『哦、哦……』

  『お、おう……』

  『可以把手放开吗！？我想自慰！！』

  『手を解いてくれませんかね！？自慰したいんですけど！！』

  『……』

  『……』

  

  还是让她恢复原状好了。嗯。

  　元に戻しておこうか。

  

  『嗯。』

  『ん』

  『嗯嗯嗯！！嗯嗯嗯嗯嗯！！』

  『んんんっ！！んんんんんっ！！』

  

  ……就别管奥露榭了吧。嗯。

  　……。オルシェは放置しておこう。うん。

  

  「小妹妹紧紧地夹着鸡鸡呢。啊啊嗯，好像要射精了♡」

  「おまんこがきゅんきゅんおちんぽを絞め付けていますわ。ああん、せーえき出てしまいそう♡」

  「呀、啊！？明明是男生，却要怀孕了！？」

  「や、あっ！？男の子なのに、妊娠しちゃううっ！？」

  

  我抓住前男孩的腰，一口气将肉棒顶到最深处。我以深吻子宫入口的气势将肉棒顶上去，打算将精液吐出来……

  　元男の子の腰を掴み、一気に最奥までねじ込む。子宮の入口にディープキスする勢いでちんぽを押し付け、精液を吐き出そうと……

  呃，在射精前肚子就膨胀起来了耶？

  　って、射精前にお腹膨らんでねぇ？

  

  『因为是龙人。』

  『竜人だから』

  『啊——』

  『あー』

  

  龙人是龙与人的混血儿。

  　竜人は竜と人の間の子だ。

  在这个世界，龙这种卵生生物也不是从总排泄孔，而是从阴道生出蛋。看到相当于鸡的Egg Feathered从阴道生出蛋的时候，我吓了一跳。

  　この世界、竜のような卵生の生き物も総排泄孔じゃなくて膣から卵を生む。鶏に相当するエッグフェザントが膣穴から卵産んでるのを見た時は驚いたものだ。

  然后，卵生生物在开始排卵时，子宫会先膨胀。然后当卵子到达子宫时，就会形成包覆卵子的蛋壳。因此，只要看到肚子膨胀，一眼就能看出正在排卵。

  　で、卵生の生き物、排卵が始まるとまず子宮が膨らむんだよな。そして卵子が子宮に到達するとそれを覆うように殻が形成される。なので、腹が膨らんでいれば一目で排卵中だと判る。

  也就是说，现在射精的话，怀孕概率几乎是百分之百。因为在这个世界，幼女在排卵中内射的话，一定会怀孕。

  　つまり、今射精すれば妊娠率ほぼ１００％って事だ。この世界、幼女が排卵中に中出しされたら確実に孕むからな。

  

  「我这边已经做好受精的准备了。」

  「こちらはしっかりと受精の準備をしていますわ」

  「别说了♡」

  「言わないでぇ♡」

  「啊啊，我忍不住要射精了♡我要射在子宫里了，请你收下♡」

  「ああ、射精、我慢できませんわっ♡子宮内に出しますわよ、受け取ってくださいませ♡」

  「啊啊♡不行♡」

  「ああっ♡だめぇっ♡」

  「嗯嗯嗯嗯嗯♡」

  「んんんんんっ♡」

  

  子宫无法容纳不断注入的精液，甚至溢出到输卵管。啊，这下不行了。

  　びゅくびゅくと子宮に注がれた精液は収まりきらずに卵管にまで溢れ出す。あ、ダメだこれ。

  精子理所当然地聚集在卵子上，一发就受精了。卵子就这样被逆流的精液包裹，到达子宫，开始形成蛋壳。

  　当然のように卵子に精子が群がり、一発で受精する。そのまま卵子は逆流する精液に包まれて子宮までたどり着き、卵殻を形成し始める。

  

  「嗯嗯♡要生出小宝宝了……嗯♡」

  「んんっ♡あかちゃん、できちゃう……んっ♡」

  「确实怀孕了呢。」

  「しっかり妊娠しましたわね」

  

  梅尔媞娜拔出肉棒，逆流的精液和爱液咕嘟一声流了出来。

  　メルティナがちんぽを引き抜くと逆流してきた精液と愛液がごぽりと零れ出る。

  

  「好了，请快点生出来吧。」

  「さ、早く産んでくださいな」

  「嗯……咕呜♡」

  「んっ……くぅっ♡」

  

  她使力挤压明显隆起的腹部，排出卵子。这也是排卵吗？真要说的话，感觉比较接近生产。」

  　見て判るほどに膨らんだお腹に力を込め、卵を排出する。これも排卵か。どっちかと言うと出産に近い気もするが。

  

  「啊、哈♡哈、啊♡哈、啊♡」

  「あ、はっ♡は、あっ♡は、あっ♡」

  

  TS女童从阴道排出卵子，呼吸急促。呃，这还满色的……

  　卵を膣穴からひり出し、荒く息を吐くＴＳ幼女。いや、これ、結構エロ……

  

  「嗯♡又……来了♡」

  「んっ♡まだ……くるっ♡」

  

  我心想她的肚子又鼓起来了，看来她一次吞了两颗卵。

  　まだお腹が膨らんでるな、と思ったら卵は２個お腹に入っていたようだ。

  

  「居然会受精这么多颗，真是淫乱呢♡」

  「こんなに受精するなんて、淫乱ですわね♡」

  

  梅尔媞娜这么说，抚摸恢复原本大小的肚子。呃，仔细一看，她不是有淫纹吗？

  　そう言いながら元の大きさに戻ったお腹を撫でるメルティナ。って、よく見たら淫紋刻んでるじゃねぇか。

  

  『嗯嗯♡嗯嗯嗯♡』

  『んんっ♡んんんっ♡』

  

  奥露榭戴着口枷，激烈地摇晃身体。不知不觉间，她被塞了尿布。是塞丝妲做的吗？

  　ボールギャグを付けられたまま激しく身体を揺するオルシェ。気がついたらいつの間にかおむつを付けられている。セスタがやったのか？

  

  『嗯。』

  『ん』

  『判断得漂亮。』

  『ナイス判断』

  

  这样就算尿出来也没关系吧。不过现在喷出来的可能是潮水。

  　これでお漏らししても大丈夫だろう。今噴き出してるのは潮かもしれないが。

  我将注意力转向梅尔媞娜她们，发现她们正把鸡鸡塞进TS女童的嘴里，进行口交。

  　メルティナ達の方に意識を向ければＴＳ幼女の口にちんぽをねじ込んでお掃除フェラをしているところだった。

  她用舌头舔舐精液，阴道不时喷出混杂精液和爱液的液体。附近还有冒着热气的卵。呃，太色了啦。

  　舌で精液を舐め取りながら、時折膣穴から精液と愛液が混ざった液体が噴き出している。近くにはまだ湯気が立っている卵が。いや、エロいって。

  

  「也请好好照顾这边。」

  「こちらもちゃんと構ってくださいませ」

  「好滴♡」

  「ふぁいっ♡」

  

  她一边用舌头从竿尖到根部来回舔舐，一边用手指拨弄下方的穴穴。

  　竿の先端から根本まで舌を往復させながら、その下にある膣穴を指で掻き回す。

  

  「嗯嗯♡好厉害♡」

  「んんっ♡お上手ですわっ♡」

  

  梅尔汀娜大概是忍耐不住了，精液和爱液同时喷出，洒在TS幼女的脸上。

  　我慢できなくなったのか、精液と愛液を噴き出し、ＴＳ幼女の顔に振りかけるメルティナ。

  

  『这个世界的精液就算溅到眼睛也没关系。』

  『この世界の精液は目に入っても大丈夫』

  『呃，你是在顾虑谁啊！？』

  『いや、どこに対する配慮だよ、それ！？』

  

  塞丝妲补充了不知在帮谁说话的说明。话说……

  　セスタが何に対するフォローかわからない補足を入れる。って……

  

  『你该不会想卖吧？』

  『まさか、売る気か？』

  『嗯。这个类型很受欢迎。公主殿下，麻烦您交涉。』

  『ん。このジャンルは結構人気。姫さま、交渉よろ』

  『哦、哦……』

  『お、おう……』

  

  没办法。我为了交涉，从躲藏的地方走了出来。

  　仕方ないな。と、俺は交渉するために隠れていた場所から出る。

  前少年TS幼女注意到声音，满脸通红。嗯，被看到会害羞吧。抱歉。

  　その音に気付き、顔を真っ赤にする元少年のＴＳ幼女。まあ、見られたら恥ずかしいよな。ごめんて。

  

 
  第１３３話：お金は大事だね

  第133话　钱很重要

  「咿啊啊啊啊啊啊啊啊！？」

  「ひあぁあぁぁぁぁぁっ！？」

  「啊～啊，被看到了……女神大人！？」

  「あーあ、見られてしまいま……女神様！？」

  

  呼咕！？

  　ふぐぅっ！？

  被叫成女神总觉得好害羞！？

  　女神呼びはなんか恥ずいんだが！？

  梅尔汀娜注意到我之后，本来想拿这件事来调侃我，但途中发现我是榭菈，便连忙端正姿势。

  　こちらに気付いたメルティナがそれをネタに煽ろうとしたが、途中で俺がシエラだと判って慌てて居住まいを正す。

  呃，别跪坐好吗？

  　いや、正座はやめて？

  话说，这个世界只有女神，所以我觉得叫神明也可以，但大家都叫我女神。男神在哪里？

  　というか、この世界は女神しか居ないので神様呼びでも良いと思わなくもないんだが、みんな女神呼びなんだよな。男神どこー？

  

  「咳咳。抱歉打扰你们了。」

  「こほん。お取り込み中済みません」

  「不会，能被榭菈大人看到，我们感到无比荣幸。」

  「いえ、シエラ様にご覧いただけたら恐悦至極ですわ」

  「榭菈是邪神！？」

  「シエラって、邪神の！？」

  

  听到榭菈这个名字，就会联想到那边。尤其是我们国家以外的人。

  　シエラと聞くとそっちが出ちゃうよな。特にうちの国以外の人だと。

  不过，当我说出这句话的瞬间，周围顿时充满杀意。啊，这样不好。不，我个人已经放弃了，但对各位信徒来说，这是个相当敏感的问题。

  　けど、その言葉が出た瞬間、周囲から一気に殺意が膨れ上がる。あ、それは良くない。いや、俺的にはもう諦めた感はあるんだが、信者の皆様にとっては割とセンシティブな問題だからな。

  

  「咳咳。请冷静下来。」

  「こほん。落ち着いてください」

  「「「「「是、是的！！」」」」」

  「「「「「は、はいっ！！」」」」」

  

  听到我的话，淫魔们一口气冷静下来。嗯，信仰的力量真伟大。

  　俺の言葉を聞いて一気にクールダウンする淫魔の皆様。うん、信仰パワーって偉大だわ。

  只有被迫变成TS的前少年目瞪口呆。

  　ＴＳさせられてる元少年だけが目を白黒とさせている。

  ……说他是前少年，感觉就像犯了罪的人。

  　……元少年って言うとなんか犯罪やらかした人みたいだな。

  

  『榭菈小姐也是前少年吧？』

  『シエラさんも元少年では？』

  『你这家伙，我刚解放你就说这种话？』

  『お前、解放してやった初っ端がそれか？』

  『咿！？我、我又没说错什么！？』

  『ひっ！？ま、間違ってないじゃないですか！？』

  『是没错，但别挑这种时候说。』

  『まあ、間違ってはないが、このタイミングで言うな』

  

  说得好像我是犯罪者一样。犯罪的人明明是你。」

  　まるで俺が犯罪やらかした人みたいじゃないか。むしろ犯罪やらかしてるのはお前の方だろ。

  

  『冤枉啊！？』

  『濡れ衣ですよ！？』

  『被冤枉的人也是我耶！？』

  『着せられてるのも俺なんだが！？』

  

  这个没用女神，擅自把我变成邪神，还敢说这种话。

  　勝手に俺を邪神にしておいて何を言ってるんだこの駄女神は。

  

  「……那个，女神大人？」

  「……あの、女神様？」

  「啊，没关系，不用叫我女神大人。」

  「あ、いえ、大丈夫です。私の呼び方は良いのです」

  

  问题不在那里。嗯。

  　問題はそこじゃないからな。うん。

  

  『就是啊！！快点采访吧！！』

  『そうですよ！！早くインタビューしてくださいよ！！』

  『……』

  『……』

  

  嗯，我是为了这个才解放他没错，但真的要采访吗？

  　うん、まあ、そのために解放したんだが、ホントにやるのか？

  

  『必须。』

  『必須』

  『有没有采访，销售量会有很大的差距哦！！』

  『あるのとないのでは売上に大きな差が出るんですよ！！』

  

  这些神是怎么回事？

  　どうなってんだ神ども。

  不过，钱很重要呢。

  　けど、まあ、お金は大事だよね。

  

  「……所以，我想采访一下库力……小弟？先生？」

  「……と、いうわけでクーリくん？さん？にインタビューをしたいのですけれど」

  「知道了，我把他变回少年。」

  「わかりました、男の子に戻しますね！！」

  

  你是怎么知道的？

  　何をどうわかったんだ？

  梅尔媞娜听了我的话，把原本是少年的库力变回少年。

  　俺の言葉を聞いたメルティナが元少年クーリを元の少年に戻す。

  

  『好耶！！正太好！！』

  『いいですね！！ショタっ子いい！！』

  『只是长出鸡鸡而已……』

  『ちんちん生えただけだな……』

  

  虽然库丽变回了男生，但老实说，只是胯下的性器官变了而已。而且，该怎么说呢，还满可爱的。这样就算说是女孩子也说得过去。

  　男の子に戻ったクーリだが、ぶっちゃけ股間の性器が変わっただけだ。しかも、それもなんというか、かわいい。これなら女の子と言っても行けるな。

  

  『是伪娘呢！！』

  『男の娘ですね！！』

  『因为是全裸，所以姑且还是个男孩子吧。』

  『全裸だから普通に男の子だろ、一応』

  『女装和伪娘是不同的概念哦！？』

  『女装と男の娘は別の概念ですよ！？』

  『哦、哦……』

  『お、おう……』

  

  嗯，性癖真是复杂啊……

  　うん、性癖は複雑だな……

  

  『比起这个，要开始采访了哦！！我已经准备好原稿了！！』

  『それよりも、インタビューですよ！！原稿は用意してあります！！』

  『不，你来采访啦！？』

  『いや、お前がやれよ！？』

  『这样会伤害到我的公众形象不是吗！！』

  『私のパブリックイメージに傷がつくじゃないですか！！』

  『不要让我做这种会伤害形象的事啦！？』

  『傷がつくようなことをやらせるんじゃねぇっ！？』

  

  没用的女神。要是卖不好，我绝对不会再做第二次。

  　駄女神め。これが売上に繋がらなかったら絶対やってないからな。

  ……呼。

  　……ふぅ。

  

  「首先，从自我介绍开始……」

  「まずは、自己紹介から……」

  

  我无可奈何地按照剧本开始采访。明明是事后采访，却搞得像是事前采访，这到底是怎么回事？

  　と、仕方なく台本に沿ってインタビューを始める。事後なのに事前の体でやってるのはどうなんだ？

  

  『没问题，编辑就交给我吧！！』

  『大丈夫です、編集は任せてください！！』

  『……哦。』

  『……おう』

  

  接下来，只要把库丽变回女生之后的视频和开头巧妙地接起来，做成视频就行了。看到库丽从头到尾都一副害羞的样子，连我也跟着害羞了起来。

  　あとは、女の子に変えられる所からのログと上手い事繋げて動画にするだけだ。終始恥ずかしそうにしているクーリにこっちまで恥ずかしくなってくる。

  

  『榭菈小姐害羞地接受采访的表情，我收下了！！』

  『恥じらいながらインタビューするシエラさんの表情、いただきました！！』

  『喂——！？』

  『おぉいっ！？』

  『附上这个特典的特装版，这个价格……』

  『これを特典に付けた特装版がこのお値段で……』

  『唔……』

  『ぐぅ……』

  

  这销售量实在让人无法忽视……

  　その売上は、無視できねぇ……

  

  『你赢不了钱的哦？』

  『お金には勝てなかったよ？』

  『换个说法好吗！？』

  『言い方っ！？』

  

  这说法简直就像我被一叠叠钞票殴打一样……

  　まるで俺が札束で殴られてるみたいだろ、それ……

  

  『在神界是用虚拟货币，人界则是用金币袋就是了。』

  『神界は仮想マネーですし、人界は金貨袋ですけどね』

  『用金币袋殴打会死人吧……』

  『金貨袋で殴ったら死ぬだろ、それ……』

  

  纸币真是伟大啊……

  　紙幣って偉大だったんだな……

  

  『在性方面？』

  『性的な意味で？』

  『性方面的纸币是什么鬼！？』

  『性的な意味の紙幣ってなんだ！？』

  『为了让人张开双腿而打在脸颊上的小道具？』

  『股を開かせるために頬を叩くだけの小道具？』

  『感觉好讨厌啊……』

  『なんか嫌だな、それ……』

  

  不过就算如此，我也不想被虚拟货币殴打就是了。

  　まあ、だからといって仮想マネーで殴られるのも嫌だけどな。

  顺带一提，我也确实支付了酬劳给库丽。看来她的旅费似乎不够，所以被梅儿媞娜借走钱的代价就是被侵犯。结果连蛋都生了，这样会不会太可怜了？

  　ちなみに、クーリくんにもちゃんと報酬は払われている。どうやら路銀が色々と足りないらしく、メルティナからお金を借りる代償に犯されていたらしい。それで卵まで産まされるのは流石に可哀想過ぎないか？

  另外，库丽在采访中一直被梅儿媞娜抚摸着淫纹，一边扭动一边回答问题。希望酬劳能稍微还一点债……

  　なお、クーリくんはインタビュー中ずっとメルティナに淫紋を撫でられて悶えながら質問に答えていた。報酬で少しでも借金返せると良いな……

  

 
  第１３４話：異種族事情

  第134话　异种族的隐情

  　我一采访，淫魔们似乎就欲火焚身起来，开始大乱交。

  　インタビューしたら淫魔の皆様がムラムラしてきたらしく、大乱交が始まる。

  

  「咿啊♡」

  「ひあぁっ♡」

  

  　另外，被侵犯的是男孩子。

  　なお、襲われているのは男の子である。

  　话说这里好歹也是街上耶？

  　と言うか、ここ、一応街中なんだが？

  　不出所料，听见骚动声的森林精灵们聚集了过来。这下子要挨骂了。

  　案の定騒ぎを聞きつけてきた森エルフ達が集まってくる。これ、怒られる奴だ。

  

  「那个，这里是公共场所……」

  「その、ここは公共の場なので……」

  「不，那个，对不起……」

  「いえ、その、すみません……」

  

  　我背对着乱交的人群低头道歉。这是什么画面啊？

  　乱交する連中を背後に平謝りする俺。どういう構図なんだ？

  　不过，现在的我是普通的兽人模样嘛。因此能分辨出神祇的淫魔们异常。

  　まあ、今の俺は普通に獣人の姿だからな。これで神と判る淫魔の皆様が異常なんだよ。

  

  「要做的话请到乱交广场做吧。」

  「ヤるなら乱交広場でやっていただけると」

  「……啥？」

  「……は？」

  

  　乱交广场是什么鬼！？

  　何だよ、乱交広場って！？

  

  『那是为了兔兽人而设的设施呢。』

  『兎獣人のための施設ですね』

  『什么意思？』

  『どういう事だ？』

  『因为兔兽人的子宫有两个，所以怀孕中也能受精哦。』

  『兎獣人は子宮が２つあるので、妊娠中に受精できるんですよ』

  『是、是哦……』

  『お、おぅ……』

  

  　实际上，现实中的兔子好像也有两个子宫。据说在怀孕期间也能和其他雄性交配，怀下其他孩子的样子。我看待兔女郎的目光都变了。

  　実際、リアル兎も子宮は２つあるらしい。妊娠中でも他のオスとヤッて子供を孕んだりするとか。バニーガールを見る目が変わるな。

  

  『顺带一提，鼠兽人的子宫虽然也是有两个，但感觉像是轮流使用呢。』

  『ちなみに鼠獣人も子宮は２つですけど、交互に使用する感じですね』

  『两者有什么差别？』

  『その違いは何なんだ？』

  『这只是我的独断与偏见哦。』

  『私の独断と偏見ですけど？』

  『为什么能说得那么高高在上啊！？』

  『なんでそんなに偉そうに言ってんだよ！？』

  

  　兽人虽然参考地球的动物设计，但奥尔库司大迷宫的独断与偏见也常常会擅自修改。

  　獣人、地球の動物を参考にデザインされているが、割とオルシェの独断と偏見で改変されてたりするんだよな。

  　例如犬猫系的兽人很少生三胞胎或四胞胎。

  　例えば犬猫系の獣人でも三つ子や四つ子はめったに生まれなかったりする。

  　不过牛兽人的乳房却长在肚子上，真的是随心所欲。」

  　かと思えば牛獣人だけ乳がお腹に付いてたりとか、ホントやりたい放題だ。

  

  「还有，那个……蛋要交给我们保管吗？」

  「あと、その、卵はこちらでお預かりしましょうか？」

  「啊、呃……」

  「あ、ええと……」

  「啊，麻烦你们了。」

  「あ、おねがいしますわ」

  「对、对不起……」

  「ご、ごめんなさい……」

  

  　我还在犹豫该怎么回答时，梅蒂娜和库丽立刻这么回答。看来她们一开始就打算这么做。这个城镇有各种各样的种族，因此也有配合各自特性的设备，例如替卵生兽人保管蛋的托卵所。

  　どう答えたものかと思っていたらメルティナとクーリが即座にそう答えた。どうやら最初からそのつもりだったらしい。この街は他種族が多いため、それぞれの特性に合わせた設備があるらしく、卵生の獣人のための托卵所とかもあるとの事。

  

  『托卵这个词听起来感觉不太好呢。』

  『托卵って言うとなんか良いイメージないですね』

  『嗯，是啊……』

  『まぁ、そりゃあなぁ……』

  

  　毕竟原本的物种大杜鹃鸟生态相当恶劣。

  　元となったカッコウからして、かなり酷い生態だからなぁ。

  　附带一提，关于托卵所似乎也可以选择永久托卵，也就是放弃亲权，由行政机构负责养育。这是为了大杜鹃鸟型兽人提供的服务呢。不过要是真的被做那种像大杜鹃鸟的事也很困扰就是了。顺带一提，好像也有不只限于蛋的寄养服务，在兔兽人和鼠兽人之中，据说也有人做完爱后把孩子交给行政机构，再去找下一个男人……

  　ちなみに托卵所については親権を放棄する永久托卵も可能らしく、行政機関で責任を持って育ててくれる。カッコウ系の獣人のためのサービスだな。まあ、ガチにカッコウみたいな事されても困るしな。ちなみに、卵でなくても預かってくれるサービスはあるようで、兎獣人や鼠獣人の中にはヤるだけヤッてできた子供は行政に預けて次の男と……みたいなのも居るんだとか。

  

  『嗯，以增加人口的政策来说是可行啦——』

  『まあ、人口増加施策としてはアリではあるんですけどねー』

  『你看起来好像很不满？』

  『なんか不満そうだな？』

  『因为这样就没办法自己养大女儿然后跟她上床了不是吗！！』

  『だって、自分で育てないと娘とエッチできないじゃないですか！！』

  『喂！这发言也太差劲了吧！？』

  『最低の発言だな、おいっ！？』

  

  　期待奥露榭会给出正常答案的我真是个笨蛋。

  　オルシェにまともな答えを期待した俺が馬鹿だったよ。

  　总之，一直在这里乱交也会造成困扰，还是移动吧。

  　とりあえず、いつまでもここで乱交してるのも迷惑だし、移動するか。

  

  「「「「「呀——！是正太！！」」」」」

  「「「「「きゃー！ショタっ子キター！！」」」」」

  

  　嗯，库莉Q在兔兽人之间很受欢迎。

  　うん、クーリきゅんは兎獣人に大人気だった。

  

  「住手、啊♡不行♡」

  「やめ、あっ♡だめぇっ♡」

  

  　原本就因为淫纹而提高的快感再加上柔软的身体压上来，我一下子就射精了。

  　ただでさえ淫紋で快感が高まっている所に柔らかい身体を押し付けられ、あっさりと射精する。

  　……不过为什么兔兽人都穿着逆兔装？

  　……しかし、なんで兎獣人はみんな逆バニー着てんだ？

  

  『哎呀，毕竟是兔子嘛？』

  『まあ、兎ですし？』

  『我就老实说吧。』

  『正直に話そうか』

  『……是我推广的。』

  『……私が広めました』

  

  　严格说来，似乎是用我的名字替兔兽人的传统服饰命名。太差劲了吧！？

  　厳密には俺の名前で兎獣人の伝統衣装にしたらしい。最低だ！？

  

  『反正兔兽人都是贫乳，所以没关系啦！！』

  『兎獣人は貧乳しか居ないので大丈夫ですよ！！』

  『这哪里没关系了啊！？』

  『大丈夫な要素はどこだよ！？』

  

  　不，我并不否认贫乳逆兔很色就是了！！

  　いや、貧乳逆バニーがエロいのは否定しないが！！

  　娇小的胸部配上乳头罩，我觉得还满色情的。

  　ささやかなお胸にニップレスは普通にエロいと思います。はい。

  　话说回来，她们扭腰的动作还真激烈耶……

  　と言うか、腰の動き激しいな、おい……

  　兔兽人们推倒库丽，以骑乘位激烈地摆动腰部。

  　兎獣人達はクーリを押し倒して騎乗位で激しく腰を振っている。

  

  「啊嗯～正太鸡棒棒最棒了♡」

  「あぁん、ショタちんぽ最高っ♡」

  「快点换我啦。」

  「早く代わってよぅ」

  「不～行♡我要让第二个子宫也灌满精液♡」

  「だぁめ♡２つ目の子宮にもせーえき注いでもらうの♡」

  「好诈！我也要！！」

  「ずるいっ！私も！！」

  

  　这太过分了吧。

  　これはひどい。

  　除了淫魔们以外，连兔兽人都蹂躏起我来了。

  　淫魔達に加えて兎獣人にまで蹂躙されてる。

  　而且……

  　その上……

  

  「机会难得，要不要再产一次卵呢？」

  「せっかくだし、もう一度卵産んでみるのはどうかしら？」

  

  　梅蒂娜边说边抚摸淫纹，结果我的鸡鸡维持原样，而小穴却……

  　そう言いながらメルティナが淫紋を撫でるとちんぽはそのままにまんこが……

  　该怎么说呢？由于她的体型几乎跟女孩子没两样，因此根本看不出有什么变化啊。

  　なんだろう、ほとんど女の子みたいな体つきなせいで何が変わったのかほとんど判らないな。

  　不过新诞生的小穴确实淌着爱液，在双腿及臀部留下好几道淫靡的水渍。

  　けど、新たに生まれたまんこはしっかりと愛液を垂らしていて、脚と尻にいくつもの淫らな水跡を作っている。

  

  「梅蒂娜大人，请问可以插了吗？」

  「メルティナ様、挿れても？」

  「嗯，我已经诱发了排卵，所以想产多少蛋都请便。」

  「ええ、排卵は誘発しているのでいくらでも卵を産ませてくださいな」

  「那么……」

  「では……」

  「噫呜♡」

  「ひぅっ♡」

  「哈啊♡」

  「はぁっ♡」

  

  　淫魔将自己长出来的鸡鸡一口气插进去。兔兽人因为检测到排卵而肚子隆起，被骑在身上的淫魔突然往上顶，让她发出甜腻的叫声。

  　淫魔の一人が生やしたちんぽを一気にねじ込む。排卵を検知してお腹が膨らみ、上に乗っていた兎獣人が不意の突き上げに甘い声を上げる。

  　接着淫魔像是要射出第一发精液般注入体内。卵子在受精的同时形成，并通过阴道出来。

  　そこに一発目、とばかりに精液を注ぎ込む淫魔。受精と同時に卵が形成され、膣道を通って出てくる。

  

  「哈啊啊啊啊啊啊啊啊♡这样、不行♡」

  「はぁぁぁぁぁぁぁぁっ♡これ、だめぇっ♡」

  

  　我在产卵的同时因为快感而射精。我吻上兔兽人其中一边的子宫口，将精液注入其中，在注入足够的量后移动到隔壁的子宫口。

  　産卵と同時にその快感で射精する。それは兎獣人の片方の子宮口に口付けをするようにして注がれ、十分に注いだところで隣の子宮口に移る。

  

  『一口气在两边的子宫都怀孕了呢——』

  『一気に両方の子宮で妊娠しましたねー』

  『这什么混沌的情况……』

  『何だこのカオスな状況……』

  

  　结果，等回过神来时，乱交已经持续了一整天。

  　結局、気がつけば乱交は一昼夜続いた。

  

  『榭菈小姐也加入不就好了吗？』

  『シエラさんも混ざればよかったのに』

  『我才不要！？』

  『嫌だが！？』

  『说是这么说，但你不是一直流着爱液吗？乱交之所以停不下来，也是因为媚药成分的关系呢。』

  『その割にはずっと愛液垂らしてたじゃないですか。乱交が止まらなかったのは媚薬成分のせいもありますよね』

  『唔……』

  『ぐぅ……』

  

  　嗯，她确实欲求不满啊。回去后就让瓦特父王抱我吧……

  　まあ、欲求不満ではあるな。帰ったらヴァート父様に抱いてもらうか……

  

 
  第１３５話：いまどきそれは通じない

  第135话　这年头已经行不通了

  「话说回来，库丽为什么要召唤梅露蒂娜呢？」

  「ところで、クーリはなぜメルティナを召喚したのですか？」

  

  　召唤淫魔的犯人大多都是为了目的而召唤，因为缔结契约后会连上魔力通道，变得能够使用对方的魔力。

  　淫魔召喚の犯人は大抵、その膨大な魔力を目的に召喚する事が多い。契約を結ぶと魔力のパスが繋がり、その魔力を使えるようになるからだ。

  　不过严格来说，只是把注入的精液转换成魔力，将维持生命所需的分量以外的剩余魔力回馈给淫魔而已。淫魔本身并没有那么庞大的魔力。包含不注入精液就无法生存在内，一切都是召唤魔法的效果。

  　まあ、厳密には注ぎ込んだ精液を魔力に変換し、生命維持に不要な分を除いた余剰魔力をフィードバックしてるだけなんだけどな。淫魔自体はそこまで膨大な魔力を持っているわけではない。精液を注いでもらわないと生きていけなくなるのも含めて、すべて召喚魔法の効果だ。

  　但是梅露蒂娜看起来不像那样啊。

  　けど、メルティナにそんな様子はないよな。

  

  『不如说，是注入精液的那一方呢～』

  『むしろ、精液注ぎ込んでる方ですよねー』

  『毕竟库丽被怀孕了嘛～』

  『クーリ、孕まされてたしなー』

  

  　我大略看了一下，能力值上也没有那种……咦？

  　パット見、ステータスにもそんなのは……あれ？

  

  『跟库丽有关联呢，巴丝特。』

  『クーリさんに付いてますね、バッステ』

  『呜哇！』

  『うわぁ』

  

  　这么说来，召唤那一方的能力太低的话，效果会反射到施术者身上。这种情况下淫魔不会被赋予生成魔力的能力，所以施术者无法达成目的。

  　そういえば召喚側の能力が低いと術者に効果が反射されるケースがあったな。その場合は淫魔側は魔力を生成する能力が付与されないから、術者は目的を達成できない。

  　不过只要自己注入精液就能生成魔力就是了。

  　まあ、自分が精液を注ぎ込んでもらえれば魔力を生成することはできるが。

  

  『顺带一提，路人叔叔的情况不会反射，所以可以放心哦。』

  『ちなみにモブおじの場合は反射されないので安心ですよ』

  『什么意思啊！？』

  『どういう事だよ！？』

  『路人叔叔变成女性的话，对谁都没有好处不是吗？』

  『モブおじが女体化しても誰も得しないじゃないですか』

  『你该不会跟召唤魔术有关吧？』

  『お前、まさか召喚魔術に関与してるんじゃないだろうな？』

  『不，因为我不想看到路人叔叔变成女人，所以帮他穿了作弊用的鞋子，让他被判定为高能力者。我本来想设定成路人叔叔接受就会爆炸，不过这样还能看到配种压榨，一石二鸟呢。』

  『いえ、モブおじの女体化は見たくないのでモブおじが高能力と判定されるように下駄を履かせました。モブおじが受けたら爆発するように設定しようかとも思ったのですが、こっちの方が種付けプレスも見れて一石二鳥だったので』

  『你有够差劲耶！？』

  『最低だなおい！？』

  『我觉得自己处理得很完美哦。』

  『我ながら完璧な対処だったと思います』

  『既然有空做那种事，就给我从根本解决问题啊！？』

  『そんな事してる暇があるなら根本対処しやがれ！？』

  

  　奥露榭还是一样过分。

  　相変わらずオルシェは酷い。

  　好了，先别管这件事了。现在要讨论的是库丽召唤魔物的理由。从她刚才怀孕来看，效果的反射似乎只有半吊子，转换成魔力的功能没有运作，所以如果目的是为了获得魔力，应该无法达成才对。

  　っと、その話は置いておこう。今はクーリが召喚した理由の話だ。さっき妊娠していた事から見ても効果の反射が中途半端で魔力に変換する機能が働いていない様なので、魔力が目的なら達成できていないはずだ。

  

  「呃……我召唤使魔失败了……」

  「ええと、使い魔召喚に失敗して……」

  

  　看来是召唤魔法失败的结果，变成了召唤淫魔。因为没有按照正式步骤发动，所以反射也只有一半的样子。就目前所见，她并非不被注入精液就活不下去，不过她的体质容易女体化，并且在女体化时会赋予她感受到精液甜美滋味的能力。

  　どうやら召喚魔法に失敗した結果、淫魔召喚になってしまったらしい。正式な手順で発動しなかったせいで反射が中途半端になった様だな。見た限り精液を注ぎ込まれないと生きていけないわけではないが、女体化しやすい体質と女体化時に精液を甘美に感じる能力は付与されている。

  

  『淋到水就会变性吗？』

  『水を被ると性転換するんですかね？』

  『现在谁听得懂这个梗啊……』

  『いまどき誰に通じるんだそのネタ……』

  

  　附带一提，条件并非泼水而是要按照特定顺序搓揉乳头。呃，一般来说根本不可能满足这个条件吧。

  　ちなみに水を被るのではなく乳首を決まった順番で特定の方向に捏ね回すのが条件だ。いや、普通満たさないだろその条件。

  

  「嘿♡」

  「えいっ♡」

  「呀♡」

  「ひあっ♡」

  

  　……

  　……。

  　喂，别这么自然地做这种事啊。

  　いや、ナチュラルにヤるなよ。

  　库丽再度于眼前变回女性的身体。魔力流向淫纹，身体浮现汗珠。

  　眼の前で再び女性の身体に変化するクーリ。淫紋に魔力が流れ、身体に玉のような汗が浮かぶ。

  　梅蒂娜则威风凛凛地站在她面前。胯下是滴着预射液的雄伟鸡鸡……呃，也太大了吧！

  　そして、その前に仁王立ちするメルティナ。その股間には先走りを垂らす立派なちんぽが……いや、でけぇよ！？

  

  「啊……♡」

  「あ……っ♡」

  

  　库丽闻到那股气味后战战兢兢地伸出手。完全被设计了呢。

  　その匂いに当てられておずおずと手を伸ばすクーリ。完全に仕込まれてるなぁ。

  　首先亲吻前端再用双手握住肉棒，让舌头爬上去舔舐滴落的预射液，喉咙发出咕噜声。

  　まずは先端に口付けをしてから竿を両手で持つようにして舌を這わせる。零れ落ちる先走りを舌で舐め取り、喉を鳴らす。

  

  「你真会舔。接下来可以尝尝我的喉咙吗？」

  「お上手ですわ。次は喉を味わっても良いかしら？」

  「嗯噗！？」

  「んぷっ！？」

  

  　大概是觉得塞不进去吧，梅蒂娜将鸡鸡变粗到能塞进喉咙，相对地长度则加倍地插进喉中。

  　流石に入らないと思ったのかちんぽを喉に入る太さに変え、その代りに長さを倍にして喉奥にねじ込む。

  

  「嗯♡唔♡哦♡啊♡」

  「んっ♡くっ♡おっ♡あっ♡」

  「呼～好舒服呢♡」

  「はぁ、気持ちいいですわ♡」

  

  　呜哇，真狠。被长鸡鸡侵犯喉中……奇怪？她不觉得愉悦吗？

  　うわ、エグいな。長いちんぽで喉奥を犯され……あれ、悦んでねぇ？

  

  『是魔法的效果吧。』

  『魔法の効果ですね』

  『性感带。』

  『性感帯』

  『啊——』

  『あー』

  

  　因为召唤失败的魔法效果使喉咙深处变成性感带了吗？所以不会感到痛苦，反而有快感。

  　失敗した召喚魔法の効果で喉奥が性感帯になってるのか。それで苦痛を感じることはなく、むしろ快感を感じている、と。

  　……光是吃饭就会高潮吗？

  　……それ、食事するだけで絶頂しねぇ？

  

  『既然不能吃东西，那吃精液不就好了？』

  『食事が食べれなければ精液を食べればいいじゃない』

  『好过分！？』

  『酷ぇっ！？』

  

  　不过这个效果只有在女体化时才会发生，所以没有变成女性的话就能正常进食。」

  　まあ、この効果が発生するのは女体化時のみなので、女体化してなければ食事はできるか。

  

  「差不多要射了哦。」

  「そろそろ出ますわ」

  「嗯嗯嗯♡」

  「んんんっ♡」

  

  　咕嘟一声，被注入喉咙深处的精液让库丽欢喜地颤抖着。梅蒂娜转守为攻后，她用空出来的手搅动小穴，爱液滴落在地面。

  　どくん、と喉奥に精液を注ぎ込まれて歓喜に震えるクーリ。メルティナが攻めに転じた事でフリーになった手でまんこをかき回し、地面に愛液を零している。

  

  「嗯、唔♡哈、啊♡哈、啊♡」

  「んっ、くっ♡は、あっ♡は、あっ♡」

  

  　她咽下流入喉咙深处的精液，喘着粗气。从喉咙拔出的小鸡鸡被精液和爱液沾湿了，库丽见状便主动用舌头舔了起来，开始扫除口交。

  　喉奥に流し込まれた精液を飲み込み、荒く息を吐く。喉から引き抜かれたちんぽは精液と愛液で濡れていて、それを見たクーリは自ら舌を這わせてお掃除フェラを始める。

  

  「啾♡嗯♡咕♡」

  「ちゅっ♡んっ♡くっ♡」

  「啊哈♡好舒服哦♡」

  「あはっ♡気持ちいいですわよ♡」

  

  　看着津津有味地舔舐滴落的精液的库丽……

  　零れ落ちる精液を美味しそうに舐めとるクーリを見ていると、こう……

  

  『榭菈小姐也总是喝得很开心呢。』

  『シエラさんもいつも美味しそうに飲んでますもんね』

  『呃，这个嘛，那个……』

  『いや、まあ、その……』

  

  　实际上那真的很好喝耶。这世界的味觉到底是怎么回事？

  　実際、かなり美味しいんだよ、アレ。ホントこの世界の味覚どうなってんだ。

  　而且现在的库丽因为召唤的影响，感觉甜度激增……

  　その上、今のクーリは召喚の影響で甘さ激増しに感じるから……

  

  「再来♡再来♡」

  「もっと♡もっと♡」

  

  　嗯，会沉迷也是正常的。

  　まあ、夢中になるよな。

  

  『没有幼女会讨厌精液！！』

  『精液が嫌いな幼女なんて居ません！！』

  『公主殿下的也很好喝。』

  『姫様のも美味』

  『总觉得无法释怀……』

  『なんか釈然としねぇ……』

  

  　附带一提，只要将精液注入幼女体内，并从幼女身上啜饮母乳的话，不知为何光是这样就能活下去。保存的法则到底是怎样啊……？

  　ちなみに幼女に精液を注ぎ込み、幼女から母乳を啜ると、なぜかそれだけで生きていくことができるという。保存の法則どうなってんだ……

  

  『因为以幼女的情况来说，没有受精的精液在经过一定时间后就会被阴道壁及子宫内膜吸收，进而化为营养哦！！』

  『幼女の場合、受精しなかった精液は一定時間経つと膣壁や子宮内壁から吸収されて栄養になりますからね！！』

  『这到底是什么鬼啦……』

  『どうなってんだよ……』

  『请放心，确实会残留足以造成逆流或射精过多的时间。』

  『大丈夫です、ちゃんと逆流したり精液ボテしたりする時間は残留します』

  『我完全不懂你所谓的「请放心」是什么意思啊！？』

  『大丈夫の意味が解らねぇよ！？』

  

  　这个世界还是一样怪异……

  　相変わらずおかしいこの世界……

  　好啦，像这样做的时候，淫纹当然也会产生反应。

  　さて、そうやってると当然淫紋も反応するわけで。

  

  「梅露，我已经……」

  「メル、僕、もう……」

  「可以插进来哦。不过条件是必须由你自己来插。」

  「挿れてもいいですわよ。でも、自分で挿れるのが条件ですわ」

  

  　被梅蒂娜这么一说并轻抚一下淫纹后，我的身体便微微颤抖了一下。

  　メルティナにそう言われながら淫紋をひと撫でされれば軽く身体を震わせる。

  　接着我主动将腰部压在挺直双腿站着的梅露蒂娜的肉棒上，并用因淫液而湿透的穴肉将其吞没。库立立刻浑身一震。

  　それから仁王立ちしているメルティナのちんぽに自分から腰を押し付け、淫液で濡れた膣肉で飲み込んでいく。

  

  「嗯哈啊啊啊啊啊啊啊♡」

  「んはぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ♡」

  

  　光是插入就轻易达到高潮，身体不断颤抖着。她就这样开始摆动腰部，上下套弄我的肉棒。

  　挿れただけで軽く絶頂に達し、身を震わせるクーリ。そのまま腰を揺らすようにしてちんぽを扱き始める。

  

  「啊♡哈♡再来、再来♡」

  「あっ♡はっ♡もっと、もっとぉ♡」

  

  　她抓着梅尔蒂娜的手，主动摆腰贪求欢愉。嘴上频频强调自己是男生，却沉溺在雌性的快乐之中。这副模样让我打从心底涌起羞耻心。

  　メルティナの腕を掴んで自分から腰を振り、快楽を貪る。しきりに口では自分は男の子だと言いながらメスの快楽に溺れている姿に、こう、心の奥から羞恥心が湧き上がってくる。

  

  『只是子宫发疼而已吧？』

  『子宮が疼いているだけでは？』

  『少啰嗦，闭嘴啦！』

  『うるさいだまれ』

  

  　呃，嗯，子宫的确在发疼……

  　いや、まあ、確かに子宮は疼いているが……

  

  「啊♡不行，我又要、去了……」

  「あぁっ♡だめ、僕、また、いっちゃ……」

  「哈啊♡我也要高潮了♡」

  「はぁん♡私も、出ますわっ♡」

  「呼啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊♡」

  「ふあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ♡」

  

  　毕竟都看到这种场面了嘛。

  　流石にこんなのを見せられちゃ、な。

  　库丽为了不让一滴精液逃走，使劲地挺腰，用阴道肉套弄阴茎。

  　一滴も逃すまいとするかのように思いっきり腰を打ち付け、膣肉でちんぽを扱くようにして絞め上げるクーリ。

  　梅尔蒂娜当然也迎来极限，被顶得子宫口裂开的阴茎直接在子宫内射出精液。

  　当然メルティナも限界を迎え、子宮口をこじ開けるようにして突き挿れられたちんぽが直接子宮内に精液をぶちまける。

  　不过库丽的欲望并未就此满足。她追求更进一步的欢愉，接连进行第二战、第三战。

  　けど、クーリの欲望はそれでは満たされず、さらなる快楽を求めて二回戦、三回戦と身体を重ねていく。

  　就这样贪求了满满的快乐之后，库丽跟着梅尔蒂娜前往淫魔国。好像有很多事要报告的样子。

  　そうしてたっぷり快楽を貪った後、クーリはメルティナに連れられて淫魔国へと向かう事になった。色々と報告があるらしい。

  

  『是怀孕了吗？』

  『おめでたとかですかねー？』

  『不，卵不是寄放在托卵所了吗……』

  『いや、卵は托卵所に預けていったろ……』

  『不，我是说梅尔蒂娜小姐？』

  『いえ、メルティナさんの？』

  『呜哇，不知不觉就怀孕了……』

  『うわ、いつの間にか妊娠してる……』

  『就是刚才，你让我活下来，然后疯狂抽插我小穴的时候。』

  『さっき、生やして互いのおまんこを突きまくってた時ですね』

  『啊——』

  『あー』

  

  　确实有这么一回事。

  　あったなぁ、そんな事。

  

  『您是不是发情过头，脑袋都飞走了？（奸笑）』

  『発情し過ぎで頭飛んじゃいましたか？にやにや』

  『奥露榭？』

  『オルシェ？』

  『咿！？』

  『ひぃっ！？』

  

  　要是奥露榭没多嘴的话，她就不会被惩罚了说。

  　オルシェも余計なことを言わなければお仕置きされずに済むのにな。

  　好啦，得先回边境伯爵领地确认状况才行。真想快点把工作做完，回到王城去……

  　さて、一度辺境伯領に戻って状況を確認しないと。早く仕事終わらせて王城に帰りたい……

  

  『公主大人，您是不是因为想要我抽插小穴而感到心烦意乱？』

  『姫様、おまんこ突いて欲しくてイライラしてる？』

  『……』

  『……』

  

  　不予置评。

  　ノーコメントで。

  

 
  第１３６話：性教育は大事だよ

  第136话　性教育很重要。

  「公主殿下，嗯♡」

  「姫様、んっ♡」

  「别来无恙……啊♡」

  「ご機嫌麗しゅう……あっ♡」

  

  　呃，其实不太无恙吧？

  　いや、あまり麗しくはないんだがな？

  　我为了离开领地前的问候而回到边境伯邸时，正好撞见边境伯和两个女儿在办事。嗯，在这个国家，趁谒见或开会时抱女儿是很稀松平常的事呢。嗯，很普通哦。

  　領を出る挨拶のために辺境伯邸に戻ったら、ちょうど辺境伯と娘２人がヤッてる最中だった。うん、まあ、この国だと謁見中とか会議中とかに娘を抱くのは普通だからな。うん、普通なんだよ。

  

  「这次不在领地，真是非常抱歉。」

  「この度は留守にしていて申し訳ございませんでした」

  

  　边境伯一边交互抽插着两个女儿的穴，一边这么说道。呃，我可没有羡慕哦？

  　娘２人のまんこを交互に突きながらそう告げる辺境伯。いや、羨ましいとかはないんだからな？

  

  「国境的问题也顺利平息了……」

  「国境の問題も無事落ち着きまして……」

  

  　看来淫魔国的人有介入其中，侵略领地的家伙们被逼回领地边界。

  　どうやら淫魔国の皆様が介入したようで、領地に侵略しに来ていた連中は領境まで押し返されたようだ。

  

  「现在统治那个领地的家伙似乎不打算攻打这里，所以我才暂时回来一趟。」

  「今あの領を治めている連中はこちらに攻め入る気は無さそうでしたので、一旦帰投した次第です」

  

  　嗯，在这种状况下，当然会想避免两面作战嘛。

  　まあ、この状況で両面作戦は避けたいよな。

  　于是回到领地的边境伯又开始对两个女儿进行性教育……

  　そんなわけで領地に戻ってきた辺境伯は娘２人への性教育を再開したようで……

  

  「莉娜姐姐，父亲大人的小鸡鸡怎么样？」

  「リーナ姉様、お父様のおちんぽはどうですか？」

  「嗯♡好舒服哦♡」

  「んっ♡気持ちいいです♡」

  「我也想像莉娜姐姐一样早点怀孕呢。」

  「私もリーナ姉様みたいに早く妊娠したいですわ」

  

  　露修娜也十二岁了，已经是能怀孕的年龄。而且她有好好使用排卵魔法。

  　ルシュナも１２歳。既に妊娠できる年齢だ。しかも、しっかりと排卵魔法を使っている。

  

  『这么说来，我收到申请了呢～』

  『そういえば申請ありましたねー』

  『你老是在确认这种事耶。』

  『お前はそう言うのばかり確認してるよな』

  

  　在这种场合，将精液全部注入子宫或喉咙深处才是礼貌的行为。也就是说，一定会怀孕。

  　こういう場での性行為では精液は全部子宮か喉奥に注ぎ込むのがマナーだ。つまり、確実に妊娠する。

  

  『毕竟是在榭菈小姐面前做的嘛，肯定会怀孕呢。』

  『シエラさんの眼の前で行為に及んでるわけですし、妊娠は確実ですね』

  『唔……』

  『ぐぅ……』

  

  　这么说来，莉娜的母亲也被救出来了。她会怎么样？

  　そう言えばリーナの母親も助け出されてたよな。あっちはどうなるんだ？

  

  『听说也会迎娶她为侧室哦。今晚是母女丼呢！』

  『あちらも側室として迎え入れられるみたいですよ。今夜は母娘丼ですね！』

  『哦……』

  『おぅ……』

  

  　露修娜已经确定成为下任当家了，就算不结婚，生下父亲的孩子作为继承人也没关系吧？尤其是像边境伯那样，如果跟其他家族有不必要的联系就麻烦了。

  　ルシュナの方は次期当主になる事が決まっているが、別に結婚せずに父親の子供を産んで跡継ぎにしても良いんだよな。特に辺境伯みたいな他家と余計な繋がりを作ると困る場合とかは。

  

  『因为榭菈小姐不想让拉塞尔弟弟入赘的关系吧？』

  『シエラさんがラゼルきゅんを婿に出すのを嫌がったせいですよね？』

  『别叫我弟弟。』

  『きゅんって言うな』

  

  　呃，这个嘛，我因为各种原因没有王位继承权。既然不能继承王位，就得由拉苏耶尔或榭莉来继任。而要坐上王位，就必须跟拥有王位继承权的兄弟姐妹生孩子，并与那个孩子结婚；但就如刚才所说，我没有王位继承权，所以必须由榭莉和拉苏耶尔生下子嗣才行。

  　いや、まあ、俺は色々とあって王位継承権が無いからな。王位を継げない以上、王太子にはラゼルかシェリーが就かなければならない。で、王位に就くには王位継承権を持つ兄弟姉妹と子作りして、その子供と婚姻する必要があるのだが、さっき言った通り俺には王位継承権がない。というわけで、シェリーとラゼルで子作りする必要があるわけだ。

  　所以，我不能让拉塞尔入赘。现在虽然可以考虑蕾缇雅或拉塞莱娜妈妈的孩子……

  　そんなわけで、ラゼルを婿に出すわけにはいかなかったんだよ。今となってはラゼラナ母様かレティーア義母様の子供でも良いわけだが……

  

  『对了，差不多要进入稳定期了，可以开始横隔膜性爱了吧？』

  『そう言えば、そろそろ安定期に入るのでボテ腹セックス解禁ですかね？』

  『不要说横隔膜性爱！』

  『ボテ腹セックス言うな』

  

  　话虽如此，14岁的蕾缇雅义母还好，但17岁的拉塞莱娜妈妈就有点危险。这部分应该要自重吧？

  　とはいえ、１４歳のレティーア義母様はまだ良いとして、１７歳のラゼラナ母様の場合はそろそろ危険な年齢だ。流石にその辺りは自重するんじゃないか？

  

  『我好像搞砸了一点呢。考虑到母女横隔膜性爱，或许再多留个五年比较保险。』

  『ちょっと失敗しましたかね。母娘ボテ腹セックスを考えるともう５年くらいは余裕を持たせても良かったかもしれません』

  『你真的只会想些没营养的事耶……』

  『ホントろくでもない事しか考えないな、お前……』

  

  　假设11岁生下女儿，在那女孩能怀孕的年纪是21岁。在这个世界，高龄产妇流产的风险较高，因此超过20岁后最好避免在怀孕期间性行为，所以确实很严苛。要让两人同时怀孕的话，至少要在25岁前都处于安全期才行。

  　１１で娘を生んだとして、その娘が妊娠できるようになる頃には２１歳になる。この世界では高齢出産で流産の危険が高まるせいで２０歳を超えてからは妊娠中の性行為を控えた方が良いとされているので確かに厳しいだろうな。２人同時に孕むにはせめて２０代前半までは安全域にしないと。

  

  『如果设定成跟横隔膜女儿一起减少高龄产妇的危险，就能增加和她一起怀孕的机会，不是一石二鸟吗……？』

  『ボテ腹の娘と一緒なら高齢出産の危険が減るように設定すれば娘と一緒に孕む事も多くなって一石二鳥じゃないですかね……？』

  『为什么你老是想些没营养的事啊……』

  『どうしてお前はそんな碌でもない事ばかり思いつくんだよ……』

  

  　这个没用的女神，真的没有比她更适合想出馊主意的人了。

  　ホント、碌でもない事を思いつかせたら右に出る者は居ないな、この駄女神は。

  

  「嗯嗯♡父亲大人，在子宫里♡」

  「んんっ♡父様、子宮にっ♡」

  「接下来换我♡」

  「次は私ですわ♡」

  「那么，我就先告辞……」

  「では、私はこれにて……」

  

  　再继续妨碍他们生小孩实在不好意思，于是我离开边境伯邸。呃，接下来要去哪里来着？

  　流石にこれ以上子作りの邪魔をするのも悪いと辺境伯邸をあとにする。ええと、次はどこだったかな？

  

  「有联络说要我们暂时回王城一趟。」

  「一度王城に戻るように連絡が来ています」

  

  　我和爱夏会合后正打算前往下一个目的地，却有一名女仆这样告诉我。发生什么事了吗？

  　アーシャと合流して次の目的地に向かおうとしたんだが、メイドの一人がそんな事を伝えてきた。何かあったかな？

  　算了，反正回去城堡也正好。

  　まあ、城に戻るなら都合がいい。

  

  『可以被瓦特爸爸抱了呢！』

  『ヴァートお父さんに抱いてもらえますしね！！』

  『吵死了！』

  『やかましいわ！？』

  

  　不……呃，其实我内心也在期待这件事就是了。

  　いや、まあ、それも期待していないと言えば嘘にはなるが。

  　总之，先和爱夏会合吧。

  　ともかく、まずはアーシャと合流するか。

  

  「公主殿下，欢迎回来。」

  「姫様、お帰りなさいませ」

  「嗯♡再来♡」

  「んっ♡もっとぉ♡」

  「好舒服哦♡」

  「気持ちいいよぅ♡」

  

  　我们前往边境伯领内最大的神殿，结果一到爱夏所在的房间就看到这幅景象。

  　辺境伯領で最も大きな神殿に向かったんだが、アーシャが居る部屋に着いたらこれだよ。

  

  『毕竟这里是榭菈小姐的神殿嘛～』

  『まあ、シエラさんの神殿ですしねー？』

  『性教育中。』

  『性教育中』

  『嗯……算了，那倒是无所谓啦。』

  『うん、まあ、それは良いんだが』

  

  　为什么爱夏会偷吃呢？

  　なんでアーシャがつまみ食いしてるかな？

  

  『是不是因为没有年龄适合的人选？』

  『ちょうどいい年齢の女性が居なかったからじゃないですかね？』

  『所以她才双手享受着鸡鸡吗？』

  『それで両手にちんぽで楽しんでいた、と？』

  「因为也插进小穴里，所以光用双手是不够的呢～」

  『おまんこにも入ってるので両手じゃ済みませんねー』

  「……」

  『……』

  

  　居然要同时应付三个人，这到底是怎样啊？

  　３人同時に相手とかどんだけだよ。

  

  「啊啊♡已经要出来了啦♡」

  「ああっ♡もう、出ちゃうよぅ♡」

  「射精的时候要把整根都插进去哦。」

  「出す時は最奥まで突き入れてからですよ」

  「好的！嗯嗯♡」

  「はいっ！んんっ♡」

  

  　下面的孩子因为种种原因而没有接受性教育直到今天，所以已经迎来了高潮。我按照她的指示抓住爱夏的腰，把整根插入深处后射精。

  　下に居る子は色々とあって今日まで性教育を受けられなかったようで、既に精通を迎えていた。言われるままにアーシャの腰を掴み、奥まで突き入れて射精する。

  　两侧的人似乎还没迎来高潮，尽管身体颤抖却没有射精。

  　両脇の２人はまだ精通が来ていないようで、身体を震わせているものの射精はしていない。

  　爱夏轮流含住那两人的肉棒并用舌头刺激着。她还真是乐在其中啊。

  　そんな２人のちんぽを交互に咥えて舌で刺激するアーシャ。しっかり楽しんでやがるな。

  　话虽如此，毕竟不能妨碍性教育，所以我决定等结束之后再回王城。只是没想到会花到早上。

  　とはいえ流石に性教育の邪魔はできないので、終わるのを待って王城に戻る事にした。朝までかかるとは思わなかったが。

 
  第１３７話：加護

  第137话　加护

  『昨晚很愉快呢。』

  『昨晩はお楽しみでしたね』

  『……』

  『……』

  

  　呃，嗯，是啊。

  　いや、まあ、うん。

  

  『跨在瓦特先生身上那么用力地扭腰……』

  『ヴァートさんに跨ってあんなに腰を振って……』

  『公主殿下看起来很舒服的样子。』

  『姫さま気持ちよさそうだった』

  

  　因为发生了很多事，我被迫早上就回来，昨天一整天都插着瓦特父亲的家伙办公。然后晚上被推倒在床上做了一整晚……

  　色々とあって朝に帰還する羽目になったので、昨日はヴァート父様の執務中ずっと挿れっ放しで過ごしたんだよな。それから夜はベッドに押し倒して一晩中……

  　不过塞丝妲也中途加入了吧？

  　でも、セスタも途中から混ざってたよな？

  

  『照顾公主殿下的小鸡鸡是妻子的工作。』

  『姫さまのおちんぽの世話は妻の仕事』

  『同时受到男孩和女孩进攻，看起来非常舒服呢。』

  『男の子と女の子を責められてすごく気持ちよさそうでしたよね』

  『呜……』

  『ぐぅ……』

  

  　顺带一提，我回来的理由似乎是瓦特父亲想抱我，并没有发生什么事件的样子。嗯，暂且可以放心了？（？）

  　ちなみに帰還の理由だが、ヴァート父様が俺を抱きたかったからだったらしく、特に何か事件が起きたわけではないようだ。まあ、一安心？

  

  『是榭菈小姐的影响吧！』

  『シエラさんの影響ですね！』

  『嗯？什么意思？』

  『ん？どういう事だ？』

  『榭菈小姐想要被抱的气场传播开来之后，性欲就增强了哦。』

  『シエラさんの抱かれたいオーラが伝播した結果、性欲が増強されたんですよ』

  『真的假的！？』

  『マジで！？』

  『顺带一提，国内因为性欲增强而怀孕的人也大幅增加了。』

  『ちなみに国中で性欲が高まって妊娠した子がガッツリ増えてます』

  

  　那是什么啊好可怕。

  　なにそれこわい。

  　这样子明年的出生率会很不得了吧……

  　これ、来年の出生数はすごい事になるのでは……

  

  『国力增强了呢！』

  『国力増強ですね！』

  『我才不想因为这种理由增强！？』

  『そんな理由で増強したくねぇよ！？』

  

  　我确认了一下纪录，发现怀孕人数确实增加了很多。而且大部分都是逆奸。什么「固定招式：被种马强暴」啊……

  　ログで確認してみれば、確かに妊娠数がかなり増加している。しかも、だいたい逆レイプ。なんだよ『決まり技：種付けられプレス』って……

  

  『您是指亚马逊体位吧。』

  『アマゾンポジションの事ですね』

  『我指的不是那个啦。』

  『そう言う事を言ってるんじゃねえんだよ』

  

  　有必要把固定招式写上去吗？

  　決まり技って必要なのか？

  　我不希望状态栏里记载着怀孕时的体位耶。

  　ステータスに妊娠した時の体位が記されるのは嫌過ぎるんだが？

  

  『咦？从以前就有这个项目了哦？顺带一提，榭菈小姐的身体——莱娜小姐的状态栏里明确记载她是用骑乘位出生的。』

  『え？前からありましたよ？ちなみにシエラさんの身体であるラナさんのステータスには騎乗位で生まれたと明記してあります』

  『真的假的！？』

  『マジで！？』

  

  　……呜哇，是真的。

  　……うわぁ、マジだ。

  　原来状态栏里有记载啊。

  　ステータスに出るんだ、それ。

  

  『现在正好是榭菈小姐正在做的体位呢。』

  『ちょうど今、シエラさんがしてるのと同じ体位ですね』

  『你很烦耶！？』

  『やかましいわ！？』

  

  　呃、嗯，我还没拔出来。插着的状态下晨勃的感觉还挺不错的……

  　いや、うん、まだ抜いてないんだ。挿れたまま朝勃ちする感覚が結構好きで……

  

  『公主大人的一直都在勃起哦。』

  『姫さまのはずっと勃ったまま』

  『那是因为……』

  『そりゃあ、その……』

  

  　因为没有任何会萎掉的要素啊……

  　萎える要素が何も無いからな……

  　话说回来，这不重要吧！？

  　って、それはどうでもいいだろ！？

  

  「餐点已经准备好了。」

  「お食事の用意ができておりますが」

  「咿呀！？」

  「ひぁっ！？」

  

  　我一边享受瓦特父王晨勃的触感，一边抱着塞丝妲时，女仆从背后叫了我一声。糟糕，已经这么晚了吗？

  　ヴァート父様の朝勃ちの感触を楽しみながらセスタを抱いていたら、メイドに背後から声をかけられた。ヤバ、もうこんな時間か。

  　昨晚我们做到很晚，所以瓦特父王还在睡。

  　昨晩は遅くまでヤッてたからヴァート父様の方はまだ眠っている。

  

  「要用魔法吗？」

  「魔法つかう？」

  『嗯……没办法了呢。』

  「うーん……仕方ありませんね」

  

  　我是很想让他再睡一下，不过昨天因为以被他抱为优先，所以没有和家人一起吃饭。我想看看拉塞莱娜女王的样子，而且早餐总不能在房间吃。

  　もう少し寝かせておきたい気もするが、昨日は抱いてもらうのを優先したから家族とは食事を一緒にできてないからな。ラゼラナ母様の様子も見たいし、流石に朝食も部屋で摂る、というわけにもいかない。

  

  「父亲大人，请起床吧，早餐时间到了哦。」

  「父様、起きてください。朝食の時間ですよ」

  

  　我一边这么说，一边捏住他的鸡鸡。同时使用起床魔法后，在射精的同时瓦特父王也醒来了。

  　そう言いながらちんぽをきゅ、と絞めつける。それに併せて起床魔法を使うと、射精と同時にヴァート父様の目が覚める。

  

  「早安，父亲大人。」

  「おはようございます、父様」

  「嗯，莱娜早啊。」

  「ああ、おはよう、ラナ」

  

  　他用的不是强制清醒的魔法，而是缩短睡眠时间的魔法，所以头脑似乎很清醒的样子。

  　強制的に目を覚ます魔法ではなく、睡眠時間を短縮する魔法の方を使ったので頭はスッキリとしているようだ。

  

  『小鸡鸡也很清醒。』

  『おちんぽもスッキリ』

  『这种话不用说出来啦。』

  『それは言わなくてよろしい』

  

  　之后我们冲完澡去吃早餐。我们好像是最后到的，拉塞莱娜女王有点不满。

  　それからシャワーを浴びて朝食に向かう。俺達が最後だったらしく、ラゼラナ母様は少し不満気だ。

  

  「亲爱的？」

  「あなた？」

  「呃，那个……」

  「いや、その……」

  「你们昨天好像熬夜了呢。」

  「昨日はだいぶ夜更かししていたみたいですね？」

  

  　气氛好冷啊。那个，对不起哦。因为昨天的事情真的是我的错嘛……

  　空気が冷たい。その、なんかごめん。マジで昨日のは俺のせいだからなぁ……

  

  「母亲大人，我……」

  「母様、私が……」

  「没关系，不用道歉哦？这都要怪父亲大人不抱人家。」

  「ううん、いいのよ？父様が抱いてくださらないのが悪いのですもの」

  

  　他们似乎定期会安排两人的时间，不过没被拥抱果然还是会欲求不满吧。

  　２人の時間は定期的に取っているみたいだが、抱いて貰えないのはやっぱり欲求不満になるよな。

  

  「我也已经进入稳定期，所以希望您能抱我了……」

  「私ももう安定期なのですから、そろそろ抱いてほしいのですけど……」

  「呃，那个，你差不多也该……」

  「いや、その、君はそろそろ……」

  「……差不多？」

  「……そろそろ？」

  

  　嗯，对女性提到年龄话题实在不太好。就算她快要二十岁，高龄生产迫在眉睫也一样。

  　うん、女性に年齢の話は良くないな。いくらそろそろ２０歳が近くて高齢出産が迫っているとはいえ、な。

  

  「只要榭菈大人愿意给予庇佑就没问题！」

  「シエラ様に加護をいただければ大丈夫です！」

  「确实是这样没错啦，但祭品该怎么办？」

  「確かにそうだろうが、生贄はどうする？」

  「这个嘛、呃……莱娜妹妹，能不能拜托你呢？」

  「それは、その……ラナちゃん、お願いできない？」

  

  　不，庇佑这种东西就算没有献上活祭品，她也已经赐给我了啊。

  　いや、加護ならそんなもの無くても既に与えてるんだよな。

  　话说回来，为什么我得那么悲哀地在自己的神像前沉溺于自慰行为不可？

  　ってか、何が悲しくて自分の神像の前で自慰行為に耽らなければならないのか。

  

  「母亲大人，那个，我认为只要祈祷就能得到庇佑……」

  「母様、その、加護ならば祈ればいただけると思うのですけれど……」

  「莱娜妹妹，神明不会那么简单就给予庇佑哦？」

  「ラナちゃん、神様はそんな簡単には加護はくれないのよ？」

  

  　不，祂还满随便就赐给我的耶！

  　いや、わりとポンポンと与えるが！？

  　唔、呃。既然如此……

  　う、ぐ。こうなったら……

  

  「母、母亲大人，榭菈大人喜欢年轻女性的孕妇性交，我想光是这样就能得到庇佑了……」

  「か、母様、シエラ様は年若い女性のボテ腹セックスを好まれるので、それだけで加護はいただけるかと……」

  「哎呀，是这样吗？」

  「あら、そうなの？」

  

  　为什么我得那么悲哀地为奥露榭捏造出来的性癖作证不可啊……

  　何が悲しくてオルシェがでっち上げた性癖を証言しなければならないのかと……

  

  「那就祈祷看看吧。」

  「じゃあ、祈ろうかしら」

  

  　嗯，好啦，马上就同意了哦。

  　うん、まあ、即承認だよ？

  　虽然总觉得好像失去了某种非常重要的东西……

  　何か、とても大事なものを失った気もするけどな……

  

 
  第１３８話：シェリーの望み

  第138话　榭莉的愿望

  「亲爱的，也请让肚子里的孩子喝精液吧♡」

  「あなた、お腹の娘にもせーえき飲ませてください♡」

  「嗯……」

  「ああ……」

  

  　嗯，该怎么说，父母的这种行为有点难为情……好像也不会。

  　うん、なんだ、親のこういうのはちょっと恥ずかし……くもないな。

  　仔细想想，我们从小一起做爱到现在。

  　よく考えたら、小さい頃からずっと一緒にヤッてたわ。

  

  『不如说，从出生前就一起喝精液了呢。』

  『むしろ、生まれる前から一緒に精液飲んでましたもんね』

  『你以为是谁害的……』

  『誰のせいだと……』

  

  　不过在这个世界，其实还满普通的……

  　まあ、割とこの世界では普通ではあるんだが……

  　但全都是奥露榭的错。

  　全部オルシェのせいなのは間違いない。

  

  『好过分！？』

  『ひどいっ！？』

  『过分的是你的思考吧！！』

  『ひどいのはお前の思考だろ！！』

  

  　我的庇护似乎正常运作，就算做怀孕大肚子的性爱，好像也没什么影响。

  　俺の加護はちゃんと機能してるようで、ボテ腹セックスをしても特に影響は無さそうだな。

  

  「亲爱的，也好好疼爱蕾缇雅哦。」

  「あなた、ちゃんとレティーアもかわいがってあげてね」

  「那个，拜托你了……」

  「その、よろしくお願いします……」

  

  　蕾缇雅继母才十四岁，就算做怀孕大肚子的性爱，对健康也没什么影响。不过还是有庇护啦。

  　レティーア義母様の方はまだ１４歳だからボテ腹セックスをしても特に健康に影響はない。まあ、加護は付いてるけどな。

  　……在那之后，十岁出头以下的怀孕大肚子性爱，会自动附加庇护。可恶的奥露榭！！

  　……あれから１０代前半以下のボテ腹セックスには自動的に加護が付くようになったんだよな。おのれオルシェ！！

  

  『冤枉啊！！？』

  『濡れ衣ですよ！！？』

  『你问问自己的胸部吧。』

  『お前の胸に訊いてみろ』

  『就是平啊！！？』

  『真っ平らですけど！！？』

  

  　她主张无罪，我叫她反省一下自己，结果她不知为何恼羞成怒。我可没说她平胸不好哦？

  　と、無罪を主張するので自分を顧みるように言ったら何故か逆ギレされた。まっ平らなのが悪いとは欠片も言ってないが？

  

  「小莱娜？」

  「ラナちゃん？」

  「不，没事，母亲大人……」

  「いえ、なんでもありませんよ、母様……」

  

  　拉塞莱娜母亲大人不小心被波及，杀气腾腾地瞪了过来。好可怕……

  　うっかり飛び火したラゼラナ母様から殺気が飛んできた。いや、怖いって……

  　拉塞莱娜母亲大人的阴道一缩，瓦特父亲大人的肉棒将精液注入子宫。顺带一提，精液淋得愈多，庇护效果就愈强。

  　きゅ、とラゼラナ母様の膣肉が絞まった弾みにヴァート父様のちんぽから精液が子宮に注がれる。ちなみにこの精液、浴びれば浴びる程加護が付くんだよな。

  

  『刻印增加了。』

  『キルマークが増える』

  『哦、哦……』

  『お、おう……』

  

  　居然还有经验值。难道喝精液变强的原理也一样？

  　まさかの経験値。もしかして精液飲むと強くなれるのも同じ原理か？

  

  『只有幼女哦？』

  『幼女だけですよ？』

  『你还是一样偏心……』

  『相変わらず贔屓が酷いよな、お前……』

  

  　算了，奥露榭偏爱幼女也不是一天两天的事了。

  　まあ、オルシェの幼女贔屓は今に始まった事じゃないけどな。

  　好，母亲大人他们应该没问题。问题是……

  　さて、母様達は大丈夫そうだな。問題は……

  

  「拉塞尔哥哥，请您觉悟吧。」

  「ラゼルにいさま、観念してくださいませ」

  「呃，那个，榭莉？」

  「いや、その、シェリー？」

  「现在是不是该叫拉塞尔姐姐？放心，听说只有刚开始会痛。」

  「今はラゼルねえさまと呼んだ方がいいですか？大丈夫、痛いのは最初だけと聞きますわ」

  

  　嗯，不知为何，拉塞尔被当成女生，榭莉则打算侵犯他。

  　うん、何故か女の子にされてるラゼルと生やして犯そうとしてるシェリーが居るんだよな。

  　她最近才开始学千金小姐的说话方式，做的事却天差地远。

  　最近覚え始めたお嬢様言葉とヤッてる事のギャップがひどい。

  

  「……榭莉？」

  「……シェリー？」

  「我想成为女王陛下。」

  「わたし、じょおうさまになろうと思いますの」

  

  　另外，虽说是女王，但不是SM的女王，而是国王。榭莉要成为女王，的确得和有继承权的兄弟姐妹生小孩，再让小孩成为配偶……

  　なお、女王様といってもＳとかＭとかのやつじゃない。国王の方だ。確かにシェリーが王になるには継承権のある兄弟姉妹と子作りしてその子を配偶者にする必要はあるが……

  

  「……呃？」

  「……ええと？」

  「所以，我想让拉塞尔哥哥生下女儿，再让她当我的妻子……」

  「だから、ラゼルにいさまに娘を産んでもらっておよめさんにしようかと……」

  「那个，拉塞尔才五岁……」

  「その、ラゼルは５歳なので……」

  「只要有榭莉姐姐在，五岁也能怀孕！！」

  「シエラ様にいのれば５さいでも孕めますわ！！」

  

  　我可不认同！！

  　認めないが！？

  

  『咦？明明是心爱妹妹的请求！？』

  『え？大好きな妹さんの頼みなのに！？』

  『不，凡事都有个限度吧！？』

  『いや、ものには限度ってものがあるだろ！？』

  

  　为什么我得被拉塞尔抢先啊！？

  　なんでラゼルに先を越されないといけないんだよ！？

  

  『哈哈，这才是真心话吧？那只要先怀孕……』

  『ははん、それが本音ですか？なら、先に孕めば……』

  『我不要！！』

  『嫌だがっ！？』

  

  　不，那个，我还没做好怀孕的觉悟……

  　いや、その、まだ孕む覚悟が……

  　呃，不对！！

  　って、そうじゃなくて！！

  

  「没错，榭莉，你再等五年吧。」

  「そうよシェリー、あと５年待ちなさい」

  「母亲大人！？」

  「母様！？」

  「莱娜会先怀孕的。」

  「孕むのはラナの方が先よ」

  「是……」

  「はぁい……」

  

  　被拉塞莱娜母亲大人这么一说，榭莉不甘不愿地放弃。

  　ラゼラナ母様にそう言われて渋々諦めるシェリー。

  　呼，成功避免最坏的情况了。

  　ふぅ、最悪の事態は回避できたな。

  

  「那么，得从现在开始训练才行呢，拉塞尔哥哥……不对，现在是姐姐了呢。」

  「じゃあ、今から訓練しないといけませんね、ラゼルにいさま……いえ、今はねえさまでしたね」

  「嗯、嗯……嗯嗯！？」

  「う、うん……んんっ！？」

  

  　虽然成功阻止她怀孕，但似乎还是要做爱。算了，只要不怀孕就没问题……吧？

  　孕むのはなんとか思い留まらせたが、セックスはするらしい。まあ、孕まないなら大丈夫……か？

  　既然母亲大人也同意了，榭莉便将肉棒抵在拉塞尔的肉穴上，缓缓地插了进去。

  　母様のお墨付きも貰えたので、ちんぽをラゼルのまんこに充てがってゆっくりとねじ込んでいくシェリー。

  

  「拉塞尔姐姐的小妹妹，好舒服！！」

  「ラゼルねえさまのおまんこ、きもちいですわ！！」

  「嗯、啊♡肚子里面好舒服哦♡」

  「んっ、あっ♡お腹の奥、気持ちいいよう♡」

  

  　拉塞尔配合着榭莉的动作，开始摆动起腰来。

  　奥を突くシェリーに合わせて腰を振り始めるラゼル。

  　嗯，也是，女孩子对肉棒没辙嘛……

  　うん、まあ、女の子はちんぽには弱いよな……

  

  「榭莉！榭莉！」

  「シェリー！シェリー！」

  「啊啊♡这么紧的话会射出来的！我要射在子宫里哦♡请在小妹妹里面好好品尝！！」

  「ああっ♡そんなに絞めつけたら出ちゃうっ！子宮に出しますわっ♡おまんこの奥でしっかり味わってくださいませ！！」

  

  　拉塞尔的肉壁对快感起了反应，像是要榨取精液般地脉动、收缩。榭莉抓住拉塞尔的腰，一口气将肉棒插到最深处，在最深处射出精液。

  　快楽にしっかり反応したラゼルの膣肉は精液を搾り取るかのように脈動し、絞め上げる。そんなラゼルの腰を掴んで一気に奥までねじ込み、最奥で精液を吐き出すシェリー。

  

  「哈啊♡太棒了♡」

  「はぁっ♡最高ですわ♡」

  「肚子里，咕嘟咕嘟的……」

  「おなかのなか、どくどくってしてる……」

  

  　这射精还真是熟练啊……

  　かなり堂に入った射精だな……

  

  『毕竟榭菈小姐有好好锻炼过嘛。』

  『まあ、シエラさんがしっかりと鍛えましたからね』

  『欸？』

  『へ？』

  『证据视频在这里。』

  『証拠映像がこちらに』

  

  　奥露榭拿出来的，是我指导榭莉做种内射体位的视频。奇、奇怪……？

  　と、オルシェが出してきたのはシェリーに種付けセックスのやり方を指南する俺の姿だった。あ、あれ……？

  

  『公主殿下很起劲呢。』

  『姫さまノリノリだった』

  『呜咕……』

  『うぐっ……』

  

  　呃，我确实是做了没错啦！

  　いや、確かにヤッたけども！

  　没、没想到会变成这样……

  　こ、こんな事になるとは……

  

  「接下来轮到莱娜姐姐了。」

  「次はラナねえさまの番ですわ」

  

  　榭莉将精液注入拉塞尔的子宫直到最后一滴，她将依然挺立的肉棒对着我，这么说道。

  　最後の一滴までラゼルの子宮の中に注ぎ込んだシェリーが、起立したままのちんぽをこちらに向けながらそう言ってくる。

  

  「不，那个，我……」

  「いえ、その、私は……」

  「明明小妹妹都湿成那样了，却不要吗？」

  「おまんこをそんなに濡らしているのに、ですか？」

  

  　你是在哪里学到这种话的……

  　おまえ、どこでそんな言葉を……

  

  「老公？」

  「あなた？」

  「那、那个……」

  「そ、その……」

  

  　嗯，是瓦特爸爸教的吗？之后得好好处罚他。

  　うん、ヴァート父様だったか。これは後でお仕置きが必要だな。

  

  「我们会负责处罚爸爸的，莱娜你就去安抚榭莉的小弟弟吧。」

  「父様は私達でお仕置きしておくから、ラナちゃんはシェリーちゃんのおちんぽを鎮めてあげて」

  「好、好的，母亲大人。」

  「は、はい、母様」

  

  　说得也是，这是优先事项嘛……

  　そうだよな、それが優先だよな……

  

  『榭菈小姐的小妹妹好像也到极限了呢——？』

  『シエラさんのおまんこも限界みたいですしねー？』

  『吵死了！？』

  『やかましいわっ！？』

  

  　呃，不过，我确实想要啦……

  　いや、まあ、欲しいのは確かだが……

  

  「莱娜姐姐，请你也舔一下拉塞尔姐姐的小妹妹。」

  「ラナねえさま、ラゼルねえさまのおまんこも舐めてあげてくださいませ」

  「好、好的……」

  「え、ええ……」

  

  　我以背后位含住榭莉的肉棒，同时用舌头舔拭拉塞尔的肉穴。我舔去溢出的精液和爱液，享受着从背后被顶的快感。

  　シェリーのちんぽをバックで咥え込みながらラゼルのまんこに舌を這わせる。零れ出る精液と愛液を舐め取りながら背後から突かれる快楽を享受する。

  

  「姐姐、姐姐♡」

  「ねえさま、ねえさまっ♡」

  「这里也很舒服哦。」

  「ここも、気持ちいいですよ」

  「咿啊♡」

  「ひあぁっ♡」

  

  　我边说边用舌头刺激淫核，拉塞尔随即发出娇喘。嗯，真可爱。

  　そう言いながら淫核を舌で刺激してやれば甘い声を漏らすラゼル。うん、かわいい。

  

  「拉、拉塞莱娜……」

  「ら、ラゼラナ……」

  「多说无益♡」

  「問答無用です♡」

  

  　拉塞莱娜母亲摇晃着大肚子，将瓦特父亲压在身下。那样对母体不会造成影响吗？真厉害……

  　向こうではラゼラナ母様が大きなお腹を揺らしながらヴァート父様を組み敷いていた。あれで母体に影響が出ないの、すげぇな……

  

  『因为是榭菈小姐的庇护！！』

  『シエラさんの加護ですからね！！』

  『总觉得无法释怀……』

  『なんか釈然としねぇ……』

  

  　算了，反正看起来很舒服，这样就好。拉塞莱娜母亲最近也因为不能做而累积了不少压力吧。

  　いや、まあ、気持ちよさそうだから良いけどさ。ラゼラナ母様も最近できなくてストレスが溜まってただろうし。

  

  「莱娜姐姐，请你也教拉塞尔哥哥精液的味道♡」

  「ラナねえさま、ラゼルにいさまにも精液の味を教えてあげてください♡」

  「说、说得也是……嗯♡」

  「そ、そうですね……んっ♡」

  

  　榭莉从背后激烈地抽插，同时这么要求。说得也是，既然变成了女孩子，就得让他记住精液的味道。

  　背後から激しく突き挿れながらそう要求するシェリー。そうだよな、女の子になったなら精液の味も覚えないとな。

  　我从肉穴中吸出精液，用嘴对嘴的方式让他喝下。

  　と、まんこから吸い出した精液を口移しで飲ませてやる。

  

  「姐姐……嗯噗♡」

  「姉さま……んぷっ♡」

  「啾噜♡咕啾♡噗哈♡」

  「じゅるっ♡くちゅっ♡ぷはっ♡」

  

  　我一松开嘴，精液的桥梁便连接起我和拉塞尔的嘴巴。腹部一带隐隐作痛，我忍不住抱紧贯穿自己的肉棒。

  　口を離せば俺とラゼルの口の間に精液の橋がかかる。お腹の辺りがきゅんきゅんと疼き、自分を貫くちんぽを抱きしめてしまう。

  

  「啊啊嗯♡莱娜姐姐的小妹妹好舒服♡」

  「あぁんっ♡ラナねえさまのおまんこ、気持ちいいですわ♡」

  「啊♡里面、好舒服……嗯嗯♡」

  「あっ♡おく、きもちいっ……んんっ♡」

  

  　我用胸部磨蹭拉塞尔的胸部，同时扭动腰部。嗯，这个……

  　自分の胸をラゼルの胸に擦り合わせながら腰を振る。んっ、これ……

  

  「嗯哈啊♡」

  「んはぁっ♡」

  「呀呜♡」

  「ひゃうっ♡」

  

  　我忍不住用力一夹，无法忍受的榭莉在阴道内射出了精液。

  　つい思いっきり絞め上げてしまい、耐えられなかったシェリーが膣内に精液を吐き出す。

  

  「啊、哈♡」

  「あ、はっ♡」

  「莱娜姐姐真是的……」

  「もう、ラナねえさまったら……」

  

  　突然被射精的榭莉，像是要惩罚我般，将仍在子宫口不断吐出精液的肉棒压了上去。

  　不意に射精させられたシェリーが、お仕置きとばかりに子宮口に未だどくどくと精液を吐き出し続けているちんぽを押し付けてくる。

  

  「姐姐……榭莉……我也……」

  「ねえさま……シェリー……ぼく、も……」

  「我知道。」

  「わかっていますわ」

  「嗯嗯♡」

  「んんっ♡」

  

  　这次榭莉将肉棒塞进在我下方的拉塞尔体内。沾满精液和我的爱液的肉棒，轻易地被拉塞尔的肉穴吞没。肉棒的触感隔着腹部传来……

  　今度は俺の下に居るラゼルにちんぽをねじ込むシェリー。精液と俺の愛液に塗れたちんぽはあっさりとラゼルのまんこに飲み込まれていく。お腹越しにちんぽの感触が当たって……

  

  「嗯嗯♡」

  「んんっ♡」

  

  　配合拼命抱紧我的拉塞尔的可爱模样，我稍微高潮了。从旁人眼里看来，就像是年幼的妹妹抱着姐姐，但她的肉穴却紧紧含着比妹妹更年幼的妹妹的刚直。不对，拉塞尔实际上是弟弟。

  　必死に抱きついてくるラゼルの可愛さと相まって軽くイッてしまう。傍目には姉に抱きつく幼い妹、という感じだが、そのまんこはより幼い妹に生えた剛直をしっかりと咥え込んでいる。いや、まあ、ラゼルは実際には弟だが。

  

  『呼、呼！太棒了，榭菈小姐！！』

  『はぁはぁ！最高ですよ、シエラさん！！』

  『你又没把声音关掉吧？』

  『おまえ、また声入ってないだろうな？』

  

  　之前因为这样而引发回收骚动。在那之后，要确认奥露榭的声音有没有混进去，可是费了我一番功夫。为什么我得悲哀地一直听着自己的痴态啊……

  　この前、それで回収騒ぎになっただろ。その後、オルシェの声が混入してないかチェックするの大変だったんだぞ。何が悲しくて延々自分の痴態を聞き続けないといけないのか……

  

  『没、没问题的哦？』

  『だ、大丈夫ですよ？』

  『我有好好采取对策，没问题的。』

  『ちゃんと対策してるから問題ない』

  『那就没问题了。』

  『なら大丈夫だな』

  『等一下，为什么你们就相信琉聂小姐的话啊！？』

  『ちょっと、なんでリュネさんの言葉は信じるんですか！？』

  

  　是信赖度的差别。

  　信頼度の差だな。

  　结果，我们整整一天都在贪图快乐，最后像断线的木偶般睡着了。

  　結局、それから丸一日快楽を貪り続け、最後は糸が切れるように眠りに就く。

  

  『会变成一整天，是因为拉塞尔先生在途中变回男人，被榭菈小姐压在下面的关系吧？』

  『丸一日になったの、途中で男に戻ったラゼルさんをシエラさんが組み敷いたからですよね？』

  『呜、咕……』

  『う、ぐ……』

  『之后，你还反过来强奸瓦特爸爸吧？』

  『その後、ヴァートパパにも逆レイプしてましたよね？』

  『呜咕咕……』

  『うぐぐ……』

  

  　没办法啊，因为身体发疼，我忍不住嘛。

  　仕方ないだろ、疼いて我慢できなかったんだから。

  

 
  第１３９話：どうしてこんな事に……

  第139话　为什么会变成这样……

  「父亲大人♡请让我多喝一点♡」

  「とうさまっ♡もっと、もっと飲ませてくださいませっ♡」

  「莱娜，也分我一点♡」

  「ラナちゃん、私にも分けて♡」

  「好的，母亲大人♡」

  「はい、かあさまっ♡」

  「莱娜大人，也分我一点♡」

  「ラナ様、私にも♡」

  「嗯嗯♡」

  「んんっ♡」

  

  　我从瓦特父亲大人身上榨取精液，以口对口的方式分给拉塞莱娜母亲大人和蕾缇雅义母大人。

  　ヴァート父様から搾り取った精液をラゼラナ母様とレティーア義母様に口移しで分け合う。

  　……话说，从两侧两人的身上飘来一股甜腻的气味？

  　……というか、両側２人からやけに甘ったるい匂いがするんだが？

  

  『是母乳呢！』

  『母乳ですね！』

  『啊……』

  『あー……』

  

  　这个世界的母乳非常甜。对了，是这种时期啊……

  　この世界の母乳はすごく甘いんだよな。そうか、そんな時期か……

  

  「莱娜，要喝吗？」

  「ラナちゃん、飲む？」

  「我、我也要……」

  「わ、私も……」

  

  　嗯，拉塞莱娜母亲大人没事就让我喝母乳，我已经习惯了，不过蕾缇雅义母大人也……

  　うん、まあ、ラゼラナ母様が事ある毎に母乳を飲ませようとするのにはもう慣れたんだが、レティーア義母様もか……

  　不，因为又甜又美味，所以是没关系啦……但味道微妙地不太一样。

  　いや、甘くて美味しいから良いんだが……微妙に味が違うんだな。

  

  『您不是仔细地比较过味道了吗？』

  『しっかり飲み比べしてるじゃないですか』

  『不，那个，因为又甜又美味，不小心就……』

  『いや、その、甘くて美味しいから、つい……』

  

  　虽然胸部还是一样平坦，但腹部已经明显隆起。吸着两人胸部的悖德感……

  　相変わらずお胸は平たいが、お腹はしっかりと膨らんでいる。そんな２人の胸に吸い付く背徳感……

  

  「莱娜？」

  「ラナちゃん？」

  「咿呜！？」

  「ひぅっ！？」

  

  　不，没事，我没有在说胸部的事，请不要捏我的阴蒂，拉塞莱娜母亲大人……

  　いえ、なんでもないです胸の話とかしてないですから淫核摘むのはやめてくださいラゼラナ母様……

  

  「莱娜，父亲大人的牛奶还有哦？」

  「ラナ、父様のミルクもまだあるぞ？」

  「……请让我喝这边的。」

  「……それはこちらに飲ませてくださいませ」

  

  　瓦特父亲大人一边这么说，一边把鸡鸡亮出来，我于是张开小穴回应。嗯，也对，差不多也想要这边的牛奶了。

  　ヴァート父様がそう言いながらちんぽを見せつけてくるので、まんこをくぱぁ、と開いて返す。うん、まあ、そろそろこっちにも欲しい頃ではあったんだよな。

  　瓦特父亲大人一看到，就抱起我的脚把鸡鸡插进来。

  　それを見るなり俺の脚を抱えてちんぽをねじ込んでくるヴァート父様。

  

  「嗯♡」

  「んっ♡」

  「你这么想要父亲大人的牛奶吗？」

  「そんなに父様のミルクが欲しかったのかい？」

  「那个，这个……请、请闭上嘴用力插！」

  「それは、その……だ、黙って奥を突いてくださいませっ！」

  

  　被这么一说还真害羞。呃，不过，我的确很想要啦……

  　改めて言われると恥ずかしいな。いや、まあ、切なかったのは確かだが……

  

  「父亲大人真是有精神……让我想起怀莱娜的时候呢。」

  「父様ったら張り切って……ラナちゃんを孕んだ時を思い出すわね」

  「嗯♡母亲大人，怀我的时候，啊♡是用骑乘位……嗯嗯♡」

  「んっ♡母様、私を孕んだ時は、あっ♡騎乗位だったと……んんっ♡」

  「真是的，莱娜，这件事你是听谁说的？」

  「もう、ラナちゃん、その話誰から聞いたの？」

  

  　是状态栏。

  　ステータスさんです。

  　因为上面就是这么写的啊……

  　だって、書いてあるんだもんよ……

  

  「那么，莱娜要骑在上面吗？」

  「じゃあ、ラナが上になってくれるかい？」

  「好的，父亲大人……哈，啊♡」

  「はい、父様……はっ、あっ♡」

  

  　我照着瓦特父亲大人的话，跨坐在他身上扭腰。嗯，鸡鸡插到最里面……

  　言われるままにヴァート父様に馬乗りになって腰を振る。んっ、ちんぽが奥まで届いて……

  

  「啊哈♡嗯♡啊♡啊♡咿啊♡」

  「あはっ♡んっ♡あっ♡あっ♡ひあっ♡」

  「莱娜的小穴，又紧又舒服哦。」

  「ラナのおまんこ、キツキツで気持ちいいよ」

  「请不要说出来♡啊♡嗯♡」

  「言わないでくださいませっ♡あっ♡んっ♡」

  

  　我双手撑着瓦特父亲大人的肚子，前后扭腰。坚挺的肉棒在膣内乱顶，发出淫荡的水声。

  　ヴァート父様のお腹に手をついて腰を前後に揺する。腟内を剛直が暴れまわり、じゅぷじゅぷと淫らな水音を立てる。

  

  「莱、莱娜，这么激烈的话……」

  「ら、ラナ、そんなに激しくしたら……」

  「嗯♡再来♡再来♡」

  「んっ♡もっとっ♡もっとっ♡」

  

  　膣内可以感觉到瓦特父亲大人的肉棒膨胀起来。差不多了。

  　膣内でヴァート父様のちんぽが膨らむのが判る。そろそろ、だな。

  

  「我要射在子宫里面哦。可以吧？」

  「子宮の中に出すよ。いいね？」

  「好的，请让莱娜的子宫喝个饱♡」

  「はい、ラナの赤ちゃんの部屋に、たっぷり飲ませてくださいませ♡」

  「咕呜♡夹紧……」

  「くぅっ♡絞ま……」

  「嗯哈啊啊啊啊啊啊啊啊啊♡」

  「んはぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ♡」

  

  　膣肉配合着我的高潮，紧紧夹住。这成了最后一击，瓦特父亲大人的肉棒将火热的精液射进膣内。

  　びくん、と俺が絶頂するのに合わせて膣肉がきゅ、と絞まる。それが止めになってヴァート父様のちんぽから熱い精液が膣内に放たれる。

  

  「嗯♡好浪费……」

  「んっ♡もったいない……」

  

  　子宫口吸住肉棒的前端，不让精液逃走，将射出来的精液全部喝进子宫内。

  　それを逃すまいと子宮口でちんぽの先端に吸い付き、吐き出される精液を子宮内に飲み干していく。

  

  「哈，啊♡」

  「は、あっ♡」

  

  　肚子深处被填满的感觉，让我再次轻微高潮。果然精液就是要用子宫喝干啊。

  　お腹の奥を満たされる感覚にもう一度軽く絶頂する。やっぱ精液は子宮で飲み干したいよな。

  

  「榭莉！榭莉！子宫，子宫还要♡」

  「シェリー！シェリー！もっと、もっと子宮にっ♡」

  「哈啊♡拉塞尔姐姐真是的，子宫内射精有这么舒服吗？」

  「はぁっ♡もう、ラゼルねえさまったら、そんなに子宮内射精が気持ちよかったんですか？」

  「嗯，我喜欢，这个……♡」

  「うん、僕、これ、すき……♡」

  

  　拉塞尔也完全迷上了呢。

  　ラゼルもすっかりハマったみたいだな。

  　拉塞尔的脚缠住榭莉的腰，不放过任何一滴精液。他是在哪里学会这个大绝招的啊……

  　シェリーの腰に脚を絡めて一滴も逃すまいとしている。だいしゅきホールドとかどこで覚えたんだよ……

  

  『是不是之前榭菈小姐做给他看的呢？』

  『前にシエラさんがヤッてたからじゃないですかねー？』

  『呜……』

  『ぐぅ……』

  『公主殿下，做得好。』

  『姫さま、良くやってる』

  『呜咕咕……』

  『うぐぐ……』

  

  　这样啊，是我教的啊……

  　そうか、俺か……

  　哎呀，该怎么说呢，不小心就做了嘛，那个。

  　いや、まあ、なんだ、ついやっちゃうんだよな、アレ。

  

  「机会难得，拉塞尔姐姐要不要也来挤奶呢？」

  「せっかくですし、ラゼルねえさまもお乳を出してみませんか？」

  「咦？」

  「え？」

  

  　榭莉一摸拉塞尔的胸部，母乳就……

  　と、シェリーがラゼルの胸を撫でると、そこから母乳が……

  　呃，为什么她会用那种魔法啊！？

  　って、なんでそんな魔法使えるんだよ！？

  

  『咦？榭莉小姐的神圣魔法已经练得很纯熟了哦？』

  『え？シェリーさんの神聖魔法、もうかなりの練度ですけど？』

  『为什么会变成这样！？』

  『どうしてこうなった！？』

  『那当然是因为您每次都会让小弟弟长出来，让女仆怀孕的关系吧？』

  『そりゃあ、事ある毎におちんぽ生やしてメイドを孕ませたりしてたからじゃないですかね』

  『喂！？』

  『おぉい！？』

  

  　仔细一看，到处都是被榭莉搞大肚子的女仆。虽然她们被当成庶子，没有王位继承权，但为什么会变成这样……

  　よく見たらそこかしこにシェリーに孕まされたメイドが居るな。庶子扱いだから王位継承権とかはないが、どうしてこんな事に……

  

  『那些女仆原本是来色诱瓦特先生的，现在却完全变成双面谍了呢。』

  『あのメイド達、元はヴァートさんを狙ったハニトラ要員だったのに、いまじゃすっかり二重スパイになってますからね』

  『完全被小弟弟攻陷了嘛……』

  『完全にちんぽに堕ちてるじゃねぇか……』

  

  　回过神来，女仆们已经完全变成榭莉派了。多么可怕的孩子……

  　気がつけばメイド達の中にすっかりシェリー派が出来上がってやがる。なんて恐ろしい子……

  

  『哎呀，这都是我的教育成果呢。』

  『まあ、私の教育の賜物ですね』

  『……嗯？』

  『……ん？』

  『啊……』

  『あ……』

  

  　哦，这样啊，犯人是奥露榭啊。

  　ほう、そうか。犯人はオルシェか。

  

  『不，那个，就是，那个？』

  『いえ、その、あの、ですね？』

  『废话少说！！』

  『問答無用っ！！』

  『呀啊——！？』

  『ぎにゃーっ！？』

  

  　看来有必要彻底教育奥露榭呢。嗯。

  　オルシェには徹底的な教育が必要だな。うん。

  

 
  第１４０話：みんなも気をつけよう！

  第140话　大家也要小心！

  　拉塞莱娜母亲似乎也充分享受了大肚子性爱，心情相当好。嗯，家庭圆满的秘诀就是性爱呢。

  　さて、ラゼラナ母様も思う存分ボテ腹セックスを楽しんだみたいで、かなり機嫌が良い。うん、家庭円満の秘訣はセックスだよな。

  

  『嗯嗯，榭菈小姐也顺利染上性癖了呢。』

  『うんうん、シエラさんも順調に染まってますねぇ』

  『呜咕……』

  『うぐ……』

  

  　毕竟她已经在这里生活好几年了嘛。

  　そりゃあ、もう何年もこっちで過ごしてるからなぁ。

  　先不说这个。

  　それはそれとして。

  

  『你给我去教育部房间。』

  『お前は教育部屋行きな』

  『不——要——！？那个房间没有网络对吧！？』

  『いーやー！？あの部屋ネットワークに繋がってませんよね！？』

  『有业务用的电脑，没问题。』

  『業務端末はある。問題ない』

  『问题可大了！？』

  『問題しか無いんですけど！？』

  

  　算了，奥露榭的工作就只是啪啪啪地盖章而已。

  　まあ、オルシェの仕事なんてぺったんぺったん判子を押すだけだからな。

  

  『谁的胸部是啪啪啪啊！！』

  『誰の胸がぺったんですか！！』

  『呃，没人说你是垫板或是洗衣板啊。』

  『いや、誰も下敷きとかまな板とか言ってないよな』

  『你刚刚说了对吧！？』

  『今、言いましたよね！？』

  『也没说你是水管或是竹竿。』

  『土管とかこいのぼりとも言ってない』

  『喂——！？』

  『ちょっとぉっ！？』

  

  　顺带一提，不知为何，她用胸部盖章的印章是自己的胸部形状。

  　ちなみに、何故か承認印は自分の胸の型を取ったものなんだよな。

  

  『胸部大的话，就不会被承认是垫板呢。』

  『胸が大きいと認識してくれないんですよね』

  『那是什么原理啊？』

  『どうなってんだ、それ？』

  『用自己的胸部也可以。』

  『自分の胸でも行ける』

  『真的假的……』

  『マジか……』

  

  　我想象她把自己的胸部压在控制台上的模样，心情变得有些微妙。那是什么状况啊？

  　コンソールに自分の胸を押し付けている姿を想像して微妙な気持ちになる。どういう状況だよ、それ。

  

  『让她用站后背的姿势做，或许会比较轻松呢。』

  『立ちバックしてもらいながらやれば楽かもしれませんね』

  『在盖章之前，先确认一下内容吧？好吗？』

  『判子押す前に内容の確認をしよう、な？』

  『没问题的，文件在轮到我之前，大家都会检查过一遍不是吗？』

  『大丈夫ですよ、私に回るまでにみんながチェックしてくれてるじゃないですか』

  

  　嗯，就是因为这样，你才会在奇怪的契约书上盖章啦。

  　うん、そんなだから変な契約書に判を押しちゃうんだよ。

  

  『顺带一提，奥露榭刚刚在「不休息」的契约书上盖章了哦？』

  『ちなみに、今オルシェは休憩無しで働くという契約書に判を押したが？』

  『骗人！？等等，这不是真的吧！！』

  『嘘っ！？ちょっと、ホントじゃないですか！！』

  『谁叫你不好好确认。』

  『ちゃんと確認しないからだよ』

  

  　就像这样，要是没确认就盖章，可是会酿成大惨剧的，大家要小心哦。

  　と、このようにうっかり確認せずに判を押すと大惨事になるからみんなは気をつけような。

  

  『你是在对谁说话啊？』

  『誰に言ってるんですか？』

  『这是启蒙视频的工作啦。』

  『啓蒙動画の仕事なんだよ』

  『咦？这段对话会被公开吗！！？』

  『へ？このやり取り公開されるんですか！！？』

  『嗯，是这样没错。』

  『まあ、そうなるな』

  『我从刚刚就觉得奇怪，你们两个怎么都是全裸啊！！』

  『さっきから２人共全裸だから妙だなとは思ってたんですよ！！』

  『放心，奥露榭全身都会打上马赛克的。』

  『大丈夫、オルシェの全身にはモザイクを掛けるから』

  『等等！？』

  『ちょっとっ！？』

  『声音也会处理过，你不用担心。』

  『声も処理しておくから心配はいらないぞ』

  『等等！！？』

  『ちょっとぉっ！！？』

  

  　奥露榭可是特级咒物，怎么能让观众看到她呢？这样会害营业额下降的。

  　オルシェなんて特級呪物、映せるわけ無いだろ。売上が落ちる。

  

  『你刚刚是不是说了很过分的话！！？』

  『今なにか酷いこと言いませんでした！！？』

  『没有啊，我什么都没说。』

  『ううん、なにも？』

  『你骗人！！』

  『ウソダっ！！』

  

  　就算你用那种「咚咚咚——」的语气说话也没用。

  　そんなドンドコドーンみたいなノリで言われても。

  　奥露榭只要一意识到自己在拍摄，就会开始做出奇怪的演技，而且口齿不清。就是因为这样，你才没办法走红啦。

  　オルシェ、撮影を意識すると妙な演技を始める上に滑舌がすごく悪くなるんだよなぁ。そんなだから売れないんだよ。

  

  『榭菈小姐就算在演戏，也一样很色情呢！！』

  『シエラさんは演技しててもエロいですもんね！！』

  『别说得好像我每次都在演戏一样！！？』

  『俺が毎回演技してるみたいに言うなよ！？』

  『公主殿下就算在演戏，也一样很色。』

  『姫さまは演技しててもエッチ』

  『之前那个也大受欢迎呢！』

  『この前のも大人気でしたもんね！』

  

  　唉，毕竟企画视频无论如何都会变成演戏嘛。像是扮演史莱姆之类的……

  　まあ、企画物だとどうしても演技にはなるよな。スライムプレイとかさぁ……

  

  『顺带一提，近亲相奸的视频全都是偷拍的，所以没问题哦。』

  『ちなみに近親相姦ものは全部盗撮だから大丈夫ですよ』

  『这到底哪里没问题了……』

  『何がどう大丈夫なんだ、それ……』

  

  　虽然因为能赚钱，所以我就睁一只眼闭一只眼，但一般来说都是犯罪哦？

  　お金になるから許してるが、普通は犯罪だからな？

  

  『咦？偷拍不是犯罪吗？？？』

  『え？盗撮なんて犯罪ありませんけど？？？』

  『毕竟在这个世界，摄影、录影用的魔道具并不普遍嘛。』

  『そりゃ、この世界じゃ撮影・録画用の魔道具が一般的じゃないからなぁ』

  

  　说起来，人类的法律并不适用于神明。就算神明拍摄人类的生活再拿去卖，也不会有什么问题。不过我们姑且还是有顾虑到隐私，除了我以外的神明都会帮其他人打上马赛克。

  　そもそも神に人の法律は適用されないからな。神が人の生活を撮影して売っても特に問題にはならないんだよな。うちは一応プライバシーに配慮して俺以外にモザイクかけたりしてるけど。

  

  『对了，我还有编辑昨天视频的工作呢！？』

  『そうですよ、昨日の動画を編集する仕事がですね！？』

  『等你处理完文件再说。』

  『書類の処理が終わったらな』

  『这、这两边都很重要哦？』

  『ど、どっちも大事ですよ？』

  『可是，奥露榭你有在「这份工作没有休息时间」的契约书上盖章哦？』

  『でも、オルシェはこの仕事を休憩無しでやる契約書に判を押したからな？』

  

  　就像这样，要是没确认就盖章的话……

  　と、この様に確認せずに判を押すと……

  

  『那件事已经无所谓了啦！？』

  『それはもう良いんですよ！？』

  『好啦，加油♡加油♡』

  『ほら、がーんばれ♡がーんばれ♡』

  『就算你像个小女生一样这么说，也是有极限的哦！？』

  『そんなメスガキみたいに言っても限度ってものがあるんですよ！？』

  『不过，你有点太早来了。』

  『でも、少し早くなった』

  

  　在那之后，奥露榭继续做着「啪哒、啪哒」盖章的单调作业。这里要剪掉。

  　それからペタン、ペタンと判を押す地味な作業が続く。ここはカットだな。

  

  『好过分！？』

  『ひどいっ！？』

  『全身打马赛克，然后一直盖章的单调画面，到底有谁想看啊？』

  『全身モザイクで判をひたすら押し続ける地味な画とか誰得なんだよ』

  『这……是这样没错啦。』

  『それは……そうですけど』

  

  　顺带一提，这段视频是奥露榭演出的视频中，唯一一部爆红的作品。太好了呢，奥露榭。

  　なお、この動画はオルシェが出演している動画の中で唯一のヒット作となった。良かったな、オルシェ。

  

  『你不只让我全身打马赛克，还把我的声音加工了不是吗！！』

  『全身モザイクな上に声も加工されてるじゃないですか！！』

  『你看，这里没有加工吧？』

  『ほら、ここは加工されてないだろ？』

  『那不是用胸部的形状做的印章吗！！』

  『胸の型を取った判子じゃないですか！！』

  

  　『因为和你的胸部一模一样，所以实质上就是胸部哦。嗯。』

  　自分の胸と瓜二つなんだから実質胸だよ、うん。

  

 
  第１４１話：神殿見学

  第141话:神殿参观

  「公主殿下，早上了。」

  「姫様、朝です」

  「嗯？」

  「んぅ？」

  「请快点更衣。」

  「急いでお着替えください」

  

  　我正在享受瓦特父亲的晨勃肉棒时，女仆把我扔进浴室，迅速帮我换好衣服。

  　ヴァート父様の朝勃ちちんぽを堪能していたら、メイドに風呂に放り込まれて手早く着替えさせられてしまった。

  　怎、怎么了？

  　な、なんだ？

  

  「既然回到王都，就得去学校才行。」

  「王都に戻ったのであれば、学校に行かなければなりません」

  

  　啊——嗯，对哦。

  　あー、うん、そうね。

  　虽然我特例休学，但既然回来了就得出席才行。反正我预计暂时待在王都。

  　特例で休学していたのだけれど、そりゃあ戻ったのなら出席しないとだよな。暫くは王都に滞在する予定だし。

  　我坐在摇晃的马车上前往学校……咦，奇怪？

  　馬車に揺られて学校へ……って、あれ？

  

  「好像不是去学校？」

  「向かう先が違うようですが？」

  「不，没错。今天是参观神殿的日子。」

  「いえ、合っています。今日は神殿見学の日ですので」

  「参观神殿？」

  「神殿見学？」

  「是的。神学的特别课程。」

  「ええ。神学の特別授業でございます」

  

  　……真的假的？

  　……マジか。

  

  「这可不能缺席……」

  「それ、休むわけには……」

  「没错。」

  「なりません」

  

  　我想也是。

  　だよなー。

  　不过，神殿的工作我基本上都掌握了。既然如此，就让我再稍微发泄一下……

  　でも、神殿の仕事って基本的に全部把握してるんだよな。それならもう少し欲求不満を……

  

  「公主殿下？」

  「姫様？」

  「我、我知道啦。」

  「わ、わかっていますよ」

  

  　算了，公主可不能带头翘课做爱。

  　まあ、姫が率先して学校サボってセックス、とかはできないよな。

  　没办法。

  　仕方ない。

  

  「啊，公主殿下，您好。」

  「あ、姫さま、ごきげんよう」

  「您好。」

  「ごきげんよう」

  

  　王都大神殿停着许多马车。如果现场集合会很不得了。

  　王都大神殿には多数の馬車が並んでいた。現地集合だとすごい事になるな。

  　大家似乎都有些紧张。原以为贵族经常来神殿，应该很习惯，但其实并非如此。

  　みんな心做しか緊張している。貴族は神殿に来ることも多いから慣れているかと思ったが、割とそうでもないんだな。

  　总觉得气氛很紧绷。真要说起来，紧张的不是学生，而是神殿这一方？

  　やたらと空気がピリピリしている気がする。緊張してるのはどっちかと言うと生徒より神殿側か？

  　毕竟王都大神殿之前因为那个商神多拉的神官事件捅了篓子。我突然造访，神官们想必也很紧张。

  　王都大神殿は以前、例の商神ドーラの神官の件でやらかしてるからな。突然の俺の訪問に神官も緊張しているんだろう。

  

  「今天要麻烦各位了。」

  「今日はお世話になります」

  「「「「「麻烦各位了！」」」」」

  「「「「「おせわになります！」」」」」

  

  　不晓得有没有察觉到气氛，学生们很有精神地打招呼。

  　そんな空気を知ってか知らずか、元気よく挨拶する生徒達。

  　小孩子真老实。孩子们充满活力的问候，稍微舒缓了神官们的紧张……并没有。

  　子供達は素直でいいな。子供達の元気の良い挨拶に神官達の緊張が少しはほぐれて……ないな。

  

  『嗯——紧张的反而是众神呢——』

  『んー、緊張しているのはむしろ神々ですねー』

  『啊？』

  『は？』

  『最高神要来神殿，当然会紧张啊。』

  『そりゃあ最高神が神殿に来るわけですから緊張もしますよ』

  『啊——』

  『あー』

  

  　就像社长没有通知就突然来视察一样吗？对众神真是不好意思。

  　通達もなく社長がいきなり視察に来たようなものか。神々には悪い事をしたな。

  

  『呵呵呵，今天是个好日子……』

  『ほほほ、本日は、お日柄もよく……』

  『冷静点，好吗？』

  『おちつこう、な？』

  

  　王都大神殿几乎祭祀了所有神明，从低阶到高阶神明都接连前来打招呼。经常直接交流的高阶神明倒还好，没什么交集的低阶神明真的紧张到让人于心不忍。

  　王都大神殿にはほとんどの神々が祀られているので、低位の神から高位の神まで次々に挨拶に来る。直接遣り取りをする事が多い上位神はまだ良いが、あまり接点のない下位神は本当に可哀想なくらいにガチガチになってるな。

  

  「那么，我现在开始说明神殿的工作……」

  「では、今から神殿のお仕事を説明しますね……」

  

  　或许是感受到众神的紧张，神官们的态度也相当僵硬。

  　神々の緊張が伝わっているのか、神官達もかなり態度が硬い。

  　神官从神明的说明开始，接着说明神殿的保佑和神殿的活动，不过众神在后方惊慌失措，所以我有一半的内容没听进去。算了，反正我掌握所有业务，所以没关系。

  　神様の説明から始まり、ご利益やら神殿行事やらの説明がされるのだが、その後ろで神々があわあわしているので半分くらい話が頭に入ってこない。まあ、俺は業務を全部把握してるからいいんだが。

  

  「神官大人，大神殿没有榭拉大人的神像吗？」

  「神官様、大神殿にはシエラ様の像はないのですか？」

  

  　此时，一名学生丢出一颗炸弹。嗯，因为榭拉教的神殿在其他地方。

  　そんな中、一人の生徒が爆弾を落とす。うん、シエラ教の神殿は別の場所にあるからね。

  　喂，那边的，不准下达神谕要建造榭拉神像！！

  　っておいそこ、シエラ像の建立を神託しようとするな！！

  

  『是、是滴……』

  『は、はひ……』

  

  　这里没有榭拉神像也没关系，因为地下大神殿有。只要有一座神像就能涵盖整个王都，所以神力的收集没有问题。

  　シエラ像はここに無くてもいいんだよ、地下大神殿の方にあるんだから。アレ一つで王都全体をカバーしているから神力の収集に問題はない。

  　不过，说起来只要我待在王都，就能直接飞过来。

  　まあ、そもそも俺が王都に居れば直接飛んでくるしな。

  

  『光是做爱就能获得神力，这种神好棒哦！！』

  『良いですよね、セックスするだけで神力がガッポガッポ入る神は！！』

  『还不是你害的？』

  『お前のせいなんだが？』

  

  　你以为是谁害我变成这样的？而且最近奥露榭也会给我神力啊。

  　誰のせいでこうなってると思ってるんだ。それに、最近はオルシェにも神力が入ってくるようになったじゃないか。

  

  『小孩每次尿裤子，神力就会储存起来，总觉得好讨厌哦！？』

  『子供がおもらしする度に神力が貯まるの、なんか嫌なんですけど！？』

  『你不是也很高兴幼女尿裤子吗？』

  『おまえ、幼女のおもらしだって喜んでたじゃないか』

  『我讨厌尿失禁神的形象定型！！能不能在维持形象的情况下，只收集幼女的尿失禁力量啊！！？』

  『おもらし神のイメージが定着してるのが嫌なんですよ！！なんとかイメージは変えずに幼女のおもらしパワーだけ集められませんかね！！？』

  『别强人所难了！？』

  『無茶言うな！？』

  

  　信仰和形象是一体的。你就放弃吧，好吗？

  　信仰とイメージはセットなんだよ。諦めろ、な？

  

  「那么，各位同学请体验神殿的工作！」

  「それでは、神殿のお仕事を体験しましょうね！」

  

  　在教师的催促下，学生们各自前往有兴趣的神殿。好了，我要去哪里呢？

  　教師に促されて各々が興味のある神殿に向かう。さて、俺はどこに行こうかな？

  　我环顾四周，众神顿时紧张起来。嗯——

  　と、見回したらざわり、と神々に緊張が走る。うーん。

  

  『公主大人，要来我们这里。』

  『姫さま、うちに来る』

  『啊——这样比较保险。』

  『あー、それが無難か』

  

  　塞丝妲，也就是琉涅神殿的话，就不会有奇怪的影响。她是榭拉的眷属神，不过在大神殿有区域。她身为夜空女神，应该会特别做些占星之类的事。

  　セスタ、つまりリュネ神殿なら変な影響もない。シエラの眷属神だが、こっちは大神殿に区画がある。夜空の女神として特に星占いなんかをやっていたはずだ。

  

  『公主大人的神殿，负责咨询夜晚的性生活。』

  『夜の性活の相談は姫さまの神殿の役割』

  『为什么会变成这样……』

  『どうしてこうなった……』

  

  　我们一边聊着这些，一边前往琉涅神殿。那边的神官们没有太紧张，一切照常。

  　そんなやり取りをしながらリュネ神殿に向かう。そっちの神官達はあまり緊張もなく平常運転だった。

  　然后，我一前往琉涅神殿，众神明显松了一口气。真的很抱歉。

  　そして、俺がリュネ神殿に向かうと神々からあからさまにホッとした空気が伝わってくる。ホントに悪かったってば。

  

 
  第１４２話：神への捧げ物

  第142话　献给神的供品

  　移动到琉聂神殿之后，日子过得非常和平。我请神官为我占卜，或是请他为我解说星象，没有发生什么称得上问题的问题。

  　リュネ神殿に移動してからは平和そのものだった。占いをしてもらったり、星の巡りを解説してもらったりという感じで特に問題らしい問題も起きていない。

  　先不说这个，「鸡鸡座」和「小妹妹座」是什么鬼啊？

  　それはそれとして、“おちんぽ座”とか“おまんこ座”ってなんだよ。

  

  『哎呀，要摆成那个样子，可是费了我一番工夫呢。』

  『いやぁ、あの配置にするのには苦労しましたよ』

  『拜托你把劳力用在其他地方。』

  『もうちょっと他の事に労力を使いやがれ』

  

  　这个世界的银河，是由从鸡鸡座延伸出去的精液银河，以及从小妹妹座延伸出去的爱液银河交叉而成的X字银河。顺带一提，不是两道银河看起来像重叠在一起，而是真的呈现X字。而且，从「这颗星球」看过去，银河总是呈现X字的形状。

  　この世界の銀河はおちんぽ座から連なる精液銀河とおまんこ座から連なる愛液銀河がクロスしているＸ字銀河である。ちなみにこれ、銀河２つが重なって見えるんじゃなくてホントにＸ状になってるんだよな。しかも、それが“この星から”常にＸ字に見えるようになってる。

  

  『那是怎么办到的？』

  『あれ、どうやったんだ？』

  『咦？我用神力像这样用力一拉……』

  『え？神の力でこう、ぐいっと引っ張って……』

  『喂！？』

  『おぉいっ！？』

  『哎呀，我试了好几次，想让它自然变成那个形状，但就是不顺利。』

  『いやぁ、自然にあの形にならないかと何度もトライしたんですが、どうしてもうまく行かなくて』

  『你不要为了这种事扭曲物理法则。』

  『お前、そんな事のために物理法則を捻じ曲げるなよ』

  

  　真是乱来……

  　無茶しやがって……

  　就在我听着这种神的奥秘般的星象解说时……

  　と、そんな神の神秘みたいな星の巡りについての講義を受けていたら……

  

  「神官大人，这次也麻烦您了。」

  「神官様、今回もお願いいたします」

  「好的，那么我们去礼拜堂吧。」

  「はい、では礼拝所に行きましょう」

  

  　我听见了带着家人的声音。

  　と、そんな家族連れの声が聞こえてきた。

  　嗯，这个声音是……

  　ん、この声は……

  

  『是阿尔品娜！！』

  『アルピナたんですね！！』

  『冷静点，stay！』

  『落ち着け、ステイ！』

  

  　奥露榭听到声音，兴奋地想冲出去，我让她冷静下来。这家伙一看到喜欢的幼女，就会马上丢下工作……

  　声を聞いて興奮から飛び出そうとするオルシェを大人しくさせる。こいつ、好みの幼女を見つけるとすぐ仕事を投げ出そうとするんだよな……

  　阿尔品娜是神殿的常客，是个7岁的少女。

  　アルピナというのは神殿の常連の７歳の少女だ。

  

  「嗯♡神官大人的好大♡」

  「んっ♡神官様の、おっきぃ♡」

  

  　所谓的常客，是指以金钱换取与神官性行为的服务。很多人因为生活困苦，让女儿和神官上床以获得生活费，算是一种社会福利吧。

  　常連、というのはお金を貰う代わりに神官と性行為を行うサービスの話だ。生活苦から娘を神官に抱かせて生活費を得る者は多い。一種のセーフティネットみたいなものだな。

  　顺带一提，虽然常被人以为是神官的个人欲望，但这项服务是神殿的正式业务。

  　ちなみに神官の私欲でやっているように思われがちだが、このサービスは歴とした神殿の業務だ。

  

  『阿尔品娜很受欢迎呢。』

  『アルピナたん、大人気ですもんね』

  『嗯，算是我们神殿的摇钱树吧。』

  『まあ、うちの稼ぎ頭ではあるな』

  

  　这些性行为是「献给神的」。也就是说，是以诸神会观看为前提的行为，所以不需要对演出者打马赛克。

  　これらの性行為は“神に捧げられたもの”だ。つまり、神々に見て貰う前提の行為になる。なので出演者にモザイクを掛ける必要がない。

  　当然，这些视频会透过创造神网络贩售。「为了钱在男人身上扭腰的幼女・阿尔品娜」系列非常受欢迎，赚了不少钱呢……

  　当然、これらの映像は創造神ネットワークで販売されている。“お金のために男の上で腰を振る幼女、アルピナ”シリーズはかなりの人気で結構な売り上げがあるんだよな……

  　因为这些行为能为诸神带来财富，所以支付金钱作为代价也是理所当然的。

  　そんなわけで、神々に富をもたらしてくれるのだからその対価としてお金を払うのは当然の話だな。

  

  「哈、啊♡再来、再用力一点♡」

  「は、あっ♡もっと、もっと突いてぇ♡」

  

  　阿尔品娜满脸通红地扭腰，她的父母则在一旁观看。

  　紅潮した顔で腰を振るアルピナ。そして、その様子を見守る両親。

  

  『她的父母也都是高规格呢！太太其实是丈夫的孙女……』

  『この両親もスペック高いんですよね！奥さんは実は旦那さんの孫娘で……』

  『冷静点。』

  『落ち着け』

  

  　阿尔品娜的父亲，是和第一任妻子生下的女儿所生的女儿……也就是孙女。这个父亲，居然娶了孙女当继室。

  　アルピナの父親は最初の妻との間の娘が生んだ娘……つまり孫だ。この父親、孫を後妻にしたんだよな。

  

  『不过，她既是孙女，也是女儿呢。』

  『まあ、孫でもあり、娘でもあるんですけどね』

  『在贵族里并不稀奇，但在平民里就有点罕见了。』

  『貴族じゃ珍しくもないが、平民だとちょっと珍しいな』

  

  　也就是说，阿尔品娜的父亲既是祖父，也是曾祖父。而她的父亲，正看着女儿被神官抱，同时挺着老二。真是个变态。

  　つまり、アルピナの父は祖父でもあり、曽祖父でもある、と言うことだな。その父親は娘が神官に抱かれているのを見ながらちんぽを固くしているわけで。

  

  『因为契约规定行为中不能出手，所以很难受呢。』

  『契約で行為中は手を出せないから辛いですよね』

  『你到底在对什么产生共鸣啊？』

  『お前は一体何に共感してるんだ？』

  

  　算了，奥露榭的怪异也不是现在才开始的。

  　まあ、オルシェがおかしいのは今に始まったことじゃないけどな。

  　好啦，阿尔品娜被神官在阴道内射了好几次，正沉浸在高潮的余韵中。而她的父母得到了报酬……

  　さて、アルピナの方はといえば神官に何度も膣内射精され、絶頂の余韻に浸っている。両親はその報酬を得て……

  

  「爸爸，你很难受吧。我用嘴巴帮你。」

  「パパ、辛そう。お口でしてあげるね」

  

  　阿尔品娜从父亲的裤子中掏出老二，用舌头舔了起来。因为女儿的痴态而勃起的老二，正滴着前列腺液，阿尔品娜仔细地舔着。

  　お金を受け取って戻ってきた父親のちんぽをズボンから取り出し、舌を這わせるアルピナ。娘の痴態で勃起していたちんぽは先走りを滴らせていて、それを丁寧に舐め取っていく。

  

  「那么，阿尔品娜的小妹妹就由妈妈来帮你弄干净哦。」

  「じゃあ、アルピナのおまんこはママがキレイにしてあげるわね」

  

  　接着，母亲用舌头舔着阿尔品娜沾满精液的阴道，吸吮着射在里面的老二。这……

  　そして、精液まみれのアルピナのまんこに舌を這わせて中に出された精液を啜る母親。これは……

  

  『感觉能卖呢。』

  『売れそうですね』

  『……感觉能卖呢。』

  『……売れそうだな』

  

  　在9岁时生下阿尔品娜的母亲，现在才17岁。勉强还在能卖的年龄。至于母亲，27岁就有点困难了……

  　９歳でアルピナを産んだ母親はまだ１７歳。ぎりぎり行ける年齢だ。その母親となると２７でかなり辛いが……

  

  『以女儿、孙女、曾孙女三代为卖点，应该行得通吧？』

  『娘、孫、曾孫三代～みたいに売ればいけますかね？』

  『虽然超过30岁是个瓶颈，但也不是行不通、吧？』

  『アラサーがネックだが、行けなくはない、か？』

  

  　一旦超过30岁，创造神网络的人气就会大幅下降。因为萝莉控实在太多了。

  　アラサー超えると創造神ネットワークでの人気がガッツリ下がるんだよな。ロリコンが多すぎる。

  

  「要插咯。」

  「挿れるよ」

  「来吧，爸爸……」

  「来て、パパ……」

  「亲爱的，我也要……」

  「あなた、私にも……」

  

  　父亲交互插入孙女和曾孙女，这光景实在让人脑袋当机。毕竟血缘上是女儿兼孙女、女儿兼孙女兼曾孙女，这状况实在很糟糕。

  　孫と曾孫を重ねて交互に挿入する父親、というと頭がバグりそうになるな。血縁上は娘かつ孫、娘かつ孫かつ曾孫、というひどい状況だからな。

  

  『只要榭菈小姐生下瓦特先生的女儿，就能重现了呢。』

  『シエラさんがヴァートさんの娘を産めば再現できますね』

  『呜哇，我突然觉得好丢脸啊！？』

  『うわ、いきなり恥ずかしくなってきたんだが！？』

  

  　想象自己和自己生下的女儿一起被瓦特父亲大人抱，脸就红了起来。

  　自分が生んだ娘と一緒にヴァート父様に抱かれるのを想像して顔が赤くなる。

  

  『公主大人，您在兴奋吗？』

  『姫さま興奮してる？』

  『不，那个……』

  『いや、その……』

  『和女儿一起被抱，令人憧憬。』

  『娘と一緒に抱かれるのは、憧れる』

  

  　对啊，旁观女儿的性教育，是家族团圆的象征呢。不过，现在看到的却是为了钱而上床，之后看着女儿的淫荡模样舔舐兴奋的老二，这种相当过分的行为就是了。

  　そうだな、産んだ娘の性教育に立ち会う、というのは家族団欒の象徴だよな。まあ、今見ているのは金のために抱かせた後、その痴態を見て興奮したちんぽを舐めさせる、と言う割と酷い行為なわけだが。

  

  『您在说什么啊，这是女儿主动要求的，所以是和奸哦。』

  『なに言ってるんですか、娘の方が望んでるんですから和姦ですよ』

  『呃，是这样没错啦……』

  『いや、まあ、そうなんだが……』

  

  　算了，既然双方同意，那就是和奸吧。嗯。

  　まあ、合意の上なら和姦だな。うん。

  

  「爸爸的老二，好舒服♡」

  「パパのおちんぽ、気持ちいい♡」

  「接下来换我♡」

  「次、私にもください♡」

  

  　父亲吐出精液后，又轮流插入女儿和孙女。爱液和精液混合的液体连接母女的肉穴，搭起桥梁。在众人环视下进行的行为，受到无数视线的刺击。

  　精液を吐き出しては次、と交互にちんぽを突き入れる父親。愛液と精液の混ざった液体が母子のまんこを繋ぎ、橋をかける。衆人環視の中で繰り広げられるそんな行為に無数の視線が突き刺さる。

  

  「爸爸，你看……大家都在看。」

  「みて、パパ……みんな見てる」

  「让大家都看看阿尔品娜淫荡的模样吧。」

  「アルピナのエッチな姿をもっとみんなに見てもらおうな」

  「好♡」

  「はぁい♡」

  

  　阿尔品娜这么回答，脸上浮现淫荡的表情，开始激烈地扭腰。她一边展示结合部位，一边激烈地扭腰。母亲则用舌头舔舐结合部位，自己也用手指翻搅沾满精液的肉穴。

  　そう答えて顔に淫らな表情を浮かべ、激しく腰を振り始めるアルピナ。接合部を見せつけるようにしながら激しく腰を振る。その接合部に舌を這わせ、自らも精液まみれのまんこを指でかき回す母親。

  　周围也有人开始取出老二，开始自慰……

  　家族で繰り広げられる淫らな行為に周囲ではちんぽを取り出して扱き始める者も出始め……

  

  「各位也请对阿尔品娜喷出精液吧。」

  「みなさんもどうぞアルピナに精液をぶっかけてください」

  「大家的精液，尽量多给我一点♡」

  「みんなのせーえき、いっぱいちょうだい♡」

  

  　阿尔品娜对观众露出淫荡的笑容，要求精液。母亲则张开阿尔品娜的脚，让结合部位看得更清楚。

  　そんな聴衆に淫らな笑みを浮かべて精液をおねだりするアルピナ。そんなアルピナの脚を広げて接合部がよく見えるようにする母親。

  　周围的兴奋也达到最高潮，无数精液喷在她幼小的身体上……

  　周囲の興奮も最高潮に達し、その幼い体に無数の精液が浴びせかけられて……

  

  「啊，哈♡好多精液♡」

  「あ、はっ♡せーえき、いっぱい♡」

  

  　阿尔品娜用手指捞起精液送入口中。好色。

  　その精液を指で掬っては口に運ぶアルピナ。エロい。

  

  「各位，众神非常满意。」

  「皆様、神々はたいそうご満悦です」

  

  　结束之后，钱发给家人和观众。嗯，得好好支付演出费才行。

  　行為を終えた家族と観衆にお金が配られていく。うん、ちゃんと出演料は払わないとな。

  

  『收支方面完全赚到了！』

  『収支的には全然プラスですしね！』

  『奥露榭也很满意。』

  『オルシェもご満悦だしな』

  『公主殿下也很满意。』

  『姫様もご満悦』

  『呜……』

  『うぐ……』

  

  　嗯，毕竟拍摄质量相当好嘛。

  　まあ、撮れ高はかなり良かったからな。うん。

  　另外，这个「众人环视的家族乱交」系列相当受欢迎，之后会制作许多续集，不过那又是另一个故事了。

  　なお、この“衆人環視の家族乱交”シリーズはかなりの人気を博し、続編が多数作られる事になるのだがそれはまた別のお話だ。

 
  第１４３話：教師と生徒

  第143话:教师与学生

  「那边的，别闲聊。」

  「そこ、無駄話しない」

  

  　教室里顿时吵闹了起来。这也难怪，毕竟以教师身份现身的，是个年纪和我们差不多的少女……应该说，这不是塞丝妲吗！？

  　ザワザワと騒がしくなる教室。それもそのはず、教師として現れたのは自分たちと殆ど変わらない歳の少女……というか、セスタじゃねえかっ！？

  

  「公主殿下，待会儿来指导室一趟。」

  「姫さま。後で指導室に来る」

  

  　呃，我什么都还没说……

  　いや、俺まだなにも言って……

  

  「过来。」

  「来る」

  「……是。」

  「……はい」

  

  　为什么会变成这样……

  　どうして、こうなった……

  　今天早上，她确实说过有好玩的事，但我没想到她会以教师身份来学校赴任。

  　今朝、確かに面白い事があるとは言っていたが、まさか教師として学校に赴任するとか思わねぇよ。

  

  「就像这样，只要理解术式，就能缩短时间。」

  「と、この様に、術式を理解すれば短縮も可能」

  

  　课程内容比想象中还要正经，或者该说不愧是塞丝妲，非常浅显易懂。不过，似乎有一部分教师对此不以为然。

  　授業の内容は思ったよりもまとも、というか、流石というか。すごくわかりやすい。まあ、一部の教師には不評のようだが。

  

  「是教错的人不好。」

  「嘘を教えているのが悪い」

  

  　嗯，真是毫不留情。

  　うん、容赦ないな。

  　下课后，对塞丝妲上课内容有意见的教师被她打得体无完肤。南无阿弥陀佛。

  　授業の後、セスタが教えていた内容に文句をつけてきた教師が完膚なきまでに叩きのめされていた。南無。

  　不过，毕竟塞丝妲是这个世界最了解魔术的人，而且她还能接触人类无法存取的情报。

  　まあ、この世界で最も魔術に詳しいのはセスタだからな。人の身ではアクセスできない情報にも触れる事ができるし。

  

  『就算碰了也看不懂啦！！』

  『触れてもわからないんですけど！！』

  『我对你不抱期待，所以没关系。』

  『お前には期待してないから大丈夫だ』

  『好过分！？』

  『ひどいっ！？』

  

  　呃，嗯，这就叫做适材适用。至于奥露榭的适用之处在哪里，就另当别论了。

  　いや、まあ、適材適所というやつだ。うん。オルシェの適所がどこかにあるかは別にして。

  

  『你很会剪辑视频。』

  『動画の編集は上手い』

  『啊……嗯，是啊。』

  『あー、うん、そうね』

  

  　虽然非常复杂，但只要奥露榭没出场，销量就相当好呢。

  　すごく複雑だが、オルシェが出演さえしていなければ売り上げはかなり良いんだよなぁ。

  

  「就是这样，提供素材。」

  「と、言うわけで、素材提供」

  

  　她边说边脱掉我的衣服，自己也脱掉教师套装的裤子，跨坐到我身上。不，就算指导室里没有其他人，这里还是学校……

  　そう言いながら俺の服を脱がせ、自分も教師用スーツのズボンを脱ぎながら上に跨る。いや、人気のない指導室とはいえ、ここ、学校……

  

  「师生的禁忌关系？」

  「教師と生徒の禁断の関係？」

  「不，就只是夫妻……」

  「いや、普通に夫婦……」

  「禁忌关系。」

  「禁断の関係」

  

  　啊，是这种玩法啊，好……

  　あ、そう言うプレイですか、はい……

  

  「插进来。」

  「挿れる」

  「嗯嗯♡」

  「んんっ♡」

  

  　塞丝妲边说边缓缓坐下。滋噗一声，她将我长出的小弟弟抵在肉穴上，然后吞了进去。

  　そう言いながらゆっくりと腰を落とすセスタ。くちゅり、と俺に生やしたちんぽを肉壺にあてがい、飲み込んでいく。

  

  「嗯♡」

  「んっ♡」

  「咕呜♡」

  「くぅっ♡」

  

  　我脱掉她的衣服，将手引导到胸部上。她的每个动作都很色情。

  　服をはだけさせ、胸に手を導く。仕草がいちいちエロい。

  

  「来，公主殿下，好好地顶上来。」

  「ほら、姫さま、ちゃんと突いて」

  「好、好的……」

  「え、ええ……」

  

  　我照她所说的挺起腰杆。我一边抵抗着某种东西逐渐抽离的感觉，一边摆动腰部，于是肉穴仿佛欣喜地颤抖般，紧紧地缠了上来。

  　促されるままに腰を突き上げる。何かが抜けていくような感覚に抗いながら腰を振ると、膣肉が歓喜に震えるかのように絞めつけてくる。

  

  「居然在这种地方，真是个坏孩子。」

  「こんなところでなんて、悪い子」

  「这是塞丝妲你……」

  「これはセスタが……」

  「老师。」

  「先生」

  「……」

  「……」

  「老师。」

  「先生」

  「老师……」

  「先生が……」

  

  　看来她无论如何都想继续师生玩法。没办法，配合妻子的任性也是丈夫的职责。

  　どうあっても教師と生徒プレイを続ける気らしい。仕方ない、妻のわがままに付き合うのも旦那の役目か。

  

  「要、要射了！」

  「もう、出るっ」

  「嗯♡射在老师的子宫里♡」

  「んっ♡先生の子宮に、注いで♡」

  

  　她在我耳边如此低喃，我便轻易地在子宫里射精了。不对，用那么甜美的声音低喃太狡猾了。

  　耳元でそう囁かれ、あっけなく子宮に精を放つ。いや、あんなに甘い声で囁くのはズルい。

  之后我照着她的要求，一次又一次地交合……

  それから何度も何度も言われるがままに身体を重ね……

  

  「来，这次从背后插老师的●穴♡」

  「ほら、先生のおまんこ、今度はバックから♡」

  「老师！！」

  「先生っ！！」

  

  　最后我甚至有点自暴自弃了。

  　最後の方は半ばヤケになっていた気もする。

  　我从背后将小弟弟插进被我的精液弄得湿滑的●穴里。我抱住她的腰，激烈地从背后抽插，塞丝妲便开始发出甜美的声音。

  　俺の精液でヌルヌルになったまんこに背後からちんぽを突き入れる。腰を抱き、激しく背後から突き入れると、甘い声を洩らし始めるセスタ。

  

  「嗯♡嗯♡啊♡啊嗯♡」

  「んっ♡んっ♡あっ♡あんっ♡」

  「咕、呜♡」

  「く、ぅっ♡」

  

  　听到她淫荡的声音，我也很快就无法忍耐。塞丝妲稚嫩的肢体被教师套装包覆，却发出淫荡的声音，让我无法压抑自己的兴奋。

  　その淫らな声に俺もすぐに我慢ができなくなっていく。幼い肢体を教師用のスーツに包み、それでいて淫らな声を上げるセスタに興奮が抑えられない。

  

  「已、已经……」

  「も、もう……」

  「嗯♡把精液，全部射进来♡」

  「んっ♡せーえき、たっぷり注いで♡」

  「嗯嗯嗯嗯嗯嗯♡」

  「んんんんんんっ♡」

  「啊、哈♡里面，好多♡」

  「あ、はっ♡なか、いっぱい♡」

  

  　我任由她榨取，将精液注入，填满她的肉穴。

  　搾り取られるままに精液を注ぎ込み、腟内を満たしていく。

  　哎呀，被这样诱惑，我也没办法啊。

  　いや、こんな誘惑されたら仕方ないって。

  

  「嗯，射了好多。」

  「ん、いっぱい出た」

  「不，那个……」

  「いえ、その……」

  

  　我将●穴掰开，精液便咕噜一声流了出来。

  　くぱぁ、とまんこを広げれば、ごぽりと精液が流れ出してくる。

  　糟糕，这太色情了……

  　ヤバい、これはエロい……

  

  『啊，台词另外拍摄。』

  『あ、セリフは別撮りで』

  『啥？』

  『は？』

  『另外拍摄。』

  『別撮りで』

  

  　不过，奥露榭似乎不喜欢我们中间的对话。

  　けど、どうやらオルシェには途中のやり取りが気に入らなかったらしい。

  　之后我被迫看着被剪得更色情的视频，配合奥露榭的剧本进行录音，这真是羞耻到不行。呜呜。

  　この後、よりエロく編集された映像を見せつけられながらオルシェの台本に合わせてアフレコ、というひどい羞恥プレイをさせられる事に。ぐぅ。

  　另外，这个系列颇受好评，之后我被迫配合奥露榭的剧本拍了好几部视频。

  　なお、このシリーズは割と好評で、その後もオルシェの台本で何本か撮る羽目になってしまった。

 
  第１４４話：足止め

  第144话:困!

  　教师和学生之间的糜烂性生活持续了一阵子，但因为说明之旅重新开始，所以中断了。

  　教師と生徒の爛れた性活は暫く続いたが、それも説明行脚が再開される事で中断となった。

  　西部已经结束了，接下来是东部。

  　西部は終わったので次は東部だな。

  

  『哎呀，赚了不少呢。』

  『いやぁ、良い稼ぎになりましたね』

  『唔唔唔……』

  『ぐぬぬ……』

  

  　这次教师和学生之间的剧本，奥露榭也有拿到脚本费。因为卖得很好，所以奥露榭也赚得荷包满满。

  　一応、今回の教師と生徒プレイの脚本料はオルシェにも入っている。結構な売れ行きなのでオルシェもウハウハというわけだ。

  

  『榭菈小姐的雌性表情很受欢迎哦。』

  『シエラさんのメス顔、大人気ですよ』

  『唔……』

  『くぅ……』

  『乳头也变成这样……呼、呼。』

  『乳首もこんなになって……はぁはぁ』

  『奥露榭，你给我记住。』

  『オルシェ、後で覚えてろよ？』

  『咿！？』

  『ひっ！？』

  

  　算了，现在就先不处罚她了。预算充裕真好。

  　まあ、お仕置きは今は勘弁しておいてやる。予算が潤沢ってのはいいね。

  　我们先从王都往北，再从那里往东。

  　王都からまず北に向かい、そこから東へ。

  　王国大致上分成东部、西部和南部。王都位于西部和南部之间，所以要前往东部，就得先经过西部。

  　王国は大きく東部と西部、そして南部に分かれている。王都は西部と南部の間にあるので、東部に向かうには一度西部を通らなければならない。

  　因为已经通过很多次领地了，所以我们以强行军的速度飞奔。不对，要是花太多时间，瓦特爸爸又会……

  　一度通った領地が多いため強行軍で駆け抜ける。いや、あまり時間をかけるとまたヴァート父様が、な。

  

  『是说，你只是想见证妹妹出生的那一刻吧？』

  『というか、妹が産まれるところに立ち会いたいだけですよね？』

  『唔……』

  『うぐ……』

  

  　呃，这个嘛，是这样没错啦。

  　いや、まあ、そりゃあ、ねえ。

  　我们在街道上往东前进，靠近领地后，就重复说明那起事件。一直讲同样的话，果然会累呢。

  　さて、街道を東に進み、領地に寄っては件の事件について説明を繰り返す。同じ話の繰り返しだと流石に疲れてきたな。

  　我心想，能不能发生什么有趣的事情呢？结果却失败了。

  　なにか面白いこと起こらないかなぁ、なんて思ったのが失敗だった。

  

  「公主殿下，前方有报告说出现盗贼。」

  「姫様、この先に盗賊が出たとの報告がありました」

  「盗贼吗……」

  「盗賊、ですか……」

  

  　现在领地军正在处理，所以我们在前一个城镇被挡了下来。唔。

  　現在、領軍が対応中とのことで、一つ前の街で足止めを食らってしまう。むぅ。

  

  「会花很多时间吗？」

  「時間がかかりそうなのですか？」

  「是的，他们似乎居于劣势。」

  「はっ。どうにも劣勢らしく」

  「……」

  「……」

  

  　视情况而定，可能会从周边领地叫来援军。如此一来，当然会更晚才能出发。

  　場合によっては周辺の領から援軍を呼ぶことになる。そうすると、当然さらに足止めされる。

  

  『好，我们去帮忙吧。』

  『よし、手を貸そう』

  『榭菈小姐，你这么说时都不会犹豫呢。』

  『シエラさん、そう言う時は躊躇しないですよね』

  

  　因为很讨厌吧？妹妹出生时却无法在场。

  　だって、嫌だろ？妹が産まれるとこに立ち会えないとか。

  　事情就是这样，我们来到了盗贼的基地。看来领地军已经撤退了。

  　と、言うわけで、やってきました盗賊のアジト。どうやら既に領軍は撤退済みらしいな。

  　他们至今应该都在举行胜利的宴会吧，酒桶和餐具散落一地。

  　今まで勝利の宴でもやっていたのだろう。酒樽や食器類が散乱している。

  　然后填饱肚子后，接下来当然就是性欲了。肉和肉碰撞的声音。幼小的身体被巨大的肉棒贯穿……

  　そして腹が満たされれば当然次は性欲だ。肉と肉がぶつかる音。幼い身体が巨大な肉の棒に貫かれ……

  

  「喂，大叔，好好摆动腰部啦。你这样也算是最强的盗贼团吗？」

  「ほらおじさん、ちゃんと腰振ってよ。それでも最強の盗賊団なの？」

  「咕啊！？」

  「くあっ！？」

  

  　……嗯？这是什么状况？

  　……うん？どういう状況？

  

  『啊——刚才盗贼团好像全都被那个女孩给歼灭了呢～』

  『あー、ついさっき、盗賊団はまとめてその娘に壊滅させられちゃったみたいですね～』

  『哦、哦……』

  『お、おう……』

  

  　仔细一看，那些以为喝醉的男人，其实只是趴在地上昏过去了。其中还有人精液四溢，倒在地上。

  　よく見れば、酒を飲んで潰れていると思っていた男たちは皆突っ伏して気絶しているだけだ。中にはちんぽをだらしなく精液まみれにして倒れている男も居る。

  

  『所有人好像都被气功弄得动弹不得了呢～』

  『全員気功で動けなくされてるっぽいですねー』

  『气功？』

  『気功？』

  

  　这么说来，课堂上有教过这件事呢。

  　そう言えば、授業でそんな話を聞いたな。

  

  『使用子宫内魔力的身体强化术。我有教过用法。』

  『子宮内の魔力を使う身体強化術。使い方は教えた』

  

  　嗯，就是那个。用了之后会变得无法抑制性欲……

  　うん、アレな。使うと性欲を抑えられなくなるんだよなぁ……

  

  『在那之后，榭菈小姐在瓦特爸爸身上激烈地扭腰，榨取精液呢～』

  『あの後シエラさん、ヴァートお父さんの上で激しく腰を振って精液搾り取ってましたからねー』

  『唔……』

  『ぐぅ……』

  

  　在那之前，塞丝妲示范了用法后，也榨取了我……

  　その前は使い方を実演したセスタに搾り取られたんだよな……

  

  『使用子宫的魔力后，就会变得想要精液。』

  『子宮の魔力を使うと精液が欲しくなる』

  『嗯……』

  『うん……』

  

  　所以才会变成这样。

  　それでこんな事になっている、と。

  

  「啊，哈♡子宫还要，再射出来♡」

  「あ、はっ♡子宮にもっと、出して♡」

  「唔啊啊啊啊啊……」

  「うぁぁぁぁぁ……」

  

  　少女用施加气功的阴道肉紧紧夹住肉棒，男人便轻易地吐出精液。然后，少女吸收精液后，更加强了气功。

  　きゅ、と気功を乗せた膣肉でちんぽを絞めれば男はあっさりと精液を吐き出す。そして、それを吸収して更に気功を強める少女。

  

  「来～♡来～♡射出来♡射出来♡」

  「ほーら♡ほーら♡出ーせ♡出ーせ♡」

  

  　她一边这么说，一边扭腰，用狭窄的软肉套弄肉棒。

  　そう言いながら腰を振り、ちんぽを狭い軟肉で扱く。

  

  『……呃，这不是小母猪吗！！』

  『……って、メスガキじゃねえか！！』

  『小母猪真不错呢。会让人想让她明白呢！！哈啊哈啊！！』

  『いいですねぇ、メスガキ。わからせたくなりますね！！はぁはぁ！！』

  『你还是一如往常地正常运转呢……』

  『お前は相変わらず平常運転だな……』

  

  　话虽如此，现在被教训的反而是盗贼。魁梧的男人被十二岁左右的少女压在身下，却束手无策的光景，就某种意义来说相当异常。

  　とはいえ、今わからされてるのはむしろ盗賊の方だが。屈強な男が１２歳くらいの少女に組み敷かれて手も足も出ない光景はある種異様ではあるな。

  

  『不过，该怎么办？放着不管应该也能解决问题吧？』

  『けど、どうするよ。放置してても問題解決しそうだが？』

  『咦？不是要教训他们吗？』

  『え？わからせるのでは？』

  『呃，有那个必要吗？』

  『いや、その必要あるか？』

  『有哦，嘿！』

  『ありますよ、えいっ！』

  『喂，你做了什么！？』

  『おい、お前何をした！？』

  

  　奥露榭发出按了某种东西的声音后，倒在地上的男人们便缓缓站了起来。

  　オルシェが何かを押したような音がしたと思ったら、倒れていた男達がゆらりと立ち上がる。

  

  『我稍微给了他们庇佑？』

  『ちょっと加護を？』

  『哪有女神会给盗贼庇佑啊！？』

  『盗賊に加護を与える女神が居るか！？』

  『咦？榭菈小姐只要祈祷就会给我庇佑啊，HAHAHA。』

  『え？シエラさんは祈れば加護をくれるじゃないですか。ＨＡＨＡＨＡ』

  『那是你擅自做的吧！！』

  『それはお前がやってるやつだろ！！』

  

  　仔细一看，少女被获得庇佑的男人们压在身下，立场颠倒了。

  　見れば少女は加護を与えられた男達に組み敷かれ、立場が逆転していた。

  　现在，男人们开始反击……

  　今、男たちの逆襲が始まる……

  　是说，别把事情搞得更复杂啦。

  　というか、事態をややこしくするんじゃねぇよ。

  

 
  第１４５話：あまりにも酷い所業

  第145话：太过分的行径

  「等、住手、住手啦！？」

  「ちょ、やめて、やめなさいよ！？」

  「咕嘿嘿嘿嘿。」

  「ぐへへへへ」

  

  　小丫头的立场颠倒过来，被男人们压在身下。

  　立場が逆転し、男達に組み敷かれるメスガキ。

  　是说，会发出「咕嘿嘿嘿嘿」笑声的家伙还真少见。

  　というか、ぐへへへへとか言うやつ珍しいよな。

  

  『咕嘿嘿嘿嘿。』

  『ぐへへへへ』

  『原来是你哦！？』

  『お前かよ！？』

  

  　我就觉得奇怪，看来是奥露榭在远端操控。

  　どうもおかしいと思ったらオルシェが遠隔で操っていたようだ。

  

  「喝啊！」

  「おら、よっ！」

  「嗯咿！？」

  「んぎぃ！？」

  

  　小丫头的阴道遭到粗暴地挖掘，发出惨叫。她束手无策地被蹂躏，被迫品尝快感。

  　乱暴に膣肉を抉られ、悲鳴を上げる。為す術もなく蹂躙され、強制的に快感を味わわされる。

  

  『来——喽，敏感度3000倍哦——』

  『ほーら、感度３０００倍ですよー』

  『不对，这样会死吧！？』

  『いや、死ぬだろそれ！？』

  『不要紧的，只有快感而已，而且姑且有设下限制器哦？』

  『大丈夫ですよ、快感だけですし、一応リミッターありますし？』

  『问题不在这里吧！？』

  『そう言う問題じゃねぇ！？』

  

  　小丫头被逼着从两侧握住肉棒，硬是被逼着上下套弄。将肉棒插进去的男子则是牢牢抓住小丫头的腰，毫不留情地进攻敏感度提升的阴道。

  　両側からちんぽを握らされ、無理やり扱かさせられているメスガキ。ちんぽを突っ込んでいる男はメスガキの腰をガッチリと掴んで感度の上がった膣肉を容赦なく責め立てる。

  

  「咿呜♡嗯♡啊♡不要♡住手♡嗯嗯嗯♡」

  「ひぅっ♡んっ♡あっ♡やっ♡やめっ♡んんんっ♡」

  「呀哈——！这真是最棒的飞机杯啊！！」

  「ヒャッハー！こりゃあ最高のオナホだぜ！！」

  

  　奥露榭……

  　オルシェ……

  

  『嗯？怎么了吗？』

  『ん？どうかしましたか？』

  『你的语汇能力是怎么回事？』

  『お前の語彙力はどうなってんだ？』

  

  　不是，现在没人会说「呀哈——」了吧？

  　いや、今どきヒャッハーとか言うやつ居ねえよ？

  

  『有什么关系，这样讲比较顺口啊。』

  『いいじゃないですか、その方がやりやすいんですから』

  『你真的很令人遗憾耶。』

  『ホント残念だよな、お前』

  

  　奥露榭是和「呀哈——」系男子亲和性很高的女神，这样真的好吗？

  　ヒャッハー系と親和性の高い女神、オルシェ。いいのかそれで。

  

  「呼、啊♡嗯♡这么、激烈♡嗯嗯♡」

  「は、あっ♡んっ♡そんな、はげ、しっ♡んんっ♡」

  「喂喂，已经投降啦？真是个垃圾小屄啊！」

  「おいおい、もう降参かよ、クソザコまんこだなぁ！」

  

  　我压在小丫头身上，一边「咚啾、咚啾」地撞击阴道深处，一边出言挑衅。

  　組み敷いてどちゅ、どちゅ、と膣奥を突きながらそう煽る。

  　实际上，每当肉棒挖掘幼小的阴道，她就会发出甜腻的叫声，那副沉溺于快感的模样，被骂垃圾小屄也是无可奈何。不过，嗯，毕竟参数被调整成那样，这也是没办法的事。

  　実際、ちんぽが幼い膣肉を抉る度に甘い声を洩らし、快楽に喘いでいる様はクソザコ呼ばわりされても仕方がない。いや、まあ、あんだけパラメーター弄られたらどうしようもないんだがな。

  

  「喂，嘴巴也别闲着啊！」

  「ほら、お口がお留守だぞ！」

  「嗯、噗♡啾噗♡滋噜♡嗯嗯♡」

  「ん、ぷっ♡ちゅぷっ♡れろっ♡んんっ♡」

  

  　小丫头在催促下吸吮、舔舐肉棒。不愧是原本就喜欢做这种事的女孩，舌头动作相当老练。

  　促されるままにちんぽに吸い付き、舐める。元々そう言う行為は好んで行っていた娘だけはあり、その舌使いは堂に入ったものだ。

  

  『这好像是「登堂入室」的简称？堂是初学者，室是专家，类似这种感觉。』

  『堂に升りて室に入る、の略でしたっけ？堂が初心者、室がプロ、みたいな感じでしたよね』

  『你居然知道这种事……』

  『よく知ってるな、そんなの……』

  『不过以现在的状况来说，应该是「进入阴道」比较正确。』

  『まあ、今の状況的には膣に入る、の方が正しそうですけど』

  『已经超越阴道，进入子宫了。』

  『膣通り越して子宮に入ってるけどな』

  『突破处女膜进入子宫……原来如此，这样比较贴切。』

  『膜を破りて子宮に入る……なるほど。こっちの方がしっくりきますね』

  『喂，别散播奇怪的词汇。』

  『おい、変な言葉を広めようとするな』

  

  　真的不能大意。

  　ホント油断ならねぇ。

  　我将意识转到小丫头身上，只见奥露榭操控的男人将肉棒插到最深处，龟头甚至抵达了子宫。那个相当舒服啊……

  　メスガキの方に意識を向ければ、オルシェが操っている男がちんぽを根本までねじ込み、子宮の中にまで亀頭を届かせているところだった。あれ、かなり気持ちいいんだよな……

  

  「差不多可以了。喂，用排卵魔法。」

  「そろそろ良さそうだな。おい、排卵魔法だ」

  「是。」

  「へい」

  「等、那个、是……」

  「ちょ、それ、は……」

  「喂，你给我闭嘴喘气就对了！」

  「おらっ、お前は黙って喘いでろ、よ！」

  「哈嗯♡」

  「はぅんっ♡」

  

  　小丫头舒服地喘气，盗贼见状心情大好，似乎打算让她怀孕，下令使用排卵魔法。小丫头察觉到这点，正打算抗议，却被肉棒堵住了嘴。

  　気持ちよく喘ぐメスガキに気を良くした盗賊は、そのまま妊娠までさせるつもりらしく排卵魔法をかけるように命じる。そして、それに気づき抗議をしようとしたメスガキをちんぽで黙らせる。

  

  「可以了。」

  「いけますぜ」

  「动手！」

  「やれ！」

  「住、住手……啊啊♡」

  「や、やめ……あぁっ♡」

  

  　部下听从命令，施放魔法后，子宫和卵巢附近便浮现了粉红色的纹路。

  　命じられた部下の一人が魔法をかけると子宮と卵巣の辺りにピンク色の紋が刻まれていく。

  

  「不、不行♡不能、怀孕♡」

  「や、だめぇ♡妊娠、だめぇっ♡」

  「嘴上这么说，但子宫却紧紧地抓住肉棒不放啊。」

  「その割には子宮はしっかりとちんぽを掴んで離さねえじゃねえか」

  「呀、啊♡那里、是♡呀嗯♡」

  「や、あっ♡それ、はっ♡ひゃうんっ♡」

  

  　男人只是用肉棒轻轻摩擦子宫入口，小丫头便发出了甜腻的叫声。看她这样，已经没救了。

  　男がちんぽで子宮の入り口を軽く擦っただけで甘い声が漏れる。ああなったらもうだめだな。

  

  「喂！给我好好怀孕啊！」

  「おらっ！ちゃんと孕め、よっ！」

  「不行、不行♡那里、不行♡」

  「だめ、だめぇ♡それ、だめぇっ♡」

  「用小屄套弄肉棒，哪有不行的道理啊？」

  「まんこでちんぽを扱いておいて、だめはねぇよなあ？」

  「咿嗯♡」

  「ひぅんっ♡」

  

  　实际上，小丫头的屄正为了榨取精液而紧紧缠住肉棒，不断往深处蠢动。那动作代表她非常想要精液。

  　実際、メスガキのまんこは精液を搾り取ろうとちんぽを絞めつけ、奥に向かって蠢動を繰り返している。アレは精液が欲しくて仕方ないって動きだな。

  

  『有经验的人说的话，是吗？』

  『経験者は語る、ですか？』

  『……我不否认。』

  『……否定はしない』

  

  　毕竟让精液注入子宫里很舒服，会这样蠕动也是没办法的事。嗯。

  　子宮に精液を注がれるのは気持ちいいからな。膣肉がそう動くのは仕方ない。うん。

  

  「啊♡啊♡啊♡」

  「あっ♡あっ♡あっ♡」

  「看你舒服地喘气，就这么想怀孕吗？」

  「気持ちよさそうに喘ぎやがって。そんなに孕みたいのか？」

  「不、不是♡嗯♡啊啊♡」

  「や、違っ♡んっ♡ああっ♡」

  

  　就算嘴上否定，但那模样毫无说服力。就算从肚子上方看，也能看到她的阴道紧紧缠着肉棒。

  　口では否定しても、アレじゃあ説得力は皆無だな。膣肉がちんぽを抱きしめている様子がお腹の上からでも見える。

  

  「好啦，要射了！」

  「そら、出すぞ！」

  「不要♡不要啦♡叫你不要了♡嗯嗯♡」

  「やめっ♡やめなさいよっ♡やめろってばっ♡んんっ♡」

  

  　因为话语中带着甜腻的声响，所以毫无说服力。她的样子也传达给阴道，像是要榨干般甜美地缠住肉棒。

  　言葉の端々に甘い響きが乗っているせいで説得力が皆無だな。その様子は膣肉にも伝わり、搾り取るかのように甘く絞めつける。

  　这个动作成了最后一击，肉棒受到刺激后，释放出白浊液体。

  　その動きが止めになり、刺激を受けたちんぽから白濁した液体が放たれる。

  

  「不要、不要啊♡讨厌♡不要射♡嗯嗯嗯嗯嗯♡」

  「いや、いやぁ♡やだぁっ♡出さないでぇ♡んんんんんっ♡」

  

  　小丫头嘴上说着拒绝的话语，却因为子宫内射精而达到高潮。不对，不管怎么看，她都很愉悦吧。

  　拒絶の言葉を口にしながらも子宮内への射精を受けて絶頂に達するメスガキ。いや、もうどう見ても悦んでるよな、アレ。

  

  「不要、小宝宝♡」

  「あかちゃん、やあぁっ♡」

  

  　淫纹发出光芒，映照出受精的模样。看到这景象，小丫头的表情……整个融化了呢。

  　淫紋が輝き、受精の様子を映し出す。それを見たメスガキの表情が……蕩けてるな、アレ。

  

  『看起来不像是不愿意呢。』

  『嫌がってるようには見えませんねー』

  『是啊……』

  『だよなぁ……』

  

  　她抚摸肚子的动作也是，怎么看都像是对怀孕感到喜悦。

  　お腹をさする手の動きといい、妊娠を悦んでいるようにしか見えない。

  

  『那么，那个要怎么办？』

  『で、アレ、どうするんだ？』

  『咦？要拍成视频卖啊。』

  『へ？動画にして売りますけど？』

  

  　不，我是说盗贼的事。是说，就算对方是小丫头，也得取得同意才行。

  　いや、盗賊の話だよ。というか、いくらメスガキとはいえ同意も取らないと。

  

  『啊——说得也是。以出演视频为条件，救她如何？』

  『あー、そうですね。動画への出演を条件に助けてあげては？』

  『喂——！？』

  『おぉい！？』

  

  　说起来，她会遇到这种事的原因就是你啊。

  　そもそもこんな目に遭ってる原因はお前なわけだが？

  　再怎么说，这也太自导自演了吧……

  　いくらなんでもマッチポンプが過ぎるだろ、それ……

  

 
  第１４６話：全部オルシェのせい

  全部都是奥露榭的错

  Sakura翻译缺失。

  Gpt翻译缺失。

  “啊，手术刀的万子，太棒了。”

  『あー、メスガキのおまんこ、最高ですね～』

  

  　使用盗贼开始给手术刀配种压制。奥露榭的家伙，不要用感觉连接。

  　盗賊を使ってメスガキに種付けプレスを始める。オルシェのやつ、感覚接続してやがるな。

  　不过，不好意思，我玩得太开心了，时间已经到了。

  　けど、楽しんでるところ悪いが、もうタイムリミットだ。

  

  “需要帮助吗?”

  『助けを欲しますか？』

  “苦、呜……什么?”

  『く、う、……え？』

  “需要帮助吗?”

  『助けを欲しますか？』

  “多、多……”

  『たす、けて……』

  “如果愿意付出代价，就拯救它吧。”

  『代償を受け入れるのであれば救いましょう』

  “我什么都愿意做，救救我……”

  『何でもするから、助けて……』

  

  　好，我答应了。什么都做，虽说是为了排解苦闷，但这句话绝对不能说。

  　よし、言質は取った。何でもする、苦し紛れとはいえ決して言ってはいけないセリフの一つだな。

  　这样就可以不做任何说明地使用视频了。不过，就算公开了，那也是诸神世界的故事，没办法看。

  　これで何の説明もなく動画を利用できる。まあ、公開されたとして神々の世界の話だから、それを見る術はないんだけどな。

  

  “毁灭!”

  「滅びを」

  

  　因为时间紧迫，我用力捏碎了心脏。

  　あんまり時間をかけている余裕もないので心臓をきゅ、と握り潰す。

  

  “哇? !”

  「ぐわぁっ！？」

  “哇! ! ?”

  『ぎゃーっ！！？』

  

  　啊，奥露榭还挂着呢。算了，行了吧。

  　あ、オルシェ繋いだままだったか。まあ、いいか。

  

  “虽然不是很好! ! ?”

  『良くないんですけど！！？』

  

  　嗯，先不考虑对奥露榭的影响，这样一来，犯罪者就彻底消灭了。快到讨伐军回来的时候了。

  　まあ、オルシェへの影響は置いておいて、これで犯罪者は一掃できたな。そろそろ討伐軍が戻ってくる頃だからな。

  　心脏崩溃后，最后的精液会因为反作用力而射出子宫，填饱肚子。奥露榭的妨碍也消失了，通过子宫转换成力量。

  　心臓を潰した反動で最後の精液が子宮内に放たれ、お腹を満たしていく。オルシェの妨害もなくなったので、それが子宮を通して力へと変換される。

  

  “那么，我该做什么好呢?现在就算让我舔橡树肉，我也会做的。”

  「それで、あたしは何をすればいいの？今ならオークのちんぽ舐めろって言われてもやるわよ？」

  

  　子宫吸收了精液的手术刀……娜托娜这样说道。嗯，真了不起啊。

  　子宮に精液を吸収しきったメスガキ……ナトナがそう口にする。ふむ、ずいぶんと殊勝だな。

  

  “首先，请同意记录并公开你的痴态。”

  『まず、あなたの痴態を記録・公開することに同意ください』

  

  　既然说了要在神的面前做任何事，就没必要一一限制，不过以防万一。

  　まあ、神の前で何でもすると言った以上はいちいち個別に制限を付ける必要はないんだが、念の為だ。

  

  “这样就行了吗?然后呢?”

  「そんな事でいいの？それで？」

  

  　嗯，能理解故事并没有到此结束，看来头脑还没坏到那种程度。

  　ふむ、話がこれで終わりではないと理解している辺り頭はそこまで悪くはないみたいだな。

  

  “就说怪盗是你打倒的。”

  『賊は貴女が倒した事にしてください』

  

  　本来奥露榭如果不做多余的事就能打倒他。这也没有问题吧。

  　まあ、そもそもオルシェが余計な事をしなければ倒せていたわけだしな。これも問題はないだろう。

  

  “就这些?”

  「それだけ？」

  “嗯，仅此而已。”

  『ええ、それだけです』

  

  　唉，我也没什么特别希望的。

  　まあ、特に他に望む事はないからなぁ。

  　说起来，这次是奥露榭搞的鬼。因为完全是抽火柴的。

  　そもそも、今回のはオルシェのやらかしに端を発してるわけで。完全にマッチポンプだからな。

  　这么说来，奥露榭还真是安静啊。

  　そう言えば、オルシェはヤケに静かだな？

  

  “没想到会发生这样的事，所以就闭上了嘴。”

  『こんな事もあろうかと、口を閉じておいた』

  “穆古! ?穆古! ?”

  『むぐーっ！？むぐーっ！？』

  

  　一看奥露榭手脚被束缚，嘴里还挂着球笑话。……需要那个眼罩吗?

  　見ればオルシェは手足を拘束され、口にはボールギャグが。……そのアイマスクは必要か？

  

  “感觉眼睛有点不对劲。”

  『ちょっと目がヤバい感じだった』

  “哦、哦……”

  『お、おう……』

  

  　唉，奥露榭总是一副见不得人的表情。

  　まあ、オルシェが人に見せられない顔してるのはいつもの事だしな。

  　好了，现在终于可以继续前进了。

  　さて、これでやっと先に進む事ができるな。

  　不出所料，几天的调查之后，放行许可下来了。

  　案の定、数日の調査の後に通行許可が降りる。

  

  “小姐，做了什么吧?”

  「姫様、なにかやりましたね？」

  “那么，是什么事呢?”

  「さて、何のことでしょう」

  

  　虽然被爱夏怀疑得很厉害，但这里还是蒙混过去。

  　アーシャにはずいぶんと疑われたが、ここは誤魔化しておく。

  　就这样，旅程终于到达了王国东部的谢尔库尔伯领地。

  　そうしているうちに旅はついに王国の東、シェルクール辺境伯領に到達する。

  

  “欢迎光临，小姐。”

  「ようこそおいでくださいました、姫様」

  

  　迎接他的是现在的谢尔库尔边境伯爵巴尔泽·谢尔库尔。其实他是蕾缇雅岳母大人的父亲。而这次的受害者是他的女儿，穆勒·谢尔库尔。也就是说，是蕾缇雅婆婆的妹妹。

  　出迎えたのは現シェルクール辺境伯であるバルーゼ・シェルクール。実は彼はレティーア義母様の父親だ。そして、今回の被害者は彼の娘、ミューラ・シェルクールだ。つまり、レティーア義母様の妹だな。

  　和爱夏两个人大致说明一下。

  　アーシャと２人で一通り説明をしていく。

  　慕拉就这样成为了父亲的侧室。岳母们的母亲芭泽拉是芭露丝的姐姐，所以她和缪拉是母女关系，又是姑姑和侄女，又是妻子。

  　ミューラはそのまま父親の側室になるらしい。レティーア義母様たちの母親であるバーゼラはバルーゼの姉にあたるので、彼女とミューラは母親と娘、かつ伯母と姪、そして共に妻、という関係になるわけだ。

  　这个世界的家庭关系还是那么复杂。

  　相変わらずこの世界の家族関係はややこしいな。

  

  “等等，榭菈先生做了这样的事，这不是冤枉吗?”

  「ちょっと、シエラ様がこんな事ををした、なんて濡れ衣じゃない？」

  

  　但是，有一个人不同意他的解释。我是婆婆的小妹妹，teene。

  　しかし、その説明に納得しなかった者が一人居た。レティーア義母様の下の妹、ティーネだ。

  　嗯嗯，你能理解我很高兴。完全是冤枉的。

  　うんうん、わかってくれて嬉しいよ。完全に濡れ衣だからね。

  　全都是那个叫奥露榭的家伙干的。

  　全部オルシェってヤツの仕業なんだ。

  　不，严格来说这次是系统出了问题，不过一开始是打算把它归为奥露榭的缘故。

  　いや、厳密には今回のはシステムの不具合だが、オルシェのせいって事にする予定だったんだ、最初は。

  　但是，这样的话就没有说服力了。奥露榭的存在太冷门了。

  　けど、それだと説得力がないんだよな。オルシェの存在がマイナー過ぎて。

  

  “太过分了!是主神! ?”

  『酷いですよ！主神ですよ！？』

  “因为你一直在用我的名义进行活动! !”

  『お前が俺の名前を騙って活動してばっかりだからだよ！！』

  

  　真是的，要是没有情趣之国，你早就消失了。

  　まったく、おもらしの国が無ければとっくに消滅してるレベルだぞ、お前。

  

  “那么，蒂内姨妈是怎么想这次的原因的呢?”

  「では、ティーネ叔母様は今回の原因、どうお考えですか？」

  “奶奶? !喂，别这样叫我! !”

  「おばっ！？ちょっと、その呼び方やめてよね！！」

  

  　不，嗯，姨妈。这一带比较麻烦。这个世界和日本一样，欧巴桑、大姨和婶婶的发音是一样的。只是拼写上有微妙的差别，是一个复杂程度MAX的单词。为什么会变成这样……

  　いや、うん、叔母、な。割とややこしいんだよな、このあたり。この世界でも日本と同じようにオバサンと伯母さんと叔母さんは同じ発音なんだよな。微妙に綴りだけ違うというややこしさＭＡＸの単語なんだよ。どうしてこうなった……

  

  “诶?我觉得这样比较有意思。”

  『え？なんかその方が面白そうかな、って』

  “凶手是你吗……”

  『犯人はお前か……』

  

  　这个木屐女神真是不正经。

  　ホント碌な事しないよな、この駄女神は。

  

  “是姨妈。”

  「叔母、ですよ」

  “啊，啊，姨妈，对吧?太麻烦了，叫我小婷吧!”

  「あ、ああ、叔母、ね。もう、ややこしいからティーネちゃんって呼んでよね！」

  

  　这样行吗?或者说，自己主动要求公主叫自己，这姑娘太强硬了。你爸妈可慌了。

  　いいのか、それで。というか、自分からちゃん呼びを、しかも姫相手に要求するとか強いな、この娘。両親オロオロしてるぞ？

  

  “那么，小蒂奈说原因是什么?”

  「それで、ティーネちゃんは何が原因だと？」

  “都是那个叫奥露榭的家伙干的! !”

  「全部オルシェってヤツの仕業なのよ！！」

  

  　嗯，平时是正确答案。不过，这次的原因是系统出了问题啊……

  　うん、普段なら正解なんだがな。でも、今回の原因はシステムの不具合なんだよなぁ……

  　事情变得麻烦了。

  　ややこしい事になったぞ。

 
  第１４７話：売れるんだよ……

  第１４７話：売れるんだよ……

  该章节缺失。

 